
加越能文庫解説目録

下 巻

金沢市 立図書館



序

この度の加越能文庫の解説目録の編さん事業は，昭和50年3月発刊の上巻にはじまり，

書名索引を附した，本下巻の発刊により，昭和39年から同41年に亘って作成した稿本「加

この一連の計画が一応の完了を見ること越能文庫目録J上・中・下および補遺をあわせ，

になりました。

かえり見ますと，昭和23年に本市の懇望によって，加賀藩内外の得難い典籍の宝庫を受

け継ぐ，前田育徳、会尊経閣文庫から，郷土の一級資料として寄贈を受けて以来，その目録

の編さんが焦眉の問題として喧伝されて，なお33年の長い歳月の詳査を要しようやく今日

を迎えることができましたのは，各界の暖かいご支援に恵まれた賜と感慨無量のものがあ

ります。

この間，ー方では，昭和47年から加越能文庫のマイクロフィルム作成に着手し，資料保

存の万全化と閲覧および複写の便利化を目指し，第一次計画の完了を，昭和61年度に置い

て，順次実施中であります。文本図書館創設の建物も50年を経て時代の変遷と老朽化には

抗し難く，新時代に対応できる図書館の建設に対する要望は，昭和5特に新館の開館によ

って果されました。

加越能文庫を中心とした近世文書・資料の恒久保存の書庫や閲覧の施設なども完備し

て，面白を一新し，調査研究のために，一層良い環境を，ご提供できるようになりまし

Tこ。

今後地方史の研究者および全国の歴史研究者の方々には，本目録および上巻と併せて，

これその研銭の一助に加えられ，充分など活用によって文化の向上に貢献されることと，

を基に更に関連資料の研究が進められることを期待する次第であります。

この加越能文庫解説目録に緒を付けられた，金沢大学の下出積奥先生，篤学を以なお，

て，加越能文庸の整理につくされながら志し半ばで亡くなられた伊藤茂氏，さらに同氏と

共に本目録上巻を完成され，引続き本目録を献身的なご努力によって完成に導かれた金沢

大学の高沢裕一先生はじめ，多くの諸先生方のご労苦に対し，深甚なる感謝を申し上げる

次第であります。

昭和56年 3月

夫良

金沢市教育委員会

田桑教育長



凡例

1 本目録は，金沢市立図書館が所蔵する加越能文庫〈記号=特16)の解説目録で，既刊の稿本目録

を再検討し，必要に応じて細目と略解を加えたものである。

2 資料を内容に即して 0--9に大区分し，上巻にはそのうち o総記， 1藩主， 2藩制， 3藩士の

四項を，下巻には， 4政務， 5軍事・藩学， 6務治， 7産業， 8学問， 9文芸と補遺を収議した。

3 大区分を，さらにそれぞれ0--9に小区分した。小区分は，資料の分量に応じてさらに細区分

し，適宜，記号を伴わない小見出しを付した。

4 細区分内の配列は，内容の年代順あるいは五十音順，同一内容では，原本・副本・復写本・抄本

の順を原則としたが，時に変更を加えたところもある。

5.特16.31ー藩士のうち，明治初年金沢藩臣の「先祖由緒井一類附帳Jは上巻の巻末に，特16.88一

本草・医薬のうち「庶物類纂」の細目は下巻の647頁以降に別載した。

6 記述はカード形式による分類順とし，第1行標目〈ゴジック活字)，第2行編著者名，第3

行出版事項，第4行対照事項，第5行以下註記・解説とした。

7 標目〈題名〉の左の数字は資料の一連番号を示し，右の数字は資料の請求記号である。

8 標目は資料の題名〈書名・文書名〉で，無題のものに付した題名，または原題を省略あるいは補

ったものには( Jを付し，原題名を註記欄に記入した。

9 編著者は，編集者または原著者を示し， ( )内は別名・通称・雅号などである。

10 出版事項は自筆・手写の別，筆者〈版本については出版者)，手写または出版年〈西暦〉 とし

た。

11 対照事項は，形態，数量，法量，装釘などを示すものである。形態は，冊子，合綴，仮綴，巻子

絵図などに区別，数量は，冊子で1冊のものは墨付丁数を， 2冊以上のものは冊数のみとした。文

書は通数，絵図は枚数を記した。法量はたての寸法をセγチメートルで表わし，小数点以下は 2捨

3入した。ただし，特殊な形のもの，または絵図はタテ×ヨコの寸法をとった。また，包紙，袋，

箱に入ったものはその旨を記入した。

12 註記欄には，資料の原題，内題，別名，旧蔵者，内容年代，殺害・合綴書の細目，内容の略解な

どをいれた。

13 欄内の①②……は冊次を示すもので，乾坤，天地人などの巻次は省略した場合がある。

14 現在までに刊行されている資料については，努めてこれを記入した。

15 使用した字体は，概ね原題に従ったが，適宜当用漢字を用い，また， r拘」や rtJなどは，そ

れぞれ「控JrヨリJなどとした。

16 書名〈題名〉索引は，目録下巻の巻末に収載した。

17 既刊の目録における題名で変更されたものが若干あり，旧書名でも検索できるようにした。
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特16.4政

特16.40総記

勤方例規・旧 ~IJ 

3910 覚容 16.40-1 

包丁 8 x 18c皿

前田貞醇旧説。 n文~明和j~jに旧例をとり ， 不

時寄合a 巡型3，式日，飛脚歩，喧oi@!:死，出奔

人，乱心殺害，出火額焼， tf品1q島物，月切.Y.耳

徳乗用，御盛丸君病，公私年忌法l~の項目に分

けて記した袖中録。

3911 寛文五年諸事覚書 16.40-2 

手写寛文5年(665)

5丁 12.5X18.5cm 

中川県克旧歳。役人制り，江戸御供人の日用庖

方に関する令'Crl文 5~1' 3月10日).忌51日数の

・11 ド 1~t. 町廻り横目の御門通行についての岱留め。

旧宮名 「諸司王党IDJ。

3912 御魯校合立合之儀ニ付被仰出之写 16.40-3 

3了 24.5cm

中川典克旧蔵。公[孟サ2出する公文t'.lの絡につ

いて党政5年の取担jき方規定。

3913 御勤方等留

前田織江著

白m党政8年(J796) 

37T 12X 18叩

16.40-4 

前回道益旧蔵。織江は道済(路博〕であろう。

当時は小松城番。 これは洛公一族へのi品物，御

精進日，江戸表の御装束，公義御狩月などを党

しTょもの。

務

城等，諸方御tli者，御家中使者，御司王t'.l.御

番頭戴，径審議釈，哲詞一件

③御親翰等，言上，被仰出一件.御歩横目御悩

自足軽

@火事，諸方出産，一頬御預井立会，御歩右目目

見届，蝕出，喧叫，検使.御城中病人，苦L心

口論等，紛失物等，乗用弁杖

⑤'lIt文等，雑。

3915諸事見聞雑録

手写

50丁 14x20四

16.4仔-6

金沢より京 ・江戸参勤道中之日銀，享和 3~"*百

改候御扶持之留，池田数馬御中ニ而持銃紛失に

付属寄付，御領国所より温泉江金沢より道程な

ど雑多な役所関係の規定， I日例集。巻頭に53項

の目次あり。

3916 諸願目録書抜

手写

94-丁 24.5叩

16.40ー 7

表紙に朱字で「三冊之内」とあり。内容は，文

化 4年(807)~慶応元年(865)にわたる。役i&

井御番御免願，諸額雑，医者願，出家願，十村

願に区分してある。

3917 諸方へ返書等之抜書 16.40-8 

成瀬正敦手写文政9年(826)

2冊 12X18叩

成瀬正居旧蔵。「御用番諦送之'~J以下50の項よ

りなり，各職務井治安関係の紡届密式 ・事例を

記す。 2冊目は追加分で. r必車加小幡氏より

借用之本ニ而記λ」とあり。

3914 文化雑記 16.40-5 I 3918 諸向へ返書等之抜書 16.4仔-9
前田家編斡方手写明治年間

5ffi1お 5回

文化年間を中心とし，寛政 5 年(J793)~文政3

年(820)にわたる諸事例の記録。

①御iJ1"，御判物頂戴，諸事御礼労御規式，当l主

御礼.出仕打不時登城，J服ffj

②戸J方，御出-{ll等，御城中御巡見，御城"1'見

分，御発潟御待51!i，伺公鴎鋸.ilt脚q様御制

- 1ー

手 写 文 化5年(808)

58丁 25団

富田権六郎旧歳。表紙付記「此包山崎様より御

借用写之J.r諸方之返i!}等紋包弐1m本多氏より

忍術読合候処此帳同意ニ付不写之残一冊写取為

迫力日」 とあり。
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藩主の印物の所持者が報告書に印物の名宛人を

「亡父某」とすべきか「故某」とすべきか

を問い合せたもの。

政

16.4かー10両支配緒方紙面大概

織田某手写天保11年(1840)

49T 12x 18佃

成瀬正居旧歳。 41項よりなる醤式の規定集。

3919 

16.必-17

類

公用雑纂録

前田家編緒方手写

2冊 23佃

本多政以旧蔵。万治以降，延享年間までの御用

留額の抜番。上下2冊。内容に整序性は見られ

ない。

明治年間

留覚

3926 

3920 御番之覚留

35丁 14x20cm

白井憲成旧歳。内容は，公文書の書式例集で公

義，大奥，諸方，内輪，家中などに分けて「御

書方」の旧例を挙げている。

16.4か-11

16.40-12 
詰
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日記・残編五種

前田家編綿方手写

132T 23佃

内容は①寛文元年・ 2年目帳②御横目方抜書

之内(延宝6年~元禄2年前田直弱手記〉 ③天

和2年多賀留記 @正徳5年目次故書〈前回直

弱延享2年手写〉 ⑤元文3年当座覚書〈前田直

弱著〉の 5種。

16.4か-18

明治年間

3927 

覚帳六種

前田家編輯方手写

152丁お.5佃

内容は「三之御丸旧例番集覚書帳Jr御使番代

心得一巻Jr江戸御小屋故障取捌等帳Jr御規式

之節御場所へ罷出御仮屋ユ於テ御祝頂戴之人

々Jr御番引番付Jr嘉永四年亥三月御供人帳」。

3921 

明治年間

16.4かー13

眼

16.40-19 〔覚書〕

手写

39T 24cm 

寛文~文政期にわたる役務に関する留帳額の抜

書。

3928 

諸雑留

前田貞事(図書)箸

自筆

85T llx17.5cm 

前回点醇旧蔵。御祥月附，御参詣御日取等之儀

被仰波，御寺御参詣等一巻など35項目の備忘留

番。

3922 

16.40-20 〔幕府・諸侯に関する言上〕覚

〔延宝3年(1675))

巻子1 25佃

報告事項の2頭目を醤上げたもので，加賀務に

関係がある幕府の政務についてのものが多い。

閏4月は内容から延宝3年 (1675)と推定でき

る。

旧書名「公儀に対しての覚書」。

3929 

16.40-14 懐中必用鱗

18T 17.5x l1cm 

横山隆太旧蔵。公辺御忌日等，御家御日柄，同

御忌日等など35項目より成る袖中備忘録。

3923 

16.4かー15

雑録備考抄附録

前回家編韓方編

明治年間

13冊 23.5ω

延宝期以降の藩庁関係その他諸種の史料から抜

撃して編輯したもの。なお，庄田九兵衛〈正守)

は射す氏の家臣であったが鰍己に仕え，和歌を

16.4。ー，213930 

諸願申渡之留

前田家編韓方手写

50T 25cm 

縁組願，養子顕.嫡子願.役義御免願.代番願，

髪惣結願，髪剃落願，後住願，知行所割替顕，

御屋敷願などに対し，月番より許可を申渡した

者の名前を列記しである。

旧番名「縁組養子等申渡之写J。

明治年間

3924 

16.40-16 

- 2ー

〔御印物調候節之伺紙面〕

手写

1通 l~佃

3925 



r 

総

ょくした。宝永5年没72才。

①元禄元年庄田九兵衛等手合日記之内

延宝6年正月ヨリ江戸へ言上之番状留帳之内

延室6年年寄共手合日記之内

延宝7年年寄共申送帳之内

延宝7年3月ヨリ同8年7月迄江戸へ言上状

留之内

②〈向上)

延宝8年7月ヨリ 9月迄状留之内

天和元年日記之内

天和2年庄田九兵衛等手合日記之内

③〈向上〉

天和3年正月ヨリ庄田九兵衛等手合日記之内

天和3年間5月ヨリ庄田九兵衛等手合日記之

内

天和4年正月ヨり 4月迄庄田九兵衛等手合日

記之内

@貞享3年正月ヨり 5月迄日l候之内

貞享3年6月ヨリ 12月日帳之内

延宝4年庄田九兵衛等手合日記之内

貞享5年庄田九兵衛等手合日記之内

⑤〈向上〉

元禄元年7月10日以後追補

元禄3年5月ヨリ 6月まで木原勘左衛門・錨

源左衛門手合日記之内

元禄3年7月8日木原勘左衛門・舗源左衛門

手合日記之内

元禄3年9月10日木原勘左衛門・飽源左衛門

手合日記之内

元禄4年8月より庄田九兵衛・小川弥五左衛

門・三上庄左衛門等手合江戸言上状留之内

元禄5年正月江戸言上状留之内

元禄6年2月ヨリ 6月迄庄田九兵衛等手合状

留之内

元禄6年7月ヨリ 12月庄田丸兵衛等手合状留

之内

⑥〈向上〉

元禄7年状留之内

元禄9年庄田九兵衛等手合留帳之内

元禄11年庄田丸兵衛等手合留状之内

元禄12年庄田九兵衛等同前留帳之内

元禄13年庄田九兵衛等手合留帳之内

元禄14年庄田九兵衛等手合留帳之内

元禄15年庄田九兵衛等手合留帳之内

-3ー

記

⑦(向上)

元禄16年庄田九兵衛等手合留勝之内

元禄16年7月ヨり江戸ヘ之状留之内

元禄16年7月ヨリ宝永元年迄庄田九兵衛等手

合留帳之内

元禄16年7月15日ヨリ 12月29日迄小川七右衛

門，久能猪左衛門手合御在江戸日記之内

右同年と見へ而上番無之帳之内

未7月25日ヨリ申ノ 7月初日御帰迄御在江戸

諸事留帳加藤長助・大窪九右衛門と上書有之

帳之内

③〈向上〉

元禄16年・同17年於江戸御馬方覚帳，小JII七

右衛門・加藤長助加ノレ上番と有之帳之内

元禄16年・ 17:年於江戸買上之鞍共箱蓋之内寄

付之留アリ

宝永元年7月丹羽遠江守様べ御用儀ユ付御家

来被指遺候留，久能猪左衛門と上書有之帳

於金沢村捌進家来之儀=付公事場ヨり申来

一巻と上曾有之帳之内

宝永2年7月ヨリ 12月迄於江戸久能猪左衛門

.瀬尾平進日記之内

宝永2年7月ヨリ御在江戸諸事留帳，久能猪

左衛門・瀬尾平進と上番有之帳之内

宝永2年7月ヨリ御在江戸御近習中へ被仰lU

品々其外諸事留，久能猪左衛門・瀬尾平進と

上書有之帳之内

宝永2年7月ヨリ御在江戸中諸事関帳，加藤

長助・高山宮内と上書有之帳之内

宝永3年2月3日山岸団丞家来市内於江戸欠

落一巻井立帰一巻禁徳之時分品々留有之と上

番有之帳之内

宝永3年6月御帰国一巻伺之留帳，久能猪左

衛門・加藤長助・高山宮内と上書有之帳之内

宝永4年7月御道中日記，久能猪左衛門・庄

田作輔と上書有之帳之内

宝永4年7月25日ヨリ 12月迄久能猪左衛門・

庄田作輔日記之内

宝永4年若火事之刻御行列附芥御定書等被仰

出之帳，久能猪左衛門・庄田作輔と上魯有之

幌之内

③宝永4年火事方之帳

宝永4年7月ヨリ同5年・同6年御真筆芥御

加筆御務之留附諸事窺之留帳，久能猪左衛門



政

-庄田作輔と上番有之帳之内

宝永4年・同5年・同6年諸事留帳，久能猪

左衛門ー庄田作輔と上富有之帳之内

宝永8年4月16日ヨリ同?:l日迄十一泊御道中

日記，瀬尾平進・庄田作舗を上番有之帳之内

正徳元年4月zl日ヨり瀬尾平進・庄田作輔手

合江戸日記之内

⑪〈向上〉

宝永8年在江戸中定番と上番有之様

宝永8年辛卯・正徳 2壬辰御在江戸諸事留

帳，瀬尾平進・庄田作輔と上番有之帳之内

正徳元年辛卯11月4日ヨり御銭爵一巻，庄田

作輔・鶴見葦進と上曾有之帳之内

正徳2年正月ヨリ 4月14日迄瀬尾平進・庄田

作輔手合江戸日記之内

正徳2年4月江戸御帰御道中日記，瀬尾平進

・庄田作輔と上書有之帳之内

享保17年7月18日ヨリ瀬尾弥五左衛門・庄田

作左衛門手合於江戸日記之内

享保21年瀬尾弥五左衛門・庄田作左衛門手合

江戸万留幌之内

元文元年道中定書

元文元年道中勤方定

元文元年近習廻道中勤方覚

⑪元文元年在江戸中定書

元文元年在江戸役附

元文元年近習廻在江戸役附

元文元年7月19日ヨり同年12月迄於江戸瀬尾

弥五左衛門・庄田作左衛門手合状留之内

延享元年御婚礼御用江戸御用諸事留帳，斉藤

与右衛門・村田五左衛門と上富有之帳之内

延享元年道中勤方

延享元年4月15日ヨリ 5月20日迄御婚礼御用

御在江戸中日記，村田五左衛門と上書有之帳

之内

延享元年従4月15日歪5月21日御婚礼御用御

在江戸日記と上番有之帳之内

延享2年6月江戸方留帳，瀬尾弥五左衛門・

庄田作左衛門と上番有之帳之内

⑫〈向上〉

延享2年7月道中勤方之帳

延享2年7月近習之者等道中勤方幌

延享2年7月在江戸定

延享2年7月在江戸中定役之外兼役等之帳

務

延享2年7月28日ヨリ 8月17日迄御在江戸日

記と上書有之帳之内

延享3年12月ヨリ同4年2月迄御在江戸中瀬

尾弥左衛門・村田五左衛門日記之内

寛延2年2月22日ヨリ江戸日記と上書有之帳

之内

享保9年納戸役手前=有之衣類方日記之内

享保 11年之頃規式附之帳取次役手前ユ有上

番，来年頭規式之覚

文久3年衣類方日記之内

文久4年衣類方日記之内

寛保元年衣類方日記之内

寛保3年衣額方日記之内

延享2年衣類方自記之内

延享3年衣類方日記之内

@(向上〉

延享4年3月ヨリ衣類方日記之内

寛延元年衣類方日記之内

寛延3年衣類方日記之内

宝暦元年衣類方日記之内

宝暦2年衣類方日記之内

宝暦3年衣類方日記之内

宝暦4年3月23日より衣類方日記之内

宝暦5年衣類方自記之内

宝暦6年衣類方日記之内

宝暦7年衣類方日記之内

室暦8年衣類方日記之内

室暦9年衣類方日記之内

元文元年執次役日記之内

元文2年8月と見へて薄墨犠之貼紙一禁左之

ことし

元文2年と見ゆる執次役日記之内

元文5年執次役日記之内。

制御年表 16.4←22 

手写

2冊 お 但

高畠民所蔵の写。天和4年(貞享元年1684)-元

文元年(1736)の役向きのこと，法令・火災など

について記録したもの。年月日順に項目的に簡

略に記述している。

3932吉田文右衛門訴状一件

手写

16.40-23 

-4-



r酬明

総

81丁幻佃

貞享4年(1687)11月28日，浪人吉田文右衛門が

江戸筋違橋の辺で御側衆中宛に奉公願いの訴状

を出した一件の記録。

旧書名「吉田訴状一件J。

16.40-24 3関3 小松重堅訴訟之記

手写

30T 23.5佃

元禄9年(1696)正月15日，江戸の浪人小松重竪

が5代務主綱紀に金助町で召抱方懇願の直訴を

行なった一件。

3934 小松助右衛門訴状一件留

手 写 安政3年(1856)

33丁 24cm

前田栄次郎旧蔵。有馬中務大輔浪人小松助右衛

門重.賢治2元禄9年正月15日御登城の時江戸金助

町で仕官を願う訴状を上げようとした一件の記

16.40-25 

録。

記

3937 〔成瀬内匠書状〕

成瀬当栄箸

正徳6年(1716)

1通 31cm

4月18日付，大野木舎人宛。湯治先より藩主へ

「かたこの実」なばを献じたことに対する落主

魯状に添えたもの。成瀬当栄は当時定番頭。

16.40-ー28

3938 御定目拝見相済侯人々覚帳 16.40-29 

11丁 11.5X18佃

御徒横目，賄方与力，御料理頭の役を持つ人々

の名が享保9年(1724)......万延元年(18ω〉にわた

って月日を記殺して書きつがれている。

3939 覚間番

手写享保16年(1731)

4 T 12x 17.5cm 

近江領のこと，町人借用米値段，足軽，会所

銀，上使，御普請会所のことなどについての覚

書を集めたもの。

16.40ー'30

16.4←26 I 39初諸事被仰出等記3935 (，覚書〕

手写元禄9--10年(1696--97)

42'丁 12x18cm 

前田貞醇旧蔵。外題は「丙子〈元禄9年〉十二月

下関合，丁丑〈同10年〉正月分」。江戸における

幕府，諸大名の役人，実際，出火，病気など政

務上の留記。

3936 元禄寛政問手記

横山政和編

手写

ω丁 23.5佃

内容

。元禄至宝永不破為儀先代之手記

。享保7年横山蔵人政寛魯抜

。寛政5年前同人細長

。享保3年己降横山蔵人政孝覚帳

。享保1伴至元文2年前回土佐守自覚

。前田直行先代之記録

。寛政11年覚書。

旧書名「手記」。

16.40ー，27

-・・ーーーーーー

16.40-31 

17，冊却価

務庁からの令達を日次に記録したもの。とくに

家中の人事について詳しい。筆者，役職は不詳

である。

①諸事被仰出等記8 延享4年8月~寛延元年

12月

② 11 9 寛延2年正月......3年12月

③諸事被仰出日記10 11 4年正月-12月

@諸事被仰出等日記11 宝暦2年正月......3年5

月

⑤ 11 12 11 3年5月......10月

⑥御当代諸事被仰出記13グ 3年10月......4年12

月

G濃者事被仰出日記14

③グ 15

。5年正月......11月

11 6年正月......7年8

月

⑨御入国以来被仰出日記16 宝暦7年......8年

⑮諸事被仰出日記17 宝暦9年

⑪ 11 18 11 1伴.

⑫ 11 19 11 11年

@ 11 20 11 1鉾

⑬ 11 21 11 13年

-5一



3942 御親翰留

不破後明〈和平〉縞

自筆明和9年(1π2)

39丁組側 I 3948 御靖御届紙面留帳

不破順命旧蔵。漢字の読み方，字義などについ| 手写

i
'
1・
H
M
H川
町

'
l
j
iト
l
U
F
O
-
ι
u
nリ
川
刊

M
Uト
川

I
l
-
-い
げ
・
い
ト

υ
1
0
H
i川
川

uruUH--HUM刊
H
H
A
h
v
い

h
-
u
H内
U
!
0
.
a
e
-
-
a
t
-
A
t
t
-
-
'
h
a
t

o
l
i
-
-
:
 

'
 

政

⑮諸事被仰出日記22 宝暦14年

⑮ グ 23 明和2~3年

⑫ 11 24 1/ 4 年~5 年。

3941 鯨徳公御代日記

手写

72T 23.5佃

内容は，寛延 4 年(1751)~宝暦 3 年(1753)の務

当局の主要事項〈吉凶，交際，とくに人事など〉

の年代記。謙徳公は8代重無。 HA化4年(1847)

写本の写。

16.4(}ー'32

16.4。ー'33

ての藩主との往復書簡の留。

3943 懐秘要時

手写

43T 23.5伺

脇田尚保旧歳。天明元年(1781)~文政元年(181

8)の付礼物類を集めたもの。内容は公事場関係

が主で，部方支配，学校方なども含む。

16.40ー，34

3944 御親翰留

高畠厚定編

寛政3--4年(1791--92)

29丁 11x 16.5cm 

高畠醇旧蔵。高畠五郎兵衛が金沢町奉行職の外

に，惣様人品普怒，役職に選任すべき人物，役

人の評判などについて下問する旨を申付られ，

度々の下関に答えたことの留密。

16.40-ー35

3945 御親翰留

高畠厚定編

寛政6年(1794)

1丁 12x17~5佃

高島酔旧蔵。逮所平土役に取立てるべき候補者

の人品についての下関とそれに対する返答。

16.4かー'36

3946 (奥村氏〕雑覚書 16.4ト '37

手写寛政12年(18∞，)--掌和2年(1802)

務

8丁お佃

奥村栄滋所蔵の写。親翰の返書例， 1人扶持，

判物・印物頂裁人の代理人について，公儀御城

米船来着の江戸への報告など旧例のほか，享和

2年町在等御調達銀高，享和2年御収納米高大

綱などを含む。

旧書名「雑覚書J。

3947 (板倉伝右衛門廻状〕

板倉伝右衛門手写

2通 15佃

文化4年(1807)御親翰を以て被仰出につき。正

月24日付，正月28日付の 2通。

旧番名「御親翰を以仰出之趣演述覚書写Jo ' 

16.4かー38

16.40-39 

162'丁 25.5ω

横山隆起旧蔵。文化13年(1816)~天保 5年(183

4)のもので，横山蔵人関係の御用上の書類を収

検している。蔵人は政孝(1万石〉。享和元年相

続。文化元年火消役，同8年再役。天保元年よ

り鹿寧の御用主付をつとめた。同7年没。

3949 文政年間諸事留 16.4←40 

前田家編緒方手写明治年間

仮綴1(260τ) お佃

文政年間の公用記録〈被仰出之覚，御親翰之

留，御用留類や見聞志〉より抄写したものを綴

り合せてある。家中の生活規式，また郡方仕法

についての記録が多い。

旧宮名「諸事留J。

3950 諸事留帳

手写

14T 21佃

巴年・成年の不作，川上芝居禁止，百畿の者に

鳥目施与のことなどがみえるので，斉泰の天保

期の施政について記していることがわかる。

16.40-41 

3951 遺書調方ニ付年寄中被仰聞趣

遠藤数馬著

手写

2T 24cm 

16.40-42 
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総

遠藤数馬高環が天保8年遺書文面の簡略化の指

示に従い自分の遺書を御用番に問合せて害直し

たことを記してある。

3952 御触繋 16.40ー必

路孝手写・1
俣藤1噂事T~ 16.5佃

早川随勝旧蔵。江戸西丸炎上につき借知，指上

金，鳴物禁止，文武稽古，江戸城本丸普請の公

儀触，会所銀貸高，天保14年御用金のことなど

の御触番を収めている。T 

3953 〔赤井直喜手録) 16.4←“ 
赤井直喜著

自筆

3冊 12x18cm 

①「定番御番頭当用雑誌J 番頭の支配上の規

式の留

②「備忽忘」 安政3年(1856)8月の日附あ

り。内容は，安政元年の算用場芥大坂金銀銭

打込払決算，安政2年正月残額の総借財調理，

江戸大坂借財調理，半納召米井御払米，東丸

金蔵立金調理，安政2年家中知行高，同年家

中扶持高，領国中町在芥寺庵等調理，金沢

〈家中〉銀貸方之覚などの留

③〈表紙欠，前欠〉 安政4年 2月~同 5年2

月28日迄の日次公務覚書。

直喜〈なおひろ〉は，禄300石。当時の役職につ

いていえば，安政3年3月御先手物頭，金谷御

広式御用，同年8月6日御勝手方御用，同4年

3月4日御次銀主附，同年12月11日御留守居物

頭，万延元年(1860)6月二の丸御広式御省略方

主附。

旧書名「定番御番頭当用雑誌等」。

h 

-

3954 〔御触写) 16.4ト，45

手写

1通 15.5佃

早川随勝旧蔵。内容は元治元年(1864)の触。御

忌日ェ付触と京剖宿所についての触との両通の

写。"句'

3955 (法令案文窓見書〕

'，¥;. 1;. 1通 24伺

16.4()ー，46

記・

法令の文章について添削すべき箇所をメモした

もの。

3956 (締り項目覚) 16.4ト 47

1通 12cm

中川典克旧蔵。風俗，役人，学校等に関する取

締り事項の筒条番き。

旧魯名「御触項目」。

3957 言上書概記 16.4ト.侶

前田家編輯方手写明治年間

弱T 24cm 

前回貞醇所蔵の写。内容は，務主へ報告した政

務事項を，月日ごとに項目的に記したもの。

3958 (役人附・番割等の覚) 16.40ー.49

仮綴 3~寄与遺弘 12.......28cm

人役割，御用番の番割，銀子拝領人名などの役

務関係書類綴。

旧雷名「御歩行横目足軽被下銀之覚等」。

3959 覚書 16.4←50 

成瀬某著

手写

18丁 12x18cm 

成瀬正居旧蔵。内容はつぎの11項目。御知行格

式等之内書抜，借牢者一件，急度取捌拝御扶持

方小払渡ケ条番，町夫之御定，御領国中所々御

蔵所，諸部組数，御領国中所々御塩蔵所，三弱

七木御定，歩入定，御領国中高札所，密状案

文。

3960 中川式部宛違状 16.40-51 

1通 17，佃

8月27日付，中川式部宛，登城御目見の通知。

旧宮名「玉井勘解由達書」。

3961 (成績監物申達状) 16.4ト 052

1通 35cm

前回貞醇旧蔵。 2月16日付前田図書宛。藩主よ

り御鷹の雁1つ下賜につき。

旧宮名「成瀬監物書状J。
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陸原惟厚備忘録

陸原慎太郎惟厚箸

手写

2冊 26.5但

明治初年の金沢藩などの制度・財政に関する記

録。第 1冊は目次なく第2冊は目次あり。惟厚

は明治元年加賀藩の貢士，ついで金沢務少参事

となる。

①明治改元の詔，東京行幸供奉人，月給規則，

加越能三州惣御物成。明治元年御米図り，明

治元年中御算用場御土蔵金銭入払，明治元年

12月引替所調理銭札，明治2年8月従前国用

惣会計書出候写，明治2年3月惣草高調理，

明治2年9月五ヶ年平均収税曾出之写，人口

戸籍調理，明治2年春御家中知行芥人員調

調理，明治2年7月御家中給知之面々惣人員

理，御改革ユ付御親翰写..官ヘ御届之品々等

留之内抜悲，務士従前之給禄，iE雑租税惣

高，金沢町惣人数，士族中惣屋舗数，明治元

年同2年分御蔵入惣本勘米，三州御支配地通

用格幣高，その他

②金沢務改革目，従前国用総会計大綱，士族卒

族等人口戸数等調帳，支配地人口戸数帳，社

寺人口戸数等調帳，兵隊役員等調帳，船数調

帳，公癖入費等取調，旧金沢駅L新貨比較通

解表，給禄十分ー除金仕法書。

旧書名「備若緑J。

16.40-59 

務

3968 

政

〔届害等綴〕

手写

4通 16佃

不破順命旧蔵。忌明出動の届，務土の居宅焼失

につき借知半減御用拾の年限延期許可状，割場

横目呼出状など。

旧書名「伊藤主殿書翰外」。

16.40-ー533962 

〔有沢才右衛門御親翰請書調筆につき口上書〕

16.40-54 

3963 

有沢才右衛門箸

自筆

1通 16cm

4月2日付。御親翰諦替の執筆・清書が病気の

ため遅れ，清書が拙いことについて記す。

旧書名「有沢才右衛門口上書J。

16.40-55 留帳紗録

前国家編韓方手写

24丁 24.5cm

数種のものを合せたもので，内容は特定されて

いない。

旧書名「岡島忠四郎書簡等J。

明治年間

3964 

16.40-56 

16.40-ω 押留

執政席等編

3冊 24.5佃

金沢落の公式帳簿。

①明治2年3月「押留執政席」 適用金の支

出，書類の発信，受付などを日次に記録した

もの

②明治2年正月，同3年「割符押留割符所」

発・受した番類を写し取って綴ったもの

③辛未9月「押留前田家用弁方」 害状2通

と覚 1項目。

於京都御認上=成侯御国情之写

手写

1通 23.5佃

前田恒敬旧歳。主政復古，朝廷恭順の、窓を表し

たものの書き写し。

3965 

3969 

16.40-57 3966 京師・御園へ之御用状繋

明治元・ 2年(1868・69)

仮綴 1(2冊・ 161通) 25叩

明治元年・ 2年(1868・69)にかかる海軍御天覧

の事など御用状留。

16.4作一58

4
-
l
J
u
t
i
l
i
z
-
-
i踏
襲
盛

16.4かー61御用申送帳

明治2年(1869)

602T 24an 

「御間詰」の役人.脇本，山本，松田，磯松が

3970 

- 8一

維新以来御遥等

前田家編棒方縮

明治年間

82T 23.5cm 

内題「御記録焼失=付維新以来御達等謄写可指

出御逮ユ付而之調也J。内容は明治元年......，4年。

3967 
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総

書留めた公用番頭綴。 9月--12月の悶の，ほと

んど人事関係の内容である。

3971 御家政肉御改革瓢捗帳 16.4←62 

御家令席編

385T 24但

明治2年(1869)--同4年(1871)の金沢務の各種

職務任免・移動辞令集。瓢捗とは官位を上げ下

伊する意。

3972定押留 16.40→3 

金沢藩財用方編

329T 24佃

事務通達類の留で，明治2年(1869)10月~同5

年(1872)。しかし，それに綴り足して明治7年

以降15年まで及んでいる。

3973 間違方来書 16.4←64 

金沢藩公務方編

明治3年(1870)

79T 25佃

金沢藩関遣方の公式帳簿で，正月から6月迄の

来書を写し，また現物を綴じ込んである。当時

間遺方は神保権大属・坪内少属の 2人が勤めて

いた。

3974 間違方往書 16.40→5 

金沢務公務方編

明治3年(1870)

135丁 24.5佃

金沢藩の公式帳簿で，間違方の正月から閤10月

にいたる発送文書などを書留めてある。

3釘5 [金沢藩知事賀正状控) 16.4かー也6

手写

1通 43X57.5cm 袋入

金沢藩知事前田鹿寧の賀詞を記した竪紙。

旧書名「恭敏公賀正魯控」。

3976御書留 16.純一67

金沢藩醤佐方締

手写

817 24佃

金沢藩知事から他の務知事，公卿，寺院，知人

記

への書簡留で，内容はほとんどが季節の挨拶。

日付は明治2年(1869)12月~同生年(1870)8月

の聞のもの。

39π 〔明治四年雑録) W.4Oーω
116丁.25佃

明治4年(1871)正月--9月の公文書写。

3978 諸事旧記等抜華 16.40→9 

前回短正編

自筆天保11年(1840)

16T 12x 18cm 

前田栄次郎旧蔵。内容は変死人取捌，殺生方な

どの旧記披富。短正は，寺社奉行兼公事場奉行

を勤め，天保11年6月11日若年寄となった。

毎日帳番抜

3979毎日犠早繰書抜 16.40ー'70

前回家編輯方手写明治年間

43T 23.5cm 

奥村栄滋所蔵の写。内題「毎日帳番抜早繰等内

密抜J。正徳年中~文政年中の分を項目的に記

すが，年代は順不同。

3980毎日帳番抜 16.4ト 71

手写

9冊 24佃

全13冊のうち9冊分。内容は宝暦元年(1751)--

文化4年(1807)分の抜書で次号のような索引風

よりも詳しく写し取ってある。

①最初に欠本の一冊〈表紙と出奔の項1丁分〉を

綴じ込んである。完本の方の内容はつぎのご

とし。諸頭諸役人，御横目，小松，御預地，

収納方，御普請役

②年頭御礼人等都而御礼人E獄上物等

③御書等，御判御印物，出仕等，御告蜘拝領之

品御銭御弘，御鷹野等都而御出

@寺社方，公事場方

⑤年寄中諸事，御家老中若年寄

⑥〈諸願之部〉縁組，養子等，役義等御免代番，

惣結等願名替，出家願，御屋敷願等，御畷願

看病顕，他国江子弟召連顕，他国通路

①転役等吉事之部

-9ー



政

③拝領物，孝心奇特質

⑨御慶事等。

3981 毎日帳書抜 16.40ー'72

手写

8冊 25cm

項目分類をして編集してあり，索引風に作られ

ている。内容年代は主に寛政~弘化期。分額項

目はつぎのとおり。

①御成，御登城等御出，御女義様方御出，御一

門様方御出，上使，御内書御奉書井暑寒入初

雪日蝕等，公儀御番付，御審御意，品有之御

使者，御指控御伺.御両家様等御指控等御伺.

御法事御代香等御忌日等，年号改元

@籾出入，寺社家，御礼等上候義，御無心等，

被下物，拝借，買上物，御勝手方・借知，御扶

持方，御知行米等之内深川御米等ニ而被下候

義，御家来等他国御せわニ相成候ニ付御挨拶

③御目見，諸御礼，着服行粧，御作法，忌御

免等，替詞，乗用，行歩月代名替湯治等，御

暖，御家中之人々対面通路先祖墓詣等，御貸

小屋，御門方，御貸人，判印鑑，過番

@禁裡，公儀御慶事井雑，同御凶事，御家御慶

事，同御凶事，同雑，富山御鹿事等，大聖寺

同，富山御凶事，大聖寺岡，富山大聖寺雑，

御一門様方御慶事等，同御凶事，御一門様方雑

⑤火事，地震雷鳴水変等，盗賊博突等，捨子行

倒人等，出奔同立帰御門外ユ而病気之者，悪

事有之御園出奔之者召捕方等，喧峨白書等，

公事場方，公義より御呼出之者，公義江御届

方雑，御普請方

@湾者頭諸役人等，跡回転役被召出御加恩等，組

入組除，江戸町人等御扶持被下，関門等御省.

御園へ御返之者，不念，軽き者不調法等，御

雇，御合力等井八丈嶋，江戸町人等，定府之

者厄介入，引越，死去人，掘出物井拾取物

⑦年寄中御家老中等諸事，同拝領物等，同御庭

拝見御能拝見，同主付之事，献上物，御屋敷

中御定之類，御中屋敷，御下屋敷，始記，一

統申渡方，雑

③普請鳴物遠慮之事，附年寄中死去之部。

3982 毎日幌書抜

手写

16.40ー'73

務

3冊 Z伽

文政12年(1829)--嘉永6年(18日〉分の 8冊の内

3冊。

①転役跡目配知等，拝領物，孝心奇特，御省略

等，行粧，御雇見習，御普請役，遺書，町人

②火事等，変死等.手討等.出奔.御預人勤番.

死去人，長病

③雑。

3983 毎日帳書抜 16.4かー'74

手写

6冊 23cm

安政元年(1854)--慶応2年(1866)分の 8冊のう

ち6冊。

①火事等，変死等検使，手討等，出奔，御預人

勤番等，死去人井思御免，長病等，御無心

②不念御各

③御礼人，出仕等御弘，御能拝見等御鷹野等御

出，着服，御使者，諸御礼，座列，御寄持御

意，御奉書，替調

@縁組養子，御屋舗願等，御暇願等，名替等，

他国通路等，他国江子弟等召連顕，軽者江遊

侯枠引揚等，駕舘乗用，代番，剃髪等，出家

井医者願

⑤転役跡目等，拝領物他方より送物等，為冥加

指上物井孝心奇特等，御省略等御借知諸士風

俗，行粧，御雇，御普締役，遺書，町人等他

国分共十村弁御舘入，御各人普請等，御部方

弁当町遠所町方

⑥雑。

役務日記

3984 葛巻昌興日記 16.40ー，75

葛巻昌興〈藤原高俊・大野木高俊〉著

自筆延宝5年(1677)--元禄5年(1692)

zl冊 23.5佃

別名「葛巻権佐日記Jr葛巻昌輿筆記J。公務に

関する私自記。昌興(多門，権佐，高俊，昌

信〉は，延宝元年(1673)綱紀の近侍となり新知

250石を受け，同5年 (1677)150石を増，天和

2年 (1682)奥小将にうつり，貞享元年 (1684)

150石を加え，元禄3年(1690)近侍し3∞石を

うけて計 850石， 元禄6年 (1693)縞紀の馬廻

A
V
 



① 1御親翰を以被仰出等井御定盤御年寄衆被仰

渡品

2年頭御礼之次第井御目見一巻御礼銭之事

3諸事願之品芥同被仰出御礼相勤一巻御年寄

衆江申上候品

4御家中役出銀井会所銀御貸銀等御普請会所

3986 中川長定覚書

中川長定著

194冊 M佃

中川典克旧歳。著者は， 通称式部，元禄 13年

(171∞〉遺知5∞0石をつぎ同16年定火消，享保

元年7月2日家老兼若年寄となる。後加判に補

し， 14年間9月13日!若年寄を.20年12月13日家

老を指除かれ，元文4年(1739)没65才。これは

正徳6年 (1716)から享保1持 (1729)までの

日記形式の詳細な記録である。

①享保元年7月 ②享保元年7月

③ " 7・8・9月@ "9月

⑤ 11 10月⑥ 11 11月

⑦ " 12月 ③ 2年正月

⑨ 2年 2月 ⑮"3月

⑪グ 4月⑫ 11 5月

⑬グ 6月⑬"7月

⑮グ 8月⑮"9月

⑫ 11 10月⑬ 11 11月

⑫ グ 12月 @ 3年正月

@ 3年 2月②グ 3月

@ 11 4月@ "5月

② 11 6月 ⑧ 11 7月

@グ 8月②グ 9月

~ "10月 @ グ閤10月

@ 11 11月@ "12月

@ 4年正月 @ 4年2月

16.40-77 

総 封仙

頭半田惣兵衛への処置の過酷さを諌めて知行召

放，能登へ流され，罪を赦されたが婦らず宝永

2年 (1705)配所て吸す。関才。

①一丁・巳日記 〈延宝5年正月......12月〉

@ニ戊午日記 〈グ 6年正月......12月〉

@三己未日記 ( " 7年正月......4月〉
延宝己未日記〈グ 4月......12月〉

@四延室8年記(" 8年正月......4月〉

⑤ 五 グ〈グ 8年 5月......6月〉

⑥六 日録 ( " 8年 7月......8月)

①七 グ 〈グ 8年間8月......9月〉

③八グ〈グ 8年10月......12月〉

⑨九 グ (グ 9年正月......4月中旬〉

⑪十グ 〈グ 9年 4月......6月〉

⑪十 " ( 11 9年 7月......10月中旬〉

.⑫十ニ グ (天和元年叩月中旬......12月〉

@十三 グ 〈グ元年正月......4月9日〉

⑪十四 グ〈天和2年 4月10日......6月20日〉

⑮十五 。(" 2年 6月21日......12月30日〉

⑮十六 グ 〈天和3年〉

⑫十七 グ 〈グ 4年正月......12月〉

⑮十八貞享2年日記〈正月......1"l月〉

⑮十九貞享3年目録〈正月......4月〉

@二十 グ (5月--12月〉

@二十一貞 享4年日記〈正月--12月〉

②二十二貞享5年目録〈 グ 〉

@二十三元禄2年日記〈 グ ) 

@二十四元 禄3年日記〈 グ 〉

③二十五元禄4 年目安~ ( グ 〉

⑧二十六元禄5年日記〈正月......7月29日)

@二十六 グ (7月晦日......12月〉

旧書名「日記J。

役人一巻盤御算用場江之紙面

5侍帳人波帳宗門改一巻附御精進日諸場式日

②6御番一巻同御帳盤煩人病死遺書遺物之事附

忌懸り

7他国より浪人等たより罷越候時之事

8閉門井遠慮被仰付人之事

9侍御預流刑持家屋敷被召上事

10喧ロ花討捨白書手討井検使之事

11賊一巻禁牢殺害関所之事

12捨子倒者井おとし物有之時之事

13家来等欠落一巻

14公事場等より家来召文井家来奉公構之事

15雑之部。

関屋政知は延宝5年綱紀に仕え350石，享保16

年没85才。

旧番名「覚書類来」。

3985 関屋政知覚書類緊 16.40ー'76

前田家編輯方手写明治年間

2冊 お.5佃

日下部周所蔵の写。乾坤2冊。内容年代は延宝

~享保期。

-11ー

--ー品-・



政

沢

月

も

金

正

月

月

年

日

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

7

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

7

外

月

月

月

4

6

8

m

U

2

4

6

8

m

m

2

4

6

閤

9

U

E

3

5

7

9

U

正

2

4

m

u

'

之

2

5

7

時

9
8
8
8
昨

8
8
8
8
8
昨

9
8
8
8
9
咋

グ

グ

8
8
8
昨

8
9
8
9
M

帳

麟

畔

8
8

保

月

控

帳

正

O

箱

留

心

ω
の

解
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
年
月
@
@
@
@
m

廻

蝦

般

の

四

一

U

一u

6

E

〈

り

陸

陸

り

〈

〈

(

戸

'

年

よ

之

等

よ

有

庁
占

h
y

，

au

ロH

柚

開

舘

間

口
H

J

も

i

よ

'

月

忽

廻

廻

忽

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

り

月

月

4

月

月

月

月

月

月

月

四

正

4

6

3

5

7

9

日

正

3

5

7

9

U

正

3

5

7

8

m

m

2

4

6

8

m

m

正

3

5

u

m

よ

正

3

閤

6

8

m

m

u

n

m

有

年

v
M，

年
H
H
H
H
h
M
M
H
年
H
H
M
H
H
H
H
H
M
H
年
H
H
H
H
M
W
M
H
H
H
h
H
年
H
H
M
H
M
H
U
H
H
H
年
h
M
M
H
M
H
年
年
h
H
8
8
9
8
H
H
8
8
8
m
d
d

F

D

a

d

a

p

O

句

'

o

O

E

u

n

v

保

、，J

、E
ノ、‘ノ

僻

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

⑫

⑫

@

@

@

@

@

@

…

則

一

m
m

，a
、r
E

、r
E

、

。t
M

向。
a且
官

民

J
V

，

au

@
@
@
@
@
ω
ω
ω
ω
ω
 

9年2月

11 4月

。5月

。7月

11 9月

。L
F

務

(113)享保10年8月 (114)享保10年9月

(115) 11 10月 (116) 11 11月

(117) 11 12月 ・(118) グ正・2・3月

(119) 11 3月 (120) 11 4月

(121) 11 5月 (122) 1/ 6月

(123) グ 7月 (124) グ 8月

(125) 11 9月(126) グ 10月

(127) 11 11月 (128) 11 12月

〈ロ9) 11年正月 (130) 11年2月

(131)グ 3月 (132) 11 4月

(133) 11 5月 (134) 11 6月

(135) 1/ 7月 (136) 11 8月

(137) グ 8月24日より 9月

(138) 11 10・11月 (139) 1/ 12月

(140) 1伴正月 (141). 12年間正月

(142) 11 2月 (143) 11 3.e 4月

(144) 1/ 4月表方御家老方諸事党

(145) 11 4月若年老方諸事覚

(146) 1/ 5月 (147) 11 5月

(148) 11 6月 (149) グ 6月

(150) 1/ 7月 (151) 1/ 7月

(152) 11 8月 (153) 1/ 8月

(154) グ 9月 (155) 1/ 9月

(156) 11 10月 (157) 1/ 10月

(158) 11 11月 (159) 11 11月

(160) 1/ 12月 (161) 11 12月

(162) グ正月廻箱等控.

(163) 11 閤正月 (164) 11 2月

ぞ165) 11 3月4月6月迄

(166) 13年正月 (167) 

(168) グ 3月 (169)

(170) 1/ 5月(171)

(172) 11 7月 (173)

(174) グ 8月18日--9月

(175) 1/ 10・11月 (176) 1/ 12月

(177) 14年正・ 2月

(178) 11 3・4月10日迄

(179) グ 4・5・6・7月

(180) 11 8・9・閤9月

(181) 1/ 10・11・12月
(182) 15年正・ 2・3・4月

(183) 1/ 5・6・7・8月

(184) グ 9・10・11・12月

(185) 16年正・ 2・3・4月

13年2月

1/ 4月

11 6月

11 8月18日迄



3987 (大野木克寛〕日記 16.4ト 78

大野木克寛著 I 3988 諸事留

享保元年(1716)'"宝暦4年(1754) 手写

16.40ー79

総 針山

(186)享保16年5・6・7・8・9・10・11・12月

(187) 17:年正・ 2・3・4・5・閤5月

(188) グ 6・7月6日迄

(189) グ 7・8・9・10・11・12月

(190) 18年正月

(191) 11 9・10・11・12月

(192) 19年正・ 2・3・4・5・6・7月6日

迄

(193) グ 7月7日より 12月迄

(194) 2伴正月より 12月迄。

@延享二年日記 (8月15日"'12月29日〉

@延享三年日記

@延享四年日記

③延享五年日記

@寛延二年日記

⑧寛延三年日記

@寛延四年日記

@宝暦二年日記

@宝暦三年日記

@宝暦四年日記。

旧密名「日記」。

32冊 24佃

大野木克征旧蔵。公務に関する私自記。大野木

克寛は通称左謄，隼人，新蔵。享保元年6月召

出され，新知300石を受け大小将となる。享保

11年 (1726)遺知1650石を襲ぎ，同14年"'16年

小松城番，同16年~宝暦4年奏者番を勤め，宝

暦4年(1754)没56才。したがって，これは，そ

の役職にあった全期間を通じての日記である。

①享保元年日記

②事保二年日記

③享保三年日記

④享保四年日記

⑤享保五年日記

⑥享保六年日記〈同 7年"'8年〉

⑦享保九年日記

③享保十年日記

@享保十一年日記

⑮年譜雑録〈亭保12......16年〉

⑪享保十七年雑録〈同17:年......19年〉

⑫享保二十年日記

⑬享保二十一年日記

@元文二年日記

⑮元文三年日記

⑮元文四年日記

⑫元文五年日記

⑮元文六年日記

⑮寛保二年日記

@寛保三年日記

@寛保四年日記

@延享二年日記〈正月朔日......8月14日〉

49丁斜叩

内容は，明和3年正月......7月と明和2年9月~

10月の， ごく項目的な公務日記。 また「奥村

本武備之内大阪陣日次抜書J，r夏御陣御軍役御

定J(大坂陣について諸本引用文を日次にメ毛

したもので，不完全な下番〉。紙背は先祖由緒

一類附帳。

3989 訣草

宮田織人著

手写

2冊 14x19.5佃

富田権六郎旧歳。筆者織人は貞章， 24∞石，天

明3年10月相続，同5年5月御算用場奉行，同

年御近習御用，寛政元年3月没， 35才。

①天明元年， 2年の役務日記や雑覚書を記す。

②天明 4......7年の春秋打銀，役銀高，御造営人

足，賃金の上納また閥字や用語の考証を記

16.40ー80

す。

3990 (高畠厚定職事日記] 16.40-81 

高畠厚定著

天明4年(1784)-文化5年(1808)

116冊ロx17.5但

高畠定酵旧蔵。高畠厚定〈五郎兵衛〉の経歴は，

安永8年10月新JII鰍 B奉行，天明7年7月宮腰

町奉行，同8年2月御馬廻，作事奉行，寛政元

年9月物頭並にて兼務，同年12月御先弓筒足軽

頭兼盗賊改方奉行，同3年4月御先弓頭兼町奉

行，同7年11月御馬廻頭にて兼，同9年4月宗

。J
F



政

門奉行加人，同11年3月倹約奉行，享和元年10

月本役指除指控，享和3年7月今石動等支配。

文化元年5月御馬廻頭兼公事場奉行，同 5年4

月御城御造営方主附を兼，同7年9月25日没，

58才cr諸頭系譜」による〉。

①天明四歳日記帳之内旧記目録

②日記 天明4年正月""3月11日

③ 11 3月11日""4月8日

@御用日記 4月9日""5月12日

⑤日記帳 5月13日--29日

⑥新川御郡奉行相勤節日記帳

6月~同月16日

⑦ 11 6月16日""7月7日

③御用日記 7月7日""8月9日

⑨日記 8月10日""9月16日

⑪日記帳 9月17日""10月28日

⑪ h 10月28日""12月21日

⑫ h 12月21日--29日

@日記 天明 5年正月 1日""25日

⑬日記帳 正月25日"，，2月25日

⑮ 11 2月26日""3月19日

⑮ 11 3月20日""4月10日

⑫ 11 4月10日......29日

⑮"  5月1日""6月1日

⑮ h 6月2日""7月10日

~ h 7月11日""9月21日

@日記 9月22日--10月13日

@日記帳 10月14日--11月24日

③日記 11月25日--12月晦日

@天明五歳日記帳ノ内旧記ユ相成分留

③日記 天明6年正月 1日""2月晦日

@ 11 3月1日""4月4日

@ 11 4月5日--5月11日

@ 11 5月12日""6月21日

~ 11 10月12日~閤10月晦日

@h  11月 1日--12月晦日

@h  天明7年正月 1日""4月13日

@ h 4月14日""7月3日

@御作事奉行相勤ル節職事日記

天明8年4月6日--6月23日

6月23日--9月17日

11月22日""12月14日

グ 天明 9年2月6日~晦日

3月1日--4月7日

@
命
w
@
@

11 

11 

1/ 

-14~ 

務

@グ
③グ

@グ
@職事日記

@グ

寛政元年4月8日--5月16日

5月17日~閤6月22日

間6月22日""9月3日

9月8日--10月22日

10月23日""12月17日

@盗賊改方職事日記

安政2年正月16日""2月18日

@グ 4月1日""7日

@職事日記 11月1日--9日

@金沢町奉行職事日記

寛政3年5月29日--6月4日

@職事日記 11月1日""12日

@小脳町奉行欠人代り当分相勤節職事日記

寛政5年7月29日""8月11日

@職事日記寛政6年7月16日--23日

@町奉行職事日記 8月16日--10月26日

@職事日記寛政7年2月29日--3月25日

@御馬廻組頭職事日記

寛政8年正月 1日""2日

~ 11 2月1日""4月17日

@御馬廻組頭御用番方職事日記

3月29日--4月晦日. 7 

月晦日--8月21日

@御馬廻組頭職事日記4月18日""7月4日

@グ 7月17日""8月29日

@御馬廻組頭御用番方職事日記

8月21日--29日.11月晦

日

@御馬廻組頭職事日記9月1日--10月29日

@ グ 寛政9年正月 1日--2月忽日

@御馬廻組頭御用番方職事日記

3月晦日""4月6日

@宗門奉行兼帯職事日記

4月7日""5月23日

@御馬廻組頭相勤候節職事日記

7用13日~閤7月1日

@御馬廻組頭御用番方職事日記

7月29日~閤7月8日

9 11 8月13日""15日

@ グ 寛政10年正月 1日--2月20日

@御馬廻組頭御用番職事日記

正月29日--2月1日

@御馬廻頭相勤ル節職事日記

2月21日--4月2:l日
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総

@御馬廻御用番方職事日記

5月晦日--6月18日， 11

晦日--12月3日

@御馬廻組頭相勤ル節職事日記

6月朔日--10月22日

@宗門改方職事日記

寛政11年正月 6日--2月晦日

⑪御馬廻組頭相勤ル節職事日記

2月17日""4月16日

@御倹約奉行相勤ル節職事日記

7月20日--10月21日

⑬御馬廻組頭相勤ル節職事日記

4月17日--5月18日

⑬ 1/ 4月17日--5月1日

⑮グ 7月15日--10月23日

@ グ 10月24日--12月10日

⑫ グ 寛政1Z年正月 1日--13日

@御客方御奏者方支配方御取次方御使方職事日

記 10月1日--11月3日

@職事日記享和元年4月23日--6月12日

@御馬廻組頭相勤ル節職事日記

8月15日--10月1日

@今石動等支配職事日記

享和3年7月21日~晦日

~(無表齢 8月1日--28日

@今石動等支配職事日記

8月29日--10月7日

@職事日記 10月8日

~ h 11月11日--12月10日

~ 11 文化元年4月3日--17日

@御馬廻組頭相勤ル節職事日記

5月7日--7月13日

@ グ 文化2年正月 1日--2月6日

@公事場奉行相勤ル節職事日記

正月 1日--2月6日

@職事日記 2月6日--3月29日

@公事場奉行相勤ル節職事日記

4月1日-21日

@ 11 4月21日--7月29日

~ 11 8月1日~閤8月14日

@グ閤8月15日--12月20日

@ グ 文化3年正月 1日--3月13日

@御馬廻組頭相勤ル節職事日記

正月 1日--2月12日

記

@公事場奉行相勤ル節職事日記

3月13日で6月29日

@御馬廻組頭相勤ル節職事日記

4月27日-6月12日

@公事場奉行相勤ル節職事日記

6月29日--7月13日

⑮グ 7月13日-29日

(101)グ 文化4年正月 1日--3月晦日

(1ω〉御馬廻組頭相勤ル節職事日記

正月 1日--3月3日

(103)職事日記 3月4日-15日

(104)公事場方職事日記 4月1日-7月29日

(105)公事場奉行相勤ル節職事日記

8月1日--9月19日

(106) h 9月23日--12月29日

(107)御馬廻組頭相勤ル節職事日記

9月23日--11月14日

(108)公事場奉行相勤ル節職事日記

文化5年正月 1日--4月18日

(1ω〉御馬廻組頭相勤ル節職事日記

正月 1日--3月14日

(110) グ 文化6年正月 1日--14日

(111) グ 6月1日--24日

(112)公事場奉行相勤節職事日記

8月1日--10月5日

(113) グ 文化7年正月10日--3月13日

(114)御馬廻組頭相勤ル節職事日記

正月 1日--2月28日

(115)公事場奉行相勤ル節職事日記

8月1日--25日

(116)御馬廻組頭相勤ル節職事日記

8月1日--8目。

旧書名「職事日記」。

3991 懐秘要略 16.4かー'82

富田貞行〈外記〉著

18冊 14x19cm 

富田権六郎旧蔵。文化，文政期の公私にわたる

id録。内容は，日記を主として旧記書留，覚書

など雑多に入交っている。役務関係が多く，一

部学芸に関するメモも含まれている。富田貞行

は人持組制∞石，履歴は享和元年11月定火消，

文化元年11月小松御成番，同9年4月御奏者

番，同13年3月今石動動等支配，同14年9月公

-15ー
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事場奉行，文政2年12月寺社奉行，文政9年4

月若年寄，天保13年月 7月9日没。以下，各冊

について執筆された年次 G佐定を含む〉を判明

するかぎりで示す。

①〈享和3-文化9年〉

②〈文化8，9年〉

③不明 (1日記書留〉

@文化7年7月より

⑤文化元年11月より

⑤文化4年正月より

⑦文化5閤6月より (7年まで〉

③文化9年(同 7， 8 年旧記留~(長〉

⑨文化12年10月より

⑮文化14年9月より

⑪文化1~12月より

⑫文政元年9月より

@文政元年12月より〈享和・文化期の付札物飢〉

⑭文政2年12月より〈寺社奉行役中〉

務

記〈文政10年〉

④御家老方手留〈文政11年春)，江戸御留守詰

諸事留(文政11年6月〉

⑤江戸御留守詰聞合〈文政11年6月)，文政11

年10月16日，御勝手方手留〈文政11年〉

⑥御家老方(文政12年正月)，江戸御家老方手

留，御家老方〈文政12年4月)，御勝手方〈同

年6月〉

⑦御家老方〈文政13年〉

③御家老方 C天保2年)， 11月4日

⑨天保3年7月朔日，御勝手方 C天保5年11

月)，天保4年分江戸御払調理恨(同年同月)，

天保5年

⑪御勝手方〈天保6年6月)，御勝手方〈同年3

月1日)，御勝手方 (1司年9月)，諸事留〈同

年8月)，嘉永3年9月朔目。

旧書名「留記」。

⑮文政9年4月より 3993 秘闇 16.40ー84

⑮文政9年4月より

⑫文政9年11月より(若年寄方阪方-~め

⑬文政11年8月より〈村上甚吉郎壱件)，天保

2年9月より，他に不明(2冊〉を合綴。

3992 成瀕揚部留記 16.4←83 

成瀬掃部著

前田家編緯方手写明治年間

10冊 23cm

成瀬吉勝所蔵の写。内容年代，文化8年(1811)

~嘉永3年(1850)。成瀬掃部は当職〈まさとも〉

はじめ内蔵助，文化14年9月13日定火消，文政

8年8月公事場奉行，文政9年8月13日御家老

兼勝手方，天保7年御免，嘉永3年8月8日御

家老婦役，安政5年3月4日隠居。

①文化8年9月より，両支配諸方掛合留帳〈文

化9月正月).年寄中等直懸合等覚書(同年

3月)，諸席懸合等覚〈文化9年7月〉。両支

.配御用覚〈同年l~月〉

②文化9年12月より 10年正月，文化10年，諸席

懸合御用銀〈文化11年7月).諸席懸合帳

〈文化12年3月〉

③主付中諸事留〈文政9年9月15"'29日).諸

事留〈文政9年12月1'""15日)，諸事偲(文

政10年)，御家老方諸事手留 (3月16日)，雑

-16ー

有沢点j市著

自筆

11冊 12x18ω

有沢貞臓が，役務に関係した旧記類を記録した

ものであるが，役務に関係しないと思われるも

のもあって，内容は雑多である。またしたがっ

て年次を追った記述もあり，そうでない記述も

ある。貞腐は寛政2年，父貞幹の遺知450石を

つぎ馬廻となる。同 5年逼塞を命ぜられ享和2

年御免，文化元年9月御近習番，同5年12月御

使番，同13年11月近習頭・先筒頭，文政7年9

月持筒大組頭・近習御用，天保8年正月隠居。

第 1冊と第6冊を欠く。

①二文化13年11月2日~文政5年正月

②三文政5年'""8年8月

③四文政9年7月~天保4年

@五文政12年~天保2年

⑤七元禄~寛保期

⑥八明和・安永期

①九 〈内題〉寛政9年7月「勤録J，r勤私

録J(有沢有貞)，有貞は近沼頭で7月1日物

頭並となる。

③十文化・天保期

⑤十一元禄~文政期

@十二正保~文化期



総

⑪十三文政6年など。

3994 (公私心覚J 16.40-85 

加藤三郎左衛門著

自筆天保15年(1844)--文久3年(1863)

21冊 12x18佃

著者の名は軌度J 4∞石，安政5年5月15日2∞

石加増，天保15年当時御持弓頭，前田鹿寧の御

貯御d斗寺頭，嘉永5年7月6日御馬廻頭とな

り，御近習御用も勤む。安政2年定番頭並とな

り，近習御用は元のごとし，慶応2年より一時

思召に応ぽす役義指控を命ぜられたがやがて帰

役し，慶応4年4月1日隠居した。撲翁と称し

た。

①公私心覚天保15年4月朔日--12月30日

②公私自録弘化2年9月6日--12月28日

③公私自記弘化4年正月朔日--9月11日

@公私自記嘉永3年正月朔日--8月28日

⑤公私心覚当座留嘉永4年5月朔日--12月

28日

⑥日記草稿壱嘉永5年7月6日~同 6年正月

晦日〈但後欠のため5年8月28日

迄〉

⑦日記草稿二嘉永6年正月H毎日--9月6日

③公私心覚三嘉永6年8月28日--12月晦日

〈但後欠のため11月2日;迄〉

@公私心覚四嘉永7年正月朔日--7月27日

⑪公私心覚五嘉永7年7月28日~安政2年3

月13日

⑪公私自記六安政2年3月13日--8月7日

⑫公私自記七安政2年8月8日--12月29日

@公私自記八安政3年正月朔日--5月18日

〈但後欠につき 3月13日迄〉

@公私自記九安政3年5月19日--12月晦日

⑮公私心覚拾一安政5年3月朔日--12月日毎日

⑮公私心覚拾二安政6年正月朔日--10月14日

⑫公私心覚十三安政6年10月15日~万延元年

4月16日

⑬公私心覚十四万延元年4月16日~文久元年

4月10日

⑮公私心覚十五文久元年5月朔日~阿2年9

月晦日

②公私心覚十六文久 2年10月朔日~同3年10

月晦日

与ー

記

@公私心党十七文久 3年11月朔日~元治 2年

4月朔目。

旧書名「公私自録」。

3995 御用方手留目録 16.40-86 

5冊 23cm

巻5--巻14のみ。次号の「御用方手留J36冊.

巻41--100の目次。

①巻5一次号の巻41--47~存①冊~⑤前半〉嘉

永6年4月5日~安政2年3月13日

6- 48--52 ~⑤後半~⑦〉安政2年 3 月

15日~同3年9月5日

② 7一日--61~③--@前半〉安政3 年 9 月
6日~同 5年12月晦日

8- 62--71 (@後半~⑫前半〉安政6年

正月 1日~文久元年10月6日

③ 9ー 72--78(，⑫後半--@)文久元年10月

10日~同3年6月22日

1ト 79--82(@-②〉文久3年6月お日

~元治元年7月晦日

@ 11ー 83--89~②--@)元治元年 8 月 1 日
~慶応3年 9月14日

12- 90--95 (@--@)慶応3年9月15日

~明治2年5月9日

⑤ 13- 96--98 (~~前半〉明治 2年 5 月

10日~同4年9月4日

14ー 99--100(~後半〉明治 4年 9 月より。

3996 御用方手留 16.4←'87 

前田家編輯方手写明治年間

36冊}お佃

奥村助右衛門〈河内守〉栄通の記録o 栄通は 1万

70∞石。弘化3年7月より人持組頭，同4年よ

り金沢城代。安政3年3月筑前守様御付御用，

同年12月年寄役などの重職にあり，元治元年鹿

寧上洛に供し，仙洞御所を守ったがJ 10月19日

に兼役一切を指除き遠慮を仰付られ，慶応元年

8月に迷慮御免，明治元年12月執政，同2年退

老J 10年没66才。

①巻41 嘉永6年4月5日--7月29日

② 42 8月1日--12月晦日

③ 43 嘉永7年正月 1日--4月晦日

44 

@ 45 

5月1日--7月晦日

間7月1日--11月9日

司'



4月23日-9月14日

9月15日-12月21日

12月22日~同 4年3月8日

慶応4年3月9日-6月14日

6月15日-9月29日

明治元年10月1日-12月29日

明治2年正月 1日-5月9日

5月10日-9月22日

9月zl日-10月10日

明治3年10月17日~同4年9月4日

明治4年 9月~同7年 5月

明治7年 5月-12月。

89 

90 

93 

92 

94 

97 

98 

99 

95 

96 

91 

務

@ 

@ 

@ 

@ 

@ 

16.40-88 

100 

御用方手留第四十ニ巻

前田家編構方手写明治年間

92T 24佃

前号に同じ。第42巻嘉永6年(1853)8月朔日よ

り同12月晦日迄の記。

16.40-89 御用方手留附録目次

前田家編輯方手写

3冊 23cm

内容年代は，嘉永6年(1853)-明治元年(1868)。

次号の「御用方手留附録」の目次。第 1冊は，

その第6巻。事4冊冒〉までを，第2冊は第11

巻〈第7冊前半〉までの分を，第3冊は第12巻

第7冊後半〉の分をのせている。

明治年間

3998 

御用方手留附録

前田家編輯方手写

7冊 23cm

奥村河内守栄通の手留で，役向きの往返書状，

書取，風説書などを編輯している。全12巻。

①巻1 安政5年~万延元年

2 文久元年~同年8月

8月~同2年10月

文久 2年10月~同3年4月

文久3年 5月-7月3日

7月-9月20日

10月~同 4年3月

文久4年2月-7月

元治元年7月-9月

9月~同2年 8月

鹿応2年 5月~同4年9月

16.40-90 

明治年間

3999 

3 

5 

7 

8 

10 

11 

3997 

4 

6 

9 

②

③

@

 

⑥ 

⑦ 

⑤ 

。。

11月10日~安政2年五月15日

安政2年正月16日-3月13日

3月15日-8月13日

8月15日~同 3年正月 6目

安政3年正月 7日-3月29日

4月1日-6月10日

6月11日-9月5日

9月6日-12月晦目

安政4年正月 1日-3月24日

3月25日~閤5月21日

間5月22日-9月晦日

10月1日~同 5年正月 7目

安政5年正月 8日-4月5日

4月6日-6月29日

7月1日-10月10日

10月11日-12月晦目

安政6年正月 1日-4月15日

4月16日-7月29日

8月1日-12月4日

12月7日~万延元年間3月22

日

万延元年間3月お日-6月10日

6月11日-9月日毎日

10月1日-12月晦日

万延2年正月 1日-2月晦日

文久元年3月1日-6月晦日

7月1日-10月7日

10月10日~同 2年正月28日

文久 2年 2月1日-5月10日

5月11日-8月6日

8月7日-10月10日

10月11日-12月29日

文久3年正月 1日-3月3日

3月12日-6月22日

6月23日-10月5日

10月6日~同4年正月29日

文久4年2月1日-5月24日

元治元年5月25日-7月晦日

8月1日~同 2年4月16日

鹿応元年4月19日-12月28日

慶応2年正月 1日-4月24日

4月26日-8月2日

8月4日-12月29日

慶応3年正月 1日-4月22日

政
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総

12 明治元年9月~同3年6月。

4000御用方手留附録

前田家編輯方手写明治年間

56丁 2出血

前号の 3巻に同じ。

16.40-91 

4001 御手留抄

前田家編輯方手写明治年間

12冊 24.5cm

明治2年(1869)--同4年(1871)の金沢務役人某

の政務日記の抄記。

16.40-92 

①明治2年11月7日--29日

② 12月2日--28日

③明治3年正月 4日--2月晦日

④ 3月2日--4月29日

⑤ 5月2日--6月晦日

⑥ 7月2日--8月29日

⑦ 9月2日~晦日

③ 10月 2 日~閏l0n~9日

⑨ 11月2日--29日

@ 11月晦日--12月28日

⑪明治4年正月 4日--2月28日

⑫ .3月2日--7月18日。

伺02 ('横山隆平〕日記

横山隆平著

16.40-93 

自筆明治2--7年(1869--74)

5冊 M佃

横山隆起旧蔵。著者は老臣横山家11代。

①明治2年12月3日~同3年12月29日

②明治4年正月元日~同年12月晦日

③明治5年正月元日~同年12月朔日

@明治6年正月元日~同年12月31日

⑤明治7年正月元自~同年12月30日o

旧曾名「日記」。

建 雷・窓見書

何閃献言類 16.40→4 

手写

53T 24cm 

岡田様旧蔵。元文元年(1736)大地新八郎の意

見書，奥村丹後守御勝手方御用人々へ申渡存意

一Ih-ー孟ーーニ工‘--匂

記

番，嘉永5年某意見書，高沢忠順意見書， r南
面論J(文政10年〉。

4004 (財政難渋に付意見書写〕

手写

24ω 

富田権六郎旧蔵。筆者，宛所不記であるが，大

槻内蔵允の財政策を批判して，悪しき点4つを

挙げ，また家中，寺社の風規の緩み，冗費など

16.40-95 

数点を指摘している。

4005泰君へ上書之写 16.4ト，96

脇田尚方手写天保8年(1837)

10丁 24但

成立年代について尚方は天明の御改法以前の富

田好礼(彦左衛門)らの上曹と推定している。泰

君は1併号重教〈泰雲公〉。

4006 (御勝手方銀子調達存意書〕

手写

1通 16cm

御勝手方御用の意見書。前田家に凶事があり物

入りであったが，大坂廻米が少し江戸入用を

賄えないことから種々述べ，町在からの借銀を

提案している。文中に御勝手方杉野善三郎(多

助，盟)の名あり。寛政4年11月24日--7年12

月28日の問，同職にあった。

旧密名「大阪表にて調達銀井廻米覚J。

16.40-97 

4007意見書纂

前田家編綿方編

明治年間

4冊おm

意見書，建雷，上番などを収録したもの。内容

は以下のとおり。

包滑蕗私考秘録，笠間九兵衛等意見書領政5

年6月23日)，笠間九兵衛一存之趣内密之覚書

〈寛政7年8月)，山本文九郎上番〈文政3年

10月)，越の僻Qlij田万之助知故箸，横山政和

旧蔵〉

②三州交易出入大略〈文政7年，渡辺審旧蔵)，

遊所歌舞妓等御尋之御諦〈同人旧蔵)，燈下録

〈天保6年)，人撰論〈津田平次右衛門著)，

嬉悶草，芝山平右衛門心付之趣窃永5年間

16.40-98 

nv 



16.4(}ー102

務

せる。

燕台上疏類縞

手写

2冊 23cm

内容項目は，①寺島蔵人上番，岩田伝左衛門申

上書，石黒半兵衛上番，山本中務上番，関沢

六左衛門上番，千羽甫左衛門上書

②大地新八郎上書，米価愚按論，墨守論，高沢

鐙記，老婆釘J煮物，原賀鑑奥真斉番。

4011 

16.40-103 

な

E
4
t
d常
陸
路
鶴
僻
側
斜
錨

奥村栄実言上書

奥村栄実著

自筆

40冊 23佃

全て奥村丹後守と署名あり，したがって文政7

年(1824)12月30日以降。以下，括弧内は番出し

部分の特徴を示す。

① 8月3日 C御勝手向差支えに付云々〉

② 9月4日 御請之趣等

③ 2月18日 御 請 之 趣

@酉8月13日 御渡之品ユ付愚意之荒噌

⑤9月9日夜〈此表銭支之儀云々〉

⑤9月28日ぐ下々人気穏ユ相成云々〉

⑦10月4日〈今度半知御借上云々〉

③12月幻自 御請之箇条

⑨11月13日(此表之様子λ気も次第二落付云

〉々

⑪11月zl日夜(止懐人気等之様子云々〉

⑪10月23日 御諦之箇条

⑫3月4日 C御部方作得米少ゆるぎ付キ申鉢云

〉々

@3月13日(米価之儀云々〉

⑬4月3日〈御算用場向御米御かね大二指支云

〉々

⑮4月28日(天気相云々〉

⑮5月23日〈御領国中用米之儀云々〉

⑫6月15日 C御家中半知借上云々〉

⑬6月勾日 C御家中半知被仰渡以後之様子云

〉々

⑮7月9日仰家中町在借銀返弁方云々〉

@7月18日〈金沢町方人気静り之鉢云々〉

@7月23日 御諦之筒条

@2月9日〈止健御親翰之趣云々〉

4012 

2月)，近藤兵作番取，御部方万雑云々

③鈴木藤作言上番附八陣覚書，上書〈安政4年，

岡田助右衛門)，愚僻言 C安政5年)，物価論

〈内藤誠左衛門著，渡辺審旧蔵)，菅波勘右衛門

上番，心付之趣申上侯趨意書〈文久 2年，明

王院著)，菅野三太郎建言書〈文久3年)，狩

谷金作心附之趣申上候写伝治元年)，御引返

之義ユ付大隅守江云々

@憂天私言〈福田敬業著・)，三好弥左衛門建白

〈明治2年， 渡辺審旧蔵)，管見書〈明治 2

年，中山守衛著)，建言〈明治2年，鵜野屋村

安成寺元秀)，杷憂独言〈慶応4年，小松町中'

斎屋丈太郎，渡辺蕃旧蔵)，囲碁之勝申上候覚

書伍十嵐孫作，森可参旧蔵)，大伴建言寄

G越中草奔医大伴敬蔵箸，高畠定酔旧蔵)，某

上書彼辺蕃旧蔵)，不破富太郎与大野木源

蔵書版。

政

16.4トー99正文雑記

手写

14'丁創価

岡田様旧蔵。内容は以下のとおり。

。遊所歌舞伎等御尋之御諦〈申二月〉

。三州交易出入大略

。銭相場の大略

。銀子申立之濫鰭之大概

。通用銀遊銀之御諦(申六月〉。

4008 

村松標左衛門上申書

村松標左衛門箸

手写

131T 23.5cm 

内容は，文政3年(182の「農話」および天保5

年 (1834)r村松原左衛門ヨリ村井盛後守江上申

密J，著者は羽咋郡町居村の豪農，本草学者，

天保1Z年(1841)没79才。

刊本，若林喜三郎著「加賀務農政史の研究」下

巻に収域。

16.40-100 4009 

16.40-101 

- 20ー

時宜考

手写

35丁 12x18cm 

文政3年(1820)成立。御勝手方難渋の濫腸とそ

の対策についての意見書。 r御符合図帳Jを併

4010 



闘機紗伊r

園面白画ιー

， . 

4013 

。?・，、

総

@3月1日(家中知行借上方愈議之魁云々〉

@5月4日制政事方ユ付追々被仰(1¥云々〉

②一一 番抜

~9 月 23日〈御横目之内たるく相見へ候云々〉

@正月 9日@宇田被仰出一通烈部云々〉

@正月15日@下回之御親翰下書拝見云々〉

O)10月28日夜(御発駕後相替儀無御座云々〉

@11月28日細部方之儀名越彦右衛門内密申聞

云々 〉

@12月29日〈御算用場奉行ヘ心得方申聞云々〉

@2月17日夜(此度東海道通り御帰国云々〉

@2月25日領海道御通行御治定ニ付云々〉

@6月9日 就御尋御諮之趣

~11月 21日〈司馬温公伝家集之内番抜〉

@申11月28日 御尋之儀ユ付霊而御諦

@12月21日〈唐山歴代求言之詔勅調候云々〉

@3月13日 御請之趣等

~6 月 〈御倹約之儀被仰付候様申上云々〉

@9月20日〈今年之作鉢悪敷も無之云々〉。

奥村栄実言上状 16.4←104 

奥村栄実若・

自筆

59通 18佃

務侯への意見具申，内報，添状類。奥村丹後守:

と署名あれ従って文政7年12月30日以降のも

の。

①丑正月25日 御用番被仰出の儀猶予願

②丑正月29日 松平織人を新川部方御用任命延

引すべき旨答申

③丑2月zl日 林源太郎の事につき答申

@丑4月14日 石野右近役儀御断につき答申

⑤丑6月4日 平野知太夫役儀御断につき答申

⑥丑8月3日 国元真竜院様の様子，今年の作 a

鉢等につき害状

①丑8月3日 篠島権之助の事につき答申

・③丑9月4日 御親翰至来等につき書状

⑤丑9月4日 篠島権之助の事につき答申

@丑9月5日 大坂御調達一件につき申上

⑪寅正月24日 家中難渋取扱，薪炭値下げ，御

定書条目の詮議等につき曾状

⑫寅2月18日 御親翰御請につき添状

@酉9月9日 銭支の様子につき添状

@酉9月28日 銭払底の儀などにつき書状

-21-

記

⑮凶10月4・日 別冊提出につき添状

⑮酉10月23日 銭指支につき御親翰読書の添状

⑫酉11月13日御親翰の御意につき返状

⑬酉11月28日 来春御番立，年寄共茶事のこと，

井に上田作之丞来宅の風説等につき害状

⑬商11月28日 来春御帰城之上政事様替り可仕

との浮説等につき害状

@酉12月23日 御親翰御請につき添状

@酉正月10日 御親翰御諦，宮路を開くにつき

人撰方など害状

@商正月10日 広瀬平丞の事につき.番状

@酉3月4日 別帳指出のこと，美作守のこと

につき奮状

@函3月13日 別帳指出につき添状

②酉4月3日 御親翰，借知の詮議等につき書

状

@酉4月28日 別候相調候につき添状

@酉5月23日 平士以下迄心付之旨番上物，御

親翰御翁，気候の事につき書状

@酉6月15日 別冊指上につき添状

@函6月23日.平土以下心付の紙面披見につき

番状

@酉7月9日 別冊指上につき添状

@酉7月18日 上田作之丞門人の狂歌につき添

状

@酉7月23日 御親翰御諦別帳指上につき添状

@酉7月23日 今度町奉行ヘ申波方〈質屋仕法〉

ーにつき害状

@戊4月18日 心付之趣〈年寄共ヘ之御覚書，

人持諸頭への御覚書ユ付年寄共への御添書，

人持諸頭へ被仰波候御覚番〉につき言上書

~.戊 9 月 23日 別冊指上につき添状

@戊10月2日 年寄共子弟学校ヘ罷出方余儀決

着につき害状

@戊11月29日 大年寄勤方書抜指上むつき添状

@戊12月17日 被仰波候一冊返却につき添状

@亥正月 9日 別紙御親翰御論指上につき添状

@亥正月 15日 御親翰御諦別冊に指上につき添

状

@亥10月28日 別帳指上につき添状

@亥11月28日 御親翰御諦別冊指上持御家中ー

入難渋につき害状

@亥12月29日 今度御昇進につき害状

@子3月13日 御親翰御請別冊指上につき添状
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@申 6月9日 御親翰御尋の返書別帳に指上に

っき添状

@子2月'l5日 此表の様子別冊に指上につき添

状

@子3月19日 御帰国に東海道通行の儀につき

害状

@子6月14日 帳冊写指上につき添状

@申4月zl日 御覧に入れ侯一冊の内容につき

補足として学校教導方，人材仕立，大赦，女

向衣類，武備のことにつき言上番

@申6月28日 賞罰の儀につき言上書〈大学術

義補巻24の抜奉文を付す〉

@申7月2日 衆人一致に相成候仕向方如何芥

に家中拝領の縮緬着用の儀につき言上書

@申7月29日 寺島蔵人の成瀬掃部方ヘ近頃罷

越不申訳合につき，先達而相違の儀を申上侯

につき言上書

@申7月晦日 御親翰につき人気落付不申儀，

寺島蔵人手前の儀に候はば見切るべき旨言上

書

@申10月25日 郡方等小盗人多きにつき先刻御

譜申上の趣不行届につき断り状

@申11月28日 衆人一致仕侯事につき心付別様

指上井に愚意言上書

~5 月 8 日 御米埋合せ方の儀，別紙指上につ

き添状

~2 月 長文三郎，前田万之助勤方の底意につ

き言上書

~(日付なし〉御家中御救方，江戸表御借銀仕

法方，人材御仕立方につき言上書

~5 月 当年御借知被仰渡の時期につき言上書

〈ただし署名を欠く〉。

旧書名「奥村栄実害翰」。

4014 奥村栄実言上書 16.4ト 105

奥村栄実著

前田家編韓方手写明治年間

9冊 23.5叩

内容はつぎのとおり。

①天保7年愚意之趣可調上草稿

②天保7年言上書等

③天保8年正月"'6月 言上書等

@天保8年7月"'10月言上書等

⑤天保8年10月"'12月 言上番等

務

⑤天保9年言上書等

⑦天保10・11年言上番等

③天保12・13年言上番等

⑨年月不詳分言上書等

旧書名「言上書」。

4015 奥村栄実意見書

奥村栄実〈丹後守〉著

手写

3冊 M佃

①の外題「愚意之趣可調上草案J(天保7年)，

②の外題「卑意書記侯一冊J(同9年正月〉

③の外題「年寄共等へ相達侯書取写J (同11年

16.4ひー106

6月〉。

4016 南面論草稿

上回耕〈作之丞〉箸

手写

17T 24佃

文政1咋 (18Zl)の夏成立。 r南面論Jr時鹿位」

「権Jr役人・運上Jr騎倹Jr北面」の各項から

なる。時・処・位の三つの点を備えた施策の必

要を，落の政治上の問題とからませて説いたも

16.40-107 

の。

旧書名「南面論J。

4017 成業問答

上田耕著

手写

20丁 25佃

天保8年(1837)烏有老人との問答に擬して国政

16.40-108 

を論じたもの。

4018 竜郊君上替、

上田耕著

手写

37丁 24cm

嘉永3"'4年(1850"'51)に有馬湯治と称して西

遊ののち上脅したもので，西国諸藩の動勢を報

16.40-109 

告している。

旧書名「上番」。

4019 鎖窓談・心付之趣申逮侯控

渡辺等〈新蔵)著

16.40-110 

- 22ー



総 記

手写 4024 建白書護 16.40-115 

72T 23.5佃 前田家編輯方手写明治年間 h

鎖窓談は天保7年(1836)成立。軍備に関する意 101T 23叩

見を述べた草稿。心付之趣申達候控の内容は， 嘉永6年(1853)--明治2年(1869)の建言を集め

天保7年(1836)--同13年(1842)勝手方省略，物 たもの。内容は掘半左衛門建白草稿(5種)，加

価方，海運交易，借知，郡方仕法等についての 藤甚左衛門上書等，豊島安三郎建白草稿(2通)，

意見奮を集めたもの。 山崎伝太郎上書草稿，三好弥左衛門建由。

旧書名「鎖窓談等」。 旧寄名「建白稿」。

4020 田川上書 16.40-111 4025 永山亥軒上書 16.40-116 

田川才佐著 永山平八〈平太〉著

手写 前田家編輯方手写明治年間

58T 23cm 130丁 23.5佃

田川才佐は堀川餌指町居住の浪人。天保8年6 嘉永6年(1853)--明治8年(1875)における務お

月および同年8月付の意見書で，町付足軽文は よぴ太政官への上書で，貫士御用記録，列藩寅

町肝煎から町奉行所ヘ上げたもの，内容は主に 士合盟条約，諸藩貢士姓名など。巻首に目録あ

庶民の困窮にかかわる経済の諸問題や風俗のこ り。

とについて述べている。

4026 華夷十排 16.40-117 

4021 〔不破武太夫上書〕 16.40-112 西坂衷馨

不破武太夫著 安政5年(1858)

自筆天保8年(1837) 26T 2:l佃

1通 16cm 西坂衷は加賀藩士で儒者として明倫堂助教等を

役人の勤め方について，同役中で新古の差なく 勤めた。洋学排斥，援夷諭を説く。大橋納庵，

また跡目相続の年限によらず和順に勤めるべき 江尻貨山の序あり。

ことを言上している。

4027 〔公武合体之義につき覚〕 16.40-118 

4022 大島希軒上書等 16.40-113 3T 24佃

大島希軒(維直〉著 藩政に関する意見書。

前田家編輯方手写明治年間 旧宮名「公武合併之儀について覚」。

46T 23佃

内容は，常平倉・社倉・義倉に関する上番，題 4028 〔豊島殺建白草護〕 16.4ひー119

賛，校正御用言上留，書簡3遇。 豊島安三郎〈毅〉著

旧書名「上書等」。 前田家編輯方手写明治年間

仮綴1α3丁〉 28.5X20佃

4023 生駒勘右衛門覚書 16.4φー114 内容は，盛島権少属由緒帳抄，文久2年(1862)

手写 7月壬成歳建白草襲，明治元年(1868)2月戊辰

1適時佃 歳建白草襲，文久3年笑亥建自主意，明治お年

端裏書に「辛丑七月七日出之Jとあり。御勝手 9月豊島捨松の父毅の伝記。

方難渋につき省略の仕法を立て，家中一統半知

舵げを提案 し て い る ・ 鞄 は 天 保 蜘，ま|側近藤長作上繍 16.40-120 

た勘右衛門は当時出銀奉行であった義知か。 近藤兵作〈信行〉著

自筆文久2--3年(1862--63)

112T 24ω 

-23ー
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政

内容は，文久2年(1863)上寄稿，文久3年上書

稿，雑記，交易大十路盤，狙!語虎の巻，土審論

井仕法書，江戸表銭相場。近藤兵作は頭並 180

石，勝手方御用，改作奉行産物方御用を勤め，

また軍艦奉行，慶応3年隠居。

務

手写

10丁 2必m

外国船渡来の状況から加賀務・幕府関係につい

ての上書。

4030 近藤長作上書稿

近藤兵作〈信行)箸

前田家編稀方手写明治年間

75T 23cm 

内容は，前号と同じ。

旧書名「上寄稿」。

伺35 (能列[11在番怠儀に付窓見書J 16.40ー126

16.40ー121 1 村井文兵衛著

手写

13m 24cm 

海岸野間の在番の中止を訴えたもの。 5月付。

旧書名「能州在番所等之儀ユ付覚書」。

4031 佐藤儀左衛門上番 16.40ー122

佐藤儀左衛門〈元知〉者

手写

36T 23.5伺

原本成立は文政3年(1820)。佐藤元知は今枝氏

の与カ，兵学，心学者。内容は，伝言録，伝言:

録追加紙面，伝言録添:紙面，御勝手方主附宛差

出候ケ条番。

旧書名「上書」。

4関2 援実趣意書写 16.40ー123

手写

1通 27.5cm

赤座甚七郎所蔵の写。元治元年(1864)12月武田

伊賀守正生より永原甚七郎〈孝知〉宛害状。永原

は5∞石，初め大小将組に属し馬奉行，嘉永6年・

(1853)作事奉行，馬廻番頭，次いで頭並，元治

2年3∞石加増，明治2年学政策及び軍政寮副

知事，参事となった。明治6年1月14日投61才。

4ω3 小川靖斉上疏 16.40ー124

小川幸三〈靖斉・忠篤〉箸

藤田維正手写元治元年(1864)

48T 2:T佃

万延元年(1860)'""J文久3年(1863)の上書，需

筒，通知等を収録したもの。

旧書名「上疏」。

4036 御蔵入米等仕法書 16.40ー127

手写

9丁24cm

加賀務の御蔵入収納高，現銀上納高に対して支

出中勘を計算し，土庶の邪曲，人気の惑いこと

を指摘して，兵乱，ー挟等の際に備える対策の

必要を述べている。

4ω7 本町地子町地子銀並御役服制縮方 16.4かー128

久保九兵衛著

22丁 24佃

藩財政窮乏を解決するためのー施策を述べた意

見書。町人に対する旧来の運.1::，口銭を停止し，

代りに分限役銀を課して，役銀の多少により格

式を与え，もって藩財政の補填をはかる旨を述

べている。久保九兵衛は三輪仙大夫組足軽。

4038 小林伝右衛門・石田勇左衛門指上紙面写

16.40ー129

手写

1通 13伺

子6月5日付，小林伝右衛門の下厩の3人等軽

き者の扶持・給銀について納得できず詮議致し

かねる旨言上書。 6月5日付，石田勇左衛門の

軽き者給銀につき難渋至極にて迷惑しているこ

となどを訴えた存意書。

旧書名「小林伝介・石田勇左衛門番状写J。

4034 三州国政に関する対策審

宇野直作著

4閃9 (風俗之儀等に付申上番〕

16.40-125 i 手写

9T 24叩

16.40-130 

倒
的



老i思居病死，小松御城等見分，御用番見習御広

式江出方，金谷御門往来，年寄中知行所附，年・

容中指控等之節宛所等，御城代行歩等，御家老

中廻り物披見方，御用番出席無之日伺書名前等，

伺寄之返下候節御用番不罷出候ヘハ御請助之名

前，出仕御礼御事j物等年頭御役替之人々被召次

第等，御打初出方，御宮御参詣服御改，出席退

出刻限等，御発駕御帰国出方，御用番始忌中指

合等，，御用番中外出，年寄中婚礼閥座，年寄中

年間欠座，年寄中病後行歩，年寄中看病引等，

御参勤御暇御書拝裁，年頭御醤拝戴，御縁組御

転住等御醤拝戴，宿継御奉書至来，暑気等御奉

審拝見，御参勤御時節御奉密拝見，火事，装束

等，御能労・御鷹之鳥拝領等。

年寄・家老・若年寄方

風俗の義につき心付を謹上げたもの，戊3月付

定番頭， 5月付御馬廻頭，戊6月付御小将頭よ

り上げたもの。

旧書名「風俗之儀等御定ユ付申上番J。

4040 御遼申侯書取 16.40-131・

前田家編輯方手写明治年間

8丁 25cm

「奥村栄通手留」の写。定番頭・銃隊馬廻頭，

同並より王政復古に際して意見を述べたもの。

4041 岩原恒六心附害 16.40ー132

岩原恒六箸

自筆明治元年(1868)

巻子1 16.5cm 

辰11月8日付，会議所宛。恒六は所口御馬廻

役。会議所は輿論を聞き下情を上達するれため

に明治元年9月に設置された。内容は潟，川の

切通しなど開発問題，銃隊など軍制，役料など

の職制，その他についての意、見番。会議所の付

札あり。

特16.41 年寄・家老・若年寄方

勤方例規

4042 御用番記 16.41ー1

手写

111丁 11.5X18佃

御用番の勤め方について，享保~弘化年間の例

を引くなどしてまとめたもの。目次は以下のと

おり。

他行井御寺方拝参事，御法事拝参，御祝儀等広

式江出方，公事場出座，支配末類御礼の年寄中

末類御礼，跡目申渡，新番頭以下会所銀，御・

弘，御発駕等御機嫌伺登城，御用番始而勤，被

召候人々誘引，年寄中御供被仰渡，御法事御奉

行被仰渡，年寄中七手次第，御用見習御居間書

院，年寄中時宜等，年寄中判印鑑等，御親翰御

請，月番加判御免等之人々，着陸，年寄中休日

等，年寄中仲間招謎，御一門様御凶事指当取

捌，年寄中等江戸往来献上物，元日廻物等，御

用番支配之者与力家来欠落，年寄中縁組被仰渡，

列座申渡ニ加判無之御家老，御封印包紙，御家

、"，-~.~' # 

圃画面白ーーー

4043 永井歪陣覚書 16.41ー 2

永井至陣著

前田家編輯方手写 明治年間

7冊 23.5ω

内容年代は元禄~安政期。奥村栄滋所蔵の写。

年寄役御用番の勤方に関する詳細な覚書。第 1

冊巻頭に90:項目余の目次あり。

4044 年寄中席旧記抜書 16.41-3 

前田家編輯方手写明治年間

47T 23cm 

横山隆平所蔵の写。内容項目は次の1噸目。出

仕御礼御判物等年頭御役替之人々被召次第，御

打初出方，御宮御参詣服御改， 出席退出刻限

等，御発駕御帰国出方，御用番始忌中指合等，

御用番中外出，年寄中年回欠座，年寄中病後行

歩，年寄中看病引等，御参勤御暇御書拝戴，年

頭御書拝戴，御縁組御転任等御曾拝戴，宿継御

奉書到来，暑寒等御奉書拝見，御参勤御時節御

奉番拝見，火事，装束等。

4045 年寄中等判印鑑 16.41-4 

1帖 22佃

姦永6年C185~) より明治 2 年(1869) ~こいた

る13人分の年寄役の印判と花押を載せている。

4046 御家老方取捌等諸事覚之幌

手写

16.41-5 

お



政

9丁 Z蛇園

内容は，享保9年(1724)10月10日御前にて被仰

渡の家老中勤方9 項目と~ r御家老方九品御番

立動方之内」として，各項目についての取捌き

方を覚え書きしたもの。

4047 御家老方九晶御書出等諸事留帳之内抜書

16.41-6 

前回織江(路博・道済〉編

自 筆寛政9年(1797)

52丁 12x18.5cm 

前田道益旧蔵。家老の職掌についての記録。

4048 今枝近義ニ申間覚書 16.41ー 7

手写

1通 35cm

3月12日付の家老，用人の勤方についての覚

書。署名なしo 今枝民部近義は，承応元年より

網紀の御付御用，のち御家老を兼ねた。延宝3

年隠居，同 6 年没~ 69才。

4049 御家老前録書抜 16.41ー8

横山政和手写明治17年(1894)

20T 24cm 

「御家老前録」からの横山家に関する部分の抜

書で，横山蔵人正従，蔵人政寛，図書政孝，蔵

人政和について御家老役勤務当時の履歴，進退

を記した下書。

4050 若年寄方古例抜書 16.41-9 

成瀬種徳〈監物〉編

自筆寛政3年(1797)

53丁 19佃

成瀬正居旧蔵。内容は，万治元年(1658)--天明

6年(1786)の間(年次不同〉にわたっているo

監物は当時は御奏者番。

務

4052 若年寄方年頭御先立等覚 16.41-11 

前田短正〈式部〉手写天保11年(1840)

19丁 12x18cm 

前田栄次郎旧蔵。表紙に，原本は前田知周〈修

理〉自記と注記あり。内容は，文化14年正月 1

日-2月1目。知周は家老で文化6年3月~文

政5年の閑若年寄を兼務した。手写した短正は

天保11年6月より若年寄となウた。

4053 若年寄方年頭御先立等覚 16.41-12 

前田知周箸

成瀬正敦手写嘉永元年(1848)

19T 12X 18cm 

成瀬正居旧歳。表紙注記に原本は前田知周自記

とあれまた天保11年7月前田短正手写本の写

とあり。即ち，前号の写本とみられる。

4054 若年寄御先立覚書 16.41-13 

織田某著

17丁目.5x17.5cm 

富田権六郎旧蔵。御礼の儀式や御寺参詣の時な

どの若年寄が先立ちする役目についての覚書。

4055 若老方覚書 16.41-14 

手写

25丁 18X13佃

前田栄次郎旧蔵。内容年代，享保元年(1716)--

明和6年(1769)。若年寄役その他家老役などの

任免，勤務上の動向などを日次に項目的に載せ

ている。

4056 御家老方執筆へ申渡控 16.41-15 

手 写 天 保8年(1837)

1通 16佃

執筆方の役人が他人との面会や他の役人との内

談，また音物を似しむことを申渡している。

旧密名「御家老執筆へ此趣申渡控J。

4051 若年寄方諸事頭書抜書 16.41ー10

前田短正(式部〉著 I 4057 
100T 12X 18ω 

前田栄次郎旧歳。内容項目は，御細工所，三十

人方，表御納戸，御馬方，御鷹方，御茶堂方。

〔執筆心得方の覚) 16.41ー16

中川某著

自筆

1通 16.5cm

年寄中執筆が作った案文に御家老方執筆もこれ

に準ずるべく朱字で改訂を加えてある。朱字は

お



fF 

年寄・家老・若年寄方

酉7月付。

旧書名「御家老方執筆へ申渡候品」。

蝕遼・覚留類

4058 万跡書帳

手写

2冊 23cm

16.41-17 

寛永20年(1643)当時の，おそらく奥村因幡関係

の，公用状類を収録。①は 1月より 7月迄。②

は8月より 12月迄a 因幡は易英，寛永元年より

家老役，同21年11月21日没， 74才。

4059 御用小紙類写 16.41ー18

前田家編輯方手写明治年間

126T 23.5叩

前田貞醇所蔵の写。内容は，元禄頃の御用審状

などで，とくに前回備前宛のものが目立つ。前

回備前貞親は，貞享3年(1686)より若年寄。元

禄4年(1691)より家老役なので，いずれもその

職務の記録と思われる。

初60 内帳抜書 16.41-19 

御加筆の書類などを収蔵したもの。①甲申年

(宝永元年) 8月18日--11月9日②11月9日~

同2年4月11日③宝永元年12月2f日~岡2年4

月9目。

4063 越後屋敷ニ而口上=テ申達侯覚書 16.41-22 

10丁 12X18.5cm 

享保8年(1723)11月16日より 9年3月15日まで

の政務取捌き留。越後屋敷は元禄10--宝暦6年

の間，藩主在府の時に年寄以下が政務を議した

場所。

4064 折懸包上書

手写

7 T 11.5x 17.5cm 

16.41-23 

享保11年(1726)本多安房守等より藩主へ養子縁

組等顕につき詮議の越を言上したもの。

4065 (事保十九・ニ寸年覚書〕

手写

4通 17佃

前田貞発旧蔵。御用部屋目録の端本。

16.41-24 

前田家編輯方手写明治年間 I 4066 (前田外記宛来状〕 16.41-25 

87丁 23.5cm

内容年代は，元禄3年(1690)6月~同 4年3月。

収録文書は主に家中の人事に関するもので，横

山筑後，多賀信濃の署名のものが多い。横山筑

後〈志摩〉正房は，当時家老役。多貿信濃直方は

若年寄役。

4061 (御親翰請書〕 16.41-20 

手写

1通 17，佃

藩主から本多安房守へ賜った親翰に対する前田

備前・村井出雲・前回対馬・横山左右衛門の請

書。 3月24日付。署名人から推して内容年代は

元禄期か。

4062 伺害御指令留

手写

3冊 23cm

16.41-21 

内題「宝永中伺番御指令留」。 藩主の御親翰，

巻子2 17佃

前田貞醇旧蔵。盤状を継紙したもの。内容に大

槻内蔵允のことがみえるので，外記は貞幹(中

務〉。元文5年7月若年寄見習，寛保2年正月

本役，延享2年間12月家老，寛延2年6月没。

また前田図書発信の害状あり。図書貞直は父

で，延享元年5月没。

旧番名「前回外記宛書翰」。

4067 (延享元年・ニ年状留之内〕

手写

16.41-26 

4068 

3丁 24ω

前回土佐守(直射)の月番，加判御免に関連す

る内容。

〔前田駿河守指紙〕 16.41ー幻

1通 17.加n

]2月25日付，中川多仲宛。 12月25日付，布上下

にて登城の呼出し状。文中にある横山大謄と考
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政

え合せて，駿河守は孝昌，大膳は隆達，多仲は

奇忠で，宝暦5"""'7年頃と推定される。

旧書名「前回駿河守達書」。

4069 於奥書院年寄中等へ御判物被下候節之絵図

16.41-28 

横山引馬著

自筆宝暦7年(1757)

絵図 1枚 22x24cm

横山勇太郎旧蔵。列席者の位置の指図。

4070 (泰雲院様御親翰等御用番中抜奉) 16.41ー29

手写文政6年(1823)

巻子1 15.5佃 包 紙

包紙「泰雲院様御親翰之御請等且御加鋒之拝写

等J。泰雲院は1併ミ重教。

旧書名「御用番手記抜撃」。

4071 御留守中之儀伺之晶 16.41ー30

明和8年(ITlI)

9T 24.5cm 

前田貞醇旧蔵。前田修理よりの7月28日付伺紙

面2通と日付不記の同様紙面1通の写。修理は

知定，明和2年9月より家老，その間同7年7

月より小松城代，同8年9月没43才。

4072 御内用之品御親翰等之留 16.41-31 

2冊 23.5佃

明和・安永・天明期の，主として11代藩主治備

と年寄役村井又兵衛長湾〈ながたか〉との公務に

関する往返文書その他の留醤。

4073 (覚抜書) ffi.41ー32

奥村栄通手写

.13丁 llx17cm 

前欠。奥村栄通は年寄役。明和頃より万延まで

の人事関係などの記事を収録しているo

旧書名「御勝手方申渡控」。

4074 (御留守中之儀伺等之一巻〕

松平大弐・前回図書著

手写

15T 創価

I 4075 

4076 

4077 

務

前田貞醇旧歳。表題「安永六年四月十一日江戸

御発駕=付御留守中之儀伺等之一巻J。前回図

書(貞一).松平大弐〈玄蕃，康済〉関係書類。両

人とも当時家老役。

旧書名「江戸御留守中之儀伺等之一巻」。

〔河時ブ内匠様問判物等奉議関〕

16.41-34 

二木助次手写明治23年(1890)

9丁 23.5cm

奥村栄滋所蔵の写。河内守様内匠様御名御判物

等奉頂戴，大津御登米裁許被為仰付相勤候御印

物等奉拝領，巡見御上使様宮腰ヘ御出御尋之趣

御答番御奉行所へ御届申上候控よりなる。河内

守は奥村尚寛〈安永6年叙任〉。

〔払銀図リ等綴) 16.41-35 

前田家編輯方編

明治年間

59丁おω

年寄役前田土佐守〈直方〉関係の公用文書を集め

たものと思われ，内容は村井文兵衛との番筒，

算用場奉行生駒右膳直敬・佐藤勘兵衛直寛の番

状，天明7年惣払高中勘図，周年及8年江戸不

時入用高，恒川七兵衛〈寿年，天明8年~寛政

2年宮腰町奉行〉の害状〈寛政元〉及び宮腰浦廻

米懸り物訳書，宮腰町小物成，尾張中納言宗春

隠居・逝去年月日の件，勝興寺内存の件など。

旧書名「御貯用米銀之覚等雑綴J。

〔諸雑留J 16.41-36 

手写

仮綴1(6通〉 辺倒

前田貞醇旧蔵。事務上の連絡，覚書で，御奉密

到来のこと，又左様の実名を利博と称すること

(1併号室教の子斉敬が利博と称したのは寛政2

年11月2日)，土佐守殿被仰渡の覚書，年寄中月

番等相勤方につき御直被仰渡の覚など。仮りに

ここに収む。

16.41ー'33I 4078 御内用一件留 16.41-37 

文化2年(1805)

118T 24cm 

「屋漏堂Jの蔵書印あり。内容は村井又兵衛(長

∞ω
 



年寄・家老・若年寄方

世)，奥村左京〈質直)の関係のものが多い。

4079 御留守中之義御発駕前奉伺品々持申渡候留

16.41-38 

前田純孝著

横山政孝手写文化14年(1817)

15丁 12X17.5側

横山政和旧蔵。内容年代は，文化3年(1806)。

前田兵部(内記〉純孝は当時家老役兼若年寄役。

4084 (表方にて示談之趣弁奥之悶之様子等之覚書〕

16.41-43 

前田家編輯方手写明治年間

22T 25伺

横山政和所蔵の写。文政元年(1818)から同7年

(1824)にわたる。産物方役所，十村禁牢能チIi送

り， 12代藩主斉広近習の勤方などを含む。

旧醤名「表方ニテ示談之越芥奥之閑之様子等之

覚留帳」。

16.41-39 
4085 

4080 御供道中心得等

前田修理(知周〉若

手写

2通 17cm

中川典克旧蔵。筆者は家老役。①は文化3年頃，

②は文化12年(1815)。ともに前田修理知周の覚

書の放撃で，側御用人などの執務や作法などの

雑然とした内容。

4081 御留守中之儀御発駕前奉伺品々井申渡候留

16.41-40 

前田織江著

自筆文化13年(1816)

17T 24cm 

横山政和旧蔵。織江は路博，当時家老役。

4082 御家老方隠密之留 16.41-4] 

前田織江著

自筆

32丁 12x18.5cm 

前田道益旧蔵。内容は，文政元年(1818)--同5

年の御親翰と，その家老読書など。

4083 御家老覚書 16.41-42 

前田権佐等箸

手写

巻子1 16佃

8月24日付。以下の 7人の連署によって家老役

であること，および年代が文政元年8月~岡4

d 年12月の聞であることがわかる。前回権佐〈恒

国)，前囲内記〈兵部純孝)，前田修理〈知周)，前

田中務〈貞道)， 前回織江(路博)，横111蔵人(図

J 書政孝弘今枝民部〈直寛，文政元年8月15日

就任，同4年12月22日投入

ーー

御内御用留 16.41-44 

前田家縦相方手写明治年間

60-r 23cm 

九里覚右衛門所蔵の写。文政2年(1819)正月か

ら3月にいたる年寄役前回土佐守〈直時〉との政

治向きの往返書状の留。

4086 村井豊後守殿御渡之御覚書〔等J . 16.41--45 
津田宇兵衛手写文政6年(182• .'~) 

3通 16叩包紙

村井豊後守は当時御用番。①寺社奉行等，定番

頭等宛の家中谷人との交際につき縮り方申渡，

②10月付，組支配不行状の風間につき締り方申

渡，③笑未〈文政6年)10月付，諸奉行人，下役

不正なきょう申波。

4087 藤田平兵衛を以申上程控 16.41-46 

前田家編輯方手写明治年間

4T 25佃

文政7年(1824)斉広が没した際の家老役の意見

書および悶8月3日付代替りの御親翰写。藤田

平兵衛〈安処〉は当時御近習御用。

4088 御住居見分出役名前 16.41--47 

前回貞事手写文政10年(1827)

12丁 23cm

前回貞醇旧歳。 r文政十年十月十日廻り箱之内

江戸来状之拝紙帳冊J。

4089 御政事向ニ付言上書 16.41--48 

手写

6了 24ω

奥村栄実旧蔵。 12月16日付，本多播磨守等，年

。
&



4090 

政

寄，家老タラ九 8名連署で，御勝手向の儀につ

き御親翰が出されたことに対して，別存なき旨

の言上書。文政~天保初年か。

〔日記〕 16.41-49 

手写

76T 12X18佃

前欠。御用向往返状の留。内容中に天保 2年

(1831)の年記が見える。内容から家老席あたり

の記録とみられる。

4091 触留 16.41-50 

手写

2冊お佃

乾坤2冊。天保8年(1837)4月~弘化元年(184

4)の諸役文は諸士への触・通知を記録したも

の。

4092 村井長貞覚書 16.41-51 

村井長貞著

自筆天保9年(1838)

10T 18.5X 13cm 

額負長貞は当時年寄役見習。級負宛の番状や覚

書。

旧書名「覚書J。

4093 廻箱披見覚帳 16.41ー-52

手写

38丁 12X18叩

天保9年(1838)2月15日より 4月5日迄。

4094 姫君様へ御口上書 16.41-53 

天保9年(1838)

1通 15.5佃包紙

中川典克旧蔵。中川八郎右衛門関係の7月付，

真竜院様御国にて湯治の件。真竜院は斉広の正

室。天保9年(1838)8月湯治願を出して金沢ヘ

入った。中川八郎右衛門〈典義〉は家老で就固に

御供した。

4095 廻箱中緊要留 16.41ー-54

手写

12T 16.5 x 12，佃

天保10年(1839)9月6日より 11月25日迄O.

務

4096 小松御泊 施.41-55

前田家編鴨方手写明治年間

19T 25.5但

戸水信義所蔵の写。内容は嘉永元年(1848入前

由美作守〈孝本，前回長種 9代， 18，5∞石知

行〉以下 132人小松泊付。孝本は天保2年12月

より美作守と称す。安政3年9月没。

4097 表方示談物覚 16.41-56 

横山政和編

嘉永7年(1854).....，安政3年(1856)

22T 11.5x 17.5cm 

年寄役横山政和(蔵人〉の覚政務覚書。内容

は，嘉永7年(1854)家内婦女の衣服制限規

定，安政2年(1855)海防方主付大積り番，安

政3年 (18日〉御軍制御改革に付愚按書等。

4098 表方示談物覚 16.41→7 

前田家編輯方手写明治年間

24丁お.5佃

前号の写。目次を付す，以下のとおり。

嘉永7年(1851.)家内着服之義被仰出ユ付伺之件

等，安政2年御軍制御改革之被仰出ユ付余義之

件等，右=付横山蔵人存意書，安政3年8月御

内用方ヨリ指出御軍政之義ユ付余義番。

4099 奥之間示談物等覚書 16.41-58 

横山政和〈蔵人〉編

自筆

69T 12x 18佃

政和は当時年寄役。内容は，安政3年〈羽田)--

文久3年(1863)。御家老一人可被仰付ュ付人撰

之件，安政5年12月29日亜米利加一件二付不時

御登城御意見御尋之上意有之件等江戸年寄中等

申来紙面，御帰国御暇被仰出趣等金沢年寄中等

へ被仰下御親翰写，御名代御礼之節足袋用侯畿

飛騨守様御留守居へ承合之件，筑前守様正四位

御昇進之節目宜案，筑前守御親翰横山遠江守へ

被庇下候件等，御領圏内開港之有無外国奉行へ

閲番ヨ P承合候趨等，御馬役風儀不宜義ユ付於

江戸表被成下御親翰，狩谷判平組替之儀ユ付横

山蔵人存意書等，御領国へ異国船渡来之節取捌

方之義ζ 付伺書，長州蒸矧骨一覧ニ付テ蒸気船

御買入之義船将人撰之義等存意之趣横山蔵人ヨ
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年寄・家老・若年寄方

リ青山将監へ申遺紙面及青山返番，御軍艦御買

入ェ付御金繰之義等横山外記ヨリ横山蔵人へ之

紙面及蔵人返書，御上京之義券兵活法之謝合将

岡田助右衛門被仰付之議船御買揚之義等ユ付横

山蔵人ヨリ青山将監へ再返書。

旧書名「奥之間示談物等品々覚書」。

4100 奥之間示談物等品々覚書 16.41-59 

横山政和編

前田家編集方手写明治年間

56T 23.5佃

前号の写し。

4101 御留守中之儀御発罵前奉窺品々井申渡候留

本多播磨守・横山蔵人著

手写

25T 24cm 

16.41-60 

横山政和旧歳。安政5年(1858)4月。播磨守は

年寄の政均，蔵人は家老の政和であろう。

4102 御用番方出紙面写 16.41ー61

前田家編輯方手写明治年間

41丁 23.5佃

内容は，安政5年(1858)11月御筒在高しらへ，

御馬御入用高調理，安政4年分弓鉄中り御褒美

之件，安政6年御献上品御進物品等覚，同年正

月9日御成下町家焼失之御届等，同年4月魚津

近海等変異有之段達書等，同年9月新川郡常顕

寺川筋井戸減水之届，万延元年5月五毅成就之

折祷致侯寺々ヘ被下方之件，安政6年越中猪谷

村降窓届，万延元年石動山天平寺立山岩勝寺ヘ

祈祷料被下件，同年6月御在合金等調理番，同

年7月越前大野福井府中等百姐掻立候風説之趣

達書井美濃八幡表風間書取，万延元年5月能美

郡大杉上村久兵衛処刑之義伺番，同年7月24日

5月ヨリ 8月ユ歪ル麻疹病死人数調理。

4103 執筆回状留 16.41ー-62

5冊 24.5叩

横山隆起旧蔵。安政5年(1858)......明治2年(186

9)。

①安政5年正月~万延2年12月

②文久2年正月~同年12月

③文久3年正月~元治2年正月

④元治2年正月~慶応2年12月

⑤慶応3年正月~明治2年7月。

4104 奥村栄通集記 16.41ーω
前田家編輯方手写明治年間

81T 23.5但

安政6年 (1859)...... ，慶応3年(1867)の御親翰・

触，存寄書，風間魯などの留。 9項目の目次は

巻頭付第にあり。

4105 富山御用諸事留 16.41-64 

横山政和著

前田家編輯方手写明治年間

105T 23ω 

内容年代は万延元年(1860)......文久元年(1861)。

横山蔵人政和〈家老〉が富山御用主附となり富山

藩の政事向き監督のため富山へ派遣された際の

記録。内容は，富山御用諸事留上旬延元年8

月26日......12月晦日)，富山御用諸事留下〈文久

元年正月元日......3月26日)，富山表覚書 C万延

元年9月~文久元年3月〉。

4106 触留帳 16.41ー-65

59T 23佃

文久2年(1862)5月よりの帳と，慶応2年~同

4年の帳とを含む。諸役又は諸組宛の蝕達留。

江戸大風雨及異人富士山へ登山之由等江戸三度 I4107 御内々御尋之品等控 16.41-66 

棟取ヨリ達書，同年8月非人小屋へ被下衣服代| 横山政和編

請取方之義達紙面，同年9月加越作体見聞之趣| 自筆

達書，同2年菅式部局ヨり御両様へ寿杯御贈進

之紙面，文久元年正月金沢中牧町焼出家数等

届，同年御数明被下人数等調理番，同年金沢近

辺梨畑取払之義=付達書，同年6月渡辺佐太夫

於経武館騎射稽古願之件井騎射由来書，同2年

-31-

36T 12X 18佃

政和は家老役，一時兼小松城代。文久3年(18

63) ......元治元年(1864)の軍事，海防，内政に関

する藩主の諮問に対する意見など。



政

4108 御内々御専井申上候品等党 16.41-67 

横山政和著

自筆

-i9T 12 x 18cm 

H~応 2 年(1866)--明治 2 年(1869)) の務主の諮

問jに対する意見など。政和は家老，明治元年執

政となる。

4109 横山政和・前田晋・横山隆淑手留抜奉 16.41-68

手写

26T 25佃

内容は，慶応3年6月--4年5月(1867--8)。

京都23街，預地私領打込，王政復古，戊辰の役

参戦など重要事項の番技。

4110 御家政向諸事留 16.41-69 

手写明治2--3年(1869--70)

164ゴ. 24cm 

横山隆起旧蔵。金沢藩治下の公文書の留帳で，

横山大参事〈政和〉関係が主である。家来の任

免，転宅，兵器・，学事，救他など諸種の文番を

含む。

4111 奥村丹後守殿家中ヘ申渡ノ写

手写

8T 24cm 

家中士風及勝手向心得密。

16.41ー.70

4112 御用部屋へ可遺分 16.41ー.71

手写

1通 15.5伺

中川典如日蔵。{紛失施についての事務通知の.

覚。年代は宝暦以降。

旧書名「御用部屋へ逃ベき党」。

4113 〔申送状〕

1通 16cm

6日付，役務引継ぎの覚書。

16.41ー.72

4114 御次間合小紙写 16.41ー73

前田家編輯方手写明治年間

57T 23佃

横叫政和所蔵の写。内題「御献賜之御刀等共外

之儀ユ付御次間合記来候品々等」。

務

4115 (鳥獣殺生方達書) 16.41ー.74

手写

1通 25cm

中川典克旧蔵。戊午2月19日付，奥村伊予・横

山志摩より奥村因幡宛。来ケ崎近辺の鳥殺生禁

止のことを再び申渡したもの。

旧書名「鳥獣殺生方法度審」。

4116 年寄中等へ可及御示談箇条 16.41ー'75

奥村栄突著

自筆

6丁 24.5cm

御定番の作成について調べ方を申付られたので

窓見を上申したもの。

旧書名「可及御示談箇条J。

4117 月番廻状等写 16.41ー.76

5T 14X40.5佃

前田貞醇旧蔵。中将様道中の様子伝達曾留。

政務日記

4118 古今一巻糠目録 16..Uー77

年寄中席縦

手写

78丁 24cm

内容は，明暦3年(1657)--明治2年(1869)にわ

たる。

4119 留帳抜書 16.41ー78

手写

164丁お佃

若年寄席の記録か。内容は，万治元年(1658)--

文化12年(1815)。

4120 御家老方旧記抜番 16.41ー.79

前田織江路博〈道斉〉編

自筆寛政1咋 (1798)

39丁 12x18cm 

前田道益旧蔵。内容年代は，延宝3年(1675)--

点享3年(1686)。

4121 御在国覚書

手写

16.41-80 

9
-
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年寄・家老・若年寄方

2冊 2.1cm

前回貞醇旧蔵。表紙署名津田玄蕃の肩書に「天

和三年二月二十一日ヨリ加Jとあり，この日に

若年寄に就いている。下記の署名人も当時若年・-

寄である。

①延宝8年9月22日~天和元年3月25日，表紙

の署名は奥村伊予・奥村兵部

②天和2年7月25日--3年4月2日，表紙の署

名は津田玄蕃，奥村兵部。

4122 御家老方旧記五種 16.41ー81

前田家編輯方手写明治年間

2冊 23.5cm

前回錬太郎所蔵の写。

①御家老方旧記抜寵〈貞享~延享〉

保題)， (文化7年) (御武具方関係〕

@α町家老日記)C万延元年正月~同2年正月〉

御在圏中日記 C万延2年2月〉

御家老諸事留帳〈文久元年2月〉。

4123 前回貞親手記 16.41ー82

前田貞親箸

前田家編絡方手写明治年間

65冊勾.5cm

前回備前貞親は貞享3年11月13日1若年寄，元禄

4年6月28日~宝永2年10月15日死去まで家

老，その間元禄16年小松域代となる。

①貞享3年(1686)11月14日--11月晦日

②貞享3年12月 ③貞享4年正月

@同年2月 ⑤同年3月1自--14日

⑤同年3月15日--Zl日 ⑦同年4月

③同年5月 ⑤同年6月

⑮同年7月 ⑪同年8月

⑫同年9月 @同年10--11月

@同年12月 ⑮貞享5年正月--2月

⑮周年3月 ⑫同年4月

⑮同年5月 ⑫同年6月1日--15日

15日--29日， r覚種J(貞享5年6月~元禄2

年3月) ~貞享 5年 7--8 月

@同年9月 ②同年10月

@同年〈元禄元年)11月 @元禄元年12月

③元禄2年正月 @同年間正月

@同年2月 @同年3月

L: 
園画面・ーー

~同年 3 月 29日 --3 年12月

@元禄4年正月--12月 @元禄5海正月--8年

7月 ③元禄8年7月--9月

@周年7月--10年2月 @元禄10年間2月

GS周年3月 @同年4月

@同年5月 ③同年6月--10月

~同年11月 @同年12月

@元禄11年正--2月 @同年3--5月

@同年6--8月 @同年10月

@元禄12年正月--2月21日

@同年2月21日--3月 @同年4--5月

⑬同年6月1日--12日 @同年6月13日--7月

@同年9月 @同年m月〈欠閤9月〉

@同年7月--12月 @元禄13年正月

@同年2月--9月 @同年4月

@同年7月 @同年10月， 12月切之

完) ~元禄14年2 月

@同年3月1日--19日 @同年3月20日.......n毎日

@同年4月， 6--7月 @同年9月

@同年10月 @周年11月

@同年12月，元禄14年， 15年控之内抜番。

4124 留帳紗録 16.41-83 

前田家編輯方編

明治年間

7冊 23.5cm

前回貞醇所蔵本を写し編集したもの。若年寄，

家老，年寄役，その他の御用留の抜書。

①「留帳之内抜書〈貞享三丙寅十一月ヨり貞親

若年寄役之内覚書井御家老役以後之覚書モ少

々末ニ記之也，元禄十年五月廿六日ユ至ル)J

②「留帳之内抜書〈貞親若年寄役持御家老役以

後之覚入交記之也，元禄八ヨり十四ニ至ル)J

③「貞享四年五月ヨリ同五年五月迄，江戸分万

留帳之内抜書」

「享保五庚子歳十一月ヨリ同八笑卯歳五月マ

テト在之御親翰帳之内左ユ記所ハ壬寅年j

「享保七年，年中御献上物之品」

「御家老方取捌等諸事覚之帳〈享保9年)J 

「五月小，御用番伊与守〈年寄奥村有輝〉云々

〈享保9年)J

@r当用取捌覚入交記之御家老方取捌等諸事覚

番J

qAV 



政

「年寄中御家老之中井執筆等ヨリ紙面之控

俸制8......元文6年)J

「御在国表連判印控〈享保19年正月 11日ヨ

リ)J

⑤「年寄中御家老中井執鍍等遺取紙面控〈元文

4年正月ヨリ )J

「肥前守様御入国以来之留帳之内抜醤佳暦

7年8月19日ヨり )J

「明和六年二月十七日江戸毎日帳之内」

「年寄中御家老中井執筆等ヨリ紙面控附廻状

等遺取之控〈明和8年3月)J

「安永四年，若火事ニ而御城下風下之節御帳

大工等御城下江罷出候御逮壱巻留J
⑥「天明三年五月，御収納高等米銀弁務渡り定

銀江戸京大坂御仕送り銀高外ニ地他国御借

銀高茂有之」

「天明四年御発駕前御用」

「天明四年御道中日記J

「天明八年御米入払しら叫長J

⑦「寛政三年三月 3 !J同四年三月マテ，御入用

大綱図J

「当公御入国ヨリ被仰出之趣党候〈享和2年

......4年，前田中務貞道筆)J

「当御在国ヨリ被仰出之趣覚帳仁文化元年~

5年，前田中務貞道筆)J

G眼表題) (文化元年5月〉

「奉達御内聴品等控〈文化7年12月，本多勘

解由等四人連署)J

「前々淀之御算用遂方今般被仰渡等写〈文化

10年11月)J

「当時御弓矢方御鉄砲方年中役細工高〈文化

12年)J

「御弓打等年中役細工員数帳〈文化13年)J

「御弓矢御鉄砲方年中役細工覚〈寛政9年)J

「御用留諸事〈文政元年8月15日ヨり前回貞

道)J

「御附人持被仰付候ユ付御附頭当時取IJ(:文

政2年)J

「江戸出府一件井道中泊附等留幌〈文政3年

前田中務)J

「術後守様御高直始終御内用一巻覚書〈文政

4年)J

「今枝民部病中御尋之畿二付被仰出之超党番

〈文政4年)J

務

「天保二年六月十五日廻り物之内」

「執筆心得方ケ条密吋旨図之帳冊写灰保八

年前田図書貞事)J。

旧書名「留帳之内抜番J。

4125 前田貞親手留書抜 16.41-84 

前田貞親〈備前守〉箸

手写

51T 2必m

横山隆起旧蔵。内容は，貞享3年(1686)11月

......4年4月。点親は貞享3年11月13日より若年

寄。

4126 若年寄留帳 16.41-85 

前田家編輯方手写明治年間

4冊 2仰

①貞享3年11月~同4年3月留帳之内抜番

②若年寄方留帳之内〈享保13......18年〉

若年寄方御用仮帳〈前田図書，元文3年，特

16.41-102に向。

③若年寄方御用控帳〈特16.41-102に同じ〉

御留守中若年寄方継立控故脅〈元文5年11，12

月〉

佐渡守様御居間方御切米御扶持方控〈寛保3

年〉等

若年寄方諸〈当.分前回外記，延享4年正月〉

④御留守中(延享4年〉

日記〈元文5年，前回外記見習之内覚書〉

若年寄御先立覚書〈織田主税覚書之内〉。

4127 (前田直弱・孝行書抜之内写) 16.41ー86

手写

1通 16cm

内容は，貞享3年(1686)当時の前回土佐守直射

および前田美作守孝行の記録中の記事について

の簡単なメモ。

旧番名「前田直射書抜之内写」。

4128 (日記) 16.41-87 

前田家編輯方手写明治年間

13冊 23cm

御家老方の留帳。諸種の日記を集録しである。

各冊の表題は以下のとおり。

①「貞享三年日記J (内訳「従御前出与力同心

- 34ー
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年寄・家老・若年寄方

知格式御書面之留候J) のこと，お豊様母〈保寿院〉来3月産月につき御

@r元文五年日記」 親翰，軍役割，練楯， r軍役考実j，(綱紀の〉御

③「寛保元年日記」 様鉢鎮痛，痔病，麻病，歯痛，頬痛なめと

@r寛保二年日記」 その治療，喧鴫奉行など。

⑤「寛保三年日記」

⑤「延享二年日記」 4131 横山・多賀手覚 16.41ー卯

⑦「明和四・六年日記」 手写

③「明和五・七年日記」 12T 24佃

⑨「明和八・九年若年寄方日記J 元禄4年(1691)10月の政務記録。多賀は信濃直

⑪「天明二・八年日記」 方，当時若年寄。

⑪「天明六・七年日記」

⑫「天明八年日記」
4132 前田貞親覚書 16.41-91 

@r享和元・文化二年日記J
前田貞親〈備前)箸

旧書名「藩政日記」。
前田家縮偶方手写明治年間

65丁 23.5cm

4129 御用番方留帳 16.41-88 前田貞醇所蔵の写。元禄8年(1695)7月.......11月

29冊お.Scm の日記。貞親は当時家老役。

簡略だがまとめられた内容を持つ。 旧書名「覚書J。

①貞享5年(1638) ②元禄2年

③元禄3年 ④同 4年 4133 奥村壱岐覚書 16.41-92 

⑤同 5年 ⑥同 6年 手写

⑦同 7年 ③同 8年 49T 23.5側

@同 9年 ⑪同 10年 元禄8年7月6日御発駕より 9年8月11日御帰

⑪同 11年 ⑫同 1狩 城までの日次記。奥村壱肢は恵輝〈やすてる〉

⑬同 13年 ⑬同 14年 で当時家老役。

⑮同 15年正月.......4月25日

⑮同 年4月26日.......6月 4134 御用所日記抄 16.41ー93

⑫肉 年7月.......12月⑬同 16年 手写

⑮同 17'年 @宝永2年 2冊 23.5cm

@割く3年 ②同 4年 乾坤2冊。内題は，①「元禄十二年ヨり享保十

@同 5年正月.......4月 @同 5年5月.......10月 年マテ御在府中迄御用所日記番抜」②「安永九

@同 年11月.......12月 @同 6年正月.......8月 年ヨり文化八年マテ御在府御留守共御用所日記

@同 年9月.......12月 @同 7年正月.......7月 審抜」。いずれも項目的にごく簡略に記されて

@同 年8月.......12月〈表紙に「元禄八」とあ L 、る。

るは誤り〉。

4135 前田修理御用日記 16.41-94 

4130 諸事覚書 16.41-89 I 前田知頼〈修理〉箸

元禄4年(1691)

38丁お佃

元禄4年正月中の政務日記。家老役横山筑後〈正

房)，若年寄多賀〈信濃直方〉あたりの記録。

内容は多岐にわたるが，元日の儀式，お慶様胎

毒の様子，坂野忠兵衛不念の仕合〈雑煮に砂入

り)，御履乳へ被下物1ヶ年の図り，宜しき弓

横山政和手写

3冊 23.5佃

前田知額は宝永2年5月25日~同4年6月29日

まで若年寄役，その後元文4年12月24日隠居ま

で家老役，寛保2年2月没。

①在江戸御用留等〈宝永2年5月25日.......7月3

日〉



政

-F}'h 

御留守中御用井雑事等日記〈宝永2年7月4

日.......9月24日〉

江戸旅行日記佳永2年9月25日発~同3年

8月11日着〉

在江戸中御用芥雑事等日記佳永2年10月7

日.......12月29日，同3年正月.......2月29日，同年

3月1日.......29日〉

②在江戸御用等日記(宝永3年6月1日.......29日，

同年7月 1日~晦日〉

於御園御用等日記〈宝永3年 8月11日~晦日，

9月1日.......29日. 10月1日~晦日.11月1日-

~晦日〉

御次御用之外御番等の控(宝永3年〉

③御用等日記〈宝永4年正月.......4月. 7月)

越後屋敷御用之控〈宝永5年正月〉

江戸御使之義品々控佳永6年7月12日.......9

月3日〉

江戸御用等日記〈宝永7年9月7日~晦日〉

旧書名「御用日記」。

4136 御用番日記帳 16.41-95 : 

手写

8冊 23佃

簡略だが，まとめられた内容を持つ。

①宝永8年正月.......8月

②正徳元年9月.......12月

③正徳2年正月.......6月

@ 同年 7月.......12月

⑤正徳3年在月.......5月

⑥ 同年 6月.......12月

①正徳4年正月.......6月

③ 同年 7月.......12月。

4137 正徳寧保閤江戸日記 16.41→6: 

手写

88丁おm

本多政以所蔵の写。正徳、2年(1712)7月~享保

4年(1719)3月の項目的な政務日記。

旧書名「江戸日記」。

4138 表方留抜書 16.41→7: 

前田家編親方手写明治年間

仮綴 1(891") 25cm 

務

副題「御在府中日記之内」。明和9年 (1772)写

本の写。内容は元禄~享保期にわたるが大部分

は享保8年・ 9年のもの。

4139 江戸御留守詰日記 16.41→8 

前田知周(修理〉箸

手写

3冊 23佃 -t1

表題「江戸詰日記J。①享依2年 (1802)10月

②同年11月 ③同年12月の分。前田知周は当時

家老役。

4140 若年寄方諸事控 16.41-99 

中川長定〈式部〉著

26冊 2釦m

中川典克旧歳。表題は「若年寄方控帳御隠方御

馬方御道具諸事控置Jr若年寄兼役諸事控J。中

川式部長定は当時若年寄。

①享保11年正月 ② 同年 2月

③ 同年 3月 @ 同年 4月

⑤ 同年 5月 ⑥ 同年 6月

⑦ 同年 7月 ③ 同年 8月

⑨ 同年 9月 ⑪ 同年 10月

⑪ 同年 11月 ⑫ 同年 12月

@享保13年正月 ⑬ 同年 2月

⑮ 同年 3月 ⑮ 同年 4月

⑫ 同年 5月 ⑬ 同年 6月

⑬ 同年 7月 ② 同年 8月

@ 同年 9月. 10月 @ 同年 11月， 12月

@享保14年正月， 2月 @ 同年 3月， 4月

@ 同年 4月.......7月 ③ 同年 8月.......10月

4141 前田貞富手記 16.41-1∞ 
前回貞直箸

前国家編綿方手す. 明治年間

19冊 23叩

前田中務(のち図書〉貞直は享保:18年10月15日~

延享元年5月21日死去まで家老役。

内題「御家老方御用等控帳」など。

①享保18年(1733)10月.......12月

②享保19年正月.......2月

③ 同年 3月.......5月

@ 同年 6月.......12月

⑤享保20年E月.......9月7日

a
u
 



年寄・家老・若年寄方

⑥ 同年 9月7日........12月 4143 若年寄方御用留 16.41-102 

⑦享保21年正月........4月 前回図書等著・ .、
③ 同年 4月25日........9月 前田家編輯方手写明治年間

⑨ 同年 〈元文元年)10月~元文2年正月 63丁 23cm

⑮元文2年正月........9月 前回貞醇所蔵の写。内容は，若年寄方御用仮帳

⑪ 同年 9月........12月 〈元文3年8月14日........9月4日).若年寄方御用

⑫宏文3年正月........3月 控帳〈元文5年間7月1日.....，8月28日)，の二

@ 同年 3月........7月 種。前者は前回図書の署名で「前回大学(知雄)

⑬ 同年 7月--12月，元文4年正月--9月 忌中に付当分相勤候自分之覚Jと注記あり。後

⑮元文4年9月--12月 者は元文5年7月1日若年寄見習になった前田

⑮元文5年正月--2月 外記貞幹の著であろう。

⑫ 同年 2月--7月

⑬ 同年 7月--12月，元文6年正月........8月 4144 江戸御家老方留 16.41ー103

⑫寛保元年9月~寛保2年正月。 横山旅人正従編

手写

4142 前田貞直筆記 16.41-101 36丁幻，cm

前田貞直箸 内容は，元文5年(1740)8月~寛保4年(1744)。

前田家縮梶方手写明治年間

10冊 23.5cm 4145 御在府毎日帳ニ種 16.41-104 

内題は「表向御用披見物等技Jr御用留帳Jr江 前田家編輯方手写明治年間

戸毎日帳Jなど。 79丁 23佃

①享保19年(1734)正月........7月 内容は，元文3年(1738)7月18日........29日の家老

同年 7月6日--12月 役本多額母〈政恒).玉井市正〈貞衛〉の毎日帳，

②事保20年正月--9月 同5年7月18--12月29日の同じく家老役横山蔵

同年 9月7日........12月 人〈正従〉・玉井市正(貞衛〉の毎日恨の2種を収

享保21年正月--7月 裁。

元文元年7月7日........9月

③ 同年 10月7日........12月 4146 〔年寄席日記下書〕 16.41ー105

@ 同年 10月23日--12月 手写

⑤元文2年9月--12月 5冊 12x36cm

元文3年正月--7月 前田貞醇旧蔵。日記の下密や綾番類。

同年 7月6日--12月 ①元文4年(1739)12月~寛保2年4月

元文4年正月--9月 ②天明 8年(1788)3月--12月

同年 9月--12月 ③文化6年(1809)5月.....，11月

⑥元文5年正月--7月 @文政元年(1818)8月15日........9月]5日

同年 7月........12月 ⑤文政元年8月........12月。

⑦元文6年正月--9月 旧書名「御用番目記J。

寛保元年9月4日........11月

寛保2年正月........7月 4141 寛保宝暦間覚書 16.41-106 

③同年 7月........8月 前田家編輯方手写明治年間

⑨同年 8月晦日........12月 2冊 23.5佃

⑪寛保3年正月........3月 横山政和所蔵の写。年寄文は家老役と恩われる

同年間4月--8月。 人の簡略な出仕日記。内題「覚書J。

①寛保元年(1741)........ 延享2年
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②延享3年~宝暦9年(1759)。

4148 御留守中留 16.41-107 

前田家編碑方手写明治年間

3冊 25cm

①御留守留 延享元年(1744)7月--9月

②御留守中留延享元年10月--12月

③ グ 延享2年正月分

グ 延享2年2月

覚書若年寄中延享2年 5月6日--6月26

目。

4149 御留守中留 16.41-108 

前田家編iIlIl方手写明治年間

85丁 26cm

延享2年(1745)3月分， 4月1日--5月6日分。

4150 前田貞幹手記 16.41-109 

前回貞幹著

前田家編輯方手写明治年間

5冊 23.5佃

前田外記〈中務〉貞幹は貞霊系前田氏で， 7000 

石。元文5年7月1日若年寄見習，寛保2年正

月13日本役，延享2年閤12月18日家老，寛延2

年6月24日没， 29才。

①江戸表方状留(延享3年 4月--7月〉

②於江府表方留〈同年6月--9月〉

③ 11 (同年10月--12月〉

@江戸御用留帳略醤〈周年4月15日--6月9日〉

御家老方 G司年9月"'12月〉

⑤覚書〈延享4年8月"'12月〉

若年寄方御入国前諸事御用留・御入国御道中

覚書〈延享4年〉。

4151 表方留 16.41-110 

99T 12x 17.5伺

内題「御表方日記」。前田貞醇旧歳。内容は，延

享3年(1746)4月・ 5月。江戸在府中の政務

日記。内容から著者は前回外記貞幹と推定でき

るo 当時，家老役。

4152 公私覚書

前田外記箸

手写

16.41ー111

務

11丁 創 価

前田貞醇旧蔵。内容は，延享4年(1747)，1月

--8月中の江戸における覚書。前回外記は貞

幹。当時，家老役。

4153 中川日記 16.41-112 

前回家編輯方手写明治年間

4冊 23佃

中川典克所蔵の写。第 1冊は4月24日~閤6月

20日迄。第2冊は正月21日--2月29日，第3冊

は6月3日--12月13日の公務に関する日記で，

内容から第1冊は宝暦元年(1751)，第2，3冊

は同2年と推定できる。第4冊は「正月殿中御

作法廻状之写」と内題あり，江戸城での将軍の

諸大名謁見を記す。手写人はこれを「宝暦九・

十年頃」と推定している。なお，筆者は当時家

老であった中JII惟忠〈長裕〉と推定できる。

4154 御親翰井御誘控 16.41-113 

14T 12x 18cm 

中川典克旧蔵。日次御用手留。閤6月があり，

また御預地御用役拓植義太夫死去の件の記事が

あるなどにより，宝暦元年(1751)であることが

知られる。著者は前回大炊と推定される。当時

〈延掌4年~宝暦3年〉家老役の孝昌であろう。

4155 本多政行道中日記 16.41-114 

4156 

小谷円右衛門編

前国家編韓方手写明治年間

36T 23cm 

戸水信義所蔵の写。内容は，宝暦4年(1754)家

老の本多政行〈安房守〉が藩侯重教〈泰雲公〉家督

につき江戸へ行った際の道中日記及び江戸表で

の日記。同年2月15日"'8月。

〔前田直弱〕覚書写

前国産婦著

手写

16丁 M側

16.41-115 

内容は，宝暦3年(1753)。表紙に「謙徳院様御

逝去之節江戸表ヘ罷越候節少々覚番」と注記あ

れ 4月13日より 8月5日迄の記事及び「帰府

道中行列其外少々覚書」より成る。直拐は当時

年寄役〈加判月番〉。



年寄・家老・若年寄方

旧書名「覚書」。

4157 覚留帳 16.41-116 

宝暦9年(1759)

llT 12X 171伺

正月朔日より閤7月17日迄の日記帳。著者は同

年7月18日に長九郎左衛門と共に御用加判御用

番を仰付られているo

4158 (年寄席日記〕

年寄席編

手写

12冊 11.5x18佃

年寄席の執筆人たちの筆になる記録の写。年寄

村井長湾関係書類であろう。

@御在国宝暦9年(1759)閤7月18日-..12月

②御在国宝暦9年9月 C御用番村井組負〉

③御在国宝暦10年E月-12月

@御在国宝暦1伴 9月 C御用番村井額負〉

⑤御在国宝暦11年正月. 2月. 4月

@i御在国宝暦11年3月 C御用番村井文兵衛〉

⑦御在国宝暦11年9月 C御用番村井又兵衛〉

③御在府宝暦ロ年正月. 5月

~銅在国宝暦13年 4月〈御用番村井文兵衛)

⑮御在国宝暦13年5月-]2月〈村井文兵衛〉

⑪御在国宝暦14年正月-3月

⑫御在府宝暦14年4月~閏12月。

旧書名「御用番目記J。

16.41-117 

4159 奥村家老日記 16.41-118 

奥村粥直編

前田家編韓方手写明治年間

3冊 24cm

①尚寛君御代・家老共手合日記之内抜書〈明和

2年~享和3年〉

②諦観君御代・ グ 〈文化

元年~文政10年〉

③諦観君心光君御代・

11年実ヂ天保15年〉。

11 <:文政

4160 年寄役日記

村井文兵衛長雲寺著

自筆

13冊 12.5X18伺・ 14x21伽 n

16.41-119 

.園田・ー-

①御在府明和2年(1765)正月-2月

②グ 同年 3月〈御用香). 5月

③ 8 同年 8月

③ グ 明和4年正月-6月11日

⑤御在国 同年 6月16日-..8月5日

⑥伺ミ記〉明和6年5月

⑦〈グ〉 同年 8月

③〈グ〉明和7年6月-..7月

⑨〈グ〉天明 5年12月例用番〉

⑪〈グ〉天明6年7月， 12月〈 グ 〉

⑪(グ〉天明7年6月〈 グ 〉

⑫〈グ〉天明 8年2月‘〈 グ 〉、

⑫〈グ〉 同年 8月 ( 1/ )。

旧書名「御用番目記」。

4161 前田貞一手記 16.41-120 

前田貞一箸

前田家編輯方手写明治年間

188丁 27.5X17，伺

前回図書貞ーは明和8年(1771)3月22日家老役

となる。また同年8月18日在江戸若年寄を兼ね

た。内容は次のとおり。

覚書〈明和8年3月22日-8月18日〉

表方控(同年8月29日-12月30日〉

御家老方〈同年8月29日-9月11日〉。

4162 頭書日記 16.41-121 

前田家締鴨方手写明治年間

野丁 23.5佃

御用番の日記。御用番はすなわち月番。巻ーを

欠く。巻二は明和9年 (1772)，巻三は安永2

年(1773)。

4163 (年寄席日記，) 16.41-122 

手写

4冊 12x18cm・18x12側

年寄役の日記。村井文兵衛〈長寄〉関係と思われ

る。

①安永2年(1773)10月11日-12月17日

@演永3年6月1日-8月25日

③安永4年正月 1日-4月11日

④安永6年11月1日~梅田畑用番文兵衛〉。

なお①，②の表題「御用番目記Jは後筆で，誤

っている。

nv 



政

旧書名「御用番目記J。

4164 御用留幌 16.41ー123

手写

94丁 18X12cm 

前田栄次郎旧蔵。天明 6年(1786)正月.......9月の

日次留帳。

4165 (日記等抜書) 16.41-124 

手写

9冊 12X34cm

①寛政3年(1791)....... 文化13年の抜番。村井文兵

衛関係の記事

②天保13年7月，村井雄二郎長在関係の往返状

留

③天保15年正月--12月，同上

④弘化3年正月.......7月，向上

⑤嘉永元年4月~同 2年2月，村井文兵衛関係.

の記事。

@溺永5年4月.......8月，向上

⑦嘉永7年4月~安政2年2月，向上

③文久元年正月.......12月，向上

⑨文久2年正月，向上。

旧番名「御用番目記」。
f品
b 

4166 御用番中御城へ罷出指引等之晃 16.41-125 ' 

富田外記手写文政3年(1820)

18T 12.5X 17.5cm 

富田権六郎旧蔵。内容は，寛政4年(1792)2月，‘

同年12月，同 6年正月の各「御用番中覚密J。

4167 寛政文化問日記 16.41-126. 

嘉会軒著

3冊 13x20佃

御用番のごく項目的な日記。①寛政5年(1793)

5月~同12年12月 ②寛政13年正月~文化4年 1

12月 ③文化5年正月~文化11年11月。嘉会軒

は当時年寄役の榊叉ぺ贈れ初=。

浜村主ネ l急百}
4168 政寛覚書 16.41-127 ~ 

横山政寛著・横山政和綴

横山政和自筆安政4年(1857)

3冊 12X18cm 

横山政寛は寛政5年5月15日御家老役となり，

割
引
制

E
t
-
-

務

同年12月29日年寄中御用加判，同 6年正月年寄

中打込御勝手御用，同12年4月1日御勝手方日

並御用，享和元年正月没32才。

①「御家老方勤向等品々政寛覚書〈天明期，寛

政5年)J

②「寛政六年政寛覚書」

③「寛政十二年政寛覚番J。

4169 政寛覚書 16.41-128 

横山政寛著-・横山政和編

前回家編韓方手写明治年間

4冊 23ω

①寛政5年 5月19日.......6月10日の政務日記と同

年の御家老方等覚帳，同年12月の御家老方自

帳

②寛政6年正月.......12月の務事覚魯

③寛政7年.......10年諸事覚密

@寛政12年の諸事覚書。

②は前号の②，@は前号の③の写。

4170 御用番覚書 16.41ー129

村井長世(文兵衛〉著

自筆寛政6.......7年(1794-95)'

6冊 12x18ω

文兵衛長世(長祥〉は年寄役。いずれも御用番月

の記録。表題「御留守党密Jr日記Jr御鴎守日

記J。
①寛政6年 5月1日.......18日

②グ 5月19日.......29日

.③ 11 11月

④寛政7年2月

⑤ 11 7年7月1日.......19日

⑥グ 7年7月20日.......29日

旧書名「御留守覚書」。

4171 (横山氏日記，) 16.41-130 

手写

23冊 24ω

横山政和旧蔵。政務関係の日次記。記録された

寛政7年(1795)-安政3年(1856)は，政党，政

孝，政和の代にわたっている。いずれも各代が

家老役就任中にあたる。すなわち政寛は寛政5

年より享和元年没迄，政孝は文化13年4月18日

- 40ー
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l. 
固・ーー・由時

年寄・家老・若年寄方

より天保7年没迄，政和〈まさとも〉は嘉永6年

より家老役をつとめた。したがって下記のうち

①~⑤は政寛の代。⑤~②は政孝の代， @--@ 

は政和の代にあたる。

①日記寛政7年10月朔日~同 8年4月6日

~銅留主諸事同 8年 4 月 6 日 --10月 29日

③御留主諸事同 8年11月朔日~同 9年4月

29日

@日記同9年4月15日~同10年4月4日

⑤日記同11年5月18日--12月29日

⑤日記文化13年4月18日--12月晦日

⑦日記同14年正月元日--9月26日

③日記同年10月9日~同15年2月28日

⑨日記同15年3月10日--12月晦日

⑪日記文政2 年正月元日 ~12月 29日

⑪日記同3年正月元日--12月30日

⑫日記同 4年正月朔日--12月晦日

⑬日記同 5年正月元日--12月16日

⑬日記同7年4月4日--12月晦日

⑮日記同8年正月元日--3月13日

⑮日記同9年4月11日--12月29日

⑫日記同10年正月元日--3月13日

⑬日記文政11年4月18日--6月日毎日

⑫日記同年7月朔日--12月29日

③日記同12年正月元日--3月14日

@覚書安政2年3月zl日--5月2日

@日記上同3年4月16日--8月晦日

@日記下同年9月朔日--4月6目。

4172 御在国日記 16.41-131 

村井文兵衛編

手写

69T 24佃

寛政8年 (1796)正月中の年寄役御用樹排文

兵衛長世(長祥)の政務上の日記。

4173 (村井長世田記) 16.41-132 : 

屋漏堂主人著

自筆寛政9年(1797)

5冊 19.5叩

表題は「日記J。公私雑交の日次記。屋漏堂を

村井長道とする説があるが，長道は天保 7年

(1836)40才て没しているので，この場合年代が

合わなL、。その父長世〈年寄役〉と考えられる。

①寛政8年7月〈村井又兵術入

②寛政9年2月〈屋漏堂主人〉

③グ 5月 〈 グ 〉

④グ 7月〈グ〉

⑤寛政10年10月(村井文兵衛)。

旧番名「日記J。

4174 江府詰中諸事覚根 16.41-133 

横山政寛〈蔵人〉著

手写

92'丁 23ω

表題「江戸詰中党候」。内容は，寛政1併存(1798)

4月--12月。政寛は当時家老没。

4175 江戸詰中諸事略留 16.41-134 

前回遊済編

自筆

2冊 11.5X17.5cm 

前田織江路博〈道済〉は当時家老役。

①寛政:11年(1799)5月1日--12月晦日

②同12年正月--4月21日。

4176 御家老方若年寄方日記之内抜書 16.41-135 

前回遊済(織江〉著

6冊 12x18側

前回道益旧蔵。

①寛政9年(1797)閤7月15日~同10年4月4日

②寛政11年5月18日~同12年4月25日

③享和2年3月1日--8月12日

④享和2年8月25日--12月29日

⑤享和3年正月--9月13日

@文化元年4月2日--2年3月11日。

41η 備忘小識 16.41ー136

奥村尚寛著

前田家編鴨方手写明治年間・

37丁 23佃

内容は，寛政12年(18∞)3月23日~享和2年(1

802)3月12日。表紙に「御用方之義諸記録ユ不

~食品之覚なり」と注記あり。奥村河内守尚寛は

当時年寄役。

-41ー



政

4178 御家老方御密用覚

前回路博(織江)箸

16.41-137 

34T 12x 18cm 

前回道益旧蔵。内容は享和2年(1802)10月~文

化3年(1806)9月。

4179 御用留帳 16.41-138 

4180 

成瀬種徳〈監物・正祷〉著

自筆享和3年(1803)

40丁 12.5x20.5佃

成瀬正居旧歳。閤正月29日--4月29日の役務日

記。著者は寛政3年公事場奉行，同年算用場奉

行，同 8年斉広御部屋附を経て享和3年2月朔

日若年寄となる。文化元年正月没.44才。

〔成瀬種徳〕日記

成瀬監物著

自筆享和3年(1803)

88丁 12.5x18佃

成瀬正居!日蔵。

16.41ー139

5月1日より 9月13日御発駕迄の若年寄役とし

ての日記。

旧書名「日記J。

4181 (御家老方諸事覚書] 16.41ー140

前田道済〈織江〉審

自筆文化2--14年(1805--17)

21冊 12x18佃

前田道益旧蔵。

①文化2年御留守中諸事覚書 (3月〉

②文化3年御家老方御発駕迄諸事覚書 (3月

務

⑨文化8年御発駕迄御家老方諸事覚(正月~

3月〉

⑪文化8年御家老方御留守諸事覚書 (3月~

12月〉

⑪文化9年御家老方御留守中諸事覚書(正月

--3月〉

⑫文化9年江戸御留守中諸事留帳 (3月-7

月〉

@文化9年 1/ (8月-12

月〉

@文化10年ー江戸御留守中諸事留帳(正月-4

月〉

⑮文化10年御在圏諸事留候 (5月--9月〉

⑮文化11年御在圏諸事覚書 (4月--12月〉

⑫文化12年 1/ C正月--4月〉

⑬文化12年御留守中諸事覚書 (9，月--13年正

月〉

⑮文化13年江戸御留守中諸事留帳 (3月--7

月〉

@文化13年江戸御留守中諸事覚書 (8月--12

月〉

@文化14年江戸御留守諸事覚書(正月 -4

月〉。

4182 江戸急発足大概

村井長世〈文兵衛〉箸

自筆文化2年(1805)

36T 12x18佃

16.41ー141

急御用にて江戸出府に関する 9月13日--28日の

記録。長世は年寄役で当時は金沢城代を勤む。

--4年3月) I 4183 御在国留帳 16.41-142 

③文化4年御家老方御留守中諸事覚書 (3月 | 前田家編輯方手写明治年間

--5年3月〉

④文化5年江戸御留守詰諸事党帯 (3月--8

月〉

⑤文化5年 1/ (9月--12

月〉

⑥文化6年御在国御家老方諸事日記 (7月~

12月〉

⑦文化7年御在国御家老方諸事覚書〈正月~

5月〉

③文化7年 1/ (6月~

12月〉

50T 24cm 

文化6年 (1809)正月元日の記事からはじまる

が，飛び飛びに抜き写しである。

4184 前回修理覚書ニ種 16.41-143 

前田家統輯方手写明治年間

28T 23.5cm 

成瀬吉勝所蔵の写。 内容は，前田修理手留之

内成瀬締部設書，文化6年交代ユ而江戸御留守

諮覚書。前者は公務上の備忘録。なお成瀬掃部

は当職〈家老〉。後者は正月24日--4月16日の前
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年寄・家老・若年寄方、

岡修理知周(当時・家老役兼若年寄〉の公務記録。

4185 御家老方諸事之分迄書抜

早川随房編

67T 24.5cm 

16.41-144 

早川闘能旧蔵。内容は，文化8年(1811)--同13

年(1816)。項目的に記してある。

4186 職事録

前田孝始箸

文化8年(1811)

5T 12X 18佃

16.41-145 

前田栄次郎旧蔵。孝始は文化8年3月10日より

若年寄役となった。その日付より22日まで及び

6月16日の日記。

4187 日々御用留

前田孝始箸

6冊 12X18ω 

16.41-146 

前田栄次郎旧蔵。前図式部孝始は文化8年若年

寄，文政元年隠居。

①日々御用留 C文化9年7月ヨリ 12月〉

②御用留亡文化11年正月〉

③御用日記 C文化12年正月--9月〉

@日々御用自記〈文化13年3月zl日--12月28日〉

⑤日々御用留は化14年正月.......9月〉

⑥ 1/ <:文化15年2月.......12月〉。

4188 ~ (文化十年日記抄〕

手写

23T 24佃

16.41-147 

早川随勝旧蔵。文化1伴 (1813)正月--9月及び

文化5年3月~閤6月の簡略な役務日記。御馬

・御鷹・御細工方関係の記録。当時若年寄役の

前図式部〈孝始).前回掃部〈孝亮〉の達書などを

収めている。

4190 間合之品諸事留l擬 16.41-149 

中川八郎右衛門〈顕忠〉箸

自筆文化11年(1814)

31丁 12x17.5伺

中川典克旧蔵。文化11年11月6日中川清六郎

〈鼠也〉が家老役に任命された時からの政務の日

次覚書。顕忠くあきただ〉は，天明 5年遺知の3

分の lをつぎ，同 8年本高 5，000石に復し，寛

政4年定火消，享和元年寺社奉行兼公事場奉行

を経て，家老役となる。文化12年10月6日没，

42才。

4191 加判井江戸御留守詰被仰付候日より諸事間合覚書

16.41-150 

中川顕忠箸

自筆

8 T 12x 17.5cm 

中川典克旧蔵。文化12年(1815)正月zl日付。 3

月29日までの日記。八郎右衛門顕忠は当時家老

役。

4192 御家老方井若年寄方御用諸事留

中川顕忠著

自筆

34丁 12x18ω 

16.41-151 

中川典克旧蔵。文化ロ年(1815)5月10日--7月

6日の御用留。

4193 [中川額忠〕日記

中川八郎右衛門著

自筆

29T 12.5X36cm 

16.41-152 

中川典克旧蔵。文化1持 (1815)5月14日.......9月

5日迄の日記。

旧書名「日記」。

4194 (中川顕忠〕日記 16.41-153 
4189 御用留井私用留 16・41-148 I 中川顕忠箸

前田孝始〈式部〉著

自筆文化11年(1814)

19丁 12x18cm 

前田栄次郎旧蔵。文化11年正月.......4月。当時孝

始は若年寄役。

旧書名「御用番中留J。

- 43ー

自筆文化1持 (1815)

11丁 12X17cm 

中川典克旧蔵。家老として在江戸中の日記。

8月1日より23日迄の分。

旧番名「日記J。
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4195 御用番方井御城方御用之覚 16.41-154 

前田家紛稗方手写明治年間

9冊 23cm

年寄役奥村助右衛門為質〈栄実〉関係の書類らし，

q汝化12年(1815)8月--11月， 13年4月--5月

15日

②文化13年 5月16日--29日， 9月5日--29日，

12月9日~文化14年2月2日

③文化1呼 2月3日--6月26日

@同年6 月~日 --9 月 25日， 10月10日--11日

⑤文化15年3月14日--5月11日

第6冊以下の表題は「御用番方御城方御勝手方:

御用之党」

⑥文政元年5月12日--6月11日

(i)X政元年6月12日--29日

③ 同年 6月日毎日--8月4日

⑨ 同年 8月5日--11月20日。

4196 諸事留帳 ..16.41-155 

横山政孝箸

前田家編緯方手写明治年間

52冊 23.5cm

横山政和所蔵の写。政孝〈図書，のち蔵人〉は，

文化13年(1816)4月18日より家老役を勤め，天;

保元年7月27日より筑前.守(慶寧〉御用主附も兼:

ね，同7年正月14日没。

内題は「覚帳Jr覚書Jr諸事留Jr諸事留帳」。

①②文化13年4月17日--12月H毎日

③ 文化14年正月--3月21日

@児島文化14年4月3日--5月29日

⑥⑦文化14年6月 1日--7月29日

@河野文化14年8月 1日--10月8日

⑮⑪文化14年10月9日--12月29日

⑫--(s文化15年正月元日--3月24日

⑮~⑫文化15年4月7日--12月晦日

⑮⑫文政2年正月--12月

@--@文政3年正月元日--3月日毎日

@@文政4年正月--12月

@--@，文政5年正月-:'12月

~文政6年正月 --12月

@--@文政7年正月--12月

@3}文政8年正月--12月

~......@文政 9 年正月 --12月

務

oo@文政10年正月--12月

@~文政11年正月 --12月

@ 文政12年正月--13年6月21日

@-@文政13年7月27日~天保2年3月26日

@ゆ天保2年3月幻自--4年3月27日

@--@天保4年3月27日--5年2月3日

@ 天保5年2月4日--6年10月27日。

4197 (御家老方覚書) 16.41-156 . 

横山政孝著

自筆

21冊 11.5X17.5cm 

横山氏旧蔵。表方御家老方・若年寄方の留番。

また天保元年以降は筑前守様〈鹿寧〉御附御用

を勤む。

①文化13年(1816)

②~⑤同年14(1817)

⑥⑦岡 15年(1818)

③文政2年(1819)

⑨同 3年(1820)

⑪同 4年(1821)

⑪同 5年(1822)

⑫同 6年(1823)

F⑬悶 7年(1824)

⑬同 8年(1825)

⑮同 9年(1826)

⑮同 10年(1827)

⑫同 11年(1828)

⑬同 12年(1829)

⑬同 13年(183ω~天保2年(1831)

@天保2年(1831)

@天保5年(1834)。

4198 御在府中覚 16.41-157 

奥村助右衛門著

前回家編輯方手写明治年間

7冊 23cm

奥村栄滋所蔵の写。内容は，文化14年(1817)10

月12日--29日，江戸在府中の奥村栄突の公務日

記。栄突は当時年寄見習役か。

4199 官私随筆

奥村栄実著

自筆文政元年(1818)

16.41-158 

at 
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年寄・家老・若年寄方

37丁目x17cm 

文政元年11月29日~同 2年2月25日まで。

4200 官私随筆 16.41-159 

奥村栄突箸

前田家編綿方手写 明治年間

17冊 23ω

前号の手写本であるが，その欠けた部分を知る

ことができる。なお，内容は 16.lUー 173へつ

づく。

第 1冊

①文政元年11月29日~同 2年2月25日

②同2年2月26日''''6月7日

③同年6月8日--9月8日

第2冊

@同年9月9日~同年11月4日

⑤同年11月4日--12月29日

⑥同 3年正月朔日--4月8日

第 3冊

⑦同年4月13日--7月10日

③同年7月11日--10月8日

第4冊

⑤同年10月10日--12月29日

⑮同 4年4月朔日--6月29日

@同年7月朔日--9月23日

第 5冊

⑫同年9月23日--12月18日

@同年12月22日~同 5年閤正月 19日

@同 5年閤正月23日--2月29日

第 6冊

⑮同年3月朔日--5月5日

⑮同年5月9日--10月10日

⑫周年10月12日--12月朔日

第7冊

⑬同年12月5日--12月晦日

⑫同 6年正月朔日--4月25日

第 8冊

@同年4月25日--8月11日

@同年8月22日~同 7年2月19日

第9冊

@同7年2月24日--，1月16日

@同年4月16日--5月8日

@同年5月8日--7月5日

第10冊

@同年7月6日--8月14日 .、

③同年8月14日--12月晦日

第11冊

@同 8年正月朔日--4月9日

③同年4月15日--8月14日

第12冊

@同年8月15日~同9年2月9日

@河 9年2月11日--7月10日

第13冊

@同年7月11日~同10年正月朔日

@悶10年正月 2日--4月11日

@同年4月11日--8月25日

第14冊

@同年9月朔日--12月8日

@同年12月8日~同11年2月19日

第15冊

@同11年2月19日--6月19日

@同年6月24日--8月16日

第16冊

@周年8月17日~同12年正月16日

@同12年正月17日--6月21日

第17冊

@同年6月25日--11月幻自

@同年11月創日~同13年 8月15日o

4201 御用番方弁御城方御勝手向御用之覚抄

16.41-160 

前田家編輯方手写明治年間

16T 25佃

文政元年(1818)分からの抜き密。

4202 諸事覚書 16.41-161 

前田織江著

12冊 12X18cm 

前回遊益旧歳。前回織江は路博・道済。寛政9

年間7月家老となり，同時に斉広様御用主附と

なる。文政6年若年寄を兼ね，同13年 8月隠

居，翌月没。

①御在圏諸事日言硝留文政2年正月--12月

~御在国諸事覚書略記文政 3 年正月 --12月

③諸事覚書 文政4年正月--12月

@御在圏諸事覚書略記文政5年正月--10月6

日
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⑤江戸詰中諸事覚番 文政5年10月19日--12

月12日

⑥御留守諸事覚書 文政6年正月--12月

⑦御留守四月四日御入国諸事留帳略記

③諸事留日記

⑤諸事覚書

⑮グ

⑪。

⑫グ

文政7年正月--12月

文政8年正月"'12月

文政10年正月"'12月

文政11年正月"'12月

文政12年正月"'3月14

日

文政13年正月--(5月〉。

42閃御在圏中日記 16.41-162 

手写

6冊 23cm

前田貞醇旧蔵。文政4年(1821)9月"'5年間正

月の年寄役の公務日記。<DX政4年9月，②同

年10月，③同年11月，@同年12月，⑤⑥文政5

年正月。

4204 日省記 、普 16.41-1邸
五ζン

村井長世著

21冊・ 2通 12x18cm・17.5x13.5cm・16佃

付 - -時務側側蛾聞は，鰍2年遺

知をつぎ，寛政5年正月人持組頭となる。文政

10年10月没。

①文政4年〈辛巳〉正月 1日--18日

②周年 正月19日--2月10日

③同年 2月10日~晦日

@同年 3月1日"'10日 C御用番〉

⑤同年 3月11日"'22日 ( 11 ) 

⑥同年 3月お日"'29日 ( 11 ) 

⑦同年 4月1日--22日

③同年 4月23日--5月14日

⑤周年 5月15日--6月7日

⑮周年 6月8日"'7月3日

⑪同年 8月6日"'9月1日

⑫同年 10月1日--23日〈御用番〉

@同年 10月23日--12月22日

@同年 12月26日・ 2:l日

⑮文政5年3月1日--17日〈御用番〉

⑮同年 3月18日--6月13日

⑫同年 8月1日--19日〈御用番〉

⑮同年 8月19日--9月8日〈 グ 〉

務

-⑫文政6年2月(御用番〉

@同年 11月〈 グ 〉

6波政7年8月〈グ〉

②〈ー紙〉文政辛巳8月2日付御番到来御諦之

下物窺之写

@(ー紙〉文政辛巳8月16日付御番到来御詩之

下物窺之写。

旧密名「御用番目省記」。

4205 村井家雑録 16.41ー164

手写

仮綴1(1∞丁) 24cm 

数種の政務記録の下番や断片を合せたもの。内

容年代は文政5年正月"'12月，安政5年正月~

12月，また天保7年--12年の断片的な記録。

4206 御家老方御留守諸事之内抜書 16.41-165 

前田織江縞

22丁 12x18佃

前田道益旧蔵。文政5年(1822)11月より 12月迄

のことを記す。前回織江路博は寛政9年より家

老で斉広様御用主附。

4207 御用番中心覚留帳 16.41-166 

成瀬某手写

12冊 12x18cm 

成瀬正居旧蔵。

①文政10年3月 ②同年 6月

③ 同年 8月 ④ 同年 11月

⑤文政11年3月 ⑥同年 7月

⑦同年 11月"'12月15日

③文政12年3月

@ 同年 7月--8月15日

⑪ 同年 11月16日--12月15日

⑪文政13年3月

⑫ 周年 7月。

4208 御家老方諸事写 16.41-167 

前回図書手写

19'丁 24佃

前田貞醇旧蔵。文政11年(1828)4月18日--29日

の政務日記。前田図書貞事は当時家老役。
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年寄・家老・若年寄方

4209 御在国中日記写

前回図書手写

2冊 24佃

①文政11年4月18日--29日

②同年 5月1日--10日。

16.41-168 

位10 (本多揺磨守御用番覚書) 16.41--169 

本多政和箸

前田家編輯方手写明治年間

8冊 23cm

御用番の時の記録。本多播磨守政和は文政11年

12月28日~弘化4年9月5日没 (35才〉まで年

寄役。また文政13年12月15日~天保11年9月1

日金沢城代を勤めた〈その後も再勤〉。

①文政12年正月 1日--19日

@文政12年正月20日--29日

③文政13年2月1日--29日

@文政13年12月1日--30日

⑤天保5年12月1日--15日

@沃保7年9月1日--14日

⑦天保9年4月20日~晦日

③天保9年11月18日29--目。

旧書名「本多掃磨守御在国覚書J。

4211 本多政和覚書 16.41--170 

本多政和箸

前田家縞縛方手写明治年間

3冊 23佃

本多政和は当時年寄役。

①御用番月之外覚書(文政12年6月4日--12月

晦日〉

②覚書(御用番，文政12年7月16日--29日〉

③覚書(文政13年4月1日--1晦日〉。

4212 本多政和覚書

前田家編輯方手写明治年間

32冊 23ω

16.41--171 

文政12年(1829)--天保12年(1841)の政務日記。

政和(播磨守〉は年寄役。内題は「覚書」。主に

月番の時のものが多い。

①文政12年7月1日--15日，同年11月

@文政13年E月--7月(御用番月之外覚番)

③ 同年 8月--11月，附，文政13年3月学校

方覚書

4213 
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@天保2年3月

⑤ 同年 8月

⑥同年 12月

⑦同年正月--11月 C御用番月之外覚書〉

③天保3年3月

⑨ 周年 5月1日--19日

⑮ 同年 7月20日--30日

⑪同年正月--12月(月番之外〉

⑫天保4年正月，同年5月

@同年8月15日--5年5月3日〈御用番月之外

覚書〉

@周年 9月

⑮天保5年4月，同年7月1日--18日

⑮ 同年 7月19日--29日，同年12月16日--22

日

⑫ 同年 5月5日--8月6日(御用番月之外

覚書〉

⑬天保6年3月1日--17日，同年同月18日~晦

日

⑮ 同年 6月~閤7月，同年11月

②同年正月--12月〈御用番月之外覚書〉

@天保7年2月，同年5月16日~晦日

②天保5年正月，天保7年2月6日~晦日

@天保7年7月1日--17日，同年同月18日~晦

日，同年9月15日~晦日

@同年正月--6月10日，同年6月11日--8

年2月10日〈いずれも御用番之外〉

②天保8年正月，同年5月

② 同年 9月，同年2月11日--11月12日(月

番之外覚書〉

@天保9年正月，同年4月1日--19日

② 周年 9月，同年11月1日--17日

@天保10年3月~同年6月

@ 同年 9月，同年12月

@天保11年3月，同年8月，同年12月

@天保12年5月，同年11月。

〔年寄方留書r 16.41--172 

12丁 12x17.5佃

表紙に，御用番前田内匠とあるのは誤りか。内

容は，文政13年(1830)閏3月，天保7年5--7

月の日次の留番。筆跡から村井長貞自筆か。

旧書名「御用番前田内匠留書J。



政

4214 官私随筆 16.41ー173

奥村栄突箸

自筆文政13年(1830)--天保14年(1843)

40冊l1x17cm 

奥村栄滋旧蔵。奥村栄突の公務関係の公私雑

記。内容は特 16.41-159よりつづき，死去(8

月9日〉の約半月前まで。

①文政13年8月晦日~天保2年3月11日

@沃保2年3月12日--10月5日

③同年 10月6日--11月5日

@同年 11月6日--12月30日

⑤天保3年正月朔日--5月5日

⑤同年 5月6日--11月15日

①同年 11月16日~同 4年正月29日

③天保4年2月朔日--7月18日

⑨ 同年 7月18日~同 5年4月25日

⑮同 5年4月25日--10月晦日

⑪ 同 年 11月朔日~同6年正月22日

⑫同 6年正月23日--4月8日

⑬ 同年 4月9日--7月29日

⑬ 同 年 8月朔日~同7年4月6日

⑮同 7年4月7日--6月22日

⑮ 同年 6月23日--12月

⑫同 8年正月~同9年7月朔日，他 1通添付

⑮同 9年7月2日~同10年12月

⑮同11年正月--6月13日

@ 同年 6月14日--8月26日

@ 同年 8月27日--11月22日

② 同年 11月23日~同12年間正月 7日

②同 12年間正月 8日--3月3日

@ 同年 3月4日--4月5日

@ 同年 4月6日--5月13日

@ 同年 5月14日--6月17日

@ 同 年 6月18日--8月10日

⑧ 同年 8月11日NI0月10日

@ 同年 10月11日--12月15日

@ 同年 12月16日~同13年2月11日

@同 13年2月12日--4月9日

② 同年 4月10日--5月15日

@ 同年 5月16日--6月10日

@ 同年 6月11日--7月18日

@ 同年 7月19日--10月4日

@ 同年 10月4日--12月7日

務

@同年 12月8日~同14年2月朔日

⑧同 14年2月2日--3月18日

@ 同年 3月19日--6月3日

@同年 6月4日--(7月23日〉。

4215 (御家老方諸事〕

中川某著

手写

146丁 24.5cm

16.41-174 

文政13年(1830)8月11日--29日の家老方の記

録。家老役中川氏は， 8月29日就任の中川八郎

右衛門典義であろう。

旧書名「諸事」。

4216 (間合之品諸事留帳〕

中川〔典義〕著

自筆

115T 12 x 18cm 

16.41-175 

中川典克旧蔵。中川八郎右衛門が家老役に任ぜ

られた文政13年(1830)8月29日より笠天保2年

3月13日迄の役務日記。

4217 御家老方諸事留 16.41-176 

中川八郎右衛門!J4義著

自筆

9冊 12X18ω 

中川典克旧蔵。八郎右衛門は文政13年8月29日

より家老役。

①文政13年9月--10月

② 11 11月--12月

③天保2年正月--3月13日

@ 11 3月13日--5月

⑤ 11 6月--8月

⑤ 11 9月--11月

⑦ 11 12月--3年2月

③天保3年3月--4月15日

⑨ 11 4月15日--6月。

4218 御在国中日記 16.41ー177

中川某箸

手写

2冊 12X18cm 

表紙の「中)IIJは中川典義であろう。筆記入は

家老席執筆か。八郎右衛門は文政13年8月29日
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融邑ι

年寄・家老・若年寄方

付で，寺社奉行から家老に転役した。

①文政13年〈四30)8月--12月

②天保2年正月 8日--3月13目。

4219 御家老方等諸事留

中川典義者

16.41-178 

L 1 

自筆

29冊 12X18cm 

中川典克旧蔵。家老役典義は弘化3年12月19日

若年寄を兼務。安政5年3月4日隠居。慶応3

年正月15日没。 表題は「御家老方御用諸事留

帳Jr御家老方等諸事留Jr御家老方等Jr江
戸詰中御用諸事留Jr御家老方等手留」など。

①天保2年3月14日--3年4月14日

②天保3年4月15日--4年3月14日

③天保4年3月15日--5年4月24日

@天保5年4月25日--6年3月14日

⑤天保6年3月14日--7年4月6日

⑥天保7年4月7日--8年2月27日

⑦天保8年2月27日--9年4月6日

③天保9年4月6日--10年8月11日

⑨天保10年8月11日--11年5月5日

@天保11年5月6日--12年4月11日

⑪天保12年4月11日--13年3月18日

⑫天保13年3月18日--14年正月 2日

@天保14年正月 1日--12月29日

@天保15年正月 1日~弘化2年3月27日

⑮弘化2年3月28日--3年5月3日

⑮弘化3年5月3日.......4年3月13日

⑫弘化4年3月13日~嘉永元年4月6日

⑬嘉永元年4月6日.......2年3月23日

@嘉永2年3月24日--3年4月24日

@嘉永3年4月25日.......4年3月13日

@嘉永4年3月13日.......5年4月6日

@事永5年4月6日........6年12月

@嘉永6年正月--6月

⑫ 1/ 7月--7年4月16日

@嘉永7年4月16日~安政2年3月13日

⑧安政2年3月14日--3年4月15日

@安政3年4月16日--9月

③グ 10月.......4年4月6日

@安政4年4月7日--5年3月4日隠居。

4220 政務留

村井長貞著

自筆・ 天保7年(1836)

2冊 12x18cm・ 20cm

16.41-179 

村井靭負長貞は村井長道の末期養子となり，天

保7年7月13日進知1万6569石余を受け， 9月

11日より年寄中御用見習となった。

①天保7年5月10日.......7月12日留

②天保7年7月27日.......9年6月政務留。

; 4221 村井長貞日記 16.41ー180

村井長貞著

自筆天保7.......12年(1836.......41)

26冊 12x17.5cm・20ω

村井靭負長貞は天保7年9月11日年寄中御用見

習に任ぜられ，同11年9月1日金沢域代となり，

同13年6月3日没， 31才。表題は特記以外は

「日記J。
①天保7年7月.......11月

②グ 9月.......12月

③天保8年正月--2月

@天保9年6月

⑤ググ

⑥グ 7月

⑦ 1/ 10月--11月27日

③ 1/ 11月27日.......12月

⑨天保10年正月--2月

⑮グ 3月.......4月

⑪ 11 5月

⑫ 11 6月-7月

⑬ 11 8月-10月

⑬ 11 11月-12月

⑮天保11年正月--3月

⑮グ 4月-6月

⑫天保11年5月-9月

⑬ グ 7月〈御用番〉

⑫ 11 8月--12月

② グ 10月「御抜方日記」

@グ 11月

②天保12年正月-5月「御抜方日記」

②グ 6月--12月「グ」

@ グ 正月-12月 C御用番月を除く〉

② グ 4月〈御用番〉
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た醤名，枚数など私的な記事も含んで，項目的

に生活を記録している。筆者は家老に申波しを

する立場なので年寄役か。また筆跡から村井長

貞か。

旧書名「御用番前田内匠雑記」。

務政

11 ⑧ 11 10月〈

旧書名「日記J。

16.41ー181御用番中心覚留

成瀬某手写

20丁 12X18cm 

成瀬正居旧歳。天保7年(1836)12月分。

4222 

16.41-187 御用番月之外覚書

本多政和著

手写

2冊 24ω

内容は，①天保8年(1837)11月15日付12月6日

の分②同11年正月の分。

4228 

16.41-182 雑記

3冊 12x17.5cm 

著者は貞之助と称する人らしい。

①天保7年(1836)11月1日.......12月10日

② 11 12月11日.......28日

③天保8年正月.......5月。

4223 

越後屋舗式日留

村井長貞著

自筆天保8.......9年(1837.......38)

19丁 11.5X18ω 

御用日記。越後屋敷は金沢城内にあり，務主が

江戸在府の閑，年寄以下はここで政務をとっ

た。のち一時二之丸で執務したが，文化 8年

(1811)から再びここに移った。

16.41ー1884229 

16.41-183 

16.41-189 毎日記

村多様貞著

自筆天保9年(1838)

26T 11.5X 17.5cm 

4月6日より 12月までの政務日記。長貞は，天

保9年間4月より加判。

4230 

16.41-18.1 

〔村井長貞〕覚書

村井長貞著

、 自筆

20丁 12x18cm 

文中に，寺島蔵人配流〈天保7若手)，丁酉〈天保

8年〉の年号， また筆者が靭負と改名したとあ

るので筆者は村井長貞。天保7年7月遺知をつ

ぐ。同年9月11日御用見習，同9年悶4月加判

となる。

旧番名「覚書」。

4224 

16.41-190 〔日記〕

14T 18.5x 13cm 

10月1日.......11月21日の記録。大型寺務主前田利

極〈駿河守)の記事があるなどにより天保9年(1

83のであるう。

4231 

年寄中取捌候御用問書

天保8年(1837)

11丁目伺

筆跡から村井長貞の自筆と推定される。正月，

2月， 11月， 12月のとびとぴの記録。

4225 

16.41-185 

〔村井長貞〕日記弁学校方示談之晶覚書

16.41-191 

4232 

御家老方諸事

前田知故〈万之助〉編

天保8年(1837)

33了 11.5X17.5cm 

前田貞醇旧歳。天保8年8月分。知故は同月16

~晦日の聞の主附。

4226 

a 

村井長貞著

自筆

4丁 20佃

表紙に「天保九戊年十二月廿六日ヨり H毎日迄」

とあり，筆跡より村井長貞であることがわか

る。長貞は当時家老役〈加判〉。内容は，奉行役

人任免，知行高増減，改作方復元詮議等につい

〔雑記〕

33丁 13x18cm 

表紙及び表題はのちに付したもの。表題に「御

用番前田内匠」とあるのは誤りか。天保 8年

(1837)11月~同9年間4月までの日記。読書し

A
V
 

16.41-186 4227 
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年寄・家老・若年寄方

て記す。

旧脅名「日記井学校方示談之品覚脅J。

4233 (村井長貞〕日記 16.41ー 192

村井靭負著

自筆天保10年(1839)

9 T 11.5X 17.5佃

表曹に「天保十亥年正月ヨリ八月十一日御発駕

マテ」とあり。

旧書名「日記J。

4234 村井長貞・長在覚書 16.41ー193

53丁 24ω

長貞〈靭負〉の分は天保10年2月17日""13年(183

9""1842)。長貞の末期養子長在(雄二郎〉の分

は天保15年(1844)。

旧番名「村井長貞・長在無稽」。

4235 若年寄方覚書 16.41-194 

前回短正〈式部〉著

4打ー 12x18cm 

前田栄次郎旧蔵。天保11年(1840)6月~安政5

年5月に及ぶが，それ以前の旧記からの抜替も

あり。短正は天保11年6月11日より若年寄，兼

寺社奉行。

4236 若年寄方御用留 16.41-195 

前固定正〈式部〉縞

36冊 12x18cm 

前田栄次郎旧蔵。前図式部短正は天保11年6月

11日~嘉永6年8月29日まで若年寄。その後家

老役となり，文久2年間8月21日隠居まで若年

寄を兼務。表題は「若年寄方主附留井日記」

「若年寄方主附中等留Jr若年寄方御用留」。

①天保11年6月16日""8月25日

② 11 8月25日""11月15日

③ 1/ 11月15日""12月晦日

@天保12年正月 1日""2月10日

⑤グ 2月11日""5月8日

⑥ 11 5月8日""8月28日

⑦ 11 8月29日""12月29日

③天保13年正月 4日""4月8日

⑨ 1/ 4月9日""5月29日

⑪グ 5月29日""7月28日

⑪グ 7月28日""10月25日

⑫ グ 10月26日""12月22日動

⑬グ 12月23日""14年2月30日

⑬天保14年3月1日-5月19日

⑮ グ 5月19日""7月23日

⑮ 11 7月25日-9月19日

⑫ 1/ 9月20日-12月29日

⑬天保15年正月 1日-5月2日

⑫ グ 5月3日-(弘化元年)12月R毎日

@弘化2年正月 1日""3月19日

⑫ 1/ 3月28日-6月29日

@ 1/ 7月1日""12月29日

@弘化3年正月 1日""5月23日

@ 11 5月24日-8月22日

② 11 8月23日""12月29日

⑧弘化4年正月 1日""3月13日

@ 11 3月15日~同 5年4月10日

⑧嘉永元年4月10日""9月14日

~ 11 9月14日~同2年2月4日

@嘉永2年2月5日-10月16日

⑪ グ 10月21日""12月29日

@嘉永3年7月13日~同4年3月13日

@嘉永4年3月16日-12月28日

@嘉永5年E月1日""11月4日

@嘉永5年11月15日~同6年2月22日

@嘉永6年2月23日-9月5目。

4237 (覚書) 16.41-196 

手写天保11年(1840)

20T 12x18佃

村井長貞著か。前後欠。 11月4日より 12月3日

まで。

4238 (年寄席日記) ffi.41ー197

120丁 12.5X18佃

天保11年12月4日~同12年4月10日の年寄席の

日記。

旧書名「御用番目記」。

4239 若年寄方諸雑 16.41-198 

富田貞行著

自筆天保12年(1841)

43丁 12X18cm 

宮問機六郎旧蔵。天保期の留帳放番。当時富田
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4241 (年寄方留書〕 16.41-2∞ 

4245 官事拙筆

奥村栄通箸

前田家編輯方手写明治年間

24冊 23.5伺

奥村栄滋所蔵の写。著者は老臣奥村氏宗家 13

代。弘化元年(1844)11月2日遺知1万7千石を

受けて家替を相続したが，この記録はその日よ

り起筆している。年寄役としての記録。

第 1冊

①弘化元年11月2日~同2年3月28日

②同 2年4月朔日.......4月25日

第2冊

③同年 5月朔日--7月晦日

第3冊

@同年 8月朔日.......10月29日

⑤同年 11月朔日.......12月28日

第4冊

⑥同 3年正月朔日--4月29日

⑦同年 5月朔日~閤5月29日

第5冊

@同年 6月朔日.......9月晦日

⑤同年 10月朔日.......12月29日

第6冊

⑪同4年正月朔日.......3月13日

⑪ 同年 3月14日--5月29日

16.41-204 姓の若年寄は外記貞行〈文政9年4月~天保13

年7月9日没まで在職〉。

4240 (年寄方留書〕 16.41-199 

. 

7T 18X 13cm 

表題に「前囲内匠御用番」とあるのは誤り。後

に付した題名か。筆跡から村井長貞自筆か。内

容は，御用部屋関係の記録で，正月--3月分。

官頭に今村幸蔵を会所奉行本役に任命の記事あ

ることなどから天保13年(1842)であることがわ

かる。

旧書名「御用番前田内匠日記J。

9 T 18x 13cm 

表紙に「御用番前田内匠」の留番とあるが誤

り。村井長貞自筆か。正月--3月の記事である

が，大田小助を定番頭定番頭に任じた件などか

ら天保13年(1842)であることがわかる。

旧書名「御用番前囲内匠留醤J。

4242 留帳 16.41-201 

30T 18x 13伺

4月1日.......14日の年寄役の日記。この時は村井

靭負が月番であった。年代は，記事中，たとえ

ば志村平之丞の宗門奉行から定番頭への転任な

どから，天保13年(1842)と知られる。したがっ

て靭負は長貞。筆跡も長貞自筆か。

第7冊

⑫ 同年 6月朔日.......11月15日

⑬ 同年 11月16日~ロ月晦日

第8冊

⑬同5年正月朔日--4月5日

⑮ 同年 4月6日--6月20日

第9冊

⑮嘉永元年6月21日~閤8月29日

⑫周年 9月朔日，...，，11月15日

第10冊

⑮ 同年 11月16日~同2年2月29日

⑫同 2年3月朔日.......4月29日

第11冊

@同年間4月朔日.......5月晦日

@同年 6月朔日--8月29日

第12冊

@ 同年 9月朔日.......11月22日，尚別記の分

を~f，げ

4243 御用番方毎日書立書抜 16.41-202 

前田家編輯方手写明治年間

4冊 23.5cm

①弘化元年(1844)2月17日~嘉永6年9月2日

②安政元年4月17日~文久2年8月26日

③文久2年関8月2日~文久3年4月26日

④文久3年5月5日~慶応3年12月お目。

旧曾名「毎日書立書抜」。

4244 御用番方毎日:昏立書抜 16.41-203 

前田家編輯方手写明治年間

4冊 23.5佃

内容は前号に同じ。

のん

11. 



年寄・家老・若年寄方

@ 同年 11月23日~同3年正月 12日

第13冊

@同 3年正月13日，...，3月14日

②同年 3月15日"""'4月24日

第14冊

⑧ 同年 4月25日"""'7月29日

⑫同年 8月朔日......，9月29日

第15冊

②同年 10月朔日......，12月晦日

@ 同4年正月朔日......，2月晦日

第16冊

@ 同年 3月朔日"""'5月5日

@ 同年 5月6日.......6月25日

第17冊

@同年 6月26日......，9月15日

@ 同年 9月16日......，12月19日

第18冊

@同年 12月20日~同 5年2月29日

第19冊

@同5年間2月朔日......，4月5日

第20冊

@ 同年 4月6日.......6月22日

第21冊

@ 同年 6月23日......，8月29日

第22冊

@同年 9月朔日......，12月14日

第お冊

@ 同年 12月15日~同6年2月14日

第24冊

@同 6年2月15日ー4月4目。

4246 前田孝事日記 16.41-205 

前田孝事著

前田家編韓方手写明治年間

3冊 23.5佃

孝事は弘化2年(1845)3月18日家老役となっ

た。この日記は3月17日よりはじまっている。

①は7月26日迄 ②8月1日"""'12月28日 ③弘

化3年正月16日"""'4月17日，および巻末に前田

孝友所蔵の写「寛延二年十一月御家老役被仰波

侯節ヨリ之覚書Jを付す。

旧書名「日記」。

16.41-206 4247 若年寄方御用心覚留

成瀬正教編

自筆

51丁 12x18cm 

成瀬正居旧蔵。弘化4年(1847)8月11日~同 5

年11月13目。

4248 日省記

村井長在箸

21冊 12x18ω ・18X12佃

村井文兵衛長在は天保13年遺知をつぎ，嘉永3

年12月御用方加判，同4年11月月番御用，同5

年4月一人持組頭，安政5年5月月番免除，元治

元年7月月番加申j如元。

①嘉永3年(1850)12月

②嘉永5年正月(初て御用番〉

③嘉永7年3月

④同年閤7月〈御用番〉

⑤安政3年正月

⑥同年 9月(御用番長在〉

⑦同年 12月〈 グ 〉

③安政4年4月〈 グ 〉

⑨ 同年 9月 ( 11 ) 

⑮万延元年正月"""'6月

⑪同年 7月"""'12月

⑫万延2年3月"""'4月

@文久元年7月"""'9月

@文久2年正月"""'3月

⑮ 同年 4月"""'5月

⑮ 同年 6月"""'7月

⑫ 同年 8月~閤8月

⑬ 同年 9月

⑮ 同年 10月"""'12月

@ 同年 〈内容は，本多政長等の故人の経歴

覚，御仕置の類の書留〉

@元治元年4月。

旧書名「御用番目省記」。

16.41-207 

4249 式日留 16.41-208 

10T 12x 17cm 

嘉永4年(1851)5月朔日"""'6月28日の年寄役方

の留番。

q
d
 



政 務

4250 式日等御用留 16.41-209 ②安政元年3月"'12月

村井長在著 ③悶 2年正月"'4月

自筆嘉永4年(1851) ④ 同年 4月"'12月

42丁 18.5X12.5cm ⑤同 3年3月"'12月

7月1日"'12月18日の留。 ⑥同一生g正月"'12月

ヰ ー② 同 5>>正月"'12月

4251 〔御用番目記抄〕 16.41ァ .210 ③同 6年正月"'12月

手写 } ⑨同~.w正月 "'12月
3T 12x33佃 ⑪万延2年正月"'12月

嘉永6-7年(1853--54)，前田斉泰の江戸参勤 ⑪文久2年正月--12月

及在府中日記。 ⑫同 3年正月"'12月

@元治元年正月~慶応元年12月
4252 諸事留脹 16.41-211 

@慶応2年正月"'6月21日
横山政和箸

⑮同 2年7月"'12月
自筆

⑮同 3年正月"'12月
14冊 12x18佃

⑫明治元年正月--12月
横山政和は，嘉永6年8月21日付で家老役とな

⑮同 2年正月--3年閤10月。
り，文久3年6月4日~慶応2年8月21日小松

域代，元治元年4月10日~慶応4年6月4日富
4254 〔横山政和〕覚書 16.41-213 

山御用主附，慶応4年平生方事務・御軍事方
横山政和箸

兼，明治元年12月28日執政となる。
自筆

①嘉永6年(1853)8月28日~安政元年12月晦日
58T 12x18佃

②安政2年正月元日"'4月17日・ 4月18日~ロ
内容年代は嘉永6年(1853)--明治元年(1868)。

月28日
横山政次郎政和が嘉永6年家老役となった時か

③同 3年正月 1日--12月晦日
ら明治元年までの政務記録抜番。

@同 4年正月 1日--12月晦日
旧書名「覚審」。

⑤同 5 年正月 1 日 ~12月晦日

⑥同 6年正月 1日"'12月29日 4255 御在府中諸事留 16.41-214 
⑦同 7年正月 1日~年暮 ー御用所編

③万延2年正月 1日--12月28日 嘉永6年(1853)
⑪文久3年正月 1日--12月29日 99T 24cm 
⑫元治2年正月--12月 内容は， 9月16日~同7年4月4日の目次記。
⑬慶応3年正月 1日--12月晦日

⑮同 4年正月 1日--12月29日 4256 御家老手留 16.41-215 

⑮明治2年正月 1日~年暮 前田短正〈式部〉著

⑫同 3年正月 1日~閤10月19日o 2冊 12x18cm・18X12cm 

(⑨，⑪，⑬を欠く〉 前田栄次郎旧蔵。

①嘉永6年9月16日~同7年4月
4253 諸事留帳 16.41-212 @波政2年正月21日~同3年6月27日。

横山政和著

前囲網綿家方手写明治年間 4257 〔成瀬正敦〕日記 16・41→!6
18冊 23.5佃 成瀬正敦著

前号の写本。 自筆嘉永6年(1853)

①嘉永6年8月~安政元年2月 12丁 12.5X18cm 
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年寄・家老・若年寄方

成瀬正居旧蔵。嘉永6年10月1日"'17日までの

政務日記。正教は人持組25∞石。弘化4年 (18

47) 5月より若年寄役となり，御近習御用を勤

めた。

旧書名「日記J。

4263 御家老方留帳 16.41-222 

前田家編韓方手写明治年間

101丁 23an

横山政和所蔵の写。内容は，万延元年(1860)'"

慶応元年(1865)にわたる。

4258 毎日:袖裏記

村井長在著

16.41-217 I 4264 覚帳 16.41-223 

7T 12x 18cm 

嘉永7年(1854)11月1日"'8日の年寄役村井文

兵衛〈長在〉の記録。

旧番名「御用番毎日:袖袈記」。

4259 諸事留帳

横山政和編

前田家編縛方手写明治年間

46T 23cm 

16.41-218 

表方御家老方の御用留。安政2年(1855)2月晦

日~安政 5年7月4目。

村井長在〈文兵衛〉編

自筆万延2年(1861)

25丁 12x18佃

万延2年正月， 2月の年寄役の政務記録。

4265 日省記

手写

2冊 llx18佃・ 14.5x20.5佃

16.41-224 

年寄役の日次覚記。①文久3年(1863)の元旦に

はじまり 4月に終る日記②は元治元年5月に

はじまり 6月29日に終るが，安永7年12月28日

の記録 1丁あれ

4260 諸事留帳 16.41ー，219I 4266 公私自録 16.41-225 

横山政和締

手写

82丁 23.5cm

安政3年(1856)9月4日~同7年8月1日の家

老役の御用砲。

4261 御在府日記

手写

2冊 11x17.5佃

16.41-220 

筆者は確定できない〈前回土佐守直信か〉が，年

寄役の日記である。

①安政7年〈万延元〉正月晦日~閤3月晦日

②同年4月1日"'5月29目。

4262 (中川八郎右衛門〕覚書

中川八郎右衛門著

16.41-221 

自筆安政7年(18ω)"，'万延2年(1861)

1∞丁 12x18側

中川典克旧歳。表紙に「弐」の番号あれ中川

八郎右衛門の政務の日次覚種。内容は，安政7

年正月朔日~万延2年12月28日。中川八郎右衛

門は安政5年に家老を隠居した典義か。

旧脅名「覚寄」。

松平大弐〈康正〉著

前田家編輯方手写明治年間

2冊 23.5佃

松平大弐が文久3.年(1863)2月10日家老役に任

ぜられて以後の政務日記。①文久3年2月8日

"'12月30日 ②文久4年正月 1日......6月25日。

4267 御用留帳 16.41-226 

村井長在〈文兵衛〉編

元治元年(1864)

64丁 13x18佃

元治元年11月分の御用番の御用留で，長在は当

時年寄役。なお，同月24日に筑前守〈慶寧〉様御

用主付と多慶若様〈利飼〉御用主付の当分兼帯を

命ぜられた。

4268 御用番諸事留

手写

zl丁 14.5x20.5cm

16.41-227 

御用番の勤め方についての覚書と，御用番三左

衛門の 7月1日"'11日の日記その他から成って

いる。年寄で三左衛門と名乗る者は，横山隆平

で，元治元年7月28日より人持純頭となる。



4269 御用留

手写

43丁 24cm

政

16.41ー，228

渡辺庸旧歳。 r五」のみ。明治2年(1869)正月

......9月12日迄の渡辺佐大夫，渡辺関蔵(両者は

同一人か〉関係の政務記録の写。佐大夫は当時

執政席支配の役人，知行150石。

特16.42 近侍御用

近習

4270 松雲院様御近習向留頓抜翠

多賀直方編

手写

22冊 23.5ω

16.42-1 

多賀信濃直方は，寛文6年(1666)前回綱紀〈松

雲公〉の奥小将となり，新知3∞石，以後加噌し

て4∞o石に至り，貞享3年遺知2000石を合わせ

て6∞o石となウて11月13日若年寄となった。元

禄10年7月11日蛍居，享保14年12月13日御免，

同16年致仕。本曹は項目別に編集しであり，以

下その大項目を示す。小項目は各巻頭にあり。

上編

①年頭御規式等，上使，御献上

②御登城，鶴御披，御古書御拝見等，軽料理被下

侯事，御扉風御拝領，御招請

③一柳監物殿預

@御軍装等，高山在番

⑤久丸様御誕生

⑥御子様方御宮参御髪霞等

@御恭様御婚礼

③御法事等，御親翰御定番

@澗財用向，御勝方，御門方井御番所，火消

⑮江戸御屋敷，江戸御上屋敷御移徒，御参勤御

帰国井御他出，御露路方

下編

@御広式方，おミる殿死去一件

⑫公事場，盗賊改方，服制

@i御知行方，御判物頂裁，人馬般，居屋敷方

⑬年寄中等，御家来絞爵

⑮人撰，御家来被召出一件

⑮定番頭，閃番，奥小将等，三十人頭

務

⑫御審物方，御細工方

⑮与力方，御徒方，足経方，坊主方

⑮御立入衆，稲若水被召出等，自他国寺方検校

勾当，他国町人，職人己下帯万

②御谷，葛巻権佐一件，喧嘩等

@御郡方，飢餓等御手当

@雑事。

4271 諸事覚書

手写

5T 25ω 

16.A-2-2 

表紙は寛文4年(1664)10月5日とあるが，内容

は同 5年2月， 3月に及んでいる。当時の政務

政令について，何くれとなくメモしたものであ

る。御次廻り役あたりの記録か。

4272 (松雲院様御近習中村典膳覚書之写) 16.42-3 

中村克IEG奥膳〉箸

手写

63T 23.5佃

中村典膳重好〈のち克正〉は元禄5年(1692)，14 

才で前回綱紀〈松雲公〉に召出された。同11年奥

d斗等となり，以後昇進する。内題は「松雲院様

御近習御取次相勤中村典膳覚書之写J。内容は，

元禄5年12月~同8年9月。

旧曾名「覚書」。

4273 (松雲院様御近習中村典膳覚書之写) 16.42-4 

中村克正〈典膳〉著

手写

74T 23.5c回

前号に同じ。

4274 中村典膳覚書

葛巻新蔵著

手写

69丁 24佃

16.42-5 

内題「松雲院様御近習御取次相勤中村典膳覚書

之写」。前田直行所蔵の写。元禄5年(1692)よ

り同 8年(1695)にかかる御近習取次日記。葛巻-

新蔵箸「元禄雑記」元禄5・6年分， r元禄雑

記J1......10巻からの抄録。



近 侍 御 用

; .4275 〔成瀬市正留記之抄〕 16.42ー6 第5附③悶15，16年

手写 第6冊⑨同17，18年

7丁 24伺 ~7 冊⑮悶19年，⑪同20年

成瀬正居旧蔵。内題「成瀬市正生直御近習御執 第8冊⑫同21年，@元文2年

次役，元禄十年被命月者六月頃欽，奥奏者宝 第9冊⑬元文3，4年，⑮同 5年

永二年五月廿五日:被命正徳五年三月去，勤務中 第10冊⑮同6年，⑫寛保2年，⑬同3年

留記之内」。 第11冊⑮寛保4年，③延享2年

第12冊⑫延享3，4年，②同 5年，@寛延2，3

.4276 〔御近習取次ノ者へ被遊御渡候御口書写等〕 年附享保中勤方日記略抄。

16.42ー7

手写 4279 御在国中御用留 16.42-10 

4T 24cm 手写

前田貞醇旧蔵。内容は，元禄，寛保期のことを 94T 24cm 

記す。表題の記事のほか児小将作法，長瀬新八 富田権六郎旧蔵。内容，延享2年(1745)4月22

のこと，前田信濃守より問書などを記録してい 日~同3年12月1目。

る。青地礼幹〈俊新斎〉の筆と思われる。

4280 御用留帳 16.42-11 

4277 諸事留帳 16.42ー8 延享3年(1746)

孝博箸 11丁 22伺

手写 富田椴六郎旧蔵。富田次太夫関係の役向留帳。

50丁目.5X17cm 次太夫は貞武。延享2年間12月より寛延2年5

富田権六郎旧蔵。正徳、2年(1712)正月~同4年 月まで御近習御用を勤めた。延享3年正月"'3

4月政務上の日次覚書。表紙に「孝博」の署が 月の記録。

あれ当時御近習番であった富田孝房〈ωo石〉
の記録か。 I 4281 御用留犠 16.42-12 

延享3年(1746)

.4278 遠回日記 16.42-9 35丁 24.5cm

遠回勘右衛門〈自省〉著 延享3年 1月"'2月の御近習御用を勤める子供

手写 の人選に関する一件書類の書留。

12冊 23.5cm

第1巻の前書きに，嘉永3年恒川登寿が写した 4282 自分留帳 16.42-13 

際のこの日記に対する説明あれ本書はその 富田貞武著

写。遠田自省は正徳、3年遺知350石をつぎ，務 12T 22佃

';.;:!i 主吉徳の御部屋附大小将組に加わり，享保2年 富田権六郎旧蔵。江戸着府の延享3年(1746)3 

その番頭になり，同4年御側小将番頭，同9年 月21日より 4月6日迄の日次覚書。筆者は富田

御持弓頭・加増200石，同10年組頭並，同12年 次太夫〈貞武〉で，この時総姫(吉徳の娘，延享

定番頭，元文5年人持組・加増5∞石で御近習 3年 4月2日富山侯前田利幸に嫁す〉婚礼の

となる。延享2年吉徳没後宗辰の近習となる。 節，貝桶引渡の役を勤めている。貞武は16∞石

さらに霊照の近習となり，同4年隠居(78才)， 人持組。当時は御近習頭。
、目』

寛延3年12月没(81才〉。

第1冊①享保3年(1718)'"7年 4283 当分御用留帳 16.42-14 

第2冊②享保8，9年，③同10年 延享3年(1746)

第3冊④同11年，⑤同12年 3T 24cm 

第4冊⑥同13年，⑦同14年 宮田権六郎旧蔵。延享3年7月"'8月の留帳
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政

で，吉徳、の子勢之助の馬拝領，上使のこと，近

習役召出などの記事があるので，いずれ近侍役

の記録であろう。

旧番名「御用留帳」。

4284 動方日記

生白堂著

13丁 24佃

富田権大郎旧蔵。内容年代，延享4年(1747)5 

月13日......5年2月'0日の〈吉徳の〉近習御用の記

録。著者は御近習御用6人のうちであるが，富

田次太夫貞武か。

16.42-15 

4285 鎌徳公御代内留

有沢貞幹著

6冊 12X18cm 

延享4. 5年(1747.48)の近習番・御使番とし

ての役用日記。兵学御用も勤む。第 1冊は延享

4年5月16日より起筆。同21日に近習番を仰付

られている。第2冊は同年7. 8月。第3冊は

9......11月。第4冊表題「備忘」は12月。第5冊

は延享5年 1......3月。第6冊表題「備忘」は5

......7月で 5月朔日に御使番を仰付けられてい

るo なお嫌徳公は8代藩主重県。

16.42-16 

4286 加州御次日記

手写

38T 23佃

簡略に編集した記録で，宝暦元年(1751)...... 安永

8年(1779)にわたる。 r御次」は御次の間で近

侍の家臣が突番入直した。

16.42-17 

4287 覚書

官回貞直箸

2冊 24cm

富田権六郎旧蔵。第 1冊は明和6年(1769)7月

11日家督相続拝命の日より安永5年5月まで。

第2冊は安永6年4月23日より同 7年11月11日

まで。項目的な記述の役務関係日記。筆者は貞

武の子，富田貞直である。 2100石，明和9年よ

り魚住在住，安永3年7月御近習御用，天明3

年6月没.55才。本番の内容も御近習御用役向

きの記事が多L、。

16.42-18 

。。

務

4288 16.42-19 覚書

手写

10丁 ~lcm

早川随勝旧蔵。内容は，安永2年(1773)...... :文化

5年(1808)にわたる。表紙貼紙に「御次しらぺ

物書類」とあり。進物，料理，芸料等の下行等

のことを記した下番書類。

4289 〔富田外記内状草案等〕

11 i-通 19ω

富田権六郎旧歳。富田外記は貞直。安永3年6

月より御近習御用，天明3年6月没.55才。年

代の知れるものでは安永7年(1778)...... 天明元年

(1781)。

16.42-20 

4290 御在国御用留

富田織人貞章箸

自筆

7T 14.5x20.5ω 

宮田権六郎旧蔵。内容，天明 5年(1785)11月~

同6年3月。貞章は当時近習御用。

16.42-21 

4291 

1/2 
16.4←-22 〔富田織人宛来状綴〕

仮綴1(34通) 16.5佃

富田権大郎旧蔵。役用の来状綴りで日付は10月

・11月分のみ。富田織人貞章の御用部屋〈天明

5年9月17日~寛政元年3月16日没35才)の時

期か。

4292 応斎周画内留

有沢貞Nff箸

自筆

13冊 12X18佃

文化2年(1805)......5年にわたる御近習番・御使

番としての公私雑記。貞腐は通称数馬。才右衛

門. 450石。当時は御近習番を勤め，文化5年

12月27日より御使番兼務となった。

①文化2年3月......3年3月，江戸在府

②文化3年3月......4年3月，在金沢

③文化4年3月......5年3月，在江戸

@文化4年6月，在江戸

⑤文化5年3月......12月.在金沢

⑤文化5年12月......11年4月，在江戸・金沢

⑦文化8年3月......9年3月，在江府

16.42.ー幻



近侍御胤

③文化9年 3月.......12月，在金沢

③文化10年正月-9月，在金沢

⑮文化10年9月-11年 4月，在江戸

⑪文化13年正月 -11月

⑫文化1μF正月-3月

@文化15年正月 -12月，在江戸 ・金沢 ・当n加工
御先手物頭・御近習頭吉正情。

#こ
4293 質疑 1 6.<Þr-2~ 

有沢点hIt若

自筆

7冊 6x 17.5凹 ・18x 13cm 

'f!..政 -ZZ和 ・文化JDJの(riil忘雑記。応斎附幽の下

むきにあたるもののようで，反古紙の裂を用い

ている。内容は雑多であるが，役務の関係の記

事を合むのでここにおく。

4294 高臥禁日f}1録

有沢氏AIf若
白fE 文政 6年(1823)

2 nrr 21四

16.'12-25 

内組「内留」。その治弐(文政 6年 5月-9月). 

恰参〔同年10月〉の分。御先手物jiJ¥.御近習孤立IE

~I(役としての江戸における公務日次党盤。

4295 日穏録 拾五畢

有沢氏r.n著
自m文政7年(1824)

40T 12X 18四

16.42-26 

表紙附記「文政七甲申歳，自四月五日歪九月日程

日 ， 御先手物頭御近習ii.it奇rt~皆，治五冊を以全

之」とあり。

4296 文政天保閲諸事要用雑記

大野織人著

前田家編鴨方手写 明治年間

16.42-27 

月1日町奉行.1司11年9月 1日組頭並。

第 11冊②術l在国記文政11年(1828)4月~天保

元年12月(御使番御近現御用，表小i'J

番頭)

~~ 2冊@御在府記附御肘1紙面，天保2年正月

~同 3年4月2日(表小将番頭，御近

習御用!J>取次〉

W3n!)@御在国記天保3年4月2日-1司年9

月14日(向上〉

1À'~ .l i旧⑤御在国記附御触等留，天保3年9月

15 日 -1~J4 年 3 月 13日(向上)

自(J5冊⑦御留守中記附御蝕等留，天保4年3

月14日~向 5年 4月24日(表小将番

頭，近習御用〕

白I~ 6日J@御在国記附御蝕等留，天保 5年 4月

25日~同 6年 3月(表小将，御近習御

用.11月26日先筒頭〕

;:n7111l@御在府税役方記天保6年 3)1-1司7

ijô 3 月(先街頭， 御返1~御用〉

ti18 nll@1仰在園球役方記元{!i!:7年4月~同B

年 2月(先筒頭，御近習御用. 12月19

日御歩頭〉

til 9 j冊⑫御在国旅役方等記天保9年4月6日

~同 10年正月(御歩~jL 御近習御用 ，

奥御取次兼務〕。

旧:ffit名「諸事要用雑記」。

4297 諸雑

石野英之編

前田家編相方手写明治年間

2冊 23.5叩

16.42-28 

石野菜之は雅楽助と称L.1550石。文政11年よ

り御近習御用を勤めた。その役方記録。①諾雑

壱 ・金沢之部，文政11年(1828)12月1日~同12

年 4月6日 ②諸雑弐 ・江戸之部，文政12年4

9冊 23.5cm 月6日-6月14日。

御近習御用役人の記録。全12m!のうち，第1:本，

W3本，第11本を欠く。大野織人定能は.660 I 4298 (成瀬E敦日記〕 16.42-29 

石。本容の内容年代に関しては，文政11年2

月11日江戸にて御使番 ・表小将御近習御用とな

り.町奉行のn!j以外は担11)刊部慌に!国Jめた，その

fHJ.文政13年12月17目安'NJfIi'iiJL 1日~ 511:'11刀

26日先筒頭，同7年12月19日御歩頭，同10年2

- 59ー

成瀬正敦著

自主在

29冊 12Xl8cm

成瀬正居旧政。主税正教は寺祉事行から天保8

年正月29日近習御用となり ，同9年3月4日筑



政

前守様〈鹿寧〉御附を兼務し，同15年5月11日

御判物御用を勤め，弘化4年5月19日於江戸年

寄・近習御用是迄の通りとなり，嘉永6年10月

21日没した。

①御在国心覚留帳天保8年(1837)正月......，2月

27日

~御留守雑記同年2 月28日~同 9 年 4 月 5 日

③御在国日記天保9年4月6日"""'12月日毎日

@ グ 天保10年正月 1日"""'8月10日

⑤御在府日記同年8月26日"""'12月29日

⑥ グ 天保11年正月 1日"""'4月13日

⑦若殿様御座所芥御広式内御補理御用主附就被

仰付候心覚留天保10年11月18日~悶11年9

月15日

③御在国日記 天保11年9月29日"""'12月日毎日

③ グ 天保12年正月 1日"""'4月11日

@御留守日記同年4月12日~同13年3月29日

⑪御在国日記天保13年4月1日"""'12月27日

⑫ グ 天保14年正月 1日"""'12月25日

⑬ グ 天保15年正月"""'12月

⑬ グ 弘化2年正月"""'3月25日

⑮御在府日記同年4月"""'7月中頃

⑮グ 同年7月16日"""'12月29日

⑫ グ 弘化3年正月"""'4月11日

⑮御在国日記同年5月~同4年正月21日

⑫筑前守様御婚礼方御用主附被仰付候ニ付心覚

留弘化3年6月17日~同4年6月1日

@御留守日記弘化4年6月14日"""'12月29日

@ グ 弘化5年正月"""'4月5日

②御在国日記同年4月6日"""'8月29日

@ グ 嘉永元年9月1日~同2年3月

21日

@御在府日記嘉永2年4月10日~閤4月12日

@御在国日記嘉永3年4月25日~同4年3月

13日

⑧御留守日記嘉永4年3月14日~同 5年4月

5日

~御在国日記嘉永5年4 月 6 日 """'12月

② グ 嘉永6年正月"""'6月11日

@日記 同年8月29日。

!古書名「御在国日記」。

←-⑫ノふタI-~/b
会本件IO~ ""v

務

4299諸事要用雑記 16.42-30 

大野織人著

自筆天保11年(1840)""'"嘉永4年(1851)

18冊 12x18佃

筆者は当時，組頭並・御近習御用を勤めた。第

14，以下，第20を欠いて第32までの18冊。なお副

題は第14"""'28は「成瀬主税等席御用J.第29以

下は「御近習御用席」とあるが，同ーの役席で

ある。以下各冊の内容年代を示す。

第 1冊14 天保 11年8月晦日~同 1鉾 4月10

日，但後欠にて天保11年11月3日迄

第 2冊15 同12年正月 9日~同年6月16日

第3冊16 同年6月17日~同年11月15日

第4冊17 同年11月16日~同13年4月朔日

第5冊目同13年4月朔日~同年10月21日

第6冊19 周年10月 22 日......， 1~IJ14年 5 月 9 日

第7冊21 同15年3月朔日~弘化2年4月21日

第8冊22 同年4月22日~向3年5月5日

第 9冊23 同年5月6日~同宅12月19日

第10冊24 同年12月20日~岡4年5月11日

第11冊25 同4年 5月12日~同年9月晦日

第12冊26 同年10月1日~同 5年4月6日

第13冊27 嘉永元年4月6日~同年12月29日

第14冊28 同2年正月朔日~同年閤4月16日

第15冊29 同年閤4月17日~同3年正月24日

第16冊30 同3年正月25日~同年8月15日

第17冊31 同年8月16日~同4年3月26日

第四冊32 同4年3月26日~同年8月4目。

4300 諸事要用日記 16.42-31 

大村肴次郎致知箸

自筆

7冊 12x18cm 

大村肴次郎致知は弘化2年2月御小将頭とな

り，同4年正月14日馬廻頭，嘉永4年3月1日

定番頭並，同7月定番頭となるが，その聞を通

じて御近習御用であった。嘉永5年4月14日に

御事j物御用を命ぜられているo

①成瀬主税等席御用日記弘化4年(184η3月

28日より

②成瀬主税御席御用日記弘化4年11月2S日よ

り

③成瀬主税等席御用諸事要用日記嘉永4年3

-60ー



近侍御胤

月 1.~日より

@I主滞i主税，\1席御用認可~JEJTJ 日 Rè tli永6年3

月7日より

⑤篠原監物等席御用諸事要用日記務永7年正

月より

③篠原監物的lli'W!!1l日記安政 2{F.正月より

のIilliqw等席諸事~用日記 安政 3 年正月朔日よ

り。

なお， 成瀬主税正数は弘化4年 5月19日若年

寄，於江戸御近習御用，)];永 6ilolQ月21日没。

篠原監物的ーはお永6年10月22日御，;!I:ml御用 ・

~永 7 年 7 月 18日若年寄~ri役， 安政 3 1 1õ 8月7

日御免。

旧也名 「日記」。

4301 御留守中大村肴次郎等席御用兼帯就被仰付候当座

心党留

加藤軌度〔三郎左衛門)著

67了 12X18叩

内容は.;Z永4年(j851)11月15日 ~同5年4月

6日。加藤三郎左衛門は，筑前守様肝I御小将頭

で， この:ii:q長の初日の 11月15日付で御留守中

御問部屋殺者?となった。大村肴次郎は致知，450

石。

16.42-32 

4302 〔御用部屋日記〕

手写

160T 12.5X 18四

前欠。 tZ永 5年(j852)8月~同6月正月。前号

と肉筆。当時近習御用の大村'I'-I.次郎致知の鉱記

16.42-33 

由、。

旧ill名「御用番目記J。

4303 (御用部屋日記〕

手写

119丁 12.5X18叩

前欠本 ・ 端本。 「壬子J(~永 5 年一 1852) 12月，

安政3年3月-5月。

旧t'}名「御用番日記」。

16.42-34 

4304 (御用部屋日記〕

手写

1∞丁 12.5x 18cm 

ii可欠。 jlt氷 6年(1853)11i'J3日-12月II/J目。m
f点は前々号に同じ。

旧世名「御用番日記」。

4305御在府中詰被仰付候ー{牛

1i沢貞正(新右衛門〉箸

自m::ti:政4年(j857)

14T 12 x 18cm 

新右衛門は当時馬廻 ・御近習番。

16.42-36 

4306 諸事心覚

ヰT沢点正者

l当m文久4年(864)

96丁 12x 18cm 

点正は当時御表小将横目 ・御近習御用を勤めて

いた。 r御次内急病人出来，駕館乗用相返sJ:、節

之総御城代ヨリ被仰波候IjJJなど92項目収載。

16.42-37 

党之入

。

内

出

之

党

徳

間

他

一一品

川

副

の

入

x
そ

蔵

ロ

録

土

目

御

写

丁

の

習

手

7

冊

近

在

御7
a
 

nu 
nぺ
U

必
勾
・ 16.42-3日

4308 御取次方御返翰案文帳

手写

7丁 24cm

*i名は省略しであり「土谷等四人」。宛先は，松

岡斎宮太夫， ~野芳春院， 堤長門， 福井土佐，

常照院，野口節、太左衛門，原因逸之進，高野天

徳院等。

16.42-39 

御 付 御 用

4309 御靖之函印判之俄奉伺

手写

巻子1 23.5叩

中川典克|日蔵。某年7月19日に御夜詰の外記が

務主へf司ったことの内容を記す。借銀や大横目

へ被仰波頭醤に関する件など。なお大横目は万

治元年~延宝8年の聞置かれた職名。

16.42-40 

16.'1.2-35 I犯10 元禄六年より同九年迄被仰出之趣留帳 16.42-41

40T 24印 h

t吉田権六郎旧蔵。内容は，元禄11年(j698)まで

- 61ー
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6冊 11.5cm

在江戸中の御用日記。永良は当時，吉徳の御部

屋物頭。

①正徳初之巻・前〈宝永8年正月 1日""6月29

日〉

②正徳初之巻・下〈正徳元年7月1日""12月晦

日〉

③上

④中

⑤下

⑥上

(正徳2年正月 1日""4月29日〉

〈 同年 5月1日""8月30日〉

( 同年 9月1日""12月29日〉

(正徳3年正月 1日""9月20日〉

16.42-46 勤方覚記

71丁目x20ω

富田権六郎旧蔵。内容は，新実および家族の動

向，交際，また家中役人の!乎出し，下聞の件な

どを記している。いずれ御側御用の記録である

が，正徳3年(1713)7月~享保4年(1719)2月

にわたっており，当時では富田織人重貞(宝永

5年吉治公御附，享保2年兼御用人〉が著者に

擬せられるか。

4315 

政

及んでいる。表紙に駒井与兵衛〈直覚)，由比新

五郎〈賢勝)，林十郎左衛門〈政1豊).途田勘右衛

門〈重員)，不破平兵衛.冨田甚五右衛門〈重貞)，

庄田五左衛門〈孝博)，金子安左衛門，前波瀬兵

衛，人見十兵衛〈忠友〉の名が記されており，こ

のうち庄田，金子を除くほかは，当時，勝次郎

〈のち6代吉徳〉の「御抱守」役であったことが

知られている。

窺物持被仰出E文言上等留之内

24T 24cm 

富田権六郎旧蔵。内容は，元禄m年(1697)8月

~正徳6年間2月の永井織部〈正長〉・藤田内蔵

允〈安勝〉の伺番，言上書など。藤田内蔵允〈安

勝〉は100石より昇進して 2∞o石に昇る。中小

将才許より御歩頭〈延宝3)をへて定番頭とな

る。宝永6年人持組・吉徳御附御用，享保7年

致仕，同9年11月没， 85才。永井織部〈正良〉は

延宝3年御徒頭兼中小将番頭，のち定番頭〈元

禄5年頃〉をへて宝永6年25∞石.人持組.吉

徳御附となる。享保5年10月没， 78才。

16.42-42 4311 

16.42-47 金谷御屋舗諸事覚書

前田道済著

自筆

25T 11x 18ω 

前回道益旧蔵。寛政8年(1796)叩月10日""11月

9日迄の日記。内容は，亀万千代〈斉広〉が叔父

の11代治備の養子なるについての件。著者道済

〈みちなのは路博とも称し，人持組ω∞石，

奏者番，小松城番を経て，寛政8年10月10日;筑

前守〈斉広〉御附となり，翌9年間7月15日家老

となる。家老就任と同時に御附御用主附となっ

4316 
4312 近衛様御守殿等松平麓摩守殿より被仰付候様子見

分之儀等留 16.42-43 

藤田内蔵允・永井織部著

手写

127丁 24cm

表紙に「二冊之内Jとあれその 1冊分。内容

年代は，元禄17年(1704)-宝永3年(1706)。

16.42-44 

4317 北之御居宅諸事留抜書

前回道済編

自筆

40丁 11.5x 17.5ω 

前田道益旧蔵。寛政9年(179η正月 1日から21

日迄の本郷邸における御用の日次覚番。 12'代斉

広の元服・命名なども見え， 2月9日の任官も

付記されている。

16.42-48 

た。

4313 藤懸頼善手記

藤懸額普〈庫太〉著

前田家編輯方手写

2冊、 23.5cm

乾坤2冊。藤懸瞳太は500石。嘉永3年5月表

小将横目，同 4年3月奥取次加人，安政3年5

月表小将番頭，同年10月奥小将番頭を兼，同6

年御先手物頭といった経歴を持つ。内容も近侍

御用に関する元禄~嘉永年間の旧例等の覚え醤

き。

明治年間

16.42-45 

内

4

御供日記

有沢永貞著

自筆正徳元""3年(1711""13)

4314 



近 侍 御 周

4318 金谷御殿出席日記 16.42-49 筑前守様〈鹿寧〉御附御用の役として寛政~天保

前田織江著 期の旧例を書留め，また勤務の記録を書留めて

自筆寛政9年(1797) いる。

80丁 11.5X17.5ω

前田道益旧蔵。寛政9年3月9日より閤7月14 4324 御附方御用留 16.42-55 

日迄の政務日記。織江は当時，世嗣筑前守〈斉 横山政孝箸

広〉御附御用を勤む。 ω丁 11.5 x 17. 5cm 

内容は，文政ロ年(1829)6月~天保3年(1832)

4319 筑前守様御用留 16.42-50 2月。政孝は当時家老役。文政12年6月より江

年寄中席編 戸御留守留，また天保元年7月27日より天保7

手写寛政9年(179の 年正月14日没まで筑前守〈慶寧〉御用主附を勤め

51丁 23佃 た。

前田道益旧蔵。内容は，筑前守〈斉広〉御附御用

方の寛政9年 4月~閤7月11日の御用留。
4325 犬千f撒御用留写 16.42-56 

4320 筑前守様御用留抜書 16.42-51 前田家編輯方手写明治年間

前田織江著 2冊 23cm

自筆 内題「犬千代様御用諸事留之内写」。犬千代は

5冊 11.5xI7.5佃
前田鹿寧。奥村栄通が写したものの写本。

前田道益旧蔵。織江路博は寛政9年閤7月15日 ①天保元年(1830)11月22日~同 8年12月9日

より家老・斉広御付御用主附。 ②天保9年(1838)2月26日~同14年12月19日o

①寛政9年(1797)閤7月1日.......9月29日

②寛政9年10月1日.......12月晦日 4326 犬千代丸様御用諸事留 16.42-57 

③寛政10年正月 1日.......3月29日 前田家編瞬方手写明治年間

@寛政m年4月1日.......6月29日 88T 23ω 

⑤寛政m年7月1日.......12月29日。 横山山城守.横山蔵人.前回図書の諸事留の写。

内容年代は，天保3年(1832)正月.......5月。上記

4321 江戸諸事旧記之内抜書 16.42-52 I 3人は当時犬千代丸〈慶寧〉の御用主付。

前回織江著

自筆寛政11年(1799) 4327 御用留 16.42-58 

49'丁 12x18佃 渡辺佐大夫著

前田道益旧蔵。織江は当時，斉広御用主附を勤 自筆

む。 46T 24.5cm 

渡辺腐旧蔵。内容は，天保12年(1841)....... 嘉永元

4322 御附方御用自分留 16.42-53 年(1848)の御用留である。渡辺佐大夫は組外組

手写 100石，天保13年5月より嘉永元年8月迄溶姫

84T 23.5叩 様御住居番を勤めた。

内容は，勝千代〈前田斉泰〉御附御用役の文化15

年(1818)正月 1日.......3月10日の日記。 | ω28 筑前守様御用留写 16.42一号9

奥村栄通編

制23 留帳等抜翠 16.42ー54 前田家編輯方手写明治年間

加藤三郎左衛門軌度綿 5冊 23cm

手写 筑前守は鹿寧。栄通は安政3年3月28日江戸御

109丁 12X18cm 在府中の御用をつとめ，万延元年11月18日当御

-63-
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渡辺府!日蔵。著者は当時，溶姫の御住居付御用

途を勤む。 2富永2年10月より翌3月21日までの

公務留。

16.42一喝4〔藤田左衛門〕日記

藤田左衛門〈安定〉著

自筆嘉永4年(1851)--.万延元年(1860)

3冊 12X17.5ω

筆者は，筑前守〈鹿寧〉の御用御附頭。日次の手

留。

①〈無題〉 嘉永4年7月20日--9月3日，同

年10月12日--11月18日，同年11月18日~ロ月

朔日

②「日記J 万延元年間3月11日--8月18日

③「日記」 万延元年8月19日--12月29日。

旧書名「日記」。

4333 

用封借となり，元治元年10月19日遠慮を仰付ら

れた〈のち再勤〉。

①弘化元年(1844)正月 4日~安政元年2月28日

②安政元年3月10日~安政4年12月29日

③安政5年正月 1日~文久元年m月5日

@文久元年10月6日~文久2年9月22日

⑤文久2年9月26日~元治元年4月15日。

政

16.42-60 

得34 留笹

藤田求馬著

自筆

42丁 12X17.5佃

内容は，嘉永5年(1852)2月24日--4月19日，

嘉永7年正月 1日， 2目。藤田左衛門〈求馬)安

定は当時筑前守様〈慶寧〉御附御用。

16.42--65 

御鮒御用部屋日記抄

大野木克正著

自筆

159丁 12x18cm 

大野木克征旧蔵。内容は，弘化2年(1845)9月

~安政2年(1855)正月。克正〈外三郎)，野裁は

12才の時前田鹿寧〈犬千代〉の側小将となり，嘉

永7年2月26日御附大小将横目，安政4年御附

御大小将番頭となり，以後累進したが元治の変

で遠島に処せられた。

旧書名「御用部屋日記抄」。

4329 

16.42-66 筑前守様御用方被仰付候以来私記

前回短正著

自筆嘉永6年(1853)

32T 12x18佃

前田栄次郎旧蔵。嘉永6年(1853)11月に筑前守

様御用主付を拝命してから安政2年(1855)正月

までの公用日記。

4335 

江戸日記

富田儀右衛門〈一孝〉著

自筆弘化3年(1846)

150丁 12)(17cm 

弘化3年7月--10月迄の筑前守〈鹿寧)様御婚礼

御用主付としての政務日記。著者は， 350石，天

保11年8月より筑前守御附御小将頭。

16.42ー614330 

16.42-67 大野木日記抜掌

前田家編輯方手写

4冊 23叩

内題「筑前守様御附御用奉務中大野木良之助日

記按奉」。

①安政2年~同3年

②安政4年

③安政5年

@安政6年~万延元年。

大野木良之助は克貞。安政2年10月11日筑前守

様御附となる。筑前守は14代鹿寧。

明治年間

4336 

藤田左衛門手留

藤田左衛門〈安定):著

手写

21丁 12x18佃

内容は，嘉永2年(1849)4月から 9月にかけて

藩主の動静について日記風に記録。安政6年

(1859)10月18日--29日の悶の日記，弘化4年(1

847) 4月御結納，御入興之節御作法。著者安定

は人持組15∞石，天保3年家替をつぎ，嘉永2

年2月公事場奉行，同4年3月筑前守〈鹿寧〉御

用を勤めた。

16.42-62 4331 

16.42-63 相32 御通抜御用留井雑記

渡辺佐太夫著

手写嘉永3年(1850)

18丁 24ω

- 64ー



近侍御用

必37 諸事留 16.42→8 

大野木克貞〈良之助〉著

59T 12x 18.5佃

大野オ〈克征旧蔵。安政2年(1855)10月~万延元

年 (18ω〉。大野木克貞は安政2年10月12日よ

り筑前守様〈慶寧〉御附頭を勤む。人持1邸0石。

万延元年7月17日没.48才。

結38 筑前守様御用諸事留 16.42→9 

横山政和〈蔵人〉縮

安政 5~6年(1858~59)

5冊 23佃

横山政和旧蔵。筑前守様〈前田鹿寧)御附御用方

の公式記録。政和は当時家老役，また第1冊表

紙に並記されている前図式部〈短正〉は，家老役

兼筑前守様御附御用であった。

①安政 5年 3 月25 日 ~5 月晦日〈在府〉

@演政 5年 6 月 1 日 ~9 月晦日(在府〉

③安政 5年m月 1 日 ~12月晦日(在府〉

④安政 6年正月 1 日 ~4 月 29日(在府〉

⑤安政6年5月1日--9月24日〈在府〉。

総39 (藤田求馬手留) ffi.aー70

藤田求馬〈安定〉箸

自筆万延元年(18ω〉

33丁 12x34cm

政務の日次留書。万延元年8月2日より 9月20

日迄の分。安定は嘉永4年3月より文久3年10

月まで慶寧の御部屋住之内御附御用を勤めた。

のち寺社奉行を経て元治元年8月若年寄とな

り. 9月御付御用を兼帯，慶寧家督〈慶応2年〉

後，近習御用を勤め慶応4年隠居。明治2年

没。

43伺 〔藤田求馬〕日記 16.42ー，71

藤田求馬〈安定〉著

自筆文久3年(1863)

92丁 18X12ω 

文久3年 (1863)2月28日--3月21日，同年

(1863) 8 月 7 日 ~11月 17日の公務の日次覚書。

旧番名「日記J。

4341 新製御附方諸事雑録

前回某箸

手写慶応元年(1865)

79丁 12X18佃

野村氏旧歳。幕末期旧記の抜書で28項目よりな

る。

4342 慶応二年日誌 16.42ー73

44T 12x 18.5cm 

「含響堂Jの罫紙を用いている。慶応2年3月

~4 月の江戸における公務日次記。筆者は当時

鹿寧および多慶若様御附御用を勤めた。村井長

在か。

4343 御附方手留 16.42ー，74

前田内蔵太著

前田家編輯方手写明治年間

40丁 23cm

筆者は慶応4年6月13日付で多鹿若様〈利嗣〉御

近習御用，相公様御近習御用兼帯を命ぜられて

いるから前田内蔵太である。 9月初旬までの日

記。

奏 方者

4344 御奏者方記録 16.42ー，75

手写

4冊 23佃

前田貞醇旧蔵。御奏者方記録を編集して各項目

ごとに年代願に旧例を収む。その旧例は元禄~

文化期にわたっている。

①出仕等之部

御目見人井御礼所等之部

諸寺庵登城之部

②備俊守様御登城井御両家様御使者

他国御使等

御飛脚等

③諸御礼之部

献上物之部

@御門方之部

白文麿之部

御進物所之部

雑之部。

16.42ー，72I 4345 御奏者方旧記抜華 16.42ー，76

前田家編輯方手写明治年間

除ポ~1 ~ 
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4丁 24C11l

成瀬正居旧歳。明和8年(1771)12月及び天明3

年(1783)2月の御奏者所留書役〈与力〉の!f9)方審

上写。

政

84丁 23.5ω

前田貞醇所蔵の写。内容は，御判物頂戴之部，

年頭等品々御作法之部，披露汗喝之部，伺公井

勝掘出方之部，衣服之部，御法事之部で，挙例

は元禄~文化期。

16.42-83 御奏者所日記抜番

成瀬左近正喬手写

23T 14XI0佃

成瀬正居旧蔵。内容は，寛政2年(1790)6月15

日-7月3目。左近は寛政2年6月15日より奏

者番を勤めた。

4352 

16.42ー77〔不破彦三等口上書〕

不破彦三・岡嶋市郎兵衛箸

1通 16cm

4346 

中川采女宛。与力石原茂左衛門病死の件， 10月

17日付。不破・岡島が同役なのは元禄4-9年

寺社奉行，貞享2-3年〈推定〉奏者番である

が，内容からみて奏者番関係か。 御奏者方廻状留幌

成瀬正喬手写

2冊 26佃

成瀬正居旧蔵。成瀬左近正祷(種徳，監物，左

京，人持組， 25∞石〉は，寛政2年6月15日小

松波番より御奏者番となり，寛政4年9月1日

算用場奉行となっているo 内容は，第1冊覚政

2年7月1日より，第2冊寛政3年4月18日よ

り。

16.42-84 

寛政2-3年(1790-91)

4353 

〔御奏者所留帳之内抜書〕

前回路博(織江〉手写

40丁 12X17.5cm 

前田道益旧蔵。外題「享保九年以来御奏者所留

帳之内早速可相考品年号等技樹長J。内容は，享

保9年 (1724)-岡19年 (1734)。前田織江路博

は，寛政4年11月4日~同6年正月の間奏者番

を勤む。

16.42ー784347 

16.42-85 4354御奏者所留帳

寛政3年(1791)

4冊 12x17.5cm 

成瀬正居旧蔵。おそらく奏者所留番役の筆記に

なるもの。

①寛政3年3月29日-4月13日

② 同年 4月14日-5月26日

③ 同年 5月27日-8月2日

@ 同年 8月1日-10月23日。

16.42-79 御奏者所張出之条々留

富田外記手写文化12年(1815)

23丁 12X18cm 

富田権六郎旧蔵。内容年代は，宝暦9年(1759)

~文化12年(1815)。外記貞行は文化9年4月~

同13年3月奏者番。

4348 

16.42-86 御奏者方留帳抜書

6冊 11.5x 17.5cm 

前田道益旧蔵。

①寛政3年(1791)4月-12月

②寛政4年正月-3月

③寛政5年4月-6月

@ 同年 7月-10月

⑤ 同年 11月~ロ月

⑥寛政6年正月 1目。

4355 

16.42-80 

明治年間

御奏者所張出之条々留

前田家綴縄方手写

8丁 24佃

前号の前半部分の写。

4349 

16.42-81 4350御進物所・御奏者所勤方之覚

5丁 24.5cm

成瀬正居旧歳。表題は「御進物所勤方之覚」。

明和8年(1771)12月の御進物所勤方の条文及び

笑卯2年の御奏者所の勤方条文を記す。

16.42-87 〔御奏者所留帳〕

寛政3年(1791)

4356 

16.42-82 御奏者所留番勤方i陵

土谷忠蔵等編

手写

4351 

i 



能主--

近侍 御用

3 T 12x36cm 

寛政3年 5月26日........6月1日の分。

旧書名「御奏者番覚曾J。

4351 御奏者方覚書 16.42-88 

前回路博〈織江〉箸

自筆

19丁目.5x17.5佃

前田道益旧蔵。旧例，作法書などの留。織江路

博は寛政4........6年御奏者番を勤む。

4358 御奏者方日記 ・ 16.42ー89

手写

26丁 23.5cm

成瀬正居旧蔵。享和2年(1802)8月25日........9

月。

4359 御奏者所旧記之内 16.42-90 

宮田某手写

126丁 12x18佃

富田権大郎旧蔵。内容は，文化 5年(1808)正月

........8月。おそらく富田外記貞行の手写。

4360 (御奏者方留帳写) 16.42→1 

手写

71丁 23cm

文化 5年(1808)6月2日~同10年(1813)12月の

奏者番方の記録写。

旧番名「御奏者方留密」。

4361 金谷文庫巡見之留 16.42-92 

手写〔文化7年〕

12丁 12X18回

富田権六郎旧蔵。原題「文化七年八月三田村紋

左衛門等金谷御文醸巡見之留J。三田村紋左衛

門〈定保)，石野雅楽助〈英之〉が御奏者番に就任

した際，金谷文庫辺を巡見する件についての事

務文書類。両人の奏者番就任は文化7年8月1

日付。

伺62 御奏者番留帳 16.42-93 

115T 24.5伺

富田権六郎旧蔵。御用往返状の留。 4月9日~

文化13年(1816)2月付。富田外記貞行関係の内

容で，おそらく，その家来の筆記になると，闘っ

れる。貞行は文化9年4月10日"'13年3月まで

奏者番を勤めた。

4363 奏者方覚書 16.42→4 

手写

48丁 14x19.5ω 

富田権六郎旧蔵。内容は，つぎの28項目。献上

品々，御礼銭員数，巴三月被仰出，御礼申上品

々大意，御判物御印物被下節汗所附，御貸銀上

済，初而御目見，代番顕，出仕，装束，列，三

之一之者，宗門方弁改宗，他国者偶居，御関所

過書，他国詰人心得，御家中子共他国持御領国

遠方江罷越候義，他国御使，駕筒乗用，名改，惣

詰，湯治，行歩，杖願，看病願，癌癒病人有之

節指控，限織芥忌中判形，殺生触之内，雑類。

4364 御奏者方諸事心得 16.42-95 

手写

24丁 24.5佃

富田権六郎旧蔵。内容は，謙徳院様被仰出，年

頭在江戸ノ人献上目六日付ノ事，御門勤番物頭

引人有之節加番等之事，、御事j物等被下候節ノ進

退，御進物才許引人有之節番割，唱ノ事。

4365 御奏者番諸事留帳之内要用之ケ条抜書 16.42→6

手写

34T 12x 18cm 

前田栄次郎旧蔵。内容は御用番ヨり談之品等，

寺社奉行ヨり申来品々，御用部康等ヨリ申来品

々，同役ヨリ申越品等芥留番等，御横目等ヨリ

申越品々 。

御 名 代

4366 御寺方御名代勤方覚 16.42-97 

前回織江〈路博〉手写寛政6年(1794)

30丁 11x 18cm 

前田道益旧蔵。前田織江は寛政6年(1794)当時

小松城番。動方に関する覚書で，内容には，御

名代御焼香一巻，盆中地廻御吉方一巻，瑞穂寺

御名代一巻を含む。
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16.42-103 

務

富山表へ御名代之御使被仰付侯一件

青山将監〈知次〉著

天保6年(1835)

27T 12x 18佃

富田権六郎旧蔵。前号と同文。

旧曾名「富山表へ御名代之御使一件J。

4312 

政

16.42-98 

御寺方御名代留帳 16.42-104 

前田貞発〈図書〉手写安政5年(1858)

16丁 24cm

前田貞醇旧議。前回将監恒風手写本の写。

4313 

〔御寺方御名代鮪畑図書〕覚書

前田貞事箸

自筆文政6年(1823)

22丁 11.5 x 17. 5cm 

文政6年7月11日家督相続より 12月晦日迄。そ

のうちに御寺御名代勤方についての記事あり，

貞事の肩書に「十二月廿五日御寺方御名代役」

とあり。

旧書名「覚書」。

4361 

16.42-105 

安政5年(1858)

御寺方御名代心覚帳

前田貞発〈図書〉手写

20丁 24佃

前回将監恒風手写本の写。

4314 

御寺方御名代勤方帳 16.42ー99. 

前田図番貞事手写文政6年(1823)

10T 12x 18cm 

御寺方名代役の勤方についての覚書。前図式部;

短正が文政2年(1819)小松城番任命時から書写

し追記してきたものをさらに書写したもの。

4368 

16.42-106 

16.42-107 ニ条様へ御使御返答口上控

元禄14年(1701)

100丁 2必国

表紙の貼紙に「事苑本末之内」とあり。最初に

原九左衛門の報告書が載っているが，九左衛門

は元昭(当時， 880石，馬廻頭〉であろう。

〔雲巌和尚へ名代指越状〕

1通 20cm

旧書名「雲厳和尚へ名代参詣之達J。

方使御

綿花

4316 

4369 御考方御名代役勤方留帳

前田図書〈貞事〉著

自筆文政7""-9年(1824""-26)

15T 12x 18叩

前回貞醇旧蔵。文政6年(1823)12月御寺方名代

役に任命された著者がその勤方について書き留

めた覚之番。

16.42-100 

16.42-101 4310 

16.42-108 御使方

手写

46丁 7.5x18佃

渡辺席旧歳。宝永6年(1709)，正徳3，5年(1

713， 15)，享保3年(1718)以降，元文4年(173

9)にいたる藩主の使者としての事例の記録。

4311 

16.42ー102

16.42-109 御使一巻装束等之覚

手写

34'丁 17.5x 7佃

富田権大郎旧蔵。内容年代，享保4年(1719)..... 

問6年(1721)。

4318 

Q
U
 

御寺方御名代勤方帳

前回図書編

手写安政5年(1858)

21T 24佃

文政9年(1826)に前田才記ら 4人が，藩侯名代

で高岡瑞穂寺，繁久寺，金沢小立野宝円寺，天

徳、院，経王寺，如来寺，野田山など各菩提所を

参詣したときの記録。

富山表へ御名代之御使被仰付候一件

青山将監〈知次〉著

中川典義手写

23丁 12x18叩

中川典克旧蔵。富山侯泊邪等につき，見屈のた

め，名代として家老兼若年寄で御近習役の青山

知次が遣わされた時の記録。内容は，天保6年

(1835)閤7月23日""-9月11日。

旧脅名「宮山表へ御名代之御使一件」。

4311 



近侍御用

4379 御使一件四種 16.42ー110

前田家編輯方手写明治年間

72T 23.5an 

「寛延元年禁担御麻疹御酒湯御祝儀御献上京都

御使之覚番Jr寛政十御使等覚・横山政寛手記」

「文政十年御広式江年頭御使等相勤候取捌一件

横山政孝手留Jr安政三年御名代之留」の 4種

よりなる。

4380 江戸御使御用覚書

前田貞発手写

14T 24佃

16.42-111 

前田貞醇旧蔵。宝暦7年(1757)7月13日御入部

御祝の御使者拝命より 9月15日までを記す。

4381 (江戸御使一巻覚書之写〕

手写、

8丁 12x18cm 

16.42-112 

前田貞醇旧蔵。外題は「御使一巻覚書之写と書

記帳面控控按書」。表紙lt記に「宝暦七年丑

八月江戸御使被仰渡候付勤方u日合之帳商控Jと

あり。

旧番名「御使一巻覚書之写J。

4382 (中将様等へ御使者一巻〕

前田貞一〈図書〉著

1通鈍但

16.42-113 

9月1日拝命， 10月16日付の報告書。中将様，

御前様，浄珠院様，暢姫様に逢ってし、る。浄珠

院は6代吉徳、の側室，暢(のぷ〉姫は吉徳の子で

宝暦 13年以後の名乗。中将様は退隠した重教

か。前田図書貞ーは明和8年より家老兼若年

寄。

旧番名「浄珠院様御使者之件」。

4383御入国御健一巻 16.42-114 

明和8年(1771)

39丁 23.5an

前回図雷が6月29日御入国御使を仰付られ， 10 

月までの記録。図書は貞ーで，この年3月22日

より家老役。

4384江戸御使御用覚書

前田貞発手写

16.42ー115

23 J' 24cm 

前田貞醇旧蔵。明和8年(1771).. 6月晦日，御入

国御祝の御使者拝命より 10月19日迄の記録。

4385 江戸御使進物等一巻

手写

11T 24an 

16.42ー116

前田貞醇旧蔵。明和8年(1771)江戸で殿中御使

御用など勤め，帰着の者達への諸報償番上。

4386 日光御使一巻 16.42-117 

三宅正直〈権左衛門〉編

自筆安永2年(1773)

21丁 24.5cm

横浜宣徳旧蔵。三宅正直〈権左衛門〉が，1)代藩

主治備の左近衛権中将転任〈安永元年12月〉に際

して日光御使を命ぜられ，安永2年正月15日か

ら22日に勤めた記録一件。正直は当時御小将頭

で御用部屋〈近習〉に勤めた。

4387 大聖寺御使一巻

横浜善左衛門著

40丁 25cm

16.42ー118

横浜宜徳!日i践。天明2年(1782)4月22日拝命・

天明 6年3月5日拝命の 2四分の記録。普左衛

門玄笑は当時定番頭並で御近習御用。

4388 (江戸出府御使人之手先へ申渡覚) 16.42ー119

手写

1通 16cm

江戸表御使人より使役足軽へ贈物の儀に付一件

留。文化元年(1804)，同 5，7年役方日記の内

より書抜。

4389 (不破紋左衛門御使昏〕 16.42-120 

巻子5 24cm 包紙

不破順命旧蔵。真龍院様御使番など。紋左衛門

は有親で馬廻組， 10∞石，文政11年より関番，

天保13年小将頭，同M年宗門奉行を経て，経武

館督学を勤めた。また，天保15年3月8日~嘉

永 5年12月14日:および安政3年7月4日~同5

年8月没(61才〉の間，馬廻組頭役を勤む。冥龍

院は斉広の正室。

旧書名「真髄院様御使番J。
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16.42-126 

務

〔前田図書害状〕

前田図書著

自筆

2通 17an

成瀬監物宛返状。御使相済につき報告。

4395 

16.42-127 〔公辺御使之儀に付遺書等〕

3通 17ω

前回貞醇旧蔵。①2月16日付，前田図魯貞ーよ

り成瀬監物宛，御鷹の腐拝領被仰付の達書写

②9月4日付，前回図書より本多安房等 12名

宛，公辺御使勤務につき通知③10月18日付，

奥村主水より御入国の使者目見につき報告。

4396 

〔不破紋左衛門口上書控〕

不破紋左衛門箸

手写

巻子1 24.5佃

不破順命旧蔵。 8月19日付，暑気見舞状に対す

る公辺への御礼の使者につき，筑前守様，東御

前様へ口上を申上げた件の報告。不破紋左衛門

は有親。人見昌之進〈忠進〉と同道しているの

で，天保期小将頭役の頃のものか。

政

16.42-121 4390 

16.42-122 暑気御尋御奉書御礼御使一巻

不破紋左衛門著

自筆嘉永5年(1852)

4391 

16.42-128 〔不破紋左衛門紙面〕

不破紋左衛門著

1通 16佃 包 紙

不破順命旧蔵。辰12月6日付，前田近江守宛，

御使者拝命請書。

旧書名「不破紋左衛門願書」。

4397 

21丁 24佃

不破順命旧蔵。嘉永5年 5月29日拝命， 6月19

日金沢発足， 7月2日江戸着の御使者の件の報

告書。紋左衛門は有親。

16.42-129 〔献上物につき内意伺〕

手写

1通 16佃

使者新蔵の口上留。辛巳12月晦日の日付。

4398 

〔御使一巻書類〕

不破紋左衛門著

自筆

2冊・ 17通・仮綴9 袋入

17.5X 12佃・ 15......18.5cm• 14cm 

不破順命旧蔵。内容は御使者としての口上富の

写。幕間への「勤順」。袋には，馬廻役不破紋

左衛門，弘化元年12月晦日発足，翌2年2月17

日帰着の「御使一巻」とあり。

16.42-123 4392 

16.42-130 〔使者指出方案内状〕

2通 15cm 包紙

不破順命旧蔵。 8月17日， 2月朔日付の2通。

いずれも弓液紋左衛門宛の使者指出方案内状。

指出人は岩囲内蔵助か。

旧書名「岩田内蔵助達書」。

番使

4399 

16.42-124 他国御使之事〔等〕

手写

21T 24佃

加藤里路旧蔵。

内容には，他国御使被仰付候節一巻〈他国御使

道中仕立等についての先例集)，火事之節之事，

同列衆家筋之事(内題「仙石庄左衛門並列等之

事J)，嫡子服之事を含む。

4393 

〔御使番目記〕

貞享2......3年(1685......86)

38T 17.5x12佃

表紙欠。貞享2年11月~同3年間3月の日記

で，毎日の天気と朝番・昼番・泊番・非番の区

別を記し，自分の行動を書きとめている。

旧寄名「御用番日記J。

16.42-131 4400 

-70一

御使番控

手写

巻子1 24cm 

前田貞醇旧蔵。前回図書が江戸城へ御使として

赴いた際の進物，口上等についての詳細な報告

書の控。

旧書名「江戸御使番控J。

16.42-125 4394 

j i十 l



近侍御用

制01 (御中屋敷辺火事に付御使番等へ被仰出候御触) 14406 (富田禰六御使審控〕 16.42-137 

16.42-132 I 手写享保11年(1726)

手写

1通 16佃

宝暦2年(1752)正月朔日に江戸の中屋敷火事に

つき。正月 6日付。

4402 宝暦六年郡廻秘記 16.42-133 

志村五郎左衛門(識行〉著

前田家編鵠方手写明治年間

63丁 23佃

内題「宝暦六年御使番より御郡廻被仰付候節之

秘記」。不破順命所蔵の写。不破本は不破和平

による安永6年(1'177)の写本。著者志村議行

〈のりゆき〉は宝暦6年(1756)当時250石，表小

将奥取次役を勤めていた。内容は同年5月，内

々の御用として郡廻を命ぜられた4人のうちの

1人として越中の往還，海手筋を担当し，豊

凶，札遺通用，民情を調査した際の留番。

旧書名「郡廼秘記」。

斜ω御使番代方等 16.42-134 

前田家編緯方手写明治年間

37T 25cm 

内容は，宝暦~天保期の!日記の抜書。

制04 (御使番取次書類〕

富田次太夫箸

自筆

50通 25佃

16.42-135 

富田権六郎旧蔵。御使番で富田次太夫なる者は

貞武であろう。享保9年8月11日~同16年12月

27日在職。

旧書名「御使番富田次太夫取次書類」。

4405 年中雑記 16.42-136 

富田貞武著

2冊 23.5cm

富田権大郎旧蔵。①享保9年(1724)7月22日~

10月18日 ②享保10年4月4日--9月13日。第

2冊の表紙に「貞武Jと署名がある。家替相続

以前の21，22才の時で，事保9年8月11日御奥

小将から御使番になったo当時は扶持200石。

巻子1 14cm 

富田権六郎旧蔵。富田弥六は貞武，当時は御使

番。御使の報告書を継紙したもの。

旧書名「御使番富田摘六覚書」。

4407 (御使番代一巻〕 16.42-138 

手写文政11年(1828)

32丁 12x18佃

高畠定時旧蔵。外題「御使番代一巻ーノ手御

集奉行三ノ手御使番方」。内容は，享保~文

政期の旧記抜書。

4408 (御使番勤方帳〕 16.42-139 

岡田主税著

手写

8丁 26.5cm

高畠定酔旧蔵。表紙に「明和三年六月廿八日相

勤ル，前田三左衛門殿京都江罷越侯ユ付被下物

御使相勤候一巻Jr明和八年御園江戸表勤方帳J

とあり。岡田主税は宝暦11年正月より先弓筒足

軽頭，明和7年3月文は10月より御異風才許で

あったが，それ以前，側小将を経て延享2年8

月晦日より宝暦11年正月まで御使番であった。

旧番名「御園江戸表勤方帳」。

4409 御使番目記

有沢貞幹著

自筆明和7年(1770)

106丁 17.5x12cm 

16.42-140 

端本。前欠。本文中毎日の天候で明和7年とわ

かる。 4月--8月ごろの日記。朝番・タ番など

の勤番を記し，その日の行動や見開を書きとめ

ている。筆者も本文中より有沢才右衛門〈貞幹〉

とわかる。

旧書名「御用番目記」。

4410 坂井甚九郎自分留 16.42-141 

坂井甚九郎著

前田家編揖方手写明治年間

98丁 23.5佃

坂井直政所蔵の写。甚九郎は御使番， 450石。

内容年代，文政10年(1827)2月15日~同11年。
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御番頭覚書

39丁 21.5cm

子4月7日-...12月27日。江戸における御使関係

の記事が多い。

16.42-147 4416 (坂井直

政

巻末に文政13年「御使番方当用抜書J

政所蔵の写〉を収む。

16.42-142 

配支組特16.43

早打御使之節按之覚

横山隆諺手写寛政3年(1791)

2T 12x18ω 

横山勇太郎旧蔵。早打御伎を命ぜられた時に早

速手配・用意する品々の覚書。

4411 

組持人

16.43-1 一見備忘編

横山敬容著

前田家編韓方手写

2冊 23cm

内容は，寛文~元禄期の諸種の旧記抜書。

明治年間

4417 
16.42-143 

[村井長堅覚書〕

村井主膳〈長竪〉箸

自筆享保10年(172~)

56丁 12X18an 

表紙に， r弐冊之内Jとあるが他の 1冊を欠く。

10月-...12月までの日次の政務覚書。文中にみえ

る主謄，太炊は各々村井長堅，前田孝資で，こ

の年12月18日一緒に人持組頭に任ぜられてい

る。

旧書名「覚書」。

16.43-2 4418 

16.42-144 

久能吉太夫江戸表へ早打御使一巻

手写

29丁目.5x 17.5cm 

高畠定降旧蔵。寛政7年(1795)7月1日.....，8月

8日の早打御使久能吉大夫立政〈当時御使番〉の

報告書写。表紙に「高畠所持」とあり。高畠源

右衛門政人(200石〉関係文書。政人は寛政元年6

月'"'-J7年10月観樹公(斉敬，佐渡守)御抱守。

ただし斉敬は寛政7年6月晦日に18才で死去

した。

早打御使覚書

横山隆諮手写寛政7年(1795)

4丁 12X18伺

横山勇太郎旧蔵。近習類・御使番の久能吉太夫

が佐渡守様病気見舞の使者として出立の時， 7 

月 1日の記事。

4412 

4413 

〔村井長竪〕覚書

手写享保15年(1730)

37丁 12X17佃

人持組頭村井主膳長竪の享保15年正月朔日-...12

月29日までの日次政務日記。

旧書名「覚書J。

16.43-3 4419 16.42-145 4414 廻状等留

手写

20丁 24an

天保12.13年御使番関係の内容。

諸事覚書

延享3年(1746)

42丁 21.5佃

早川随勝旧蔵。人持組頭の組支配に関する例規

を享保期までの事例を挙げて記している。

16.43-4 4420 

覚留帳

宝暦8年(1758)

111- 20叩

宝暦8年正月 1日-...12月28日の簡略な人持組頭

16.43-5 4421 

御使番方諸事心得方等自分留

高畠定時手写

41丁 12x18ω 

高畠定酔旧蔵。内容目録14項。火事方一通之心

得，自分之覚，御鷹野等御出之節心得，自分心

得之条々，御貸馬願，侍中居屋敷内出火之節心

得，組屋敷内見分之心得，御人数二指添申事，

御域内外御出之節言上方等，御出馬等心得，学

校江出座中火事之心得，諸事心得抜書，御弘等

ユ而登城之内出火之心得，御留守中勤方。高畠

善左衛門定時は慶応元年8月14日，同4年2月

26日の問御使番であった。

16.42-1~6 4415 

4
・
昇
日
も
剣
掛
釦

E
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の役務日記。著者は宝暦8年7月7日年寄中御

用見習を命ぜられているo

4422城中御用目録

宮田貞寧著

自筆

巻子1 16佃

富田権六郎旧蔵。内容年代，天明3年(1783)10

月28日~同4年4月10日。冒頭に父外記の遺知

相続を許されたことを記す。したがって，富田

織人貞章とわかる。亡父は貞直。以下とびとび

16.43-6 

の日付になっている。

4423御内用一件留

文化2年(1805)

88丁 23.5cm

村井文兵衛〈長祥のち長世〉と奥村左京〈質直〉関;

係の種類留。内容は，文化2年 8月--10月。商

人は当時共に人持組頭。

16.43-7 

4424御役儀方諸事留

天保5--6年(1834--35)

86丁 23.5cm

横山隆起旧蔵。横山蔵人関係の公務上の往返紙

面写。蔵人は政和。天保5年家替をつれ

16.43ー8

4425 雑用記

前回短正〈式部〉手写

67丁 23cm

前田栄次郎旧蔵。組頭の組下支配に関する要綱

〈書式・手続など)40項目を記している。短正は

30∞石，文政元年家をつぎ，小松城番，寺社奉

行，公事場奉行を経て天保11年若年寄，嘉永6

年家老役，文久2年隠居・没。

16.43-9 

4426御縞御届紙面等留

手写

113丁 24.5cm

横山隆起旧蔵。嘉永6年(1853)--明治2年(186

9)の横山蔵人より提出した家臣も含めた人事異

動(出生，縁組，任免，欠勤，湯治，拝領等

々〉の屈。また請書綴り。

16.43-10 

支 配

4427月切留

安政5年(1858)

10丁 12x 18cm 

家中の土の死去，相続，縁組などの人事に関す

る事務の覚書。当時人持組頭であった村井文兵

衛(長在〉関係のものらしい。

16.43-11 

4428組用等覚帳

村井長在著

自!筆安政6年(1859)

10丁 12x18佃

長在〈ながあきら〉は村井氏11代。天保13年遺知

をつぐ。人持組頭。安政6年 1年間の公務日次

覚。

16.43ー12

4429 (本多周防守伺害〕

手写

2通 16cmx24.5佃

①11月3日付，由比覚左衛門人夫諦取高につき

伺 ②11月14日付，無息の子弟へ貸人の件につ

き伺。

16.43-13 

旧書名「本多周防守之番附」。

4430 (本多政長害状〕

本多政長〈安房守〉著

自筆

2通 17佃

有沢小太郎宛夫銀切手の件と中川采女宛姪の縁

組許可の件。

16.43-14 

4431 〔村井文兵衛害状〕

村井文兵衛著

手写

巻子1 16cm 包紙

組下藤田左衛門の拝領銀の件につき，横山山城

守宛， 8月14日付。

16.43-15 

4432 (小幡忠左衛門枠豹三張文之事〕 16.43-16 

1通 16佃

御勝手向難渋の儀につき心付張文をした小崎豹

三の処分につき，外出指解の旨を顕である志村

平之丞宛に達している。

。d
ヴ

'
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16.43-22 

務

を勤めた。

4438御城代方覚書

奥村尚寛編

前田家編韓方手写

3冊 23佃

前号に同1:0

政

組頭ヘ内々口逮ニ而申聞候趣

手写

1通 16畑

中川典克旧蔵。寅2月付。諸士風俗につき演述

の覚。

16.43-17 制33

明治年間

16.43-23 小松御城方旧記抜番

手写

1$ ./lr丁 26cm

高畠定酔旧蔵。小松域代関係記録で，内容年

代は，延宝8年(1ω0)--元禄9年(1696)。

制39

16.43-18 〔二の丸へ材木入申に付手形〕

手写

2通 17cm

中川典克旧蔵。①亥11月13日付小幡宮内より，

②11月20日付笹・原織部・寺西若狭より，それぞ

れ二の丸作事用の材木を入れることについての

案内状。二の丸人持衆中宛。

旧書名「二之丸へ材木入申候寄付」。

制34

小絵御城代被遊付諸事御用之品捜留帳 16.43-24

手写

56T 23cm 

前回貞醇旧歳。内容年代，元禄16年(1703)7月

11日~宝永元年(1704)の往返状の留。ちょうど

この時期に前回備前貞親が小松城代(元禄16年

~宝永2年10月15日没〉を勤めている。

4440 

16.43-19 〔前田佐渡害状〕

前田孝貞箸

自筆

1通 17伺

中川典克旧蔵。中川式部宛。中川式部は長定か。

制35

小松御城代方旧記抜書 16.43-25 

横山蔵人〈政和〉手写文久3年(1863)

18T 12X 18佃

延宝~元禄期の小松城代関係の記録。横山蔵人

政和は文久3年6月4日当役再起から慶応2年

8月21日〈当役指止〉まで小松城代であった。

制41

16.43-20 

番

〈金沢・小松城代〉

城.代・城

制36

16.43-26 小松之儀ニ付御用番方留帳番抜

横山政和手写文久3年(1863)

37丁 12X18cm 

4442 

16.43-27 小松御城代方諸事覚

横山政和編

前田家編輯方手写

2冊 23cm

①巻一文久3年6月3日--9月11日

巻二文久3年9月12日~元治元年8月沼田

②巻三元治元年8月13日~慶応元年6月お日

巻-四慶応元年7月4日~同2年4月6日

巻 五 慶 応2年4月12日--8月21目。

4443 

明治年間

御城代方覚書

射す尚覚編

前田家編輯方手写

3冊 23cm

奥村栄滋所蔵の写。金沢城代関係について寛文

期の旧記から編集したもの。奥村河内守尚寛

は，寛政9年~享和2年(1797--1802)金沢城代

』品
I

弓
4

〔小幡宮内申渡書〕

小幡宮内著

自筆

1通 17cm

正月28日付，前田七郎兵衛・中川八郎右衛門宛。

城内の道具調査のため歩目付を会所へ呼出した

内容。宛名は大横目で，その就任年代から推し

て，宮内は長次。寛文4年(1664)6月金沢城代

をやめ隠居している。

旧審名「小幡宮内口上番」。

16.43-21 

明治年間

制37



組 支 配

4似 〔小松御域防御用古き反古之内轍) I 4449 小松御縮覚書 16.43-33 

16.43-28 I 前田家続緯方手写明治年間島

横山政和手写文久3年(1863)

22丁 12X18cm 

外題「小松御城代方御用 前回無尽施老方古き

反古之内密按」。

4445 小松御城代方旧記抜書 16.43ー，29

横山政和手写元治2年(1865)

40丁 12X18cm 

内容目次は小松御城御巡見御作法番，小松御通

行ユ付紙面品々，塩桶一件，前田図書所持絵図

之目録，御座之閑御書院名目，御櫓井二階御亭

巨細番，御摺舟路明人夫，向野塩硝蔵小松御作

事所ユ而御修覆，御門通抜之押，護国院様御逝

去ユ付御縮方申波留，升形御門石場損候名目之

事，前田修理知定御城代被仰付候義，前田兵部

御成代之翻御成御説之御作法書。

制46 小総御城代之時分之留記

手写

1ST 24.5ω 

16. 43-S0 

内容は，城代の守る条々，哲紙，兵根支度方な

ど。

〈小松城番〉

制47 小松御城御用留帳之内抜書

手写

47T 23.5cm 

16.43-31 

前回貞醇旧蔵。小松域番の御用留の抜書。内容

は，延宝7年 (1679)#"OOJ享保m年 (1725)にわた

る。

4448 小松城番覚書 16.43-32 

前田家編輯方手写明治年間

2冊 24cm

前回貞醇所蔵の写。

①延宝7年より〈明和8年迄)小松御城番交代等

覚書

②小松御城中掃除小者給銀等〈宝永2年)，諸事

留帳〈宝永2年)，文化6年7年小松御城番方

御用弁火消方御用留帳。

38T 23.5cm 

前田貞醇所蔵の写。内容は，前号の第1本に同

じで，延宝7年(1679)#"OoJ明和8年(1771)の小松

城番交代等の覚書。

4450 小松御本丸旧記抜書 16.43-34 

成瀬正居編

前回家編輯方手写明治年間

5冊 23.5cm

小松御城番方の旧記抜書。

① 巻 ー 延 宝7年~元禄6年

巻 二 元 禄7年~宝永5年

② 巻 三 宝 永6年~享保元年

巻四享保2年#"OoJ9年

③ 巻 五 享 保m年#"OoJ18年

巻六享保19年~延享元年

@巻七延享2年~寛延元年

巻 八 寛 延2年~宝暦3年

⑤巻九宝暦9年~明和8年

巻十天明4年~寛政元，同9年

附，御親翰等写，小松御減御間等取調書。

4451 小松御城番方御本丸旧記抜書

成瀬正居編

自筆安政3""4年(1856""57)

4冊 12X18cm 

16.43-35 

成瀬正居旧蔵。ごく項目的に記されている。成

瀬主税正居は，安政3年(1856)7月26日~同4

年9月小松波番。内容年代は下記のごとし。

①延宝7年~宝永5年

@濯永6年~宝暦3年

③宝暦4年~享和2年

④文化元年~安政4年。

4452 小松域記録二十三種 16.43-36 

前田家編輯方手写明治年間

5冊 23.5cm

元禄16年(1703)""慶応3年(1867)にわたる小松

城勤務関係文書を蒐集しである。

①元禄16年小松御城付足軽中康島居番人御切米

高役付歳附帳，小松御城方旧記按脅，延享3

年10月小松御城方之儀ユ付被仰出等，小松御
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域番旧記番按，宝暦5年小松斌廊廻等書出之

帳，天明 3年小松御城御土蔵ユ入御武具等之

覚

②小松御域御警衛帳魯披，前回無尽庵方古き反

古之内書抜，微妙院様御在城中之節之小松武

鑑，小松御城中御定，小松御城番勤方帳

③文久3年小松之義ユ付御用番方留帳番抜，古

き押紙面之内御巡見之分書抜，小松御披御門

格等技，小松御城ニ御丸御番所より取揚候古

き押紙面之写

@小松御馬廻井自分知行高役付歳附帳，小松御

披臨時御人配，じ組覚書，小松御城番早繰等書

抜，小松御城代方旧記書抜

⑤小松御誠附足軽井康島居番人妻子等人数帳，

支配人知行高歳付帳，中納言様小松御城御巡

見一巻，小松御城方難助余記〈渡辺佐太夫心

附番・射手御番所名目・御郷町与力余議物密

立等・御馬廻御入場等詮議物書立等・御馬廻

人数しらへ番・津田善六郎申閲之趣〉。

〈ただし以上の目次には，短かい文書・記録は

省かれている〉。

4453 小松より越後屋鋪ヘ来状留帳 16.43-37 

前田家縮緯方手写明治年間

8丁 24cm

表紙朱寵「前回貞先代手記ノ写ナリJとあり。

元禄16年(1703)10月，小松御城惣構薮之内伐取

者召捕之事等の留帳。

相
鞠
和

H
R嘗
日
1
1
4
4
4

務

旧書名「小松城代口上書J。

4456 (小松城番前田市正等害状〕

前田市正・岡嶋内膳著

33m 17cm 包紙

前田市正・岡嶋内膳連署状。①9月10日付，小

松城中損所につき報告 ②10月28日付，小創可

奉行新任につき請書③12月3日付，小松御斌

附足軽小頭新任につき達書。①②は前回備前

宛。市正〈虎之助)顎盗，内謄一定がともに小松

城番であったのは元禄17年~宝永4年の期間で

ある。

16.43-40 

4457 (前田近江守達書〕

〔享保8年(1723)J

16.43-41 

1通 17.5cm

笑卯2月22日付で奥村内記より前田近江守宛

に，前田中務より病気につき小松城番免除の伺

いが出され，それを了承した旨前田近江守が，

前田中務に伝えれたもの。前田中務貞直の小松

城番御免は享保8(笑卯〉年であり，したがって

近江守は直竪と考えられる。

4458 小松御城御用留帳之内抜書 16.43-42 

前田家編輯方手写明治年間

86丁 23.5cm

前回貞醇所蔵の写。享保10年(1725)3月~明和

8年(1771)3月にわたる小松城番の記録。

4454 小松御城番窺書

前田修理・葛巻十右衛門著

自筆

16・43ー38I 4459 高畠左門留帳

高畠左門著

手写

7通 16cm

いずれも前回備前宛。修理知，頓と十右衛門重広

は小松城番，備前貞親は小松城代。小松城附足

軽の人事その他についての伺書類。 3人の勤務

時期から推定して，元禄路年~宝永2年5月の

聞のもの。

旧書名「小松御城番上申書J。

4455 (小松城代留帳旧記に付返書〕 16.43-39 

1通 17佃

小松域代備前殿く前回貞親，在職元禄16-'宝永

2年10月15日没)の指示に関する下僚の返書。

16.43-43. 

10冊 23佃

高畠定酔旧蔵。高畠左門定延の役務日記。著者

は大小将を経て寛延元年8月23日~宝暦8年2

月28日小松御馬廻番頭を勤めた。 7∞石，宝暦

1()!年7月没， 71才。本書の内容は寛延元年9月

より始まっている。

① 寛延元年(1748) ②寛延2年

③ 覚延3年 @寛延4年

⑤宝暦2年 ⑥宝暦3年

①宝暦4年正月"""6月

③ 同年 7月"""12月

⑨宝暦5年正月........5月
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⑪ 同年 6月--12月。

旧書名「留帳Jo

4460 (御親翰持御靖之写等〕

高畠左門定延手写

自筆

44丁 24cm

高畠定降旧蔵。表題「御親翰芥御前之写，奉逮

御内聴候写，御勝手方江相違侯写，御城代江相

達侯写」。内容は，貞享以降のものであるが，小

松城番関係が多い。

16.43-44 

制61 御園田附衆小松表へ御越に付諸事御用留帳

16.43-45 

宝暦5年(1755)

68'丁 23.5cm

高畠定醇旧蔵。小松御馬廻御番頭の役方記録。

当時，高畠左門定延 (700石〉と村田吉左衛門景

福 (700石〉が勤めていた。

判62 覚書 16.43-46 

前回数馬著、

自筆明和9年(1772)

8 T 12X 17.5cm 

前田栄次郎旧蔵。小松城番の御用儀および心得

方についての覚書。前回数馬豊虎は明和8年1I

月~安永4年6月の間，小松城番を勤めた。

旧書名「小松御城番心得覚書」。

制63 (篠崎左京紙面等写] 16.43-47 

篠嶋左京著

手写

10丁 13X15.5佃

成瀬正居旧蔵。内容年代，天明2寅年(1782)3 

月2日--4月の篠島左京清一発信公文書類の

写。左京はこの年3月11日付で小松城番に就い

たe

制64 小松御用方覚書 16.43-48 

22T 8 x 17.5側

成瀬正居旧蔵。内容は，取捌方留盤。天明 5年

(1785)か。

支 配

4465 小松御城御用方諸事心覚留帳 16.43-49 

成瀬左近著

自筆天明 5--6年(1785--86)

16丁 24cm

成瀬正居旧蔵。成瀬左近〈左京〉正喬が天明 5年

(1785)11月26日付で小松御城番に任ぜられた時

から，翌年3月までの留帳。

4466 (小総御城番勤方覚帳] 16.43→o 
成瀬左近著

成瀬正居手写

5 T 12.5 x 36.5cm 

成瀬正居旧蔵。内容は，成瀬左近正喬が小松城

番を勤めた期間天明 5年(1785)--寛政2年(17

90)の勤方覚書。

4467 小松詰之節之留記 16.43→1 

7丁 13x35cm

成瀬正居旧蔵。内容は，天明6年〈成瀬左近正

需が小松波番当時〉。

4468 御改法エ付金谷於御殿石野主殿助ヲ以相窺候品々

言上等之趣写置 16.43ー，52

手写天明6年(1786)

2.T 12X36cm 

成瀬正居旧蔵。天明 6年正月--3月の石野主殿

助への問合せ，および3月23日付前回主殿助・

成瀬左近の上書の写。内容は，小松抜足軽火事

羽織，披番人々御貸家修覆のことなど。前回主

殿助〈実種〉・成瀬左近〈正喬〉は小松誠番。石野

主殿助〈寛氏〉は御近習御用。

4469 小松城御堀井町夫留 16.必→3

手写

81T 24.5佃

内容は，天明7年(1787)--慶応2年(1866)にわ

たるo 小松作事所方の編集か。

旧書名「御堀井町夫留」。

4470 小松御城番方旧記抜書 16.43→4 

前回路博〈織江〉箸-

手写寛政6年(1794)

2冊 11.5XI7.5叩

前田道益旧蔵。内容は，小松御城中御定番，小
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小松御城番方雑記

成瀬正居箸

自筆安政3年(1鰯〉

37T 12X 18ω 

成瀬正居旧蔵。正居が小松城番当時の覚書で番

方，定日，町奉行・小松作事奉行・武具事行・

三の丸番頭の歴代，塩硝蔵の筒薬の箱数，その

他諸種の記事を含む。

16.43-61 

務

4477 

政

松御成番勤方帳など勤方に関する旧記からの集

成。前回織江は寛政6年正月~同9年間7月の

間小松城番。

小松御城番一巻承合覚

手写

27T 12x 17.5佃

前田道益旧蔵。内容は，小松城番の御用取捌方。

前号と同筆なので前回織江の記録か。

16.43-55 4471 

16.43~2 小松御城番御用方留日記

成瀬正居著

自筆

60丁 12x18cm 

成瀬正居旧蔵。内容は，安政3年(1邸6)7月26

日~同 4年9月11日。

4478 
小松御用方留帳

富田外記縞

127T 25cm 

富田権六郎旧蔵。文化元年(18Q.:l)11月18日~同

9年 5月14日までの小松城番方の往返状の留。

富田外記貞行は文化元年11月19日小松城番に就

き，文化9年4月10日御奏者番となる。

16.43一号64472 

16.43~3 小松覚書

前田貞発編

7T 12x18.5cm 

前田貞醇旧蔵。前回図番貞発が， I日い記録から

縞した覚書。貞発は万延2年正月~元治元年3

月の間小松裁番。

4479 

16.43-57 於小松御用方留帳

39'丁 24.5cm

富田権六郎旧蔵。次号と肉筆。文化2年(1805)

7月~同3年3月までの記録。

4473 

16.43~4 小松御域文化録

大野木良之助編

手 写 嘉 永4年(1851)

2冊 23.5cm

大野木家旧蔵。小松城番の諸向取捌き方の記

事。大野木良之助克貞は，嘉永4年正月~同7

年2月の間小松御城番を勤めた。目録は以下の

とおり。

①「小松御域文化録」

2月朔日其年順先々御披番達方等之事， 3月

14日発足より小松旅宿迄之心得方等之事， 3 

月15日登城交代其外御用番等江達方之事，

御城番取捌3月より 3月迄常例等之事，御祝

詞状調方其外年寄衆ヘ達方等之事，二之御丸

押紙面等之振合之事，御番頭江申達候品々之

事，御算用場向取捌之事，御武具奉行御作事

奉行戻手合之事，御省略所御副印物調方之事，

御横目所遠方之事，宗門奉行手合之事，月

才許小頭等江申渡侯品々之事，町奉行手合之

事

②「小松御域文化続録」

4480 小松御在番中御用留帳

前波宗右衛門著

38T 24.5佃

富田権六郎旧蔵。前波宗右衛門は富田外記〈貞

行〉の家来。外記が小松城番〈文化元年--9年〉

であった時の勤務の記録。内容は，文化5年

(1808) 3月~同9年(1812)3月。

16.43-58 4474 

御在府日記

前田中務著

前田家綿綿方手写

19T 25cm 

文化8年 (1811)。前田中務貞道は当時小松城

番。

16.43-59 

明治年間

4475 

16.43-60 

。。マs

所々御門定

前田織江締

手写

33丁 24cm

小松域の各御門番所における番人の心得を記し

たもの。天保5年(1834)までのもの。

4476 



組

小松御城諸旧記早繰，小松御城番勤方帳等，

・小松御門方御定，小松御番頭等江之紙面之振

等，茶湯御暇之例。

4481 小松御城番方遺留 16.43→5 

成瀬正居箸

自筆

23T 12X 18ω 

成瀬正居旧歳。内容は，安政3，4年(1邸6，1 

857)。

4482 小松城番年代等四種 16.43→6 

前田家綿棒方手写明治年間

58T 23.5an 

内容は，小松御城番等年代，前田直竪ヨリ前回

貞親へ申遺覚醤，御親翰拝写等，前回土佐守義

s付伺番草案。

支 配

99丁 23.5佃

原本〈不詳〉の乾の巻にあたると付札あり。組頭

役務上の届・願類の旧例集。全55項目で巻頭に

目次あり。享保~寛政期の事例を収めている。

〈馬廻組〉

制88 御馬廻組記録抜翠 16.43ー72

手写

3冊 24cm

高畠定酔旧蔵。内題「御馬廻組頭御用番記録抜

奉共三冊，弁当職人記録中可為故事者摘出附

之」。各冊に目次あり。

①寛文元年(1661)--元禄1伴 (1697) 165項目

②元禄11年~宝永5年(1708) 127項目

③宝永6年~享保8年(1723) 143項目。

4483 小松御城代御城番旧記覚書

前田貞発手写

3.丁 21佃

前田貞醇旧蔵。

4489 御馬廻古例抜書 16.43-73 

16・43→7I 手写

55T 18.5x 13佃

高畠定時旧蔵。寛文元年(1661)--享保ロ年(172

7)までの旧例集。

諸 組

制84 (組支配者之行跡心得に付被仰出之番立〕

16.43--68 

制85

天明 5年(1785)

1通 17an 包紙

行跡心得の善悪を，時を待たず申上げるべき

旨，御恩番長大隅守より諸頭ヘ申渡した醤立。

泊客;挺支之定之行Z恥心得ユ付被ぷJ

dミイ堤i是正之.-10
雑目録 曹.....0 16.43→9 

120丁 24an

「諸頭等へ申波留書抜」と副題あり。文化5年

(1808)--嘉永元年(1848)。諸触令の項目を列記

している。

4486 (火之用心遣書請書〕 ・ 16.43ー，70

1通 17cm

中川典克旧蔵。諸組頭よりの務審。

簿

写

記

手
頭組ヲ

gno 
M
判 16.43ー，71

齢齢L目:

4490 御馬廻頭旧記・手留 16.43-74 

高畠厚定著

自筆

6冊 12X18価

高畠定跨旧蔵。厚定は宝暦12年遺知700石をつ

ぎ御馬廻に列し，寛政元年(1789)に馬廻頭とな

った。文化7年9月没。

①宝暦年中御馬廻頭旧記

②御馬廻頭旧記

③宝暦年中旧記御馬廻頭御用留之内

④御馬廻頭旧記

⑤御馬廻頭手留天明元年より安永7年

⑥御馬廻頭手帳文化2年8月より。

4491 定番頭覚抜書 16.43ー75

24T 13X35cm 

高畠定時旧蔵。内容は，宝暦・天明期を中心と

した日記で，享保期から寛政期までに及んでい

るo

マ'
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4492 御馬廻頭留記 16.43ーマ6 4491 中将様御手自被渡下候御書立 16.4B-81 

前田家編韓方手写明治年間 4通 17佃包紙

44冊 23cm ①天明 5年10月15日「於金谷松之御間御手柄御

坂井直昌所蔵の写。役務に関する旧例集で，内 意之上御渡御書立之通也J(北藩の署名あり，

容il~代は明和 4 年(1767)--嘉永 6 年(1853)にわ 伴七兵衛の端書〉

たっている。 ②天明 5年10月18日「石野主殿助を以被渡下候

御番立壱通J(伴七兵衛の端番〉

4493 〔御親翰に付廻状井靖容写〕 16.43ー77 ③天明 5年10月，北藩の署名のある書立

2通 16.5佃 包 紙 @③の写。

明和9年(1772)7月11日馬廻頭への御親翰につ 中将様は重教であろう。伴七兵衛は資明，天明

き7月13日付の馬廻頭より各番頭等への廻状お 5年7--10月は定番馬廻番頭，明和~安永期に

よぴ7月18日付請書写。 7月11日は務主治備の 大かね奉行の経歴あり。

金沢出立の前々日にあたる。 旧書名「家中倹約方等御審立」。

旧書名「御親翰御前控J。

4498 御馬廻組頭内密留 16.43-82 

4494 組用留記抜書 16.43ー，78 高畠〈菅原〉厚定著

手写 自筆寛政7年(1795)

7冊 23.5cm 5T 11.5X17cm 

組支配関係の旧例を略記したもの。一之部から 高畠定時旧蔵。寛政7年11月5日より 12月中の，

十之部までに分けられている。事例は明和・安 大小将に推せんすべき者の追加分の書上げ。

永期から嘉永まで。

4499 御馬廻頭内廻状留 16.43-83 

4495 〔馬廻頭留帳〕 16.43ー-79 高畠厚定著

手写 自筆寛政8年(1796)

34T 12x18ω 5T 12x17.5佃

表紙なし。後欠。組内の者の人事についての篠 高畠定酔旧歳。役人任命のための候補者名を記

原勘左衛門の届， 伺類とその返書。「陸田努ホ す。

白書仕損一類へ御預之事」以下安永6丁酉年， 旧書名「御馬廻頭相勤候節内廻状留」。

同7年のもの。篠原茂承は当時馬廻頭. 1000 

石。旧書名「政務に関する諸届，諸達J。 4500 組頭溜手帳 16.43-84 

高畠厚定著

4496 安永天明間御用留 16.43-80 自筆寛政9年(1797)

前田家編緯方手写明治年間 29T 12x 17cm 

100丁 23cm 高畠定時旧蔵。寛政9年4月15日--7月24日の

内容年代は，安永8年(1779)--天明 6年(1786)。 役方手留で11項より成る。編者は馬廻組頭，ま

内題「御用内留」。内容は，家中の土の役職任免 たこの年4月7日付で宗門奉行になっている。

関係が主である。著者は不詳であるが，中村左

兵衛〈敏子.650石〉の署名が多くみられる。左 4501 御馬廼頭内密御用留 16.43一筋

兵衛は安永7年12月25日馬廻頭に任じ同 9年 高畠厚定箸

6月(4月とも〉宗門奉行を勤め，天明6年8月 自筆寛政9年(1797)

15日定番頭に転じた。以上から本番は馬廻頭の 3丁目X17cm

御用摺か。 商品定僻旧蔵。

旧書名「御馬廻頭相勤之節内密御用留」。
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4502 御馬廻頭密事御用留 16.43ー86I 4501 (諸士風俗に付被仰出候覚書〕 16.43ー91

高畠厚定箸 | 坂倉伝右衛門著

自筆寛政1伴 (1798)--享和元年(1801)0 文化4年(1807)

4冊 12X17.5cm 

高畠定時旧議。

①寛政9年御馬廻組頭内密樹

②寛政1伴御.馬廻頭相勤ル節密事御用留

③寛政11年 密事留

@享保元年内密御用留。

旧書名「御馬廻組頭内密密」。

45ω 〔御馬廻頭〕相組預ル御用留

高畠厚定〈五郎兵衛〉著

自筆寛政12年(18∞〉

12丁 12X17cm

16.43-87 

高畠定時旧蔵。江守平馬が2月7日に定番頭に

任じたためにその組を預ることになった際の引

継関係文書の留。

1通 15ω 包紙

諸土風俗が緩んでいるとひして改めて馬廻組頭

へ仰波された。坂倉は御用番。

4508 諸事自分留 16.43-92 

不破紋左衛門(有親〉箸

自筆天保15年(1844)

11丁 23cm

不破順命旧蔵。原題は「御馬廻頭就被仰付組用

等当座諸事自分留」とあり，表紙署名の肩書に

「九里歩代被仰付」とあり，文，表紙右上に

「天保十五甲辰年三月八日ヨリ」とあるが，こ

の日九里歩の後任として馬廻頭となった。当時

1∞o石。なお，同月21日に宗門奉行に就くが，

それ以前までの記録。

4504組頭席留帳抜書

手写 享和3年(1803)

時.43ー88I 4509 町廻御定書写

手写

16.43-93 

92丁 12X18佃

横山勇太郎旧蔵。組頭溜日記帳のうち，安永4

年(1775)5月~天明3年(1783)正月の分から，

当番の取捌方に関するものを主に年月順に抜書

したもの。抜書は武田喜左衛門が行ない，本書

はそれを写したもの。巻頭に90項の目次あり。

4505御親翰留其外密事壁内廻状留

高畠厚定著

自筆文化元年(1804)

61丁 12X18cm 

16.43-89 

高畠定降旧蔵。著者が馬廻頭，公事場奉行兼帯

を勤めていた文化元年7月~同3年4月の日次

留書q

4506 御親翰井言上其外内密留

高畠厚定編

自筆文化3年(1806)

13T 11.5x 17.5cm 

16.43-90 

高畠定僻旧蔵。厚定は当時，馬廻頭，公事場奉

行兼帯。

8 T 12x 17cm 
横山隆太旧蔵。寄合より御馬廻組頭中に宛てた

ものの写しで，火の用心の見廻りの心得を記し

たもの。

4510 御馬廻頭旧記

高畠厚定著

自筆

63T 22ω 

高畠定時旧蔵。勤方についての留。

4511 事品要略

藤田某著

手写

〈御番方〉

2冊 12.5X18cm 

16.43-94 

16.43-95 

藤田与七郎旧蔵。内容年代は，元禄4年(1691)

~文化11年(1814)。金沢城御番関係の諸規則。

旧例を書留めている。各冊巻頭に目次あり。

4512 (御番所宝永・安永留書〕

手写

16.43-96 
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4518 御門番近例紗

手写

79'丁 23.5cm

内題「御番方不念井掛合等之品近例抄書Jo内

容は，金沢城の門番方に関する旧例集。 16項目

〈巻頭に目次あり〉。内容年代は，文政2年(181

9)--天保11年(1840)。

16.43-1ω 

務政

6丁 24cm

表紙は「石之事」とあるが最初の項目を採った

もので，番所通行に関する留醤。

旧書名「宝永・安永留審」。

16.43-1ω 

16.43-104 御門方留帳

割場縮

明治2年(1869)

46T 25ω 

江戸藩邸の番所勤番方に関する番類留。

4519 御作事方御門御往来之御面々等

文政9年(1826)

4T 11.5xl加

横山政和旧蔵。前回大和守他50名。

4520 

三之丸御番方壱巻

横山某綴

手写

82丁 17.5x 13.5cm 

横山隆太旧歳。下巻のみ。以下の項目に大別し

て，享保~享和期の旧例を挙げている。巡見上

使等之事，御奉笹井御飛脚等到来之節之事，不

時取捌旧記，御番所作法，於御番所急病人有之

節取捌方，火事方壱巻，御門格，部御披，御番

方ニ付御番人より直二御城代江御逮可申越ニ付

松原普左衛門殿ヨり之紙面，御着成之節御使者

人持組相勤候ニ付雨挟箱可相通之事。

16.43-97 4513 

16.43-105 〔御城門縮に付逮〕

1通 16cm

申12月付。石JII門の通行取しまりがみだりにな

っているについての件。

4521 

御番方手帳

前回家綿綿方手写

58T 23cm 

安井顕比所蔵および横地秀三所蔵の写。内容年

代は，安永7年(1778)。安井本の部分は番所，

泊番に関する定番，勤方制規。横地本の部分は

例規集。

16.43ー98

明治年間

4514 

〔御門往来許可依頼状〕

1通 16ω

子2月9日付，前回図書署名，ニノ丸御馬廻番

人衆宛。手医師呼寄につき。

旧書名「本丸御門往来許可証」。

10.43-106 4522 

16.43-99 金谷御門御番所留帳写

元傍手写

48丁 8x 18cm 

横山隆太旧蔵。天明j聞の事例を収めている。

4515 

〔印鑑見合に及ぱず城中御門往来通抜の家来名書

出状] 16.43-107 

2通 20叩

前回図書より二之丸御馬廻御番人衆宛，亥9月

27日付，亥9月15日付。該当の家来の名を列記

しである。

旧書名「前田図書印鑑指出書」。

4523 

16.43-100 三ノ御丸御番方手帳

中川某著

享和3年(1803)

29T 7.5 x 18cm 

横山隆太旧蔵。御門番方関係の御定，制規，旧

例などを書留めた袖中録。

4516 

16.43-1ω 〔下城之節河北門駕鏑居所之図〕

絵図 1枚 40x28叩

前田恒敬旧蔵。

旧書名「河北御門下城之節駕鰭居所之図」。

4524 
〔御本丸等域内御番之次第〕

文化3年(1806)

20丁 7x 18cm 

本丸，薪丸，東之丸，河北御門，石川御門の番

組の構成と人名を記したもの。

16.43-101 4517 

R-Jurid盤
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飛んでいる。各冊の表紙に「葛巻新蔵」と署名

あれ題名は以下のとおり。

①元禄5年間 6年雑記

②日用雑記

③元禄7年雑記

@元禄7年雑記

(註，③と@は同文であるが，③は正月 2日

迄.@は正月21日迄を記・載。〉

⑤元禄7年続己

⑤元禄7年鯨己

⑦元禄7年雑記

③元禄7年同8年鱗己

⑨元禄8年雑記

⑮元禄8年同 9年嬬己

⑪元禄9年間10年雑記

⑫日記抜書，元禄8年，同11年，同12年，同13

年，同14年，同15年。

旧番名「雑記」。

配支

16.43-1ω 〔万覚〕

横山志摩〈正房〉箸

自筆寛文4年〈路6心

2冊 24cm

志摩正房は4500石，近習，中小将番頭を経て当

時は中小将組頭を勤む。のち若年寄，家老とな

る。

①「万覚」寛文4年正月朔日--5月26日

②「万留帳J同年5月29日--12月28日。

旧書名「万留帳Jr包諺諮」。

組

組〉将〈小

4525 

16.43-110 

明治年間

万留帳〔抜書〕

横山志摩〈正房〉箸

前田家締i蹄方手写

19丁 25cm

内容は前号②の抜番。

'4526 

16.43-114 4530雑記

蔦巻新蔵著

手写

3冊 27cm

上中下3冊。当時奥小将を勤めた葛巻新蔵克明

の記録で，本書はその抄記。

①元禄5年同6年綜己，元禄7年雑記 (5月7

日迄〉

②元禄7年離己 (5月8日--10月〉

元禄7年間8年続己 (8月迄〉

③元禄8年同 9年鱗己 (9月より 8月初迄〉。

16.43-111 御小小姓御用之覚

寛文4年(1664)

10丁 25cm

寛文4年6月から翌5年10月迄の時折の党番。

4527 

御大小将方江戸留抜書

2冊ロX18cm

高畠定僻旧蔵。第 1冊に第六迄の目次M項目が

あるが，第一，第二の 2冊のみ。第 l冊に「和

田」と署名あれいずれも元文5年(174ω~延

享3年(1746)の事例を項目別に分類した昭帳故

番。

16.43-115 4531 

御大小将組定番等覚

手写

18T 12X 18.5cm 

高畠定酔旧蔵。天和2年(1682)11月2日網利の

大小将組頭中宛定書。同月岡田大小将出立井軍

役之事，11月6日付「覚J(大小将組頭宛)，壬戊

11月6日，御大小将中年頭御礼之事，その他，

旗，馬印などを編輯記録している。

旧番名「御馬廻頭密事御用留J。

16.43-112 4528 

16.43-116 三輪氏日記頭書

前田家編輯方手写

84丁 23cm

三輪允明所蔵の写。巻二~四を収むく巻ーは

明治年間

4532 

〔元禄雑記〕

葛巻新蔵箸

自筆元禄5.......14年(1692--1701)

ロ冊 13X7.5佃

大野木克征旧蔵。葛巻新蔵ははじめ俊資，宝永

7年改姓して大野木克明という。前回綱紀の奥

小将となり，当時は850石.......1150石，泰雲公(10

代重教〉奥小将番頭，元禄12年6月27日より先

筒組足軽頭となるo 日次留密であるが，日付は

16.43-113 4529 
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欠〉。巻之ニは宝暦元年--3年，巻之三， 四は

宝暦3年。筆者は三輪允明〈ただあきら〉と推

定できる。允明は給知1000石，御小将頭，御持

弓頭を勤めた。

4533 御小将頭当用抜書

横山引馬絹

自筆

114T 12 x 18cm 

16.43-117 

小将頭役の支配方旧例集。天明~寛政期の例多

し。

4534 江戸一巻触留等

横山隆鵠〈引馬〉箸

自筆寛政6年(1794)

27T 24cm 

16.43-118 

横山勇太郎旧歳。引馬は当時表小将。正月--6

月の分。

4535 備忘録 16.43-119 

横山引馬〈隆諒〉著

自筆文化10---11年(1813--14)

13T 12x 18ω 

横山勇太郎旧蔵。文化10年正月 1日から 2月1

日までの日記，および文化11年中の覚。隆誌

〈たかこと〉は組頭並.5∞石。文化9年より御

小将頭を勤む。文政2年12月没.56才。

4536 江戸日記 16.43-120 

横山隆諒〈引馬〉著

自筆文化12年(1815)

32T 12.5X 18佃

9月27日~翌日年2月17日。引馬は当時御小将

頭，兼学校方御用。

4537 御内用方留

有沢師貞著

自筆

日丁 12x 18佃

16.43-121 

文政 9年(1826).....悶 ~2年(1829)のもの。師貞は

文政8年10月より表小将を勤めていた。

務

4538 御側小将留帳抜書

手写

2冊 23ω

①弘化3年(I倒的.....4年

②嘉永元年(1848)--4年。

16.43-122 

4539 組用類豪 16.43-123 

大野織人著

前田家編l陣方手写明治年間

4冊 23.5cm

仁義礼智信5冊のうち第4冊〈智〉を欠く。旧例

集。著者は名を定能といい660石，文政11年2

月11日江戸にて表小将御近習御用となり，町奉

行の時以外は，御用部屋に勤めた。第1冊〈仁〉

は被仰付之類，第2冊(義〉は顕之類，第3冊

〈礼〉は異変之類，第5冊〈信〉は雑之部に分類編

さんしである。各冊に目次あり。

4540 御給事役雑記

手写

56丁 24佃

16.43-124 

高畠定時旧蔵。外題は「御大小将勤向J。給仕

役の知っておくべき規式を集成したもの。目次

は御座敷名目，御客御席附御官名御紋御知行

高，御客御目通ユ而手附候御面々，御茶台ニ而

御茶出之御面々，御料理出ル次第付方，御菓子

出ル次第付仕方，麺類出ル次第，上使井御一門

様方御出エ而御盃事有之節御銚子之事s三献之

次第.~~台，御給事雑事〈小目録あり，略す〉。

〈番頭・物頭〉

4541 公儀覚書帳 16.43-125 

64'丁 24cm

寛永2伴 (1643)11月16日綱利(5代綱紀〉誕生よ

り寛文12年12月晦日までの聞の，おそらく番頭

・物頭タラ;r..の者による役用記録からの抜書。

藩主の動向，領内の主要事項も記殺している。

4542 組外御番頭留記

手写

2冊 23.5佃

16.43-126 

内題「組外御番頭要用記J。番頭の組支配のため
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畠l

の役用IEI例集。 ，P;1 lIIfは全60項目で巻頭に目次

あり。第 2jl~は全75項目で巻頭に目次あり，そ

のうち第 1 ~白1156lJliまでは白I~ 1111)と同文。事例

は， 年代の知れるかぎりで延宝~明和j羽のも

の。

4543 新番方留帳 16.43ー127

前田家編ilIT1方手写明治年間

38丁 23cm

三浦氏蔵。「新番方旧記」の文化4年の写本か

らの書技。内容は，宝永2年 ([705)~明和 4

年(1767)。

4544 御親翰封御請書写

手写

3 iil! 17cm 包紙

16.43ー 128

究政元年(1789)年のもの。定番馬廻番頭宛に6

月19日付で改作奉行に相応の者を折iせんするよ

うに命じ，それに対する計i鰐2通 (6月19日.

同22日付〉。

4545 御歩方旧記 16.43-129 

文政7年(1824)

81T 1l.5X 17cm 

野村信由!日歳。御歩組の諸11i11規，町民iI!J.調1支配

の!日例集。内容は， 事保~文政j切の事例。

4546 水上儀ー覚書 16.43-130 

水上喜八郎儀ー(のりかずm
前田家調;i偶方手写明治年間

158T 23.5cm 

内題は慶応2年 5月「御先手物頭被仰付諸事心

覚留物頚並砲隊物頭等云々 」。 俊応2年 5月10

目先手物頭に任ぜられて以後，明治2年までの

役務留記。関係の旧例も集めている。 七京11:張，

ーレ
λ 配

J';iJ11番頭。①俊応元年 5J'J ~12 月 ②皮応2年

正月......ll1J4年正月。

4548 京都詰中御用留

高閲空i吾;g:

手写

21冊 23.5cm

16..13ー 132

ω。京都為御守衛念、出立新兵御番頭詰中御用日

記(慶応2年 4~5 月〉

。京都為御，'f;I，j訪中御用留(同年 6 月 ~12月〉

。京都誌に1"1+金沢御用番之内御用儲中要々抜

書;:: (同年 5 月中旬~12月〕

② o京都為御守衛長大1隅守殿上京折添急発足新

兵御番頭高田宇?再訪中-1'1'(同年 6 月 ~12

月〕。

4549 砲隊物頭就被仰付候諸事留

手写

IOT 24cm 

16.43-133 

砲隊物llJi武田蔵人に代り両国省吾が砲隊物頭に

伺I{すられた-1*倒。 慶応4年(1R68)4月27日よ

り間 4月22日迄。

4550 杉本成ま日誌

杉本成章老一

明治2年(1E69)

107丁 23cm

1 6 .4~-134 

成î~:( しげのり)は当時美和介。はじめ!ll!寧に近

侍L.のち大小将横目，北勉戦争で功あり ，明

治元年12月23日中隊liJiとなる。 明治2年9月20

日より 10月29日までの日記。

(その他)

~t越戦争従軍の記録もあり 。 I 4551 貞享三 年 間 16.43ー 135

旧番名「覚書」。

4547 御用留

高田省吾著

前回家編l陣方手写明治年間

16.43-131 

ÎÌ~国家綱相方手写 明f百年間

15丁 24.5cm

貞享3年(16日6)6 月 5 日 ~7 月 2 1 日の御射手異

風関係の公用日記の写。

2冊 23.5cm I 4552 [延享等記録〕抜書 16.43-136 

別名「高田省吾手記Jol:;Zお1'2mlo高田省吾は新 l 手写

- 85ー



1'，; ，，;': 

政

51丁 23.5cm

延享期三十人組頭の御用留按粋，同定番の写，

覚政2年三十人組の御定書写，諸事御供方被仰

渡等旧記。ちなみに三十人組は藩主の御手廻り

の小者で延室5年30人 1組で5組を置く。その

組頭を三十人頭とも称した。鎗持，草履取，挟

箱持などが役目であった。

4553 御居間先奥御納戸御土蔵後之方破有之三十人頭遥

之一件 16.43-137 

富田某著

自筆天保2年(1831)

55T 12x 18佃

富田権六郎旧蔵。天保2年9月8日土議に賊入

一件につき三十人組の者の勤方について調査，

吟味が行なわれ，処罰された。

4554 三十人頭一件 16.43-138 

前田家編韓方手写明治年間

3冊 23.5cm

前田貞醇所蔵の写。三十人組の支配に関する記

録集。

4555 江戸御広式御用組足軽取捌壱巻

高畠安定箸

自筆天保12年(1841)

64T 12x 18佃

16.43-139 

高畠定時旧蔵。組足軽縁組願，組足軽養子願，

組足軽学校江出座願など，組足軽支配に関する

諸措置の例をあげた記録。巻頭に35項目の目次

あり。

4556 松台遺墨

金谷義光箸

自筆

12冊 12xlRcm 

金谷孔彰旧議。

16.43-140 

①御先手之部〈上)，御先手在役中日記

② 。(中).御先手旧記抜魯，同臨時三

在L舎、発足，江戸近海御手当，嘉永6年同御手

当方代合，同御手当方担調理，岡達紙面等調

理，飛州高山在番之記，嘉永7年正月アメり

カ渡来出張陣中日記

務

③ グ 〈下)，非常之分組足軽常変取捌留

@御持弓頭之部〈陰)，御持弓方日記

⑤ グ 〈陽)，御持方年中定例，同毎年

触出之留，肉的当袈美，向調練一件，御先三

品之留

⑥乾，御台場出来ュ付三州海岸巡見録

⑦坤，台場記事方寸記録

③ー，御近習頭中日記 1・2

⑨ニグ 3・4

⑪三，グ 5・6

⑪四，グ 7・8

⑫五L グ 9・10・11。

4557 諸事覚書

手写

36丁 23.5cm

16.43-141 

内表紙に「文久二壬成歳ヨリ」とあり。文久~

慶応年間の足軽組関係の役務関係記録。審問，

行列御供，出張，その他触書類などを留めてい

る。

4558 与力方之留帳 16.43-142 

中川式部〈長定〉手写

8冊 24cm

中川典克旧蔵。与力の先祖由緒ー郷町帳を集録

し，また与力支配方の日次覚を記す。著者長定

は当時若年寄，家老役にあった。

①与力方之留帳享保9，1伴

②与力方之留帳享保11，12年

③与力方之留幌享保12-.;15年5月

④与力控帳 享保15年5月より

⑤与力方帳 享保16，17年

⑥与力方控帳 享保18年

⑦与力方控候 享保19年

③与力方控 享保20年。

4559 (享保十一年与力方鰻抜書〕

手写

1通 24cm

与力知による召出方について。

16.43-143 
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特16.44公事 方

触遥・動方覚留類

〈公事場〉

4560 (公事場遼書写等〕

手写

23T 24cm 

皮多所持の利長等判物の写〈天正以降).延宝7

年(1679)皮多勤方には公事場達書，元文・文政

年間皮多出入に付定番等を収録。

16.44-1 

4561 請状之事 16.44-2 

1通 16cm

中川典克旧蔵。万治4年(1661)家中奉公人の祷

人証文の雛形。

4562 (奉公人の〕提

手写

1通 24.5cm

延宝7年(1679)公事場奉行松平玄帯他2名から

の武家奉公人規定厳守の触書。

16.44-3 

何回 〔御尋者に付組中請書〕 16.44-4 

1通 16個

中川典克旧蔵。元禄9年(1696)。公事場奉行よ

りの達書に対する中川采女組の請書。

旧書名「御尋者について吟味方御達」。

4564 (赤地金欄織物質入・売買縮り蝕井に請書〕

16.44-5 

写手

巻子1 24佃

元禄10年6月16日の赤地金綿織物の打敷または

きれを質入，売買したものは公事場へ届出るべ

き旨，公事場奉行より能州都奉行宛の(盗難品

の〉品触と，能登奥部の各十村よりの諦魯を継

紙したもの。

旧雷名「織物規式御触」。

4565 公事場関係達書 16.44-6 
2通 17，畑

中川典克旧蔵。①己卯〈元禄12年〉閤9月11日

事 方

付，経殺死体検使につき触書及請書②酉6月

付，村方より公事場へ上げる鼠書の宛名の形式

につき申渡。

4566 幻住院様廿五回御忌=付赦可被仰付哉之者

16.44ー7

手写

5T 2必m

前田貞醇旧蔵。幻住院は5代藩主縞紀の第一子

千代松。延宝3年(1675)6月15日没. 2才。し

たがってその25回忌は元禄12年己卯(1699)。大

赦候補人を魯上げた伺書。

4567 公事場御用品々覚

手写

7冊 12X 18cm 袋入

前田栄次郎旧蔵。標目は袋に記載のもの。各冊

の表題は次のとおり。

①安永6年7月石川郡松任町亀屋三郎兵衛於宅

出羽園庄内三日町鈴木清次与申者之妾致変死

候ユ付翌年3月酒井左衛門尉様ヨり其節之検

使之者等江被下物有之留帳

②安永7年11月惣持寺一件年寄衆江遥紙面控

〈署名前回〉

③安永1伴ヨリ，於公事場吟味無之中将様ヨり

被仰出ニ而御刑法申付侯一巻控〈署名数馬〉

@天明元年5月，役筋之儀ユ付中将様ヨリ被成

下候御書出両通井御請之控

⑤被仰出之品弁御年寄衆御申談ユ而調出侯旧例

且文例無之品同役余儀之上相達候趣盤御刑法

之義ユ付調出候御日柄之次第等品々控〈延享

3年~天明4の旧例〉

⑥〈天明6年〉御改法後被仰出侯品々留帳

⑦定番御馬廻篠田余太夫一件於公事場御吟味方

ニ付隠密言上方控(文政12年2月留之写，署

名前田式部短正〉。

16.44-8 

4568 諸事覚書

前田豊処〈数馬〉著

自筆安永7'-8年(1778-79)

22T 11.5 x 18cm 

安永7年正月より 8年2月までの公務を主とし

た日記。著者は当時公事場奉行。

16.44-9 

ヴ'oo 



政 務

4569 公事場御用廻状留帳 16.44-10 33丁 12x 18cm 

手写 高畠定酔旧蔵。高畠厚定は当時公事場奉行。年

69丁 24cm 寄の長甲斐守〈連愛〉又は村井文兵衛〈長世〉が公

成瀬正居旧蔵。寛政3年(1791)10月より翌4年 事場へ出席して吟味した裁判についての報告文

5月にかけての廻状を書留めてある。署名は当 を書留めたもの。

時公事場奉行であった前囲内蔵太〈政敬)のもの

が多く，その前任者前回主殿助〈突種. 3年12 4575 吟味落着年寄聞届相済言上下留 16.44-16 

月27日指除〉のものもある。 高畠厚定著

自筆文化元年(180心

4570 公事場留寄より年寄衆へ指出帳 17丁 12X18cm 

手写 高畠定辞旧蔵。厚定は当時公事場奉行。

541. 12 x 17. 5cm 

内題「御内談帳」。寛政6年 (1794)公事場の取 4576 公事場方 16.44-17 

捌方につき公事場留番を調べて書抜いたものを 19丁 12X18佃

年寄衆へ提出し，付札を付けて反されたもの。 高畠定時旧蔵。文化3年(18ω〉当時の公事取さ

2月提出 3月に戻りの分と 3分提出 4月戻りの ばきに際しての先例調査などの脅¥Wo*跡から

分とからなるo 高畠厚定自筆か。

4571 〔公事場留寄より書出候留〕 16.44-12 45π 公事場御用方記臆 16.44-18 

2冊 24ω 高畠〔厚定〕著

乾坤の 2冊。①「寛政六年於公事場図書ヨリ相 自筆

しらへ書出候趣引誘段々遂愈儀二月廿七日年寄 20丁目x18cm 

衆江帳面指出置候所三月十八日夫々被仰出候趣 高畠定酔旧蔵。寅年3月中の役務記録で，欠落，

止繊面附札ニ而被相渡候事」 ②「寛政六年三 欠落者立帰り，御預所の者焼死一件，魚津牢屋

月十八日被仰波之趣に付重而伺候趣問弁被仰出 にて経死一件などの番留。高畠は厚定(文化元

之品附札ユ而被相渡右附札之叡其外箪笥番験割 年 5月~同7年9月公事場奉行).したがって

符方江申渡候趣街振」。 寅年は文化3年(1806)と思われる。

4572 検使方箇条番 16.44-13 4578 公事場方旧記 16.44-19 

手写 7丁 11.5X18cm 

22丁 24cm 高畠定僻旧蔵。内容は，文化5年(1808)の火事

多国六歳所蔵の写。変死人等検使取捌方に付， 之節牢屋方等之儀ニ付改而申渡之事，三ケ所掛

寛政6年(1794)公事場よりの箇条逮番等。 り医者及老年為代セかれ御用申渡候事。筆跡か

ら高畠厚定自筆か。

4573 毎月死刑拷問井禁牢吟味控方覚牒 16.4.~-14 

享和 3 年(1~03) 4579 公事場御用言上弁連方之留 16.44-20 

27T 12x lRcm 文化6年(1809)

富田権六郎l日蔵。年間の公儀，御家代々の思日 6T 12X18佃

を書上げて，死刑・拷聞を控える日，吟味も控 高畠定酵旧議。内題「大衆免新町医師養斎於飛

える日などに分けて印をつけてある。 州不届一件公義ヨリ御下知申波御受之事J。金

子詐欺事件。筆跡から高畠厚定自筆か。

4574 御刑法者言上等留 16.44-15 

高島厚定著 4580 〔御刑法芥公事場吟味之義伺書〕 16.44-21 

自筆文化元年(1804) 中川清六郎等著・

- 88ー



公

手写

1通 16ω

重科に処せられるべき者を公事場で吟味するよ

う下知を求めた内願状。伊藤惟純・奥野氏令・

永原孝吉・中川顕忠の連名で申12月14日付。こ

の4人が同時に公事奉行であった期聞は文化9

年4月"""11年11月であるから申年は文化9年。

4581 (公事場締り方御親翰弁御請書之写) 16.44-22 

文政元年(1818)

3通 17cm 袋入

富田権六郎旧歳。御親翰は公事場奉行宛， 8月

25日付。役職の心得肝要のことを述べている。

請書は青山将監〈知次)，富国外記〈貞行)，藤田

求馬〈安処)，辻平之渥〈彰信〉の署・名 8月25日

付。

旧魯名「御親翰井御競密J。

4582 (公事場取捌方余議〕 16.44-23 

富田貞行編・富田貞詳補

手写

88T 12X 17.5cm 

外題は「寛政六年余儀ユ而取捌方相改候以衡畠

々愈畿を以向後之事相極候趣向l長ニ記mt'可申侯

事」で，さらに朱字で「貞行公文化十四年九月

より文政二年迄御勤，安政三年十二月より貞詳

在役，依之文政二年御貯札物等書入ル」とあ

り，公事場奉行富国外記貞行の改正作業を記し

たものに，公事場奉行富田織人貞詳が書入れた

もの。

旧書名「取扱j方相改候以後追々余義を以向後之

事相極候趣止搬ユ記置可申候事」。

事 方

前田栄次郎旧蔵。表題「文政十歳五月，赦被仰

IH候附吟味未決ニ而言上控Jo .公事場奉行連判

で年寄中へ宛てた報告の写。前田短正は当時公

事場奉行。

4585 (小者落人給銀に付指紙〕

奥野主馬佐著

2通 16佃

16.44-26 

巳6月12日付，奥野主馬佐より横山義六郎宛。

欠落した小者の給銀を公事場で日割返銀支給の

指紙と，書式相違につき差戻しの指紙。主馬佐

は民敦。文政9.....，天保9年および天保13"""嘉

永元年公事場奉行。横山義六郎は元健か〈天保

6年迄普請奉行〉。その聞の巴年は天保4年(18

33)。
旧書名「小者欠落人ニ付達書」。

4586 公事場方御用記簿

手写

42丁 9x20cm 

16.44-27 

富田権六郎旧蔵。公事場での勤方の細則，慣習

などを記す。吟味之節目上等之覚，当座取捌心

覚，病欠・出奔などの届番，検使乞返書，牢死

届への返書などの旧例書式を書留めている。成

立年代は天保以降。

4587 公事場諸事留

手写

51T 12x 18cm 

16.44-28 

嘉永6年(1853)の記事が多く，なかに同年2月

17日公事場より出火一件もある。

4588 公事場御用留下帳 16.44-29 

4583 公事場旧記抜書 16.44-24 I 富田織人絹

手写文政9年(1826)

45丁 12x19佃

成瀬正居旧蔵。文政9年正月朔日.....，2月29日の

公事場奉行の役務日記。御用番は正月は奥村弾

正， 2月は成瀬内蔵助〈当職〉。

手写安政5年(1858)

102丁 23.5佃

富田権六郎旧蔵。富田織人(貞詳〉は当時公事場

奉行。安政5年5月中の執務記録。

4589 公事方覚帳 16.44-30 

4584 (吟味未決雪上書〕

前回短正〈式部〉著

手写

16.44-25 I 大野木克征等手写慶応2年(1866)

46T 24cm 

- 89ー

58T 24佃

大野木克征旧蔵。 60項目〈巻初に目次あり〉の

公事方事務取扱要領。
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奉公人縮方，取持人却J方，取持人方氏名等を記

す。

16.44-37 公事場方留

高畠厚定手写

40丁 12X17.5佃

高畠定酔旧蔵。主に書式の旧例，規則を番留め

たもの。

4596 

〔公事場諸事覚留〕

公事場編

50T 24ω 

原題 F諸事覚書」。富田権六郎旧蔵。式白井出

仕断之節紙面之事以下，牢舎人逆上鉢病之節取

捌之事まで30項目よりなる治安・刑事関係定書

や覚書。

政

16.44-31 4590 

16.44-38 上ル御帳

柴田久右衛門著

自筆

10丁 24佃

鉄砲之者の検地時の非法，作事所蔵番人の盗み

等の詮義を記したもの。

4597 
16.44-32 〔公事場にて決裁の覚〕

1通 25畑

中川典克旧蔵。後欠。 3月21日付，裁判評議の

記録。

旧書名「科人に付口上番」。

4591 

16.44-39 公事場足軽引足知上願

1通 17cm

公事場足軽武部宇兵衛他2名。

旧書名「吟味未決者番付J。

4598 

16.44-33 〔御刑法者被仰出に付調べ害〕

1通 17cm

差出人横山大和守等の書判あり。前回土佐守・

津田玄蕃宛. 2月16日付。務侯一門の法事等に

際して大赦の旧例について下関に答えたもの。

旧書名「公事場御刑法者仰出番」。

4592 

公事場割符之儀単笥番迄内分承り候番立之控

16.44-40 

4599 

手写

1通 16ω

中川典克旧蔵。公事場単笥番の事務上の疑義に

ついて。

‘(盗賊改方・喧嘩追掛者役〉

16.44-34 〔公事場に付窓見書〕

手写

1通 16cm

中川典克旧蔵。 5月付，前回大炊宛。 4人の者

〈氏名不詳〉より公事場の格式，網規の弛緩につ

いて意見を述べている。なお，奥書注記に関屋

市右衛門留帳，宝永7年10月15日に関連記事が

あるとしている。

旧書名「公事場等へ達書」。

4593 

〔喧嘩追掛者役覚書〕

手写

17T 26.5cm 

高畠定酔旧蔵。元禄4年，喧峨追掛者役以後一

年代り相勤につき勤様書，喧ptt追掛者役人喧喰

の沙汰につき覚書to寛文6年初めて喧ptt追掛者

役被仰付御定番写持窺紙面および申渡覚書を収

録。

16.44-41 4600 
〔御尋者人相書写〕

手写

1通 16佃

慶応元年(1865)下総香取郡川頭村百姓喜兵衛の

枠喜助の人相盤。長大隅守・本多播勝守より薄

井季良・早川徳三郎宛。

16.44-35 4594 

男女奉公人縮方之儀今般於公事場相極候触状等覚

16.44-36 

4595 

16.44-42 盗賊改方御奉行所より被仰渡侯者

前田家編縛方手写明治年間

12丁 25cm

阿部勇作所蔵の写。飽登口部の十村が安永年間

の盗賊改方より発せられた触書等を寄留めたも

4601 
手写

9T 24.5側

小木貞正旧蔵。御家中，町方，寺社方等におい

て召使う一季居奉公人の取持人に関するもの。

A
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4602御親翰井雪上留 16.44-43 

高畠厚定箸

5冊 12x18佃

高畠跨旧蔵。寛政元年(1789)より同3年の分。

盗賊改方奉行より年寄衆宛の裁許窺い番。

①寛政元年12月~同2年3月

②同2年3月--6月

③同2年7月--11月

@同3年 1月--2月

⑤同3年4月。

4603盗賊改方自記 16.44-44 

高畠厚定若

手写寛政2--3年(17鈎--91)

3冊 12X17.5cm 

高畠定酵旧蔵。厚定は当時盗賊改奉行。

①寛政2年4月17日--5月22日

②同年5月24日--6月26日

③同3年正月元日--2月16日。

4604於加州改方答申付候罪軽重弁賊物取捌方等留

16.44-45 

手写元治元年(186心

9 T 12X 17.5cm 
大野木克征旧蔵。文化元年(1804)盗賊改方取扱

いの罪人規定を中心に，その後の付札を記す。

4605 (富田心覚) 16.44-46 

前田家編韓方手写明治年間

7丁 25cm

文政元年(1818)盗賊改方奉行紙面及びそれに関

する公事場奉行〈富田外記貞行他〉の紙面の写。

旧書名「富田心得」。

4606 家事一件帳 16.44-47 

25丁 12X17.5cm 

天保9年(1838)正月12日--5月28日までにわた

るが，内容は，乗興にすれ合った家中の者との

掛合い一件や家来の不行状などの件，また関連

する旧例を記し，改方の職務についても記して

いる。筆者は村井靭負〈長貞〉か。内容から，暫

くここに収める。

品率二

事 方

4607 (喧嘩口論之刻之提) 16.44-48 

手 写 討 畳

1通 32cm

巳3月11日付，家中法令(5カ条〉。

4608 (家中屋敷内外にて喧嘩有之節之提) 16.44-49 

1通 33cm

喧嘩現場への出入を禁じたもの。亥4月25日

付。

旧番名「屋数内外にて喧椛有之節之旋」。

御刑法帳類

4609 旧条記 16.44-50 

前田家編碑方手写明治年間

3冊 お 叩

加賀藩家中の犯罪や処罰例規集。元文3年 (17

38)頃までを収めている。

①主人之類 (13項目〉

@涼従之類包3項目)，雑類 (16項目〉

③御佐置之類(19'項目〉。

なお，別本を底本として石川県図書館協会の刊

本rI日条記J(昭和8年〉がある。ただし③が

上，①が中，②が下巻になっている。

4610 組頭家日記 16.44-51 

手写

3冊 M佃

成瀬正居旧蔵。外題に「共六」とあり 6冊本の

一部。石川県図書舘協会刊円日条記Jの類本で，

同文ではないが， 同似の構成を持っている。

rI日条記J巻上の後半 (r一類江御預者死去」以

下)，巻中の前半 <r夫婦同日白書」までみ巻下

の後半 <r家来返銀遅滞」以下〉にあたる。万治

~享保期の旧例を織さんした刑事・警察犯例集

というべきもの。

4611 巌秘録 16.44→2 

手写

3冊 24叩

上中下3冊。家中の土の犯科に対する公事場の

例規集。上巻巻頭に290項目の目次あれ

nv 
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上中下3問。内容は，刑舗をきめる際の判例と

するため，寛政年間に旧例を集録して，これに

対する刑が示されている。

①子を殺候者共，捨子仕者共，子を強タ折櫨等

仕者共，捨馬仕候者共，追落仕候者共，人殺

之者共，人を殺賊仕侯者共

②御蔵御米賊，土蔵を磁品物盗取侯者，土蔵江

賊ニ入候者共，賊仕侯者共，馬盗人，密通之

者共，似せ金仕者共，死刑御宥免之所霊而悪

事仕候者共，男子殺害之伺

③博突宿仕者共，博英、仕候者共，苗字持侯者於

江戸等欠落人仕立帰之者，苗字持於御当地欠

落仕其後立帰候者共，小者於江戸欠落仕立帰

之者共，於御当地欠落仕立帰候者共，欠落仕

立婦候上其儀押隠流浪仕文者脇江奉公ユ在付

候者共，女出合宿等仕候者井出合候男女壁出

家破戒之者共。

刊本，服藤弘司「御刑法帳J(r金沢法学J10の

2) 

旧書名「御刑法帳」。

務政

富永翁秘録

手写

2冊 25佃

小木貞正旧蔵。御仕置之類28項について享保期

迄の事例を挙げている。表紙は「富永翁秘録念、

節用」上・下。巻頭の目次は以下のとおり。

御預ケ者，切腹人，例首，流刑，在郷，御追

放，一類江御預者同病死井自分縮仕置候死去，

閉門岡御免，逼塞室長居遠慮人門前捨子，逼塞蛍

居遠慮御免，親類凶事ユ付遠慮有無，指控御

免，役儀御指除，御暇被下者，御知行被召放

者，喧ロ花白書，変死妻子親族，夫婦同日白書，

主従同時変死，足軽小者変死検使公事場ヨリ出

ル，乱心，溺死， 白書人等有之検使エ罷越心

得，打郷ユ而死去，手討，立退人，逐電人，訴

訟人，切支丹類族之者変死付家来。

16.4'l-53 4612 

16.44-54 

16.44一号84617御刑法抜番

手写寛政2年(17ω〉

叫丁 12X 17.5cm 

富田権大郎旧蔵。寛政2年に年寄衆へ提出した

帳面の下恨の写。釜煎・火罪の者から永御預の

者まで， 24種のMlJ罰につき，実例を示し，処罰

された者，犯罪事実，判決を要約して記してい

る。

秘要抜奉

2冊 23cm

家中の者の御仕置，事故の際の組頭等の心得・

処理方を記す。寛文年聞の定や，元禄より享保

年聞の事例を付す。

①御仕置之類

②主人之類。

4613 

16.44-55 

16.44一切〔御刑法御専に付書上控〕

手写

3通 16cm 包紙

富田権六郎旧歳。藩主からの下聞に答えて作成

した刑法の大綱審上様の控。①刑法先例につい

ての番上げ，文化6年(1809) (g沼海刑につい

ての基準内容番上げ，寛政3年(1791)，人見吉

左衛門宛。

旧密名「刑法について調番挫」。

4618 

4614刑法沿革誌稿

戸水信義著

自筆

42T 25但

加賀藩の刑法に関する著述。総論，事蹟に分れ，

総論では刑罰の種類，変遷を概述し， IJl:践では

天正期利家による処罰例，慶長・元和の定番の

要約を記している。

4615刑法志稿

戸水信義著

自筆

17丁 25cm

天正より慶長20年までの刑法を主にして，年代

j瞭に法制を概述している。

16.44-56 

-4-4作且

• 16.44-60 4619太梁院様御専に付公事場奉行答書

富田某編

手写

巻子1 袋入16叩
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16.仏 ー574616寛政度御刑法帳

手写

3冊 23cm 



公事 方

富田権六郎旧歳。党政3年(1791)原本成立。太 I4625 

梁院は第11代落主治情。刑罰の規定について記

す。

旧書名「太梁院様御尋ユ付公事場奉行答申書

控」。

4620 公事方手留 16.44ー61
手写

26T 12X 18cm 

富田権六郎旧蔵。拷問，流7flJ. 取~.閥所，牢屋

一件，預人の処置規則。御刑法方心覚。ためし，

盗物取扱，盗人，欠落，欠落人受人，行衛尋な

どの実務上の規則，心得を書留めてある。成立

年代は寛政以降。

4621 公事場御刑法之品々 16.4-1→2 

高畠厚定〈五郎兵衛〉紛

手写文化元年(180心

17丁 25佃

高畠定時旧蔵。1fIJ罰の種類と，その解説をして

いる。文化元年(1804)に御次へ指上げた帳面を

写したもの。

刊本，服藤弘司「公事場御刑法之品々JCr.金沢

法学J12の1・2合併号〉

4622公事場御刑法之品々 16.44→3 

高畠五郎兵衛編

前田家編韓方手写明治年間

14'丁 25叩

前号に同じ。

4623 文政度御刑法帳 16.44→4 

手写

3冊 23佃

上中下3冊。内容は，刑罰を定める際の判例に

するため作られた「寛政度御刑法帳」と同一内

容を示すもの。

旧書名「御刑法糠」。

4624 公事場御用諸記抜翠 16.44→5 

成瀬手写文政9年(1826)

14丁 12X18cm 

成瀬正居旧蔵。7flJ罰の軽抵の基準について旧記

を技書きしたもの。

御仕置之類 16.44→6 

前田家紛tl~f方手写明治年間

41丁斜佃

石田権次郎所蔵の写。家中の者の処罰につい

て，その種類ごとの取捌き方例規を突例を交え

て記している。

4626 金秘録 16.44→7 

前田家編輯方手写明治年間

2冊 23.5cm

岡部勇作所蔵の写。喧嘩，白書，変死等につき

その取扱いを記す。乾は「主人之類」坤は「家

従の類」にわけた旧例集。

4627 捕縄諸型 16.44→8 

手写

13T 24ω 

原題「諸刑雛形J。捕縄の型を図示したもので，

人の紙形を貼り，それに黒系の細ひもをかけて

型を示してある。巻尾に，この雛形の図は口伝

の純であるとして天明 4年，享和3年，安政5

年の相伝者の署名がある。

仕置例規

〈旧例〉

4628 加賀藩刑事記録索引 16.44→9 

前田家編輯方編

明治年間

64T 24cm 

慶長より弘化年間に至るまで罪状等の別に事例

を番上げたもの。袖裏雑記等の出典も記す。

4629 御仕置留十種 16.44ー'70

前田家編韓方手写明治年間

2冊 23.5cm

①人持中へ御預人之記〈承応~文化〉

能州島の内へ流刑人一件抜書@貯公事場奉行

留〉

長家の臣浦野氏等逆心ユ付万問書〈寛文7年

1667) 

御預遊女調理一件(元禄3~屯69<)，鳳珠両郡〉

②杉本九十郎喧哨一件(宝永 5~屯初ゆ

q
d
 

n
w
u
 



政

言上書付留帳(寛政3年1791)

毛利太兵衛御預替井切腹一件二種

不破富太郎等御仕置被仰渡(元治元年1864)

御賞罰記(元治元年12月〉。

4630 小総町検使留記 16.44ー，71

前田家編輯方手写明治年間

18冊 23.5cm

①公事場検使庇附人等之部

② グ

③ グ

④所検使溺死之部

⑤グ

⑥グ

⑦グ

③グ

@所検使鐙死之部

⑮グ

⑪グ

⑫グ

@所検使焼死部

所検使他殺部

⑬所検使変死部

⑮所検使白書仕損部

⑮所検使相対死之部

⑫於他所変死之部

⑬於他所溺死等之部。

刊本「小松史・史料篇下・小松旧記第弐部」。

特31 赦過宥罪 16.44ー'72

前田家編緯方手写明治年間

2冊 23.5佃

元禄年聞から宝暦年聞にし、たる聞の加越能三州

の各種犯罪刑罰例を集成。

総32 一巻帳大概

奥村尚寛縞

手写

39T 24佃

16.44-73 

貞享~享保聞の家中等の吟味処分に関する記

録。

務

105T 24佃

渡部金八郎旧蔵。享保20年(1735)から元文6年

(1741)までにわたる家中の罪科(乱心，離婚，

自害)，奉公人の欠落，入牢，犯罪など66項目

の旧例を収録したもの。

旧書名「藩内諸事留」。

綿34 (享保天明間家中喧嘩刃傷控〕

手写

1通 15cm

16.44ー'75

死傷者の出た大喧嘩7件について年月と氏名と

傷の程度を記す。

4635 異変頭留

手写

92'丁お.5cm

16.44ー'76

検使方関係の御定按書と，明和より文化年間の

検使事例。同様の安永より文化年間の検使事例

を集録した「異変閲集Jを収む。

4636 公事場御用番附渡文庫之内留帳等抜書路.44ー，77

成瀬某手写

6 T 12X 18cm 

成瀬正居旧蔵。安永~文化の旧例の書抜。

4637 検使方一件 16.44ー'78

前田家編輯方手写明治年間

2冊 23.5佃

阿部勇作所蔵の写。 r寛政六年相改候検使格J
をはじめ天明 5年(1785)から安政4年(1857)に

至る聞の藩内の検使例51件を集録。

①天明 5年~文政元年(1818)の29件

②文化2年(1ω5)--安政4年の22件。

4638 心得方数件

手写

57丁お佃

16.44ー'79

寛政年間(1789-1800)の家中における出奔，家

来欠落，盗物，自害等に対する処理事例を収録。

4639 (祭礼・法事饗固等留帳〕

高畠五郎兵衛箸

16.44-80 

4閃3 事保元文年間諸事留

手写

16.44ー'74I 自筆寛政2年(17ω〉

37丁 13.5cm
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なる。 I4644 検使方旧記

旧智名「長谷観音祭礼之節御岡龍出候一巻等JoI 手写

2Jl1) 12X17.5cm 

商品定砕旧議。検使方の旧例を編集 したもの。

内容年代は，享和3年(J803)-文化2年(1805)0

公

1'L政 2年長谷観音祭礼之節御回総泣候一巻，寺

中祭礼之節御国罷ili候一巻帳，御刑法者在之節

為検使御用罷泣候一巻，文照1院様御法事之節御

寺御門御回一巻板。 御先手物頭直組問I隊帳より

4640 長谷観音祭礼御園等留

有沢菜手写

16.44-81 

似丁 17cm 

JR井氏所蔵の写。内容は，長谷観音祭礼一巻凶

帳，寺中佐刻1武明事11祭礼能ェ付能出候党帳，因

幡鳥取御使一巻，他国御l土井早打御使心得帳，

吉田茂平高山l僚右衛門喧l咋追懸者役相勤申内喧

嘩之沙汰ニ而ìî~出候覚書且又牧彦右衛門相勤候

内同事.!B誌彼何l付者検使ニ罷出候'8l.'fl.保2壬

成年10月19日御老中方御招詐'I';z.節御白洲奉行相

勤候留帳。

旧怨名「長谷観音祭礼一巻包帳等」。

4641 〔長谷観音祭礼御園等留〕

岡田某手写

48丁 19cm

表庖は有沢両日f筆 「武道雑談集四十Jとある。

内容は前号に岡山すなわち長谷観音祭礼一巻

留帳，寺中佐矧l武明事11祭礼能ニ付罷出候:1t，t帳，

因幡鳥取御使一巻，他E国仰使井早打御使心得

帳，吉田茂平高山藤右衛門且又牧彦左衛門喧椛

追懸役相勤申内党m.~震後仰付者検使ニ罷出候

留，究保 2御老中方御招fJi之節御白洲奉行相勤

候留帳。

16似-82

旧怠名「武道雑談集J。

4642 検使取捌先例後鑑

前国家絹綿方手写 明治年間

16.44-83 

甘

PE
 

方

る詮議内容と刑罰について年代順に配列した記

録。①享和3年~文政3年 ②文政 5年~天保

10年。

16.44-85 

町。〉nu 
no 

(
 

U
』

e
f
 

一冗
L

じ文の方佼

加

検
1

0
 

×

蔵

ロ

旧畔

写

丁

定

方

手

幻

品

使

高

検R
d
 

a斗n
h
U
 

4
 

16.44一部

年(1806)の!日例抜mo

4646 検使方先例

高畠定隣ミ若

手 写 安 政6年(J859)

P7包丁 12 X 18cm 

高畠定E幸旧蔵。文化，文政j切の検使方旧例m。

16.44-87 

4647 [御歩並以上身柄之先例等留]

成瀬某若

手写文政10年(1827)

19T 12X 18叩

l広瀬正居旧政。徒以上の者の犯罪などについて

16“-88 

処置例を示したもの。

4648 御関心見届次第

片岡孫作手写

3冊 23皿

金沢町同心関係の記録。町人又は町地の出奔，

行倒人，傷害，焼死，自殺，殺人，変死体など

の届包の留帳。年代明記のうち多くは天保であ

16.44-89 

るが，一部宝暦以降を含んでいる。

131T 23.5cm 

多国民所蔵の写。検使の先例初件を収波。加賀 I4649 能州方当用雑記

固における主として享和~文化j切に至る IJ~例。

4643 諸刑詮議書留

手写

2冊 23叩

乾i申2冊。収チH直昌所蔵の写。享和3年(1803)

~天保10年(1839)の家中(組内〉の犯罪に対す

16.44一 以

16.44-90 

手写元治元年(1864)

<l8T 12X 18cm 

野村克旧蔵。公事方に関するものを中心に32項

を型干留めている。
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政 務

横山隆幹旧談。明和8年(1771)の江州今科持す甚

(一件記録・文書〉 右衛門一件落着および能美郡若杉村兵助組八日

市町三日市町の秋縮詮義についての理非答申

4650 吟味人預り状 16.44ー91 露。

手写

1 j!fi 25cm 4656 ~ (三引村肝煎誤り害等〕 16..14-97 

中川県克旧蔵。究文6年(1666)のもの。石川郡 手写

花i留村閲兵衛よりの吟i朱者10人の預り状。 2通 24佃

旧番名「吟l朱見届番」。 三引村は鹿島郡に属す。三引村内の変死人取扱

いをめぐるもの。安永7年(1778)。

4651 野村五郎兵衛等書状 16.4.1-92 ①三引村肝煎より栄春院他宛

野村五郎兵衛学若・ ②笠師村喜八郎より郡奉行宛。

自筆 旧番名「笠師村喜八郎口上魯等J。
1通 34叩

公事場奉行野村五郎兵衛等 3名より中川采女 4657 清水伊太夫刃傷始終取鴫留幌 16.44-98 

列。元禄6年(1693)既に欠落，逃亡の罪でi断罪 13丁 26cm

決定のあった中川采女の草履取が，瑞陽院法事 天明 6年(1786)の記。清水伊太夫，服部三七へ

により死刑を赦免された旨を伝えたもの。 刃傷一件留。

旧番名「野村五郎兵衛等審翰」。

4658 沖辰右衛門一件控 16.44一切9
4652 〔訴人取捌方の覚劃 16.44-93 手写

手写 11m 15.5叩
1通 16cm 富田権六郎旧蔵。天明 8年(1788)沖辰右衛門変

中川典克旧蔵。宝永7年(1710)に生じた事例に 死に関して，粟ケ崎村住民の拷問陳述につい

関連しての覚番。 て。公事場奉行品川主殿等4名の番上げ。

旧書名「公事場へ之逮醤J。

4659 三明杢右衛門変死諸事留幌 16.44-100 
4653 吉村金左衛門手負一件 16.44-94 8T 26cm 

手写 寛政元年(1789)における横山政人家臣三明釜右

5T 24cm 左門の自害一件についてn

横山政和所蔵の写。享保9年(1724)江戸詰の横

山刑部組同心鮒鉱衛F帆乱心の腕崎|締60 醗人一件鵬 16.44-101 

に切懸られた事件について。 45T 24cm 

前田貞醇旧蔵。寛政2年(1790)家来小者の委事
4654 能州真脇村枝郷姫村弥右衛門等江戸表へ御召に付

故死，同3年家来足軽妻自害，同6年家中倒人
諸事留 16.44-95 の3件について検使等の記録。

手写

15丁 23.5cm 4661 同心高島喜兵衛雇置候女居宅井戸入相果夫々取暁

明和3年(1766)其脇村弥右衛門が難船の品を入 方留帳 16.44-102 
手したかどで揃えられれ，同4年江戸で追放と 3丁 26cm

なった一件。 寛政5年(1793)の一件問。

4655 御親翰言上控留 16.'~1-96 4662 〔松本左源太一件覚書〕 16.44-103 
111- 18ω 16丁 24ω
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公

寛政12年(18∞〉の調方一件。原題「松本左源太

一件，寛政十二庚申歳三月十一日覚書」。

46邸氷見町鍛冶屋忠右衛門井同人抱合之者口密控

16.44-104 

文化14年(1817)

16丁 26cm

富田権六郎旧蔵。今石1助御奉行所宛。組合頭の

公金に関する不届ーイ牛。

事 方

御預宥免の公事場覚書。

4669 (定番御歩並小原噸之助切害之節検死口書等控〕

16.44-110 

吉村市太夫等著

仮綴1(2冊・ 1通) 12.5X34.5cm・16.5cm

袋入

横山隆太旧蔵。元治元年(1864)。袋書「定番御

歩並小原順之助御長前往来=而切害之節検使口

答白書等控」。届番および検使番等一件留番。

4664 源川安右衛門，吉江平兵衛家来小者二庇付候ニ付

検使等一巻 16.44-105 I 4670 (-切捨人検使覚書〕

手写 | 手写

6T 26佃

文政2年(1819)における本組与力吉江平兵衛の

小者仁三郎が中小将組瀬川安右衛門に焼付られ

た一件の検使記録。

4665 御笹之留書等-

手写天保6年(1835)

6通 15cm

いずれも天保6年のもので，家中の土の処罰申

渡し覚の写。

16.44-106 

4666 (武山太次兵衛，久木綱之丞殺害一件留〕

16.44-111 

仮綴1(6通) 16cm-

元治元年(1864)成立。定御歩並小原順之助が斬

られた事件。

4671 横山義六郎家来磯田半右衛門委変死一件

16.44-112 

仮綴1(14:通) 16.......24cm 

中村平八郎・松川l小兵衛宛変死届魯等一件綴。

藩政後期。

旧書名「横山義六郎家来磯田半右衛門委変死届

等」。

写手

16.44-107 I 4672 武藤甚助・角尾三右衛門口上書

手写

16.44-113 

7T 21cm 

外題「組外武山治部左衛門嫡子太次兵衛浪人者

久木綱之丞ヲ及殺害候節検使方一件留」。横山

隆太旧蔵。天保7年(1836)の事件。

4667 引懸者留

号写安政3年(1856)

16.44-108 

2通 2必m

中川典克旧蔵。武藤甚助が角尾三右衛門と羽織

の裏地について争い，打果さんとして切り合い

未遂事件の両人白書，正月21日付。藩政後期の

もの。

旧書名「武藤甚助等口上之覚」。

15丁 23佃 I 4673 本多従五位殺害一件

富田権六郎旧蔵。天保期能美郡殺害人乞食伊三| 手写

郎一件他について，検使方及び入牢手続等を記

録したもの。 r安政三年十二月 本多様より御

借用写」とある。

4668 (御預弥助一件調書〕 16.判.-109

2通 15.5cm • 24cm袋入

横山隆太旧蔵。弘化 2 年084S)，横山義六nr~家

来小者弥助の喧嘩一件について。弥助の口書と

16.44-114 

18T 24.5cm 

明治2年(1869)8月，本多政均が山辺沖太郎・

井口義平に刺殺された一件及び同月，土谷茂助

.自殺に付，検死方一件を記す。

4674 (諜申渡方覚〕 16.44-115 

1通 16cm

中川典克旧蔵。石川郡泉野村領内中条屋小兵衛

- 97一



政 務

枠への中波。

牢 帳 類

4675 〔寄j場附小者吉郎右衛門委務E一件)16.4-4-116 

4通 16佃・ 24ctn 4681 流刑人一巻 16.叫 ー122

①戊10月7日付，小者小頭よりの変死届番② 前田家編輯方手写明治年間

li司日付，本多求馬佐より金森吉左衛門宛，変死 35T 23cm 

断書受取之覚 ③10月8日付，小頭より検使模 当麻彦太郎所蔵の写。党永より宝暦年間，家臣

様ユ付申上番@同日付，吉郎右衛門口上番。 の台鐙島流刑事例を収録。

藩政末期。

旧番名「割場附小者之妥経死ュ付述書」。 I 4682 寛文三年牢舎人帳之内抜書 16.44-123 

手写

4676 n可地三弥口上書写〕 16.44-117 1通 12cm

手写 白山百姓と申分をした足軽が 1人は牢死， 1人

1通 2.ricm は御園追放になったことを番按いている。

中川典克旧蔵。人殺傷につき口上番。正月 5日 旧書名「牢舎人帳之内抜書」。

付，松本次郎右衛門・長谷川大詰=宛。

旧番名「科人に付口上番」。 |紛83 〔穿霊人名附〕 16.44-124 

手写
4677 〔鶴見長十郎切懸之件調書〕 16.44-118 1通 25cm

前回大炊・前田中務著 中川典克!日蔵。評議すべき穿さく人等の盤上
手写 げ。寛文JUJ頃のもの。
巻子1 23ω 

制 服 十 郎 に よ る 池 時 の 倒懸山につ|紛84躍鵬遠慮・捌等諸 16.41-1お

いての書上。 7T 12X18叩

中川典克旧歳。元禄より享保年聞の事例を列
4678 〔安宅舟に乗合敦賀へ罷越一件篭舎申付状〕 挙。

16.44-119 

手写 4685 禁牢等申付留帳 16.44-126 
巻子1 31佃 高畠厚定縮

中川!14克旧蔵。今江村の者・を舟で敦賀へ運んだ 寛政3年(1791)

一件。 4丁 12X16.5cm 

旧醤名「安宅村船頭新四郎等覚J。 高畠定時/11歳。厚定は当時盗賊改奉行。寛政3

年正月.......3月に、創成，放火，乱行，博爽，出合宿
4679 〔博実宿いたし候者禁牢に付伺〕 16.4.4-120 

などによって禁牢にした者の名を記しているo

1通 15.5cm

博突宿致す者の処置伺欝。 I 4686 当用申送帳 16.44-127 

藤田求馬箸

4680 〔木綿屋彦兵衛一件〕 16.必，-121 〔寛政4年(1792))

3丁 12.5x36.5cm 2冊 18X13.5cm 

金沢級音町木綿屋彦兵衛がj慌の借金を強喝した 成瀬正居旧蔵。子閤2月29日付と子5月付の2
一件。 冊。いずれも禁牢，出牢人名などを記した事務

引継議。成瀬左近宛。藤田〈安貞)，成瀬〈種徳

-経徳〉とも公事場奉行で， 寛政3年12月より

同4年8月迄同時に在職した。したがって閤2
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月は寛政4年と推定される。

4687 当用申贈牒

前囲内蔵太箸

寛政4年(1792)

10丁 18X12cm 

成瀬正居旧蔵。成瀬左近宛の禁牢人等の名前お

よひeその札方についての事務引継帳。内蔵太は

孝敬。左近は経徳〈種徳、〉。いずれも当時は公事

16.44-)28 

場事・行であった。

4688 当用申贈帳

成瀬左近著

手写究政4年(1792)

13丁 18X13佃

成瀬正居旧蔵。子8月晦日付，品川主殿宛。禁

牢者名等を記して役務を引きついでいる。成瀬

左近種徳は寛政4年〈子年)9月1日付で，公事

場奉行から算用場奉行に転ずる。ただし，後任

の公事場奉行は品川主殿ではない(当時寺社奉

16.44-129 

行〉。

4689 牢帳 16.44-130 

15丁目.5X2O伺

成瀬正居旧蔵。 r亥八月改之」とあり。永牢，

配所，年限，禁牢，預等の項に分け，各御刑法

者ごとに処置の年月などを記した付箆を貼り付

けである。ただし一部剥落あれ処置された年

代は文化年中。

4690 吟味者名番弁年寄家間届名出之記 16..14-)31 

高畠厚定締

21丁 11X18cm 

高畠定跨旧蔵。文化3年(1806)のもの。 8月よ

り12月の日付順に，吟味者の名前，罪状，判決，

宥免等を記したもの。

4691 牢帳札・御用番間属物 16.44.-132 

仮綴5 20ω 

成瀬正数旧歳。正敦は文政9(1826)--13年，天

保 5--8年(1837)の間公事場奉行。

①牢帳相済候分札入〈文政9年8月~天保元年〉

「此数七百七拾枚」

②牢l陵札入〈天保5年8月--12月) r在九十枚

事 方

斗」

③牢帳札入 t天保7年正月よ今) r五十八枚J

以上①~③は包袋入り

@t御用番へ開届の罪人名前覚) 1綴12.通一近

例の判決(刑の種類〉等を書き加えてある

⑤(御用番ヘ関屈の罪人名前覚) 1綴24遇。

4692 公事場御刑法者雪上書等留

成瀬主税縮

5冊 12X18佃

成瀬正居旧蔵。公事場奉行より年寄衆へ宛てた

裁許窺い番。

16..14-133 

①文政9年8月--12月

②同 10年正月~関6月

③同 10年7月--12月

@同 11年正月--6月

⑤同 11年7月--12月。

4693 吟味方留帳

成瀬正教編

文政9年(1826)--天保7年(1836)

8冊 12X18佃

成瀬正居旧蔵。成瀬主税正教は，文政9年8月

17日公事場奉行となり，同13年9月御算用場奉

行ヘ転・じたが，天保5年8月7日締役し，同 8

年正月29日御用部屋ヘ転出している。公事場に

おいて，正敦ほかの役人たちが吟味した者の名

前，その嫌疑内容などを項目的に記放した日次

記録。

①文政9年8月18日~同年12月26日

②同10年正月13日--)2月

③同11年正月--12月

④同12年正月--12月

⑤同13年正月--9月18日 (9月20日御'ff.用場奉

行被仰付)

16.44-134 

⑥天保5年8月13日--12月

⑦同6年正月--12月

③同7年正月--6月。

4694 牢帳 16.44-135 

13丁目X22cm

成瀬正居旧蔵。内容は，永牢者，配所者，永預，

十五ヶ月者，十ヶ月者，日数者，死刑者，禁牢

者に項を分け，御刑法者ごとに名と処置の年月

A
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政 務

を記した付第を貼り付けてある。ただし一部剥

脱あり。明和~天保の処刑者が記載されいてい

るo

特16.45 諸 場 等

普 請 方

4695 牢帳 16.44-136 
4701 〔御普請役御定等之帳〕 16.45-1 

成瀬某著
手写

自筆
26T 23cm 

19丁 12X18cm 
中川典克旧蔵。内題は享保13年(1128)r御家中

成瀬正居旧蔵。永牢者，十五ヶ月者，十ヶ月者
御普請役相勤候御定等之帳」。内容は，万治3年

など刑の種別に囚人名を記載。囚人の引請年月
以降の関係する定書を集めて書上げた書類。浅

は天保7年迄なので，著者は公事場奉行成瀬主
加作左衛門〈敬郷， 10∞石)，江守助丞〈依同，

税正敦〈文政9---13年，再役天保5---8年正月〉
1300石)，山森藤右衛門〈直和， 15∞石〉の署名

であろう。
がある。 3人はともに当時の普請奉行。

4696 舎人帳 16.44-131 
4702 御普請役並格例部類寄之帳 16.4S-2 

手写
郷三郎左衛門普政編

51T 2釦m
手写

富田権六郎旧蔵。嘉永元年(1848)より同 4年
54T 24ω 

(1851)迄の，魚津役所における省人一覧。
脇田氏旧蔵。堀三郎左衛門善政〈善勝の誤か〉の

序文あり。三郎左衛門は先手物頭， 200石であ
4697 吟味者口:昏頭書留帳 16.44-138 

ったが，文化9年7月14日，藩侯の思召しで御
富田織人編

普議会所御用を仰付られ，同1~年 9 月まで勤め
123丁 24cm

た。
富田権六郎旧蔵。安政4年(1851)成立。公事場

旧番名「御普請役御定並格例部類寄之(!向。
奉行御用番の吟味記録。富田織人は貞詳。安政

3年12月~文久3年 2月没の間公事場奉行。
4703 御普請奉行諸事留 16.45-3 

4698 吟味者口番頭書下留帳 16.44-139 片岡孫作手写

富田織人編 51T 23cm 

天保期の例も含む留詩。48丁 24cm

富田権六郎!日蔵。安政5年(1858)のもの。

4704 御普請奉行動方留 16.45-4 

4699 公事場吟味覚 16.44-140 手写慶応元年(1865)

1通 16cm 41丁 12X18cm 

中川典克旧蔵。罪人たちの吟味，出牢などの詮 本保政徳旧蔵。普請・事行の職務として基本的な

議についての引つぎ覚。 事柄を化政期前後の113例に依りながら書き留め

たもの。普論奉行は本保孫八郎(馬廻，必0石〉

4700 〔吟味未決者番上等〕 16.44-141 で慶応元年閤5月12日加人，同年8月本役とな

3)iii 11cm る。本書は 6月の日付になっているo

中川!J4克旧蔵。内容は，吟味未決者番上，開届

者言上之覚，罪人罪科彼見冊。 〔御普請会所宛願紙面等〕 16.45-5 
ー/ 旧脅名「吟味未決者脅付」。 手写

仮綴 1(28通) 1加盟

金沢町内文は近傍村地に関する用水普請，崩地
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諸

修理，上ヶ地のJ也子地願，飼IHl)也拝領などー紙

文窃の綴り。

4706 〔藩用大石運送願〕

手写

2了 2令Icm

井上如を旧政。表題「願m写御取上無之rllJ。

「十~f.醒地車」が運送中に破損した事件につき

再命問。小沢一仙の!Xjより御石垣方役人"1"宛。
!日露名「御取上経之由願m写」。

16.45-6 

作 事 方

現J 号事

術1"1.問問功右伴il"j宛。

4711公儀御作事御昔話方御役人附::t:t密帳

享保6年(172))

12T 24.5cm 

作事方の諮役人の名前と履雁を詮上げたもの。

その役名は御作ll]:窄行，大工頭，下御奉行，御

大工頭見~.御被官，同組頭， 御被官勘定役，

定御背部方向心，同小頭，大棟梁，御手大工，

同小頭，御小普郡御奉行，御小普品?方役，御小

普請改役，同日付役，御小普訪方手j~. 同組頭，

小普請常棟梁。

16.45-11 

4707 旧記・ 御作事方留帳

手写

帳方勤

写

事

手

作外n
4
 

7t
 

au寸

勾，戸、U
P
U
 -

16..15-12 

14丁 目x18cm 

高岳定時旧説。点宰~草保j切の¥V1i民からの写。

旧窃名 rl日記J。

13T 12X17.5cm 

t:i /i'，定時 In~者。 外作事奉行の勤め方についての
脅上げで，天切 8年(1788)正月 4日付.6人の

移行の述名にな っている。

4708 (二条様御殿地御地形平均井土呪仮小屋垣等御入

用帳) 16.45-8 I 4713 御親翰留 16..15一13

日品厚定箸

天明 B年(1788)

3丁 11.5X17.5cm 

高畠Iltl口減。厚定が作事奉行の時のもの。

斎藤市丞 ・横山喜太夫著

8T 22.5cm 

原忠「宝永四年十月より同五年五月迄之内二係

様御殴1也御地形平均井土wi仮小屋仮垣等仕労同

所ニ而御木作始其外大坂より街登申御材木三条

御屋敷御小屋之内へ鼠入廻り仮図仕同御夜錦之 I 4714 御造営方自並記

| 商品厚定若
内御貸小屋仮仕切等仕申御入用仮Jo

4709 (二条様御普請一件留〕 16.45-9 

67T 24.5cm 

表紙 ・表題を欠くが.二条様御fJ-前の一件控m
で，宝永 4. 5年(1707-8)にわたる。大坂の

大工大西平右衛門と藤田内蔵允 ・永ヲ1'1羽田，と

くに藤田との往返書類が大部分を占めている。

藤田内政允(安JIi'i.当時.定番頭. 1500石)の記

録か。

4710 二条様御作事惣御入用ー紙帳

大西平右衛門著

16.'15-10 

正徳2年(1712)

24T 24cm 

二条械の御所，奥向御殿， 御学文所，御~0見御

文月1などの1乍111.入用の中限!見1¥'1り帳。原九左

16.45ー14

自f"fJ;;文化 6-7年(1809-10)

15冊 1l.5X!S回

日出定昨1I:1~~。金沢城御造tL1・の主附(文化 5 年

4月13日より)であった厚定の詳細な役Il5日

記。なお厚定は阿年9月没.58才。

①文化6年正月元日-Ufij日

②同年 2月朔日-26日

③ 同年 2月27日-3月5日

@ 同年 4月期i日-11日

⑤ 同年 5月朔日-18日

⑥同年 6月朔日-29日

⑦同年 7月朔日-16日

③何年 8月朔日 -1-1日

③ 同 年 9月朔日-18日

@同年 10月朔日-19日

⑪ 同 年 11月朔日-51ヨ
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16.45-24 4124会所御用留

前田家編l博方手写

3冊 23cm

文政2年(1819)--天保11年(1倒的の一丸(宮腰

屋〉甚六の御用明。内容は，諸御用，産物銀上

20丁24cm

内容は.r御貸家之覚jr三ヶ国寺社方破損修理

之覚Jr能州外浦御蔵数Jr能州内浦御蔵数」

「越中砺波射水郡御蔵Jr新川部所々御蔵Jr河
北部所々御蔵Jr能美郡所々御蔵井石川郡共」

「小松外構労今江村御収納蔵御塩蔵」。

〔御会所御用留〕

前田家縞甥方手写

116丁 23.5cm

寛政6年(1794)--文政2年(1819)の一丸(宮腰

屋〉甚六の御用留。巻頭に81項目の目録あれ

主に藩用の呉服太W御用を勤めた留番。表題に

「金沢町会所御用留」とあるのは誤り。 r御会

所」の御用留。会所は藩侯および内廷用の物品

出納，幕府等への進献等を取扱う藩の役所。

旧番名「金沢町会所御用留」。

16.45-20 

した分

16.45-23 

16.45-22 

万皮入払帳

手写

3 T 24.3cm 

富山，大聖寺両藩の分立に伴い，能美・江沼両

部および婦負・新川阿部の寛永17.18年(1640，

41)分の上納皮の枚数を家高に比例して割付け

た覚。午〈寛永19年)3月15日， 3月20日付，署

名は瀬川五郎兵衛・岩松弥兵衛。

16.45-21 

4120異人館土蔵・商社建上ケ英外留幌

4T 2牝m

異人館及び土蔵4カ所などの建築費番上げ。

上納草目印帳

明治2年(1869)

8 T 2t.5cm 

牛馬なめし皮の種類別に上納すべき分，

を記載している。

明治年間

明治年間

所会

務

4123 

4122 

4121 
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4119御領国中寺社御普請所弁御収納蔵御貸家覚書

16.45-19 

加越能三州御蔵橋社寺修覆等御入用一ヶ年分調理

帳 16.4..'>ー 18

営修局編

手写明治2年(1邸9)

13T 24cm 

内題「加越能三州御蔵橋井社寺方等御修麗御入

用壱ヶ年分調理幌J。各部宰支配の分， 金沢市

中社寺修覆銭，金沢市中用水水門普請方の見積

り計算書。

16..l5-15 

16.45-17 

世子御座所普請方御用主附一件

大野定能著

前田家縞韓方手写

37T 23.5an 

外題「世子御座所一件」。天保15年 (1844)11月

~弘化2年(1創5)8月に，世子慶寧が金沢入り

する時のために，金谷御殿の増改築をした折の

御用主附大野織人定能の役用覚書。慶寧は弘化

2年9月6日金谷御殿入りo

旧書名「世子御座所一件」。

16.45-16 

4117加越能三州御蔵橋等御入用調理帳

御作事所編

手写明治元年(1868)

UT  24cm 

町，郡奉行および遠所奉行支配ごとに御蔵，橋，

高札場，関所，牢屋，御貸家の経費を調べ，ま

た所々の「冥加普請J(地元の自普請)の橋，

蔵，高札場などを害上げている。

御普詩人用金

商法局編

2冊 23佃

①慶応3年(1867) ②明治2年(1869)のもの。

板囲，土蔵の普請入用の帳面。

政

明治年間

⑫文化6年12月朔日--29日

@文化7年正月 4日--3月12日

⑬ 同年 4月18日--5月27日

⑮同年 6月朔日~お目。

写手

4718 

4715 

4716 



i;長

園面苫豊描品長記

司司.

諸 場 等

納，その他諸願等を含む。 細 ヱ 所

①文政2--9年(1819--お) ②文政9--天保5

年(1826--3.0 ③天保5--11年(1834--40)。 4731 御用内留帳 16.45-31 

有沢武貞著

4725 海津駅より運送之諸品請取覚 16.45ー'25 自筆

会所縞 57冊 12Xl恥m

5 T 12x34.5cm 有沢森右衛門武貞は享保9年(1才24)8月11日~

味噌，塩，梅干，高提灯，白米，漬物などの荷 同19年3月8日御細工奉行を勤めた。その聞の

類，日付を記す。 r子十二月より」とあり。 役方記録。ただし一部欠巻あり。

①御用覚書享保9年8月11日~同10年3月

割 場 ②御用内留享保9年在江戸覚書

③自分留番享保9年8月11日--10月19日

4726 割場留帳抜書 16.45-26 @御用内留帳享保10年6月--8月

手写 ⑤ // /1 8月--10月

67丁 24cm ⑥ " " 10月--12月

内容は，貞享~安政期の旧例を番街めたもの ① " /1 12月~同11年2月

で，とくに項目分類はしていない。 ③ " 享保11年2月中

⑨ " /1 4月中
4727 詮儀方早繰 16.45-27 

⑮ 11 /1 4月下旬
棟取所編

⑪ /1 11 5月
1ω丁 24佃

⑫ 5月-:-6月初。 11 

棟取所旧議。嘉永3年(1850)--慶応4年(1部8)
⑬ " " 6月--7月21日

の劉場公文書についての日次の目録。
⑬ // /1 7月--8月6日

4728 割場旧記 16.45-28 
⑮ // グ 8月

前田家絹綿方手写明治年間
⑮ 11 /1 11月--12月

50丁 24cm
⑫ /1 享保12年正月~閤正月中旬

安政頃までの割場小者などに関する来歴，役筋
⑬ // /1 閤正月--2月中旬

のことなどを叙述している。小倉太作曲緒一類
⑮ /1 /1 2月--3月中旬

附帳も収む。
@ " 1/ 3月19日--4月15日

@ // " 4月15日--5月中旬

4729 江戸辻番一巻 16.45-29 @ /1 /1 5月17日--6月17日

手写 @ " " 7月23日--9月17日

12丁 24cm @ " /1 9月間日--11月26日

明治2年(1869)諸落邸の辻番所に従前通り番人 ② " " 11月27日--12月晦日

を差出すように指令があり，割場付足程をして ③ // 享保13年正月元日--2月3日

相勤め.させたときの記録。 @ " " 2月3日--2月29日

③ /1 /1 3月1日--3月晦日

4730 御手役者弁御用聞町人一件 16.45-30 @ グ '// 4月24日--6月9日

明治2年(1869) @ /1 /1 7月13日--9月晦日

169T 24cm @ " 1/ 10月1日--12.月晦日

割場旧蔵。明治2年(1869)4月~同4年(1871) @ Jγ 享保14年正月元日--4月17日
8月までの露類綴。 @ /1 /1 4月18日--6月3日

@ " " 7月9日--8月19日
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寸
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務

御調1I工者の様子についての折々 の内報を書2め

たものo 当時の御細工奉行有沢惣蔵らから若年

寄宛，また遠回拶J右衛門宛，大槻内蔵允宛。な

お，有沢惣蔵 (200石〉は享保19年3月8日より

延享 4年5月まで御細工奉行。

①享保19年3月~同21年4月

②享保21年5月~元文5年6月

③元文5年間7月~問 6年6月

④寛保2年11月~延享2年5月。

政

8月24日--9月7日

9月8日"""'10月8日

10月8日"""'12月8日

12月7日"""'12月29日

享保15年正月 1日~正月晦日

。 2月1日--3月26日

3月zl日"""'4月27日

5月15日昼過--6月5

11 

11 

" 
" 

" 

1/ 
" 
1/ 

11 

グ

" 
" 

グ

" 

固い【

@
@
@
@
@
@
@
@
 

16.t15-35 留帳

有沢致貞〈惣蔵〉著

2冊 llX17cm 

①「第一」とある冊，享保19年3月--12月

②「第三Jとある冊，享保21年5月--7月。

4735 

@ググ 8月9日"""'8月24日

@ グ 享保16年3月中旬--8月16日

⑮ググ 8月22日"""'11月29日

@相願候趣亦達御内聴候品之内留享保16年10

"""'11月

@小頭欠人奉願ニ付小頭之儀前御代ヨり被仰出

之儀相しらへ申候→冊享保16年

@御用内留帳享保16年11月半~同17年2月4 16.4手一'36御細工所御用内留

有沢貞幹〈才右衛門〉著

自筆宝暦4--5年(1754"""'55)

3冊 12X18cm 

q濯暦4年4月28日"""'9月22日

@淫暦4年10月1日--12月28日

③宝暦5年正月 1日--3月10日。

貞幹 (300右〉は当時御細工奉行。

4736 

16.45-37 〔日記〕

120T 18x 12.5ω 

前・後欠。有沢才右衛門〈貞幹).岡田是助(正

巳〉が細工奉行当時の笑巳年正月"""'3月の御用

日記。才右衛門は宝暦4年~安永3年5月，是

助は明和8年10月28日~天明2年在役したので

年代は安永2笑巴年(1773)。また筆跡から有沢

貞幹自筆とみとめられる。

4737 

享保16年11月17日~同18年

享保17年2月4日--3月晦日

" 3月29日"""'6月3日

春田具足屋等之願享保17年 d

享保17年6月2日"""'11月14日

" 11月~同18年2月20日

享保18年 2月22日"""'6月2日

グ 6月2日"""'10月6日

享保19年正月元日"""'3月8日o

11 

11 

グ

11 

" 
11 

" 
11 

R
H
 

@
@
@
@
@
@
@
@
@
 

16.45-32 

" 

覚書

10-争寸 12x 17，ω 

享保13年(1728)同14'年の役務記録。著者は瀬川

長左衛門久浮 (320石，同13年2月27日より御

細工奉行〉か。

4732 

16.4仔ー'38

19T 18x 12.5cm 

前欠の端本。公私自記。筆跡は有沢才右衛門点

幹と推定される。年代，役職不詳だが，同役中

に岡田の名あり，細工奉行か。

〔日記〕4738 
16.45-33 御細工者小頭願井御用勤御内聴

有沢致貞〈惣蔵〉著

自筆

17丁 11.5x 17cm 

事保15"""'16年(1730--31)0

4733 

16.45-34 内留

有沢致点(惣蔵〉箸

自筆

4冊

4734 
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務

江 戸 詰

4739 江戸御式台仲間勤方申送帳

手写

6冊 21cm

高畠定時旧蔵。

①延宝3年11月~享保5年10月

②享保6--8年

③享保9--11年

④享保12--14'年

⑤享保15--17年

⑥享保18""20年。

16.45-39 

4740 江戸御留守居伺等留帳 16.45-40 

手写

4冊 23佃

江戸御留守居，御用人，その他の関係文密の写

からなる。

① o御在国中於江戸相勤申品々当季相伺被仰出

候帳(菊池弥八郎，井上勘左門関係曾類。

両人は元禄5年 3月--8年12月の問御用人

として同役にあった〉

。元禄三季江戸御留守御用相勤候格を以当季

勤様奉伺候(菊池十六郎，伴源兵衛，西尾

忠三郎関係書類， r壬申J(元禄5年〉のも

の。当時伴長安，西尾長道は御用人〉

。宝永6年伺l脹面ニ冊之写(御家老役本多図

書関係〉

。寺西市正等三人之内云々以付札被仰波候帳

(享保12年，江戸御留主居役関係〉

。水野和泉守殿江御内用御頼之趣ニ付云々

(享保12年，御用人関係〉

② o享保12季3月江戸御留守中之儀ユ付奉伺候

品々〈江戸御留守居役，御用人関係〉

。享保12年 6月17日前回将監ヨリ被相波候申

送帳(御用人関係〉

。御奉書一巻(享保12{J!.江戸御留守居，御

用人関係〉

。享保13年 2月2日江戸3 V罷帰侯己後御用

覚帳(前回勘解由， 2月--5月の記事。勘

解由孝和は同年6月迄，江戸御留守居役〉

。御道具之儀ユ付主殿言上之状等留〈享保14

年 4月。主殿は品川雅武で当時江戸御留守

場 等

居役)

③ o御留守中御鷹方御用留帳(享保16年。当時

江戸御留守居役前回将監恒篤関係書類〉

。江戸ヨリー振迄御領分附

。御留守居方御用留〈寛保元年，当役青木新

兵衛直之関係書類〉

。御留守居方留帳〈寛延3年)

@。御発駕之節御作法附

。支配方御用留下帳〈宝暦3年)。

4741 (宝永年中廻状等之写) 16.必ー41

8冊 27cm

宝永 5年(1708)12月--6年(1709)12月までの江

戸邸における役務記録。

①宝永5年12月~同6年正月

②同6年2月

③同年3月， 4月

④同年5月， 6月

⑤同年7月， 8月

⑥同年9月， 10月

⑦同年11月， 12月

③同年12月~同 6年12月。

4742 御守殿一巻 16.45ー42

手写

52丁 23cm

内題「御守殿致材木体通院江被遺侯義戸田山城

守殿江被仰達候畿弁御役人衆江開番等より承合

候紙面之写」。文中に出る清泰院は光高正室，光

現院は吉徳の正室(享保5年 9月20日没)0 5月

--10月の記事。なお丑年で閤7月があるので享

保6年と推定される。

4743 御留守居方御用留 16.45-43 

手写文久3年(1863)

211- 14.5 x 20cm 

中川典克旧蔵。江戸藩邸における砲守居の作法

を記す。表題肩書「究保元酉八月より Jと「寛

延三年午八月」のものを収め，文久 3年に朱字

を加えてあるo

4744 御留守居詰御用留

手写

5冊 23.5ω

16.45-44 
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内題「御留守詰御用品々留帳」。

①宝暦7年(1757)7月28日--9月中

②同年10月1日--12月中

③宝暦8年正月 1日--3月中

④同年4月1日--6月中

⑤同年7月1日--8月中。

政

内容から著者は当時の江戸御宿主居役前田内蔵

助孝情と推定されるo

務

第 1ffiJ①御省指控，②不念等，③戦者絵，④出

奔，⑤変死

第2冊①禁裏，②公義，③御家，@御法事等'/

⑤堂上方.⑥富山・大聖寺・七日市，⑦

御公様方，③年寄中，⑨御家老中等，⑪

普請鳴物迷-慮

第3冊雑。

4750 役向日記 16.45→0 

4745 御中屋敷諸事記 16・45-45I 中川典惇著

前田家編輯方手写明治年間

114丁 23佃

安永~文政期の江戸中屋敷の記録で，詰人や小

者の管理事務に関する記録を集めたもの。 r此
害片岡孫作より写出す」と付札あり。

4746 江戸毎日:醤立書抜 16.45-46 

前田家編綿方手写明治年間

70丁 23.5cm

奥村栄滋所蔵の写。内容年代，文化元年(1804)

~同13年(1816)。奥村左京正直 t当時年寄役〉

関係書類とみられる。なお，編集方法が次号と

同じなので奥村栄通が編者か。

4747 江戸毎日:昏立書抜 16.45-47 

奥村動百編

前田家編輯方手写明治年間

5冊 23.5cm

①文政4年6月24日~天保2年12月晦日

②天保3年正月 5日~同14'年9月26日

③嘉永6年正月 12日~安政2年11月24日

@安政2年11月22日~同3年8月26日

⑤安政3年8月26日~同 5年3月26日。

4748 江戸状留

祐筆方編

手写

29丁 11.5x16.5cm 

16.45-.18 

自筆文久3年(1863)--元治元年(1864)

3冊 12X18ω

中川典克旧蔵。中川典惇は文久 3年正月 6日

「江戸御留守居井御用人J役設慌の際に就任，

元治元年12月8日御免。

①諸事覚文久 3年2月より

②役向日記文久 4年

③役向覚書元治元年3月29日よれ

4751 江戸毎日帳早繰

前田家編輯方手写明治年間

66丁 23cm

16.45-51 

奥村栄滋所蔵の写。内題「於江戸毎日帳等書抜

早繰留内書抜」。内容は.r上使Jr御慶事」以

下r雑」まで42項に分け，各項に年月日を附し

ていくつかの事例を索引的に記しているo 事例

は元禄期も含むが，主に中期以降。

泉 都

4752 京都御用相勤申節之日記

高畠厚定箸

13築

2冊 20.5伺

詰

16.45-52 

商品定醇旧蔵。京都における公務の日次覚書。

①安永5年(1776)7月21日~同月29日

②8月朔日~同月29日。

内容は，文化2年(1805)9月--11月。 I4753 京都詰中内状等留 16.4ト 日

松平康正〈大弐〉箸

灯49 江戸状留蹴 16・45-49I 前田家縮財手写明治年間

3冊 24.5cm

内容年代は文化 5年(1808)--天保11年(1840)ロ

「七冊之内」とあるが3冊のみ。内容項目は，

-1ω-

49丁 23.5cm

内容は，文久 4年(1864)2月--5月。康正は当

時筑前守様〈慶寧)御用主附。
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諸

4754 松平大弐留糠等 16.45-501 

前田家制id~母方手写 明治年間

81丁 23叩

内容はJ r京都詰中諸事留帳J(文久4年)r斉
泰・慶寧両公建白Jr京都大変異聞録」。

4755 藤懸某等書籍写 16.45-55 

手写

巻・子 1 16cm 

御用番よりの用務など。京都における諸報告

で，文中には松平大弐の名もみえて，幕末期の

もの。

4756 京都御用状等内写 16.45-56 

前国家編輯方手写明治年l制

2冊 23.5cm

奥村栄滋所蔵の写。奥村栄通の手留。内容は，

元治元年6月--10月。

①上巻 「京都詰中御用状等之内井閲番言上紙

面等之内写」

②下巻 向上J r京都詰中於御国表御用番等よ

り触波状之内写」

栄通はこの年前田鹿寧上洛に供奉し，禁門の変

に際して仙洞御所を警衛した。

4757 (諸事御用留帳) W.~ー57

手写

72丁 25佃

安井顕比旧蔵。表題「今度御上京之節大砲被遺

候ユ付御供被仰付候右一件留記。京都御守衛一

件ユ付六月七日発足当日より日記。長州発向一

件井美濃路共元治二年二月廿日金沢江引揚迄但

水府浪士一件。廿三日御道具返上瞥挫葉原跡調

理方一件」。内容は，元治元--2年(1864--65)。

4758 京都詰中手留 16.45ー58

前田孝錫〈内蔵太〉著

前田家編輯方手写明治年間

3冊 23.5佃

①慶応元年(1865)6月--10月17日の手記

② グ 10月22日~同2年正月

③ 11 3年7月~向4年2月。

旧脅名「京都詰中日記」。

場 等

4759 (草間列五郎，隠密御用之者探索之計策に付番付〕

16.45-59 

5丁 2おm

原題「草間列五郎儀隠密御用相勤居候者を探索

可致計策之意内合相関候廉申上候番付」。京都

における千種家々来賀川一馬に所司代家来三浦

七兵衛密談の件，箔に馬糞取交の事等箔屋長兵

衛に相札寄付。未7月25日付。

旧番名「草間列五郎儀隠密御用相勤居候者ヲ探

索云々寄付」

4760 (草間列五郎，九条殿家来探索之趣寄付〕

4761 

4762 

16.45'ー-60

21丁 2化m

原題「草間列五郎儀九条殿御家来を探索いたし

候手続手先之者相札候趣申上候寄付」。九条殿

諸太夫信濃小路民部少輔，御近習嶋田左近等の

気質・身上・所業等探索の番付。

旧窃名「草間列五郎儀九条殿御家来ヲ探索致候

云々番付J。

草間列五郎ニ引合有之侯池回大学妻相札候趣等申

上候寄付 l司 16.45'→1 

llT 24cm 

京都の儒医池田大学妻田鶴に相札番。梁川星厳

・梅田源次郎等儒者探索に付。

砂川健次郎・平塚混斎儀土屋采女正殿家来大久保

要二男室之助ニ引合之廉申上侯書付 16.45'・-62

8T 24佃

砂川健次郎と栗田御肢の内に懇意の者の有無等

に付京都探索方寄付。

式台・道中長柄

4763 御式台等諸事留帳抜書 16.45'→3 

33T 20.5佃

高畠定降旧蔵。内容は御式台取次に関する延宝

3年(1675)--享保6年(1721)の規則の写。

4764 御式台申送帳等

商品成行堂編

手写

5問 21.5ω

16.45-64 
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政

高畠定時旧蔵。

①御式台申送帳元文元年正月より

② グ 元文2年正月より

③ グ 寛保3年正月より

@御供方御式台言送番抜元禄11年~寛政13年

⑤御式台手帳延享3寅年改。

4765 (江戸急御用道中人馬指支一件〕

横浜普左衛門著

39丁 23cm

横浜宜徳、i日i議。表題「寛政八年十月指急侠御用

ユ付江戸表江発足之御遊中中仙道追分宿等人馬

指支候ニ付御届ユおよひ候所道中御奉行根岸肥

前守殿江御呼出一件留」。普左衛門玄笑は当時

定番頭並，御近習御用。

旧書名「指急候御用ユ付江戸表へ発足ノ御云

16.45-65 

」々。

4766 御長柄奉行勤方覚

手写

62丁 23cm

表題・旧書名は「使番方留記」であるが内容は

ちがう。文化3年(1806)改国政成手写本の写。

政成は当時御使番であった。内容は，御道中御

長柄奉行勤方で，御発駕可申渡品々等，享保元

年御参勤，同3年御参勤，同9年御帰国，同9

年御参勤御長柄奉行動方を収録している。

16.45-66 

4767 道中奉行心得書

岡田助右衛門著

手写

20丁 21cm

別名「源顛雑録」。岡田助右衛門が道中奉行の

所望に任せて上洛道中の心得を記した 5通の文

章の写。時期は幕末。

16.45-67 

奥納戸・台所方・御膳方

対日
v

務

4769 御台所方留

手写

60T 23個

前田貞醇旧蔵。安永2年御家老方席留帳からの

写本の写。内容は，元禄10年(1697)--同13年。

16.45-69 

477D (台所奉行へ御親翰写持請書控〕 16.45ー70

2通 16cm 包紙袋入

2通とも 3月13日付。台所入用綿密詮議のこと

につき，横目の報告によって藩主より台所奉行

安見瀬兵衛に問合せがあり，岡田それに答えた

もの。嘉永6年に岡田隼人，同喜内が整理の際

に作成した袋によって安永2年と知られるの

で，安見瀬兵衛は勝貞" 200石，明和9年正月

28日より安永9年6月まで台所奉行であった。

旧書名「御親翰写持御請控J。

4π1 御膳方年中行事旧記 16.45ー'71

巻子1 24cm 包紙

正月元日より 12月日毎日まで，御膳方が行なう仕

事の項目を日付順に全て謹上げている。

4772 御膳方年中行事旧記一巻 16.45ー'72

前田家編鴨方手写明治年間

12丁 25.5cm

前号と阿内容。 r御蔵書之内」と付築あり，ま

た「明治二三年ノl須」と推定している。

厩方・鷹方・餌指方

4773 御蔵方旧記

近藤篤之手写

8冊 お 佃

御厩方役所の記録を集成したもので，当然，眠

方職掌に関するものが多い。旧例の年代は，と

くに安永・天明期に属するものが多い。ただし

16.45ー'73

第 8冊は文政以降のものが多い。

4768 奥御納戸方手帳 16.45→8 I 4774 相~I~御鷹場開審 16.45ー'74-

横山引馬手写寛政6年(1794) 前田家編輯方手写明治年間

28丁 12X17.5cm 

内題「於金沢御発m前奥御納戸兼;借被仰波候者

心中f1可申品々」。横山勇太郎旧蔵。安永7年の

写本の写。役務内容の詳細を記す。

10丁 24cm

前田光高が相州に拝領した!寵場について。 r相
州御臆場御持領以後段々相極申帳」とあり，内

容は，寛永8年~同18年(1631--4-1)0

一108-
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4775 武州相~N御腐場之由来持村名附

手写

5T 24cm 

諸

16.45ー75

前図式部短正所蔵の写。光高の代に武州，相州

に騰場拝領由来と1居場所の村名を記す。

4776 御馬方・御鷹方附御飼鳥方

今枝主水著

自筆享保11年(1726)

9T  24ω 

16.45ー76

中川典克旧蔵。主水恒明は当時若年寄役。 6月

1日.......29日の役務日記。

旧書名「御馬方並御l寵方御用」。

4777 御鷹方諸事控帳

中川式部箸

自筆

4冊 24佃

16.45ー77

中川典克旧蔵。中川式部長定は当時若年寄役。

第4冊の表題を標目とした。

①享保8年m月--11月

②享保9年正月--8月

③グ 9月.......12月

④享保10年正月.......4月。

旧書名「御騰方御用控帳Jo

4778 御溜野之節御行列帳

手写

9丁 8X17，佃

16.45ー78

藤田与七郎旧談。明和8年(1771)の際の供ぞろ

えを番上げているo

4779 能美郡・越中筋御鷹野日記弁御道書 16.45ー79

手写

16丁 12X18cm 

内容は，安永5年(1776)。

場 等

142'丁目x12.5cm 

前欠。内容は，御殿方の巳7月.......12月の日記。

巳年は文中から安永4年以降の巳年であるので

天明 5年か(寛政9巳年は閤7月の有無の点で

合致しない)。

4782 御鷹野御行列帳

手写

6 T 8 x 18cm 

16.4.5ー82

横山勇太郎旧議。内容は，寛政5年(1793)。

4783 御鷹野御行列

手写

5 T 36x 12cm 

16.45-83 

宮田権六郎旧蔵。内容は，文政7年(1824)。

4784 (御鷹帳井御馬毛附幌〕 16.45-84 

手写

9T 12X18佃

前回道益旧談。内容は，文政7年(1824)，拝領

際書上げ，および馬の産地，毛色，年の密上げ。

4785 御鷹野御供一件 16.45-85 

前図式部手写天保11年(1840)

16T 12x 18cm 

前田栄次郎旧蔵。内容は，文政9年(1826)。

4786 殺生方一件

富田莱編

天保5年(1834)

loT 11.5x 17.5佃

16.45-86 

富田権六郎旧蔵。内容は，天保5年(1834)9月

の，石川・河北阿部御鷹場，留場への殺生人入

込み禁止条項と，家中風俗の儀につき殺生の申

達などを収録。

4787 口達之覚 16.45-87 

4780 御鷹野御行列帳

手写

16.45ー'80 I 富田某著

7丁 8X18ω 

横山勇太郎旧歳。内容は，天明2年(1782)。

4781 (日記〕 16.45-81 

手写
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天保9年(1838)

8丁 24叩

富田権六郎旧蔵。月番作州(前田美作守孝本〉

よりの下問に対し，御隠密場の場所について旧

例を示しながら報告している。
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政

4788 今度御改之御臆場→牛留〔等〕

手写

『
，

w

務

16.45-88 I 4795 御餌指-{，牛留

手写

16.45-95 

36T 12x 18cm 

前田栄次郎旧蔵。内容は，天保12年~嘉永元年

(18-41--48)の鷹場を書上げている。

4189 石川河北両郡御鷹場色分図

前図式部箸

自筆天保13年(1842)

絵図3枚 彩 色 24x26cm

前回栄次郎旧談。手取JIIから犀川，犀111から浅

野川下流，河北潟の地域における御留場，札場，

5丁 24佃

天保7年(1836)成立。餌指方役人が部方ヘ出張

の節の規則を諸郡ヘ令した3通の写。

16.45ー89I 特16.46 横

御免場に色分けしているo

4190 御鷹野中納言様御同道御出之節御行列附

16.45-~IO 

手写

6 T 3，tx 12佃

広瀬知良旧蔵。内容は，文久2年(1862)。

4191 -(御腐方御用留帳抜書〕

手写

13丁 24.5cm

越中国j鷹場における文久4年(1864)の藩主の鷹

狩。

16.45ー91

4192 小松辺迄御鷹野御行列帳

手写

8 T 12x36cm 

前田栄次郎旧蔵。

16.45-92 

4193 御臆方御縮之儀に付年寄中附札之紙面写上申帳

16.45-93 

佃
蔵

5

日

M

郎

写

丁

肱

手

6

田富

4194 御餌指方旧記

五十嵐菜箸

手写

4丁 24.5cm

安永3年(1774)11月及び同9年5月付，餌指方

の部方出張に関する箇条曹の写。

目 方

4796 (届書類〕 16.46-1 

仮綴13(209通) z1佃

第 1，第2綴は寛永期のもので，中川八郎右衛

門〈宮内〉宛の請取証文などが多い。八郎右衛門

は重勝(5000石，明暦2年没〉。第3綴は寛永8

年御使衆余荷割符覚，第4綴以下は中川八郎右

衛門(長種)等に宛てたものが多く，大横目役

関係書類で，万治以降延宝期に至る横目役人の

復命書，出張，欠勤届など。

4191 番付之跡害

中川長種〈八郎右衛門〉箸

自筆

51T 24.5cm 

中川典克旧蔵。大横目役の記録。内容は，万治

3年 (1660)，寛文2年 (1662)の年記がある。

また前半は中川と津田源右衛門〈霊長〉の連署，

後半は中川，津田と玉井市正〈貞清〉の連署であ

る。中川，津田は共に万治元年に就任し延宝8

年11月28日に隠居した。玉井は寛文2年に就任

16.46-2 

したことがわかっている。

4198 御横目番付留帳

手写

39T 24.5cm 

中川典克旧蔵。大横目中川八郎右衛門〈長種〉に

宛てた万治3年(1660)6月--8月中の横目役の

報告書類の記録。

16.46-3 

16.45-94 I 4799 (小西吉左衛門届害〕

自筆万治4年(1661)

16.46-4 

3通 25cm

いずれも 5月13日付。いとこの留守中，その妻

子を裁許するよう依頼を受けた旨を組頭ヘ届け

た2通と，組頭より大横目宛の添番。

旧書名「火事ユ付小西吉左衛門番等」。

-110ー
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横 目 方

4800 江戸へ罷越御小性火事之瑚頼置候人付之幌 ある。

16 46-5 

万治4年(1661) I 4805 行山新右衛門書状 16.46-10 

10丁 24cm 行山新右街門箸

中川典克旧蔵。在江戸中，留守を依頼した組内| 自筆

の者の名を記し，組頭より大横目へ届出た帳

面。

4801 諸事跡番 16.46-6 

中川長種著

自筆

2冊 24cm

中川典克旧議。大横目の役方記録。

①寛文4年--6年 ② 寛 文6年--7年。

4802 横目方旧記

手写

110T 23個

16.46ー7

寛文~宝暦期の旧例を収録。内容は，大別して

御印物等，大横目諸場勤向等，喧Pit 御預者閉

門等，検使御歩横目見届，類族井切支丹，御

歩横目等指引，ウワ野金谷御歩横目指引，言上，

野廻，替詞，乗用行歩等之事，御供一巻之事，

服付之事，火事装束之事，御城中御定之事，御

礼列，出仕申談等，当用之事，訴状人之事，雑

之類，江戸御供人数井長柄之傘。以上の各項に

ついての細目は巻頭の目次にあれ

48ω 〔前田七郎兵衛害状〕

前回七郎兵衛直玄著

1通 15佃

16.46-8 

2月21日付，中川八郎左衛門宛。横目醤紙見屈

の件。前田直玄は寛文 7年より，中川八郎右衛

門長種は万治元年より大目付で，直玄は寛文 9

年8月没，長種は延宝8年11月28日隠居してい

るので，寛文7年--9年のものか。

48ω 〔布山新八口上書〕

布山新八箸

自筆

1通 28佃

16.46-9 

中川典克旧蔵。亥8月27日付，前田七郎兵衛・

中川八郎右衛門宛。宛名の 2人は大横目。その

在役期聞は万治・寛文・延宝(I658--1 (80)で

1通 33x46cm 

前田七郎兵衛・中川八郎右衛門宛。京都からの

報k
1=10 

4806 (江戸当番御小姓に付口上番〕

平井次郎兵衛箸

16.46-11 

1通 25佃

正月 14日付，前田七郎兵衛・中川八郎右衛門宛。

江戸の小定問ミ足の件につき。

旧書名「当番御小姓について口上書」。

4807 (堀与左衛門届番〕 16.46-12 

4808 

1通 29佃包紙

江戸へ出張中，知人へ私宅見廻りを額んだ旨の

組頭宛届密と組頭より大横目 3人宛の添状を継

合せたものo 日付は丑8月6目。大横目の在任

期聞から推して丑年は延宝元年。

旧書名「火事ニ付堀与佐衛門書等」。

〔中川八郎右衛門書状等〕

中川八郎右衛門等箸

自筆

仮綴1(8通) 18cm 

16.46-13 

中川八郎右衛門・津田源右衛門・玉井市正連署

状 5通その他より成る。 3人連署のことから，

大横目役であった中川長種，津田重辰，玉井貞

清であることがわかり， 3人同時に在役の時期

は寛文2年~延宝8年11月であった〈ただし寛

文3年 5月24日より多賀左近直定が加わる〉。

4809 公儀御用留寄 16.46-14 

130T 23.5cm 

寛文8年(1668)から延宝2年(1674)t;こいたる大

横目役の記録。主に中川八郎右衛門，津田源右

衛門，多賀左近直定の公務関係の害状の留帳。

4810 (中川八郎右衛門留書〕

中川八郎右衛門著

手写

16.46-15 
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91丁 2-1叩 4816 〔御巣躍仕立に付御蝕〕 16.-16ー21

中川典克旧歳。延宝2年(167.4).....，1司7年(1679) 手写

大横目役中川長種の留番。 1通 24佃

旧書名「留番J。 6月2日付，中川八郎右衛門より鷹づかい禁止

場所につき触。前号の達書を受けたものo

4811 大波廻米等留害 16..16-16 

-rrr・守q;r・ 4817 〔御巣鷹三ケ所停止之害〕 16.46-22 

10T 23叩 手写

中川典克旧蔵。大坂及び京都廻米に関する御条 1通おm

数番。卯年9月付，大横目宛。大横目の 3人の 6月1日付，中川八郎右術門，津田源右衛門よ

就任年代から，この定書は寛文3年または延宝 り中島河原，倉辺野，徳、光野で禁止する旨，本

3年である。 多安房等46人の組頭に宛てたもの。

4812 寄付留帳・江戸 16.46-17 4818 〔山蔵縫殿助害状〕 16.46ーお

中川八郎右衛門若 山蔵縫殿助著

自鐙延宝7"""8年(1679.....，ω〉 1通 33cm

14T 25cm 中川典克旧蔵。 5月17日付，中川八郎右衛門宛。

中川典克旧蔵。当時大横目役で・あった中川八郎 巣鷹の件。

右衛門長種の江戸屋敷方についての報告密集。

4819 〔横山新左衛門害状〕 16.46-2-1 
4813 〔横目勤方〕 16.46-18 横山新左衛門著

仮綴 1(11通) 24cm 1通 16.5佃

中川典克旧蔵。署名人は，中川八郎右衛門，多 5月17日付，中川八郎右衛門宛。児l慌のことな

賀右近，津田源右衛門等。 どにつき。

①3月21日付，式日，御用日等の定②3月28

日付，勤方につき伺魯③27日付，事務につき 4820 〔加須屋伝兵衛等害状〕 16.46ーお

問合せ状@丑3月15日付，横目役勤方の定番 加須屋伝兵衛・和田小右衛門箸

⑤3月29日付，御小将横目ほか役所附横自動方 自筆

定 書 ⑥5月27日付，越中廻り横目勤方定番 1通 16cm

⑦巳8月3日領国廻り横目勤方定書③能州廻 加須屋伝兵衛，和田小右衛門より中川八郎右衛

り横目勤方定番⑤横目勤方定番下番⑪同左 門，多賀左近，津田・夜、右衛門宛。 7月7日付。

⑪横目)勤方定書下書。 務主の鷹狩り先より，日程についての通知。

旧書名「達書之覚J。

1644b 争ー19

4821 〔長屋十太夫書状〕 16.46ー26

4814 〔前田対馬申達状〕 長屋十太夫著

1通 18cm 自筆

中川典克旧蔵。 8月8日付，中川八郎右衛門宛。 1通 16佃

長柄御小人指持方につき。 中川典克旧蔵。中川八郎右衛門宛。御版取進上

旧番名「長柄御小人ユ関シ前回対馬之密」。 報告欝。

4815 〔御巣鷹仕立に付遼番〕 16.46-20 4822 〔大横白書状等写〕 16..:16ー幻

1 ini 16.5cm 手写

6月 1日付，前回対馬，奥村凶幡より 111)11八郎 1通 15側

右衛門宛。 臆使い禁止の場所について。 中川典克旧蔵。 11月8日付，御鷹野獅子狩，御
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倹目方

留守御屋敷替等の餓に付。中川・多賀より津田 I4828 (御城之内七拾関長屋御馬道具紛失一件〕

源右衛門宛。 16.46ー33

4823 (山田伝丞・倉知久兵衛害状) 16.46-28 

山田伝丞・倉知久兵衛著

自筆

4通 14.5cm

中川八郎右衛門，津田源右衛門宛。収納米，米

値段，大坂城代番衆列名など。

4824 (御蔵米払方に付報告書) 16.46ー29

吉田惣兵衛・渡辺源七箸J

自筆

1通 16cm

大横目津田源右衛門，中川八郎右衛門宛。 10月

29日付。おそらく大坂の状況を報告したもの。

旧書名「吉田惣兵衛書翰」。

4825 (近藤小左衛門等書状) 16.46ー'30

自筆

3通 16cm

。7月4日付，近藤小左衛門より中川八郎右衛

門宛，町人金屋庄右衛門船買請の義に付書状

。10月6日付，関口月18日付，近藤小左衛門・

牧久兵衛より中川八郎右衛門・玉井市正・津

田源右衛門宛，御払米相場等に付書状(2 

通〉。

旧書名「近藤小左衛門書翰J。

4826 (横山大和守等書状) 16.46ー31

自筆

1通 17cm

4月15日付，横山対日守・西尾隼人より中JII八

郎右衛門宛。御家督汗御転任の義に付返書。

旧書名「横山大和守口上番J

4827 (吉田惣兵衛等書状) 16.46ー'32

吉田惣兵衛・渡辺源七著

自筆

1通 16佃

2月29日付，中川八郎右衛門・津田源右衛門

宛。西国筋，大桜町中などにつき横目の近況報
tと
c。

1通 24.5cm

中川典克旧蔵。 12月13日付，中川八郎右衛門の

長屋内盗難状況の曾上などに付密状の写。

4829 (武藤平左衛門等害状) 16.46ー，34

武藤平左衛門・堀田伊右衛門箸

自筆

3通 15cm

いずれも中川八郎右衛門・津田源右衛門宛。 3

月14日付， 3月28日付， 4月朔日付，払米値段

等に付。

旧書名「郷田伊右術門・武藤平左衛門書翰」。

4830 (松原安兵衛書状) 16.46ー35

松原安兵衛箸

自筆

3通 29.5佃

4月25日付， 5月3日付 7月30日付，中川八

郎右衛門・津田源右衛門宛。 7月の 1通は近藤

小左衛門と連署。廻米・払米等に付。

4831 (山本弥ニ右衛門書状) 16;46-36 

山本弥二右衛門箸

自筆

3通 25.5畑

正月 4日付(2通)， 4月16日，中川八郎右衛門

・玉井市正・津田源右衛門宛。八条姫君様御作

事所見廻等に付。

4832 (山本弥ニ右衛門害状) 16.46ー37

山本弥二右衛門著

自筆

1通 13.5畑

正月16日付，玉井市正 e津田源右衛門・中川八

郎右衛門宛。来状受取等の返状。

4833 (伊藤甚右衛門害状) 16.46-38 

伊藤甚右衛門著

自筆

1通 15佃

3月26日付，中川八郎右衛門・津田源右衛門「

宛。御番帳調替の件。
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4834 〔堀萌吉衛門書状〕 16.46-39 旧書名「馬大豆相渡ユ付申達」。

1通 15ω

3 月 20日付，中川八郎右術門・ r~回源右衛門 4840 〔中川八郎右衛門申渡状〕 16.46.-45 

宛。八条姫屋敷の焼け錫・銅・鉄を御払いの 中川長種著

f'j:。 自筆

11通 19伺

4835 〔総木盗伐見届書〕 16.46--10 中川典克旧歳。鉄砲打，家中奉公人，衣類法度，

牧久兵衛・高橋義兵衛・品川孫七著 小姓中定審，御巣鷹，年切奉公人給銀などに関

自筆 する大横目の申渡。

1通 25伺 旧書名「中JfI八郎右衛門長種審翰」。

中川典克旧蔵。子12月19日付，中川八郎右衛門

津田源右衛門宛@松木蹴人の務山御奉行よ I 4841 〔富士祭例見物停止之廻状〕 16.46-46 

り屈に付，横目見届番。 中川八郎右衛門著

1通 18cm

4836 火事之刻非番出向之逮 16.46--11 中川典克旧蔵。 5月27日付，中川八郎右衛門よ

中川長種等箸 り掘孫之助等7人宛。いずれも「奉」と返事を

自筆 記しているo

2通 16cm 旧番名「富士祭例見物停止之逮」。

10月22日付，堀田伊右衛門等宛。同日付，嶋田

十太夫等宛。大横目 3人〈中川長種，玉井貞清， 4842 〔中川八郎右衛門申渡状〕 16.46-.17 

津田重辰〉連署で配下へ廻達したもの。大横目 中川長種〈八郎右衛門〉著

3人がともに在任した期間は寛文2年~延宝8 11通 17cm

年。 中川典克旧蔵。奉公人出替の定欝，御艇の事，

旧書名「火事の刻非番之達J。 かぶきたる肱停止，富士祭ユ罷越事停止，御広

式御用才許の事，煩ニ付御横目役赦免状など大

4837 〔火事御番之割〕 16.46-42 横目役関係。

手写 旧書名「中川八郎右衛門書翰」。
3通 25cm

中川典克旧蔵。火消番半月交代割。御小姓横目 4843 〔公事場吟味香上〕 16.46-48 

8人の城中火事番割。火事その他の番割定。 中川八郎右衛門著

旧書名「火事御番之覚」。 1通 25佃

中川典克旧蔵。国元の八郎右衛門より公事場で
4838 〔中川八郎右衛門等害状〕 16. 46-4.'i 吟味のあった件を項目的に盤上げた報告の控。

1通 16.5cm 旧書名「公事場言上書」。

7月9日付，中川八郎右衛門，津田源右衛門よ

り不破彦三，富田治郎右衛門宛。当年拝借方に 4844 〔中川八郎右衛門害状〕 16.46-49 

っき。 1通 15佃

旧書名「中JI¥八郎右衛門・津田源右衛門連署 閤5月17日付，津田源右衛門・多賀左近宛。明

状」。 日出仕の案内状。閤月と人名により寛文4年

で， 3人(中川長種，津田重辰，多賀直定)と
4839 〔馬大豆渡し手形〕 16.46-44 も大横目役。

1通 17cm

正月 16日付，中川八郎石神j門・津田源右衛門・ 〔喧嘩にて死人吟味に付呼出状〕 16.46ー50
玉井市正(大目付〉より倉知久兵衛宛。 中川八郎右衛門著
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1通 17cm

3月14日付，神保八左衛門等3人宛。当番につ

き出勤するよう呼出し状。

旧書名「死人吟味方達書J。

4846 C前回文勝・村井藤十郎乗物行に付伺〕

16.46-51 

中川八郎右衛門箸

自筆

1通 16cm

玉井市正・津田源右衛門宛。登城の節の乗物に

付。

4847 (中川八郎右衛門口上番J 16.46ー52

自筆

巻子 1 創価

中川典克IA蔵。浪人進藤丈信所持の番き物を返

却しない件につき報告したもの。

4848 (御膳所御徒横目に付口上書J 16.46ー53

手写

2通 26畑

中川典克旧蔵。中川八郎右衛門関係の届欝下

番。

4849 (永原土佐守番状J 16.46→4 

永原土佐守著

自筆

1通 29cm

中川典克旧蔵。 6月9日付，中川八郎右衛門宛。

江戸へ証人送りの余荷金子に付御礼，持病見舞

等。

旧書名「永原孝治書翰J。

4850 (不破五郎兵衛等口上番) 16.46-55 

不破五郎兵衛・東方安右衛門箸

l通 16.5cm

2月8日付，中川八郎右衛門宛。米の値段に付。

'4851 (堀弥右衛門書状) 16.46ー56

痢弥右衛門箸

自筆

目

4852 

4853 

4854 

4855 

4856 

4857 

方

新展敷作事状況の報告等に付。

〔宮崎弥左衛門書状〕 16.46ー57

宮崎弥左衛門箸

自筆

1通 18cm

中川八郎右衛門宛。米相場に付。

〔大坂御屋敷勤方存寄雪上書〕 16.46-58 

有山七郎左衛門著

自築

1通 22佃

中川典克旧蔵。亥3月29日付，中川八郎右衛門

宛。大坂御払米銀・相場等についての報告書。

旧番名「大阪払米について口上容J。

〔前田七郎兵衛害状〕 ]6.46ー59

前田直玄〈七郎兵衛〉箸

3通 15cm• 30. 5cm 

中川典克明i歳。 2月21日付， 3月4日付. 3月

9日付，中川八郎右衛門宛。敦賀派遣等の横目

役の人事に付。

旧曾名「前田七郎兵衛直玄書翰J・「藤田七郎兵

衛審翰」。

〔中川八郎右衛門宛害状〕 16.46一喝O

1通 30cm

中川典克旧蔵。 8月14日付。

〔牧久兵衛等害状〕 16.46一台1

牧久兵衛・近藤小左衛門著

自筆

1遇 16cm

3月25日付，玉井市正等〈後欠〉宛。御払米.米

相場などにつき。

〔御横目方伺等之書抜〕 16.'46-62 

前田家編輯方手写明治年間

19T 24cm 

表題「元禄九年八月より年寄中席江御横目相詰

候節御横目方伺等之密抜」。

4通 15αn 4858 御横目方留帳 16.46-63 

中川典克旧歳。中川八郎右衛門宛。大岐・大津 前田家編鴨方手写明治年間
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45丁 25ω

小木貞正所蔵の写。内容年代，明和8年(1771)

~天明 5年(17缶入番割，城中廻，野廻，御供

御用，処刑人，検使，喧n花，火事，御膳所，御

寺詰等々の役目について記す。

4859 奥御横目方覚 16.46→4 

横山隆諦〈号|馬〉手写寛政9年(1797)

14T 8 x 18cm 

横山勇太郎旧歳。山口氏所蔵の写。内容は，寛

政3年12月，同 7年12月等の日記留。

4860 奥御横目方覚 16.46→5 

4861 

横山引馬〈隆諺〉箸

自筆寛政9'-10年(1797'-98)

38丁 12X18.5cm 

横山勇太郎旧蔵。著者は切O石，寛政9年7月

2日より同12年2月7日に御使者となるまで表

小将横目，奥小将横目兼帯を勤む。

〔御触等諸事自分留〕

不破有親著

文政9年(1826)

17丁 24.5佃

16.46ーォ66

不破願命旧蔵。表題・旧書名「在江戸中御奥小

将横目在勤之内御触等諸事自分間Jo3月 8日

'-8月迄。

4862 御横目公事場へ出役井言上古等手留 16.46-67 

大屋近義著

手写天保3年(1832)

1灯 21an

高畠定時旧蔵。公事場付横目役の役務に関する

規則を記す。

4863 御在国中御横目方雑記 16.46→8 

高畠安定手写天保7年(1836)

83T llX 18cm 

高畠定酵旧蔵。横目役の職務について89項目を

殺せている。事例は宝暦~寛政j明。

4864 御役儀中執筆廻状留

手写

3.t9丁 24cm

16.46-69 

務

横山隆起旧蔵。内容は，嘉永6年(1853)'-安政

4 it:(1857)の横目役関係書類の留帳。

4865 御用部屋見聞留

大野木莱箸

手写安政2'-3年(1855'-56)

/・.lf輔副 12.5X 18.5佃

16.46-70 

大野木克征旧蔵。日次の党問。安政2年10月~

3年12月10日に及ぷ。著者は大野木外三郎克正

(嘉永7年より慶寧御附の大小将横目を勤む)

か。

4866 (西坂猪之助誓紙〕

西坂猪之助箸

肉筆

1通 25an

16.46ー，71

中川典克旧蔵。 6月21日付，窪田九郎兵衛宛。

西坂と本多安房守家来と申分の噂につき覚えな

き旨警紙。

旧書名「西坂猪之助書翰」。

4867 (中村七丞等害状〕 16.46-72 

中村七丞・牧久兵衛著

自筆

1通 15佃

中川典克旧蔵。 8月15日付，村田平兵衛宛。作

事所での盗賊に牢舎申付のこと。

旧書名「中村七丞書翰J。

特16.47 火 消

4868 火事方武州本郷屋敷御禦場図

手写

絵図1枚 97X64cm 

方

16.47'ー1

端裏に「火消町廻之儀エ付延宝五年同十二月板

倉市正殿江被遺候絵図之写Jとあり。北は江戸

本郷屋敷から南は上屋敷，筋違橋までj西は本

郷の通り，東は上野黒門を範囲とする絵図。

4869 火事御定 16.47-2 

早川随勝手写嘉永5年(1邸2)

28T 12X 18cm 

早川随勝旧球。内容は，天和元年(1681)以降天
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火

保j閉までの火事に関する定番を火消方自帳その

他から番放きしたものo ただし全文を写して

いない場合もある。.

4870 火消方被仰出留

奥村兵部編

16.47-3 

横山蔵人手写文化15年(1818)

60丁おcm

横山政和旧蔵。内題は「方々御屋敷之内若出火

之刻公義火消衆ニ御断可申入儀其外上野芥御請

取場ヘ罷出火消之儀被仰出留」。公儀より諸大

名火消，定番火消への天和元年(1681)以降の達

番の認。

4871 (御城番乗近火之定書〕

手写

16.47-4 

1通 30畑

中川典克!日i歳。前回佐渡より二の丸人持番衆・

足軽頭番衆宛，辛未3月29日付。元禄4辛未年

・佐渡は孝貞か。

旧書名「御城当番近火之定番」。

4872 御中屋敷近辺若火事之刻御定

奥村伊予編

16.47-5 

4873 

手写

82丁 23cm

横山政和旧蔵。表紙に元禄17'年〈宝永元年1704)

2月18日御改とあり。

〔火事方覚書等〕

手写

35丁 llX17cm 

16.47-6 

表題なし。内容は，元禄から享和にかけての，

火事の際の合図・出動についての規定。その

他，病気，御屋敷中の変死，門前捻子等につい

て記す。

4874 (中屋敷近辺火事之刻御定書一巻) 16.47ー 7

横山某手写文化15年(1818)

8T 24佃

横山政和旧蔵。原題・旧書名は，宝永2年8月

「御中屋鋪近辺若火事之刻御定番一巻」。内容

はj 元禄17年2月の御書出を写し，付築で注記

し，役人名なども一部付箆で訂正しているo

消 方

4875 江戸火事御定番 16.47-8 

横山某手写文化15年(1818)

21丁 2-lcm

横山政和旧蔵，内容は，宝永7年(1710)閤8月

の江戸屋敷その他遠近の火事の際の定番。

4876 火事御定書

手写

22丁 23cm

内容は，前号に同じo

4877 火事之節御定書之写

手写

24丁 12X18cm 

内容は，前号に同じ。

16.47-9 

16.17-10 

4878 (火事御出役御定書抜書控) 16.47-11 

横山某手写文化15年(1818)

5丁 24cm

表題「宝永七年火事御定番御出之後御先代被仰

出候火事方之一巻技番指上候控J。横山政和旧

蔵。内容は，宝永7年(1710)--享保8年(1723)

の被仰出，書出，日帳の番按き。

4879 火事方 16.47-12 

横山茶手写

92丁 12X18佃

横山政和旧蔵。内容は，宝永から享和期にかけ

ての江戸における火事方の日記，御定，行列付，

諸規定などの記録の抜粋。

4880 火事方

前田家編輯方手写明治年間

120T 24cm 

内容は，前号に同じ。

4881 (火事之節指出人数被仰渡趣等〕

横山莱手写文化15年(1818)

4丁 24叩

16.47'ー 13

16.47-14 

表題「火事之節御人数被指出候儀従公儀被仰波

等之趣等」。横山政和旧蔵。内容は，享保4年

(1719) 6月，幕府から憎火消，明人数を申付け

られたことを記す。
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4882 御在圏中火事之節御定

手写

7T 8x17.5ω 

政

16. 47-1fi 

中川典克旧蔵。内容は，享保5年(1720)藩主在

国中の場合の持場，職務など記す。

4883 火事方旧記 16.4-7-ー16

野村信精手写寛政12年(1800)

43T 12x 17.5佃

内容は，享保7年(1722)から延享4年(1747)に

わたる火事の際の出勤規定。野村源兵衛信精は

当時大小将番頭を勤めていたo

4884 於天徳競御法事之節火消方御勤留帳 16.47-17 

成頼当隆〈伊織・内蔵助〉著

享保9年(1724)

4丁 2おm

成頼正居旧蔵。盛照院13回忌法要の時天徳院火

消役を勤めていた著者の勤方覚書。

4885，天徳院・宝円寺・知来寺請取之人々心得之趣御横

田中ヘ相違候紙面 16.47-18 

手写

4 T 23.5cm 

成額正居旧蔵。御寺火1"役の位牌の守護につい

ての逮曹の写し。享保10年(1725)のもの。

4886 御寺請取火消心得之覚書

前回左門箸

手写

16.47-19 

務

③卯4月8日付，火事之節定(江戸屋敷近所火

事の場合〉

④卯4月8日付，上野近所火事之刻火消道具為

持可罷出人々。

4888 火消役勤方之覚書

手写

16.47-21 

11丁 24cm

成瀬正居旧蔵。内容は，享保11年(1726)6月付，

火消方向役中として勤方について申談じてとり

きめた内容。

4889 火事方留帳

富田貞章箸

16.47-22 

4890 

自筆享保11年(1726)

12丁 12x 18. 5cm 

宮田椴六旧蔵。内容は，御使番として貞請が脅

留めたもの。

〔火事方覚書井御参勤御道中御供之面々動方等〕

16.47'ーお

手写

69T 11.5x 17.5cm 

。享保11丙午年火事方覚密

。享保11丙午年拍子木之次第

。事保11丙午年火事之節御定番

。享保11年8月御参勤御道中御供之面々動方

。享保9年御入国初而御参勤之時分御道中船渡

場御行列相渡候次第。

9T 創価 I 4891 火消御同役中より御案内所附等覚書 16・47-24

成頼正居旧蔵。内容は，前田左門の経験として | 享保11--13年(1726--28)

の御寺読取火消の職務について享保10年(1725)

に記した覚書。この左門は孝和であろう。

4887 (火事之節定〕

手写

4通 24cm

中川典克旧議。

16.47-20 

①火事之節定〈御姫様等御供人〉未4月12日付，

奥村因幡署名〈写〉

②享保叩年11月，追加〈城端町役人宛). (申3

月27日付篠島豊前の氷見・城端町宛，火消道

具等についての定を再触している〉

20丁 12x36佃

成瀬正居旧歳。内容は，金沢において出火の知

らせを受けた際の線持出や出役等についての日

記。いずれもたいした火事ではなく出役してい

ない。

4892 御在国中火事之節御定

手写

5丁 8x 17cm 

16.47-25 

中川典克旧蔵。内容は，享保12'年(1727)の落主

在悶中の場合における，持場，職務などを記す。
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火

4893 金沢火事方覚書 16.47ー'26

手写

2:l丁 8x 18cm 

横山勇太郎旧蔵。内容は，享保12年(1727)から

同20'年(1735)にわたる。但し後欠。

4894 江戸火事御行列等 16.47-27 

前回勘解由編

前田家編輯方手写明治年間

46丁 23cm

前回普所蔵の写。成立は享保15年(1730)。内容

は，江戸城火災の節に出役する行列の定(紋所

付)，宝永7年火事御定書，その他「党」を収載。

4895 御用留 16.47ー28

成瀬当延箸

自筆享保15年(1730)

19T 32x23伺

成瀬正居旧蔵。成瀬内蔵助当延の政務日誌(享

保15年3月〉の下書きで，藩主のillb静がうかが

われる。当延は当時7000石，享保14年~寛延4

年の問定火消役。宝暦3年没， 31才。

4896 火消番勤方覚帳写

御横目所編

手写寛政2年(1790)

14T 24佃

ulコ惇ー，29
/6.必7

寛政2年7月，横目役所が火消方の振合につい

て以前と相違があるかどうかを調べる目的で作

成した帳面で，内容は，享保17'年(1732)の火消

番勤方覚帳，火消番勤方心得之覚と宝暦7年c1

757)の勤方心得を記載している。

4897 火消番動方覚書 16.47'ー30

手写

39丁 8x 18cm 

中川典克旧蔵。内容は，享保から天明にかけて

の火消番勤方，火消方出役報告と御在国火事御

定等を留めたもの。

4898 火事御行列附 16.47'ー，31

広瀬莱手写

1帖 15cm

広瀬知良旧蔵。内容は，行列附および鳶口才許

消 方

に関する享保，寛政の定など。

4899 火事御行列御中屋鋪ニ而建所絵図 16.47-32 

武田杢左衛門著

自筆延享2年(1745)

絵図 1枚 58X48ω

中川典克旧蔵。江戸中屋放での人員配置の指

図。

4900 (火事之節可罷出手向に付被仰出覚J16.47-33 

手写

1通 'l6X 1仕潤

内容は，江戸匡敷の防火につき，ーの手ヘ出役

の家老に故障があった際の配備について，寛延

2年(1749)の規定を修正している。

旧書名「火事之節ーノ手へ罷出候御家老故障之

節云々 」。

4901 火事御行列附之内 16.47-34 

手写

6丁 24個

中川典克旧議。内容は，寛延4年(1751)改の行

列二番組のみを記す。

4902 (火事之節申談之留J 16.47-35 

前田家編輯方手写明治年間

7丁 25cm

表題「火事之節四ノ手へ罷出候人々申談之留」。

宝暦14年(1764)4月12日付。

49ω 御園ニ而火事御行列井御定書覚書 16.47ー'36

横山引馬手写寛政9年(1797)

28丁目x7.5cm

横山勇太郎旧蔵。内容は，明和8年(1771)8月

の定。城中火災に際しての藩主行列供廻，城中

火災の節定番，その他主要な場所，地域の火災

の際の覚書など。

4904 火事御行列附 16.47ー，37

前閏家編輯方手写明治年間

13T 24cm 

前回点醇所蔵の写。内容は，明和8年(1771)の

紋所入り行列附。
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政 務

4905 中将様御隠居以後火事御行列附 16.47-38 4912 火消勤方諸事留帳 ln..17-45 

前回家編輯方手写明治年間 手写

4T 25佃 63T 24佃

前田貞醇所蔵の写。 5月7日付。中将様は10代 横山政和旧蔵。内容は， r火消勤方諸事留帳」

藩主重教。この年4月23日に致仕したとあり， 「定火消役勤方心得覚帳Jr火消方届紙面等調

したがって内容は，明和8年(1771)。 形Jr高岡瑞竜寺出張火消方覚」を含む。寛政

10年(1798)から享和3年 (1803)にわたる記録

4906 金谷御殿近辺火事之節定番 で，文化期の事例を付紙している。

手写安永5年(1π6)

7T 24佃 4913 相公様火事御行列建場絵図 16.117-46 

横山政和旧蔵。 r青山将監留帳之写」とあり。 横山;逢諮〈引馬〉著

乙朱六月付の定および別紙之写。 自筆

絵図 4枚 28x40cm 包紙

4907 〔火事之節新請取所絵図回状写〕 16.47-40 横山勇太郎旧蔵。人員配置の指図。

戸田治兵衛手写安永7年(1778) ①相公様火事御行列中ノロ御門外建場絵図

1枚創x36cm ②相公様火事御行列奥ノロ建場之絵図 (2tx36

高畠定酔旧蔵。戸田治兵衛組・佐々木孫兵衛組 cm) 

の配置場所指図。 ③加賀守様御在国中相公様火事御行列御中屋政

旧番名「火事之節饗備之回状写」。 建場之絵図 (28x41ω〉

④相公様火事御行列御中屋敷建場之絵図(128x

4908 火事之節四之手御行列建方絵図 16.47-41 4Ocm)。

恵和手写寛政8年(1796) 引馬は当時御使番であった。したがって寛政12

絵図 1枚 47x36cm 年2月7日~享和2年 4月12日の聞のことであ

御広式，御式台廻りの人数建場の指図。 るo 相公は11代治倫。

4909 火事之節御中屋敷御人数建方図 16.47-42 4914 定火消御用方留帳 16.47-47 

手写 J 享和元年(1801)

絵図 1枚 31x34側 137丁 24cm

江戸中屋敷の区画の間数，名称などを記し，広 富田権六郎旧蔵。定火消方の公的な記録帳簿。

式，板橋口御門などの建場についての指図。端 享和元年11月11日~子年〈文化元年)11月19日の

袈に「先ヨリ所持，恵和〈印)Jとあり。 往返公文書を写している。署名文は宛所に富田

外記名が多いが，外記貞行は享和元年11月11日
4910 火消方覚書 16.47-43 に定火11~ となり，文化元年11月 19日に小松城番

成瀬某手写
へ転じた人である。

16T 24ω 

成瀬正居旧蔵。内容は，寛政10年(1798)4月及 4915 火事手建場中之口御門前図 16.47-48 

ぴ11月に火事場向き勤方について火消役から御 手写

用番ヘ提出した帳面の案文で，清帳に記殺しな 絵図 1枚 36?<24cm 

かった文言も放せている。 別名「享和二年(1802)三月ヨり相公様火事手建

場中之口御門前絵図」。

4911 火事御行列附 16.47-44 

18丁目.5x18cm 4916 火消方届紙面等調形 16.47-'49 

横山政和旧議。内容は，明和8年行列附に貼紙 手写

朱書した寛政10年(1798)の行列附，その他。 21T 24cm 
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火 消 方

富田権六郎旧談。内容は，享和 3 年(1803)火tl~ I 4922 御在国中火事之節御定 16.47-55 

役の届紙面の縦形。

4917 火消方届紙面等調形

火消役編

16.47-50 

手写

17T 24佃

横山政和旧蔵。内容は，享和3年(1803)の定火

消役届紙面の雛形。前号とほぼ同内容。

4918 御請紙面等留 16.47-51 

52T 26佃

横山隆起旧議。内容年代，享和3年(1803)-'文

化10年(1813)役職の任免，転役，処罰など人事

に関する指紙類の留番。横山政孝〈多門，図番〉

の番類。政孝は当時定火消，御仏殿前取火消を

勤む。

4919 火消方役一件 16.47'ー52

横山某手写文政2年(1819)

10丁 24cm

横山政和旧蔵。内容は，享和3年(1803)から文

化11年(1814)にかけての江戸における火消使役

と定役の勤方を記す。

4920 趨持召仕方等相改候帳

多賀左近編

16.47-53 

4921 

手写文化元年(1804)

14T 24叩

横山政和旧蔵。表題の但魯として「但，公事場

ニ而被仰渡等之留」とあり。内容は，文化元年

2月纏持のしまり方について公事場奉行より火

消役一統への通知，火消役より締持共への縮方

申渡の定・覚・心得・宛行方の定。

〔纏持共以後召仕方等之写〕

手写

13丁 24cm

16.4i-54 

横山政和旧蔵。表題「文化元年子二月 今般於

公事場纏持共江改而御縮方申波有之以後召仕方

等之定」。前号と殆んど同内容。

旧書名「今般於公事場綴持共へ改テ御紛方申波

有之以後召仕方等之定」。

手写文化3年(1806)

7丁 12xlBcm 

富田権六郎旧蔵。内容は，域内・域外〈天徳院，

宝円寺〉の火事の節，主要場所への役人配置。

4923 御留守中火事之節御定

手写

7丁 12x18cm 

16.47'ー-56

富田権六郎旧蔵。内容は，文化8年(1811)3月

の定。金沢城の各持場と職務分担，その心得に

ついて記す。

4924 御近隣火消仕法帳

御勝手方編

手写

11T 23叩

16.47'一-57

宇野富良旧蔵。割場奉行が御省略につき文化8

年 (1811)に火消方詮議の件で最初に指出した

案，および「火消方御道具等直段附帳」。

4925 火消御道具所仕法帳

御勝手方編

手 写 文 化8年(1811)

11丁 23cm

16.47'ー58

宇野富良旧蔵。内容は，火消道具方才許が廃止

になり，割場奉行の取捌きになった際，新たに

仕法を立て，火消道具取替費用等〈火事入用を

除いて) 1カ年分を見積った勝手方の番類o

4926 (御算用場近火之節心得〕 16.47ー-59

巻子1 16cm 

文化13年(1816)2月2日算用場小頭より貞享元

年の旧例の再触，および己未正月付の覚その他

を書留めている。

4921 蓮池上之御殿等請取火消勤方犠

御用所手写

9 T 12X 18cm. 

16.47-60 

富田権六郎旧蔵。内容は，文政2年(1819)，同

3年(1820)，同5年(1822)に前田土佐守より，

蓮池上御殿，金沢町，金沢域内各火消方に対す

る達書。宛名の成瀬内蔵助，本多主水はし、ずれ

も定火消役。
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旧書名「火消方達書写」。

4928 留帳 16.47'→l 

前田貞事著

自筆文政7.......9年(1824.......26)

2冊 12x18cm 

前田貞醇旧歳。前回貞事は通称図書。文政6年

(1823) 70∞石をつぎ，同7年.......9年は定火

消。その公私にわたる日記。

「留帳」①文政7年正月.......12月

「留帳」②文政8年正月.......9年6月。

旧書名「前田貞事留帳」。

4929 定火消方覚帳

前田貞事箸

自筆文政7.......9年(1824.......26)

10丁 11.5x17cm 

16.47-62 

前田貞醇旧蔵。文政7年3月1日~文政9年4

月12日の日記。その期間，貞事は定火消役で，

4月12日付で御仏殿別当屋敷火消に転じ，同月

29日付で小松御城番になった。

4930 (真龍院様等近火之節御立退行列附等〕

手写天保元年(1830)

13T 18x 13cm 

16.47-63 

横山政和旧蔵。真龍院(12代斉広正室隆)，犬千

代丸(13代斉泰の幼名)，鈴〈かた〉姫〈斉広女)，

青操院(1併号重教の側室安〉の立退，建込の行列

附。

旧書名「真龍院様等御近火之節御立退御建込行

列附等」。

4931 御近火之節御立退御建込御行列附 16.47→4 

手写

15丁 12x18cm 

横山政和旧蔵。犬千代丸様，釣次郎様に関する

もの。犬千代04代藩主慶寧)，釣次郎は共に13

代斉泰の子。

4932 御留守中火事之節御定

手写

巻子 1 24cm 

16.47-65 

前田恒敬旧歳。内容は，天保2年(1831)3月の

務

定。金沢城の各持場と職務分担，その心得につ

いて記す。

4933 八丁内火消御人数押出ケ所之図 16.47'ー66

前回点事手写天保3年(1832)

絵図 1枚 67x95cm

前回点醇旧蔵。江戸本郷屋敷を中心とした町絵

図に，朱書で押出建物，進ミ建場の場所を指図

したもの。

4934 御留守中御馬配井御人払帳 16.47'→7 

富田莱手写天保5年(1834)

4丁 12x18cm 

富田権六郎旧蔵。内容は，上屋敷の火災時にお・

ける馬配，人払および平生日の人払より成る。

4935 当時御近所火消方御行列附 16.47-68 

横山某手写安政元年(1854)

8 T 33.5x 12cm 

横山政和旧蔵。天保13年4月中川某の写本を安

政元年12月に写したものD

4936 定火消方覚帳 16.47-69 

手写天保14年(1剖3)

91丁 11.5X17cm 

富田権六郎旧蔵。内容は，火消役心得方，届紙

面等調形，火消役勤方，高岡出張，銀持勤方公

事場定，纏奉行自分心側。

4937 火消方心得抜書 16.47'ー'70

成瀬正居手写嘉永7年(185心

1~丁目.5x 17cm 

成瀬正居が定火消役となった時に生駒氏蔵本を

写したもの。内容は，天保13年(1842)における

火消方心覚で，御用番への届紙面，組頭への届

紙面など36項を記す。

4938 定火消勤方帳 16.47'ー71

横山隆章手写弘化3年(1846)

35丁 24cm

横山政和旧蔵。前回織江所蔵本を番写したも

の。内容は，文政7年(1824)の火消役勤方帳，

定火消役心得留候より成るが，天保期のことを

記した付紙がある。
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4939 御留守中火事御定 16.47'ー72

手写

巻子 1 16cm 

横山勇太郎旧蔵。内容は，弘化4年(1847)の定。

各持場と職務分担，その心得について定めてい

るo

4940 (火事之節御定〕

早川随j勝者

自筆

12丁 12x18cm 

早川随勝旧蔵。嘉永元年(1848)4月「御在圏中

火事之節御定J，嘉永4年3月「御留守中火事御

定」。を収む。城中，域外の役人・組配置(主要

持場人名寄き〉。

旧番名「御在国中火事之節御定等」。

16..17ー73

4941 宝円寺請取火消方留帳

松平数馬編

手写姦永5年(1852)

25T 12x l&:m 

横山政和旧蔵。松平数馬が7冊本から放書した

ものの写。表紙に朱字で「寺西蔵人様也」とあ

16.47ー74

るo

4942 火消方御触等留帳抜書 16".47'ー75

成瀬正居手写嘉永7年(1854)

18'丁 24佃

成瀬正居旧蔵。内容は，嘉永6年(1お3)2月に

年寄席御用番大膳殿より出火の節，消防方の手

配等の心得について委しく書面を指出すよう定

火消へ指示があり，一件書類を抜書したもの。

成甑伍居は嘉永7年8月5日より定火消役とな

った。

4943 (消防方詮議→牛留〕

成瀬正居手写

17T 24cm 

表題「消防方之儀御用番より尋之趣有之同役詮

義之趣答方等一件留」。内容は，誠永6年(1853)

16.47-76 

2月--3月。

4944 (今般従御上被仰渡之趣覚J 16. .17ー77

成瀬正居手写嘉永7年(185.0

消 方

5丁 12x17.5cm 

成瀬正居旧歳。表題は嘉永6年丑3月「今般

従御上被仰波之趣有之候ユ付改而被仰波候覚」

で，正居と署名あれ嘉永7年8月に写したも

のo 正居は同年同月 5日に定火消になってい

る。

4945 伝通院・広徳寺近辺火事之節御位牌除井取次方心

得秘録

横山隆弘箸

手写安政2年(1855)

29丁 12x17.5cm 

横山勇太郎旧蔵。江戸伝通院，広徳院火災の節，

前田家関係位牌返却の心得，段取等を記す。

16.47'ー78

4946 (鳶小頭詮議振覚書〕

横山菜編

手写安政2年(1855)

13丁 25佃

表題・旧番名「江戸表ニ而i:龍小頭申付候節;愈義

振覚密」。横山政和旧蔵。内容は， 鳶小頭の病

気に付小頭変更，任命の件などを記す。

16.47ー79

4947 火事之節御留守中御定

手写

6T 25cm 

横山政和旧蔵。内容は，明治2年(1869)職制改

正の際の定書で，金沢批各所の持場について

16.47-80 

記す。

4948 御抱鳶御仕法書

手写

5丁 25cm

御抱鳶38.人の月給額を計算した何番。丑6月

付，割場宛。

16.47-81 

4949 多鹿若様火事之節御行列附

手写

4 T 36x 12cm 

多鹿若は14代鹿寧の子前回利嗣〈安政5年生〉。

16.47-82 

F
し・

、ta，

Q
J
U

覚

x

心

ロ

節之

写

丁

事

手

3

火A
U
 

E
J
 

n
u
d
 

aq 
16.47-83 
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前回点醇旧蔵。儀礼上の細かな注意事項を覚え I4956 (江戸御屋敷〕火事之節御行列寄場之絵図

書したもの。.

4951 (火事之節罷出申覚〕

手写

6通 25cm

16.47'ー84

中川典克旧蔵。内容は，火事の節の役職人によ

る配置と心得を記す。

①火事之時分罷出申覚〈金沢城関係)

②覚〈卯11月10日被仰出の申渡。江戸屋敷関

係〉

③ (2通)火事之節御城井火本へ可罷出覚(金

沢城の場合，横目役の出役を指示)

@覚(未4月12日付奥村因幡署名の写，江戸

屋敷関係)

⑤覚 (2月日付，御歩横目中宛，火事場へ出

役の際の心得〉。

4952定火消役古来より相勤候人々之覚 16..17-85 

前回家編韓方手写明治年間

17T 25cm 

成瀬吉勝所蔵の写。内容は，定火消を勤めた人

の名と年代の記録。 r火事之制金谷御文臨江罷

出候御定之事」を含む。

4953 御近火之節役所等ヘ罷出候人数帳 16.47-86 

手写

12丁 12x18cm 

金沢誠における定。各々の詰めるべき持場，役

割を記す〈御供人，ーの手の者は省いてある〉。

4954 火事之節定

手写

巻子1 24畑

16.47-87 

中川典克旧蔵。内容は，江戸屋敷出火，近火の

場合における持場別の人名や役名を定めてい

る。

4955 (火消方記録) W.~ー88

前田家編輯方手写明治年間

60丁 26cm

内容は，火消方に関する記事の抜書集で，江戸

火消方規定と火事之刻御定，喧嘩之節御定など

を記す。

絵図1枚彩色 71.5x 101.5畑

出動場所を定めたもの。

4957 火消御用自分覚書

有沢貞席著

自筆

24丁 17.5x12cm 

16.47-89 

16.47-90 

内容は，火消足軽一手合〈人数，出立，諸道具〉

と火事場心得等。

4958御宮請取火消請取所控

手写

12T 24側

16.47-91 

横山政和旧蔵。御宮前取火消は城内東照宮の消

防方に当るもの。一人役で万石以上の人持を任

ずる。内容は，請-取火消就任の案内，巡見，役

向きの手はず，役引の節等を記す。

4959 火事御行列建方

手写

絵図 1枚 33x24cm 

16.47-92 

島田孝郷旧蔵。内容は，御玄関での藩主を中心

とした行列建方の指図。

4960 火事之節御前様御立退御行列 16.47→3 

前田家編輯方手写明治年間

9丁 24cm

入江治左衛門所蔵の写。内容は， r御前様Jの

場合の行列附および規定集。

4961 於御当地若火事之節御出馬被遊俣刻御行列

16.47-94 

前回家編輯方手写明治年間

4 T 24cm 

前回貞醇所蔵の写。火事のため藩主出馬の際の

行列順序を記す。

4962 壱弐参火事御行列附 16.47'→5 

前田家編輯方手写明治年間

6丁 24cm

前回貞醇所蔵の写。紋所入りの行?!鮒。
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4963 (火消方行列附〕

手写

16.-17'→6 I 4971 上野近所火事之刻罷越人図 16.47-104 

8 T 36x 12cm 

横山政和旧蔵。内容は，火消方行列の順序など。

4964 加勢火消中一手行列 16.47'ー97

前田家編輯方手写明治年間

14T 2・1cm

前田貞醇所蔵の写。総人数632人の行列附。

4965 加勢火消中一手行列 16.47-98 

前田家編輯方手写明治年間

12丁 24cm

前回貞醇所蔵の写。火消中行列配置図。

4966 一二三之手御人数合紋井板相図之事 16.47'→9 

llT 11.5x 18.5佃

今川氏旧蔵。江戸での火災時の板相図の説明，

及び藩主出役のとき家臣の役どころと合紋，人

数について。

4967 一二三之手御人数合紋井板相図之事 16.47-100 

手写

13丁 12x18cm 

前号に同じ。

4968 一三四之手御備建場之図

絵図 1枚 29x4伽

16.47-101 

中川典克旧蔵。江戸上屋敷でのーの手，三の

手，四の手の簡単な配置図。

4969 (江戸〕上屋敷二テ一二三四之手御行列建場之図

16.47-102 

横山引馬著

絵図 1枚 47.5x71cm 

横山勇太郎旧蔵。御広式周辺，ーの手より四の

手までの配置，人高。

4970 上野火消裁許与力ニ組之内先一組行列

前田家編韓方手写明治年間

13丁 24cm

配列及び道具等を記す。

16.-17-103 

手写

1通 35.5cm

中川典克旧蔵。未四月付5足軽・小者250人の

番割，火消道具裁許を見積っている。

4972 上野井御近隣火消等 16.47-105 

前田家編偶方手写明治年間

5丁別個

前田貞醇所蔵の写。火消役物頭，藩主在府中の

消火心得等を記す。

4973 (火事之節人数立場之図〕

手写

絵図 1枚 56x7Ocm 

江戸屋敷の場合。

旧書名「火事人夫立場之図」。

4974 (聖堂弁学校請取所控〕

前田家編斡方手写明治年間

4T 24佃

16..17-106 

16.47-107 

横山政和所蔵の写。聖堂弁学校請取火消役の留

番。

4975 (御城中焼金具等拾様〕

手写

1通 18cm

16.47-108 

中川典克旧蔵。火災跡に縄張して交代で拾い集

める作業についての示達。

旧書名「火事一件書類J。

特16.48 財

触違・勤方覚留類

4976 堂形蔵入写

手写

〈算用場〉

2丁 24佃

政

16.48-1 

寛永14年(1637)の定，および明和・安永・天明

の町年寄に対する褒状を記す。
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49π 御算用場御定番等 16.-18ー 2

前田家編偶方手写明治年間

101丁 23.5cm

主に承応~延宝期の算用場に関係する定番集。

与力知行の定，算用場職務の定，検地の定，廻

来浜出し，析廻しの定，召米・下行米の定，他

国御供役被下銀の当り，他国御使路銀馬銀，御

園使の駄賃・宿賃，早飛脚御褒美の定，寄鯨割

付の定，給人知行米の蔵本の定，領国中町方宿

方家数〈年限不知〉など諸種の定書を収めてい

る。

4978 (出銀御定) re.48ー3

井上正忠手写文久 2年(1862)

52丁 23.5cm

井上如奮旧蔵。内題は「出銀御定他国詰御挟持

方御定J。内容は，万治2年(1659)-..，安政3

年(1856) の定密集で， 出銀御定〈万治2)， 

他国古来御扶持方人馬御定，享和三年相改候御

扶持方帳写，他国中勘御扶持方代井乗馬飼料代

之事，於江戸増銀之事，御使追帰他国路W，他

国御使馬銀御定，他国馬銀片道分，他国馬銀御

定，宿賃銀，御医者駕篭昇代，飛脚御定，その

他を集録。

4979 新京升についての触 16.48-4 

寛文10年(1670)

1通 28.5cm

戊〈寛文10年)7月26日付奥村因幡，前回対馬，

横山左衛門，長九郎左衛門，本多安房より津田

字右衛門，岡嶋五兵衛宛の達番と 8月20日付御

算用場より中川采女，前回八郎兵衛宛の奥種。

新京升の使用とそれにともなう納所・貸米の扱

いについての触。

4980 古量図説 16.48ー 5

前田家編綿方手写明治年間

21T 23cm 

各種の古升類(古升，瓶判升，承応升，情明判

ノ升，新京升等〉の図，印判，寸法，所蔵者に

ついて記す。

4981 御算用場隠密方留 16.48ー 6

前田家編締方手写明治年間

‘・、

務

71丁 23.5-::m

御算用場支配下の，奉行以下諸役人の名前など

とその職務内容を書き上げたもの。役人名から

みて，内容年代は天和~元禄初期か。

4982 御勝手向大要雑録 16.48ー 7

手写

29T 24cm 

内容は，先例等を写したもので， r御算用場内

自分留帳之番抜」以下，天和~天保期にわたる

14項目。巻頭に目次あり。

4983 (御勝手方御蔵許共懸合→牛等) 16.48ー 8

手写

3.1'丁 12x18ω 

前田道益旧蔵。内容は，御算用場奉行の留帳，

御j勝手方御蔵許共懸合一件〈享和2年1802)，御

収納米御取候諸代官方之儀ニ付算用場奉行紙面

写，加越能定小物成〈天明 7年1787)，七木之事

〈天和3年の留抜番〉。

4984 (家中借銀高密上侯様申渡番) 16.48-9 

手写

2通 17ω

①御徒並以上の面々の元禄14年以来の借銀高，

諸色買懸銀高， 11昔米井米質ユて借銀分を番上

げるよう申波している。年代は享保5年以後

②夏中の飯米其外入用を所持し，指支えなき人

々を書出すよう申渡番。

旧書名「借銀高等ユ付党番」。

4985 御算用場覚書 16.48ー10

手 写 享 保3年(1718)

36丁 14x20ω

富田権六郎旧蔵。内容目次は，御郡中御林等所

附，御領国所々御高札場，御扶持人汗平十村被

仰付候年限，御扶持人労・山廻l司断，新田裁許同

断，御領国中御郡境，御領園町方宿方家数，能

州出船所，酒造米高，三ヶ国井江州高付，畝反

町歩斗代，御郡々七木，白山下御公領村附，改

作相談日所，於京都江戸被遺米高，御算用場奉

行代々名付，御蔵宿船哉許名付，江戸為替人名

t-fTl江戸御蔵宿付，御領地村々寺号，同家数人

月 数牛馬改，土方采女駿領分所附，同慶長11年以
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来御私領御代官付.御号僚号地方役人付。 の旧例52項目を写したもの。筆者は寛政 5年算

用場奉行となった成瀬種徳か。

4986 〔佐渡守様御出府之節御道筋緒方逮審等〕

16.48-11 4991 天明年間等御定書 16..18-16 

算用場編 手写

2通 23cm 25T 24cm 

富田権六郎旧蔵。亥2月付，①御用番前田土佐 寄合所より勘定所へ宛てた天明9年(1789)正月

守より横山兵庫〈長元)，奥野主水〈氏展)，松 付，職務内容に関する 2つの御定および天保6

原善右衛門〈ー倫〉宛 ②御算用場より富田次 年(1835)12月の追加御定を載せている。

太夫等17人宛廻状。なお横山兵瞳等3人が算用

場奉行としてともに在職した期間は寛保 2年
4992 御勝手方等へ御遥申侯品々留帳 16.48ー17

(17.12) 5月~延享3年(1746)正月である。
成瀬左近著

自筆寛政4--5年(1792--93)

4987 諸借財番土井御貸附等被仰渡 16.48-12 46丁 11.5x 17.5cm 

前田家編輯方手写明治年間 成瀬正居旧蔵。成瀬左近種徳は当時f)r用場拳

26T 24cm 行。同臓の中川正甫，小寺惟孝と連署での意見

昌披問答の抜番の外，宝暦5年(1755)の銀札貸 言上覚，収納米入払の覚，その他の役務文書を

渡，明和8年(1771)借銀等書上，天明 5年(178 書留めてある。

5)質商売停止，寛政9年(li97)銀子貸波，寛政

11年(1799)震災による借知返付，享和2年(180 4993 〔御算用場諸事御用留帳〕 16.48-18 

2)借知借米返付，文政7年(1824)仕法調達銀の 成瀬種徳箸

貸付等の布達を収録。 自筆寛政4--8年(1792--96)

21冊 12x18cm 

4988 御算用場奉行中自分留 16.48-13 成瀬正居旧蔵。成瀬左近種徳、の算用場奉行勤務

富田貞章〈織人〉箸 中の留帳。左近は寛政4年9月1日--8年10月

自筆天明 5年(1785) 10日の間算用場奉行であった。

8T 14x20cm ①寛政4年9月1日--10月29日

富田権六郎旧蔵。 5月13日--17日の算用場奉行 ②同年10月， 11月

富田織人の公用留。 5月13日は算用場奉行に述 ③同年11月15日--12月18日

回自通，長屋要人が任命された目。 @寛政5年正月 1日--3月28日

⑤同年4月1日--7月21日

4989 御算用場御用番中自分留 16. 48-V! ⑥同年4月1日--27日

富田貞章〈織人〉著 ⑦同年7月18日--8月9日

自筆 天明 5年(1785) ③同年8月12日--9月3日

25丁 24ω ⑨同年9月5日--10月6日

富田権六郎旧蔵。富田織人関係の 6月嶋田--7 ⑪同年10月8日--12月20日

月25日の公用留。織人は，当時算用場奉行。 ⑪同年12月22日--29日

⑫寛政6年正月 1日--5月26日

4990 御算用場旧記抜書 16.48-15 @同年4月1日--5月9日

成瀬某編 @同年4月1日--9月13日

自筆 ⑮同年正月

57T 18X 12ω ⑮同年9月13日--26日

成瀬正居旧蔵。内容は，主に算用場職務取捌方 ⑫同年10月 1日--12月28日

等について，天明 5年(1785)--寛政4年(1792) ⑬寛政7年正月 4日--11月3日
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⑫l司年11月~同 8年10月9日

③寛政4年 7月--11月初

@雑記(寛政6年か〉。

4994 御親翰持言上品々留帳

成t~I{li:近極徳著

(]~底究政 5--6 年(1793......9.1)

2冊 12x18ω 

成瀬正居旧蔵。①寛政 5年6月......11月 @同年

11月--6年4月。成瀬左近〈種徳)，.中川四郎左

衛門〈正甫)，笠間九兵衛〈定怒〉の 3人から御勝

手方ハ提出した意見，財用見積りなどの書類の

留。 3人は当時採用場奉行。

16.48-19 

4995 (御用番井御勝手方より御渡之覚書等〕

16.43-20 

成瀬種徳著

自筆寛政 5""6年(1793......9.1)

3冊 11.5x18ω ・18.5x 13.5cm 

成瀬正居旧蔵。成瀬左近種徳、のb1I用場奉行当時

の記録。

①御用番弁御勝手ヨリ御渡之覚曾等留帳(寛政

5年11月~同 6年2月〉

@御用番弁御勝手方ヨリ御波之覚書等且御違申

品々留帳〈寛政6年2月--5月〉

③御用番弁御勝手方ヨリ御渡之覚書且御迷申品

留々帳。

4996 御用番ヨリ御渡之品々井御逮申品々諸事留帳

16.48-21 

成瀬種徳著

自筆寛政7年(1795)

78丁 11.5x18cm 

成瀬正居旧蔵。内容は正月......9月。種徳〈左近〉

は当時算用場奉行。

4997 御算用場御用番宅ニ而取捌抜掌

本保全昌編

自筆

42丁 12x18cm 

本保政徳旧蔵。算用場の取捌方についての主に

化政期の旧記抜書37項目。本保平太夫全昌は馬

廻頭のち定番頭。 300石のち150石加増。安政3

年4月28日~文久2年12月6日隠居まで算用場

16.48-22 

可
-

務

奉行を勤めた。

4998 (仕法調達銀取捌方内存番〕

手写

2通 16cm 包紙

辛巳〈文政4年)3月14日付，御仕法調迷銀主付

木梨左衛〈有鹿)，竹田彦六郎〈忠直〉より人見吉

左衛門(忠貞〉等3人宛。調達銀取捌方について

の意見書および3月21日付の人見吉左衛門等の

添紙面。

旧書名「調達銀について仰波され候紙面之写」。

16.48-23 

4999 (御算用場諸事留帳〕

成瀬正敦著

自筆文政13年(1830)・天保4年(1833)・天

保 5年(1回4)

3冊 12x18叩

成瀬正居旧蔵。成瀬主税正敦の算用場奉行在職

中(天保元年9月20日......8年正月29日〉の留帳

16.48-24 

の一部。

①文政13年9月20日......12月晦日

②天保4年正月--12月

③天保5年正月--8月。

5000 (成溺正敦〕雑記

成瀬正敦著

自筆

3冊 12X18cm 

成瀬正居旧蔵。当時算用場奉行を勤めた正教の

留書。 3冊とも表題は「雑記」。①文政13年9

月9日より ②天保2辛卯4月より ③天保3

年壬辰正月より。内容は，藩の財政収支，国

方，江戸，京都，大坂方の蔵米，銀高，塩高，

非人小屋人数などを記し，また日次の留密もあ

16.48ーお

匂。

旧書名「雑記」。

5001 御用番中心覚留

成瀬正敦著

自筆天保 8年(1837)

9丁 12X18cm 

成瀬正居旧蔵。成瀬主税正敦は当時算用場奉

行。正月 1日--15日の分。

旧書名「酉正月御用番中心覚留帳J。

16.48-26 
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5002 (一統ヘ可申渡趣等〕 16..18-27 

手写

仮綴1(5通) 16cm 

①酉2月 「一統ヘ可申波趣J(省略方申渡)

@閤4月 去年半知借上之残高之内を可貸渡申

波

③閤4月 半知借上の申渡

@閤4月 奥村内膳より半知借上の申渡

⑤閤4月 「覚J(半知借上〉

この間4月は酉の丸御普請手伝の年であること

がわかるので天保9年(1838)。酉2月は凶作の

翌年〈天保8年か〉。

旧醤名「一統へ可申渡趨覚書」。

50ω 御算用場奉行ヘ内々申談{畏趣覚書等写 16.48-28

手写

15T 23cm 

子7月付。算用場奉行への訓達を書留めたも

のo 算盤上の符号を目当にするだけでなく，下

々の困窮を放い国を富ませること，人和を得る

ことの必要などを説いている白ほかに，理財三

等図，当座之覚頭書〈財用之根本たるべき項

目)， および奉行より不審の趣が出されたのに

対する答の大要を記している。なお文中享保13

年より「百余年」後のこととわかるので，子年

は天保11年(1840)か。

よ004 出役日記

早川某箸

自筆天保14--15年(1843--44)

15T 23叩

16.48-29 

早川随勝旧蔵。勘定所などへの天保14年11月~

15年10月の出役記録。筆者早川氏は天保元年12

月15日~嘉永元年5月6日〈坊主頭ヘ転任〉の

閥御算用者小頭を勤めた早川与八郎か。

5005 (諸士難渋に付御取扱の旨被仰出覚) 16.48ー30

手写

1通 16.5cm

安政3年(1お6)7月。三組頭宛。

旧書名「諸士難渋ユ付仰出」。

5∞6 (御借知割合等定〕

手写

16.48-31 

政

仮綴1(8通) 23C11l 

早川随勝旧蔵。

①丙寅〈慶応2年)3月 被仰渡写〈借知〉・御借

知割合番

②文久元年6月(倹約方につき衣類等之儀被仰

出之趣〉

③8月〈家中難渋人へ貸波銀之割合醤〉

④〈嘉永3年)10月(前田近江守借知井役料知借

上之内一作下方被仰出之趣申波〉⑤の添曹に

あたる

⑤嘉永3年10月 御借知等一作被返下候割合書

⑥6月11日(奥村内膳，半知借上の申渡番〉

⑦6月(知行借上の割合魯〉

③6月(役料借上の割合審〉。

旧書名「御借地等定」。

5001 御両家様御調達金此方様御引諦御調達怪文留

16.48-32 

5008 

棟取所編

17T 23.5cm 

慶応3年(1867)7月--4年間4月分を留めてい

る。

〔算用場通知状等〕

慶応4年(1868)

仮綴1(13通) 16.5cm 

16.48-33 

算用場の通知状類の綴りで，御蔵米の附出し，

払方，下役人の出張命令，家中の土の転勤，閉

門御免等で上り知解除の通知などを含む。

旧書名「御収納米等覚J。

5009 皆銀役仕法帳

手写

16.48-34 

9丁 24cm

成瀬正居旧蔵。午6月付。役知l∞o石以上は従

来1歩人役， 2歩銀役， 3歩皆銀役と定まって

いたが，それを改正して 1歩人役を銀納とする

仕法書。

5010 借知之事等覚書

手写

仮綴1(12通) 16cm 

16.48-35 

内容は多様であるが，財政関係が多いのでここ

へ置く。①寅2月，算用場奉行，物価方等之覚
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②元和2年10月3日，煙草作禁止の幕令写③

金沢城本丸等の奥行・幅の番上@可申上置箇

十村はじめ諸役扶持米，給銭の番上，士族兵隊

給停定則，明暦2年以後手上高手上免醤上を収

条心覚⑤M 訓算畑用場奉行より改作方につ| 録。明治2年〈 胸

き申聞候覚⑥風俗倹約等之箇条心党②心覚

筒条 ③借知200石以下之米商番上⑨借知之 I5016 (ニ条様へ為御合力被進候金子之一件〕

í~1j ⑪{昔知総高番上 ⑪天保13年米を以取扱候 16.48-.U 

借財凡見図り ⑫学校へ罷出度人々の事その| 手写

他。

旧書名「物価方之事等先富J。

5011 〔下禄難渋人救岨に付被仰出審〕 16.48-36 

6通 18cm 包紙

①4月26日付，二条殿へ金子進上の件

②4月2:1日付，奥村内記・前田修理と玉井勘解

由との往返書状〈継紙〉

③未 5月1日付，追而番

@5月1日付，玉井勘解出覚書

@5月3日付，同人覚書

⑥ 5月8日付，金子の箱取出方につき番面白

巻子 1 17cm 

下禄難渋の家土に対し貸銀を行うため，組頭へ

組内難渋の者の交名密の提出を命じたもの。

旧番名「町中銀子調迷方ェ付被仰出候密立」。

5012 定納日米等七項写

手写

16.48ー37I 5017 (三条様へ御助力金に付廻状留〕

手写

16.48-42 

8T 2~J叩

定納口米，夫銀夫米，普締役，出銀，大工目的

手間料，男女切米給銀，牛馬飼料の由来・n出

法を解説。末尾に永禄2年(1559)年買収納古法

に関する文書写あり。

2通 17畑

中川典克l日蔵。前田主税より村井文兵衛，津田

玄蕃等への廻状の留審。

旧番名「三条様へ之御助力金党」。

5018 御収納正米書出し 16.48ー.13

5013 越中記等三種 16.48-38 

前田家編輯方手写明治年間

31丁 23.5cm

。越中記抜番

。加越能諸事考(夫米夫銀，家中普請役，出銀，

奉公人給銀等について〉

。御家中御普請役之事。

旧書名「越中記抜書等」。

3丁・ 1通 12x36cm・12.5叩

知行米を書出したもの 2種。冊子は俸禄5∞o石
〈内，与力知10∞石〉の場合の収納米を計算し

ている。一紙のものは「御収納正米」と題し米

301石 1斗を村別に書いている。

旧密名「御収納正米等覚書」。

5014 (家中ヘ御貸銀に付逮書等〕

手写

16.48-39 

5019 御用番等へ為見候書取写

手写

1通 16佃

「張文帳面之内Jとあり。米商{即時の対応策曾

16.48-44 

2通 16cm 上。

o 8月付，長大隅守より家中難渋人へ貸波の申

渡 I 5020 (算用場覚書等〕 16.48-45 

o 8月付，御貸波之割合白

件

一
m

繍

g

御

写

丁

等

手

創

村十E
J
 

h
U
 

R
J
 

16.48-40 

8通 16.5佃

算用場関係の通知文書，覚書など。新知の高の

割付通知，表具師手間料，御用肴問屋送りの件，

女中部屋ヘ行灯・五徳、相渡す党，御料理被下候

時御歩小頭席の件など。

旧番名「藩土へ御貸銀について迷惑等」。
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5021 〔御米払之目録に付害状〕 16.48'ー.16 ⑨享保20年，金沢御留守御勝手方御用。

吉田惣兵衛・渡部源七著

自慾 5026 御勝手方御内用控 16.48ー-51

1通 16cm 村井長湾〈又兵衛〉箸

吉田，渡部の提出した払米目録(計算〉と算用 明和8年(1771)

場奉行からの目録と相違があった件につき。 2 12"了 12x18cm 

月15日付。 年寄役の長寄が 5月11日付で勝手方惣主付を命

旧藩名「御米払之目録ユ付吉田惣兵術審状J。 ぜられた時の記禄。明和8年 5月-7月に及

ぷ。

5022 泊町太兵衛口上番 16.48-47 

1通 23cm 5027 土佐守仰出之覚 16.48-52 

子10月2日付，算用場施。金沢参着・が遅れた理 8丁 12x18ω 

由を届けたもの。 内容は，安永10年(1781)2月の，御j勝手方への

御親翰の件と，町方調達仕法書白土佐守は年寄
5023 御長持指札調之件 16.48-48 

役前田直方。
久田鹿作・松本緋次著

明治3年(1870) 5028 御勝手方諸事覚書 16.-18-53 

1 Jm 16cm 前回織江箸

長持指札(調方〉準備につき廻1~'i方宛のもの。 自筆文化元年(1804)

66丁目x18cm 

〈御勝手方〉 前回遊益旧蔵。織江は路博で，当時家老役。内

容は，文化元年6月25日より 12月28日までの公

5024 御勝手方御周年寄中等前録 16.48-49 務留番。

手写

9丁 12x17.5cm 5029 御勝手方詫事覚書 16.48-5.1 

享保17年(1732)-文政元年(1818)にわたる。御 前田織江箸

勝手方御用(倹約方御用も含む〉を仰付られた 自筆文化2.......3年(1805-06)

年寄役の名簿。任命の日付も記す。 51丁 12x18佃

旧書名「御勝手方年寄中等前録」。 前回遊益旧歳。家老役前回路博の記録。

5025 御勝手方御用 16.48-50 5030 御算用場奉行等へ申渡候控 16.48-55 

玉井市正貞街箸 御勝手方編

自築 文化7年(1810)

5冊 23伺 14丁 23.5ω

前回遊益旧蔵。玉井貞衡は当時家老兼I1t子宗辰 宇野富良旧蔵。米の量，値段，町会所仕送り銀

御附。事保17:年正月16日御勝手方御用を命ぜら の訳，備用米貸渡し，諸場諸役所入用銀請取高

れている。 番上，諸場諸役所の諸物値段・作料書出しなど

①事保17年(1732)金沢御留守御勝手方御用 につき問合せ，報告を命じた番類の記録。

@享保17年正月 16日-7月6日，御在国御勝手

方御用 5031 〔御勝手方留寄〕 16.48ー56

③享保18年正月.......8月，金沢御留守御勝手方御 御勝手方編

用 手写文化7年(1810)

④享保19年，御在悶(従7月6日金沢御開守〉 9T 23.5cm 

御勝手方御用 宇野寓良旧蔵。商年正月より 3月の入払本勘指
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政

引，古詰人 御供人数倍上，変i也引免仕法ニトl

達密を収む。

旧包名「御入用中助等且古詰人筒井諸m¥前々変

地場所引免立帰之年銀等」。

5032 諸返上tJ込被仰付候義ニ付御算用場奉行紙面等撞

16.48-57 

文化 7年(1810)

7丁 23叩

宇野富良旧歳。御勝手方の政印あり。家中拝借

銀の返納仕法替に関するもの。

5033 越後屋敷之義ニ付間違之趣有之御勝手方ヨリ御用

呑へ掛合之一件

御l勝手方編

手写

3T 23cm 

字野富良旧歳。内容は，文化 7年(1810)12月，

金沢域内越後屋敷(宝底 6 年焼失)の再建1~周

16.48一日

について。

5034 江戸表御借金利下ケ一件 16.48-59 

4了・ l通 24cm・22.5cm 袋入

宇野~良旧蔵。御勝手方のí!<類。

。文化B年 7月， 江戸表御借金利下ヶ之{o!申波

紋御前写(芹川六兵衛その他の会所宛前借)

。米 7月付(上と同文)。

5035 [御会所向指出紙面留]

御勝手方編

手 写文化9年(1812)

16.'18-60 

手方

ω文化13年 4月-12月

@文化14年正月-2月

③同年3月-8月16月

@同年 8月17日-12月

@文化15年正月-7月。

旧書名「本多政礼党都」。

1
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16.48-62 

とあり ，年寄役本多政礼にあたる。

5038 御勝手方覚書

手写

3丁 24cm

本多政以所蔵の写。表紙に 「本多播毘1守」とあ

り，政和にあたる。当時年寄役。文政13年 (18

30) 3月と 5月分の簡単な日記。 3月4日付で

御勝手方御用を命ぜられている。

16.48-63 

5039 御勝手方心党

中川典主主著

自鮭

2冊 12x 18cm 

①天保6年(1835)-天保10年「御勝手方心党」

②弘化 2 年 4 月.....~永 6 年(1853) 7月「御勝手

方御用心党J。

!J1!.義は文政13年以来家老役n 弘化 3年12月19日

より若年寄を兼務。

16.48-&1 

2 T 12X 18cm I 5040 御勝手向大要雑録

宇野宮良|日歳。外題は「会所向等御入用:滅的愈| 前田家編鴨方手写 明治年間

f盈之義主而申渡候ェ付向々ヨリ桁出炉、紙而¥i'lJ。

内容は，達書2通の写。

5036 本多政ネL御勝手方覚書

本多政礼者

前田家編制方手写明治年間

5 nu 23四

内題は「御勝手方党主}J。本多安房守政礼は11三

容佼，文化13年4月15日に償山山城守隆盛(文

化13年間8月27日投)とともに御勝手方御用主

付を命ぜられたn

16.'18-61 

16.48-65 

3冊 23四

奥村栄滋所蔵の写。

①先例等，御判物写等

②御!勝手向大要雑録御図リ帳等ノー，御図り帳

等ノ 二

③御l勝手方ノ 儀ニ付諮芯付之儀密出候紙面等之

内後勘ユ可術品容紋，御勝手之儀ニ付諸役人

心付之趣密出候大要 t天保12年)。

なお(00)1こ細日の目次があるの 内容は，天保13

作までのもの。

-132-



黙

Jtオ 政

5041 〔上納取立方通知状〕 16.48ー-66 @申2月((会約の将軍上;昔、についての番立〉。

御勝手方編

手写 5047 〔質素倹約之儀に付被仰出候達書〕 16.48ー72

1通 15cm 手写

御借財方役所を廃止し，上納取立方と改めた旨 3通 34an 包紙

の某役所小頭中宛の通知状，未8月18日付白 ①享保10年(1725)8月26日付，家中へ納戸銀貸

旧害名「上納取立方達J。 渡の番出写

②享保11年3月7日付，家中困窮に付，江戸詰

〈倹約方) 人の従者減少，衣類等華美無用などの番出写

③7月6日付，当春江戸火事に付，家作等諸事

5042 行状芥倹約御書出蟹拝借番上云々 16.48一喝7 簡略の定魯写白

手写

79T 27佃 5048 御触之写 16.48ー.73

巻頭に54項目の目次あれ承応3年(1654)--宝 手写

暦1伴 (1760)にわたる家中への行状，倹約，拝 6T 24cm 

借銀，銀札貸波，知行借上などの申渡を集録し 横山政和旧蔵。内容は，享保14年(1729)の御家

たものo 中面々倹約之事などを収む白

5043 〔家中倹約に付定書〕 16.48一寸68 5049 御倹約方御年寄衆ヘ指出紙面之控 16.48ー.74

手写 前田家縮緯方手写明治年間

2通 25cm 6丁 24cm

中川典克旧歳。寛文8年7月6日付の家中諸土 享保19年(1734)6月，元文2年(1737)10月に年

へ倹約の主旨の定番。 寄衆へ提出した意見など。

旧書名「御番衆申渡覚等J。
5050 御倹約に付江戸詰之人々徒者減少之儀被仰出覚書

5ω4 倹約御定書之御請 16.48ー-69 写 16.48一75

手写 手 写 延 享3年(1746)

5T 24cm 7丁 24an

寛文8年(1668)7月6日付の家中の衣類，家 成瀬正居旧蔵。丙寅3月付の 3カ条の申逮と同

作，振廻などについての定・番立5点を収む。 月付「江戸詰人当分」の知行商別人数の規定。

原本は横山志摩の署名あり。

5051 御倹約一巻御触之写 16.48ー.76

5045 〔倹約に付緒方定〕 16.48ー70 手写

手写 25了 24佃

2通 25cm 富田権六郎旧歳。内容は，延者1.:3年(1746)の倹

①寛文8年(1668)7月6日付の家中倹約令 約方に関する一連の御触の写。

②巳3月19日付，家作，饗応などの禁制。

5046 (倹約被仰出覚等〕

手写

5052 (家中之人々風儀に付御逮〕

16.48ー.71 I 手写

16.48-.77 

2通 24.5佃・ 28畑

中川典克旧蔵。

①寛文8年 7月6日「定J(家中の衣類，家作，

饗応，贈答などについての規11ilJ)

1通 25畑

氏午10月28日付，家中の風儀，倹約についての

御鶴立。民午は宛延3年(1750)である。

-133ー

L
J

一一一一一一一品



政 務

50臼 〔倹約申渡写〕 知を申付けた際(天保9年〉の閏4月6日付，

手写 勝手方諸事倹約についての達書。

1通 16cm

内容は，宝暦4年(175心12月付，御勝手方難渋 5059 御縮方触留抄 16.48ー84

につき御入用減少を詮議するよう申渡したも 手写

の。 9丁 24cm

幕府の著修禁止令と，それを受けた天保12年12

5054 御勝手方之儀ニ付被仰出番 16.48ー79 月の加賀藩の倹約方達書。寅6月8日算用場よ

21T 24ω りの油種魚の油移出締り令，戊8月晦日加賀落

当年より五ヶ年間格別御省略の主旨と詮議方に の江戸鉄抱遺禁止令，午7月20日及年月不詳の

っき申渡し。同じ題名の同似内容のもの 2点を 金沢町への倹約方触番。

収む。文中に辰八月付，前田土佐守，長甲斐守，

前田伊勢守の署名がみえ，この 3人が共に年寄 r
5060 〔御触書立写〕 16.48'一部

であった期聞は享和3年12月18日~文化9年12 手写

月15日なので辰年は文化 5年〈斉広襲封の年〉。 22T 24cm 

主主えまヰ 内容は，天保14年(1843)の倹約令。嘉永元年(1

5055 倹約之義被仰出之写 16.48-80 ! 848)の諸役人江申閲候趣，御借財向御手当方，

手写 安政2年(1855)地震について屋敷損所等の覚，

44T 23.5cm 諸士風俗につき達請書，その他。

奥村栄滋所蔵の写。内容は，文政3年(1820)--: 

天保7年(1836)の被仰出および関係文番を収 5061 〔省略方申渡井借財向御手当方図り) 16.48-86 

む。 Bt申〔嘉永元年(1848))

5丁 24cm

5056 来春御馬乗初芥御揺初之節御差略方詮議之一件 御勝手向難渋につき省略方の長大隅守申波状と

若年寄方編 16.48ー81: 御借財向御手当方の図りとからなる。

文政11年(1828) 旧書名「諸役人へ申渡方儀ニ付別紙写」。

29丁 12X18佃

富田権六郎旧蔵。今般格外の御省略につき，人! 5062 〔倹約御触書写〕 16.48ーベ87

馬数，出費などの節約計画。 手写

!日書名「御馬乗初井御識初之節御省略方詮議之: 1通 12cm

一件」。 内容は，安政3年(1856)2月の海防方物入り，

江戸表変事破損による倹約，支払繰延について

5057 御家老方・若年寄方御省略ニ付簡易ニ可相成品々: の触。

等大綱しらヘ
I 

旧書名「御触寵写」。16.48-82 i 

富田某著

天保3年(1832) 5063 〔倹約方選書〕 16.48-88 

9 T 12x 18cm 安政3年(1856)

宮田権六郎旧蔵。公用に使う料紙や文密の扱い 2通 15cm 包紙

方の節約方法について記している。 海防方の物入，去年江戸表大地震にて三御屋敷

修理に莫大の入費が要るため，政務の倹約を命

5058 〔倹約方御遥添書写〕 16.4R-83 じたもので， 00御親翰写@村井文兵衛の番立。

手写 いずれも神谷治部の手写と思われる。

1通 17，佃 旧書名「倹約方御達」。

不破順命旧蔵。江戸城西ノ丸手伝普請につき借;
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財

5064 御倹約1(奉行動方心得 16.48-89 

手写

9丁 26cm

高畠定辞旧蔵。倹約に対する考え方を説き，そ

の中で倹約方の実務的な心得も述べている。

5065 (倹約之儀に付逮番) 16.48-90 

手写

1通 17cm

中川典克旧蔵。 7月8日付，家中倹約につき，

年寄，家老役への申聞の覚。

5066 (江戸表御省略方に付心付之趣申達) 16.48-91 

手写

4 T 24cm 
中川典克旧蔵。江戸衰の御客方，御供御使役の

者が御省略方御用兼帯を勤め，答申したものo

御国使者，江戸諸人の風俗，音信物等につき意

見を述べている。

旧書名「於江戸表御省略方等之義云々」。

廻 米・払 米

5067 大坂御払米→牛 16.48→2 

手写明治17年(1884)

47丁 23.5叩

内題「大坂御払米一件定書帳等」。享保5年(17

20)以後，文化期迄の大坂廻米史料18点(目次あ

り〉を収む。天保15年の写本の写。

5068 御廻米御雇舟船頭請合証文井運賃極写帳

16.48-93 

手写

12T 11.5x 18佃

成瀬正居旧蔵。内容は，享保16年(1731)の御廻

米の運賃米・銀の極。

5069 大坂播磨屋宇兵衛御廻米一巻覚 16.48→4 

手写

6T 24cm 

真館与四郎所蔵の写。内容は，延享4年(1747)

大坂の納宿播磨屋宇兵衛の廻米請合に関する 3

通の証文類を収む。

政

5070 船方提帳 16.48-95 

手写

81- 12x 18cm 

文化10年(1813)12月中村宅左衛門・寺嶋蔵人よ

り山田屋市右衛門・泉屋次郎左衛門・木康文三

郎宛に出されたもの。大坂廻米等の廻船方につ

いて定めている。

5071 大坂浜役勤方井覚留帳 16.48-96 

手写文久2年(1862)

6.1，丁 12x18cm 

井上如壱旧蔵。井上正忠の蔵印あり。内容は，勤

方に関する諸規定集で，御用罷越刻奨束等覚，

入米・蔵廻の取捌き，廻俵の定，指米割合，懸

廻し受取方，買手方・普請方の覚，御雇船着船

後蔵納迄の諸入用，定例為登米，定入之品党，

登送状の覚，船方旋帳。また末尾に文政12年8

月高橋氏誌の節の「党候」写などを収録してい

る白

5072 御廻米出船等留帳 16.48ー 97

前田家編縛方手写明治年間

2冊 23.5cm

加藤文八郎所蔵(天保9年写本〉の写。内容は

出船方覚審帳など天保9年までの諸種の廻米関

係記録を収録したもの。

5073 (寺井御蔵米川下造用等書上帳) 16.48ー98

手写

3T 24cm 

外題は「嘉永7七年寅五月，当年大坂為御登米寺

井御蔵御米川下造用等書上申帳」 本吉御蔵日

用頭文次郎。

旧書名「大阪為御登米寺井御蔵御米川下造用等

書上申帳」。

5074 〔越前国廻米欠請負升廻仕用帳) 16.48ー99

廻船御用達貰屋久兵衛代平三郎著

前田家編輯方手写明治年間

5T 24叩

真館与四郎所蔵の写。卯正月廻船御用達笈屋久

兵衛代平三郎の番上げ。内題「越前悶江戸大坂

御廻米欠請負船頭受取方~千廻着之上相波-候致方

之覚J。
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旧書名「越前国欠5背負升廻仕用帳」。

5075 (御払米代勘定帳類〕

明治2年(1869)

4冊・ 2通 24.5cm 袋入

政

16.48-100 

①御払米代本勘帳巳〈明治2)3月晦日，佐野

屋久太郎

②〈産物方へ過銀上納の覚〉巴3月20日，佐野

屋久太郎

③御払御米代等惣勘定番上申帳 明治2年3

月，地頭町村平八

@(給人米払代銀の覚〉巳 3月，松任屋忠兵衛

〈金沢十間町〉

~御払米代銭附帳明治2年 3 月，佐野屋久太

郎

⑥御払米決'fi.帳巴7月。

旧書名「御払米代本勘帳」。

貨 幣

5076 銀座一件 16.48ー101

前田家編栴方手写明治年間

87了 23側

目次は下記のとおり。

。古来ヨリ銀座勤方弁銀座旧記(寛永4--安永

元年，森下森八所蔵の写〉

。銀座定書一巻追而得与可相調理(万治3--享

保 4年，森下森入所蔵の写〉

。銀座濫筋等，天秤座四ヶ所惣食指上申御帳面

目録〈寛永元年)，御分圏中朱染紙封之分(寛

永18年)，銀座江相渡り候本多安房守様等御

定番手〈元禄8年)(片岡孫作取出の写〉

。銀座代々(元和 5--安政7年〉

。安永4年乙未7月御尋ュ付町年寄次郎兵衛へ

差出候書(先年ヨリ銀座相勤候人々，元和 5

~安永4年，追加寛政3年まで〉

。金府宝紗一年民乱記(宝暦6年8月，池田寅

平所蔵の写〉

o銀仲札と正銀引替座御仕法一件(天保4年2

月，岡部七左衛門所蔵の写〉

。銀座勤方帳(天保9年10月，金屋彦四郎所蔵

の写〉。

務

50π 貨幣大概 16.48-102 

前田家編縛方手写明治年間

77T 23.5cm 

。慶長金銀吹替ヨリ元文元年文字金銀吹替迄ノ

大概相場ノ覚書

。銀替御引替等旧記(正徳6--元文2年〉

。宝暦6年銀礼治乱技牽(原題「銀札日記」加

州宮腰寵文堂官康著〉

。於千葉秋(内容は宝暦6年銀札騒動を扱う〉

。銀庖御定番等(寛永4--安永元年〉

。後藤四郎兵衛分銅相改候仕法之写井相渡侠紙

面之写(宝暦8年〉

。古銀為引替銀座相回候一巻(宝暦9年〉。

5078 三州銀座入払留 16.48'ー 103

前田家編偶方手写明治年間

128T 23.5cm 

明暦3年(1657)から享保19年(1734)までの加越

能三州の銀座の各年分の収支算用状を収録。

旧書名「加越能三州銀座入払留」。

5079 (古金銀引替令等請書〕

巻子1 17cm 

中川典克旧蔵。

16.48ー 104

。丁丑〈元禄10年1697)4月13日付，古金銀引替

の触と組頭連署請書。

。丑6月付，新金弐朱判通用の触と組頭連署読

書。

。閤8月2日付，金沢町古着・古金賀縮りの触

と組頭連署の請書。

。閤8月2日付，向上の触と大工その他の連署

諦番。

。悶8月2日付，同上の触と野崎弥兵衛等4名

の読書?。

旧書名「古金銀新金銀引替に関する触番」。

5080 古銀座留帳抜書 16.48ー105

前田家編輯方手写明治年間

45T 23.5佃

森下森八所蔵の写。内容は，元禄16年(1703)-

享保3年(1718)の記事。

5081 朱封銀引替記 16.48-1侃

森田平次手写
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財

25丁 23.5cm

内容は，享保16年(1731)金沢披附金15万両を幕

府が借用につき上方へ登せた件， およびその

朱封銀を丁銀豆板と引替えた件についての記録

で，朱封銀引替記，朱封銀引替勘定帳より成る。

5082 (銀札貸渡之覚〕 16.48-107 

手写

1通 24cm

今度銀札発行につき家中へ貸渡の触。 10月付。

宝暦5年(1755)のもの。

旧書名「御貸銀之覚」。

5ω3 宝暦五年留帳 16.48ー108

町年寄八左衛門著

前田家編韓方手写明治年間

9丁 24ω

宝暦5年(1755)の金沢で銀札遣いが行なわれた

際，正銀引替の主附に任ぜられた町年寄八左衛

門の覚書。

5ω4 (銀紗指止めに付達書) 16.48-109 

手写

2通 17cm

宝暦6年(1756)銀札発行停止の際のもの由

。丙子7月25日付，銀札指止の触

。丙子7月25日付，銀札指止および御召米の触

旧書名「御領国通用銀ユ付御達J。

5085 銀座諸事覚書 16.48-110 

前田家編輯方手写明治年間

119丁 23.5cm

森下屋所蔵の写。宝暦11年(1761)9月森下屋八

左衛門が銀座役を任命されてから，明和5年(1

768)までの役方覚書。

5086 三州銀座諸入用書 16.48-111 

前田家編輯方手写明治年間

43丁 24佃

元文元年(1736)から明和8年(1771)までの各年

分の加越能三州の銀座の諸入用書。金沢・六ケ

所銀座の封賃銀高に対して，樹守銀・銀見給銀

政

(特16.48ー103)に続くもの。

5087 銀座等封賃銀留 16.48-112 

前田家編輯方手写明治年間

69T 23.5cm 

内題「安永四年ヨり天保十四年迄金沢両銀座井

遼所六ケ所封賃銀請払之事Jとあり，安永4年

(1775)より天保14:年(18.13)までの各年分の諦払

状を収録。遠所六ヶ所は小松，七尾，字出津，

今石動，高岡，魚津の銀座。

5088 古判金潰引替之儀等雑留 16.48-113 

御勝手方編

手 写 文 化7年(1810)

8T 24cm 

宇野富良旧蔵。御勝手方蔵印あり。内容は，閤

11月4日に判金波引替に関する古文書3通を提

出した際の留書で，内容は，鴻池吉左衛門より

手代権蔵ヘ渡した覚書〈霜月21日付〉及びその返

書(11月22日付)，後藤勘兵衛より鴻池吉左衛門

宛の覚番(11月22日付〉。

5089 銀札井災事記 16.48ー114

5090 

5091 

前田家編暢方手写明治年間

13丁 24.5佃

「一丸諸事記」からの抜粋。内容年代は，文政

6年(1823)'"明治2年(1869)。

〔箱館通宝適用に付触〕 16.48-115 

手写

3通 16.5cm

関 5月付の公儀触および別紙の写。箱館通宝は

安政3年(1856)に発行。閤5月から安政4年の

触であることがわかる。

旧寄名「箱舘通宝之定J。

〔銀手形御取扱→キ〕 16.48-116 

手写

1通 15cm

払米10万石文は9万石の代銀を銀手形と引替・え

る2つの案を記した内々の窓見書。

諾入用の闘の銀高持上げている@正徳元 I5ω2師 l替繭儲 16.48-117 

"'5年(1711-15)分も収録。「三州銀座入払留」 手写
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政 務

l0-r 12x 17.5cm 8)のもの。

家中，百姐何人への手形銀貸付などについての 旧書名「江戸御入用大概番J。

御引替所の仕法書，および申~巳年の10年間の

各年出納総計と午年に改訂した総計を記してい 5098 御入用帳付札之写 16.48-123 

るo 8丁 24cm

宇野富良旧蔵。御勝手方蔵印あり。天明 9年(1

5093 金銀晶位価附表 16.48-118 789)正月--12月分。酉正月付，山口小左衛門，

1枚 53x24cm 田辺五郎より前回土佐守，津田修理宛。

享保金等16種類の金貸と古南鍛銀等7種類の銀

貨わいて惣脱正馳銀脱恥値段 I5棚江戸御入山本勘闘l覚 16.48ー124

引替相場，双替見競を表示したもの。 御勝手方編

3丁 23ω

収 支 宇野富良旧蔵。天明 9年(1789)正月付，天明 8

年分の収支計算書。

5094 御入用銀中勘等両種 16.48-119 

手写 5100 〔御勝手御払方大綱図〕 16.48-125 

46-r 23.5cm 7T 24.5ω 

内容は，御領国江戸京大坂御入用中勘図(延享 前田貞醇l日}歳。寛政2年(1790)7月付で勝手方

4年， 1747)，御入用銀大概番(天明 8・9年， の入用不足を勝手方(村松は御算用者小頭〉よ

17R8・1789)。 り算用場奉行ヘ，さらに年寄(前田図曹は家老

兼若年寄〉へ進達した番類写で，来3月までの
5095 御入用壱ケ年分大概御図方帳

三都入用・関元入用の中勘図りも蛾せている。
周辺是頼手写

25丁 12.5x17.5側 5101 御米図帳 16.48-126 

宝暦4年(1754)7月原本成立。内容は「惣御入 御米所縞

用中勘図Jr毎歳御取箇銀納大概図り Jr御要 寛政 5年(1793)

脚図目録Jr宝暦六年ュ御倹約之義就被仰渡候 5T 23cm 

諸役人中より指出侯紙面写Jr御倹約方土佐守 成瀬正居旧蔵。寛政5年収納米入払報告露。

殿より御渡御紙面J。

5102 御勝手方御図り番 16.48-127 

5096 御貯用銀井格別御詰米入払之覚幌 16.48-121 手写文化7年(1810)

手写 18丁 24叩

5T 16X23cm 宇野富良旧蔵。御勝手方の棲類で， r土州ヨリ

成瀬正居旧蔵。内容年代は，天明 8年(1788)， 借用写也」また「笠間清兵衛ヨり写候」ともあ

究政元年(1789)or申年ヨり函三月迄江戸交御仕 る。土州〈土佐守〉蔵本を写した笠間本の写本

送り大坂より之手繰之趣中勘図り J(申10月)， か。内容は， 1カ年の入用図りで，乙卯2月付。

「御貯用米銀之覚J，r御詰米入払御次江番上候 おそらく寛政7乙卯年か。

仮面之写J(天明 8年10月， 12月算用場提出)，

「別段御詰米入払之覚J(寛政元年〉。 I 5103 雑記 16.48-128 

寛政8年(1796)

5097 御在府・御留守壱ケ年分江戸御入用大概容 26丁 12.5x18cm 

16.将 一122 成瀬正居旧蔵。扶持米，御米入払，三都入用図

111- 24cm り，金沢入用，また寛政6年暮米積などを記し

宇野宮良旧蔵。御勝手方の帳面。天明 8年(178 た算用場関係の覚書。当時の'ff.用場奉行の 1人
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5104 

5105 

5106 

5107 

51ω 

5109 

成瀬左近種徳の記録か。

御米持御入用御符合図帳

享和3年(1803)

25T 12X 18cm 

財

16.48-129 

前田道益旧蔵。内容は，御米図大概，三都御入

用図，金沢御入用図，大坂御借銀仕法，大仮調

達銀年々御返済方覚。

御かね入払凡図 16.48-130 

文化9年(1812)

11T 12x 18ω 

宇野富良旧蔵。御!勝手方の密~，文化 9 年(1Rl

2) 3月付の12月迄の入払見積り種。

御在府中臨時不時御入用書抜

江戸会所編

23T 23.5佃

16.48-131 

宇野富良旧蔵。内容は，文化4年(1807)4月よ

り5年 3月迄の月ごとの入用項目を記載してい

るo

御帰国御入用しらべ帳

3丁 24cm

16.48-132 

宇野富良旧蔵。文化 5年(1808)のもの。入用合

332寅466匁8分8座。

〔江戸御入用中勘図様〕

江戸会所編

文化7年(1810)

2冊 23.5cm

16.48-133 

宇野富良旧蔵。御勝手方の蔵印あり。

①「文化七年正月ヨリ同年三月迄御入用中助図

。長」

②〈文化 7)

図帳」。

「当四月ヨり同六月迄御入用中勘

旧審名「御入用中勘図帳」。

〔江戸御入用中勘図帳〕

江戸会所編著

文化7年(1810)

11丁 23cm

16.48-134 

宇野富良旧蔵。表題「午七月ヨリ同九月迄江戸

御入用中勘図帳J。午 5月付で江戸会所より算

5110 

5111 

政

用場吋包てた各月別の支出見積り番。御勝手方

の仮面。

御図方之覚 16..18-135 

辻・具足屋・辰巳屋若

手写

13T 24cm 

宇野富良旧蔵。御勝手方の蔵印あり。文化7年

(1810) 6月付で，同年 5月--12月分の江戸入用

について支出大略を見積り，不足銀3744貫匁余

のうち1∞o貫文の御園より振替を願ったものo

御米図恨 16.48-136 

文化7年(1810)

2冊 23.5ω

宇野富良旧蔵。御j勝手方の書類。

①文化7年12月26日「御米図」。朱字で「来未

ノ春大坂御廻米等正実図り，林弥四郎等ヨリ

出之」とあり

②「文化七年分御米図帳J。朱字で「当暮御米

図段々愈義之上前々与調方致相違候，以後此

通相図申筈之由御算用場奉行申聞Jとあり。

5112 御図方之覚 16.48-137 

5113 

5114 

9T 24cm 

原題「当来年中凡御図方之覚」。宇野富良旧歳。

文化8年(1811)の江戸御仕分等御金入払積り

番。

〔御参府以来臨時不時御入用調帳〕

25T 23.5cm 

16.48-138 

宇野富良旧蔵。文化8年(1811)8月付。内容は

3月--10月の月別に項目，金額を記し，ついで

「未十一月中臨時渡りしらへ帳Jr未十二月中

臨時不時御入用しらへ幌Jr申正月中臨時不時

御入用しらへ帳」を収む。

御図方之覚 16.48-139 

5T 24cm 

宇野富良旧蔵。御勝手方の蔵印あれ文化8年

(1811)6月--9年 5月迄の入銀，内払を大まか

に見積ったもの。江戸入用分であろう。
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政

5115 (御入用中勘図帳) 16.48ー 140

江戸会所編

2冊 23cm

原題「御在府未七月より同九月迄御入用中勘図

幌」。宇野富良旧蔵。文化8年(1811)7月--9

月迄の江戸会所必要経質の見積り番。御算用場

宛。

5116 (御払高等調理入御覧候控等J 16.48--141 

手写

3冊 12x18ω

宇野富良旧蔵。御勝手方の蔵印あり。

①御払高等調理入御覧候控

②御払高等調理入御覧候後御払方等調理密控

③(文化9年〉正月江越金御在高等大概調理入

御覧候控

①②は文化8年(1811)12月17日に戸田与一郎が

提出したものの控。与一郎は勝具，当時組頭並

500石，御近習御用 ③は9年正月 4日提出の

控。

5111 (江戸御入用中勘図帳) 16.48--142 

江戸会所編

5T 12x 17.5cm 

宇野富良旧蔵。御勝手方の帳面o 表題は， r申
四月ヨリ同六月迄御入用中勘図帳J(文化9年

一1812)。

旧書名「御入用中勘図帳」。

5118 御在府中御入用中勘図帳 16.48--143 

8 T 12x 17cm 

宇野富良旧蔵。御勝手方の帳面。文化9年(181

2) 2月作成。同年9月より 10年3月迄の入用見

積りで，定式の御入用・定式同様の不時御入用

井臨時不時御入用に分けている。

旧書名「御在府中御入用勘図帳」。

5119 御留守中御入用中勘図帳 16.48--144 

7T 12X 17cm 袋入

宇野富良旧蔵。御勝手方蔵印あり。文化9年(1

812) 4月--10年8月迄17か月間一括の入用大慨

の見積り番。

，. 

-140ー

寸

務

5120 御留守中御入用中勘図月割 16..18--145 

2T 12x 17ω 

宇野富良旧蔵。御勝手方蔵印あり。文化9年(1

812) 4月--10年8月迄，月毎の総計を記就して

いる。

5121 御在府中御入用中勘月割 16.48--146 

1丁 12x17cm 

宇野富良旧蔵。御勝手方の帳面。内容は，文化

9年(1812)2月作成。同年9月より 10年3月迄

の入用総高を月別に見積ったものo

5122 文政年中御符合之御詮議ニテ諸向減銀調帳

16.48--147 

御符合所縦

前田家編緯方手写明治年間

14'丁 25cm

成瀬氏所蔵の写。内容は，文化14年より文政2

年迄3カ年平均入用高。文政8年より減方詮議

の品々，減方無之分・詮議中之ケ所などを調べ

書上げたものo

5123 〔御算用場米高図り書写J 16.48--148 

村井某著

手写

5T 12x 18cm 

内容は「文政八年乙酉十一月廿四日御算用場よ

り左之品出之J，r酉十一月井苛図来三月迄当座.

無理弁之凡図J。いずれも算用場提出の財政見

積り番。

旧書名「御算用場留審」。

5124 御勝手〔方〕調理帳 16.48-149 

御勘定奉行編

安政3年(1856)

16丁 24.5cm

内容は，銀高の番上げで， r御上納等壱ヶ年分

惣出高Jr伺堂銀Jr別段御調達銀無御拠分」

「当時御淀之分Jr御収納方J(米高〉の項目に

分れている。

5125 〔御図り書〕

手写

2通 16.5cm

16.48--150 

込M
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財 政

伽万叩の内から家中・改怖い支| 内大阪ニ而為御登米払代銀之内を以御土蔵江納

出，借財返済を指引きした計算 返可申分入持御園江相越候員数記候帳」。

②地盤方への支出等を指引きした計算。

5131 御祝儀御能井御家中振舞御入用覚 16.48-156 

5126 総物成高井公鹿入費藩債高等調理帳 16.48-151 1通 15佃

金沢藩編 宇野富良旧蔵。内容は，延享5年(1748)2月晦

明治4年(1871) 日付で提出した入用大概の見積り書。

14T 23.5佃 旧密名「御祝儀御能井御家中御振舞御入用留J。

内容は「甲子ヨリ戊辰迄五ヶ年平均高J {-物成

総高とその項目別入費の届番)0 r旧領地租税 5132 深川御蔵米調べ帳 16.48-157 

録J (元治元年より明治元年迄の五カ年平均を 文化8年(1811)

正租納高，雑租納高に分けて記す〉。 3T 23.5cm 

宇野富良旧蔵。御勝手方の帳面。文化7年分.

5127 昨辰年等御入費部分調理 江戸深川御蔵米の入払い覚。

理財局編

手写 5133 御作事方不時御入用銀靖払帳 16.48-158 

15T 24.5ω 御作事所編

岡田様旧蔵。辰年は明治元年(1868)。その総入 文化8年(1811)

用高と，学政軍政寮向，民政会計寮向，家知事 5丁 23.5cm

向，知j獄寮の部分の入費大綱，辰年一作の諸払， 宇野富良旧蔵。文化7年正月--10月の溺払の報

地廻・東京・大坂の借財を記し，また定式御払 告(8年正月付〉。建物・樋・下水などの修覆~

方中勘積りを記している。 や法事の費用などを番上げている。

5128 明治二年分歳入租税等調理 16.48-153 5134 御定銀不足等之義=付御作事奉行紙面井右図り番

手写 写 16.48-159 

19T 24.5佃 御作事所編

郡ごとの高，定納日米，小物成，諸助成米，貸 手 写 文 化8年(1811)

米，御蔵町蔵数，村数の集計を記す。 9T 23.5cm 

旧書名「歳入租税等調理」。 宇野富良旧蔵。御勝手方の書類。金谷佐大夫よ

り本多勘解由宛，未11月付の申達書，および未
5129 御財用常度分配等仕法大綱 16.48-154 10月付，作事所提出の「未年分御定銀月割論払

理財局編 大概」より成る。
手写

4丁 24.5cm 5135 御作事御定銀減方大綱 16.48-160 

内容は，明治2年 5月作成の「御入箇出納分配 文化8年(1811)

之仕法」。 2冊 24.5cm

宇野富良旧蔵。御勝手方の蔵印あり。 2冊は同

諸役所収支・勘定・買物 内容。作事所管絡の町方大工雇手間料，鳶雇賃

銀，日用庖賃銀について各々 1割引の額と御

5130 〔御土蔵金銀入払帳〕 16.48-155 入用高を比較して御定銀の滅し方を見積ってい

手写 る。

7T 27cm 

成瀬田旧蔵・享保11年(剛~脚 4年 I5問 〔割場御用定入に付奉行紙面写〕 16.48-161 

-(1747)。原題「御土蔵ヨリ御出被遊候金銀之 割場奉行著
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手写文化8年(1811)

5丁 12x18cm 

宇野富良旧蔵。御勝手方の帳面。正月--12月の

指定めの買揚物代金，足軽小者詰高減少に付，

その代銀の番上。 8月20日付割場奉行神保又三

郎・羽田要人より本多勘解由宛。

外題・旧書名「割場御用指定リ請取候定入之義

二付右奉行紙面写」。羽田要人は寛政 12年~文

化10年，神保又三郎は文化7--10年に割場奉行

であったa

シ

5137 劉場御貸衣類減之方調幌 16.48ー 162

割場奉行著

手写

9T 23cm 

宇野富良旧蔵。御勝手方の帳面。足軽，小者，

御供方着用の貸衣類の節約方詮議の報告書。未

5月付〈文化8年か〉神保文三郎・羽田要人よ

り本多勘解由宛。

5138 足経小者井蝋燭料紙等減方幌 16..:18-163 

文化8年(1811)

7T 24cm 

宇野富良旧蔵。割場より番上げた入用減し方の

帳面で，御在府時の足軽・小者の詰人高減少，

紙，蝋燭，待の減少分を計算したもの。御勝手

方の所蔵印がある。

5139 (御台所御入用銀高幌) 16.48ー 164

享和4年(180心

2冊 24.5ω 袋入

宇野富良旧蔵。御勝手方の蔵印あり。 2冊で‘揃。

享和4年正月に仕法を改めた時の帳面写白

①御参勤年正月ヨり 12月迄ノ 12ヶ月分御台所御

入用銀高帳

②御留守年正月ヨリ 12月迄12ヶ月分御台所御入

用銀高帳。

いずれも各月ごとの支出予算を書出しているo

引40 (御参勤年御台所御入用図り銀高糠〕

文化8年(1811)

19丁 24cm

16.48-165 

宇野富良旧蔵。御台所年中入用の見積り書で，

務

正月より 12月迄，月ごとに支出項目を挙げて大

よその銀高を記している。

旧書名「御参勤年御台所御入用御図リ銀高帳」。

5141 御留守年御台所御入用図り銀帳 16.48-166 

文化8年(1811)

17丁 24佃

宇野富良旧蔵。原題「御留守年正月より十二月

迄十二ヶ月分御台所御入用図り銀帳」。文化8

年9月付。入用図りを改めた時のもの。

5142 当春以来御細工所御用品々代銀しらべ帳

16.48-167 

14'丁 23.5cm

宇野富良旧蔵。年代不詳 3--7月中御細工所

で購入した材料等の品物の代銀を脅上げたも

の白 「御園より到来等之品ュ付直段相知見分」

との記載あり。

旧書名「御細工所御用品々代銀しらベ帳」。

5143 (御臆御入用中勘図り) 16.48ー 168

手写文化8年(1811)

2 T 11.5x 17cm 

宇野富良旧蔵。御勝手方の帳面白文化8年10月

15日より来年3月迄の見積れ

5144 諸色御入用高帳 16.48ー 169

山本久甫・石橋円水編

手写文化8年(1811)

5T 24cm 

宇野富良旧蔵。文化8年「当春御待諦ヨリ七月

迄」の入用品書上げ。品物は炭，灯油，紙，筆，

蝋燭，布，たばこ，手水柄杓等々。

5145 御在府中諸色御入用高帳 16.48-170 

山本久甫・石橋円水編

手写文化8年(1811)

6丁 23cm

宇野富良旧蔵。御仕着，紙，築基，蝋燭，炭，

燈油，たばこ，きせる，桶，柄杓，水漉，茶碗，

火鉢，下駄，草履，草務等の品々の数量と代金

を番上げている。
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5146 御用部屋為御用御買上物帳 16.48-171 

買手所編、

11T 23.5cm 

宇野富良旧蔵。文化8年(1811)4月""-J7月分を

記す白

5147 御用部屋等ヘ御買上物書抜 16.48-172 

買手所編

15T 23.5叩

宇野富良旧蔵。文化8年(1811)8月""-J11月分を

記す。

5148 御用部屋御次御買上物調帳

買手所編

16.48-173 

唱司司

政

5152 溶姫君様御住居定式一ヶ年分御入用御省略取調帳

16.48-177 

溶姫様御用人著

手写

6T 12X 18cm 

中川典克旧蔵。内容年代は，天保1MJ:.(1843)，

溶姫は第13代斉泰の正室。

5153 証文留 16.48-178 

諸色所編

自筆嘉永5年(1852)

61T 24cm 

嘉永5年(1852)""-J明治2年0869)のおI用場の銀

子受取，銀子相渡証文類を写した帳面白

9T 22.5cm 

宇崎良!日蔵。文化咋(18日)12脱悶9年 I5旧 制 手 留 幌 16.48-179 

正月分を記す。 御台所編

自筆
5149 江戸表井金沢共諸向雑巾等渡り方調理 350丁 23cm

16.48-174 横山隆起旧蔵e 文久 4年(1864)""-J慶応4年(186
文化8年(1811) 8)の買物の切手を写して記載しである。
4 T 12x 18cm 

宇野富良旧蔵。御勝手方の帳面白 I 5155 金銀払帳 16.48-180 

諸事御用方編

5150 〔謝臣様井因幡守様等御出之節惣入用高〕 元治元年(1864)

16.48-175 2冊 12x34.5cm 
文化8年(1811) 旅宿賃，船雇賃，船積債，人足麗質，飛脚質，

2冊 12.5x18cm 蝋燭買上代などの支払い帳簿。両冊はほぼ間内

宇野富良旧蔵。御勝手方の帳面。 9月22日瑛姫， 容であるが，下帳と清書の別のため，合計の項

10月18日因幡守等が御出の節の入用高を謹上げ 自の書き方がちがう。

ている。 2聞の内容は同一であるが，うち 1冊

は「御上へ指上控Jで，末尾文言と11月13日の 5156 〔陸蒸気器械類註文約定書写井目録)16.48-181 

日付がある。 佐野鼎著

旧書名「類姫様御出之節等惣御入用高挫」。 手写

2冊 24cm

5151 松平阿波守殿等御出之節諸向御入用留 前田貞醇旧蔵。ポルトガル商人ロレイロとの約

16.48-176 定番，製鉄器械大凡値付目録他。慶応2年(186

手写 6)原本成立。

1 T 12x 18cm 旧書名「長崎に於て陸蒸気機械類註文ニ付云

宇野富良旧蔵。文化 9年(1812)2月22日付n 御 J々。
勝手方の帳面白

5157 〔鮒倍修理につきロレイ口の書簡〕 16~48-182 

ジ・ロレイロ著 田川謙之訳

手写
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7 T 21cm 

安)1顕i七|日談。ffi!応2>FC!866)の話i剖2通。御

舵シテヲフへ Y号1!i~Jl等に関するもの。関沢明

治抗1。明tiす〈あききょ〕は，心:猶館で閲 是非を学

び，文久年中選政されて江戸へ留学して，江川

太[!I;左衛門，村田政六に従う，ついで長崎へも

行き，使応2年務命でロ γ ドγへ留学. 3年後

帰国， 明治 2年致迷ftií技mli . のち内務省. ~商

務省J支附を[箆任，水産の保税奨励に力あり，の

ち 自ら百，I.t持dをj首都して金~山1'1'で， わが国で最

初に抹香鯨をliIiえるの明治30年役. 55才。

旧密名「ロレイロより関沢l川清への書館iJ。

引58 [御城方御内用銀請取状〕 16..18-183 

早川l畿之丞等若

腿応3年(1867)

1通 24cm

宛名は伊藤友次郎内

務

5163 卯年大坂ヨリ下シ荷物佳

大成加州商法局編

3丁 2.jcm

16..18-188 

!liJ'，p:は慶応3年(I867)。大j!J力11州商法局が質入

れた料i， 大山I.~} R:~、砂結，白砂粧， 美濃紡滅的代金

および運賃を記す。

5164 箱館ニ而啓明丸御船等へ御取替金書上限

川島村次郎右衛門若

性131;

3 T 2~cm 

16..18ー 189

度応3年(I867)12月.111虫色村次郎右前il"1より，

産物方宛。鹿応2.3年の啓明丸にかかる諮払

代金を御下シ米代金などと差引することを求め

たもの。 川嶋村は穴水か。

5165 去卯年江差表御米代等残金よ納方仕訳仮

111 島村次郎右Wi門若 16 -，18ー 190

5159 御入用金諮払帳

魁道方編

16..18ー 18.1I 自筆

皮応3年(1867)

9丁 2.lclI1

l髭応 3fJ=.正月 ~8 月の I~'i.u，版。

5160 産物金入払帳

加l型{務長崎庖編

皮応3年(1867)

61T 24cm 

16..18-185 

内容は，明治元年10月分までについて，まず入

方，つぎに波し方を記i除しているの

5161 金銀入払帳 16.48-]86 

大j良力11州産物方制

118T 24cm 

鹿応 3 年(1867)~明治元年(I868)にわた り ， 日

付順に入金，波し金を記した帳簿。

5162 卯年為登荷物払代金勘定帳

大坂加州商法局編

8T 24.5c"， 

16..18-187 

!lrJ年は慶応、3年(1867)。南部大豆，ïHf~fL-l紅1 .

干鰯，越後大豆.高的米，南部花折l毛布，釧粕

等の売払代金と諸政用を盛上げている。
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5166 

5167 

2丁 24cm

皮応、4年(1868)6月付，次i!l1右術門が箱ftiiで作

成L.¥vl倉元f陥宛に街出した帳函で，貸付金.lili

5TI米代を謹上げ，差引上納分を計算したものの

l日程名「江差表御米代等残金上納方仕訳帳」。

去卯年籍館表残金上納方:fffよ帳

川島村次郎右衛門道一

自主t

3丁 24cm

16.48一191

臨応4年(I868)6 Ji付，川 Ji:1J村次郎右術I"Jより

~Vl倉元側宛密上げ。猪山桜御i皮金，秘足l付御役

所へ売上米代金等収入と筒主II)'!(入代金等支出の

明紺lを記す。

旧tr::名 「去卯手箱f語表il金上納方番上帳J。

松前表総勘定帳 16.48一192

川島村次郎右衛門著

自主主

合綴 1(J3冊) 87丁 2.lcm 袋入

①!l11年分御かね帳写 UII島村次郎右神il"H科目'il.s
'mr江桁N~物n入ブftfE之:ïD

@秋味等仕切写書上帳 (慶応、4年 4凡浜田民

兵右衛門より中橋次郎右衛門宛，駿相丸文助
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宛，勢至丸孫三郎宛) 5171 箱館表秋味代金差引帳 16.，18ー 196

③去卯年箱館表残金上納方慾上板〔慶応、 4:lf.6 勢至丸次助若

月，川島村次郎右f町内より朝倉元前li宛〕 自筆

@勢至丸買仕切書鐙帳〔明治元年 7月，勢至丸 3T 25佃

次助より中橋次郎右術門宛，央N川嶋村次郎 明治元年(1868)7月付， 事う至丸次助より '1'稲次

右衛門より商法局宛〕 郎右術門宛番上げ。!島mは川島村次Ii日右衛門よ

@劫至丸諸入用之j出版(向上) り商法局宛。箱館中橋広よりの預り金に対し勢

⑥卯年冬箱館只入電如来勢至丸売仕切j空 ~I長(向上〕 至丸買代金 ・秩味只付仕切金等の差引勘定ID。
①!J1J半分松前表江御廻米売却j代残り金勘定版

(明治元年8月〕 5172 於箱館表船代金荷物代金等預覚帳 16.48.一197

③船足内エ而良訪J~jl緋等仕切写帳〔明治元年 1 2 勢至丸次llJJ主主:

月〉 自主E

@秘!足内下シ米先仕切:弥長(明治元年12月) 2 T 24cm 

⑮秘j足内買入l悶鰍等仕訳版(明治元年12月〉 皮応4年(1868)7月付 ，釣至丸次助より中橋次

。江指表より筒創~li!i為笠船長宝丸与四訟地船仕 郎右衛門宛怒上げ。鹿応3年11月給g入代金，

候ニ付御遠方往返雑用等t!l上帳 t明治2年 5 荷物代金を箱館広太兵術よりffi取ったことを記

月， 川島村次郎右術門より商法局宛〕 す。末尾に川島村次郎右衛門より商法局宛の奥

⑫所ロ越中屋邦喜丸為積登自分民鯨代銀仕訳帳 t1Fあり。

(明治2年 7月，差出・宛所向上)

⑬明治 3年午 6月包上帳数控。 I 5173 松前表総勘定書上帳 16.48ー 198

川島村次郎右衛門若

引68 江差表御下シ米代金等惣勘定限 16.48-193 自 ~(f

川島村次郎右衛門代八右j!li門 ・新左抑if"J'i!:i 2冊 25cm

白書E 明治2年(1869)5月付，111島村次郎右目il"Jより

5丁 24.5cm の商法局宛密上げで，明治元年分の御下米売捌

明治元年(1868)12J'J ，御産物方宛の岱上げ。下 代金等に対する筒面下等附入代金等の払いを記

し米売払代金とそれの払い方として筒緋等の民 紋。他の 111日は同文の控。

入代金，懸り物.下し米運賃等の内訳を記す。
5174 松前表御下シ米売捌弁筒館等貫入方総勘定帳

5169 〔御渡米江差表にて売払仕切表書よ帳〕 川島村次郎右衛門著 16.48-199 

16.48-19.1 自鐙

川島村次郎右術門代入右術門 ・新左衛門若 合綴 1(6f!日) 44了 24.5cm 袋入

自筆 ①去辰年八右衛門松前下り雑用容上帳(明治2

5T 2.jcm 年 5月，川島村次郎右衛門より商法局宛)

原題「御渡米三千石之内八百五倍石江差表ニテ ②去辰年松前表御下シ米三 千石売捌方怠上帳

売払仕切表盤上帳」。明治元年(1868)12月付。 (明治2年 5月，差出，宛所向上〕

③穏足内御詰合字津木額母様御出ニ付御賄諸雑

5170 江差表ニ而胴鯨等貨入仕切表写書上帳 用魯上仮(明治2年 5月，向上)

16.48-195 @去辰年御下シ米運賃対{筒鰯等諾懸り物払方担

川品村次郎右衛門代八右術I"J 新左抑if"J者 上帳〔明治2年 5月，向上)

自 ~íf @次郎右衛門京廻 り帰国雑用魯上板 t明治2年

71- 2.~. 5cm 5月，向上)

明治元年(le6S)12!'J，御産物方沌の啓上げ。信l ⑤去辰年次郎右術門絵jjIJ下り井福山城下等往返

主~ ， 餓メ粕，笹目のJ!(入代金，諮鋪り物を記す。 諮雑用啓上帳(明治2年 5月a 向上〉。
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政 J0 

5175 御下シ米運賃芥館館諸懸り物等払方書上板 I 5180 渡銀調理帳 16..18-205 

16・18-200 I 産物方編

11川11出

自i笠E 
5丁 2.lcm

別治 211'(1869) 5月の包上げの'lfi館 ・江Hl表等

への御下し米迅1tを， λ ツツ ・イワナイ等よりの

b'l笠り筒跡諮怒り物等の金額のm上げの

5176 松前表御下シ米三千石売担l方替上帳 16.，18ー 201

川};JJ村次郎右衛門箸

自m:
5丁 2.J.5cm

明治2年(1869)5月の位上げの明治元年分のQ'(;

捌先，代金を記す。

自筆慶応、4年(1868)

227丁 2.lcm

産物 ・ 購入品別や商人別， 学校 ・ 投~Y，ï方の役所

別，商船や軍艦別などの項目に分けて波し方を

記載している。

5181 暫時預り金入払留〔等〕

加州御米方等編

明治元年(IR68)

16..18-206 

I丁 ・2通 12x36cm.16回 ・18cm

いずれも「ケット」代の勘定党で加州御米方の

入払日I(長帳〉と1)11州産物方役方宛の白出し(2

通〕。

5177 松前表筒鱗等貫入方番上仮

川μ村次郎右術門若

16..18ー 202 I 5182 諸品暫時貸借留

加州産物方編

16.'18-207 

自筆

4了 2.1.5cm

明治2年(1869)5月の曾上げの筒剖1.M〆粕 ・

也J目等の購入先 ・代金を記す。

5178 前慶寿丸与三右衛門指引尻上納仕訳番上限等

16.48-203 

川島村次郎右衛門著

自主主

10T 2.1.5帥

政目のものと「讃州原出ニ而買入下 り物江指ニ

而先捌密上帳J.r讃州坂出ユ而買入下リ qTJ江JH
ニ而52捌筒緋賀入方岱上帳」を収む。明治2年

(1869) 5月，商法局宛に提出された。

明治元年(1868)

4了 25cm

ケット，角寒天の代金を記す。

5183 寒天一条下書

5T 23cm 

寒天の代金上納を記i脱しているの

5184 調理銀帳

大成加州建物所編

E主応4年(1868)

300T 24cm 

16..18-208 

16..18-209 

金銭出納の根帳で，金銭の位1Jiや相手引jに項目

を分けて記載している。

5179 御米代荷物積登目欠弁金取立書上帳 16. 48-20-1 I 5185 金銭入払帳 16. ，18-210 

川 ~1J村次郎右衛門著

自主主

4 T 24.5cru 

原題「去辰年事11力丸幾太郎等福山阿部屋伝次郎

御米代荷物積登目欠弁金取立番上帳」。 明治2

年(1869)5月. 111島村次郎右衛門が商iL局宛に

大坂加州産物方編

自筆

22T 24叩

辰(明治元年一1868)10月10日より同H毎日迄の正

金 ・札金の収支を記すの

担干上げたもの。内容は稲ILt城下阿部原伝次郎が I 5186 辰間四月中入払帳 16.48-211 

御米r-~の方に車ωiYIで釧等を受取り ， 事 1 1カヨL等 ，1 T 24四 1

で南山城下へ自白登したところ，目欠になったの

で弁金を取立て上納することを記す。
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司.

16.48-218 

政

西京御かね出入勘定帳

京都商法局編

58丁 24.5cm

明治2年(1869)6月12日--12月中の出納簿。為

替会社出入，御園におゐて引当節借銭京エ而返

上入，為替御園ユ而蹴丞京渡り，引当等飾付金

渡御園ユおゐて返上之分等を記す。

5193 

財

金銭出入算用帳

明治元年(1868)

2冊 24.5cm

①11月 分②12月分。金銭出納帳簿。繰越高を

記し，ついで出納を記載するが，日付が前後す

る例があり，月毎に総収支計算をしている。原

簿の下幌か。なお，1E金と金札を寄き分けてい

る。

16.48ー，2125187 

16.48-219 油銭根帳

御仕法方編

21T 24.5cm 

金沢域内等の各役所別の油，焚炭の渡し高な

ど。明治2年頃。

5194 

御筒代金等出入勘定帳

大阪加州商法局編

11丁 24cm

明治元年(1868)7月より 2年 7月までの大坂で

の出納計算簿。

16.48-213 5188 

壱歩銀・正金・金札利足会計書上納之分

16.48-220 

5195 

大阪金沢為替所縮

12丁 23.5cm

大阪の金沢為替所より通商方御役所宛の利足正

金札上納分の番上げ。明治3年(1870)6月~閏

10月分。

旧書名「壱歩銀・正金・金札利足会計書上納之

分留書」。

16.48-2]4 金銭入払帳

金沢藩理財局編

明治2年(1869)

149丁 24.5cm

明治2年 7月--9月の聞の企子fH納の原簿。 7

月1日現在の繰越高を記し，ついで出納の金額

〈両目記載)，日付，用途と渡し先を記戟して割

印を押しその日ごとに小計を記入している。

5189 
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諸事記

金沢藩御財用方編

明治4--5年(1871-..，72)

420T 24c回

公用の紙面，証文等諸種のもの 118項目を写し

記殺したものo その中に廻漕会社の「御定駄賃

帳Jr早便御定賃銭帳Jr御荷物質銭帳」類の

原本も綴じ込んである。出張，運賃関係が多い

がまた家禄関係・貸付関係のものもある。

16.48-221 5196 16.48-215 金銭入払帳

京都加州産物方編

明治2年(1869)

86T 24.5佃

明治2年E月--11月分の収支の原簿。

5190 

16.48-216 

御献上御進物等壱ケ年凡図り書

llT 12x 18ω 

前回貞醇旧蔵。江戸・京都・大坂における諸方

への献上物概数，値段積り書。

16.48-222 5197 

大阪渡銀調理幌

産物方編

明治2年(1869)

45T 24.5cm 

産物方の根帳。内容項目は，商社貸附，利足，

打金，波為替，御財用方，商会根金，七歩金，

御買揚御払などに分れている。

5191 

御次為御用神戸蔵人等より取揚侯品々調帳

16.48-223 

16.48-217 御勝手方へ引送り井取替金帳

明治2年(1869)

7T 25.5xI7.5佃

惣指引帳。金札，正金を注記して計算している。

5192 

手写

llT 23.5cm 

宇野宮良旧蔵。表紙に「当四月ヨリ同七月迄」

5198 
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政

とあり，各月別に諸道具，諸品の値段を記践し

である。神戸蔵人は周盛(斉泰の近習，御側用

人〉か。

5199 御次為御用神戸蔵人より取揚侯品々調帳〔別帳〕

16.48-224 

手写

7T 23.5cm 

宇野富良旧蔵。表紙に「但別帳之分，御能方ニ

候哉」と注記あり。 4月より 7月迄，月別に品

物の値段を記す。

5200 理財局適三口分控

手写

7T 24cm 

16.48-225 

内容は，平生出入之通，別御金出入通，新金引

替方通の三口に分けて記す。

5201 (繰越銀等覚〕 16.48-226 

手写

4通 16cm

酉7月，申10月付などの藩用米銀の収納計算

覚。

旧欝名「借銀等覚」由

5202 御勝手方より引送り競取金帳

大坂加州商法局編

1丁 23cm

正金，金札の請取状。

16.48-227 

務

家中扶持・貸付・借知

5205 (-返上銀請取状等〕 16.48-230 

6通 24--31.5cm 包紙

①正保3年8月29日 有賀縫殿助宛，路銀駄賃

等算用状(黒印状〉

@宝暦3年 6月4日 所々御蔵古米斗立入用算

用状(御算用場印〉

③安政 5年11月20日 御歩並・御小人頭借上銀

務取状(御算用場印〉

@文久元年8月21日 打込返上銀請取状(諸方

御土蔵印，横山義門宛〉

⑤慶応2年 3月 調達仕法銀之内借用銀取立論

取状(町会所仕法銀方印〉

⑥明治2年 3月12日 正金八千両送り状(御算

用場印，前田源左衛門宛〉。

旧書名「借用銀請取害等」。

5206 拝借皆済案内状写

手写

1通 15畑

16.48-231 

中村助左衛門等3人が皆済したことの案内状。

巴12月25日付，津田次郎右衛門〈清長)，服部左

源太〈可治).津田源三郎〈長政〉より中川八郎右

衛門〈長種)，津田源右衛門〈重辰〉宛。すなわち

定番馬廻番頭より大横目宛。内容年代は，寛文

4年~延宝4年の聞と推定できる。

旧書名「皆済状」。

5203 会計局持南京米代指引帳

手写

16.48-228 I 5207 (拝借除知米代銀敏底納状〕 16.48-232 

6丁 24伺

利足出入勘定i 雑用金割符口。

5204 (適用銀請取覚〕

伊藤権五郎著

自筆

1通 24ω

亥10月5日付，横山義門宛。

16.48-229 

中川采女箸

自筆元禄4年(1691)

1通 25佃

元禄4年12月4日付，家木文八，野尻七左衛門

宛。

旧書名「除知米代銀之宮附J。

5208 (御算用場御印之物〕 16.48ーお3

-1綿一

1通 17cm 包紙

9月25日有沢武貞死去につき，当年半収納の定

番。未10月2日付，有沢小太郎宛。武貞の没年

は元文4年(1739)。

旧書名「御ff.用場述書J。
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財

5209 [家中御貸米・指上米・ {昔知等覚) 16. '18-23.1 

手写

8 T 2.lcm 

政

会所銀とは，参車11御供，江戸詰，似外御{吏，J也

廻りなどの時に会所より借用する銀子を言う。

内容年代は 事保附附~天保9年o蜘 )0I 5215 交代之節被下方 16.48-2'10 

5210 御家老若年寄支配方借銀等引除知米之控

手写享保11年(726)

2虫丁 2，lcm 

16. '18-235 

中川典克旧歳。内容は，御貸銀所で調べた上納

銀，イ昔銀，賀懸銀高を家中の人別に記E依したも

の， r支配除知米蔵所附板J，安田初雪の先祖)f

一広i付帳。

5211 [御寺方等桐堂銭(昔誘串証文帳等) 16.48-236 

御rr.用場編

究政l昨 (798)

2冊 2.1凹

宝円寺，瑞能寺，天徳院等の刷:&銭をn用JilflS

上銀の名目で家中へ貸付けた分:二ついて。

①御寺方等洞堂f占{昔話申証文帳

②御寺方等洞堂金銀伯5fkf証文帳。

5212 寛政十年詰人高 しらへ帳

文化8年(1811)

21T 12 x 17cm 

16.48-237 

宇野富良旧蔵。御勝手方の帳商。内容年代は，

寛政10年(798)。江戸詰の侍，足軽の人数，馬

数をしらベ，その波り高を計算したもの。

旧宮名「詰人高知らベ帳」。

5213 江府中金銭銭〔入払帳〕

策翠著

自主E 文政12--13年0829-30)

32T 12x 18cm 

16.'18-23白

文政1♂1"2月-13年3月迄の個人(家来 3人を

持ち，その給金も含む〕のl以内帳で，金銀入払

部，銭入払部に分けて記入している。

5214 [会所銀御貸渡高折他国御使金高等)16.'18-239 

手写

7T 11.5x 17.5cm 

横山政和旧政。原題「天保十二平丑三月相改般

会所銀御ftvJ(if~j1f他同御(1!{è~.:j等Jc ちなみに，

山崎似J左衛門等若

手写

6T 24四

百ij回貞醇旧蔵。8月付，前回図i1'l宛。「交代之節

被下方Jr御表向之人々」の 2項に分けて手当

削減額を見積ったもの。署名人の山崎勘右衛門

(隆礼)， 篠島庇F之助(長亮)，1吉田儀右衛門〈一

孝)，河野四郎右衛門Gili成)は天保頃の筑iiir;j'

t;J1(箆寧)御付御用の役人。

旧書名「御加国御供H交代エテ認知候節被下方

党ffiJ。

5216 諸例留 16.'18-241 

算用方編

手写

107丁 25cm

r:;，:用方旧政。嘉永4年(851)-明治 3年(1870)

の通日用負銀，足軽の年中御切米，年中役料米，

小者の年中御給銀などの文書綴。

5217 御納戸銀勤定帳

寺尾右膳等著

自筆 明治2年(869)

5丁 23.5cm

16.48-2.12 

納戸銀の子8月越高，近習の人々へ代附銀利足

等を収入と l，:I'i附銀残高等を支出とした市li払

勘定帳。

5218 拝借銀証文写

太田安之丞若

手写

1通 24cm

16.4R-243 

慶応3年(1867)の奥御納戸宛の50カ年賦拝1品銀

託文。太田安之丞は割場奉行支配の御歩ilt切

米'，0俵取。

旧怨名「拝借銀党写」。

5219 会所支配御扶持方御給金相渡帳

手 写 慶 応4年(1868)

HT  24cm 

16.4日一一2.14
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内容は，会所支配御扶持方御給金相波帳.於大

坂御合力米井御扶持方米相政Et(ifkより成る。 iiij

者は寺西乙三郎より前回土佐守(直信)宛。後者

は北川党兵衛 ・榊原三郎兵衛の署名あり。

5220 御扶持方代乗馬飼料代等改

手写

16. '18-2，1.5 

5221 

9丁目x12cm 

他国詰人の扶持方などの改正1i詮議。

〔西京 ・東京等御扶持方之党〕

手写

10丁 24.5cm

16.48-246 

西京 ・大ii"!t・大原 ・東京に分けて，合計 107人

分(町人，職人，その他)の扶持方を雲上げた

案文。表紙朱容によれば，この案は採用され

ず， r会所支配与於大坂御合力米与申弐nn本文

ニ相成候司王」とある。

5222 [JI旧常吉歎願書] 16. .18-247 

川口常吉著

自筆明治4年(1871)

1通 27cm 包紙

金沢県御用弁掛宛。加賀涯の風間探索周旋の勤

めをしていた常吉が，その後金沢藩より賄料を

受けていたが，今般の御改革でも扶助をしてほ

しいと願ったもの。

領内貸付 ・取 ームム

:r<h 

租税fJl~旧訟。 r党政六年以来訪郡御i'i米調理」

と「諸l出御貸米飯高党」とを合綴。 いずれも表

形式に記載し償制同年代別，縦欄は郡別とし

て米高を記入し，調理帳は党政6年(1794)より

天保4年(1833)迄，願高J1:は文政12年(1829)よ

り文久 2年(1862)までを記蹴。

旧書名「絡協御貸米調理」。

5226 砺波 ・射水 ・新川貸附根帳

〔諸方所〕 綱

白!l'l:

66了 24.5cm

16.48-251 

年賦貸付銀の種類別に，その返上方を文政6年

(1823)~明治 2 年(1869)にわたって記す。

5227 能州四郡延払米取立根帳

御米所編

自主在 文政7年(182心

88T 24cm 

16.48-252 

「但米返上之分」とあり。内容は，文政 6年(1

R23)~明治 2 年(1869)にわたる。

5228 能州四郡延払米取立根帳

御米所編

自筆文政7年(182'1)

104T 24cm 

16.48-253 

「但代銀返上之分」とあり。内容は，文政7年

(1824)~明治元年(1868)にわたる。

5229 越中三郡延払米取立根帳 16.48-254 

5223 引越御貸米五拾ヶ年賦目印帳

諸方所編

16.48-248 I 御米所縮

134T 24cm 

宝暦 4年(1754)~安政元年(1854)の，引越した

百姓に対する貸米の年l沢返済台帳。

84T Ucm 

内容は，砺波 ・射水 ・車frll131出の新開，作損等

へのt~附米返上の記録。文政 6 年(1823)から明

治2年(1869)までにわたる。

5224 奥郡御貸米五拾ヶ年賦目印恨

諸方所編

16.48-249 I 5230 能美郡御貸米日印犠

諸方所編

16.48-255 

262了 24cm

宝暦 8 年(1758)~明治 2年( 1869)のもの。

5225 寛政六年以来諸郡御貸米調理〔等J 16.48-250 

改作所編

合(;lll(2 IIID 33 x 22cm 
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自m;
152丁 24.5cm

内容は，各締のn米， mHの返上分を記入した

根帳で， 天保111['. (1 840)~明治 2 年(1869)にわ

たる。

〕恒 l



Rオ 政

5231 河北郡御貸米五拾ヶ年賦目印帳 16.48-256 5237 能。11
11四郡貸附根幌 16.48-262 

諸方所編 諸方所編

自鋒 自鍛万延元年

1ω丁 24ω 132丁 24ω

表紙に「三拾ヶ年賦Jと付記もあり。天保11年 「六冊之内」とあり，貼紙に「払米等類」とあ

(1840) --明治2年 (1869)の分を年代と村別に り。内容は，万延元年(1860)--明治元年(1868)

項目を分けて貸付高とその返上方を記入してい にわたり，貸付金ごとにその返納額を記入して

る。 L 、る。

5232 河北郡御貸米目印帳 16.48ー'257 5238 砺波・射水貸附棋帳 16.48-263 

諸方所著 諸色所編

229T 24cm 自筆

表紙に「拾五ヶ年賦，弐拾ヶ年賦も在之」とあ 106丁 24cm

り，内容は，前号と同様で，天保11年(1840)-- 貸付人〈村〉別に貸金の返上方を万延元年(1860)

明治2年(1869)にわたる。 ~明治元年(1868)にわたって記入している。

5233 口郡御貸米自印恨 16.48-258 5239 〔御城方御貯用銀貸附残り元根帳〕 16.48-264 

諸方所編 25T 24cm 

自筆 前欠。奥書に卯12月28日付，山森数馬より算用

210T 24cm 場宛の引送りの文言がある。数馬は馬廻1500石

貸米の対象・種類別に項目を立て，貸高とその の幕末の人か。

返上方を記入しており，天保11年(1840)--明治

元年(1868)にわたっている。 5240 〔江~IIII御領分拝借銀等請取状〕 16.48-265 

御算用場編

5234 砺波郡御貸米五拾ヶ年賦目印帳 16.48-259 仮綴1(43通) 25cm 

諸方所編 内容年代，文久 3年(1863)--慶応3年(1867)。

自筆 拝借銀返納，冥加銀等の請取状。

206T 24cm 旧書名「江州御領分冥加金請取状等J。

貸付の種類別に，その返上方を記したもので，

天保11年(1840)--明治2年(1869)にわたる。 5241 江州今津村肝煎長五郎等願書 16.48-266 

明治元年(1868)

5235 →学上納根帳 16.48-260 1通 25叩

諸色所編 今津御役所喝の拝借金返納に関する願書。

自筆

79T 24cm 5242 拝借金皆済状等 16.48-267 

嘉永3年(1850)--明治2年(1869)の諸種の貸渡 今津村長五郎等著・

銀につき，その返納方を記帳している。 明治元年・ 3年(1868・1870)

仮綴 1(6通〉 24叩

5236 町方貸附根帳 16.48-261 今津村肝煎より今津御役所宛の拝借金皆済状。

諸色所編 西京・金沢廻i~l方飛脚質銭番上等をこより綴し
万延元年(18ω〉 たものo

100T 23cm 

金沢町の町人約90人毎に，年賦t't附銀の元金， I 5243 御貸米報上鰻 日 ー 加

利足の入方を記戟した根帳。 今津村肝煎新兵11r.i・同庄左衛門著
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ド，*明治3年(1870)

7丁 25cm

政

元治元年(186心~明治2年(1869)までの今、献す

分の貸米返上高，下行米高等の番上げ。今津御

役局宛。

5244 御貸米等書上帳 16.48-269 

中村町組合頭次郎八・同吉兵衛著

自 筆明治3年(1870)

3丁 25cm

内容は，前号と同種の中村町分。今津御役局宛。

5245 御貸米等書上帳

弘川村肝煎新兵衛等箸

自筆明治3年(1870)

5丁 24cm

内容は，前号と同種。

5246 (江州今津村拝借銀等覚〕

手写

3通 16佃

16.48-270 

16.48-271 

今津村の拝借銀返済猶予願，貸米願についての

覚，および11月20日付御算用場より改作奉行宛

の今津詰足軽の扶持代返上の通知。

旧書名「江州今桝す拝借銀ニ付達書」。

借 財・調達金

5247 (御借入銀調達に付口上書控〕

手写

l通 16cm

16.48-272 

丑8月〈成瀬正居の考証では寛政 5年1793).借

入銀合3，200貫目の調達見込，米値段との関係

を記す。

旧書名「御借入銀ニ付口上書」。

5248 (高野山詞堂金御借用之儀に付詮議留帳〕

16.48-273 

成瀬種徳編

務

合の，算用場奉行よりの支出，返済の計算見積

り。成瀬左近種徳は当時のr.r.用場奉行。

5249 証券写 16.48-274 

御算用場編

手写

6丁 24ω

戊午(寛政10年一1798)正月の算用場の書類。内

容は，宝暦 5年，明和8年寄上げの領内寺院の

澗堂金銀につき，引足銀，増利足の分を支払う

ことを伝えたもの。宛所の前田修理は知周，前

田内蔵太は孝親，品川主殿は景武で，いずれも

当時寺社奉行。

5250 御借金御仕法書等三種 16.48-275 

前国家編輯方手写明治年間

62丁 23.5佃

次の三種を収む。

。大坂旧借済方仕法留，江戸表右同断芥新御借

金，事和3年10月御仕法一件(木梨の署名〉

。御出納拾ヶ年平均図り(天保4年〉

。筒見考〈天保 5年 9月〉

木梨は左兵衛有慶。享和3年当時は改作奉行兼

御勝手方御用。

5251 御算用場奉行懸合之紙面写

江上清左衛門箸

手写

巻子 1 16佃

16.48-276 

宇野富良旧蔵。内題は「御算用場奉行へ指出候

紙商写」。江上清左衛門より勝尾半左衛門，九

里幸左衛門，辻平之丞宛の財用調達に関する害

状3通。 6月 8日付， 6月12日付， 6月お日付。

江上清左衛門は保校，御馬廻2∞石，寛政，享和

の頃から改作事行，定検地帯行，御勝手方御用

を兼務した。文化8年12月23日大坂に於て没，

必才ロ タ
旧書名「御算用奉行懸合紙面写」。

寛政7年(1795) I 5252 大坂表先納等之義ニ付周囲文兵衛等紙面之写

6T 12x 18ω 16.48-277  

成瀬正居旧蔵。表題，寛政7年10月「高野山澗| 御勝手方手写文化7年(1810)

堂金御借用可有之エ付愈儀之趣汗御勝手方之人 15T 24cm 

々余儀之趣等留帳」。薄から 50万両借用する場| 宇野宮良旧蔵。大坂表先納方年賦につき被仰波
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財

の件につき，岡田文兵術等 4人の意見と見積り

を認めたもの。卯9月10日付， 10月4日付。岡

田等4名が同職にあるのは改作奉行で，宝暦6

年 5月~同14年2月の聞が一緒。また宛所の富

永数馬等3人が同職なのは御用部屋で，宝暦8

年2月--10年11月が一緒。従ってこの原本は宝

暦9卯年の成立か白

5253 新古御借金残高持御当借金しらヘ帳 16.48-278 

江戸会所編

文化8年(1811)

7丁 12x17.5cm 

宇野富良旧蔵。未11月付，江戸会所の書上。内

容項目は，新古御年賦金，為替政金之覚，御当

借金之覚。

5254 (大坂御調達方仕法に付申談方紙面之写〕

16.48-279 

手写文化8年(1811)

4 T 24cm 

宇野富良旧蔵。内容年代は，文化8年(1811)。

本多勘解由宛の村井文兵衛〈年寄〉紙面，年寄中

宛の御算用場紙面。

旧寵名「大坂御調達方仕法之畿二付村井文兵衛

等紙面之写」。

5255 大坂詰人江上清左衛門より来状芥奥継返書控

16.48-2ω 

御勝手方編

文化8年(1811)

8T 24.5cm 

宇野富良旧歳。内容年代，文化8年(1811)。大

原詰人江上清左衛門より本多勘解由宛の大坂で

の銀子調達に関する奮状2通 (6月28日付 7

月12日付〉および返奮の写。勘解由は政養，当

時家老兼若年寄白

5256 内密御図書等之写 16.48'ー'281

手写

13丁 24cm

宇野富良旧蔵。御勝手方の帳面。文化8年(181

1)7月の，大坂の辰巳屋平三郎の内存意見書

で，内容は，藩の大坂借銀返済方につき暫時延

引の図り書および廻米代銀の支払い方について

政

の図り番，当年の御凌ぎ方の図り番など。辰巳

庵は具足屋，鴻池屋と共に銀子貸主。

5257 大坂御借財根帳 16.48-282

御勝手方編

155丁 24佃

御勝手方の帳簿。内容は，嘉永4年(1851)--慶

応3年(1867)にわたり，項目は御家督之株，平

利三ノ一之株，淀利足之株など30に分れて，各

々に返済の規定と実際を記載している。

5258 御算用場奉行より指出候惣御借財高等調理帳之写

16.48-2お

奥村栄通手写安政6年(1859)

14T llx 17cm 

内容は「惣御借財安政六未年正月江越残元高調

理帳写J(地廻・江戸・大坂別)0 r安政五戊午

年正月ヨり十二月迄小払渡調理帳写:jor安政五

戊午年正月ヨり十二月迄御算用場井大坂金銀銭

打込入払決算帳写Jo r安政四丁巳年江戸入払帳

写Jor安政四丁巳新方御土蔵上納しらへ帳写」。

5259 御調達根帳 16.48-284 

元治元年(1864)

ll1T 24.5cm 

3冊のうち 1冊のみ。調達銀を出した人名別に

利足，年賦などを記放している。

旧番名「御調達銀根帳」。

5260 京都御借財根帳

御勝手方編

自筆元治2年(1865)

10T 25cm 

借入先別に項目を立ててある。

16.48-285 

5261 (御調達金覚) 16.48-286 

手写

仮綴1(195T) 24側

前欠。万延元年(1860)~慶応元年(1865)。江戸

・大坂・国元からの調達金，借用金証文文はそ

の写の綴p

5262 西京御調達金証書写

手写

16.48-287 
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政

13丁 25cm

金沢務会計係旧政。 li~容は，万延元年(J860)

明治4年(1871)の涯の借依としての為替金受取

.返納手形の写。

F主

5268 献上金交名帳

手写

21T 12 x羽 田

金貨(両〉又は銭貨():t文)で献 七した有姓の人々

16.'18-29:， 

の名簿。献金の目的は不祥。

5263 別口御縮高代銀御算用場へ御預リ御怪文等留帳

16.48-288 I 5269 御家中より指上銀調等

手写手写

33丁 24回

収納分を改作常行より勝手方をjIIlじて算用湯が

借りたもの。内容年代は，万延元年(18ω)-明

治4年(1871)。

5264 諸向御借入根恨

諸色所編

自筆

2 ffil 24cm 

i'MfTIの銀帳で，内容は，①文久 2年~慶応、4年

の借入先 (支払先〕別に支払い等を記す②明

治2年改高について同 4年までの支払い方を記

す。

16.4S-289 

5265 浜方先納口芥御家督之口共無利足年鼠返済根帳

16.48-290 

手写

22丁 24叩

慶応4年(1868)。米中買に対して米代銀之内先

納の銀子を納めさせ，引当切米を渡し，来 8月

中に勘定を遂げるという規定による銀子の勘定

帳固天保7年以来の分を計算している。

名
-
サ
〈者申可届

叩

御

町出

而追

写

丁

写

手

B

文証
内

h
u
v

戸

hν
nζ 

民
d

16.48-29.1 

3，IIl 16cm 

家中より百万民救方へ指上銀の阪，その許可，銀

i日しらベの覚。

5270 [調達金利足引下げ廠〕

ì~f地伊三郎著

自主E
1 ，jjj 18cm 

辰7月付.r.r用場宛に，白分の提供した調達金

の利足を引下げて御奉公としたい旨を願ったも

16.48-295 

の。

!日書名「洞迷金利足ニ付願illJ。

5271 御借上金之義ニ付陳情

五十嵐政雄著

手写

5了 2-1.5四

大正 5年(J916).1.¥山県西砺波郡内島村五十嵐

政，11より， 文化 7年の御内用創刊昔上金とその利

足を密上げ，償還方を陳情した書類。

16.48-296 

預 所

16.48-291 I 5272 [高畠五郎兵衛眉書〕

高畠五郎兵術箸

白1fi，:

明治元年(1868).2年の大坂商人からの古い借

金証文の写および七尾県・ 新1I1!!i'， .他恰の官IIで

調査中のME文のり λ ト。

5267 御用銀上納恨 16.48-292 

手写

24T 2.1. 5c~ 長，，~ 6年
成瀬正庶|口歳。I'f 6月付。iln内田I 干Eの土 ~~lJ者

名とその銀河を松せている。

16.'18-297 

1 j呂 16cm

横山中務，町村勘兵衛宛。 9月21日付。 ZL府飢

黒島村での四十物前銀の件につき報告書。宛名

は1:(用場務行か。両人は正徳3年~享保9年，

共に向般にあった。中務は長元，勘兵術は震成。

旧書名「高畠五郎兵衛口上空.1J。

5273 宝暦元年御預所御勘定目録

瀬川久右術門若

宝陪2年(1752)

16.48-298 
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勝!干

財

6丁 2• .jcm 

富田権六郎旧蔵。能登の預り所の分(高 1万42

65石775合7勺〉。瀬川久右衛門〈盛章250石〉は

当時御預地御用を勤む。御勘定所宛。

旧書名「未年御勘定目録」。

5274 (能登国御預所御廻米小廻賃掛リ{農村々米高帳控〕

16.48-299 

手写

3T 24佃

寛保2年(742)。福島左兵術より御勘定所宛白

幕府へ指出したものの控。内容は，安部屋湊，

大町湊へ附出した米高とその運賃を村別に番上

げである白

旧書名「能登国御預所御廻米村五塁之外小廻質

掛り候村々米高帳」白

5275 村々五拾ヶ年賦返上根帳

御預所出納掛編

自筆

188T 24.5ω 

16.48-300 

「米銭貸渡幌四冊之内」とあれまた「高山県

より引送り分」とあり。能登預り所の村別に項

目を立て，安政6年(1859)......明治4年(1871)の

各年上納銀高を記したもの。
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特16.5 軍事・藩学

特16.50 軍 役 5281 御軍役次第等 16.50-ー6

前田家編輯方編

明治年間

軍 役 64'丁 23.5cm

付袋に「片岡孫作写」とあり。

5276 兵賦考略 16.50-1 内容は「御軍役次第J(以玉井勘解由所持之本

〔奥村〕栄実箸 写之〉寛永10年(1633).r加賀知行御軍役覚J

文政9年(1826) 〈向上〉元和2年 (1616).r定J(向上)(刊本

2冊 27cm 「加賀藩御定番」前編).r大坂御陣大筒之御

①太閤記所載出軍乃令一一「天正十人年関東陣 定J(向上)(元和元年 (1615)J.r加賀御軍役J

軍役」・「文禄元年朝鮮陣軍役J. 江戸寧役御定 〈以野村五郎兵衛所持之番付写之). r覚J(同

一一「元和二年御定J・ r後年御改乃御定二通り 上〉寧役に関する覚書。〔寛永元年](1624)J， 

-附御扶持方覚」・「鹿安二年御定」 「覚J(向上〉向上・寛永10年 (1633)，r御肱

②「元和二年本藩軍役御定Jよりなるo 本御寧役之次第J(以不破平左衛門本写之〉究

永10年， r加賀知行御寧役之覚J(向上).r能登

5277 兵賦考略 16.50-2 越中知行御軍役ノ覚J(向上〉元和 2年(161

奥村栄実著 6)， r大坂御陣大筒之定J(向上)， r軍法J(同

前田家編輯方手写明治年間 上〉慶長20年(1615)前田利光発布の軍令，

38T 23cm 「加賀藩史料」第2編所収. r七手御先弓筒頭

前号と同じ。 合印廿一組J(向上).r御先手頭系録J(向上〉。

5278 武 備 16.50ー3 5282 〔御軍役御定等写〕 16.5かー7

手写 手写

5T 24個 20T 23.5畑

大坂の陣に際しての寧役・軍法定めを収録した 原題「元和弐年御軍役御定，万治三年御武道具

ものo 慶長19年 (161心 10月13日の軍令は「加 御寄付，延宝弐年御軍用御親翰芥御諸写」。元

賀藩史料J2編P243に所収。 和2年9月11日付・加賀知行御軍役之覚，能登越

中知行御軍役之覚など。

5279 慶長軍役遣事 16.50-4 

前田家編輯方手写明治年間 5283 利常公御定御軍器 16.50ー8

仮綴1(70丁〉 24.5阻 手写

巻ー，二， r軍役人数」巻三「月俸配当附軍役 32T 23佃

定書J.追考よりなる。貞享元年 (1684).村田 横山政和旧歳。元和2年(1616)被仰出御寧

景慶より慶長の旧録36通〈佐久間三左衛門筆記 役。人持組頭七寧以下御定軍役武備定。

等〉が献ぜられ編されたものo

5284 〔御親翰帳之内書抜・御軍役〕 16.50-9 

5280 (権現様・利常様・光高様御軍役之覚〕 16.50-5 7 T 12x 17cm 

1通お叩 原題「御親翰帳之内書抜且御規翰御請之書抜」。

中川盛克旧蔵。「権現様御軍役之覚」と「利常 寛文12年 (16泥〉より延宝5年 (1677)迄御寧

様光高様御軍役之覚Jより成る。知行高別め武 役の趣。高徳説殿以来相伝の御定，弓鉄抱頭役

具割書上げ。 料之事等よりなる。
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5285 御親翰之写 16.5←10 

前田家編綿方手写明治年間

5丁 24cm

表紙に「延宝三年(1675)御寧用，御親翰之

写，前田直行方ノ留記ナリJとあり。内容は前

号に同じ。

5286 御定書写 16.5かー11

富田重点手写

9丁 6.5XI7.5叩

富田権六郎旧蔵。天和2年 (1682)11月2日発

布の大小将組軍役に関する定書の写し。大小将

組江戸表供番・詰番に関する覚書〈貞享 2年

カ〉。大小将組頭馬俄及び番頭指物等に関する

元禄2年(1689) 3月27日の覚書の写し。刊本

「加賀藩御定書」後編。

5287 " (大小将組軍役等之定) 16.5ト 12

1通 16.5叩

富田権六郎旧蔵。

。「定」大小将一組の人数定等。天和2年 (16

82)，大小将組頭中宛

。「大小将組出立持軍役之事」天和2年，大小

将組頭中宛

。「覚」大小将指物等に付，大小将頭中宛

。「御大小将中年頭御礼之事」。

刊本「加賀藩御定番」後編。

5288 軍役内習 16.5かー13

手写

29丁 24.5cm

天和3年 (16邸)，江戸表出張の者留苛七万の事。

給知の者寧役の事，嘉永5年 (1852)，生熊采

右衛門組等組分けの事，嘉永6年(1853)，四

分半役御定， 明治元・ 2年(1868・69)，北越

-戦々功者褒美目録よりなる。

5289 ー備軍役 16.5かー14

2冊 22.5cm

今枝氏旧蔵。

①「人器・全備」

天和4年 (1684)成立。「軍役人数諮役付之覚」

「侍大将自分仲者諸役付Jr大将自分諸道具J

等軍役諸積書

役

②「箪器」

元禄9年 (1696)成立。「信Jj定諸道具Jr侍大将

自分諸道具Jr普請道具」等ー侃i寧用雑器積書。

5290 軍役内帳 16.5トー15

前回家紛糾方手写 明治年間

'67了 23.5cm

原題「元禄-三庚午年六月ヨり間四辛未年三月マ

テ内帳之内抜書」。前田貞醇所蔵の写。

安永5年 (1776)成立で横山筑後等御用のため

留帳改めの時の内帳。

5291 備定人数諸道具之積 16.5←16 

有沢致点著

正徳6年(1716)

8T  24cm 

前回貞醇旧蔵。「七千石人数積Jr備定諸道具」

から成り， 7千石相当の軍役人数，諸Ji-t具につ

いて考証し書出したもの。

5292 軍役古今通解 16.5かー17

有沢武貞著

脇田尚方手写天保6--7年(1835.......36)

8冊お.5cm

脇田尚保旧蔵。原本成立は享保2年 (171η。

序紋「寧役古今通解自序Jr凡例Jr軍役古今週

解引用之雷Jr軍役古今通解目録Jr軍役古今通

解政」

①「古今寧役通考Jr井田丘役日本ノ団地ユ合

セテノ積Jr日本軍役当法考Jr軍勢土農相ル

ル当法考Jr役軍器知行高次第当法本元Jr当
時之知行人数持様考」

②「加腸御軍役私考Jr元和二年九月十一日被

仰出御寧役Jr加腸御軍役通考品々Jr加腸御

軍役人数高等ノ考Jr加腸御軍役起ル所ノ考J

「加陽御軍役大中小身当法加減之差Jr小身

者軍役当法通考Jr一万石以上軍役加減当法

考Jr江戸御軍役之書考Jr加腸御軍役人馬高

割当法考Jr加腸御軍役諸器人高大概j

③「加陽御軍役私考通計Jr人夫小荷駄積論之

事Jr加腸大筒之鉄抱知行当考Jr馬一疋入用

人四人=向フ積考持牛一疋ハ人二人ノ入用ノ

考Jr加陽普請役之考Jr与力知軍役之事」
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「役料知或役附之者等之考Jr加l陽御定江戸 >'J.の答えは>lと*でしめす。武J~の党í!:l 4 通から

詰人高之割考H飛州高山之城在番人数割l考JI なる。

「江戸詰等馬銀宿賃銀之考Jr加陽御家中知

行取春秋出銀考Jr江戸扶持方労草食出様考JI 5296 覚 書 16.50ー宮1

@加陽御l!!役実記少々 ヲ得ノレ弁芥村田家突=iHli:11

弁，事l'尾家突岱問弁」

⑤ 「加陽知行商剖軍役当務私考Jr役料知軍役

人積Jr役附之者有之時役料知ト合セテ人商

汗夫馬積H徒以下人夫之積」

⑥ 「軍役人制小役附道具搭度量之弁Jr軍役人

数小書11仕様H 与力足軽入交ノレ人数小剖Jr軍
怒積仕様Jr小身者軍器獄H中身役~{役騎馬

ヲ出λ者寧続税Jr大身軍器軍役与力足経相

交自分ノ馬上等ノ税仕様Jr足程一組窓際之

毅Jr侍一組軍;信之私u
⑦「寧器畢32的立戦法ヲ;1.1，ト旦ノレ弁Jr此軍役

~ニ兵船度Eヲ不弁事J r軍役治世之考井陣

場度iil:之事」。

「日本経済大典」詰iHO巻に蔽録。

5293 軍役内考

有沢武貞若

手写安永2年(1773)

23丁 23cm

16.50一18

表紙付箆「加藤恒君所蔵ノ同書ユハ傑紅iニ飛車il

の高山はやり歌ト記セリ安永二年ノ写本也」。

富永全昌 ・有沢武氏著

手写

21m 2.lcrn 

岡田総旧歳。原本成立は享保20年(1735)。

「全畠武氏!日l答」と同内容。「四冊之内」とあ

るのは，武氏の:ii:t':l4通からなっていることに

よる。末尾の宛所は「迫口(回か〕数馬」となっ

ている。

5297 軍役内考

宮永念呂 ・有沢武点者

手写

11丁 2-1cm

「全昌武点問答」の一部。

5298 御園御率役之儀御定云々

手写

14T 24cm 

16.5Cトー22

， 
e 

16.50-23 

前m抜「御身代当り之人馬軍総等御しらベ御心

寄之為めID記可申由御所望に付不臥推参相官IJ申

候」とあり。内容1.F.代，元文5年 (1740)。

手保3年(1718)原本成立。 2千石以下の者の I5299 [軍役御定〕 16.50ー24

寧役人数 ・役1*i桜m等馬廻リ組頭を対象として| 手写 文化元年(I804)

記したもの。

5294 軍役内考 16.50-19 

田辺正己等若:

2冊 24cm

①「二百石軍役内考」享保3年 (1718)兼松定

位手写②天明4年 (1784)田辺正己箸「三百

万軍役考ムi!;[役図りで役当りの人馬 ・諮具の

数量内考訟。

12丁目x18cm 

原rmr御定 ・飛州一巻」。高島定時旧球。

。三州合一四分半役当法(人高官m.夫馬高之制

等)

。惣ifl一統御定之本

。御旗本組出立一統之御定之~Jl:

o御馬廻十二組出立労相仰之事

。御馬廻一組御伽定役者之事よりなる。

5300 [軍役に関する願書〕 16.50-25 

5295 全昌武貞問答 16.50-20 

宮永全昌 ・有沢武点編

手写

55了 23cm

享保20年 (I735)原本成立。富氷全昌の寧役 -

ifI装に関する質問に有沢武点が答えたもの。武
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5301 (軍役之儀相伺候控) 16.5かー'26

天保14年(1843)

2通 16cm 包紙

加藤呈路旧蔵。包紙表題「天保十四年卯八月，

御軍役之儀今般相伺候」とあり。

①軍役用意方御尋書，寺社奉行三人様宛。

末尾に「右卯八月廿三日支配頭まで相達置行

之事」とある

②末尾に「右万延元年十一月神善宿之節示談相

極候事Jとあり，寄合の定日及び服装のとり

きめに関する覚書。

5302 御知行当り御軍役内考 16.5かー'27

上坂平治箸

自筆弘化4年 (]84の
13丁 22.5佃

前田貞醇旧蔵。知行高7千石の務むべき軍役に

ついて，その軍役小割・算用の私鉱を著者自ら

が示したもの。

5303 御軍役品々集番 16.5かー28

前田貞事手写嘉永3年(185の
55T 23佃

前田貞醇旧蔵。「人持六番組内習」鈴木藤作旧

裁のものを竹田氏が手写し，嘉永3年(185の
前田貞事が再手写したものo r軍役当務内習」

有沢致貞の竹田氏知行の軍役書控写を嘉永3年

(1筋0)前回貞事が手写したもの。「調練之定J

・大野木良之助「目印等之廉図」・「前田将監江

組頭より申談等」よりなる。

5304 一組軍役内考覚書 16.5かー'29

横山政和箸

手写

29丁 24.5cm

表紙添書「横山政和方記録ナれ外二絵図添」。

異国船防備，一組人高，横山政次郎自分留等，

嘉永3年 (1850)から安政3年 (1856)に至る

軍事・軍役関係の日記体諸留。

5305 (御軍役之儀=付各心得方→牛) 16.5←30 

手写

13丁 23.5C'.m

原題「御家老方へ被仰出御軍役之儀ニ付各心得

役

方一件J。嘉永6年(1邸3).浦賀表へ黒船渡来

につき出府一件。

5306 (御軍役之儀相伺候書取持控等) 16.5かー31

6通 16.5cm 包紙

原題「嘉永六年七月御軍役之儀相伺候密取弁控

等入，留帳相添」。加藤里路旧蔵。

①神谷治部他12名より前囲内蔵助他2名宛，軍

役用意方御尋番

②向上控番

③異国船渡来の節の御寧役方伺番

@指物・兵糠等項目番

⑤軍役関係諸帳目録

⑥黒嶋在番の者共心得方に付達書。

5307 (軍役相伺候ニ付知行附交名帳J 16.5かー32

神谷治部・辻多門編

嘉永6年(1853)

13T 24.5cm 

加藤里路旧蔵。原題「今般御軍役相伺候ユ付同

席共知行附交名帳」。

神谷治部・加藤図書・富永数馬・志村直七郎・

前田求馬・前田五郎左衛門・前回新之亙・長采

男〈采女か〉・小塚八右衛門・青木新兵衛・横

浜善左衛門・小野木主税・辻多門の人高上下，

人夫，夫馬，乗馬，鎚数番上。上記13名は寄合

組。

5308 (御軍役之儀霊而相伺候留井懸合一件〕

神谷治部編

手写

15T 12x 17cm 

16.50-ー33

加藤里路旧蔵。原題「嘉永六丑年御軍役之義重

而相伺候留持懸合一件」。嘉永6年 (1853)，海

辺防備に関する，神谷治部等の願書をはじめと

する軍役割計上留。

5309 役高陣列略記 16.5かー34

富田貞詳著

嘉永7年(185の
3冊 24cm 袋入

富田権六郎旧蔵。①役高之外向陣富田多三郎出

立略記 ②役高之外同陣富田権六郎出立略記
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③役高陣列略記よりなる。

5310 (軍役雑録) 16.5かー，35

前田家編輯方手写明治年間

6:~丁 25cm

「松:Jl公伝依話Jr前回家雑録Jr寸錦雑誌J等

の軍役関係記事を抄出したものo 他に軍法に関

する羽柴秀吉らの朱印状の写も載録。

5311 公儀軍役覚 16.5かー，36

巻子 1 24cm 

rl:1川典克旧蔵。鉄砲，持筒， !騎馬以下惣人数21

2人の軍役人数の密上げ。

5312 御軍役定 16.50--37 

6丁 27cm

「御先手陰防-こもliiJr御旗本配位之図」等より

なり，各自Ii・配也毎に人員積りを附す。

軍 装

5313 軍器積

寛文3年 (1663)

17丁 12X18.5cm 

寧器寄帳，騎馬，中小姓若党等持荷積。

16.50-38 

5314 御軍役之儀被仰出之留

手写

80T 24佃

安永2年 (17沼)r飛州騒動一巻之内御定番

等J，同「御軍粧等之儀奉窺品等御親翰御加筆

之留J.r人持軍装定J.延宝3年(1675)r御親

翰帳之内党」からなる。

16.50-39 

5315 三十人頭指物之儀覚書

手写

1通 24cm

中川典克旧蔵。元禄3年(169の出口弥市左衛

門・青山甚五兵衛三十人組頭就任に付，指物波

一件覚。

16.50-40 

5316 (新番頭組中共軍粧留帳抜書) 16.50-41 

佐々木左門等箸

水原清左衛門・青地藤太夫手写元総 10年

事・藩 学

(697) 

巻子 1 17叩包紙

巻首に「元禄十年丁丑五月朔日ヨり同十二月H毎

日迄留帳抜書」とあり o 指物・羽織・具足等に

付申上番，達等留帳抜書。

5317 新番組軍装御定〔等〕

有沢才右衛門著

自筆

仮綴J. (3通) 16cm 

①新番組羽織の司王

②新番組出立の働こ付割た

③新番組羽織の事。

Ili.!!O-.t.2 

5318 持弓持筒之儀控

前回家編輯方編

明治年間

102丁 24cm

享保10年 (725)・天明元年 (1781)・明治期と

順次手写。延宝3年(1675)指預鉄抱袋等軍装

16.5か-"13

定等の控。

5319 御馬廻組軍装図解

有沢武貞著

手写

18丁 25佃

横山政和旧蔵。内容年代は享保17:年 (1732)。

御馬廻組12隊の寧装図解。なお別冊として，御

軍装御条目書，御馬廻頭江被仰出書，斡諮秘策

ありと記す。

16.50-44 

5320 御馬廻組軍装之図解

有沢武貞著

手写

10丁 24佃

横山政和旧蔵。前号の別冊図解編。表紙朱書

「元本之上書ユハ御馬廻之分軍装略図解。右者

享保十七壬子年 (1732)五月有沢森右衛門考ト

有之」。

16.50-45 

5321 御持方足軽大小十組之与力指物覚書 16.5←，46 

有沢森右衛門〈武貞〉・瀬川長左衛門著

手写

1通 24cm
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中川典克旧蔵。郡弥兵衛組他，江戸御供の組々

指物等目印紋定めに付，何番。中川式部宛。

5322 天珠公御内御用自分留

宝暦3年(1753)

47丁 12x18畑

16.5か-47

天珠公は第9代藩主前田重靖。軍装関係の記事

を内容とする役方日記。表紙の署名が判然とし

ないが，著者は当時武具奉行加人有沢盛貞か。

役

5329 村井家軍器定 16.5トー54

竹下利兵衛箸

享和3年(1803)

8丁 24.5cm

加賀器老臣村井家の旗指物，紋様などの定，雑

兵出立鎧印之事，惣足軽出立，歩行壁足軽小頭

出立，小将組出立，中小将組出立，騎馬之士出

立よりなるo

5330 軍粧方筆記 16.5←55 

5323賀陽御軍相 16.5ト必| 村井長在編

手写文化4年 (]80η

23T 13.5X20.5cm 

旗・組・馬印等定書写。

5324 (御定軍役武備図解) 16.5(}-49 

巻子1 19ω 

武者奉行以下各組問前立物・役旗・馬表等図解

及各具軍役分担数番。

旧書名「馬表・吹上・小旗等図解」。

5325 先公御代々御定御陣御家中諸武具備考 16.5ト 50

手写

26T 23.5cm 

人持組頭七軍以下御定寧役武備定。

5326 御馬廻御軍装井人馬割御定之内抜粋 16.50→l 

御馬廻頭編

手写

13丁 2おa

文政9年(1826)，異国船打払方ユ付馬廻頭組

軍装書上。人馬割井役器高等御定。

5327 当藩実制 16.50→2 

脇田尚方手写文政1伴 (1827)

18T 23個

別名「御軍装集覧」。脇田尚保旧蔵。定番頭以

下の諸役の指物，合紋等を記す。

5328 御先手弓筒ニ十一組合紋帳 16.5←-53 

奥村栄突著

自筆文政10年(182η

11丁 27cm

先手弓筒二十一組合紋書。組々合紋配当番。

108T 12X 18.5cm 

嘉永4年 (851)暗殺防之儀ユ付窺之趣写留」。

海防・軍役・寧粧の義窺井返答留。

5331 (軍粧方之儀伺留) W.~→6 

横山遠江守縞

手写

2冊 23佃

原題「箪粧方之義ユ付窺之趣等留」。内容年代

①嘉永4年(1お1)--6年(1853)②嘉永7年

(1854) --万延元年(1860)。異国見H俳個に付

御領国海防方の軍装伺等。

5332 御軍装方ベ牛留 16.500-57 

成瀬正居編

自筆嘉永6年(1853) ・文久3年 (1863)

10T 12X 18佃

成瀬正居旧蔵。嘉永6年(1853)御親翰弁御翁

之写等。

5333 紋槍雛形 16.50→8 

嘉永7年(1854)

22丁 7.5x 17.5cm 

横山政和旧蔵。千石以上の土の倫，纏の型，家

紋などを記す。家紋等図の部分は木版，氏名等

は墨書。

5334 筑前守様御軍装方書抜 16.5トー59

横山政和編

手写

22T 2おm

内題「筑前守様御軍装一巻書抜Jor式部御後備

へ罷出侯事J，r御先備別手二相成候義も可有之
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出抜。

日寄7之本」等151Jj.安政5~f (1858)松i山政和 15340 御軍装方自銭 16.50ーォ55

5335 旗本沼出立一統之定 16.50ーォ60

ー』ー写

I@fi¥ 16則包紙

包品L表題「御旗本出立-tfE之御定jIJ.先達而相

伺候ι付安政三丙辰五l'(i856)十月十五日於御

城山附七fUl右悼il勺より事1'谷治古s受取之ム鉛 ・

羽織 ・弓 ・役放等の定.r惣i市旗指物等製法定

尺於踊11工m可決之也」とあり。

7 T 23.5回

藩主，藩士の耳i役に関する資料の目録。御率装

方，同御省之品，元方納可被仰付分，耳I@，!le 

ID目録からなる。

5341 軍役内考秘書 16.5u--66 

37丁 24.5clII

横山政和旧政。「御備目御使番御率装御定」に

はじまり ，各役職に応じて軍装(指物，羽織等

々)の基準を記したもの。

16.5← 古1I 5342惣御軍粧御条目5336 御軍告書調理容

成瀬正沼紛

白 ~n: 文久克年(J861)

16丁 24cm

成淑JE思1"1政。 rWi手組之次第JI行子IJJr出立」

16.5か--{j7

御装仰の波げ下て以をへH
M

白
v
p

親御
m
蔵

お

旧保

写

丁

尚

。

手
間
引
回
向
山

脇

定

「御武球JI組;g之人々数図」 等のlJ~より なる。

匁l行演i50石~200石の1\I役数およびJB物馬印 I 5343 御馬廻頭馬印等

-羽織などの軍装に闘し記す。

5337 御軍装方諸事留

寺尾太郎兵衛等制

文久3il' (863) ~元治元年 ( 1 86.1)

63了 24cm

編者の 3名.御率主主方主附五it干i?となる 8月8日

16.50一喝2

よりの御率装方日誌。

5338 (軍装図解〕 16.5か一日

7 I1n 31 x 20cIII 箱入

①御lfL装御用意物御図解(上)@i.lll:tji装御用誌、

物御図解(中〉③御!1I~il御用意物御図解(下)

@御率銭前俄御図解(上)@御lfí~'(r，江俄御図解

(下)⑥御率装自分掠御図解⑦御!jI~主御l作用物

御図解。箱密 「御軍装図解，御内密御用」とし

16.5(}-68 

211n 23cm 

脇田尚保旧獄。御馬姐JiJi他各役馬印等の地合寸

法製方井寧役定。

5344 先手弓筒ニ十一組合紋帳 ・同組々配当替

16.5(}-69 

前回~(~需続方手写明治年間

4丁 ・図 1枚 25.5cm・50.6x'14.5cm 包紙

前回土佐守組等人持組七寧の改正相紋帳，内容

年代は文政10年 (J827)。

5345 陣羽織図 16.50-ー70

巻子 1 28cm 

中川JlI~克旧成。 8.1種の陣羽織の形 ・ 色彩 ・ 紋の

図柄が記されている。

冊は不明。

て大本 71111.小本 11111と記されているが小本 1 15346 [組別定紋図〕 16.50-ー71

5339 随筆軍装之事 16.50ーォ64

9T 10.5xI7.5四

前田栄次郎旧政。役続出l式軍役数等覚。

旧盤名「閲~ilîJI装之岱ム

1枚幻x39.5cm

前回土佐守組等人持組七軍合紋密。

5347 指物合印等之定 16.5(トー72

123T 27cm 

御奥小将指物之賂 ・役旗之略等，各役の指物 ・

羽織等の色，寸法規定。

-162ー
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5348 諸旗指物等之図 16.5←73 

107丁創価

横山政和旧蔵。定番頭馬験以下指物・馬印等図

解。

特16.51戦役
J 

末森の役

5349 末守記 16.51-1 

岡本慶雲著

手写

48丁 27cm

旧佐々成政家臣岡本慶震が越前藩士長見右衛門

尉に送ったもの。 r加州越中取合の様子日記に

まかせ番付申候Jとあり。

5350 末森記

岡本慶雲著

55T 2:tcm 

前号に同じ。

]6.51-2 

5351 末森記 16.51-3 

64丁 24cm

別名「利家利長記J。前号に同L.o

5352 末 森記 16.51-4 

岡本慶雲著

手写

45丁 24佃

全文振仮名付き。末森合戦軍記。前号に同じ。

5353 末森記 16.51ー 5

岡本鹿雲著

前田家編輯方手写明治年間

56T 23cm 

前号に同じ。

5354 加越能軍記 16.51ー 6

岡本慶雲著

前田家編明方手写明治年間

41T 23.5cm 

別名「末森記」。村松修平所蔵の写。前号に同

L.o 

役

5355 能!JJ!t床森記 16.51ー 7

岡本慶雲箸

手写

52丁目x18.5cm 

今校氏旧蔵。附「江州志津獄合戦関番J。奥書

に「此番村井家ユテ編タノレト云Jとあり。

5356 能州末森御械の事 16.51ー 8

13丁 24.5cm

横山隆幹旧蔵。「末森記」を底本とした要約記。

附「越中利波郡木舟大地しんの事」。

5351 末森後詰始末抜書 16.51-9 

前田家編綿方手写明治年間

101- 24cm 

末森合戦の顕末を中心として，天正13年(1585)

利長が越中三郡を賜うところまでを記す。

5358 末森御後巻始末

25丁 235佃

久徳猷行旧蔵。末森戦記。

16.51ー10

5359 紀末森赴援事 16.51ー11

永山近彰著

前田家編輯方手写明治年間

23了 24.5cm

末森赴援番巻目録。末森役ヰ泊二年令考，高徳公

事蹟大略からなる。

5360 (加賀越中境諸域里程図] 16.5]-12 

手写

絵図 1枚 35x47cm

天正12・13年(1584・85)頃，佐々成政と対陣

した時の加賀，越中境の諸城までの距離を，津

幡の小城山を基点として記す。 I日書名「加賀越

中境取出恩程図」。

5361 能列:'1*森城跡之図

脇田尚方箸

自筆文政12年(1829)

絵図 1枚 彩 色 28x395cm 

脇田尚保旧蔵。備敵図。

16.51-13 
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5362 (末森古城之図J 16.51ー 14

絵図 1枚彩 色 55x70cm

原題「羽喰郡末森古城之図J。末森城郭跡図。

5363 (末森後詰之図J 16.51ー15

5370 山口記

手写

43丁 24cm

別名「菅家要録」。

16.51-22 

絵図 1枚彩 色 30x7批m I 5371 山口記 16.51ー，23

原題「能州後詰之図但末守」。高畠定時旧蔵。 I 手 写 明 治19年 (1886)

佐々・神保・前田利家の各陣位置を記す。

5364 (末森合戦絵図J 16.51-16 

絵図 1枚彩色 41X69叩

当時の地形に引合せて違いがある旨の注記があ

る。

5365 末森古図

絵図 1枚 彩 色 46x105佃

前回貞醇旧蔵。

16.51-17 

44丁 23阻

藩士岸秀実所蔵の写。

5372 (菅家要録〕 16.51-24 

58T 27cm 

原題「菅家要禄大正寺浅井縄手軍記」。別名「山

口記」。慶長3年(1598)豊臣秀吉苑去より慶

長19年(1614)前回利長亮去までを，大正寺城

山口宗永との戦役を中心に記す。

5373 大正持御陣覚書 16.51-25 
5366 末森図 16.51ー18I 手写

絵図 1枚彩色 24x36cm

末森成と周辺絵図。

5367 末森問答

維貞手写

14丁 23cm

16.51-19 

別名「末森評」。巻末「予此本ヲ写テヨリ年ア

り今惣更ユ一本ヲ得タリ因テ校正シテ朱ヲ加フ

者也，天保八年九月廿八日，維貞J軍学的見地

からの末森合戦問答書。

536~ 能州末森井大坂御陣覚書 16.51ー'20

前田家編輯方手写明治年間

13T 24cm 

前田直行所蔵の写。末森合戦以来の功労者番上

等末森合戦，大返陣諸覚書。

大聖寺・浅井畷の役

5369 山口記

今枝直方手写

37丁 26.5叩

16.51ー，21

今枝氏旧蔵。慶長5年(160の8月前田利長が

山口宗永を大型寺城に攻め亡ぼした始末記。

14丁 23cm

青地順行所蔵の写。前田利長の大聖寺域攻略に

ついて記す。

5374 大聖寺陣覚書

手写

13丁 23cm

16.51-26 

脇田尚保旧歳。前号に同じ。他説もあわせ付

す。

5375 大正持軍記

13T 15.5 x 18.5cm 

今枝氏旧蔵。前号に同じ。

16.51-27 

5376 大正寺・浅井表問書 16.51-28 

関屋政春箸有沢永点編

今枝直方手写元禄15年 (1702)

22丁 20cm

今枝氏旧蔵。巻末「右一部ハ関屋政春カ古老ト

モエ関テ姪也弟子ナノレ有沢俊貞ニ語ケルヲ有沢

自筆ヲ以番記テ政春ユ見セケルユ政春自筆ユテ

此彼加筆セシ本ヲ有沢秘蔵シ陸テ予に伐詑仰染

白蓮写之・・・」とありo
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5378 

5379 

5380 

5381 

5382 

戦

浅井畷問書 16.51-29 

24頁 15.5x 18.5cm 

今枝氏旧蔵。浅井合戦記，附那谷寺井御幸塚由

来之事，小松近辺所々由来之事よりなるo

加州浅井縄手覚書

成田半右衛門箸

手写

6丁 25cm

16.51-30 

青地順行所蔵の写。正保4年(164の丹羽氏の

臣として浅井の役に従軍した成田半右衛門より

安彦左馬助に父左馬助の戦功を魯き送ったも

の。

〔浅井畷合戦之容子寄付〕

若杉村八郎兵衛箸

自筆寛政9年(179η

1通 25cm

16.51-31 

付築「慶長五年庚子八月九日能美郡浅井縄手ニ

而御合戦之容子京伝候趣等fi":~郡十村若杉村八郎

兵衛寄付寛政九年丁巴十月四日御郡奉行宮崎蔵

人差上御留置Jo

能美UJ百退治問書

森田平次手写

126T 23cm 

16.51-32 

大型寺，浅井畷二役を中心とした問書。利長公

従大坂帰国之事より利長公御隠居御替之事まで

14項よりなる。

浅井縄手合戦略記

津田道賢著

元治2年(1865)

20T 24cm 

16.51-33 

早崎信太郎旧蔵。序文抜「関ケ原合戦略諮ハ永

貞師ノ;選フ所タリ故ニ是ヲ本トシ牧忠輔ノ筆記

ヲ加エ予見聞ノj題ヲ其侭ユ記シ猶愚評ヲ挙テ浅

井縄手合戦見開略記ト題シ置者也」。

西台渉筆

前田家編明方手写

沼丁幻m

16.51-34 

明治年間

j腕波蕃旧蔵。大聖寺役，陵大型寺，公低南越俄

然帰軍，浅井畷苦撃，浪速役持法令よりなる。

5383 

5384 

5385 

5386 

5387 

5388 

-165ー

役

小松軍談 16.51-35 

36T 20cm 

丹羽軍側からの浅井縄手戦始末記録。内容は，

利長と長重結恨之事，小松篭城之事，南部・長

原喧椛之事，小松要害之事付山口玄審事，利長

攻大聖寺付長重後巻之事，小松勢，]T;付出口女房

之事，浅井畷合戦之事，和睦之事からなる。

五武志

有沢永貞編

手写

12T 20個

16.51-36 

今枝直方増補

別名「浅井縄手迫合略志J。小松軍談等，諸浅

井畷合戦記の中より抜掌編纂。

丹羽家譜伝・大聖寺浅井畷之戦

手写

2冊 24.5cm

16.51-37 

2冊とも同じ内容，前半は「丹羽家諮伝Jとし

て大聖寺，浅井畷の戦について記述，後半は

「丹羽家鰭伝古案」として関連文書の写を収

む。内 1冊は津田直温旧蔵のものo

浅井畷合戦之記 16.51-38 

前田家縮鴨方手写明治明治年間

7 T 23.5cm 

「軍功夜話按魯」。巻首抜「加州小松浅井畷の

合戦諸番ユ記といへとも誤り多し我成田助九郎

ユ逢ひ直談を開しによって袋ユ記す」。

浅井畷合戦記纂

前回家編綿方編

明治年間

25T 23佃

16.51-39 

丹羽加賀守奉納軍記，浅井畷合戦党番〈大領村

藤右衛門家伝)，浅井畷戦没九士之碑〈平安皆

川感撰)，加州浅井戦図覚書〈牧忠輔著〉より

なる。

浅井畷古戦場之図

手写

絵図 1枚彩色 25X18佃

安井顕比旧滅。古車場周辺の図。

16.51--10 

「
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5389 (浅井畷合戦に関する図等〕 16.51-41 

絵図3枚彩色 95Xl06cm 

①加州浅井図持覚書

②小松浅井縄手之図 (26.5x 74. 5cm) ，嶋田孝

郷旧蔵

③浅井純手合戦地図 (69x97cm) ，商品定昨旧

蔵。

5390 浅井縄手之図

絵図 1枚彩色 48.5x73cm 

前回貞醇旧蔵。

16.51-42 

5391 (浅井縄手辺図J 16.51-43 

絵図 1枚 彩 色 34x必.5cm 袋入

原題「能美江沼浅井純手辺図」。脇田尚方旧蔵。

袋番に「国事秘笈絵図部」とあり。

5392 浅井縄手小林秀備等墓所之図

手写寛政6年(1794)

絵図 1枚 25x37cm

伊子文章旧蔵。墓楠名考を付す。

大坂 の 役

5393 大坂御陣御軍制築審

手写

30T 23.5cm 

16.51-44 

16.51-45 

中納言利常公大坂御出勢之事，御出陣軍役御

定，御軍法之定，摂州大坂表にて働有之面々か

らなる。

5396 慶元大坂御陣記 16.51-48 

前回家編輯方手写明治年間

36丁 23cm

別名「慶長元和摂州大坂御陣黄門公御進発之

記J。加藤里路所蔵の写。利光公御軍制十五箇

条之事，以下8項からなる。

5397 大坂御陣御役附 16.51-49 

32T 12x IScm 

慶長19年(1614)10月大坂御陣御役付，御軍法

之定，務口元年(1615)5月大坂御陣御役附，

同年御陣大筒之御定，慶長19年12月4日於大坂

討死，元和元年5月7日討死，加州知行御軍

役，能州越中知行御軍役，寛永4年(1627)侍

帳在之御羽織之者，台徳院様御ft之時寧法。

5398 大坂御陣御役附雑記 16.51→o 
平手信敏手写弘化4年(1847)

31丁おcm

慶長19年(1614)10月大坂御陣御役付，御軍法

之定，慶長20年 (1615)5月大坂御陣御役付，

御陣大筒之御定等留書からなる。

別名「慶長十九年以後御軍制集番」。脇田尚保 I5399 大坂両度御出馬雑録 16.51→1 

旧蔵。 I 前田家編輯方手写 明治年間

内容は，御領国所々城代井役付之事，利光大君 35T 23cm 

御軍制拾五箇条之事，大坂御陣之刻諸土出鉄砲| 前回貞醇所蔵の写。御役付，軍法定。

之事，同所打死之衆交名，大坂表御出動御備定

之事，岡田帳之写，三州寧御定，御軍粧御定少 I5400 大坂御陣之時御定集書 16.51→2 

々井〈大〉坂表戦死名前少々。 I 不破一弘編

自筆

5394 大坂陣軍法問書 16.51-46 35丁 23.5cm

手写 文 化1持(1815) 前号に同じ。附大坂冬の~ili出陣日記。

30丁お側

内題「慶長十九甲寅季摂州大阪江利光公御出勢 I5401 大坂夏御陣御備 16.51-53 

之開番弁藤原氏武備開審Jo 手写

5395 大坂御陣御軍法問書 16.51-47 

久徳尚善手写天保4年(1833)

16T 24cm 

-166ー

4枚 30x43叩

①大坂夏御陣御備但横山氏家来松山覚書之趣

②中川典克旧蔵。御馬廻一組之備但青地蔵人・

事l'尾主殿等0/11

¥ 
l¥  



l畿

③御旗本御僻i立。右藤田内蔵允物語之由，青地

蔵人の拙

④先手人持六組備立。向上。

役

lTr 23.5cm 

内題「大坂田帳」。大坂冬の陣の発端， 10月14

日金沢出陣から翌年2月帰陣迄の日次記，元和

二年「御家中文侍於大坂岡山表鑓高名御穿盤被

5402 大坂夏御殿図 16.51-54 I 成褒美被下者共番上」等よりなる。

絵図 1枚彩色 80x116cm 

脇田尚保旧蔵。東軍布陣を中心とする。 I5409 加府大坂陣日記 16.51-61 

5403 大坂冬御陣図

絵図 1枚彩色 123xll1cm 

脇田尚方旧蔵。

16.51-55 

5404 (大坂冬陣加州長如庵一手陣取之図) 16.51→6 

絵図 1枚 40.5x 28.5cm 

原題「摂州大坂冬陣加州ノ先手長如庵一手陣取

之図」。如庵は連竜のこと。

5405 大坂御障の書附大聖寺御陣 16.51→7 

西尾隼人著

青山恵次手写安政3年(1筋6)

44T 2釦m

西尾隼人所蔵本の写。青山徳次旧蔵。横目役西

尾隼人の戦況報告。

5406 青地牛之助物語

手写

llT 23.5佃

16.51-58 

内題「大渡御陣後御辱ユ付申上候写・菅地牛之

助物語」。篠原織部より浅香左京宛，寛永8年

(I631) 10月20日付の武功番。太山五郎左衛門

より藤田喜八郎宛，鹿安5年(1652) 6月付の

関東表従軍の見聞記。横山大騰の大坂冬の陣出

陣の口上書および番付を収む。

5407 (大坂御陣覚書〕

横山如雲箸

16.51-59 

15T 23.5cm 

今校氏旧蔵。前号に岡山

大坂冬の陣に際し，慶長19年(1614)]0月14日

金沢出陣より，翌年2月6日金沢帰着までの日

記。

5410 加府大坂陣日記 16.51--62 

前田家編~緯方手写 明治年間

16T 24cm 

別名「大坂冬陣加陽日記」。今枝直規所蔵の写。

前号に問じであるが多少削除部分あり o

5411 大坂冬陣加陽日記 16.51-63 

24丁 23佃

前号と同内容であるが，若干字句の相違があ

るo ともに「加府大坂陣日記Jに増補したもの

であるが，この方は，夏陣後の褒美者一覧を欠

いている。

5412 大坂御陣覚書

手写

7丁 23cm

16.51-64 

表題「大坂表夏陣之覚」。別名「松山助右衛門

覚書Jo巻末「右此書面は横山山城守家来松山

助右衛門寛文之初頃就御尋申上候由也。本保氏

家伝旧魯之由」。利常の岡山口布陣の様子を記

す。及び「御頭番之写」として大坂御陣御備の

問答脅からなる。

2通 30.5cm 日13 大坂表御陣之覚

原題「慶長十九年大坂落城以後元和元年閲元五 1ST 22.5cm 

16.51-65 

月大坂表夏陣之覚Jo 前号に同じ。

付築「大坂陣一巻横山如雲覚書J・「慶長十九年

大坂落城以後云Jo I 5414 大坂表夏陣之覚

5408 大坂冬陣加陽日記

手写

16.51-60 

-167ー

12丁 26.5cm

前号に同じ。

16.51-66 



司1

5415 大坂表夏隣之党

手写

5了幻cm

前号の抜m。

lfi.51ーイ1;7

5416 大ifi党害対浅井畷合戦雑記 ・長家由緒接写

16.51-u8 

佐々木造求若

手写

24T 17X 24.5cm 

内題「箆文九年従加賀守綴佐々木道求ニ大j友一

巻御若手ニ付申上ル:i't霊」

大波の陣の経緯とiili田氏の参加し 浅井畷の合

戦，長家の由緒について記す。

5417 佐々木氏大坂物務

佐々木造求若

手写

14T 27cm 

内題 r1'l文九年佐々木氏大坂物語」。今枝氏旧

政。慶長5年(1600)関ケ原合戦より ，院長20

16.51-u9 

lJ， .滞 学

金沢 1l\ ~Q油、ら帰陣までの目次記。

5421 [大坂冬変陣加賀藩戦死者法号〕

手写

l枚 16x58cm

俊民19年(J614)より元和元年 (1615)に渡る

w名の法名書。

16.51-73 

5422 大坂褒美幌 16.51ー 74

今枝茶手写 1i文11年(1671)

9J!l: 15.5xI8.5cm 

内題は「元和元年五月大坂御陣之刻倍臣御褒美

之:iH 今枝氏旧蔵。巻末 「右者慶長廿年五月

七日以~tK州大波減資之節加州兼IIE前司前回利常

公之陪臣等手柄之者共賜IJ~禄之:ìHlì也」。

5423 大坂御陣働帳

横山菜編

34T 23四

元和3年 (1617)大原の役の際の軍功符上。斎

藤内蔵翠他'12名及ひ'1'frsl.の侍等交名m。

16.51ー 75

年 (1615)努願自害までを記す。前号「大i却;t

t'1Jと|可内容。 I5424 大坂陣之節御家中功名党帳

iiij国家編鴨方手写 明治年間

等状逃史川のめたの養供者死戦
。
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16.51-70 

大坂両陣前後の1!il。

5419 大坂陣間容

背地礼幹編

点王E元年 (163，1)

20了 24cm

古老衆の物語， :ìU!J等よりなる大J反の~!I iにおけ

る前田氏の陣立・ III法 ・戦況・功名人などの党

盤。

l円 51一71

16.51-76 

16了 23.5回

河瀬某(奥村栄滋家臣)I日i欲。3¥ミ尾に「大坂両

御陣11州の士討死之衆様子承伝1段通:i'tttlJ (6 

丁)を付す。これは享保12年に有沢武点の8き

改めたものの写。

旧ID名「大阪帥功名覚帳」。

5425 大坂両度御陣御軍粧労高名等之人々交名

16.51ー 77

どF
ふ

4
1
 

若'I 
H
A
 

E
 

平
J者FLU 

干与，
h
v内

拘

H
a

名

四
人

β

陣

内
J
U

H
門

μ

写

丁

定

に
w
l
F
h
u

位
ド

司

3

R御

5426 包囲大隅守武勇事労感状等 16.51ー 78

5420 大坂両御陣賀陽侯御陣日次之党 16.51-72 手写

有沢永点箸 23T 24皿

手写享和 2年 (1802) 1!fj也采女旧歳。他国大隅司武見司J:-)t感状 ・利家

llT 12X 18cm 様江秀吉公ヨリ御感状 ・ 利家様より大原於御~

中川県克旧政。 阪本成立宝永5年 (1703)。皮 ~:~名仕又{与ニ御~~i3定~IN之:芋よりなる。

長19・20年 (11;14， 15) 大l反冬 ・ 夏附~!Iiに際し

-163ー
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戦

5427 大坂表働之様子面々寄付抄 16.51ー79

前田家編棒方手写 明治年間

仮綴1(225丁) 24.5cm 

大坂の役における功名，首帳働きの様子申上

番。

5428 大坂陣討死覚書

手写

10丁 23.5佃

16.51-80 

内題「大坂陣戦死之様子承伝覚書」。巻首「大

坂両御陣加州之士討死之衆様子承伝之通覚書」。

5429 (大坂御陣首帳井討死交名詞J.....~ 16.51-81 
~"P-iを

手写明和3年(1766) 、

22T 20.5an 

役

及び戊辰戦役関係諸留。

5433 北越戦争軍事御届害

金沢藩編

110丁 23.5cm

16.51-85 

旧預地・加賀落所有寧舷・越後等出兵人民並戦

死人等諸届富。

5434 (北越出兵に関する選書〕 16.51-86 

4冊 24cm

①越後出兵ユ付諸願諾届留，崎田小左衛門

②御達帳，水上喜八郎

③越後鯨波駅ェテ戦争ユ付御達書，高畠猪太夫

@横地秀之進出陣申波状等。

原題「大坂御陣之節家中諸士制問帳井討死人 I5435 (若松在陣参謀之通達等〕 16.51-87 

交名記」。筆者政在とあり。 I 明治元年 (1868)

5430 大坂陣討死子孫考

有沢武貞箸

手写

7丁お叩

16.51ー-82

内題「大坂両御陣討死之土子孫有無」。巻首「大

坂両御陣賀州之士討死之衆子孫有無初考(民党」。

原本成立享保12年 (1727)。

仮綴1(4通) 18"'21.5cm 

。栃尾本営より，宿陣所等の規則違。 8月7日

。若松在陣参謀より，坂下宿光照寺義不審ユ付

達書。 11月28日

。若松在陣参謀より，百姓家に無心申懸る者有

に付取締達。 11月

。坂下駅旧審会議所詰より，坂下駅警護・管理

の儀に付伺番。

5431 (利波郡本領村太兵衛先祖物語有増寄付之覚J I 5436 (北越戦争御酒料之件遺書〕 16.51-88 

16.51一回| 小出嶋出帳会計方箸

藤江兵助著

手写

1通 26cm

原題「延宝六年七月利波郡本領村百姓太兵衛と

申者来り御先祖隼人様=御奉公申上候次第物語

有増番付之覚J。大野木克征旧蔵。

隼人本領村入部の慶長18年(1613)より大坂の

役を中心に記す。

北越戦争

1通 18cm

大本営の達に付，酒料御勘定の件通知。加州小

荷駄方宛。

5437 戦争風説等

手写

55T 24叩

16.51-89 

慶応4年(1868)原本成立。北越・奥州等各地

・各藩の動向諸説等，探索の者の報告並蝕・問

書留。

5432 軍事御逮書

金沢藩縮

16.51ー-8t1I 5438 越路酒争 16.51-90 

前田家編偶方編

明治元"'2年 (1868"'69) 明治年間

2冊 24cm 42T 24cm 

王政復古以降，北陸道総督等よりの諸迷・寧令 越後筋戦役に関する注進・届紙面及ぴ館林務等
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寧 事・藩

諸藩よりの戦況民蓄の写砲。

5439 越後路戦争注進関取番 16.51-91 

前田家編瞬方手写 明治年間

16T 24cm 

慶応4年(1868). 下谷池端仲町自身番屋え張

札之写，高柳村弥六越後出張先より御郡所御達

密之内等戦争注進番。見取絵図 2枚添。

日40 越後筋風説書 16.51→2 

前田家編輯方縞

明治年間

80T 23cm 

慶応4年(1868)北越戦争に参加した藩士の口

書，覚書を収む。折込み絵図 6枚。

5441 (北越戦争関係番目) 16.51→3 

横山大参事箸

2通 16cm

。越後筋風説審等13冊差出覚，民午6月22日，

横山大参事より御記録方宛

.0河内園出張一巻等2冊差出覚.rJ'i午10月27日

横山大参事より御記録方宛。

5442 志良根のつの久美

手写

31T 23cm 

渡辺府旧蔵。軍事諸国露。

16.51-94 

5443 加賀藩北越軍事揖録 16.51ー，95

前田家制iIl耳方調ld

明治年間

7冊・絵図17枚 24m• 27 x 77 cm 

例言放「諸記録ェ拠リ諸隊ノi波状ヲ合叙シ以テ

本務兵全部ノ進退終始ヲ詳ラカユシ名ケテ北越

戦記ト日フ以其要覧ュ備フ」とありo

品~
守ー

69cm) 

⑮5月16日ヨリ官軍長岡城ヲ攻メ 19日覚ヒニ之

ヲ陥シイル本藩銃兵小川隊砲兵水上隊及ヒ酸長

高田三藩兵戦地之図 (39x 54. 5an) 

⑪ 5月25日26日越後国赤返駒込杉沢文納入面諮

村戦地之図 (27x71cm)

⑫ 5月28日越後国三嶋郡嶋崎村北野村宮崎隊i険

地之図 (39x 54.5cm) 

⑬ 6月朔日 2日越後国古志郡下塩村戦地之図

(27.5X58伺〉

⑬ 6月2日趨後国三嶋郡崎ロi畿地之図。9X27

.5佃〉

⑮6月8日越後国古志郡森立嶺戦場之図 (38.5

x53.5ω〉

⑮ 6月19日官軍山田駅ヲ攻ム本務斉藤隊水上隊

支藩富山宮崎隊及ヒ薩長松代高国務兵海陸並ヒ

ユ進撃之図 (27.5x 39cm) 

⑫6月21日22日越後図南蒲原郡大口村方面戦地

之図・ 6月21日22日越後国古志郡福嶋稲葉等諮

村戦地之図 (27.5X39佃〉

⑬6月24日越後国三嶋郡久田村爺山宮崎水野隊

及ヒ乙茂村田辺張諸村杉本隊戦地之図 (27x38

.5cm) 

⑬ 7月朔日越後国古志郡一貝荷頃薬師山半蔵金

等諸村戦地之図〈欠〉

② 7月24日夜賊兵長岡城下ヲ襲フ官軍諸隊防戦

地之図 (27.5x 39cm) 

@7月24日夜越後図古志郡十ニ潟村及南蒲原郡

灰嶋坪根大口大曲戸押切諸村戦地之図 (27x39

ω〉

@越後国古志郡十二潟村鎮輸隊戦地之図 (27x

39.5佃〉

@7月29日官軍大患長岡ヲ攻メ之ヲ回復ス途中

各処戦地之図 (27.5x 58. 5cm) 

@8月朔日 2日官軍大恕進撃越後国三嶋郡小嶋

谷日之浦乙茂馬車高月嶋崎等諸村戦場之図 (39

x54.5cm)。旧書名「北越戦記」。①朝令・朝命・上申・上報②各隊戦状③陣

中録事，支給軍資@出征兵員，死傷人員 ⑤ 

賞功慰労，弔祭戦死⑥録上戦功の項よりなる

⑦附録北越戦記・加賀藩北征軍戦地図ロ

5444 加賀藩北越軍事輯録 16.51→6 

<戦地図>

③閏4月27日越後国刈羽郡鯨波駅戦地之図 (27

X77cm) 

⑨5月6日越後図刈羽郡中田口戦地之図 (27x

-170-

手写

6冊 24.5伺

2巻に安田松太郎. 3・4巻に古川. 5巻に中

村の名がみえ手写者と思われる。例言に「諸記

録ユ拠り諸隊ノ戦状ヲ合叙V以テ本藩兵全部ノ



初ア

戦

進退終始ヲ洋ラカユシ名ケテ北越戦記と臼フ以

テ共要覧三備フ」とあり。〈特16.51-95) に

向。

5445 北越戦記 16.51→7 

手写

76T 25cm 

原題「オ凶8戦記・加賀藩北越軍事綿録附録」。

〈特16.51ー95)の⑦に向。

5446 (加賀藩北越軍事輯録附鹿戦地図写真)16.51-98 

23枚目x21cm

〈特16.51-95)附図の原図 17枚を写したもの

と恩われる。

5447 慶応出陣記 16.51-99 

j折波蕃編

前田家紛糾方手写 明治年間

27丁 おω

j腕波張所蔵の写。「出兵守衛一件J等を底本と

する慶応4年(1868)越後出陣記。

5448 北越戦記 16.51-100 

陸義猶著

明治11年.(1878) 

116丁 23.5cm

表紙付築「右明治十一年諸届番等ニ拠リ起稿セ

シモノ也」。北越戦従軍の斎藤好仁隊以下の各

隊毎に金沢出陣より帰陣までの戦歴を記す。

5449 越後出兵書類抜翠 16.51-101 

前回家編輯方編

明治年間

3冊 24cm

軍令状，戦割高書，御達書など，戦功御届番。

明治元年正月から11月まで，日付順に収む。

①明治元年 (1868) 1月より

② 1/ 7月より

③ 1/ 8月よれ

5450 北越出師書類抄録

前田家編斡方編

明治年間

8冊 24cm

16.51-102 

役

小川隊北越出兵録，御親翰留，出兵守衛一件な

どからの抄録。

①明治元年4月間4月②同年5月③|司年6月④

同年7月⑤同年8月⑥同年9""10月⑦悶年11月

~明治2年3月③明治元年4月~明治2年 6月

5451 (北越出陣中戦争概況) 16.51ー 103

明治元""4年 (1868""71)

25冊 24cm

<D:ft越出陣中戦争概略。小川仙之助

②越後路等出陣中巨細書。大田小文助

③三番破門戦争等始終日記。去さ島新平・塚本進

太郎 z也

④出軍中大綱審井戦争時之監寧方等へ相達侯働

害等写。金子篤太郎

⑤手合弁附属働之次第概記。今井久太郎

⑥下越後戦争行状盤。村上喜一郎

⑦明治元年西坂丙四郎越後路出陣中戦争行状

番。村上喜一郎

③北越筋戦争行状盤。林顕三

⑨越後出兵中戦争等模様種。蓑輪知大夫

⑪出張中戦争等次第番。原余四郎.

⑪陣中模様番。河合好

い⑫弐番破門始終戦争書。斯波一郎

⑬陣中模様番。岩上茂樹

⑬北越戦争行状醤。水上喜太郎

⑮戦争番。杉浦普左衛門

⑮壱番破門戦争模様番。大屋和左藤門・近藤束

馬

⑫戦争種。杉本美和介

⑬先年越後筋戦争行状番。山本鉄馬

⑬水上喜八郎隊司令官村沢友男越後路出陣中戦

争行状番。村沢友男

@戦争行状記。中西太郎左衛門

@津田道賢隊越羽戦争行状概記

②大屋甚左衛門等戦争行状寄

@出陣中戦争等之様子井手合一炉戦功等帳。田

辺仙三郎

⑫出陣中日記。津田十之進

@慶応辰年関四月越後路ユ而斉藤与兵衛等組戦

争有之問書留。横山。

5452 北越出陣中御用方心控〔等〕

井上忠左衛門著

16.51-104 
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明治元年 (1868)

合綴1(4冊) 12x 3-lcm--15 x 35cm 

「北越出陣中御用方'U強Jr春日於免男手合吹

谷村出張交名帳Jr越後出陣中日記Jr越後出陣

中井上忠左衛門心覚」よりなる。

5453 北越戦争各隊戦状

金沢法編

105T 24cm 

北越戦出陣各隊別戦状番上。

16.51-105 

々病院出張日誌J。付箆に「原番ハ利同様御

邸ヲ経テ御借用相成写出来侯事」とあり。金

岡j跨亮は富山藩士。

5459 (維新後戦争日記〕 16.51-111 

4 T 25cm 

井上如菅旧蔵。(明治元年) 7月25日・ 29日の

長岡の状況等を記す。

-5460 出兵守衛一件井追加

前田家編輯方縦

16.51-112 

5454 北越各隊戦状手控御届控

明治4年 (1871)

16.51ー106I 明治年間

400丁24cm

内題「太政官ヨリ寧功撰之儀御醤取御波ュ付重

而調方被仰波書上ケ侠分，手合之者戦功番」。

高畠猪太夫隊等北越戦争従軍33隊の戦争報告

番。

5455 北越戦争戦状御届書

金沢藩編

63T 24cm 

16.51-107 

鯨波駅の戦い等の死傷者姓名共笹添え。北陸道

鋲撫御総督府宛御届魯。

5456 越後戦況等届書

奥村栄通編

前田家編輯方手写 明治年間

40T 23ω 

北越鎮圧軍の鯨波戦争の戦況番等。

5457 北越戦争長岡城乗取

明治元年 (186め

1通 16cm

長岡城合戦留記。

545ft (越後出張日記〕

金問勝亮箸

手写明治15年 (1882)

2冊 24.5cm

Ib 
鱒.51-108

16.51-109 

16.51-110 

①慶応4年 (1868)悶4月23日より 5月26日

「越後高田より松留村柏崎坂田村宮本駅等出

張日誌」

②慶応、4年 5月27日より 8月18日「越後与板所

21冊 23.5cm

小川清太・神保三乱調書故番。

Q);fヒ越出兵ュ関スル諸事日記之内抜醤

② 向 上 (下〉

@:Iヒ越為鋲圧出兵戦争一件留放書

④津田玄蕃隊北越戦争日記抜審

明治二年御上京御供中隊御束幸供奉隊割交名

御東宰御供井御守衛=関スルー件抜番

⑤ 向上 〈下〉

⑥御供井御守衛ュ関九Jレ一件

⑦東幸御守衛ュ関スルー件抜書

御出馬等御行列附概略

@輝中設美

⑨~⑬仮留

⑬・⑮仮留日記

⑮日誌

⑫東京御守衛一件

<追加>

⑬越後鯨波中田口長岡戦争模様監寧方等弁諸隊

長ヨ P御届番写抜書。但略絵図共

⑬北越江出兵隊長今井久太郎隊割交名井附属交

名等及ヒ戦死手負抜書

②北越出兵歩横目勝尾源太夫所持日記抜書。

但津田玄務殿今枝民部津田権五郎中西太郎左

衛門江附属中之分

@宮崎久兵衛隊交名井隊中除金波方等記。

5461 小川清太実歴話稿

前田家編縄方編

明治年間

3冊 23.5cm

16.51-113 

①第1回，明治26年 8月14日月曜午前・8時本邸
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波ノ閑ェ会見者小川清太郎及ヒ野口之布・安

井顕比・岡田様4人ナリ加藤恒氏折々参席筆

記者永山近彰午後零時20分頃畢

第2回，明治26年 8月19日土曜午後 1時ヲ期

シ根岸邸ニ会スル者前ノ如シ只石崎謙ヲ増兵

ノミ此日加藤氏後レテ至ル九時ニ散見

②第3回， 8月21日，第4回， 8月22日午後波

ノ間ニ於テ小川清太談話出附者前回ノ如シ石

崎謙筆，第5回 8月23日午前8時ヨリ 121時

ニ至ル会者小川清太・加藤恒・野口之布・安

井顕比・岡田様ナリ斯波落後シテ至ル石崎謙

筆記前田恒敬戦地ノ図ヲ製^'レ為メ出席

③第6回， 8月24日小川清太話会者昨日ノ;如シ

唯安井今朝中風ヲ発シ欠席^'レノミ

第7回， 8月25日午前8時ヨリ小川清太話ジ

石崎謙筆記午後加藤恒・ j祈波蕃・野口之布・

岡田様参席石崎筆記スル事午前ノ如シ 5時退

出，第8回， 8月26日午前8時ヨり正午ニ至

ル小川清太明治ノ初東京御守護ノ事ヲ本郷邸

浪ノ間ユテ話ス加藤恒・野口之布・岡田搬出

席シ石崎謙筆記^，補遺8月31日・ 9月 13

日，永山近彰筆記。

5462 戦争等巨細録 16.51-114 

今枝民部著

明治元年(1868)

82T 23佃

今枝民部率いる附属砲隊の今町・大芦村・十二

潟での戦いの模様等巨細記録。

5463 北越戦争等巨細録 16.51-115 

今枝民部編

前回家編輯方手写 明治年間

74T 23cm 

大芦村・十二潟戦争等出勤者・戦死者共巨細局

書。

5464 (小JII隊北越出兵軍人交名表持戦闘図〕

後藤昔槌著市川金右衛門函

明治15年(1882)

1枚 119x114cm 

16.51-116 

後藤昔槌箸「加州藩小川隊並北越出兵軍人交名

表」及戦記。市川金右衛門画「越後国古志郡長

役

岡城及ヒ線尾迄，戦門地図」。

5465 (小川仙之助隊戦場之図J 16.51-117 

絵図6枚彩色 55x82cm

①明治元年自 5月24日至5月25日越後国古志郡

駒込赤坂加州藩小川仙之助隊戦場之図

②明治元年自 5月26日至5月27日越後国古志郡

杉沢文納入面加州藩小川仙之助隊戦場之図

(55x 1∞cm.) 

③明治元年6月2日越後国刈羽郡北野村口進撃

加州銃隊物頭近藤新左衛門金子篤太郎両隊問

12日乙茂村ニ於テ同杉本美和介等諸隊戦場之

図 (79x 11Ocm.) 

@明治元年6月19日越後国三島郡山田村ヲ焼払

ヒ攻撃セγ ト海陵談シテ富山御加勢割場隊宮

崎久兵衛手合戦場之図 (55x79cm) 

⑤明治元年七月朔日越後国古志郡一ノ貝加州落

小川仙之助隊戦後之図 (55x80cm)

⑥明治元年6月24日越後国刈羽郡久田村口字爺

ケ山ユ於テ加州富山御加勢割場隊宮崎久兵衛

水野徳三郎両手合同日乙茂村エ於テ銃隊頭杉

本美和介等謝隊戦場之図 (79x100cm)。

5466 越後鎮圧為官軍出兵各隊戦争実検番 16.51-118 

御横目高橋往来・御使番成田外鍛助編

559丁 22.5cm

慶応4年 (1868)

閏4月28日の鯨波戦争から 7月朔日の十二潟戦

争迄24の戦争にかかわる実検調理報告書。

5467 越後鎮圧為官軍出兵私附属実効害 16.51-119 

高橋往来編

76丁 23cm

御歩横目神田辰之助他22名及御抱鳶井人夫等戦

功番。

5468 越後鎮庄為官軍初発出兵各隊陪臣等級井人夫交名

番 16.51-120

高橋往来・成田外鍛助縮

2冊 22.5cm

越後鋲庄の戦功番。陪臣・人夫に分け，陪臣に

は戦功により上・中・下等の等級を付す。
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5469 越後鎮圧為官軍初発出兵各隊等級調理害

16.51-121 

5470 

5471 

日72

高橋往来・成田外鍛助編

2冊 22cm

越後ri圧寧の小川仙之助隊等10隊個々に戦功に

より 1......6等，上・中・下等に等級を附す。

越後鎮圧為官軍初発出兵各隊等級調理書

16.51-122 

高橋往来・成田外銭助編

165丁 22佃

小川仙之助隊他の各隊毎に働きに応じ甲乙・個

人には戦歴等により第 1等......6等，上・中・下

等の等級を付す。

〔北越出兵附属実効番〕

7冊 μ.5cm

. 16.51-123 

①越後鎮圧為官寧出兵私附属実効書。高橋往来

@洛凍機毎斑為官軍出兵私手合等突効書。成田

外銭助

④分捕之品覚書。杉浦普左衛門

⑤降参入名番。杉浦普左衛門

⑥越後国於島崎分締等交名1張。回辺仙三郎

⑦戦争実効書。近藤新左衛門。

〔北越出兵諸調理持記録〕 16.51-124 

前田家編輯方手写 明治年間

8冊 23.5佃

倒ヒ越出兵小川仙之助隊戦争之節支用之弾薬受

払調理番写

②明治元年戊辰5月越後国与板村等へ出兵割場

隊春日於兎男手合交名井戦争調書

③明治元年越後国鯨波島崎山田三ケ所戦場模様

御歩横目広瀬嘉大夫監察之概略聞書

@戊辰之役北越出兵御歩横目勝尾源大夫出兵中

日記抜書

⑤明治元戊辰年6月24日越後国刈羽郡久田村口

字爺ケ山エ於テ富山御加勢割場隊宮崎久兵衛

水野徳三郎両手合同日乙茂村ユ於テ銃隊物頭

杉本美和介隊戦争模様慨略調書・戦場絵図面

添

⑥明治元戊辰年6月2日越後刈羽郡北野村口進

撃銃隊物頭近藤新左衛門金子篤太郎両隊問12

日乙茂ニ於テ杉本美和介隊等戦争模様概略調

5473 

5474 

5475 

5476 

5477 

5478 
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番・戦場絵図面添

⑦戊辰之役奥州筋へ出張隊長掘悌四郎副場附足

怪召連会藩人降伏者護送東京軍務官ヘヲ|波タ

ル一件等同人日記抜書

③戊辰之倒ヒ越出兵各隊負傷者交名調理番。

戦士招現祭祝詞

前田家編縛方手写

7丁 25.5佃

16.51-125 

明治年間

明治元年(1868)に越後の役の戦死者を卯辰山

に弔したときのものと思われる。

御総督府へ御属書留

手写明治15年 (1882)

29T 24佃

16.51-126 

前田利同〈富山藩13代〉所蔵の写。慶応 4年

(1868) 5月--10月にかかる富山藩より北越戦

に従軍の各隊戦況等諸届番。

越後出兵ニ付留 16.51-127 

手写明治16年(1883) ， 

2冊 24.5cm

前田利同〈富山藩13ro所蔵の北越戦争関係史

料の写。

越中富山ヨリ越後高田発向之行列

40T 9 x24.5叩

16.51-128 

鉄砲・長物などの行列づけ。北越戦争の際の記

録か。

北越戦争各隊出戦表

前田家編綿方手写

2冊 25cm

明治年間

出戦月日・出戦者名・出戦内容表。

小川隊北越出兵録

4冊 23cm

16:51-129 

16.51-130 

本文3巻，附録1巻よりなるo 本文は1巻「京

都ユ於テ銃隊物頭小川仙之助蓑輪知太夫両人へ

北国筋鎮圧御用トシテ出兵命セラレタル件」よ

り3巻「北越へ出陣七月廿五日以前ノ人員書出

シタノレ件」まで197項と附録の北越出兵交名書，

雇医音渡鯵鶴屈書写からなる。

組
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5479 譲輪閥ヒ越出兵録 16.51-131 中宛

前田家編縛方編 ⑬出庁申付書。士族長より横地秀之進宛

明治年間 ⑮横地秀之進以下凱陣の者共出頭申付書。前回

2冊 23cm 土佐守より横地秀之進宛

①「戊辰四月廿日京都ニ於テ北国筋鎮圧御用ト ⑮村上・江坂等新発田迄出頭に付同行方番状。

シテ出張命令セラレタル件J，以下「明治二 河田弘蔵より横地秀之進宛

年正月蓑輪井手合一合へ其賞功トシテ拝領物 ⑫不破彦三より申渡の畿に付一札。赤座甚七郎

ノ件」まで68頁よりなる 等より横地秀之進宛

②附録として小隊司令役武部孝之助以下の戦歴 ⑬横地秀之進越後出陣令書

を各個記す。 ⑬山村甚之助他兵卒司令役にて出陣の義に付詮

儀通知

5480 互繁舞閑当止芽 16.51-132 ②横地秀之進等官軍として出陣大畿に付思召書

手写 @尉L郎左衛門家来関本弥三丞他凱陣に付二の

9T 24佃 御丸に出頭の旨通知

渡辺府旧蔵。慶応4年(1868)正月，銃隊御馬 ②若松御預人請取書。高田藩村野権平等より加

廻組の出陣に関する留蜜の写。 州御藩横地秀之進・山村甚之助宛

②召捕の諸荷物請取番。民政局より加州津田十

日81 小川隊北越出掛鵬附属砲隊交名寄 | 之進宛

16.51-133 ⑫慶応四年(1868)，雑用金等請取相渡覚。

前田家編輯方手写明治年間

9T 24佃 5483 臼ヒ越〕出兵総人員高 16.51-135 

小川隊の附属として中田口戦争，長岡賢等に出 手写明治元年(1868)

陣した者達の交名書。 199T 24叩

附， r戦死弁手負性名録」。

5482 〔横地秀之進北越出兵一件綴〕 明治元年(1868)春中よりの出兵人高，戦死弁

仮綴1(24通〉 23cm 手負性名寵。越後新発田在陣中軍本陣調。

①明治31年，編縄参考の為借用の手紙返却通

知。前回家編輯方より横地秀三宛 5484 〔越後より凱陣之面々ヘ御意等調一巻〕

②割場附小者共奥州筋長々出陣に付金子遊覚 16.51-136 

③雇医師石川元立儀越後筋出陣に付金子下渡目 明治元年 (1868)

録 170丁 24cm

@横地秀之進等凱陣に付御料理等頂戴番 原題「越後筋より凱陣之面々江御意井御料理等

⑤高木監察吏等奥州筋出陣に付金子下波目録 被下ェ付しらへ一件」。北越戦争従軍者への落

⑥横地秀之進誘引書 主より慰労，戦傷者手当等の名列等諸記録。

⑦横地秀之進宛金子分割番

③横地秀之進儀奥州筋出陣に付金子下渡目録 5485 御披露状留 16.51-137 

⑨卒族森田猪之助奥州筋出陣に付金子下波書 手写明治2.......5年(1869.......72)

⑮長少参事家来石黒権平等奥州筋出陣に付金子 19丁 26cm' 

下波書 横山隆起旧蔵。越後戦争の従軍按露，藩庁への

⑪割場附小者嘉助義奥州筋出陣の節尽力致に付 叙勲披露などに関する陪臣や藩士の藩に対する

金子下波書 報告書の写。

⑫薬種芥進退の儀新発田より通達に付奮状，河

回弘蔵より検地秀之進宛 I 5486 締結内抄 16.51ー138
⑬兵議所移転に付通知。民政局より加州隊長御 前田家編緒方縦
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明治年間

7ST 25cm 

1t典のことについての旧金沢県の文盤を集めて

おり， r:賞典禄取調帳J日じ越戦争有功之士族卒

等江給与取調帳J.r士族小川清太等給与方伺」

「賞典禄分与取調帳Jr御賞典米分与高Jその

他蹴番類などよりなる。

5487 御家禄方調書之内抜掌 16.51-139 

手写

55T 25cm 

慶応3年(1867)10月より明治元年 (1868)11 

月に至る北越戦争を中心とする。 軍事御船調

書。御家録方は明治2年(1869)鹿寧により設

置されたものである。

5488 [越後出陣中減禄之者覚) 16.51ー140

1通 16畑

出陣の際慨怠の者共5名滅様替上。

5489 奥羽越出陣之人々賞罰之しらべ一件 16.51ー141

明治2年(1869)

78T 24cm 

出張人々戦功調理・等級定。

5490 奥羽越出陣之人々賞罰之しらべ一件 16.51-.1-12 

手写 明 治2年(1869)

85丁 24cm

奥羽越凱陣の者共の戦功等級定による恩賞人名

簿及び剖人詮義番。

5491 北越之役戦死者墳墓明細表 16.51ー143

手写

9T 27cm 

隊土の墓所々在地を記す。

戦死者を所属隊列に戦死の模様・埋葬地・位・

氏名の順に表記。

5492 戊辰北越之役戦死人等墳墓明細表 16.51-1.1-1 

19T 27cm 

死亡理由・役名・姓名・年令・墳墓創立年月墓

石名明細表。

5493 北越戦死者墳墓箇所絵図 16.51-145 

絵図 1冊 (11丁〉 彩色 40x28cm

越後国頭城郡高田春日町(現，上越市)~真宗長

徳寺ほか，北越戦々死者埋葬地絵図o

5494 陣中銘心録 16.51-146 

後藤孝成〈昔槌〉箸

前田家綿綿方手写 明治年悶

2冊 23.5cm

原本成立は明治14年(1881)。加賀藩後藤孝成

の北越戦，西南戦争従軍記。序文抜「子孫ニ談

セγ ト欲シ乃チ此編自録私記スル以所ナリ」と

あり。孝成は人持組伊藤平方衛門家来。

特16.52出張

総 言己

5495 [丹南・京都・芸捌・越前敦賀出張一件〕

16.52-1 

金沢藩編

手写

43丁 24cm

丹南出張は文久3年(1863)和州の浪士鋲静の

ため。京都出張は元治元年(1864)長州出兵の

件。芸州出張も元治元年長州征伐。越前出張は

元治元年水戸浪士進入の件。

5496 (幕末御守衛出陣調書) 16.52-2 

手写

150丁 24cm

原題「御守衛等，橋本出張，徴兵等大坂出陣，

京変等出陣，越後等出張，芸州等出張，浦賀異

国騒乱調書元家来寄」。御守衛等のため出陣の

元家来衆名寄書。

5497 出張等之人々被下方等留 16.52-3 

手写

716丁 23.5cm

築地内異変，水戸浪士，長州征伐，京都変事な

どの軍事出張の者への金子下賜に関する帳簿。

5498 武田友信書類写

武田友信著

16.52-4 
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前田家縦鴨方手写 明治年間

11冊・絵図7枚 23cm・34.5X34cm

箸者は，大小将を経て元治元年(1864)11月20

日頭並となり，臨時大筒奉行長州討手の長大隅

守へ指添えられ大筒頭に加わるo 同2年2月27

日壮猶館御筒奉行井弾薬方兼大小砲稽古方〉慶

応3年6月18日物頭並・御先手大筒頭，同年10

月20日砲隊物頭，同4年4月26日大筒方御歩

頭。

①道中詰中等之覚帳〈安政4年 3月).日記

〈安政5年正月元日より信精〉

②衆人必附之趣留帳〈元治 2年10月友信所持〉

能州一覧道中日記等(慶応2年4月〉

諸事留〈寅10月以来武田〉

③諸事留記〈慶応3年6月〉

道中日記(慶応3年12月12日友信)

卯十一月御上京二付彼地御模様ユ寄出発足被

仰渡候節一件〈卯12月〉

@江州路出張諸事留

〔無題〈加越両州御殿場云々))(戊辰年〉

組用諸事留〈慶応、4年4月武田〉

⑤武図書類之内・一陣出兵人員等早繰

大砲等請取帳(明治元年9月大筒方御歩頭〉

〔武田蔵人往復書翰数通〕

⑥武田金三郎日記元治元年6月7日より友信

御築地内戦争荒増

〔無題〈当六月長州藩士家老云々))

諸事申送帳〈元治元年8月11日より大筒方)

⑦諸事御用留(元治元年6月より大筒方〉

③今度御上京之大砲被進候ユ付御供被仰付右ー

件留記

諸事留(慶応元丑2月〉

御道具返上番控〈丑3月葉原跡調理方〉

⑨長州発向一件弁美濃路出張共

⑪金館院様御視翰井御諦写(武田友信〉

御中屋敷火消方相勤候節心得等

〔無題〈極秘村上良蔵え云々))

⑪元治元年御守衛御用跡調理留帳(元治2年2

月〉

大砲御荷物運送御貯用金受算帳

。附絵図(武田蔵人)

⑫西福寺境内図

⑬敦賀郡泉村永厳寺 (:~4.5 x 35. 5cm) 

⑬来迎寺宿坊十二軒 (25x 34.5cm) 

自俊弘iゑ~:，'~
画訟能血a

可 圃

張

⑮永建寺塔中七肝 (24x36cm)

⑮越前敦上鳩寺町本妙寺 (32.5x 36cm) 

⑫越前敦賀上鳩寺町本勝寺 (24x36cm)

⑬敦賀嶋寺町長途寺図 (24X36叩〉。

5499 〔諸国警衛出兵持場人数記〕

前回利嗣編

明治10年 (1877)

25T 28x2仇m

原題「去ル子以来諸国警華街出兵特場人数記」。

巻首「元治元年 (1864)甲子ヨリ明治二年己巳

ニ至ル旧金沢藩諸国警術出兵持場等調書J0 

16.52-5 

飛列11 出張

5500 〔飛州一件妻達書〕

桑名金右衛門著

自筆安永2年c1π3)

巻子 1 16cm 

飛廊国百姓が高山陣屋ヘ強訴した飛州騒動に付.

いての騒動経緯・動向等調査報告書。

旧書名「飛州御団地エ付奉達書」。

16.52-6 

5501 〔水越八郎左衛門返書) 16.52ー 7

水越八郎左衛門・三宅権左衛門著

自鐙安永2年 (1773)

1通 16.5cm

富田権六郎旧蔵。飛州騒動について御用番から

魚津在番の富国外記宛の返書。

旧番名「水越八郎左衛門口上書J0 

5502飛州表之儀=付魚津表二於テ御用番様等へ御文通

留娠 16.52ー 8

手写安永2年C!773)

19丁 24.5cm

富田権六郎旧蔵。越中魚津在番富田外記貞直の

藩への報告書等留。

5503 安永飛州高山御代官所ヘ百姓共乱妨一件

16.52-ー9

脇田尚方手写弘化2年 (1845)

2.~丁 23.5cm

脇田尚保旧蔵。安永2年C!773)飛胸囲高山陣

屋強訴の経過と鎮圧軍の構成などを記す。
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旧書名「高山御代官所へ百姓共乱妨一件」。

5504 (飛~*I百姓騒動ー{牛につき天正寺村弥三右衛門注
進醤J 16.52-10 

:f写.

1 j白 15.5cm

'M凹権六郎旧歳。飛州騒動の原因・発端につい

ての報告書。安永2年 (1773)11月。

5505 飛州騒動ニ付野村源兵衛一組用意之留帳抜書

16.52-11 

手写文化7年(181の
11丁 23.5cm

渡辺金八郎旧蔵。飛州騒動の為出張する富山務

助勢の準備方一件磁版。

5506 富山一ノ手御人数〔等J 16.52ー12

手写

7 T 12x35.5cm 

包囲権六郎旧蔵。安永2年(1773)飛州騒動に

出動した富山藩兵の構成記録。

5501 飛~IIII騒動ニ付言上紙面~):F小紙等写 16.52-13 

手写

30丁 24.5cm

包囲権六郎旧蔵。飛州騒動について安永 2年

(1773) 11月23日"""12月19日にわたる富山務の

動勢を報告したもの。

5508 飛!JI~I-巻出府之上言上紙面控

手写

41丁 11.5x17.5cm 

前号の写。

16.52-14 

5509 御先手物頭安永飛~I\II御手当一件留 16.52-15 

脇田尚方手写 e 文政12年(1829)

29丁 23租

脇田尚保旧蔵。安永2年(1773)飛騨国百姓の

強訴を鎮圧するため，加賀藩が準備した駿寧に

ついての留番。筒，弓の 2組により構成され，

各組の構成員及び人数，全体の装備，行列の順

序などを狩細に記す。

5510 (飛州騒動加勢御馬廻一組御内しらべ審物之写

等J 16.52-16 

富田某手写

99丁 11cmx 17cm 

原題「飛州騒動エ付御加勢御馬廻ー組御内しら

へ審物之写芥慶長二十年大坂御陪i御軍役御定番

之写」富田権六郎旧蔵。

5511 飛出11一巻ニ付諸事覚犠 16.52-17 

手写

19T 23.5cm 

脇田尚保旧蔵。六冊之内「飛州ー巻二付諸事党

候」・「組中武具願控帳Jよりなり，出陣の際の

諸事に関する規定，武具調達願の覚などを記

す。

葉原出張

5512 旭桜紙志 16.52-ー18

永原基七郎等編

5冊 24cm

水戸浪士が筑波山に挙兵してから京都へ上るた

めに行動した元治元年(1864).....，岡 2年(18 

65)の日記を集録したもの。

5513 旭桜雑誌

永原甚七郎等編

5冊 21.5cm

前号に同じ。

16.52-19 

5514 薬役目録 16.52-20 

永原甚七郎等編

手写

2冊 22cm

葉原事件目録。仁葉原事件抄録J(16.52-ー23)

1・4巻と同一。巻末に「葉原等出張ニ付此書

編集ユ携リ候面々」として監軍永原甚七郎，兵

士頭不破亮三郎他12名の名が記されている。

5515 葉役目録

永原甚七郎等編

2冊 24cm

前号に同じ。

16.52-21 
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出

5516 繋役目録 16.52-22 

永原甚七郎等紛

2冊 24cm

前号と岡本であるが，明治16年の訂正附札があ

るロ

5511 葉原事件抄録 16.52-23 

前田家編輯方編

明治年間

7冊 25cm

別名「築役目録」・「業役始末」・「薬役集書」。

序文「元治元年 (1864)甲子冬敦賀本陣に一冊

を設けて出京以来之事件を記しl践に題して利l武

不殺日記とす…〈以下略)Jとあり。内容年代は

元治元年 (1864)'"慶応元年 (1865)及び明治

元・ 3・15年 (1868・1870・1882)に渡る。赤

井直喜葉原記・武田友信書類・加藤三郎左衛門

公私自記・奥村栄通手記等の抄録集。

5518 葉原出張筆記 16.52-24 

武田友信著

前田家編綿方手写 明治2詳f-

3冊 23.5佃

別名「武田友信葉原出張筆記」慶応元年(1865)

①浪士始末番・浪士名寄井武器等調理帳

，②甲子7月以来出張人御褒美願井浪士武器配当

方および丑7月御褒美被下方共留記

③葉原駅出張惣人数高井公辺御役人引合方御人

数引揚之節等雑記

③の巻末に「右武田友信金三郎葉原出張筆記三

本岸秀美ヲ介シテ借り受ケ写スJと朱曾あり o

5519 (葉原記) 16.52一台5

赤井直喜箸

前田家編綿方手写明治22年(1889)

6冊 23叩

内題「赤井直喜葉原記」。第 1冊~第 5冊まで

が赤井直喜一代記の内巻 5"'9を収録，第 6冊

には敦賀附録巻 1として浪士人数調書収録。第

1冊巻首に「右J、直喜一代記之内より葉原の役

ニ係るもののみを借り得て写し赤井直喜葉原記

と名つけたる也」と朱密ありo

臨写

張

5520 葉原一件覚書 16.fi2-26 

永原甚七郎等箸

手写

10T ~比m

横山勇太郎旧蔵。水戸浪士が加賀藩に投降した

際の覚書。永原は馬廻閥夜間番役でこの出張に

監軍を勤め翌年3∞石加t科された。

5521 南越陣記 16.52-27 

前田家編輯方編

明治年間

4冊 24cm

「築役目録」を基とし，赤井直喜・武悶友信手

記等をもって水戸浪士-{ll:を体系的に再編纂し

たものo

5522 南越陣記

前田家編和方編

2冊 25cm

前号の本文のみを記したもの。

16.52-28 

5523 敦賀表出頭中諸事御用留 16.52ー，29

前田家編輯方手写 明治年間

98T 23叩

元治元年 (le6の敦賀表出張中諸事御用留・会

所雑記・兵殺方雑記・敦賀陣払之記よりなる水

戸浪士一件額。

5524 (葉原出張之節之覚書・江dr!'1出張兵糧方留〕

16.52-30 tヲピ
仮綴9(弱通) 15"'32cm 

①越前敦賀町人小宮山伝右衛門等へ御扶持被下

候ニ付篠原mグミ殿より杉野陸原両人宛寄面白

同断エ付会所奉行ヘ被仰渡候覚写。同断エ付

音地左盛より杉野陸原両人宛之番面乙丑 2

月。計3通

②酒井若狭守殿家老以下へ御挨拶方取調理番4

通。同断被下方御品物等高山領清八より永原

甚七郎迄指出候覚書。計5通

③打官弁次郎より杉野陸原両人宛之書面白小宮

山伝右衛門より同上。小宮山伝右衛門木綿屋

鹿七連名向上。木綿屋鹿七より杉野宛盤面。

同人より陸原宛書面3通。計7通附獲には打

官弁次郎容商33iIiと記されているが 2}ULは欠
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寧

④小宮山伝右衛門等誌-番案，丑2月。敦賀陣払

ユ付永原等ヨリノ回章。西願寺等拝領金請書

2通，子12月。計4通

⑤御買揚晶代金諮取証番。蒲団等御借上ゲ代金

請取証書。人足賃金計算書。同請取証書。飛

脚賃金諦取証書等13通。黒川良平より永原甚

七町宛，外科道具代金拝借願。元治元・ 2

年。計14通

⑥味噌代金等請取書。兵殺焚出に付拝領金請

番。被下金請書3通。元治元・ 2年。計5Ji

⑦旅鑓代金請取番。元治2年。 9通

③兵糠焚出ノ事ニ付近江屋清吉請書。武田甚次

郎より陸原慎太郎へ玉薬引送覚書。陸原慎太

郎より玉薬御鉄砲所ヘ上之候ニ付於同所請取

覚書。悶人より御提灯等割場御道具所へ上之

候ニ付囲内文太郎請取覚書。元治元年~慶応

元年，計4通

⑨御扶持被下の義に付打官弁次郎口上書，慶応

元年。御宿勤の町役人へ被下金割合害等2通。

計4通。

各綴毎に史料内容が記された付裳が付いている

が，付襲記獄事項と史料綴に差異あり。

5525 江州出張兵線方留 16.52-31 

前田家誕百綿方編

明治年間

2冊 23cm

元治元年 (1864)'-同2年(1865)にかかる水

戸浪士一件により敦賀出張の兵根方の達番等，

前号害状等留。

5526 京都守備一件の害状 16.52'ー.32

織田市蔵箸

手写

3 T 24cm 

水戸浪士降伏に付，敦賀表織田市蔵より瀧川播

磨守・由比図鶴宛害状及川村恵十郎会津様ニ而

承り候次第御届。

5527 越前浪士一件 16.52-33 

手写

8丁 24cm

改方手合清水平右術門申聞之趨，禁原周辺絵

事・藩 学

図，浪士人数高等覚からなる水声浪士一件留。

旧書名「越後浪士一件」

5528 (葉原一件井略図) W.52ー'34

石黒魚淵箸

仮綴3・絵図 1枚 17.5X 12cm・23叩・ 24x

36ω 

葉原件石黒魚淵等指出番類

①石黒魚淵旧蔵。前回将監より赤井伝右衛門宛

常野賊脱走徒鎮圧に付沙汰害等。

@凍原一件ロ達番，明治15年。

③葉原一件口達覚 グ

③越前葉原等略図。

5529 浪士一件ニ付請書 16.52-35 

有沢新右衛門著

1通 15.5cm

水浪士一件に付，飛腕守様御加勢出陣により拝

領目録の請書。本多指磨守宛。

5530 (浪士一件加勢に付仰出害) 16.52--36 

手写

1通 18cm

水戸浪士一件の節，大聖寺藩加勢のため出陣に

付，御赤飯等頂戴申波書。

旧書名「前回飛騨守へ仰出写」。

5531 大聖寺へ御加勢一件抜書 16.52--37 

小松御城代方編

手写

23丁 12x18佃

副題「越前路出張之人々兵邸笥搬も少々記

之J元治元年 (1864)。水戸浪士上洛の件に付

小松御城代方記録。

5532 (大聖寺へ御加勢一件抜書) 16.52-38 

前田家編棋方手写 明治年間

15丁包畑

原題「大聖寺へ御加勢一件抜魯・越前路出張之

人々兵税等之義も少々記之J。水戸浪士一件に

付，横山蔵人等宛諸害状留。

--180ー

4 



わ?守

齢斗

長抑l 出張

5533 (長~N征伐御進発之遥〕

1通 16.5cm

長州藩再仮に付，進発の通知。

出

16.52-39 

5534 諸事御用留糠及長州発向一件 16.52-40 

手写

73T 25cm 

安井顕比旧蔵。

。元治元年(1854)6月より諸事御用留帳，大

砲方，為御守衛御用発足之節より堀川芥二条

出張清和院御園長州討手用意方痘二美濃路出

張迄記ス

。元治元年(1864)8月11日より，諸事申送り

帳大筒方

。長州発向一件芥美濃路出張共，門前銃卒惣人

数・注進番。

5535 長~'"陥E伐配備図

手写

絵図 1枚 24x34cm

山口新城の幕軍包囲陣配置図。

16.52-41 

5536 長!I*'征伐討手懸りロ図 ]6.52-42 

手写

絵図 1枚 28x40cm

伝奏衆より到来の討手配陣図写。

5537 岡田氏征長日記之写 16.52-43 

前回家編輯方手写明治年間

61丁 23.5cm

内題「元治元年十一月十二月・為長州追討京都

建仁寺より御人数出張之節途中等ユ而之岡田助

右衛門手当之日記等之写J。奥村栄滋所蔵の写。

旧書名「征長日記之写Jo

5538 石州一件 16.52-44 

手写

50丁 27cm

長州征伐に付兵糠方一件。慶応元年(1868).

陸原慎太郎「去子年石見江被遺候兵糠米等於彼

地運送方御入用金請払調理諜Jよりなる。

張

5539 発機丸航海日記 16.52-45 

安井顕比著

]16T 23.5cm 

原題「航海日記J。安井顕比旧蔵。文久 3年

(1863) 12月所口出帆より，兵庫港碇泊をへて

元治元年 (1864)3月に至る航海日記で，航行

里数・方位・風方・晴雨・寒暖・蒸気が日毎克

明に記されている。

5540 跡戻り記 16.52-46 

手写

30T 25cm 

井上如奮旧歳。前半は須磨浦古跡、記，後半は長

州征伐のため出航した加賀藩有汽船発機丸の文

久3年]2月(1864)より慶応元年6月 (1865)

に至る航行記録。

5541 発機丸航海記 16.52-47 

沢田直湿著

前田家編締方手写 明治年間

12丁 25ω

内題「発機丸航海大略井諸港見聞J。沢田直瓶

旧蔵。文久3年(1863)12月所口出帆よりの発

機丸航海手記。

上洛・出府・守衛

5542 (文久ニ・三年等覚書] 16.52'ー相

手写

1通 15.5佃

文久2年(1862)6月から文久3年(1863)3月

までの朝廷・幕府をめぐる加賀務の状況記録。

元治の変に関係す。

旧書名「文久二年等覚書Jo

5543 御上洛御行列附 16.52-49 

手写文久2年(1862)

14T 8 x 18cm 

小木貞正旧蔵。江戸・京都問の行列及御休屋，

御本陣書。

5544 御上京御参内之御首尾等

手写

12T 12x 17.5cm 

16.52-50 
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前田恒敬旧蔵。成立年文久3年 (1863)。

斉泰の上京後の参内の様子を記す。

5545 御上京一件等記録写 16.52→1 

2通 15.5cm 袋入

①文久3年 (1863) 6月至元治元年 (1864) 2 

月記録。幕府よりの前田斉泰出府命令一件

②元治元年 (186の8月御上京一件。

元治元年8月，御上京一件・江戸御出府一件

.右御出府御引延引一件・京都為御警衛御在

京一件。元治2年(1865)正月，御出府一件。

慶応元年 (1865)3月，東海道通り御上京一

件。同年四月，京都為御響術ー先御国許江御

引取一件・同御上京一件・同御帰国一件。

同年8月，臨時御上京一件。

5546 恭敏公御東行可否一件 16.52'→2 

前田家編餌方編

明治年間

80T 24.5cm 

「御用方手留附録五ノ抄」・「成瀬氏所蔵旧記

抄」等の抄録。幕府より慶寧に対する出府命令

に対する一件留。

5547 (御上京御守衛井長州征伐一件) 16.52--53 

前田家編鰐方手写明治年間

仮綴1(99丁) 25cm 

御用方手留附録伏久3年)，御家録方調齢、

〈慶応、3年)，御用人勤向手帳の抄，横山氏記

録などよりの編纂書。

5548 出陣之節御条目等 16.52'→4 

元治元年(1864)

llT 23.5cm 

京都御守衡に指遣に付条目，鐙貝太鼓之制法起

請文前番，法度魯，長州御征伐ニ付条々前々留

5549 御上京御出府〔等記録) 16.52'→5 

手写

199丁 24佃

内容年代は元治元年(H~64) ・鹿応元年 (1865)

上京・出府関係一件務自。

5550 京都守衛雑記 16.52'→6 

前回家編輯方編

明治年間

2冊 23cm

横山政和所蔵の写。①「清和院御門御番割巡湿

日割等」 ②従元治元年(1864) 6月至慶応元

年(1865)6月「京都御守衛要用番按巡遅一件

末々 附」。

5551 (京都御警衛出張等之荒増) 16.52→7 

奥村栄通著

自筆

仮綴1(2通.) 16cm 

。御記録編韓等御触に付先年於京笥唆事の節御

所御警衛出張等荒増番御達状

。元治元年 (1864)金沢発駕より京都着後の務

衛の様子書。

5552 京都大変長。111-条風評書 16.52→8 

手写

3丁 24cm

元治元年(1864)，禁門の変の時の各薄，京の

町の様子を記す。

5553 恭敏公御退去一件書類 16.52→9 

前田家編甥方編

明治年間

67丁 25佃

加藤三郎左衛門「公私自記J，r御親翰留ノ抄J，

「御用方手留附録八ノ抄J等の抄録。文久4年

(1864)松平大弐上洛より，元治2年 (186め

にかかる禁門の変一件番類留。

5554 (長州一件覚書) 16.52'→o 
手写

仮綴2 (気通) 12.......]9.5cm 

蛤御門の変に関するもので，①は御目付神保伯

者守駿御届写ほか8通②は4国連合艦隊下関

砲撃の様子番ほかき通。
之

5555.奥村栄通存意書 16.52→1 

奥村栄通著

前田家縮q母方手写 明治年間

40T 23cm 
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出 張

内題「極秘愚存心付之趣筆記j。著者は，奥村 31丁 12x18cm 

宗家13代，元治元年(1864)前田鹿寧上部の際 原題「京都御守衛ユ罷登候ニ付諸事覚書J。

これに供奉し，変乱に兵を率いて仙洞御所を守 元治2年 (186fi)正月より慶応元年 (1865)6 

るに尽力した時の考えを著したもの。 月迄。

旧書名「存意書」。

5562 京都御守衛覚書 16.52-68 

5556 江州海津迄御内御使として御出の節御内用帳 横山政和編

16.52-62 手写

手写 32T 23cm 

38T 24cm 内題「京都御守術エ罷登候ユ付諸事覚書J0 

南部太郎吉所蔵の写。元治元年Cl864)禁門の 元治2年 (1865)正月より慶応元年 6月に歪

変後7月27日より 8月17日に至る慶寧の海洋逗 る。

留中の動向を記す。附「江州於海津駅松平大弐

様御切腹=付検使一件J。 I 5563 清和院御門御園御人数配大略 16.52-69 

元治2年(1865)

5557 〔禁闘御守衛ニ付御沙汰写〕 16.52ー→53 絵図 1枚 35.5x 47.5伺

手写 加賀藩兵が京都清和院御所警悶に当ったときの

1通 16cm 配置図。

禁門の変に際し，加賀藩兵等禁裏守衡の功を賞

せられる。 I 5564 清和院御門御園御人数配大略 16.52'ー-70

元治2年 (1865)
5558 〔禁門の変に付胡乱之者可召捕遺書) 16.52'→4 絵図 1枚 35.5x 47.5佃

手写 前回恒敬旧蔵。京都警衛非常の節，人数建ケ所

1通 15.5cm 極絵図。

元治元年 (186の 8月朔日付前田部番署名，長

藩脱走者の発見・捕縛令。 〔斉泰侯御上洛之覚書〕 16.52ー71
旧書名「胡乱之者召捕ユ付達」。 手写

18T 14x20cm 

5559 〔京都引取ニ付筑前守様へ被渡候寄付写〕 京都守衡のため慶応元年 (1865)悶6月13日京

16.fi2ー-65 都到着以来の在京記録。

手写

1通 15cm 5566 御上京中日記 16.52ー72
禁門の変の際，筑前守〈慶寧〉の行動に関し， 手写

上京の上御詫申たき願の許可状。 108T 23.5cm 

藩主前回斉泰が禁根守護のため京都に入った慶

5560 江戸御出府一件 ]6.52'一也6 応元年 (1265)悶5月13日より，帰悶すベく京

手写 を発する同年7月9日までの日々の記録。

14T 12x 18叩

鵡の変後斉泰開府に陳謝のため出府した|蜘御上洛御供之面々 16.52-73 
ときの出府準備の記録。 手写

1通 16佃

5561 〔京都御守衛諸事覚書〕 16.52-67 慶応元年 (1865)藩主上訴の際の供人数の身分

横山政和編 別内訳を列挙したものo

自筆元治2年 (1865)
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寸・

5568 御上洛御供之面々等抄 16.52ー74

前田家編儒方編

明治年間

5丁 25cm

巻頭朱記「成瀬覚書抄」とあり。

5569 御上京御供人帳 16.52-ー75

慶応元年(1865). 

35T 12x 18佃

慶応元年 (1865)務主上洛の際の御供人名・数

録。

5570 新兵組前録 16.52ー76

慶応元--3年(1865--:---67)

4丁 13x35cm

渡辺府旧歳。慶応2年(1866)正月藩命で京都

出立に際し，藩土渡辺府が奉行人をつれて出立

する際の供人数，持物，兵糧などの仕度を記事え

5576 京師御守衛御人数銃隊御編制ニ付諸事留

16.52-82 

手写

21T 24側

内容年代は慶応3年(1867)。

。京都詰合人之御人高を以銃陣ェ編制心付

。京都御守衛御人高

。京都御守衛詰非常御手配方詮義之趣

。御親翰に付野戦砲隊・散兵隊等編制審上

38丁 12.5X 18cm 0臨時出張之定。

小木貞正IB蔵。禁裏守衛のため慶応元年 (18

65) 5月に編成された新兵組6組編成交名番。 I5577 於京都御届等品々

横山政和編

16.52-83 

5571 新兵組総名列按 16.52ー77

前田家縮鴨方手写明治年間

39T 23.5cm 

内容年代は慶応元年 (1865)。外題「新兵組名

列並前録J。新兵組総名列~(長，新兵組御雇前録
よりなる。

5572 京都御守衛御備向御内定御絵図

慶応元年(1865)

絵図 1枚 37x25cm

16.52-ー-78

禁裏南御門・日之御門外密衡の為，上洛の横山

蔵人以下の御備内定絵図。

5573 御在京中御守衛御備御人配絵図

慶応元年(1865)

絵図2枚 81x36ω

16.52-79 

横山政和等手写による。先備・中備・後備から

なる備立図。

5574 京都御守衛御人数配絵図

手写

絵図 1枚 24x36叩袋入

16.52ー80

「図書発足之靭於御悶被波下{閥会図」とありロ

5575 赤心報図録 16.52-81 

手写 慶 応2年 (1866)

手写

24丁 24側

慶応3年(1863)12月~明治元年 (1868)6月

京都守衛関係書状類留。

5578 京都一件帳抜書 16.52-84 

奥村栄通著

前田家編輯方手写 明治年間

93丁お側

内題「奥村栄通手留・京笥ト件帳之内抜密」。

奥村栄滋所蔵の写。慶応4年(I868)2月.......4

月にかかる鳥羽・伏見の戦以降の京都等の諸情

勢を留める。

5579 (京都御守衛之達書〕 16.52-85 

浅田順之助・清水平蔵箸

1通 16cm

6月9日付，京都より申来りの将軍家動向等書

面。

5580 (上京=付〕口上之大意 16.52-26 

4丁 21伺

京都守衛に際し，上京方・留守方の取締向の心

付を記す。
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出

5581 (京都御守衛〕御条自 16.52-87 

手写

1通 36cm

京都守衛に付19ケ条よりなる心得，法度条目。

5582 (京都〕建仁寺図 16.52-88 

絵図 1枚 40x28cm 

渡辺府旧蔵。加賀藩御借上方丈七ケ寺等を記

す。

5583 京都御守衛要用番抜 16.52-89 

.1-1丁目.5x17.5cm 

副題「巡還一件末ュ附J。前回恒敬旧蔵。

図書江被渡下候品々・清和院御門御持場筑前守

様被蒙仰候義・筑前守様へ京都御警衛被仰付霞

候所改而中納言様江被為御家候御義・御条目等

臨時取揃方等々よりなる。

5584 三公御上京日記 16.52-90 

赤井・藤懸頼普編

前田家編儒方手写 明治年間

84'丁 23.5cm

。慶応4年混敬公御上京中日記2種

。慶応4年 7月利嗣公御上京御供人帳

。明治2年恭敏公御上京御遊中日記。

5585 (金沢より到来書留J 16.52ー91

手写

95丁 24.5cm

明治元年(1868)より同4年(1871)に至る将

軍判物，天皐武州行幸，大宮御所警衛兵員，在

京諸藩の勤番などの留。

5586 御上京帳 16.52-92 

公儀方編

明治2年 (186の
118T 25.5cm 

明治元年 (1868)12月の前田鹿寧上洛届以下，

在京中諸記録留等。

5581 恭敏公御上京一件 16.52→3 

手写

68T 23.5cm 

内題「知事様御上京一件」。御参内等御行列に

齢与

張

ついて明治元年(1868)12月から 2年正月まで

の記録。恭敏公は第14代藩主慶寧。

5588 (少将様初而上京道中日記井供人帳) 16.52'ー-94

前田内蔵方(孝錫〉編

135T 24cm 

原題「少将様初而御上京御往来御道中日記竪御

供人帳等Jo表紙添書「明治元戊辰歳七月七日

金沢御発駕，同廿二日京都御着，明治二巴己歳

二月十一日京都御発駕大坂等御巡覧，同廿九日

金沢御着J。前田利嗣の上京道中日記。

5589 (東京御守衛出張之諸隊長並兵隊交名等抜書附録〕

16.52-95 

前回家編瞬方編

明治年間

60T 23.5佃

外題「従明治二年四月至同四年十二月為東京御

守衛出張之諸隊長共出張服兵隊交名等抜書附

録」。内題「東京御守衛一件調理附録」。

5590 (御警衛等抜書J 16.52→6 

手写

163T 23ω 

原題「明治 2年ヨり同四年マテ御曹衛等抜書J

第一条，明治2年(1869)正月御上京の事から，

東幸中の事，東京到着後のこと等が75ケ条に渡

り記されているo

5591 出兵守衛→牛抄 16.52→7 

前田家編緯方編

明治 2""'3年(1869""'70)

2冊 23.5ω

明治元年 (1868)，...， 4年 (1871)にかかる加賀

藩兵が東京で町の治安に任じていた際の，政府

や東京府役所の通達等。

5592 軍務官布達写 16.52ー98

1通 16.5cm

明治2年 (1869)，加賀藩兵隊100人もって東海

道六郷川より品川駅迄の巡週取締を命ぜられ

るo
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5593 中隊頭蓑輪知大夫品川県大森村等へ出張中日記抜

番 ln.fj2-99

前田家編緯方~i

明治年間

34丁 23.5cm

巻首に「中隊頭禁輸知大夫御上京御供ユ而東京

詰中大森村等へ出張杉本美和介ト交代シ出張中

ノ日記抜魯Jとあり o 加賀務兵東海道筋饗衛関

係。

5594 知事様御上京御道中日記 16.52-100 

丹羽時・笠間小源太箸

明治2年(1869)

51T 24cm 

前田鹿寧の上終につき，出発の明治2年(1869)

正月18日より京笥潜の同月29日認の道中日記。

5595 知事様東京御再幸供奉後駆御道中略記
16.52-101 

藤懸十郎兵衛編

手写

34T 24.5佃

明治2年 (1269)前田鹿寧・天皇の東幸に供奉

して， 3月7日京都発駕より東京到着-の同28日

に至る日記。

5596 知事様御供奉御遊中日記 16.52'ー 102

丹羽鴻吉著

明治2年(1869)

18T 24cm 

明治2年 (1869)3月7日。天皇の京宰に供奉

した前田鹿寧一行の京都より江戸迄の道中日記

5597 旧金沢藩兵警衛出張持場等調書 16.52-103 

手写

41丁 25伺

明治10年 (1877)修史館長宛の者衛出兵人数等

調書。目録に「元治元年.ョリ明治二年マテ藩金

沢祷ヨリ諸国務街出兵持場等調書草稿J，及び

江戸邸調書として「本藩暦諮・ヨリ抜悲J・「江戸

邸沿革森田平次開中審Jとあるも，これは欠。

1
i

・‘
4

'a

・i
h
e

事・藩
..... 
寸・

糠 道 方

5598 敦賀井海津より運送之兵狼米請払帳 16.52ー104

2冊 12.5x34cm

「敦賀井海津より運送之兵紋米諸払仮」と「敦

賀等ヨリ沼送漬物等越坂ニ而請払帳J。いずれ

も越坂村へ運送しているo

5599 敦賀糧道方御用御算用帳 16.52ー 105

佐久間久佐等箸

手写

10T 24cm 

慶応3年(1a6η 正月より 4月に渡る極道方惣

御入用請払憾。御算用場宛。

5600 (敦賀表出役惣入用金請払幌J 16.52'ー106

井上忠、左衛門等著

手写

10丁・ 3通 24cm

原題「慶応三年正月より四月迄佐久間久佐等極

道方為御用敦賀表江出役および御呼寄者等惣御

入用、金翁払幌」。他に御長持等代金覚。

旧番名「穏道方為御用敦賀表ヘ出役等御入用金

請払帳J。

5601 糧道方御用出役中諸雑用内輪番上帳 16.52'ー 107

荒木平助等著

慶応3年 (186η

4T 24佃

極道方御用の者の宿泊抗・食費など雑1-11書上。

総メ33両 3歩1朱。糧道方御役所宛。

5602 糧道方ニ付敦賀等へ御出役中小選等諸雑用金書上

申犠 16.52'ー108

荒木平助等著

慶応3年 (186η

3丁 24.5cm

糧道方出役中小遣等諸雑用金調理下被願書。佐

久間久佐等宛。

5603 糧道方出役中宿料等御渡金請払害上申幌

10.52-109 

荒木平助等著

-186ー
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鹿応3年 (1867)

2冊 12x 36cm • 2-1 x 18cm 

①背t~ぬ村五郎兵衛他21名に対する日懸料銀等請

払番上

②縄張人料銀等請払指引鶴差上に付不足銀御波

方願，佐久間久佐他宛。

5604 測量方為御用縄張人等敦賀等へ罷越候料銀等務取

帳 16.52-110

25T・ 24cm

井上如を旧蔵。慶応3年 (1867)越中砺波部荒

木平助等より糧道方御役所宛。

5605 糧道方御用エ付御入用金巨細書上幌 16.52-111 

荒木平助等著

慶応3年 (186の
15了 斜ω

糧道方御用の見図り人目懸料・旅館代等調理

番。佐久間久佐他宛。

5606 糧道方→牛 16.52-112 

60T 24佃

慶応3年 (1867). 敦賀より京都までの極道御

閲に付，測量方井御入用方一件留。

特16.53 軍 務 ・ 調 練

軍備!・軍法

5607 武蔵国越生報恩寺禁札写

手写

1通 32cm

天正18年(1590)関東陣の時の利家禁制。

16.53-1 

務・調
-白
r
pza時

5609 本藩微妙公御軍制等条々

乎写

40T 27cm 

青地采女旧蔵。慶長20年(1615)の御旗本寧法，

慶長19年 (161心大阪陣の際の領圏中城代，寧

中役人，大筒鉄砲の数，鈴合，大阪両陣の首

帳，戦死人，陪臣にして鎗高名の褒美をえた

者，問問iののぼり，指物等，陣立，元和 2年

(1616)および寛永10年(1633)の軍役などを記

す。

16.53'ー 3

5610 軍役に関する制規 16.53-4 

41T 23.5叩

「法度」・「首実検之作法」・「勝関之作法」・「御

感状ノ古案」・「計策文」・「条々 」・「鐙貝太鼓の

制法」・「陣街」・「相詞」・「首牒の支」・「手負証

文」・「響調」を収む。軍紀及び出陣心得一般に

関することを，古来以来の制法の雛形を示し，

それに解説を付すかたちで編集。

5611 御領内防備之為上番

横山大膳等著

手写

42T 22cm 

安永2年(1773)の軍制整備を基とした寧制改

革，再整備の上態。

16.53-5 

5612 (御親翰拝写示達下番〕

手写

2通 17cm

。軍制の銃陣編制化につき

。銃陣編制化により，鉛銀修行など衰えに付，

勉励・節約・孟tviiiの充実などにつき。

16.53-6 

16.53-2 I 5613 (本多揺磨守添状〕5608 (軍法法度書写〕

手写

巻子 1 32cm 

中川典克旧蔵。付札に「家康公諸大将へ被相波

候法度番写，奥ニ慶長元年丙申九月十一日付あ

り」とあり。軍法蔀・禁制審・口伝ニ波丸弐拾

壱ケ条之事・陣おしの次第・陣取之小屋わり之

事〈天正16年〉などから成り.IlIi淵宗立斤他5

名より今村八兵衛・今村源右衛門宛。

臨;

16.53ー 7

1通 16cm

10月5日付，村井又兵衛宛。寧制についての御

親翰の趣に関し，引直し番取の件。

旧密名 r本多播磨守番翰J。

5614 〔村井文兵衛口上書控〕

手写

1通 16cm

加賀務軍制に西洋兵器の導入に関する御親翰へ

16.53-8 
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14丁 24.5cm

巻首に「西洋流御挙用壮猶館等被為建位候御J也

意奉恐察候儀乍如何左条ユ申上候」とあり，西

洋火術の導入に関し，その安易な採用をいまし

めつつ，兵器の新たな導入には軍隊編成にも深

感すべきことを上申したもの。海岸御手当人の

組編成の私案も提示し，その詮議を要望してい

るo 亥 9月の日付あり。

事・藩

の上書，子4月11日付。

〔軍制に関する違害〕

手写

2通 18cm

軍制に関し，本邦の軍法を本とし，且西洋~械

をとり入れるべき旨の達，村井又兵衛宛。

旧書名「軍制之義ニ付申波書」。

16.53-9 

軍

5615 

西洋火術之義エ付心得之趣御内遺書

前田家編縛方手写明治年間

21T 25cm 

巻首に「金谷与十郎心附番欲Jと朱番があるo

与十郎は，名は健尚，御先弓頭2∞石。

同じく「西洋流御挙用壮猶館等被為建直候御趣

意、奉恐議候儀乍如何左条エ申上候」とあり。前

号に同じ。

16.53-16 5622 内密問答書

有沢貞図著

手写

39T 23cm 

姦永4年(1851)原本成立。「此密嘉永四年有

沢沢右衛門貞悶之著述ナリ是ユ答フル内密問答

附録ト題セル岡田先生之撰述九ル一巻アリ合セ

見ルヘシ」としてそのあとに一巻が続く。鉄砲

を主体とする洋式兵制採用の可否について5的a

るo

16.53-10 5616 

16.53-17 鐘貝太鼓制法

13丁 11.5X18cm 

「陣屋より打出る作法」等鐙や螺・太鼓による

信号の応答定，附文久3年(1863)元日より 9

日までの勤務日記。

5623 

16.53-18 砲術之義ニ付達

中島興山著

1通 16X 18cm 包紙

早川徳三宛。砲術新流採用に付申波の覚。

「長防戦争新流之利器実地経験Jから今後新流

に改め，現在では専ら砲戦となるので，一同に

鉄砲を用いること，との御l主における決定を達

する。

5624 

御軍制御改正之義ニ付愚存番

山脇治右衛門

安政4年(1857)

17丁 2.l.cm

朝廷の御評論による箪制改正の義につき，西洋

流寧制導入賛成の立場よりの.25ケ条からなる

意見番。

16.53-11 5617 

16.53-12 〔軍備ニ付遥番〕

1通 .24cm

西洋流軍制の横行に対し皐国の兵法をもってあ

たるべきを説く。

5618 

積馬立・人備16.53-13 〔西洋之軍制採用に反対意見書〕

1通 15.5cm

旧書名「西洋之軍制jニ付意瓦書」。

5619 

〔御旗本御備立図〕

絵図 4枚 26x40ω

。大阪夏御陣御備，但横山氏家来松山覚書之趣

。御馬廻一組之備，但青地蔵人神尾主殿等地

。御旗本御備立，藤田内蔵允物語之由青地蔵人

日出

。人持組側立，向上，中川典克旧蔵。

16.53-19 5625 

16.53-14 〔西洋軍制採用の風潮に付達書〕

1通 18cm

軍制そのものよりも，圏内一致の武勇・ J忠義の

精神の必要性を説く。

5620 

.i 

16.53-15 
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西洋火街之儀ニ付心附之趣御内達書

手写

5621 



側ふ
画幽副島

寧 務・調 練

5626 合戦備押

手写

14T 12x36cm 

16.53-20 

横山政和記録の写。合戦に際しての各寧ftlj，人

員，装備等の配置を記載する。

， 5621 小身者出陣人馬積〔附小身者出立諸道具〕

5632 加陽備考

有沢永貞箸

自筆宝永5年(1708)

72丁 27，佃

16.53-ー26

内題「加陽御備定J.，加防御備定の始源等につ

き，大坂の陣の御伽見聞をもって記す。

16.53ー21I 5633 加陽備考 16.53-27 

有沢永貞編

手写延宝9年(1681)

13T 16.5 x 18.5cm 

務土の戦時に供連れする悲公人々数と奉公人の

持物につき記す。

5628 有沢私考 16.53-22 

有沢永貞著

手写

2冊 22叩 供 入

1.-.J3巻・追加よりなる。元緑10年 (1697)の

序文ありo 永貞の加賀藩における御備定・御国

政についての意見書。

5629 当藩分兵護国秘典

有沢武貞著

手写

16.53-23 

有沢永貞箸

手写

73T 27cm 

内題「カrt陽御備定J。横山政和旧蔵。大波両院ド

における加賀藩兵の配備その他を記したもの。

宝永5年 (1708)成立。前号に同じ。

5634 加陽御備定

有沢永貞箸

72丁 27.5x20cm 

別名「加陽備考J。前号に同じ。

5635 組分之儀ニ付伺紙面写

手写

4T 24佃

16.53~28 

16.53-29 

横山政和旧蔵。松雲院様御代，宝永7年(1710)

十二組御馬廻組分の儀，謙徳院御代，覚延4年

9丁 24cm (1751)組分の儀等伺齢。

事保17年 (1732)三州御岡場所人数配，非常時

人数配当方内密治定番。 I5636 当家御座備図

手写

5630 当藩分兵護国秘奥 16.53-24 巻子 1 31cm 包紙

16.53ー30

有沢武貞編 陣立人員配置図，巻未に軍役規定あり。

前回貞発手写文久2年(1862)

llT 23ω 

前回貞醇旧蔵。副題「三州御園場所人数配当」。

奥付「右者先年己来度々奉達御聴候趣ヲ以テ';1
然非常之節御人数御配当御内密御治定之処如

件，有沢森右衛門，享保十七年五月」とあり。

5631 (証器団扇采幣免状〕

手写

1通 18cm

16.53-31 

馬廻頭・小将頭・先手物頭・横目・使番に対し

て出された采幣免状の写。

5631 三州御園場所人数配

手写

16.53-25 I 5638 中将様御親翰持御諦控

有沢才右衛門編

16.53-32 

2冊 24cm

外題「当藩分兵護国秘典」。御悶ケ所31ケ所。

570.騎に子弟を加え7∞余騎の場所人数配霞番。
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天明5年(1785)

2通 16cm 包紙

寧の大勢に付き，異朝周礼之法，異朝軍役の法

により寧の構成，人員について述べるo



常
持

5639 軍用人馬出銀等図り 16.53-ー33

仮綴 1 (15通) 8 '"-16cm 

。知行米廻米図り覚

。御家中軍用御手当為御貸波之詮義歯

。借財番上御貸渡仕法

。米側御払等に付覚

。「出張出銀之義に付口上番」

増田九兵衛より八郎右術門・御近習家a:1:J宛

o諮・役御仕法相改りに付達書

。御領・他領出銀・兵糧相違密

。百万石四歩半役，人馬数寄上

。才JII々 上等割場覚

。御手当方足軽不足数積書

o割場・江戸詰・大阪詰等人高番上

。観臓許・御殿建の義覚

。浦山村御旅屋等書上

。玉薬奉行，上煮塩硝在高覚

。玉薬奉行，筒薬・口楽員数覚。

5640 [出陣人馬兵銀等覚書式) 16.53--34 

1通お.5畑

中川典克旧歳。給人召述人馬構成，人馬兵糠等

積覚の縦形。

5641 侍五十騎ー備ノ積

1通 22cm

五十騎ー備の人員構成績番。

16.53--35 

5642 御当家御備立之図 16.53-ー36

野村信由手写天保13年 (1842)

絵図 2枚 56X4伽・ 62X28ω 袋入

野村氏旧蔵。袋番「天保十三年八月茨木氏ヨリ

借用書写皐毛頭不許他見J。

5643 [御当家御備立図) 16.53ー37

絵図3枚 34x斜cm'"-48x 36cm 

。御当家御備立図

。御持筒奥村善右衛門組他備立図

。大抱隊等備立図。

5644 奥村内膳殿持組中御先手共備立之図〔他〕

16.53--38 

手写安政2年(18.55)

絵図4枚 2-1-x 36cm '"-36 x 4-7. 5CIn 

可
1
!
1

事・藩 学

前田恒敬旧蔵 ①奥村内膳阪井組中御先手共備

立之図②駒井頼母他筒・弓備立之図~.左

右備立之図 (2枚〉

5645 長大隅守組備立内考略図 16.53--39 

絵図 1枚 113x 116ω 

「此ノ図ハ大隅守殿一組ノ備立図考略図ユシテ

其役高ハ諸将ノ:本高ヲ以テ有沢武貞師ノ軍役通

解ヲ本トシテ四分役高ヲ以記兄…・・・」とあり。

5646 村井文兵衛組備立図

絵図1枚 35.5x斜佃

16.53--40 

5647 横山遠江守組備立ノ図 16.53-41 

絵図2枚 69.5x 47.5cm・95.5X71ω 

富田権六郎旧蔵。

5648 [当家〕野戦筒可指加ニ付備先見斗家老心得次第

16.53--4.2 

本多図聾著

手写

1枚 36X48.5cm

先手物頭・馬廻組等陣及び野戦筒配備図。家老

本多図書。

5649 (御備立につき鈴木藤作意晃容) 16.53-43 

鈴木藤作著

自筆

1通 16ω 包紙

鈴木藤作は嘉永3，4年(1850，51)に作事奉

行・御武具奉行など歴任。

旧書名「八陣覚書」。

5650 御備押井御行列等 16.53--44 

奥村栄通編

前田家編輯方手写明治年間

40丁・巻子 1・1枚 23ω ・24.5ω ・45.5x

79cm 

奥村栄滋所蔵の写。。御備押井御行列等目録旗

本備押之次第，御出馬之節御行列大概，臨時御

登成之節御行列，芝増上寺大門前出張人数寄，

芝増上寺大門前出張人数行列附o嘉永7年(18

54)旗本備押之次第之附図。御備押芥御行列等

之附図。
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寧 務・調 練

5651 筑前守様江戸表ニおいて臨時御備図等品々

16.53-45 

横山政和手写安政5年(1858)

32丁 24cm

。嘉永5年 (1852)r筑前守様御在府御手当」

。嘉永6年(1853)r筑前守様御在府御急事御

備JO嘉永7年 (185心「御在府御備図井前図式

部短正手留」。奥書に「右三品↑割田安政五年四

月於江戸表前図式部短正ヨリ備用之五月廿二日

清書之畢」とあり o

5652 小松御城御人数配御内定〔図等J 16.53-46 

手写文久3年 (1863)慶応2年(1866)

絵図3枚彩色 24X37cm

「松雲院御代小松御域御人数配御内定J文久3

年 (1863)写，横山政和旧蔵「小松御城御人配

大要島図J.r慶応年間小松御域御人数配御内

定J慶応2年(1866)横山蔵人写。

旧書名「小松御嫁御人数配御内定」。

5653 御備押之次第 16.53-47 

手写

3丁 創価

備立と人数，指揮系統について記す。

5654 [歩砲大隊人員〕

手写

8丁斜側

16.53-48 

外題「歩砲大隊人数J。内題「歩兵一大隊人員」。

歩兵，砲兵大隊構成・人員謹上。

5655 出馬之節行列之大概

手写

23丁 16.5x7.5cm

16.53-49 

近藤篤之旧蔵。大名出陣の行列附。「但押様之

次第必此通ユモ不可有，唯大様之趣也，是ニ而

惣人数図リ芥武器之調理ナスヘキ事也」の副審

あり。

5656 御出馬之節御行列之大概 16.53-50 

5657 御出張行軍之次第 16.53-51 

20丁目X12.5cm 

先払足軽より五番小隊，四番小隊の順に最後備

の日用頭野村次右衛門までの行寧配列を氏名入

で記す。

5658 臨時出馬之節行列之次第 16.53'ー52

前田家制斡方手写明治年|削

8丁おm

横山政和所蔵の写。慶応元年 (1865)横山政和

写を編縛方再手写。先備行列之次第・中備行列

之次第・後備行列之次第よりなる。

5659 臨時御出張之節御組中ヘ御談置等之ケ条書

16.53-53 

4丁目.5X32.5ω 

臨時出陣の際の諮取極確認事項盤。

5660 御門外御行列建場之図

島田常保箸

絵図1枚 67x邸m 袋入

16.53-54 

島田孝郷旧蔵。原題「総寧弁御旗本御備之図」。

式台前の配備及び御門外の配備図。

響 衛

5661 (御城御警衛方御逮〕 16.53ー55

安政2年 (1855)

1通 16ω 包紙

原題「安政二乙卯年三月十六日御城方江被呼立

横山遠江守殿御波候書取J0 加藤旦路l日j歳。

海防手当の為，人数出張の節，残りの人々御城

警衛の旨迷。

5662 (御城肉御警衛御手配〕 16.53-56 

手写安政2年 (1855)

5丁 2釦m

原題「御留守中近海江御人数出張御誠向御警衛

御手配」。横山隆康旧歳。御披警備組入数配書。

18丁目X12，佃 I 5663 御城井市中近海御手配内考 16.53-57 

表紙に「是を以惣人数之樹持武器等之調理迄な| 手写

すへき番」とあり。 2 tm 25cru 

o御城内，惣構に祷木繁茂の義に付申上書。
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。御l成~"t-市中近海御手配内考。各所人数配に関

し，各々の囚場・人数配に付き理由説明。

!日書名「愚考物追加草稿」。

5664 御留守中近海ヘ御人数出張後御城向御警衛御手配

16.53-58 

手写

5丁 24cm

横山隆康!日放。ニ御丸柳之1lJ1他警衛ケ所・・人数

配番。

5665 臨時御屋敷内御直御用→牛留 16.53-59 

中泉卯八郎編

前田家編棋方縦手写 明治年間

10丁 24.5cm

中黒善企所蔵の写。内容年代は元治元年(18 

64)。御屋!敏内臨時の節，南馬場御聞の小頭以

下番上など。

調 練

5666 大組御持筒足軽鉄砲指南役 16.53"→o 
仮綴 1(5通) 16.5側

延宝8年(1680)"-天!!J]4年(1784)の指南役

番上など。

5667 (松原杢右衛門勤功之番上等) 16.53→1 

手写

1通 15個

中川典克旧蔵。他ユ元禄14年(1701)より宝永

6年(1709)迄9ヶ年弓稽古的中など。

5668 御前的等覚書 16.53ー-62

島田常保手写

14T 12x 17m 

島田孝郷旧蔵。延享4年(1747)7月，前田重

照射的競技御覧における的中本数ならびに人名

の記録。

5669 (大的皆中之番付〕

天明 2年(1782)

1枚 32X45cm

16.53--63 

1 
事・藩 .叫{予

5670 璽教公大御的御中附 16.53ー64

天明3年(1783)

1通 18cm 包紙

重教公は10代藩主。包紙は有沢才右衛門銭。

5671 騎射中日記 16.53-65 

天明 6年(1786)

1通 171ω 包紙

前回貞醇旧蔵。 2月9"-11日， 3日間の騎射命

中数記録。

5672 (教千代様御弓初等作法書) 16.53-66 

事1I尾一通手写文政2年 (181の
5T 12x18佃

表題「天明八年二月教千代様御弓初芥御具足御

召初御作法書一巻」。神尾直射旧蔵。田辺群吾

所蔵の写。教千代は10代重教の子，安永 7年

(1778)生。 18才で没。

5673 泰雲公騎射番附等 16.53→7 

前田家編輯方手写明治年間

99T 23.5cm 

前回貞醇所蔵の写。軍事に関する御親翰等。

5674 乗馬御覧之次第 16.53-68 

1通 24ω 包紙

横山蔵人宛。

寛政3年(1791)，乗場略図，乗様之事を記す。

56お弓初井乗初之節之絵図 16.53→9 

絵図3枚 24.5x 35. 5Cn1・ 24.5x3邸m

47.5x48ω 

「犬千代」の弓初・乗初の指図。前田貞発旧

蔵。

。御馬見所図。御馬通行路図

。御居間書院御弓持等控図。

5676 (草鹿相勤候人々名寄) 16.53ー70

寛政12年(18∞〉

1枚・名札18枚 21 x 15cm・6x 1.5cm 

寛政12年4月17日金谷御殿の庭前で草鹿の礼式

が行われた時の射手の番附。石野主殿助ほか18

人の名札を附してある。
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5677 (矢代的稽古之節前後自分覚書〕

島田常保著

16.53--71 覧の打木浜翻斜!の際の翻意~.定。

1灯 12X伽 I5側
島田孝郷旧蔵。原題「文化二年四月吉田彦兵衛

〔調練御覧等記録) 16.53ー 78

仮綴1(15丁) 13 X 35ω 包紙

殿於的場矢代的稽古之節前後自分覚書」。矢.代

人数・弓小屋図，矢代的中り付等よりなるo

5678 人持頭分堂形於御馬場乗馬被仰付候一件始終留

16.53'ー72
富田某編

110T 12 x 18cm 

富田権六郎旧蔵。天保3・5年(1832・34)に

第13代藩主斉泰が藩士の調馬を観覧した時の記

録。

5679 武芸出情人御覧一巻

手写

2冊 12X18cm 

16.53-ー73

中川典克旧蔵。天保9年(1838)，~永 2 年

(1849)の武芸御覧人交名井業付等書上。

5680 馬術師範等拝領物之覚 16.53ー74

2通 15.5cm

。奥村丹後守家永島休楽他馬術・剣術師範の者

白銀等拝領物覚

。八島総助他剣術・弓術師範の者白銀等拝領物

覚。

旧書名「西丸御普請御手伝御用相勤之人々へ拝

領物之覚」。

5681 (於打木浜小川家火術御覧等之次第) 16.53ー75

4丁 12X36cm

早川随勝旧蔵。嘉永元年・ 2年(1848・49)の

打木浜における火術御覧打順等次第。

5682 筑前守様御歩水練御覧之節御仮屋等絵図

16.53ー76

嘉永2年(1849)

絵図 1枚 28X必m

小屋淵での水練御覧の施設図。

5683 銅線馳容 16.53-77 
7T 24cm 

横山政和旧蔵。嘉永3年 (1お0)，前回斉泰御

包紙「岡田氏取調草稿品々」とあり。嘉永3年

(185のより文久3年(1863)にかけての鉄砲

等調練御覧日時記，京都・江戸御供の人々年時

・人名寄等，明治元年(1868)に至る諸覚綴。

5685 人持組調練私考

新敬近著

16.53-79 

嘉永5年(1852)

12T 2おm

横山政和旧蔵。嘉永の外国船来航に対処するた

め，調練方につき記す。

5686 弓抱三隊操線図式

脇田尚方著

16.53-80 

嘉永5年 (1852)

8T 24m 

横山政和旧蔵。調練作法及陣屋前蹴出ニユテ備位

図等操練図。奥書「右此年嘉永五年二月三家之

需ニ応シテ書記シ了」。

5687 (於竹沢蓮池御大小将備押之次第) 16.53-81 

5688 

7丁 24.5cm

原題「嘉永六笑丑三月晦日;於竹沢蓮池御大小将

備押之次第」。横山政和旧蔵。前回斉泰臨観の

竹沢調練場における大小将の備押等書上。

〔武芸御覧ニ付交名等帳〕

手写

17T 23.5cm 

16.53-82 

嘉永6・7年 (1853・54)人持組の武芸を披露

した人々 の交名。

原題「人持組武芸御覧手付交名等帳」。表紙に

「嘉永六年七月廿五日半分御覧残り半分J、同七

年五月七日ユ御覧」とあり。

5689 調練四十くらが里

手写

16.53-83 

合綴 1(2冊) 24叩

。嘉永6年(1853)御廻組頭大橋作之進海防御

手当組ニ付於打木浜ユ調練軍装・陣取図等
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。:窃永6年 (1853)組々 へ々 。m立等調練一件ニ

付中談之仮留。

56ω 火矢打申覚 16.53-84 

11' 111八郎右衛門若

Li温 26cm

rl:t川典克旧蔵。打木浜における火矢の試射町間

見加の報告。

5691 浜調練方心得番 16.53一 部

有沢小十郎手写

7T 17.5X 12.5cm 

「浜調練ニ付向茂着束覚・浜調練ニ付役wi::之

割」などよりなる宇津木ケ浜・専光寺出村にお

ける寧事調練に際しての諸準備計画番，村縫殿

右衛門よって命じられたものo

5692 小笠原殿手合騎戦調練覚書 16.53-86 

1通 17cm

早川随勝旧蔵。安政4年 (1857)9月9日の小

笠原殿騎戦調練について見物覚書。

5693 流鏑馬井調練等記 16.53-87 

奥村栄通編

前田家編偶方手写明治年間

50T・1枚・絵図 4枚 23.5cm 包紙

<冊子>

① o於御庭御馬場小笠原家門弟之流鏑馬等御覧

名書等

。安政4年9月於東都鼠山下曽恨殿門的西洋

流調練之次第

。小笠原家門弟騎戦調練之図

<附図>②安政4年 9月下旬於東都鼠山下曽根

殿門弟西洋流調練，御老若方御見位有之図共

大概 (25x 155cm) 

③安政4歳9月丁未鼠山調練第3之図 (38.5x 

55cm) 

@安政4年9月9日於京都麹町騎射場小笠原家

門的騎戦調練之次第番弁絵図等(24.5X152.5 

cm) 

⑤小笠原門治騎戦調練之図 (24.5X3・icm)

⑤騎射番附 (40xお側〉。

-
h
?

・
1
1
・

事・藩 学

5694 高嶋流砲術稽古業番等 16.53-88 

小川権之助著

自銭安政4年 (185η

4冊 14x40叩

①・②・③「於大森村地先丁打場高嶋流砲術稽

古業番」。安政4年 (1857)11月7日--9日に加

賀藩士が武州大森村で行った砲術稽古者名簿。.

@r西洋地術業番Jor浜御庭1ft海手上覧，八月

廿五日Jとあり。 1番船--7番船よりの抱術訓

練の銃種・抱術者名簿。

5695 筑前守様騎射御覧ニ付諸・事留 16.53-89 

渡辺住太夫編

手写

45T 2J.5cm 

波辺Rlrl日}践。内容年代は文久 2年(1862)4 

月。

5696 (打木浜調練御備立之図J 16.53--90 

文久3年 (1863)

絵図 1枚彩色 35x75cm

原題「文久三年四月廿日於打木浜御術押御調練

被遊侠節御~Iü建之図」藤田与七郎旧球。

5697 本藩雑記 16.53ー91

39丁 24.5ω

文久3年(1863)寧艦操練所司l腕，参内，調練

〈於打木浜)J>軍制，幕末状勢などを記す。

5698 御旗本御備押絵図等 16.53ー92

手写

2冊・絵図3枚 18X 6 cm・12x36cm・16X

18.5cm........24. x 48cm 袋入

野村良旧蔵。袋の上番に「文久四笑亥四月廿日

於打木浜御調練被遊候節，御肱本御備押絵図等

入Jとあるが、文久4年は同 3年(1863)の誤

りo 斉泰が旗本備押の調練を行なった時のも

のo 御旗本御備押之次第，鐙貝大鼓之製法(以

上冊子)，御備立御絵図，御合印 2枚〈以上絵

図〉。御備立絵絵図は藩士名を附す。御合印は

火事の節の袖印。

5699 割場稽古所ニテ焔硝爆発之留番

手写

16.53--93 
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1 ，ii1 lflcm 調練時の人，組のfr~位図。

打場において稽古の時，焔硝に火移り一件見聞

記。 I5707英新式天覧私記

南保太郎吉若

前田家編縛方手写 明治年間

一

武

5700御鉄砲打初御規式作法図

手写

16.53-94 

絵図 1枚 24x41.5cm

御鉄砲打所絵図，道具，人民の配置図。

5701 (剣術鎗術形等御覧目録〕 16.53-95 

10丁 12X18佃

御大小将組・御膳奉行・奥納戸奉行・御近習番

.御馬廻組等の武術試技者番上。

5702 (中村与次右衛門鴻打の結果に付報告〕

16.53-96 

三輪盛右衛門者

1通 25佃

9月10日付〈年代不i約三輪盛右衛門より中JII

八郎右衛門宛報告。御異風おtrl"村与次右衛門が

津嶋ロ太田村の袈で鴻打のあIi来，玉数3ツ中2

ツ当った番上げ。旧密名「中村与次右衛門鴻打

之事」。

5703 (境村御用地代り地引高願〕

肝煎九郎右衛門等蒋

慶応4年(1868)

1通 2伽

越中境村，惣術稽古所御用地に付，岡村村役人

よりの引高願書。

旧番名「境村肝前九郎右衛門等願番」。

16.53-97 

5704調練場新建絵図

絵図 1枚 27x78cm

16.53-98 

5705 (操練所御用地図面〕

手写明治元年(1868)

絵図 1炊 54x66cm

原題「荻生村領内傍練所御用地図面J。文久4

年，明袷元年竿入国畑歩調理由

旧書名「操練所御地面図」。

16.53-99 

5706調練御備建ノ図

絵図 1枚 51.5 x 52. 5cnl 

16.!13-100 

魁込;

具

16.53-101 

54T 24cm 

南保太郎吉所蔵の写。明治3年 (870)4月17

日駒場野において英式練兵のもょうを明治天皇

の天覧をうけた記録。南保太郎吉は金沢藩士，

この時第二連隊第四大隊六番小隊の小隊長を勤

めた。

む

特18.54 武 具

5708 (堂形於御馬場乗馬六具搭附〕

手写

1sT 12x 18.5cm 

前田恒敬!日蔵。表紙に「後八月廿四日堂形於御

馬場六具ニ而乗馬御覧ニ付罷出候人々着用之六

具捺附」とあり，津田玄辞他13名の節手・脇当

16.54-1 

などの六具椿番上。

5709御鉄砲出来持御修覆筒直段極帳

手写

22T 24佃

内容年代，m!安4年(1651)--享保20年(1735)鉄

砲出来芥御修覆物等細工人々に申渡の儀詮儀に

付細工人害状等。御修榎筒直段極之事。盟約流

異風筒金具仕足物直段附など。

16.54-2 

5710 (御家中武具エ付玉井勘解由殿御申渡御口上覚書

写) 16.54ー 3

手写

4T 2-1-cm 

原題「御家中武具之儀に付元禄十三年院辰十二

月廿八日玉井勘解由殿御中渡御口上之御覚書之

写」。武具規定が混乱してきているため武具御

定の再編の述。

5711 [行山新右衛門口上番〕

行山新右衛門著

白鐙

l，iIi 2:1. 5伺

中川典克旧歳。武具.T1nをあけて武具をtt出した

16.54-4 
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軍 事・藩 .u4 
-r 

際の報告書。中JIl八郎右衛門，前回七町浜街

宛。

5712 小松御城附御武具井御弓御鉄砲其外品々残物之根

16.54-5 

御武具奉行中村喜三右衛門・岡部藤右衛門編

手写

8丁 12x18cm 

中川典克旧蔵。文中に「元禄八年三月廿一日よ

り享保九年十二月晦日迄請払御算用相極残物新

入共附札仕損物等帳面ニ記上之申候」等とあ

り。

5713 御持弓御持筒之儀ニ付控 16.54ー 6

前田家編縛方手写明治年間

6O'T 23.5cm 

横山隆平先代の手記。享保10年 (1725)3月写

の手写。弓・筒の管理方留記。

5714 御召料注文〔ニ付達書) 16.54ー 7

津田伝八郎・有沢森右衛門著

享保11年 (1726)

1通 24佃

御鎧・御室主・御頬・御寵手・御侃楯・御腕当・

御陣羽織など具足仕様注文書。中川式部宛。

5715 御うつぼの覚 16.54'ー 8

1通 29畑

中川典克旧蔵。中川八郎右衛門宛。注文の空穂

五本の装備，代金波方等につき覚。

5716 (御鞍鎧等御用目録) 16.5t!--9 

中川式部著

自筆

1 iiIl 17cm 

中川典克旧歳。武具奉行宛。内容年代，享保

期。

5717 役方密談 16.54-10' 

今枝直方箸

自筆享保12年(1727)

30丁 19.5ω

弓方之談，武様方之談，魚津之永原ト問答，鈴

数物情ノ閃穂，鈴瑚之品書面，使有沢氏尋問r

氏諸番之談，使有沢氏尋叔父執筆等之談合七種

よりなる閲番。弓の破損，武具修援などについ

ての加賀務の先例などを記す。

5718 御武具方留帳之内抜書 16.54-11 

手写

5丁 24ω

前田貞醇旧蔵。宝暦5年(1755)--明和 4年

076の御武具方御用留帳。表紙添書「但宝暦

八年十一月より翌九年三月迄之留帳之分焼出侯

由Jとあり。

5719 兵器集纂 16.54ー12

有沢貞幹著

自筆宝暦5年(1755)

51T 12x 18.5佃

御用番射す主水(隆振)より内々に御尋に付，

家中所持の武具数その他所見等を記す。

5720 小川七太夫覚書 16.54-13 

小川七太夫等箸

手写

2冊24cm

御火矢方御筒修理入用銀之義エ付申上之覚及び

増銀願書上。小川氏は代々火方御用を勤めた。

5721 武具馬具道具帳 16.54ー14

永原藤左衛門等編

前田家編縛方手写 明治年間

58T 23.5cm 

中川典克旧蔵。内題「宝暦十年御武具馬具御道

具帳J，宝暦10年(1760)r別囲御武具馬具御道

具帳j，同年「御道具外物帳」。

5722 (御弓矢奉行覚書) M.54ー15

浪来三左衛門編

手写

4T 2釦m

宝暦10'年(1760')--天明6年 (1786)にかかる，

「御弓矢新出来方御入用銀波り方之覚Jr御鉄

砲方御入用銀覚Jr御弓矢新出来方御入用銀ニ

応シ出来高図り」等よりなるo
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武

5723 (御鉄砲奉行覚書J 16.54ー 16

7丁 24cm

鉄砲奉行の鉄砲新出来入用銀高の覚など。内容

年代は明和~寛政期。

5724 御家老方取捌等諸事覚書 16.54-ー17

前回織江箸

自筆寛政9年 (179の
18T 12x 18cm 

前田道益旧歳。享保9年(1724)与力方等動方

覚，御武具出来方御入用銀波方之大低，御道具

御土歳調理等覚番。

5725 [軍装御定〕自分捺之分 16.54-18 

文化4年(180η

9丁 12.5x18佃

「右軍装御定自分捧之分於御細工所相頼候者江

出来可遺分Jの番上。

5726 (今枝民部殿より頼之弓出来之常番] 16.54-ー 19

手写

1通 15cm

文化14年(181η，今枝民部注文の弓三張出来に

付，吉田茂育より名判等相伝の事。

5727 異風之序 16.54-20 

4丁 14x19cm 

異風のいわれについて記述。異風とは短砲のこ

とo

5728 異風之御鉄砲刀ためし覚 16.54-21 

野村忠兵衛著

手写

1遇 2釦m

中川典克旧蔵。鉄抱万ためし見周吟味周密。野

村忠兵衛は御細工奉行。中川八郎右衛門等宛。

旧書名「異風之御鉄砲ためし党」。

-5729 硫黄相改申覚 16.54-22 

渡辺弥平箸

自筆

1通 24.5佃

福嶋少太夫預りの硫積改番。中}JJ八郎右術門

宛。

具

5730 敬之御箪笥御入方目録 16.54-23 

文政2年 (18]9)

4 T 24cm 

有沢氏旧蔵。 r平壱番御長持入Jとあり。敬の

惰笥調理平壱番長持に入れ替えの節，四・五の

引出し入方の寧魯関係書物目録。

5731 御武具土蔵格式帳 16.54-24 

吉田良左衛門等締

手写文政7年 (1824)

48丁 22cm

外題「御武具所格帳等」。脇田尚保旧歳。

御武具土蔵格式帳・相封御道具番附・佐渡守様

御道中御供御武具覚・若殿様今般御用之御旅行

御道具目録・表小将御番頭等御軍装方之部・久

世平助金森猪之助杉浦庄兵衛より指上候武探由

来番写・宝暦5年御親翰留など。

5732 御武具所御道具留 16.54-25 

御武具所編

脇田尚方手写天保15年 (1844)

62丁斜叩

脇田尚保旧蔵。内容年代，天保11年(1840)。

「直御預御道具帳J，r別囲御道具帳J，r御武具

馬具御道具帳J武具所収蔵の諸道具の記録。

5733 御武臭事行口達之覚 16.54-26 

富田九内・村上与一箸

手写弘化2年 (1845)

8丁 24ω

横山政和旧蔵。武具検分に際し，甲陽軍鍛をも

って足i慌の鉄甲等について述べたもの。

5734 御武具銀志らべ寄 16.54-27 

中川某編

弘化4年(1847)

8丁 12X18cm 

中川典克旧歳。文化7年(1810)よりの御武具

銀入払覚。

5735 御武具奉行手合御土蔵等書上 16.54-28 

手写

1通 23佃

御武具奉行・玉薬事・行手合の土蔵所在及び焼失
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です

学

弓抱矢玉薬数但小道員数鉛御貯用員数共記J。

前田栄次郎旧蔵。御土蔵奉行が御土蔵の道具類

を虫干の時一覧した道具類審上。

事・藩軍

以前の土蔵数・所在の番上。

旧番名「御武具奉行手合御土蔵二ケ所等」。

16.54-34 御用留帳

手写

18丁目XI2cm

前回栄次郎旧蔵。内容は安政5年7月，筒薬極

硝の数量調べ，見積りなど。

5741 

16.54ー29

16.54-35 御土蔵入等御武器具数帳

安政6年(1859)

15丁 23cm

成瀬正居旧蔵。武具土蔵の武器諸道具の員数を

記1Iit，

5742 

〔加州少将殿馬記録等〕

10通 15cm

①弘化3年 (1846)馬注文番

②馬名・馬種・年令等書上

③非擦に付紙面・夜光之事口伝

④口伝大極意，側にて厩有之候時手覚

⑤嘉永元年c1凶〉乗料大痛療治の事

⑤宗対馬守に朝鮮馬所望の事等

⑦，③弘化3年(1846)加賀少将，馬注文書

⑨弘化3年(1846)馬具等入用の品々盤上

⑮厩等の義に付書状。

5736 

16.54-36 〔御鉄砲所調方就任に付演述之写〕

手写

1通 15.加

文久3年(1863)御鉄砲所御鉄砲調方御用主附

就任演述の写。

旧書名「御鉄砲所ニ付達書写」。

5743 

16.54-30 武具渡方品目犠

脇田伊世幾著

前田図書貞事手写

4丁 12x35.5cm 

前田貞醇旧蔵。給人・歩土などへの武具波控。

嘉永3年(1850)

5131 

16.54-37 御鉄砲所御用日記

成瀬正居者

自筆元治元年(1864)

2冊 12x18側

成瀬正居旧蔵。

①文久4年(1864)2月より元治御改元

②元治元年(1864)11月より 12月。

5744 

口郡矢箆竹御薮所見分仕詮議之趨番上申帳

16.54-31 

能登部下村一楽・吉田村恒右衛門編

手写

9 T 24cm 

内容年代は嘉永4年(1851)。 口郡村々矢箆竹

薮見分により，御用に立たない箇所の詮義調理

書。

旧書名「口郡矢箆竹御薮所見分仕詮議書上申

帳」。

5138 

御鉄砲所大筒井尺筒員数留

成瀬正居著

5丁 12x18cm 

成瀬正居旧蔵。御家老方，御城方などより御波

の鉄砲等員数番上。

16.54-38 5145 

16.54-39 御武具方

武具所編

手写元治元年 (1864)

13丁 18x12cm 

前田恒敬旧歳。武具土蔵見分の節，足軽具足等

金制・平~I地・古製・新製・被鰐年限等調理番。

5746 

5739 続潜告私記〈ニ〉

有沢師貞編

46丁 12x18cm 

内容年代は嘉永4年(1851)--6年 (1853)御

軍装物品々調べ。筑前守様御召の御胴等御品附

目録・備後守様御召料御具足の細工者番上・嘉

永5年居合等稽古御覧審上等。

16.54.-32 
!

ー

'

1

4

'

16.54ー，33〔小松御城御土蔵入御武具員数等〕

前田短正手写安政5年(1858)

7T 2必m

原題「小松御成御土蔵入御武兵員数小松御!昨用

5740 

~ 
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一

施 設

5747 〔短エンビールド等購入之〕覚等 16.fi4-.m 

金谷与十郎著 特16.55 施 設

手写

12T 24cm 弾 薬 所

。慶応、元年(1865)，金谷与十郎の短ェγピー

ルド銃千挺買入契約覚 5752 塩硝御蔵御絵図 16.55-1 

。ゼロウレイロよりのシテヲフへγカウ号につ 天保3年(1832)

いて何番簡等。 絵図 1枚彩色 81x 158cm 

塩焔御蔵(土清水〉敷地図。

5748 〔火縄打筒鉄砲御指習につき代銀上納銀年賦返上

根帳〕 16.54-41 5753 〔土清水製薬所御用地分間打立縄入之図〕

加賀藩諸方所著 16.55-2 

慶応2・3年(1866・67) 慶応4年(1868)

2冊 24ω 絵図 1枚 58x83側

①慶応2年「火縄打筒三細工御指留ユ付万延元 原題「石川郡涌波村芥大祭村領之内土清水製薬

年より前銀波り細工方相淀候筒等代銀弁慶応、 所御用地分間打立縄入之図J。

二年御鉄抱御指止半出来等上納銀同三年より

g:②-弐慶万応ヶ年賦上EコJ 5754 〔土清水等御蔵筒薬在高額〕 16.55-3 

才 3年「火縄打筒三細工御指叡ユ付前銀波 玉薬奉行箸

り細工方相淀候筒等代弁慶応こ年御鉄抱御指 1通 16佃

止半出来等上納銀打込同四年より三拾ヶ年賦 土清水等三ケ所御蔵の所有筒薬・口;薬高密上。

返上根帳」。

l鵬「火縄打開工御t酔吋銀 幹 I5755 〔土清水製薬所絵図面写〕 16.55-4 
賦返上線帳」。 手写

絵図 1枚彩色 33x幻 佃

5749 飼料方 16.54'-42 原題「土清水製薬所先述テ御検査之節御絵図面

3丁 24-cm 写J官地，堀川，道，大桑村領，三山平蔵開拓

表紙に「馬飼料番Jの付札あり。僻蘭西流騎兵 地等を記す。

御馬飼育番。手入・飼料・道中飼方について記

す。 I 5756 〔土清水村1自製薬所絵図〕 16.5号一5

絵図4枚 77x 79. 5cm--83 x 80佃

5750 〔栗毛口伝書解〕 16.54-.~. 原題「加賀国石川郡土清水村旧製薬所絵図J。
手写 旧製薬所用地歩数絵図，屋敷絵図，用地絵図。

15ai 16側包紙

羽州栗毛馬御召に付，栗毛の口伝。 5757 土清水製薬所等敷地図面 16.55-6 

手写

5751 〔馬之名〕 16.54'ー44 10T !UX18側

手写 下回上村薬合所，鈴見鋳造場・試験場・部薬所

1通 16cm 等敷地図。

栗毛馬等の口伝番。

5758 〔土清水製薬所御盟内御用地起返入費賃寄上番〕

16.55ー7

大祭村奥野次郎兵衛等箸

明治71J!(1874) 
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13Ui 2-lcm 

製薬所御用地起返入費(~見込御応番。

5759土清水旧製薬所圏内歩数記

手写

16.55ー8

5760 

5761 

5762 

5763 

5764 

4丁 12X18cm 

大桑村領用地・官地ノ内閲，涌波村領分歩数記

土清水裂薬所用地歩数調等

手写

仮綴2(13通) 12-15.5cm 

16.55-9 

三山平造関盆地歩数・土清水旧製薬所御用地打

立歩数・土清水旧製薬所西堀切之外ト往来筋之

空地・製薬所官地反別・土清水旧製薬所之内官

地奉還方切分之反別等。

上野新村領等之内弾薬所縄入之図

慶応2年(1866)

絵図 1枚彩色 40x69.5cm 

]fl.55ー]0

弾薬所御圏内御上水取入新江筋分間絵図

16.55-11 

慶応2年 (1866)

絵図 1枚彩色 40x112cm 

石川郡上野新村付近。

〔上野新村領等弾薬所新江筋潰地打立板等〕

16.55-12 

慶応3-4年 (1867-68)

2冊 12x17.5cm 

慶応3年「上野新村飯牛坂村領之内部薬所御用

水江筋等潰地打立帳j，慶応4年「石川郡紋月

組上野新村領之内弾薬所増御用地打立帳J御達

之証控。

上野新村領弾薬所増御用地打立頓井絵図

16.55-13 

手写慶応4年(1868)

5冊 12x18cm 絵図5枚

45.5 x 108. 5cm 

彩色 39x56-

。慶応2年「上野新村領牛坂村領之内弾薬所地

立打立帳j(3冊〉，慶応3年「弾薬所江筋泊地

打立帳j，r上野新村領之内部薬所火薬所入御土

蔵建ケ所御用地J，く絵図>慶応 21J~ r郎薬所

5765 

5766 

5767 

5768 
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御j也取分間絵図」・「弾薬所御地取絵図j，慶応、

3年「上野新村領等新磁薬所御用水江筋等政j也

打立絵図j，慶応、4年「上野新村領之内弾薬所

火薬入御蔵建箇所御用地打立絵図」・「上野新村

領之内弾薬所火薬入御蔵建箇所御用地打立絵

図J。

〔上野新村旧弾薬所芥牛坂村旧試検場絵図〕

16.55-14 

手写

絵図 1枚 53x 223cm 

原題「加賀圏第三区石川郡上野新村旧弾薬所井

牛坂村旧試検場絵図」。明治6年(1873)-期の

旧際薬所・試検場・製薬所及び用水・道路絵図

附，旧蝉薬所・試検所面積書。

〔笠舞村・上野新村御用地引高願〕

笠智:村組合頭五兵衛等著-

自筆慶応4年(1868)

1通 2畑

16.55ー15

笠舞村・上野新村領内御用地分引高願状2通継

立。上野新村弾薬所増御用地等

旧番名「笠舞.村組合頭五兵衛等願書J。

〔小柳土清水製薬所御用地詮義之件) 16.55ー16

石川郡御扶持人等著

手写田辺次郎吉

巻子 1 16.5cm 

。石川郡御扶持人より御改作所宛，小柳・土清

水両御製薬所打込に付，引高・合盛米御波

願。

。製薬司?に相成潰地歩数・償米等書上党等。

〔小柳火薬御土蔵番所ニ付篠島左平等遼書〕

16.55-17 

篠島左平等著

石川郡手写

仮綴1(4通) 16.5cm 

。7月21日小柳火薬御土蔵門際に足軽番所出来

に付，引高の義達露。篠島左平より前回郵番

宛

。辰7月間番所用地の義に付達書。改作奉行よ

り

。反6月同番所建設要望書。製薬奉行より

寸

A 



~ 
J島

齢L

施

。製薬所硝石土蔵用地のLU~支銭用捨通知。

5169 (小柳製薬所合盛米ニ付口上書〕

小柳村肝煎吉郎右衛門等審

自筆

2通 24cm

16.55ー18

土清水・小柳両製薬所建立のため，村方よりの

用地御用とその引高に関するものo

①小柳村肝煎等答番

②涌波村組合頭等答書。

5110 小柳村製薬所御土蔵御用地目御子村領御松林地元

打立分間絵図 16.55ー19

慶応4年(1868)

絵図 1枚 56X108佃

5111 牛首村領弾薬所御用水新江筋潰地打立帳

16.55-20 

手写慶応3年 (1867)

10T 12x 18cm 

内容年代は慶応3年(1867)0 23番迄の縦横打

立帳控。

設

5115 (図上火薬御土蔵道造之件〕 16. 55-2.t 

仮綴1(3通) 16.5cm 

<l勝薬奉行より，上田上仮橋毎に出水に付，橋

懸・従来遊作直し願

②改作奉行より，田上領火薬御土蔵道造直し，

同所橋懸の義に付達

③篠島左平より前回弾番宛，河北郡田上村領火

薬御土蔵道造直愈義の義に付達。

5116 (田上火薬土蔵道造直井前橋懸ニ付口上書〕

16.55-25 

明治元年(1868)

1通 24.5側

河北郡上田上村肝煎等より十村宛。

旧書名「鈴見製薬所指懸ユ付口上番J。

官言、

5η1 (下回上村塩硝蔵地所分間絵図J 16.55-26 

手写明治6年(1873)

絵図1枚 28.5x38.5佃

原題「加賀圏第十五区河北郡下回上村塩羽織地

所分間絵図」。附，官地・竿除地・下回上村波

地反別書上。

5712 (牛首村領土清水村領弾薬所御用水新江筋之内抜 I5118 (野田村火薬庫地所絵図〕 16.55-27 

物打立帳J 16.55-21 I 手写明治6年(1873)

手 写慶応3年 (1867)

4 T 12x 18cm 

原題「牛首村井土清水村領弾薬所御用水新江筋

之内抜物打立番上申帳」。内容年代は慶応3年

(1867)0 20番迄の用水，道などの打立帳控。

5π3 (土清水製薬所内閲墾地払下二付〕三山平造指出

之絵図 16.55-22 

明治7年(1874)

絵図1枚 70x13cm 

地積書上げ。

5114 (土清水製薬所内開墾地払下願絵図J16.55-23 

明治7年(1874)

絵図2枚彩色 38x5t.5cm・39x41.5cm 

原題「加賀園石川郡字土清水旧製薬所内三山平

造閲墾地同人払下願之絵図J2枚は同一内容。

絵図2枚 33.5x42・39.5X55.5cm 

原題「加賀圏第三区石川郡野田村火薬庫地所絵

図J

5119 野田村火薬庫敷地図

手写

16.55-28 

仮綴1(1通・絵図2枚) 15.5佃・ 27.5x

39.5cm 

附，野田村・泉村地内字塩硝蔵山歩数寄上。

5180 輪島河井町領字矢田ヶ谷内ニテ火薬入等御土蔵地

元見取絵図

手写

絵図1枚4O.5x38.5cm

16.55-29 

本多衛政養所蔵の写。文久3年(1863)河井町

家建ヨリ七丁計，海岸ヨリ拾丁計の字矢田ヶ谷

内御土蔵地面取図。
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16.55-3.1 

16.55-35 

2通2-l.cm

村内に鋳造所建立のための用地御用を命ぜられ

た際のものo

①水寧懸，合盛米に関する答書

(号大工小屋仮設に関する答書。

旧書名「鈴見村製薬所合盛米ュ付口上番」。

16.55-37 

〔矢田村製鉄所之達書等〕

武部村与四助等著

自筆慶応4年 (1868)

1遇・巻子 1 16cm・16.5cm

①武部村与四助より御改作所宛，製鉄所取立予

定地内における当作荒起の義に付伺番

②篠島左平より前回将監宛，製鉄所用地中の田

地に関し定納ロ:米御償届。宮田利左衛門等より

御軍鍛方宛，矢田新村領御寧鰭方役所絵図面歩

数害指出通知及び①の写などo

〔鈴見村旧鋳造所潰地絵図〕

明治6年(1873)

絵図 1枚 33X162.5佃

原題「加賀圏第十五区河北郡鈴見村旧鋳造所泊

地絵図J。附，鋳造場・道路芥江敷反別番。

16.55-36 

〔矢田村製鉄所一件〕

真館与四助締

前田家編輯方手写

148T 23cm 

内題「矢田村傾等ニ而製鉄所御用地被仰付候一

件」。真館氏所蔵の写。慶応3年(1867)--明

治2年(1869)の鹿島郡矢田村製鉄所御用地関

係の記録司末尾に「矢田村領等エ而陸蒸気場御

用地附添j也面魚絵図Jを載せる。

〔矢田村製鉄所合盛米二付願〕

矢田村肝煎六右衛門等審

自筆慶応4年(1868)

1通 24cm

製鉄所内舟揚場に付，地貸賃償方詮義願及び合

盛米一作御償御波方願書。武部村与四助宛。

明治年間

~~~!，・
ー』・・

5788 

5786 

5785 

5787 
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16.55-30 

〔鈴見鋳造場用水江筋切替ニ付潰地歩数打立犠井

絵図面] 16.55ー31

石川郡・河北郡御扶持人続

文久3年(1863)

7冊・絵図3枚 12x7.5・39.5x56.5 

28x 79cm 袋入

原題「御鋳造場御用水新江筋掘立被仰付候ェ付

潰地歩数打立帳:汗絵図面」①文久3年「石川郡

牛疫村領f.'ii見御鋳造場御用水新江筋郷立被仰侯

エ付波地歩数打立帳J②同年「河北郡若松村領

鈴見御鋳造場御用水新江筋掘立被仰候ユ付潰地

歩数打立候J③文久3年「河北郡若松村領鈴見

御鋳造場御用水新江筋堀立被仰付候エ付波地歩

数之内援物打立候J@文久4年「鈴見村領御鋳

造場切広地元打立帳」⑤同年「鈴見村領御鋳造

場切広地元之内按物打立l限」⑥元治元年「鋳造

場切広地元打立候」⑦同年「御鋳造場御切広地

元之内重而不用ニ相成候地元打立帳J<絵図>

③文久3年「鈴見御鋳造場御用水石川郡牛坂村

頒河北郡若松村領江筋切替ニ付波地分間絵図」

③文久4年「鋳造場切広地元図J，r御切広地元

絵図J⑪元治元年「御鋳造場御切広地元絵図J。

16.55-32 

旧金沢藩元鋳造所外六ケ所地取調

石川県地券係編

明治6年(1873)

10T 12x 18cm 

鈴見村旧鋳造所・上野新村旧蝉薬所・土清水村

旧製薬所・小柳村元火薬製薬所持火薬時・大京

田村西側場・野田村火薬庫の跡地・加地の高，

反別調書。

16.55・-33

御算用場逮害等

手写

7 Jii 17cm 

〈鈴見村〉製造所火作場等作事，問所御閤歩増，

砺波郡十村借銭願，同郡十村御米川下中止願，

小松八日市と三日市境明地の諸地願など。

軍

〔鈴見村鋳造所合盛米ニ付口上書〕

鈴見村組合頭字右衛門等著

自筆慶応4年(1868)

所鉄造・製鋳

5782 

5783 

5784 

5781 
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的場・角場

5789 泰雲院様御時代的場出来之節下絵図 16.55-38 

手写

絵図 1枚 24x151ω 

前田貞醇旧蔵。的場作製下絵図。

5790 弓術御覧所絵図 16.55-39 

手写天保10年(1839)

絵図2枚彩色 15.7x 49.5cm • 26x 92cm 

5791 海防方御席ヨリ為御詮儀御尋エ付絵図御遥申候写

16.55-40 

手写安政3年(1856)

仮綴 1(絵図46枚) 24x36cm 

浅野川岸等角場絵図。

5792 (卯辰山辺ニテ角場地所詮義之件) 16. 55-.H 

御作事所等箸

2通 15.5・17cm

①沢村恒右衛門より村井文兵衛宛，卯辰山辺角

場地所之義ニ付改作奉行迷の通知。改作奉行よ

り，卯辰山辺角場の儀に付合盛米村方へ渡すベ

く違

②御作事所より，卯辰山角場普請差支に付，鈴

見村預，南馬場に変換詮毅願。

5793 (卯辰山角場地所二付回井村肝煎答番〕

16.55-42 

田井村肝煎孫右衛門・組合頭次平著

自筆

1通2-1cm

角場用地の田畑・山地に付，合盛米などの償方

答書。田辺次郎吉・御扶持人衆宛，国井村領用

地絵図附。

旧審名「回井村肝煎孫右衛門願書」。

5794 堀川角場等見取之図 16.55-43 

慶応4年(1868)

絵図 1枚彩色 40x83.5cm

細川在来の角場及び周辺武家屋敷・調1屋敷見図

防

5795 (堀川角場一件書類] 16.55ー必

慶応4年(1868)

仮綴1(13通・絵図 1枚)17--24・24x36cm

堀川角場を五拾問角場とする件につき詮義一件

書類。

5796 堀川角場絵図 16.55-45 

絵図 1枚 80.5x 72. 5cm 

前号に関連ー堀川角場拡張計画図。

5797 (於角場怪我人人高井痛所附) 16.55-46 

手写

1通 15cm

原題「当廿五日追分於角場怪我人人高井痛所

付J後欠。鉄砲の射的場における武士の怪我人

名と，打痛，やけど，怪我個所を記紋。

5798 諸角場御詮議物留I懐 16.55-47 

御屋鋪方編

手写明治3年(1870)

49T 2~lcm 

元角場地絵図面御波引高芥合盛償波等ユ相成候

ケ所調理番。

特16.56海防

献策・触留

5799 (文化年間〕書物留 16.56-1 

前田家編輯方縞

明治年間

2冊 23.5ω

能登の十村組〈武部組〉を中心とした能登にお

ける文化2年 (1805)より同 7年(1810)にわ

たる海防関係等の諸留帳。①御貸鉄勉弁御郡之

内所持仕来候鉄抱番上申帳・鉄飽打候者名前書

上申tT.長・浦筋海立浅深等番上申帳・牛馬数井舟

数寄上申帳・異国船漂着之体見付候ハ、海辺筋

御郡中村々ヨリ人歩走集所等審上申帳・外浦筋

之内羽咋郡笹波村領云々 ②異国船漂着之靭外

浦筋御出張可有御座所々心付審上ケ申l限・駒主

名前等書記中帳・古iT.1切事等密上申帳・能州四郡

おろしゃ船漂着之筋心得方等覚密・鎚鼠指シラ

ベ帳・医者井諸職人審記申帳・海辺村々之毅船

-203ー

ーー『・司



学

う申波書③海防方等過分物入に付検約方中波

書@村井文兵衛より英国人嫁下通行に付注意

書。

事・藩

稼之者云々・子浦駅へ村方ヨリ詰人馬等・異国

船漂流之時分心得方申渡覚書・呉国船漂流之畿

ニ付御内々御用一件袋中ユ有之番面等拾壱通之

写・本国井十村帳入定免新聞ー免下御図免新聞

草高定納ロ:米書出表。旧書名「審物留」。

軍

浦賀表へ異国船渡来ニ付被仰出之趣等留

16.56-9 

中川典義手写嘉永6年 (1853)

25T 12.5x 18叩

中川典克旧蔵。、異国船渡来・寧役などに関する

今校内記ほかの害状類留。

5807 

異国船手当一件

前田家編輯方手写

62'丁 23.5ω

異国船の松前辺波来等により出された，文化4

年・ 5年の御馬廻頭ヘ海防心得被仰波一件及び

天保3年より弘化2年迄の同件よりなる。

16.56-2 

明治年間

5800 

御親翰

中川典義縦

手写

7丁 12X18cm 

中川典克旧蔵。嘉永6年 (1853)前回斉泰が年

寄中に海防の要務に関して意見を徴したものo

16.56-10 5808 

〔異国船御手当ニ付遥〕

1通 16佃

異国船御手当方の遠所在住者難渋に付配慮方途

16.56-3 5801 

5809 異国船ニ付御親翰写

手写

4丁 24cm

中納言〈斉泰〉より村井又兵衛宛。能州筋海岸

異国船手当方申付書，同御親翰読書等。

16.56-11 

16.56-4 〔近海御手当ニ付御違〕

手写

3丁 24cm

近海御手当伺方等に付達也。

5802 

16.56-12 異国船渡来海防方仰出之儀ニ付伺番

村井又兵衛等著

手写

1通 24cm

海岸防備の上意に付，意瓦及伺番。

5810 

御親翰写

手写嘉永4年 (1851)

1通 17.5cm 包紙

富田権六郎旧歳。役義出立・諸具用意、に付，富

田織人宛。

16.56-5 5803 

16.56-13 周囲助右衛門心附書写

岡田助右衛門若

手写

16T 23.5cm 

海防御手当方心附意品種。

旧書名「岡田助右衛門心得書写」。

5811 

16.56ー 6異国船ニ付御親翰写

手写

3丁 各 比m

鎖国海防方申付御親翰。年寄衆宛。

5804 
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異国船ニ付御親翰写

手写

3丁 24cm

斉泰より奥村助右衛門宛。能州筋海岸異国船手

当方申付書。同御親翰請書等。

16.56-7 5805 

16.56-14 海防方愚考

前田外記者

6T 24.5cm 

村井文兵衛宛，家中調練方等に付試案審上。

5812 

16.56ー15〔国辺防備ニ付上意仰渡之覚〕

村井又兵衛等著

5813 

〔海防ニ付御意書等〕

手写

仮綴1(4通) 12x 171側

①寧制に関する御親翰御窓欝②奥村助右術門

より亜墨利加船浦賀渡来の義に付動揺のないよ

16.56-8 5806 

;
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自筆嘉永6年(1853)

1通 16.5叩

海

:lIl!m利加書翰に対する建議を老中より求められ

たのに対して家中でとりかわされた一件書状。

11月3日村井文兵衛より横山遠江守他6名宛。

11月23日長大隅守より村井又兵衛他2名宛。 12

月8日村井文兵衛他2名より横山遠江守他6名

宛の3件よりなる。

5814 [英船渡来之節伏木放生津浦心得番) 16.56ー16

斎藤庄五郎等若

手写

2T 24cm 

斎藤庄五郎等より御郡奉行・御改作奉行宛。猟

船の用意方・見物人整理等について記す。

旧番名「英船渡来之節伏木・放生津云々」。

5815 海防基元 16.56-17 

南保大六一友著

文久2年 (1862)

12T 24cm 

援夷の立場から海防の強化・軍装改革等につい

て述べた五ケ条からなる意見書。

5816 御触留帳 16.5o-18 

手写文久3年 (1863)

5 T 23.5ω 

横山隆太旧蔵。梅防臨時の節・銃卒稽古出役等

につき触の留。

注進 ・ 風 説

5817 異国船等雑記 16.56-19 

嘉永3年(1850)

36T 24ω 

内題「嘉永三庚成歳異国船雑記」。榊原氏旧蔵。

異国払可愛来，発見等に関する江戸・能州よりの

注進等風説書。

5818 異国船見聞録

手写

47T 24cm 

16.56-20 

榊原氏旧歳。嘉永6年 (1853)，ペリーの浦到

来航・ロシア使節の長崎来航に関する見聞記。

防

泉沢弥太郎の報告書を収録したものo 泉沢弥太

郎の報告相手は加賀藩土であり，弥太郎も加賀

藩士か。

5819 異国船渡来→牛 16.56-21 

奥村栄通編

前回家縞鴨方手写明治年間

2冊 23.5cm

奥村栄法繍蔵の写。

①嘉永6--安政元年 (1853--5.J.)j'jfif~表異国船

渡来一件ユ付江戸表ヨり御用状等之写

②安政元--3年(1854--56)異国船浦賀及大奴

等へ渡来ユ付江戸表ヨり御用状等之写。

5820 異国船一件

手写

101T 23cm 

16.56-22 

嘉永6年8月4日米船渡来之件ユ付御上書写同

年長崎へ魯船渡来ニ付応援之件，安政元年正月

米艦浦賀ヘ渡来之件，同年米艦波来之節金沢人

上田清三郎見聞番，浦賀町中へ触2通，浦賀等

御園之諸家ヨリ達書，香山栄左衛門哨，立石得

十郎附，御横目方松井永井等浦賀表ヨり見聞之

趣重役へ逮紙面，中黒六左衛門ヨリ細川家御園

之様子等申上候書取，米払U¥被下品書付，堀織

部為御用松前へ被遺書立，御横目方加納等神奈

川1=り見聞之趣紙面，異船防禦方虚飾ヲ棄実用

ヲ主ト九ヘキ旨等御園之諸家等へ蝕，亜米利加

船水桶之図，旦見亥三郎出張先ヨリ之紙面，御

横目方ヨリ紙面之写，米国ヨリ献上品等目録芥

同国へ被下品等目録写，安政元年2月10日;横浜

ニテ米人饗応之節之献立。からなり，神奈川表

に止宿し，情報収集を行っていた加賀藩土加納

源太郎・木村甚七の報告書を中心に収録。

5821 亜鉛風説問書

手写

71T 23.5叩

16.56ーお

別名「横目足軽従神奈川之届写」。榊原氏旧蔵。

嘉永7年(185心浦賀等之美船渡来の折，御横目

足軽及び浦賀町人懸塚屋権七よりの屈の写。横

目足軽として加納弥太郎・木村甚七の名あり。
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5822 (異国船来続・京都風説等J 16. 56-:U 

仮綴 1(11通) 14--16cm 

。豆州下回表在留アメリカ官吏出府之義達

。相11i浦沖ユ異国jit)漂着之風評申上番など。

5823 笑船方為御内御用上方ヘ罷越侯雑用番上申犠

16.56-25 

来l崎中嶋監太郎治・同所永匡庄三郎著

自筆文久元年 (1861)

1ST 24ω 

栗崎村肝煎の太郎治等が英船渡来の様子を上方

筋へ探りに出た時の宿泊費等の雑用銀番上帳。

得能覚兵衛・石崎市右衛門宛。

5824 (英船渡来之節伏木肝煎彦五郎等書状〕

16.56-26 

伏木肝煎彦副R等箸

自筆

仮綴 1(9通) 16cm 

英国船渡来による越後等の風間・様子の注進書

状綴。伏木肝煎彦五郎より得能覚兵衛・石崎市

右衛門宛5通。石崎市右衛門より御改作御奉行

所宛4通。

!

:
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5825 異国船雑記 16.56ー27

37丁 24cm

佐渡沖にて異国船迎j邑の届番等，呉国jllH関係諸

留。

5826 神奈川沖に於ける英船之状勢報告写 16.56ー28

鈴木七郎若

手写

1通 15ω

御閲番方使役鈴木七郎の報告番。文久3年 (18

63) 5月9日の神奈川沖における英船の状勢，

神奈川辺の見聞，および5A7日・ 8日の幕府

・英船の状況を報告。鈴木七郎は加賀藩士，安

政元年から閲番方伎役を勤める。

5827 極内間合之趣番上申幌 16.56ー29

野々市村三郎兵衛著

自銭- 安政5年(1858)

3 -r 2‘icm 

外国奉行遜行に付・，越前弁若狭筋取扱内閲，也・

守ーー，下、

事・藩 学

上の様子など注進申上書。

測 量

5828 加列|能州海岸村々海立了間等見取絵図 16.56--30

文久元年(1861)手写

絵図 5枚 28.5X354佃

商品定時旧蔵。村毎の海岸線の距離，沿海の水

深等を記したものo

①石川郡〈嘉永2年調理〉

②河北郡 (28.5X12白血〉

③羽咋郡 (28.5X237cm) 

@鹿島郡 (28.5x411叩〉

⑤鳳至珠州両郡〈嘉永3年調理.28.5x683cm) 

旧番名「加州能州海岸村々村建等見取絵図」。

5829 三州海辺図断草稿 16.56-31 

40T 11 x 17.5ω 

横山隆幹旧蔵。三州沿岸諸村の海辺旦数と村況

を記す。

5830 英国人為測量御領海可致渡来旨等被仰渡→牛

16.56-32 

改作所編

文久元年 (1861)

4冊2-1-.5佃

①英吉利船渡来ュ付御手当方御人配方遥等。

②英国海岸測量之義御指許ユ付御領海江渡来測

量等之節海岸筋御手直訪等御算用場より詮議之

趣御逮ユ相成候留写シ ③英国人江海岸測量御

指許相成御領海江茂可罷越旨被仰渡候一件④

英国人渡来可致義ニ付役所より場達等之留。

5831 笑船為測量可致渡来ニ付愈議方一件 16.56-33 

加賀藩改作所縦

手写文久元年(1860

9冊・仮綴 1(6通) 24.5<;m・12-1加 n

。英船海路測量之節海辺村々出役割等書上申帳

(能美郡，石川郡，河北郡分三i冊).英船測量

方ユ渡来之節組々海辺村々取締方等ユ出役手合

芥浦方之内二iii1用意;之船数寄上申帳〈口:郡).

英船為測量方御領海江習必長之瑚取締方等役付井

手当仕置候船数番上申蝶〈奥郡).英船海路為

測量渡来ニ付海辺筋役付書上申帳〈射水郡).
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海 防

英船測量として波来之節御注進方弁公義御役人 5836 〔加賀藩領演之絵図エ付御逮〕 16.56ー38

衆江務答方等奉伺帳，英船海路測量方ニ付手当 改作奉行著

方心得奉伺候〈合綴・諸郡分)，海路為測量英 手写

船沖合江相見江候節臨時馳廻方御用之海岸村々 1通 171佃

謹上，海岸出張所井見廻村々割之覚。<以上冊 幕府外国奉行の湊見分に際し，提出する藩内の

子> 湊絵図の書き方についての達書。

御改作御奉行所御出役御手合江附候御扶持人等

書上， (石崎市右衛門より御郡御扶持人・組御 5837 〔鹿嶋郡鳳至郡海岸測量方之届書〕 16.56-39 

才許中宛l 英船測量方に付村々取締逮)， (夷船 会田常次郎等著

測量之節海岸御備向・御手当方様子等覚).(応 1通 16cm

答方・食品等手当方猟船等覚)， (北村与十郎他 御普締役会回常次郎他沖良村沖合等，測量の件

10名より御郡所宛出張所人足数・石炭補給等指 手代よりの閲番。

図書)， (能美郡御役所訪・臨時出役等役附極

番)0<以上仮綴6通>。 普 固

5832 英船方為御内御用越後路へ罷越候雑用番上申犠 5838 臨時出張之節指物等相伺候=付被仰渡候等

16.56-34 16.56-40 

伏木太田屋彦五郎・高松米屋左一郎著 2通 16叩包紙

文久元年(1861) 加藤里路旧蔵。海防方御用に関するもので，海

13T 24cm 辺への臨時出張の際の指物・羽織等の細目通達

巻末「右英国船渡来之様子等内分間合方為御用 及海防方御席御用人名書。

越後国新潟等江罷越候雑用銀醤上之申候」。

5839 異国船御手当御用人馬受取覚 16.56-41 
5833 〔英国測量船所口入港一件留〕 16.56-35 文政13年(1830)

手写 10T 13.5X36佃

1通 35.5X号km 成瀬正居旧蔵。異国船御手当に付，臨時出張出

慶応3年(1867)5月26日より 6月2日にわた 銀受取，人夫・夫馬受取書等覚。

る英国測量船来航一件留。

5840 異国船御手当方御用申談之写 16.56-42 
5834 能州島之地海中混，IJ量図 16.56-36 山崎勘左衛門著

絵図1枚 彩 色 73X6Ocm 手写
横山政和旧蔵。七尾湾各所の海深測量図。 8T 24cm 

早川随勝旧蔵。九番組御馬廻出立御定・知行高

5835 〔改作奉行等達書〕 16.56ー，37 人馬数労役器御定・出張之節子第方之儀に付定

3通 171ω 等覚書。

①主付改作奉行「能州所ロ等国絵図記載ニ付差

出方害状」 5841 江戸表御手当方御内習御備等抜粋 16.56-43 

②主付改作奉行「外国奉行淡々見分ニ付湊絵図 弘化3年(1846)~慶応2年 (1866)
差方害状」 80T 24佃

③御算用場より主付改作奉行中宛。「外国奉行 弘化3年 (1846)江戸近海御備方人数寄より慶

等湊々見分ニ付御領国海岸井湊絵図御用ユ付 応元年(1865)上京御供人数の事までの海防関
達」。 係等。
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8丁 25.5cm

原題「行列之大概J。嘉永7年 (185.1)異船渡

来の時の行列の次第を，安政5年(1858)横山

政和が編纂したものo

16.56-48 

16.56-49 

5846 海防方御手当就被仰付候諸事留

手写

20丁おcm

加藤里路旧蔵。安政2年(1855)，事11谷治部等

三州海岸警備の為臨時出張被仰付一件留。臨時

出張人馬人員数恨雛形・旗本組立一統之定等

附。

16.56ー-50

異国船御手当御雇御用諸事留

榊原郁太郎編

手写安政4年 (1857)

14T 24<溜

能州海岸御手当方御用御勤に付諸準備方，人

夫・馬雇等留。

〔所口砲台為御用出役之件〕

杉本作左衛門等著

仮綴1(4通) 16.5佃

。杉本作左衛門より，所ロ砲台方御用に付測品-

方出役依頼 。同，所口砲台方御用に付奥口両

郡絵図・射水郡絵図借用依頼。等

5849 臨時出張之節人馬請取帳

神子田孫三郎・津田平兵衛著

万延元年(1860)

13丁24cm

成瀬正居旧蔵。成瀬主税宛。奥密「右私共弁組

魚津御馬廻之人々盤子第等出張之節人馬請取高

如此御座候以上Jとあり。

16.56-52 

16.56-53 

16.56-51 

〔越中筋持場臨時出張ニ付諸事窺書〕

8T 24.5ω 

臨時出張の節人夫・夫馬・与力等につき窺番。

旧番名「臨時出張ユ付御逮」。

臨時出張人高員数帳

成瀬主税著

文久元年(1861)

14T 斜 叩

~ 
ザ'

5847 

5848 

5850 

5851 
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事・藩

16.56-44 

14x21白羽・ 16cm

異国船井海防等書類

前田家編輯方編

明治年間

3冊幻佃

内容年代，嘉永3年(1筋0)......文久2年(1862)0

q漠園船渡来ユ付出張方被仰出候留等・軍装帳

・領国海岸江戸近海江異国船渡来之節云々・御

台場拾壱ケ所新規御普請御仕様杭木布丸太岩石

積り御勘定方より御波写取・御尋ユ付意見書ー

御内写物②江戸近海へ異船渡来出張等記聞・

異国船羽根田神江乗入侯ニ付為御手当壱番手芝

増上寺江出張之節行列・出陣之節御条目等・内

状等留・海防方伺之儀等一件③海辺御手当方

=付心得方申渡之覚・異国船御手当方一件番按

.海防方御用書抜・呉国船御手当方等臨時議仰

候節心得方内密調理方・於粟ケ崎浜調練之次第

.宇津木浜調練一巻。

江戸近海御手当方

4冊・ 3通・絵図2枚

40.5 x 27. 5cm 包紙

①江戸近海手当方人数積

②割場へ可被御出人馬高

③御武器御用意員数

④諮人急速可被仰付人馬。

⑤江戸近海御手当方調理の義伺番

⑤ 。 臨時人数指出の義に付申波

番

⑦嘉永3年(1850)急事御手当・仰の義に付調

理番。以上3通「奉伺御品入Jとある包紙

入

③・⑨備立図。以上絵図2枚。

16.56-47 

16.56ー必

〔異国船渡来について御手当方願書〕

神谷治部等著

手写

巻子 1 17cm 

加藤墨路旧蔵。異国船渡来による臨時出張の

節，御手当方について伺及願状o 事11谷治部他12

名連署。

16.56ー.崎

寧

明治年間

〔異船渡来之節〕行列之大概

横山政和蔵人編

前田家編輯方手写

5842 

5843 

5844 

5845 
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海 |坊

成瀬正居旧蔵。魚津町馬廻等出張の節，徴集人 I:5857 越中新川郡新浜泊両地在番中留

夫，夫馬数番上。御算用場宛。 I 大野木克親著

手写

5852 海防方一件

加藤文八郎義成編

前田家編絹方手写明治年間

149T 23.5cm 

「文久二年十二月ヨり文久三年三月中海防方一

件二付夫馬出方之義等御達ユ付能州諸郡調書及

伺方一件井銃卒御取立之件等」。

16.56-54 

5853 〔海防方〕留帳書抜

手写

4通 16cm

o文久3年 (1863)，横山義門より奥村内膳

宛，海辺御手当方臨時出張人馬等請取高上番

。町附足軽共新流砲術稽古に付御筒御渡願

。横山義門より前田土佐守他宛。海岸御手当方

出張により支配所緒方不行届に付指図願

。前田上佐守他海防方御名番。

16.56-55 

5邸4越中下飯野村字新浜在番達物等留帳 16.56→6 

富田織人編

手写

4丁 12X18cm 

成瀬正居旧蔵。嘉永7年(1854)越中新浜在番

となった富田織人による達書等の留。

5855 越中下飯野村字新浜在番達物等留帳 16.!i6→7 

嘉永7年(1857)

19丁 12X18cm 

大野木克征旧蔵。嘉永6年9月3日異国船御手

当のため，下飯野村字新浜に在番が置かれ嘉永

7年 4月14日富田織人真詳(人持組斜∞石〉が

任命されたa その際の達書等の記録。

5856 越中下飯野村字新浜在番留

大野木将人・横山斎宮編

手写

5 T 12X 18cm 

成瀬正居旧蔵。文久2年 (1862)期の新浜在番

16.56-58 

留。

地.

16.56-59 

66丁お側

文久2年5月""3年9月の覚書。下飯田村字新

浜在番は海防任務のため嘉永6年9月より能登

の宮木在番〈のち地頭町在番〉とともに設けら

れたもので，当時の在番役が大野木将人克親

(1650石)， また，文久2年12月5日付で泊在

番に転任している。

5858 泊在番御用日記

成瀬正居著

自筆

7T 12x18佃

成瀬正居旧蔵。文久2年(1862)12月4日より

文久3年(1863) 1月13日までのもの。次号と

対の記録。

16.56一切

5859 泊在番御用達留

成瀬正居箸

自筆文久2年(1862)

16丁 12X18.5佃

12月5日付で，横山斎宮〈従英)，大野木将人

(克親〉とともに就任した時から12月までの御

用達の留。前号と対の記録。

16.56-61 

5860 多賀氏留記 16.56→2 

前田家編輯方手写明治年間

59T.23an 

内容は，越中生地在番中諾事留帳〈元治元年)，

同心御雇之者云々等写9通@応元年)，越後

筋騒々敷ニ付鶴来表江臨時急出張=付諸事留帳

(慶応4年)，御歩足軽触帳〈明治2年，多賀左

近家来清波五郎左衛門編)，附元治元年7月伴

八矢京都へ急発足被命候節留記。

5861 輪島在住心覚留帳

大野木克親著

手写

63丁 23佃

輪島在住は嘉永7年8月4日に設置されたが，

大野木将人克親(1650石〉の在職は文久4年3

月1日~慶応4年7月22日で引続いて公事場奉

16.56-63 
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寸

5867 学校方雑纂

前田家編縛方縦

手写

2冊 23.5ω

内容年代，寛政4年 (1792)-明治3年 08

70)。
①学校方覚番，北藩秘鑑抜粋，入学生出席等

合*!，白隠洞轍掲示・付明倫堂掲示・言板寸

:ー・法，入学生学的，始而学則被仰出条々・明倫

堂経武館御規則，寛政4年明倫堂御造営二付

棟札之写，天保10年11年中，御横目所御沙汰

書写

②自寛政4年2月至明治3年12月，御触留帳之

内学校方一巻番按，両学校方御蔵板方御用要

文集持両学校方万覚帳両冊之番抜，万留帳持

手留両冊之書抜。

以上を収録する。奥村栄滋・田中正義・小脇

和平・成瀬居・不破清太夫・有岡益友の所蔵

本を抽出編集したものo

16.57'ー6

学事・藩

戸弓
昌

学校御触等留

手写

33丁 24ω

内容年代は寛政4年 (1792)2月--10月。明倫

堂・経武館開設にともなう定番，諮沙汰密類を

収録。

行に~!iiするが，この覚書は任命の日より鹿応 4

年7月15日迄。

16.57-1 

軍

学

還

藩

理

特16.57

管

5862 

学校御定写

手写

3丁 2羽田

内容年代は寛政4年(1792)。藩学校に掲示さ

れた定番の写。「加賀藩史料J10編 3.16P所

載。

16.57-2 5863 
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l
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l
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〔学校記〕

加藤盛房縮

前田家綿1降方手写明治年間

3冊 23.5-26.5側

原題「加藤盛房留記」。内容年代は天明 6年

(1786) -明治元年(1868)。天保7年(1836)

明倫堂の読師に任ぜられ，のち訓導・助教を経

て教授兼侍読にすすんだ加藤盛房の留番で，学

校御定之写，武学校御定之写，生徒学向修業之

程則，学校御仕法御修補帳等々より成る。

16.57'ー75868 
16.57-3 加。N金沢学校張紙之写

手写

7丁 24.5佃

横山政和旧蔵。前号に同じ。

5864 

明倫堂類表

文化2-14年(1805-17)

13T 25ω 

明倫堂運営事務の取扱い方に関する藩庁よりの

諸通達を「被仰出類Jr被仰渡類Jr御達物類J

等に分類，年次的に編集したもの。

16.57ー85869 

〔学校井武学校御関ニ付御作法之次第J16.57-4 

前田家編続方手写明治年間

7丁 24.5畑

原題「来月二日学校持武学校御関ユ付御作法之

次第」。前田貞醇所蔵の写。内容年代，寛政4

年 (1792)。明倫堂・経武館開設にあたって同

校修学の作法を定めたもの。「加賀務史料J10 

編所蔵。

5865 

5870 学校御定等

岩原恵編

天保6年(1835)

75丁 23.5cm

岩原性一旧蔵。

。学校御定等，御留野井殺生方等，火事御定等

16.57'ー9

5866 学校方覚書

前田家編輯方手写

52丁 23cm

内容年代，寛政4年(1792)-文政2年(1819)。

寛政4年，明倫堂及び経武館開設から享和3年

(1803)の学制改革に至る定書，両学校運蛍に

関する諸令違の書出。

16.57-5 
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藩

御倹約ユ付被仰出等，婚礼，家作振舞音信等よ

り成る。藩庁よりの諸通達の留番。

5871 学校方被仰出之写等 16.57-10 

大島桃年等著

手写

71T ?.3.5cm 

。学校方之義ユ付被仰出之写

。学校之義ニ付大島継直(忠蔵)等上容

。御学挙御修補ニ付大島(桃年〉心付

。試業弁書始末

。天保8年学校私考(大島桃年上申書〉

。天保9年御仕法帳追加〈 グ ) 

。大島清太(桃年〉生徒教育。

明倫堂助教の大島継直・桃年父子の学制に関

する上申書および天保10年の学制修柿に関す

る事項が主なものであるo

5872 (今般被仰渡候御規制之内御改有之度御ケ条〕

16.57-11 

llT 12.5x33.5佃

天保10年(1839)学政修補の諸規定に対し，そ

の一部修正を願いでたもので「生徒列之事」

「諸組会読江教授罷出侯事Jにはじまる大島清

太〈桃年〉意見書の他，学校運営に関する修正

案を収録する。

5873'学校に関する遼番 16.57'ー 12

手写

14丁 2~.5cm

木多政以所蔵の写。天保の学政修捕に関する務

庁からの諸令達をあつめたもの。

5874 明倫堂御規制 16.57-13 

手写天保1伴(1839)

8丁 23.5佃

天保10年(1839)学政修補時の明倫堂に関する

諸規則。「加賀落史料J15編所戦。

5875 小松習学所勤方帳 16.57-14 

手写

35丁 23.5cm

内題「小松習学所勤方附見廻り方心党J。

内容年代，弘化4年(1847) -嘉永3年(18

. . 

学

50)。小松西町・所在集義堂(別称習学所)の運

営・勤務に関する雑留番。金沢より同所への見

廻御用〈明倫堂助教の出講〉関係が中心。

5876 金沢学校創立記 16.57-15 

森田平次〈良見〉著

嘉永7年(1854)

32丁お.5cm

「小立野学校草創之図J47x62.5折込み。

寛政4年金沢文武商学校御創立之事，同諸事作

法之事，同入塾之事，同稽古田割之事，天保7

年両学校仕法替被仰付事，同明倫堂御規制，備

考江戸学問所規制など。

5877 経武館・壮猶館トノ関係 16.57-16 

14'丁 2化m

経武館・壮猶館の性格・機構などをもって両者

を比較。後半部に無名英傑伝として桜井文平等

につき記す。

5878 壮猶館御用隠密逮留 16.57ー17

成瀬正居著

安政元-3年(1854-56)

44丁 12x18伺

成瀬正儒旧歳。加賀藩の洋式学校壮猶館の館則

・被下方・動方・薬合方〈塩硝〉等の項に分け

て記す。

5879 壮猶館御用途留 16.57'ー18

成瀬正居著

安政2年(1855)

63丁 12x18cm 

成瀬正居旧歳。御筒玉之部，人之部，金銀之部

作事之部，御入之部，諸道具之部，稽古方之部

御入留，塩硝等之部，御蔵出之部，浜之部よ1り

なる。

5880 壮猶館御用日記 16.57-19 

成瀬正居著

安政2-3年(1855-56)

2冊 12x18cm 

成瀬正居旧蔵。①安政2年(1855)3月-12月

御用日記②安政3年(1856)正月-7月御用

日記。
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5881 火矢方役所壮猶館ヘ打込被仰付候一件 16.57-20

手写安政4年(1857)

26"丁 24cm

横山政和旧蔵。安政4年火矢方役所を壮猶館に

合併一件留。

5882 〔斉勇館規則) 16.57-21 

刊

5丁 23.5畑

原題「坂府兵学校御規則ニ模擬シ相定候大綱J。

小木東正旧蔵。通則・禁制・罰法・日則・入塾

之節心得より成る。斉勇館とは明治 3年 (18i 

70)，城内二ノ丸に開設された士官養成のため

の学校である。
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教育沿草史

石川県編

前田家編鴨方手写明治年間

J I輔冊お佃

外題「教育史料Jo
①石川県令岩村高俊上文部省番，旧加賀務立学・

校取調書〈上〉

②旧加賀藩立学校取調書〈下〉

③布令諭逮等留〈上〉

④布令諭達等留〈下〉

⑤学況一斑〈上〉

⑥学況一斑〈中〉一一大島忠蔵官具密

d洋況一斑〈下〉一一長井長吉等覚書

③蔵書目録〈上〉

⑨蔵書目録〈下〉一一附明倫堂経武館図十張

⑮旧加賀藩立壮猶館井醤学校取調要項

⑪命「道済館取調要項」憶保帯。

石川県が明治16年の文部省達により編纂したも

のo

5883 16.57-22 

• 

l
l
i
'
 

5884 石川県教育沿草史料中異聞の件取調書 16.57ー.23

戸水信義著

明治19年(1886)

10T 23.5cm 

前号「石川県教育沿草史料」中の「士族卒ノ子:

弟教育方法中」など12.項に関する史実との相違.

点番上。

事・藩 ~ 
ーす・

5885 学校沿草取調書 16.57-24 

手写

135丁(図表3枚) 23.5cm 

加藤恒・成瀬正居所蔵の留記類より抽出編纂し

たもので，天保の修補以降明治3年頃までの学

校沿革関係史料。とりわけ明治3年設置の中学

西校・東校の学則にくわしく，最後尾には明倫

堂所蔵書目録が掲戟されている。

5886 学況沿草 16.57-25 

前田家編輯方手写明治年間

103丁 23但

明治20年 (1887)，文部省へ提出の旧藩学校沿

草関係史料の編纂の際作成されたものの写しで

「学校沿革Jと「学況沿草考拠書類Jよりな

る。

5887 学況沿草考拠書 16.51ー26

手写

2冊 23m

「学況沿革」作成のため参考にすべく編集され

たもので，主に「政隣記」から技書。

師範・講師

5888 文武師範人紙面写等 16.57-27 

前田家編締方手写明治年間

76T 23.5佃

内容年代は寛政3年 (1791)'"-寛政4年(17 

92)。御家中文武芸能師範等仕候人々指出候紙

面之写，学校之義ユ付御朱印之写汗蝕留番，学

校役所御用方留帳，学校御開ユ付御作法留，学

校諸事御蝕等留帳，学校役人出方，学校向留帳

より成る。

明倫堂・経武館開設当時の関係史料。

5889 陸原之淳留記 16.57-28 

寛政6年(1794)

2冊 26.5佃

①国学元旦聖祭儀注，釈莱儀注草案，学官職掌

生徒初見式，生徒井試業人料帳，士列以上試

業細目，明倫堂御番総目

-②明倫堂御規制，経武館御規制，両学校御仕法

調理帳，両学校御修補節目之しらベ，学校諸
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品ム，

藩

役人進退記，学校御仕法御修補帳，従学心得

之事ー入学生出席方等格，

陸原之淳は越中今石動の人，京，江戸で苦学し

て帰郷し，のち明倫堂助教，教授となり，藩候

の侍読を兼ねた。嘉永5年隠居。

学

5894 藩の学校日記 16.57-33 

13丁 12X17.5cm 

冒頭朱書きに「墨ノ分天保十一子年，朱ノ分間

十二丑年」とあり，学校への出退，受講の内容

が記されている。

5890 馬術師範人等乗馬御覧之次第

手写

16.57'ー，29I 5895 学校方日記 16.57-34 

10T 23叩

内題「於武学校馬術御覧之次第」。文政 8年

(1825)旧記ノ抄。

5891 (明倫堂役料之覚〕

天保10年(1839)

1通 15.5cm

16.57-30 

明倫堂教授広瀬順九郎以下7名の役料を列記し

た覚書。

5892競師役向雑記等

手写

16.57-31 

嘉永7年(1854)

31T 12X 18佃

内容年代，嘉永7年(1854)6月"""7月。学校

主附村井文兵衛，横山大膳の勤方日記。経武館

関係、の記事が中心である。

5896 旧金沢藩諸師範人姓氏録 16.57-35 

3T 24佃

内題「於経武館諸師範人隔月稽古智u。
月毎の武芸教授科目と師範名表。

講義・稽古

40丁お.5ω I 5897 ニ之御丸譜番録 16.57-36 

天保10年(1839)藩学校の読師の勤方などにつ| 前田家編瞬方手写 明治年間

いて記す。

当病等ニ而役所見合候紙面文段，筆滞節番付文

段，同出勤之節番付文段，役所日振替之事，控

之節見合候事，看病引番付文段，忌引之節寄付

文段，役所引之事，控相止候節見合有之席割之

事，御審物番之事，毎月御書物出納日之事，弁

書之事，毎戯拝領被仰付候節之事，年頭於御次

拝領有之節之事，学校内杖用候節之事，駕館参

用之節之事，学校御囲之内無忠之面々無僕ニ而

高足之節御年寄衆江出合候節之事，文政七年御

出有之候節之事，文政九年御出有之候節之事，

文政十一年御出有之候節之事，有録の人々拝領

銀相止候事，両学校出座人衣服之義被仰出侯

事，素続生ヘ教諭方ヨリ相波候覚番写，両学校

江初而出座人達紙面案文，読師中被仰出之一

件，学校頭江被仰出侯読師勤方一件，教授助教

等役列之件等。

5893 (明倫堂書iI導等〕 16.57-32 

5丁 12x17.5cm 

明倫堂の訓導以下学校横目に至る拝命者を一覧

したものo 天保10年(1839)頃のものか。

35丁 26.5cm

二の丸において，天明 6年 3 月より毎月 8 ・2.~

日に経科講釈を行い諸頭に聴聞させたという記

録から始っており，文政7年(1824)から天保

6 年(18.~5) 迄の毎月の講釈者と内容について

記している。

5898 騎射願書

渡辺事内箸

白-筆文化7年(1810)

8丁 23cm

16.57-37 

渡辺府旧歳。渡辺喜内より横山引馬等〈学校

頭〉宛，騎射についての歴史的変遷を述べたあ

と，学校における騎射稽古の採用を願い出たも

のの草稿。

5899 稽古之次第書

安達周蔵著

4 T 24cm 

16.57-38 

稽古の思日，軍学関係論議の内容手順などを記

す。有数馬宛〈有沢数馬貞府か〉。

-213ー
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〔就学政修補稽古定等〕

前田家編韓方編

明治年間

58丁 23.5佃

内容年代は天保10年 (839)--明治2年(18 

69)。
。御学政御修補ニ付文武稽古方之御定

。〈天保10年)8月2日付，経武館掲示の定番

。天保15年 9月，句読師等稽古仕法番

。嘉永元年11月，今般就被仰渡心付之趣書記候

条々〈大島桃年上申書〉

。私議 ( 11 ) 

。入学生礼節条目 ( 1/ ) 

。嘉永4年，武芸師範人名帳

。大島忠蔵学校等之義ニ付書面

。規則下案井心付之趣〈明治2年〉。

マ

戸a晶
子・

①壮猶館御横目紙面に付申談ベく旨。定番頭宛

②海防方不破彦三番状通達につき。山崎忠兵衛

より所口御馬廻御番頭衆中宛 ③壮猶館江稽古

ユ罷出侯人々届方。壮猶館御横目里見右門より

前田内蔵太宛④銃卒取立方につき。

事・藩

16.57-39 

軍

5900 

16.57-44 壮猶館砲術稽古書

安政3年(1856)

仮綴1(5通) 12--15.5ω 

①安政元年 (1856)成瀬主税・横山内蔵助より

前田美作守宛，壮猶館鉄砲方・玉薬貯用等に

付申上書

②大小の筒打方稽古に付願書

③指引人・兵士・御歩人名寄

@御園御軍艦発機丸御船印

⑤長谷川源右衛門，天保15年 (1844)日記。

5905 

小松修道館定

手写

4丁 24cm

安政年聞に能美郡小松に設置された修道館の文

久3年(1863)当時の稽古定日定番。「文学出

座等定番之事Jf:武芸出座定之事Jr弓術砲術出

座定番之事Jr箇条書之事Jより成る。

「石川県教育史J第 1巻に所蛾。

16.57ー:455906 16.57-40 大学説問書・論語講説・量子講説

陸原之淳著

4冊 12x18佃

明倫堂教授陸原之淳講義録。

⑪建原先生大学説聞書

@建原先生論語講説

@珪原先生孟子講説巻ー

@ グ 巻二。

陸原之淳は天保2年(1830明倫堂助教となり，

のち教授となる。

5901 

l
i
l
-
-

・1
・
2

‘

-
o
;
f
t
・
-
iー

i
i
j

!・
0

1

1

4 16.57-46 壮猶館規則留抜翠

成瀬正居編

手 写 文 久4年 (186心

13T 12x 18佃

成瀬正居旧蔵。御親翰答書等壮猶館主附中等の

意見書及壮猶館稽古方規則。

5907 

〔明倫堂経武館記録〕

手写

24丁・ 1通 24ω ・16cm

学校運営に関する法令(前欠)0r明倫堂稽古

割Jri経武館稽古割J.および奥村内膳曾状写。

16.57-41 5902 

16.57-47 壮猶館御用雑記

成瀬正居著

文久4年(1864)

27丁 12x18佃

成瀬正居旧歳。銃卒員数調理，火器員数等銃卒

の配置・概要の留。

5908 

16.57-42 加藤豊房大学講案

加藤盛房著

手写

22T 23佃

嘉永7年 (1854)明倫堂における「大学」講義

案。

5903 

16.57-48 壮猶館雑記

成瀬正居箸

44丁 12x18伺

成瀬正居旧蔵。銃砲類の稽古，鋳造，員数等に

5909 

16.57-43 〔壮猶館へ稽古ニ罷出候人々届方等〕

皐見右門等編

43iIi 15.5cm 

5904 • 
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齢L

藩

ついて記す。

~ 
寸・

井上庄右衛門が御用之品々を醤き上げたもの

5910 壮猶館大筒員数留芥弾数

成瀬正居著

16.57-49 I 5917 滝之御開講釈御聴聞等之節之絵図 16.57→6 

文久期(1861--1863)

13丁 12x18佃

成瀬正居旧蔵。迎砲之部，忽砲之部，臼砲之部

小野戦筒之部よりなる。

5911 壮猶館大砲弾T

手写

2T 23cm 

16.57-50 

成瀬正居旧蔵。廿四斤迦砲他13績の大砲の矢倉

角度・丁着・装薬数寄上。

前田貞事手写文政13年 (1830)

絵図1枚 28x30cm

原題「於滝之御関経審講釈御聴聞等之節絵図」

富田氏所蔵の写。前田貞醇旧歳。講主，御座，

聴聞人等の位置の指図。

5918 雄飛館大砲方渡絵図 16.51一号7

絵図2枚 21x34叩・ 24x36佃

封't:;R館は壮猶館の前身。御筒等納ケ所・連子窓

等の見取図。

5919 金沢藩学校絵図 16.51→8 

5912 (壮猶館芥御鉄砲所御用日記〕

成瀬正居著

16.51→1 I 絵図 1枚彩色 36x組側

元治2年(1865)

図中に聖堂らしきものがみえることから，文政

5年(1822)仙石町への学校移転以前の見取図

21丁 12X18cm か。

5913 

内題「元治二乙丑年日記」。成瀬正居!日歳。lE

月元日より 2月14日にわたる御用日記。

〔砲術稽古ヱ付伺番〕 ]6.51ー-52

1通 16.5cm

二春流砲術の稽古を学校へ合併する件につき意

見を上げたものo

施 設

5914 (新井白蟻講番之図〕 16.57-53 

絵図2枚 ]8x25佃

寛政元(1789)--文化15年 (1818)r右三十年

来之事」の付審あれ「御居間之図J等。

5920 学校図井表 16.57-59 

絵図1冊(10枚・表1枚') 28x紛叩

。天保9年(1838)学校図但御建物地形図

。 同 学校図但御建物

。学校御広間絵図 (2枚〉

。学校御関取図

。御修補以前素読試業図

。天保10年(1839)修補後索読試業図

。筑前守様句読師会読度江御出御聴聞之節図写

。御玄関前出向之節図

。経武館射付御覧候処図

。土列以上一統試業年庚図

以上，明倫堂・経武館両校建物差図。

5915 御上棟御規式 16.57ー54I 5921 (商学校絵図〕 16.57-60 
前田家縮鴨方手写明治年間

12T 24cm 

寛政4年(1792)のものo 御上棟規式，規式役

人等について記す。付図として学校〈明倫堂〉

御関に付拝領物，聖像祭趨飾あり。

5916 御上棟御規式御用之品々

前田家綿綿方手写明治年間

7T 24叩

16.57-55 

絵図1枚 87x75.5cm 

明倫堂，経武館の差図。文政5年以降のものか

5922 学校惣図絵図 16.57-61 

絵図 1枚 108x98cm 包紙

高畠定降旧蔵。現兼六圏西南部に設置された明

倫堂，経武館構内絵図。
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〔経武館射場へ御出之節御先立落所持伺公所図〕

16.57-68 

事・落

5929 

軍

16.57-62 

三、島

〔武学校之図〕

絵図 1枚 53X42cm

横山勇太郎旧蔵。経武館の見取図。

5923 

前田短正等著

弘化3年(1846)

絵図3枚 24x36cm--27x 38.5cm 

旧書名「経武館射場ヘ御出之節御先立之図J

・ r経武館射場へ御先立労伺公所図」。

山・大聖寺藩富

16.57-63 〔学校へ御出之節絵図〕

富田外記箸

文政7年 (1824)

絵図1枚 38.5x36cm

「文政七年九月二日向学校江御出之節御先立之

絵図」とあり 13代務主前回斉泰の両学校視察の

際の図。

5924 

広徳館絵図

絵図 1枚 36.5x48佃

富山藩々校広徳館の差図。広徳、館は安永 2年

(1773)，富山銭外廊内に開設されたもので，

富山涯の藩校のはじまりといわれる。

16.57-69 5930 

16.57'ー'70広徳館内柔術稽古所絵図

絵図 1枚 27x39cm

柔術稽古場・西ノ稽古場・師範休県所を図示す

るo

5931 

勝千代様商学校へ御出之節御次第

手写

3T 24.5XI8佃

前田貞醇旧蔵。勝千代は13代藩主前回斉泰。前

田斉泰が明倫堂・経武館商学校を観覧する際の

諸土伺公に関するもの11ケ条，文政 7年 (18

24) 9月か。

16.57-64 5925 

富山藩学制沿革

手写

24T 24cm 

。旧富山藩学侮j沿草取調要目，旧富山藩立学校

取調要項，共立義塾々則ノw:略，旧富山藩江戸

藩邸内ノ学校等ユ係ル件，広徳、館釈莱之順序大

略，奨供略図及供物番上からなる。

16.57-71 5932 

〔学校ヘ御出之節伺公所図〕

前田貞事手写文政9年(1826)

絵図2枚 40.5x36伺・ 28.5x41ω 袋入

前回貞醇旧蔵。袋寄の付記に「文肘L丙氏歳入

月廿四日富田氏ヨリ借写置物也貞事Jとあり。

①「学校江御出之節絵図J

②「於武学校射場江御出之節御先立之図」。

16.57'一-655926 

16.57-72 (1日富山藩学制〕

前回家編韓方手写

13T 24cm 

明治M年 (1891)7月1日--7月5日の「富山

日報」紙上の藩学記事の抜粋。

内容は，旧富山藩の学制・士族卒の子弟教育方

法およひ港学校で・あった広徳、館の沿革・教則等

々が主である。

5933 
明治年間

〔商学校ヘ御出之節先立之図〕

前回短正手写天保13年 (1842)

絵図 1枚 38x53.5cm 袋入

前回栄次郎旧蔵。 r文政七年九月二日両学校江

御出之節御先立之絵図Jとあり。

il 

16.57-66 5927 

16.57-67 

」組

16.57-73 沿革審輯

江沼教育会等編

前田家編将方手写

2冊 23佃

内題「利箆君御所蔵沿革審縛」。

①「旧大聖寺藩学制沿革概略〈付図6枚)J。文

明治年間

5934 
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〔商学校へ御出之節御先立之図〕

中川典義締

手写弘化2年 (1845)

絵図2枚 52.5x 71cm・62x77，個

中川典克旧蔵。 2枚共同内容。

絵図端裏に朱番き「弘化二年九月廿二日筑前守

様両学校江御出之御都合富加霞」とあり o 天保

13年(1842)手写本に，弘化2(1845)年9月

22日藩主前田鹿寧両学校観察の時の次第を番加

えたもの。

5928 
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部省ヨリ調ユ付，とあり調人は江部教育会によ

る。時習館・重心館・有備館・逮材舎・温知舎

.査正館・啓蒙舎・家塾寺子屋等の設置事情・

教則

②「江沼郡捕鴨沿草略〈付図5枚)J。柳元老院

議官より依頼ユ付，とあり明治22年金子鉄三・

野尻保調査による。

附，中巻として「水産沿革」の項が総目次に見

えるが.r此ノ中巻ハ余り紙数モ少キユ由り製

本ヲ命セス水産ノ書類へ纏メ置ク」と朱書あ

り。
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ご・仏
J悶藩特16.6

①金沢区j也誌

②グ

③石川郡村誌中奥郷，25村

@問中村郷26村

⑤岡山島郷1併す

⑥岡山島郷1#守

⑦同長屋経11村・笠間郷7村

③同窓樫郷17村

⑨同 1/ 19村

⑮|司グ 17村

⑪ 悶 押 野 荘3村・横江郷15村・五筒校5村

米丸郷6村

⑫同大野荘24村

⑬同戸板郷13村・鞍月荘16村

⑬同 w.川荘18村・石浦荘7村

⑮同湯涌荘13村・金浦郷5村。

況

〈町

¥V 之

御用御目付衆定御答帳

宝暦5年 (1755)

20T 12X 17cm 

金沢・小松城之事，町方郷中惣人数，廻船所持

之者人数，領内名産，運上物，淑泉，江戸大坂

廻船渡，市場，寺社数，その他領内事情を記

~賞。

16.60-1 

『巳
品
目
四
回

町 村

方〉

-.~ 

前B

況

特16.60

5935 

5939御ケ条書を以御辱之品々番上申帳

安政5年 (1858)

l1T 24佃

石川部本吉町〈現美川町〉の草高，家数，人数，

舟数，入津品々，墨程等の町柄欝上。本吉町役

人より本吉町奉行に宛てたもの。

16.60-ー5

片周孫作筆録

前田家編輯方手写

67丁 23.5cm

内容は屋敷地拝領町役地子銀御赦免人々〈元禄

14). 元禄9年改之金沢町名，家数，金沢通町

筋丁割等の町方記録のほか，改作方，部方の御

定番などを含む。

16.60ー2

明治年間

5936 

16.60-6 松任町悶数打立之内引物書抜帳

前田家綿綿方手写明治年間

8丁 24.5ω

5940 

寛政7年 (1795)写の手写。明暦3年(1657)

町問改めた際の，小路，川，火除等引物した場

所の抜露。

改作初年号等

前回直娼誕百

手写

11T 24cm 

改作初年号の他，御知行商高辻帳之党，御領国

中町方宿方家教等を収む。

16.60-3 5937 

....1iIi 

松任町人口戸数等明細書

前回家締il母方手写明治年間

16丁 24.5cm

脊木篤太郎所蔵の写。明治4年(1871)の松任

町の人口，戸数，藩蔵，高，地子銭j也，役立商

売，役員弁給料，分課交名，借債，所方切紙

幣，貯用銭，明治3年 (1870)12月中の決算，

本町散町地方打劉万雑去年半季分，附属ケ所今

町去年掛銭を記す。

16.60-ー75941 
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加賀国金沢区地誌・石川郡村誌

大屋世会主等縞

明治13年(1880)

15冊 23.5cm

皇困地誌の一部で，金沢市内の町名，沿本，気

候，地勢，風俗，貢祖，戸数，人口，山，川，

堀，社寺，学校，諸官庁，会社，公共施設，物

産，民業などを記し，石川郡については，彊

域，幅員，管轄沿革， 里程，地勢，地味，税

地，無税地，飛地，字地，貢祖，戸数，人数，

川，社，物産，民業等を記す。干tj本「石川県史

資料J(1). (2)に収録。

16.60-4 5938 
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(郡 方〉

5942 御郡方有増覚書 16.6ト 8

前田家編輯方手写明治年間

2冊 23.5cm

①藩治一般にかかる諸記録。領内古城跡の記事

の他，加賀，富山両藩領内組別村名寄上，射

水郡郷庄付を収む

②射水郡村々草高番上，砺波部村々草高・免相

・新開草高等書上，加賀藩領村数番上を収

む。

記

5947 加賀石川郡宿町記

大底値歓等編

明治16年 (.1888)

87T 23.5cm 

16.60-13 

皇国地誌の一部をなすもので，石川郡の泊町と

して，金石，松任，美川，鶴来，野々市，柏

野，水島をあげ，それぞれ，位置，戸数，人

口，貢祖， 山，川，森林，道路，港，神社仏

悶，諸役所， 産業等を記す。刊本「石川県史資

料J(2)に収録。

5948 津幡由来番 16.60-14 

5943 御廻道筋覚書(能美郡) 16.60ー 9 I 森田平次〈良見〉縦

18T 12X 17，叩

安政5年(1858)5月13代斉泰が東海道廻りで帰

国した際，能美郡の廻道通行に備えての覚書。

能業部の租税高・村数・人別・牛馬・御蔵・名

所・!日跡等について記す。.

16T 24佃

加州河北部津幡四ケ町持宿建ユ被仰付一件〈慶

長より承応年間). 岡村御旅屋守少右衛門由緒

井ユ扶持高拝領被仰付一件，同部神谷内村領三

ツ屋之事を収む。

5944 今江組巨細掌記 16.uO-10 I 5949 口郡組々下調 16.6かー15

寛政4年 (1792) 前田家編韓方手写明治年間

124丁 11.5x 17.5cm 33T 23.5cm 

法師養五郎旧蔵。内題「組方掌」で，大町民の | 真館民所蔵の写。内題「口部組々割替下タしら

携帯にかかるもの。能美郡今江組17ケ村高免等 | へ」ロ郡の各組別に村々の草高，人数を盤上げ

巨細の他，同組内の新開高，畠高，村役人歴| たもの。

代，御印物・高札の写，温泉，寺社・祭礼等に

ついて項目別に記す。 I5950 JII水源流末橋々名所旧跡等調理廻状等留

5945 上河内組村々巨細書 16.60-11 

前田家編i障方手写明治年間

74T 23.5cm 

青木篤太郎所蔵の写。白山，三宮， 八幡， 中

嶋，吉野，佐良，瀬波，市原，木滑，木滑新，

中宮，倉谷，ニ文，見定，日尾，各村の文化9

年 (1821)調理の明細を記す。

5946 御廻道筋覚書(石川郡) 16.60-12 

317 12x 17cm 

安井顕比旧蔵。安政5年(1858)5月斉泰の石JII

郡内の廻道通行に備えての覚書。石川郡内の租

税高・村数・牛馬・御蔵・用水.90才以上・孝

貞の者の名，名所. IEI跡等について記す。

荻谷村七左衛門・相神村弥五郎編

手写

33丁 24cm

16.6かー16

宝暦13年 (1763)算用場より，羽咋・鹿島両部

の名所，旧跡等書上げを命ぜられたのに際し，

七左衛門等より村々へ出された，番上げ方廻状

や質問状等を収む。

5951 村鑑帳 16.6ト 17

前田家編韓方手写明治年間

2冊 23.5cm

真館民所蔵の写。内題「天明六年鹿嶋郡之内武

部付弥兵衛組村劉長」で，同年，御改法により

指上げを命ぜられたもの。

① 蟻ケ原村，二宮村，武部村，石援村，久乃

木村，坪川村，西村，今羽坂村，東江村，新
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治

原題「加賀越中古鐙湊々高数等調理ヶ条書」。

越中東岩瀬，伏木，能登所ロ，字出津，輪島，

福浦，加賀金石，本吉，安宅の諸港について，

草高，人数，入津・出津の品々，各地への旦

数，廻船石数と所持者，産物等を記す。安政5

年 (1858)三浦八郎左衛門・名越春三郎よりの

番上げ。

議

庄村，川田村，三階村，廿九日村，若林村，

飯川村

②江曽村， 中狭村， 八田村， 国下村，千野

村，多根村，古府村，藤野村，古屋故村，竹

町村，小池川原村，古崩す，矢田村，万行

村，佐野村，殿村，沢野村，麻生村，須能

村，菅沢村

16.60-ー，23加越能諸湊家数人数等調

9冊24cm

新川郡東岩瀬，射水部伏木，鹿島郡所口，鳳至

郡宇出津，輪島，羽咋郡福浦，石川郡宮腰，本

吉，能美郡安宅分。前号とほぼ同内容

5951 16.60-18 〔射水・砺波・新JII)三御郡しらべ

6 T 12x36cm 
富田権大郎旧蔵。各部浦方，宿等での治安，塩

方縮，年貢収納等在方一般の取締見廻の節の見

閲覚書。荒尾作左衛門より外記宛。

5952 

5958 加越能海岸港取調書写

手写

16丁 25cm

越中東岩瀬，伏木，能登所口，輸嶋，福浦，加

賀宮腰，本吉，安宅の各港・について，立地，家

数，地船数， 出入船数，問屋，移入，移出産

物，廻米量，漁業，陸路，海上里程を記す。

16.60-24 16.60-19 城端古文書写

前田家編縛方編

明治年間

86丁 23.5佃

戸長役場文書，普徳寺文書，荒木文平家文書，

鳥越徳、音家文書，桜井良察家文書，牧弥一郎家

文書，小原家鰭を収む。

5953 
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5959越中能登加賀海岸宿村家数人数等取調理番

16.60ー，25

手写

16丁 2必m

三浦八郎左衛門・名越春三郎よりの番上げ。越

中新川郡境以下32ケ所について家数，人数，寺

院数，砲台の有無を記す。

16.60ー，20泊町沿革史料

刊

16T 24cin 

第2編のみ，小沢助左衛門旧蔵。金森小太郎所

蔵文書，金森精画所蔵の文政年間「御田地割出

来時」の図を載す。

5954 

御園絵図船路之覚書

1通 25cm

加賀掘切湊，安宅湊，本吉湊，宮腰湊，能登阿

部匡湊，福浦間，五十洲問，河井湊，三崎間，

立壁間，小木間，字出津間，越中氷見聞，伏木

湊，岩瀬湊，水橋湊，滑川湊，小津湊，赤川湊

について，立地，規模，他湊との距離等を記

す。正保4年 (1647)の幕府への書上げの際の

ものか。

16.60-ー，265960 加賀国海岸宿村家数人数等取調理害

手写

22T 25cm 

家数，人数，寺院数，砲台有無の番上げ。

16.60-ー，21

方〉〈浦

5955 

御廻道筋井御見渡ニ相成侯村々高免家数調理帳

16.60-ー，27

5961 

安政5年 (1858)

6丁 llx171佃

能美郡及び「小松町地方拾ケ所」の分。

宮腰草高持家数人別および他国より入津之品々等

相調理番上申帳 16.6←28 

安政5年 (1858)

5962 16.6かー22加越能湊々高数等取調寄

与手写

45T 

5956 
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総

21丁 2.!cm

宮腰肝煎次右衛門等より官j原町奉行所へ宛てた

もの。寺庵名，船数及び持主名前等も記す。

5963 (河北郡〕海辺村々家数人数等書上帳 16.60-29 

安政6年 (1859)

7T 24ω 

荒木平助等十村より改作奉行所宛。家数，人

数，寺院，台場有無の番上げ。

5964 能登圏外浦海岸宿村家数人数等取調理害

16.60-ー.30

5965 

手写 〔安政5年〕

53T 25cm 

珠洲・鳳至・羽咋郡外浦村々家数，人数，寺

院，砲台有無の魯上げ札
3喧零zwg主g市議;手持吋絞殺常事

〔口郡〕海辺村々家数人数等書上幌 16.60-3f.J 

安政6年 (1859)

記

5969 輪島町村高井産物之品々等書上申帳 16.6ト '35

安政5年(1858)

14T 24叩

河井町組合頭与三次等より改作奉行所宛。村

高，家数，寺院，人数，澗!怒り船数，他国より

入泊吃品々，産物，瀞主旦程，持船，竹木積出

品数，船問屋等記載。

5970 (射水郡〕海辺村々家数人数等書上帳 16.6←36

安政6年(1859)

16丁斜.5cm

斉藤庄五郎等十村より改作奉行所宛。家数，人

数，寺院，台場有無の番上げ。

5971 伏木放生津家数等相調理番上申帳 16.6ト 37

手写 〔安政5年〕

2冊 24cm

家数，寺院，入津品々，舟数等を記す。 2冊は

ほぼ同内容だが，但番が少し異る。

40丁 24.5cm

石崎市右衛門等十村より改作奉行所宛。家数， I 5972 (新川郡〕海辺村々家数人数等番上帳 16.6←38 

人数，寺院，台場有無の番上げ。 I 安政6年 (1859)

5966 (奥郡〕海辺村々家数人数等番上帳 16.6ト 82

安政6年 (1859)

53T 24cm 

得能覚兵衛等十村より改作奉行所宛。家数，人

数，寺院，台場有無の書上げ。

5967 樋浦村高井家数人数等御尋之品々番上申帳

16.60-33 

安政5年 (1858)

7丁 24ω

石崎市右衛門等十村より改作奉行宛。家数，人

数の他，入津船数，入津品ほか，産業一般，地

理的位置についての番上げ。

5968 (鳳至郡宇出津町村高等相調理番上申帳〕

16.60-34 

宇出津村肝煎{藤右衛門等著

安政5年 (1858)

9丁 24.5cm

原題「村高等相調理番上申帳」。内容同前。宇

出津町肝煎藤右衛門等より改作奉行所宛。

降三

29丁24cm

家数，人数，寺院，台場有無の番上げ。伊東彦

四郎等十村より改作奉行宛。

5973 湊村高家数等番上可申旨被仰渡候ニ付取調理番上

申帳 16.60-ー.39

安政5年 (1858)

7丁 24ω

新川郡東岩瀬について，家数，寺院，入津品

々，舟数等を記す。束岩瀬浦方肝煎権吉等より

籾 l胸郡所宛。¥"6害多G霊平京高挙手:浮きfふ令
伝3f石f長ニi:t1物事官13J!客ょす略J。

5974 湊ケ所家数人数等御調理ニ付書上申帳 16.6か-.10

安政5年 (1858)

2冊 2側

内容同前。

①新川郡上条組西水橋の分。西水橋肝煎織之助

等より改作奉行所宛

②同組東水橋の分。東水橋肝煎権之助等より改

作奉行所宛。
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治

成雄rtiE吉旧蔵。金沢の町名をイロハ謝こして記

獄。

藩

16.60-41 5975 

16.60-47 金沢市中町名寄

手写

8T 2必m

富田権六郎旧蔵。金沢町域を11に分け，それぞ

れに含まれる町名を記す。

旧番名「金沢町名寄」。

5981 ノ、

浦方別家

16.60-48 〔城下町金沢方位審〕

1枚 40x28cm

金沢城を中心に東西南北の方位に町名を分類し

記したもの。

5982 

〔越中新川郡境町・宮崎村・泊町・生地村家数人

数調] 16.6←42 

手写 〔安政5年〕

仮綴1(5丁) 24cm 

泊町役人より差出。境村等の家数，人数，寺

院，台場有無について記す。

5976 

金城風相分野之図

1枚 38X39cm

渡辺府旧蔵。金沢城を中心に東西南北の方位に

ある町名を記したもの。

16.60-49 5983 

16.6か-50金沢方角之図

絵図 1枚 36 x35cm 

金沢械を中心に8つの方位について，各々の町

名及び軒数，辻桶の配置数等を記したもの。

5984 

〔魚津町〕御台場等御尋ニ付書上申帳

安政5年 (1858)

2T 2批m

越中魚滑可の御台場の有無，家数，人数，寺暁

明細を記獄。海岸御見分方主附魚津町米屋小右

衛門等より魚津町奉行所宛。外国奉行巡見のた

め番上げを命じた達書 1通を付す。

16.60-43 5977 

外国御奉行所御通行ニ付御台場等書上申帳

16.60-44 

加越能村名記

前田家綿綿方縦

明治年間

69丁お.5cm

国別，十村組別に区分し，村名にふりがなを記

す。

名〉〈村

5985 

安政5年 (1858)

2丁 24cm

内容|司前。氷見町年寄泉谷屋久左衛門等より今

石励奉行所宛。

5978 

16.60ー51

〔絵図指出につき添状〕

1通 16ω

外国奉行通行の道筋絵図，海岸絵図などを提出

した時の添状。 11月17日付，角谷与市郎等より

河合十郎左衛門等宛。

旧書名「角谷与一郎等口上書J。

16.60-45 5979 

16.60-52 加越能村名記

手写

35T 11.5 x 18cm 

三州各部の十村組別に村名を記したもの。越中

は砺波部の.一部のみ。

5986 

名村. 名町
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16.60-53 加越能同名村々帳

手写

12丁 25cm

森可参旧蔵。三州各都内の同名の村々とその草

5987 
16.60-46 

〈金沢町名〉

金府町名

成瀬正数手写天保7年 (1836)

6 T 8 x 18.5cm 

〔滑川宿浦家数等調〕

〔安政5年〕

2通 15・24cm

①岩成七郎兵衛より改作奉行所宛の家数，

数，寺院，台場有無の番上げ

②滑川肝煎九郎三郎等よりの宿方，

数，人数醤上げ。

5980 

ギ
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高を番上げたもの。藩政前期のもの。 I 5994 羽咋郡十村組々イロハ寄村名帳 16.6~0 

小畠友種箸

5988 〔村名付申新関所之覚〕 16.60-ー54 寛政10年 (1798)
巻子 1 24佃 10丁 8x 18.5cm 

原題「寛文四年より貞享元年迄村名付申新関所 羽咋郡の村々をイロハ順に列記し，各々が属す

之覚J定免の村32ケ村と見図免の村37ケ村とを る十村組名を付記したもの。

区別して記す。

5995 〔調理違有之村々仕立帳〕 16.6トー61

5989 (村名付申新聞所之覚) 16.60→5 

前田家編輯方手写明治年間

21T 25cm 

「貞享元年 (1684)以来村名付申新開之覚J，

「寛文四年 (1661)より貞享元年迄村名付申新

関税覚Joを収む。'5税対的指駒込首位。
I 5996 

5990 貞享元年以来村名付申新関所之覚 16.6かー56

1通 2批m

能美郡，砺波郡，射水郡，新川部の分で，定免

の村8ケ村，見図免の村23ケ村に分けて記獄。

5991 村名由来

前田家編韓方編

明治年間

60丁 23佃

石111・河北・能美郡由来帳(以上，能美郡犬丸

村北村与平所蔵の写)，元禄14年(I70I)鳳至

・珠洲郡村名由来帳〈北村愛三郎所蔵の写)，

貞享元年 (1684)砺波郡村々由緒啓上申帳〈金

屋本江村金右衛門所蔵の写〉より成る。

16.60-57 

5992 石川河北能美郡由来帳

手写

21丁 23.5cm

本多政以所蔵の写。宝永元年 (1704)原本成立。

村々由来書上の命のもとに各部十村中より提出

された由来帳を長瀬鵡兵衛と永原権藍がまとめ

16.60-58 

たもの。

5993 石川河北能美郡由来帳

手写

25T lI.5X 18叩

安井顕比旧歳。前号に同じ。

16.60-59 

-223-

8丁 24.5cm

享和3年 (1803)及び天保5年 (1834)に校江

村子村等調査の際の誤りを訂正したもので，鳳

至郡及び新川部の分。旧書名「享和三年名附帳

御曹出云々仕立帳」。

能美郡村々之内題内分り居申村々字等書記申帳

16.6Q-62 

文化6年 (1809)

4 T 12x36佃

能美都西俣村等32ケ村の垣内名書上げ。

5997 新川郡郷庄附村名書上申帳

文化7年(1810)

30丁 24畑

山室郷はじめ郷庄別1216ケ村のふりがな付村名

謹上げ。

16.6か-63

5998 ~新川郡かね山一村建=付定書井領絵図〕

16.60-64 

天保2.......3年 (1831....... 32) 

8通・絵図 8枚彩色 26佃・ 67xlω佃

①新川郡山室組吉金村領絵図，付吉野かね山之

者共一村建被付ユ付取極一札 (26回〉

②新川部山室組長棟村領絵図 (137x 217cm) ，付

長棟かね山一村建ユ付取極一札 (26cm)

③新川部加積組虎谷村領絵図 (151x 194.5叩〉

付虎谷村一村建=付取極一札(創価〉

④新川郡加積組下田村領絵図 (66x 111ω)，付

下田村一村建=付取極一札 (24.5佃〉

@新川部加積組河原波村領絵図 (76x 118.5cm) 

付河原波かね山一村建ニ付取極一札(24.5佃〉

⑥新川郡布施組松倉村絵図(150x222佃)，付板

倉かね山の儀一村建二付取極一札 (24.5佃〉

①新川部島組亀谷村領絵図(107.5x 157cm)，付

亀谷村一村立=付絵図面添書 (25cm)



5999 

6000 

6001 

6002 

6003 

11); 

60ω 

藩

③新川部島組新町村領絵図 (62.5x 108cm)，付

新町村一村立ニ付取極一札 (26cm)。

旧書名「金銀銅山八村分界精図J。

〔村名替顕〕

手写

1通 斜 佃

16.60-65 

能美郡山上組，灯台笹・明嶋村に関するもの。

天保10年 (1839)10月付。

旧密名「灯台笹村等寄肝煎三郎兵衛寄付写」。

〔一村建エ付舟場島と名唱願〕

手写

1通 24cm

16.6か-66

天保10年(1839)2月付，能美郡山上組上清水

.下清水・因子的3ケ村合併に関するもの。

旧番名「上清水村等寄肝煎三郎兵衛書付写J。

〔因子島村・与九郎鴫村御高打込壱村願〕

16.60-67 

手写

1通剖佃

天保1併手 (1839)2月付，両村は能美郡山上組

の新関村。旧番名「因子島村等寄肝煎清七等寄

付写」。

〔諸郡一村建芥村名唱替調理〕 16.60-68 

斜丁 24.5畑

原題「天保五年より同十四年七月迄一村建村々

芥村名唱替調理」。各村々についてその経緯，

高，免等調理番。加能越三ヶ国について記す。

〔能美郡古田唱替弁新聞→す立等書上帳〕

天保14:年 (1843)

2T 24.5側

16.6かー69

原題「天保五年以来古田唱替井新開一村立等書

上申帳」。石黒源丞等より改作奉行所宛。

旧書名「能美郡古田唱替芥新開一村立等番上

帳」。

〔石川郡古田村名唱替等書上申帳〕

天保14年 (1843)

3丁 24.5cm

16.60-ー'70

6005 

6006 

6007 

6008 

6009 

治

原題「天保五年以来古田村名唱替等書上申

帳」。運上嶋村，地質煎村，十一屋村の 3件を

記載。広瀬太郎左衛門等より改作奉行所宛。

〔能州口郡一村建高免年号等相調理書出申帳〕

天保14年 (1843)

9丁 24.5cm

16.6かー71

原題「天保五年以来一村建商免年号等相調理番

出申帳J。

〔砺波郡新開一村立高免年号等相調書出申帳〕

天保14:年 (1843)

9丁剖.5cm

16.60-ー72

原題「天保五年以来新聞一村立高免年号等相し

らベ書出申恨J。

〔射水郡新開一村立高免年号等相調書出申帳〕

天保14:年 (1843)

5丁糾ω

16.60-ー，73

原題「天保五年以来新開一村立高免年号等相し

らベ書出申帳J。

〔新川郡古田唱替井新聞一村立等書よ申帳〕

天保14年 (1843)

2T 24ω 

16.60ー74

原題「天保五年以来古田唱替井新開一村立等番

上申帳J宝田宗兵衛等より改作奉行所宛。

天保九年以来一村建村々調理帳

文久2年 (1862)

5冊 12x36cm

16.60-ー75

能鶏s4ケ村，石川郡3ケ村及びロ郡15ケ村，

砺波郡42ケ村，射水郡19ケ村，新川部31ケ村に

ついて記す。

6010 天保九年以来諸郡一村建村々調理帳

手写

16.60-ー76

2冊・ l，in 24cm・12X36cm・16ω袋入

①文久2年3月絵図方御用高木村藤右衛門より

の藩領全体， 115ケ村についての番上げに北

-224-
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総

村与十郎等が調理の上，改作奉行に提出した

もの

②同年2月付，①の案文。

以上冊子の他、番状は天保9年以来一村建村調

理の儀達方廻文。得能覚兵衛・石崎市右衛門よ

り諸郡御扶持人宛。

6011 天保九年以来諸郡一村建村々調理帳 16.6ト .77

手写

10T 24佃

内容は前号①に同じ。

旧書名「諸郡一村建村々調理帳」。

6012 (天保九年以来一村建之村調理→牛) 16.6ト .78

仮綴 1(4通) 16cm 

得能覚兵衛等よりの調理方復命番廻文及び石川

郡山嶋組運上嶋村，河北郡，奥部答申書。

旧書名「一村建村々之儀ニ付達書等」。

6013 (天保九年以来射水郡一村建之村調理一件〕

16.6()ー-79

仮綴 1(4通) 15.5cm 

調理に関する高木村藤右衛門と得能覚兵衛等の

往仮書状等を収む。

旧書名「一村建村々之儀=付達書等J。

6014 加越部名 16.6かー'80

佐渡備五郎手写嘉永元年(1848)

76'丁 24佃

能州を除く「加越村名録」の写。富田景周縞.

「三州志図譜加賀村籍巻之ー」を附す。

6015 能登園口郡奥郡組々村名犠

手写慶応元年 (1865)

2冊 24cm

十村組ごとの村名を記したものo①口部組々名

帳 ②奥部組々名帳。

16.60-ー'81

6016 (嶋新村と改名一村建之顕〕

〔明治元年(1868)J

lJ盈 24cm

本保孫八郎・井口;善三郎より御算用場宛，付許

可状。嶋村は砺波郡宮嶋組に属す。

16.6U"ー'82

I
I
i

民

記

6017 江州今津弘河御領の件 16.6かー83

前田家編輯方手写明治年間

39'了斜cm

「温故集録，廿六之抄」より加賀藩江州領地に

関するものの披書き。貞享3年 (1686)今津甚

四郎由緒書，明和8年 (1771)番上の今津甚右

衛門家伝文書写，貞享3年今津・弘川両村肝煎

由緒書を収む。

6018 江列11今津領由来記 16.60ー.84

森田平次手写天保14年 (1843)

70丁お.5佃

湯浅越腐所蔵の写。元禄4年 (1595)豊太閤御

印書写，富田景周箸「近江国巴回考'j，森田平

次著「同追考'j，今津甚右衛門由緒書， 明和8

年 (1771)今津甚右衛門よりの御印之物等写指

上申帳，同追加を収む。

町絵図・郡村絵図

〈町絵図〉

6019 加賀国金沢之絵図 16.6()-ー'85

手写

絵図 1枚彩色 381X344.5叩

寛文8年(1668)4月公儀絵図奉行所へ渡した

城下図の写しと考えられる。「侍屋敷」・「町屋

数」の記入があり所謂正保図の商法で描かれて

いる。

6020 加賀国金沢之絵図 16.6かー86

手写

絵図 1枚彩色 361.5X3斜佃

前号と同じ。

6021 賞。'/11金沢城下町割正極之図 16.6←'87 

有沢主主貞箸

自筆享保20年 (1735)

絵図 1枚彩色 88x99佃

高畠定時旧蔵。「賀州金沢減下町割正極之大図」

を1分10間 (6000分の 1)に縮小した図。 25種

類の彩色によって，侍屋敷地，寺社地，本町，

地子地，百姓地， 111，堀，道，滅惣構等を示

す。「日本の古地図」ω金沢・名古屋に収載。
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6022 (金沢城下町之図) 16.6←88 

手写

絵図 1枚彩色 332.5x 201cm 

文化文政期頃の城下町図。藩士名が記入されて

いるo

6023 (金沢図〕

手写 文 政4年 (1821)

絵図32:枚 315X316cm

内題「御普請会所，侍屋舗等間数附」。侍屋敷，

間前地，寺社の敷地及び一部の町屋・百姓毘の・

間数を記入した普請会所用の地図であるが，作

図貼合せ共に未完成である。文政年間の頃のも

のと考えられ，藩土名は記入されているが，町

屋数については本町と地子の区別のみを記す。

①本町通り〈片町，香林坊，堤町辺)，十関町，

河原町，西馬場，大豆田，三社一帯

②香林坊ヨり宮ノ前，本町通ノ東側(①の中ノ

細図)(156 X 109cm) 

③小立野〈石引町ノ南側)，下石引町，鷹匠町，

出羽町，二十人町(190X135ω) 

@天徳院，波着寺，如来寺，経王寺，上野新

町，ガメ坂(155x180叩)

⑤八坂，材木町，横山町，成瀬町，田井，橋場

町 (266x20仇m)

⑥尻垂坂，公事場 (152x 91cm) 

G波野Hl大橋，卯辰ノ寺々，大樋町端 (335x

252佃)

③彦三通 (56x78cm)

⑨上安江，・長田，三社，広岡，田丸町，英町，

鍛治八幡 (284x 225cm) 

⑪高巌寺〈三社，長町，古道ノ一部)(56 x40 

16.60-ー89

i
1
1
 

j

i

-

-

-

cm) 

⑪不詳部分〈未完成)(109 x 78cm) 

⑫長町一番丁辺 (56x89cm) 

⑬長町三社辺 (80x56cm)

⑬長町一番丁 (80X28cm)

⑮並木町・児玉小路 (55メ61佃)

⑮石屋小路，図書橋辺 (55x4伽)

⑫本多磐松屋敷辺 (54x67，ω〉

⑬不詳部分〈未完成)(82X8伽)

⑮不詳部分〈未完成)(41 x28cm) 

②地黄煎町新図(120x 55cm) 

⑫安江木町辺 (118x107ω) 

l
-
-

‘
 

o
l
i
-
-
1
1
1‘4
 

治

②照円寺，西本願寺，岩根町辺 (80x81佃)

@横安江町 (60x58cm)

@長町六番丁 (29x6Ocm)

②不詳部分 (78X28cm)

③長町四・五番丁 (56x4Ocm) 

@寺町，妙法寺，舜昌寺辺 (59x36cm)

⑧味噌蔵町辺 (41X39cm) 

@不詳部分〈未完成)(55x44cm) 

@姻昌路辺(未完成)(111 x 41cm) 

@石引町辺 (24x17cm) 

@大手町，殿町，今町，尾強町(112x83cm)。

6024 金沢城下町劉之大図

文政4年 (1821)

絵図 1枚 彩 色 287X2s7，ω

城を中心に金沢の中央部のみの絵図で，色分け

で侍屋敷地，町屋数i也等を区分する。有沢武点

の絵図の系統をひくものといわれているo

16.60--90 

6025 諸方調理御絵図 16.60-91 

:702. i!j;丁 24cm

天保元年 (1岱0)から安政6年 (1859)に至る

聞の金沢城下の侍屋敷地，町入居住地，用水な

どの絵図を収録。部分的に彩色。

6026 角家調理絵図 16.60-92 

319丁 24cm

安政元年 (1854)から慶応3年 (1867)の金沢

の角家を調査したもので，道路巾，角家の居住

者，家の大きさなどを記入している。各部分に

願人として町人名の記載がある。

6027 (金沢城下堀川口之図〕

手写

絵図 1枚 29x7伽

金沢の西北部分図で，浅野川に流入する堀川沿

16.60-93 

いの武家屋敷図。

6028 (石浦町近辺之図〕 16.6仔ー9.1

絵図 1枚 24X35.5cm 

高畠定時旧蔵。金沢の石浦町，仙石町付近の侍

屋敷を示す。

-226ー
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6029 (馬場崎町近辺図〕

手写

絵図 1枚 70x71伽

嘉永3年 (1850)以後のもの。空地の坪数を記

16.60-95 

入する。

6030 (御門前西町より袋町までの絵図) 16.60→6 

明治3年 (1870)

絵図 1枚 24X103佃

標題にある地域内の締と橋の寸法及び普請にか

かる御入用銭を記す。

記

牧忠輔は，寛政3年 (1791)小松御番頭，文化

10年 (1813)没。

6037 小絵御城図

牧忠輔著

脇田尚方手写文政13年(1830)

絵図 1枚彩色 41x56伺

表題に「御城下町割付Jと注記。図面には「天

保4年 (1833)初夏朔日得議図再E之金岱J

16.6かー103

とある。

6031 (品川町辺弐拾番組地絵図〕

6038 小松城等絵図

16.6←97 I 手写

16.6か-104

絵図 1枚 29.5x35.5cm 

金沢城下，田町，品川町，板前町附近の図。

6032 (金沢田町適附近図〕

手写

絵図 1枚 35X66cm 

田町通，品川町辺の明治期の街鴨図。

旧番名「元学校附組地絵図」。

16.6かー98

6閃3 小松御城中弁町共地割之絵図 16.6←-99 

手写

絵図 1枚彩 色 212x274.5但

寛文7年 (166の原木成立。特16.18ー.76と同

じ系統の図。

6034 加賀園小松絵図 16.60-100 

手写

絵図 1枚彩色 106x 134cm 

前田貞醇旧蔵。前号を縮小した絵図。

旧番名「小松絵図」。

6035 (小松絵図〕

手写

絵図 1枚 183 x318cm 

前田貞醇旧蔵。侍毘敷地と町地を区分してい

る。寛政13年 (1801)以前の図と考えられる。

16.60-101 

6036 小松御城図弁町割 16.6←102 

牧忠輔箸

金谷武英手写文化11年(1814)

絵図 1枚彩色 28.5x49.5ω

主

雌率三

絵図 1枚彩色 34x50.5cm

表題に「従三位前田鹿寧」とあり，前号・とほぼ

同L.o ただし金岱の修正が施される以前の，牧

忠、輔の作成したものの写し。

6039 小松総絵図

手写文久 3年(1863)

絵図 1枚彩色 104.5x 169.5伺

小松城及び町割図。修道館がみえるところか

ら，安政4年(1857)以降に成立したもの。

16.60ー105

6040 (小松城下絵図〕

手写

絵図 1枚彩色 35.5x68ω 

前田貞醇!日蔵。務政後期のもの。

16.60-1∞ 

6041 〔小松御城地労町中等絵図〕

手写

絵図 1枚彩色 48.5X36.5cm 

前田貞醇旧蔵。侍屋敷には海士の姓が入ってい

16.60-107 

る。藩政後期のものo

6042 石川郡本吉図 16.6Cト 108

脇悶尚方手写文政10年 (1827)

絵図 1枚彩色 34x46cm

石川郡本吉町〈現美川町〉における寺院，町会

所，藩蔵の位置，町年寄等，町役人の居宅を示

す。

印43 (石川郡〕本吉絵図 ・16.60ー1ω

絵図2枚彩色 27.5X39cm・17X63cm
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藩

安井顕比旧蔵。①本吉の御通筋，本陣，藩蔵，

御台場等の図 ②本吉を中心に隣村，山などの

絵図。隣村等への見通しの方向を附す。

6ω4 本吉絵図 16.6かー110

絵図 1枚彩色 27.5x38.5an 

前号①と同じ

!

l

i

l

 

l

-

l
l・
-
町

l

i

l

i

-

-

6045 宮腰御舟小屋絵図 16.60ー111

手写安政6年 (1859)

絵図3枚 26.5x 38cm""'47 x 72ω 

(うち 1枚彩色〉。藩主専用の舟小屋の間数，

位置の図。

6046 所口町奉行斉藤中務支配所絵図 16.6かー112

絵図 1枚彩色 81x 131an 

浜，磯際より家屋までの関数，海中深度等海岸

域を中心とした絵図。

6047 能登国第 1区七尾町見取絵図 16.6ト 113

手写明治6年 (1873)

絵図 1枚彩色 57x108佃

無税地，地子地，村々地，海，川，山，里中道

を示す。町名の記入がある。

6048 (高岡市街全図附城下概説，) 16.60ー114

絵図 1枚・ 1通彩色 121x 119cm・17cm

色別に拝領地，寺社地，町屋敷地等を示す。明

和から安永年間に成立したものと推定される。

「城下慨説」では，町名，家数，寺社数，町中

人数等を記す。刊本「江戸時代図誌」北陸道

(2)，富山文車ω「越中の絵図」に収載。

6049 (射水郡高周町総絵図) 16.6ト 115

絵図 1枚 彩 色 101x120ω 

町名，町域，道，江筋等を記す。高岡町地の

ほか，横田村等の 9ケ村領内にある高岡町分も

区分して記入されている。

6050 高周町見取図 16.6ト 116

井上二十郎手写

33丁彩色 23cm

明治6年 (1873)作成の町別町域図。毘敷地，

回，品，道等を色別に示す。

治

6051 魚津町惣絵図 16.6かー117

富田点詳手写嘉永2年 (1849)

絵図 1枚 68x78.5佃

富田権六郎旧蔵。藩蔵を中心に町名，道，川，

江筋を記し，寺社及びその宗派，侍屋敷地等を

記入しているo

〈絵図作成調理〉

6052 領内浦方絵図面抜書 16.6かー118

手写

巻子 1 16.5cm 

元禄期，幕府指出しの絵図面の記載を抜書した

もの。安宅，本吉，宮腰，川尻，福浦，輪島，

三崎，立壁，小木，宇出津，氷見，伏木，岩

瀬，水橋，魚津の各港の位置，泊船の状況等を

記す。

6053 砺波郡之内往来筋村間道程附帳 16.6←119 

文化7年 (1810)

12T 24cm 

国絵図作成のための番上。内嶋村孫作等より改

作奉行所宛。

6054 射水郡絵図之儀御答書 16.6ト 120

手写

76丁 23cm

。射水郡絵図面ユ番入可仕所々品無之書入難仕

分番記上申帳〈文化7年五十里村庄右衛門)

。射水郡絵図面之内住還道筋等橋ケ所井御付札

を以御尋之品々且文氷見唐嶋井海辺船路等之

訳別帳を以御尋之趣相調理番上申帳〈文化12

年中川村普左衛門，加納村兵衛〉を収む。

6055 能霊園地理誌 16.6ト 121

前田家編緯方編

明治年間

6冊おω

第 1冊""'5冊は元禄12年 (1699)""'14年，文化

10年 (1813)""'12年の御部絵図作成に当つての

番上げを中心に編纂したもの。往還，上使道，

郷村名及び村名由来，橋，神社，宿場，海深，

古城館，不審筒Fm御尋ユ付答書等を記す。①~

③は口部の分であるが③の産物書上に奥部の

-228一
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分を含む @・⑤は奥部の記載。⑥は能登四部

の名所旧跡，村別寺社書上等の他，享保 6年

(1721)公領海境争論，元文元年 (1736)能州

船朝鮮漂着一件，寛政9年(1797)加賀器領民

無人島漂着一件を載せる。

6056 (御郡絵図面能越境里数了間不同等御辱之品相調

理容上申帳J 16.6かー122

文化13年 (1816)

3T 24cm 

原題「文化十三年子四月御郡絵図面能越境里数

了間不同等御尋之品相調理書上申帳」。射水郡

中川村善左衛門等より改作奉行所宛。

6057 新川郡御絵図面御付札之趣御答書上申帳

16.60-123 

文化13年 (1816)

8丁 12X36cm

新川部絵図の内，付札部分34ケ所についての説

明書。

6058 ヨ1[1地磁 鵠 16.6ト 124

加賀藩絵図方役所稲

森田平次手写

20冊 23.5佃

「御絵図方留記」ともいわれ，幕府に進達する

領内の絵図を作製するため，郡方から地形，旧

跡，産物等を書上げさせたもの。

①「御絵図不審之所々，加州江沼郡之分」

「文政五年江沼郡村々産物之品々番上申帳」

「山代薬王寺由緒番」

「御絵図不審之所々，加州能美郡之分」

「文袋五年能美郡村々郷分」

「文化十三年能美郡村名垣内名相違相しらベ

魯上申帳」

「能美郡村々之内村渡り道程附帳」

「文化六年能美郡御絵図御附札之越承合申分

覚書」

②「文化十四年能美郡御公領境御書抜御絵図.-

御附札を以御尋之趣相しらベ番上申帳」

「文化十五年能美郡小松石部神社山王社由来

帳」

「文政五年能美郡諸建物品々番上申帳」

「文化十二年能美郡橋々字等相しらヘ申帳」

-229ー

記

③「文化六年江沼郡村名かな付帳」

「御絵図不審之所々，加州石川郡之分」

「文化六年石川郡郷珂納長」

「石川郡諸村之内枝村垣内」

「文化六年石川郡絵図之中御附札等之訳書上

申帳」

「文化十一年石川郡御尋ニ付絵図之内御答

書」

「文化十三年石川郡之内古城跡番上申帳」

「石川郡之内おもだち申川橋帳」

「享保十七年石川郡水島村源兵衛島村下柏野

村江被為下置候御印写書上申帳」

@r御絵図不審之所々加州河北郡之分」

「文化五年河北部惣村名附井郷庄付等審上申

帳」

「文化十三年河北郡城跡井垣内密上申帳」

「文化五年御付札之趣番上申帳」

「加州河北郡之内御絵図不審之所々J

「文化七年河北郡御絵図御尋之趣審上申帳j

@r文化十二年能登四郡古城跡館跡番上申帳」

「文化六年鳳至珠洲両御郡絵図面ユ雑記品々

芥郷庄村附等書上申帳」

「鳳至珠洲両御郡郷庄村々」

「能州土方領村名」

⑥「砺波郡御絵図之面御付札を以御尋之趣密上

申帳」

「文政五年砺波郡産物之品々書上申帳」

⑦「越中今石動植生駅立記」

「天明五年五ケ山両組紙屋名前しらへ帳」

「天明五年五ケ山両組去年出来皮格審上帳」

「五ケ山焔締出来之次第魯上申帳」

「文政五年射水郡産物稲名等相調理番上申

帳」

@r文化十四年富山御領婦負郡村名郷庄仮名附

=而書上申帳」

「婦負郡新川郡枝村記帳J

「東岩瀬西岩瀬猟場争論之義ユ付詮議書」

⑨「文化十四年御直封領国絵図書付」

「御園絵図以後為御用延宝五年絵図就被仰付

諸事調様井書付等記申帳」

⑪「加越能山川記」

⑪「加越能之内替義共郡々致吟味審上申帳」

「加越能之内珍舗事共算用場江御尋ユ付務上

ノレ写」



治

婦負郡芥新川郡之内御絵図面懸紙を以相改候目録

16.60-126 

山本五兵衛等よ

手写

30T 33X22佃

向上内容。天保8年(1837).

り篠原織部等宛。

〔加越能之内〕数ケ村入会新開地所書上申帳

16.6かー127

6061 

天保8年 (1837)

10冊 24佃

①能美②石川I③河北④羽咋⑤鹿嶋⑥

鳳至 ⑦珠洲 ③砺波 ⑨射水 ⑮新川の郡別

に，御絵図方御役所宛の番上げ。

能登国数ケ村請之新田地所害載之候目録

16.60-ー128

天保8年 (1837)

6丁 24.5cm

〔加越能三ヶ国〕変地其外相改之候目録

16.60-129 

6063 

天保8年 (1837)

3冊 24cm

元禄絵図作成以後の道・ JII・村名の変化，新村

建等について，絵図修正上の諸事項を記す。

旧書名「加賀国変地其外相改之候目録J.r越中

国変地其外相改之候目録J.r能登国変地其外相

改之候目録J。

16.60-130 変地帳仕立

天保8年 (1お7)

12冊 24佃

郡別に新村建，退転村など村の変更，家建など

について記す。

①江沼②能美③石川④河北⑤羽咋⑥鹿島⑦鳳至

③珠洲⑨新111⑪婦負⑪砺波⑫射水。

6064 

キ否

「御働也方由来書帳

⑫「三州古城跡」

@r文政九年三州海辺不審之覚」

「三州地名由来記J

@r延宝元年三月三ヶ国替儀共御穿盤ェ付御算

用場ニ而取集覚書」

「能美江沼古抗意」

⑮「越中高岡関野社伝来」

「享保二年砺波郡福野村藤吉岡所二吹場相願

鋳物仕義二付始終之書通書上申帳J

「加越能三州御修理地神社仏閣汗御柳付之社

寺領高」

「加越能三州諸都町立井宿駅家数等」

⑮「宝暦五年御園田附松平頼母殿大河内蕃兵術

殿御越之節諸事御尋御答書之写」

「能登国四部中御預所村名番石高付」

「加越能三ヶ国宿駅御定之馬数」

「徴妙院様御逝去後三ヶ国改作方之儀御穿撃

更ニ改作方被仰出一件J

「享保十六年二俣道往来一巻」

⑫「能登幕府領御預所村々高訳等巨細寄」

「宝永元年能登一覧記」

⑬「金沢城下ヨリ越中国境川迄名所道程」

「越中国所々御制札場等其外産物等種々間合

方道中留」

「御木神社来由等詳細記」

「加州石川郡倉谷銀山之事」

@r絵図為取替相成事」

「文化八年先祖由緒書上申帳」

@r享保六年十二月九日奥村内記殿以御紙面を

春出Ra百事行相勤答之旨被仰渡委曲別帳ユ記」

「享保七年，享保五年御収納御詰古米同六年

御収納新米越中伏木浦ヨり江戸大原江為積登

申出船御算用帳J。

務

6060 能登図」

6062 

j
j
s
d
必

越中三郡絵図橋付札云々

3T 23.5佃

射水，婦.負，新川各部に対し，既成の橋帳及び

郡絵図修正のため，橋名，不審ケ所，村名，城

跡，郡境等を付札，別帳により明らかにすべき

ことを命じたものo

16.60-131 6065 
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6059 河北郡七組之内御絵図面相洩申村々労相違之ケ所

等書上申帳 16.60-125

天保7年 (1836)

138T 24佃

元禄絵図と比較し，その後の村建，絵図との相

違ケ所等について記す。得能党兵術等より絵図

方役所宛。
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〈郡絵図〉

6066 (能美絵図〕 16.60-132 

絵図 1枚彩色 152x4∞佃
高畠定酵旧蔵。各村を郷別に色分けで記践。

6067 (右川郡絵図) 16.6ト 133

絵図 1枚 彩 色 146x205側

高畠定酔旧蔵。各村を郷庄別に色分けで記続。

道.111等を記入。

6068 加州河北郡図 16.6ト 134

脇田尚方手写文政9年 (1826)

絵図 1枚彩色 71x130cm袋入

脇田氏旧蔵。各村を郷庄別に色分けで記殺。

旧番名「河北郡図」。

6069 (河北郡絵図) 16.6←135 

絵図 1枚彩色 119X108cm 

高畠定酔旧蔵。各村を郷庄別に色分けで記載。

6070 (能登国羽咋郡鹿崎郡之図〕 16.60-ー136

絵図 1枚彩色 148X195cm 

高畠定時旧蔵。各村を郷庄別に，いろはの合印

で示す。街道，諸道が特に明記されている。

6071 (能州鹿島郡之図〕 16.60-137 

絵図 1枚彩色 65X60cm

原題「能州諸所絵図能州鹿島郡之図」羽咋郡

も含む。各村々を庄・保・郷・院別及び御預り

他の別を記す。

6072 (能州鹿島郡崎之内図〕 16.60-138 

絵図 1枚彩色 55x41佃

原題「能州諸所絵図鹿島郡的之内図J能登島

地図。村名，道を記す。

6073 (能登園鳳至郡・珠州郡之図〕 16.60-139 

絵図1枚彩色 175x270叩

高畠定時旧蔵。いろは合印で郷庄別に村々を記

す。御預地23ケ村を含む。

-"ぷ月以 日出品

脳益追

記

6074 (能州奥郡之図〕 16.6かー140

絵図 1枚彩色 75x86ω

原題「能州諸所絵図奥郡ノ図ナリ」。郷庄別

に村々を記載。

6075 (越中砺波射水郷分図〕

手写

絵図 1枚彩色 55x125cm 

高畠定鉾旧蔵。各村を十村組に色分けで示す。

16.60-141 

6076 (砺波郡見取絵図) 16.6ト 142

絵図 1枚彩色 147x220cm

村名，寺社領，川，用水，道筋等を記紙。

60π 〔射水郡分間絵図) 16.6ト 143

絵図 1枚 彩 色 55cmx61 

原題「射水郡一町五塵分限絵図」。射水郡の城

跡，寺社，蔵所，道， 111，山地，町支配所，組

別の村名等を記す。

6078 (新川郡組分図) 16.6ト 144

絵図 1枚彩色 153x183cm 

高畠定酔旧議。十村組別に村々を記す。富山領

村も含む。

6079 (新川郡図) 16.6←145 

絵図1枚彩色 160X148cm 

高畠定酔旧蔵。山間部を中心に，山名，渓谷名

等を記載。

6080 (新川郡絵図) 16.6ト 146

絵図 1枚彩色 63x47佃

金丸孔彰旧蔵。山名，渓谷名等，山間部を中心

に描く。

6081 (新川郡之図〕

手写

絵図 1枚彩色 81x76佃

石田太左衛門所蔵の写。山，川，主要道の他，

産物，土質等も記す。

16.6かー1.17
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6082 

6083 

6084 

6085 

6086 

〈村 絵

〔今江・柴山潟絵図〕

窪田次右衛門著

図〉

絵図 1枚彩色 35X48cm

務

16.60-ー148

今江・柴山潟の岸辺の地形，村名，大聖寺領境

等を記す。

〔能美郡今江木場両湖辺村落図〕

手写天和3年 (1683)

絵図 1枚 136X 136佃

16.60-149 

前回貞醇旧蔵。「万治三年(166の，飛腕守様御

替知広之刻判形相調取かわし申絵図之写」とあ

る。大聖寺藩主代替りに際し，知行穏となった

村々の境界をしるしたものo

加州徳橋郷三十ケ村等図 16.6かー150

絵図 1枚彩色 60x64cm

徳、橋30ケ村，苗代14ケ村，板津43ケ村，山上57

ケ村，軽海54ケ村，粟津24ケ村，御公領18ケ村

の各郷村名，河川を記載。

〔若原村領絵図〕

巻子 1 28佃

16.60-151 

能美郡若原村のもので，飛地字山田の絵図を含

む。旧番名「若原村預飛地絵図」。

〔能美郡絵図〕 16.60-152 

絵図10枚彩色 48X72cm

①安宅村，安宅新村と江沼郡日末村領堺図

②木場潟周辺大聖寺藩堺図 (59.5x107ω〉

③江沼郡，御公領堺図 (53.5X72ω〉

@御公領堺，尾小屋，西俣村御口留所図 (71X

48佃〉

⑤瀬波町村領内，谷図 (142.5x5仰〉

⑥白山川，尾谷川，河内11/，中川筋流入谷図

(59.5X36佃〉

⑦白山川流入谷，木滑，河原山御関所周辺図

(59.5X 36佃〉

③大日川流域，阿手関所周辺図 (53.5x 48cm) 

@澗公領堺，川原山関所周辺図 (141x6Ocm) 

⑪倉谷村周辺谷図 (71.5 x 36cm )。

6087 

6088 

6089 

6090 

6091 

6092 

6093 

-232-

治

〔加列1/鹿嶋之図〕

手写

絵図 1枚彩色 17x40cm

原題「鹿~II:~図J。安井顕比旧蔵。

〔加~ljI\石立浜之図〕

手写

絵図 1枚彩色 17x40cm

16.60ー15:i

16.60ー154

原題「石立浜之図」。安井顕比旧蔵。巡見用の

もので，海岸見分の御腰掛所を中心に描いたも

の。以下8点は同一番法。

印刷1/石立村絵図〕

手写

16.60-155 

絵図2枚 彩 色 17x39.5cm・27.5x28.5cm

原題「石立村絵図」。安井顕比旧歳。展望視野

の各部角度が記されている。

〔加~Iþ/笠間村絵図〕

手写

絵図 1枚彩色 28x39ω

16.6仔ー156

原題「笠間村絵図」。安井顕比旧蔵。御小休所，

御通道等を記す。

〔加抑l平加之図〕

手写

絵図 1枚彩色 17x39cm

16.60-157 

原題「平加図」。安井顕比旧蔵。柏野・福留村

周辺図。

〔加~I*/松任絵図〕

手写

絵図 1枚彩色 28X38cm

16.60-158 

原題「松任絵図」。安井顕比旧蔵。御本陣，御

1m道等を中心に街道，古城，藩蔵を示す。松任

は町方であるが，前後の号と同ーの書法なので

ここにおく。

〔加~III/宮保之図〕

手写

絵図 1枚彩色 17x39cm

原題「宮保図J。安井顕比旧蔵。

16.60-159 

~ー-

ぷ語



11'-. 

総 記

6094 〔加州北安田村絵図〕 16.60-160 能登嶋田ノ尻村，久木村絵図。村の来歴等の番

手写 入れがある。

絵図 1枚 彩 色 28x39an

原題「北安田村絵図」。安井顕比旧蔵。御通道 6103 能登園鹿嶋郡小栗村領地巨細仕絵図 16.6ト 169

を中心に記す。 絵図 1枚彩色 40x83cm 袋入

回・畠の名称，字名，居村等を記す。

6095 〔加列'1北安田村絵図〕 16.60-161 旧書名「能登国鹿島郡小栗村領地絵図」。

絵図 1枚彩 色 28x38cm

前号とj同e一。ちl
6104 輪嶋総略絵図 16.60-170 

lB零 にぷEヨキ不言語、23Jつ 手 写 文 久3年 (1863)

6096 鞍月庄十六ケ村等之図 16.60-162 絵図 1枚 49.5x56側

絵図 1枚彩色 43x60ω 高畠定酔旧蔵。町名，小路名，寺社，藩蔵等を

村々を郷庄区分により記す。 記す。

6097 〔河北郡〕太田・中条村之図 16.60-163 6105 城端町絵図 16.6かー171

絵図2枚彩色 76X56佃・ 111x 146伺 絵図 1枚彩色 38x62cm

地番表示図。 高畠定酵旧蔵。色分けで川，道，家，屋敷地，

蔵囲，町園地等を示し，寺社名，町名等を記

6098 〔河北郡〕潟端新村全図 16.60-164 す。

絵図 2枚 53.5x77cm・39X54cm

1枚は新聞糊を 1拠地番を表示川|附越中砺波郡五ケ山々中絵図 16.6か-172

の。 絵図 1枚彩色 28X39.5佃

金谷孔彩旧蔵。五ケ山を中心に福光，城端，八

6099 〔羽咋郡梨谷小山村古絵図之写〕 16.60-165 尾辺までの川筋，本道，間道と主な村名を記

手写 す。

絵図 1枚 62x142cm 

易生谷小山戸長役場旧蔵。回，畠，新田ヶ所等を 6107 越中婦負郡野積谷地絵図 16.60-173 

記す。 手写

絵図 1枚彩色 109x 77cm 

6100 〔鹿島郡須曽村絵図〕 16.6かー166 岡本昭悩所蔵の写。新川郡，婦負郡，野積谷の

絵図 1枚彩色 35X46佃 各村を色分けで示す。寺社，用水，道.HI.論

原題「能州諸所絵図」。鹿島郡能登島の須曽村 地山等を記す。

と須曽村から対岸を臨んだ絵図。須re村内は塩

浜道路等を糊こ記す・以下3点は同一番 I6刷 〔新川郡沼保村彦四郎元組舟見村等領絵図〕

法。 16.60-174 

文化8年 (1811)

6101 〔鹿島郡須曽村八景之図〕 16.60-167 絵図 1枚影色 154x312cm

絵図 1枚彩色 36x 47cm 原題「新川郡沼保村彦四郎元組舟見村，明日

原題「能州諸所絵図Jor能州鹿嶋郡嶋須曽村々 村，栗虫村，下若林村，桑畑新村領絵図」。

図也同八景」と記す。村内各施設，網場，村高

等を記す。 6109 〔越中国宮崎浦図〕 16.60-175 

絵図 1枚 28x66.5佃

6102 〔鹿島郡田尻村絵図〕 16.60-168 高畠定時旧蔵。境関所より宮崎明神山，泊町ま

絵図 1枚彩色 36x48cm でを描く。
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治

〔射水郡海岸図〕

絵図 1枚彩色 69x102.5cm 

婦負郡打出村から越能境までの海岸の村，地形

の状況，水深，渡海船の往来海路，佐渡等各地

への方位等を記す。

16.60ー1826116 

務

16.60-176 

〈浦方絵図〉

方社寺特16.61

方

16.61-1 

嘉永5年 (1852)

社

〈勤方覚留類〉

寺
16.60-177 能登国鹿島郡七尾港絵図

絵図 1枚彩色 37X53ω

七尾湾周辺の図。湾内の海深を記す。

旧番名「能登悶七尾港絵図」。

6111 

16.60-178 

6118 寺社方早引

手写

2冊 12X18ω 

富田権六郎旧蔵。

①諸札定文之部，旧例等之部，御法名之部，諸

宗触頭之部，奥密裏番物之部&御副印物之

部，御礼目録之部，他国来状之部，後住願御

遠方之部，御暇願御遠方之部，所替願御遠方

之部，御寺領等之部，御礼一巻之部

②山号之部，宝円寺独竜和尚隠居芥仏山和尚後

住一件，宝円寺仏山和尚遷化井俊鳳和尚後住，

一件，天徳院義宣和尚隠居芥保竜和尚後住一

件，天徳院雄道和尚遷化ヂf:恵剛和尚後住一

件，瑞龍寺達観和尚遷化持活湛和尚後住一

件，瑞龍寺活湛和尚隠居3千六亮和尚後住一

件，泰雲院様十七回御忌勤審，九拾歳者等之

被仰出旧記，御法事之節御参詣御作法，三州

七木之定，五役者名寄，寺社方取次勤方之

覚，明知代官勤方之覚，寺社御奉行勤方之

覚，武家諸法度。

16.61ー 2

〔能舛l海岸図〕

手写

絵図 1枚彩色 28X80cm

「海辺巨細しらへ方被仰波，期松平蔵，本江村

六郎右衛門主付，於掘松相調候ニ付，当組浦方

分如此欝己，文化四年八月十七日ユ遊ス」。七

尾~大田村~大野木村に至る海岸の図。

6112 

16.60-1i9 〔能拘~I奥郡海岸図〕

文化14年 (1817)

絵図 1枚 68X8Ocm

鹿嶋郡村々海岸図。

6113 

氷見浦等大船寄り方番付井絵図 16.6ト 181

6通・絵図 1枚目-24ω ・35X48cm 

包紙・袋入

寛政10年 (1798)各湊の大船の船掛り場所およ

び深さを調査した際の各湊才許役人からの番上

げ。①氷見浦 ②氷見浦絵図 ③能州預所2iか

所④宮腰浦 ⑤本吉浦 ⑥安宅浦 ⑦場所不

明〈当所御旅展下〉。

時迄 r主主主漏れ表立制湾イヨ組J。

16.60-180 6114 能鼻筋海岸村々了間海立浅深調理

改作所著

16T 2.1cm 

羽咋・鳳至・珠洲郡等海岸の村々より海中30丁

の距離までの海深調理番目

旧書名「能州筋海岸村々了間海立浅深調理番」。

6115 

6110 三州海岸測量之図

1帖彩色 26佃

内題「倉時E越三州海辺筋村建等分間絵図」加賀

藩内各地における，海帯より30丁までの海深測

量図。海津部の村名，遊なども記す。

6117 寺社奉行支配濫筋

有賀究兵衛手写

7丁 24伺

原本は嘉永2年 (1849)-同7年 (1854)まで

寺社奉行を勤めた前囲内蔵助所成。務政初期以

来の寺社奉行の役柄・支配内容の変遷をまとめ

たもの。

16.61-3 書覚

側
方

例

制

動等

写

了

糊

手

初

寺n
H
U
 

F
O
 

4当面
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寺

中川典克旧蔵。伊藤内謄，本多主水，山崎庄兵

衛よりの寺社方及び支配方勤役の大慨を密上げ

たものの写し。原本成立は享保19年(1734)。

。寺社方等勤方之覚

。支配方之覚。

6120 寺社方井支配方勤方之覚

手写

53T 12X 18畑

中川典克旧蔵。

。寺社方勤方之覚

。支配方勤方之覚，明和8年 (1771)

。寺社方取次勤方之党，明和8年 (1771)

。寺社御奉行中支配方取次役勤方，明和8年

16.61-4 

(1771)。

6121 寺社方等勤方覚書 16.61ー 5

前回兵部〔等〕著玉井勘解由〔等〕校補

30T 12x 18cm 

中川典克旧蔵。享和2年 (1802)に寺社事・行で

あった前回兵部，中川清六郎，品川主殿が作成

した原本を，文政7年 (1824)に玉井勘解由，

多賀予ー右衛門，富田外記の三寺社奉行が朱醤

により修正加筆したもの。

6122 寺社方旧記抜書

手写

93T 23.5cm 

成瀬氏旧蔵。寺社方の記録を書抜いたもの。

享和~文化年聞の記録が多い。

16.61-6 

6123 〔寺社奉行役留〕

前田孝始(式部〉著

自筆

9丁目x18cm 

原題「寺社奉行被仰付誓詞仕廻当日ヨリ之役

留」。前回栄次郎旧蔵。文化元・ 2年(IR04・侃〉

のもの。

旧書名「寺社奉行被仰付誓詞仮留J。

16.61ー 7

6124 御用番中留

前田亨:始〈式部)著

自筆文化6年 (1809)

19丁 12.5x18cm 

16.61-8 

社 方

前田栄次郎旧歳。孝始は文化元年11月1日より

問8年3月10日まで寺社奉行，文化6年12月の

御用番の時の記録。

6125 寺社方心覚帳

手 写 文 化12年 (1815)

14T 12X 18cm 

富田権六郎旧蔵。寺社奉行としての心党帳。

16.61-9 

6126 寺社御奉行御式台取次御定等

手写文政3年 (1820)

12丁 23.5cm

宮田権六郎旧蔵。

6127 寺社奉行井寺社方支配方取次与力勤方帳

16.61-10 

16.61-11 

手写

2冊 12x18cm 

①天保7年 (1836)成瀬正教手写

②元治元年(1864)前回点発手写。

いづれも「附与力明知代官勤方帳Jあり o 原本

は政71J~(~~~? 成立。 lE{苓必写会L手紛争坊
主訴さ尭注文与明各事例械作る鵠財物

6128 寺社方旧記抜書 16.f)1-12 

成瀬正敦手写天保7年 (1836)

之舟前 12X18叩

成瀬正敦が天保7年 (1836)寺社奉行に就任し

た頃書き抜いたもの。寺社方旧記等書抜，支配

方旧記等書抜を含む。

6129 寺社御奉行御式台取次御定

文政8年 (1825)

5T 23cm 

富田権六郎旧蔵。審主謁見の際の式台における

16.61-13 

取次の位置を定めたもの。

旧欝名「御式台取次御定」。

6130 御用番中雑記私録

前田短正著

自筆文政9年 (1826)

22丁 12x18cm 

前田栄次郎旧蔵。短正は文政9年4月29日より

寺社奉行，同年8月17日より公事場奉行を兼，

天保11年6月若年寄となる。これは， 5月29日

寺社奉行の御用番をつとめた際の 7月1日迄の

16.6]-14 
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藩

記録。

寺社奉行動方諸雑

中川典義編

手写文 政12年 (1829)

43丁目x17cm

中川典克旧蔵。種々の覚書を再編集したもの。

6131 16.61-15 

6132 〔寺社奉行心覚留帳〕

成瀬正敦著

自筆天保7年 (1836)

28T 12X 18cm 

原題「寺社奉行被仰付候節之心覚留帳J。
成瀬正普旧蔵。天保7年 (1836)-6月より 7月

までのもの。

16.61ー16

6133 寺社方等御用番中心覚留帳

成瀬正教著

自筆天保7年 (1836)

40T 12X 18cm 

正教が天保7年 (1836)寺社奉・行に就任した年

の御用番の記録。

16.61-17 

1

1

E

i

 l

B

i

 

l

i

-

-

i

l

-

-

寺社方御用日記

成瀬正居箸

文久3年 (1863)

145丁 12X18ω 

成瀬正居旧蔵。文久3年正月から 1年間の寺社

奉行の職務日記。

6134 16.61-18 

寺社方御用日記

成瀬正居〈主税)綴

ぇ4許認ぽ 12X18佃

文久4年 (1864)から元治2年 (1865)までの

もの。

6135 16.61-19 

〔捨子一件等留寄〕

450丁 24佃

捨子一件，行衛尋一件，稼御定一件，出奔並立

帰一件，送状出方一件，他国遼所持一件，勤字

一件，弟子勘当一件，など，享保13年 (1728)

~元治元年 (186の寺社方関係の留番。

6136 16.61-20 

ムー

治

6131 寺社方留帳之内神社向抜掌

手写.

83l- 24cm 

慶応、2年 (1866)より明治2年 (1869)までの

神社関係の記録抜粋。

16.61-21 

6138 寺社方〔記録〕

寺社方編

336T 24.5cm 

寺社奉行所において慶応3年 (1867)4月より

同4年(明治元年)(1868) 11月まで取扱った

42件の関係文書をまとめたもの。簡単な業務目

録が添付されている。

16.61-22 

6139 寺院方諸事留

民政所編

明治3年 (1870)

522丁 24.5cm

明治2年 (1869)12月--3年 (1870)10月，金

沢藩民政所が扱った寺社方関係文書を決裁順に

編集したもの。内容は多岐に渡り，民政所によ

る格式寺院の直支配移管関係文書，神式葬祭の

届出，住持職関係，桐堂銭貸借，寺領支配，旅

行の届出，祈祷の届など約300件の書類。決裁

は朱で加筆。

16.61-23 

6140 〔寺社方記録〕雑之部

手写

111丁 24.5佃

御鎮守御用一件，宝円寺勝手一件，加能越神社

帳江戸表へ被遺候一件など。

16.61-24 

(役務記録〉

6141 日蓮宗僧侶上京留

手写

45丁 23cm

内題「日蓮宗出京之儀ニ付段々留挫J日蓮宗僧

侶の法衣着用の件につき幕府寺社奉行迄談合宿

記。宝永5年 (1708)より同7年までのものo

16.61-25 

6142 寺庵違失之趣御札方御箇条抜書

前田家編緒方手写明治年間

16.61-26 
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寺

2冊 25cm

寺社御印物等写の内，

①寺庵途失之趨御礼方御箇条技番，党政9年

(1797)杉木

②寺j邸主失之趣被仰渡御前帳，寛政9年(1797)

石割組。

6143 天台宗寺院神護寺式台往来旧記〔等J16.61ー27

手写安政7年 (1860)

34T 24cm 

。「天台宗寺院神護寺式台往来旧記」安永7年

(1778) 

。「井波瑞泉寺城端普徳寺無住中月番名列旧

記」元文元年 (1736)より文化元年(1804)

までのもの。最後に付された万延 2年

(1861)朱注の文書はのちに追加されたもの

カ=

。「能州惣持寺後見芳春院於江戸表関三ケ寺与

坐列旧記J宝暦年中のもの

。「高岡繁久寺諸願瑞飽寺之手を離し申付願

方」寛政4年 (1792)のもの

。「伝鐙寺与配下寺庵座席願」元文5年(1740)

のものo

6144 (社寺領・御扶持高等ニ付伺書J 16.61--28 

諸郡御扶持人〔等〕著

明治3年 (1870)

4 T 24.5cm 

租税局宛。社寺領及び十村扶持高等が停止され

るにあたり，山林，未進地，社寺領の内百姓持

高分等についての伺書。

6145 加州小松八幡宮弁能~(r/羽喰郡一ノ宮由緒

16.61--29 

手写

5丁 25cm

廻国上使による能州一宮及び小松八鱗宮参詣の

時，各禍官より寺社奉行へ提出された報告書。

表題に「由緒」とあるも参詣記録と称すべきも

の。元禄9年(1696)'"w享保8年(1723)まで

のもの。

6146 白山長吏同所神主諸事集合一件等 16.61--:iO 

手写

箇箇年ー
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社 方

6147 

85丁 24cm

。「白山長吏同所神主諸事集合一件J天明 4年

(1784)白山本社鰐ロの詮儀に関する神主と

寺社奉行の往復文書

。「白山社頭御修覆之節御作事所役人止宿之裁

神主ト村方懸合一件」天明3年 (1783)から

寛政7年 (1795)までの，白山村，白山神主

と寺社奉行の往復文書。

新川郡岩勝寺等身分支配方之義ニ付心附之趣御内

達物控 16.61-31 

手写

8T 24cm 

金谷孔彰旧蔵。立山岩隣寺・芦勝寺の身分支配

方の件について，両寺より寺社奉行・郡奉行の

同支配を不服とする訴えがあり，嘉永6年(18

53)と万延元年 (1860)の両度にわたって裁定

が行なわれ，両支配の維持継続が申し渡され

た。本書は，当時新川郡奉行の 1人として関係

した金谷孔彰〈与十郎)が，天正16年 (1588)

から寛政元年(1789)に至る関係文書を挙げて

考証を加え，嘉永6年 (1853)と万延元年 (18

60)の裁決脅の写を添えて，問題の顛末を算用

場へ報告した文書の控。

旧書名「岩勝寺等身分支配方に付御内達物控」。

立山家徒支配一件 16.61ー32

手写

2冊・絵図2枚 23cm・46.5X51佃

92X 59.5cm 

原題「立山岩勝寺芦勝寺衆徒身分等霊而寺社奉

行支配被仰付候一件Jo 附「立山衆徒支配一件

立山絵図」。

〔高辻様御通行一件等十一種J 16.61-33 

296丁 25cm

。高辻様御行一件，明和7年 (1770)

。五条大納言様等御使者旧記，宝暦2年(1752)

。本願寺文章弘旧記，寛政12年 (1800)，文化

2年 (1805)，安政2年 (1855)

。東西本願寺使僧被指向候一件

。東本願寺拝領材木flll共飯米等旧記，寛政2年

(1790) 

o東末寺為修理之本山ヨリ勧化顕一件，明和元

年 (1764)

6148 

6149 
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宝暦10年(176

宝暦1伴 (1

治

河合氏旧蔵。内容は次の通り。

。幕府寺社奉行が虚無僧本寺へ宛てた定番鹿

長19年 (1614)

。普化宗各派の沿革略記

。福正寺より門弟宛ての宗具番

の
。虚無僧門弟の往来手形

。明暗寺より各派寺院への旋番

760)。

藩

。京都法華宗妙顕寺等通行旧記，嘉永5年(18

52) 

。永平寺通行一件，天保11年 (1840)

o東門跡御園通行一件，文政4年(1821)，弘化

4年 (1847)

。京都知思院宮御使僧御国通行一件，天保2年

(1831) 

。滝谷妙成寺配下寺庵ヘ為巡説代僧相廻候一

件，寛政9年 (1797)~天保12年 (1841)0

16.61-38 宗門之儀ニ付御定

手写

loT 23cm 

万治2年 (1659)より宝暦4年 (1754)までの

法令17通を集めたもの。

6154 

16.61-39 不受不施宗旨之義ニ付置類

中川八郎右衛門著

寛文9年 (1669)

6通 26ω

中川典克旧蔵

①不受不施派制禁状写

②不受不施宗門改ユ付中JII八郎右衛門論状

③不受不施派制禁ニ付中111八郎右衛門諦状

eゅの案

eゅの写

@XIDの議状写。

6155 

6150 他国来状一件

手写

139T 23側

加賀藩が本領以外の地で祈祷所・菩提所として

関係をもった寺社との往復文書を編纂したも

の。内容は次のとおり。

。東西本願寺来状，文化3年 (1806)以来幕末

に至るもの

。年始来状等

。京都詰人江之渡番

o 5月9月御札上ケ来状

。毎歳10月長床坊来状井返密

。暑寒来状

。芳春院役者替り

。他国寺院等往返紙面抜書，寛政9年 (1797)

~安政7年 (1860)に至るもの。

16.61-34 

〔切支丹類族調〕

前田家編縛方制

明治年間

12T 25ω 

関屋政知覚書の抜準。別名「切支丹詮議書類」。

信者の死去の際の報告書の書式及び元禄10年

(169) ~同15年(1702) と貞享 4年(1687)

の例を載せている。

16.61-40 6156 

よ方諸寺院捜索害

10丁 23.5cm

前田家の事蹟調査のため山本源右衛門が調査し

たとされ，主として京都などの諸寺院について

の番上げ写。

16.61-35 6151 

桂香院口上覚

明治3年(1870)

1通 24.5ω

江戸下谷にある桂香院から金沢藩公用す円程。灯

箆の預り状。

16.61-36 6152 

J 

16.61-41 寺庵方御蝕ニ種

前回家編輯方手写

73丁 23.5ω

。妙成寺所蔵寺施方御触，享保・宝暦期

。阿岸本哲寺事務方自往古御旋控，藩政初期。

旧寵名「寺1Ii御触J。

明治年間

6157 

-238ー

16.61-37 

規嗣l社寺

24cm 

虚無僧提

手写

10丁

6153 
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6158 (曹洞ー宗寺院ヘ教諭触遼番之写) 16.61-42 

手写

7丁 12x18cm 

富田権六郎旧蔵。原題「曹洞ー宗祖規濫行ユ相

成候儀ユ付寛政二年九月十八日従公儀関三利江

被仰達同年十二月日本中ー宗寺院ユ教諭触達書

之写J。幕府からの布達を関三利〈大中寺・箆

穏寺・総寧寺〉が曹洞宗加賀藩触頭宝円寺と天

徳院に触達したものの写。

旧書名「従公義関三利ヘ被仰達井日本中寺院へ

教諭触達書」。

6159 寺社方被仰出之御提写

手写

5丁 24cm

前田修理(知周〉が寛政2年 (1790)に寺社奉

行となった時にまとめたものの写し。

16.61-43 

6160 寺社方井支配方御条目 16.61-44 

手写

34丁 24cm

。寺社方井支配方御条目，寛政4年(1792)

藩政初期より天明 5年 (1785)頃までの法令

を集成したもの

。御条目等帳，享和2年 (1802)

寛政4年の分に書き洩らした条目を追記した

もの。

6161 寺社方御条目帳 16.61-45 

成瀬正敦手写天保7年 (1836)

23丁 12X18cm 

成瀬正居旧蔵。寛政4年 (1792)原本成立。内

容は藩政初期より明和期までの寺社方関係法令

の集成。成瀬正教は天保7年 (1836)寺社奉行

就任。

6162 寺社方御条目l援 16.61-46 

富田外記〈貞行)手写

2冊 11.5X17.5cm 

①寺社方御条目帳之写，港政初期から明和期ま

での寺社方関係法令の集成

②諸事心覚，改宗寺替・逼塞閉門・寺社修理等

に関する記録と服忌令

富田外記は，文政2年 (1819)より 9年 (1826)

社 方

まで寺社奉行。

6163 御制札旧記・下馬札旧記・釣鐘鋳直旧記

16.61-47 

寺社方縞

手写

お4T 24cm 

加賀藩領内の寺社に対する禁11~1. 下馬札及び党

鐙鋳直しの調査記録。文政7年 (1824)改の

分。

6164 御触之写 16.61-.18 

手写

5T 23.5cm 

天保13年 (1842)倹約等御触の写。

旧雷名「社寺御奉行所御尋等八種」。

6165 (頭寺心得之旨触状) 16.61-49 

手写

1通 16佃

中川典克旧蔵。寺社奉行より真宗の触頭寺院に

送った覚書。

旧書名「頭寺心得番J。

6166 寺社方御礼帳 16.61ー50

宝暦7年(1757)

4 T 12X18佃

成瀬正居旧蔵。藩主霊教入国時拝賀の際の拝閲

名列，献上物の目録。

6167 寺社方年頭御礼次第 16.61-51 

宝暦10年 (1760)

4丁 12x18ω

成瀬正居旧蔵。藩主への年頭拝賀の次第。

6168 寺社方年頭御礼次第 16.61→2 

2冊 9.5X18ω 

横山政和旧蔵。藩主への年頭拝賀の次第と名

列。

①寺社方年頭御礼次第，文化7年 (1810)

②寺社方御礼名書。

6169 寺社方年頭御礼次第

文政7年(1824)

16.61-53 
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藩

6丁 8x 18cm 

成瀬正居旧議。外題「心覚留帳」。藩主の年頭

礼の際の寺院の献上物の並べ方についての寺社

奉行の覚え。

6170 寺社方年頭等御礼次第帳 16.61ー54

2冊 12x17.5叩

富田権六郎旧蔵。

①寺社方年頭御礼次第帳，文政7年 (182心富

国外記編

②寺社方年頭御礼，慶応2年 (1866)。

寺 院 ・ 神 社

〈寺社番上帳類〉

6171 三州寺号帳 16.61→5 

手写

143T 23.5cm 

簡単な沿革を記入した加越能三国の寺院名簿で

あるが，神社も一部含む。曹洞宗〈加越能)，

臨済宗〈加)，天台宗〈加越能)，真言宗(加越

能)，浄土宗〈加越能)，時宗〈加越)， 日淫宗

〈加越能).浄土真宗西方(加越能)，浄土真宗

東方(加越能)，御預地寺庵，加州大聖寺々庵

之分〈真言宗・浄土宗・日蓮宗・浄土真宗)，富

山御領之内寺庵〈真言宗・禅宗・浄土宗・天台

宗・時宗・日蓮宗・浄土真宗)，神社α日越能の

一部)"

刊本「加越能寺社由来J上巻に収録。

6172 加州能州越中寺社方弁山伏等惣帳 16.61→6 

手写

69丁 23ω

加賀藩領内の寺社台帳。浄土真宗両派を除く各

宗派寺院及び神主並びに山伏を組合別に寺号・

社号・所在地・寺社領の有無を記す。天明年a:1:1

(1781--89)以前に成立。一部に朱書の加筆訂

正が見られる。

6173 三~JIJI寺社牒 16.61ー57

前田家編輯方手写明治年間

72'丁 23.5cm

加越能三国の寺社帳。禅宗 C¥Wi¥iil.臨済)，天

台宗，天台律宗，真言宗，浄土宗，時宗，日蓮

ー
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治

宗，浄土真宗東西と山伏，神社神主まで含む。

6174 (寺号改旧記) 16.61ー58

寺社方編

手写

150T 24.5etn 

加越能三国の寺庵・神社の寺号・社号・事11主名

の変更に関する天明年中 (1781--1788)より幕

末までの記録。

6175 御園寺社附 16.61ー59

2冊 18.5x12佃

今枝氏旧議。加越能三国の真宗東西本願寺派及

び，社僧，神主，山伏の寺号と社号などを記し

たもの。貞享2年.(1685)の寺社改めの頃のも

のと思われる。

①西方一向宗として 3Wヶ寺，宮寺井神主とし

て166人，山伏として触頭5ケ寺に触下256人

を記哉

⑫反方一向宗として触頭8ケ寺と触下709ケ寺

を記載

6176 御領国山伏調帳 16.61ー60

手写

23丁 12.5X18ω 

貞享2年 (1685)の由来番付1長から，院坊号，

住所，地目，創設年，本尊の項目を抜書きした

名簿。元禄元年 (1688)の寺社奉行不磁彦三・

岡島市郎兵衛による加筆が朱書されている。

6177 (寺号帳) 16.61→1 

総持寺等編

24冊 23.5ω

①総持寺山内寺院所附帳〈総持寺役局)

文政4年(1821)

②加能両国当寺配下寺院改帳(天徳院・宝円寺〉

文政3年 (1820)

③配下寺号帳〈滞龍寺〉 文政3年 (1820)

@寺院号所附御改候〈園泰寺〉

文政6年 (1823)

⑤禅宗済下寺号抑付帳(伝燈寺〉

文政 3 年(1~20)

⑥加越能ゆ土宗寺号帳〈如来寺)

文政3年 (1820)

-240ー
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⑦寺号帳(玉泉寺〉 文政3年 (1820)

③妙成寺触下寺庵寺号所附帳

文政3年 (1820)

⑨天台宗西養寺配下寺号帳文政3年 (1820)

⑮天台律宗寺号帳〈西方寺〉文政3年 (182の
⑪寺号書上帳〈神護寺〉 文政3年 (182の
⑫寺号所附知行高帳〈天台梅林院〉

文政3年(1820)

⑬能州真言寺院号部所附帳(波着寺〉

文政3年 (1820)

⑬能州真言帳外之寺院号郡所附帳〈波着寺〉

文政3年(1820)

⑮能州御預地寺院号郡所附帳(波着寺)

文政3年 (1820)

⑮寺号帳〈明王院〉 文政3年 (1820)

⑫越中真言寺院号部所附帳〈波着寺〉

(当時宝集寺触下〉 文政3年(1820)

⑬寺院号帳〈宝櫨寺〉

⑫寺号帳〈観音院〉 文政3年(1820)

@寺社号所附知行高帳〈真言宗白山長吏〉

文政3年 (1820)

@寺号帳(長福院) 文政3年(1820)

②石動山寺号帳 文政3年(182の
@御社領井坊数帳〈天台宗立山岩勝寺〉

文政3年 (1820)

@交名帳〈天台宗立山芦勝寺〉

文政3年(1820)。

6178 一向宗寺号帳 16.61-62 

文政3年 (1820)

146'丁 23.5佃

寺社奉行所による文政3年の寺社改め。各触頭

寺院より触下寺院の寺号・所附の番上げ。一部

明治2年 (1869)までの加筆修正あり。下記の

15種を編集したもの。

。金沢西末寺井触下寺号帳，表書に「触下寺庵

所附帳照円寺」とある

。伏木勝興寺与力寺庵帳

。伏木勝興寺与力寺帳外帳入寺庵帳

。松波松岡寺芥配下寺号帳，表書に「寺号井地

名等書上申帳松波松岡寺」とある

。府中(所口〉光徳寺芥配下寺号帳

。金沢善福寺・瑞泉寺芥配下寺号帳

。金沢東末寺井配下寺号帳

品ー

社 方

。金沢専光寺子f-隠居所等寺号帳

。小松本蓮寺井触下寺号帳，表魯に「当寺触下

寺号所附番上帳小松細工町本蓮寺Jとある

。津幡弘願寺寺号帳，表番に「就御改魯上申寺

号帳津幡弘願寺Jとある

。井波瑞泉寺・城端善徳寺芥配下寺号帳

。府中〈所ロ〉長福寺持触下寺号帳

。羽咋本念寺井配下寺号帳

。阿岸本醤寺汗触下寺号帳，表書に「鳳至郡寺

号所附帳阿岸本替寺」とある

。鵜飼妙巌寺井触下寺号中長。

6179 三州寺庵志 16.61ー-63

手写

2冊 23.5cm

脇田尚保旧蔵。宗派別の寺院名簿。

①越中一向宗，加州一向宗，能州一向宗

②加州禅宗， 能州禅宗， 越中禅宗， 加州天台

宗，越中天台宗，加州真言宗，能州真言宗，

越中真言宗，加州浄土宗，越中浄土宗，能州

浄土宗，能州日蓮宗，加州日蓮宗，越中日蓮

万可。

6180 加越能三州諸宗寺号イロハ早繰牒 16.61ー64

前田家編輯方手写明治年間

119丁 25cm

加賀藩領内に所在する各宗派の寺院について寺

号の頭字をイロハ順に並べて，宗派と所在地を

調べられるようにした手引書。弘化2年(1845)

成立。

6181 退転之寺弁高持僧名改一件 16.61-65 

手写

84丁幻倒

。退転寺院改，寛保2年 (1742)能州鹿島郡良

川村山田寺と明和7年 (1770)能州羽咋郡徳

田村安養寺之内 3ケ寺の 2件。

。高持寺社についての改め帳，享和元年(1801)

の高方仕法以来の布達と能登・越中の関係寺

社の記録を収録したもの。編纂者による朱替

が加えられている。
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6182 加越能三州神号帳 16.61寸 6

願行寺・宝来寺編

天保6年 (1835)

44T 23.5cm 

加越能三国の社人のいなし、小社の祭神と所在地

を書きあげたもの。幕府による宝暦年中の寺社

改めで取り上げられなかったものを加賀藩が天

保6年 (1835)に調査し，集録したもの。

刊本「加越能寺社由来」下巻に収録。

。「加州神号帳」

。「能州神号帳J

。「越中神号帳J。

6183‘金沢藩管轄中式内神社調帳 16.61ー-67

手写

15T 24cm 

加越能三国の式内社 102座についての調査番。

6184 加賀国神社録 16.61→8 

手写

96丁 23.5cm

文政10年 (1827)--天保2年 (1831)の聞の加

賀藩による神社改めの際，神主頭から番上げら

れたものの写し。 333社の神号，所在地，祭礼

期日を記す。

6185 寺院明細帳 16.61ー69

手写

z緑樹事 23.5佃

明治9--10年 (1876--77)頃の寺院明細帳の写

で，加賀国真宗寺院の分。 319カ寺について本

末関係，開創年次，住職，境内地，檀家数を記

す。

6186 郷村社明細帳 16.61ー70

手写

127T 26佃

明治9年(1876)11月に各社より番上げられた

神社明細帳。地域は旧江沼郡のうち能美郡堺付

近。

6187 書

佃

調

五

慨

M

寺

写

了

間

手

お

16.61ー'71

治

明治3年金沢落より民部省施の管内寺院取調密

で，能州の曹洞宗寺院を書き上げたもの。

永光寺，良玄寺，龍門寺，徳林寺，長齢寺

徳翁寺，宝塔寺，霊泉寺，泉龍寺，海門寺

最勝寺，恵眼寺，栄芳寺，徳雲寺，亀源寺

悦受寺，東嶺寺，大覚寺，瑞源寺，大龍寺

仙台庵，全翁寺，宗源寺，大蓮寺，洞光寺

台光寺，長雲寺，洞雲寺，最安寺，太盛院

万年寺，広福寺，徳昌寺，常椿寺，海前寺

蔵福院，満福寺，宝光院，涌全寺，金峰寺

永禅寺，千光寺，天崇寺，昌樹寺，法恩寺

守禅庵，本光寺，曹源寺，海蔵寺，光現寺

智徳寺，聖光寺，霊泉寺，蓮江寺，龍護寺

道興寺，宗泉寺，盛財院，長松寺，泉龍寺。

以上54ケ寺について，所在地，住職名，境内

地，檀家数，山林屋敷地など元朱印地の有無な

どの項目を記す。

旧書名「永光寺関係記録」。

6188 社号御調理ニ付被為仰渡御条目 16.61ー72

岩尾阿波編

手写文政13年 (1830)

8T 24cm 

宝暦年中の社号改めを手本として社号調査の梗

慨をまとめたもの。岩尾阿波は鳳至郡穴水の大

町にある辺津姫神社神主。

6189 越中村々寺庵等書上 16.61ー'73

手写

巻子1 17cm 

越中圏内の寺院の所在地について.寺社帳に不

分明なものを元禄9年 (1696)より享保 8年

(1723)頃調査した寺社奉行の報告。

6190 持宮等争論一巻 16.61ー'74

手写

119丁 23.5佃

。新川郡魚津神明諏訪両社社家一件

延享2年 (1745)

。上日寺争論一件 文化13年 (1816)

。砺波郡七社村長岡八幡宮別当職一件

文政4年(1821)

。同所芹川村明運寺一件 文政4年(1821)

。高岡木町先宮一件 文政5年 (1822)
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寺

。新川郡日中村日置神社祭礼一件

文政5年(1822)

。山伏頭医王寺持宮上野村八幡社一件

宝暦7年(1757)

。砺波郡石堤村氏神一件 寛政13年(1801)

。射水郡小杉村法福寺観音鎮守八幡宮一件

享和2年(1802)

。河北郡苅安村百姓持宮一件

天明 3年(1783)

。砺波郡高宮村法船寺持宮一件

寛政12年(1800)

。松波村神主等持宮懸合一件

寛政12年(1800)

。土御門家より越中陰陽家詮議一件

延享2年(1745)。

6191 神社号等調理方主附一件〔等〕

-手写

16.61ー，75

社 方

富山藩領内の宗派別寺号帳。禅宗，天台宗，真

言宗，浄土宗，日蓮宗，時宗，真宗仏光寺派，

浄土真宗東方，浄土真宗西方，御領内惣社人才

許，御領内山伏才許。

6194 寺院御印拝領地等記 16.61ー，78

前田家編瞬方手写明治年間

34T 23.5佃

富山藩領内の寺社関係記録。

。御郡寺院拝領地之事，享保10年 (1725)

。御郡神社井神主之事越中国神社御番上，宝

暦1伴 (1760)

。御郡保庄郷名乗之事

。御郡宗旨寺院数之事

。加賀様御代附芥富山様之御代々附之御事

。慶長18年諸寺院江十五ケ条被仰出之写。

〈寺号・社格等〉

72丁 24.5cm

。神社号等調理方主付一件，文政13'年 (1830) I 6195 (本能寺・本興寺末寺之由来調べ覚書〕

~弘化3年 (1846) 16.61ー79

。御尋者弁割場御改法一件，天明 5年(1785)

~寛政11年 (1799)。嘉永4年(1851)の「割

場御道具渡り方之儀ユ付御横目所披見物写」

を含む

。宝円寺・天徳院取次勤方等御省略不被害出侯

一件井寺庵数等之事，寛政元年(1789)及び

享和3年(1803)のもの

。為諸人五鍛成就等井都而触付一件，明和~文

政年間のもの

。井波瑞泉寺配下与力寺格:汗同寺於旅屋死亡

人取置方一件，文化4年 (1807).....，文化6年

(1809) 

。城端ユ而鷹繍ノレ一件，享保17年 (1732)

。111砂利取侯一件，寛政4年 (1792)。

天和2年 (1682)

7丁 25佃

日蓮宗の京都本能寺と尼ケ崎本興寺の聞に起っ

た，金沢の承証寺・妙久寺・本光寺の 3ケ寺を

どちらの末寺と認めるかの相論についての覚え

種。

旧書名「本能寺本興寺等末寺之儀=付寺社奉行

ヨり由来覚書」。

6196 事厳寺名ニ付口上書 16.61-80 

1通 16.5cm

高厳寺は金沢宮腰〈現金石〉の臨済宗寺院。寺

号の疑問に寺社奉行が答えたもの。元禄 12年

(1699)頃のものか。

6192 持宮決済之分

明治2--3年 (1869--70)

16・61-76I 6197 大乗寺永平寺懸合一件

手写

16.61-81 

仮綴1(81T) 24.5伺

神仏分離に伴なう神主の兼勤，神社の改祢，引

移などの番類簿。

6193 富山御領諸寺庵帳

l1T 12x 18cm 

129T 23cm 

三衣問題に関する記録。享和元年 (1801)より

翌2年 (1802)までのもの。

16.61-77 I 6198 卯辰山招現社設立之件

手写

16.61-82 

民主
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行善寺は日蓮宗，妙成寺触下の寺。当寺を「な

るノ行善寺」又は「安田村行善寺」と 2通りに

称する理由を寺社奉行が問いただしたもの。文

書6通を継いでいる。

藩

1通 16cm

北越戦争の加賀藩戦没者の招魂社設立について

落主の意向を受けた寺社奉行が定番頭に命じた

明治元年 (1868)の文書の写しo 刊本「加賀藩

史料」藩末編下巻に収録。

16.61-88 能抑l寺院鎮守持宮番上帳

波着寺編

文政7年 (1824)

173'丁 24佃

能州真言宗各寺の持宮〈鎮守社〉祭神について

の報告審46通を綴り，触頭波着寺が添書をもっ

て寺社奉行所へ提出したもの。

6204 

16.61-89 〔羽咋都顕正寺之件〕

15T 24cm 

富田権六郎旧蔵。文政3年(182ω願正寺下寺，

信光寺離末につき願届番。

6205 

尾山神社社格→牛

前田家編輯方手写

52T 23佃

尾山神社を県社から別格官弊社に格上げしよう

とする，調官，信徒，氏子などによる請願書等

を集めたもの。明治16年1月に石川県令《提出

されたものから，明治24年7月に石川県知事へ

提出されたものまで，害状や歴代藩主の事蹟を

列記したものを含めて14通が収められている。

16.61-83 

明治年間

6199 

16.61-90 穴水辺津比時神社位記

手写

巻子1 27.5cm 

関左次馬旧蔵。正一位を賜った位記の写し。辺

津比呼神社は能登鳳至郡穴水町大町に鎮座する

産神社。文化4年 (IR07)原本成立。

6206 

16.61-84 白山諸雑事記

澄意法印編

森田平次手写

90丁 23.5佃

白山宮の嶺上神椅，本宮の旧祉，七社の次第，

神階・神銘・神宝・坊官・宮主等の記録。

編者は寛文6年 (1666)，...;享保10年 (1725)白

山惣長吏。刊本「白山史料集」上巻に収録。

6200 

〔国泰寺伝燈寺争論一件〕

手写

巻子1 '24ω 

伝灯寺を法灯派と主張する越中国泰寺が寺社奉

行に訴えて退けられた事件の関連文書6通の写

しo 元禄10年(1697)より同11年(1698)まで

のものdセ以 i

旧番名 F市西国国泰寺井加州伝燈寺J。

16.61-91 6207 16.61ー85〔下白山エ付口上書〕

惣長吏等箸

正徳元年 (1711)

巻子117佃

下白山の社号の意義，読み方などについて，惣

長吏から寺社奉行へ報告した文書6通を継いだ

もの。刊本「白山史料集J上巻に収録。

6201 

16.61-92 立山争論落着→牛

文化15年 (1818)

28T 23cm 

内題「立山岩娩寺芦燐寺争論一件於公事場落着

申渡候一巻」また「文化十四年ヨリ同十五年八

月落着J。立山権現の称号に関する岩勝寺と芦

併寺の争論の顛末について寺社奉行所の覚書を

中心に編集したもの。

6208 

16.61-86 白山太神宮社号書上帳

白山東神主著

自筆宝暦10年 (1760)

2T 25cm 

建部采男旧蔵。宝暦9年 (1759)に幕府が全国

に命じた神社取調の一環として藩が提出を命じ

たもの。社人の存在する神社の社号，神号を番

きあげている。

6202 

l

-

l
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l
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〔石川郡成村行善寺由緒審〕
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寺.社方

6209 石堤村氏神出入書類 16.61ー93

常勝院常貞箸

前国家編輯方手写明治年間

43T 23.5cm 

越中砺波郡赤丸村皆月操所蔵の写。宝暦 10年

(1760)より明和2年 (1765)に至る聞の越中

砺波郡石堤村氏神の所属についての訴訟一件。

山伏寺鞍馬寺と同郡月野谷村神主清水因幡の争

いで，富島護院からの尋問に答えて編集されたも

の。

6210 越前高瀬宝円寺由緒害

手写

22T 24ω 

16.61-94 

越前高瀬宝円寺再興についての文久 3年(1863)

より鹿応3年 (1867)までの往復文寄の写L.o

宝円寺は利家が越前府中在城時代から関係あ

り。次の 5通の文書を書写。第1通は文久3年

(1863)越前高瀬宝円寺と金沢小立野宝円寺か

らの高瀬宝円寺再興歎願書2通を含む寺社奉行

成瀬主税の前田土佐守直信宛の取次番。第2通

は同じく成瀬主税の奥村伊予守宛取次番。第3

通は文久 3年 (1863)の高瀬宝円寺からの歎願

書を含む寺社奉行兼公事場奉行品川左門武好の

長大隅守連恭宛取次番。第4通は文久4年 (18

64)寺社奉行より高瀬宝円寺への下達書。第5

通は慶応3年 (1867)の再三にわたる高瀬宝円

寺から寺社奉行宛の再興歎願書。

寺誌・社誌

6211 加越能社寺来歴 16.61→5 

前田家編輯方手写明治年間

75丁 23.5佃

内題「延宝弐年社寺由来書:j， r延宝年中加越能

社寺来歴」。延宝2年 (1674)の加賀藩による

寺社改めで書き上げられたものの写。収録され

た寺社は，前国家一門の菩提所，祈祷所，外談

所として保護を受けていた。刊本「加越能寺社

由来J上巻に「延宝年中加越能社寺来歴」とし

て収録。

6212 御幸掴神社来歴

貞享2年(1685)

巻子 1 27ω 

16.61-96 

加賀器より社領を与えられて保護された祈祷

所，外護所にあたる神社と，山伏頭の由緒番上

を集成したもの。寺社奉行不破彦三，富田治部

左衛門宛。八幡宮〈加州卯辰)，佐那武大明神

(加州寺中)，春日大明神(加州山上)，小浜神

社〈加州黒津船)，八幡宮(越中埴生)，稲荷大

明神〈越中高岡)，下白山〈加州)，三崎金分高

座〈能州)，一宮〈能州)，石動山〈能州)，神

明〈能州)，願行寺，蓮花院，天道寺，乾点寺

医玉苛のもの。刊本「加越能寺社由来」下巻に

収録。

6213 神社由来等四種

手写

45T 23cm 

内容は次のとおり。

。「白山比嘩神社宝剣銘井額面」

16.61-97 

。「春日:神社由来記J高井大和箸 文化 3年

(1806)の由来帳

。「神田神社及摂社別宮末社記」を含む

。「鳳至比古神社由来持宝物記」 文化 14年

(1817)のもの。

6214 加越能神社考草稿

44T 24cm 

16.6トー98

。「越中能登神社考」 延喜式に記検されてい

る越中国34社と能登国必社の略縁起

。「加越能神社考J 下記の加越能14社の略縁

起。

加州白山宮，越中加久美神社，同関野神

社，加州河北郡下野間神社，同石川郡神田

神社，同石川郡大威徳社，同石川郡鷲森神

社，越中朝日山山王権現拝泉村天神社，加

州金沢真福院聖観音像，同金沢顕照院山

王，能州赤蔵山大権現，加州金沢野町長久

山千手大士，同金沢円教寺庚申。

6215 (諸寺願出之件令違目録〕 16.61-99 

天徳院住僧某編

手写

79丁 25cm

曹洞宗触頭天徳院の令達文書の目録の写し。 4

代住持祖聯の代，享保元年(1716)"'15年(17

30)の分14巻 5代良因の代，享保15年(173
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の~寛保2年 (1742)の分20巻 6代宗孝の

代，寛保2年~寛延3年 (1150)の分14巻と永

光寺・大乗寺等の分1巻。

6216 金沢寺院由来 16.61-100 

前田家編瞬方手写明治年間

90T 23.5佃

金沢小立野宝円寺が編集した寛延2年 (1749)

の加州能州曹洞宗寺院由来書上限の写し。内表

紙に「原書ユ宝円寺什具Jとある。

6217 曹洞宗寺院来歴 16.61-101 

前田家編輯方手写明治年間

104T 23佃

文化3年(1806)の由緒番上の写し。

。触頭宝円寺・天徳院の由緒書上

。加州触下寺庵由来帳， 60ケ寺の由緒書上

。金沢宝円寺天徳院触下能州寺庵由剰長，

58ケ寺の由緒番上。

6218 寺院来歴 16.61-102 

前田家編輯方手写明治年間

62T 23倒

。日蓮宗寺院来歴，文化3年 (1806)の由緒番

上の写。妙成寺触下26ケ寺の分

。浄土宗寺院来歴，天明 6年(178のの由緒番

上の写。如来寺触下25ケ寺の分。

621.9寺庵由来 16.61-103 

前田家編輯方手写明治年間

77丁 23.5佃

。山城国愛宕郡東紫竹大門村芳春院明細帳，原

本は明治16年 (1883)成立

。能州宝蔵寺縁起井系図，原本は元文4年(17

39)成立

。石動山古縁起・新縁起井宝暦由来・寛政由来，

新縁起は原本承応3年(165心成立。宝暦由

来は宝暦5年(1755)の由緒番上，寛政由来

は寛政9年 (1797)の由緒番上の写し

。不動山霊山寺草創由来，原本は鳳至郡端穂村

国分直方旧蔵

。穴水町弘容寺由緒，明治18年(1885)の明細

帳の写し

。明千寺村明泉寺由来年次不詳

1

1

i

l

l

 
-

治

。文久元年永平寺総持寺衣体争論落着一件，原

本は文久元年 (1861)成立

。珠洲郡橿原村妙厳寺記録抜書

。越中高岡片原町日蓮宗八品派本光寺由来。

6220 寺社由来井古蹟 16.61-104 

前田家編輯方手写明治年間

119T 23.5cm 

。寺社由来芥古蹟

。宝銭騒乱之記，宝暦6年 (1756)

。神社仏閣員数等之部。

6221 加越能地理志料・社寺部 16.61ー105

手写

2冊 24cm

内題「加越能三ヶ園地底志料」弐・参。副題

「御領社家寺院来歴抜撃但貞享二年就御尋書

出候分」。社寺の来歴縁起を中心とした地誌。

① o大乗寺所蔵之古文書

。新架犀橋記〈水南港夫箸〉

。八幡宮由来

。広援之来歴

。味智神縁起

。佐那武御納之品

。その他

②「御領国社家寺院来歴ー箱之内抜翠」貞享2

年(1685)諸寺由来番の内からの要抜。

6222 寺廃由来書等写 16.61ー 106

前田家編輯方手写明治年間

2冊 23.5cm

① o金沢泉野寺町宝集寺由来書安政3年(18

56)の由緒番上。

。万松山鐘銘奥村栄滋所蔵の写し

。松山寺御造営ー巻留，横山隆平所蔵の写

。松山寺境内歩高一巻，横山隆平所蔵の写。

文政3年 (1820)成立

。融山院由来帳，天明 6年(1786)の由緒書

上

。神話E寺御仏殿井別当屋敷請取留抜書，横山

政和所蔵の写

。石川郡金川庄善福寺縁起芥文書年次不詳

②。天徳院御造営御普請毎日諸職人人足払帳，
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。徹通和尚像開眼記

。本山掛合一件記録，永平寺との三衣問題に

関するもので，年代は寛政10年 (1798)9 

月より翌日年 (1799)4月まで

。丈室宝物長持秘襲品目

② o古規則一件留記，内容・年代ともに第 1冊

の本山掛合一件記録に同じ。

orl:!山和尚盤跡

。示紹種長老

。将軍御講談大乗寺潮位之覚露

。本多政敏居士番。

方社寺

原本は明和6年 (1769)成立

。天徳院方丈志願桐堂銀証文相改借請帳，

原本は寛政10年 (1798)成立

。大乗寺替地願証文拝由緒書控

。大円寺文書

。伝灯寺御印物，寺領所附の写。

16.61-107 法華宗寺院由来〔等〕

44丁 23.5佃

。「貞享二年寺院由来書」

。「卯辰寺院組合附」

。「天明三年女犯破戒寺院再建願一件」。

6223 

加州大乗寺来歴

巻子1 24cm 

住職が江戸幕府の招きで出府した際の顛末を番

き留めたもの。「加州大乗寺来歴Jr加州大乗寺

由緒Jr一夜密写碧厳集来由Jr所蔵中世文書

写Jを載す。

16.61-112 6228 

街寺由来抜書

前田家編輯方手写

7丁 25佃

曹洞宗鶴林寺・大衆寺，祇陀寺などの由緒抜き.

書き。

16.61-108 

明治年間

6224 

大乗寺由緒略記

密山〈道顕)編

手写

4 T 24cm 

元禄16年 (1703)に29代住持密山が寺社奉行へ

提出した由緒盤。

16.61-113 6229 祇陀寺由来等調書

手写

巻子1 17佃

端袈に「寺社来歴辛巳」とあり，原本は元禄

14年 (1701)成立。紙陀寺〈現在金沢市寺町〉

の由緒の疑問ついての寺社奉行所による調査文

書の写を16通継いだもの。

16.61-109 6225 

16.61-114 

宝永6年 (1709)

6230 大乗寺由緒略記

密山(道顕〉編

今枝直方手写

6丁 20cm

元禄16年 (1703)手写のものの写。

旧寄名「松樹林大乗寺由来」。

16.61-110 〔松月禅寺〕由緒伝説記.

手写

8T 24cm 

.松月寺は金沢市寺町の曹洞宗。元文2年(1737)

に焼失するまでの由緒をまとめたもの。

6226 

桃雲寺文書写

手写

42丁 23.5cm

桃雲寺は金沢市野田にあり，藩祖の墓守役の

寺。所蔵文書および覚延2年 (1749)r桃雲寺

由来番写Jを収む。

16.61-115 6231 16.61-111 

明治年間

16.61-116 玉泉寺由緒書上帳

手写

6T 24.7cm 

明治2年(1869)原本成立。内題「玉泉寺由来

6232 

大乗寺旧記

前田家編輯方手写

2冊 23cm

大乗寺所蔵文書の写し。

①。古文書

。永平八世建榔和尚記

。白山大権現縁起

。道元和尚硯記

。壁山老和尚置文

。大乗護国禅寺中興碑

。真禅和尚之法蝋

6227 
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審J。玉泉寺は金沢市野町3丁目の時宗寺院。 31. 25cm 

宝永7年(1710)の由緒番に住持の沿革を加え

6233 玉泉寺天満宮由来 16.61-117 たもの。実性院は大聖寺藩祖前回利治の菩提

玉泉寺編 寺。刊本「加越能寺社由来」上巻に収録。

手写

2T 24.5ω 6239 医王精舎観世音菩薩霊像記 16.61ー 123

玉泉寺の天満宮の由来番。 僧無隠著

ιf 
寛延3年 (1750)

6234 右浦郷社来歴考 16.66-118 巻子1 32ω 

森田平次著 医王精舎は江沼郡山中温泉にある真言宗医王寺

前田家編輯方手写明治年間 のこと。当時安置していたと思dつれる観音像の

47丁 23.5叩 由来について説明したもの。

著者が石浦神社へ献納したものの写で，三宅恒

〈立軒〉の序文あり。「此一冊ハ愚箸ト難金沢 6240 江沼郡敷地天神縁記 16.61-124 

脚色之産土神殊=城地等ノ来歴卵低ノ御参考 大江知言箸

エモ可相成ト為写差上侯」の著者捺印自筆の付 文化11年(1814)

第がついている。 4丁 25.5佃

別名「敷地天神社記」。敷地天神とは，延喜式

6235 金沢安江神社由緒調査書 16.61-119 神名帳にいう菅生石部神社で，現在その社号を

厚見正秀箸 名乗っている。

大正6年(1917)

19丁 26cm 6241 小松宮寺御害等之留 16.61-125 

厚見正秀は安江神社の社司。 成瀬正居著

自筆安政4年 (1857)

6236 加賀-!JIt1式内社校正愚論 16.61-120 11T 12X 18佃

森田平次著 著者は安政3年 (1856)7月より翌年3月まで

庶務課社寺方手写明治29年 (1896) 小松城番として小松に赴任。その聞に参詣した

43丁 24ω 小松近辺の寺社の什宝物を観察し記録したも

明治5年(1872)原本成立。加賀国の延喜式内 の。

社42社 C江沼郡11社，能美郡8社，石川郡 10

社，河榔船の所副，由僻について論|悦 〔小松〕梯天神霊験記 16.61-126 

じたもの。 梅林能智手写

17T 24佃

6237 〔加賀国所々天神社由来調書〕 16.61-121 小松梯天神社蔵木の写し。旧欝名「梯天神霊験

巻子1 16佃 記」。

寺社方の由来帳では詳細不明の天神社について

の疑問に対し，寺社奉行伊藤平右衛門と竹田五 6243 小松稲荷五穀寺略系譜 16.61-127 

郎左衛門が調査し，貞享2年(1685)の由緒書 夜光院祐信箸

上等を引用して答えたもの。元禄12年(1699) 9丁 24.5ω

~正徳4年 (1714)の聞に成立。 稲荷五殻寺(五毅寺稲荷社〉は小松泥町にあっ

旧書名「加賀国天神社由来」。 たもの。本山派山伏として寺号を称したが，明

治初期復飾し，叢島神社となった。

6238 大聖寺実性院由緒 旧襲名「小松五殻寺稲荷社略系静J。
手写
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6244 (多太神社相殿五社之代々記録J 16.61-]28 

手写

1通 40cm

境内相殿五社の由緒をまとめ，慶安2年(1649)

の利常備j札写を付したもの。

6245 小松梅林院天満宮宝物之記 16.61-129 

巻子 1 15叩

宝物目録。梅林院は梯天満宮の社僧の塔頭。

6246 小松八幡社三白鳥大長万由来書

古曽部宮司著

自筆明治3年 (1870)

巻子 1 24佃

社桐方宛。前田光高より寄進された大長万の耐

16.61-130 

来を述べたもの。

6247 白山比時神社古文書 16.61ー131

手写

仮綴1(58通〉・巻子9 28.5cm 

白山比嘩神社に所蔵する中世古文書を影写した

もの。影写時期は明治以後。各文書の端裂に朱

鋒による標題・年号が付され，刊本「白山比嘩

神社文献集」の目次の標題と一致する。

①中世古文書を中心とする影写本58通

②荘厳講短冊5通の影写本

③向上 4通の影写本

@向上 1通の影写本

⑤向上 1通の影写本

⑥一味同心起詩文の影写本

⑦議衆一同契約起請文の影写本

③承仕起請文の影写本

⑨申状の影写本

⑪過失番の影写本。

刊本「白山比嘩神社叢書」・「白山比噂神社文献

集」・「白山史料集J上巻に収録。

6248 (白山比時神社記録〕 16.61-132 

2冊 24.5佃・ 27.5X20cm

白山比咋神社所蔵文書の写し。

①「白山本宮神主職次第」及び「上道氏次第J

②「古文書写」手写

③「給旨写等」手写

④「白山太神宮遷宮例之旧記」 建部八十男所

社

-249-
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蔵本の写し。天保15年 (1844)手写

⑤「白山比呼神社古文書宝物等目録」明治19年

(1886)南部祇知等3人編集の草稿

.⑥「国幣小社白山比嘩神社紀考証J明治 12年

(1879)荒地春樹箸

⑦「加州白山下十六巴ノ公領並尾添・荒谷ノニ

邑ト江州ニ於テ海津・中村二邑ト換ル事」別

名「白山下御公領等之覚書J・「白山下御公

領地私考J田辺政己著。文化11年(181心原

本成立。手写。

以上のうち包沼湾海XJ)は刊本「白山史料集」上

巻に収録。

③「越前与加賀国白山公事J別名「加州白山覚

書」白山所属争論に関する記録。手写

⑨「白山神主宮守等書上申帳J<外題〉手写

@r加州白山神職三神直所持御判物等之内写」

明治3年手写。 (r諸方審上御書写持由緒番」

のうち〉

⑪「御書御印物等覚」明治3年(1870)三神直

手写。 <r諸方書上御書写持由緒審」のうち〉

⑫「洋々為等差定J(外題〉手写

⑬白山長吏及び神主中宛て折紙等写，手写

⑬「長吏之来由等J(外題〉手写

⑮「長吏神主掛合一件J(外題〉手写

⑮「白山由来記J(外題〉手写

⑫「由来記J(外題〉手写

⑬「白山比呼神社祭神問答」祢宜神保立雄著。

明治13年(1880)原本成立。手写

⑬「旧神職伝来之記J(外題〉手写

@r御社領知御目見御尋之儀答写J(外題〉手

写

@r上棟日時汗儀式事」手写。至徳元年の記

事。表紙に「是ハ荘厳欝録ュ附属スヘキモノ

也Jと朱注がある

②「白山宮庄厳講中記録」手写

@r白山荒御前御遷宮御入用帳J(外題〉宝暦

13'年(1763)のものの手写

@r白山正遷宮御入用帳J(外題〉正徳、4年(1

714)のものの手写

②「白山比砕神社祭式J(外題〉編輯方手写

@r白山神伺ニ関スル書類J(外題〉編輯方手

写。横山政和所蔵本の写。

以上のうち@⑫は刊本「白山史料集」上巻に収

録。
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6249 白山記録十七種 16.61-133 

前田家編輯方手写明治20年 (1887)

85T 24.5佃

別名「白山一件書類」。白山比噂神社所蔵文書

の写し。

。「藤原氏系図，ー名守部氏系図」

。「泰澄築之写」

。「白山太神宮服忌令」

。「岡田豊前守殿より十一月廿一日之日付ユ而

始而来害状之写」寛文6年(1666)

。「寛文六年十一月廿一日岡田豊前守殿へ遺目

六之留」寛文6年 (1666)12月26日

。横山外記罷帰刻豊前守殿より御波侯頭書之写

。「豊前守殿返事之内一所=包込参候別紙之

写J寛文6年(1666)

。「横山外記江戸へ持参仕候時分覚番之表豊渥

駿御尋之趣井返答申候覚書之写」

。「石川郡木滑村高之内越前領瀬戸村より出作

之畿=付豊前殿御指図之通為念覚番付，重而

豊前殿江横山外記持参魅御自候覚書之写」

。「能美郡之高辻豊前殿御聞有之度之旨，横山

外記方迄豊前殿より被越候手紙之写」

。「能美郡高辻豊前殴御尋ニ付番付致持参侯

控」

。「豊前殿より横山外記=仕相渡候頭書之内，

尾添村之高寄付豊前駿江懸御目{炭様ユ脇田九

兵衛=外記申置，外記罷帰候巳後豊前殿江右

之寄付九兵衛懸御目候写」

。「横山外記罷帰以後正月十八日之日付ニ而，

岡田豊前守殿江御害被遊侠，豊前殿返事之

写」

。「横山外記罷帰侯巳後正月十八日之日付ニ而

豊前駿江前回対馬・奥村因幡方より返書道侯

ユ付豊前殿より之返事之写」

。「二月十三日之日付ユ而対馬・因幡方ヨリ遊

候再報到来之由，豊前駿より之返事写」寛文

7年(1667)

。「白山一巻ユ付，公辺江御遠方等発端之番付

微妙院様より日清エ御預被遊候分」

。「白山比時神社旧記」建部采男所蔵の写し

。「寛永二年白山神主より，由来御尋ユ付申上

容」建部瑞雄所蔵の写

。「宝暦十年白山東神主より，御尋ニ付申上

番」建部采男所蔵の写。

治

以上のうち，@印は刊本「白山史料集J上巻に

収録。

6250 白山記録十種 16.61ー134

手写

1l5T 23.5cm 

白山比噂神社所蔵の文標記録の写し。

。白山大権現縁起

。木曽願書写

。衆徒牒状録

。真柄太万笛之記井太万之考

。年代記井由緒

。御垂跡由来

。登白紙賦

。建部石見控帳之内

。女人登白山記井祭歌

。石川郡三宮村志

以上のうち，。印は事j本「白山史料集」上巻に

収録。

6251 白山太神宮服忌令 16.61ー135

下白山惣長吏著

天和元年 (1681) 手写

巻子1 28佃

朱書で「難助叢番」の端裏書があり，白山宮社

家に伝わる写しに・寺社奉行の求めに応じた添番

を付けている。

6252 白山之縁起 16.61-136 

孟春手写天保12年(1841)

5T 23cm 

原題「白山泰澄チ胡目縁起J。元禄 12年(1699)

の澄恵手写の写。

6253 白山詞文書 16.61-137 

手写

91T 27叩

。「白山本宮同禅頂御出現次第」白山長吏所蔵

の写

。「白山比時神廟記」津田鳳卿著。享和元年

(801)田中劇清務手写。白山比咋神社所蔵

本の写し

gr加賀国石川郡三宮古記J向山比洋神社所蔵

本の写し
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寺

。「加賀国石川郡三宮古記考」富田景周著。原

本文化12年 (1815)成立ョ手写

。「白山之記J白山比洋神社所蔵本の写し。

以上のうち。印は刊本「白山史料集」上巻に収

録。

社 方

6259 泰澄鏡之巻写

手写

巻子1 28佃

白山比嘩神社宮司横山政和旧談。養老兄年 (71

7)泰澄が白山に登って事fJ霊の出現を見た次第

16.61-143 

を記したという文書の写し。

6254 白山記考証 16.61-138 

森田平次著 I 6260 大永之神番

前田家編輯方手写明治年間 | 手写

2冊 23.5cm

森田氏所蔵の写。著者が白山比嘩神社殺の「白

山記」を実地について考証して注釈したもの。

第 1冊は上巻，第2冊は中・下巻。

刊本「白山比嘩神社叢書」第一瞬に収録。

6255 白山比時神社旧記 16.61ー 139

前田家編輯方手写明治年間

112T 23cm 

。「白山争論記抜奉」

。「究延弐年二月由来御改帳J

。「白山比嘩神社改正社記J神保祢宜修侠ノ

分

。「御社用井公用留帳」慶応2年(1866)神主

建部右馬輔の控え。

6256 (白山比時神社神主〕三神多宮旧記 16.61ー 140

手写明治年間

18T 23cm 

神主三神多宮が白山比嘩神社に残る古文書，古

記録から書き写したものの写し。拘堂銀米利足

波方達寺社号所附知行高帳，白山社頭破損所

覚等写留など。'天明 6"'7'年(1786"'87)原本

成立。 ¥9零急 iZ売すJ多言沼言乙J。

6257 白山太神宮由来書

白山神主著

手写

16.61-141 

16.61-144 

巻子 1 28ω 

巻首欠。白山の神霊;の託宣，白山七社，六所王

子等の次第を記す。刊本「白山比嘩神社文献

集J，r白山史料集」上巻に収録。

6261 白山村建部議雄より差出候旧番類 16.61ー 145

手写

巻子 1・仮綴1(5通) 17em・24cm

内容は御巡見，御供米，祈祷，神職跡式，槻木

風損関係など。建部瑞雄は白山比嘩神社社家。

6262 尾添村ニ有之系図

手写・

1枚 34X95佃包紙

包紙に朱書で「住辻原村藤原氏系図，守部氏ノ

系図ト云ヒ伝フル分」とある。藤原鎌足に発し

房前，冬嗣の系を経て途中不明，冬嗣7代の後

胤式部太夫兼政の系統で「住辻原村建武兵乱没

16.61-146 

落」と記され，その後は欠。

6263 庚岡山王社略記 16.61-147 

顕設密院祥元著

前田家編輯方手写明治年間

3丁 24cm

平岡栄三郎所蔵の写。外題「臆岡山王社略縁

記」とあり，源平盛衰記の平岡野を前田利常が

広岡と改めたとある。安永9年(178の成立。

旧書名「石川郡広岡山王縁起J。
2丁 おm

建部瑞雄旧蔵。寛延2年 (17JI9)原本成立。覚 I6264 石川郡徳用村八幡宮縁起等 16・61-148

延2年の寺社改めの際の由緒番上げの草稿。 I 前田家編輯方手写明治年間

6258 白山比時神社縁起

10丁 24cm

白山村建部采男旧蔵。

16.61-142 

降込

4丁 24cm

。石川郡徳用村八幡宮縁起

。光松山八幡宮御縁起之略

。光松山八幡宮御縁起同之巻。
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治

25丁 24cm

小浜神社は現在河北郡内灘町大恨布に鉱凶5する

もの。本社の神号・由緒のほか，神主斎藤氏配

下の'J'社についても記載する。

落

16.61-149 

明治年間

6265 

〔能仲|気多神社記録集〕

手写

47"丁 24cm

気多神社に所蔵される中世~近世初期の文書の

写し，内容は次の通り。

。訴状2通

。動包

。一宮社務職御年貢米銭帳

。紛旨・条目・禁制・寄途状等

いずれも刊本「気多事l悦文献集」及び「史料纂

集(古文書編〉気多・神社文書」に収録。

16.61-153 6269 

16.61-154 旧気多社宮司桜井家文書

前田家編瞬方手写明治年間

2冊 23.5cm

桜井基長所蔵の写。貞享2年(1685)寺社改め

のとき提出されたものの写か。

① o r利家様御印物」

。「御状恭奉存候仰一宮云々等七通J

。「関東目案之写」

。「能州ーノ宮大宮司家譲状之写六通J

。一宮惣分副長案，享禄4年(1531)

。一宮惣分自神役米注文案，大永 6年(15 

26) 

。桜井基威注進状，天正6年(1578)

。慶長3年(1598)以来日記，慶長14年(16

09)までのもの

。一宮社官名称等，慶安3年 (165ω

。近世文書及び中世玄脅写等

②。「気多社禁制条目J

。気多社縁通起など。

刊本「史料纂集(古文書編)気多宇佐文書J

参照。

6270 

16.61-150 佐都武明神文書写

手写

巻子1 16cm 

。慶長9年 (1604)前回利長判物写

。天正14年 (1586)正月22日前田利家判物写

利家判物に列記された村名は，刊本「加能古文

書」所収「佐那武神社古文類梁J本より下記の

10ケ村多い。「黒田村・寺中村・普正寺村・二

津寺村・桜田村・中村・袋畠村・笹塚村・新村

・鷺森村」。

6266 

佐那武社縁起

前田家編輯方手写

37T 23.5佃

大野湊神社所蔵の写。

。「大野湊神社縁起J事保14年(1729)神主河

崎英通著

。「信回扉風記」享保元年(1716)神主河崎秀

憲著

。「笈捜追加之記」事保2年 (171の馬淵友之

進高定編

。神主河崎定勝による解説。

16.61-151 

明治年間

6267 

16.61-155 

明治16年(1883)

.-' ....... 

気多神社古文書

前田家編輯方手写

93丁 23.5cm

明治8年(1875)に内務省，石川県に提出した

「古文書宝物影本井其目録」の控をもとに，そ

6271 

16.61-152 
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佐那武神社古文類緊

森田平次編

前田家締続方手写

5冊 23.5cm

大野湊神社に蔵する古文惑・記録類を編纂した

もの。安政3年(1お6)狩谷前校による序文の

写が第1冊に付されている。

①後醍醐天皇之総旨，国公之御判印御番類，境

内御制札，献上目録御副印物

②当社縁記類，御社領由来書，両神主由来書，

同略系図

③御神事能興行奉醤類，同興行由来書，舞台造

営一件，産子桟故割

④臨時御祈祷奉書類等， 6月15日;神事一件，江

戸御目附衆社参一件，御子様方御社参一件

⑤神社御修理一件，神具御寄附井御造替等，神

主行事御条目等，同叙位任官等。

加賀国加賀郡小浜神社記

斎藤政隣編

天保3年(1832)

6268 
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寺社 方

の後追加補訂し石m県ヘ提出したものの控。 I6278 〔能舛l府中霊泉寺由緒) 16.61--162 

6272 (羽咋本念寺文書写) 16.61--156 

前田家編輯方手写明治年間

25T 2.1佃

羽咋本念寺は浄土真宗大谷派。

6273 伊須流岐比古神社由緒等三種 16.61ー 157

明治3年 (1870)

合綴 1(3冊) 24.5cm 

①能登国伊須流岐比古神社由緒

②御先代様御印物等写

~銅当家様仁和寺家御往復書翰写。

6274 酒井永光寺文書 16.61--158 

手写

57丁 26.5佃

永光寺所蔵の写。附「永光寺文書」。永光寺は

羽咋郡酒井町にある曹洞宗の名利。鎌倉期より

江戸初期までの文書の写。刊本「曹洞宗古文書」

に大部分収録

6275 酒井永光寺文書 16.61--159 

前田家綴韓方手写明治年間

68丁 23ω

阿部氏所蔵の写。

。延享四年永光寺等第一巻

。永光寺詩歌

。永光寺ト酒井村ト山境争論一件留，宝暦l伴

(1760)。

6276 (永光寺古文書写) 16.61ー160

前田家編輯方手写明治年間

13T 25cm 

飯川氏，義網，恵祐，義元，続連，信盛等の判

物11通の写し。

62η 伝燈除光 16.61--161 

釈日;塔編

手写明治14年(1881)

49了 23cm

外題「伝燈余録」。宝暦12年 (1762)の序あり。

羽咋滝谷妙成寺第27'代心地院日塔により編纂さ

れた原本の上巻を写したもの。金栄山妙成寺略

縁記，紫福山経王寺略縁記などを含む。

売

手写

巻子 1 34佃

霊泉寺は七尾市の曹洞宗寺院。天保13年(1842)

に，境内地について藩主印物等を添えて報告し

たもの。

6279 宝塔寺由来 16.61ー 163

手写

1通 24cm

天保14年(1843)の寺社改めの際，寺社奉行へ

提出された由緒書上の写。宝塔寺は鹿島郡藤橋

(現七尾市〉の曹洞宗寺院。

6280 庸夫僅談 16.61--164 

水野三春著

前回家編輯方手写明治年間

3丁 24佃

二宮村神主船木氏所蔵の写。能登余喜比古神社

の縁起を記す。著者は羽咋郡神代の神代神社神

主。神道を研究し国学和歌を学ぶ。文久 2年

(1862)没63才。

6281 鹿島郡向田村鰻目村四社旧記害上申帳

16.61--165 

手写元治元年 (1864)

117 24.5cm 

天明 2年(1782)成立。能登鹿島郡向田村〈能

登島〉神主船木伯香守が加賀藩ヘ提出したもの

の写し。

6282 総持寺古文書 16.61-166 

前回家編輯方手写明治年間

2冊 23ω

① o r惣持寺旧記」 筒井成孝所蔵の写し。元

和元年 (1615)より寛文7年(1667)まで

の法度旋などの写し

。「惣持寺古文書二冊之内」 星野保五郎所

蔵の写し

②「惣持寺古文書二冊之内」。

6283 総持寺三衣→牛ー

手写

4冊 23佃

16.61--167 
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16.61-172 

治

須須神社古文書

前田家編輯方手写

79T 23cm 

須須神社所蔵文書の写し。須須神社は珠洲市寺

家町鎮座。

明治年間

6288 

6289 安居寺古文書井旧記写

前田家編韓方手写

62T 23.5ω 

。「安居寺古文書写J天文5年 (1536)の最勝

寺寺領安堵状を含む慶長16年 (1611)より明

和8年 (1771)までの古文書と銘文の写

。「弥勅山安居寺旧記写」明治4年 (1871)写

。「天明五年本堂仏具廻等御修覆被仰付候控

番」過去の修覆についての旧記控を寺社奉行

所へ書上げたもの。

安居寺は，富山県東砺波郡福野町安居にあり真

言宗。

16.61-173 

16.61-168 

明治年間

藩

経ミ持寺と越前永平寺との聞に起った三衣問題に

関する総持寺側の記録。安政6年 (1859)から

文久2年(1862)までのもの。

総持寺三衣一件抄録

前田家稲穂方手写

84T 24cm 

総持寺と越前永平寺との三衣問題に関する記録

の抄録。引用文献は次の 4点。

諸事要用日記安政2年(1855)大村肴次郎

穏楽斎随意集 グ 5年 (1858)

惣持寺三衣イドー~四安政7年 086ω~文

久元年(1861)

公私心党文久元年(1861)加藤。

明治年間

6284 

16.61-169 〔能登国鳳至郡〕六合大社旧記

堀河長門編

手写

6丁 24cm

諸橋郷本江村に鎮座する六合大社由*l:f，。

6285 

16.61-174 瑞泉寺記録

手写

87T 23cm 

越中井波瑞泉寺所蔵の写し。

。瑞泉寺由来記

。瑞泉寺略縁起

。瑞泉寺代々の系図

。賢~Û、御物語

。誠心院殿御入院の翻御本山より寺院役人同行

等へ被仰波の事

。加越関誇記写

。賢心作意書。

6290 

〔越中国砺波郡高滋神社明細等〕

藤井幸麻呂著

手 写 明 治18年 (1885)

1ST 24cm 

著者は高瀬神社禍官。高瀬神性は明治6年(187

3)県社に指定されていたが，あらためて社格を.

国弊社に格上げしようとして，由緒の考証等を

挙げて富山県に歎願したもの。

。高瀬神社明細 o同神社考o同神社考追加。同

神社考附録。同神社々格願。同神社見取絵図。

16.61-175 6291 

〔鳳至郡金川宮記録〕

手写

42丁 24叩

「金川宮記全」と貞享元年(1684)編の「銀

河宮書物Jとを収む。金川宮は鳳至郡道下にあ

り。

。「金川宮記」 金川宮の縁起。天保2年(18

31)， 吉田茂喬の駿と師田祐吉の序が附され

ている

。「銀河宮審物」 金川宮の支配をめぐる別当

寺宝泉寺と社人四柳信濃守の相論に関する文

書を編集したもの。

16.61-170 6286 

〔霊歳神社記録〕

輪島市河井町編

明治5年 (1872)

80丁 28x20cm

戸籍帳に届けた「重蔵社」と明細帳に届けた

「鳳至比古神社」の称号についての争論の裁決

を求めるため七尾県へ提出じたもの。

。「鳳至比古神社号争論旧録」第1号，第2号

。「重蔵神社年中行事略記」。

16.61-171 6281 
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寺

6292 (高周山瑞飽閣記等] 16.61-176 

富田景周箸

自 鐙 寛政11年 (1799)・享和元年 (1801)

18丁・絵図2枚 28cm・82x136佃

63x 122cm 

①「高岡山瑞龍閣記」越中高岡瑞龍寺の沿革と

境内の景観を記したもの。寛政11年 (1799)

に成立したが，享和元年 (1801)に瑞龍寺活

湛の求めにより「瑞龍公伝略」を加えた。瑞

飽寺は越中高岡の曹洞宗寺院で，前回利長の

菩提寺。

②高局城井瑞龍寺絵図

③高岡街井客館図。

6293 越中国高周山瑞筒閣記 16.61-177 

富田景周著

寛政11年 (1799)

15丁 26.5cm

高岡瑞穂寺建立の沿革と境内の景観を記したも

の。付録として享和元年 (1801)に記した「二

世瑞飽公伝略Jあり。

6294 瑞飽寺関係文書抜書 16.61-178 

前田家編輯方手写明治年間

邸丁 25cm 

諸記録類より高岡瑞龍寺関係の記事を集成した

もの。

6295 (高周瑞施寺文書之取調J 16.61ー 179

前田家編輯方手写明治年間

6丁 25佃

瑞穂寺〈曹洞宗〉の創建伝説についての調査報

告。

6296 (越中氷見上回寺由緒留害之写J 16.61-180 

1通 25佃

富田権六郎旧蔵。上回寺は天台宗。

原題「上日寺往古ヨリ伝来侯留醤之写J。

6297 (射水郡勝興寺明細帳) 16.61-181 

手写

合綴1(3冊) 24cm 

山谷氏所蔵の写。

①射水郡之内古国府勝興寺明細帳，天明 6年

社 方

(1786) 

②向上，山谷雄斎手写天保11年(184の
③勝興寺光昌院云々。

6298 上新川郡最勝寺宝物持捲川家由来書 16.61ー 182

小鍛治秀道著

自筆

3丁 24佃

‘明治初期のもの。最勝寺は現在富山市捲川町に

ある曹洞宗寺院。

6299 (越中国境町宮々由来につき書上) 16.61-183 

正徳元年 (1711)

巻子 1 24cm 

越中砺波郡境町の寺社の由来について関所拳行

横山七郎大夫が，肝煎や護国寺に命じて審上げ

させた文書を継いだもの。

旧書名「越中護国寺由来書」。

6300 芳春寺記録 16.61ー 184

手 写 大 正5年 (1916)

30丁 24cm

越前園高瀬村宝円寺下寺芳春寺由来など。

6301 曹沢寺由来之覚 16.61-185 

僧雪閲(曹沢寺住職〉著

自筆貞享3年 (1686)

巻子 1 33cm 

寺社奉行宛の由緒番上げ。曹沢寺は近江国今津

村の曹洞宗寺院。今津村は文禄4年(1595)以

来前回家の領地で，利家夫人芳春院より曹沢寺

に茶湯料米が寄進されていた。刊本「加越能寺

社由来」下巻に収録。

旧書名「曹沢寺縁起J。

6302 曹沢寺由来之覚等 16.61-186 

僧雪間著

自筆元禄16年 (1703)

巻子1 32cm 

①僧雪聞書状

②曹沢寺由来之覚

③曹沢寺文寄目録

④曹沢寺文番写。

以上，寺社奉行宛に提出した由緒書上げ。

旧書名「曹沢寺雪閲害状等」。
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6303 竹生崎花王院由来番外 16.61-187 

元禄16年 (1703)

巻子 1 31佃

竹生嶋花王院は近江国真言宗で加賀藩の祈祷

所。藩主の書状についての寺社奉行の問合せに

答えた2通の害状を継ぎ，寺社奉行が添紙を付

したもの。

旧番名「竹生協花王院番状外」。

63ω 竹生嶋花王院縁起 16.61ー 188

僧祐栄箸

自筆貞享3年 (1686)

巻子 1 25.5cm 

寺社奉行富田治部左衛門，不破彦三宛由緒番上

抗刊本「峨寺社由来」撃に収録。

6305 法蜜坊縁起 16.61-189 

僧孝紀編

自筆貞享3年 (1686)

1通 31.5ω

寺社奉行宛.て由緒盤上げ。法抵妨は京都石清水

八幡宮の別当社僧で，加賀藩の祈祷所。刊本

「加越能寺社由来」下巻に収録。

治

尾張荒子村観音寺が，加賀藩の菩提寺として取

立を願出た時に，観音寺と藩の聞に往来した文

書の写し。他に「奥村因幡家来覚書Jr浄海山

観音寺古記録抜粋」を収む。

6309 前田通念寺由緒等 -16.61-193 

前田家編輯方手写明治年間

64丁 23.5佃

。「濃州通念寺由緒帳J

。「前田山通念寺旧記写」

。「前回半三郎旧記」

。「越前園南条郡池田村前回文左衛門由緒J

o r由良播磨守より指越候由緒番J。

6310 熱田神宮御師松周斎宮太夫由緒 16.61-194 

松岡斎宮太夫著

貞享3年 (1686)

巻子 1 27佃

尾州熱田松岡斎宮太夫より寺社奉行不破彦三，

富田治部左衛門宛。貞享3年(1686)寺社由緒

改と一連のもので利家・利長等御曹の存否問合

せの返答も含む。刊本「加越能寺社由来」下巻

に収録。

6306 紫野芳春院縁起 16.61-190 

芳春 蹴 附 I 6311 

自筆貞享3年 (1686)

巻子 1 31.5佃

寺桂奉行宛て由緒番上げ。芳春院は京都大使、寺

塔頭の 1つで，利家夫人芳春院の建立にかか

る。・刊本「加越能寺社由来J下巻に収録。

伊勢内宮御師混大夫由緒 16.61-195 

堤太夫盛予著

自筆貞享3年 (1686)

巻子 1 36佃

御師堤太夫より寺社奉行司覗彦三，富田治部左

衛門宛。貞享3年 (1686)に行なわれた寺社由

緒改に関連するもの。刊本「加越能寺社由来J
下巻に収録。6307 芳春院銀古録 16.61-191 

前田家編栴方手写明治年間

3汀 23・5佃 I6312 

京都大徳寺塔中芳春院は延享3年(1746)から

翌年にかけて記録類を編集し，振古録として 2

部作成し加賀藩ヘ1部納入した。内容は延宝 3

年 (1675). 貞享年中，正徳年中，に藩へ提出

された位牌などの目録類を編集し，これに延享

3--4年 (1746--1747)の記事を放せている。

6308 尾州荒子村観音寺由緒書

文政11年(1828)

17T 25ω 

16.61-192 

〔伊勢御師等指上申御印物写等) 16.61-196 

手写

巻子1 39佃

伊勢内宮御師堤刑部が目録に添えて藩主の印物

など5通の写を継立てて寺社奉行に提出した折

紙，及び同御師揺井土佐が藩主の印物や寺社奉

行からの書状など5通の写を添えて寺社奉行に

指出した折紙。原題「伊勢御神領被付候由来

書」。元禄12年 (1699)頃成立か。

。駒刊部折紙〈寺社奉行宛〉

。堤刑部覚書

-256ー



方

1通 31ω

長床坊は京都愛宕山愛宕神社の僧坊の一つで加

賀藩の祈祷所。貞享3年の領国外の寺社改めの

際，寺社奉行へ提出された由緒番上。

社

6316 北野天満宮御宝剣御箱等御図り害

蒔絵師与左衛門著

前田家編綿方手写

4 T 2.1ω 

著者は五十嵐長左衛門門下の蒔絵師。北野天満

宮ヘ納めた万剣の鞘，箱の仕上げについての記

録，代金を記す。審主前田斉泰が北野天満宮に

奉納した宝剣箱の見積書。

hケ

天満宮宝剣箱書文字・折紙題欝等写

7枚1.・11.5x87.5佃

享和2年(1802)及び嘉永5年(1852)奉納の

宝剣と箱書等の写。加賀落主前田治{府と前回斉

泰が北野天満宮に奉納した宝剣箱の箱書のひな

型。

旧書名「天満宮宝剣絵図等J。

16.61-2∞ 

明治年間

。前回利勝印物写，天正14年(1586)

。前回利光印物写，慶長20年 (1615)

。前田利長印物写

。前田利光印物写〈折紙)

。岡田長右衛門等連署折紙写，文禄4年(1595)

。福井土佐折紙〈寺社奉行宛)

。福井与左衛門書状写(寺社奉行宛〉

。不破彦三等連署折紙写

。福井土佐覚書写，貞享3年 (1686)

。前田利光印物写，元和3年 (1617)

。前回綱紀印物写，寛文4年 (1664)。

旧番名「瑞龍院・高徳院様等ヨり堤源介へ被下

候御判物等写井堤知j部・福井土佐紙面J。

寺

16.61-201 6317 16.61-197 〔醐恩庵関係文書一巻〕

巻子 1 30佃

酬恩庵は山城国綴喜郡薪村にある臨済宗大徳寺

派の古測で，加賀藩の位牌安置所。

外題に「酬恩庵芥江州曹沢寺由来一巻J(端裏

貼紙〉とあるが内容に曹沢寺関係のものはな

6313 

16.61ー2026318 高野山天徳院由来之覚

僧龍賢著

自筆貞享3年 (1686)

巻子 1 26佃

寺社奉行不破彦三，富田治部左衛門宛。高野山

天徳院は利常夫人が元和8年 (1622)逝去した

時，その遺骨の一部を高野山に納めて寺とした

もの。加賀藩の菩提所。貞年3年 (1686)の領

国外寺社改めの一環として提出を命じられたも

のo 刊本「加越能寺社由来」下巻に収録。

旧番名「高野山天徳院縁起」。

16.61-203 

上野常照院由来・金沢東照宮起立之元自

16.61-204 

6320 16.61-199 〔長床坊縁起〕

圭海著

自筆

6315 

常照院箸
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貞享3年 (1686)
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6319 高野山天徳院由来等鰻記

天徳院代僧花蔵院縞

自筆文化7年 (181の

43了 27cm

文化7年(181の加賀藩の求めに応じて提出さ

れた由来書。

。酬恩J奄宗桂番状〈竹田五郎左衛門・伊藤平右

衛門宛〉

。前田利常酬恩常住料寄進状写(慶安3年〉

。酬恩庵宗淵害状〈高山藤右衛門・永原忠兵衛

宛〉

。酬恩庵由来書

。酬思庵由緒酬恩庖宗淵実印 加賀器京都島放

高山藤右衛門，永原忠兵衛宛〈元禄6年〉

。酬恩庭寄進状調替ユ付横山式部・笹原織部書

状写。

旧書名「酬恩庵宗桂奮状」。

16.61-198 醐恩庵由来

僧宗深箸

自筆貞享3年 (1686)

巻子 1 32.5cm 

酬，恩庵宗深より不破彦三等宛由緒盤上。刊本

「加越能寺社由来」下巻に収録。

旧書名「酬恩庵縁起J。

6314 



貞享3年(1686)

巻子 1 25佃

藩

11~照院は，江戸上野の寛永寺内に前田家が寄進

建立した天台寺院。金沢東照宮は寛永寺東照宮

から金沢城内北ノ丸の地に勧請されたもので，

明治京間後域内から尾山町に移転し，尾崎神社

と改称した。刊本「加越能寺社由来」下巻に所

収。

旧宮名「上野常照院由来J。

6321 東叡山常照院由来等 16.61ー，205

仮綴 1( 9，iiD 17--27cm 

①「東叡山常照院由来J常照院より不破彦三・

富田治部左衛門宛，貞永3年(1686)の由緒

書上の写し

②常照院御知行被遣の年号に付一札，正月 16

日野村勘兵衛・湯原主膳より前田美作守宛

③常照院根元・筋目に付申上添魯，正月20日前

田美作守

@常照院継目願等及御札方に付伺番，正月 9目

前田美作守

⑤上野常照院御知行由来に付申上書，正月 11日

⑥寺社方由来審指出の義に付一札，正月 13日永

原左京より前田美作守宛

①公方様御参詣日・場所等に付御報番， 3月28

日

③常照院寺領所附之事， r明暦三年十二月増免

被下候所附仕立申留之内」と朱書あり

⑨常照院知行所付之事，寛永17年(1640)。

⑥の裏に「東叡山常照院江被下置候知行由来等

之儀御尋ユ付寺社奉行より書記指上候紙面持

常照院害状井願紙面等九通Jと貼紙がある。

僧職・神職

6322 (羽咋郡神識〕先祖由諸井一類附糠 16.61-2C6 

明治3・6年(1870・73)

23冊 24ω

内題円日神職由緒帳」。

①一宮気多神社神職調理候明治6年(1873)

②東関村手速比嘩神社神職酒井良万侶 明治3

年(1870)

③矢駄村加茂下上社利I職田中政秀 グ

④利l代村利I代神社神職水野春建 グ

⑤一宮気多神社神職亀山長一郎 グ

治

⑥一宮気多神社神職亀山久麿 グ

⑦山崎村天神社・河原村神明社神職高崎知数グ

③瀬戸町村瀬戸比古社神職瀬戸祐教 グ

⑨笹波村藤掛社神職平田勝伊 グ

⑩八幡村八幡宮・小室村諸岡比古神社・相神村

相見神社神職曽原昌貫 グ

⑪散田村天神社神職金山金道 グ

⑫三日町村住吉大明神神職長生佐登臣 グ

⑬大福寺村六所宮神職福山茂麿 グ

⑬直海村瀬戸比古神社神職索都益貞 グ

⑮荻谷村志乎神社神職渡辺正直 グ

⑮大.村意富志麻社神職岩尾信広 グ

⑫ポ容す山王社神職吉井美作 グ

⑮子浦村志乎神社神聡志尾数馬 グ

⑮菅原村天満宮神職菅野直人 グ

@藤瀬村藤津比古神社神職尾沢清長 グ

@百浦村百沼比古神社神主宮谷信ー グ

②羽咋村羽咋神社神職宮谷国平 グ

②大念寺新村秋葉社神職活ま信 明治3年。

旧書名「羽咋郡寺社先祖酒緒持一類付餓J。

6323 (鹿島郡石動山社家先祖由来弥一類附帳〕

明治3年(1870)

34冊 24cm

16.61-207 

石動山の社家や神仏分離に伴い復飾した石動山

社僧などが社椅方へ提出した先祖由緒芥一類附

帳。付襲に旧院坊号を記している。

①石動山「元大普院」柴田馴人

②石動山「元祐定院」児玉東馬

③石動山「元安養院J藤島大武

@石動山「元大徳坊」徳野貢

⑤石動山「元月光坊」柴田加治馬

⑥石動山松岡司馬

⑦石動山金子俊治

③石動山「元仏頂院」西尾菊二

⑨石動山「元宝達坊」長崎初弥

⑮石動山「元心王院」竹戸要人

⑪石動山「元乗照院」鈴木辰次

⑫石動山「元普門院J守多門

⑬石動山岡部清記

⑬石動山「元戒定院」渡辺逮馬

⑮石動山「元福知院J星野富久治

⑮石動山「元成福院」岡崎清馬

-258一
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方

②山崎村阿良加志比古神社大畠従五位〈義貞〉

⑫石動山大森従五位(重老〉

@田鶴浜村住吉神社大森従五位(証冶〉

@府中村能府地主山王大津大森従五位〈重明〉

@矢田村天満宮大森従五位〈定毒) ，，--

③庵村伊掛社伊掛耕造

@飯川村若宮八幡宮野村新従五位〈清胤〉

②能登部下村能登比咋神社宮田従五位〈房光〉。

旧寵名「鹿島部寺社先祖由緒汗一類付帳」。

社

16.61-209 〔鳳至郡神職〕先祖由緒芥一類附帳

明治3年(1870)

26冊 24cm

①時国村石倉比古神社神職瀬野従五位忠貞

②七海村白山宮神職宮沢越街時宗

③明千寺村五社宮神職杉山勇丸

@平野村八幡宮・平野社神職大森伊賀時賢

⑤東村石瀬比古神社神職大滝伊波登貞清

⑥沖波村神目伊豆岐比古神社神職四柳杢之介

⑦鹿島村鹿島宮神職東四柳従五位政信

③甲村加夫万比古神職大橋従五位久盛

⑨七海村白山宮神職宮沢筑後時貞

⑪前波村神田伊豆岐比古神社神職姻川山城秀近

⑪市ノ;坂村八幡宮神職細川和泉宗久

⑫三田村神明宮神職中川伊勢真澄

⑬山田村八幡宮神職堀内和泉定業

⑬皆月村日吉社神職番場備前政継

⑮穴水大町村辺津比呼神社神職関越後政尚

⑮鵜川村天満宮神職梅田豊後連鰭

⑫中居村神杉伊豆牟比嘩神社神職利I杉尾張茂穂

⑬別所谷村神明社神職引持龍男

⑮仁行村本江村入合神杉伊豆牟比咋神社事l'職山

崎従五位時宗

@房田村白山宮森駿河征則

@門前村櫛比諸岡神社神職四柳栄男

②大野村五社宮神職水上高蔵

@輪島町重蔵神社神職能門従五位重連

@輪島鳳至町神職浅井清之毘則定

②道下町石瀬彦神社神職四柳従王位吉郎

⑧別所谷村八幡社神職帯壁伊勢清忠。

旧書名「鳳至郡寺社先祖由緒井一類付帳」。

6325 

⑫石動山「元千手院」月見里大治

⑬石動山「元性空坊」広田由記

⑫石動山「元宝池院J宝地幾代治

@石動山「元仏蔵坊」岡崎環

@石動山「元東林院」林守人

②石動山「元道住坊J日出山求馬

②石動山「元顕突坊J阿部三奇

⑫石動山清水従五位

@石動山「元旧観坊」豊崎青海

②石動山「元来迎院J林一学

②石動山「元阿弥陀院」大西昇平

@石動山「元妙法院J星野平馬

@石動山清水従五位〈宣平〉

@石動山「元釈迦院」管神代

@大津村八幡宮小柳従五位〈正枝〉

@向田村伊夜比I羊神社船木従五位〈連吉〉

@笠師村菅忍比嘩神社井田従五位〈定城〉

@矢田村神明両社星沢関野真。

旧書名「鹿島郡寺社先祖由緒井一類付限」。
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〔鹿島郡石勤山社家等先祖由諸井一類附帳〕

16.61ー.208

16.61-210 〔鳳至郡神駿〕先祖由緒弁一類附帳

明治3年(1870)

6326 

明治3年(1870)

zl冊 24ω

①石動山「元東蔵院」守井関治

②石動山「元重蔵院」児玉重蔵

③石動山「元花王院」岡部司馬

@石動山「元妙高院」高沢葬

⑤石動山「元三蔵坊」広田左膳

⑤石動山「元宝珠院」浅野数馬

⑦石動山「元行住院」渡辺玄策

③石動山「元五智院J松岡采男

⑨石勤山「元妙蔵院」広瀬達二

⑪石動山「元延命院」西尾知多利

⑪二宮村天日陰日l尊神社舟木新従五位〈清適〉

⑫石動山「元大宝院」岡崎矢貫

⑬石動山「元中央院」岡山関平

⑬石動山「元花蔵院」星野花喜

⑮府中村神明社松尾泰馬

⑮宮前村玖麻加夫都阿良加志比古神社清水従五

位〈享〉

⑫小島村愛宕社舟木隆佐久

⑬羽坂村鳥屋比古神社高木従五位〈政直〉

⑮盛田町村荒石比古神社安田従五位〈政恭〉

6324 

a 
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11 : 

9冊 24.5cm

①別所谷村神明社引持弓之盛一矢

②鹿波村八幡社神職森川伊勢政冨

藩

③字出津町酒垂宮神職加藤従五位常彦

@iセ水川崎村美麻奈比古神社神職四柳三河秀定

⑤里村住吉宮神職中川里見直則

⑥谷内村傑原北代比古神社六社大明神神職鷲獄

出羽定俊

⑦中居南村奥津比嘩神社神職四柳遠江頼次

③宇出津白山社神職棚木従五位雅枝

⑨大沢村静浦神社神職宮崎従五位千行。

旧書名「鳳至郡寺社先祖由緒井一類付帳J。

6327 (珠洲郡神臓〕先祖由緒弁一類附帳 16.61ー，211

明治3年 (1870)

11冊 24.5cm

①三崎村須々神社猿女鈴雄

②三崎村須々神社高山勝見

③真脇村高倉神社高原従五位

@広国村加志波良比古神社橘従五位

⑤松波村神明社松本大肥隆明

⑥経念村古麻定、比古神社青木助之充

①寺社村気多社水島石見

③鹿野村天満宮森井長門

⑨南方村柳田社桜井従五位

⑮正院村桜井従五位

⑪飯田村春日社葛原従五位。

旧書名「珠洲郡寺社先祖由緒芥一類付帳」。

6328 (珠洲郡長橋村亀山神職〕先祖由緒井一類附帳

亀山則一著・

明治3年(1870)

9T 24ω 

16.61ー'212

6329 弐拾参ケ寺後住帳 16.61ー'213

手写

315丁 24佃

加越能三州の触頭23ケ寺が取りついでいる触下

寺院の後住属伺書。寛文3年(1663)より安永

9年(1780)までのもの。

6330 (再後住旧記・後見後住旧記等] 16.61ー'214

手写

治

2冊 24cm

触下の寺社の跡職相続に関する記録。文政7年

(1824)改の分。

6331 後住願一件 16.61-215 

手写

307T 23.5ω 

文政7年(1824)より廃藩まで。各宗派寺院及

び神主・山伏で触頭及び寺社領を与えられてい

るものの跡職相続に関する記録。

6332 神主跡職願帳 16.61-216 

手写

232'丁 23.5cm

寛文4年(1664)--文政13年(1830)の神職相

続願を寺社奉行所で集録書写したもの。

6333 (社家継固ならびに社号等願書控) 16.61ー，217

273丁 23.5cm

文政8年(1825)から慶応3年(1867)のもの。

神主職継目，官位昇進，社号等の件につき，寺

社奉行より京都への取次を鈴鹿民に依頼した文

書を集めたもの。取次人鈴鹿氏からの返事を朱

番している。

表題及び旧書名「寺社御貸米日印帳」。

6334 (神主臓醸・御許状写) 16.61-218 

上回蔵多等編

手写

合綴1(3冊) 24.5佃

上国蔵多は当時金沢犀川天満宮神主で，加越能

三州の触頭神職。

①神祇官神主職御許容状御請黙名速印公用方江

指出控(12'丁〉

②神祇官願書留控加州能州越中等五拾五通，明

治元年(1868)(17丁〉

③三州復飾神職分神祇官御許状写，明治元年

(1868) (28丁〉。

6335 復飾山伏社臓復帰願之儀神祇官え添翰留

16.61-219 

明治元年(1868)

30T 24ω 

復飾人55人分〈加賀31人，能登7人，越中 17
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寺 社 方

6341 天徳院雄道和尚被及大病御医者被下井運化取捌ー

件 16.61-225

16.61-220 I 富田貞直(外記〉編

人〉。

6336 神備混清調理方留帳

明治2年(1e69)

2冊 24佃

神仏分離の実施に伴う僧侶・修験の復飾，神仏

習合の廃止に対する申し立てなどに関する文

書。明治元年(1868)10月より翌2年(1869)

10月までのもの。

6337 (民政寮宛伺願書綴〕

明治2年 (1869)

29T 24cm 

。「亀山久麿朝廷江御礼献上方→M
o r天野道之輔同役願-{ttJ

。「東末寺御七昼夜繰上願4ド」

。「敷波村本泉寺地中清司一件J

。「石動山等初穂米集方一件」。

旧書名「東末寺御七昼夜繰上顕一件等」。

16.61-221 

6338 本化別頭備祖統紀抄

前田家編輯方編

明治年間

23丁 24cm

加越能3ヶ国日蓮宗にゆかりの僧侶の伝記を抄

出したもの。刊本「日蓮宗全審」に収録。

16.61-222 

6339 蓮心寺住持手前不届之条々

手写

16.61-223 

天明 7年(178の
16丁目X20.5佃

富田権六郎旧蔵。天徳院14代府寅雄道の遷化に

関する天徳院と寺社奉行所の往復文番。

6342 (宝円寺大牛和尚法系調理書〕

富田景換著

手写

3丁 24ω

宮田権六郎|日蔵。宝円寺住持を継ぐ予定の一統

大牛和尚の法系についての文政3年(1820)天

徳院前取火消宮田景換らの報告書の控。

旧番名「宝円寺後席大牛和尚法系ユ付調理報告

書」。

16.61-226 

6343 御墓坊渡辺道清・岩崎裕玄・河合劫境跡式願→牛

16.61-227 

89丁 24.5佃

金沢小立野天徳院内にある第4代藩主墓所の墓

守{曽の相続願を集めたもの。天保11年(1840)

~明治2年(1869)までのものo

6344 香林寺天苗一件 16.61-223 

前田家編輯方手写明治年間

19丁 23.5em

番林寺は金沢泉野の曹洞宗寺院。住僧天苗の女

録

写
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6340 滝谷妙成寺隠居日俊手前不扇之条々 16.61-224 

16.61-229 

巻子 1 16cm 

宮田権六郎旧蔵。全性寺は金沢市東山 2丁目

1通 30佃 | の日蓮宗寺院。

日俊は妙成寺18代住持。妙成寺を檀那寺とする

藩士家族の葬儀の問題で金沢並木町蓮心寺と争 I6346 白山長吏同神主中跡駿等帳

い，両者とも処分。本文替は延宝3年(1675)

から同 5年(1677)の悶に成立した蓮心寺住職

妙源院の訴状か。

16.61-230 

手写

1l0T 24cm 

白山宮の長吏と神主職の跡職の相続等に関する

寺社方の関係文書の写し。天和3年(16お〉か

ら安永5年(1776)までのうち.貞享2年(16
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藩 治

85)から元禄4年 (1691)までの分と元禄8年 経:持寺五院の代々の住番僧について元禄8年

(I695) 9月から宝永元年(170のまでの分が (1695)より元禄12年(1699)までの分を寺社

欠落している。刊本「白山史料集J上巻に収 事行に報告したもの。芳春院は五院の一つ妙高

録。 庵の塔頭。

6347 石動山衆徒中後住帳 16.61ー'231 6352 〔惣持寺輪番等口上書〕 16.61-236 

手写 昌泉寺編

255丁 24佃 自筆

石動山の院坊や触頭波着寺から落寺社奉行への 巻子1 17.5cm 

後住願と，寺社奉行より藩老中への御達状など 寺社奉行伊藤内謄の質問について塔頭の 1つ昌

の控え。寛文4年(1664)から安永9年(1780) 泉寺が答えた口上番。

のもの。

6353 〔惣持寺五院現住之次第〕 16.61-237 

6348 関佐次馬由緒 16.61-232 松巌寺綴

手写 1通 16佃

23T 24cm 総持寺の五院が幕府及び藩への年頭礼を輪番制

鳳至郡穴水町大町の辺津姫神社の神主家の由緒 によって勤めていることの口上密。

種。明治14"'15年(1881--82)頃のものか。

6354 〔総持寺寺役ニ付覚書〕 16.61-238 

6349 〔黒島村名願寺了伝余議一巻〕 16.61-233 1通 17cm

巻子2 18.5cm 総持寺寺役を勤める五院の由来について述べた

名願寺は当時加賀藩預地で、あった黒島村〈現在 もの。

鳳至郡門前町)の真宗大谷派寺院。黒島村永法

寺の獲子に迎えられようとした了伝についての 6355 勝奥寺後住御内意ニ付害状 16.61-239 

詮議について。寛延から宝暦初(1748--1752頃〉 延享2年(1745)

までのもの。①の紙背に村井主膳長堅，本多安 1通 17佃包紙

房守政行，大音喜六郎，奥村左京隆振，長九郎 樋口次郎右衛門より野呂要人宛。 11代治傍が幼

左衛門善連など重臣から同じく家老前回大炊孝 時に越中古国府勝興寺住持に定った〈延享3年

島西尾隼人克明宛の，藩主病気快癒について _ 4月〉件に関するものか。樋口次郎右衛門兼傍

の番状がある。 は御用部屋御小将頭。

②は，前回対馬守ほか8名から前回勘解由，西 旧書名「勝興寺後住=付書翰」。

尾隼人宛白

6356 勝興寺証文 16.61-240 

6350 総持寺五院紫衣之事 16.61-234 手写

宝円寺編 10T 23cm 

自筆 越中古国府勝興寺〈浄土真宗東方〉の住職常栄

巻子1 18佃 の死去に伴う与息長丸の剃髪に関する文書。

総持寺の紫衣着用についての寺社奉行からの問

合わせに，触頭宝円寺が答えた文書2通。 |附光昌院樹首名附 16.61-241 

高岡正厳寺編

6351 〔惣持寺住番ニ付調書〕 16.61-235 1通 15側

芳春院鳳山編 使僧を勤めた浄土真宗西方の寺院 7ケ寺の名

自筆元禄12年(1699) 簿。

巻子 1 28伺

-262-
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16.61ーおO

16.61-253 

御内達趣意書

手写文化3年(1806)

18'丁 24cm

浄土真宗本願寺派における異安心をめぐる論争

(三業或乱〉の問題で，越中における古義派と

新義派の対立抗争の顕末について，古義派に属

する普巧寺が記録したもの。この件に関して寺

社奉行所ヘ提出された文書の控 (f御役所へ指

上候控J)が次号にある。

御役所へ指上候控

手写

26T 23.5cm 

中川典克旧蔵。浄土真宗本願寺における三業或

乱に関して，寺社奉行所へ提出された報告の控

と思われる。

16.61-252 

16.61-249 

〔正厳寺邪儀ニ付〕口上之覚

手写

6丁 24畑

中川典克旧蔵。公事場寺社奉行宛。延宝2年

(1674)原本成立。浄土真宗の異安心問題につ

いての口上奮の写し。

与力寺一統法義縮りについて覚

1丁 12X18佃

中川典克旧蔵。浄土真宗本願寺派の異安心問題

について越中勝興寺より内達を受けた寺社奉行

の覚曾。

16.61-251 相承安心正義御役所へ指上侯控

手写

4丁 23叩

中川典克旧蔵。浄土真宗における安心正義〈異

安心問題〉についての注釈。

16.61-248 

6369 改派旧記・院林村常願寺改派→牛

手写

295T 24cm 

文政7年(1824)改の分で，享保8年(1723)

より以降，慶応2年(1866)までの追加あり。

持参Jと朱書あり。

!日書名「社寺御奉行所御尋等八種」。

方

6367 

6368 

6366 

6365 

6364 

-263ー

社

16.61-247 

16.61-244 

16.61-243 

16.61-245 

16.61-246 

社寺御奉行所御辱等覚書

勝興寺編-

手写

8T 24.5cm 

「文化二年十一月越中古国府勝興寺関東寺社御

奉行脇坂中務太輔殿江御呼出宗旨安心之越御詮

議之翻此覚書勝興寺家司原田逸進本郷御屋敷江

6358 常照院亮潤害状

常照院亮潤箸

自筆

1通 37ω

前田美作守宛， 12月13日付。日光御門主より常

照院住職任命を受けたについての害状。

二十ニ箇条濫鱒記

中川顕忠箸

手写文化元年(1804)

28丁 24佃

中川典克旧蔵。一向宗において，宝暦年中越前

国で十却秘事の曲法門を説くものがあり，その

詮義に関する記事。

16.61ー'242

永原左京書翰

手写正徳、2年 (1712)

1通 171佃

真言宗新義派御尋=付調査報告。青木与右衛門

宛。永原左京は寺社奉行。

6359 僧官条目

油小路隆真著

今枝直方手写

4T 27cm 

僧の官位，諸宗の僧位に付き23ケ条にまとめた

もの。

能化職覚書

5T 23cm 

中川典克旧蔵。能化職は，浄土真宗本願寺派に

能 Tられた教学の職。代々の能化職についた僧

侶の功績についての覚書。

旧番名「覚書」。

寺

宝永2年 (1705)

義教

6362 

6360 

6363 

6361 

i
l
i
t
a
i
-
…臨
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藩

加賀藩領内の浄土真宗寺院における転派〈大谷

派から本願寺派文は本願寺派から大谷派〉に関

する記録。後半に越中砺波部院林村常願寺の転

派に対する井波瑞泉寺〈東方〉の異儀をめぐっ

て， 触頭勝興寺〈西方)，西本願寺役僧，寺社

奉行，瑞泉寺，常願寺の聞で交された文書を集

めた記録を収めるo

旧書名「改派旧記」。

6370 宗旨寺替之儀ニ付被仰出留

手写

19丁 12x18cm 

16.61-254 

中川典克旧蔵。宗旨寺替の件に関する宏、備録。

安永4年(1775)寺社奉行に就任した中JII八郎

右衛門寄忠のものと思われる。

6371 永平寺祖規再興顕害等写

永平寺等編

手写

10丁 12X17.5cm 

宮田権六郎旧蔵。

16.61-255 

。祖規再興願番，寛政9年(1797)7月

。御公文，享和元年(1801)

。御宣示，享和3年(1803)。

旧寄名「祖規再興願審等写」。

6372 永平寺玄透禅師寄加州大震寺書

寛政11年 (1799)

16.61-256 

治

仏事・神事

6374 御祈徳御札等旧記外

手写

732T 24cm 

16.61-258 

。御祈祷御礼等旧記，宝永4年(1707)--慶応

4年(1868)の聞の藩主の祈祷の記録

。御弓初等御日取!日記，天明 5年(1785)--慶

応4年(1868)の聞の藩主の子弟の弓初入興

などの際の日取，方角等の占いの記録

。璽ーイ牛， 元文4年(1739)，寺中佐那武社に

璽箱を寄附した際の関係文書の写。

6375 自他国寺庵宝物井法談願旧記

手写

535T 24cm 

16.61-259 

加越能の領内及び他国にある藩の菩提所，外護

所，祈祷所などの寺庵による宝物公開及び法会

・再建等の願についての元禄8年(1695)より

慶応4年 (1868)までの記録。

6376 関根旧記・宝物弘通旧記

手写

524T 24.5cm 

16.61-260 

享保14'年(1729)以降の加越能三闘の寺社の開

帳，宝物，仏事神事などの記録。慶応元年(18

65)までの追加あり。

llT 12X 18cm 1 6377 寺社家開帳等労・臨時之神事願 16.61-261 

原題「永平寺玄透禅師因事寄加州大衆寺番Jo I 手写

富田椀六郎旧蔵。永平寺5併ミ玄透より大衆寺住 310丁 23.5cm 

持患禅和尚に寄せた番。 o平寺開帳

6373 寺院御答書等 16.61-257 

4通 24cm

①十三間町妙源寺僧大玄之儀御尋ユ付答番並専

光寺添番

②鹿島郡土川村忍性寺法話指留エ付読書並長稿

寺添番，弘化2年(1845)

③土川村忍性寺法話内競仕二付答番並長福寺添

審，嘉永7年 (1854)

@岩勝寺衆徒中より高伺称念寺宝物弘通二付請

鼠 鼠

-264-

。山伏頭開帳願

。三七日開帳願

。口口口開帳之部

。年忌開扉之部

。臨時祭礼等之部

。天満宮等年忌

。北野天満宮九百年思

。開帳中等故障之部

。平寺開帳日延付礼物

。平神主臨時之神事願

。頭神主臨時之神事願

。年忌臨時之神事弁慶賀神事

d -



寺社

。回井天満宮年思神事 I 6384 

0平神主臨時之神事日延付札。

6378 C祭礼旧記等) 16.61--262 

手写

669丁 24佃

文政7年 (182心改の分で，享保15年(173の

以降幕末までの記録。

。祭礼旧記

。神主慎中祭礼旧記

。御遠慮中祭礼旧記

。同仏事旧記

。踊狂言等旧記

。産子争論。

6379 加賀春日山少彦名命廟碑 16.61ー263

2T 24cm 

覚政12年(18ω〉成立した碑の銘文の写。 I6385 

6380 (東照宮ニ百回忌御法会ニ付神謎寺門前等往来指

留達) 16.61-264 

1通 15.5畑

中川典克旧蔵。文化12年(1815)東照宮(徳川

家康〉二百四思を金沢神麓寺で執行した時の通

行規制達。

6381 法生会講式・陪窓会井法櫨・法事会地願等一件

手写 16.61-265 

11灯 24・5佃 I6386 

文政7年(1824)原本成立。曹洞宗触頭天徳院

及宝円寺より寺社奉行へ提出された文書を編集

したものo

6382 (卯辰山招魂社〕祭文 16.61ー.266

6丁 24cm

卯辰山招魂社における鎮魂の祭典に用いられた

祭文。

旧書名「卯辰山天満宮祭文Jo I 6387 

6383 菅生石部神社御願神事抄 16.61-267 

前田家編輯方手写明治年間

2丁 24cm

いわゆる「竹割り祭り」の由来について記した

もの。

-265ー

方

白山太神宮奉加帳写 16.61ー268

手写

10.通 28叩

天正14年(1586)"J文久 2年(1862)の聞の白

山比呼神社に対する前田家代々の奉加帳の写

し。

①天正14年(1586)利家

②年代不明利家

③年代不明利長

④慶長11年(1606)利長

⑤同年女房

⑥慶長18'年(1613)玉泉院など

⑦慶長20年(1615)-1:¥J長J

③寛永20年(16必〉利党批為、

⑨寛文元年 (1661)綱利

⑪文久2年(1862)斉泰。

白山衆徒際状録 16.61-269 

森田平次手写嘉永元年(1848)

24丁 24cm

小倉屋太右衛門旧蔵。白山宮諸坊で荘厳識執行

の際に衆徒を招集した牒状の写で，康永3年9

月12日~文和3年12月24日勧進の46通。白山宮

荘厳講中記録の料紙の紙背に用いられていたの

を森田平次が解冊番写したもの。別名「荘厳競

所廻状」。刊本「白山比I羊神社文献集」及び

「白山史料集」上巻に収録。

〔観音寺中祭礼二付申渡等留) 16.61-270 

手写

323丁 24.5cm

石川郡寺中村の長谷観音祭礼(4月1日・ 2日〉

と寺中佐那武明神の祭礼及び能興行(4月15日〉

についての藩からの申渡文書を集めたもの。奉

行・横目・響岡足軽の派遣に関する連絡文書が

多い。

〔石動山知識廻之儀ニ付云々] 16.61-271 

手写天明 4年(1784)

12T 24cm 

原題「石動山知識廻之儀ユ付御算用場より相渡

り候紙面等之写」

享保15年(1730)宝暦3年(1753)天明 4年

(178のの記録。末異動こ越中二k山養老寺知識



藩

廻の関係文書(天明 4年〉を載せる。

6388 〔羽咋遺津姫社〕勧進録

手写

5T 24cm 

長浦堺兵衛旧蔵。嘉永7年(1854)及び安政5

年(1858)の航海安全祈祷替の写し。

16.61-272 

6389 喜多志神事考

森田平次著

手写

合綴1(2冊) 24佃

①原題「木多師神事考」。羽咋郡宇11代神社の「

16.61-273 

治

行所へ立山宝物弘通方について願い出たもの。

6394 松原神社祝詞 16.61-278 

巻子1 19.5cm 

松原神社は，越前気比神宮の末社。

6395 三宝院聖護院御門主御入峰一件

手写

52丁 25佃

内題「三宝院御門主文化元年御入降一件聖護院

御門主文化三年御入蜂イド」。三宝院門主及び

聖護院門主か和州大峯山に入峯修業に付き加賀

務領内の当山派及び本山派山伏に通牒願等一件

16.61ー279

喜多志神事」について，製混と神事との記録を | 留。

たどりながら考証したもの。神代事11社神主水野

三春が序文を審いている。 I6396 (天能寺住持書翰〕

②「能登神代神社服考祭奨式政Jo 天保7年 (1836)

1

1
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ー 6390 宇賀祭之考 16.61-274 

源三春著

前田家編韓方手写明治年間

3丁 23.5佃

水野春建所歳の写。能登固において11月晦日に

稲荷社でおこなわれる字賀祭と宇賀神について

の考察。.

6391 井波瑞泉寺太子講一件

手写

110T 24.5佃

天保10年(1839)より安政7年(1860)までの

瑞泉寺太子講再興に関する寺社奉行宛記録。

16.61-275 

6392 入院法語等

前田家縮i降方編

明治年間

37T 23.5cm 

末尾に「武州路桂香院鐙銘Jを放せる。

旧番名「高岡山瑞龍禅寺入院関堂法語等」

16.61-276 

6393 (高周称念寺願書〕

称念寺編

自筆天保10年(1839)

巻子1 25cm 

称念寺は越中高岡の浄土真宗本願寺派。寺社奉

16.61-277 

16.61-280 

1通 17.5佃 包 紙

包紙「天保七年五月十日昼九ツ時御渡，天龍寺

様御親翰」とあり。埋葬の儀等につき。

6397 御仏殿等口上書

理性院編

1通 17.5ω 包紙

寺社奉行所宛。江戸の将軍家代々の廟所仏殿に

16.61-281 

ついての報告。

6398 靖国神社五十年祭一件

手写

4 T 23cm 
1863年禁門の変に討死した旧加賀藩，長州，土

佐，久留米，鳥取，福岡器等の志士5∞名の忠

霊祭執行のため参同者呼びかけと入場券配布に

16.61-282 

ついての趣意書。

堂舎・境内

6399 C御添印帳之内ヨリ抜出之部) 16.61-283 

手写文政7年 (1824)・嘉永4年(1お1)

2冊 24.5佃

明和3年 (1766)から嘉永4年(1851)に至る

寺社奉行と作事所，御勝手所，算用場，会所な

どとの交換文書。各寺社より提出された建造

物，什宝物類の修覆願，人足賃銭の支払願など

-266ー
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方

5T 24仰

天徳院の霊徳般を宝円寺内に移築するための費

用を藩に願い出たもの。下司堂の記載があり年

代は宝暦9年 (1759)以前と思dフれる。

社寺

の写を添えて寺社奉行が，各役所へ取り次いだ

文書と，支出された金銭の請取魯を集めたも

の。

宝円寺絵図 16.61-291 

富田外記手写文化12年(1815)

絵図1枚 72X195.5an 袋入

富田権六郎旧蔵。 11代藩主治備の法要に際し急

ぎ書写した建物の間取図。

6407 

16.61-284 6400寺社奉行留記

手写

506T 24.5cm 

寺社の作事費用に関する書類の写をまとめたも

の。寛政2年(1790)より文久2年(1862)ま

でのものo

16.61-292 如来寺絵図

富田外記著

文政7年(182心

絵図1枚 44.5X55.5佃

藩主前回斉泰の入国後，初参詣の際作成された

建物関取図。

6408 16.61-285 加州寺社御普請所

手写天保4年(1833)

26T 24.5ω 

白山宮，寺中社，黒津船小浜神社，伝灯寺，長

楽寺の修理に関する記録。

6401 

16.61-293 知来寺絵図

前回貞事著

手写文政13年(1830)

絵図1枚 50x56ω

前田貞醇旧蔵。文政7年(1824)斉泰初参詣図。

6409 

御宮絵図

片岡知周〈三大夫〉著

絵図1枚 40X28cm 

金沢城内北の丸の地に造営された東照宮の図。

金沢東照宮は寛永20年(1643)江戸上野の寛永

寺内の東照宮から勧請され遷座が執行された。

片岡三大夫知周は延享3年(17必〉外作事奉行

に任命され，宝暦4年 (1754)没。

16.61-286 6402 

16.61-294 6410知来寺境内絵図

明治6年(1873)

絵図1枚彩色 40x41叩

太政官布告の上地命令により作成されたもの。

上地の部分は薄紅色。

16.61-287 御宮之図

絵図1枚 25.5x 36.5cm 

金沢域内東照宮の図。

6403 

天徳院御造営一件

前田家編輯方手写

10汀 23an

。明和6年(1769)r御普請諸職人等仕掛記J.
同年の 6-7月の分と 8月の分の 2種を含む

。文政元年(1818)r御霊堂御再建諸記J。

16.61-295 

明治年間

6411 16.61-288 御宮御霊S詣伺公所図

絵図1枚 36X24Cm

中川典克旧歳。本社と拝殿を別に記し御供所が

付属しているが，金沢城内の東照宮かと恩われ

る。

6404 

16.61-296 〔天徳院閉山堂普請方に付調理書〕

手写

13丁 25佃

天徳院関山堂再建につき同格の他の寺院へ関山

堂普請方法(自普請か否か〉を問合せたもの。

文政7年(1824)原本成立。

表題・旧書名「宝円寺・天徳院・瑞龍寺・玉泉

6412 

神護寺絵図

片岡知周(助左衛門)著

絵図1枚 28X39.5an

片岡助左衛門知周は，文化9年(1812)より文

政 7年(1824)まで御使番を勤めた。

16.61-289 6405 

16.61-290 〔宝円寺由緒〕口演書

宝円寺編

6406 

-267ー
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寺関山堂一件J

6413 天徳院絵図 16.61-297 

絵図4枚彩色 91x 150佃

天徳院は金沢小立野，曹洞宗。前田家菩提所。

①改築のための作図と恩われ，一部朱番

②法要執行の際の幕張図か (71.5x 53r.m) 

③明治6年(1873)頃の上地関係図，境内と墓

地以外の持地に薄紅色 (56X83cm)

@寺域の縄張図 (27.5X38.5叩〉。

6414 天徳院境内絵図 16.61-298 

明治6年(1873)

絵図 1枚 彩 色 55x117.5cm 

太政官布告の上地命令に従って作成されたも

の。境内と墓地以外の持地が土地とされ，簿紅

色で彩色されている。

多得考
6415 天穆鴎絵図 16.61ー'299

絵図1枚 79x163cm 

藩主の法要執行の際の部屋割等を見取図に朱書

したもの。

6416 (泉野寺町妙立寺門附替→牛綴〕

慶応3年(1867)

6通 16.5.......24ω

妙立寺は日蓮宗，妙成寺触下占門の修叡に関す

る文書。

。門の付替え工事と地子地借用の件に関する文

番4通

。普請奉行宛寺社奉行津田玄蕃害状

。前回弾蕃宛山崎縫殿書状

。妙成寺の添奮を付した妙立寺の願書

。門付替計画図

。門口の付替後も従前の門を通用口として使用

することを顔い出た文書2通

。普請奉行宛寺社奉行津田玄蕃害状

。触頭妙成寺の添書を付した妙立寺の願状。

旧書名「泉野寺町妙立寺願番等」。

16.61-300 

6417 経王寺境内絵図 16.61-301 

手写明治6年(1873)

絵図1枚彩色 40X45.5cm

経王寺は金沢市小立野，日蓮宗。
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6418 桃雲寺絵図 16.61-302 

絵図3枚彩色 72x.!9cm 

桃雲寺は金沢野田の曹洞宗寺院で，前田家菩提

所の 1つo

①建物関取図，法要の際の幕張を朱書

②及び③境内区分略絵図，太政官布告の上地命

令に基づき作成されたもの。境内地と墓地以外

が上地とされ，薄紅色〈明治7年・ 27.5X39cm 

• 27.5 X 39.5cm)。

6419 桃雲寺山絵図 16.61ー303

明治7年(1874)

絵図1枚彩色 40X56cm

旧藩の翻府地を示したもので，田，畑，山，新・旧

埋葬地が彩色で区分される。

6420 (社頭の図) 16.61-304 

絵図1枚 彩 色 27.5X117.5佃

卯辰神社〈天満宮〉か，盤国神社のもの。

旧書名「卯辰山招魂社絵図J

6421 卯辰山招魂所実測図 16.61ー'305

絵図1枚 83x56cm 

卯辰山招夢断(招魂社〉は石川護国神社の前身

で，明治元年(1868)創建され，明治3年(18

7の卯辰神社の下に石碑等が建立された。

守 6422 卯辰山招魂社図 16.61ー'306

写真1枚 14X20cm 

招現社は明治元年(1868)奥羽北越戦争の戦没

落兵を記るため創建。本図は同 3年に建立され

た本殴の絵図を写真複製したもの。

6423 大乗寺井東光院絵図 16.61-307

安政2年(1855)

絵図2枚 94x37cm・48X37cm

①「大乗寺絵図」前田貞醇旧歳。 参詣路を朱

書

②「安政二年九月十九日筑前守様東光院江御立

寄御用絵図」東光院は大乗寺の塔頭。

旧書名「東光院絵図」。

6424 高徳院瑞龍院石寵井墓図

絵図2枚 58x74cm

16.61-308 
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寺

高徳院〈前田利家〉と瑞龍院〈前田利長)の墓

石宝箆印塔とその石部を写生したもの。

①石寵図

②墓石図。

6425 下白山本社近辺略図 16.61-3ω 

絵図 1枚 45X59cm

下白山本社は現在の白山比嘩神社。本社・拝殿

のほか本地堂・釣鐘堂・不動堂・禅師堂などが

見えるo

6426 白山比時神社井摂末社明細図書

宮司愛発春樹著

明治14年(1881)

2冊・絵図26枚彩色 27.5cm・81x77cm 

神社明細帳作成にあわせて県ヘ提出されたも

16.61-310 

の。

①目録・附録 2丁

②明細図書 44T27cm 

③白山比噂神社甲図

④白山比噂神社乙図 (54X112cm) 

⑤同奥宮白山嶺上図 (54.5x 78cm) 

⑥同摂社金剣神社甲図 (54.5X78佃〉

⑦同摂社金剣神社乙図 (54.5x 79cm) 

③同摂社笥笠中宮神社甲図 (40X55叩〉

⑨同摂社笥笠中宮神社乙図 (39x55cm)

⑮同摂社佐羅早松神社甲図 (40x55cm)

⑪同摂社佐羅早松神社乙図 (39X55cm)

@同摂社岩本神社甲図 (39x 54. 5cm) 

⑬同摂社岩本社神乙図 (39x 54.5cm) 

⑬同摂社白山別宮神社甲図 (39.5x 55cm) 

⑮同様社白山別宮神社乙図 (39x 55cm) 

⑮同末社火御子神社甲図 (39x 55cm) 

⑫同末社火御子神社乙図 (39x55cm)

⑬同末社加宝神社甲図 (39x55cm)

⑮同末社加宝神社乙図 (39.5x 55cm) 

@同末社八幡社甲図 (39x55佃〉

@同末社八幡社乙図 (3Rx54ω〉

②同末社住吉神社甲図 (39x55cm)

@同末社和佐谷神社甲図 (39x55ω〉

@同末社和佐谷神社乙図 (39X55cm)

②同末社弓原神社甲図 G~8x54cm)

@同末社弓原神社乙図 (38x54cm)

②同末比志津原神社甲図 e39，X55cm) 

社 方

③同末社法、主I!原事l'社乙図 (39.5x 55cm)。

6427 白山奥富社地ノ図

明治19年(1886)

絵図1枚 55x98佃

市ノ瀬口から山頂に至る境内地図。未完成であ

るためか，尾添口からの参道の記載がないo

16.61-311 

6428 河北郡薬師村本興寺絵図 16.61ー 312

絵図2枚 36.5X50.5ω ・24x52cm

本興寺は日運宗寺院で，現在金沢市薬師町。

寺社奉行の巡検の際作成されたものと思われ，

朱番により説明が加えられている。

①薬師本興寺図

②薬師村本興寺5月18日御出御用図。

.6429 御聾替選宮旧記

手写

14T 24.5佃

表紙に「寛政元年ヨリ文政六年迄文政七年改

之」とあり。能州一宮，石動山天平寺，能州三

崎高座宮，卯辰八幡社の遷宮及び修覆に必要な

経費等について，寺社奉行所が算用場・御勝手

方等へ提出した文書を集めたもの。

16.6"1ー'313

6430 磐衝別命御墓所遺産定額一件〕

手写

22丁 24cm

明治12年--15年 (1879--1882)川崎和三郎所蔵

の写。羽咋市羽咋神社所在の小丘を磐衝別命の

墓所として確定の申告をしたが，実地検分の結

果却下されたものo

旧書名「磐衝別命御墓所一件」。

16.61-314 

6431 惣持寺鎮守図 16.61-315 

絵図1枚彩色 70x80佃

前田貞醇旧蔵。本社・拝殿を中心に別当屋敷及

び御供田等を記す。

6432 (高座宮・金分宮遷宮修覆御入用物帳〕

16.61-316 

高勝寺・三崎大宮司縞

手 写 文 久 2年(1862)

2冊 24cm
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議

須々神社の高座・金分三社の修覆について寺社

奉行所へ提出された報告書。

①高座宮御本地堂御修覆物御入用物帳，文久 2

年(1862)

②高座宮井金分宮下遷宮奉願上候ユ付御神輿等

御入用之品々番上申帳，文久2年(1862)。

6433 瑞龍寺之図 16.61-317 

絵図 1枚 55X72cm

瑞趨寺は越中高岡の曹洞宗寺院。伽藍・及び各塔

頭の間取り図を含む全境内図。

治

京都紫野大徳寺内芳春院敷地屋敷配置図。万治

元年(1658)か。芳春院は前田家菩提寺。

6439 紫野芳春院様御脇堂御再建諸職人図り書留

16.61-323 

手写

40T 24佃

原本成立。文化12年(1815)。京都大徳寺塔中

の1つ芳春院の脇堂再建建についての工事見積

もり番を編集したもの。

6440 醐思庵歎願書附化縁簿

16・61ー318 I 酬恩庵住職田辺宗晋等箸6434 大岩山不動堂材木帳

棟梁八右衛門・三郎次郎著

承応2年(1653)

49丁 22.5cm

八右衛門は金沢，三郎次郎は富山の大工。越中

新川郡大岩山不動堂の本社・拝殿・廊下を建立

した際の材木帳。

6435 大岩山不動堂入用幌 16.61ー319

永井左門・堀田三郎右衛門共著

自筆承応2・3年(1653・54)
75丁 23cm

大工より提出された「大岩山不動堂材木帳Jに

基づいて作成されたもの。新算用場宛。

。「大岩山不動堂御作事入用銀諦払算用帳」

。「新川郡大岩山不動堂御建立被為成諸事入用

之帳」。

6436 芦勝寺絵図 16.61ー'320

絵図6枚 55.5x 77 . 5cm 

立山中宮姥堂芦瞬寺のすべての建造物を記した

絵図。

6437 (高野山天徳院〕口遺書

天徳院代僧花蔵院編

手写

20丁 24.5cm

文化4年(1807)原本成立。安永3年(1774)

に焼失した坊舎の再建願。

16.61-321 

6438 紫野芳春院寺中之図

絵図1枚 78X108cm 

16.61ー322

16.61-324 

手写

20丁 24ω

酬恩庵は京都府綴喜郡新村臨済宗で前回家外護

所。前田利嗣御家令，宮内卿徳大寺実則宛等写

留。

。堂宇営膳之儀ユ付懇願書，明治19年(1886)

。同庵由緒書

。前田家御歴代御牌面書

。酬恩庵境内略図

。堂宇営繕之儀ユ付歎願書2通明治17年(188.1)

明治16年 (1883)

。修繕方法書

。酬恩庵修善ニ付化縁簿。

6441 上野御宮之裏通井御霊屋絵図 16.61-325 

絵図2枚 28x40.5佃

片岡助左衛門(知周〉旧蔵。上野御宮とは江戸

上野の東叡山寛永寺のこと。

。上野御宮之裏通絵図，寛延3年(1750)御参

詣之節，御供数等之義諸事定終図

。上野御霊屋絵図。

6442 上野御宮裏通ノ絵図

中村正体著

絵図1枚 29x36.5ω

寛延3年 (1750)参詣の経路図。

16.61-326 

6443 上野御廟絵図 16.61ー327

高畠厚定手写寛政12年(18∞〉

絵図5枚彩色 75x 80.5側

①上野御廟絵図
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寺

②上野御供所図，高畠定酔旧蔵。寛政 12年写

(67X63佃〉

③上野御廟等絵図 (50x37cm)

@上野図，畠定酔旧蔵 「田辺氏ヨリ借用写，

菅原厚定所持」とあり (39x50佃〉

⑤上野図，横山勇太郎旧蔵 (51x6Ocm)。

6斜4上野御霊屋絵図

中村正体著

自鋒

絵図1枚 37X22cm

参詣の経路図。

16.61-328 

6445 紅葉山御供絵図 も 16.61-329 

絵図1枚彩色 28x40cm

江戸城内紅葉山の御宮〈東照宮)，御霊屋およ

び供の控所等を描く。

斜46 紅葉山之図

高畠定酔著

手写

絵図1枚 24x36cm

高畠定醇旧蔵。江戸域内の東照宮，御霊屋等を

描く。

16.61-330 

6447御廟伝通院絵図

手写天保2年(1831)

絵図1枚 36X50cm

高畠定酵旧蔵。宝暦より文政年間の御法事，御

参詣時の註記を付す。伝通院は江戸の前田家廟

所。

旧書名「伝通院御廟所絵図」。

16.61-331 

6448 伝通院御廟所〔絵図〕

絵図1枚 25X37cm

16.61-332 

6449 増上寺御仏殿惣御門井臆之御門絵図 16.61ー333

大工黒田甚七・大西平左衛門手写

元禄7年 (1694)

絵図2枚 36x41佃

起絵図。増上寺は江戸芝にあり。

①惣御門起絵図

②鷹之御門起絵図。

社 方

6450 〔増上寺等諸社寺之図〕 16.61-334 

絵図5枚彩色 24X36ω

①山王絵図

②上野御宮絵図，寛延3年(1750)参詣の経路

を記す (37x必佃〉

③増上寺絵図，享保16年(1731)参詣の経路図

医忌護主;ヤ一一---¥
@上野御宮絵図臨(327hX4加f〉

⑤増上寺絵図

6451 増上寺御廟所等之絵図 16.61-335 

絵図1枚 l06x64cm 

各霊堂の位置図。参詣道筋を朱番。

6452 (江戸山王井増上寺等絵図〕

手写文久3年(1863)

絵図9枚彩色袋入 39X53.5cm 

大浦信行旧蔵

①山王社御先代御下乗井御供残之図

②噌上寺御下乗等之図 (28x40佃〉

③増上寺御仏殿桂昌院様御仏殿江茂御参詣被遊

内通御道筋之図，享保16年(1731)7月14日

(39x 53.5佃〉

@上野寛永寺境内之図 (53.5><58佃〉

⑤伝通院絵図，享保 16年(1731)7月14日御参

16.61ー'336

詣之節 (39x 54cm) 

⑥江戸城大手之絵図 (39x54cm)

1手豆聞き?汗穂積口下馬等之絵図(39X80・5cm)

③同西丸大手御鑓等落シケ所弘化四年五月十五

日建香等承合取定メ絵図出来置之図 (28x40

cm)咽

⑨老中外様門前御箱先御供先立之図 (28x39.5

ω〉。

6453 日光・増上寺・上野・聖堂御宝蔵絵図

16.61-337 

手写元禄6年(1693)

巻子 1 23cm 

端袈に「日光増上寺上野聖堂御宝蔵御蔵元禄六

年八月九日御大工安田八郎右衛門大西平右衛門

手筋を以絵図才覚写之」とあり。

。日光御仏殿御宝蔵

。増上寺権現様御宮御蔵

。増上寺台徳院様御仏殿御蔵
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。上野権現様御宮御蔵

。上野大猷院様御仏殿御蔵

。上野厳有院様御仏殿御宝蔵

。同御蔵

。聖堂御蔵。

6454 東叡山之図

手写

絵図2枚彩 色 27.5x40cm・38x55cm

いずれも上野東叡山寛永寺の図

①味叡山之図， r高田氏ヨリ借用写之，菅原厚

定所持」とあり

②上野之図，田辺直感手写。

16.61-338 

6455 東叡山御霊屋之図 16.61ーお9

絵図 3枚 29.5X30cm 

高畠定酵旧蔵。

①東叡山御宮裏口之図，寛延3年 (1750)参詣

の経路図

②東叡山十日二十日:御霊屋裏口図，寛延 3年

(1750)参詣の経路図 (24X25.5cm)

③上野御霊屋絵図，文化2年(1805)参詣の経路

図。高畠手写，弘化4年(18.17)(28 x .ncm)。

• 1

l

!

 

6456 広徳寺惣絵図

手写文政2年(1819)

絵図1枚 110x 112佃

作事方所蔵の写。広徳寺は臨済宗大徳寺派で江

戸上野〈現在東京都台東区東上野)に所在。前

田家菩提所。

16.61-340 

6457 玉井勘解白書翰

玉井勘解由箸

1通 17cm

中川典克旧蔵。広徳寺客殿の作事に関するも

の。玉井勘解由貞宮は文政7年(182・0より同

16.61-341 

11年 (1828)まで寺社奉行。

6458 広徳寺所々一式絵図 16.61ー，342

慶応3年 (1867)

絵図7枚 95x108cm 袋入

①広徳寺及び周辺企図

②同客殿，書院等図 (55x63cm)

③問客殿，書院台所等図 (54x80.5佃〉

治

@問答殿，書院等図 (64x75.5cm)

⑤広徳寺庫裡絵図 (53X5.1cm) 

⑥下水埋設図 (27x38.5cm)

⑦御霊屋立面図 (68x87.ω〉。

6459 清泰院殿御拝領地絵図 16.61-343 

御作事所縞

手写

絵図2枚 38x28佃・ 40x28cm 包紙

拝領は正保2年(1645)頃。付袋に息男桂香院

〈光高の子万菊丸〉早世の時，歎きのあまり

清泰院 (4代光高夫人，家光の養女〉が大猷院

(徳川家光〉に願って境内地を拝領し，桂香院

の法号を寺号とした一宇を建立したとあり，そ

の境内分間図。下谷広徳寺の隣地。文政6・7

年の付札あり。

6460 ('下谷桂香院絵図〕

絵図6枚 64X55佃

前回貞醇旧蔵。

①桂香院御作事絵図

②佳香院絵図 (28x40側〉

③桂香院略絵図 (28x40cm)

@下谷桂呑院建坪御絵図 (26X45cm)

⑤御結納之節大書院ー (41x28cm) 

⑥桂香院絵図， (天保3年 64x74佃〉。

16.61-344 

6461 下谷桂香院門番所修復願絵図

天保5年 (1834)

絵図1枚 33.5x 47. 5cm 袋入

桂香院から本郷御屋敷用人中宛。安永元年(17

72)類焼した門番所の再建願に付した絵図。

16.61-3.15 

6462 桂香院類焼前絵図

天保5年(1834)

絵図 1枚彩色 80.5X80cm 

16.61-346 

6463 桂香院地面調理絵図等

慶応3年(1867)

4通・絵図8枚 15cm・28x21cm 袋入

o桂呑院地図調理一件坪数などを書きあげた文

書

16.61-347 

。桂呑院諸絵図土地の見取図など。
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16.61ー3.18I 6470 寺社領御判物井御印物帳 16.6i-35~i 

竹田五郎左衛門・伊藤平右衛門編

手写

12T 23cm 

原題「御領国寺社方江被附置侠寺社領御先代様

御判物井御印物等帳J。寺社領を持つ領内寺社

の石高と寄進状の目録を書き上げたもの。宝暦

13年(1763)成立の写し。

旧書名「寺社領御先代様御判物井御印物帳J。

寺

6464桂香院地所絵図

絵図1枚 130.5 x 128.5cm 

桂香院は江戸下谷にあり。

6465 長元寺絵図

慶応3年(1867)

絵図5枚 66x78cm 袋入

①長元寺平面図

②長元寺平面図 (49X53cm)

③長元寺平面図 (45X53cm)

@長元寺御廟所図 (27X38cm) 

⑤長元寺御廟所図 (25X26cm)。

16.61-349 

6466 長元寺絵図

絵図1枚 25X35cm

横山勇太郎旧蔵。

16.61-350 

6467 (法輪寺下賜金願〕

手写明治20年 (1887)

2丁 24cm

法輪寺は，山城園葛野郡上山田村にあり真言宗

で利家崇信の寺。寺の再建費・維持費について

下賜金を前田家へ願い出た歎願書。

旧醤名「法輪寺ヘ下賜金之義ニユ付歎願留」。

16.61-351 

寺 社 領

6468 加越能三~~II寺社方記

手写延宝3年 (1675)

16T 28x 19.5cm 

加賀藩の保護を受けていた領内寺社の，寺領と

修理に関する記録。

16.61-352 

6469 領内寺社拝領屋敷調書

奥村伊予・津田玄蕃著

手写

16.61-353 

社 方

6471 寺社方御印物写 16.61ー355

前田家縮縛方手写明治年間

36丁 23.5cm

寺社領の知行所附の写を集成したもの。加賀・

能登・越中の郡別。

6472 (御寺領御社領井御祈祷科一件旧記〕

16.61ー，356

手写文政年間

306T 24.5cm 

加賀・能登・越中の寺社領の収納，祈祷料，由

緒，引免，貸米，神事人夫などの旧記を集めた

もの。

6473 加越能三州寺社家惣高井御園寺社領蟹御祈祷料

16.61-357 

成瀬正教綴

天保7年(1836)

12T 12X 18cm 

成瀬正居旧蔵。天保7年(18.'36)7月寺社奉行

に命じられた成瀬正教〈主税〉が覚えのために

書写したもの。内容は，触頭を務める寺院・社

家の目録及び寺社料・祈祷料を務より与えられ

た寺社の目録。旧書名「加越能三州寺社家惣高

井御園寺社領等」。

巻子 1 17cm、 I 6474 寺社御印物等写 16.61ー358

明暦4年(1658)に屋敷高を村高に加えられた| 前回家編緒方手写明治年間

領内寺社についての調査報告。貞享2年(1685)

の寺社改めの一環として行なわれた調査と推定

できる。 14項目について該当する寺社を朱書に

より列記したもの。

73丁 23.5cm

。加越能三ヶ国社領寺領被下置候御印等之写

。御寺領高盤寺庵拝領屋敷高相調理番上申帳，

天保13年(1842)越中下新川郡のもの

。御寺領高御印写書上申帳，天保13年(1842)

越中上新川郡のもの
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藩

。寺庵途失之趣御幸L方御ケ条抜欝，寛政 9年

(1797) 

。寺庵違失之趣被仰渡御諮帳，寛政9年(1797)

石割組

。新川部社家歩数等書上帳写，明治2年(1869)

。御社領知収納帳，明治2年 (1869)越中国新

川部立山

。雄山神社御神供米社地等審上帳，明治 2年

(1869)。

6475 諸社寺領等 16.61-359 

手写

10'丁 24cm

加賀藩が保護する領内や他国の寺社の領知密き

上げ。

6476 (寺領寺号改帳) 16.61ー360

手写

12T 22cm 

原題「三箇国寺社方寺領等弁御代々御建立被仰

付寺号所之改幌」。加越能三州で藩の保護を受

けた寺社の寺社領と修築に関する記録。

旧書名「三箇国寺社領井建立修理所控」。

64π 御寺料附御副印帳抜書 16.61-361 

9T 12X17.5佃

藩領内及び他国において加賀藩より寺社料や祈

祷料を与えられている寺社を網羅したもの。

6478 御寺料附御冨j印帳抜書 16.61-362 

前田家編輯方手写明治年間

14T 25佃

横山政和所蔵の写。

6479 寺料等郷村高番上 16.61ー363

121T. 24.cm 

内題「加賀国石川郡河北郡，能登園羽咋郡鹿嶋

部鳳至郡珠洲郡，越中国砺波郡射水郡婦負郡新

川部，近江園高嶋郡之内寺料等郷村高其外取調

帳」。

6480 (引高引免有之刻足被下寺社領之覚〕

16.61-364 

御知行割所編

治

17丁 2.1cm

加賀藩の菩提所，祈祷所，外務所として保護を

受けた藩領内及び他国の寺社31件の記録。

6481 御朱印一件〔等) 16.61-365 

手写

36丁 2.1.5cm

①御朱印一件，天保8--11年(1837) (18.10) 

寺社領の御朱印改めに関する記録

②雲州僧録出入寺社御奉行所御裁許状写，元禄

2年(1689)

③長州海潮寺与亭徳寺等座諭寺社御奉行所御裁

許状写，延宝5年(16π〉

③裁許状写，元禄16年 (1703)及び元和 6年

(1620) 

⑤寺社奉行覚書等写。

6482 (加越能諸寺々領等につき願書) 16.61-366 

文久2年(1862)--明治3年(1870)

巻子1 24佃

寺領地等に関する 9件の文替を継いだもの。

。珠洲部三崎高勝寺〈天台宗〉奮状，文久2年

(1862)高座宮仮駿作事に関する寺社奉行宛

礼状

。新川郡寺家村専長寺〈真宗大谷派〉奮状等4

通，慶応3年(1867)居屋敷所替について触

願勝興寺の添奮を付し算用場奉行へ願い出，

寺社奉行より重臣宛の書状と人持組頭村井又

兵衛の認状を付す

。越中明日山法福寺(真言宗〉畑新開頗状，明

治2年 (1869)頭寺宝集寺より民政寮に宛て

られたもの

。越中砺波郡八講田村本叡寺〈日蓮宗〉願状，

明治3年(1870)，境内薪山の上地について

頭寺妙成寺より射水郡治局へ断りを願い出た

もの

。瑚H都築山法住寺〈哀言宗〉願状，明治3年

(1870)，寺領地の回畠開発について触頭波着

寺より民政掛ヘ願い出たもの

。越中大岩山田石寺(真言宗〉願状，明治3年

(1870)山林の上地の中止を民政寮へ願い出

たもの。

。金沢観音町西源寺〈真宗大谷派〉願状等，明

治3年 (1870)火災等による困窮からの放済
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寺

を触頭善福寺を通じて市政局へ願い出たも

の。市政局の認状を付す

。越中明日村肝煎等審状，明治3年(1870)法

福寺による畑新聞に差支えなき旨を射水郡御

扶持人中を通じて祖税局へ報告したもの

。羽咋郡館関村道興寺〈曹洞宗〉頗状等4通，

明治3年 (1870)境内未進地の開発について

道興寺のほか鹿島郡笠師村大覚寺・羽咋郡堀

松村宗泉寺の 3ケ寺が触頭宝円寺・天徳院を

通じて部治局ヘ顕い出，郡治局より租税局ヘ

閲届の報告を添えたもの。

6483 (寺領高井社領高村御印高之内外之儀および皆済

状相調理番上申帳) 16.61ー'367

手写

llT 24cm 

文久2年(1862)原本成立。加賀園能美郡・石

川郡，能登国奥部，越中国砺波部・射水郡・新

川部の分。

6484 加賀藩領内寺料等郷村高之内山林迄取調帳

16.61-368 

金沢藩編

明治初年

45T 28x20佃

境内地外の山林等の面積，木の本数を調査した

ものo 加賀・能登・越中及び近江高島郡の45ケ

寺を記戟。

6485 (社領地耕作井御蔵米等願出之件.] 16.61-369 

森山喜久麿等著

明治3年(1870)

巻子1 24.5叩

社初方宛。熊野社〈羽咋郡徳田村)，小松八瞬

社，加茂上・下社(羽咋郡矢駄村)，菅原天満

宮〈羽咋郡菅原村)，能登一宮社など。旧藩か

ら寄進された社領地停止の布達について，神主

たちが耕作の継続を願い出たもの。

6486 旧金沢藩証印物写

手写明治4年(1871)

7T 24佃

!日務より与えられていた朱印地等が，明治4年

16.61-370 

社 方

(1871)廃止され，貢租等納入の状況について

吟味が行なわれた際の控え。朱印状の写しにつ

いて朱魯により報告を加えている。

6487 金沢藩之内社料等郷村高其外取調帳 16.61-371 

金沢藩繍

手写明治4年(1871)

44T 27佃

金沢藩管轄の神社地の収納高について元治元年

(1864)頃より 6ヶ年平均の現収納高を調査し

たもの。

6488 (寺社料之外地子免除之内ニテ私ニ田畑等取閲侯

分之伺帳) -16.61-372 

手 写 明 治4年(1871)

28T 24佃

諸郡の墨正棟取〈扶持人十村〉より正租掛へ提

出されたものの写し。

6489 (加賀国寺社旧藩寄附地絵図.] • 16.61ー373

絵図1冊(14枚〉 彩色 28x38.5cm 

地租改正に際し境内地や墓地以外の田畑の記載

に重点を置いた絵図。

①石川郡野田村地内字桃雲寺山旧藩寄附地絵図

@石川部野田村地内附桃雲寺旧落部付地田畑絵

図〈金沢市野田町〉 弘正

③石川郡寺地村大乗寺境内等旧藩寄附地絵図

〈金沢市長坂町〉

@江沼郡弓波村思波神社境内旧藩寄附地絵図

〈加賀市弓波町〉

⑤江沼郡弓波村忌波神社旧神職吉田稲人邸旧務

都信昇給図

@江沼郡上野村菅原神社旧藩寄附地境内絵図

〈加賀市上野町〉

⑦江沼郡上野村菅原神社旧神職愛野関邸地等旧

藩都位地絵図

③江沼郡山代村山代社境内絵図(加賀市山代温

泉〉

⑤江沼郡山代村山代社旧神職武田繁田地等旧藩

都町地絵図

⑮能美郡小松松任明坊愛宕神社井旧神職愛多

地多喜雄邸地等旧藩都町地絵図〈小松市大川

町〉

⑪能美郡小松三日市町地方日吉神社境内旧藩寄
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附地絵図(小松市本折町)

⑫能美郡小松三日市地方日吉神社旧神職橋国政

常邸地旧藩寄附地絵図

⑬能美郡上牧村梯神社境内旧藩寄附地絵図(小

松市天神町〉

⑬能美郡上牧村梯神社旧神職梅林郁太邸地旧藩

都骨地絵図。

旧書名「桃雲寺山旧務部付絵図等」。

6490 (本多安房守菩提所大乗寺替地一件〕

16.61ー'374

手写

26丁 24.5cm

原題「元禄年中安房守依願菩提所大乗寺替地被

仰付候趣井文政八年磐松願ュ依而同寺是迄百姓

相対諦山之分拝領地ニ被 仰付候ーイ牛」。元禄

5年(1692)頃から起った本多氏の要請による

長坂山への大乗寺移転問題の概略とその後の寺

地を拝領地化された経過の関係文書を編集した

もの。

6491 大聖寺町実性院境内区分略絵図 16.61-375 

絵図1枚彩色 28x64cm

明治4年(1871)の太政官布告の上地命令に従

って作成されたもの。実性院の寺領地のうち境

内地と墓地を除く山地と畑が上地とされ，上

地，境内，墓地の各面積と総面積が記されてい

るo

6492 (多太神社古曽部神主願書〕

古曽部神主著

自筆明治3年(1870)

1通 24ω

16.61-376 

多太神社は，小松市上本折町。社領地召上，蔵

米給付に関して務庁社桐方へ願い出たものo

6493 (小松八幡社社領高相調理番上申帳〕

16.61ー'377

手写天保13年(1842)

5丁 24cm

小松八怖く梯天神〉社の社飯高について，知行

所附，打波状等を引用し，改作奉行所へ報告し

たものo

旧書名「能美郡内寺領高相調理審上申帳Jo

治

6494 神社境内上地御払下願絵図

明治6年(1873)

仮綴1(絵図24枚) 27.5x38.5側

16.61-378 

地租改正に伴う神社地等の上地払下げに関する

絵図。

①ダ比例表

③¢石川郡三宮村白山姫神社地区分略絵図

@@石川郡白山村元神職居宅地略絵図

。右fH郡白山村;乙神職三神直居宅地絵医ト

@三宮村元神職三神直居宅地絵図

⑤三宮村元神職三神直居宅地分間略絵図

⑥三宮村地内白山比嘩神社々地ノ内山地見取絵

図 (24x32.5佃〉

⑦石川郡白山村元神職邸地絵図

③石川郡白山村白山比嘩神社113神職宅地等絵図

(27.5x55佃〉

⑨石川郡白山村地内元社領御締高絵図 (27.5x
58.5cm) 

@石川郡寺中大野湊神社地芥河崎沙問常男居宅

地共略絵図

⑪石川郡寺中大野湊神社境内絵図

⑫石川郡寺中大野湊神社地等絵図

⑬黒津舟旧地絵図 守4乙/

⑬石川郡五郎島村小浜神社々地.宇和職斎藤政明

宅地等分間略絵図

⑮石川郡五郎嶋小浜神社地井七十六翻断元神

職斎藤政明居宅地略絵図.

⑮石川郡五郎島村小浜神社井斎藤政明邸地地子

免除地絵図¥:r.t"河.1/

⑫石川郡五郎島都浜神在野斎藤政明邸地地子免

除地絵図

⑬石川郡五郎嶋村小浜神社絵図

⑮石川郡五郎嶋小浜神社地井七十六番地所元神

職斎藤政明居宅地略絵図

@石川郡五郎島村七十六番地所小浜神社境内絵

図

@石川郡五郎島村七十六番気断小浜神社境内絵

図

②金沢山之上町三丁目弐拾七番屋敷神田社元神

職高井真幸境内区分略絵図 (2字.5x79.5側〉

@金沢山之上町三丁目弐十七番時毎日;社地井元

神職高井真幸居宅地絵図〈幻.5x77.5cm)

@金沢山之上町三丁目弐十七番屋敷春日社地井

元事11職高井真寧居宅地共略絵図 (27.5x77・5
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宕愛

方

幼，遍照坊，妙法寺，西光寺，最勝寺，

寺，長令寺，妙観院，義泉寺，改観寺。

社寺

cm)。

16.61-385 社寺ヘ旧藩寄附地調帳

石川県編

明治8年(1875)

6 T 28X20.5佃

地租改正にあたり，無税地と課税地の見積りを

調査報告したもののうち能登国之分。

6501 

16.61-379 頼朝卿・前田利光等御判印物写

十屋喬手写明治9年 (1876)

7丁 24ω

第 3代藩主利常，倶利加怨明王院，長楽寺婦の

社領の所付・安緒状の写。

6495 

倶利伽羅村手向神社地十握喬居宅地略絵図

16.61-380 

6502 能登国寺社地子免除地絵図

明治9年(1876)

10冊 28X19cm 

地租改正に伴ない，地子免除地について寺社が

届け出た絵図を集成したもの。

①能登圏第二区小一区鹿島郡小島村の24寺社

②o能登圏第三区小二区石動山40社

ー 。能登圏第翠区小二区鹿島郡所ロ村の 4寺社

一。能登国第さ区小二区鹿島郡藤橋村宝塔寺

③能登圏第三区小ニ区鹿島郡の井田村・西馬場

村・能登部下村・酒井村の 5ケ寺

@o能登国鹿島郡の荻谷・荻島・敷波入会地及

び石動山の 3社

。羽咋郡滝谷村・一宮寺家村の 2社及び鳳至

郡稔島町の 2社

。珠洲郡狼煙村・寺家村・森腰・粟津・飯田

村・鹿野村・正院村・経念村・黒丸村の 8

社

。鳳至郡宇出糊・瑞稿村・山田村・中居村

の4社と門前村絵滑寺

⑤羽咋郡敷波村・愛生村・一宮寺家村・菅原村

・滝谷村・太田村・羽咋村・白瀬村・飯山村

の10ケ寺・ 3社

⑥羽咋郡滝谷村妙成寺

⑦羽咋郡滝谷村妙成寺

③羽咋郡館関村・掘松村・酒見村・町居村の 4

ケ寺

⑨ o鳳至郡時国村・門前村・八田村・南村・松

波村・鹿野村の 7ケ寺

o珠洲郡真脇村・西方寺村・守家村・狼煙村

の2ケ寺・ 3社

⑪鹿島郡中島村・笠師村・吉田村・三引村・伊

久留村・国的浜村の 8ケ寺。

16.61-386 十撞喬著

明治7年(1874)

絵図2枚 38.5x34cm・55x39.5cm

寄附地を含む社飯全体の見取図と，社地・居宅

地周辺の拡大図。

6496 

倶利伽癒村手向神社元拝領山分間絵図

16.61-381 

6497 

明治7年(1874)

絵図1枚 66.5x82cm

旧社領地のうち拝領山付近の拡大図。

16.61-382 〔能登園口郡寺社領右高等〕

天保13年 (1842)

5丁 12x35.5cm

寺社領高についての組別の害上帳。朱書で傍点

を打ち，判物等の有無を記す。

6498 

16.61-383 〔口郡寺庵御印高調理等〕

手写

巻子1 24ω 

屋政地及び田地の御印高調理に対する寺院より

の番上状。天保13年(1842)のもの。

能登部長楽寺〈真言宗，現在鹿島郡鹿西町)，

七尾西念寺・宝憧寺〈いずれも浄土宗)，酒見

村龍護寺〈曹洞宗，羽咋郡富来町)，菅原村成

喜坊・遍照坊〈真言宗，羽咋郡志雄町〉。

旧寵名「口部寺庵由来等」。

6499 

16.61-3&1 能州寺庵拝領高等調書

巻子 1 24叩

未進高等を確認するため，改作奉行が行なった

藩主印物等の調査。天保13・14年(1842・43)，

及び寛延2年(1749)のもの。宗泉寺，成喜

6500 
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6503 一宮神事之為鵜田充行状写 16.61-387 神仏分離に伴ない復飾した羽l宇都徳田村熊野社

手写 神主森山喜久磨(元安養寺座主門福院〉が旧寺

2通 36cm 領の配分について衆徒常住院のー乗坊を訴えた

①天正13年 (1585)前回利家から気多神社の鵜 明治3年(1870)の訴状の写しと，明治16年

祭の神事に奉仕するため鵜浦の衛門に与えた (1883)の森山熊野社の明細帳写し。

団地充行状の写。刊本「加能古文書」に収録 旧書名「森山泰寛ヨリ差出書類」。

②承応2年 (1653)前田利常が，利家の先例に

ならい鵜浦の右衛門に団地を与えた充行状の 6509 〔永光寺境分間番杭帳〕 16.61-393 

写。旧書名「一宮神事鵜田充行状写」。 手写

5冊 24cm

6504 〔一宮御社領高之内御蔵入等書上申帳〕 酒井村永光寺の境内地と，隣接する本江村との

16.61-388 地境を示す境援と番杭の位置・間隔などを遂ー

桜井友三郎編 番上げたもの。

自築嘉永7年(185心 ①「鹿島郡酒井永光寺屋敷囲墓地未進地御取上

5丁 24cm 山境筋井未進地境羽咋郡本江村地崎分間番杭

原題「一宮御社領高之内百姓持高之分寛政八年 帳」文化元年(1804)

ヨリ御蔵入ユ被仰付代御所附指引合等書上申 ②「鹿島郡酒井村領字奥ケ平御取上山境口同村

帳」。羽咋郡甘団組。 永光寺朱進地境遇りおよび円通院屋敷境等羽

咋郡本江村地崎分間番杭帳J文化元年(1804)

6505 羽咋郡一宮寺家村社領内検地領絵図 16.61-389 ③「鹿島郡酒井永光寺屋敷囲墓地未進地御取上

絵図1枚彩色 66x105佃 山境筋分間番杭帳」文化元年(1804)

気多神社の社領高についての内樹也の分間図。 ④⑤鹿島郡酒井永光寺境内除地文化元年の追

面積を示す付札が各所につけられている。近世 加文化4年(1807)2冊。

後期のものか。 旧書名「永光寺関係記録」。

6506 能登一宮御貨場猟図 16.61-390 6510 口郡霊泉寺・泉龍寺々領之覚書 16.61-394 

絵図1枚彩色 35x24cm 口部里正棟取著

高畠定酔旧践。ーノ宮村及寺家村領内の土地区 巻子1 15.5cm 

分図に，海培部の村猟場と神社の艶猟場を記し 租税係宛，明治3年(1870)のもの。霊泉寺，

たもの。 泉龍寺はいずれも七尾の曹洞宗寺院。寺領地の

租税について申告したもの。

6507 森山熊野社々領ニ付遺書 16.61-391 

口部扶持人著 6511 法華宗本行寺等寺地拝領書上帳 16.61-395 

手写 天保14'年(1843)

1通 16佃 7T 24佃

森山熊野社は羽咋郡徳田村〈現羽咋市徳田〉で 鹿島郡小島村〈現七尾市〉の法華宗10ケ寺が屋

藩政期は真言宗安養寺と称した。内容は明治3 敷地の未進地となった顛末を報告したもの。

年(1870)の社領地停止にあたり，旧社領地の 旧書名「本行寺長寿寺等寺地拝領番上帳」。

帰属をめぐる問題について，租税局に宛てられ

た挟持人の遥替の写。 〔寺社領につき調書〕 16.61-396 

矢田組・高田組手代箸

6508 森山熊野社差出書類綴 16.61-392 2通 15ω

手写 小竹村九兵衛宛。

18丁 28X20.5cm ①鹿島郡矢田組手代香状，府中村泉龍寺，大岡
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寺

村海門寺〈いずれも真宗大谷派〉等の年貢未

進等について訴えたもの

②高田組手代替状，ー背組の寺社領高及び未進

高等について訴えたもの。

6513 海門寺々領給付状写

手写

1通 31佃

天正10年 (1582)寺領30俵分の給付状の写。

旧書名「海門寺々領付写J。

16.61-397 

6514 飽門寺居屋敷寄進状写

手写

1通 24cm

天正13年(1585)前田利家寄進状の写。龍門寺

は鹿島郡小島村〈現在七尾市〉の曹洞宗寺院。

16.61-398 

6515 七尾山之寺文書写

手写

2通 12cm

七尾山ノ寺とは鹿島郡小島〈現在七尾市〉の曹

洞宗徳翁寺。

①前田利家居屋敷寄進状写，天IE13年(1585)

②前田利光居屋敷諸役免許状写，慶長17年(16

16.61-399 

12)。

6516 常通寺居屋敷山拝領状写

手写

巻子1 36cm 

常通寺は鹿島郡小島に在り，浄土宗。元和9年

(1623)，算用場奉行奥村源左衛門，寺社奉行篠

原織部より住職正誉宛のもの。

16.61-4∞ 

6517 総持寺旧記〔等〕

手写

24'丁 24佃

①惣持寺旧記，元亨元年(1321)より天文17年

(1548)までの土地関係文書の写

②各院持山調理帳写，宝暦7年(175ηー石動山

16.61-401 

のものか。

6518 公事場裁判状之留

手写

5丁 24cm

16.61-402 

社 方

時間村岩倉寺と時国村百姓藤右衛・門藤四郎父

子との土地争い判決文の控。原本成立は弘化2

年(1845)。

6519 〔能州鵜飼妙厳寺寺領一件控〕

手写

巻子1 24.5佃包紙

妙厳寺扶持高25俵が改作法の際に課税地に扱わ

れた一件。万治2年(1659)の関係文書4通の

写を継いだもの。妙厳寺は真宗大谷派寺院。

旧書名「鵜飼妙厳寺番上書控」。

16.61-403 

6520 [須須神社口上書〕

大宮司著・

自築

1通 24cm

寺社奉行宛。事l'領地内の用水堤普請完成の報告

書。

16.61-404 

6521 加納村常通寺居屋敷打渡一件

文久元年(1861)

4通 24.5cm

常通寺は，越中射水郡加納村〈現在氷見市加納

町〉の浄土真宗本願寺派。屋敷地の智也にあた

り交換された文書。

16.61-405 

6522 (帝龍寺の義御尋に付答書〕

明王院著

自筆宝永元年(1704)

1通 16cm

明王院触下越中新川郡舟倉村帝龍寺の在所及山

王に付答書。明王院より寺社奉行永原左京・伊

藤平右衛門宛。帝飽寺由来番付の内。

旧書名「帝龍寺山号ユ付申達書J。

16.6]-406 

6523 〔領内伊勢神領収納方調理一件〕

手写

巻子1 24佃

原本成立は元禄期ほか。伊勢御師二見大夫が越

中砺波郡の神領を毎歳収納しているのにかかわ

らず，御紋・御札などを上さないことに対して

算用場が調査を行なった関係文書を 7通継いだ

16.61-407 

もの。

旧書名「伊勢神領=付審上番」。
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6524 (竹生崎花王院宛判物につき調理一件〕

16.61-408 

手写

巻子1 16側

近江竹生嶋花王院に対する寄進米の御印につい

て算用場が近江今漸すに問い合わせた文密と，

それに対する答書の写し。原本成立は元禄15年

(J702)より宝永6年(17ω〉の問。

旧書名「今津甚四郎魯状外J。

6525 八幡法蜜坊御遊文写 16.61-409 

法童坊手写

巻子 1 40佃

利家・利長・利光等よりの拝領御印，御密等の

写番15通。法童坊より寺社奉行伊藤平右術門・

竹田五郎右衛門宛。

旧番名「石清水八幡法輩坊由来書J。

寺社経営

6526 桐堂銀古来ノ一件 16.61-410 

手写

32丁 24cm

万治3年(1660)，....，弘化3年(1846)の聞の桐

堂銀の都町及び勘定方の文書を編集したものo

宝円寺，天徳院，天神宮，養福院，勝興寺，泉

龍寺などの寺社に対する寄附のほか，落主前田

家関係者の回向料調達の場合も見られる。

6527 拘堂銀等元高帳 16.61-411 

富田貞行〈外記)縮

手写文政7年(1824)

15丁 12X18cm 

富田権六郎旧蔵。寺社奉行富田貞行が内々にて

各寺院の胸堂銀回転運用を調査した元帳で文政

7年(1824)成立。

6528 寺社方門前地願井寺社諸事留 16.61-412 

手写

428丁 24cm

門前地における鳥居再建，火除地確保のための

門前地町屋の買得，寺毘敷の拡張，務の付替

等，寺社地に隣接する地における作事等に関す

る詮識の記録。天保2年(1831)より明治3年

(1870)までのもの。

治

6529 神主受領等願添翰留帳 16.61一寸13

193T 23.5cm 

天保9年(1838)以降明治2年(1869)までの

加越能三州の寺社の類焼，焼失，困窮その他に

対する貸米と，その返済の記録。

6530 宝円寺勝手仕送一件〔等) 16.61-414 

40丁 24.5cm

。宝円寺勝手仕送一件，文政5年(1822)

。加越能神社帳江戸表江御遺候一件，宝暦11年

(1761) 

。御落髪等御納一件，安永5年(1776)

。期間開門村広勝寺江同人妹引諸方イι寛

政1伴(1798)，....，文化13年(1816)

。割場等飛脚一件，寛政7年(1795)

。白山地不足願汗倶利迦羅長楽寺落着イι享

保9年(1724)，....，文化13年(1816)のもの。

6531 松月寺ニ住職仕候霊瑞入牢一件 16.61-415

3丁目x24ω

富田権六郎旧蔵。松月寺は金沢寺町の曹洞宗寺

院。寺院による相対貸付の利足問題から発した

事件の顛末を記したもの。

6532 寺社門前町奉行ヘ引渡方留 16.61-416 

64丁 24.5cm

永原左京が寺社奉行の時に寺社門前地が寺社奉

行支配から町奉行支配に変更した際の関連文書

を集載。

6533 内仏参銭請取 16.61-417 

飼回大膳・池尾伊織著

自筆

1通 13佃

申12月付。鉢伏村五右衛門宛。本願寺の請取

番。

6534 惣持寺門前之儀二付奉願俣事 16.61-418 

芳春院万喬箸

自筆正徳、3年 (1713)

巻子1 32.5cm 包紙

給T持寺代官星野家旧蔵。総持寺の門前地を部方

支配より寺社方支配ヘ変更するよう寺社奉行へ

提出した願書の控え。
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方町特16.62

方同f

16.61ー>.119

〔金沢町奉行旧記〕

12丁 11.5x17.5cm 

外題「金沢町奉行」。内題「旧記」。高畠定酔旧

蔵。延宝元年(1673)，....，享保13年(1728)の諸

願尋状を収録。

16.6去一1

町 奉 行 動 方 覚 留

6540 

〔総持寺門前諸職人支配方一件〕

芳春院編

明和3年(1766)

24T 28X20.5佃

経t持寺門前の寺領内に居住し耕作する諸職人に

ついて，部方支配と寺社方支配のいずれに帰属

すべきものか諸記録を引用して考察を加え，正

徳年中の通り，両支配と裁断するよう願い出た

もの。

旧書名「飽州総持寺内芳春院由緒番Jo

6535 

町奉行，(，¥得書

14丁おm

脇田尚保旧蔵。町奉行の心得について11項の私

見を述べたものo

16.62-2 6541 16.61-420 

町奉行手帳

寛政3年(1791)

17丁 12x18.5cm 

内題「定式物」。高畠定時旧蔵。公事場式日:初

之儀申来ル事等37項にわたる，町寧・行土方勘左

衛門発給の諸文書覚留。

16.62-3 6542 

澗普請一件歎紙面

専念寺中務編

手写

29T 24cm 

珠洲郡三崎浦の船四の澗普箭-について寺家村専

念寺が触頭妙厳寺の添魯を添えて寺社奉行所に

願い出たもの。天保2年(1831)原本成立。

6536 

16.61-421 勝興寺〔願書〕

勝興寺家司箸

自筆

1通 18cm

門前舟方4ドにつき，寺社奉行所宛。

6537 

御親翰留

高畠厚定編

寛政3年(1791)

15丁 12X18cm 

高畠酔旧蔵。金沢町奉行に対する町人詮議命令

書とそれに対する奉行人の回答を記したもの。

高畠厚定は知行7∞石，寛政3年から向7年に

町奉行を勤めた。

16.6宏一46543 

6538 南部勧化金之義ニ付奥村伊予守等紙面写

16.61-422 

16.62'ー5町奉行勤方帳

篠原勘左衛門・高畠木工箸

38T 24cm 

脇田尚保旧蔵。各種分担任務大概曾上。

6544 

勝手方編

手写

8T 26cm 

宇野富良旧蔵。南部藩龍松院の勧化金納入につ

いての関係番状の写。内容年代は，宝永元年

(1704)，正徳6年(1716)。表紙に「御勝手

方」の朱印あれ

〔小松町奉行名書帳〕

25T 12.5X 18.5cm 

原題「御四代陽広院様御代以来小松町御奉行」。

渡部金八郎旧蔵。寛永17:年(1640)，....，慶応元年

(1865)に至る小松町奉行名，町下代，安宅町

下代，町附足軽小頭等審上帳。旧脅名「小松御

減番之名書」。

16.62-6 6545 

16.61-423 〔伊勢内宮御師最花銀一件〕

手写

巻子1 16cm 

伊勢内宮御師駒m部大夫が，外宮御師福井土佐

と最花銀等について差別されている点を申し出

た件について算用場との往復文書7通を継いだ

もの。

旧雷名「伊勢内宮御師堤刑部大夫之最花銀ニ付

脅翰」。

6539 
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落 治

6546 〔小松町下代進番〕 16.62ー 7 津田昇，松崎少右衛門，津田修理等所口奉行在

1通 15.5cm 役中の間記。

小松城番が前田修理，蕊巻十右術門から前田市

正，岡崎内謄〈衣替したことについての進番。 6552 〔所口町奉行上申書綴〕 16.§£舎2一13

和田甚丞・山茂弥助より土谷八兵衛，長崎半兵

説手写 16四包紙街宛。

横山隆太旧蔵。異国船手当方，所ロ町用米，詰

6547 旧記 16.6公一8 米などの文書や，下役人の精勤褒賞願など〈他

高畠厚定締 に断簡も含む〉。文書の多くは横山義門，高畠

手写 善左衛門の署名あれ毅門は万延2年~慶応3
30'丁目.5x16.5cm 年，善左衛門は文久4年より所口町奉行を勤め

高畠定時旧蔵。内容は，宮腰町散小物成之事， た。

町付足軽火事羽織町廻羽織申付侠事など26項 旧番名「所口御詰米持町方等記録J。
目。船手方，大坂登米，滞方，船才許などの項

問。厚吋7踊天明7年吋悶 〔所口井奥郡関係書類〕 16.6会一14

日より宮原町奉行，その当時の留密か。 手写

仮綴1(10通) 16佃

6548 〔宮腰町奉行手帳〕 16.62-9 。丑12月，横山義門・成田八九郎より家老宛。

高畠厚定編 「御歩清水抑之助義定録ニ被仰付様願密」

37丁目X17cm 。「所口町附足軽頭半田源左衛門他褒美被下

高畠定酵旧蔵。宮原町奉行所在勤中の役務関係 書」

文書の写し〈天明~明和年間〉。 。亥6月，横山義門より前回土佐守他宛。「口

郡御蔵所出役方等に付申上書」
6549 宮腰町奉行動方帳 16.62-10 o 7月「所ロ話番の者共御貸小屋の儀願書」

中川外記編
。丑 12月，横山義門・成田八九郎より御用番

自筆文政7年(182心
宛。「所口御詰米方井町方御用引越役定番御

3T 24佃
歩清水柳之助之義定禄被仰付様願番」

宮原町奉行の旧来の勤方を調べ上げたもの。中 。2月12日，御算用場より所口御奉行宛。
川外記は知行1000石，文政6年(18お)から同 「産物会所指止に付御改の条々番」
11年(1828)に宮腰町奉行を勤めた。

。丑5月，島助九郎「珠洲・鳳至郡仕法方主附

人審上党」
6550 御条目等書よ帳 16.62-11 

。丑5月，島助九郎「奥部借銀之義伺番」
中川外記編

。丑5月「奥郡仕法銀覚」
自筆文政7年(1824)

。「所ロ諸手合稽古方等番上」。
l11T 23佃

横山義門は知行800石，万延2年(1861)より
内題「前々被仰出御条目等後例可相成品番上

慶応3年(1867)に所口町奉行を勤めた。
帳」。慶長6年(1601)石川河北浜方地子之事よ

り文政6年 (1823)宮腰之者魚振売仕法まで， 6554 〔御用向寄翰綴〕 16.62-15 
宮腰町関連の諸法令を収録。 仮綴1(14通) 15.5cm 

横山義門廻状等害状綴。
6551 所口町奉行留記 16.6去一12 。横山義門より高畠善左衛門宛。借用銀，口郡

前田家編輯方手写明治年間
御預地荒地見分の義等につき害状

135T 23佃
。横山義門より中村吉三郎宛，忌現に付廻状

文政~弘化年間頃のもの。野村f巨人，林源多郎， 。本多附Pi守宛。的之j也流.Jfリ人病気之節医者I手
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町

寄之義ニ付密状

。藤野清右衛門より小笹丈左衛門宛。町売米大

野醤油直段に付害状

。土橋御門当番に付廻状

。御用番沢田与三右衛門より土橋御門御番衆

宛。筑前守様御着に付上下着用の毅達書

。玉井藤左衛門より横山義門宛。木滑ロ留郷在

番役に付印鑑可指出通知。

。町会所宛。河村八郎右衛門火除町居住屈。

。横山義門差出。橋爪御門壱番組御番入に付案

内廻状

。京都御使役・出羽園佐竹右京大夫通行・炭高

直のことなど風説書

。青山将監京都へ発足，ニノ丸御居間向御土蔵

ヘ賊入之事等風説書

。中村吉三郎他より。町廻御組合方角割通知

。横山義門他より。向上

。三番組町廻方角割。

6555 (所口町奉行御用番類) 16.62--16 

$進路2縛 16cm

横山隆太旧蔵。七尾町奉行支配下における町付

足軽，町医者，御算用場からの文書，，また町奉

行から御算用場，年寄衆へ宛てた役務関連文書

などを収録。

6556 (所口町奉行覚書〕 16.6公一17

仮綴2(22通) 16cm 

七尾町奉行所での役務に関する横山義門関係書

状綴。

。土方殿勝手向世話方町人忠縄尾弥兵衛任命一

件，御算用御用武部貞次郎出府--f牛等書状

。足軽稽古に付異風筒渡し方，居合等稽古に付

定番等書状。以上2綴よりなる。

町方制規

6557 町会所御作事会所七尾宮腰御定書写 16.6ε-18 

手写

20T 25cm 

承応，万治，延宝，元禄年間に公布された，金

沢・七尾・宮腰での町方関係の定書を集めたも

のo

方

6558 町会所・御作事会所・七尾・宮腰等御定番之写

16.62~19 

手写

67丁目.5X17.5cm 

井上如奮旧蔵。前号と同内容の分の他，青地蔵

人による「御定番考索附録」が付され，また正

徳年中 (1711-""16)の改正部分，及びその後享

保 7年 (1722)までの定を追記しているo

6559 (寺社・山伏・町人等衣類之定〕 16.6εー.20
巻子1 24.5cm 

中川典克旧蔵。丹羽武左衛門ほか34名の連署あ

りo 旧書名「寺社山伏法衣装束定之達書」。

6560 金沢町中御法度之帳

手写

14丁 12X17.ω 

16.62ー'21

横山政和旧蔵。町人に対する法度番。万治2・

3年(1659・60)，寛文8年(1668)等のものを

収録。

6561 金沢町中御法度之帳 16.62--22 

前田家編縛方手写明治年間

19丁 25cm

杉本弥五郎所蔵の写。前号と同様の法度の外，

寛文10年，延宝6年(1678)の法度等を加える。

6562 金沢町方諸法度

手写

21丁 11.5X17.5cm 

16.6εー'23

前田栄次郎旧蔵。寛文8年(1668)7月6日の

法令以下，藩政前期の金沢町人の生活規制令15

.令を収載。いわゆる二日読と言われるもの。

6563 金沢町中法度害等 16.62--24. 

前田家編輯方手写明治年間

21丁お側

内容は「金沢町中御法度之帳J，r明和七年下博

労町々格定番J，r今般御勝手方御省略等之義=

付云々J，r天保六年町方風俗方等之儀被仰渡ユ

付猶叉町中心得方之儀申渡候覚書J，r天保十三

年今般被仰波之御触留J，r文久二年公義御改革

御触留井富山大聖寺縁組願書留」。
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落 治

6564 御渡被成御覚書 嘉永5・6年 0852・3)両年度分の町方への御

手写 触の写し。

45T 20佃

脇田尚保旧蔵。延宝2年(1674)，元禄3年(16 6570 〔火事之節定人数配〕 16.62-31 

9のの覚書として金沢町人の心得(侍への貸 手写

銀，町夫の定，町同心料開付など)，また町奉 1枚 43X71伽

行心得を収載。他に町会所に残る 3代藩主利 高畠定降旧蔵。内容は，金沢披を中心に東西南

常， 5代藩主綱紀が金沢町人からの挨拶に対し 北に持場を区分し，それぞれの水持の割当て，

て下した礼状〈印番〉など83通の写しを収録。 および火事之節に火事場へ罷出るべき町年寄な

どの人数を記したもの。

6565 御家中侍町人日用雇候定事等 16.62-26 

手写 6571 〔能d'N所口〕後例帳 16.62-32 

2丁 24cm

長屋七郎左衛門，里見七左衛門等より本町地子

町肝煎痛の町方法度2通を載せる。

6566 毎月二日続追加

手写 寛 政4年(1792)

9 T 11.5X 18cm 

横山政和旧蔵。町家に対する旧来の毎月二日

読みの追加条項を記す。金沢町奉行商品五郎兵

衛，長谷川三右衛門からの申波書。

16.62-27 

48'丁おm

原題「後例帳J。町方，地子方の者他国出の義

定，御家中諸給人知行米預位候蔵本御定之定等

所口町諸定等を収む。内容年代は寛文より正徳、

年問。

6572 所口支配向留記 16.62-33 

6568 (家中・町方風俗等取締触〕

手写

65丁 23cm

原題・旧書名「武家諸法度等」。内容は，文化

14年(181のから安政3年(1邸6)にわたる家

中倹約方や町方風俗方等御触留である。多くは

町方ヘ向けた法規なのでここに収める。巻頭に

目次あれ

16.62-29 

7冊 17.5x12cm 

①所口支配向運賃等御定等一件

運賃御定等一件，御領国中宿馬数等一件，

御用人馬渡方一件，御定賃銭ユ其所余荷銭

共相払通行之人々江人馬波方等一件，中使

一件

②所口支配向旧記用要妓書宗門方等

宗門御改一件，変死人検使方一件，越中境

御関所過喬一件

③所口町御定書等

④所口町会所出来方等一件

町会所出来方一件，時鐙一件，御算用場内

ユ役所相立候一件，能州四郡船奉行被仰付

置候ユ付船支配方一件，船往来調方一件，

便船切手調方一件

⑤所口支配向御詰米方等御定等一件

御詰米方一件，火消方一件，角場出来方一

件，在住被仰付候一件，御郡奉行手合之者

借牢一件，町年寄等年頭御礼一件，御入国

二付町人御礼一件，御家督御入国之節町方

江被下方一件，御本復御祝エ付被下方一件

⑥所ロ支配向旧記抜書

和倉混泉才許方一件，御入国御祝之節町役

人江御能拝見一件，御法事之節氷見屋牛之

助拝礼一件

6567 町中ニ日競御定書之内十七ケ条脇書を以慎方等申

渡番 16.62-28 

手写

5T 12X17.5佃

横山政和旧蔵。町中二日読のうち，等閑になっ

た17ケ条について，注意すべき点を付札に記

す。享和3年，金沢町奉行村木工右衛門，井上

井之助からの申波書。

6569 町方御触写

前田家編縛方手写明治年間

68丁 23cm

16.62-30 
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6573 

6574 

悩込手

民I

①所口町御用街等御定等一件

御用宿御定等一件，御餌指等止宿方一件，

伝馬方御定等一件，御塩方一件。

火消方一件

前国家編輯方手写

16T 25佃

16.62-34 

明治年間

内容は「故新録」巻八の抄で，所口町の火消方

の規定を記し，ついで，享保12年(172η3月

17日と嘉永6年(1お3)4月20日の所口火災の

時の貸米願・材木拝借願，また類焼につき町役

一年御免の件などを記録しである。

町 方

町会所覚書

前田家編輯方手写

3冊 23cm

言己 録

16.62'ー，35

明治年間

①利家公御印物等，利常公御印物，松平加賀守

様ヨリ保科肥後守様へ之御盤状，綱利公ヨリ

本多安房守駿へ之御害状，永井伊賀守様へ之

御書状，加賀守様ヨリ仙石越前守様へノ御害

状，横山左衛門様等ヨリ岡田豊前守様へ之御

書状，両新地魯算役勤方，天保9年(1838)

4月御上使御通ユ付孝子御褒美方書上帳，石

川郡森島村井能美郡灯台村之者共ト流木一件

ユ付紙面，木津村勘兵衛伯母百三才ユ付索

麺鰹節頂戴一件井談義所村百姓権右衛門母同

断，宗門方井寺庵願等但宗門帳調方之事，火

事所水之手請取口定，火消中相図之定，金沢

町家数拝人数高但安政3年(1856)調，毛

利融左衛門蔵宿印紙売出ス一件但印判師平木

屋五郎右衛門入牢御宥之事，町方借屋等之家

人閉門等之節ハー類等之内御引取可被成事之

先例，関所道具取捌方之事旧記，山伏送り

状，山伏寺証文，送り状等御公事場御定，使

頭送り状一件，切支丹之者宅替書付，他役所

ヨリ罷出候様申来候而も不罷出事，御門押

願，他国他所へ指遺申間敷品々町年寄留帳ユ

有之分，寛政9年 (1797)寺社奉行ヨリ寺庵

方へ被仰渡候ヶ条抜書，浅野川橋崎直之節渡

り初之事， J4IJII浅野111洪水之節請取口人夫出

高

②御預ケ者勤番一件，寛政6年町会所役人給料

6575 

6576 

65π 

6578 
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留帳，御手判申請候小紙，他国者居住阪井通

切手一件，捨子一巻

③御仕送方吉凶不時入用大図，仕送人貸附帳弁

入銀書抜，諸事案文留，天保13年寅8月4日

町御会所横目所ヨリ当時売捌侠品物指出候様

申来り云々，附御触書数種。

金沢市中旧記 16.62-36 

前田家編輯方編

明治年間

1ω丁 23.5cm

古案記，町年寄席旧記抜翠，寛文3年卯辰町等

地子赦免云々 1通，延宝8年馬借一巻御留帳之

写，安永元年以降毎年町会所ヨリ番上銀受取申

御割符控帳，金沢本町人夫銀等帳，文政10年諸

事願書等控，御家中事公人等定，天保8年若党

足軽等縮方之儀今般於公事場相極候触状等覚，

安政元年御触留を収録する。

町格 16.62'ー，37

前田家編韓方手写 明治年間

4冊 23cm

町方支配に関する法令等旧例の覚書，及び町人

より提出した商売，旅行，相続等の諸願，諸届

の旧例，ひな形を収録bたもの。第1巻のはじ

めに，本藩町吏年契，町同心安名を附す。

刊本「務法集J(4)金沢藩

町方心得

手写

2冊 お 佃

金沢町に関するものo

q町役人名簿

16.6εー，38

@町人心得方之儀ユ付被仰出之御触〈文化13

年)，町中人別法則箇条書， 町中心得方之儀

覚〈天保6年)，町中心得方追加〈同年)，当

町人別法則条書，送状請取帳〈嘉永2年)，

人別送状取遺案文書〈安政3年〉。

町規秘録

前田家編輯方手写

91丁 23cm

16.62-39 

明治年間

家名改願，他国引越頗など91項目について，町

人より組合頭，肝煎宛願書等のひな形を集成。



藩

6579諸事留 16.62-40 

前田家編ijij方手写明治年間

71丁 23.5ω

久保あい所蔵の写。主に町方，商売に関する法

規類を収む。内容年代は寛文以降，幕末期にい

たる。

6580 金沢町方御用留 16.62-41 

前田家編餌方手写明治年間

95了 23.5cm

中島氏所蔵の写。内容は天明より天保年間，町

人よりの願書・届書の書留が中心で，町人の移

動，商売，相続，住宅等に関するものが多い。

6581 両茶屋町一件 16.62-42 

前田家編緯方手写明治年間

45丁おm

額彦四郎所蔵の写。文政3年(1820)より弘化

2年(1845)までのものo 文政3年に石原町と

卯辰茶屋町での出合宿許可と，天保2年これを

指止められた時の文書を中心ぜこ，この間の縮方

等を載せる。刊本「芝居と茶屋町」

6582 小松旧記 16.6公一'43

前田家編僻方編

明治年間

41冊 23.5cm

①御定と相成候御触之事，町規之事，番所之事，

乞食之事，市場記体之事，御奉行所御自身本之

事，椅堂銀之事

②小物成之事，御参勤井御帰国之事，公儀御凶

事之事，茶問屋弐軒ニ而年中御役銀指上侯事

③難渋人御貸米之事，非常御貸米之事，安宅澗

改之事，九十才者御調理之事，尾小屋新土蔵

出来等之事，たば粉直売買井本田畑ニ作り御

停止等之事

@牢屋弁牢番之事，御刑法之事，切腹被仰付候

事，たもの実油之事，家売買之事，御見廻等

献上物之事，御Z草野弁御見廻之事，御両家様

江町中より御見廻之事，町方御定之事

⑤御調達銀井御返済之事，乱心者之事，鉄砲之

事，貧人願之事

⑫萱橋之事，久龍橋之事，安宅日末争論弁猟師

等之事
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⑦天秤座井役人之事，銀座之事，御榔懸合之事，

御慶事之事，酒造方之事，献上物之事，欠落

人井立戻人等之事

③公事場御定井借牢之事，十度之中使井於金沢

小松宿之事

@京都江養子願芥他国縁組之事，出火井御切手

焼失之事，町附足軽乱心井立替等之事

⑮出来絹等之事，賊一件之事，過密願之事，於

他国病死之事

⑪船切手之事， 津留之事， 升改之事，渡舟之

事，諸士通行持松平大和殿通行之節進物等之

事，榊原式部太輔殿国替ユ付家中通行之節病

死等之事

⑫筑前守様小松江御入之事， 豆腐御役立等之

事，巡見上使等之事，蝋燭目形改弁御役銀等

之事，諸職人之事

⑬捨子之事，御成番炭油之事， 安宅御蔵番之

事，町下代之事

⑬呉座直段之事，喧椛口論之事

⑮銀座彫師替詞之事，堂上方等通行之事，御法

事之事

⑮塩問屋等之事，勘当願等之事，祭礼之事，御

年寄衆通行等之事，諸家御使者之事，町規座

頭之事

⑫人駅馬之事，馬借井朝鮮御用馬等之事，銘馬

之事，拾ひ馬之事

⑬鑓舎之事，御高札場番人之事， 米屋替詞之

事，御刑罰之事，地謡之事，町年寄之事，肝

煎之事，町役人出府雑用之事，御家督被為在

寺社江拝領銀等之事

⑮異国船漂着等之部〈異国船漂着之節之一件，

能州沖異国船漂流一件，隠岐国異国船漂流一

件)，難船取捌芥御船方等之部〈安宅町与三

次屋平兵衛船朝鮮国江漂流一件，御船遠乗稽

古申来一件，湊畑屋市右衛門等船難船一件，

安宅水戸先ニ而難船一件，安宅船手方御定番

等一件，為御登米難船一件，御減米難船一

件，越前三園湊より御材木御召寄一件，安宅

水戸先ユ而難船一件〉

@倒者井病死人之事

②凌死之部〈白書之事，寄合酒等給打殺事，溺

死之事〉

②遺言之事， 医者之事， 宿屋之事，奉公人之

事



1眠Fル ー

町

②三明野灰御嫁之事，町中墓所之事，地子之事

井地方之事，日用江戸江御普請御用之事，町

夫之事，足軽褒美之事

@公義触切支丹之事，宗門改之事，魚屋之事

③御宿之事，関所之事，御能之事，桶屋井桧物

師之事，御用菓子之事，干温鈍之事

@御倹約之事，鞘師之事，御蔵米之事

②家数之事，人数食物見図之事，宮寺之事，大

工之事，時鐙之事，居住替之事

②町会所之事，白山御輿之事，寺庵通行之事

@小松旧記二，寛文より天保年間，藩主入町，

慶弔等につき覚

@小松旧記ホ，安政より慶応年間，藩主入国，

任官等につき覚

@小松旧記 入綾姫様御引移之部〈天明 4年〉

@御披番等掛合之部，御奉行所等之部

@大聖寺掛合等之部，町附足軽等之部

@小松旧記Zイ，城代入町の覚，町支配方の覚等

@小松旧記ヘ，小松安宅御定書類写〈万治2年

~寛文8年〉

@文政11年御国法御制禁被仰渡等之抜醤，安政

5年7月於御郡方谷方等申付ユ相成候衆之覚

書写井検使取捌一件，酒造等之部

@人別取捌等之部，魚問屋等之部

③梅林院等椅堂銀一件他43件

⑧小松旧記 ラ，非人・変死人・救人一件等

@'l卓上方通行之部乾

@諸家御通行之部，御園目附金沢へ御出被成候

部，寺方通行之部。

6583 小松旧記ニ十六種

前田家編輯方編

明治年間

13冊 23.5cm

16.6去一'44

①直姫様御通行之部，御通行等之部，伝馬方等

之部，御給人等之部，町年寄之部，御預ケ屋

敷之部，旧記之部

②論所地改手代通行之部，人馬継立等之部，京

都中荷持等之部，今江荷物改所等之部，牝馬

之部，大聖寺江御引米等之部，天秤座等之

部，宿送等之部，旅人病死之部，溺死人之

部

③御発駕等之部，御借上米之部，御仕法之部，

御調達銀等之部，公儀より御尋等之部，御一

方

門御卒去之部，御入国被下銀等之部

④御触之部，申渡之部，蔵宿等之部

⑤町年寄之部，寺庵方願之部，町医師之部，習

字所等之部，御番頭役引等之部

⑥押紙面之部，被仰渡之部，臨時之部，御押番

等之部

⑦町方用米等之部，非常御貸米等之部

③旧記入交之部，異国船漂着等之部，難船取捌

芥御船方等之部

⑨渡航海之部，絹道之部，安宅水戸口御普請方

之部，渡樹首於他国破損之部，海防方之部，

株商売之部

⑮他国出等之部，出津入津等之部，米切手等之

部，破損船等之部，御詰塩等之部，御領小払

等之部

⑪所方産物之部，諸商売株立之部，諸商売方等

之部

⑫盗賊取暁等之部，雑之部

⑬揚地道橋等之部， 御宅金人等之部， 非常等之

部，御借上金等之部。

6584 小松!日記十種

前田家編輯方編

明治年間

5冊 23.5cm

小松戸長役場所蔵の写。

①絹判賃等之部，橋場賃銭之部

16.6公一'45

②金吹直し等之部，諸方御使者之部，為御鹿野

被為入候一巻

③遊行上人廻来之部，修験派一件等，善光寺如

来一件

④信州善光寺如来云々

⑤虚無僧之部・附盲人等種~，替願寺ト改名之

一巻。

6585 小松遺文 16.62-46 

森田平次〈良見〉編

自筆明治20年(1887)

2冊 23.5cm

①小松遺文〈上〉

徴妙公小松在斌時代の書状・覚等〈寛永~

慶安年間〉

小松町会所留記抜書〈明暦元年--4年〉

②小松遺文〈下〉
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寛永6年御年越跡々御吉例之間

寛永19年小松士幌

寛永19年与中年頭之御礼帳(一宮主膳，富

永勘解由左衛門与〉

寛永16・17・18年御金山方御帳

鹿安弐年之留記

鹿安5年能州・珠洲・鳳気至郡惣高村数之

寄芥見聞仕侯在々之様子私存寄番上申御帳

〈掘彦太夫著〉

使安4年より悶 5年小松ユ而ききがきの御

帳。

6586 関戸覚書 16.62-47 

関戸甚右衛門著

前田家編緒方手写明治年間

107丁 23叩

小松町方の記録。

年中行事〈寛政9年九馬借銀打除銀入用帳等

諸事銀子渡方〈文政2年)，絹道組合五人等，

社倉地面，町会所より被遊候御初尾，町下代山

茂弥助等云々，町年寄勤方等，党醤種々，西村

六右衛門様等云々を収載。

6587 諸事留帳 16.62-48 

前田家編輯方手写明治年間

1∞丁お.5cm

寛政2年(1790)曾写の青木篤太郎所蔵本の

写。松卸こ関する旧記。郡奉行人，町方役人の

氏名，租税，諸商売のこと等について記す。

6588 松任町旧記 16.62-49 

前回家編輯方手写明治年間

105'丁 23佃

背木篤太郎所蔵の写。松任町の由来持御用格合

等荒増書上申帳之写，松倍町役仕ル間数改帳〈明

暦3年)，御役立商売しらへ帳〈文化13年〉を収

む。

6589 松任由来番 16.62'ー50

手写嘉永2年(18.19)

20T 24佃

湯浅諸斎所蔵の写。元禄13年町由来盤上，寛文

10年松任町御団地惣草高芥町中拝領地由来御高

御印等を収む。

治

6590 諸事覚日記 16.62-51 

相河屋次郎兵衛著

手写

33丁 24.5cm

寛文から寛延年間に至る聞のもの。御定駄賃之

覚，松任町由来，松任若宮八幡宮縁起覚，松任

惣草高之覚，松侶可人数番上等を収む。

6591 金石町旧記 16.62→2 

前田家編輯方編

明治年間

2冊 23cm

橋長三郎所蔵の写。

①材木船水揚日用賃銀持持併賃銀轡上様(宝暦

11年〉

諸商物入津浦口銭取立方被仰渡控〈文政元・

7年〉

御上向書上控板井要用番(天保10年〉

役義被仰付候控帳〈天保13年〉

②嘉永7年御用留

小物成方御役所へ私存入之義番上候控(嘉永

7年〉

御冥加金御用金御調達方井救米等指出願書留

等〈安政5年-)

材木御用留〈元治元年〉

坂井三郎兵衛神田吉郎右衛門へ被仰波書写。

6592 七尾町旧記 16.6ト 53

前田家編輯方手写明治年間

78T 23cm 

七尾町戸長役場所蔵の写。内容は，所口町奉行

元和元年以降姓名等，為年頭御祝儀自七尾云

々，七尾東地子町河うめ出し出来屋敷歩数帳

〈明暦3年)，御人足被仰付云々〈寛文5年)，

人足役ユ付返答番ヲ以申上候云々〈寛文5年)，

元禄~年拾人組高写，長齢寺由来書等，御仕入
酒造根元井願書，長谷川等伯系譜，相撲免許状

等を収載。

6593 越中国高岡町図之弁 16.62'ー5-1

小川八左衛門〈安村〉箸

手写明和8年(1771)

36丁 28X20.5cm

高畠醇旧蔵。前回利長が高岡裁に移った際の家
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匡交名，慶長19年城取りこわしの説話，瑞竜寺

の建立，御旅屋の設置，町会所の設置，慶長14

年町割之事，家柄町人由緒，他に「城地得失

考J，r題臥竜山」を収故。

6594 越中国高周町図之弁 16.62→5 

小川八左衛門〈安村〉箸

前田家編綿方手写明治年間

41丁 25cm

前号に同じ。

6595 就御草山御書御印等写井古来より由緒番上申帳

文化8年(1811)

13T 24佃

16.62-ー→56

服部氏旧蔵。越中高岡の御車山について，町々

の町頭が町会所へ報告したもの。

6596 魚津古今記

手写

107丁 23cm

16.62-57 

天の巻は森田平次が，地の巻は天明 8年(1788)

本を和田耕蔵敦豪が手写。内容は魚津の歴史。

天の巻は古代より始まるが，主に近世の藩支配

方の記録。地の巻は「神社仏関記」・「町名ノ由

来之事」の他，町年寄，肝煎，組合頭，十村役

等について記す。

6591 (申渡之覚〕 16.62ー-58

方

6599 散算用問役所留帳 16.62ー60

前田家編輯方手写明治年間

137丁 23ω

森下森八所蔵の写。散算用聞は金沢町会所の役

人。内容は散算用問役所留帳(宝暦11年~文政

9年〉と散算用問役処留帳之写〈文政9年~天

保4年〉より成る。大部分は役人の任免・勤方

に関するもので，ほかに，役務請書もある。

6600 金沢町肝煎裁許分ケ之図 16.6~1 

絵図 1枚 38X19.5佃

岡田様旧蔵。裁許地域別に，町名と軒数を記し

たもの。

6601 高岡町年寄役等由来 16.62--1)2 

11丁 24cm

元和6年(162の拾人町年寄の名前他，町年寄

役勤仕の由緒等について町会所町寄席でまとめ

たもの。

貢

6602 加越能三dIIII小物成調理

明治3年(1870)

35T 24.5cm 

租

16.62ー-63

小松町，安宅町， 湊，本吉町，松任町，金沢

町，金石町，今石動町，城端町，高岡町，氷見

町，所口町の分。

1通 171佃 I 6603 本町地子町地子銀町役定 16.62→4 

中川典克旧蔵。大横目宛。小津(魚津〉町年寄| 前田家編輯方手写明治年間

任命についての書状。

町役 人

6598 町年寄歴名井勤方帳 16.62-59 

5丁 25ω

横山氏所蔵の写。金沢の本町・地子町の内 7ケ

所・地子町からの地子銀高とその内訳，および

本町・地子町の内 7ケ所の町名を記す。

前田家編穂方手写明治年間 I 6604 本町地子町地子銀町役定 16.6~5 

42丁 23ω

慶安4年(1651)より文久 2年(1862)の金沢町

年寄代々名前，天保3年 (1832)散算用閲勤方

帳，同9年記録方勤方般，嘉永5年(1852)町

年寄勤方等を収録。

6 T 12x 18叩

前田貞醇旧蔵。金沢本町，地子町よりの地子銀

取立と，その支払い内訳を記す。

6605 本町地子町地子銀町役定

手写

4 T 22cm 

16.6~6 
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金沢本町，地子町での地子銀，町役の内訳けを 68)。金沢城下地子地居住の家中及び寺庵から

記し，その懸り高を横目肝煎が書き上げたもの。 の取立地子銀高，遅滞地子銀高等について各年

度の報告の写し。普議会所より算用場宛。

6606 地子地帯j帳 16.62-67 

御屋敷方編 6612 〔宮腰〕高免附之帳 16.62-73 

230丁 24.5cm 2T 2.:!cm 

金沢城下各地の上り地，空地を諮l也した町人， 天明 7年(1787)，本町肝煎平左衛門より宮腰

寺庵等からの地子銀上納詩書の写し。各論地の 町奉行所宛の番上げ。

面積と地子銀高を記す。内容年代，宝暦9年(1

%の~明治3年〈例。 I6613 御高免井定納日米締結ル子年迄年々浦上之

申幌 16.62'ー74

6601 地子引出来根帳 16.62一喝8 明治3年(1870)

60冊 24cm 16T 24cm 

内容年代，寛政12年(18∞〉から文久 3年(18 元治元年 (1864)--明治3年(1870)分。金石

63)。金沢城下の上ケ地， 空地の地予算用帳。 本町肝煎次右衛門等より加州都治方宛。民部省

各年に 1冊をもうけ， r出来J，r地子引J，r一 へ提出につき調理。

作」の 3項目に分け，務地面積，詩人，地子銀

を記している。 御用地・請地

6608 地子銀勘定御算用場害替写 16.62-69 6614 御用地井相対卸歩数等調理番五種 16.62ー75

手 写 文 化2年 (1805) 14T 13x36ω 

164丁 23.5cm ①万治2年(1659)より明和6年(1769)に至

寛政3年 (1791)から慶応3年(186η まで， る，石川郡中村，増泉村，石坂村，泉村，泉

各年の家中並びに寺庵の金沢散小物成と地子銀 野新村，泉野村の御用地及び相対卸地の記

の取立高，更に遅滞地子銀の年賦上納銀高等を 録

記す。 鋭ム化2年(1845)，町続村相対卸地元引取方

等書上申帳。石川郡富樫組の分

6609 地子銀方触紙面留帳 16.62ー，70 ③辰6月，手取川筋の土居，川除に関するもの

156T 23.5佃 @元治元年(1864)租税録と途目しらべ。能美

享和3年(1803)から文化元年(1804)までの 郡の分

藩士の諦地地子銀上納及び地子銀遅滞に対する ⑤向上。射水郡の分。

督促について。諸事御用留を附す。

6615 御貸屋敷井請地判帳 16.62'ー76
6610 地子銀方留帳 16.62ー 71 御屋敷方編

手写 270丁 24ω
140T 23.5ω 宝暦10年 (1760)--明治3年(1870)の分。請

金沢町における享和3年(18ω〉から文久 3年 地証文などを綴ったものo 書式はその場所，
(1863)に至る聞の家中，寺庵などの地子銀の遅 歩数を記した上，歩数改めを受けて請取ったの
滞についての督促および遅滞理由などを記す。 で，定の地子銀を期限迄に上納することを文言

で述べ，書判している。
6611 年々地子銀算用一巻 16.62'ー72

手写 6616 〔変地願書〕 16.62'一77
209T 24cm 3通 24cm

内容年代，享和3年 (1803)から明治元年(18 上ケ地における地子地への変換願状。 2通は，
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町

明和8年(1771)と安永3年(1774)の金沢石

坂町宮腰屋与四兵衛等よりのもの 1通は安永

6年の木新保新町組合頭よりで，共に町奉行所

宛。

6617 畠請霞同上寄附揃 16.62ー78

6618 

仮綴1(144通) 11.5--24佃

金沢城下各地の上り地，空地等における畠誘証

文綴。文化5年(1808)"'-J文政12年(1829)の

分。旧書名「畠請顕綴」。

〔町続商売方等相調申帳〕 16.62ー79

2冊 24cm

6623 

方

27.5X39cm 

田井村の水戸という浅野川縁の土地を，金沢の

福久屋次郎左衛門へ相対卸地にした際の打立帳

と分間絵図及び添状。慶応元年(1865)のもの。

旧書名「石川郡鞍月組田井村之内福久屋次郎左

衛門へ相対卸地打立帳等」。

〔相対請地ニ付金浦町口:昏井絵図J 16.62-84 

1通 絵 図1枚 24・24x36cm

慶応4年(1868)，組合頭喜兵衛よりの田井村相

対請地，町地引務の願書。

旧雷名「金浦町組合頭喜兵術願書」。

原題・旧書名「町続ュ罷在候者商売方等相調中 I 6624 (笠舞村相対卸地ニ付答書〕 16.62-85 

帳」。

①文政2年(1819)石川郡田井村領出町の分

で，人別に記す

②文政 3年(182の上野新村領出町，田井村領

出町，上安江村領，石滞村領の分で職業別に

戸数を記す。

6619 (上野新村領出町〕家地子商売方調帳 16.62-80 

文政2年(1819)

32T 24.5伺

同所の組合頭伊兵衛から提出したもので、，人別

に地子米高と職業を記す。

旧番名「家地子商売方調帳J。

6620 諦取申御地子米代銀之事 16.62-81 

巻子1 25叩

文政11年(182fUから明治2年(1869)の，金

沢周辺村々より普請会所へ宛てた，相対下し地

の地子米代銀請取書を都:立てたもの。

6621 (越中屋伝兵衛・丹波屋伊平受地願〕

16.62-82 

巻子2 11.5--24ctn 袋入

袋題「千田町越中屋伝兵衛百姓地受地町会所引

請願一巻」。安政4(185η ・5年の町奉行所宛

口上書及び絵図等関係書類を継立てたもの。石

川郡中村領及び上野村領の諦地に関するもの。

6622 (石川郡田井村相対卸地一件〕 16.62-83 

2丁・ 1通・絵図1枚 12x17.5ω ・16cm・

6625 

1通 24cm

慶応4年 (1868)，組合頭五兵衛等よりの，町地

引請につき差支有無に関する答書。

旧曾名「笠舞村組合頭三郎右衛門願書」。

〔大桑村相対靖地額一件〕 16.62-86 

2通 16ω

①辰6月，近藤兵作よりの，大桑村領内での相

対讃地の願書

②辰7月，大桑村組合頭よりの，上掲願書に対

する発支なき旨答書。

旧書名「近藤兵作願書等」。

6626 (大桑村請地ニ付口上番添書〕 16.62-87 

1通 24側

近藤兵作の詩地につき，辰7日付改作奉行の

「大桑村相対論地願一件」の添書。

旧脅名「近藤兵作大桑村imf也ユ付遺書」。

6627 (大桑村請地願添書〕

手写

1通 16側

16.62-88 

近藤兵作相対受地願の畿につき， 7月25日付篠

島左平より前田弾番宛。戊辰8月付本多指磨守

より許可の付箆あり。

旧書名「算用場奉行篠島左平達書」。

6628 (田井村領に家建願一件〕

田辺次郎吉手写

2通 16cm

16.62-89 
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議

相対請地について改作所の詮義に関するもの。

旧書名「改作奉行達書」。

6629 (問弁村領之内町地等ニ御引渡之事につき答書〕

16.62-90 

1通 24cm

辰 5月，金浦町続地にて町地へ引渡しについて，

肝煎孫左衛門・組合頭次平よりの答書。

旧番名「回井村肝煎孫右衛門願書J。

6630 (相対卸地調理ニ付属書) 16.62-→1 

明治2......3年 (1869......70)

4通 24cm

明治2(1869)・3年の田井村，泉村，泉野村，

泉野新村よりの届番。

旧書名「泉野村・回井村肝煎願書」。

6631 請地〔証文綴) ffi.62→2 

仮綴1(23樋) 16......25cm 

仮綴裏表紙に「請地証文」とある。藩臣の屋敷

地，下屋敷地における諦地顧と，それに関連し

た達書，庖書の綴。安永6年(1777)...... 慶応3

年(1867)の分で，文政5年(1822)の分より

略図付。

旧書名「務地詩文綴」。

6632 (地面絵図目録) ffi.~→3 

1適時田

明治4年(1871)，軍事掛卒使役方より金石附足

軽井小者小頭宛の御渡地面絵図目録。

6633 (小松町地請地ニ付願書J 16.62→4 

1通 24cm

明治元年辰5月，組合頭塩原屋平右衛門等より，

小松町御会所宛。八日市地子町と三日市地子町

境の明地面における請地歩数噌加願。

旧書名「小松町組合頭塩原屋平右衛門等願書」。

6634 (小松町請地ニ付地方組合頭口上書〕・

16.62-95 

l通 24cm

明治元年辰6月，八日市・三日市地方組合頭よ

り牧野孫七宛答書。前掲箭地願書についてのも

の。

治

!日番名「小松八日市町地方組合頭久右衛門等口

上番」。

6635 (小松八日市町等請地顔) 16.62→6 

3通 16.5cm. 

①明治元年 (1868)辰6月，牧野孫七より御改

作所宛

②辰7月，改作奉行申達書

③辰7月19日，篠島左平より前田弾番宛。明治

2年 8月の承認の旨符築あれ

6636 (押野村十村差出之替歩覚等J 16.62-ー97

35丁 25佃

寛文10年(1670)から明和6年(1769)に至る

聞の記録。押野村太郎右衛門組の内，御用屋敷

等のため智也が行われた際の達書。

6637 泉野村等拾九ケ村御用地歩高等覚書 16.62→8 

合綴1(2冊) 25cm 

文政10年 (1827)と天保4年(1833)のもの。

地子米代銀高を朱で付記する。 2加は同内容で

2冊目には「控Jとある。

6638 (天徳院門前用水替地一件] 16.62-→9 

手写

1通 15.5佃

文政8年(1825)，御用地に掛ったための替地に

関するもの。

6639 (御地子米代銀請取綴) 16.62--100 

手写

5T 24cm 

文政13年(1830)の上野新村はじめ金沢町近郊

村々より算用場宛の 4過をまとめたもので，御

用地の地子米代銀の請取。

6640 大桑村領御用地打立帳 16.62--101 

慶応4年(1868)

7T 12X 18cm ，-' 

藩の御用地となった村内の地番別面積を記すo

6641 (卯辰養生所御用地引高額一件] 16.62--102 

巻子1 25cm 

慶応4年(1868)，河北郡談議所村等よりの願紙
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面など3Jiftを継ぐ。

旧書名「卯辰村養生所御用地一件」。

6642 金沢廻御用地村々銭納奉願申帳

明治元年(1868)

6冊 24cm

町

16.62-103 

①石川郡米丸組②石川郡戸板組③石川郡鞍月組

@石川郡長坂村ほか⑤河北郡金浦組⑥石川郡泉

野村ほか。

6643 (笠舞村組合頭口上書〕 16.62-104 

巻子1 24佃

明治2年(1869)，笠舞村内における表方坊主拝

領地仰付けに関するもの 4過を継ぐ。

6644 (御用地仰付一件〕 16.62-105 

手写

巻子2 16.5佃

①辰6月，能美郡御扶持人より御改作所宛。小

松町廻り地の御用地における，引高及び合盛

御償米の処理に関する願書

②辰2月，笠舞村領内の御用地仰付，及び，辰

4月，笠舞新町続地における釣瓶屋岩吉との

相対卸地に関するもの。

6645 (魚津下才許斉藤貞蔵居屋敷拝領引高一件等〕

16.62-106 

仮綴1(4通) 16.5cm 

関連文書3通の他，小松廻御用地引高ユ付願書

1通をつづる。旧書名「改作奉行等逮番」。

6646 (才川中川除町家作川除往来道へ押出一件〕

16.62-107 

巻子 1 24.5cm 袋入

若松屋嬬等町人が.111除往来道の一部を，地子

地として家作許可を願ったもの。弘化元年(1

844).安政3年 (1856)の願書，絵図等l舗を

継いだもの。旧書名「才川中川除町若松屋婿等

儀川除往来道関一件J。

町人由緒・旧記

6647 町人由緒帳 16.62-108 

前田家締構方手写明治年間

方

3冊 23cm

①石黒権平，桑名嘉六，家柄町人由緒略醤井家

列〈安政7年).記録方歴代帳，多々良家系

図，越前武生住浅井政男先祖由緒帳，越前府

中大文字屋伝書

②豆腐屋太右衛門，木越屋佐兵衛，一丸甚六，

塩屋太右衛門，飴屋弥三助，鍛冶自助，長浦

堺兵衛

、③金石中山主計，金石銭屋市郎右衛門。

6648 町人由緒帳 16.62ー 109

前田家編輯方手写明治年間

3冊 23cm

①額彦四郎，樫回吉蔵，片岡孫兵衛，金屋九郎

兵衛

②中田庄三郎，中山一衛，武蔵規一郎附石照信

平事跡旧記披書，北村霊兵衛，平野屋半助，

於江戸表等御扶持等被下候人々名前

③森下屋八左衛門，野口九郎，野村直五郎，三

ケ屋五郎兵衛，喜多村彦左衛門，梅田九栄，

疋田屋三右衛門。

6649 家柄町人由緒略書井家列

町年寄編

安政7年(1860)

81". 24.5佃

16.62-110 

額彦四郎他14人の由緒町人の由緒を記す。

6650 金沢家柄町人由緒 16.62-111 

前田家編輯方手写明治年間

59T 25cm 

金沢の由緒町人について「続漸得雑記J，r御邦

諮談J，r当国古今雑談」からの抜粋σ

6651 金沢町人家蔵文書 16.6ト 112

前田家編鴨方手写明治年間

100丁 23.5cm

内容は平野屋半助書類，菊屋八左衛門密煩(微

妙公御判物写)，堂後屋太郎左衛門の欝類。

6652 諸事窓保栄

浅野屋佐平著

自築

81丁 24伺

16.62-113 
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藩

浅野屋佐平は金沢の町人。金沢町会所横目肝煎

兼逓送方を勤めて京都を往返，幕末の国勢に意

を払ったo 慶応元年没。本番は，天保9年(18

38)より嘉永年間(1848--1853)に至る商売，

役職に関する日記。

6653 浅野佐平手留 16.6去一11.1

浅野屋佐平著

前田家繍鴨方手写明治年間

153T 23ω 

「浅野宇佐松所有文書種々J，r御手当人出張中

町規伺番J，r記録方勤方帳Jを収む。 r浅野宇

佐松所有文書種々j は下堤町に居住の浅野屋

が，横目肝煎〈列)，本町肝煎列，魚問屋，伝馬

治

届之控」等を収録。

旧書名「諸事帳J。

6656 小倉日記抄

前田家編輯方手写明治年間

叫丁お.5ω

金沢下堤町議宿小倉屋太右衛門家の日記を森田

柿園が抜粋したものの写。小倉屋はもと松任で

薬種商を営み，この日記は松任附の組合頭を勤

めた伝右衛門とその子八郎左衛門の筆になるも

の。元禄9年 (1696)--宝暦3年(1753)の災

害，触達，物価，諸侯の松任通行等について記

す。末尾に小倉家の来歴，系図を載せる。

16.62-117 

肝煎等を勤めていた時の記録。幕末のもので， I 6657 小倉日記抄 16.62-118 

宇佐松は佐平の別名。 r御手当人出張中町規伺| 前田家編稗方手写明治年間

害Jでは町方居住家中の出張中のことを記し，

「記録方勤方様」では記録方役所の動方に関し

で記す。

29丁 23.5佃

前号と同内容。

6654 五十嵐家系

6658 片周孫兵衛古文書 16.62-119 

16・62-115I 前回繍断手写明治年間

3丁 23.5cm

五十嵐信斉より他十郎〈明治期〉に至るまでの

由緒番。五十嵐家は，藩の御用時絵師。

6655 一丸諸事帳 16.62-116 

前田家編綿方手写明治年間

4冊 23.5cm

内題は「一丸諸事記J。一丸〈宮腰屋〉甚六は

竪町で呉服商を営み，度々藩用の呉服太物御用

を勤めた。本曹はおそらく 2代にわたって書き

つがれた年代記で，身辺の雑事から藩政の動向

まで，克明に記録しているo

①宝暦3年 (1753)--天保13年(1842)，巻頭に

、①，②の目録あり。御広式御部屋方御用等の

任命と藩主一族の誕生，死亡の際の諸覚

②明和年中~文政1伴(1827)。 目録に「自分

口之事」とあり，由緒，得意先，身辺雑事，

落御用等を記す

③天明 3年(1783)--天保6年(1835)。巻頭に

③1， @の目録があり， r世上之事」と記し，

世上の諸事件，身辺雑事を記す

④宝暦5年(1花5)--天保11年(1840)。③の続

きとその補遺，および「宝暦5年巡見上使御

f

i

 

81丁 23.5cm

内容は，利長・利常・光高等の御番など写，お

まん様御文御文駄等，加賀藩重臣よりの孫兵衛

宛書状，明和8年(1771)5月朔日上使御参内

関係記録，慶安4年(1651)の万諸書帳，所蔵

品の目録，宝永7年(1710)・正徳2年(1712)

の酒仕入帳，年中入払算用，享保14年(1843)

遊行上人小松止宿覚書，延享2年(1745)京都

医師辻祐安被罷越候留帳など御用留帳よりの抜

書を収める。

6659 片岡孫兵衛由緒帳抄 16.62ー 120

前田家縮縛方手写明治年間

18丁 23.5cm

文政9年 (1826)町奉行所に提出された由緒番。

片岡家は屋号を越前屋といい，散算用問役，町

年寄，津出米裁許等を勤めた金沢の家柄商人。

旧書名「片岡孫兵衛古文書」。

6660 亀田氏旧記

亀田純蔵(鰐集堂勝利〉編

前田家縮鴨方手写明治年間

13冊 23.5cm

16.62-121 
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町

亀田氏は金沢の由緒町人宮竹屋のことで，薬種

商を営み，伊右衛門 (2--6代)，純蔵(7，9 

代)， 市次郎 (8代〉を称したo 本旧記は9代

純蔵〈鱒集堂勝利〉が編纂した諸要日記〈第2

--13冊〉に第 1冊の亀田備忘録等を加えたも

の。諸要日記は明和5年~明治4年 (1768--18

71)の来客接待，吉凶，年中行事，書簡その他

関係文書を番きとめたもの。

①亀田備忘録 宝暦9己卯4月10日嘉陽金府大

火之聞書

②諸要記 明和5--安永6年(1768.......7の
③諸要日記安永7--天明 8年 (1778--88)

④諸要日記天明 9--文化9年(1789.......1812)

⑤亀田氏家世春秋〈諸用日記第四冊目)享和3

~文政2年(1803.......1819)

⑥諸・要日記文化10.......文政9年(1813.......26)

⑦諸要日記文政9.......天保元年(1826.......30)

③諸要日記天保2--同 6年(1831--35)

⑨亀田旧記天保6--弘化2年(1835""45)

⑮〈無題〉 弘化2--嘉永5年(1845""52)

⑪諸要日記嘉永6....... 安政4年(1853--57)

⑫諸要日記安政5....... 文久元年(1858--61)

⑬諸要日記文久 2.......明治4年 (1862.......71)。

刊本「日本都市生活史料集成5J城下町筋3に

第 1-5冊まで収録。

6661 亀田純蔵由緒帳 16.62-122 

万延元年(1860)

13丁 24cm

亀田氏〈屋号宮竹屋)について，天正年中金沢

で商売を始めた初代亀田教正より 8代目市次郎

までの由緒を記す。純蔵は宮竹屋7代目に当る。

6662 亀田豊善系図 16.62-123 

1枚 76.5x24佃

亀田氏〈屋号宮竹屋〉の系図。教正の父些普よ

り合計11代の系図を記す。盛普は飽美郡宮竹村

より天正年中に金沢ヘ移り，宮竹屋を称し旅人

宿本陣を営んだ。

6663 後藤家旧記 16.62ー 124

後藤覚乗等編

前田家綴栴方手写明治年間

8冊 23.5cm

方

o)先祖由緒脅〈明治3年)，寛永11年(1634)従

中納言様拝領仕御米〈明暦2年までのもの。

党衆編〉

②加賀中納言様被為仰付侯御道具覚〈元和9年

より寛永15年のもの。覚乗縮)

③加賀中納言様被仰付侯御道具覚〈利常の他光

高，綱紀，藩重臣のものを含む。寛永より慶

安年聞に至るもの。覚乗編〉

④彫物御用往復害状ノ留メ 附覚乗所持之道具

〈覚乗編〉

⑤御園御土蔵作彫物後藤勘兵衛覚書引合出所由

来之覚〈延宝6年演乗編のものに宝暦8年玄

乗が付記〉

⑥第5冊と同内容，玄乗の付記なし

⑦御道具御改控芥作附覚帳，彫物御道具御改

恨，彫物御道具御改帳控，見改覚〈以上宝暦

8年のもの，玄乗編)，口上之覚

③利光公ヨり毎年御茶拝領=付御礼之留メ井エ

小堀遠州茶事之書留メ等〈覚乗の時のもの〉。

6664 後藤家文書 16.62-125 

前田家編i降方手写明治年間

5冊 23.5佃

後藤源実所蔵の写。

①御系図〈加賀藩主前田家5代までの分)，御

書〈利常御審25通，犬千代御番1通，綱紀御

番1通，後藤東乗縮)，御懇之御書〈利光御

番lOi直，光高御書lOi盈，利治御書7通，利次

御番3通，東乗編〉

②御感之御審(利常御審 12通，犬千代御書 4

通，利治御番3通，利明御番15通，東乗編〉

③御番(利光御書1通，利常御書23通，光高御

書12.通，東乗編〉

④判金分銅等後藤光次書翰〈後藤長乗等宛)，

利光卿彫物御好之真翰

⑤片桐市正且元殿御用状5通〈長乗等宛)， 中

納言利光卿御真翰 5通，利常卿等御番41通。

6665 伍堂卓爾一世紀事 16.62-126 

前田家編輯方手写明治年間

62丁お側

伍堂卓爾の伝記。卓爾は弘化元年 (1844)本多

播磨守の医師の子として金沢に生まれ，京都・

長崎で医学を学び，明治2年(1869)薄命でオ
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議

ランダに赴く。|司年暮に帰国し金沢医学館に奉

職し，同7年以降陸軍省で勤務，大正7年8月

84才没。旧番名「一世記事」。

6666 佐々木四郎左衛門系図持由緒帳

16.62-127 

手写

2冊 24cm

「佐々木四郎左衛門系図J1冊と「佐々木四郎

左衛門由緒帳J1冊の計2冊より成る。佐々木

氏は屋号を乾屋と称し，金沢で薬種業を営んだ

由緒町人。

6667 昼屋頭市由緒害 16.62-128 

前田家編輯方手写明治年間

4 T 24.5ω 

享保15年(1730)畳屋弥市が提出した由緒番。

畳屋は利家時代以来代々の御用畳師。

6668 氷見屋代々へ御墨附御印物之写 16.62ー 129

手写

巻子1 24cm 包紙

天正10年 (1582)氷見屋宛の居屋敷，田地を扶

持した利家印物と，天保年聞に至るまでの代々

の扶持御印物等 6通の写しo 氷見屋について

は，天正元年(15沼〉石動山の衆徒が，温井・

三宅両氏とはかり前田利家に反抗したとき，利

家は氷見屋善徳、の 2男性寂坊〈石動山入山僧〉

に衆徒を招き降らせようとしたが露見し，性寂

坊は諜刑となったと伝えられる。

6669 (平野屋半助〕由緒帳 16.62-130 

8冊 34.5回

家柄町人の由緒帳で， 寛延4年(1751)， 明和

8年(1771)，安永6年(1777)，寛政5年(17

93)， 文化3年(1806)，文化6年(18ω)，文

化11年 (1814)，文久元年(1861)のもの。全

部で平野屋13代にわたる由緒番。平野屋半助よ

り町奉行所宛。

6670 額氏系図

前田家編輯方手写明治年間

171丁 23.5cm

。系図一巻

16.62-131 

~ li 

" . 

治

。御盤附御判物御印物芥御披露状御用紙面等

写

01限役之節御礼列之義ニ付御番立等5通之写。

額氏は港政時代後期まで金屋姓で，後，額に改

姓。藩政初頭には，務の銀座，天秤座などの役

職を勤めた。

6671 中山主計家譜 16.62-ー132

手写

40丁 25cm

中山主計家は石川郡宮腰において代々町年寄を

勤めた。本書には，由緒書上，利家・利常判物

の写，廻米・船方等に付年寄中等の紙面〈主に

寛永頃)， 貞享3年(1686) 6代甚丞番上申浦

方御用等勤方之控， 勝手向23ヶ年平均出入之

覚，その他を収む。

6672 金石庄町丸屋伝四郎方絵図 16.62-133 

絵図1枚 彩 色 36.5x26.5cm 

6673 〔天野屋伝兵衛由緒帳) 16.62-134 

手写

821" 2おm

原題・旧書名「就御尋書上申由緒帳」。天保3

年(1832)の天野屋由緒番。 天野毘は高岡の町

人で藩の蔵宿等を勤めた。

6674 延享至寛政問日記 16.6ト 135

手写

2冊 2釦田

野尻屋庄三郎所蔵の写。

①上延享3年~天明 3年(1784--1789)

②下天明 4年~寛政元年(1746--1783)。

町人の日記で，国内外の政治的事件，作毛の盛

凶，米殻値段，災害等の世相を記す。宝暦6年

の城端騒動の記事もある。

特16.63郡方

郡奉行動方覚留

何

方

針

勤行

写

丁

寧

手

9

郡御RIH 
'
t
 向。戸。 16.63-1 
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郡

寛永8年(1631)3月18日三ヶ国御郁奉行に宛て

た，農政に関する58ケ条。

6616 御郡所年中行事 16.63-2 

手写

73丁 23.5cm

加藤文八郎所蔵の写。御部所の街Sを年間を通

し番上げたものo

6611 御郡奉行年中行事 16.63-3 

前田家編輯方手写明治年間

101T 23.5ω 

多国六歳所蔵の写。御吉事一件以下99項よりな

る郡方取捌方・定等の帳。

6618 御郡奉行・改作奉行取捌年中行事 16.63-4 

安田布旧著

38丁 12X17.5cm 

本保政徳旧歳。蔵宿願取捌，惣年寄等縁組願，

津方願など貯項目を収む。

6619 御郡所箪笥番方動方帳 16.63-5 

文政5年 (1822)

4 T 12x 18cm 

早川随勝旧蔵。肝煎願裏書之事，皆済ユ付御届

等之事，熊木蔵直段間合之事，御米所江地米直

段閲合之事を収む。

6680 今石勤郡代格式改覚 16.63-6 

33T 23.5cm 

富田権六郎旧蔵。内容年代は寛保2年 (1742)

~同4年。寛保2年，富田次大夫が今石動氷見

城端支配を任命された時の支配方格式よりの故

書。

6681 今石動御用動方幌 16.63ー7

手写享 和3年(1803)

12丁 12X18cm 

高畠定隣旧蔵。表紙に「菅原厚定所持」とあ

る。井上勘右衛門の寄上げた勤方定書の写し。

6682 御詰米方等格帳

手写

9丁 24cm

16.63ー8

方

早川随!勝旧滅。文政5年(1822)郡方仕訟で郡

奉行に詰米奉行兼帯を仰付られた際，取捌き格

合を部奉行f-R取頭小潟八十太夫政保から算用場

へ申達したもの。

6683 御郡方御定エ可相成品々書上申帳 16.63-9 

高沢平次右衛門・篠嶋庄兵衛編

高畠定酔手写安政6年 (1859)

58丁 24cm

高畠定酵旧蔵。明和9年(1772)，郡奉行所の

格式となるべき御定書，算用場よりの申渡しを

旧記のうちより書上げたもの。

〔御郡方天明安政問日記抜書〕 16.63ー10

高畠定酔編

8冊 12X18佃

高畠定酔旧蔵。郡方支配に関する文書の番留。

①天明日記抜書〈釘項〉 ②御郡方寛政日記抜

番 (31項〉 ③御郡方享和日記按書 (17項) @ 

文化日記按書(23項〉 ⑤文政日記抜醤(46項〉

⑤天保日記抜書〈銘項) ⑦天保日記抜書(62項〉

③安政3年日言政書 (34項〉より成る。

旧書名「天明安政問日記抜書J。

6685 旧記帳 16.63-11 

高畠厚定箸

自筆

5冊 12X18cm 

高畠定時旧蔵。近世中期の郡奉行の記録。宮山

藩領の記事も含む。

6686 (御郡奉行ヘ年寄索ヨリ被申渡侯写等)16.63ー 12

寛政6年(1794)

10丁 12x17.5cm 

原題「寛政六年御郡奉行江年寄衆より被申渡候

写井右之-趣前方公事場江内談有之ユ付相違候紙

面之写」。郡方の風紀粛清のための箇条魯に関

するもの。

6687 張出留 16.63-13 

御代官割所編

自筆

16丁 24.5佃

文政2年 (1819)--嘉永3年・ (1850)の御郡方代
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藩

官街労記録。

6688 御郡方御仕法被仰付濫筋 16.63-14 

前田家編輯方手写明治年間

10T 25cm 

文政4年(1821)原本成立。「御収納取治方来歴

大略Jと，御郡方御仕法について御用部屋より

のロ;達を放せる。

6689 御郡方御仕法被仰付濫館弁出役所附組名唱

16.63-15 

2冊 24cm

①「御郡方御仕法被仰付濫鱒J(文政弘年〉

内容は前号と同一

②「出役所附組名唱J。郡方仕法替に際し，各

郡での出役所所在地を記し，組名変更につき

新旧の組名を記す。

治

6694 内調理

手写.

21T 24cm 

16.63-20 

早川随勝旧蔵。文政4年 (1821)十村役指止後

の郡方支配について記す。「三州惣年寄等役料J

も収む。

6695 御郡方御仕法一件 16.63-21 

前田家編栴方手写明治年間

166T 23.5cm 

田村前名所蔵の写。文政4年.(1821)の郡方仕

法に関するもの。

6696 御改作御修補被仰付候一巻覚 16.63-22 

17T 12x 18伺

前回遊益旧歳。文政4年(1821)御定番追加の

他，同年部方仕法関係文惑を収録。

6690 御郡方御仕法書御請帳井内調理帳 16.63-16 I 6697 御改作御修補被仰付候一巻覚 16.63-23 
文政4年 (1821)

2冊 24cm

①「御郡方御仕法書御請。昆J。御ケ条書「御郡

根役所取捌持惣年寄等勤方大綱」に対する諮

郡惣年寄及び年寄並からの請書

②「内調理帳J。藩より御郡根役所へ配属する

人数・役附及び勤方に関する草案。

6691 御郡方御仕方書御諦帳 16.63-17 

前田家編輯方手写明治年間

14T 25cm 

前号①の写。

6692 御郡方御仕法一件 16.63ー18

前田家編鴨方手写明治年間

68丁 25cm

文政4年 (1821)6月より 12月までの郡方御触

の抄。能州奥郡の記事を中心とする。

6693 文政四年御郡方仕法ニ付内密念競之抄 16.63-19

前田家編韓方手写明治年間

128丁 25cm

御郡奉行による百姓直支配という仕法替えによ

って行われた諸事詮議の留容。旧勢名「内密愈

議」。

26T 11.5X 18cm 

前号と同一内容。他に，十村組名変更の党を附

す。

6698 改作所御仕法等ーィ牛 16.63-24 

横山政孝箸

横山政和手写安政4年 (1857)

20T 12x 17.5cm 

文政4年(1821)仕法に関するもの。寛政2年

(1790)御省略箇条替を附す。

6699 (改作仕方審〕 16.63-25 

仮綴 1(22通) 18.5cm 

-藩政後期の藩内部の番状で，文政4年(1821)

改作仕法書類等を収む。

6700 批売稼等願取捌方申渡番 16.63-26 

3通 16.5crn

11用場より郡奉行宛。批売・質商売・香具・蝋

燭・索麺・紙漉・陶器焼・瓦焼の各稼ぎの談替

・退転願については，郡・改作両奉行で処理す

る様に布達する。

6701 御巡見方等紙面留 16.63-27 

前田家編鴨方手写明治年間
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着目

43T 23.5cm 

~館氏所蔵の写。内題は「魚津郡代御巡見方井

所口津田修理殿等御巡見方蟹他役所より十村直

宛之紙面ユ付御郡所御引合方等一巻」。内容は，

天保10(1839)・15年魚幣附越中巡見同11

・12年今石動奉行越中巡見，同15年 (1844)津

田修理能州巡見，弘化4年 (1847)多賀数馬能

州巡見，嘉永3年(1850)徳山良之助ロ郡廻村

に関するものo

方

内容は寛保2年 (1742)3月26日......12月。富田

貞武 (1600石)は同3月zl日に今石動等支配役

に就任した。

旧書名「今石動氷見城端支配留帳」。

6707 御印紙類写上申帳

手写

34丁 25cm

16.63ーお

富田権六郎旧蔵。今石動等支配の管轄下の町立

箇所や米蔵についての寛文以前の藩主御印物類

6702 御内用ニ付黒部奥山ヘ罷越候日記 16.63-28 I を写し;集めたものo

武田秀平著

前田家編輯方手写明治年間 I 6708 (今石動関係記〕 16.63ー3.:t

3丁 24cm

天保15年 (1844)4月zl日~閤4月19日にかけ

ての黒部奥山廻覚種。武田秀平は文化11年 (18

14.)京都より金沢に来て御細工者小頭並となっ

た人物で，天保15年当時は組外。木彫，製陶に

秀で友月・民山の号をもっ。

6703 能州御郡奉行勤節見要撮記

高畠定時編

36丁目.5X10.5cm 

16.63-29 

高畠定酔旧蔵。輪島へ出張中に記した寛政~文

政年間に至る番留M項目を収む。

6704 三州治農録 16.63ー'30

槻尾甚七郎編

前田家編輯方手写明治年間

130丁 23.5ω

槻尾甚七郎は能州ロ郡奉行。天保8年(1837)

......12年に至る公務文書の覚書。

6705 今石動〔留書〕 16.63-31 

96T 14X21ω 

富田権六郎旧蔵。内容年代は，享保17:年(1732)

~寛保2年(1742)，代官の支配方に関する旧記

で，享保期の事例が多い。全97項。巻頭に目次

がある。

6706 今石動等支配留帳

富田次大夫〈貞武〉著

前田家編輯方手写明治年間

7.:tT 23cm 

16.63-32 

16T 8.5 x 18cm 

富田権大郎旧蔵。今石動の由緒，代官歴代その

他越中の町場についての備忘録。

6709 支配方御用留幌 16.63ー'35

富田次太夫〈貞武〉箸

手写

51T 9 x 16cm 

富田権六郎旧蔵。内容は寛保3年 (1743)正月

......12月にわたる今石動等支配役富田次太夫の役

務日記。主に公用書類などを書留めてある。

6710 氷見・石動・城端覚書 16.63-36 

47T 7 x 17.5佃

富田権六郎旧蔵。氷見・石動・城端3町の藩方

役所の覚書。巡見行列の覚，町方への達書，役

人の任免・交替等について記す。

6711 今石動由来 16.63ー37

高畠厚定箸

自筆享和3年 (1803)

36T 12x 18cm 

高畠定時旧蔵。町別地子米，町定書等今石動の

明細書。高畠厚定は享和3年(18ω)より文化

元年 08ω)に今石動・氷見・誠端支配を勤め

た。

，6712 新川御郡奉行旧記日記之内抜書

手写

2冊 12X17cm 

16.63-38 

高畠定時旧蔵。内容年代，元禄~享保期。
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1通 16cm

阿閉善左衛門・山本十左衛門連署の調査報告書

で，内容は務侯の病気，死去，その他に際して

の魚津在住役がかかわった旧例として和田采女

孟貞 (800石，車保元年7月~同9年8月在住〉

と松平大膳康清〈前号参照〉当時のことを書上

げたものo

治藩

①新川御郡奉行旧記日記之内抜書21項目

②向上I 29項目。

16.63-39 

魚津諸事留帳

岡田伊右衛門著

自筆寛延3年 (1750)

55丁 24ω

富田権六郎旧蔵。正月......12月の留で，岡田伊右

衛門安貞(12'∞石〉は当時魚津在住役。

16.63-43 6717 

16.63-4-1 魚津御用諸事留帳

手写

102T 23佃

内容は明和9年(1772)3月......8月の公用留。

当時富田外記貞直 (21∞石〉が魚津在住であっ

た。

6718 

16.63-45 6719魚津御用雑記

成瀬正居著

安政4年 (1857)

87丁 12X18cm 

成瀬正居旧蔵。魚津町奉行等支配方の系諮，支

配方留帳からの抜書など，内容は多岐にわた

る。成瀬正居は知行高2500石，安政4年(1857)

より魚津在住役を勤めた。

新川御郡奉行手帳

高畠厚定締

自筆

9冊 11.5X18cm 

高畠定酔旧蔵。編者は，安永8年(1779)--天明

7年 (1787)新川郡奉行。

q淀式物「御給銀取之者召抱之事」など50項

②旧記「魚津在住人門松申来事」など30項

③旧記「他国者入込候儀弁虚無僧等之儀=付申

来趣之事Jなど40項

③旧記「先年寄上高半分たばこ畠作可申之事」

など26項

⑤定式物「新役被仰渡時物夫々届紙面印鑑出候

節之事Jなど45項

⑥定式物「於.御貸屋年頭礼論候事」など37項

⑦定式物「正月四日役所初之節弁十村御通懸之

御礼之儀盤御料理被下節之事」など20項

③定式物「かね山才許御貸屋引渡之事」など25

項‘

⑨旧記「中地山村七兵衛薪木呂伐出願弁木呂川

流時節逃願之事」など16項。

6713 

新川郡奉行心覚秘書

高畠厚定締

手写天明3年 (1783)

33T 12X 16.5cm 

高畠定時旧蔵。御印御定御収納高の事以下，改

作方に関する19項目を収録。

16.63-40 6714 

〔魚津御用言上留他〕

5冊 12X18cm 

成瀬正居旧蔵。 3冊は成瀬正居が魚津に在任

中，近習頭衆中へ宛てた言上書の留書。内容年

代，安政4年(1851)--文久3年(1863)。他の 1

冊は「及言上候与力同心調理書留」。残り 1冊は

永原治兵衛(政張〉が元禄より正徳年間，魚津

在住役で‘あった時の留書中より銭番したもの。

16.63-46 6720 
松平大弐殿御在住之内出雲守様御適之留

16.63-41 

手写

1通 16cm

富田権六郎旧蔵。魚津在住役に関する旧例報告

状。松平大弐康済は3500石で，その在住は延享

3年正月~翌4年5月のこと。なお当時は大膳

を名乗っており，大弐と改めるのは後のことで

ある。

6715 

16.63-47 魚津御用品々

宮田某手写

87T 24cm 

富田権六郎旧蔵。坤の巻のみ。内容は文化12年

6121 

16.63-42 〔阿閉善左衛門等覚書〕

自筆

6116 
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郡 方

(1815) ...... 文政2年(1819)にわたる勤方一件留。 年12月~天保6年12月)。

巻頭に42項の目次ありo

6121 魚津御用留 16.63-53 

6122 魚津御用留 16.63:......48 嘉永 5年 (1852)

前回式部孝始編 457 25cm 

自筆 内容は正月......4月。当時は富田織人貞詳 (24∞
42丁 12X18佃 石〉が魚津在住 (4月日毎日迄〉で‘あった。その

前田栄次郎旧蔵。内容は，寛政 5年(1783)正 下役(富田御用方〉の作成した公用留。.

月~同16年 (1797)11月および同7年~阿10年

津の簡在略住な役.抜留容。前図式部 (3000石〉は当時魚 16728 〔御用番等より被相渡候付礼物等之留抜書〕

16.63-54 

6123 魚津御用勤方心得書 16.63-49 

6124 

前田孝始編

寛政6年 (1794)

47  12x17cm 

成瀬正吉旧蔵。魚津在住役前回式部の勤方，本

役・加役共の心得を記す。

〔魚津御用勤方心得害等〕

前田孝始編

手写文化14年 (1817)

3冊 12X17.5佃・ 23.5佃袋入

富田権六郎旧蔵。前図式部孝始が魚津在住役中

の寛政6年に提出した書類の写。

①御渡之御旧記抜写

②魚津御用相勤人々歴代

③魚津御用勤方心得書(寛政6年〉。

6125 魚津在住前田式部より指上候旧記抜書弁勤方

前田孝始編

手写

16.63-51 

3冊 12 x 18cm......27 x 19. 5cm 包紙

前号と同内容。

旧書名「魚津在住日記抜書井勤方」。

6126 前回才記留記

前回才記箸

前田家編輯方手写明治年間

2冊 23..5cm

16.63ー52

成瀬古勝所蔵の写。内容年代，天保5(1834)・

6年魚津大火の記事も含む。前回才記考第は

2500石で人持組頭。当時は魚津在住(文政11

成瀬主税正居箸

自銭安政4(1857)...... 5年

15丁 12X18cm 

成瀬正居旧蔵。内容は魚津在住役関係。成瀬正

居 (2500石〉は安政4年 9月11日~文久2年 5

月17日魚津在住を勤めた。

6129 魚簿在住御用方日記 16.63-55 

成瀬正居著

自筆

6冊 12X18cm 

成瀬正居旧蔵。正居在任全期間の日記。③~⑥

の表題は「魚津御用日記」となっている。

q万長政4年(1857) 9月11日......12月晦日

②安政5年正月......12月

③安政6年正月......12月

@安政7年正月......12月

⑤万延2年 (861)正月......8月26日

⑥文久2年(1862)正月......6月 1目。

郡 方 定 書

6130 (寛文以降〕御定書 16.63→6 

前田家編韓方手写明治年間

122丁 24叩

鹿安 5年 (1652)から寛延2年 (1749)の定番

達番等。越中新川郡岩瀬御郡所にて保管の分。

天保14年 (1843)8月十村杉木挽包郎有ーが，

伊藤氏所蔵のものを書写し，さらに編輯方が手

写。

旧書名「御定審J。
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器

6731 城ケ端町御定 16.63→7 

手写

3通 24cm

。承応3年 (1654)，家中収納米について定

。延室7年(1679)，理休新因物成之事〈富田権

六郎旧蔵〉

。享保10年 (1725)，商人荷物についての町方

御定。

6732 公務旧格録 16.63→8 

手写

64T 23佃

万治2年 (1659)以降明治2年に至る郡方への

定番を収録。

6733 御郡所向旧記 16.63-59 

917 11.5X 17.5cm 

本保政徳旧蔵。寛文~嘉永年間郡方への法令等

21項を収む。

6734 御定書写 16.63→o 
手写

13丁 24.5cm

道守与次郎旧蔵。三宮村の分。延宝7年(1679)

村役人に対する郡方締方についての御定番。

6735 加越能御郡方御定 16.63→1 

手写文化10年 (1813)

20丁 23cm

脇田尚保旧蔵。越中砺波郡土生新村肝煎次郎右

衛門所蔵の写。貞享4年 (1687)御定数寄62ケ

条他を収める。

6736 城端町旧記 16.63→2 

前田家編輯方編

明治年間

89丁 23.5cm

文禄3年 (159心~文久2年 (1862)。町方定番

や，絹方仕法等を収む。

6737 正月初寄合申渡ケ条請書 16.63-63 

手写

13T 24cm 

真館民所蔵の写。天保9年(1838)正月，郡奉

治

行より能州口郡に宛てた，農事・年貢・治安等

の申渡に対する，鹿嶋郡村々肝煎・組合頭の請

書。

6738 初寄合申渡ケ条 16.63-6.1 

手写

16丁 24佃

加藤又八郎所蔵の写。安政3年 (1お6)羽咋村

義左衛門を通しての，郡奉行申渡しに対する邑

知組村々役人の請書。

6739 御郡廻之節為鶴間御ケ条 16.63→5 

手写

19丁 12X17.5cm 

砺波・射水両郡の郡奉行廻村の際，十村以下諸

役人に対するもの。農民生活に関する諸制規。

御 用 留

6740 十村旧記留 16:63→6 

西田藤蔵編

前田家編輯方手写明治年間

45T 23佃

寛政5年 (1793)原本成立。元和~元禄年聞を

中心に，落より十村宛触書，十村よりの申迷等

を収録。

6741 御用大綱抜書 16.63→7 

前田家編韓方手写明治年間

2冊 23.5cm

内題「御用儀品々大綱抜書留帳ム明暦~文化

年間に於ける郡方旧記覚書。①118項目 ②161 

項目，合計279項目を収録。

6742 郡方古例集 16.63-68 

前回家編輯方手写明治年間

2冊 23cm

郡方への触番，十村よりの請書・番上等， 183 

項目に渡って収録。

①万治3年(1660)~享保年間(1716--1735)

②享保年間~安政5年(1858)，末尾に補足を

付す。

-302ー



都

6743 慶安日記追加 16.63-69 

前田家編緋方手写明治年間

2冊 23.5ω

朱書で「慶安日記ノ追加ナリ是ヨリ下慶応三年

ユ至ル慶安日記トモ都合三拾冊」と注あり。郡

方への法令，達書を収録。

①真館家所蔵書の写，及び加州都役所旧記のう

ち万治年間より寛文4年(1664)までの旧記

抜書より成る

②承応~寛延年間のもの。能州郡方の分。

6744 十村旧記等之抄 16.63ー'70

前田家編輯方手写明治年間

19T 25佃

寛政 1~年 (1800) 高方仕法帳，十村旧記，上

回旧記. r十村勤方類褒」の抄よりなり，郡方

触書等を収む。内容年代，究文~文政年問。

6145 十村勤方類緊 16.63ー'71

前田家編輯方手写明治年間

108T 23.5ω 

十村濫鰭之事，以下，寛文~嘉永年聞に至る78

項目を収録。

6146 御用留抜書 16.63ー'72

前田家編偶方手写 明治年間

103丁 23.5cm

内容年代， 元禄~寛保年問。水損，風損， 日

損，浪人についての，十村及び奉行所閥の番簡

及び当時の記録を書抜いたもの。

6141 郡方御触目録

手写

方

ち，文政10年までは，能州郡奉行からの触番を

中心とする。農政に関して「司農典」を補うも

のとして重要である。

①文化元年(1804)--同2年

②文化3年~悶6年

③文化7年~同8年

@文化9年~同10年

⑤文化11年

⑥文化12年~同14年

⑦文政元年(1818)-.;同2年

③文政3年

⑨文政4年

@文政5年~同7年

⑪文政8年~向11年

⑫天保元年~同 5年

⑬天保6年~同7年

⑬天保8年

⑮天保9年

⑮天保1咋

⑫天保11年

⑬天保12年~同13年

⑬天保14年

②弘化元年(18-:14)-.;同2年

@弘化3年~同4年。

6749 諸郡御用留

手写

246T 23.5cm 

慶応元年(1865).郡・改作奉行と諸郡御扶持人

との間で取交された諮文書を中心に収む。

16.63-75 

16.63ー'73 I 6150 日暦 16.63ー'76

前田家編輯方手写明治年間

2冊 24cm

文化元年 (1804)-.;弘化4年 (1847)の触書を

調理し，年別の目録としたものo

①文化元年~文政12年(1829)

②天保元年(1830)-弘化4年。

6748 郡方御触留帳 16.63ー'74

前田家縞韓方手写明治年間

21冊 23.5cm

郡奉行所から諸郡内の御扶持人十村・新田才

許山廻役などへ出された触書を収録。このう

10冊 23.5佃

鹿安4年 (1651)から安永2年 (1773)の郡方

への藩触書と十村よりの番上げを収録。石川郡

のものを中心とする。

①慶安・承応・明暦・万治

②寛文

③延宝・天和・貞享

④元禄

⑤封く・正徳

⑥享保

⑦元文・寛保
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③延享・寛延

③宝暦

@明和・安永。

議

6151 加州郡方旧記 16.63ー77

前田家綴綿方手写明治年間

20冊 23.5cm

内題「延宝至文政加州郡方旧記」。加州郡方に

対する藩よりの諸達，十村よりの番上げ・願書

等を年代願に収録。

①延宝6年(1678)-宝永7年(1710) 但延宝

9年~宝永4年欠

②正徳元年(1711)-1司3年

③正徳4年~悶5年

@事保元年(1716)-同4年

⑤享保 5年-1司8年

⑥享保9年~同1持

⑦享保13年~同16年

③事保17:年-1司20年

@元文元年(1736)-同5年

@寛保元年(1741)-延享2年(1745)

⑪延享3年~寛延3年(1750)

⑫宝暦2年(1752)-同13年但元年・ 11年・ 12

年欠

@寛政4年(1792)-同5年但明和元年~寛政

3年欠

⑪寛政6年-1司7年

⑮寛政8年~同10年

⑮寛政11年~同13年

⑫享和元年(1801)-同4年

⑬文化元年(1804)-問3年但4年"""'1昨欠

⑮文化11年-f司14年

@文化15年~文政2年(1819)。

6152 郡方御用留

手写

9冊 23.5cm

16.63-78 

文政10年より嘉永5年に至る郡方に対する蝕や

述書を収録。加州郡方分を中心とする。

①文政10年 (1827)

②同 11年

③同 1持

④天保4年 (1833)

⑤同 5年

治

⑥同 6年

⑦同 7年

③同 11年

⑨嘉永3年 (1850)-同5年。

6153 埴生氏覚書、 16.63ー79

前田家樹耳方手写明治年間

2冊お.5cm

埴生佐久郎所蔵の写。小松埴生村十村役の覚

書。内容年代承応~天明年問。

①新開御番立弁増減調留ほか，郡方への御蝕歯

等40項を収録

②安宅水戸切人足之覚ほか，必項を収録。

6154 御高御仕法記 16.63-80 

35T 24cm 

埴生佐久郎所蔵の写。郡方変死人等取捌ユ付公

事場蝕，寛政1鉾 (18∞〉切高縮り方一件，

能美郡七木運上願方一件，肝煎願方ユ付審上な

どを収録。

6155 御堺目為御用首嶋村久左衛門所々へ差遣申一巻紙

面覚書等 16.63ー81

享保15年 (1730)

を5/11鈎通ミ16-μ.5cm 袋入

久左衛門は越中砺波郡御扶持人十村で，木滑・

洞原山・阿手等御用御堺目筋御縮方御用を勤め

た際の覚書等。

6156 鶴来村旧記写

手写

22'丁 24cm

16.63-82 

坤之壱のみ。天和~元禄年間，石川郡又七組十

村剣村又七の，年貢，貸米，切高など役務関連

文書の留書。

6151 十村中橋村久左衛門覚書

中橋村久左衛門編

手写

18丁 24.5cm

16.63-83 

富田権六郎旧蔵。元禄14年 (1701)久兵衛十村

役拝命一件，正徳、2年 (1712)石川郡・砺波部

見立はづれ村々騒援などについての覚書。

旧書名「覚書」。
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6758能州郡方害状ニ種 Y

手写

78丁お.5cm

郡

16.63-8.1 

北村愛三郎所蔵の写。享和元年 (1801)奉行所

ヘ差出しの「古来御奉行所より之御紙面当時見

当り候分書記申候」及び，真館弥兵衛編，天正

より寛延年間の「古今万留」を収録。

6759慶長寛文問書類四種 目.63一部

前田家編輯方手写明治年間

90丁 23.5佃

慶長14年(16ω)6月15日高岡御普舗の覚〈真館)，

慶長15年6月8日なごや千人夫ノ:おぼへ〈真館

与四郎).慶安4年(1651)辛卯年云々 〈辻章弘)，

鹿安4年8月15日より寛文5年2月迫御定書等

御印之物写〈筒井内記〉を含む。旧書名「番類

四種」。

6760 十村手鑑ニ種 16.63ー'86

前田家縞韓方手写明治年間

80T 23.5ω 

真館・多国経村所蔵の写。

。真館民所蔵手鑑.(明暦より元禄年間，新関，

検地等に関するもの〉

。多国経村所蔵手鑑〈天保9年まで〉。

6761 検地図帳等三種 16.63-87 

前田家編輯方手写明治年間

84T お.5cm

o元和3年(161の大沢組御検地打波帳等〈筒

井内記〉

。万治2年 (1659)--元文3年 (1738)郡方定

書〈多国六歳〉

。享保11年(1726)--安永2年(1773)郡方御

用留〈阿部直造〉。

6762 (復元御潤色之趣持組々年中行事窺持付札留〕

16.63-88 

32T 18x 12cm 

原題「今般復元御潤色之趣ユ付御鋭持組々年中

行事御窺申上御F付札を以被仰波之一件J。天保

10 (1839)・11年口郡の十村文書及び「定式諸

御布達書物等組々年中行事」を収む。

旧番名「復元御潤色之趣井組々年中行事窺申上

方

御附札を以被仰波之一件J。

6763 司農典 16.63-89 

前田家綿綿方手写明治年間

7冊 23.5cm

岡部勇作所蔵の写。寛文元年 (1661)から天保

15年(l8~Ø までの農村法令を編年体でまとめ

た重要法令集である。特に羽咋・鹿島郡など能

登口郡関係が多い。なお，阿部氏は羽咋郡荻谷

に住し，歴代十村役を勤めた。

①寛文~元禄年間

②宝永~宝暦年間

③明和~享和年間

@文化・文政年間

⑤天保元年(1830)--岡8年9月

⑥同 8年10月~同10年7月

⑦同 10年~問15年12月。

刊本「藩法集」似)金沢藩。

6764 岡部氏御用留 16.63-90 

前田家編輯方手写明治年間

10冊 23.5cm

阿部氏所蔵文書の写で，延宝2年 (1674)から

文化14年(1817)までの算用場，改作奉行，郡

奉行からの布達等を収載。

①延宝②天和・貞享 ③元禄④宝永・正徳

⑤享保⑥元文~寛延⑦宝暦・明和 ③安永

-天明 ⑨寛政・享和@文化。

6765 周部旧記十種 16.63-91 

前田家編輯方手写明治年間

2冊 23.5叩

阿部勇作所蔵の写。

①古来御奉行より御紙面当時見当り候分書記申

候，延宝9年(1681)羽咋郡中年々酒造米高

書上帳，旧記〈元禄年間〉

②明和6年(1769)12月より覚書帳〈承応~明

和年間)，末森之事，安永5年(177ω 中将様

能州御下向一件留帳，高屋浦皆月浦破損胎才

許心得方，土方掃部様知行所ユ付他覚，宮木

町蔵宿之義云々，密啓。

以上10項目を収殺。
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6166 岡部旧記 16.63-92 

前回家鏑純方手写 明治年間

2冊お.5cm

阿部勇作所蔵の写。

①改作方〈元禄~寛政年間)，心得ニも可相成

品々留帳〈寛文~寛政年間)，若狭賢君御家

中ヘ御番立等之写ほか

②御代官代，宝暦2年(1752)能州小河内村四

郎左衛門箱訴状写，文政2年(1819)十村禁

牢一件，文政10(1827)・11年願方之趣下々

指支之義無之哉之旨ユ付村方ヨリ答書，越中

伏木浦等船持共より水主給銀仕法ユ付答書等

一件〈文政10......13年)，御用方・跡敷品々留

・風流等留，ロ郡御郁方御仕法ケ条書。

6161 堀松相談所留帳 16.63ー93

前田家編碑方手写明治年間

治

6169 御用方覚書帳 16.63ー95

阿部七左衛門箸

前田家編輯方手写明治年間

2冊 23.5cm

岡部勇作所蔵の写。明和元年 (176心~安永4

年 (1775)の役務覚書。

①明和2年~同6年

②明和7年，安永2年，明和元年(176心分。さ

らに安永2年~同4年公私覚候を付す。

6770 邑知潟廻リ之義ニ付江戸御役人御越一件留帳

16.63-96 

岡部平右衛門編

前田家編韓方手写明治年間

26T 24佃

内容年代は天明2年 (1782)。御預所千路村と

加賀藩領 1.1ヶ村との潟内新聞一件に関するも

139丁 23.5cm のo

阿部勇作所蔵の写。宝永元年 (170.0から事保

2年 (1717)にいたる羽咋郡堀松村の十村相談 I6711 寧和三年御用留 16.63ー97

所の御用留，年間の月次順に記載している。 I 前田家編綿方手写 明治年間

6168 御郡典 16.63-94 

前田家編輯方手写明治年間

10冊お.5cm

岡部勇作所蔵の写。宝永元年 (1704)より天保

15年 (1844)までの，主に能州口郡を中心とし

た郡方への蝕醤等約730項目を編年体に収録し

たもので， r司農典」を補う資料。 7巻 10冊よ

りなるが第 1巻は欠。刊本「藩法集J(的統

金沢藩。

①宝永・正徳・享保・元文・箆保・延享・寛延

-宝暦

②明和・安永・天明・寛政・享和

③文化

@文政

⑤天保元年~同 5年10月

⑥天保5年10月~阿8年2月

⑦天保8年2月~同年12月

③天保9年10月~岡10年

⑤天保11年~同14年 5月

@天保14年5月......1司15年12月。

3冊 23.5佃

阿部勇作所蔵の写。享和3年(1803)の，奉行

所よりの達書，十村聞の密状等，十村の公務文

書を収録。

①正月......2月 ②2月......8月 ③8月"'12月。

旧番名「御用留J。

6112 復古方御用留 16.63-98 

前回家編輯方手写明治年間

2冊 23.5佃

岡部勇作所蔵の写。内容年代は文化9年(1812)。

① 1月......3月の分②3月......5月の分。

6113 文政中御用方留帳 16.63'→9 

阿部七左衛門編

前田家編輯方手写明治年間

72丁お._5cm

内題・旧書名「御用方留眼」。文政7年(182-0...... 
同10年 (1827)の郡方への法令，布途などを収

録。

6774 検使方留記

岡部勇作編

16.63-100 
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郡 方

前田家編碑方手写-明治年間 @慶応2年御触留中

3冊} 23.5cm @慶応2年御触留下

能登口部の十村役の記録。藩政後期の経死，心 @慶応3年御触留上

中，溺死，行倒れ，病死など検使記録を項目別 @即志3年御触留下

に分けて記したもの。 ③慶応4年御蝕留上

⑨慶応4年御触留

6775 阿部御用留 16.63ー101 @明治元年(1868)8月以降.御用留規則ノ部。

前田家編輯方手写明治年間

40冊お.5cm 6776 岡部氏小紙留 16.63-102 

阿部氏所蔵の写。改作所・算用場・郡奉行から 前田家編輯方手写明治年間

の農村法令を中心に収録。司農典を補うもの。 11冊 23.5cm

①弘化年中(1844--184の御郡方御用留 阿部氏所蔵の写。阿部他十村が改作奉行，郡奉

②111永元年(1848)--岡 5年御用留 行などへ宛てた文書を収録。

③嘉永5年9月~同6年内達御用留 ①安政3年 (1856)6月~同4年 5月

@安政元年(1854)--同2年御用留 @凌政4年間5月--12月

⑤安政元年~同2年御用日記 @波政5年

⑤安政3年御用留 ④安政6年

⑦安政4年正月--6月御用留 ⑤安政7年

③安政4年7月--12月御用留 ⑥万延2年(1861)--文久2年 (1862)

⑨安政 5年御用留上 ⑦文久3年

⑮安政5年御用留下 ③元治元年(1864)

⑪安政6年御用留 ⑨慶応2年(1鉛6)--同3年

⑫安政6年御用留上 ⑪慶応4年

⑬安政6年御用留中 ⑪明治2年(1869)。

⑬安政6年御用留下

⑮万延元年(1860)御用留上 6m 御触留 16.63-10:1 

⑮万延元年御用留中 荻谷村(阿部)平右衛門編

⑫万延元年御用留下 前田家編輯方手写明治年間

⑬万延元年~慶応元年(1部5)雑部御用留 3冊 23.5cm

⑬文久元年(1861)御用関上 押水組才許であった阿部平右衛門が，鹿応元年

@文久元年御用留中 中，役務関係文書を書き留めたもの。

@文久元年御用留下 ①慶応元年(1865) 1月--6月7日まで

@文久2年御用留上 ②6月8日--10月まで

@文久2年御用留中 ③11月6日--11月13日まで。

@文久2年御用留下

②文久3年御用留上
6778 詮議小紙留 16.63-104 

⑧文久3年御用留中
阿部平右衛門編

②文久3年御用留下
前田家編輯方手写明治年間

⑧元治元年(1864)御用留上
1∞丁 23.5ω

@元治元年御用留中
岡部勇作所蔵の写。御扶持人十村阿部平右衛門

@元治元年御用留下
が，明治2年 (1869)4月から 9月にかけて，

@慶応元年 (1865)御用留 羽咋・鹿島郡治局や勧農局ヘ提出した役務関係

@慶応2年~明治元年5月御用留
文書の写。

@慶応、2年御触留上
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6779 存寄之趣御内奉申上帳 16.63-105 I 6784 加藤覚書四種 16.63-110 

羽咋郡麦生村肝煎権之助著

自筆明治2年(1869)

11T 24.5cm 

藩よりの国政聴聞に対する上申種。十村役料

〈鍬役米〉廃止，町蔵宿廃止，納手代料米の高

などにつき改革案を述べる。

6780 ('郡方〕旧記 16.63-106 

手写

71T 23.5cm 

加藤義之所蔵の写。天正年間より幕末に至る，

触書，願書，書留等を収録。加藤氏は歴代羽咋

郡の十村役を勤めた。旧書名 n日記J。

6781 能州都方旧記

加藤文八郎編

前田家編輯方手写明治年間

150丁 23.5佃

16.63-107 

天正8年 (1580)より天保7年(1836)に至る，

能州を中心とした郡方，浦方に関する覚，御蝕

害，農民よりの番上げ等を収録。

6782 加藤覚書 16.63-108 

前田家編緯方手写明治年間

2冊お.5cm

加藤文八郎所蔵の写。

①鹿安日記，山方御縮申波書〈享保14年〉切高

証文他雛形，検使御指向一件〈弘化4年)，

能州社家神木伐木ユ付詮義方一件〈嘉永元年〉

②検使御指向一件〈嘉永4年，同6年，安政5

年)，郡奉行よりき!合ケ条ユ付十村返答書〈嘉

永7年)，他国者等検使取捌方帳等。

6783令御条数等写

手写

58丁 23cm

16.63-109 

加藤文入到斬蔵の写。内題， r鹿嶋半郡御替地

御蔵入ユ相成候節御仕置御条数等御諦帳面五冊

目録壱通弁宗門御改方案紙共写」。郡方法令を

中心に収録したもので，年代は万治4年(1661)

~延宝4年〈路76)。

前田家編縛方手写明治年間

4冊 23.5etn

加藤又八郎所蔵の写。内容年代，寛文~文久年

問。

①病人井浪人等都而宿村送等一件

②諸方御土蔵云々

③付札御算用場牽行へ云々

@期防等。

6785 加藤氏自記 16.63ー111

前田家編輯方手写明治年間

35冊 23.5cm

加藤又八郎所蔵の写。能州都方に対する務から

の諸達を収録。

①延宝・天和期 (1673--168の
②貞享・元禄 (1684--1703)

③宝永・正徳(1704--1715)

④享保(1716--1735)

⑤元文~宝暦(1736--1763)

⑥明和・安永 (1764--1780)

⑦天明 (1781-1788)

③寛政元年(1789)--同6年

⑨寛政7年~同1鉾

@寛政1伴・享和3年(1803)

⑪文政元年(1818)--同3年

⑫文政4年~同12年

⑬天保元年(1830)--同5年

⑬天保6年・同7年

⑮天保8年・同 9年

⑮天保10年~同1鉾

⑫天保13年・同14年

⑬弘化 (1844--1847)

⑮嘉永元年(1848)--同3年

@嘉永4年

@嘉永5年

②嘉永6年

@安政元年(1854)

@安政2年

@安政3年・同4年

②安政5年・同 6年

②万延元年(1860)

@元治元年(186心

~文久元年(1861)
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解7

@文久2年

@文久3年

@慶応、元年 (1R65)

@慶応2年

@慶応3年

郡

し/

働畠加，事保5年~明和8年(1720.......1771)。

6786 諸事抜書 16.63-112 

加藤義左衛門編

前田家編輯方手写明治年間

6冊 23.5cm

加藤文八良|噺蔵の写。

①諸事御閲届を諦候品々等抜書〈天保~嘉永年

間〉

②諸郡品々関規之覚，天保12年(1841)村万造

ユ付諸郡伺番及定書，嘉永6年(1853)潤役

勤方申渡帳，高方仕法等=付覚書(天保年

間)，天保4年 (1833)年中御達物覚，高屋

村・皆月村破損船才許心得方，検使方格帳

③在々検地之定，文化8年 (1gU)他国出御制

禁芥御留与申品書記申帳，政学海，都而誓詞

御前書写

@御郡奉行取扱之品々行事，津出品々・難船等

ニ付覚書，捨子・郡方百姓博突ユ付覚書

⑤第 1冊と同内容，但し2項目のみ追加

⑤諸事御閲届を諦候品々等抜書(嘉永~明治2

年〉。第5冊の続筋。

6787 政典雑志 16.63-113 

前田家編締方手写 明治年間

136T 23.5cm 

加藤又入郎所蔵の写。農政についての諸書留

集。御周年中行事〈天保4年)，村方より注進

物覚井組主附勤方覚，海潟川船積物澗改人受取

申御定口銭覚などを収む。

6788 公務当用記 16.63ー114

前田家編輯方手写明治年間

2冊お.5an

加藤文八郎所蔵の写。能州ロ郡年寄の郡方支配

のための覚書。天保5年 (1834)ロ郡鮒調理

高をはじめ，記事は加越能三ヶ国にわたり，宿

駅，浦方等のものも含む。

方

6789 諸事御用留 16.63ー115

加藤某編

前国家編輯方手写明治年間

2冊 23.5佃

郡方への触密などを集録したものの写。第 1冊

は嘉永~元治年間の海防方，銃卒方御用が中

心，第2冊は天保年間以降の諸商売調理，万

雑，新回才許蔭聞役，検使方など種々の内容を

含んでいるo

6790 真館覚書九穏 16.63-116 

前田家編輯方手写明治年間

121丁 23cm

真館民所蔵の写。抜書当分留〈天正~寛永年

間)，定十村肝煎之覚等3通，村名由来等十五

種，延享3年(1746)覚書帳，寛政元年(178の
百姓頭振15才以上以下云々写，ロ郡紬方一件有

之袋之内混入之番，世上著修変化覚書，天保

4年 (1833)御修補ユ付御郡詮議物御塩方伺帳

井品々伺候，諸事覚魯，の9種を収録。真館氏

は鹿島郡武部村で寛文6年(1666)から明治初

期まで歴代十村役を勤めた。

6791 真館旧記 16.63-117 

前因究:編輯方手写明治年間

3冊 23.5cm

真館氏御用留の写。

①寛永19年 (16.12).......延宝5年(1677).寛永19

年~寛文9年(1669)

②寛永19年~万治元年 (1658)

③天和3年(1683).......元禄6年 (1693)。

6792 御烏見之儀ニ付調理容

手写

9T 24畑

16.63ー118

英館与四郎所蔵の写。承応~文化年間，鳥見役

関係の十村旧記。

6793 諸審物留 16.臼ー119

前田家編鴨方手写明治年間

2冊お.5佃

真館与四郎所蔵の写。御改作御法御触之事，浦

方御高札写之事など明暦より正徳年間の郡方取

締方について98項目を収む。
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6194 堀出物取扱方等 16.63ー120

手写

4丁 24cm

真館氏所蔵の写。万治3年(1660)より嘉永年

間の郡方，浦方への触書を収む。

6795 公用集 16.63ー121

前田家編縛方手写明治年間

5冊 23.5佃

真館氏所蔵の写。十村の公務執行に必要な記録

298項目をほぼ年代順に収録。

①寛文8年~元禄年間②元禄~享保年間③享保

~宝暦年間@宝暦~安永年間⑤元禄・宝永年間

盗賊方公用集。

6196 (真館諸審物留等ノ抄) 16.63--122 

前田家編輯方手写明治年間

93丁 25畑

英館諸審物留，真館無名録，其館留帳抜寄，真

館御触書留，真館覚書九種，村名由来等云々，

三州治良録，尚宏、軒雑録抄，真館御触留，筒井

触留，筒井旧記よりの抜書を収む。内容は十村

役関係を主とした種々の触書などで，文政年聞

を主とし，寛文~天保年聞を含む。

6191 真館諸書物留 16.63--123 

前田家編輯方手写明治年間

11冊 23.5cm

延宝~文化年間の十村の御用留。各冊の内容年

代はほぼ次の通り。

①延宝~安永年間②安永~寛政年間③寛政年間

④向上⑤寛政~享和年間⑤享和年間⑦享和~文

化年間③~⑪文化年問。

6198 不慮成儀諸事留帳 16.63--124 

前田家編輯方手写明治年間

3冊 23.5佃

其館氏所蔵の写。治安，移動，施設修疲等，民

政一般に関し 950項目を集録。

①元禄5年(1692)--宝永元年(170心

②享保12年 (17Zl)--延享元年(1744)

③延享元年~明和9年(1772)。

治

6199 御普請方出船方一巻留犠 16.63ー125

前田家編輯方手写明治年間

37丁 23畑

英館民所蔵の写。元禄6年 (1693)から正徳4

年(171のの川除普請に関する寄留，正徳4年

出船方御定書ほか，郡方関連の留盤。

6800 真館筆記 16.63ー126

前田家編輯方手写明治年間

2冊 23.5cm

真館民所蔵の写。

①万問書〈元禄至寛政:)~開審〈明和至安永〉

②慰書〈天明至寛政)~不時御用勤伺覚書〈天

明至享和)~金沢詰番中達物等諸事11分覚留

帳〈天保)~山方一件，諸事留〈天保〉。

6801 公事訴訟之捌 16.63ー127

手写

20T 23.5cm 

真館与四郎所蔵の写。寛保2年(1742)の，公

事訴訟の捌，国郡堺之論，奉公人出入ほか，出

入関係の条項を記す。

6802 真館諸事留 16.63ー128

前田家編輯方手写明治年間

129丁 23.5cm

真館与四郎所蔵の写。内容は，天明~寛政年間

の十村の御用留。隠田之議ユ付御刑罰，和倉温

泉，羽喰鹿島両郡閲作人馬など~ 72項を収録。

'6803 真館留帳抜書 16.63ー129

前田家編輯方手写明治年間

9冊 23.5佃

①寛政中留帳故書〈寛政11・12年〉

②享和中留糠抜書〈高方を除く〉

③文化中留帳抜書〈文化元年〉

④向 上 〈文化2年~同 5年〉

⑤同 上 〈文化5年~悶1伴〉

@向 上 〈文化1伴~同1~)

①文政中留帳抜書〈文政元年~同2年〉

③向 上 〈文政2年~同 5年〉

⑨向 上 〈文政5年~同6年〉。
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6804 真館御触留抜番

前国家縞韓方手写明治年間

184丁お佃

郡

16.6~~-130 

方

55.......1672)のものを収む。文政13年(1830)の

盤上げ。

内題「文政中御触留抜書J。文政7年(1824)か I 6810 多国六蔵旧記 16.63-136 

ら同12年までの175項目の書留を収む。 I 前田家編韓方手写 明治年間

6805 十村留瞭抜書 16.63ー131

前田家綴純方手写明治年間

2冊 23.5cm

真館氏所蔵の写。嘉永年間の十村あて触書留を

収載。

①嘉永3年~同 5年@渡部永 5年・ 6年。

6806 御郡所格合 16.63-132 

前田家綴斡方手写明治年間

63T 23.5cm 

真館与四郎所蔵の写。治安・商売・運輸・相場

・郡打銀など郡方一般につき98項，及び「迫

力日」として10項を記す。

6807 元禄享保問留記 16.63-133 

前田家編稗方手写明治年間

7冊 23.5ω

図田武信所蔵の写。園田家は鹿島郡の十村を勤

めた。本書は鹿島郡を中心に，十村役務に関す

る，落よりの蝕番，農民よりの願書等を収録。

①元禄元年(1688).......同16年

②向上

③元禄11年前欠

@宝永度抜キ

⑤享保9年(172心

⑤事保1伴(1725).......同2伴

⑦御改作方享保元年.......2伴内5年欠。

6808 郡方旧記 16.63-134 

前田家編輯方手写明治年間

2冊 23.5cm

北村愛三郎所蔵の写。内題「宝暦至文化御郡方

旧記J。郡支配方に関する書留。

6809 御印物御触物等写

手写

6T 24叩

16.63-135 

奥郡関係の御印物の写で，明暦・寛文年間(16

2冊 23.5cm

多国民所蔵の写。多国家は鳳至郡の十村，鵜川

村居住。

①越中森山岩淵l監喰之一件覚番〈文禄元年〉

大銀遺申御諦般〈宝永5年〉

鳳至郡村々肝煎{扶持相極帳〈延宝4年)

御炭焼上申ユ付・御尋ニ申上書

村名之由来井唱様等書記申~!長〈元禄1呼〉

宮谷村三郎兵衛ムジナ捕殺候始末〈享保20年〉

銀札御縮方肝煎等御諮帳〈宝暦6年〉

寛政元年(1789)寅4月巡見上使覚香

木郎組四方寺諸事覚番〈文化10年〉

帯カ御免許御押等一件

②諸替詞前密集・

御塩掛相見動向木村椴三郎殿へ番上候控

山廻役相見方等旧記

百姓頭振等人別緒方御尋之趣番上申帳〈安政

4年〉

天保9年(1邸8)以来諸郡一村建村々調理帳。

6811 手控抜翠 16.63-137 

前田家編輯方手写明治r~問

54'丁おm

多田氏所蔵の写。安政5年(1858)原木成立。

「先代役中御手帳之内抜書」と但し:宙がある。

郡方締方についての党露。内容年代，磁安~宝

永年間(1648.......171])。

6812 御触要用抜書

手写

46T 23.5cm 

16.63-138 

多田氏所蔵の写。天保1伴(1839).......弘化4年

(1847)の改作牽行・郡奉行・算用場等から諸

郡十村へ宛てられた65項目に渡る蝕奮の留。

6813 御用鑑

前田家編輯方手写明治年間

6冊 23.5cm

16.63-139 
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多国六歳所蔵の写。能州を中心に藩奉行所より

の触番を収む。

①嘉永元年(1848);0.，.;安政元年(1854)10月

②安政元年9月~同4年11月

@凌政5年~文久2年(1862)7月

@文久2年7月~悶3年(1863)12月

⑤元治元年(1864);0.，.;慶応3年(1867)4月

⑤慶応3年5月~明治元年(1868)12月。

6814 跡式譲高改名願等留 16.63-140 

前田家編鰐方手写明治年間

53T 23cm 

安政4年(185の以降，明治2年(1869)まで

の能登百姓の助戎・談高，改名事例。鳳至郡友

貞家の留番。

6815 筒井氏1日記 16.63-141 

前田家編*母方手写明治年間

6冊 23.5仰

天保7年(1836)筒井成則手写の写で，寛永15

年 (1638)より元禄16年 (17m)までの御蝕留

を収録。筒井氏は，鳳至郡大沢村に居住し，代

々十村役を勤めた。

①寛永15年，鹿安元年(1648)・2年， 明暦2

年 (1656).万治2年(1659)・3年

②寛文3年(1663).同5年，同7年，同 9年

③寛文10年~同12年

@延宝元年(1673);0.，.;元禄元年(1688)

⑤元禄年中

⑥元禄年中。

6816 筒井氏跡書 16.63-142 

前田家編輯方手写明治年間

109丁 23.5ω

正保3年万跡番，鹿安元年万跡書，承応3年江

戸へ罷下ユ付万跡書〈以上大沢内記)，慶安元

年万跡番〈大沢組儀兵衛〉。

6817 寛文年中御請留抜書 16.63ー143

手写

23丁 24cm

筒井氏所蔵の写。天保1咋(1839)原本成立。

寛文6年(1666)より同12年迄のもので，主に

滞奉所よりの触密と，それに対する請書を収

一思

治

む。 ltl1.至郡大沢村内記の記録中よりの抜書。

6818 元禄以来御鵠跡留 16.63-144 

前田家編韓方手写明治年間

68丁 23cm

筒井氏所蔵の写。内容年代，元禄3年(169の

~文政2年(1819)。大沢村権兵衛，内記以下，

大沢村の十村，組才許より出された，奉行所宛

の請書，返答書，申上書等を収む。

旧書名「御請跡留ム

6819 筒井旧記 16.63ー145

前田家編輯方手写明治年間

12冊 23.5佃

筒井成孝所蔵の写。宝永2年 (1705)より寛政

12年 (1800)までの御蝕留をj収録。

①宝永 (1705;0.，.;1710)

②正徳(1711;0.，.;1715)

③享保(1716;0.，.;1735)

④元文，究保，延享，寛延 (1736--1750)

@遼暦元年 (1751);0.，.;同5年

⑥宝暦5年~同13年

⑦明和元年(1764);0.，.;安永元年(1772)

@凌永2年~天明元年(1781)

⑨天明2年~同 8年

@寛政元年 (1789);0.，.;同4年

⑪寛政4年~同7年

⑫寛政8年~同12年。

6820 高谷文書 16.63-146 

前国家編輯方手写明治年間

59T 23佃

内題「珠洲郡高屋村高谷万祢所蔵古文書写」。

万祢は藩政初期の扶持百姓。寛永16年(1639)

人別帳。慶安2年(1649)塩手米持払米請取証

文帳，寛永20年 (1643)高屋組宗旨人別帳，寛

永17:年(1640)公儀入用銀配符帳などを収録。

6821 上回源助旧記 16.63-147 

前田家縞斡方手写明治年間

35T 25cm 

藩内における明暦年間以降藩政後期に至る諸

定，諸仕法，諸触など 104.項を収む。上回源助

は珠洲郡折戸の住，家は代々十村役。文政8年
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生，博学を以て聞こえた。

6822 御触抜書 16.63-148 

前田家編輯方手写明治年間

11T 25叩

上回源助所蔵の写。文政元年(1818)，...，同4年

の郡方関係御蝕 146項目の目録。

6823 明治二年御用留 16.63ー149

上回源助編

前田家編輯方手写明治年間

115丁 23.5cm

金沢務時代における諸局等より郡方への触達等

を収録。旧書名「御用留」。

印24 微妙院様御印物之写上申帳

手写

61T 24.5佃

貞享3年(1686)徴妙院様御印之物上申目録帳

〈砺波郡御扶持人十村).点字2年(16邸〉微妙

院様御印之物写上申帳〈砺波郡内的村孫作).

砺波郡内四ヶ村慶長1伴水幌写，御郡中江被下

御印写井覚書〈砺波郡鹿安5年~明暦2年〉

を収録。

旧書名「徴妙院殿御印物写J。

16.63-150 

6825 十村留記 16.63-151 

前田家編緒方手写明治年間

142T 23.5cm 

石崎彦太郎所蔵の写。慶長6年(1601)から延

宝3年 (1675)の年寄，算用場，改作所より十

村あて触書留。

6826 内密詮議留

手写

80丁 25佃

石崎氏旧蔵。文政4年(1821)の村方取締，農

政法令等の留番。

16.63-152 

6827 石崎氏旧記繰出目録

手写

28丁 23.5佃

石崎彦太郎所蔵の写。石崎氏の郡方旧記に関す

る蔵脅の内容目録。

16.63-153 

方

6828 河合覚書 16.63ー154

前田家縦韓方手写明治年間

63丁 23.5cm

埴生佐久郎所蔵の写。内容は，領内各都御判物

高，領内組々村数以下，領内郡方の明細，郡方

諸定など郡方支配の書留。内容年代，寛永~安

永年問。奥書に「右寛政二年(1790)戊二月戸

出村又右衛門覚書帳かり候而写取也」とある。

6829 御触大略

前田家編輯方編

明治年間

4冊 23.5cm

内題「砺槻日木沢源五郎書類目録但シ御蝕大

略ム内容別に項目を立て年代順に触の概要を

記してし、る。内容年代は宝暦10年 (1760)，...，弘

化4年(1847)。木沢氏は，砺波郁中田村に住

し，歴代十村役を勤めた。

16.63-155 

6830 五ケ山村廻り帳

手写

13丁 24佃

得能通孝所蔵の写。阪上村太兵衛組の分。廻村

調理報告容。

16.63-156 

6831 五ケ山廻覚帳

手写

8 T 24cm 

得能通孝所蔵の写。下梨市介組の分で，桑，う

るし，麻，麦，風吹火事後の廻村見分報告書。

16.63-157 

6832 三百二条旧記

杉木某編

前田家編韓方手写明治年間

3冊 23.5ω

越中国新川郁石割村十村杉木氏が，役務上必要

な算用場，改作事行の触達などを収録したも

の。内容年代，正保~文化年問。

① 1""'60項②61""'176項③177""'302項。

16.63-158 

6833 杉木氏御用方雑録 16.63-159 

前田家編輯方手写明治年間

7冊 23.5cm

十村役杉木氏が代々役務に関して記録した触書
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など。内容年代，承応2年(1653)"'-J明治2年

(1869)。
①舞々太夫御印写等(承応2年3月)，新川郡

御郡奉行被為立岩瀬ヘ御越之人々名記(万治

3年より)，水橋浦御印旧記〈寛文1咋)，寛

文10年(1670)滑川町御印井慶長寛永承応御

印，元禄10年 (1697)奥山廻書上之写等(宝

暦8年)，高方諦下之義被仰渡之写，御検地

代引免弁一作引免之旧記，就引免方変地之義

エ御改作所御審立井右両様御仕法御案文留

(天明3年)，天明4年(1784)御褒美米被

下候一件，御算用者応対方申分之落着被仰渡

一件(天明6年午10月〉

②極難渋村々御扶持人中江書出申控帳〈天明8

年.)，御算用者より殿附之儀ニ付諸事一件〈同

年)，御番立を以被為仰渡候写(寛政元年)，

流浪者御仕法〈寛政3年 6月)，当作損毛ニ

付御見立乞申帳(寛政3年)，七木御定濫鰯

極印入方審上申控(寛政4年.)，寛政6年七

木方之議ニ付御窺申候写，新川郡十村等初一

統ヘ申渡ケ条番(寛政2年.)，寅之年被仰波

之御定(寛政6年).指障申品々番上申帳

〈同年)，新川郡小屋入御救人帳，奉公人仕法

密芥座頭巻物写(寛政1持.).天保3年 083

2)高方仕法曹(寛政12年至享和2年)

③秋縮御論御仕法持地不足引免地味劣引免且新

関等内検地等御仕法書〈享和2年).享和2

年(1802)被仰渡候作毛見立一件，御扶持人

等不埼之義有之改方へ呼出方被仰渡一件(文

化元年).復古方留帳〈文化8年)，諸鳥殺生

一件〈文政3年).御仕法エ付御内密御番立

〈文政4年.)，検使方御用相勤候覚書井旧記

等仁文政5年.)，御仕法帳(文政5年より)，

用水方定書(文政6年来4月)

@諸番席ユ而取扱候品々之内後年入用之分覚井

旧記写(文政7年).御省略方御触一件(文

政 8年)，上新川郡各村高直段井作徳米有高

しらぺ帳(年歴不詳)，御郡村々之内高直段

井作徳米等秘録，御逼迫ニ付諸般御省略一件

(天保4年.)，郡方手帳(天保5年至安政4

年)，貧民御救粥米割符(天保5年).御領国

へ二万石御蓄米被仰付候ニ付惣年寄並等より

指上米等一件(天保5年). 申分裁断申渡γ

井和11関相調候緩留喬〈瀬戸焼土一件).作徳

治

米方之義写(天保7年)

⑤当座入用之品々(天保8年より)，当御仕法

一件(天保1伴正月18日より被仰出).上新

川郡組分労・草高鍬役米高密上申帳，諸万造方

諸郡相談覚書を以御窺申上御悶届方等一件

(天保12年間正月).村万雑取立方高掛家懸

等振取極之儀奉窺申帳(同年)，加州御家中

列井諸役掛諸奉行附り品々階級等秘密物相記

候古典〈天保13年)，新川郡御郡奉行岩瀬へ

御越之人々記候写(寛文至天保)~御郡廻り

之節御筑波候御定書之写(天保13年)，座頭

之坊へ祝儀遣し方取極候処座頭共より歎願等

落着不致写(天保13年)

@草高百石下シ附米之勘定大概解(天保13年)，

今般御縮高一御郡切御住法高ニ御渡被下候ユ

付心附奉伺帳〈天保14年12月)，矢箆竹御薮

手入方被仰渡候一件(弘化4年.)，狩人顕一

件(嘉永元年)，御倹約方一件(同年12月)

⑦秋縮御諦労・皆済御注進書留，両御役所江御内

達留，二百二十日廻御請帳，芦餅寺井岩餅寺

之外郡役御免状番上之写(安政4年)，御作

事所御手合橋御郡方へ御引請方被仰渡一件

〈慶応、3年卯6月)，御調達金交名帳(慶応

4年 4月)，夫食願之義ニ付御審立〈年号未

詳)，酒造御鑑札井麦酒等留(明治2年〉。

6834 杉木氏小留帳 16.63-160 

杉木某編

前田家銅線方手写明治年間

4冊幻.5cm

十村役代々の旧記留，手帳抜書，御用方抜書な

どを収録。

①古昔より有之審物ユて旧記二可相成分，元禄

5年至安永6年等手帳抜番，安永中己来小留

帳之内旧記ユ可相成品抜出γ，御用方品々抜

番天明 2年より至文化14年

②小留帳文政元年至4年，当座留帳文政5年，

当座小留候文政7年より，当座小留帳文政6

年より天保8年=至Jレ，達紙面留帳天保6年

未9月より至天保14年， I日記天保12年ヨリ不

抱年月品々写込

③当座副長天保12年8月至弘化2年，御用方覚

書，旧記ニ相成候品々留帳弘化3年より

@小留帳安政3歳より.官事小録明治2年巳11
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月より。

6835 鹿事通載

田正元締

前田家編揖方手写明治年間

3冊 23.5cm

着払

16.63-161 

杉木氏所蔵の写。加越能三州各郡の御蝕，旧記

等を収録。原本は，編者が石川郡役人から借用

して数十項目に編集し，寛政2年(1790)に成

立したもの。

6836 杉本氏小留帳抄 16.63-162 

前田家編輯方手写.明治年間

25丁おω

百姓御定，出津入津，夫食，冥加銀，仕法銀，

小物成，小矢部川能川役，馬下賃，五ヶ山紙，

洩魚，木綿事j押等につき触醤などの留番。内容

年代，は寛政~安政年問。

6837 金沢御城御焼失一件 16.63-1日

杉木有信編

前国家編輯方手写明治年間

ffl丁 23.5cm

杉木弥五郎所蔵の写。

。文化5年(1808)辰 3月金沢二ノ御丸御殿御

焼失一件附り冥加銀ー巻

。文化5年辰3月二ノ御丸御焼失ユ付御冥加銀

指上候人々書上申帳(石割村弥六著〉

。文化6年己11月御材木御伐出γニ付組々御冥

加人足賃割符帳(新川郡御扶持人差出)

。文化6年4月御扶持人等労組下冥加銀上納方

書上写〈向上〉

。文化5年正月15日夜6ツ時頃ヨリ御城中出火

有之ユ付御郡所等ヨ P御廻状井人足等指登セ

一巻留(杉木箸〉。

6838 杉木手帳

杉木有一箸

前田家編鵠方手写明治年間

7冊 23.5cm

16.63-164 

①嘉永6年(1853)大田組高免等手帳，同年大

田組肝煎等名寄帳

②島組手帳仁文化~安政年間〉

6839 

方

③同前

@島組村々高免等手帳〈明治2年7月〉

⑤上条組手帳，上条組村々歩数芥惣卸米極内ユ

てしらベ候帳〈天保9年)，上条組村々作徳

米しらベ帳〈天保9年)，天保10年組替ニ付

上条組加入村名。

⑥村々領付〈弘化2年)，上条組手帳〈明治2

年11月)，下条組高免等懐中録〈嘉永元年 12

月より〉

⑦上条組高免定納等，同組家数人数役人名審等

品々，魚駒村等定免新開等。

〔嶋尻村刑部手帳抜書留〕

高畠厚定手写

4冊 12x17.5佃

16.63-165 

高畠定時旧蔵。①より③の原題「新川郡御扶持

人十村嶋尻村刑部明暦年中手帳借用抜醤留J，
@は「嶋尻村刑部手帳之内抜書J。

①明暦2年(1656)

②向上~万治4年(1661)

③明暦3年~元禄1持(1699)

④承応4年(1655)--延宝4年(1676)

旧書名「御扶持人十村嶋尻村十村刑部手帳抜書

留」。

6840 江上村武右衛門手帳抜書

手写

16.63-166 

4丁 12X17.5cm 

高畠定時旧蔵。元禄12年(1699)の手帳よりの

抜書。改作奉行より扶持人十村への申渡，十村

仲間申定書，十村鍬役米取様之事を収む。江上

村は新川郡に属する。

6841 諸事覚留帳

竹内屋四郎兵衛著

前回家編輯方手写明治年間

114T 23.5cm 

16.63-167 

著者が，越中入勝村肝煎となった天明 6年(17

86)より文政13年(1830)までの村方の記銘

外題「天明文政問諸事留」。

6842 桐沢氏旧記

前田家編-輯方手写明治年間

2冊 23.5佃

16.63-168 
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6846 七木エ係ル文書類

前田家編輯方手写

77了 25佃

温故集録，加藩鹿長以来定書，国事雑抄，加藤

氏日記，杉木氏小留帳，七木御定濫鰯極印入方

番上申控写，新川郡御林山井七木御縮方之儀盤

上申帳，寛政6年七木方之儀ユ付御窺申候写，

国令漫録，横山政寛手記，見聞録，能美農会紀

事，御郡廻之節被読渡候御定数書写，官鐙棺林

の起源一説〈北国新聞明治44年3月21日掲蛾)，

以上諸書よりの抜粋を収録。

16.63-172 

明治年間

御林山薮等字場所了間番上申帳

荻谷村〈阿部〉平右衛門箸

前田家編棒方手写 明治年間

22T 24佃

天明2年 (1782)荻谷村平右衛門組村々の御林

山，御林薮の字場所・了間・樹種を審上げたも

のo

16.63-173 6847 

6848 能州四郡貯用林御緒方等之儀主附山廻ヘ申渡仕法

帳写 16.回一174

前田家編輯方手写明治年間

9丁 24佃

加藤文八郎所蔵の写。文政4年(1821)9月，

十村裁許指止により，能州4郡村々貯用林等の

七木縮方を字出津山奉行の外，高松村貞右衛門

・鵜川村六右衛門・高屋村専三郎に申付けた際

の勤向定番・組分・加人名を記す。

桐沢三郎切r蔵の写。網沢家は越中滑川に居住し

て綿屋を称し，寛永2年(1625)以降代々御旅

屋を営み，町年寄あるいは相談人を勤め， ま

た 9代目以降は蔵宿・山廻役等も勤めてい

た。

①御尋ニ付申上書等，家系，御宿一巻，滑川御

旅屋御道具相改書上帳，承応3年御扉風御預

り送り状等，御会所御奉行渡辺八左衛門様よ

り御預御道具之儀ニ付御紙面等，宝永2年以

来御借銀等之義9冊

②享和3年上奥山より相廻り申覚，上奥山御境

迄，天保5年9月18日滑川火災之靭私宅御宿

類焼ユ付御貸米等被仰付侯一巻，宝暦10年滑

川綿屋九郎兵衛蔵宿就被仰付連判納得帳五品

〈享保十年滑川町四分一屋四郎兵衛御蔵宿被

為仰付候ユ付連判納得帳を含む)，天保10年

先祖由緒一類書上申帳，宝暦10年一類付帳，

元治2丑年御先手廻島田j勝摩御家老山田嘉謄

殺害ニ付金沢表公事場ユおいて御来し方御書盤

其後本人切腹被仰付侠際々留帳〈富山関本昭

{必より借用の写〉。

藩

16.回一169天和三年留抜書七木之事

前田家編輯方手写明治年間

3 T 25cm 

天和3年(1683)の留の外，事保11年(1726)，

元禄16年(1703)の抜番によって七木の種類を

あげる。

6843 

6849 浦方御定

前田家編輯方手写

4冊 23.5cm

加藤又八郎所蔵の写。元和3年(161η より文

久3年 (1863)に至る浦方への触書 185項目を

収む。これは文久3年能州郡奉行が藩よりの御

尋ねにより番上げたもの。刊本「藩法集J(的・

統金沢藩。

16.63-175 

浦方定書・御用留類

明治年間

七本の制

前田家編綿方手写

3T 24叩

新川郡持山持林七木盗伐の節逸怠の極〈享保18

年.)，七木御定之事，相神村弥伝次改名聞届〈戊

辰3月〉を載せる。

16.63-170 6844 

明治年間

16.63-176 浦方御定御高本は御帳

手写

13丁

6850 

七木御格帳

前田家綴鵠方手写

23T 24叩

石田大左衛門所蔵の写。天明6年(1786)r三
州七木之覚J，寛文5年(1665)r松山御定書J

を始め，寛政4年~慶応元年(1792--1865)の

山方関係の法令を収録。

16.63-171 

明治年間

6845 

‘
.
F
F議
錨

24佃
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園田武信所蔵の写。寛文6年(1666)浦方御定

ほか，寛文年間の浦方・郡方御定等につき，十

村，村役人の請書の露間診をしめしたもの。

6851 綱方旧記 16.63-177 

方

54丁 23cm

安井顕比所蔵の写。著者が天保3年(1832) 1 

月'-7月まて安宅浦出船挙行を勤めたときの記

録。

前田家編輯方手写 明治年間 I 6857 津方→牛 16.63-183 

76T 23佃

真館民所蔵の写，天和3年(1683)網方ニ付密

上定ほか網方，海境等に関して，弘化年間に至

る40項目の書留。

6852 浦方御定書 16.63-178 

前田家編輯方手写明治年間

前田家綴綿方手写明治年間

2 fl1t 23. 5cm 

多国六歳所蔵の写。嘉永元年 (1倒的より明治

3年(1870)の，能登各津の取締りに関し，算

用場，産物方より十村宛の達欝等 126項目を収

録。

①嘉永元年より文久3年②文久3年より明治

62T 23・5叩 3年。

真館民所蔵の写。藩から領内諾港・に通達した定

書の集録である。享保lZ年 (1727)の破損船の I 6858 浦方宿方御高札之趣違背仕間数旨御触

取扱規程，正徳6年 (1716)の「従御公儀国々 16.63ー 184

浦方に御廻状之越写上申候帳」などを収めてい | 手写

る。

6853 浦方御用留 16.63-179 

前田家編輯方手写明治年間

69丁 23.5佃

岡部氏所蔵の写。澗役銀，御城米船，破船など

について13項を記す。年代は寛政5年(1793)

~文政7年 (182心。

6854 伏木漬方ニ付前々旧記

慶応2年(1866)

弱丁 24.5佃

16.63-180 

9丁 24ω

其館氏所蔵の写。能登の浦方宿方へ対する生活

遵守法令を記す。

6859 津留一巻控 16.63-185 

10T 24佃

富田権六郎旧蔵。算用場における津留について

の吟味報告書。領内よりの移出品，他国よりの

移入品目番上げを附す。

郡方役人勤方

文化元年 (1804)舟方出入ユ付御奉行所等ヨリ I 6860 能州代官十村勤方 16.63-186 

御渡之御裁判状写，伏木川江御園廻弁他国出入| 前田家編輯方手写 明治年間

之商人荷物之覚，伏木湊方ユ附候旧記等之覚 74'丁 23.5ω

書，文化13年(1816)古府村伏木村舟方申分御| 多国民所蔵の写。内題「能州分諾代官本役労品

詮義落着之御書立箇条書写を収録。 I 々御用勤方帳」。宝永2年 (1705)害上げの十

村，十村代官等の職務内容を 261項記す。

6855 伏木湊旧記 16.63-181 

前田家編輯方手写 明治年間 I 6861 能州十村等勤方帳 16.63-187 

50丁 23.5ω

内題「伏木湊方ユ付前々旧記」。前項と同内容。

6856 安宅浦出船御用勤方覚幌 16.63ー 182

安井源左衛門著

前田家編輯方手写明治年間
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76T 23.5叩

加藤文八所蔵の写。内題「能州十村御扶持人等

御代官役其外御用勤方幌J。内容は前号と同じ。
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6868 十村御目見例番

前田家編輯方手写

95丁.23.5cm 

寛文3年(1663)---正徳4年(1714)の，十村

が城中にて御目見えした際の記録。

明治年間

藩

能州十村年中行事

前回家編鴨方手写

30T 23.5ω 

加藤氏所蔵の写。 r十村御用方年中行事」を殺

せるo 内容は幕末。 r藩政改革ノ節朱正ノ分」

とあり，朱鑑で修正したのは明治初期。

16.63-188 

明治年間

6862 

6869 郡方役人沿草概略

前田家編綿方手写

11T 24佃

河合録，岡部代々覚書，改作所旧記，同附録，

十村役由来，庁事通載，刑部由緒密，筒井旧記

等よりの抜書で，明治3年までの十村以下郡方

役人の諸役名，役f闘を記tlt，

16.63-195 

明治年間十村・役絵留

26T 13.5 x lRcm 

「三ヶ国十村始jほか，諸事閲規之覚をはじ

め，十村公務関連の諸事項，文番雛形等を収

む。能州の記事が多い。

16.63-189 68切

加能越塁正由緒記

前田家編鴨方手写

2冊 23.5cm

内題「高徳院様ヨリ御郡中十村百姓ユ御扶持被

下来者共由緒帳J。御扶持人十村が貞享 2年

(1685)改作奉行宛提出した由緒書を収録。

①吉野村平三郎・佐良村九兵衛・津幡村与右衛

門・沢河村田畑兵衛・相神村弥六・中川村太

郎右衛門・菅原村行長・土橋村新兵衛・熊来

村与一・中嶋村太右衛門・粟蔵村彦三郎・中

居村三右衛門・大沢村内記

②諸橋村久四郎・道下村三郎左衛門・鹿磁村藤

右衛門・木住村八郎右衛門・大谷村額兼・若

山村延武・狩野村恒方・上戸村真頼・小山村

高右近・荒屋村三郎左衛門・皆月村彦。

16.63ー196

郡方役人由緒。任免

明治年間

6870 

村肝煎給米井勤方

前田家編輯方手写

104T 23.5cm 

越中新川郡の十村杉木家の記録。天保10年(18

39) 7月上新川郡九組村々肝煎給米盤上帳，明

治2年(1869)5月村肝煎等勤向醤上帳(向。

組〉。

16.63-190 

明治~(三間

6864 

〔出張帰国党〕

手写

1通 24x36cm

酉9月付。石川郡栗崎村肝煎太郎治，庄三郎が

若州等へ，射水郡伏木村肝煎彦五郎，洞北郡高

松村組合頭左一郎が越後路へ行き，帰国した際

の届。

16.63-191 6865 

16.63-192 

五

御扶持百姓由緒

手写

98了 24cm

貞享3年 (1686)から同4年(1687)に各扶持

百姓より出された由緒帳を集録し，津田字右衛

門が年寄ヘ提出したもの。

「高徳院様瑞龍院様御代ヨり御郡中井江州御知

行所百姓之内由緒有之御扶持被下者代々之名持

由緒記申帳J.r徴妙院様御代慶長窓応之頃ヨリ

御改作就被仰付御郡中百姓之内御扶持被下者之

帳」を収む。

旧書名「御扶持百姓由緒帳二種」。

16.63-197 6871 

町肝煎役向動方書上申帳

自筆文化13年(1816)

7丁 24cm

富田権六郎旧蔵。城端町肝煎山本屋東蔵・古道

屋吉右衛門より今石動奉行所宛で，城端町肝煎

の役義22項を番上げる。

6866 

、、』

算用問勤方番上申帳

自 筆 文 化13年(1816)

2丁 24佃

宮田権六郎旧蔵官越中誠端町算用問浜屋文右衛

門・高松屋孫兵衛から藩へ出された勤方内容o

-318一
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6872 十村由緒 16.63ー 198

前田家編暢方手写明治年間

25T 23.5佃

岡部勇作所蔵の写。内題「高徳院瑞龍院微妙院

様御代々十村由緒」貞享3年(1686)の由緒番

上。御供田村文三郎・八日市村五郎右衛門・埴

田村五良限衛・大熊村瀬兵衛・御所村長次郎・

福畠村閲兵衛・回井村次郎吉・三階村源五・山

岸村新四郎・宮丸村長兵衛・戸出村文右衛門・

和泉村彦三郎・田井村弥右衛門・島村六郎右衛

門・大白石村三郎右衛門・津幡江村宅助・下条

村小右衛門・開発村源内・芦勝村十三郎・舟見

村停十郎・泊村与三右衛門・江上村武右衛門・

島尻村刑部・新庄村善太郎からの番上を収録。

6873 加能十村等由緒 16.63-199 

前田家編縛方手写明治年間

98丁 24佃

前半と後半部分に分かれ，前半部分は内題「高

徳院様瑞竜院様徴妙院様御代々十村由緒J，阿

部勇作所蔵の写で貞享3年(1686) の由緒番

上o 前号と同内容。後半部分には，同じく貞享

3年の由緒番上で，八日市村五右衛門・植田村

五郎兵衛・吉野村平三郎・佐良村九兵衛・熱野

村少兵衛・松任町角屋弥〈二右衛門・近岡村藤兵

衛・津幡村少右衛門・相神村弥六・中川村太郎

右衛門・菅原村行長・土橋村新兵衛・中嶋村与

一・栗蔵村彦三郎・中居村三右衛門・大沢村権

兵衛・諸橋村久四郎・道下村三郎左衛門・鹿磯

村次郎三郎・小山村又兵衛・皆月村彦太郎・荒

屋村善次・若山村延武・鹿野村恒方・大谷村額

兼・上戸村真額の分をを収む。

6874 加越能等扶助人由来記 16.臼ー'200

津田字右衛門編

前田家編梼方手写明治年間

2冊 23.5佃

貞享3年(1686)扶持人調査の命に基いて提出

された由緒番のうち，郡奉行支配下及び近江領

内の扶持人の分をまとめたもの。

①加賀，能登の分

②越中，近江の今津・弘川両村分，その他を収

める。

方

6875 十村先祖由緒井一類附帳 16.回一201

仮綴 1(11冊) 24.5cm 

珠洲郡松波村栄太郎〈安政4年〉・押野村三郎

宗俊・婦負郡長沢村若林市兵衛〈天保11年)・

新川郡嶋尻村刑部左衛門(天保4年〉・砺波郡

中田村木沢源五郎(万延2年〉・石川郡村井村

水内六三郎〈文久元年〉・鹿島郡武部村真館弥

左衛門〈天保8年〉・羽咋郡安部屋村津兵衛

〈天明 6年〉・珠洲郡鹿野村恒方〈元禄12年・

元禄16年・寛文1伴)，及び「天明六年(1786)

正月十二日:御目見被仰付候十村等名列帳J (真

館民所蔵の写)を収録。

旧書名「諸土並十村等由緒醤」。

6876 十村等名書 16.63-202 

35丁 8x 17cm 

成瀬正居旧蔵。郡別に各々の氏名，年令，扶

持，略歴を記載。覚政5年(1793)までの分を

記す。

68π 〔十村等名書〕

手写

1通 15.5cm

16.63-2ω 

文政2年(1819)十村断獄の時のもので， r十村

等御扶持被下候人々J，r役儀差除J，r牢揚り屋

入Jの項目別に十村名を記す。

旧書名「十村等御扶持人名寄J。

6878 十村来由等六種 16.63-204 

前田家編輯方手写明治年間

88丁 23.5佃

杉木氏所蔵の写。加越能三ヶ国十村肝煎等御扶

持方御印写，新川郡十村歴代書上申帳，寛政13

年(1801)十村身分ニ付書上之写，年寄並苗字

御免被仰付候一件〈天保5年〉。斉木村新左衛

門先祖由緒帳，御扶持人等勤方大綱審上帳(明

治 2年)を収む。

6879 諸郡十村拝領物相記 16.63-2侃

前田家編輯方手写明治年間

5丁 24.5cm

岡部勇作所蔵の写。寛政13年(1801)の番上げ

で，正保・窓応・明暦年間の拝領物について記

す。
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6880 (御扶持人十村等御扶持高調帳J 16.63ー'206

3T・19通 24佃・ 16cm 袋入

袋の上番に「巳四月 御扶持高頂載之石高等し

らヘー巻諸郡Jと記す。各郡よりの扶持高番

上げの綴り。

6881 御扶持人十村等御礼人惣列名書 16.63ー'2.07

前田家編輯手写明治年間

22T 24.5cm 

安政 6年(1859)作成の荻谷村岡部勇作留の

写。加能越三ヶ国257人の人名寄上げ。更に十

村組等について， r統漸得雑記J等からの抜書

を付す。

6882 御扶持被下置候十村等死去仕候刻上之候御印物之

覚 16.63-2.08

手写

14T 24cm 

原本成立は， 元禄元年 (1688)。人名別に御印

之物の通数を記す。さらに，安永5年(1776)

より文久3年(1863)の分を朱筆で番加えてあ

る。

6883 御扶持被下置候十村等死去仕候刻上之候御印物之

覚 16.63ー2ω

手写

5丁 24cm

安政3年(1筋6)より慶応4年(1868)までの

分一

6884 十村苗字帯刀之儀願書 16.63-21.0 

沢村源三郎等著

前田家編縛方手写明治年間

l.oT 25cm 

岡部勇作所蔵の写。寛政13年(18.01)原本成立。

享保・宝暦・明和に続く名字帯万御免願。

6885 帯刀御免許御押等一件 16.63-211 

前田家編鴨方手写明治年間

26T 24.5佃

多国六歳所蔵の写。文政2年(1819)より明治

2年 (1869)までの，十村等の苗字・都万許

可，風俗等について，願・逮番等を収録。

治

6886 土屋氏系図井由緒 16.63-212 

手写

6丁お.5an

片岡孫作所蔵の写。宝暦9年(1759)御供田村

十村土屋民の家伝。

6887 (能州無組井御扶持人等名寄J 16.63-213 

6丁 12X18cm 

原題「能州奥口無組井御扶持人等名書」。高畠

定時旧蔵。

6888 能州百姓之内御扶持被下年号・問先免当免物成付

帳 16.63-214

7丁 24cm

筒井氏所蔵の写。天保2年(1831)の写本を写

したものo 原本は万治年中(1658--6.0)の成立

か。天正年中扶持宛行の分を記す。

6889 能登国十村等由緒 16.63-215 

前田家綴縛方手写明治年間

1l5T 23.5佃

。十村歴代帳伐政4年改写島田左平次鏑〉

。文政4年6月御郡方御仕法十村役被指止御郡

御奉行直御支配年寄役組々主付帳〈嘉永6年

草稿多田六蔵所蔵の写〉

。天保1伴御郡方復元之御仕法ヲ以十村役名己

前之通被仰渡奥郡組才許略歴名〈多国編〉

。安政6年8月奥郡御扶持人十村等在役之者持

当時無役ユ罷在侯者等覚帳〈多国編〉

。明治3年4月御先代様御時代関係之品由緒帳

之内引抜書上申帳〈筒井内記等繍〉

。十村持百姓共御様子等有之問所等致所持候者

相志らへ番上申帳〈文政2年鳳至珠州両御

郡編〉。

6890 能登十村略由緒 16.63-216 

前田家編輯方手写明治年間

164'丁お.5cm

内題「安政四年 (1857)御改作所番上御扶持

人十村等略由緒J。御扶持人十村2名，御扶持

平十村2名，平十村5名，新田才許7名，新田

才許列 1名，御扶持人山廻5名，平山廻23名，

平山廻列 1名，無役御扶持人2名，御事行直支

配 3名の由緒書上げ。

-32.o-;c' 
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紳1能登向諸方番上御害時由緒書

手写明治3年(1870)

合綴 1(15冊) 24.5cm 

都

16.63-217 

。代々被下置候御扶持高御印物写〈筒井内記等)

。御先代様御時代関係之品由緒帳之内引抜書上

申帳(筒井内記等〉

。御先代様御笹井伝来之古文書等写(道下村孫

三郎〉

。御先代様御番弁伝来之古文書写〈真清田三右

衛門)

。御先代様方之御書井古文書等伝来之旧記相調

理上申帳(莱蔵村彦左衛門〉

。御先代様御盤等写〈本郷三郎左衛門〉

。居屋敷高被下之候儀ユ付前田対馬殿等御折紙

井伝来之古文書写〈木住村八五郎〉

。高徳院様御書弐通松雲院様御印皆済状写四通

〈大野村彦)

。御先~様御害等写〈大谷村頼兼〉

。御先~様御審井伝来之古文書等書上申帳〈筒

井内記〉

。御先代様方御番等写〈諸橋村久四郎〉

。御家録御調理ユ付河北郡井上組森村次右衛門

由緒書之表番上申帳

。御扶持拝領仕由緒番上申帳〈氷見屋牛之助〉

。石勤山御曹等写

。能州一宮御判物等写(亀山久麿〉。

旧書名「諸方番上御書写井由緒窃」。

6892 口郡類役由緒 16.63-218 

前田家編輯方手写明治年間

101T 22.5叩

阿部勇作所蔵の写。内題「安政四年十一月番上

帳之表口郡類役由緒等写Jo 31名の由緒番。荻

谷村阿部勇作・荻谷村阿部七左衛門・上村河合瀬

兵衛・上村河合兵右衛門・本江村北村惣助・羽

咋村加藤義左衛門・羽咋村加藤文八郎・宿村阿

部与一郎・宿村簸右衛門・柳田村新左衛門・柳

田村桜井友三郎・武部村真館与四助・杉野屋村

土屋勘七・田鶴浜村永江喜太郎・相神村上嶋弥

六・能登部下村沢井一楽・北川尻喜多孫平・中

嶋村大野勝左衛門・土橋村藤井新兵衛・菅原村

園田周作・吉田村長尾恒右衛門・大脇村大協堺

兵衛・掘替新村吉野彦助・本江村藤井藤七郎・

徳丸村戸部彦左衛門・柳田村柳生久右衛門・高

、方

品村小林小一郎・領家町村小沢藤蔵・芹川村桜

井源四郎・杉野屋村宇波伝兵衛・中川村安達丈

太郎。

6893 御扶持高之御印物調理帳

ロ郡役所編

手写天保14年(1843)

14T 24側

16.63ー'219

能登口郁十村等宛のもので，天正年間以来の分

を年月日，宛名書の箇条魯で記す。

6894 御扶持高之御印物等写書上申帳

羽咋・鹿島御郡所編

手写天保14年(1斜3)

釘丁 24cm

16.63-220 

能登口郡御扶持人十村等宛のもので，天正年間

以来の御印物写し等を収める。

6895周部直造由緒書 16.63-221 

岡部直造著

前田家編車坊手写明治年間

63T 23cm 

直造一代の自伝。岡部家は羽咋郡御扶持人十

村，直造は明治初年に活躍した人で同12年(18

79)に県会議員となり，同15年没， 59才。

6896 (十村役儀指除きに付遺書〕 16.63-222 

1通 16.5伺

鹿島郡の御扶村人十村北村吉左衛門が，役樹首

除，扶持高取揚になったことに関するもの。辰

6月2日付，算用場より渡辺 T安達宛。

旧書名「御算用場達書」。

6897 諸橋文書 16.63-2:お

前田家編輯方手写明治年間

130丁 23cm

鳳至郡沖波村諸橋次郎次家に伝わる古文書を手

写したもの。中世文書9点〈応ぷ元~永禄6年)，

天正7点，慶長2点，元和1点，寛永2点，鹿

安 1点等古いものが収録されている。それ以降

のものは年貢算用・皆済状等十村役関係のもの

が多い。
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6898 栗倉文書 16.63ー'224

前田家綴純方手写明治年間

57T 23cm 

鳳至郡栗樹探蔵藤平方古文書の写し。貞享2

年(16邸〉彦三郎伝来所持御印物之写，延享3

年(1746)彦丞由緒醤はじめ，御扶持御印物，

来蔵家由緒についての覚書を収める。他に元禄

治

34丁 25cm

原題「往古十村相勤候節之御印物等書上申帳J。

編者の先祖喜左衛門は鹿長年中砺波郡十村を，

4代目与次兵衛は承応4年(1655)より寛文年

中まて噺川郡十村役を勤めていた。寛永より寛

文年聞に至る相伝の御印物等の写し。

11年(1698)飛脚御用木流失一件についての記 I6903 越中新川部佐伯来歴

事がある。 I 森田平次〈良見〉編

6899 ' (能州本江村三郎右衛門扶持状等能登国文書写〕

16.63-225 

手写

10通 IS.......24cm

3通は本郷友吉郎所蔵文書の写で，宝j晋5年

(1755)から文化11年(1814)の本郷三郎左衛

門宛扶持状。他7通は川島村七海孫七郎所蔵文

書の写で，山田村八郎左衛門の御茶湯伏献上に

関する盤状等。

旧書名「能登古文笹写」。

6900 (折戸村次左衛門〕先祖由緒番上申帳 16.63-226

折戸村次左衛門著

万祢次左衛門手写明治18年(1鎚5)

3丁 17.5x12cm 

折戸村万祢次左衛門旧蔵。安政2年(1855)5 

月番上げの由緒帳の写。次左衛門家は天正の扶

持百姓で，十村を勤めた家柄。

旧書名「先祖由緒番上申帳」。

6901 (砺波郡十村等持俸候御印物等しらべ〕

16.63-227 

手写明治3年(1870)

仮綴 1(4冊・ 16通) 24.......35佃袋入

原題「先年ヨリ十村役等相勤侠者其外百姓等之

内持停候御印物写等宏、らベ」。砺波郡治局へ提

出されたもの。下川崎村十左衛門，東保村次郎

兵衛，道明村九郎次郎，東五位庄野左衛門，万

利村宗右衛門，金屋岩泉村長左衛門，小神村五

右衛門，苓野嶋村十右衛門など。

6902 (十村相勤候節之御印物等書上申強)16.63-228 

浅地村喜左衛門編

明治3年(1870)

16.63-229 

21丁 2おm

山廻役等を勤めた新川郡斉木村新之丞家の文化

8年8月付の先祖由緒番上申帳(渡辺多宮，務

ロ蔵人宛〉をとりあげ，立山開基の佐伯氏との

関連を簡単に考証した番。

6904 得能家伝記写

得能覚兵衛・得能小四郎編

43丁 24佃

得能通孝旧蔵。原本成立天保15年(184心。人

皇七代大日本根子彦唆命より説きおこし天保10

年 (1お9)に至る家記。得能氏は代々惣年寄，

扶持人十村等を勤めた。表紙に明治19年横山政

和による，当番に関する所見が記されている。

16.63-230 

6905 〔五ケ山下梨村市助願書等〕

下梨村市助著

自筆明治3年(1870)

31T・2通 27.5x2批a・24ω
。高徳院様御等御印書写(天正より寛文年間)

。旧十村市助難渋につき，家柄取続くよう願書

〈明治3年〉

。五ヶ山先両組十村歴代番〈明治3年〉。

16.63ーお1

6906 今津甚右衛門由緒書

手写

5T 24佃

今津甚右衛門由緒帳より初代甚右衛門について

抜書したもの。初代甚右衛門は，事j家の正室芳

春院が勢吉から与えられた江州今津・弘川両村

の代官を慶長7年(1602)に命ぜられて以降，加

賀藩の代官を勤め，寛永18年(1641)に没した。

16.63ーお2
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特16.64改作 方

改作奉行動方覚留

6907 兎難網 16.64-1 

野村寛著

手写

61丁 23佃

内題「東西手引J。内表紙裂に「野村寛自ク兎

難網旧ト東西手引ト題九此書ぺ旧加賀藩ノ改

作所ノ秘事ヲ載セタルヲ以テ吏員其題名ヲ隠シ

作 方

6912 改作方勤仕恨

2冊 13x 19.5佃

富田権六郎旧歳。

16.64-6 

①微妙院様御其翰等之写，改作牽行より相伺被

仰渡侯趣写〈寛文6年園田左七等13ケ条〉

於改作所大概格相立置候品々(元禄16年毛

利又太夫等65ケ条〉

②改作方等旧記留帳写，改作方御定書等写，寛

文 9年(1669)園田佐七等動方，元禄 3年

(169の脇田知右衛門等動方，同年園田左十

郎・毛利文太夫勤方。

テ，更メテ卯酉網ト題シ後文卯酉ヲ変シテ兎難 I6913 改作方勤仕帳 16.64ー 7

トナセシナリト，覚ハ本ト改作奉行タリ」とあ

る。内容年代，天正14年(1586)#'OOJ天保9年

(1838)。

前田家綴斡方手写明治年間

67丁 23.5ω

西国民所蔵の写。内容は，改作方格帳〈特16.64

-3)のはじめより於改作方大概格相定密置候

6908 改作方諸法度 16.6←2 I 品々までを収める。

御算用者増田半助縮

小林三郎右衛門手写元釘11年(16ω I 6914 改作奉行役儀之事 16.64-8 

24丁 24.5佃

慶長6年 (1601)5月17日定番，同7年(1602)

3月26日追加，同1昨(1613)8月16日新追加，

元和1咋 (1624)2月17日定書，および寛永8

年(1631)3月13日三ヶ国御法度書を収む。

ω丁 23.5cm

森可参旧蔵。役儀のことと共に，改作奉行に必

要な明暦より元禄頃の高方等の諸知識を記載し

たもの。

6915 高方等街達書 16.6-1-9 

6鈎9改作方格帳 16.64-3 I 前田家編輯方手写明治年間

手写文政8年(1825)

83T 24cm 

微妙院様真翰等写，改作奉行より相窺被仰出趣

之写，改作方等旧記留記写，改作方定書等之

写，於改作方大概格相定置候品々，私共御用相

勤品々番上申帳〈園田左七，園田左十郎，毛利

文太夫，脇田知右衛門等〉。

3冊 23.5叩

収納免相，検地，郡奉行・改作奉行動方，貸借

等に関する逮醤等を収録。

①文久元年(1261)高方御述書等

②槻防格式等

③延宝8年 (1680)歩苅被仰付村々等。

6916 改作奉行勤方等留 16.64-10 
6910 改作方格帳

134T 24ω 

前号に同L.o

16・64-4 I 前田家編輯方手写明治年間

6911 改作方格帳 16.64'ー5

前田家編輯方手写明治年間

2冊 23.5cm

前号と同内容で. 2冊に分冊して記す。

-323ー

84T 27cm 

寛文九年(1669)園田左七等勤方覚書，巳五月

笠間源太郎等内作事方動方審〈以上2点横地秀

三所蔵の写).宝永6年(1709)定書写，宝暦10

年(176の斗立仮御横目巻〈加藤八郎右衛門著)，

御園目付衆へ御答密〈宝暦5年答密検地秀三

所蔵の写〉。
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6917 公辺触等後来可見合留帳 1向.64-11 6924 改作方根元之儀取捌方伺状 16.64ー18

改作所編 1通 17cm

72丁 24cm 取箇，十村処遇他，改作方の内容についての伺。

明和6年 (1769)から天保年間までの幕令と， 旧名寄「改作方之儀根元之処いか様に取捌云

それに関する藩内部の触・達書等を収む。 々J。

6918 改作方之儀ニ付笠間九兵衛一存 16.64-12 6925 鉄砲之儀ニ付諸郡綴方詮義等留 16.64-19 

手写 改作所編

8T 23.5cm 手写

内題「改作方之儀ニ付笠間九兵衛一存之趣調出 69丁 25cm

候内密之覚書」。奥村単滋所蔵の写。寛政7年 天保8年(1837)改の旧例留。内容は，鉄砲改

(1795) 8月の改作奉行勤方等につき内密意Jt め，威打，修理.出など。

書。

6926.小松御域近在七十五ケ村威打願御逮村名帳

6919 改作奉行年中行事 16.64-13 16.64-20 

手写 改作所編

93T 23.5ω 慶応3年(1867)

森可参旧蔵。改作奉行の正月から12月の職務に 2丁 24.5cm

ついて記載。享和3年(1803)までの勤方記事 威し鉄砲打法度の村名書上。

を引用する。

改作方御用留

6920 税飲括要 16.64-14 

久田忠左衛門恵迫著 6927 河合録 16.64-21 

手写 河合祐之著

30丁 23佃 前田家編輯方手写明治年間

本多政以所蔵の写。加賀務地方支配に関す手引. 6冊 23.5cm

番。 公務の覚書にと改作方の記録を中心に広く法

令，旧記を取入れて 283項にまとめたもので加

6921 補短集 16.64-15 賀藩農政経済を知る資料である。

23丁幻佃 刊本「藩法集J{6}・続金沢藩。

内題に注記して「此番ハ石黒魚淵改作奉行在勤

中之手控物ナリ」とあり。内容は，加賀藩地方 6928 改作雑集録 16.64-22 

支配の際に必要と思われる基礎知識について24 前田家編輯方手写明治年間

項目にわたって記しているo 42丁お.5cm

金谷礼彰所蔵の写。農政論，十村政談，慶長

6922 改作方其外諸事覚帳 16.64-16 15年(1610)から延享元年 (174心の年譜など

84T 23cm を雑多に収録。

富田権六郎旧蔵。改作動方に必要な基本的事項

を収録。 I 6929 改作方旧記等三種 16.64-ーお

前田家編輯方手写明治年間

6923 〔改作所諸届雛形〕 16.64ー17・ 81丁 23.5cm

82T 23cm 改作方根元旧記類集(内嶋村孫作)，御園御改

内容年代，弘化年間~明治2年 (186のまでo 作起本〈前田恒敬旧蔵の写)，租税略解(金沢

県が明治5年に大蔵省へ報告したもの)を収む。
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6930 改作根元旧記類集 16.64ー24

前田家編輯方手写明治年間

54'丁 23.5cm

作 方

内容は，鹿安5年(1652)から天保7年(1836)

に渡る，郡方，農政，民政の関係法令を収載。

奥村栄滋所蔵の写。越中砺波郡内嶋村の十村孫 I6936 役所張出し旧記之写 16.64-30 

作家に伝わる改作関係の旧記を集録したもの| 改作所続

で，内容年代は，慶長2年(1597)~天明元年

(1781)。

6931 改作方旧記附録 16.64-25 

前田家編縛方手写明治年間

5冊 23.5cm

①微妙公御代覚永8年(1631)3月被仰出御ケ

条之写，鹿安5年(1652)ヨり寛文5年(16

65)マテ被仰出御印害等之写，万治元年(16

58)より元禄12年(1699)マテ被仰出改作方

之御触達書之写

②改作方覚書

③御算用場表御隠密方留

@勤方帳，御算用場留帳留

⑤検地方格式覚帳。

手写

61丁 24cm

慶安~天保年問。算用場，改作奉行等よりの達

番等を収録。

6937 明暦改作方旧記 16.64ー31

前田家編綿方手写明治年間

2冊 23.5cm

内題審に朱番で「改作草創ノ留ト申ハ畿エ此二

冊相残高沢見出jとある。改作法施行当時の達

寄，願密等を収む。

①「明暦元年留帳写J

②「明暦二年五月より同三年，同四年三月迄之

分留帳写」

刊本「加賀務改作法の研究」に収録。

6鈎2 (御算用場御書出免違=付害状〕

手写

16.64-26 I 6938 田井村次郎吉留帳 16.64-32 

1通 29.5cm

寛永19年(1642)の算用場書出の免違高赦免に

つき，横山左衛門尉より中川八郎右衛門等宛。

6933 御算用場覚書 16.64-27 

高沢平次右衛門〈忠J頂〉著

前図式部手写嘉永6年(1853)

UT  24ω 

「正保二年(1645)分より御算用覚書」とある。

正保3年分も含み，年買収納，払方等に関する

もの。

6934 改作方御条目之部

手写

1217 23cm 

16.64-28 

微妙院様親翰等之写をはじめ，承応より元文年

聞の改作方にかかる 2似項目を収録。

6935 司農序壁書 16.64-29 

前田家編続方手写明治年間

34'丁 24cm

前回家編輯方手写明治年間

2冊 23.5畑

田井村次郎吉所蔵の写。

①明暦元年

②同2年5月~同4年3月。

6939 御改作草創之節三~*I十村物語之覚書 16.64'ー，33

今枝民部著

前田家編輯方手写明治年間

40T 23.5cm 

万治元年 (1658)御改作草創之節三州十村物語

之覚書〈木沢民所蔵の写)，御改作記録披撃，明

暦4年御改作草創之節三州切之十村物語閲作物

石川郡河北郡村数人拾箇村草高附之覚を収録。

旧番名「十村物語J。

6940 御改作草創之節三州十村物語之覚書 16.64-34 

今枝民部箸

手写

9T 12.5X 18cm 

森可参旧歳。原本成立万治元年(1658)。 もと

木沢民所持のもの。御老中宛の覚書。
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6941 微妙院様御真翰之写等

手写

15T 24.5ω 

成瀬正居旧蔵。司農関係の「微妙院様御真翰之

写」と「改作奉行相窺被仰出候趣之写Jtr.文6

年〉を収録。

16.64-35 

6942 改作記録四種 16.64-36 

前田家編輯方手写明治年間

43丁 23.5cm

「改作初物語Jr様子書Jr御改作方之儀日翁法

印物語閲魯之写Jr改作草創之刻三州切之十村

物語」。

6943 理塵集抜翠

手写

62丁 27cm

理塵集は改作法の顛末を記した重要史料。

16.64-37 

6例4 改作方雑記 16.64-ー38

前田家編輯方手写明治年間

41T 23.5cm 

安井顕比所蔵の写。理塵集抜魯，樹也方算法，

測量法略解，税欽括要抜掌〈山本新五左衛門

編〉。

6945 改作所旧記 16.64ー39

高沢平次右衛門〈忠順〉著

前田家編輯方手写明治年間

18冊 23.5cm

別名「高沢録J。改作所の古い留記のうち，万

治元年(1658)から享保7年 (1722)の重要な

達書など 2，600余項を抜撃し，編年体にまとめ

たもので，加越能三州の農事を知るに極めて主

要な重である。

第一巻始めに「高沢平次右衛門輯，福留村六郎

左衛門書Jとあるは，創慣が抜翠蒐集したもの

を六郎左衛門が整理し清書したと考えられる。

高沢忠順，通称平次右衛門，号は鶴鳴，宝暦7

年 (1757)父の遺知450石をつぎ御馬廻，明和

6年(1769)能州郡奉行，寛政4年 (1792)加

州郡奉行，同 6年 (179心物頭並御作事奉行を

勤め，同11年 (1799) 1月7日69才残。

著書には，本曹のほか，改作枢要記録〈別名高

爾警司
1

治

沢税!民考)，金沢事蹟必録， 明私筆記，鶴鳴記

録，年代摘要などがある。福留村六郎左衛門は，

石川郡福留の住人で代々十村役を勤めた。

刊本「改作所旧記」上中下3冊。

各冊内容は，

①万治元年 (1658)-3年

②寛文元年 (1661)-3年

③寛文4年 -7年

④寛文8年 -12年

⑤延宝元年 (1673)-4年

⑥延宝5年 -8年

⑦天和元年〈路81)-3年

③貞享元年(168心 -4年

⑤元禄元年 (1688)-5年

@元禄6年 --10年

⑪元禄11年 -13年

⑫元禄14年 -1~年

⑬宝永元年(1704)~5年

⑭宝永6年~正徳3年 (1713)

⑮正徳4年~享保3年 (1718)

⑮享保4年 -7年

⑫附録1改作方覚書，同2御国御改作之起本井

楠理尽紗停受日:翁由来，同3改作枢要記録，

同4老婆鮒の煮物

⑬同 5年代摘要。

6946 改作方其外諸事留

手写

2冊 23.5cm

森可参旧蔵。①寛文4年(1664)-7年 (1667)

②寛文8年 (1668)-12年 (1672)で，表紙付箆

に「此冊改作所留記第3本一名高沢ト同番也J

とあり，改作所旧記の巻3・巻4と同内容であ

16.64-40 

る。

6947 改作枢要記録

高沢平次右衛門〈忠順〉箸

前田短正手写

25丁 23cm

前田栄次郎旧蔵。別名「高沢税賦考j，r改作所

旧記」の附録3。藩政初期よりの年貢徴収の沿

革，改作法施行の理由，後々財政難に至った事

情などを記す。刊本「改作所旧記」下。

16.64-41 
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6948 高沢録 16.64-42 

i高沢平次右衛門〈忠順〉箸

手写

30丁 23.5cm

巻頭に前回短正の賛を附す。前号と同内容。

6949 司農序年代摘要 16.64ー必

97丁 23.5cm

別名「加賀司農庁年代摘要J。万治元年(1658)

~寛延元年〈特1748)，藩の司農関係事例年代

記。 r改作所旧記J(特16.64-39)下巻附録5

年代摘要と同じ。刊本「改作所旧記」下。

6950 加賀司農序年代摘要 16.64-44 

前田家編綿方手写明治年間

45T 23佃

'万治元年(1658)，...貞享3年 (1686)において

年代別に御蝕等の項目を列記。高沢忠順著の

「年代摘要J中，貞享3年分までと同一。

6951 改作方覚書 16.64-45 

手写

38丁 23.5ω

万治・寛文期の触，定書，改作方役人名，十村

名，寺領書上，引高等を記す。

6952 (桝廻横白書付請取に付害状J 16.64-46 

1通 18cm

寛文~延宝初年の改作奉行園田左七等より大横

目中川八郎右衛門宛。

旧書名「裁許米ユ付口上書J。

6953 増作食被下控 16.64-47 

手写

15T 24側

前回貞醇旧蔵。寛文5年(1665)より元禄11年

(1698)までの貸米，増作食米の額を郡別に記

す。

6954 改作方雑留 16.64-48 

4冊 13x19.5cm 

①能州御預所村附等

②享保・延享・寛延諸郡申渡控等

③御領国中町方宿方家数等

作 方

@寺西半右衛門覚書之内抜書等。

内容年代，寛文より寛延3年(1750)まで。

6955 改作方類緊雑記 16.64-49 

2冊 24cm

安井顕比旧蔵。

①「図免之巻」 図免之心得， 図り免之節免状

調様，元禄6年(1693)新聞割合免f.i:用之法

等

②「見立之巻・」元禄6年水損皐損村数番上の

他，寛延元年(17.路〉までのものを収録。

6956 改作方諸文書覚 16.64→o 
手写

25T 24叩

元禄12年 (1699)の算用場・改作奉行と十村聞

の，触書，願書，注進番等を収録。

， J~'l 
尋弱子改作方御仕方留 16.64-51 

33T 24cm 

内題「元禄寛政享和高方申渡」。森可参旧蔵。

6958 改作方旧例 16.64ー52

前田家編輯方手写明治年間

71丁 23.5cm

内題「加越能改作方旧例」。また， r他見無用書

御団地之巻全J， r享保六歳改秘書」とある。

収納，検地，新開等改作方全般にわたり犯項目

を収録。

6959 改作方類緊雑記 16.64ー53

合綴1(2冊) 12x 18cm 

安井顕比旧蔵。

①「見立之巻J寛延2己10月射水郡へ見立御用

ユ罷出候節召連候御扶持人共へ内々ユ而申渡

候趣，見立一巻之覚書等

②「見立之巻」 案文之部，仕立之部より成

り，見立の際の免状等調方に関して記す。

6960 改作方公用集 16.64'→4 

前田家編輯方手写明治年間

98丁 23.5cm

元文3年(1738)，...安永7年 (1778)の改作・

郡方の触審，達書を収録。
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6961 

6962 

6963 

6964 

6965 

藩

〔小百姓頭振等癖付悪敷罷成候段被仰渡之留〕

16.64-55 

手写

1ST 25cm 

原題「御改作御奉行所より小百姓頭振等癖付悪

敷罷成候段御番立を以時々被仰渡之留J。 五十

嵐氏旧蔵。宝暦8年(1758)10月，寛政3年

(1791) 3月，文化11年(181心9月の諸郡宛改

作奉行申渡。 t~ノ
旧書名「御改牢行より小百姓頭振等癖付悪敷

罷成候段被仰渡之留」。

改作始末閤書 16.64ー56

武部敏行著

前田家編瞬方手写明治年間

115丁 23.5cm

別名「農政記聞J。上巻49条，下巻86条，追加

21条を収録。著者は越中砺波郡の十村。

t~ 
奥郡御用留帳 16.a→7 

前田家編縄方手写明治年間

1ω丁 23.5cm

上回源助所蔵の写。内題「鳳至珠洲雨郡御用

留J。寛政~天保年間の主に冥加銀，御貸米，

御償米等の記事を収録。

鳳至郡珠洲郡御用留 16.64ー58

上回顕道編

前田家編輯方手写明治年間

118丁 23.5cm

文政5年 (1822)'-天保5年(1834)御貸米，

御教米，変地御償米等についての留番。

〔多根村等田畠番上帳] 16.64→9 

手写

8丁 24側

内容年代寛政7年(1795)。多根村肝煎等より

の「多根村与石動山論山谷々ユ御座候御団地図

畑共荒所相しらへ番上申帳J及び蛾ケ原村肝煎

等よりの「回畠ケ所石訳仕字付書上申帳」を収

む。両者とも武部村弥左衛門宛。

旧書名「多根村等田畠荒所書上帳」。

治

6966 多根村田畑荒地起帰り方御仕法一件 16.6.1→o 

手写

6丁 2.:1cm

真館民所蔵の写。内容年代，寛政12年(18∞〉

多根村起返り畑歩数場所附覚，荒地起返方御仕

入米通等よりなる。

6967 (鹿嶋郡蟻ケ原村御救米顕一巻] 16.64→1 

享和元年(1801)

39T 24cm 

十村武部村四郎大夫より，郡・改作奉行宛の御

救米願書及び郡奉行等より算用場宛申書等を収

録。蛾ヶ原村は石動山との山論未決のため困窮

に陥ったもの。なお，石動山との山論に関連し

た文書も収録する。

6968 御内達紙面等包 16.64→2 

荻谷村円次郎編

手写

39T 23.5cm 

新田才許の円次郎が改作奉行へ提出した届書等

をまとめたもの。内容年代は，享和3年(1803)

~文化11年(181心で，検地，年貢収納，宗教，

農民騒擾等に関するもの。

6969 蓄米始末 16.64→3 

前田家編輯方手写明治年間

185丁お.5仰

天保5年 (1834)仰渡しの蓄米伽肢に関する諸

文書を収録。同8年までのもの。

6970 御根役所留帳抜書 16.64→4 

手写

62丁 23cm

真館氏所蔵の写。外題「天保中根役所留」。天

保7年 (1836)の農政諸事について記録してい

る。根役所は一般に主管する役所(本庁〉のこと

を言うが，ここでは，算用場，改作所であろう。

6971 改作方御仕法留 16.64→5 

改作所編

天保9年(Iお8)

4冊 24佃

森可参旧蔵。①御民納方之部⑫也務方之部
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③借財方之部@高方之部。内容年代，天保8

--10年。

6972 改作方御仕法留

手写

2冊 23.5cm

地盤方之部・高方之部の 2冊よりなる。

内題「天保八年改作方御仕法留」。高方之部巻

首に「石川県地理課ヨリ来ル七冊ノ内河合録ノ

16.64--66 

附属品ナり」と朱記あれ

6973 天保八年改作方御仕法留

改作所編

21T 24cm 

表紙に「全四冊之内借財方之部J。と記す，

16.64~7 

6974 御仕法復元留等三種 16.64→8 

前田家編輯方手写明治年間

80丁 23.5cm

天保8年(183の御仕法復元留，天保10年正月

ヨリ改作御法復元留抜書，天保8年7月以後

高方御仕法被仰渡之趣エ付十村ヨリ伺指令相調

理番上帳を収録。

6975 高方弁質方盤諸指引御仕法被仰付侯御触等一巻

作 方

杉木有恒所蔵の写。天保14年(1843)新川郡御

締高ヲ御仕法高ニ被仰付侠ニ付仕出シ帳等一

件，天保8年高方御仕法御改後村々百姓人別持

高御改メ御諭帳，御縮高一御郡切御仕法高ニ御

渡被下候ェ付類分仕出帳〈雛形)，御縮高之内

務式申分等エテ御取揚に相成候分書上申帳〈雛

形)，御縮山番上申帳 (~ft形)，今般御縮高之内

御郡々切仕法高云々，天保14年御縮方ー郡切御

仕法高ニ被仰付候=付御書立等一件。

6978 高方御仕法書

前田家編輯方手写明治年間

2冊 23.5ω

加藤文八郎所蔵の写。高方仕法を中心に改作奉

16.64-ー72

行からの達書等を収録。

①天保8年・ 9年

②天保10年~弘化3年。

6979 籾納返上根帳

改作所編

41T 23.5cm 

天保11年(18.10)から嘉永3年(1850)の加賀

・能登・越中各郡の，御蓄籾と別除籾，その貸

16.64ー73

渡と返上の記録。

写手

16.64→9 I 6980 (除米二付算用場奉行へ達書〕

手写

16.64-74 

43T 2釦m

真館民所蔵の写。内容年代，天保8年(183の

7月。

6976 御用留 16.64ー70

加藤又八郎編

前田家編輯方手写明治年間

2冊お.5cm

天保8年(183η より同15年(1844)の改作方

に関する文書。奉行所よりの達書，十村よりの

願書等67項目を収録。

①天保8年・ 9年

②同9年~同15年。

6977 新川郡御縮高一件 16.64-ー71

-前田家編輯方手写明治年間

66T 23.5cm 

1通 24cm

奥村栄実旧蔵。天保12年 (1841) 7月付。

6981 御仕法高御用留

荻谷村長右衛門編

前田家編縛方手写明治年間

2冊 23.5cm

岡部芭造所蔵の写。編者が口郡仕法高仕抹方手

伝を拝命した際の関係諸・文書を収録。

①嘉永3年(1850)

②同4年(1851)。

16.64ー75

6982 毎年弐百十日後御郡御扶持人組々廻村御注進書上

留 16.64ー76

五十嵐佐次右衛門著

117丁 24.5cm

嘉永4年(1851)--明治4年(1871)のものo
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御改作奉行所宛の砺波郡村々十村廻村縮方覚

留。

6983 改作御吉例申渡等 16.64ー77

前田家編輯方手写明治年間

66T 25佃

安政6年(1859)林省三申渡，安政7年 (186の
加藤右門申渡，文久元年 (1861)瀬川久右衛門

申渡，慶応2年 (1866)陸原慎太郎申渡等の

他，御用鑑，金石町旧記等からの慶応2年分の

抄等を収む。

6984 改作所違留

改作所編

前田家綿綿方手写明治年間

59T 23.5cm 

16.64-78 

内容年代，万延元年 (1860)--明治元年(1868)

で，改作所御達留の抄録。

6985 御達留 16.64'ー79

改作所編

65丁 25佃

万延元年(1860)--明治元年(1868)のもの。

6986 地盤方等勧農局へ附候御触等先鑑 16.64-80 

治

6989 (立替籾返納方につき願書〕 16.64-83 

巻子1 16ω 

加州・能州十村より改作所宛願書等 4通の継

立。

6990 能美郡白山田村・鵜川村成立仕法居屋敷替等見込

害 16.64-84

4丁 24cm

森可参旧蔵。難渋両村の成立仕法について，牧

野孫七よりの番上。

6991 (改作方書績額J W.64ー85
一詮s

仮綴1(鎗通) 16.5cm 

改作方と算用場の書類を中心に，村方拝借銭，

御償米，川除普請等に関するものを収む。藩政

後期のもの。旧寄名「借銀願等諸覚書」。

6992 (改作方伺書〕 16.64-86 

巻子1 17cm 

藩政後期にかかるもので，字出津山奉行並所ロ

街、官指止一件，能美郡平十村今江村左源次等

無役年寄被仰付一件，五ケ山金納代銀収納仕法

変更一件，広瀬欣左衛門等詰米奉行兼帯一件を

収む。旧番名「御達書J。

手写 I 69鉛 随所蔵米等之義覚〕 16.64-87 

7丁 24伺

慶応3年 (1867)から明治2年(1869)の改作

奉行・勧農局より郡方に宛てた新聞等について

の達書。

6981 改作要録 16.64-81 

60'丁 12x18cm 

岡田様旧蔵。三ヶ国組々井村数在人高之事，江

州御領之由来，検地芥内検地之事，十村等始り

年号芥由来など3使昆

6988 (吉崎村新道切明Iオ箇所申分詮議一件〕

4通 16.5cm 包紙

改作奉行の詮議密状。

旧書名「改作奉行詮議書等四通ム

16.64-82 

9通 16.5cm

①御算用場より改作奉行宛，殺米受取方申渡

〈閤4月〉

②改作奉行より批売方につき伺番〈辰7月〉

③筒井内記より御改作所宛，種籾貿入方願

〈辰2月〉

④南普左衛門等より御改作所宛，大門御蔵縮方

下役相立度願(辰2月〉

e渇ゆ砺波郡御扶持人より改作所宛，中国御蔵

川下げにつき願〈辰5月， 3通〉

@児島所々御蔵米川下げ賃願高閲届覚 (2遜〉。

6994 加賀藩税法考 16.64-88 

岡野松郎著

前田家編縛方手写明治年間

9丁 25cm

北陸新報第5∞7号〈明治お年11月1日)の写。

加賀務の，検地，免，改作法の大要を記述。
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土地・貢租

特16.65 土地 ・ 寅 租

総 司巳
昌
目
白
田

6995 農政 16.65-1 

前田家編鵡方手写明治年間

35丁おm

農政〈御領国斗代之事，越前国斗代之事，立毛

毎年見図，越後斗代之事，飛騨国斗代之事，回

成畠打之法，畠野菜畠柿木畠新開二被仰付歩数

之事，高俵詰免之事，物成初之事，一歩苅之

事，一歩刈算用仕様，免極リ之覚，御領国斗代

之覚，回数名之覚，開地入用図，三ヶ国井江州

共御知行高高辻帳=載ル覚，江州御知行高，江

州今津之事，別川運上，五ケ山納所之事，御領

国歩高図り，改作被仰付年月，改作入用銀高，

前借γ本米商御赦免，改作以前跡貸物，改作

巴前跡未進，作食米相極年米高，村御印御成替

年，郡打銀遮方，郡打銀御納戸銀役銀遺分，御

郡中御法度定，運賃定)，御領国江戸京大坂御

入用中勘図(延享4年8月仕立)，一歩苅之事

(文化9年8月〉を収録。

6996 (加越能租税資料.] 16.65-2 

前田家編輯方手写明治年間

20T 25伺

徴古雑抄，東大寺要録，大日本租税志等からの

抜書で，中世・近世のものを収む。

6997租税略解稿本 16.65-3 

手写

32T 24.5cm 

加賀藩税制沿革についての簡単な前書のあと，

以下の項目についてごく簡略に記述している。

壱歩刈之事，火難水難取扱之事，畑成屋舗成之

事，手揚高手上免之事，割地之事米銭振分納

所之事，新聞之事，高懸物之事，山役之事，按

物之事，検地之事，金納之事，備荒倉之事，俵

入之事 口:米夫米之事，検見之事，関所団地取

揚等之事，肝煎扶持米之事。

6998 御郡方旧記 16.65-4 

御郡方編

前田家編輯方手写明治年間

3冊お.5cm

①加賀園能美郡内長田村御拠也帳〈天正19年)，

新川郡知行所付，元禄13年より安永8年迄年

々御詰米諸?小物成取立之義ユ付覚密〈享保

3年)，加越能定小物成散小物成用米井酒造米

高帳〈天明 7年〉

②羽咋鹿島両郡定散小物成銀取立方書上申帳，

御知行平均免被下方土列以上ユ而茂壱免下り

を以被下侯分等之事，石川郡中里草高五百石

計云々，閲作内考

③邑知潟諸方より新聞願潟水掘抜或ハ新川を掘

為引可申旨色々願書上候ユ付水矯見分等被仰

渡一件留書〈文化14年)，高方仕法略記芥立

毛見立心得番，加越能三州米銀納等弁引免方

之事，以来作損見立格相極一件労岡地割ー件

〈天保9年〉。

6999草高定納夫銀ロ米井斗代等之訳 16.65-5 

11丁 23.5ω

三州における口米，夫銀，一反当草高の由来や

算出法等を，他僚との比較て幌説。

7000 福留村六郎右衛門覚書之写 16.65-6 

手写

5丁 24.5cm

「加賀国越中国諸郡田地米ノ図J，r免ト云ハ」

の2項よりなる。貫高と石高，小物成，鍬役，

ロ:米，河渡免等にもふれている。

7001 検地願帳等六種 16.65ー7

前田家編輯方編

明治年間

71T 23.5cm 

羽咋郡梨谷小山村関係文書。

御糊包申請度帳〈正徳2年)，御検地惣高廻引

物野帳〈正徳、3年)，高請下γ方仕法書立帳

〈寛政9年).御高下シ方仕法之追加〈寛政10

年)，山方御仕法ニ付当時取扱方申渡慌@政

1伴)， 村々肝煎組合頭江申渡惣年寄演述之覚

〈文政4年〉。

ー お1一
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7002 三ヶ国斗千縛覚書

手写

6丁 24.5cm

富田権六郎旧蔵。三ヶ国斗代，知行町間道程，

石川郡中墨草高五百石斗の中の村にて草高五拾

石所持之中百姓持高不残耕作する者幾人男女人

馬星子給銀こゑ入用の大図を収む。

16.65-8 

7003 〔三ヶ国〕斗代等之覚

手写

22T 23ω 

原題「斗代等之覚ム中川典克旧蔵。表紙に，

「文化十三年八月安房守改作奉行大村友右衛門

江別席之序ユ三州斗代井田地ニ草高免付候義見

安調出候様申渡候処此帳面出之Jとある。文化

16.65-9 

治

恥刊
F
1
・

ヨ
守
主
‘

高辻帳・村御印

〈高辻帳〉

7007 (加能越三ヶ国高辻帳原稿〕

正保3年(16場

11冊 24・5f

高物成帳の原稿で，特16.2藩制のうち郷村高に

収載したものの下調理である。

①能美郡②石川郡③河北郡③羽喰郡⑤鹿嶋郡

⑥鳳至郡⑦珠州都③利波郡⑨婦負郡⑮中郡・

氷見庄⑪下新川郡之内飛騨守様御領分。

旧書名「高辻帳原稿.1

16.65-13 

む。

9年(1812)r射水郡原田村等歩苅仕立候」も収 I7008 加能両国高物成帳

手写

7004 三州斗代之党

手写

1通 27cm戸

前号の一部を抄出したもの。

16.65~10 

7005 御高方留 16.65-11 

前田家編艇方手写明治年間

3冊お.5佃

上田源助所蔵の写。天保7年(1836)凶作時の

諸仕法，切高，歩刈，作徳，田地割等について

記す。

①天保8年7月~悶9年 1月

②天保9年9月~嘉永4年(1筋1)11月

③天保8年10月~同 9年8月。

7006 新開等之件

明治5年(1872)

16.65-12 

16.65-14 

8冊 29X21.5ω 

正保3年.(1646)領内各村の草高を集録したも

の。田畠の面積記載を朱筆で訂正し，石高記載

としている。

①江沼郡②能美郡③石川郡④河北郡

⑤羽咋郡⑥鹿島郡⑦鳳至郡 ③珠洲郡。

7009 (加・越国高物成帳〕

手写

2冊 25cm

①江沼郡の村別に前田光高，利治の領分別を注

記し，その領知総高を記す。「正保三年ユ上

Jレ下帳Jとある。

②新川郡の村別に前田光高，利次，利治の領分

別を注記し，その領知総高を記す。「正保三年

=上り帳之下帳Jとある。

旧書名「加賀園江沼郡高物成。長J

「越中国新川郡高物成帳J。

16.65-15 

巻子1 16cm 

新聞，免付，用水普請，高辻帳等に関する覚 I7010 (新田永荒之所抜書〕

番。 I 手写

巻子1.24cm 

貞享元年(1684)高辻帳の抜書て噴;文4年 (16

64)高辻帳作成以来の新田高，永荒高を加賀，

越中，能登の国別に記す。

16.65-16 

-332一
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1011 〔高辻幌ニ付津田宇右衛門上申侯紙面之内抜書〕 た，高辻帳作製事務の留。

16.65-17 

手写 〈村御印〉

1通 24cm

輝元年(168.1)帥械のための退転 醐 I7018 承応明暦御印写 16.65-24 

置方法について。 手写

7012 高指引寛文格・貞事格仕立申目録 16.65-18 

野村五尉浜衛等編

前田家編韓方手写明治年間

4 T 25cm 

末尾に「元禄十二年(1699)御前へ上ル目録之

挫番」とあり，高辻帳作成に関するもの。

旧脅名「寛文格・貞享格仕立申目録J。

62T 23.5cm 

文久2年(1862)に，承応・明暦年間村々宛御印

書の写し:醤上げ命によってまとめられたもの。

旧書名「御印写J。

7015 郷村帳御指出之節書類

手写

仮綴1(8通) 17......2必m

享保2年(1717)，郷村帳番式，提出密類等に

つき，藩と幕府及び老中聞の番状等。

16.65-21 

7019 (加能越三箇国村御印之留〕

手写

9冊 31cm

明暦2年(1656)8月の村御印を集録したもの。

①能美郡

小松八日市町・小松三日市町・小松大文字町

・小松中町・小松新町・小松京町・向野・浜

田村・須天村・北浅井村・清六村・不動嶋村

・沖村・打越村・若杉村・八幡村・漆村・佐

々木村・荒木田村・軽海村・ー針村・平面村 ι

.上小松村・図村・小寺村 d本折村・天石FCI
村・大領村・南浅井村・中野村・鍛冶村・窃

ケ嶋村・浮抑村・安宅村・安宅新村・小嶋村

.長崎村・坊丸村・根上り村・大嶋村・下牧

村・上牧村・梯村・御館村・犬丸村・蛭川村

・松梨村・嶋田村・長野田村・野田村・荒屋

村・末信村・向野之内柴山分・山口釜屋村・

小長野村・由江村・金屋村・中村・立明寺村

祐泉寺村・字川村・目蔵谷村・鍋谷村・坪野

村・牛嶋村・小杉村・河田村・小野村・徳田

村・国府村・古浜村・千代村・能美村・大長

野村・尾小屋村・吉竹村・岩淵村・桂谷村・

原村・下麦ヶロ村・西文村・中峠村・上麦ケ

ロ村・嵐e村・五園寺村・松谷村・大野村・金

平村・沢村・塩原村・松岡村・池之城村・三

ツ谷村・布橋村・波佐ら村・観音下村・岩神

村・江指村・勘定村・蓮台寺村・三谷村・木

場村・津波倉村・小山田村・白山田村・井之

ロ村・日用村・荒谷村・牧口村・西原村・馬

場村・那谷村・嶋村・蓑輪村・符津村・矢崎

村・今江村・舟津村・猿ヶ馬場村・串村・串

新村・村松村・松崎村・栗津村・佐見村・日

末村・ニ梨村・千木野村・大杉村・長谷村・

16.65-25 

7013 (郷村高辻仕立方一件〕 16.65-19 

21通 24......36.5叩 包 紙

包紙「寛文格貞享格仕立申目録見合ユ可相成要

用之品」。成立は元禄期，高辻帳作成の際の資

料。旧書名「郷村高辻仕立方覚書」。

初14 (郷村高辻帳ニ付達書〕

手写

巻子1 17cm 

本多安房守より横山大和守，西尾隼人宛に高辻

帳作成に関して指示したもの，前欠。

旧醤名「本多阿房守番翰写」。

'16.65-20 

刊16 (郷村帳作成につき達書〕 16.65-22 

1通 15cm

河地平左衛門の達書， 4月23日付。旧番名「河

-地平左衛門書状」。

7017 〔高辻帳之儀ニ付紙面等写〕

手写

33丁 25.5cm

原題・旧書名「高辻帳之儀ユ付前田美作守紙面

等写」。宇野富良旧蔵。御勝手方に保管され

16.65ーお

-333ー



藩

正蓮寺村・本江村・花坂村・波佐谷村・瀬飯

村・上り江村・打木村・赤瀬村・若原村・河

合村・瀬木野村・瀬木野新村・広瀬村・下野

村・上野村・三ツ瀬村・二曲村・清水村・判1

子清水村・五十谷村・柳原村・野地村・相泊

村・三坂村・別宮村・波津村・下吉谷村・上

吉谷村・西佐郎村・三ツ屋野村・釜清水村・

河原山村・新谷村・仏師ケ野村・左磯村・尾

添村

②羽喰郡

相神村・本江村・領家町-・栗山村・稲敷村・

塁本江村・八幡座主村・中泉村・地頭町・中

浜村・飯室村・福浦町・小窪村・篠波村・館

関村・荒屋村・草木村・中山村・釈迦堂村・

領家七海村・半下村・生神村・地頭七海村・

中畠村-・谷神村・町居村・三明村・切留村・

代田村・広地村・今田村・上野村・日用村・

相坂村・八幡村・和田村・源谷村・入釜村・

草江村・酒見村・大津村・百浦村・小浦村・

楚和村・堀松村・火打谷村・大篠村・矢田村

.田原村・長田村・小室村・谷屋村・印内村

・大鳥居村・鹿頭村・尾室村・大福寺村・赤

住村・栢ノ木村・河川村・尊坊村・灯村・地

保村・鵜屋村・大西村・清水今江村・吉田村

・田中村・貝田村・江漆村・高田村・直海村

・米町村・梨谷小山村・前浜村・赤崎村・千

浦村・風無村・風声村・日下田村・給分村・

徳田村・沢川村・黒川村・鉢野村・筑打村・

紺屋村・平床村・ニツ屋村・小館村・所司原

村・正友村・三日町・下河合村・新宮村・栗

生村・新保村・荻島村・荻谷村・兵庫村・石

坂村・栗原村・土橋村・敷田村・荻市村・聖

川村・下石村・海老坂村・柳瀬村・中沼村・

当熊村・宿村・今浜村・羽喰村・子滞村・東

野村・表生村・小川村・山崎村・中野村・竹

生野村・敷波村・森本村・吉野屋村・東問村

.洞原村・坪山村・北川尻村・大海川尻村・

冬野村・瀬戸町村・上河合村・門前村・元女

村・夏栗村・米出村・上回出村・上田村・塵

浜村・向瀬村ー牛首村・押水免田村・吉田村

・瓜生村・押水大田村・野寺村・菅原村・ー

ノ宮村・倉屋村・菅池村・薮野村・事11代村・

狛谷村・柴垣村・矢駄村・長沢村・吉崎村・

滝村・千田村・垣内田村・尾長村・中川村・

ー334-

治

走入村・千石村・清水原村・見砂村・二口村

・石野町村・立関村・杉野屋村・円井村・千

代町村・源、江村・上江村・三ツ屋村・楊見村

・柳田村・上棚村・岩田村・坪野村・福井村

.川尻村・矢蔵谷村・宿女村・大笹村・西山

村・末吉村・穴ロ村・館村・二所宮村・米浜

村・大原村・大念寺村・福野村・大田村・神

子原村・福水村・白瀬村・若部村・本江村・

寺境村・大念寺新村・飯ノ山村・鳥越村・町

屋村・大平村・河内村・西谷内村・免田村・

藤ノ瀬村・古江村・上畠村

③利波郡

稗嶋村・下葉町・本領八百村・芹川村・安楽

寺村・下向田村・赤丸村・四十万村・上向田

村・木舟村・地崎村・柳川村・石王丸村・土

屋荒屋敷村・北屋敷村・峯坪野村・宇治村・

谷坪野村・岩尾瀬す・土屋上野村・荒関村・

坂文村・千石村・論田村・峠村・土屋中野村

・後谷村・桜町村・矢波村・高坂村・両輪岩

佐村・嶺村・畠中村・除零子嶋村・田川村・

須川村・下屋敷村・法楽寺村・矢波牧村・高

畠村・宮嶋中村・岩崎村・三日市村・馬場村

.小野村・岡村・西村・原牧村・測ヶ谷村・

若荷原村・六郎谷村・大樹す・横谷村・石堤

村・栗栖村・二之滝村・西明寺村・原村・菅

ケ原村・花尾村・道坪野村・烏倉村・舞谷村

.沢川村・土屋村・佳例谷村・赤谷村・別所

村・栃谷村・石代落合河原村・中村・二つ匡

村・育的村・宮森村・八拾歩村・石代村・中

田村・滝村・東坪野村・芹谷村・徳万村・洞

内村・頼成村・井栗谷村・安川村・横住村・常

国村・今泉村・湯山村・湯谷村・久泉村・柳

瀬村・庄金剛寺村・徳市村・上麻生村・増仁

村・春日吉江村・石丸村・金屋岩泉村・東保

名ケ原村・栃上村・東保村・落村・池原村・

開発村・市之谷村・小牧村・杉谷新村・別所

村・前山村・浅谷村・隠尾村・伏木谷村・五

之谷村・下山田村・上和田村・下麻生村・西

保三ヶ村・中条村・権正寺村・小桝す・寺尾

村・大田村・祖泉村・三谷村・大窪村・秋元

村・増山村・稲岡村芹谷野村・水之宮村・

新明村・大門村・下中村・砂田村・高掘村・

専勝寺村・縄之内村・小矢部村・深井村・杉

木村・七社村・小杉村・金屋開発村・荒屋村

常事

.翰
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-北高木村・東宮森村・新高屋村・野村脇村

.太郎丸三ケ村・庄下五郎先対・油田中村・

則安嶋村・竹正村・福町・松原上野村・安室

村・戸保家村・大辻村・利屋村・基浦村・岩

屋村・杉之木新町・水牧村・南高木村・中神

村・庄下館村・新文村・田野尻村・牧寺村・

狐嶋村・木之下村・鹿嶋村・千代村・道明村

・寄嶋村・西宮森村・飛騨屋村・桝す・道林

寺村・油田堀之内村・六拾歩村・小矢部嶋新

村・金屋新屋敷村・江波村・五社村・油田宮

村・軸屋村・地仙村・紺屋嶋村・鷲ケ嶋村・

水落村・小神村・油田大坪村・千保村・矢木

村・柳原村・小嶋村・三郎丸村・日詰村・坪

之内村・茄子嶋村・野花村・松永村・綾子村

.長村・松尾村・八保守・油田町村・石名田

村・松崎村・清水明村・間御所村・蓮沼村・

高道村・行兼村・十年明村・苗加村・中野村

・東中村・宮丸対・駒方村・高田嶋村・須田

村・戸出村・横越村・下老子村・大清水村・

柴野十日市村・手洗野村・蔵野町村・荒見崎

村・山川村・竹村・頭川村・上蓑村・羽村・

江道村・辻村・壱歩弐歩村・小竹村・市之瀬

村・夏住村・小伊勢領村・後正寺村・蜂ヶ嶋

村・矢部四ケ村・光明寺村・獄す・五十辺村

・油屋村・勝木原村・麻生谷村・江尻村・今

市村・稲田之内六家村・狼村・護嶋村・上開

発村・三ケ村・東石堤村・笹川村・吉住村・

柴野内嶋村・北嶋村・篠八口村・四日市村・

六家村・佐野村・古戸出村・中之宮村・本保

村・下開発村・石塚村・宮腰村・内嶋広谷村

.高辻村・月野谷村・八口村・立野町・渡り

村・伊勢領村・佐加野村・塔野嶋村・内嶋村

・大源寺村・岩坪村・細池村・嶋崎村・下回

詰村・中保村・西河原嶋村・今石動町・小矢

部嶋分今石動町・城ケ端町利久新田

④利波郡

井波町・河原崎村・北市村・野田村・八塚村

・高畠村・七曲村・徳成村・江田弐つ屋村・

上見村・舟野新村・利久村・原村・瀬戸村・

心観寺村・神成村・池田村・蓮代寺村・谷村

.西明村・.正谷村・戸板村・西原村・江田殿

村・細野村・久戸村・清源寺村・安清村・是

安村・松嶋村・袈谷村・神村・森清村・信末

村・蛇喰村・中尾村・林道村・井口中村・束

城寺村・石田村・野口村・雨潜野村・搭尾村

・野原村・金戸村・三清村・大鋸屋村・宮後

村・池尻村・江田村・東西原村・院宣見村・

今里村・山見村・五領村・窪村・山田新村・

東石田村・田屋村・利波河村・藤橋村・井之

ロ村・北野三ケ村・鍛冶村・小山村・山田野

村・下野村・吉江新村・山田野出村・樋瀬戸

村・田中殿村・一日市村・土生村・大西村・

土生新村・嫁兼村・竹内四ヶ村・祖谷村・立

野脇村・福光村・田中新屋敷村・霊安村・万

利村・臼中村・小院瀬見村・田屋村・吉見村

・田中開発村・網掛村・市之沢村・田中館村

.仏道寺村・遊部村・高宮村・荒木村・田中

小林村・梅原村・広瀬館村・宗守村・小二又

村・小坂村・広谷村・天神村・吉裁寺村・才

川七村・神宮寺村・吉江中村・田中村・福光

新町・高堀之内上野村・高儀村・坪野村・筏

村・広安村・高瀬村・三つ屋村・定龍寺村・

山本村・田尻村・岩木村・柴田屋村・布袋村

.晩回相木村・八幡村・泉村・西正寺村・法

林寺村・三日市村・院林村・大郷新村・古軸

屋村・小松村・下吉江村・長源寺村・能毛野

新村・梅ケ嶋村・高屋村・寺家新屋敷村・松

原新村・小文村・土山村・湯谷村・上津村・

野尻村・二日町村・百町村・有房村・前田村

・焼野村・福野村・鳥越砂子谷村・北川村・

松木村・川合田村・中郷村・倉ケ原村・焼野

新村・森村・坂本村・桐之木村・年代村・本

江村・古上野村・五ケ村・寺家村・高儀新村

・胡麻嶋村・神嶋村・不動嶋村・内御堂村・

福住村・和沢村・上後丞村・西中村・鷹栖村

・経田村・嶋村・八講田村・五郎丸村・未友

村・赤倉村・野寺村・高木出村・臼谷村・今

寺村・人母村・水嶋村・上次郎嶋村・下次郎

嶋村・四日町村・徳生町・禁輸村・興法寺村

.上河崎村・下河崎村・小赤谷村・杉谷内村

.平桜村・藤森村・渋江村・高木村・新西嶋

村・西之嶋村・石坂出村・高窪村・浅地村・

安居村・蟹谷北市村・清水村・内山村・金屋

本江村・西河原村・名畑村・平田村・棚田村

・石坂新村・下後丞村

⑤射水郡

掘上新村・ i高場新村・八嶋新村・中野新村・

中新村・針山新村・片口村・打出本江村・酉
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-論田村・ 1穏無村・北入代村・五十谷村・針

木村・磯辺村・下余川村・脇村・姿村・中波

村・平村・平沢村・吉岡村・薮田村・加納村

・大野新村・中谷内村・下久津呂村・深原村

・上久津目村・上田村・日詰村・鞍骨村・蕩

葉村・惣領村・栗原村・棚懸村・岩ケ瀬村・

布施村・見内村・鍬院村・矢田新村・飯久保

村・坪池村・土倉赤羽毛村・三尾村・早借村

・庄鍋村・日名田村・老谷村・小久来村・池

田村・回江村・仏生寺村・蝕坂村・柳田村・

堀田村・矢之方村・拾弐町村・矢田村・古荷

村・伏木村・鞍川村・太田村・蒲田村・因子

泉村・神代村・二上村・圏分村・下回子村・

嶋村・耳浦村・東海老坂村・万尾村・西田村

・西海老坂村・守護町村・一之宮村・小竹村

・串岡村・園村・上田子村・乱橋村・海津村

.朝日村・披光寺村・矢田串岡新村・須田村

・泉中尾村・守山町・窪村・川尻村・朴木村

.五十里村道重村百橋村板屋村・守護町新村

渡り村・氷見町

⑦新川郡

高月村・本郷嶋村・金代村・藤木新村・一本

木村・日又村・西芦原新村・朝日村・洞原新

村・高崎新村・藤木村・大中嶋村・貫田村・

中間嶋村・河原毛村・大江干村・河端村・古

川村・平榎村・宮条村・町袋村・中野新村・

野中新村・野中村・高崎村・野田村・田屋村

・宮成新村・宮成村・横越村・嶋村・新保村

.針原中村・高来村・畠等村・金泉寺村・辻

ケ堂村・下桜木村・上桜木村・恋塚村・伊勢

領村・狐塚村・柳寺村・桜木新村・市々江村

.円念寺村・水橋中村・水橋館村・小路村・

入部町村・入江村・常願寺村・市田袋新村・

橋場新村・市田袋村・二杉村・神村・的場村

・市田中村・柴草村・肘崎村・八ツ屋村・番

頭名村・金尾新村・利回村・下鉾木村・上鉾

木村・西芦原村・大窪新村・竹ケ鼻新村・泊

新村・野沢新村・東野新村・福来新村・下新

村・野徳新村・道源寺村・瀬戸新村・榎新村

・下段村・江崎新村・上瀬戸村・田中蓑浦村

・奥田下新村・下宮居村・上赤江村・下赤江

村・綾田村・粟嶋村・中嶋村・栗田村・犬嶋

村・広田上野新村・牧村・城河原村・貝谷村

・蓬沢村・折戸村・早月中村・伊折村・円通

藩

i勾木村・金屋村・阪海寺村・小杉村・東津幡

江村・針山後新村・招出寺村・久々江村・花

木新村・穴場新村・長徳寺村・利波新村・石

丸村・野寺村・二十六町村・野村・津江村・

東老田村・姫野村・四日曽棋村・三日曽根村

・野々上村・下村・海老江村・久々湊村・荒

屋村・二又村・作道村・新明神村・放生津町

.法土寺村・三十三ヶ村・中老田村・柳瀬村

岡新村・堀岡新村・放生津新町・吉明神村・

小白石村・大白石村・殿村津幡江村・上野村

・黒川村・三土田町・橋下条村・青井谷村・

上牧野村・橋下条新村・北高木村・今開発村

・稲積村・中曽根村・高木村・沖塚原村・朴

木村・布目村・日宮新村・松木村・大手崎村

.鋭宮村・浄土寺村・鷲麟ト大江村・六波

寺村・沖村・今井村・六渡寺新村・戸破村・

小杉村・野村新村・高岡廻浪分・掛閲発村・

領家開発村・十弐町嶋村・石瀬村・角村・江

尻村・荻布村・野村・二勝守・大野村・中川

村・京田村・赤徳村・下関村・米嶋村・下伏

間江村・早川村・四つ屋川原村・西広上村・

上関村・鴨嶋村・長慶寺村・北嶋村・上伏問

江村・嶋村・下黒田村・拾弐町分・羽広村・

波岡村・佐野四ヶ村・木津村・横田町・柳嶋

村・上黒田村・東藤平蔵村・三女子村・ニ塚

新村・西藤平蔵村・中伏木村・須沢村・能町

村・吉久村・下牧野村・北野村・大門村・中

野村・二口村・東広上村・関口村・串田村・

小林村・新開発村・赤井村・本田村・市之井

村・下若林村・南高木村・八塚村・棚田村・

蓮花寺村・小泉村・犬内村・円池村・出来田

村・竹ケ鼻村・小嶋村・井口本江村・堀内村

・上若林村・上条村・浅井下条村・藤牧村・

布目沢村・生源寺村・鳥取村・大門新町・百

来木村・川口村・宮袋村・寺塚原村・東本江

村・円池新村・土合村・若杉村・安吉村・中

村・枇杷首村・本開発村・浅井嶋村

⑤氷見庄

角間村・白川村・吉滝村・柿屋村・小滝村・

脇方村・胡桃ケ原村・戸津宮村・中村・長坂

村・森寺村・七歩壱村・中太村谷口村片海村

.国見村・一例村・字波村・泊村・阿尾村・

新保村・稲積村・小杉村・小窪村・小境村・

上余川村・大境村・懸札村・指崎村・谷屋村

3 
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寺二つ塚新村・向新庄村・下条ノ開発村・町

新庄村・新庄新町・曽我村・日中村・芦高村

.東種村・野町村・中山新村・鋳物師沢新村

・女川新村・古海老江村・仏生寺村・上金剛

寺村・石正村・池田町・高原上白岩村・上白

岩村・中林新村・野口新村・末ノ上野村・坂

井沢村・石坂村・長屋村・中村・末ノ若林村

・末ノ野田村・石田村・日中上野村・弓ノ谷

口村・上国重村・西光寺村・立野村・白髭村

・石田新村・小林村・下金剛寺新村・西大森

村・末谷口村・米道村・新瀬戸村・池田村・

下金剛寺村・下白岩村・伊勢屋村・高野いな

り村・三ツ塚新村・弓ノ館村・下田村・沢端

新村・蔵本新村・高原ノ八つ屋村・宮路岩隣

村・下国重村・伊豆林村・極楽寺村・池田館

村・浅生村・清水堂村・新吉嶋村・千石村・

金広村・曲淵村・中馬場村・北馬場村・上野

村・平嫁村・西若林村・石割村・高荒屋村・

金尾村・芦見村・半屋村・上末村・栗芦原村

・高堂村・新堀村・竹ケ鼻村・中新村・寺坪

新村・柴山村・水橋浦・四谷尾村・竹之内村

・上川原村・小出村・日:水村・中野新村・岩

勝寺村・開発村・横沢村・下瀬戸村・二つ屋

村・東大森村・塚越村・横田新村・田添村・

栃津村・専光寺村・高寺村・海老江村・五郎

丸村・前沢新村・沢新村・米沢新村・湖上新

村・高木村・小嶋村・東若林新村・上開発村

・立泉寺村・稲村・弓ノ館新村・日i置村・舟

橋村・佐野竹村・若杉村・青出新村・下経田

村・上条開発村・上極楽寺村・大松村・野福

新村・河原田村・横越村・福田村・泉村・若

宮新村・谷浅生村・大沢村・飯坂新村・湯ノ

上野村・桧谷村・横江新村・稗田村・下小泉

村・赤木村・大塚新村・中背出村・法音寺村

.新清水村・久金新村・横大坪新村・太郎右

衛門新村・正印新村・名荷谷村・北嶋村・小

泉村・弓之荒屋村・久金村・下沢村・田伏村

.追分村・神田村・放士ケ瀬村・若宮村・上

荒又村・寺家村・竹林村・中野又村・浦田村

.三日市村・砂田新村・辻村・上条沖村・米

嶋新村・西種村・上経団新村・極楽寺新村・

大尾河原村・下荒文村・飯坂村・放土ケ瀬新

村・女川村・塩之谷村・二日新村・宮村・若

杉新村・上経田村・三ヶ村・湯銀子村・北嶋
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新村・大松新村・正源寺村・堤谷村・神田新

村・荒文村・中塚新村・高塚村・大嶋新村・

坪川村・上法音寺村・大窪新村・中河原村・

下青出村・正印村・北野新村・須山村・限目

新村・笠木村・領家村・尾兵衛村・辰ノ尾村

.魚羽村・栃山新村・栃山中新村・中野嶋新

村・二塚新村・浦田新村・坪川新村・寺田中

村・江田新村・辻新村・高原村・中之嶋村・

北野村・柳原村・法花寺村・浜四屋村・曲淵

村・上小泉村・横法音寺村・弓之柿沢村

③新川郡

広野村・稲泉寺・中村・滑川町・柿之木新村

・横道村・安田村・平嫁新村・宮窪村・栃山

七ロ新村・栃山稲泉新村・栃山金屋新村・小

寺又新村・下砂子坂新村・大坪新村・森尻新

村・四つ屋村・升田村・杉本村・麗原村・高

柳村・宮窪新村・弥源、寺新村・花子新村・川

縁新村・柿沢新村・栃山村・小林村・小森村

・道守村・平塚村・住吉村・早月上野村・吉

野村・早月川原村・野尻村・大榎村・金屋村

.大掛村・竹ケ鼻村・釈泉寺村・眼目村・栗

山村ι上砂子坂村・下梅沢村・小池村・鋭田

村・五位尾村・広野新村・大浦村・森野事待す

.上嶋新村・野開発村・黒川村・下嶋村・田

中村・江上村・斎ノ;神新村・広市新村・東福

寺村・升方村・護摩堂村・有山村・上献す・

出村・鹿野村・大坪村・堅田村・鉢村・室山

村・蓑輪村・西河原新村・栃山囲新村・斎木

村・野嶋村・寺町村・大門村・赤浜村・岩高

村・常光寺村・五郎丸村・東江上村・吉浦村

・石仏村・江又村・改養寺村・大窪新村・柿

沢村・森尻村・田嶋野村・河津村・本江村・

中江上村・有金村・上梅沢村・弥市新村・浅

生村・江尻村・堀江村・上嶋村・下砂子坂村

.柴村・大熊村・四つ屋新村・片地村・太永

田村・小菅沼村・間経団村・北山村・金山谷

村・坪野村・持光寺村・石垣新村・石垣村・

浜経団村・平沢村・山女村・友道村・稗畠村

.宝田村・観音堂村・東山村・江口村・黒沢

村・刈安村・鹿熊村・木下新村・布施爪村・

古鹿熊村・本江村・小川寺村・正光寺村・泉

谷村・東尾崎村・西尾崎村・蛇田村・宮津村

・大沢村・湯上村・福平村・斎沢村・本新村

・東城村・大谷村・下村木村・青嶋村・三田
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村・大光寺村・北中村・上村木村・相木村・

吉嶋村・平伝寺村・仏田村・道坂村・横枕村

・青柳村・六郎丸村・池谷村・石田新村・大

海寺野新村・北鬼江村・長引野新村・生地村.

・小津町・小津猟師方・仏国文新村・印回新

村・生地新村・小津田地方・住吉新村・犬山

新村・大菅沼村・袋村・嶋尻村・天神野新村

・大屋村・下山新村・横尾村・小杉新村・小

摺戸村・新屋村・高橋村・三枚橋村・春日村

・中野ロ村・舟見野村・桐山村・大家庄村・

横水村・野新村・船川新村・藤原新村・神林

新村・川仕新村・回ノ又村・前又新村・二つ

村・月山新村・蛭谷村・吉原村・舟見村・大

平村・平柳村・不動堂村・沼保村・道下村・

杉森村・月山村・石谷村・荒川新村・東草野

村・金山村・窪田村・山王村・山崎新村・荒

又村・山崎村・南保村・西草野村・泊町・堺

村・長野村・栗虫村・古黒辺村・篠川村・桐

山新村・菅沢村・宮崎村・八幡町・横山町・

日吉新村・明日村・赤川村・下若林村・下山

村・殿村・桑畠新村

⑤新川郡

小谷村・布目村・安養寺村・小中村・羽根新

村・野替村・轡田村・西本郷村・ニ又村・大

国務波村・塩村・荒屋村・寺津村・黒瀬村・

新保村・才覚寺村・下黒瀬村・上掛尾村・石

測村・大双嶺村・舟倉村・砂見村・小見村・

大清水村・小佐波村・塚原村・最勝寺村・赤

田村・袋村・下熊野村・友松村・小糸村・芦

生村・篠津村・折谷村・秋ケ嶋村・小坂村・

嶋之和田村・経由村・布尻村・胡桃ケ原村・

伏木村・辰尾村・瀬戸村・長走村・万願寺村

.下山之和田村・本宮村・奥山村・惣在寺村

・大利新村・馬瀬村・田中村・下惣領村・原

村・仙長原村・八木山村・岩木村・小黒村・

塩野村・牛ケ増村・上熊野村・嶋之黒瀬村・

大浦村・牧野村・合田村・猪谷村・下掛尾村

・今泉村・高田新村・太郎丸村・吉野村・悪

王寺村・嶋田村・蒋波村・舟渡村・町長村・

押上村・東本郷村・杉瀬村・日尾村・中野村

.二口村・任海村・八日町村・栗山村・福沢

村・宮保村・神道村・今生津村・荻原村・黒

崎村・板倉村・桑原村・文珠寺村・上掘村・

河内村・江口村・東小又村・牧村・横江村・
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長瀬村・赤倉村・小原村・千垣村・月岡村・

隠土村・才覚木村・石屋村・有峯村・西河原

村・芦勝寺・安蔵村・秋吉新村・石金村・手

遺村・月岡新村・水須村・西長江村・本郷村

.岡田村・稲荷新村・高屋敷村・大場村・流

杉村・南八川村・庄主坊村・黒牧村・松倉村

.土又各村・谷村・天正寺柑・松ノ木村・金

屋村・掛す・花崎村・大溝白木村・束長江村

中市村・鶴田村・新名村・西小文村・中地山

村・町村・経カ村・小文村・陀羅尼寺・供養

塚村・背柳村・小原屋村・稲荷村・秋吉村・

高木村・双代村・窪村・下奥井村・上奥井村

.中川原村・清水村・長屋村・奥田上新村・

回畠村・新保村・本郷下新村・大泉村・稲野

新村・大場新村・手俵新村・庄主坊新村・下

堀村・古上野村・奥田村・布市村・西番村・

六郎谷村・飯野荒屋村・荒川村・大村・経堂

村・中滝村・黒崎村・三室荒屋村・長倉村・

蓮花寺村・中田村・日;影村・宮村・上富居村

.五本復村・西宮村・道E村・針木村・飯野

村・豊田村・三上村・上飯野村・千原崎射・

上野村・楠村・横内村・小西村・粛す・東岩

瀬村・中宮居村・目桑村・上滝村・運町村・

日方江村・田端村・城前村・鍋田村・古寺村

・西野新村・米田村・柿木荒屋村・水落村・

馬瀬口村・草嶋・村・虫谷村・東岩瀬宿並目浦

方・下飯野村

7020 加州能美郡村総村物成之事

手写

16.65-26 

1通 24cm

渡辺金八郎旧蔵。明暦2年(1656)8月朔目。

旧魯名「能美郡村松村々御印写」。

7021 加能越三箇園高物成帳

手写

35冊 27ω

いわゆる「村御印Jの写で各村の草高，免相及

び小物成の額を記してある。これは新京析採用

に際して，明暦2年の村御印を寛文1伴(1670)

に書き替え，再下付された分を郡毎に集録した

16.65-27 

もの。

①加賀郡

才田村・今町村・二日市村・八幡村・岸川村
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土地・貫租

-利屋町村・太田村・南中条村・浅野谷村・

浅野深谷村・谷山村・榎尾村・俵原村・朝日

村・朝日牧村・堅田村・深谷村・四王寺村・

福畠村・小野村・桐山村・小池村・鼓ケ筒村

・向山村・千之杉村・神代村・洞原市村・不

動寺村・薬師村・梨木村・鳴瀬村・正部谷村

・宮野村・高坂村・古屋谷村・清水谷村・東

原脇原村・竹又村・土子原村・曲師原村・堀

切村・寧村・野村・納年村・北方村・牧山村

.不室村・柚木村・市之瀬村・小嶺村・荒山

村・津幡村・津幡之内加賀爪村・津幡之内清

水村・津幡之内庄村・舟橋村・能瀬村・領家

村・指江村・狩鹿野村・森村・鉢伏新村・笠

嶋新中J・字気村・横山村・笠嶋村・内高松村

.長柄村・加茂村・谷内村・見門村・多田村

・鉢伏村・上山田村・下山田村・気屋村・谷

村・上田名村・余地‘村・若緑村・下矢田村・

上矢田村・中山村・種村・菩提寺村・奥津村

・小熊村・大熊村・池ケ原村・八ノ併す・市

之谷村・吉倉村・宇野気菊;村。

②加賀郡

白尾村・木津村・向莱ケ崎村・本根布村・大

根布村・宮坂村・荒屋村・秋浜村・外日角村

・外高松村・内日角村・高松新村・松浜村・

大郎兵衛塚村〈遠塚村〉・北村・大崎村・室村

・北中条村・横浜村・中須加村・五反田村・

中橋村・川尻村・浅田村・杉瀬村・倉見村・

岩崎村・田屋村・七黒村・鳥越村・北村・蓮

花寺村・宮田村・鳥屋尾村・館月村・彦太郎

畠村・笠池ケ原村・筋谷村・大畠村・竹橋村

・富田村・原村・苅安村・越中坂村・坂戸村

・上野村・調内村・九折村・倶利伽羅村・倶

利伽羅樹す・七屋新屋村・七野村・中村・上

藤文村・大窪村・北横根村・南横根村・常徳

村・相窪村・朝日畑村・明神谷内村・井野河

内村・大坪村・別所村・下藤文村・俵生村・

材木村・琴坂村・北千石村・琴村・上平村・

滝下松根村・中尾村・南千谷村・今泉村・上

松根村。

③加賀郡

小坂村・柳橋村・法光寺村・横枕村・疋田村

・三池村・宮保村・高柳村・田中村・寺町村

.松寺村・磯部村・沖村・浅野中嶋村・浅野

村・乙丸村・大衆免村・神宮寺村・談議所村

-339ー

-山上村・卯辰村・鈴見村・角関村・銚子口

村・中村・野村・袋村・下荒屋村・浅加屋村

・藤六村・東市瀬村・北袋村・上山村・小原

村・魚帰村・大菱池村・小菱池村・栃尾村・

横谷村・二俣村・小二文村・牧村・伝鐙寺村

・長屋村・五所村ー平下村・町村・石黒文村

.板ヶ谷村・若松村・上田上村・神谷内村・

古郷寺村・夕日寺村・折谷村・下回上村・百

坂村・金市新保村・荒屋村・揺久村・千木村

.今村・千田村・木越村・大浦村・東蚊ケ爪

村・弥勅縄手村・南森下村・大場村・八田村

・忠純村・北森下村・観法寺村・梅田村・月

影村・四坊村・四坊高坂村・吉原村・塚崎村

・岩出村・月浦村・下涌波村・上部波村・釣

部村・中山村・俵等村・小豆沢村・戸室別所

村・湯谷ヶ原村・戸室新保村・清水村・南原

村・回之嶋村・谷口付・打尾谷村・炭釜村・

木之目谷村・平等村。

@能美郡

国府村・字川村・古浜村・洞田村・小杉村・

中村・千代村・仏大寺村・能美村・和気村・

立明寺村・坪野村・埴田村・牛嶋村・大長野

村・祐泉寺村・目蔵谷村・寺畠村・小野村・

鍋谷村・自江村・金屋村・吉竹村・勘定村・

江指村・金平村・沢村・松岡村・池誠村・三

ツ谷村・布橋村・塩原村・被佐羅村・観音下

村・石神村・西又村・尾小屋村・大野村・五

国寺村・松谷村・岩淵村・桂谷村・原村・下

表ケロ村・上表ケロ村・中峠村・嵐村・与助

嶋村・橘村・竹蔵村・岩本村・岩内村・倉重

村・北市村・山田村・出口村・徳山村・湯屋

村・辰ロ村・火釜村・来丸村・金剛寺村・川

原新保村・下清水村・徳久村・上清水村・宮

竹村・三口村・長滝村・筋生村・燈台笹村・

大口村・早稲谷村・ーツ屋村・団子嶋村・与

九郎嶋村・宮竹新村・三反田村・土室村・橘

新村(他，新聞5ケ所分〉。

⑤能美郡

寺井村・高堂村・五間堂村・中庄村・福岡村

.二日村・野村・印内村・重住村・東任田村

・西任田村・赤井村・浜拾六町分・吉原村・

朝日村・向川原村・久五郎島村・吉対す・上

莱生村・下莱生村・下莱生新村・三道山村・

末寺村・和田村・秋常村・高座村・下開発村



藩

-上開発村・三ツ屋村・石子村・湯谷村・佐

野村・下八里村・上人里村・館村・正蓮寺村

・花坂村・千木野村・本江村・長谷村・波佐

谷村・瀬領村・上り江村・打木村・赤瀬村・

大杉村・仏師ケ野村・洞原山村・三ツ屋野村

・西佐良村・上吉谷村・下吉谷村・釜清水村

・別宮村・別宮出村・杉森村・渡津村・左磯

村・広瀬村・瀬木野村・瀬木野新村・洞合村

.下野村・若原村・上野村・三坂村・清水村

・二曲村・神子清水村・相滝村・野地村・柳

原村・五十谷村・問手村・数瀬村・三ツ瀬村

⑥能美郡

今江村・猿ケ馬場村・須天町・矢崎村・符津

村・蓮台寺村・三谷村・木場村・津波倉村・

小山田村・白山田村・井ノロ村・粟津村・西

原村・荒谷村・牧口村・日用村・平面村・軽

海村・荒木田村・漆村・八幡村・佐々木村・

若杉村・ー針村・不動嶋村・清六村・ 1中村・

打越村・図村・小寺村・南浅井村・北浅井村

・向本折村・大領中村・船津村・大領村・内

浜田村・浜田村・上小松村・小松三日市町・

小松八日市町・小松中町・小松竹嶋分・小松

細工町・小松大文字町・向野町・小松寺町・

小松松任町・小松新町・犬丸村・御館村・梯

村・上牧村・下牧村・向野之内柴山分・窃ケ

島村・鍛冶村・中野村・浮柳村・安宅新村・

安宅村・小嶋村・長崎村・坊丸村・根上り村

.大嶋村・高坂村・下江村・浜開発村・濁池

村・福嶋村・中江村・高堂新村・蛭川村・松

梨村・嶋田村・長野田村・荒屋村・野田村・

小長野村・末信村・浜村・山口釜屋村・吉原

竃屋村。

⑦石川郡

鶴来村・石切小原村・福岡村・江津村・吉岡

村・口i直海村・中直海村・久保村・吹上村・

板尾村・金問村・下折村・内尾村・奥荒屋村

.堂村・後谷村・吉野村・佐良村・瀬波村・

市ノ原村・木滑村・中宮村・中嶋村・白山村

・三ノ宮村・八幡村・山奥四ヶ村〈日尾・見

定・二文・倉谷村〉・額谷村・曽谷村・熱野

村・小柳村・盛入道村・荒屋村・明嶋村・森

嶋村・日御子村・大竹村・額乙丸村・矢比脇

村・日向村・中林村・井ノロ村・清瀬村・上

林村・倉ヶ獄村・明法嶋村・行町村・坪野村
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-月橋村・寄新保村・知気寺村・下新庄村・

道法寺村・三十刈村・吉田漆嶋村・上新庄村

・柴木村・七原材・坂尻村・針道村・向嶋村

.来岡村・藤木村・安養寺村・四十万村。

③石川郡

北広岡村・南広岡村・河原三社村・長田村・

二口村・若宮村・薬師堂村・淵上村・桜田村

.示野中村・示麟す・袋畠村・古保村・南篠

塚村・北篠塚村・中野村・専光寺村・専光寺

新村・下安原村・打木村・ニツ寺村・鷺森村

・赤土村・観音堂村・普正寺射・寺中村・北

村・若宮出村・二屋村・藤江村・松村・畝田

村・無量寺村・戸水村・大友村・戸水極田村

.直江村・近岡村・大野村・橋栗崎村・五郎

嶋村・上安江村・下安江村・西念新保村・南

新保村・二口六町村・諸江村・割出村・三口

村・三ツ屋村・大河端村・北関村・須崎村・

西蚊ケ爪村・回井村・牛坂村・牛首村・館村

・七曲村・西市瀬村・下谷村・自見村・上原

村・羽場村・因子嶋村・湯涌村・上荒屋村・

洞内村・曲村・上野村・山崎領村・笠舞村・

石浦村・三口新村・〈栗林跡〉・涌波村・末村

・下辰巳村・上辰巳村・水淵村・相合谷村・

下鴛ケ原村・上鴛ケ原村・裁力村・熊定村・

寺津村・抑帯村・瀬領村・菅池村・甥杉村・

畠尾村・天池村・樫見村・小平沢村・大平沢

村・国見村・茅原村・中戸村・土清水村。

⑤石川郡

押野村・八日市村・押越村・野代村・二日市

村・長池村・矢木荒屋・尾経塚村・横江村・

中新保村・八田中村・下福増村・中屋村・上

安原村・野村・市川村・矢木村・森戸村・八

日市新保村・入日市出村・太郎田村・保古村

・糸田村・東力村・黒田村・間明村・高畠村

.玉犬村・入江村・大豆田村・御供田村・中

村・増泉村・石坂村・泉村・西泉村・-米泉村.

.泉野村・泉野出村・長坂新村・久安村・横

川村・有松村・寺地村・円光寺村・伏見新村

.山科村・窪村・高尾村・馬替村・大額村・

額新保村・粟田新保村・矢作村・三納村・藤

平田村・藤平田新村・下林村・位川村・大平

寺村・堀内村・田之尻村・蓮花寺村・稲荷村

.三日市村・徳用村・田中両村・専福寺村・

長竹村・稲爪村・稲正寺村・清金村・末松村

4干
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土地

-木津村・今西村・住吉村・法嶋村・野田村

・大桑村・三小牛村・別所村・蓮花村・山111

村・小原村・平栗村・富樫新保村・野々市村

⑮石川郡

福富村・福永村・源兵衛鳩新村・下柏野村・

剣崎村・上嶋田村・館村・乙丸村・上柏野村

・手取村・長屋村・荒屋柏野村・四ツ屋村・

番田村・安吉村・水嶋村・源兵衛嶋村・内方

新保村・蓮池村・宮之保村・流安田村・長嶋

村・西米光村・小川村・平和村・上安田村・

東米光村・小上村・米永村・末正村・石立村

・鹿嶋村・黒瀬村・菅波村・手取新村・五影

堂村・見徳寺村・北嶋村・松本村・本吉新村

・運上嶋村・宮丸村・平松村・乾垣内村・二

日村・椋部村・五部一村・倉光村・橋爪新村

・北安田村・番匠垣内村・入国新屋村・八田

村・相木村・竹松村・宮永新村・柳町村・上

福増村・成村・宮永村・村井村・相川新村・

平木村・坊丸村・徳丸村・町村・宮永市村・

三浦村・幸明村・徳、光村・相川村

.⑪羽咋郡

堀松村・清水今江村・吉田村・梨谷小山村・

火打谷村・館関村・徳田村・谷屋村・栗山村

・末吉村・西山村・米浜村・穴ロ村・大坂村

・館村・福井村・矢駄村・倉垣村・大念寺村

.長沢村・大嶋村・福野村・宿女村・坪野村

・岩田村・ 5丸谷村・柴垣村・矢蔵谷村・神代

村・川尻村・上野村・大津村・小浦村・百滞

村・赤住村・ニ所之宮村・上捌村・安津見村

・町村・安部屋村・仏木村・江野村・大念寺

新村・滝谷村・羽咋村・飯山村・一宮村・一

之宮寺家村・滝村・柳田村・兵庫村・莱原村

.土橋村・二口村・立関村・石野町村・三ツ

屋村・深江村・吉崎村・円井村・千田村・上

江村・垣内田村・尾長村・福見村・若部村・

本江村・寺境村〈三ヶ村一括〉・千代町村・中

川村・太田村・杉野屋村・菅原村・自瀬村・

薮野村・千石村・菅地村・清水原村・走入村

.見砂村・吉野屋村・石坂村・瀬向村・所司

原村・塵浜村・千路村・中山村 〈他，新聞

2ケ所分〉。

⑫羽咋郡

沢川村・牛首村・爪生村・上河合村・下河合

村・押水大田村・筑打村・黒川村・元女村・

-341ー

貢租

八野村・野寺村・瀬戸町村・夏栗村・中沼村

-ニツ屋村・大海川尻村・北川尻村・押水免

田村・森本村・冬野村・坪山村・紺屋町村・

東問村・東野村・中野併・正友村・御館村・

三日町村・上回出村・上田村・門前村・山崎

村・洞原村・吉田村・小川村・米出村・今浜

村・麦生村・宿村・竹生野村・敷波村・荻嶋

村・荻谷村・柳瀬村・新保村・栗生村・子浦

町・荻市村・下り石村・散田村・聖川村・新

宮村・当熊村・海老坂村・平庄村・宝達村・

代田村・印内村・矢田村・藤瀬村。

⑬羽咋郡

高田村・尾室村・広地村・江添村・大西村・

貝田村・田中村・和田村・今回村・八幡村・

八幡座主村・飯室村・塁本江村・給分村・相

坂村・中泉村・草江村・稲敷村・栢木村・大

鳥居村・大福寺村・深谷村・前浜村・篠波村

・鹿頭村・小窪村・赤崎村・千浦村・風戸村

.風無村・酒見村・相神村・中浜村・領家町

-村・地頭町村・町本江村・地頭七海村・領家

七海村・生神村・牛下村・福浦村・三明村・

長田村・中畠村・田原村・大篠村・小室村・

米町村・直海村・釈迦堂肘・中山村・日下田

村・町居村・日用村・草木村・谷内事1I村・荒

屋村。

⑬能登榔

良川村・東馬場村・商馬場村・上村・徳丸村

.能登部下村・金丸村・鹿嶋路村・金丸出村

.下曽祢村・末坂村・ー青村・花見月村・川

尻村・下村・杉森村・温井村・三階村・町屋

村・羽坂村・春木村・瀬戸村・伊久留村・大

槻村・高田村・田鶴浜村・新屋村・垣吉村・

七原村・吉田村・三引村・舟尾村・奥原村・

新保村・石崎村・曽浜村・涌浦村・松百村・

津向村・小嶋村・赤浦村・直津村・池崎村・

満仁村・半若野村・今羽坂村・新庄村・廿九

日村・川田村・三階村・白馬村・細口村・国

分村・藤橋村・所ロ村・酒井村・大町村・四

柳村・小金森村・高畠村・福田村・藤井村・

小田中村・久江村・水白村・尾崎村・小竹村

・井田村・芹川村・徳前村・浅併村・曽祢村

最勝講村・黒氏村・下境村。

⑮能登郡

蛾ヶ原村・二宮村・武部村・石塚村・桐木村



藩

-坪川村・西村・有江村・若林村・飯川村・

江曽村・中挟村・八田村・国下村・千野村・

多根村・古府村・藤野村・小池川原村・古城

村・古屋敷村・竹町村・矢田村・万行村・佐

野村・殿村・沢野村・麻生村・須能村・菅沢

村・天神川原村・府中村・後畠村・佐味村・

大田村・三室村・湯川村・岡村・鵜浦村・白

浜村・深見村・大津村・塩津村・笠師村・筆

染村・奥吉田村・洞崎村・豊田町射・豊田村

・土川村・荻屋村・免田村・上畠村・町屋村

.鳥越村・大平村・古江村・西谷村・洞内村

・熊木中嶋村・浜田村・上町村・山戸田村・

外原村・横田村・宮前村・小牧村・横見村・

長浦村・瀬嵐村・日出ケ嶋村・野崎村・小浦

村・緩目村・長崎村・鉢ヶ崎村・祖母ヶ浦村

・向田村・曲村・見波村・無関村・関村・通

村・回ノ尻村・久木村・半野浦村・別所村・

須曽村・佐波村・二穴村。

⑮珠洲郡

羽根村・小浦村・大沢村・真脇村・小木村・

市之瀬村・越坂村・新保村・長尾村・自丸村

・四方山村・立壁村・九星川尻村・布浦村・

清真村・秋吉村・洞ヶ谷村・木郎山中村・満

泉寺村・国重村・行延村・駒渡村・田代村・

馬渡村・恋路村・宗玄村・鵜嶋村・黒丸村・

大町泥木村・西方寺村・堂ヶ谷村・下鳥越村

・時長村・不動寺村・宮犬村・上村・松波村

.法住寺村・弘国村・滝之坊村・姫村・鳥越

村・金峯寺村・鵜飼村・南方村・寺社村・北

方村・飯田町・鹿野村・熊谷村・本江寺村・

小路村・正院村・川尻村・蛸嶋村・雲漸す・

小泊新村・竹沢村・小泊村・伏見村・高波村

.引砂村・宇治村。

⑫珠洲郡

大谷村・馬繰村・笹波村・高屋村・折戸村・

洞浦村・狼煙村・狼煙新村・寺家村・莱漸サ

・森際村・大屋村・小谷村・山中村・杉山村

.本村・細屋村・飯塚村・岡田村・岩坂村・

唐笠村・広栗村・出田村・鈴内村・経念村・

古蔵村・中田村・火宮村・向村・国兼村・内

山村・若山村・大坊村・中村・真浦村・仁江

村・清水村・片岩村・長橋村吉ヶ池村・二

子村・上正力村・宗末村・黒丸村・南山村・

須巻村・白糊す・上山村・北山村。

-342ー
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⑬鳳至郡

菅谷村・柏木村・洲衛村・木原村・表浦村・

樟谷村・伊久留村・七海村・市之坂村・乙ケ

崎村・志賀浦村・此木村・新崎村・波志借村

.川尻村・汁谷村・宇留地村・・洞内村・平野

村・鹿路村・小文村・根木村・上野村・曽福

村・内浦村・狭石村・地蔵坊村・大田原村・

比良村・中居南町・曽山村・木戸村・中居町

.鵜川村・明泉寺村・坂尻村・太田川村・前

波村・矢波村・谷匡村・入之田村・小塩村・

下代村・下七海村・古君村・波並村・諸橋村

・甲村・山口村・山中村・木住村・吉谷村・

宇加塚村・字加川村・曽丈村・西安寺村・滝

村・山本江村・魚地村・神道村・鶴町村・番

頭谷村・竹原村・狙倉村・武連村・三田村・

宮谷村・字出津町・字出津新町・宇出津山分

.藤波村・五郎左衛門分村・山本村・鴨川村

・桐畑村・合鹿村・藤之瀬村・中才村・本江

村・柳田村・寺分村・鈴ケ樹す・五十里村・

石井村・小間生村・天坂村・十郎原村・篠川

村・国光村・久亀屋村・久田村。

@鳳至郡

赤神村・腰細村・大泊村・剣地村・馬場村・

館分村・上代村・黒岩村・入山村・滝町村・

清沢村・大釜村・木原月村・神明原村・馬渡

村・宛村・久川村・中谷村・切挟村・飯川谷

村・渡瀬村・池田村・北川村・藤浜村・千代

村・是清村・南村・鍛冶屋村・新町分村・椎

木村・中田村・二又村・山是清村・江崎村・

白禿村・小山村・大切村・猿橋村・小献す・

中尾村・広岡村・館村・本市村・内保村・掘

腰村・百成村・鎚川村・桂谷村・大角間村・

上中村・越渡村・小石村・上河内村・ニ又川

村・貝吹村・別所村・滝上村・四位村・樹す

.年兼村・本内村・内屋村・細屋村・新保村

.漆原村・小泉村・長沢村・空熊村・吠木村

・別所谷村・ニ文村・縄文村・上黒川村・ヤ

黒川村・房田村・山本村・永井村・稲屋村・

中段村・水守村・釜屋谷村・堀村・光浦村・

政野村・鵜入村・小池村・下山村・赤崎村・

上大沢村・大沢村・東山村・東印内村・西印

内村・西山村・金蔵村・洞西村・桶戸村・徳

成村・東村・徳成谷内村・麦生野村・円山村

・長尾村・舞谷村・寺山村・佐野村・英久村
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土地・

-鈴屋村・莱蔵村・広江村・牛尾村・寺地村

・敷戸村・時国村・大川村。

@鳳至郡

清水村・勝田村・道下村・鹿磯村・深見村・

六郎木村・矢徳荻平村・小杉村・吉浦村・五

十洲村・中谷内村・大滝畠中村・鵜山村・百.

成大角関村・餅田村・皆月村・井守上坂村・

簿野村・暮坂村・樽見村・西二又村・池田村

・新保村・上村・雑座村・黒杉村・小町村・

円山村・宮古場村・浦上村・中之屋村・安代

原村・浅生田村・八幡村・田村・高根尾村ー

和田村・走出村・鬼屋村・日野尾村・広瀬村

・深田村・山辺村・栃木村・谷口村・官納屋

村・平村・大町村・荒屋村・長井坂村・原村

・地原村・定広村・門前村・稲船村・久手川・

村・塚田村・洞井町鳳豆町村・輸嶋町・輪嶋

崎村・小伊勢村・ニツ屋村・宅田村・山岸村

.杉平村・横地村・石休場村・中尾村・北谷

村・山之上村・市之瀬村・西脇村・熊野村・

打越村・興徳寺村・渡合村・本江村・中村・

仁行村・与路見村・当目村・大箱村・忍村・

渋田村・里村・小田屋村・尊利地村・名舟村

・白米村・・野田村・谷内村・惣領村・大野村

@砺波郡

下蓑村・四十万村・稗島村・土屋荒屋敷村・

大滝村・本須八百村・木舟村・柳川村・地崎

村・岡村・石王丸村・宇治新村・芹川村・坂

文村・桜町村・土屋中野村・畠中村・土屋上

野村・後谷村・安楽寺村・道坪野村・峯坪野

村・谷坪野村・論田村・岩尾滝村・峠村・荒

関村・千石村・嘉例谷村・栗栖村・菅ケ原村

.若荷原村・二之滝村・下屋敷村・森谷村・

北屋敷村・高坂村・了輸岩佐村・別所村・原

村・原牧村・嶺村・鈴零子嶋村・岩崎村・矢

波村・矢波牧村・宮嶋中村・横谷村・須川村

・法楽寺村・田川村・六郎谷村・小野村・沢

川村・測ヶ谷村・花尾村・栃谷村・西明寺村

・上向田村・下向田村・土屋村・烏倉村・高

畠村・馬場村・舞谷村・石堤村・赤丸村・三

日市村・西村・土田新村・原牧新村・問中殿

村・小坂村・天神村・竹内四ヶ村・田中開発

村・山本村・小山村・広瀬館村・祖谷村・香

城村・広谷村・才川七村・小二又村・小院宣

見村・市之沢村・土生村・土生新村・樋之瀬

-343-

貢租

戸村・嫁兼村・重安村・田屋村・田中館村・

吉見村・綱掛村・立野脇村・大西村・山田野

出村・吉江新村・田中小林村・高宮村・荒木

村・仏道寺村・田中村・吉江中村・遊部村・

一日市村・田中新屋敷村・梅原村・宗守村・

鍛冶新村・山田野新村・竹林新村・神宮寺村

・下野村・万利村・臼中村・福光新町(他，

新開15ケ所分〉。

明和八年五ヶ山両組七十ケ村御印留帳

能波村・嶋村・下梨村・杉尾村・松尾村・田

代村・小来栢村・梨谷村・来栖村・中畑村・

見座村・相倉村・上梨村・皆葎村・葎嶋村・

田向村・猪谷村・小原村・細島村・菅沼村・

回ノ下村・中田村・新屋村・上野村・真木村・

絡村・成出村・小瀬村・漆谷村・下嶋村・西

赤尾村・打越村・桂村・下出村・中江村・高

草領村・夏焼村・入谷村・須川村・大級嶋村

・波原村・祖山村・障子倉村・城村・新山村

・栃原村・下原村・大牧村・重倉村・長崎村

.北原村・仙納原村・九里ケ当村・高沼村・

草嶺倉村・押場村・北大豆谷村・南大豆谷村

.下百瀬川村・上百瀬川村・下利賀村・下嶋

村・岩淵村・細島村・北嶋村・上畠村・坂上

村・阿別当村・大勘場村・水無村。

@砺波郡

埴生町・石坂新村・道法寺村・松永村・棚田

村・蟹谷北市村・八講田村・五郎丸村・内山

村・高窪村・人母村・臼谷村・今寺村・末友

村・平田村・平桜村・小森谷村・杉谷内村・

名畑村・藤森村・渋江村・石坂出村・園田町

村・下二郎嶋村・浅地村・高木村・蓑輪村・

興法寺村・安居村・上川崎村・下川崎村・清

水村・津沢町・新西嶋村・西之嶋村・経田村

・西河原村・胡摩嶋村・福住村・上二郎嶋村

.嶋村・赤倉村・高木出村・野寺村・下後丞

村・西中村・神嶋村・鷹栖村・不動嶋村・上

後丞村・水嶋村・内御堂村・和沢村・戸久新

村・安養寺新村・鷹栖出村・末沢新村・西川

原新村・清水村津沢町領・五郎丸村末友村領

.中田村・小林村・八十歩村・宮森村・権正

寺村・頼成村・徳万村・安川村・三谷村・庄

金剛寺村・東保名ケ原村・落シ村・隠尾村・

横住村・湯山村・湯谷村・ニッ屋村・樹す・

今泉村・今泉新村・増山村・増山新村・福岡
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村芹谷野村・芹谷野新村・芹谷村・池原村・

上和田村・上和田新村・池田新村・ E権寺村

・東坪野村・市之谷村・浅谷村・別所村・栃

上村・井英谷村・寺尾村・五ノ谷村・伏木谷

村・・河内村・常国村・中野若杉新村・滝新村

.小泉新村・嶋新村・下山田村・下山田新村

・東保新村・石坂新村・宮新村・宮森新村・

福岡新村・中条新村・頼成新村・三合新村・

徳方新村・栃上新村・安川新村・下麻生新村

・下麻生村・徳市村・春日吉江村・増仁村・

上麻生村・石代村・石丸村・地仙村・油田町

村・三郎丸村・油田宮村・千保村・大窪村・

東保村・石代落合河原村・西部金屋村・西保

三ヶ村・西保新村・下中条村・開発村・中村

・秋元村・柳瀬新村・柳瀬村・祖泉村・久泉

村・太田村・青嶋村・示野新村・金屋岩泉村

.小牧村・前山村・杉谷新村。

@砺波郡

三清村・森清村・安清村・田屋村・池尻村・

宮後村・井口村・北野三ヶ村・北村三ケ新村

・西明村・細野村・袈谷村.1E谷村・理休村

・林道村・大鋸屋村・中尾村・上見村・瀬戸

村・江田ニツ屋村・江田村・雨潜野村・野原

村・八塚村・石田村・東石田村・久戸村・神

成村・商品村・江田殿村・徳成村・利波羽村

・信末村・是安村・山田新村・野田村・金戸

村・野口村・塔尾村・示野新村・原村・西原

村・七曲村・北市村・戸坂村・五領村・今里

村・洞原崎村・谷村・山見村・松嶋村・藤橋

村・止観寺村・蓮代寺村・清源寺村・東城寺

村・神村・院宣見村・窪村・池田村・蛇喰村

・井口中村・東西原村・井波町・千福新村・

新泉沢村・盛新村・福野村・松原新村・長源

寺村・高堀之内上野村・利屋村・高儀村・高

屋村・専!勝寺村・岩屋村・五ケ村・筏村・北

川村・飛廓屋村・古上野村・清水明村・坪野

村・縄内村・松原上野村・松崎村・高儀新村

・高瀬村・百町村・年代村・野尻野新村・能

毛野新村・二日町村・大掘新村・古制l屋村・

小杉村・在房村・寺家村・寺家新屋敷村・上

津村・田尻村・野尻村・本江村・柴田屋村・

梅ヶ嶋村・三日市村・広安村・院林村・下吉

江村・稿光村・抗lJ屋;村・三ツ屋村・布袋村・

泉村・岩木村・ i免田相木村・前田村・西正寺
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村・桐木村・森村・川合田村・松木村・坂本

村・法林寺村・八幡村・中之江村・小文村・

蓄を谷村・倉ケ原村・土山村・鳥越砂子谷村・

有龍寺村・焼野村・腕蹴村(他，新聞9ケ

所分〉。

@砺波郡

ペ伏村・松尾村・長村・蓮沼村・綾子村・野

市す・小畑村・小矢部鳴新村・寄崎村・稲

時総牧村・小神村・茄子嶋村・鷲ケ嶋村・水

落村・金屋本江村・狐嶋村・下中村・砂田村

.柳原村・石名田村・道明村・五社村・金屋

開発村・西宮森村・七社村・東宮森村・東中

村・水之宮村・回野尻村・江波村・荒屋村・

北高木村・南高儀村・放寺村・岡御所村・行

兼村・千代村・六十歩村・新文村・小脇村・

小杉村・宮丸村・木之下村・十年明村・金屋

新屋敷村・日詰村・則安嶋村・抗lt回大坪村・

油田堀之内村・林村・紺屋嶋村・杉木村・油

田中村・高道村・中神村・杉之木新村・深井

村・大辻村・坪之内村・太郎丸三ケ村・矢木

村・庄下館村・大門村・新明村・竹正村・箇

加村・鹿嶋村・新高匡村・庄下五郎丸村・中

野村・野村嶋村・高堀村・墓浦村・安室村・

戸保家村・金屋本江新村・荒屋新村・坪北新

村・放寺新村・竹北新村・福久新村・五郎丸

新村・立野村・東石堤村・下日詰村・下開発

村・柴野内嶋村・渡村・高田嶋村・笹川村・

下老子村・壱歩弐歩村・江民村・上蓑村・袈

嶋村・矢部四ヶ村・小伊勢領村・西川原嶋村

.夏住村・中保村・駒方村・小竹村・今市村

・三ケ村・宮腰村・上開発村・須田村・後正

寺村・横越村・油屋村・羽村・竹村・光明寺

村・六家村・福田之内六家村・大源執す・佐

野村・北嶋村・石塚村・辻村・蔵野町村・荒

見崎村・本保村・市之瀬村・狼村・伊勢領村

・中之宮村・古戸出村・戸出村・大清水村・

吉住村・内嶋村・蜂ヶ嶋村・四日市村・柴野

村・柴野十日市村・麻生谷村・篠八口村・五

十辺村・江道村・堺村・内嶋広谷村・山川村

.勝木原村・入口村・高辻村・月野谷村・手

洗野村・細池村・嶋崎村・塔野嶋村・佐加野

村・岩坪村・頭川村・(他，新開14ケ所分〉。

②射水郡

北野村・大門村・犬内村・枇杷首村・百米木
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村・出来田村・井口:本江村・蓬花寺村・二口

村・土合村・浅井下条村・浅井嶋村・上条村

・小泉村・東広上村・串田村・円池新村・布

目沢村・藤牧村・堀之内村・中村・東本江村

・関口村・市之井村・円池村・上若林村・竹

鼻村・棚田村・安吉村・赤井村・本田村・下

若林村・本開発村・新開発村・鳥取村・小林

村・商高木村・八塚村・小嶋村・中野村・若

杉村・寺塚原村・川口村・宮袋村・川口村宮

袋村領・生源寺新村・串田新村・土合新村・

橋下条村・橋下条新村・日宮新村・三古田町

.青井谷村・青井谷新村・上野村・上野新村

・浄土寺村・黒河村・黒河新村・大手崎村・

鷲塚村・大江村・戸破村・小杉村・今開発村

・今井村・沖村・高木村・鏡宮村・布目村・

沖塚原村・北高木村・松木村・朴木村・中曽

根村・上牧野村・六渡寺村・六渡寺新村・稲

積村・野々上村・願海寺村・東老田村・花木

新村・中老田村・二俣村・小白石村・小白石

村同八議開・西高木村・久々江村・高場新村

.堀上新村・東津幡江村・殿村津幡江村・野

村津播江村・片口村・久々湊村・作道村・金

屋村・石丸村・姫野村・四日曽根村・三日曽

根村・荒屋村・法土寺村・長徳寺村・放生津

町・堀岡新村・新明神村・古明神村・海老江

村・三拾三ヶ村・針山新村・中新村・針山後

新村・打出本江村・利波新村・八嶋新村・中

野新村・穴場新村・野寺新村・柳瀬村・柳瀬

新村・弐拾六町村・摺出寺村・下村・小杉村

・大白石村・明利噺村・久々江新村・掘口新

村・放生津新町。

⑧射水郡

領家開発村・掛開発村・江尻村・荻布村・米

嶋村・角村・下牧野村・中伏木村・能町村・

石瀬村・野村・野村新村・三女子村・大野村

・中川村・鴨嶋村・下関村・上関村・下黒田

村・二塚新村・上黒田村・京田村・赤祖父村

・深沢村・下伏間江村・上伏間江村・西広上

村・西広上新村・西広上村・同新村領・西広

上村・拾弐町分・ニ塚村・東藤平蔵村・十二

町嶋村・西藤平蔵村・佐野四ヶ村・木津村・

嶋村・羽広村・北嶋村・早川村・波岡村・長

江新村・長慶寺村・四ツ屋河原村・横田村・

吉久枚!高岡廻濠分・三ケ新村・加納村・七
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歩一村・柿屋村・中村・谷屋村・新保村・小

窪村・論田村・熊無村・稲積村・下余川村・

上余川村・一例村・懸札村・森寺村・吉滝村

・磯部村・針木村・胡桃原村・国見村・小滝

村・角間村・指崎村・北八代村・白川村・五

十谷村・戸津宮村・長坂村・平沢村・吉岡村

.平村・阿尾村・薮田村・小杉村・泊村・字

波村・脇方村・小境村・大境村・姿村・中太

村・谷口村片海村・中波村・脇村。

②射水郡

蒲田村・神代村・矢ノ:方村・堀田村・耳浦村

・海津村・川尻村・万尾村・朴木村・泉中尾

村・鞍川村・朝日村・十二町村・窪村・園村

.柳田村・嶋村・太田村・西田村・乱橋村・

因子泉村・下回子村・上田子村・小竹村・国

分村・伏木村・古府村・ーノ宮村・串岡村・

矢田串岡新村・矢田村・裁光寺村・守護町新

村・守護町村・二上村・守山町・西海老坂村

・東海老坂村・須田村・五十里村百橋村道重

村板屋村・惣領村・飯久保村・矢田部村・深

原村・布施村・下久津島村・上久津田村・莱

原村・中谷内村・大野新村・上田村・早借村

・回江村・小久米村・日名田村・日詰村・池

田村・蝕疲村・鍬院村・鞍骨村・仏生寺村・

赤羽毛村・坪池村・棚懸村・老谷村・見内村

・葛葉村・岩ケ瀬村・床鍋村・三尾村。

②新川郡

内野新村・平速場新村・北野又新村・四ツ塚

村・北野新村・植木新村・大橋新村・紳新村

・清水新村・堂林新村・箱根新村・木鎌新村

・植木文新村・石塚新村・比丘尼新村・大野

新村・中野新村・中野又新村・天池新村・吉

田新村・北野村・生地新村・天神新村・北新

村・番目新村・石野村・石田川原新村・石岡

新村・田中新村・国家角内新村・窪田新村・

吉田村・高橋新村・沓懸村・下垣内新村・舌

山新村・長屋新村・吉城寺村・開発新村・開

発村・石田新町村・神谷村・中陳村・朴谷村

.尾山村・内生谷村・阿弥陀堂村・釈迦堂村

・笠破村・堀切新村・石田村・飯沢村・三日

市村・荻生新村・熊野新村・立野新村・栃屋

村・浦山村・古御堂村・嘉例沢村・金屋新村

・牧野新村・内山村・栃沢村・山田村・田家

新村・中新村・中野道村・前沢村・荻生村・



，.V: 

-一
r
計副議
4

治

村・座主坊新村・仏生寺村・五郎丸村・下国

寺村・上国寺村・高野之稲荷村・竹之内村・

金尾新村・番頭名村・入ツ屋村・高堂村・ニ

ツ屋村・的場村・小路村・沖村・新掘村・ニ

杉村・常願寺村・開発村・入部町村・塚越村

・白髭村・芦商村・上鉾木村・入江村・曽我

村・石田村・浅生村・横田新村・上開発村・

立泉寺村・上野村・中野新村・横古村・千垣

村・芦向島守寺村・下鉾木村・石田新村・新吉島

村・田添村・橋場新村・西芦原村・前沢新村

.舟橋村・東芦原村・黒崎村・高来日方江村

・田畑村・大村・中田村・森村・東岩瀬村・

西宮村・千原崎村・草嶋村・牧村・道町村・

犬嶋村・城川原村・広田上野新村・中嶋村・

盛田村・米田村・水落村・楠村・下飯野村・

針木村・日影村・平榎村・野田村・上野村・

東岸瀬宿並同浦方(他，新聞1ケ所分〉。

@新川郡

赤浜村・堀江村・大永田村・小森村・黒川村

.円念寺村・貝谷村・片地村・五位尾村・大

坪村・大坪新村・安田村・東福寺村・宝山村

.大榎村・栃山中新村・横道村・小寺又新村

.平塚村・柴村・大浦村・杉出村・柿木新村

・森野新村・野尻村・道寺村・金屋村・栃山

金屋新村・小林村・平塚新村・北野村・大窪

新村・二塚新村・栗山村・大掛村・栃山囲新

村・追分村・北野新村・四ツ屋村・浜四ツ屋

村・荒文村・高塚村・坪川村・坪川新村・長

ノ尾村・中河原村・寺家村・滑川町・大嶋新

村・住吉村・吉野村・出村・川津村・鹿野村

.早月川原村・斎木村・弥源、寺新村・浅生村

.有山村・升方村・早月上野村・吉浦村・升

田村・岩高村・三ヶ村・川縁新村・大熊村・

蓑輪村・伊折村・蓬沢村・折戸村・早月中村

・鉢村・本江村・改養寺村・花子新村・寺町

村・石仏村・護摩堂村・大窪新村・笠木村・

下嶋村・中村・田中村・高柳村・曲淵村

(他，新聞2ケ所分)。

@新川郡

三枚橋村・大家庄村・山王村・船見野村・船

川新村・桑畠新村・栗虫村・石谷村・下若林

村・泊町・大平村・中野口村・横水村・ニツ

村・月山新村・下山新村・平柳村・山崎新村

・荒川新村・音沢村・洞仕新村・前文新村・

藩

若栗村・植木村・下立村・堀切村・浜石田新

村。

@新川郡

柳寺村・石正村・下条開発村・小出村・曲演l

村・平塚村・北馬場村・石割村・高寺村・専

光寺・西光寺村・池田館村・伊勢屋村・市田

中村・河原田村・尾兵衛村・上荒文村・下荒

文村・放土ケ瀬新村・久金新村・久金村・田

伏村・佐野竹村・中馬場村・神田村・野宿新

村・大尾川原村・横越村・大塚新村・赤木村

・野徳新村・寺田中村新村・日中村・柴山村

・高原村・横江新村・竹林村・野町村・東野

菜rr村・福来新村・女川新村・野沢新村・下金:

剛寺新村・日中上野村・稲田村・中村・石坂

村・末之上野村・長屋村・小林村・宮村・下

沢村・中林耕す・芦見村・下瀬戸村・瀬戸新

村・新瀬戸村・四谷尾村・下白岩村・虫谷村

・弓谷口村・上白岩村・高原上白岩村・六郎

谷村・目新す・谷村・長倉村・城前村・岩間

関・下荒又村正印新村領・一田中村領・堅田

村・鏡田村・魚甥村・市江村・水橋中村・水

橋館村・狐塚村・桜木新村・下桜木村・隣j志
村・伊勢領・小池村・上桜木村・下砂子坂新

村・上砂子坂村・下砂子坂村・下青出村・飯

坂新村・飯坂村・砂田新村・上条開発村・下

経団村・上経田村・上経団新村・小泉村・太

郎右衛門新村・江文村・西洞原新村・若杉新

村・若杉村.lE印村・正印新村・科目村・弓

之新屋村・女川村・弓之館村・弓之柿沢村・

二日新村・正源寺村・弓之館新村・江田新村

・大松新村・大松村・若荷谷村・塩之谷村・

谷浅生村・中野又村・桧谷村・大沢村・西種

村・東種村・千石村・三日市村・横法音寺村

.横大坪新村・法音寺村・上法音寺村・湯神

子村・湯崎野村・堤谷村・須山村・上極楽寺

村・限目新村。

@新川郡

海老江村・竹ケ鼻村・高木村・浦田新村・ニ

塚新村・円通寺二塚新村・竹ケ鼻新村・立野

村・古海老江村・横沢村・日水村・野口新村

.大窪新村・蔵本新村.・浦田村・極楽寺新村

・極楽寺村・西若林村・若宮村・米沢新村・

中新村・榎新村・下段村・道源寺村・中山新

村・鋳物師沢新村・下田村・伊豆林村・栃津
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土地・貫租

篠111村・長野村・大屋村・野新村・下山村・ l 飯野村・小西村・三上村・金泉寺村・五本桜

束草野村・宮崎村・西草野村・殿村・金山村 | 村・宮成村・田屋村・中野新村・宮成新村・

・不動堂村・道下村・横尾村・高橋村・明日 | 一本木村・柴草村・市田袋村・市田袋新村・

村・杉森村・蛭谷村・山崎村・船見村・月山 | 肘崎村・池田町村・金尾村・北嶋村・金広村

村・窪田村・堺村・沼保村・南保村・船見野 | ・上川原村・清水堂村・放士ケ瀬村・新清水

之内酉中村・船見野之内下林村・船見野之内 | 村・泉村・若宮新村・辻村・辻新村・東若林

/~色兎駿均鱗粉船見野之内横道村洲見野之広三℃備制新村・下新村・沢端新村・江崎新村・沢新村
l~符・ノ屋村・船見野之内中村・船見野之内愛場村 .VJf孝符・ノ・測上新村・坂井沢村・下金岡崎村・上鍋q

v 船見野新村・船見野之内林尻村・船見野之内 | 寺村・末ノ野田村・末之若林村・米道村・寺

中沢村・船見野之内嶋迷村・船見野之内下野 | 坪新村・末谷口村・上末村・上瀬戸村・池田

村・船見野之内今江村・船見野之内中野村・ | 村・松倉村・小文村・座主坊村・天正寺村・

岡関新・目川村・君島村・横山町・八幡町・ | 秋吉新村・秋吉村・中河原村・中市村・公文

古川村・青.嶋村・臼森村・臼森新村・板屋村 | 名村・山室江口村・大田本江村・高屋敷村・

・高堂新村・吉原村・桐山村・拙沢新村・上 | 横内村・柿木荒屋村・西野新村・流杉村・大

野村・日吉新村・桐山新村・青木村・回又村 | 場村・石屋村・新名村・長屋村・城村・西番

・新屋村・古黒部村・藤原新村・荒又村・下 | 村・三室荒屋村・中瀧村・上漉村・文珠寺村

飯野村・小杉新村・春日村・神子沢村.神林| ・黒牧村・欄ケ原村・布目村・小谷村・砂見

新村・篠原新村・五十里村・本村・新村・荒| 村・福沢村・小佐波村・牧野村・舟倉村・日

俣村・村椿村・本村・道市村・下飯野新村・ | 尾村・小黒村・万願寺村・塩野村・瀬戸村・

上飯野村・小摺戸村・ー宿新村・浦山新村・ | 馬瀬村・石測村・下惣嶺村・小坂村・折谷村

飛腕村・高畠新村・高瀬新村・木根村.木根 | ・大清水村・大双嶺村・仙長原村・長瀬村・

新村・上飯野新村・柴垣新村・神沢新村・大 | 奥山村・東小俣村・西小俣村・手出村・赤倉

角井新村・大嶋新村・東狐村・道古新村・入 | 村・安樹す・隠土村・小原村・洞内村・有峯

膳村・入膳新村・若栗新村・柴川原新村・福 | 村・笹津村・牛ケ増村・芦生村・今生津村・

島村・福島新村。 I 布尻村・町長村・寺津村・蒋波村・大国務波

@新川郡 | 村・吉野村・伏木村・小原村・船渡村・猪谷

五郎丸村・江尻村・森尻村・野嶋村・眠目村 | 村。

・中嶋村・釈泉寺村・竹ケ鼻村・常光寺村・ ~新川郡

米嶋新村・広野村・北嶋村・斎神新村・中野 | 岡経田村・浜経田村・平伝寺村・仏田村・持

嶋新村・栃山新村・栃山稲泉新村・有金村・ | 光寺村・斎沢村・西尾崎村・江口村・青嶋村

中塚新村・柳原村・広中新村・栃山村・弥市 | ・吉嶋村・六郎丸村・横枕村・袋村・相木村

新村・江上村・広野新村・柿沢新村・野開発 | ・上村木村・釈迦堂新村・仏国文新村・北中

村・柿沢村・東江上村・中江上村・稲村・北 | 村・北鬼江村・本新村・下村木村・大海寺野

嶋新村・湯之上野村・田嶋野村・上市村・四 | 新村・刈安村・印田新村・三田村・本江村・

ツ屋新村・宮窪新村・沖田新村・栃山七ロ新 | 友道村・大光寺村・住吉新村・宮津村・湯上

村・青出新村・下梅沢村・蒋原村・上小泉村 | 村・鹿熊村・古鹿熊村・金山谷村・観音堂村

・法花寺・宮窪村・下小泉村・稲泉村・上嶋 | ・宝田村・稗畠村・池谷村・北山村・小菅沼

村・大門村・上嶋新村・領家村・上条l沖村・ | 村・坪野村・石垣村・大谷村・大菅沼村・石

高月村・上梅沢村・中青出村・森尻新村| 垣新村・嶋尻村・道坂村・東城村・泉谷村・

(他，新聞2ケ所分)0 山女村・平沢村・天神野新村・東尾崎村・木

@新川郡 | 下新村・拙田村・小川寺村・長引野新村・東

辻ケ堂村・畠等村・針原横越村・新保村・野 | 山村・貝田新村・青柳村・布施爪村・黒沢村

中村・宮条村・野中新村・町袋村・針原中村 | ・大沢村・福平村・池ノ尻村・回籾村・生地

・高嶋村・宮村・広田新屋村・飯野荒屋村・ | 新村・弐ツ屋新村・北野新村・新開六ケ村
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議

〈弐ツ屋新村・北野新村・石田新村・正光寺

新村・立野新村・四ツ屋新村〉・西田新村・

正光寺村・犬山新村・魚津町田地方・小津町

田地方・小津町・大海寺野村・大海寺新村・

長引野文新村・山室町村・古寺町・経堂村・

東長江村・双代村・荒川村・石金村・西長江

村・綾田村・田中蓑浦村・上富居村・上赤江

村・下赤江村・莱嶋村・莱田村・下冨居村・

鍋田村・中富居村・上飯野村・蓮花寺村・町

新庄村・川端村・向新庄村・本江嶋村・日又

村・貫田村・古川村・西芦原新村・朝日村・

川原毛村・中間嶋村・大江干村・嶋村・藤之

木村・金代村・藤木新村・河原新村・大中嶋

村・高嶋新村・利田村・日置村・半屋村・高

原之八ツ屋村・東大森村・高荒屋村・西大森

村・三ツ塚新村・泊新村・宮路岩僻村・岩勝

寺村・岡田村・松木村・牧村・才覚木村・水

須村・中地山村・下山之和田村・小見村・本

宮村・原村・新庄新町。

7022 能美郡村御印井当時御物成等相調理番上申帳

16.65-28 

天保13年 (1842)

7冊 24佃

治

7025 羽咋郡村御印留 16.65-31 

荻谷村長右衛門編

前国家編輯方手写明治年間

63T 23.5側

寛政6年 (1794)の番上げにかかるもので，荻

谷村長右衛門先組61ケ村の寛文10年(1670)村

御印の写。

7026 土田組村御印写 16.65ー'32

手写万延元年 (1860)

88丁お.5cm

梨谷小山村清右衛門所蔵の写。羽咋郡土田組寛

文10年(1670)の村御印等。

7027 村御印写

手写

2 fl& 23.5cm 

16.65-33 

。「村御印写奥書附礼調帳J砺波郡分。享保18

年 (1733)村御印写提出の際の村毎の奥書と

付札事項を収録したもの

。「和田新町作食御蔵エ御立置候御高札之写」

寛文4年 (166心御算用場から出された高札

文面を同13年(1673)番上げたものo

寛文10年(16初〉村御印と天保13年当時の定納| 検地 ・ 歩刈

・諸役を記し，諸変化を注記する。

①軽海組②苗代組@深津組④徳、橋組 I 7028 定検地方品々留 16.65-34 

⑤仮津組⑤山上組⑦北板津組。 I 手写

7023 石川部村御印持当時御物成等相調理害上申帳

16.65-29 

手写天保13年 (1842)

8冊24cm

書式は前号と同じ。

①中奥組②洞内組 ③富樫組④戸板組

⑤山鳩組⑤鞍月組⑦林組③米丸組。

7024 羽咋郡村々御印写帳 16.65ー30

酒見村八三郎編

前田家編輯方手写明治年間

157丁 23.5伺

真館弥左衛門所蔵の写。寛政6年(1794)の謹

上げにかかるもので，酒見村八三郎組下村々の

寛文10年 (1670)村御印の写し。

2冊 23.5cm

安井顕比旧蔵。定検地奉行の勤方に関するもの。

①川除普請の仕法，倣包定書等。寛文元年 06
61)より安永5年(1776)までの定検地奉行

人名を附す

②検地及び川除普請実施に際しての諸文書雛

形。

7029 歩苅定免古算解 16.65-35 

前田家編輯方手写明治年間

22丁お.5cm

原本は文化9年 (1812)成立。明暦2年 (1656)

歩苅定免，壱歩苅算用仕立様，享保10年(1725)

壱歩苅，鍔.土工夫之歩苅定免之法，立毛損毛ニ

而一作御用捨免歩苅之算法を収殺し，育，朱で

本文の解，解の解をつけている。
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土地・貢租

1030 C検地ニ付書上〕 16.65-36 I 7037 定検地所川除方詮儀之覚 16.65-43 

巻子1 14.5cm 

万治年間越中検地における村民の不正等につき

番上。西坂猪之助より，中川八郎右衛門・前田

七兵衛宛。

旧書名「西坂猪之助審翰ム

文化7年(1810)

2冊 2おm

宇野富良旧蔵。川除方施策に関する定検地所よ

りの魯上げ。①10月付 ②11月付。 ②は①に

基づく詮議の覚。

7031 定検地格式帳 16.65ー'37I 7038 歩苅算法捷径 16.65-44 

手写文政3年(1820)

15丁 12xIScm 

寺尾氏旧蔵。享和2年(1802)加賀藩の検地定

番，享保11年(1726)関東筋新聞糊腕目を収

む。 \6三襲名被yも静剤~)。

7032 検地方格式覚帳

算用場編

手写

16T 12x 17.5側

田辺氏旧蔵。享和2年(1802)の定。

16.65-38 

7033 定検地方当要 16.65ーe9

前田家編輯方手写明治年間

35T 23.5佃

享和2年(1802)検地御定書，定傑也所勤方之

覚を収録。文政4年(1821)までの事項を収む。

7034 内検地一巻等御扶持人勤向大概抄 16.65-40 

手写

31T 24cm 

享和2年(1802)改作奉行より諸郡御扶持人宛。

内検地に必要な一般知識，書類などをまとめた

もの。

7035 検地方格式覚帳 16.6ト 41

前田家編輯方手写明治年間

50丁 お.5側

加藤又八郎所蔵の写。享和3年(1803)検地の

際の規則，方法などを記す。

7036 作毛見立一巻 16.65-42 

前田家編輯方手写明治年間

42丁 お畑

英館与四郎所蔵の写。享和年間に申渡しの作毛

見立仕法及び文書調え方について記す。

文化11年(1814)

お丁 24cm

岡田様旧蔵。古法にかかわらず歩苅算法の捷径

の法を記したもの。検見歩刈算法，検見歩刈算

法求定免之法，立毛損毛ユ而御用捨免歩苅之算

法，検見健法一編ユ而歩苅之法，立毛損毛ニ而

一作御用捨免歩苅之算法などについて，それぞ

れ計算例を示している。

7039 (御見立格取極申渡糠〕

広瀬文八郎編

手写

12T 24.5cm 

16.65-45 

原題「以来見立格取極申渡帳」。一歩苅の古法

等を収録。天保9年(1838)，諸郡惣年寄，年

寄並のため参考とさせたもの。

7040 定検地所1日記要用抜書 16.6ト '.16

前田家編輯方手写明治年間

47丁 23.5ω

定検地奉行役所の古記録を抜粋したもの。雑之

部lR項，検地方之部14項，地廻り両河等之部3

項，竹方之部5項，御為一件4項。

7041 三州地方問書 16.65-47 

前田家編揖方手写明治年間

85丁 23.5cm

猪山成之所蔵の写。港政中期の検地，免定めに

関する格式等覚書。

7042 算法国税録

手写

17丁 23.5cm

16.65-48 

岡田様旧歳。 r算法国税録J上・中・下・付録

のうち上のみを写す。歩法・反別・斗代・反別

斗代相当，租税取方の5項目について記す。
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司岡田・圃・

有理

議 治

7043 検地方算法 16.65-49 7050 能美郡日用村内検地打立井抜物帳 16.65-56 

30T 23.5ω 文化9年(1812)

安井顕比旧蔵。検地の際の面積算出法について 52丁 12x35.5cm

記す。 測量間尺数と歩数の記録。回井村次郎吉，馬場

村喜右衛門の調査にかかるもの。

7044 検地縄張仕様図 16.65-50 

高畠厚定箸 7051 〔能美郡日用村内検地領絵図〕 16.65-57 

自筆天明6年(1786) 文化9年(1812)

絵図1枚 影 色 35x48cm 袋入 絵図 1枚 彩 色 47.5x155叩

高畠定酔旧議。縄張と歩数算用の見本図。 原題・旧曾名「能美郡今江村源介組日用村内検

地領絵図」。

7045 検地縄張之図 16.65-51 

高畠厚定著 7052 〔能美郡日用村惣打立歩の覚〕 16.65一号8

自筆天明6年(1786) 2通 12・2仰

絵図 1枚 彩 色 36x51cm 惣打立歩と抜物歩，畑折捨歩等の番上。

高畠定酔旧蔵。越中東岩瀬における具体例を示

す。 I 7053 能美郡本江村内検地壱番太角之中抜物持畠折幌

16.65-59 
， 7046 〔三舛l検地出高手上高等書出〕 16.6号一52 文化9年 (1812)

手写 51T 12x 18cm 
合綴 1(3冊) 24.5佃 田井村次郎吉，馬場村喜右衛門の調査にかかる

加越能三州各郡単位に元禄12年(1699)から正 ものo

徳5年(1715)までの検地出高・手上高及び定

免 相蹴臓の糊幡出・舗中舗 州 ③ 1.7054 能美郡本開削減糊 16.65--60 

加州の 3冊よりなる。 文化9年 (1812)

82T 12x 18cm 
7047 加州能舛l水くさり御見立御検地帳 16.65一号3 測量間尺数と歩数の記録。回井村次郎吉，馬場

山本弥二右衛門編 村喜右衛門の調査にかかるもの。

万治2年(1659)

9T 24cm 7055 〔能州越中之内野毛地不毛之地箇所附〕

中川典克旧蔵。前田七郎兵衛・中川入郎右衛門 16.65-61 

宛。 35ケ村について不納分の打立高等を記す。 文化14年(1817)

23丁 12.5X18佃
7ω8 能美郡西原村内検地打立弁抜物帳 16.65-一号4 越中三郡及び能登ロ郡について，見分箇所の番

文化9年(1812)
上げ。旧書名「能州越中之内野毛地不毛之地見

23T 12x 18ω 関之場所覚書J。
測量間尺数と歩数の記録。田井村次郎吉，馬場

村喜右衛門の調査にかかるもの。 〔能美郡湊村所々打立野帳〕 16.65-62 

天保10年(1839)

1049 〔能美郡西原村内検地分間領絵図〕 16.65-55 45冊 12x18cm 

文化9年(1812) ①石塚町人家居屋敷打立野帳

絵図 1枚 彩 色 25x53佃 ②常盤町人家居屋敷打立野帳

原題・旧書名「能美郡今江村源介組西原村内検 @松江町人家居屋敷打立野帳

地分間領絵図」。 ④冨春町人家居屋敷打立野帳
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干:

⑤出村人家居屋敷野帳

⑥浜納屋屋敷打立野帳

⑦岡田之割三番五拾歩割打立野帳

③岡田之割四番四拾歩割打立野帳

⑨岡田之割五番四拾歩割打立野帳

@岡田之割六番三拾歩割打立野帳

⑪岡田苗代三拾歩割打立野帳

⑫岡田早稲田四拾歩割打立野帳

⑬向嶋田割三番六拾歩割打立野坂

⑬向嶋田割四番五拾歩割打立野帳

⑮吉原境堀田割弐拾五歩割打立野帳

⑮所々割残り図形打立野帳

⑫吉原境畑割壱番四拾歩割打立帳

⑬吉原境畑割弐番四拾歩割打立候

土地・

⑫吉原村境畑割三番三拾歩割打立野帳

@吉原境畑割四番弐拾歩割打立野帳

@吉原境山ノ下タ畑三拾歩割打立帳

②向嶋畑割壱番四拾歩割打立野帳

@向嶋畑割弐番四拾歩割打立野帳

@向嶋畑割三番四拾歩割打立野帳

②向嶋畑四番四拾歩割打立野帳

@向嶋畑割五番四拾歩割打立野帳

@久保畑々割三番四拾歩割打立野帳

⑧清水屋五兵衛下タ畑打立野帳

@川中嶋桑畑百歩割打立野帳

@麻畑々割壱番弐拾歩割打立野帳

@麻畑々割弐喬l弐拾歩割打立野帳

@麻畑々割三番弐拾歩割打立野帳

@牛房割畑壱番三拾歩割三本組打立野帳

@牛房畑弐番割三拾歩三本組打立野帳

@固形畑壱番弐拾歩割打立野帳

@図形畑弐番四拾歩割打立野帳

@野畑々割壱番三拾歩割打立野帳

@野畑之割弐番弐拾歩割打立野帳

@村前砂畑壱番三拾歩割野帳

制す前砂畑弐番割弐拾歩割打立野帳

@浜畠無年貢場所打立野帳

@小兵衛先年分持場所六拾歩弐本組野帳

@小兵衛先年分持場所畑四拾歩割打立野帳

@所々野毛打立野帳

@所々薮地打立野帳。

旧曾名

「能美郡湊川中島桑畑百歩割打立野帳」

「能美郡湊久保畑々割三番四拾歩割打立野帳」

貫租

「能美郡湊小兵衛先年分持場所野帳J
「能美郡湊牛努畑打立野帳J
「能美郡湊清水屋五兵衛下タ畑打立帳J

「能美郡湊人家居屋敷打立野帳J

「能美郡湊出村人家居屋敷野帳」

「能美郡湊所々野毛打立野帳」

「能美郡湊所々腕開立野帳J

「能美郡渡所々割残り田形打立野帳J

「能美郡湊浜納屋々敷打立野帳」

「能美郡湊浜畠無年貢場所打立野帳J

「能美郡湊向嶋田割打立野帳」

「能美都湊向嶋畑割打立野帳」

「能美郡湊村前砂畑打立野帳J。

7057 [野帳・領絵図受取目録〕

1通 17cm

16.65-63 

原村・布橋村・本江村等の野幌，絵図受取目

録。放寺村彦右衛門より田井村次郎吉宛。

旧書名「彦右衛門受取書」。

7058 ロ郡村々歩刈手帳

16冊 24佃

16.65-64 

各村々について記し，新田は村毎に別記するo

G漉永4年(1お1)②同5年 ③ 同6年@問

7年⑤安政2年(1855)⑥同3年①悶4年③

同5年⑨同7年⑮万延2年(1861)⑪文久

2年(1862)⑫同3年⑬同4年⑬元治2年

(1865)⑮慶応2年(1866)⑮明治2年(1869)。

初59奥郡村々歩刈手帳

6冊 24ω

前号と同一番式で記載ロ

16.65-65 

①嘉永4年(1851)②安政5年(1邸8)③文久

2年(1862)④元治2年(1865)⑤慶応2年

(1866)⑥明治2年 (1869)。

拘60. [万治三年越中検地方書類〕

手写

巻子 1 25畑

中川典克旧蔵。

16.65-66 

。利波郡蓑谷村百姓番上 (3月13日付〉

。高儀新村十介番上 (2月13日付〉

o高儀新村書上 (2月3日付〉

。高儀新村百姓団地返却証文 (2月18日付〉
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藩

。坪野村市兵衛ロ番上 (4月9日付〉

。高儀新村十助団地割ユ付口上富(4月9日付)

。射水郡殿村津幡江村追出シ百姓断り審2通

(4月5日付〉

。利波郡高儀新村百姓返答書 (4月9日付〉

。樹也横目高柳喜平次番上 (4月18日付〉

。検地ニ付覚書2通 (4月18日付〉

。検地横目松原安兵衛書上 (4月20日付〉

。榔也横目田辺惣右衛門書上 (4月21日付〉

。渡辺弥平日拝水損見立井新開高本検地之覚

，治

"向F

新聞・変地

〈新開〉

7065 新関詮儀之趣申渡覚

手写

3丁 24cm

加藤氏所蔵の写。享和2年':(1802)新聞増免等

について，改作奉行より諸郡新田才許宛達書。

16.65ー71

(9月26日付〉

。西坂猪助村別検地不足高，諦高不足高等書上 I 7066 新田開発御仕法方留 16.65ー72

(10月14日付) 前国家編輯方手写明治年間

。射水郡槻包村々当打立高之覚。

以上を継立てる。

旧書名「万治三年検地番類ム

21丁 24cm

文政5年(1822)，天保9年 (1838)の仕法等

を収録。

享和3年(18ω〉

16.65→7 I 7067 新聞方御触留 16.65ー73

前田家編輯方手写明治年間

7061 新川郡高寺村内検地分間之図式

絵図 1枚 彩 色 139x9伽

高畠定降旧蔵。竿入地検尺数番入。旧書名「検

地割図ム

7062 (今津甚四郎口上番〕

自筆

1通 16.5cm

近江国今津村・弘川村の慶長7年(1602)検地

帳写しについて。今津甚四郎より算用場宛。

16.65-68 

7063 江州高嶋郡之内今津村・弘川村・海津之内中村町

立成本

懐

原
立

)

酬

伽

-m

畠

年
田

写

丁

6

所

手

2

保

ケ

享
三 16.65-69 

7064 加賀国越中国諸郡園地米ノ図

手写

2T 24cm 

端本。団地計，検地竿等のことを記す。

16.65-70 

1∞ 丁 幻.5倒

。嘉永元年以来新開方御蝕留(多国治〉

。新聞方御詮議ニ付畑直願出候分詮議方窺等之

品々 留帳(嘉永年間〉。

. 7068 新田裁許動向帳 16.65ー'7-1，

加藤又八郎編

前田家編鵠方手写明治年間

2冊お.5cm

新田才許役務上の記鰯1項目。内容年代，安政

2年 (1お5)-，慶応、元年 (1865)。

7069 加財!能州新聞御検地帳

万治2年 (1659)

3丁 24cm

中川典克旧蔵。加州・能州12ケ村の新開地の検

地打立高を記す。山本弥二右衛門より前回七郎

兵衛・中川八郎右衛門宛。

16.65ー75

7070 (加越新聞高覚〕

改作所綴

6通 25cm

寛文3年(1663)-元禄12年(1699)。後欠文

書を含む。

16.65ー76
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土地

7011 新開方三種 16.65ー，77

前田家編鋸方手写明治年間

60T. 23.5叩

。寛文4年(1664)より天和3年(1683)迄新

開畠直γ高相記帳羽咋郡堀松村三郎兵衛組

〈園田武信所蔵の写〉

。文政2年 (1819)御尋ユ付新聞等之儀心附

之程ケ条書ユ相調奉指上候〈岡部勇作所蔵の

写〉

。文久2年以来新川郡末三ヶ野等開発方一件

(阿部勇作所蔵の写〉。

初12 (新田永荒之覚) 16.65-78 

自筆

巻子 1 24佃

正徳元年(1711)以降の三州の新田高と永荒高

の計算について，横山中務・野村勘兵衛の覚。

正月16日付。

初73 (能美郡若原村領新聞内検地手絵図) 16.65ー，79

文化9年(1812)

絵図 1枚彩色 27.5x4Ocm

原題「能美郡若原村領井享保八年新聞内検地手

絵図J。享保8年 (1723)新関場所の図。

7074 河北郡請高新関根幌 16.65ー'80

租税局編 . 

104'丁 2釦m

天保9年(183ω 以来の新開分について，明治

元年 (1868)より 7年 (1874)迄の免率を

記事込

7075 (河北郡新聞高免帳] W.65ー81

3冊 24佃

延宝~明治年間の新開分について， 明治元年

(1868) より 7年(1874) 迄の免率を記載。

旧書名「河北郡村高帳」。

7076 井上組川尻村新聞願場所申分詮義一件

16.65-82 

明治元年--3年 (1868--70)

巻子 1 24cm 

論所は河北潟縁。川尻村組合頭白書等 5通を継

ぐ。

: 7079 

nu 
no 
nu ，t 

寅租

7077 〔河北郡川尻村新聞願) 16.65--83 

明治3年(1870)

巻子1 2必m

川民村六右衛門等より租税局宛。河北潟の縁，

川尻に55，∞0歩程の新開計画。

7078 (河北郡川尻村新開場所稲刈込一件口容〕

16.65--84 

明治3年 (1870)

巻子 1 24cm 

新田市十郎等宛肝煎伝右衛門等口暫，及び新田

一二郎・御扶持人衆宛頭振六右衛門等白書。

旧書名「河北郡川尻村新開田刈込一件」。

新関根帳 16.65--85 

前田家編輯方手写明治年間

60丁 23.5ω

真館民所蔵の写。天和2年 (1682)--文化7年

(1810)羽咋郡入野村など40ケ村図免新聞の実

例を記す。

能州口郡邑知潟絵図 16.65--86 

文化1持(1817)

絵図 1枚彩色 312x21伽

邑知潟干拓のための新聞願場所を指示した絵

図。邑知潟に注ぐ河川等についても正確に記

す。分間図式百間曲尺二寸。

: 7081- 締高新聞所之内当年内検地可被仰付ケ所奉伺上帳

16.65--87 
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ロ;郡御扶持人等編

前田家編輯方明治年間

3T 2生m

真館民所蔵の写。嘉永3年(1850)口郡御扶持

人より改作所宛。口郡村々14ケ所における内検

地施行伺番。

7082 (羽咋郡吉崎村清四郎新聞願所詮義等口書一件〕

16.65-88 

前田家編輯方手写明治年間

12丁 24cm

真館氏所蔵の写。原題「嘉永四・五年吉崎村清

四郎新聞願所同村弥五兵衛先達而願御閲届見込

場所之旨同人申聞双方詮義口:昏等一件絵図弐



落

枚添J。

7083 新聞方御用留 16.65-89 

荻谷村阿部勇作舗

前国家鏑鱒方手写明治年間

治

83丁お.5cm

石崎彦太郎所蔵の写。内題「山田新田由緒根

事長J，山田新田は栃波郡にあり，藩によって植

民されてできた村。内容年代寛文12年 (1672)

~寛政8年 (1796)。

3冊 23.5佃

阿部勇作所蔵の写。内容年代，安政6年(1邸9)I 7089 ('高岡御廟御見隠林新開願詮義白書等〕

~慶応元年 (1865) 16.65→5 

①安政6年・万延元年(1860) ・文久2年(18

62)新開方調理の際の番上等

②安政6年より万延元年の新開方小紙等留，万

延元年一育組舟尾村新開ェ付肝煎へ対ジ村方

百姓不，む服詮義一件

③文久3年・元治元年 (186.1)・慶応、元年新聞

方調理の際の番上等。

7084 (鹿島郡〕吉田村平次郎新聞願ニ付指構申分一件

16.65-90 

前田家編輯方手写明治年間

9丁 24佃

真館氏所蔵の写。吉田村内での申分について嘉

永3年 (1850)の文書を収録。

7085 (古城村荒地起帰シ一件] 16.65→1 

前田家編紙方手写明治年間

11丁 24佃

真館氏所蔵の写。原題「古城御林山之内ユ而古

城村荒地起帰シ仕度旨エ而願曾付等ー件J。内

容年代，文政5年 (1822)より同8年。古城村

は能登鹿島郡に属す。

7086 鳳至・珠洲商御郡極高新関根幌

御代官割所綴

149T 24佃

各新開場所には，安政4年(1857)より明治7

年 (1874)までの免率を記す。

16.65-92 

7087 鳳至・珠洲両御郡定免新関根帳

御代官割所綴

16.65-93 

手写

6丁・巻子3・絵図1枚 24佃・ 15.5-24cm

・部X39cm 袋入

原題「高岡御廟御見隠林繁久寺新聞願エ付大野

村等よりも新開願出詮義仕候白書等Jo越中高

岡繁久寺と射水郡大野村・中川村・赤担父村3

ケ村の新聞をめぐる争いに関するもの。

①御廟所御境内領地由緒写〈正保3年~万治3

年〉

②〔大野村肝煎普助ほか願書](明治3年〉

③高岡繁久寺境内新関願，御扶持高指止に付繁

久寺火燈役など24.人に旧扶持高作配願

@繁久寺火燈役の者共出作方願許可状，繁久寺

新関願に付返番

⑤射水郡二上組大野邑領往古野役地之内瑞龍院

殿様御廟所御境内繁久寺居屋敷火燈人掃除者

居屋敷等之絵図〈明治3年)。

7090 (御林跡地開発申付書〕 16.65-96 

1通 16.5佃

辰2月2日付，砺波郡般若組芹谷野御林および

常国村百姓持山林を伐った跡地の開発を命じた

もの。算用場より改作奉行宛。

旧書名「御算用場逮番J。

7091 富山境新開地之図 16.65→7 

享保14年 (1729)

絵図2枚彩色 l06x206佃・ 105x2ωω

新川郡神通川と古川聞の新開地において，加賀

藩領の村と富山藩鎮の村との領地境極図。

12丁 24.5cm I 7092 (神通川古川跡新聞境目絵図〕

元治元年 (186心定免入となった新聞高盤上。 I 手写

7088-山田野新田由来 16.65-9，1 

前田家編輯方手写明治年間

16.65-98 

絵図1枚 彩 色 82X159ω 

文化3年(1806)5月，東岩瀬往還から河口

迄，新しい神通川の西側にあたる地域で，加賀

-354ー
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戸

土 地

落と宮山藩の境界を示したものo 裏面に両藩領

懸り村々の申分なき旨諮-書を記す。

初93 (岩瀬野閲之絵図添紙面〕

手写

巻子1 24叩

16.65-99 

中川典克旧蔵。西岩瀬村と草1鳥村の領境に関す

る，松田権太夫より中川式部宛詮議報告書。

7094 拾弐貫野新聞盤篇

杉木有一編

前田家編輯方手写明治年間

55丁 23.5佃

16.65-1∞ 

内題「布施山御閲濫筋一件」。内容年代，天保

9年(1838)--嘉永4年(1851)，越中新川郡

拾弐賀野新関について。

7095 下新川郡十二貫野新聞所総絵図

天保1伴(1839)

絵図 1枚彩 色 113x232cm

未完成のもの。十二貫野村等領図。

16.65-101 

7096 新川郡十ニ寅野宮野商関分間絵図 16.65ー102

天保1持(1841)

絵図3枚 彩色 126x 234伺袋入

①野之分上

②用水筋中 (68x263佃〉

③用水筋下 (86.5x166.5佃〉。

7097 新川郡十ニ寅野井宮野両御仕立関分間絵図

16.65-103 

天保1持 (1841)

絵図 1枚 彩 色 124x233佃

閑地の川・道等書入の分間境図。

旧番名「新川郡十ニ寅野井宮野両閲分間絵図」。

7098 (新川郡〕十ニ貫野宮野分間図等 16.65-1似

天保13年(1842)

絵図6枚彩 色 27.5x45cm 包紙・帯封

φ十二賀野宮野両御仕立開略図，野之図，天

②十二貫野宮野両御仕立関略図，用水筋之図，

地 (27.5 x 83cm) 

③浦山村ヨり布施川マテ十二貫野通等御道筋之

図，全 (27.5X79.5佃〉

貫租

@於黒部川舟橋視十二賀野図 (18x83ω) 

⑤於片貝川西岸挑望十二貫野図 (18x55cm) 

⑥於植村す上之村端見十二貫野図(18X55ω〉。

7099 (新川郡布施山開〕

絵図2枚彩色 28x40cm

①布施山関略図(金谷孔彰旧蔵〉

16.65-105 

②新川郡布施山御仕立関略図(安井顕比旧蔵〉。

①では新開高を記す。

7100 新聞詮議方一件 16.6手ー106

前田家編輯方手写明治年間

80丁お.5佃

杉木有恒旧蔵。嘉:永元年(1848)新川郡十村中

の記録。

〈変地・引高〉

7101 御領国水損風損之覚

右筆所編

手写

25丁 25cm

16.65-107 

寛文8年(1668)から延宝3年(1675)の風水

害の損害について。

7102 御郡方検地永引高物成芥年季引免物成等之覚

16.65-108 

御勝手方縞

12'丁 23an

宇野富良旧歳。宝永2年(1705) ・同4年~同

7年分について，加賀・能登・越中の各都別に

記事た

7103 鰭郡変地村々之内千石ニ五拾石御定不行届村々御

償米仕立帳 16.65ー109

天明 8:年(1788)

2丁 24cm

宇野富良旧歳。御勝手方の帳面。

7104 鰭郡変地御償米引免エ仕立申定納口米井年季を以

立帰草高等仕分ケ帳 16.65-110 

天明 8年 (1788)

14'丁 24但

宇野富良旧蔵。御勝手方の帳画。
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もと絵図21枚のところ袋村分を欠く。

7109変地方一件

真館奥四郎編

前田家編輯方手写

112T 23.5cm 

真館氏所蔵の写。安政6年(1859)--慶応元年

(1865)の口郡における変地の調理，見分書

類，参考上の雛形，また変地村々の償米仕出帳

を収録。

16.65-115 

〔犀川桜畠下立札立替願〕

寛文6年 (1666)

1通 24.5佃

法嶋村肝煎太郎兵衛等より川崩地につき立札立

替を願い出たもの。

務

16.65-111 7105 

明治年間

弐拾ケ年御取扱米等書上

6丁 斜 佃

嘉永5年(1852)--明治4年(1871)能美郡湊

村の変地償米，同勢子米，貸米 .ft銭などにつ

いて記事込

16.65-112 7106 

〔字出津新村地所見立頭振屋舗ニ願上云々〕

16.65-116 

7110 

手写

9丁・絵図2枚 23.5cm・28x37.5佃

多田氏所蔵の写。表番に「寛文十二年子七月廿

八日新村地所見立頭振屋鋪ニ願上則御入被仰付

延宝三年夕日五月廿六日絵図之表歩数相究同十一

月十二日御印御下之写等，井新町一件魯物，外

ニ絵図二枚添Jと記す。

〔村領地引高原〕

慶応4年 (1868)

巻子1 24cm 

石川郡笠舞村，山崎領，新川郡滑川町，鹿嶋郡

矢田新村の御用地についての引高願。

旧書名「村領地引免願J。

16.65-113 7107 

16.65-114 

16.65-117 〔鳳至郡村々 引高覚書〕

巻子1 16佃

鵜浦村等21ケ村の引高，見取高等の覚。

旧書名「鳳豆郡草高並引免高覚書ム

7111 

16.65-118 変地御償米一件

前田家編輯方手写

69丁お.5cm

上新川郡についてのもの。変地御償米願並立帰

り方仕出帳〈天保1伴).装地御償米奉願帳〈同

12年・ 13年).変地御償米割府帳〈同年).菱地

御償米蔵向顕等(同14年).変地御償米奉願帳

(同1縛・ 15年・弘化3年〉を収録。

明治年間

7112 

〔越中常願寺川筋変地之場所見取絵図〕

16.65-119 

7113 

手写

絵図2枚彩色 54x119佃・4Ox70佃

1枚には「安政五年二月廿五日夜大地震ニテ山

々動崩レ常願寺川水源淀水同三月十日四月廿六

日両度押出シ入川泥置等変地之場所見取絵図J

と記す。他の 1枚は同内容縮小図。

〔河北郡第十五区村々変地絵図〕

明治5年(1872)

絵図20枚・ 1通彩色

袋入

①加賀国洞北郡第十五区三番組下回上村領変地

場所縄入之図

②上田上村浅野川筋 (28x1371佃〉

③上田上村姫谷川筋等 (39x83佃〉

③銚子ロ村 (28x79叩〉

⑤中村 (67x8仇m)

⑥野村 (41x78.5ω) 

⑦谷口村 (28X80佃)

③打尾谷村 (28x117cm) 

⑨平等村 (28x157叩)

@同四番組下下荒屋村 (28x 58. 5cm) 

⑪藤六村 (27.5X78佃)

⑫東市瀬村 (28x79佃)

@;ft袋村 (28x125佃〉

⑬平下村 (28x138回)

⑮板ヶ谷村 (28X53佃)

⑮上山村 (55X1ω佃)

⑫大菱池村(鎚x79cm) 

⑬魚帰村 (28x99ω) 

⑮俵原村 (28x 39. 5cm) 

@新谷村 .(28x 141cm) 

7108 

39.5x 821佃・ 24ω

，
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土地・貢租

1114 (新川郡白岩川水淀之図〕

手写

絵図 1枚 彩 色 27x39.5cm

16.65-120 

高畠定時旧蔵。高野組等の水淀高も記す。

1115 新川郡高原野零載分全図

万延元年(1860)

絵図1枚 彩 色 60x141佃

16.65-121 

内題「新川郡高原野等御引縄之地元常願寺川筋

自農地所引越村々等裁分之場所分間絵図J。金

谷孔彰旧払

1116 (新川郡友道村之内屋敷地打渡方延期願〕

16.65-122 

肝煎源右衛門等著

慶応、4年(1868)

1通 2仰 n

稲苅取後までの延期願。旧番名「新川郡友道村

肝煎源右衛門願書」。

1111 (居屋敷引高原添書〕

1通 16.5伺

新川郡境村長左衛門等4人の分。

旧書名「小幡和平口上番」。

16.65-123 

草高・定納・小物成・失銀・万雑

〈草高・定納〉

1118 貞享元年四月在高改極り高目録

貞享元年(1684)

巻子2 24.5an 

16.65ー 124

加賀3郡と越中3郡の組毎の高を列記する。

旧番名「在高改極り高目録Jo

1119 貞享元年四月在高改極り高目録 16.65-125 

前田家編輯方手写明治年間

6 T 25.5cm 

前号と同内容。

1120 加能七郡高免 16.65-126 

前田家編輯方手写明治年間

102丁 26.5佃

能美郡首代組29村・軽海組3鉢す・板津組33村・

莱津組38村・徳、橋組3#す・山上組3跡す・北板津

組39村

石川郡河内組31村・林組39村・山嶋組3#ト中

奥組37村・富樫組41村・米丸組5討す・戸板組41

村・鞍月組5~す

河北郡金浦組56村・小坂組49村・五箇庄組45村

.井上組45村・英組36村・金津組3対す

能登口郡押水組4鉢す・邑知組39村・甘回組26村

・土田組40村・富来組4対す・熊木組42村・一青

組.46村・島組20村・矢田組41村・上浅井組2吟す

.下浅井組16村

奥郡仁岸組65村・櫛比組6併す・大屋組4術・河

原田組15村・下町野組4付す・若山組お村・正院

組17.村・直組17;村・木郎組26村・上町野組21村

・諸橋組26村・南北組50村について草高と免率

を記す。

1121 (諸郡新聞御物成増減帳] 16.65-127 

慶応元年(1865)，....，明治4年(1871)

仮綴7 24佃

各郡の新田才許が作成したもの。

。諸郡新聞御物成増減帳〈慶応元年〉

。慶応2年能美郡・石川郡・河北郡・口郡・

奥郡・砺波郡・射水郡・上新川郡・下新川郡

新開御物成増減密上申帳

。慶応3年向上

。慶応4年向上

。明治2年向上

。明治3年向上

。明治4年同上。

1122 御取箇調理小寄

慶応3年(1867)

34T 23.5an 

16.65-128 

加賀・能登・越中の各都別に，物成高について

記す。

1123 御取箇調理小寄

明治元年(1868)

34T 24.5cm 

前号と同一様式で記載。

.r 

16.65-129 
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7124 

7125 

(-

7126 

7127 

7128 

7129 

諸郡掌高定納口米等調理幌

明治2年 (1869)

17丁 24.5cm

務

16.65-130 

岡田様旧蔵。加賀・能登・越中の郡方及び町方

について記す。

〔郷村高等下調案文〕

明治2年 (1869)

10丁・ 2通 M伺・ 15.5an

16.65-131 

明治維新の時，租税決定のため民部省からの命

令に基づいて，加賀・能登・越中の元治元年よ

り明治元年文は同2年までの，物成・小物成の

番上げが行われたが，これはその様式雛形及び

添番。

加能越三国郷村高六ヶ年平均

手写

3冊 25--28.5cm

①加賀園能美郡・石川郡・河北郡分

16.65-132 

能登国羽咋郡・鹿嶋郡・鳳至郡・珠洲郡分

越中国砺波郡・射水郡・新川郡分

②加賀・能登国分

③越中国分。

子~巳年間(元治元年~明治2年〉の物成・小

物成魯上。

郷村高六ヶ年平均根冊縮

4丁 24an

16.65-133 

金沢藩領，加賀・能登・越中・近江国郷村帳目

録。

六ヶ年平均郷村高根下タ調理

明治3年 (1870)

55丁 24.5an

16.65-134 

能美郡，河北郡，能登国，砺波郡，新川郡の分

及び，能美郡湊，石川郡金石本町地方・金石庄

町地方・松任，河北郡卯辰村，砺波郡権正寺村

の分を収む。

旧領地租税録

租税局編

明治3年 (1870)

5冊 24cm 袋入

①旧領地租税録

16.65-135 

7130 

7131 

7132 

7133 

7134 
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②明治元年分三州祥江州盤御預所土方領惣草高

組数村数等調理帳(明治3年正月)

③明治元年分御取筒井御物成調理番上申帳〈明

治 3年租税局〉

④明治二年分御取箇井御物成調理書上申帳〈明

治3年租税局)

⑤新開御物成増減調理香上帳(明治3年 9月民

政所租税方〉。

羽鹿商郡高免記

前田家編輯方手写

113丁 23.5佃

16.65-136 

明治年間

上回源助所蔵の写。羽咋・鹿島郡の十村組別の

村々草高，享和2年 (1802)までの手上高，引

高などを記す。

〔羽咋郡・鹿島郡村高帳〕 16.65-137 

7冊 26.5四

①羽咋郡押水組 ②同邑知組 ③同土団組@

同富木組⑤元高山県分⑥羽咋郡鹿島郡下浅

井組⑦同熊木組

村毎に高と免の内訳を示し，年貢米合計を記

す。明治4年 (1871)以降の成立。

旧書名「村高帳J。

羽鹿両郡新聞一件

荻谷村阿部勇作著

前田家編輯方手写

48T 23.5佃

16.65-138 

明治年間

阿部芭造所蔵の写。内題「羽咋鹿島両郡新聞所

高物成増減帳j。内容年代，天保9年(1838)--

元治元年 (1864)。

〔能登園郡定免御取箇目録〕

明治3年 (1870)

5丁 24an

明治2年， I日土方領7ケ村の分。

16.6号-139

旧書名「能登園羽雌郡鹿嶋郡定免御取箇目録」。
院在ちltく

能登国羽咋郡之内郷村高帳

3冊 24.5佃

16.6仔ー140

①上浅井組②甘団組 ③富来組の分を収む。

-
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土 地 貢 租

1135 押水組各村草高井定納口米定 16.65-1.11 7142 〔砺波郡高物成等調理帳〕 16.65ー 148

31丁 12X18ω 明治2年 (1869)

羽咋郡押水組の分。草高 1石高当りの作徳、米の 21丁 24cm

算出についても記す。 原題「高物成等調理J。元治元年(186心~明治

元年 (1868)分。

1136 能登園鹿島郡之内郷村高帳 16.65-142 

40T 24.5cm 1143 〔砺波郡権正寺村等高増減番上〕 16.6号一149

下浅井組の分。 手写

5丁24cm

1131 鳳至郡村々高免記 16.6手一143 権正寺，芹谷野新村，頼成村の引高，手上高等

前田家編輯方手写明治年間 を記す。

85丁お.5cm 旧書名「砺波郡権正寺村等高魯上」。

上回源助所蔵の写。定納ロ米，夫銀，小物成，

新開高，引高等を記す。文化年間の調理までを 1144 〔射水郡草高等書上〕 16.65-150 

記椴。 宝暦1伴(1760)

1通 25cm

1138 〔珠洲郡下町野組〕郷村高物成調理幌 草高・手上高・新開高盤上。下条村弥四郎より

16.65ー144 横地忠太左衛門等宛。旧魯名「射水郡七組草高

33T 24cm 等覚J。

1139 越中三郡高免 16.65-145 7145 射水郡草高等弁租税害上帳 16.65-151 

前回家編輯方手写明治年間 明治2年 (1869)

129T 27，佃 24丁 24.5cm

砺波郡16組.696村，射水郡1姻 331村，上新川郡 草高，新開高，収納米高，夫銭について，元治

9組583村，下新川郡7組308村の草高と免率を 元年(1864)より明治元年(1868)までの5ケ

記す。 年間の分を記し， 1ヶ年平均を算出。

1140 .(越中国高帳〕 16.65-146 7146 射水郡草高書よ帳 16.65-152 

手写 前田家編輯方手写明治年間

14丁 12X36佃 62丁お.5佃

砺波郡，射水郡，新川郡について，各郡毎に記 高岡江守六歳所蔵の写。内題「明治六年(1873)

す。元治元年 (1864)-..，明治元年 (1868) の 第十七大区村々古高拝領高共明治五年分草高拾

分。 石当定納口米陸諸入用米引去手取作徳米番上

帳Jor射水郡五十八村草高等書上帳J。
1141 越中国砺波・射水・新川郡之内郷村高帳

16.65-147 1147 〔新川郡〕古田新開高物成持夫銭定散小物成等調

金沢藩縞 理帳 16.65-153 

明治3年(1870) 明治2年(1869)

35丁24cm 20丁 24.5cm

射水郡能町村，小杉新町，砺波郡権正寺村，館 元治元年(1864)-..，明治元年 (1868)分。

波村，新川郡辻ケ堂村，荒川村，東福寺野新田

について，元治元年 (1864)より明治2年(18 1148 新川郡鴫組郷村高帳 16.65-154 

69)までの物成高，諸役を記す。越中3がの総 167丁 24.5cm

高を付記。 う彦戸 新川郡嶋組の下調理。
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〔散小物成覚〕

明治3年，_(1870)

仮綴 ld~遁〉 伽

郡治方・市政方より民政所への小物成納所調理

帳提出方報告と小物成収納覚など。

16.65ー161

治

7155 

藩

7149 江州御領今津弘川海津中村町三ケ村御高方帳

16.65-155 

手写

18丁 24ω

寛政2年(1790)江州御領収納米勘定番，夫銀

・小物成高，今津村町内問数之党等を収む。

16.65-162 能美郡小物成

河原山村十村十左衛門編

手写

8T 24佃

明暦3年 (1657)原本成立。組下村々の小物成

銀納所請合状。

7156 

近江園高島郡之内旧領地租税録

12丁創 価

今津村，弘川村，中村町の元治元年(1864)よ

り明治2年 (1869)の租税高及びその平均を記

す。

16.6号ー1567150 

江戸御普請ニ付私組下より出申御役人付帳

16.65-163 

7157 〈小物成・失銀・万雑〉

手写

8丁 24，ω

真館氏所蔵の写。万治形F(1658)悶12月鹿島

郡有江村藤右衛門組の帳で，江戸へ徴発された

人夫47人の家中での帰属と出入の日限を記す。

夫銀抄

前田家編輯方手写

llT 25cm 

夫銀の始原に関する諸説と，元和3年(1617)

より弘化元年 (1844)までの夫銀に関する法令

を収録。

16.65-157 

明治年間

7151 

7158 与荷米畑山年貢出入訴状写

手写

5丁斜伺

真館民所蔵の写。元禄3年(1690)鹿島郡庵村

浜方と土方領岡村山方聞の，百姓持高に応じた

田畑山平均に関する出入における浜方訴状写。

16.65ー164

御領国之内小物成諸運上之義ニ付紙面之写

16.65-158 

御勝手方編

32T 24佃

宇野富良旧蔵。御勝手方の帳面で，享保年聞の

諸運上銀増徴に関する詮議番。

7152 

7159 定小物成井散小物成銀取立之儀=付御改作所等御

入御紙面之類留一件 16.65-165 

荻谷村七左衛門編

手写

7T 24側

内容年代， 明和9年 (1772)。小物成取立主附

拝命の際のものo

〔大工作料之極井小物成〕

前田家編韓方手写明治年間

2冊 25佃

1冊は大工作料の極，小物成〈魚・材木口銭〉

のことについて記す。なお表記に朱字で「大工

作料ノ事Jr享保三年鳩巣寄翰ノ中ユアリ」と

ある。他の 1冊は大工作料の極 ((iij内容)のみ

を収む。仮りにここへ収める。

16.65-159 7153 

16.65-166 〔越中各都定散小物成銭番上申糠〕

8冊 24.5伺

①元治元年より明治元年迄定散小物成銭番上申

帳(砺波郡明治3年2月〉

②向上〈射水郡)

③元治元年より明治元年迄5ヶ年分定散小物成

調理幌〈新JII郡 明 治3年2月〉

@元治元年より明治元年迄5ヶ年分散小物成銭

7160 

加越能小物成帳

前田家編輯方手写

29丁 23.5佃

「御郡方旧記J(1)からの抄録で，天明6年(17

86)各郡の小物成銀高の他，同7年用米並酒造

米高，金沢小物成銀高等を記す。

16.65-160 

明治年間

7154 

、
主
主
主
主
議
論
幽
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土地

書上申帳(高岡町明治3年)

⑤元治元年より明治元年迄5ヶ年分散小物成銭

巨細帳(城端分明治3年2月)

⑥元治元年より明治元年迄5ヶ年分散小物成銭

巨細帳〈今石動分明治3年〉

⑦元治元年より明治元年迄5ヶ年分散小物成銭

巨細候(氷見分明治3年2月〉

③元治元年より明治元年迄5ヶ年分散小物成銭

巨細書上申帳(魚津町〉。

1161 今石動御地子米労・諸役銀等之義害上申帳

16.6号ー167

文化13年 (1816)

5丁 24佃

富田権六郎旧蔵。今石動肝煎油屋十右衛門等よ

り今石動の奉行所宛で，文化12年上納分の番上

げ。

1162 氷見町御地子米井諸役銀等之儀番上申幌

16.65-168 

文化13年(1816)

6丁創価

富田権六郎旧蔵。文化121F-.地子米，夫銀，役

銀等，氷見町より今石動奉行所への上納高とそ

の内訳を記す。氷見町肝煎の番上げ。

1163 (射水郡西条組太田村・西田村領茅場役銀地打立

幌並絵図J 16.65-169 

嘉永2年(1849)

2冊・絵図2枚 12x 18cm 袋入

①太田村領茅場役銀地打立帳

②西田村領打立候

③絵図 (28x94ω〉

G瀦図〈お.5x45cm)。

1164 (郡万雑組万雑村万雑の内組万雑指止=付達〕

16.65-170 

手写嘉永6年 (1853)

2T 24cm 

原題・旧書名「御郡方万雑之立方是迄御郡万雑

等云々」。真館民所蔵の写。組万雑廃止につき，

奉行所より諾郡宛の達書。

貢租

1165 万雑方窺帳 16.65ー171

前田家編輯方手写明治年間

66丁 23cm

加藤又八郎所蔵の写。嘉永7年 (185心及び安

政2年 (1855)両度の諸郡万雑取極方奉窺帳を

収録。

1166 諸郡詮議御郡所御改作所ヘ窺上俣定番

16.65ー172

手写

24丁 24cm

加藤又八肉親蔵の写。天保12年 (1841)ロ郡の

分。諸万雑高騰に付諸君蜘扶持人の相談覚書，

村万雑取立方取極帳，肝煎扶持米之定，村今組

合頭役料之定ほかを収録。

1161 奥郡御郡万雑書上申帳

筒井内記等箸

3冊 24.5cm

16.65-173 

慶応4年(1868).明治元年 (1868).明治2年

の分。御郡万雑へ打立の飛脚質等調理番。能州

御郡所・御改作所等宛。

旧書名「御郡万雑書上申帳」。

1168 奥郡新聞方万雑書上申帳

手写

3冊 24cm

16.65-174 

①慶応4年(1868)改作所宛②明治2年(18

69)勧農局宛③明治3年 (1870)租税局宛。

内容はそれぞれ前年度分の奥郡新聞にかかわる

万雑諸雑用調理番。

収納・御蔵・蔵宿

〈収 納〉

1169 (凶作ニ付納米吟味方之達書〕 16.65-175 

巻子1 17cm 

中川典克旧蔵。 11月8日付当年悪作に付収納米

吟味方の算用場触を11月14日付で野崎弥兵衛が

下達したもの。

旧書名「野崎弥兵衛達書」。
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藩

7170 (居すヘ御印御成替願.) 16.65-176 

1通 M佃

飽美郡山方村々の収納米のため下行御印買に関

するものo 辰11月付。北村与右衛門等より改作

奉行宛。辰11月付の意屈の旨付札を付す。

旧書名「北村与右衛門等願書J。

7171 能登奥商郡収納帳 16.65-177 

算用場編

承応3年(1654)

6冊 S6x24cm

代官の管轄地域別に記す。

①狼煙村七兵衛，上戸北方村真頼，斎藤三右衛

門，内田吉左衛門・矢部市右衛門，小伊瀬村

八郎左衛門の分

②久世平右衛門・和田平兵衛のの分

③諏訪孫左衛門，山田六右衛門，伴喜右衛門，

浦上村兵右衛門の分

④請取奉行，洞井六郎兵衛・矢部市右衛門，代

官，冨田治太夫の分

⑤城四郎浜衛，大菅八郎右衛門，安藤加右衛門，

松宮権右衛門，渡辺宗左衛門・白井太郎右衛

門，平井伝兵衛，鵜嶋村与三兵衛の分

⑥近藤治右衛門の分。

7172 C梨谷小山村年貢皆済状写) 16.65ー 178

7173 

手写

巻子1 26.5佃

梨谷小山村は能州羽咋郡。寛文10年(1670)の

領有別の皆済状3通を継いだもの。改作奉行の

袈曹を付す。

〔直郷之内西方寺年貢算用状之写井添樹

遺伝65-179-

手写
/6 

2通 16・29ω 包紙

鉱用状は，天正12年(1584)6月15日付，利家

の申励。直郷は能登珠洲郡に属す。旧書名「高

徳島老より西方寺村へ被下御印物写等ム

治

55)。越中五箇山志尾谷組・祖山組の村御印の

写など。旧書名「五箇山御調断定書J。

7175 五ケ山御納所等覚書 16.65-181 

寛保3年 (1743)

3 T 12x 18.5佃

富田権大郎旧蔵。天正16年(1588)'-明暦2年

(1656)納所方由来書。

7176 (江州今津等三ケ村御縮方書類] 16.65-182 

巻子3 16.5cm 

早川随勝旧歳。①10月14日付御収納締方御用任

命に付早川徳三郎宛算用場達書②10月付水損

等に付早川徳三郎より算用場宛申上③未10月

付早川徳三郎の御縮方勤対縮。

7177 江~IIII高嶋郡今津・弘川両村井海津之内中村町収納

帳 16.65-183

手写

7178 

7179 

5T 24佃

文政7年 (1824)12月付，御算用場より今津甚

右衛門宛。

江州御領分諸上納帳井切手留 16.65-184 

5冊 24.5cm 袋入

q澗貸米御上納帳〈慶応3年今津村)

② 向上 (向上 海津中村町)

③ 向上 (同上 弘川村)

④今津等三村御上納口々帳(慶応、3年改)

⑤佐久間久佐等切手 〈慶応元・ 2年，夫銀・

拝借銀返済等の切手を収録〉。

旧書名[村方諸上納切手留帳J。

鳳至郡輪島・宇出津・中居三ケ所町夫代銀上納目

印帳 16.65-185 

24丁 24cm

内容年代，寛政6年 (1794)'-明治元年(1868)

銀高と上納月日を記す。

7174 五箇山商組御納所方等定書 16.65-180 I 7180 〔夫銭等上納容] 16.65-186 

前田家編輯方手写明治年間 明治2年 (1869)

134丁お.5cm 1通 25cm

内容年代は，明暦2年(1656)'-安政2年(18 今津村肝煎長五郎・庄左衛門より今津御役所
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宛。旧書名「夫銀上納番J。

〈御 蔵〉

1181 御収納米俵持等留 16.65-187 

前田家編輯方手写明治年間

79丁お.5cm

多国六歳所蔵の写，安政2年(1855)から慶応

3年 (1867)の収納米の米撰，俵捧に関する算

用場，改作奉行と十村等聞の諸文書を収録。

1182 (砺波郡御蔵代官之者注進番〕

明治元年(1868)

1通 24佃

収納米改めについて，石崎市右衛門等よりの報

告。旧書名「砺波郡御蔵米注進書J。

16.65-188 

1183 蔵米津出等留 16.65-189 

前田家編輯方手写明治年間

3冊 お.5佃

杉木氏〈越中十村〉所蔵の写。

①御代官分諸事定書〈安永2年).才覚米一件

〈天明3年)，御用方聞書，他国津出等御制

禁之品々書上帳(覚政芳年)，升廻之節給人

米ト御詰米ト振分方之儀ユ付御郡所ト相見人

懸合之写〈寛政5年).御代官漏防御触写〈寛

文 4.享保9，月11.寛政6年の蝕).代官

方仕法相改申渡蛍帳〈文化元年〉

1 ②津出津入米等三州一様取捌方〈文政4年).

k 御蔵方留帳井御詰米方格帳〈文政5年)， 出

津入津一巻〈文政6年)，御蔵方旧記〈天保

7年).手上高手上免引免立帰増御物成本勘

弁春秩夫銀井組高帳不入新聞之内定免ー免下

之株手上免手上高引免立婦リ増御物成〆出帳

〈天保9年)，越中居住之侍代官勤方帳之写

〈天保13年〉

③元禄年中ヨリ御代官出船方御定書之写〈弘化

2年).新川郡御蔵々絵図〈慶応4年〉。

1184 〔千路村杢兵衛願状〕

天明 4年(1784)

1遜 16cm

千路村杢兵衛より槻尾左膳・進土斉宮宛。給人

16.65-190 

貢租

切手米代銀未払に付坪明願書。

1185 御蔵方留帳・御詰米方格帳

手写

10丁 24佃

内容は，文政5年(1822)の大坂為登米出船の

際の，御米切手通帳等案文の伺，御米渡り方の

節十村に付品々，舛廻之節覚など。

16.65ー191

1186 弘化三年諸郡収納蔵等調理帳 16.65-192 

手写

合綴1(8冊) 24.5cm 袋入

①諸郡御収納御蔵中出御蔵町蔵調理帳

②御蔵調理之畿ユ付尋ユ進覚

③能美郡御蔵調理

④御収納御蔵所持蔵宿所御塩蔵ケ所醤出申帳

〈ロ郡〉

⑤御収統御蔵中出御蔵等御支配方等相調理番上

申帳〈奥郡〉

⑥本御蔵井中出御蔵御普官官御手合等之儀盤町蔵

之儀居蔵出蔵之訳相調理番上申帳〈砺波郡〉

⑦本御蔵中出御蔵之訳等番上申帳〈上新川郡〉

③所々御収納御蔵本御蔵中出之訳井御支配等之

様子相調理番上申帳〈下新川郡〉。

旧書名「諸郡収納蔵等調理帳J。

1181 (御収納蔵調理ニ付属書〕

安政3年 (1856)

巻子1 24cm 

弘化4年 (1847)調理後にかかる，御収納蔵の

変更についての番上げ。御蔵絵図面と共に提出

されたもの。三州各郡よりの書上げ 8通を継

ぐ。旧書名「御蔵所覚書」。

16.65-193 

1188 (射水郡二日村御収納蔵相建候ニ付引高願〕

16.65-194 

慶応4年(1868)

巻子1 24cm 

二口村肝煎嘉兵衛等よりの願書。

旧書名「射水郡二口村領引免願J。

1189 (御蔵米等売附の覚) 16.65-195 

明治2年(1869)

仮綴1(11通) 16.5.......24.5佃袋入
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落 治

明治2年(1869)2，...， 3月の番上。 7194 〔越中〕小矢部御蔵御園地面絵図 16.65-200 

①吉久蔵米等代銭番上 慶応元年 (1865)

②中黒六左衛門知行米等代銭番上 絵図 1枚彩色 53x56ω

③吉久蔵米等代銭書上 特16.65-199参照。

@今浜蔵米等代銭審上

⑤氷見町米等代銭密上 7195 〔越中〕福光御蔵御園地面絵図 16.65-201 

⑥婚磨守知行米等売附の覚〈佐野屋久太郎より ‘自筆元治元年 (186心

小馬屋平八宛〉 絵図 1枚 彩 色 39x54佃

⑦氷見町米等宛附の覚〈向上〉 特16.6ト 199参照。

③滑川蔵米等売附の1l(佐野屋久太郎より浜岡

屋平入宛〉 7196 〔越中〕福野御蔵御園地面絵図 16.65-202 

⑨滑川蔵米等出入差引覚〈向上〉 元治元年 (1864)

@御買上米三千石代銀佐野屋久太郎より請取相 絵図1枚彩色 39.5x45.5回

済に付書上〈松任屋忠兵衛より福岡屋小右衛 特16.6ト 199参照。

門宛〉

⑪滑川蔵米売買過銭上納に付番上(地頭町村平 7197 〔越中〕城端御蔵御園地面絵図 16.65-203 

入より産物方役所宛)。 元治元年 (1864)

旧書名「米売附之覚」。 絵図 1枚彩色 28x53cm

特16.65-199参照。

7190 〔御蔵ニ付紙面〕 16.65-196 

5通 15.5ω 7198 〔越中〕戸出御蔵御園地面絵図 16.65-204 

能美郡御歳地支配方覚の他，新規蔵建等につい 元治元年 (1864)

て文書を一括する。 絵図1枚彩色 54x65.5佃

特16.6ト 199参照。

7191 能州所々御蔵所絵図 16.65-197 

絵図1冊 32x21.5佃 7199 〔越中福野御蔵見取絵図〕 16.65-205 

御収納蔵・御塩蔵の図面を集録したもので，さ 慶応、元年(1865)

らに明治6年(1873)，各村から租税課へ提出 絵図 1枚 47.5x 35.5cm 

した絵図と間数番上が貼付しである。ただし後 原題「砺波郡井口組福野御蔵見取絵図ム慶応、

欠。 元年建造の新御蔵の場所，間数等を示す。旧来

の御蔵等も記入してある。以下特16.65-207ま

7192 〔越中御蔵絵図添紙面〕 で同一内容。

7通 15.5cm

元治輔の欄鵬静岡調理に関するも 17200 〔越中〕戸出御歳御園地分間絵図 16.65-206 

の。旧書名「越中御蔵園地之覚」。 慶応元年 (1865)

絵図1枚彩色 40x55.5cm 

7193 〔越中〕小矢部御蔵御園地面絵図 特16.6ト -205参照。

元治元年 (1864)

絵図 1枚彩 色 53x57回 7201 〔越中〕中田御蔵見取絵図 16.65-207 

新御蔵の設置場所，致地・建物間数を示す。旧 慶応元年 (1865)

来の御蔵等も記入しである。以下特16.65-20 絵図 1枚彩色 41.5x4加 n

4まで同一内容。 特16.65-205参照。
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土 地・貢租

1202 (越中〕大門新町新御蔵屋敷等略絵図

16.65-208 

4T 24ω 

阿部直造所蔵の写。図 10月付荻谷村長右衛門

文久3年 (1鉛3) (羽咋郡十村〉の番上げ。口郡等の蔵宿につい

絵図 1枚彩色 24x36佃 | て取銀石高とその代銀，指出代銀等記す。

原題「二口村領字樋爪ζ テ大門新町新御蔵屋敷

等略絵図J。周辺図と共に御蔵地の位置を示す。 I7209 (御給人切手寅入・現銀払米願等間届寄綴〕

旧番名「越中二口村領新御蔵屋敷等略絵図Jo 1. 16.65ー.215

〈蔵 宿〉

7203 蔵宿要元録

片岡孫作手写

136丁 23cm

寛文2年(1662)--文久3年(1863)の蔵宿定 l

密等を収録。

16.65-21ω 

7204 蔵宿方要用留 16.65-210 

手写明治19年(1886)

28T 24cm 

羽咋郡上棚村徳山三郎所蔵本を農商務省農書編

築掛が写し，それを筆写したもの。寛文 2年

(1662) --明治元年 (1868)の蔵宿吟味人勤

方，家中諸給人知行米預り蔵本定等を収む。

7205 蔵宿方要用留 16.65-211 

前田家編続方手写明治年間

18丁 24cm

県勧業課所蔵の写。前号と同内容。

7206 蔵宿記録抜翠 16.65-212 

前田家編輯方手写明治年間

22T 25cm 

「故新録」の抄。内容は，寛文2年(1662)--

天保4年(1833)。

7207 〔高岡蔵宿市姫屋又右衛門願書〕 16.65-213 

手写

1通 24ω

享保11年 (1726)7月16日付。高岡市姫屋文右

衛門より高岡町奉行宛。富山藩より御切手を買

入れたが蔵米引渡し遅延につき願書。

7208 〔能州口郡蔵宿覚書〕 16.65-214 

前田家編輯方手写明治年間

ー365ー

写手

67:通 16.5cm

内容年代，明治元年 (1868)。

①諸郡万除籾之内摺立欠籾別除籾を以引足願閲

届に付案内

②11月石川郡金沢近在村々給人切手にて納所方

願(十村より改作奉行宛〉

③11月石川郡河内組等山方村々現銀払米顕承届

魯〈算用場より改作奉行宛〉

④7月河北郡大浦村等ヘ籾堀川揚場より浅野JII

々下舟積承届寄〈向上〉

⑤7月河北郡大場村迄籾堀川揚場より浅野川々

下舟積承届魯〈向上〉

⑥12月石川郡河内組等・河北郡山方村々不時現

銀払米願承届寄〈向上〉

⑦10月高松町米等潟之内舟積承届魯〈向上〉

③10月 向上 〈向上〉

⑨10月御算用者加州所々御蔵等米改御用のため

発足に付案内〈向上〉

@10月今浜町米等潟之内舟積窓届書〈向上〉

⑪10月高松町米潟之内浅野川舟積承届書〈同

上〉

⑫11月石川郡河内組等山方村々現銀払米願承届

書〈向上〉

⑬10月松任蔵米本堂形蔵ヘ付寄に付途〈同上〉

⑬12月給人切手算用場印切手振替願承届書〈同

上〉

⑮9月津幡蔵米本堂形蔵ヘ付寄に付達〈向上〉

⑮8月河北郡潟縁村々収納米潟之内舟積願〈十

村より改作所宛〉

⑫8月新堂形蔵籾沖村等迄浅野川舟積承届番

〈算用場より改作奉行宛〉

⑬10月慶応3年分洞北郡惣預代官分上納ミ足銭

取立に付達〈向上〉

⑮11月河北郡金浦組等村々現銀払米頗承届書

〈向上〉

@12月能美郡手取川筋村々等叫ミ時現銀払米願



藩

六通ゑ周密〈同上〉

@(不明〉砺波・射水両郡当春川下剣合運賃増

顧問届に付案内

②10月御算用者越中所々御蔵等米改御用のため

発足に付案内〈算用場より改作奉行宛〉

@(不明〉戸出御蔵摺立米川下に付千保川増水

取入料願聞屈に付案内

@9月砺波郡町歳入借知米川下の分縄皮代上納

に付逮〈算用場より改作奉行宛〉

~10月砺波郡山田組等村々現銀払米願承届番

〈向上〉

@10月向上〈向上〉

@10月砺波郡五位組山方村々現銀払米願承届番

〈向上〉

~10月砺波郡宮嶋組山方村々現銀払米願承届書

〈向上〉

G!910月五ケ山紙漉共飯米井緒代の方へ現銀払米

顕承届密〈向上〉

@11月杉木勝民納米の内積余米斗蔵積入願承届

番〈向上〉

③11月五ケ山塩硝代の方へ延払米願承届番〈岡

上〉

@11月高岡町蔵入借知米の内砺波郡の分川下に

付縄皮代上納の達〈向上〉

@8月中田町米伏木村用米として庄川筋舟積承

届書〈向上》

@12月射水郡氷見庄八代組等現銭御払米米価高

値に付貸渡顧問屈に付案内〈向上〉

~12月射水郡氷見庄山方村々氷見町蔵給人切手

と算用場印切手振替願承届番〈向上〉

~11月氷見庄山方村々延払米持現銀払米願承届

書〈向上〉

②9月滑川西御蔵虫払に付達〈算用場より作事

所宛〉

③9月滑川西御蔵虫払に付仕様書持図り番指出

す様依額〈作事所より算用場宛〉

@8月滑川西御蔵米払切に付虫払願〈新JII郡御

扶持人より改作所宛〉

@7月舟倉蔵収納米岩瀬蔵ヘ付寄に付達(向上〉

@8月滑川西御蔵米払切に付虫払願〈③と同文〉

@10月慶応3年分収納米岩瀬浦大坂登せ米の内

出船指止に付追升廻相見等御用として役人発

足に付案内〈算用場より改作奉行宛〉

~lQ月魚津御塩蔵等へ弾薬積入願承届醤〈同上〉
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@12月滑川御蔵虫払入用銭渡し方に付案内

@10月御算用者能州御蔵等米改御用のため発足

に付案内(算用場より改作奉行宛〉

@12月奥口両郡元預所村々現銀払米願承届番

(向上〉

@10月慶応3年分収納米ロ郡内浦大坂追登せ米

の内出船指止に付追升廻相見等御用として役

人発足に付案内〈向上〉

@10月ロ郡山方持畑所等村々現銀払米願承届番

〈向上〉

@10月口郡富来組浦方等村々現銀払米願承届書

〈向上〉

~11月奥郡畠所等村々現銀払米承届審〈向上〉

@11月能美郡軽海組山方村々現銀払米願承届書

〈向上〉

@9月慶応3年分収納米今江蔵大坂登せ米の.内

出船指止に付追升廻相見等御用として役人発

足に付案内〈向上〉

@11月別除米籾立替渡し分代銭返上に付渡し月

平均値段書上〈向上〉

@11月能美郡軽海組奥山入村々堂形蔵米切手と

鶴来蔵米算用場印切手振替願承届番〈向上〉

~11月能美郡山方等村々現銀払米駁承届書(同

上〉

e&12月源兵衛鳴等五ケ村へ貸米願閲届に付案内

@11月石JII・河北両郡山方等村々薪代銭を以御

収納致すに付来3月中返上まで貸米顧問屈に

付案内

@日御子村等御用地償米願閲届に付案内

~12月給人切手と算用場印切手振替願承届書

〈算用場より改作奉行宛〉

~10月高松町米等潟之内舟積金石本町等ヘヲ|取
方窓届審〈向上〉

@10月羽咋町米等潟之内舟積金石本町等迄引取

-方承届番〈向上〉

@10月子浦町米等潟之内舟積金石本町等ヘヲl取
方承j扇審〈向上〉

@11月御家中米潟之内舟積等承届書(向上〉

@8月本吉蔵米等本堂形蔵へ付寄に付達〈同上〉

~7 月鶴来蔵米本堂形蔵へ付寄に付達〈向上〉

~9 月慶応4 年出来今摺米等御膳米御用に付達

〈向上〉

@7月本吉蔵米本節勝蔵へ付寄に付達〈向上〉。

旧書名「御給人切手買入・現銀払米願等覚J。

理
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土地・貫租

川 除・用 水

7210 越加能川除波除問数 16.65-216 

21T 12x 18佃

横山隆太旧蔵。文政4年(1821)横山元俸の控。

越中を中心とした村々の川除・波除ケ所・石垣

間数を記す。

7211 犀川浅野川々除御普靖之様子井私共勤方之帳

16.65-217 

手写

189T 24cm 

享保17:年(1732)，坪川， 浅野川の川除才許か

ら御普諸事行ヘ勤務状況を報告したもの。

7212 能美郡山上組三反田村領自留水除自普請原之場所

見取絵図 16.65-218 

嘉永元年(1848)

絵図1枚彩 色 27xlω佃

7213 加賀国能美郡赤瀬村用水ニケ所井江筋見取絵図

16.65-219 

絵図 1枚彩 色 24x145cm 

字上用水から字上ノ橋までを描く。枠・井堰・

板囲等の新調した年代，工費の記入あれ新調

年代は明治5--13年(1872--80)。

7214 (手取川筋村々〕中勘指引帳

慶応4年(1868)

3冊 12x36ω

16.65-220 

用水入口より土清水村堤迄5865闘の図。慶応年

間頃のもの。旧醤名「寺津用水分間図等」。

7217 加賀国石川郡字寺津用水々路先堰等見取略絵図

16.65-223 

巻子 1 28cm 

犀川寺津用水取入口から寺津・側帯・瀬領・上

辰巳・下辰巳・末・土清水村まで近辺の村々，

濯滅村々を記す。用水路については，穴操・先

堰・蛇飽・水門・石提等を描き，その合計間数

を備考として記す。

7218 大豆田村等用水附替分水顕写

手写

10丁 24佃

16.65-224 

嘉永3年(185の。大豆田村肝煎仁左衛門等よ

り大野庄用水からの分水願，及び一件留。

7219 (石川郡大亘田村等用水附替大野座用水之内分水

一件附絵図) 16.65-225 

5通・絵図2枚 15cm・24x32an・40x82佃

嘉永3年(1850)大野用水取入れのため塩川町

から法船寺町までの掘立てに関して，御普請会

所より江筋居住の落土等への案内状などを収

録。

7220 福畠村宇古池堤御普請奉願上帳 16.65-226 

3丁 24cm

慶応3年(186の 6月，河北郡五箇庄組より普

請に必要な費用を謹上げた普請図り番。

①辰6月 ②辰7月 ③辰8月。各月出来銭高 I7221 野村新堤御普請奉願上帳 16.65-227 

の書上げ。 I 慶応3年(186の

7215 御上水並土清水村領等新江筋見取之図

16.65-221 

慶応3年(1867)

絵図 1枚 彩 色 28x12仇凪

7月作成のものo 末村より弾薬所迄を記し，大

桑村領の新江筋堀立ケ所を示す。

旧書名「寺津用水分間図等」。

5T 24ω 

野村は河北郡小坂組。普請図り番。

7222 河北潟水戸川形之義二付取極書

巻子1 17，佃帯封

16.65ー228

慶応4年(1868)4月22日付，島町と潟縁村々

との，川堀等をめぐる出入に関する取極書‘算

用場より金石町奉行・改作奉行宛。

7216 寺津用水分間之図 16.65-222 I 7223 河北郡河原市用水図 16.65-229 

絵図 1枚彩色 25x 140cm 絵図 1枚彩色 53x214佃
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審

薬師村地内，森下川の取入場より加賀爪村地

内，津幡川へ落す迄の分水図。

7224 用水方材木代銀等取極書 16.65ーおO

前田家編韓方手写明治年間

45丁 23佃

加藤文八郎所蔵の写。口郡について，内容年代

は，嘉永5年 (1852)，安政3年(1856)他。

7225 (今江村等新川川除ニ付取極書:) 16.65-231 

手写

1通 2おm

嘉永4年(1851)羽咋郡今江村・吉田村・堀松

村の，川除普請における取極。

旧番名「米町JII々 除普請願J。

7226'能登国鹿嶋郡武部村ニ宮村用水出入書附等控

16.65-232 

手写

30T 24佃

阿部勇作所蔵の写。天明 3 (1783)・4年の武

部村と二宮村の用水出入に関する文書。宝永4

年 (1707)用水出入時の文書も含まれている。

7227 (能州三崎神領粟津村用水樋修覆ニ付算用場逮書

等) 16.65-233 

1通 16.5佃

御算用場から前田図書宛，及び中川式部より御

算用場宛を継立。旧番名「能州三時神領知ユ付

御算用場違番等J。

7228 用水川除等留七種

前田家編輯方編

明治年間

111丁 23.5cm

。広田針原用水掘替井下沢用水根元定書〈寛永

9--元禄7&手杉木氏所蔵の写〉

。宝暦4年 (1泥4)用水普請之儀被・仰波候写

〈杉木氏所蔵の写〉

。組下村用水懸り等覚帳〈杉木氏所蔵の写〉

。天保6年 (1835)富山御領松木村領より四方

迄神通川水吐堀川被仰付候ニ付御詮議方一

件，附中嶋村領ユ而堰留申エ付引合一件〈杉

16.65ーお4

-治

木弥助紛の写〉

。明治元年 (1868)新川水下銭上納狼候〈定検

地所所蔵の写〉

。御普務会所手合加越能川除波除所帳〈杉木氏

所蔵の写〉

。川方手帳〈杉木氏所蔵の写〉。

7229 三日市村等堰之図

絵図 1枚彩色 33x 173cm 

三日市村は越中砺波郡に属す。

16.65-235 

7230 堤持橋数調理帳

前田家編輯方編

明治年間

55丁 23cm

越中婦負郡内の堤〈堤数，水論石高)，橋〈材

16.65ーお6

質，場所〉についての調査書。

7231 婦負郡古沢用水地図 16.65-237 

巻子 1 28ω 

岡本昭協所蔵の写。明治5年 (1872)作成図。

上瀬村地内で山田川より取入れ。古沢用水の別

名は仁右衛門用水。

7232 牛ケ首用水小竹江筋分閥抗帳

文化6年 08ω〉

23丁 24.5cm

牛ケ首用水は，越中婦負・射水両郡にかかる。

婦負・射水郡村々肝煎等より高嶋庄右衛門宛の

杭立帳。

16.65-238 

7233 七ケ用水図り帳

手写

15丁 24cm

文久3年(1863)8月射水君胸扶持人より提出

した普請図り書。

16.65ーお9

7234 水早川除普請等抜書

手写

l05T 23.5ω 

寛政元年(1789)越中新川郡において加賀・富

山岡藩領にわたる大水害後の川除普請の記録を

中心に，それ以前の水皐損の記録も収載。

16.65-240 
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土 地・貢租

1235 (白岩川大曲之場所就直切分間絵図)16.65ー'241

手写

絵図 1枚彩色4Ox54.5佃

安政5年(1858)10月新川郡上条組清水堂村領

内でわん曲する白岩川の直行つけ替工事の詮議

にかかる絵図。旧書名「新川郡清水堂村領縁り

白岩川大曲之場所就直切之分間絵図」。

7236 新川郡常願寺川筋水損所等御巡見ニ付道筋等大略

見取絵図 16.65-242 

絵図 1枚影色 69x118ω 帯封

安政7年(1860)の巡見にかかるもの。

7237 新川郡常願寺川筋水損所等御巡見ニ付道筋等大略

見取絵図 16.65-2必

絵図 1枚彩 色 37x63佃帯封

前号を縮小したもの。

7238 新川郡常願寺川筋御普請所分間絵図 16.65-244 

杉木有一著

手写

巻子1 彩色 38佃

万延元年 (1860)成立。安政5年(1858)水損

後の郡奉行引瀦の普請図。

7239 越中国新川郡常顕寺川見取絵図 16.65-245 

絵図 1枚 彩 色 81x156cm 

岩勝寺辺より海岸までのJII筋，集落，堤防，入

川跡，村境などを記載。絵図中，富山藩領部分

を富山県と記すところより，明治4年頃のもの

と考えられる。

7240 新川郡大布施組宮野閲領井用水筋絵図

16.65-246 

天保9年 (1838)

絵図 1枚彩 色 97x195cm 

用水.江幅，道，家建等見取形書入。射水郡新

田裁許高木村藤右衛門等作成の分間堺図。裏面

に改作方郡奉行より神保嘉一郎等宛の，堺筋違

失なき様遥曹を記載する。

持 高

7241 (利波郡松原上野村百姓持高書上) 16.65-247 

寛文4年(1664)

1通 22佃

四郎三郎他2名，合計 138石余の持高番上げ。

肝煎四郎三郎・与合頭長右衛門より加藤治兵衛

宛。福光村宗左衛門の奥曹がある。

旧書名「利波郡福光村宗左衛門口上書」。

7242 (利波郡ニ田町村百姓わrj寄上) 16.65ー'248

7243 

7244 

寛文4年(166心

1通 25cm

加藤次兵衛給分の百姓わけの番上げ。肝煎孫三

郎・与合頭伊兵衛より加藤次兵衛宛。福光村宗

左衛門の奥書がある。

旧曾名「福光村宗左衛門口上書」。

〔質地証文〕 16.65-249 

14通 23佃

内容年代，元禄16年(17'ω)，享保元年(1716)

2通，元文2年 (1737)，宝暦7年 (1757)，

同11年，天明3年(1783)，同7年，天保5&手

(1834)，同8年，同11年，安政6年(1お9)，

慶応元年(1865)，年未詳1遇。中坪村等のも

の。

〔園地売渡証文〕 16.65-250 

正徳5年(1715)

2通 28佃

売主は中坪村市三郎，年頁納入のためのもの

で，本文書及び後日の密替文密である。

旧番名「売渡証文ム

7245 言上留 16.65-251 

前波和兵衛・大塚弥五太夫編

手写

16丁 23佃

石川・能美郡村々の持山を村民が幕府領〈白山

山麓〉の者に勝手に諦畠させているというこ

とについての調査報告。享保13(1728) ~同15

年。
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1246 

7247 

7248 

7249 

7250 

7251 

御山麓田畑反別改下帳

嘉永6年 (1853)

47丁 14x38.5cm

審

16.65-252 

白山麓のもので，地籍ごとに，面積と請人名を

記す。

回

農間雑誌〔絵図共〕

小幡和平箸

地 割

手写 )'-""""".1 

16.65-253 

38丁・絵図 1枚彩色 24cm・79.5X75.5cm 

岡田様旧蔵。団地割の方法について記す。絵図

は碁盤割大綱絵図で手写者の増捕にかかる。

能美郡湊村御田地割田形間引番繰毎割番附留帳

16.65-254 

天保10年(1お9)

28'丁 12X36cm

地籍順に入名を番上げたものo 田方の分。

能美郡湊村御園地割畑形間引番繰毎寄}番附留帳

天保10年(1839)

27T 12x36佃

前号と同内容で畠方の分。

16.65ー'255

能美郡湊村田形閣割過不足指引仕立帳

16.65-256 

天保10年(1839)

9丁 12x35cm

字別に田方の分の番上げ。

能美郡湊村畑形周割過不足指引仕立帳

16.65-257 

天保10年(1839)

6 T 12x35cm 

字別に畠方の分の番上げ。

7253 

7254 

7255 

7256 

7257 

治

たもの。湊御奉行所宛。

能美郡湊村百姓中持高間組書記申帳

天保10(1839) 

16.65-259 

6丁 12x35.5cm

村民別に，間組の所属を記したもの。

特16.66 戸 口・身 分

人 口・家 数

人数家数祥牛馬数調理帳 16.66-1 

前田家編韓方手写明治年間

10丁 24佃

寛政2年 (1790)の郡別・町別の数及び寺社門

前家数を列挙している。

〔加越能各町戸数寺社等調〕

手写

1通 2お凪

16.66ー2

加越能各町方76ケ所の総戸数とその内寺社・山

伏・百姓等の戸数番上げ。江戸・京への早飛脚

の所要日数等を付す。

〔金沢町数人口調〕

手写

1枚 16X35.5an

16.66-3 

成閤4月町年寄番林坊兵助・亀田市次郎の書上

げ。金沢町数，家数， 15才以上男女人数と，各

町名を記す。

金沢町惣家数等

手写

3T 24an 

16.66-4 

明治2年(1869)の金沢の総家数，人数(町方

分).扶持人人数などの書上げ。加藤三郎左衛

門より民政寮宛。

7252能美郡湊村御田地割仕惣歩合盛番上申帳

16.65-258 

7258御郡方家数人数調理帳 16.66-5 

天保10年(1839)

22'丁 24cm

居屋敷地及び字別の回畠の歩数と合盛を書上げ

-370ー

手 写 明 治2年 (1869)

2冊 24佃

岡田様・森可参旧蔵。加越能各郡別の家数，人

数，男女別番上げ。版籍取調のため書上げたも

議



戸口 ・身分

の。

7259 御郡方人数御縮方申上候帳

手写

30T 24佃

16.66-6 

宇野富良旧蔵。御勝手方の帳面。安永2年(17

73)石川郡野々市村少左衛門よりの，郡方人数

減少についての醤上。

7260 城端惣家高人数寄上申帳

文化13年(1816)

3了 24cm

16.66ー 7

富田権六郎旧蔵。城端町肝煎より今石動奉行所

宛。越中城端町の家数，人数について書上げ。

7261 (新川郡之内大三位組五ケ庄組村々家数人数調〕

16.66ー8

手写

10T 24佃

7265 御扶持米等被下置候姓名帳

手写

23丁 24佃

16.66-12 

原本成立明治3年(1870)，加州郡治局の留。

御扶持米の高と，それを受けていた人の姓名

番上げ。

7266 御扶持米〔番上容〕

手写

4冊 24cm

16.66-13 

町方・村方で，職人，蔵番人，高齢者，銃卒等，

扶持米を給付されている人々の番上げ。

①加賀

②越中

@渇の一部を写したもの。

針盤。

旧宮名「御扶持米等被下置候姓名帳J

「孝，心者等扶持米番上」。

家数， 15才以上男女人数，寸z数，山伏，神主数 I7267 金沢藩御扶持人帳 16.66-14 

の番上げ。

挨 持 人

主

7262 加越能定御領内扶持米給銭等調理高 16.66-9 

3T 24佃

由緒ある旧家の者， 88才以上の者等へ藩より下

付された扶持米，給銭等の高と人数を加・越・

能三州，近江高島郡にわけで番上げたものo

7263 御給銭〔留〕 16.66-10 

4 T 24佃

御給銭を下付されている者の人数と銭高を加賀

・能登・越中の国別に，更に能登・越中におけ

る拝領地の歩数を記す。

15T 24ω 

金沢藩から扶持を与えられた者の扶持高と氏名

を金沢・西京並びに大津町人，越前町人に分け

て記載。

旧醤名「金沢藩内外御扶持下賜人及扶持高記

録J。

7268 金沢町御扶持人

市政局審

明治3年 (1870)

お丁 24ω

16.66-15 

明治2年民政寮に提出した人高番を人別小割に

番上げたもの。金沢で扶持を賜っていた町人，

合計488.人扶持の201人の名前を列記したもの。

7269 能州四郡御判印物写 16.66-16 

7264 永代御扶持高被下候人々 16.66ー111 手写

31T 24佃

加賀・能登・越中及び近江領の内で扶持を受け

ている人々と扶持高の番上げ。

旧書名「加賀国永代御扶持高被下候人々」。

30T 24.5cm 

水野春建旧恥天正より明暦年間までの御判印

物を収録。中井三右衛門はじめ寺社を含む49家

に宛てた.扶持宛行状・寄進状。

7270 (子浦村肝煎勘九郎等口上書〕 16.66-17 

2通 24佃
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藩

天保13年~(1842) 羽咋郡子浦村肝煎等より改作

奉行所宛。 2通は同文。岡村鍛冶孫左衛門の屋

敷拝領御印物の紛失について口上番。

7271 砺波郡沢川村田畑兵衛願書 16.66-18 

明治3年(1870)

1通 15.5cm

拝領山を自分持山にしたい旨の願書。田畑兵衛

より砺波郡局宛。

褒 賞

7272 佳神村久右衛門孝心之趣書上控) 16.66ー19

前田家編輯方手写明治年間

4T お .5佃

原題「生神村久右衛門孝心之趣番上候様被仰渡

候ニ付御郡所御改作所ヘ番上申控ム安永3年

(1774)書上げ。

7273 生神村肝煎久右衛門前々より之様子書上申帳

16.66-20 

安永3年 (1774)

7T  25佃

宮田権六郎旧蔵。親孝行，善行等について改作

奉行より御用部屋宛の番上。

7274 三4'111良民言行録 16.66-21 

洞合良温箸

手写明治16年(1883)

2冊 26.5佃

洞合儀兵衛所蔵の写。享和2年 (1802)原本成

立。

①上池田市右衛門(大聖寺藩士)他23名の行

跡を記裁

②下六郎右衛門〈新川郡鉢村百姓)他41名。

7275 孝行人等行状害 16.66ー，22

大地縫殿左衛門編

手写文化6年 (1809)

51丁 27.5x2白調

藩内の孝行・奇特者の寄上げ。文化4年(180η

の命令に基づいて作成されたもの。
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7276 康夫孝子貞婦伝 16.66ー'23

前田家編瞬方手写明治年間

42丁 23cm

前半は前号と同じ。後半では，これに洩れた孝

行人等を文化8年 (1811)長瀬善左衛門が追記

している。本書の原本は，渡辺七郎左衛門が文

化12'年に筆写したもの。なお末尾に享保 18年

(1733)疫病流行の際の治療法についての触書

を魯加えている。

72'π 孝子伝 16.66-24 

~O丁 23.5cm

成瀬正居旧歳。越中国の分で，文化8年(1811)

の調査に基づくもの。

7278 孝心者等ヘ御賞典 16.6←'25 

手写

11T 24cm 

北村愛三郎旧蔵。文政4年 (1821)より文久元

年 (1861)鳳至郡の分，明治16年 (1883)石川

郡押野村働藤於菟吉提出の賞状写等，安政3年

(1856)より慶応元年(1R65)石川郡の分を収

録。

7279 越中長棟村肝煎故山崎甚右衛門奇特篤志之儀ニ付

錆願 16.66-26 

手写

8 T 24cm 

明治14年(1881) 5月，士族田中正義から前田

利廠腕。甚右衛門の履歴，戸籍等写を付す。

7280 貞婦を訪ふ記 16.66-27 

榊原守典著

高橋富兄手写明治18年(1885)

5T 27cm 

能美郡上吉谷村の点婦長子の記。写者高橋宮兄

の奥魯を付す。

7281 貞婦を訪ふ記

榊原守典著

手写

8丁 24cm

前号と問内容。

16.66ー'28
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災害・治安・救他

7282 淡路守殿領分ニ被建候孝子之碑写

1通 16佃 包 紙

越中婦負郡谷村伝四郎孝心の碑。

16.66-29 

7283 府下長寿録

森田平次〈良見〉箸

前田家編輯方手写明治年間

16.66ー，30

7290 (稀成小児=付品々頂駿一件〕

手写

4丁お.5佃

真館弥左衛門所蔵の写。原題「嘉永三年(185の
十月鹿島郡熊木組白浜村宇左衛門三男巳之助ト

申者稀成小児ユ付御広式へ御召出手遊物等品々

頂戴被仰付候ー併リ。

16.66-37 

28丁 23.5佃

原本は万延元年(1860)成立。寛文1伴(1670)I 7291 (北村母米寿祝之札〕

以降の長寿者に関する法令，諸達寄などを集め 10枚 9 x 6cm 包紙

たもの。

7284 金沢長寿録

森田平次〈良見〉著

自筆万延元年 (1860)

79T 23.5佃

藩初以来の藩内長寿者をとりあげ，その経歴を

16.66-:n 

記す。

7285 目見以上七拾歳以上之人々並町在扶持遺置候九拾

歳以上之人々名寄 16.66-32 

文化5年 (1808)

25T 12x37，佃包紙・袋入

7286 八拾八歳以上之者御扶持米 16.66-33 

9丁 24.5cm

能州分。所口町越屋孫三郎母くめ他130名書上。

7287 能州御巡見之節御道筋へ罷出候九拾歳以上之人名

16.66ー.34

巻子1 24.5佃 包 紙

各村分を継立てる。

7288 (上新川郡八拾八歳以上之者扶持宛行名番等〕

16.66-38 

米札。

特16.67 災害・治安・救他

火 事

7292 (火之用心遺書請書〕

元禄12年(169ω

1通 15.5cm

中川典克旧蔵。端裏書「火之要心エ関九 Jレ蝕

害Jo3月6日付奥村壱岐等年寄中よりの達書

に対する村田平兵衛他25名の請書。

16.67-1 

7293 火見番所相図之覚 16.67-2 

1通 15佃

成瀬正居旧蔵。火事の節板木打方覚。

7294 (十関町等非常用水一件.] 16.67-3 

仮綴1(2通・絵図2枚) 17x24伺

慶応3年(186の3月，十関町組合頭松任屋忠

兵衛等7町組合頭より町奉行所宛の掘捨水拝領

願。水入口など絵図付。

16.66-35 I 7295 (居宅焼失ニ付仰出番〕 16.67-4 
7丁 12x36叩

新川郡御蔵番人・卒族等，御扶持人容上げも記

す。

1289越中国泊町長寿一覧

小沢助左衛門編

明治35'年 (1902)刊

1枚4Ox27.5側 帯 封

小沢助左衛門旧蔵。長寿者番付。

16.66-36 

1通 16.5佃

借知返下と松木下付の達書。

7296 火事家御貸米〔定〕 16.67-5 

1通 16.5ω

焼失家，潰家，流失家への貸付米高の定。

7291 自他変異記弁附録

手写

16.67-6 
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50丁 23.5cm

。天保6年 (1835)越中放生津焼失御貸塩裁許

松屋普七等御塩中出蔵類焼ユ付為見分罷越調之

品‘
.R. 

o安政5年(1858)2月26日暁大地震ェ而立山

大破損居間取番〈折込み絵図28x75cm)

。安政5年4月越中新川郡常願寺川大洪水御届

方

。安政5年 2月25日夜9ツ半過大地震其後3月

10日山崩洪水等にて上新川郡村々大変ユ付早注

進書之写井4月26日新川郡出水注進害之写。

治藩

74丁 23.5叩

天正13年 (1585)より宝暦11年 (1761)までの

火災等の災害を月日!頂に列挙。附録として，

「宝暦九年四月十日加陽金府大火之節聞書」を

付す。

〔金沢焼失図〕

絵図1枚 彩 色 55x4依田

宝永7年(1710)3月14日暁，卯辰山西養寺の

下来教寺より出火による焼失図。焼失範囲を示

す。

16.67ー77298 

16.67-13 

41 X6San・ 12

〔安政大火類焼しらべ絵図等〕

手写

仮綴1(絵図21枚〉・巻子2

.......25回

。十関町・荊E江町類焼しらベ絵図。 r安政六年

正月九日暁七ツ半時より焼出，類焼家数つぶ

し家共百四拾七軒」とある

。焼灰等仕抹すまし方には肝煎よりの小紙継立

。家作，役所縄張より押出しs心得違いに付，誤

審小紙継立。

旧魯名「安政火災絵図等」。

〔才市火事届番〕

1通 25cm

中川典克旧蔵。横田吉兵衛より中川八郎右衛

門・前田七郎兵衛宛。才川寺町妙賢寺門前の火

災。

7304 御奉書御火消御勤留帳

手写

9丁 21佃

添切皇制自民享保16年(1731)3月の小立野

の出火をはじめ同18年4月28日の野町出火，同

21年4月7日の卯辰蓮乗寺町出火，宝暦14年

(1764) 6月26日卯辰町出火についての報告記

録a

16.67-ー87299 

16.67-14 7305 

謹昌寺焼之図

有沢森右衛門著

絵図1枚彩色 46X571佃

享保21年(1736)蓮昌寺の門前桶屋六郎方より

失火し，大火になった際の焼失した地域示す。

16.67-9 7300 

16.67-10 

16.67-15 江戸火事覚書

天和3年(1683)

38T 16.5X 11佃

天和2年 (1682)12月28日の大火による江戸藩

邸焼失とその善後策及び復旧について，江戸詰

藩士の日記風覚書。

7306 

7301 宝暦加持!火事之記

三輪藤兵衛著

宝暦9年 (1759)

3丁 12.5x 34. 5cm 

宝暦9年4月10日の火事に関する記録。頭分以

上で類焼の人々番上げを含む。

16.67-11 

16.67-16 江戸火事ノ覚書

手写

22T 24.5cm 

前号の写し。

7307 

〔十関町近江町火事等〕

手写

4通 11.5.......16.5佃

①十関町・近江町火災

②新町火災

③庄川出水様子大綱

@天保5年(1834)藩士小者争論。

7302 

16.67-12 火災地震記録回程

前田家編斡方手写

7303 
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災害 ・治安・救他

7308 〔下谷広小路出火御近隣火消雪上紙面等一巻〕

16.67-17 

22丁 21cm

原題「上野御本坊黒門前下谷広小路出火御近隣中開l自民放
(1737) 火の一件及び火事場働人名

番。

7309 〔下谷広徳寺焼失御達之控絵図〕 16.67-18 

手写

絵図1枚 96.5x 115.5cm 袋入

袋番「文久三亥年 (863)，下谷広徳寺焼失ニ

付御達控，御大工役所J。

7310 変事ども抜書 16.67-19 

手写

9丁 24佃

元文3年 (1738)から元文6年 (1741)の，行

事，火災，蕃土治安等の記録。

地 鍵

7311 北園地震記 16.67-20 

森田平次〈良見〉編

明治19年 (1886)

22T 24佃

天正13年(1585)，寛政11年 (1799)，安政5年

(1858)の地震記録を収蛾。

7312 輪島持近浦津波一件 16.67'ー21

手写

4丁 23佃

真館氏旧蔵。天保4年(1833)の災害記。

7313 地震度数等 16.67-22 

2丁 24佃

安政2年(1855)10月2日より 17日までの拘援

回数の記録。

7314 安政地震山崩一件 16.67ーお

前田家編輯方手写明治年間

2冊お.5cm

移木弥a:郎所蔵の写。安政5年(1858)2月地

震による，新川郡各組〈大田組，嶋組，高野

組，上条組，下条組〉の損害調理番上帳をまと

めたものo

7315 魚津在住言上抄 16.67-24 

前田家編輯方手写明治年間

110T 25cm 

安政5年(1邸8)の地震による被害の状況等を，

当時魚津に在住していた成瀬主税の言上留等よ

りお湯してまとめたもの。

7316 安政洪水変損地一件 16.67-25 

前田家編輯方手写明治年間

3冊お.5佃

①・②常願寺川奥山入山放満水3月10日・ 4

月26日押出泥洪水二而非常之変損ユ付願方等

一件留(安政5年〉。

③変地村々定散小物成銀並諸返上米銀御波方奉

願申帳〈安政5年~万延元年〉。

旧番名「洪水変損地一件」。

7317 (安政大地震ニテ常願寺川流域欠壊之図〕

16.67-26 

絵図1枚彩色 40x84佃

安政5年 (1858)地震のもの。

7318 安政度江府大地震記 16.67-27 

手写

お丁 24佃

安政2年(1855)の地震の際のもの。江戸表よ

りの御用状被害，安政2年10月2日東都大地震

火事等荒増(多和田八兵衛指越し分の写〉を収

録。.

7319 (江戸大地震一件.] 16.67'ー.28

22T 24佃

安政2年(1855)10月江戸表御用状披魯，安政

3年(1856)8月江戸大風一件を収録。

飢鑓・疾 病

7320 餓鑓記ニ種 16.67-29 

手写

53T 23佃

。寛文元禄加越能三州凶作ユ付餓飾之記

。天保餓館前後日記。
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田川才助〈保定〉著

天保 5 年(183~t)

78T 23.5ω 

平野安人旧蔵。加腸御仁沢の事，疫病治方雪間

季材先生の伝， JJ日陽豊年まつりの事，諸国風評

などを収録。笑巳は天保4年。

16.67-36 7327 

務

16.67-30 元禄中救他留

前田家編輯方手写

2冊 23.5cm

内題「元禄季問国民困窮之留」。前田貞醇所蔵

の写。

①元禄8年(1695) ・9年御領国困窮之儀ニ付

被仰出之趣等留帳

②飢人御救之義ユ付被仰出之趣留帳〈元禄 9

年〉。

明治年間

7321 

16.67-37 丙申救荒録

田川才助〈保定〉箸

天保10年 (1邸9)

102丁お.5ω

平野安人旧蔵。 r米価等の大抵jを収録。丙申

は天保7年。

7328 飢人御救之儀ニ付郡方へ被選候与力共寄付

16.67-31 

7322 

16.67-38 天保餓鑑略留

手写，

55丁お.5伺

内題「天保七・入不熱飢餓略留」。富山岡本昭

悩筆写の写。越中を中心とした天保餓餓の様子

を記す。

7329 

手写

2冊 23.5ω

前田貞醇旧蔵。元禄9年 (1696)貧窮人に対す

る藩の施策について，その突施状況を報告した

もの。

①加州・越州郡方

②能州郡方。

16.67-32 

16.67-39 〔常義倉仕法ニ付額害〕

手写

1遇 17.5cm.

9月付，町年寄越中屋喜兵衛よりの常義倉積立

銀の仕法に関する願書。

旧番名「常義倉ェ付願書J

7330 

元禄九年飢人御救奉行被指立候一件

手写

31丁 23.5ω

奥村栄滋所蔵の写。原本成立，天保7年(183

6)。元禄8年 (1695)・9年飢飽の際の，留帳，

郡奉行等書上よりの法書。

7323 

16.67-40 金広日記留

1通 24x35cm.

金広日記より文政5年 (1822)と天保7年(18

36)の痘癒に関する記事を書抜いたもの。

7331 

飢人御救エ付境町中吟味幌

267丁 23佃

前田貞醇旧蔵。元禄9年 (1696)の記録。高値

に対する施策について，加州，射水・新川郡の

郡奉行，越中境町，能州七尾の町奉行等よりの

番上。

16.67-33 7324 

16.67-41 流行之病気ニ付御触之趣写

3丁 2釦国

広瀬知良旧蔵。幕府御触を務内に伝達したも

のo

7332 

16.67-34 〔凶年之節窮民為救出侯願書写〕

3 T 24cm 

原題「御預所川島村六右衛門凶年之節窮民為救

御預地役所へ銀子指出候節願書之写JJII島村は

能州鳳屋郡に属す。文政13年(183めのもの。

7325 

16.67-35 作難=付取治方諸事留

手写

27T 24cm 

真館民所蔵の写。天保4年(1833)の凶作対処

7326 

2 
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災害・治安・救他

一挟・騒優

7333 小松御城番方御本丸旧記之内百姓騒動一件抜書

16.67-42 : 

成瀬正居手写安政4年(1857)

30丁 12X18cm 

成瀬正居旧蔵。正徳、2年(1712)から天保7年

(1836)の小松，大聖寺藩，越前での百姓騒動

8件について記す。

7334 三銭雑志外篇

手写

40丁 24.5佃

16.67-43 

岡田様旧蔵。巻5のみ。内容は「銀紗始終記j

〈宝暦6年8月)，宝暦5年の銀札発行と金沢

町での打こわし騒動について記録。

7339 新川郡暴動一件 16.67-48 

前田家編輯方手写明治年間

88丁 23.5cm

。去巳年新川郡暴動一件御詮義方留(明治3年

7月 阿部平右衛門編)

。新川郡百姓乱一件，附りロ郡上浅井組之内百

姓願方一件(明治2年10月 阿部平右衛門

編)

。当年格別之難作ニ付上新川郡百姓歎願(明治

2年11月)

。難作ユ付新川郡百姓歎願書指出候義ニ付詮義

答書〈明治2年11月〉

この他，明治2年11月・ 12月の害上げ，達書等

を収録。

御 屋

7335 金沢六家戦 16.67-44 I 7340 [非人頭並非人小屋抜書] 16.67-49 

前田家編輯方手写明治年間 | 前田家編韓方手写明治年間

44T 23.5cm 

宝暦6年 (1756)4月12日夜金沢町騒援の顛末。

前年の銀札発行に基因したものo

7336 文化十年惑乱記 16.67-45 

2冊 23.5佃

文化10年 (1813)の不作に際し，越中での農民

の嘆願・暴動と，これに対する藩の対策などを

記したもの。

①文化10年9月--10月

②文化10年11月~文化11年8月。

7337 (新川郡百姓強願一件〕 16.67-46 

1通 16佃

高田権六郎旧蔵。凶作のため十村黒崎村安兵衛

方へ30--40.人ばかりが強訴した一件についての

報告書。

旧書名「新川郡黒崎村へ百姓施願一件」。

1338農民共願書等仮留

手写

21T 2必田

16.67-47 

明治2年 (1869)越中新川郡で起きた謂ゆるば

んどり騒動の時の記録。小百姓惣代より郡治局

等宛の願書2通を収載。

39丁 25cm

寛文から明治の非人小屋などについて，金沢古

蹟志，温故集録からの抜番。

7341 非人小屋裁許勤方帳

手写

16T 2御

16.67-50 

前回貞醇旧蔵。原本成立，天明 3年(1783)。

裁許，斉田九郎大夫他3名よりの書上げ。

7342 (:非人小屋主付仰付達書〕

手写

1通 16但

16.67ー51

寛政2年 (179の，御用番山城殿御渡候御題紙

の写。永原大学への非人小屋主付役申波書。

7343 非人小屋御救方御用方留

手写

4 T 12x 18.5佃

16.67-52 

成瀬正居旧蔵。非人小屋御救方御用主附を命ぜ

られた成瀬左近の役務記録。寛政4年(1792)

11月・ 12月の分。
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前田家編輯方手写

156丁 23cm

富山藩領内，郡奉行支配方についての覚書。野

廻り十村肝煎江申渡之覚書之事，宝暦2年(17

52)改作奉公人ヲ縮方申渡候事，霊昭院様御葬

式等之事，盗賊改方定書御郡方へ触波之事，江

里子井江才許へ申渡書付之事，江才許人江江里

子ヘ申波書は受状之事，牛ケ首用水開発初り之

事，八尾蚕種方江申渡之事，服忌令之事，彼方

御領中島村川寝ニ付水吐堀川之事，三宿御郡方

ヘ頼母子之義申渡之事，任海村久太郎屋敷替願

之事，御郡所々川除芥川筋魚殺生御停止札之事

を収録。

富山御郡方定書八種

前田家編輯方手写

2冊 お 側

内題「旧富山藩御郡方定番等入種Jo

①明和4年 (1767)御郡諸事留，町出作御定書

等，御郡緒方条数番。

②天明6年 (1786)御改法御達，牛ケ首用水御

定書〈寛政9年).嘉永以附防へ御達書等

覚，御団地割納得定魯〈万延元年)，新開等

留。

@巻之四上安永3年~天明6年(1786)

⑤巻之四下天明7年~寛政2年(179の
⑥巻之五上寛政3年~同7年

⑦巻之五下寛政8年~享和元年 (1800

③巻之六享和2年~文化7年 (181の
⑨巻之七文化8年~文政8年(1825)

@巻之入上・下文政9年~天保10年(1839)

⑪巻之九上・下天保11年~安政2年(1855)

⑫巻之十上・下安政3年~元治2年(1865)。

寛政中御郡方留

前田家編輯方手写

100丁 23佃

富山藩郡方の留番。御条目ニ巻之事，川除用水

之儀申渡之事，入幡下渡瀬之儀懸合之事，下乗

嶺村源右衛門宅打荒之事，専沢村雪沼ユ而人死

亡之事，花房村名兵衛地面拝領之事，駒方御競

16.68-6 

16.68ー7

16.68-8 

明治年間

明治年間

明治年間

治

1349 

7350 

1351 

-378一

保郷庄調書

前田家編韓方手写

41T 23.5ω 

享保20年(1735)保郷庄考並に宮山藩領内各保

郷庄の村々番上，宮山藩領婦負郡325ケ村害上，

村名変更村々の覚等を収録。

富山町方旧記

手写

2冊 23.5佃

①享保11年 (1726)--.宝暦13年 (1763)②明和

元年 (1764)--天明7年(1787)。内容は行

政，治安に関するものを中心に 150余の事例

を記録したもの。

富山町方旧事調理

前田家編輯方手写

85丁 23cm

天保12年 (1841)に調べた，府内町90余りの町

別由緒，丁数，家数，人数の他，番所，橋，道

路等について記したもの。毎年の各地産土神祭

日と鎮火祭日を附す。

町役所諸事留抜書

114丁 23cm

町役所諸事留入用品放番，明和・天明町役所御

用留抜書より成る。富山藩のもので，前者の内

容は宝暦10(1760)・11年，後者は明和3年 (1

766)から弘化4年 (1847)に及んでいる。

7348 町吟味所御触留

前田家編輯方手写

12冊 23cm

享保2年 (1717)から元治2年(1865)までの

1日富山落町吟味所の御触留。

①巻之ー享保2年~元文4年(1739)

②巻之二元文5年~宝暦8年 (1758)

③巻之三上・下宝暦9年~安永2年(1773)

16.68-4 

16.68ー2

16.68-3 

16.68-5 

16.68ー1

藩

支藩・預所

明治年間

明治年間

明治年間

藩山

特16.68

富

1344 

1345 

1346 

1341 
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田藤顕r

支藩

状之事，千石町作食歳出火之事，御扶持人井平

十村差別之事，御分知之儀申上候事，新開方之

書物之事，御郡所々建札等之事，歩入等之儀ユ

付申渡之事，御郡高山川々之事，御郡出火人共

御救米願之事，改作方高証文等之事を収録。

旧書名「富山部方留J。
./fM、

7352 天保中御郡方品々留 16.68-9 

前田家編緒方手写明治年間

120丁 24cm

富山藩郡方の留書。十村植付草修理見分模様醤

之事，御扶持人十村御収納仕切模様番之事，御

本丸御建方材木之事，御改革ニ付石田小右衛門

下向等之事，御代替ュ付御条目之義被仰出之

事，御代替ュ付御家中等へ被下米之事，御高札

之面文言之事，越中与飛州与山論境目之事，御

郡神主持高伝馬役之事，亀谷山銅鉛後見銀年賦

之事，改革ュ付旅館町遊女出立催之事，宝暦2

年(1752)改革奉公人縮方之事，天保3年(18

32)改作奉行人等之義申渡之事，山越義門等被

仰出之事を収録。

7353 高井小物成手鑑 16.68-10 

前田家綿綿方手写明治年間

2冊 23.5佃

内題 f古高新国高小物成銀等手鑑ム富山藩各

村の高・小物成高等について天保4年(1833)

までの事項を記す。

①藤瀬組・高堂組

②内山組・井上組・栗山組・野積四谷・拝領地

面之部。

7354 変事録 16.68'ー11

前田家編鰐方手写明治年間

2冊 23ω

内題「町吟味所留之内変事録」。富山町の記録

で変死等の吟味を中心に，享保11年 (1726)--

天保2年 (1831)の事件を収録する。

①享保11年~文化13年(1816)

②文化13年~天保2年。

7355 富山水損凶荒留記 16.68'ー12

前田家編輯方手写明治年間

72丁お佃

預所

内題円日富山務水損凶荒留記J。
寛政元年(1789)水損御用捨高等書上留，天保

凶作=付高方御仕法〈天保7年~同9年.)，天

明兎年 (1781)御郡中立御法度之御条目之事を

収録。

7356 富山火災留

手写

43丁お佃

16.68-13 

慶長15年 (1610)より明治20年(1887)まで11

件の火災を列挙し，このうち天保2年(1831)

以降の5件について詳細を記す。

7357 富山水風早留

手写

103丁お.5ω

16.68-14 

元禄16年(17，偲)--明和8年(1771)の記録。

7358 富山水火史 16.68-15 

前田家編輯方手写明治年間

12丁 25cm

富山日報，明治27年 (189心の記事「富山の水

火史」の写。この記事は，富山関市祭発起委員

編の「富山沿草誌略Jより水火災害項目を抜粋

して作成されたもの。

7359 富山市の火災 16.68-16 

前田家編輯方手写明治年間

12T 25cm 

明治28年(1895)の富山市の火災について富山

日報の記事を抜粋。江戸期大火についても述べ

市民の注意を促したもの。

大 聖 寺 藩

7360 加賀国大聖寺絵図 16.68-17 

〔正保4年 (1647)) 

絵図1枚彩色 216X190佃

内題「加賀国大正持絵図Jor松平飛騨守居所J

とある。旧書名「加賀国大聖寺古図J。

7361 大聖寺絵図 16.68-18 

手写明治28年(1895)

絵図1枚彩色 69x113.5ω 

前田貞醇所蔵の写。端裏書「天明六(1786)丙

-379-



藩

午六月大音氏ヨリ恩借，今枝氏エテ写一所ニ額

出来也J。大聖寺城下町割詳密図で，居住者の

姓・屋号がすべて記入されている。裁は外郭の

み。

1362 大聖寺御城下全図 16.68-19 

絵図1枚 彩 色 79x138.5cm 

脇田尚保旧蔵。大聖寺城下の町割図。務土の姓

を記入している。

1363 吉崎鹿嶋絵図 16.68-20 

絵図 1枚 彩 色 97x116cm 

蓮知の古蹟地吉崎の対岸にある鹿鳴を中心とし

た絵図。大聖寺領吉崎〈加賀吉崎〉・越前吉崎

・蓮如山・浜崎・塩屋などを描く。御境榎木・

御番所等を描いているところから，鹿嶋の帰属

を福井藩と争ったことに関連する絵図と考えら

れる。

7364 (飛騨守様分新田高覚〕

手写

1通 24畑

16.68-21 

正保3年 (1646)，寛文4年 (1664)の高辻帳記

載の新田高の番上控。原本成立は貞享3年(16

86)で，津田宇右衛門より加賀藩年寄宛。飛騨

守は大聖寺藩主2代前田利明。

7365 那谷寺通夜物語 16.68-22 

森田平次〈良見)手写

3冊 23ω

大聖寺藩の，正徳、2年 (1712)10月，大風によ

る凶作に端を発した百姓ー撲の顛末を記す。奥

書に宝暦12年(1762)大聖寺藩士児玉仁右衛門

則，忠が筆写した旨を記す。

刊本郷土シりーズ「那谷寺通夜物語一正徳の

百姓ー挨史料J，r日本庶民生活史料集成」第6

巻・那谷寺通夜物語。

7366 (大聖寺郡民徹訴一件〕 16.68-23 

2T 25畑

正徳2年 (1712)のー撲。 10月6日--9日の様

子を記す。

治

預

7367 御預所宗門改覚帳

早川徳三郎著

手写

5 T 12x 18叩

所

16.68-24 

文政3年 (182の飽州預所の宗門改を任命され

た，御算用者早川徳ξ 郎の記録。

1368 能登四郡御成箇郷幌

前図式部編

寛延元年 (1748)

114T 24ω 

16.68ーお

富田権六郎旧蔵。御預所村々の寄上げで，幕府

勘定所宛。旧番名「能登国御取箇郷幌J。

1369 能登国羽咋郡鹿島郡之内郷村高帳 16.68ー26

天明6年(1786)

2冊 32倒

幕府領と加賀藩領の交換の際のもの。幕府勘定

所役人，田口五郎左衛門等より松平加賀守御預

り所役人宛ー

①幕府領より藩領となった村々の目録

②藩領より幕府領となった村々の目録。

1310 (口郡御預所村々草高帳〕 16.68-27 

手写

2丁お.5cm

戊正月24日の魯上げで，藩領より預所となった

羽咋郡尊保村等17ケ村，預所より藩領となった

羽咋郡千路村等8ケ村について記す。

1371 (口郡之内御預所と御替村々高辻帳之表書改方届

書) 16.68-28 

巻子1・1通 16.5cm 

天明5年 (1785)能登口郡内での御預所と務領

の入替えに関するもの

①天明7年，松平和泉守・青山大膳苑払幕府

に対して領知目録改めを願出たもの

②天明6年6月25日，佐藤勘兵衛等より本多安

房守・長大隅守宛。入替えに伴う，高社帳の

新田高の増減等について報告したもの。

旧書名「郷村高辻帳仕立方について口上書」。

.-380ー
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支 藩

1372 御替村地境田畑等吟味記録 16.68-29 

4丁 24cm

成瀬正居1日;蔵。天明5年 (1785)の能登幕府領

と加賀藩領の交換に際してのもので，津田治兵

衛の見分報告書。

7373 定例指出物覚 16.68-30 

llT 24cm 

早川随勝旧蔵。御勘定所江可指出定例もの覚，

能登国之内御預所高国郡村名訳書〈天保15年〉

天保13年寅年御勘定目録を収む。

7374 元御預所高免帳 16.68-31 

手写

36T 24.5ω 

前欠。原本成立，天保9年(1838)。本田，新

田，見取場に分けて引高，免率等を記す。

7375 能登国村々免状帳 16.68ー'32

7376 

7377 

3冊24cm

御鎖所の分。

①万延元年 (1860)②文久元年(1861)③元治

2年 (1865)。

〔奥郡元御預所高免蔵入所書よ幌〕 16.68-33 

-慶応3--4年 (1867--68)

4冊 24cm

①元御預所村々古田高免御蔵入所等密上申帳

②元御預所村々定免新関所高免御蔵入所等書上

申帳

③元御預所村々極高新開所高免御蔵入所等曾上

申帳

④鳳至・珠洲両御郡元預所村々締高新関根帳。

〔御預所変地吟味覚書〕

古郡文右衛門編

手写

8 T 27.5 x 22cm 

16.68-34 

原題「能登国御蔵入，正保二酉年(1創5)以来

変地吟味覚書J。原本成立，元禄12年(1699)。

国絵図作成の下調査にかかるもの。

旧書名「変地吟味覚書」。

預 所

7378 荒所起返等請書帳 16.68-35 

天保4年(1833)

7丁 24佃

早川随勝旧蔵。能登預所のもので，起返，立

帰， r当巳年より初而立婦」等の場所， r当巳年

一作引高申渡候分」に分けて村毎に記獄。

7379 〔改作所方書類綴〕 16.68-36 

仮綴1(9通) 16cm 

非常貯用籾，変地償米，問勢子米，酒造方役銭，

十村山廻り等御目見，御用地引高，夫銭などに

ついて明治元年 (1868)等の届・伺書類。

18書名「元御預所村々非常貯用籾=付願書等

写J。

7380 能登国御預所御物成永定免皆金納置御証文写帳

16.68-37 

手写

21丁 23.5佃

キ禁111随勝l日蔵。 慨の御削減免及び金納の

命令に基づいて，文化7年 (1810)諸役の金銭

換算書が幕府勘定所に出された。本書はこれを

天保14年(18必〉にまとめたもの。天明 7年

(1787)羽咋郡千路潟内新聞分も含む。

7381 〔能霊園御預所御物成皆済目録〕 16.68-38 

長屋七郎右衛門著

手写

2冊 24cm

原題「能登国之内御預所去寅御物成皆済目録」

「能登国之内御預所去寅皆済目録之内郷幌組訳

密J。勘定所宛で，預所の物成，小物成の書上

げ。

7382 御年貢取立帳 16.68-39 

129丁 24.5cm

飽登預所の村々について，万延元年(1860)の

本途，諸役高及びその払方を記す。

7383 御年賃金取立触帳

御預所箸

91丁 25cm

16.68-40 

能登預所62ケ村の明治2年(1869)年貢金高，

明治3年 (1870)r夫銀拝小物成取立蝕帳」及

-381-
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治藩

び同年の酒造役銭の番上を収む。

〔元御預所村々現銀御払術屋納延引願等〕

16.68-41 

手写

3通 16佃

①元御預所石崎村増免に当る償米覚②元御預

所敷波村道橋普請入用に関する覚書③羽咋郡

富来組新入9ケ村，鹿島郡矢田組新入12ケ村へ

現銀払米返納延期願〈辰六月〉。

旧書名「羽咋郡富来組新入九ケ村へ現銀御払米

願等」。

7384 

御預所村々前々より質田地之義云々等

16.68-42 

7385 

前田家編斡方手写

4丁 24cm

真館民所蔵の写。預所での質団地，拝借金，替

り庄屋についての達書3通を収録。

明治年間

鹿嶋郡深浦村五兵衛枠与六・三郎一件留

16.68-43 

7386 

54丁 271ω

文化3年(1806).猪鹿番小屋での焼死一件。

16.68-44 諸事紙面写

手写

21T 20佃

横山隆幹旧蔵。加賀藩の預地御用に関係する享

保7年 (722). 明和8・9年の旧記を写した

もの。

7387 

-
Z
J
4
1

州議一

16.68-45 

-382ー

御預地書類目録

前田家編輯方手写明治年間

仮綴1(2丁) 24佃

態登預地についての旧記・文書類の目録。

7388 

3 



特16.7産

特16.70 産業一般

産物調査

7389 農隙所作村々寄犠 16.70ー1

前回家編輯方手写 明治年間

42丁斜ω

阿部勇作所蔵の写。内題には「耕農之外所作在

之村々寄帳」とあり。元禄4--7年(1691--

94)加越能三カ国の各都毎に村々の農間余栄を

醤上げたもの。末尾に鳳至・珠洲郡の産物と産

地を別記す。「国産抄」と同内容。刊本「日本

農書全集j第5巻に掲載。

7390 耕農之外所作有之村々寄1擬

手写

37T 24cm 

富田権六郎旧蔵。前号と同じもの。

16.70-2 

7391 国産抄 16.71ト 3

前田家編縛方手写明治年間

23T 24佃

特16.70-1と同内容。但し;末尾に寛政12年

(1800)宮永正運の筆写の由来，御国産元禄中

上達己後略記附言を記し，巻頭に天保3年(18

32)老松架亭主人の自叙を故せる。

7392 御進物御用ニ可成品々難斗御座候ニ併ム共組々ニ

御座侯品々番上申帳 16.70-4 

前田家編輯方手写明治年間

8T 24ω 

真館民所蔵の写。正徳元年(1711)羽咋・鹿島

両郡の十村より書上げたもの。

7393 能登国産物之内別ニ番出候帳面 16.70ー5

高畠金左衛門・行山伝左衛門著

前田家縮縛方手写明治年間

11T 2おm

前田直行所蔵の写。表紙に「産物方より借写之

子時享保二十・十二・十四」とあり。苗加村久

左衛門が能登ヘ派遣されて石薬・草木について

調査したもので，享保20年(1735)12月に高畠

業

金左衛門・行山伝左衛門が番上げたもの。

7394 産物五穀之分書上申帳 16.70ー6

前田家編縛方手写明治年間

6T 24佃

筒井成孝所蔵の写。享保2伴 (1735)珠洲・鳳

至郡に関して鹿野村恒方・孫次郎が高田〈高畠

か)金左衛門・行山伝左衛門宛に番上げたも

の。うるあわ，もちあわ，ひへ，きび，大麦，

小麦，大豆，小豆，ゑんど，さふげの類につき

品目名のみ列記。

7395 享元塵除志

手写

18冊 23.5cm

16.70ー7

加能郷土辞紫には享保・元文年中に稲生宣義

〈若水〉が庶物類纂を編した時の草稿とあるが

宣義は正徳5年(1715)に没しており，本書は

その後継者の手によるものか。

①産物加州より不審出品，三ヶ国殺類，殺類

〈イロハ寄)，相尋書出侯品(享保20，21年

石川，能美，河北郡，木類，草類〉

②相尋魯.出候品〈魚類，虫類)，石川郡清水・

温泉等，越中所々見分仕候書上帳〈享保21年

5月杉谷文左衛門，内山覚順)，越中魚之部

③御領国産薬種書上申帳〈享保2咋 9月鶴来屋

平右衛門)，方々御進物之品々，御献上持御

残被遺候品々〈享保2伴 8月御用所)，御領

国中産物調御用ニ付紙面之写〈享保2咋カ〉

@五穀之部，五毅之部〈能州，加州越中ユ無之

分〉

⑤五殺之部(加州=相洩候分)，穀之部

⑥雑毅之部(越中能州分，加州ユ無之分)，雑

穀之部

匂凍部，虫部，菓部

③介甲部，禽獣部，介貝部

@草之類，木部

⑪草部，金石部，鱗部

⑪覚中(内山覚中〉方より来ル帳之内草木草菜

之分いろは寄井百姓給物之覚魚類いろは寄，

相尋候草木等行状覚書〈河北郡野瀬村伊兵衛

覚候分)，御領国在之薬種〈享保2伴 9月鶴

来屋平右衛門)，三ヶ国産物之儀ユ付覚書

-3おー
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2冊 24ω

①加越能三州郷村産物記(元禄7年寄上げ，良

隙所作村々寄帳と同一)，能登国産物別記〈享

保2伴高畠金左衛門・行山伝左衛門の番上

げ，内題に能登国産物之内別段御尋ユ付取調

進達相成控帳とありを収録

②加能越産物番上(元文3年審上げ，内題に加

賀能登越中三ヶ国之諸郡物産石土水火部とあ

り)，越中魚津産物記〈元文元年肝煎四郎左

衛門・藤右衛門の番上げ，内題に越中魚津鴻

海猟魚類名白書上帳とあるものと天明 5年伊

藤権五郎審上げの魚津浦方猟業役銀高等帳面

を含む)を収録。

-業産

⑫大倭本草，穀持荻豆，卵生，能美郡等草之名

寄，水禽

⑬山草類

⑬山草類下

⑮草部〈湿草猿上〉

⑮草部〈湿草類下)

⑫草部〈芳草類〉

⑬草部〈芳草類〉。

16.70-12 7400 加越能本草調

前田家編綿方編

明治年間

19丁 24cm

.漢名と和名，産出国名を記す。内山党順所輯本

草方言の密写。その他いろは順に草木名を記し

たものを含む。覚順は稲宜畿の2男で，宣義の

高弟内山覚仲の養子，天明3年没70才。

郡方産物帳

9冊 25m

加賀藩領内加越能三カ国の諸郡及び江州今津・

海津の産物を記す。元文3年(1738)の番上げ。

各巻は，①能美郡②石川郡③河北郡@砺

波郡⑤射水郡⑥新川郡⑦羽咋・鹿島郡

③鳳至・珠洲郡⑨江州今津弘川海津之内中村

町。各巻とも穀類，菜類，菓類，菌類，辺土百

姓給物類，草類，木類，竹類，鳥類，獣類，魚

類，螺類，虫類，蛇類，石土水火類に分けて記

払

16.70-8 7396 

16.70-13 能美郡草木之類書上申犠

今江村源助等箸

宝暦14年(1764)

2冊 24m

安井顕比旧蔵のものと北村与平所蔵の写の 2

冊。両者とも同文。今江村源助等4名の十村が

能美郡内の草木名と産地を記したものo

7401 

16.70-14 7402 鳳至珠洲旧跡物産害上帳六種

前田家編瞬方手写 明治年間

60T 24cm 

筒井氏所蔵の写。外題「鳳珠旧跡物産帳」。

。鳳至郡名所旧跡等審上申帳(宝暦14年3月)

。珠洲郡名所旧跡等審上申帳〈 グ 〉

。鳳至郡草木類書上申帳 ( 11 ) 

。珠洲郡草木類審上申帳 ( 11 ) 

。珠洲鳳至両郡産物之内他国へ指遺商売仕候品

々番上申帳(明和8年11月)

。珠洲鳳至両郡産物之内御領国ニ而商売仕候品

々審上中帳〈 グ 〉。

旧審名「鳳珠旧跡物産密上帳」。

加賀国産物志

稲生孝与〈稲新助〉・内山覚中編

前田家編縄方手写明治年間

93丁ぉ.5ω

森田平次所蔵の写。末尾に文政4年(1821)村

井長世(屋漏堂〉が周辺平吉より借用して写し

たことを記す。本文末尾に元文5年(1740)5 

月高畠金左衛門・行山伝左衛門の署名があり，

この両名の審上げを稲・内山が編輯し，後に阪

元慎が校正したもの。内容は加賀国の産物を五

殻部・楽部・架部・菌部・海草部・辺土百姓給

物・草部・木部・竹部・烏部・獣部・魚部・螺

部・虫部・蛇部・石土水火部にわけ，名称と簡

単な解説を記す。

16.70-9 

阪元住破

7397 

加賀因物産志 16.7かー10

稲生孝与〈事官新助〉・内山覚中縦 阪元帳羽交

田中芳男手写明治17年 (1884)

82丁 23.5cm

岡田信利所蔵の写。前号と同内容。

7398 

16.70-11 産物記四程

前田家編輯方手写

7399 
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産業一般

1403 羽喰・鹿島両郡産物番上帳

芹川村兵助著

前田家編揖方手写明治年!比

52丁お佃

16.7仔ー15

阿部氏所蔵の写。表題は「羽鹿両郡産物帳」。

内題「羽咋鹿嶋雨御郡諸産物之様子書上申帳」

とあり。安永7年(1778)調理方主付に任ぜら

れた芹川村兵助が羽咋・鹿島両郡11組の産物出

来高・通用高を番上げたもの。

7404 加州産物帳 16.71かー16

6冊 25cm.

「能州産物帳Jr越州産物帳Jと対をなす。加

賀国産物志と配列はほぼ悶じであるが，より詳

細に記述している。全9冊のうち第5・6・8

冊を欠く。①五殺之部〈第一冊〉 ②莱部・楽

部・菌部・海草部・辺土百姓給物類〈第二冊)，

③草類上〈第三冊) @草類下〈第四冊〉⑤魚

部・螺部〈第七冊〉 ⑥石土水火部(第14冊〉。
欠本の第五・六冊は木部・竹部・烏部・獣部，

第八冊は虫部・蛇部と推定される。

7405 越州産物帳 16.71か-17

6冊 25ω

題愈に文化1伴 (1813)の日付を記す。全8冊

のうち第4・5冊を欠く。①五綾部〈第一冊〉

②菜部・菜部・薗部・海草部・辺土百姓給物類

〈第二冊〉③草部〈第三冊〉③魚部・螺部

〈第六冊〉 ⑤虫部井蛇類〈第七冊〉 ⑥石土水

火部(第八冊〉。各産物名と産地・解説を記す。

7406 能州産物帳 16.7ト 18

6冊 25佃

題愈に文化1咋 (1813)の日付を記す。全8冊

のうち第4・5冊を欠く。 q澱部〈第一冊)，

②菜類・菓類・菌類・海草額・百姓給物類〈第

二冊〉 ③草部〈第三冊) @魚部・螺部〈第六

冊)⑤虫部・蛇類(第七冊〉 ⑥石土水火部〈第

八冊〉。欠本の第4・5は木部・竹部・烏部・

獣部か。産物の名称と簡単な解説を記す。

7407能登因物産番上帳 16.71←19 

前田家編輯方手写明治年間

70丁お佃

表題は「能登物産番上帳」。内容は「安政年五

諮役御免之品等書上申帳J，r魚問屋御定帳J，
「文化八年他国出御制禁之品々井御算用場御郡

御奉行所より御指留之品々番上候様就被仰渡右

ニ当リ候御触等抜書J，r文化オ年所口町等諸産

物壱ヶ年出来高相調理番上申帳J，f'能州極出来

高妨害」。

7408 (三州産物改分井蝦実地建物調理] 16.70ー20
手写

20丁おcm

岡田様旧蔵。内容は「三州産物改分調理J(鹿

応元年(1865)11月，各郡別に物産名と数量を

あげ御園用と他国出に内わけている)， r蝦夷地

取調理審J(地名，土地人数，里程，受負町人

名前，運上金人取揚高〈品物別惣計)，諸雑貨，

利益高見図的。

旧書名「三州産物改分調理J。

7409加越能諸晶出産根源録 16.70ー'21
村松標左衛門著

前田家編輯方手写明治年間

16丁24cm.

化石類，石類，土類，水類，火類に区分し，そ

れぞれの産地名を記す。

7410 三国名物志 16.70ー'22
前田家編輯方手写 明治年間

2冊斜佃

加越能三カ国に産する動植物の漢名，和名，産

地等を記したもの。①は植物②は動物をそれ

ぞれ和名のイロハ順に記す。

7411 名産之品々帳 16.70ー23
手写

3 T 12.5x35佃

能美，石川，河北，鳳至，珠洲，砺波，新川郡

の鉱山，石，温泉，製紙，製織，海産物等の産

地について記す。

7412 加賀能登之温泉

前田家編輯方編

明治年間

37丁 25cm.

16.70-ー'24

-385一
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7413 加能越産物方自記

村井長湾〈文兵衛〉縦

森田平次〈良見・柿園〉手写

4冊 斜 佃

村井長寄は老臣村井氏の第7代。安永7年 07

78) 5月加越能三州産物方主付となり，産物方

政策を推進したが，本書は安永1伴(178I)，...， 

天明5年 (1785)の聞の産物方関係史料を収録

したもの。

①安永10(天明元〉年。塩方の事，草泥障等，坪

野石，綿種油，銀子，木綿，鍬柄，松こば

板，炭，批板，塩方の事，塩硝直段，鉛直

段，塩硝直段，松板，猟板，塩硝，苧かせ，

炭，かね山，陶器，能登松，晒布苧かせ，お

しろい，駒，魚ロ銭，漆，囲垣根木，塩ー釜

焼上高， 魚口銭，郡方諸商売，塩方，塩場

焚，伐出枝木，塩硝，木目，山緒皮，鉛，塩

運賃定，真松商売，墨，真松商売，布晒I •出

津入津運上，御林松，植木，伐出枝木，木

呂，麻苧絹，墨，封銀貨，人百昼間屋，塩

土，砂糖問屋，飼葉，払塩，銅持へにから，

竹皮，焚炭，人参，木呂松，鰯

②天明元・ 2年。塩硝，締子紋縮緬，猟批板，

綿打弦，木呂，雑木川流，塩硝，晒布，松

木，材木，人参，松木，灰吹銀，結布，金

山，馬市，松木，苗松槌付，漆問屋，鰹節口

銭，箆蔵杉首，藍王，松杉苗植付，堂形松苗

植付，繰綿，薪木呂，木暖足駄，材木I ~i 

種，商売役銀，綿，長機木綿，松苗植付，護

摩木，猟木，苗木植付，塩硝，桑首植付，桑

芥茶等植付，桑苗植付，薪木呂，材木，嘉多

粉，桑苗，木呂，立山地境，立枯松代銀，漆

木，鰹節，塩座，氷見畳表，払塩，漆木，松

木，山椅皮，松木，桑苗植付，砂糖，鰯網，

金山，舗網，払塩，舗網，銅，生極硝，嶋木

綿，菜種

③天明2・3年。鰯大網，桑苗植付，材木，桑

業

箇植付，紅粉染，木綿絞染，たば粉，松商植

付，松木，綿打弦，産物種銀，松木，布晒

場，焼炭木呂，雑木御林，抄薪鍛冶炭，嶋木

綿，縮布，鍛子給子紗綾，木綿絞，塩手米，

材木，槻杉，槻木，鰯網，奥嶋，桑苗植付，

払塩，松木，木綿素変~， 払松木，塩硝，江豚

猿，払塩，木呂，杉苗植付，松木，縮布，桑

苗，松苗，並松植付，瓦，椀，材木，金山，

焼物陶器，人参，塩z結機，木綿，江豚猟，

銅山，縮布芥鉛，索活，材木，紬.銅，桑

業，縮布，塩，布木綿，箔打，縮緬，塩，

綿，鰹節，銀山，嶋木綿，酒造，真銭鋼板

金，紋布，結，縮布，飾網，材木，金山

@天明4・5年。紙儲，菜種，木綿絞，塩，

結，塩硝，緒，桑苗，材木，松木，羅紗，桑

苗，緒，雁緋紙，羅紗，塩，桑種，雁緋紙，

銅鉛，木呂，桑畑，金山，鍛冶炭，松木，杉

木，産物銀，材木代，桑前，植松，材木，薪

木目，火縄，材木等，松板，七木，五ケ紙，

五ヶ山椅，並木杉，松槌付，御林地，猟魚網

役等，塩，紋布，桑苗，御林，灰吹金，猟魚

網，絹布判賃，結，椀，猟魚網船，銅延板，

払塩，結，菜種，灰吹金，村井又兵衛長湾履

歴。

刊本「日本塩業大系」資料編近世3に抄載。

産

和倉温泉，深谷温泉，辰ノロ温泉，大牧温泉，

山代温泉，片山津温泉に関して各種資料〈明治

期雑誌等を含む〉を抜すいしたものo 和倉・深

谷温泉効能書も綴る。

産

16.70-ー2.CJ

法仕物

16.7(}ー'267414 布判賃御触等

前田家編輯方手写

19丁 2必m

真館民所蔵の写。布判貨御触，業種口銭取立

人，魚口銭取立人，他国出干鰯口銭高，胡猿打

捕冥加銀，他国出洩格改人，御塩直段等を収録

するが，大部分は口郡絹布判貨に関する史料。

天明6年 (1786)，...，文化9年(1812)のものo

明治年間

16.7'かー'27ロ郡紬方仕法一件

前田家編輯方手写

145丁お.5cm

真館氏所蔵の写。文化7年(1810)より天保9

年 (1838)のロ郡粕方仕法帳等を収録。

明治年間

7415 

16.70-ー28〔紬方御仕法御蝕渡に付御遼〕

手写

5丁

7416 
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24cm 
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産業一般

「粕方御(J:法御免!k波ユ付心附之趣左ニ御達奉申

上候」。巳正月付，御貸付金主付福岡屋小右衛

門等の番上げ。旧番名「粕方御仕法之御迷J。

7417 絹御仕入銀利足之内御用捨等之義ニ付御番立を以

被為仰渡之御請懐 16.70ー29
8丁辺倒

富田権六郎旧歳。文化13年 (1816)絹仕入銀利

足の内用捨及び城端町焼失の靭御貸米返上繰下

げにつき，誠端総町組合頭が今石動奉行に提出

.した請書。

7418 縮嶋仕法覚書 16.7かー'30

前田家編綿方手写明治年間

1丁お.5佃

真館民所蔵の写。羽咋郡土田組，鹿嶋郡西ノ庄

組村々に産する縮嶋の仕入銀波方仕法案。辰3

月付。

7419 産物方御用留 16.7'かー'31

前田家編純方手写明治年間

3冊お.5ω

片岡孫作所蔵の写。文政元年(1818)村井長世

が再度産物方主付となって産物方政策を推進し

たが，本書はこの期の産物方政策に関するもの

で，文政元年 (1818)-天保7年(1836)の記

事を収録。

①産物方仕法初発之事文政元-12年

蚕種紙之事文政7-10年

@滞在、丸縮仕法之事文政3-天保7年

③福野桟留'~~之事文政12-天保 7 年。

7420 諸浦商物口銭御定犠 16.7'←32 

前田家編輯方手写明治年間

561- 24伺

阿部氏所蔵の写。文政元年(1818)7月の口銭

取立高の定，文政7年 (1824)3月の追加分，

同年9月の入百屋干物等の浦口銭の定を収録J

7421 産物江戸方御用留 16.7'かー33

前田家編輯方手写 明治年間

4冊お佃

産物を江戸へ売捌いた時の御用留。民服屋線取

役で産物他国引合方主附を勤める一丸甚六が加

賀藩産物の江戸移出を提案し，それにより江戸

での加賀藩産物売倒会所産物方主附に升屋七左

衛門が任命され，小松絹・菅笠・越中五郎丸布

などが移出されたことを記す。

7422 (能登産物諸仕法〕 16.70-ー34

前田家編輯方手写明治年間

36T 24伺

真館民所蔵の写。内容は天保5-1昨 (1834-

39)のもので，能登灰射水郡へ積廻仕法一件

(戊11月). 口郡木綿細かな稼方仕法一件〈天

保 9)，羽咋鹿島両郡困窮者産業ユ為在付方御

仕法等〈天保9，1の，徳丸縮御仕入願書付

〈天保9)，尿物御仕入拝借銀願書付〈天保

10)，極貧之者へ取扱米帳〈天保5)，四ヶ布仕

法番下しらベ案〈天保10)を含む。

旧書名「能登灰射水郡へ積廻仕法一件等」。

7423 綿商売・批商売・質商売・薬種商売井合薬商売株

立運上被仰付候二付調理番上一巻 16.7'ト 35

北村与十郎著

前田家編輯方手写明治年間

37丁お佃

北村与子所蔵の写。嘉永3年 (185ω 表記五品

の株立再興に際し，役銀，商売人交名を番上げ

たもの。能美郡関係，嘉永3・4の番上げ。

7424 産物方・小物成方御土蔵ヘ御役銀上納仕候口々

16.70ー.36
手写

13T 24佃

嘉永5年 (1852)射水郡関係のもので産物方の

伏木入津口銭，御園廻及び他国売薬出脚等銀取

立，また小物成方の放生津浦口銭，八尾行木綿

見各分入札払代銀の半高，射水郡諸産物他国出

口銭，浦々地払魚等口銭などの銀高の覚を記

放。

旧書名「産物方小物成方諸方御土蔵へ御役銀上

納仕候覚書」。

片岡孫作所蔵の写。表題は「江戸方御用留Jo I 7425 能州開発方上書

文政10年 (18幻)-天保8年(1837)に加賀藩 25T 2畑
16.70-ー37
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方，判出来方井押波方等ユ付品々伺等，縮締

結紬綿.儒子判賃伺方等，地他国出入津方，御

指紙月越方，福浦等魚ロ!銭方，苧組他国出井

御口銭取立方等，雑品等出津方，金沢ニ而徳

丸縮売担E方。

業産

中川典克旧蔵。安政4年 (1857)9月成立。主

に奥郡の製塩・山林乱伐の状況について記す。

酒株の所在を示す絵図 1枚を収録。

16.70-41 7429 産物方仕法帳

121丁 24.5ω

文久3年 (1863)，元治元年(1864)の各地の

産物会所関係の留。

7430 産物方持諸口銭および津方要々留

手写

55T 24叩

友貞民所蔵の写。内容は文久より慶応年問。産

物方会所縮り方に関するもので，能州分を中心

とする。奥郡に関する御用留。

16.70-42 

産物方御用留

羽咋村(加藤〉義左衛門編

前田家編輯方手写明治年間

6冊斜佃

文久3年(1863)から開始された産物方政策で，

ロ郡産物方御用主付を命ぜられた羽咋村議左衛

門の留番。

①文久3・4年②，③文久4 (元治元)年，

@元治元・慶応元年⑤慶応元・ 2年⑥慶応

2年。

16.7U'ー387426 

‘ 

〔別小物成口銭取立候名白書上帳等) 16.71ト 43

合綴1(20冊・ 1通.) 24.5cm・12x36cm・

15.5cm 

表題「御小物成方御改作所ヘ御附属被仰付候ニ

付諸郡定散小物成等番上一件」。

①ロ!銭曾上帳雛形②文久3年(1863)別小物

成百歩壱等口銭取立候名白書上帳，小松町③

岡安宅町 ④同湊町 ⑤岡本吉町⑥岡松任

⑦同宮腰町③同金沢町⑨問今石動町⑮同

城端⑪同氷見町 ⑫岡高岡町⑬同魚津町

⑬同境町⑮同所ロ町⑮嘉永4年 (1851)射

水郡四十物他国出口銭・諸魚地払冥加銀産物方

請取⑫嘉永4年産物方御役所へ上納仕候御口

銭銀等書上申帳〈文久3年ロ郡〉 ⑬嘉永4・

5年産物方へ上納之口々〈文久3年奥郡) ⑮ 

口銭等上納方変更ユ付番上〈横帳〉 ②嘉永5

年より緒方御土蔵へ.閥均二相成品々〈能美郡〉

@明治元年分高岡町散小物成銀寄帳〈同2年)。

7431 

16.70-ー39産物方諸事留

犬丸村啓太郎編

前田家編輯方手写

4冊 23cm

北村与平所蔵の写。内題に「御領国産物方御用

就被仰付候諸事留Jとあり。文久3年 (1863--

慶応2年 (1866)における産物方政策に関する

もの。文久3年より諸郡産物方御用主付(能美

郡〉を命ぜられた犬丸村啓太郎の留書。

①文久3・文久 4 (元治元〉年②，③文久4

〈元治元〉年@元治元~慶応、2年。

明治年間

7427 

16.70-ー40

議

越中国別小物成銭調理帳

商法局著

手写

6T 24cm 

明治2年成立。元治元年(1864)--明治元年

(1868)の5カ年分で，商法局より会計寮に宛

てたもの。出入口銭，陶捺瓦等製造運上鈴，魚

16.70-44 7432 

-388-

産物方抜書

前田家編輯方手写

2冊 2伽

北村与平所蔵の写。文久3年 (1863)--慶応2

年(1866)の産物方政策に関するもの。巻頭に

25項目の目録があり，次の通り。

①所々産物仕法御閲届井詮義方一巻，所ロi園出

津，金沢産物会所仕法詮義方，援天草一巻，

璃猶石方一巻，畳表方一巻，茶仕法方一巻，

締役等井判押人増方等同断以来立代人撰御

遠方，会所懸役人井判押人勤向等被仰波，所

々産物会所取開方ユ付品々伺方，同会所入用

之品々出来方伺，他国出口銭取立人之義他出

等調理役と改り侯義井白印紙受取方入津ロ銭

調理方口銭上納伺

②別小物成銀之名目産物銀と改り候事，口銭高

書出方等案文，会所附属方，出津見図り願

7428 

明治年間



産業一般

口銭，洩物代銭，売薬出脚銭，菅笠口銭，白味 I7434 産物方旧記 16.71かー'46

銅口銭，損木代銭を雲上げる。 I 前田家鰍妨手写明治年間

1433 要用抜書 16.70-ー45

285丁 23cm

慶応2年(1866)から明治5年 (1872)にかけ

ての生産・流通・貢租関係の法令等を記す。巻

143T 25ω 

郡方旧記，御用鑑，筒井触留，筒弗旧記，杉木

氏小留記等より諸産物に関する触書・覚棲を抜

き書きしたもの。

頭に次のような69項目の目録を記す。 I7435 御貸附銭証文 16.70-ー，47

御管下産物取調理，諸口銭之事，酒造一件，猪| 清水忠左衛門等著

谷番人へ申渡方，今江番人へ申波方，天下一般

銭相庭壱阿ユ付拾貫文，米穀勝手ニ津留不相成

趣，為替会社規則，商法会社規則，為替会社土

蔵番人受取方，苧純一件，喰用牛皮一件，御役

草，諸局出納金銭惣て会計局惣括，廻漕方へ従

来之町飛脚合併，為替会社等惣棟取帯万之事，

京大坂詰之事，西京詰之事， or-年之駒市以来指
止之事，江州御支配地通用緒幣指止一件，調弘、

商船規則ユ付船税之事，海津銅山方御用江州御

支配方御用兼務之事，商律改正，商職鍾詳し等取

捌，輸出入品改方通商方管下之事，調理役給

料，地税ユ関係之分租税へ引送方，新潟詰伊庭

詰役用金之事，商法会社等棟取並旅中一万帯候

様申渡，五ケ山出来中折紙等向後横堤丁紙屋久

兵衛方より納侯義，米塩洩津等之分向後通商方

にて取I誘，新発明之品専売免許之義御達方，士

族卒族商売等願会計所へ直ュ可指出様，会計所

分課，波海船役銭取立方，伏木浦詰足軽，松木

等御林山租税ヘヲ|送方，通商方民政所分課ユ相

成候義，庚午閤十月御改革一件，能美郡津波倉

村向野領荷物改番所合盛米渡り方→L諸問屋

諸株立廃止一件，職掌審，北海道産物取捌，持

高見当為替会社ユおゐて貸付之訳，為替会社高

岡所口へ出張関届，為替会社爾後取締申渡，渡

海船七浦ユ不限所持指免候発端，雑税掛へ可引

送事務と申条，持高見当為替会社金貸附方，酒

祈願心得候大工，墨察交名，渡海船等及破損溺

死有之届寄付戸籍掛りへ可廻事，洩紙逸官、法，

牛馬売買人進退ユ拠り冥加金区別，為替打金之

定，金沢町中稼越中売薬人之事，輸出入品調

役，備ケ所，町人共等扶持方改革，官省事務，

為替会社元備金元下ヶ規定，先触調筆方，三府

詰等支度料等渡り方，官員免職之節給賜，清潟

酒之義施行，合併勧業係弁事務，口留所覚，総

て税立之品 (4-8， 49は欠〉。

3丁 24.5cm

明治元年 (1868)金沢御門前松原町清水忠左衛

門等が蒔絵物類を京笥涜り捌きのため産物方よ

り借銭した時の論番。

7436 (産物方証紙〕

手写

お枚 24x9佃

産物方の黒印付用紙。

7437 産物仕入等証書写

手写

51丁 25cm

16.70-ー48

16.70-ー49

大聖寺藩関係のもので，文久3年 (1863)'-明

治4年 (1871)の産物仕入銀等借用証文の写。

1438 営業税他都照会

手写

7丁 19佃

16.70--50 

早川随勝旧蔵。行商・通運会社に関して他郡か

らの照会の外，水車・物貨運搬に関する通達.

各種営業願・届等を収録。明治13年(1880)鹿

島郡役所関係のもの。

7439 石川県勧業博物館創立十年略記

明治16年(1883)刊

29頁 22佃

16.70--51 

明治7年 (1874)創立の勧業博物館の1昨聞の

沿革と現状を記す。

7440 有栖川宮博物館へ御臨席之次第等 16.71←52 

前田家編輯方編

明治年間

27T 25cm 

「有栖川宮博物館へ御臨席之次第Jは北陸新報
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産

明治2持 6月30日付記事の抄録。他に石川県勧

業博物館紀略ノ序〈明治26年2月)，石川県下

宝物記〈宮内省臨時全国宝物取調局鑑査掛青山

盈敬一行の江沼・能美郡と永光寺における調査

状況を記す。北陸新報明治24年6月5 ・18・

19・22日及び北陸自由新聞同年7月13日付の抄

録)，三州名物往来ノ考〈続漸得雑記三ーの技

番)，能美郡常醤業調査〈文化11年諸商売無役

之分役立調理帳，天保8年新規株立諸運上井冥

加銀指止，嘉永3年能美郡質商人書上申帳)を

収録。

特16.71農業

農業技術

7441 耕作私記 16.71-1 

土屋時英(文三郎・義休〉箸

手写

59丁 23.5cm

脇田尚保旧歳。自叙に宝永4年(1707)とあり。

一之巻年中行事，ニ之巻新発，田植，中打，穫

収，収納歳入皆済，三之巻苗代，早稲田，表田，

物跡田，畠稲，大唐回，四之巻農業考，地利，

農業時節，稲勘弁，田畠育，凶年悪作之類，豊

年上作之類，五之巻稲之名，田畠蒔植物，農具，

雑事，気色之善悪、。

7442 耕作私記 16.71ー2

土屋時英著

前田家編相方手写 明治年間

58丁 23ω

前号と悶内容。

7443 私家農業談 16.71ー3

宮永正運〈十左衛門)箸

前田家編輯方手写 明治年間

97丁 23.5佃

安永7年 (1778)成立。宮永正運は越中砺波郡

下川崎村の篤農家。 目録は，第一巻土地の心

得，尿仕込，種子籾，商代，新発，小割，鴎ぬ

り，植代，槌付，大唐植，聞に稗植，うせ植，

第二巻植田水加減，中打，草修理，刈収，収納

爾輸相
4;;4

業

蔵入，第三巻稲の名寄，畠稲，麦，小麦，科，

大豆，小豆，莱，黍，務麦，胡麻，菜種，大

根， JRt脊，第四巻茄子，瓜，胡瓜，胡薙萄，牛

〈午〉務，芋，木綿，苧麻，麻，藍，紅華，第五

巻-茶，菜食，泊実，栽木，農食，凶年に飢を助

る品，農用，農具，農馬の具，農道具，雑事，

農具の図。

7444 年中農事覚書 16.71-4 

手写

14'丁 12X18cm 

高畠定時旧蔵。天明5年(1785)11月の日付。

水稲作の例。

7445 紅花作り様覚書帳 16.71ー5

前田家編輯方手写 明治年間

5T 24.5佃

北村与平所蔵の写。天明 6年(1786)のもの。

紅花の栽培方法と領内で栽培すれば諸国に劣ら

ない量の生産ができるとして，諸国より京都へ

登せる駄数とその値段を記す。

7446 耕作大要 16.71-6 

手写

24丁 23cm

高畠(定〉酔旧蔵。天明元年 (1781)9月成立。

融雪後の菜種養修理から年暮までの稲作・雑殺

・競菜栽培・施肥等の農作業を記す。「近世北

陸農業技術史」によれば著者は石川郡福留村の

十村六郎左衛門。

7447 農業大綱 16.71ー7

前田家編輯方手写 明治年間

19T 23佃

阿部氏所蔵の写。文中に寛政暦云々とあり，化

政期頃成立か。三ヶ国斗代御定，能州筋三百歩

壱反ユ種子籾入用図大凡以下，主に能登地域の

稲作技術を記裁。農具の図と免を仕立る大法を

付け加える。

刊本「金沢大学法文学部論集J史学編22に所収。

7448 菅作之法

五十嵐小農次箸

前田家綱相方手写明治年間

16.71-8 

」

与

UJJ2一一議機趨
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段 業

7丁 25cm 石之御蔵納等入用大概について記す。

文化7年(1810)成立。菅の栽培法〈苗，植付，

肥料，根割，苅干立)を一年目とそれ以降につ I7453 作方覚書帳 16.71-13 

いて記し，さらに百歩の入用図りを 1年目から

5年6年固まで記しているo

7449 五十嵐五考井補遺 16.71-9 

五十嵐篤好〈小豊次〉著武部敏行補

前田家編輯方手写 明治年間

86丁お側

ロ米・高免・夫銀・着米吉初銀・苗代名義の 5

田井村次郎吉著

手写

38T 24佃

富田権大郎旧蔵。巻末に「右加州石川郡田井村

十村次郎吉述作，本書写所持之方有之借写之置

物也」とあり。稲，大豆，小豆，麻，野菜類等

農作物の栽培方法について記す。

項目についての考証を古文書によってなしたも I 7454 養蜜規範 16.71ー14

のo 天保6年(1835)成立。別名「改作方五考J I 石黒千尋箸

補遣は弘化3年(1846)武部敏行の手になった| 前田家編韓方手写 明治年間

もの。

7450 五十嵐五考井補遺 16.71-10 

五十嵐篤好(小農次)著武部敏行補

前田家編輯方手写 明治年間

85T 23佃

前号と同じ。

7451 耕作仕様考

五十嵐篤好〈小豊次〉著

前田家編輯方手写明治年間

14丁お.5cm

16.71-11 

多田氏所蔵の写。天保8年(1837)成立。元禄

以降の旧記類を交えながら耕作方法を述べる。

耕代仕様考伺紙面，御改作御奉行荒起より御出

役紙面，古屋様等改作方御相談之御紙面，種籾

撰等御紙面，種籾仕抹，種籾池入，種蒔，苗代，

荒起，植付。「農政全集J(高岡文化会発行)所

収のものと比較すると，植附の後半，用水，

虫，尿，刈入，掛干之事を欠く。

7452 関作仕様 16.71-12 

前田家編輯方手写明治年間

7T 24佃

種籾，種池入，苗代，種時，苗生出，株かけ，

睦の肩おろし，田打，鎌切，鎌万鍬，小割，睦

ぬり，むくろもち返し，鋤かやし，尿仕込，田

守，睦の物，植代捺，田植，間指，江指，失

植，坪打，土虫払，草取，睦の草苅，穂出揃，

稲苅，稲干，こき摘の農作業内容と御収納米壱

日丁 23.5cm 

中泉替全所蔵の写。養蚕技術書。石黒千尋は幕

末加賀海国学者。

農 産

745弱5 越中能~I列列州11申刊111葉たiばzこ口銭銀取立御算用幌 16.7η1一1臼5 

内嶋村佐次右衛門等著

手写

5T 24個

室暦6年 (1756)分の算用帳。宝暦8年 4月26

日付，内嶋村佐次右衛門・大滝村太左衛門・金

屋本江村長左衛門より御算用場宛。

7456 養蚕方御触抜番 16.71-16 

前田家編輯方手写 明治年間

35丁 23.5cm

多田氏所蔵の写。慶応3年(1867)から明治3

年(1870)にいたる聞の藩の養蚕奨励の政策を

示す。鹿応3年，改作奉行が桑畑を未進地とす

ることによって桑畑の造成を励めようとし，そ

の旨諸郡御扶持人，組裁許中に触れる。明治元

年奥郡では，桑植増方の棟取が決められており

藩でも林省三等3人が養蚕御取閲主付に仰付け

られる。この年，養蚕方が設置されており，そ

の下で以後7ヶ年の聞に8郡で千万歩の桑畑の

造成が計画され，初年度は百万歩の植付面積を

予定している。さらに，桑畑を開くための仕入

銭を利足付で貸すことにしている。後，商法局

付属の養蚕方になるが，明治2年，奥郡におい

-.391ー
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耕作馬御仕入御仕法書上犠 16.71ー21

前田家編綿方手写 明治年間，.<<..:...::・

9丁 創 価

.真館奥四郎所蔵の写。内容は天保10年 (1839)

のもので，耕作馬仕入法の内容と口郡における

亥年〈天保1伴〉から 8か年聞の貸付目算，組

毎の貸付希望数を魯上げる。

業

7461 

産

てはすでに 113万歩余が桑櫨付未進地として許

可されていることが知られる。こうした養蚕方

を中心とする触，養蚕方への御扶持人，裁許中

からの上申等をまとめたものである。

16.71-17 

16.71-22 砺波郡関作馬一件

富田某編

9丁 12x18cm 

富田権六郎旧蔵。表題は「砺波郡関作馬壱件御

j勝手方示談物」。天保13年(1842)開作馬減少

のため砺波郡十村から出された出生馬仕法脅上

申帳とその詮訟のいきさつを記す。

7462 

〔桑田開拓之結社願井規則〕

明治6年 (1873)刊

15T 23.5佃

明治6年(1873)旧金沢務債消却のため買・属給

禄十分のーを指出していた資金で桑田関拓会社

を組織することになった時の結社願・結社規則

・結社大意弁事務章程・入費井利得概略表・家

禄拾分一元利積金略表および石川県権令内田政

風の結社許可告示。布逮集の故粋。

旧醤名「桑田開拓会社定款」。

7457 

駒方御仕法等留

手写

37T 24佃

表紙に「勧業課ヨリ来ル原本也」とあり o 勧業

課旧蔵か。博労御定番，御郡博労者詞之条々，

馬市仕法番，女馬井牛市仕法書等，安政元年

(1854) "'OJ慶応3年(1867)の触雷等の留。

16.71ーお7463 16.71-18 〔御種人参培養方主窓番〕

草神邸編

明治初年刊

1通 18cm

人参培養社中結成に付，会計の大概など主意説

明番。

7458 

16.71-24 奥州馬之様子留

加納源太郎著

手写

22T 24ω 

横山政和旧蔵。奥州筋ヘ女馬買上げのため町博

労が r2名」派遣された時それに同道した横目

足軽加納源太郎の報告書。奥州三春・出羽最上

付近の産馬の状況等を記す。卯4月20日付。卯

4月は安政2年(1855)か。

7464 

特殊事業誌原稿

9丁 24佃

江沼郡の月津・三木・西谷・勅使・庄の各村と

石川郡の上金石町・崎浦村につき，日露戦争中

の畑作物の改良，桑図の増植等特殊事業の実施

状況について記す。未完原稿，明治末年成立の

もの。

16.71-19 

産畜

7459 

〔新川郡へ下置かれ候種馬之子其外駒撰書分帳〕

16.71ー20

7460 

16.71-25 種懸生産方仕法一件留

手写

7T 23.5cm 

渡辺府旧蔵。馬の増産についての仕法目論。巳

12月付水原少属・中村権少属より学校宛。巳12

月は明治2年(1869)。

7465 

16.71-26 

明治年間

壬子雑記之抄

前田家鮒耳方手写

15丁 25叩

7466 

金子次郎兵衛等審

手写

5T 24畑

中川典克旧蔵。亭保7年 (1722)2月の日付。

馬の毛色，親の名と飼主の名前，村名が整理さ

れているo 原題「松田左兵衛・斎藤市丞支配新

川郡之内ヘ被下置候種馬之子弁其外駒共去年寄

上候内此度相撰可申分撰申ユ不及分且文愈議次

第相撲可申分魯分之帳」。

三!長
て

議
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林

博労，馬に関する記事を壬子雑記から技粋した

もの。

7467 (野々市駒市ニ付郡奉行遺書〕

手写

巻子 1 16cm 

16.71-27 

早川随勝旧蔵。野々市駒市に関する加能御郡奉

行の駒市開催期間の達2遇。卯2月，卯3月付

7468 死馬の説 16.7]-28 

前田家編輯方編

明治年間

2丁 斜ω

死馬の皮や骨の用途について記す。その企ての

部分が役立つ事を力説。幕末以降の著か。当時

の化学知識を示す。

7469 能登産馬誌 16.71-29 

前田家鰯母方手写明治年間

38丁 25cm

明治3必t=-Cl899)3月14-...25日北国新聞掲械の北

陸畜産研究所某氏稿の写。第一期起源、及旧蹟，

第二期藩制時代に分けて記すが，藩制時代に関

しては，種馬下波法，蕃殖並耕作馬匹貸下法，

馬籍及馬匹点検法，優等産駒買上法，馬市法，

博労取締，捨馬禁止，産馬地状況について記

し，末尾に著名馬種として，虎松馬，梅木馬，

鈴の馬，高田馬をあげる。

7470 能登産馬史 16.71-30 

6T 25cm 

前田家編輯方による草稿〈後欠〉。中世以来の

能登産馬の沿革について記すが，とくに，加賀

藩の産馬保護，統制政策，能登各地の産馬の特

質について触れる。

特16.72 林 業

植 付・伐 採

7471 飛騨山より伐出候材木之儀ニ付紙面之写

16.72-1 

御勝手方縞

業

自築

61. 2-l.5cm 

宇野富良旧蔵。表紙に御勝手方とある。享保5

年 (1720).飛州北方山より伐出した運上の材

木が越中の高岡木町と大門川原にあり，それを

藩が如来寺など2寺の再興のための用材として

買上げるに際しての一連の書類。

7472 (石川・河北商郡用水方材木代銭井運賃等→牛〕

16.72-2 

仮綴1(25通) 12-鈍佃

慶応2年 (1866)-...明治3年 (1870)。務が南

部等より買上げた石川・河北岡郡用水方材木に

関するもので，両郡御扶持人十村が運賃等を含

めて値段を決定し，払下げ代金を取集めて上納

したもの。

q洋代不明 材木代銀番上

②明治2年 6月辰年波り橋代銭取極めたきに付

伺(石川・河北郡御扶持人より勧農局宛〉

③明治3年 8月石川・河北郡用水方材木代銭分

納願〈差出向上より租税局宛〉

④鹿応3年12月用水方材木出入等書算に付給銀

支払い伺〈差出向上〉

⑤即52年12月グ

⑥明治元年7月 グ

より御改作所宛〉

(グ〉

(石川・河北御扶持人

⑦慶応、3年 7月 グ 〈石川・河北御扶持人

より〉

③明治元年12月石川・河北郡用水方材木代銭猶

予願(瀬尾孫左衛門等十村7名より御改作所

宛)

⑨明治元年11月播代銭取極めたきに付伺(石JII
-河北郡御扶持人より御郡所宛)

⑪明治元年12月用水方材木出入等書算に付給銀

支払伺〈差出向上より御改作所宛)

⑪年代不明 材木挺数寄上

⑫鹿応3年 5月寅年石川・河北郡用水方材木市

部にて御買上分諸入用調理報告井代銀取極め

たきに付伺〈石川・河北郡御扶持人より御改

作所宛〉

⑬慶応3年 5月石川・河北郡用水方材木代銀上

納分郡別番上( グ 〉

⑬慶応3年3月石川|・河北郡用水方材木預り主

附代人五名任命に付伺( グ 〉
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産

⑮明治元年12月卯年分石川・河北郡用水方材木

銭の内中勘銭弥に播代銭請取番(改作奉行よ

り瀬尾孫、左衛門・新岡市十郎宛)

⑮年代不明 材木挺数番上(後欠〉

⑫慶応2年 8月向栗崎村本根布屋喜兵衛等草損

角物運賃寄差出すに付達書〈瀬尾孫左衛門等

十村4名より御改作御奉行所宛〉

⑬鹿応3年 9月南部より買上材木運賃銀請取番

〈改作奉行より喜多市十郎，広瀬太兵衛宛)

⑬慶応3年7月石川l・河北郡用水方材木代銀翁4

取脅〈 グ 〉

@慶応3年 9月 " ( グ 〉

@明治2年12月石川・河北郡用水方材木代銀卯

年分本勘銭請取番〈租税局より瀬尾孫左衛門

.木沢源五郎宛〉

@明治3年g月石川・河北郡用水方材木代銭中

'勘井に播代銭請取番〈 グ 〉

@明治2年 6月去辰年石川・河北郡用水方材木

南部にて御買揚分諸入用調理報告持代銭取極

めたきに付伺〈石川・河北郡御扶持人より勧

農局宛〉

②慶応3年 8月向栗崎村本根布屋喜兵衛等草損

角物運賃番差出すに付達書〈広瀬太兵衛等十

村7名より御改作御奉行所宛)

②明治元年2月石川・河北郡用水方材木南部に

て御買上分諸入用費調理報告井代銭取極めた

きに付伺〈石川・河北郡御扶持人より御改作

所宛〉。

旧脅名「材木代銭並運賃等願謹一綴」。i I 

7473 石動山伐木願之絵図 16.72-3 

絵図 1枚 48x66.5cm

石動山下自島ケ原村百姓が垣根の松・杉・栗の伐

り渡しを願出た時の絵図。

7474 加越能三!神i漆掻取事 16.72-4 

前田家編輯方編

明治年間

11丁 24.5佃

国事雑抄，真館留帳からの抜書。国事雑抄から

の分は，宝暦4年(1754)の浅野川川除町筑屋

八兵衛の漆掻子棟取願。真館留帳からの分は，

寛政1必P(1800)の3通の文書で，いずれも漆

が越前等の他悶の者によって，山々で直接買い

1
i
 

-

守

i
h
i
h叶
J
1

l
f
 

;

l

 

i
-
-

t
 

業

集められ，金沢では払底，高値となって営業に

援支えると困難を訴え，急速な緒方を要望す

る，塗師・漆商売人より町奉行所への願書

7475 漆苗蒔立雑用番上申帳 16.72'ー 5

前田家編輯方手写明治年間

5丁 2.i.5cm

能美郡より文化13年(1816)御改作御奉行所に

宛てたものの写。漆種の時立を仰せ付けられた

能美郡の御館村源右衛門などが，藩に雑用銀の

支給を願うに際してその内訳を番上げる。

7476 漆苦労=緒等一件三種 16.72ー 6

前回家編瞬方手写明治年閑

98丁お畑

英館氏所蔵の写。原題「漆l百井絡等一件Jor漆
苗槌付方等仕法書J(姦永3年). r漆苗植付方

弁漆掻等仕法方一件J(嘉永3年). r漆木植付

方等仕法眼J(嘉永4年)， r.緒方都而一件J(嘉

永5年〉を収録。

7477 趨苗植付方 16.72一7

前田家編儒方手写明治年間

9 T 25cm 
寅5月櫨苗槌付方に付十村からの番上げに対す

る詮識の内容と，肉月小川屋与兵衛等3人が改

作奉行に出した願書を収録。文化以降のもの。

7478 口奥〔両郡〕御林伐木等一件 16.72-8 

前田家頭部碑方手写 明治年間

130丁 23cm

加藤文八郎所蔵の写。原題「ロ奥御林伐木等一

件留Jo r口奥御林伐木労御林薮仕立方等一件

留J(慶応、3年 4月〉と「羽咋郡直海村御林山伐

木之分御払代銀等指引仕醤上申帳J(慶応4年

4月〉からなる。慶応3年 (186η4月改作奉

行より北村吉左衛門，羽咋村義左衛門が能州奥

口共伐木方御用，御林薮仕立方主附に任命され

たが，その在職中の留帳。内容年代は慶応2年

から慶応4年 9月まで。

7479 (松木枝葉取下し:逮番〕

手写

1通 17cm

16.72-9 

~
日
討
議
長
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松木目廻四尺長凹聞のるえをもって末木枝葉の下

し方の達書。

7480 江沼郡之内十八箇村松山凡歩数羽:概略之函図

16.72-10 

手写

合綴 1(28丁・絵図18枚) 創価・ 24x30佃

松山の字名，歩数，位低を示す。 18か村は大聖

寺藩領の大菅波，小菅波，作見，富塚，尾中，

片山津，黒崎，高尾，深田，小塩辻，宮地，小

塩，塩浜，野田，極楽寺，岡，敷地，山問。

山 論

7481 〔石勤山関係書類綴〕

手写

13冊お側

①石動山と箆村之山出入初発書物留究永21年

(1644) --延宝2年(1674)

②石助山と二宮村山出入りの留番延宝2・3

年(1674・75)

③石動山と蟻ケ原村山論之儀ユ付云々 寛政6

年 (179，0

@石動山論地掛り村々当夏遂見分候品等審記申

帳党政7年 (1795)

⑤石動山神職鈴木辰次明後廿五日東京出立云々

明治3年(1870)

⑥石動山と近辺村落の論争一件寛政5年(17

93) --9年 (1797)

⑦石動山衆徒中より山論民有之旨番付出候一巻

宝永2年(1705)

@石動山出入一巻享保3年 (1718)

⑤石動山論所一巻留寛政6年(1794)

@石動山論所一件云々 寛政9年(1797)

⑪二宮村等石動山へ対シ論番一巻元禄11年

(1698) 

⑫石動山論所一巻寛文11年(1671)

⑬石動山と能州越中箆村々論山初発等夫々留帳

寛文11年 (1671)。

16.72-11 

7482 [石動山領山林伐荒しに付衆徒訴状J16.72-12 

手写

1通 25cm

寛文11年(1671)，村々により石動山領の山林

業

伐荒を衆徒が血k頭明王院等へ訴えたものを，蝕

頭が寺社奉行へ取り次いだ文書の写し。

旧書名「石動山々境ユ付口上書J。

7483 (石勤山々境ニ付口上番〕

二宮村肝煎等著

手写

1通 24cm

寛文11年(1671)，石動山山境について相違な

いことを二宮村，多根村，武部村より郡奉行ヘ

書き上げた連判奮の写。

16.72-13 

7484 (石動山と多狼村山境ニ付口上書J 16.72ー 14

多根村肝煎等箸

自筆寛文11年(1671)

1通 2必m

石動山と多根村の山撹について絵図面に相違の

ない旨を郡奉行へ提出したものの写。

]白書名「石動山々ダ境ニ付口上番J。

7485 (石勤山都村々七木伐取論争一巻J 16.72-15 

手写

6丁・ 1通 24.5cm

延宝2年(1674)石動山と二宮村の七木伐取論

争についての関係文密をまとめたもの。一紙文

書は寛文11年(1671)の山境論争の文書の一部

で，石励山麓の十村名と山麓七口を番上げる。

旧番名「石動山論所一巻J。

7486 (石動山々境相論ニ付遥番〕

岡嶋市郎兵衛等審

手写

1通 M但

天平寺山目f切。延宝3年(1675)。石動山と

二宮村との山堺相論について務より石励山への

申波書の写。

16.72-16 

7487 (石動山鑓村々山境論所一巻J 16.72-17 

武部村弥左衛門・芹川村兵衛著

自筆元禄10年(1697)

2通 25cm 袋入

石動山と麓村々の山境争論について算用場から

の申波しに対し，十村より郡奉行へ提出された

請書。

-395ー
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旧者名「石動山と能村々と山境静一巻」。

〔石動山論所ニ付口上書J 16.72--18 

武部村弥左衛門著

手写

1通お側

宝永2年(1705). 石励山から多根村を訴えた

論地箇所を十村弥左衛門が多用を理由に末だ見

分していないことを報告する。

〔石勤山山境論所ニ付書翰J 16.72-19 

伊藤平右衛門・永原左京箸

1 通 1~佃

石動山と多根村の山境争論について寺社奉行よ

り郡奉行への沙汰番。前号に関し十村弥左衛門

の処置を説!資する。宝永2年(1705)か。

石勤山争議ーイ牛 1o.72-20 
/ :  /.，J"7 

13袋(合冊・諸説盈宮島棋.)15.5......，おcm箱入

1 .石動山争議一件ユ付二宮村肝煎等口上番等

〈元禄11年(1698)32通お佃仮綴)

①二宮村・多根村・武部村から公事場奉行宛

の口上番②公事場奉行所の留書吟〈争

2，石動山境界相論ェ付公事場奉行覚書 一)

(.1通15ω)享保3年 (1718)頃のものか。

3.二宮村役人請書，享保3年(1718)1通

4，石動山と多根村論地一件，元文 3"""'4年

C1738......9) 4通 24.5cm 仮綴

①論地における死骸の預置について，多根村

役人より十村を通じて能州都奉行への口上笹

写②論地について多根村役人より十村を通

じて能州郡奉行への口上書③石動山より寺

社奉行への口上書写，④②の写し

5 .二宮村と石動山へ之道筋，石動山と二宮村

と論所一件，寛延4年(1751) 4通 24.5ω 

仮綴

①石動山往還路の普請について能州郡奉行よ

り十村武部跡組才許中島村与ーへの達書

②，③中島村与ーより能州郡奉行宛@二宮

村役人より十村を通じて能州郡奉行宛の口上

番

6，諭所ユ猪鹿入候ユ付下刈一件，宝暦 7年

(1757) 3通 24.5cm 仮綴

①石動山より寺社事行所宛の下刈告発状写

-396ー
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②，③石動山より寺社奉行所宛の訴状写

7 ，石動山天平寺胸堂銀借用返済一件等，寛政

3......，4年(1791"""'92) 5通 24.5佃仮綴

①寺社奉行菊地大学より同役栂喜左衛門宛書

状写 ②菊地大学より算用場宛番状写③高

田村権六などより能州郡奉行宛に，石動山往

還道普請に必要な道具及びその代金等を書き

上げたもの (4)，⑤石動山より寺社奉行所へ

洞堂銀返済について訴状

8.石動山論地犠ケ原村百姓畑菜種苅取ー件，

寛政7年(1795) 2通例cm 仮綴

①十村より郡奉行及び改作奉行宛の報告書写

@澱ヶ原村役人より十村を通じて郡奉行及び

改作奉行へ菜種苅取を願い出た写

9，石動山論地蛾ヶ原村百姓伐木一件，寛政7

"""'8年 (1795"""'96)4通と 1冊 25cm 仮綴

①寺社奉行菊地大学より公事場奉行前回大炊

宛書状の写@沼動山太宮坊看司道任坊より

寺社奉行所への口上書写③石動山天平寺よ

り寺社奉行所への口上書写@猪鹿除垣竹拝

領に付十村武部村弥左衛門より寺社奉行宛申

上状，蟻ケ原村からの訴状を添付⑤天平寺

より寺社奉行所宛の百姓伐木並びに焼畑の目

録(冊子〉

10. t議ケ原垣根之木に付今度捌ー件，寛政5..... 

8年(1793"""'96) 7通 24.5cm 仮綴

①寺社奉行商人より算用場宛書状写〈前欠)

@ト村武部村弥左衛門より郡奉行所・改作奉

行所宛，菜種苅取について蟻ケ原村の口上

番。③寺社奉行神保・栂両人より算用場宛，

百姓古屋敷跡の垣根の木伐り取りについての

覚書写④十村より両寺社奉行宛，垣根の木

についての口上番⑤，⑥，⑦両寺社奉行よ

り算用場宛，垣根の木についての覚書

11.石動山論所一件ニ付寺社奉行中川某害状

(1通 15.5ω〉 ./"Iた?持ξ

12，石動山山境争論由来日通 16cmう

13，①石動山山境争論ユ付能州郡奉行今井野~

郎・生駒伝助曾状 (1通 23.5cm)元禄1伴

(1697)か。

②石動山論山ニ付能州郡奉行栂喜左衛門等害

状，算用場宛2通，長九郎左衛門宛1通 (3

Jm 16cm) 

③蟻ケ原村・二宮村・多根村田畠論山ニ付十

E
4
4、
同
協
議
論
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村武部村弥左衛門書状，能州都奉行宛 (1通

15.5ω) 

@石勤山一件ユ付某害状(1通15.5ω)

⑤石動山天平寺と麓村々と先年以来争論一件

ユ付能州郡奉行栂喜左衛門等書状，算用場宛

(1通 15.5cm)

⑥石1助山山境争論ユ付来歴覚 (1通 15.5

cm) 

⑦鹿安四年以来石動山論所関係書類目録(1 

通 15cm)

③石動山神領地定境ユ付天平寺ロ:達書写，寺

社奉行宛 (2通 24.5佃〉

⑨石動山山境争論エ付能州都奉行等書状，長

九郎左衛門宛，寛政7年 (1795)(1通 15.5 

ω〉

⑮石動山天平寺と麓村々と先年以来争論一

件，算用場宛，⑪と同じ (1通 16cm) 

⑪石動山天平寺と麓村々と先年以来争論一

件，能州郡奉行栂喜左衛門等より算用場宛，

寛政7年(1795)(1通 16cm) 

⑫石動山出入一件ユ付寺社奉行前囲内蔵太孝

親書状，算用場奉行中川四郎左衛門宛，寛政

7年 (1795)(1通 16叩〉

⑬石動山大宮坊願書写，寺社奉行中川八郎右

衛門等 3名宛，天明4年(1784)(1通 24

cm) 

⑬石動山能村々十村書上並ニ石動山霊山口:笛

上 (1通創価〉

⑮石動山と山出入エ付御郡廻生駒伝助等書

状，十村武部村弥左衛門宛 (1通 23.5cm)

⑮石動山と多根村と論所ニ付十村武部村弥左

衛門曾状 (1通お佃〉

⑫石動山と二宮村新聞論地ユ付絵図確認密

事保3年(1718)(2通 M佃〉

⑬多根村と石動山と静論ユ付石動山口上番写

(1通例佃〉

⑬石動山下馬札相建候儀に付武部村弥左衛門

書状，能州郡奉行宛，享保17年 (1732)(袋

入 1通24cm)

@茂兵衛居屋数跡なしの木ニ付蟻ケ原村肝煎

次郎兵衛歎願書〈十村本江村惣助宛) (能州

都奉行事l'保縫殿右衛門等二名宛)(1通 15.5
cm) 

⑫蟻ケ原村御貸米ニ付十村本江村惣助礼状，

~397ー
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能州都奉行神保縫殿右衛門等2名宛 (1通

15.5cm) 

②蛾ケ原村竹木井宣告類伐苅ユ付本江村惣助

願番，能州郡奉行神保縫殿右衛門宛 (1通

15.5cm) 

@芹川村荒山城跡柴苅ユ付岡村肝煎中堅等口

上番，芹川先組才許十村鵜川村政右衛門奥

書，能州都奉行神保縫殿右衛門宛，寛政10年

(1798)か (1通斜佃)

@石動山神領定境等ユ付能州郡奉行神保縫殿

右衛門等書付，寛政1持 (1800)(2通 24

佃〉

②石動山論山ユ付二宮村肝煎国右衛門等口上

容，武部先組才許本江村惣助奥書，能州郡奉

行神保縫殿右衛門宛，寛政1伴(1798) (1 

通 24.5ω〉

@能州酒井村御林山枯松永光寺指図にて伐取

エ付酒井村肝煎与三兵衛等口上書，芹川先組

才許鵜川村政右衛門等奥番，能州郡奉行神保

縫殿右衛門等宛，寛政10年(1798)(1通 24 

cm) 

@石動山奥院槻大木ニ付芹川村兵衛等審状写

(折紙1通 24.5cm)

@石動山山境争論ニ付寺社奉行伊藤平右衛門

書状，御郡廻今井源六郎等宛 (2通 171ω〉

@石動山奥院槻大木ニ付御郡廻生駒伝助等口

上書写 (1通 17cm) 

@石動山山境論地ニ付寺社奉行伊藤平右衛門

等審状，御郡廻封句伝助等宛 (1通 1~佃〉

@石動山論地縮方=付二宮村肝煎医l左衛門等

請願書，御郡廻り生駒伝助等宛，元禄 lq年

(171ω) (1通 23cm)

@犠ケ原村領畑菜種盗取ユ付蛾ケ原村肝煎次

郎兵衛等口上書写，武部村弥左衛門奥替，能

州郡奉行神保縫股右衛門等宛(1通 24佃)

@石動山論地伐木エ付二宮村肝煎彦兵衛等口

上書，同武部村肝煎与右衛門等口上番，武

部村弥三次添書，能州郡奉行不破次郎太夫等

宛。宝暦7年(175η(1通創価〉

@蛾ケ原村領畑菜種二付石動山天平寺使僧海

旭等口上書写，能州郡奉行神保縫殿右衛門等

宛 (l)m 24011) 

③石動山衆徒中耕作山稼妨申エ付蛾ケ原村肝

煎次郎兵衛等口上書写，武部村弥左衛門臭
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書，能州都奉行神保縫殿右衛門等宛。寛政7

年(1795)(2.通240n)

@蟻ケ原村ニ作置候菜種刈取ュ付石動山天平

寺使僧大雲等口上書写，能州郡奉行神保縫殿

右衛門宛 (1通斜佃〉

@石動山使僧菜種盗取ユ付石動山衆徒良智坊

口上書写，能州郡奉行神保縫駿右衛門等宛

(1通創価〉

@石動山論地伐木ユ付寄付写，@の写，端裏

に「石動論地伐木Jとある (1通 24.5cm)

⑧石動山山境猷揃方エ付寺社奉行伊藤平右

衛門等口;達書写，御郡廻り生駒伝助等奥番，

後欠 (1通 24佃〉

@石動山山境ユ付能州郡廻生駒伝助等書状，

寺社奉行伊藤平右衛門宛 (1通 16cm) 

@石動山山境ユ付能州都廻封句伝助等番付，

寺社奉行伊藤平右衛門宛 (1通斜ω〉

@石動山と射水郡角間村と論所山々伐木ユ付

石動山大宮坊看司東林院等覚書，寺社奉行所

宛 (1通24cm)

@多根村紋兵衛盗伐候朴木等エ付能州郡奉行

村井安左衛門等寄付写，寺社奉行本多主水

宛，元文4年(1739)のものか (1通 24.5

cm) 

⑪石動山論所ユ付能州郡奉行不破忠大夫等書

付写，寺社奉行山崎庄兵衛宛 (1通 24.5

cm) 

@石動山神前戸帳盗取ユ付能州御郡廻生駒伝

助等寄付写，公事場奉行宛 (1通ぉ.5cm)

@石動山神前戸帳盗取一件。元禄9年(1696)

〈仮綴 14通 24佃〉

@石動山山地新聞願ユ付石勤山神職佐藤敬三

等三名歎願書，社洞方宛，明治3年のもの

か， (1通斜佃)，端衰の付紙に「石勤山一

件，追て土地反別御決議之上何欲可詮畿之

事。租税愈議可相渡候」とある

@石動山神前戸帳盗取ー件。元禄9年(1696)

〈仮綴 11通 24.5cm)

@石動山境内地伐木の訴えに付蟻ケ原村肝煎

次郎兵衛等口上番，十村武部村弥左衛門宛

(1通斜叩)，端哀の付紙に「蟻ケ原村役

人口上番」とある

@級ケ原村ヨり里方へ~té木仕義ニ付二宮村肝

煎彦兵衛等口上番，十村武部村弥左衛門宛

-398ー
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(1通 24.5cm) @に関連するもの，端哀

の付紙に「蟻ヶ原役人口上番五通之内，二宮

村役人口上番，丑四月五日」とある

@蟻ヶ原村より木を買候に付久乃木村文蔵口

上番，十村武部村弥左衛門宛 (2通24m)

@に関連するもの，端裏の付紙にそれぞれ

「蟻ケ原役人口上番五通之内，久乃木村文蔵

口上書，丑四月十日Jr蟻ヶ原村役人口上番

五通之内，久乃木村文蔵口上書丑五月廿八

日」とある

@石動山境内焼畑エ付蟻ヶ原村肝煎次郎兵衛

等口上書，十村武部村弥左衛門宛(1通

24.5ω)，端哀の付紙に「蛾ヶ原村役人口上

番」とある

@石動山論地縮方ニ付二宮村・多根村・武部

村等村役人請状，答l'1~~趨今井源六郎等宛。元

禄14年 (1通 23.5cIii)

@石動山論地林之下苅ニ付越中射水郡奉行千

秩三郎大夫等害状写，算用場宛 (1通 16

cm)，端袈に「石動山論所林伐候儀千秩三

郎大夫等紙面之写」とある

@多根村紋兵衛盗伐候朴木ユ付能州都奉行村

井安左衛門等達状，武部村弥左衛門宛(1通

須田〉

@多根村紋兵衛朴木盗伐ニ付能州郡奉行村井

安左衛門等書状。伊藤内膳宛 (1通お佃〉

@天平寺退治の靭寺屋敷跡等の義ニ付覚書

(1通 16佃〉 端裂に「寛政十三年武部村四

郎右衛門へ為致内見候処，此覚書為見候也J

とある。

@石動山論地山境縮方ニ付石動山寺役波着寺

口上書写，寺社奉行竹田五郎右衛門殿宛 (1

通 16cm)

@射水郡村々と石動山と論所に付覚書 (1通

斜cm)

@石動山論地下苅ニ付寺社牽行前田主殿助害

状写〈射水郡奉行千秩三郎大夫等宛〉及び二

宮村と石動山と論所ニ付横山中務・野村勘兵

衛書状写(永原左京等三名宛)(2通 16叩)

@石動山知識米御預所村々取扱ニ付十村武部

村弥兵衛廻状写，武部村弥左衛門等四名宛

(1通 24.5叩〉

@石動山知識団施入米指出エ付寺社奉行横山

又五郎添状写，算用場宛 (1通 16ω〉

R
J
U
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林

@石動山知識米・施入米ニ付能州都奉行進士

斎宮・槻尾左謄書状，算用場宛 (1通 16.5 

佃〉

@石動山大宮坊看司東林院知識回之義ニ付能

州郡奉行進士斎宮・槻尾左謄書状，能州ロ郡

十村中宛 (1通 17cm) 

@石勤山論地ユ付付築・密状断簡等

(5通24cm)。

7491 (利波郡浅地村神明因調書〕

手写

16.72-21 

7492 

7493 

7494 

1通 24cm

浅地村神領 (7反〉拝領の御印について，寛文

4年(1664)勢州山田御師二見大夫代官二見三

之丞及び元禄5年(1692)岡松下勘右衛門より

の算用場宛答書。

〔石勤山盗木一件=付書箱〕 16.72-22 

本多主7Jc著

手写

1通 1'[1佃

寺社奉行より能州郡奉行宛の番簡の写。内容は

享保16年 (1731)--寛保3年 (1743)の間のこ

と。

旧醤名「石動山盗木ユ付趨翰」。

〔石動山論所死人請取方願〕 16.72-23 

多根村肝煎武右衛門等著

自筆元文4年 (1739)

1通 M佃

能州郡奉行不破忠大夫及び村井安左衛門宛。石

動山と多根村の論所で発見された遺骸を預って

いる多根村より，武部村の十村弥左衛門を通じ

て郡奉行へ訴えたもの。

〔石勤山関係書類披見覚〕 16.72ー.24

栂喜左衛門・神保縫殿右衛門著

寛政7年(1795)

2通 16cm

算用場から提出された種類の請取。原本と写。

旧書名「石勤山論所関係書類覚J・「石動山関係

提出番目覚」。

業

7495 (石勤山より菜種苅取に異論申すにつき逮書〕

16.72ーお

神保縫殻右衛門等著

3通 16ω

寛政7年(1795)のものか。事(1保等4名の算用

場宛の文書，及びその下書。そして算用場のそ

れに対する返答よりなる。内容は，能州蟻ヶ原

村の百姓が作り置いた菜種を苅入れようとした

ところ石動山と争いになり難儀しているので，

寺社奉行中から石動山に申付けるようにしてほ

しいというものo

旧書名「石動山菜種畑村ユ付歎願之達書」。

7496 (松木盗伐に付蟻ケ原材肝煎断書) 16.72ー'26

1通 24.5cm

蛾ヶ原村肝煎等より武部村弥左衛門宛。弥左衛

門より神保鑓殿右衛門・栂喜左衛門宛の奥番を

付す。神保・栂は寛政3--9年(1791--7)に

能州郡奉行として同役であった。

旧書名「蟻ヶ原村より盗伐などに付断書」。

7497石動山諭所一件

手写

4冊お佃

① 

。例言と目録

16.72-27 

. 0石動山神領地由緒等審出候帳面，文化 3年

(1806)其外微妙院様御条目等

。石動山衆徒へ公事場ヨリ相尋候趣ケ条書控

。右尋之答弁石動山縁起盤右縁起之添状等写候

文化3年(1806)

。公事場ヨリ再往衆徒ヘ尋之ケ条曾控o 文化3

年 (1806)

。右答書帳文化4年(1807)

。右答方ユ付公事場より寺社奉行へ相尋候趣有

之紙面之控

。右紙面ユ付明和九年御室御所より御当家様へ

奉書到来其御返翰之写等公事場ヘ指越侯紙面

。御室御所より御当家様へ之奉書井其御返翰之

写等帳面

② 

o明和九年紛旨有之節，京都詰人を以御室御所

役人へ寺社奉行ヨリ申入置候趣之留書写

。右給旨有之節奉番至l旅御返翰も被為在候得者

-399ー



可

業

。公事場理解衆徒一統得と会得仕候旨受容

。十村共へ論所内しらベ申付候節衆徒主付相極

候て罷出候様申渡侯処其儀ハ指支候間替々罷出

度旨願書

。御室御前ヨリ此度寺社奉行井衆徒へ到来之芳

札写

。右御所へ衆徒より之御受持寺社奉行より之返

書写。

。論所来防之密キ物御算用場奉行へ遮百姓之方

ユも不肖いたし論所分方納得いたさせ候様申進

候上右奉行之返書

。寛文年中論所之内石動山ヘ上り口七口之所丁

数しらへ置候魯キ物を以此度十村共へ右道之丁

数為改候処相しらへ指出候番き物

。論所双方へ分ケ方之義改作奉行ヨリ内分十村

へ申談為見図候処十村より指出候紙面

。村方之者共論所分方公事場裁判之通可畏旨之

寄付弁御算用場奉行紙面

。論所之内石動山へ上り候口々之丁数しらへ候

節衆徒ヨリ指出候帳面，但旧誌之義も調有之候

。論所分ヶ方之義調候絵図

。右分ケ方衆徒ー統承知仕て奉得其意、旨紛番帳

面井寺社奉行紙面

。村方一統右分ケ方承知仕難有奉存候旨省付其

外御算用場奉行等之紙面

外に大宮坊住持を御門主と唱候義ユ付縦二方之帳

面。

16.72-28 

明治年間

石動山麓村々争論→牛

前田家編輯方手写

97丁 23cm

真館民所蔵の写。

7498 

「石動山論所一件Jの抄録。

16.72-29 〔石動山伐木ニ付書翰〕

加搬す兵左衛門著

自筆

1通 29.5cm

11月付兵左衛門の芹川村兵衛・武部村弥左衛門

宛の番翰。石動山奥院はちたい山の大槻の木を

角間村の者が末寺の用材に伐ったとの届が石動

山より兵左衛門の所へ来たが，角間村は否定し

ている。石駒山から桃えの木だから伐らないよ

う縮を角関村肝煎に申しつけたと述べる。

7499 

公事場最初之詮議方品逃可申哉と寺社事行より

申越侯紙面

。右給旨有之節京都所司代ヨリ同所詰人ヘ之口

達書，弁論旨之写，御室御所ヨり衆徒へ之下

文，井宝永元年寺社所ヨリ石動山へ尋之趣有之

節之答書写等

。宝永元年之答書抜迄ニ而ハ不相分，弁慶安年

中境内地詰之様子魯出候と申義母ユ遺候寺社事

行へ之紙面控

。石動山堂寺屋鋪地詰帳，鹿安2年 (1649)の

ものの写し

。明和六洋御室御所より御当家様ヘ御頼之義ハ

論所s抱り候訳ユ而J、無之趣衆徒へ可申示旨寺

社奉行へ遺候紙面之控

。右紙面ユ付衆徒ヨり指上候答番等帳面

。右答方ユ付重て公事場ヨり寺社奉行を以衆徒

へ申示侯紙面之控

。右示方答延引ユ付公事場へ可召出旨申逃候紙

面控

③ 

。召出侯之義申渡候上ニて衆徒ヨリ指出候答密

帳

。衆徒之内山目代召出候節之口上書

。衆徒之内三ケ寺召出侯節之口上番

。右四ヶ寺於公事場会得之趣，帰山之上外衆徒

へ申談候処，外衆徒会得之否難申旨之寄付

。右会得之儀難申と衆徒番付出候節不在合者共

重て同様之寄付

。右手付申示方寺社奉行へ之紙面控

。右ユ付衆徒答方帳

。衆徒六ケ寺召出候節之口上書

。右六ヶ寺会得之趣申=付牢揚屋へ入候義者指

宥預遺之趣いさゐ寺社奉行ヘ之紙面控

。衆徒一統公事場理解会得之請書出候畿寺社奉

行ヨリ申越侯紙面

③ 

o衆徒一統会得之趣受書調出候之処，文面不宜

ニ付調替之儀寺社奉行より申渡候へ共，先会得

之義公事場へ為承知，右受書其まふ指越侯故写

取本紙ハ寺社奉行へ調替ユ遺候，右最初之受番

写

。衆徒より寺社奉行へ指出候口述書

。右口達書ニ付公事場より寺社奉行・へ申遺候紙

.面之控井衆徒之請書継立

産
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漁・猟 業

7500 (石動山・ニ宮村論所林下刈ニ付属番〕

16.72-30 

大音七左衛門箸

1通 16cm

4月付，大音七左衛門の算用場宛書簡。石動山

と二宮村の論所林の内に猪鹿がふえたために，

衆徒と十村見分の上で下刈をせよとの命を，石

動山が納得せず，更には，郡方が論所の木を伐

ったと訴えている。そうした事情を算用場に報

告し，詮議を要請したもの。

旧書名「石動山山林下刈ユ付達書」。

7501 (酒井村御林山論所木材伐取之件J 16.72-31 

鵜川村政右衛門著

自筆寛政1伴 (1798)

巻子1 24叩

宝暦年中よりの酒井村と永光寺の懸合の場所で

ある字はた谷御林山で，永光寺門前の者が立枯

松を伐取った事についての，芹川先組才許であ

る政右衛門の手代を派遺しての見分報告，政右

衛門の自筆文書に2通の文書の写を継いだも

の。

7502 能州一之宮論地一件

高畠某手写

28T 11.5x17.5cm 

高畠定酔旧蔵。羽咋君ト宮社地と御郡地御林山

16.72-32 

「黒津船御莱網舟等弁猟業旧記」も収録。 r一
ノ宮賛網等旧記」は宝暦13年(1苅3)--慶応2

年 (1866)の能州一宮気多神社神主と一宮漁民

等との漁場紛争および費網仕入銀の借用等につ

いては寛記す。 r:黒津船御莱網等弁猟業旧記J

政6年(1794)--文久3年(1863)の河北郡泉

津船神社の御莱網・舟の仕入銀等の借用，河北

潟漁等について記す。

7505 (能州口郡百海村鱈網場之図〕

手写

絵図1枚 70xl06cm 

武部村四郎太夫旧蔵。百海村沖の鱈網場の位置

を示す絵図と享保14年 (1729)6月28日付の奥

替の継ぎ立てからなる。庵村枝郷百海の組頭弥

五右衛門等より字出津村源五等宛の新鱈網出願

のいきさっと絵図の場所に相違ないことを記

す。端築には「能州奥郡態網場」とあるが，誤

16.73-3 

り。

旧書名「能州奥郡鱈網場之図J。

7506 銭目村網場争論書類 16.花-4

巻子1 24ω 

明和6--9年 (1769--72)，文政8年(1825)の

御預所鹿波村，曽根村との争論訴状等13通を継

ぎ立てる。

の論地一件。公事場において吟味の際，御用番 I7507 (煎海鼠方に付主附御用動向覚書) 16.73ー5
横山山城守から波されていた一件を筆写したも | 真館弥兵衛著

のo

特16.73 漁・猟 業
一

漁 業

7503 (大野浜ニテ捕申大魚ニ付言上番〕

淵上村源六著

自筆元禄8年 (1695)

1通 24cm

大魚は「いるか」。永原権丞等宛。

16.73-1 

7504 ーノ宮貨網等旧記

66T 24cm 

16.73-2 

前田家編韓方手写明治年間

15T 2釦m

真館氏所蔵の写。表題「煎海鼠方ユ付江戸御役

人井長崎会所役人被罷越ユ付主附御用勤向覚

書」。天明5年(1785)4月弥兵衛が芹川村兵助

等と主附を命ぜられた時の覚書。石川県立図書

館真館文庫に原本あれ

旧書名「煎海鼠方=付江戸御役人井長崎会所役

人覚書」。

7508 網場出入一件 16.73ー6

前田家編輯方手写明治年間

122丁 23側

内題は「打出村坂面鮪網場彼方様御領打出本江

村姥江村と網場出入一件留帳」。寛政8年 (17

-401ー
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産

96)富山藩領打出村と加賀藩鎖打出本江村・海

老江村との網場出入一件を記す。

7509 滝村起網等一件 16.73ー 7

阿部七左衛門編

jjij田家縦綿方手写明治年間

120丁お.5cm

原題「滝村起網願御聞j函為御仕入産物銀御貸波

返上方弁起網退転被仰波御貸米願返上方等一

件」。寛政1~年滝村起網願を中心として，元禄

1():年 (1697)--享和3年 (1803)の関連文書を

収録。

7510 能州宇出津鯨猟図絵 16.73-8 

前回家縦僻方手写明治年i尚

11丁創 価

宇出津村肝煎太次兵衛・藤右衛門密上げの文化

9年 (1812)r鯨捕様等巨細ニ御韓ユ付盤上申

帳」と，捕鯨;漁具・ながす・真鯨の図。

7511 殺生方一件 16.73-9 

4丁 11.5x17.5cm 

富田権六郎旧蔵。天保4年(1833)大潟(河北

潟)，森本川，津幡川における魚殺生方につい

ての既出法令の確認を行ったもの。

7512 鳳至郡内浦村網場出入訴状 16.73-10 

肝煎六兵衛等著

自筆天保5年 (1834)

巻子1 24.5ω 

鳳至郡内浦村が御預所川嶋村との網場出入につ

き川嶋村の答書に反駁したもの。

旧番名「内浦村肝煎六兵衛願書」。

7513 当年潟之内鮒等多死流出候付注進番等留

16.73-11 

前田家繍鴨方手写 明治年間

9丁 24cm

坂井忠左衛門所蔵の写。嘉永5年(1852)8月

の河北潟の死魚事件についての潟縁村々，十村

等の注進等。享保6年(1721)の同様の事件に

ついての留番も付す。

t
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業

7514 (潟魚毒気有之風説ニ付逮) 16.73-12 

手写

1通 16.5cm

町奉行・御横目;施。魚52貿禁止等の迷宮。

旧書名「海魚之毒気ニ付逮J。

7515 (エコ草天草イギス寅入方弁他国出津方等一件〕

16.73-13 

前田家編縛方手写明治年間

6丁 2おm

十村真館家所蔵の写。原題「エコ草天草イギ九

右之品質入方弁右品他国出洋方等一件」。嘉永

5年 (1852)の7通の文書より成る。内容は，

能登の浦々でとれるエコ草等を御預所黒崎村弥

三兵衛が買い集め他国出をしているが，その数

量が紛らわしいのて寸村が雑津印で確認する，

エコ草買い集め他国出の許可を求める顕番，鹿

島郡千野村浅之助の買い集めたエコ草を大坂，

中国筋へ売捌たいとの願書と千野村肝原じ十

村，郡奉行の奥富など。

7516 河北郡内潟猟業相用候網等之外猟業不致義被仰渡

御靖帳 16.73-14 

43T 24.5ω 

安政4年(1857)成立。最初に文化2年(1805)

8月の河北郡内潟猟業相周候網員数長短持役銀

取立方定を記践し，安政4年7月再度規定外の

猟具使用を禁止した時の請書を記す。莱崎，西

蚊ヶ爪，北閲，五郎嶋村の肝煎・組合頭・百姓

.猟師の署名がある。

7517 練合村曳網役銀等留 16.73-15 

前田家編輯方手写明治年間

85T 23.5cm 

文久元年(1861)より問 3年の総合村曳網詮畿

方ー件。

7518 能~*I浦舗網場図 16.73-16 

巻子3 65.5cm 

文久2年 (1862)能州鹿島郡灘浦の施村と江泊

村の網場争論についての御預所方御用の裁許状

と絵図。安政2年(1855)庵村においてたふの

木三百尋汐下り踊網を設陸しようとしたのに対

・して，江泊村より新網と訴えたため争論とな

-402一
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漁

り.1奄村の網は以前中断していたものを復活し

たものと認められたが，汐下に対する影響が大

きいとして，網を指止め，その代償として庖村

の運上米7石を用捨し，その代り江泊村より毎

年 8石宛上高I'iすると決している。他2本は文化

3年(1806)舗網場絵図の写と安政5年(1858)

の写。

7519 (中波村舗網卸し日限に付伺番〕

今村五郎兵衛・中川丈之助箸

自筆

1通 15.5佃

戊閏 8 月 28 日付.~は文久2 年(1862)，今村

五郎兵衛・中川丈之助より関屋八平・磁松勘左

衛門宛伺番。藩領中波村〈越中〉と御fJi所大泊

村〈能登〉の櫛網卸しには双方立会って卸して

いたが，大泊村から何らの連絡がないため，来

16.73-17 

月5日限に卸すことについて伺L、。

旧密名「能州中波村網場一件」。

7520 (舗網立会方和服に付口上番〕

大泊村庄屋佐次兵衛等著

1 通~蜘

文久2年 (1862)9月大泊村庄屋佐次兵衛等よ

り御玖所役所宛に出されたもの。藩領中波村舗

網への立会い方等に付納得した旨を記す。前号

と関連。旧書名「節網御詮議ユ付口上番」。

16.73ー18

7521 越中岩瀬猟場詩論記

手写

15丁斜但

東岩瀬と酉岩瀬との長年の漁場争論につき証拠

文番・符論経過等を収録したもの o 宝永 5年

(1708)に作成。

16.73-19 

〔煎海鼠仕候村々覚書等〕

手写

2丁 目.5x19.5佃

富田権六郎旧蔵。付箆に「たもと草之内ニはさ

み有之候分也Jとあり。献上串海鼠漁の村10カ

村，煎海鼠漁の村11カ村，その他預所村等を記

す。その他物成等の名目も認す。

16.73-20 

猟 業

7523 (才川御用之鈷築場取締に付遥〕

奥村伊予守著

1通 171ω

中川典克旧蔵。 8月22日付奥村伊予守より奥村

内記宛達書。鮎2農場付近の見廻り強化について

記す。旧番名「才川御用之鮎ユ付奥村伊予守番

翰」。

16.73-21 

7524 旧富山及大聖寺領漁業一件番類 16.73-22 

前田家編~母方手写 明治年間

10丁お佃

明和8年 (1771)4月富山領古川尻の魚殺生停

止の立札一件と，大聖寺藩の水産沿革(土問点

調査)を収録。

捕 臨
刷

7525 御城より三里四方小腐天網停止之村々害上帳

16.73-23 

前田短正〈式部)手写天保11年(1840)

3丁 12x17.5an 

前田栄次郎旧蔵。宝暦4年(1754.)田井村喜兵

衛等が天網禁止の石川・河北郡 118カ村の村名

を番上げたもの。後年奥村丹後守の指摘で不審

飽芳?を初盗し訂正しているo

7526 石川郡山入村々之内作物ニ障候鳥類等打捕申村名

番上申幌 16.73-21 

手写

3了 2牝m

嘉永元年 (1848)9月，広瀬太郎衛門など5名

が御郡所に宛てたものo 60か村の村名番上げと

添小紙よりなる。醤上げた60カ村が作物に障り

のある鳥類などを打ちとらえる事を許可される

よう願ったもの。旧雷名「石川郡村々之内鳥類

等打捕申村名番上申帳」。

1521河北郡山入村々之内作物ニ障候鳥類等打捕申村名

番上申幌 、 16.73-25 

3T 24佃

嘉永元年(1848)伊藤源次・喜多市十郎・渡辺

与兵衛が御郡所宛に河北郡R6カ村の村名を密上

げたものo 旧書名「河北郡村々之内烏煩等打捕

申村名詩上申帳」。
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産 業

7528 鳥構場伐木について逮寄

手写

1 ，盈 16cm

申8月付，加州御郡奉行よりの鳥桃場取締 りに

16.7:-;-26 年(I8.16)に筒井成則が編集したものの写。巻

末に「御1凪稼方ifM道具一之悶」をつける。

刊本「近l止社会経済援WrJ~~ 3巻。

7529 [鳥構場之松小枝下しl薮党〕

寺西蔵人箸

ついての迷惑。申 8月はI.l永形F(1848)かあ I7533 御塩概党

るいは万延元年(I860)， 前田家編籾方手写 明治年間

4丁 25cm

上回源助旧記中の「先生F以来御寝概党」の故8。

寛文2年 (1662)-天保13年 (1842)の滋授の

変遷を記す。君主奴とは米と塩の交換比率。

16.74-2 

16.73-27 

手写

1通 15cm

御ll¥li9i椀。河北郡牧 ・山上村の帖閣にて松木が I7534 御領国中出来塩高 16.74-3 

はびこり ，烏械に支障があるため枝下しの願。 l通 16cm

宝IIH年 (1754)• 5年 (I755)分を記す。

7530 [宮保村等にて鳥猟に付百姓共口上之覚書〕

16.73ー28I 7535 御塩方定式留 16.7'ト-'1

1通 24.5叩

中川県克旧獄。2月5日付，山田伝之佑 ・山辺

勘右衛門より中川八郎衛門 ・津田源右衛門宛。

烏猟をした侍・小者などについての百姓の口上

を伝えている。中川 . ì*回は万治~延宝j~Jの大

横目。旧密名「富保村内等にてr...~I\に付百姓共

口上之覚惑」。

7531 [越中三郡鳥猟御免願方等留〕

29丁 11.5x17.5cm 

宮田権六郎l日蔵。原題「越中三菰鳥猟御免願方

奇'f之{出ニ付被仰出等之留」。文政13年(1830)

~天保6年(1835)にわたっての越中三郡の烏

~I\御免に関 しての ， 主[周場 ・ 郡奉行 ・御勝手方

などの主張，筆者の覚など。農作物に害を与え

ることを理由とした御免を求める主張と不純り

を理由とした御留場の主張があって，務側の:@;

16花-29

前回家綿綿方手写明治年間

64丁おcm

加藤又八郎所訟の写。能州口郡における天保6

年 (I835)-嘉氷 2年(J8'19)の記事をI!itせ

る。目録は次の通り。

洩塩見谷達方3千代銀被下候ニ付訪容。 升廻御定

欠，御改作所ニて御極方御主附様へ御達可申上

ケ条，焼鍛候揮さましl民日数等御定，御塩仕舞

懸之節突塩有之ニ付遠方J空a 釜仕舞御役人中御

指向之節実滋有之御詮裁方弁右突塩見図り謹

等， 塩筏退転願~.定式御米之内減石願，釜仕廻

後御役人中被付置候御封損失臨Ii方，相見人より

御温懸手合割m上，相見人より月々出来塩ID上

井惣目~} . 観l íJiPIi!放波村御極指引等達方，御廻

復送り紙面，方日越能廻村3j-御塩御奉行御廻村之

節談方，追御ii1‘手米原泊予1御ilJ!.向臥共，新塩稼

願，御寝手米拝借入J1IJ御前帳a 損釜断3千淡釜宮

藤へ1m方断，御仕入三定年限相満被下切WR.御極

仕訳目録，過上代米密上，翌年御塩手米 包上

帳，御塩手米御成向願，過上代米御蔵向願，塩

士村 出々来御a¥仕訳tI}上帳，御廻燈之節欠立デI

S匝御遠方，御極手米御印訂'nR-，御塩小売願。

刊本「近世社会経済故宮」第3巻。

見はーrtしていなし、。

特16.74 製 塩 業

7532 御塩方一巻

筒井成則編

前国家編明方手写 明治年間

112了 23cm

筒井成孝所蔵の写。究永7年(I630)-天保6

年C18~ :;) の阪方関係の担、令 111記を，弘化3

16. H-l 

7536 御塩方御用留

阿部勇作(直造〕編

前田家編棉方手写明治年間l

171111 2:1cIII 

16.74-5 

-'10.1-
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鉱

羽咋郡荻谷村岡部氏所蔵の写。編者は天保14年

(18必)以降御塩方吟味人を勤めたが，その御

用留。口郡(羽咋・鹿島郡)における塩生産，

流通全般について記す。①は欠。@瀦永元年

③同 2年④同3年⑤同 4年⑥，⑦，③同

5年⑨，⑪同 6年⑪，⑫安政元年⑬，⑬

同2年 ⑮岡 3年⑮同 4年⑫，⑬同 6年。

②，③は刊本「日本塩業大系」史料編近世2に

所収。

7537 奥郡御塩方万雑書上申帳 16.74-6 

3冊 24.5側'

鹿応4年 (1868)，明治2年(1869)，明治3年

(1870)に筒井内記等奥郡の十村から改作所・

郡治局へ番上げたもの。慶応3.......明治2年の能

登奥郡塩方関係の万雑を十村組毎に記す。

旧宮名「御塩方万雑書上申帳」。

7538 能州奥口郡出来塩升廻等見分控 16.74-7 

29丁 25cm

井上如琶旧蔵。明治3年(1870)9 .......10月に井上

某が能州口奥郡の製塩村々を廻り，収納された

塩の目方・升目を計り，欠塩を調査した記録。

製塩村ーカ村毎に出来塩高，払高，残高，懸

日，ー俵当たりの貫目・量目を記す。

刊本「日本塩業大系」史料編近世2に所収。

業

山之内池ケ原銀山一巻留帳(文化1伴)，新

川郡かね山方顕番帳

②銀山万帳(亀谷銀山の由来，安永9年成立)， 

亀谷銀山御定番井運上番等追加(慶長2.......正

保4年)，吉野山，松倉山，河原波山，長棟

山等由来および新川郡金銀山六ケ所井長棟鉛

山共運上帳(宝永6年)，宝永4年正月21日

より長線山鉛中寅役及頭被指除ユ付自分より

山師自持依御召鉛願上申処願之通被仰波候ユ

付諸事留帳。

7541 越中磁山由来記

前田家編輯方手写.明治年間

21丁 24佃

吉野山一巻，松倉山一巻等，吉野山・松倉山・

河原波山・長線山の由来，寛永年中中納言様間

夫，新川郡金銀山六ケ所弁長線鉛山共運上限

〈宝永6年〉を収録。「越中蹴山雑誌J(前号〉

16.75-2 

収録のものと同内容。

7542 御国鉛山之考

津田亮之助〈鳳卿)編

6 T 28x20.5佃

天保1咋 (1839)成立。鞍ケ級金磁，亀谷鉛山

等に関する利家，利長らの害状を掲げ，鳳gP.1Iの

考察をよじ筆で示す。

16.75-3 

お39塩稼縫具之記 16.74'ー8 I 7543 金平村遊泉寺村鍋谷村金山濫筋 16.75-4 

前田家編輯方手写明治年間 | 前田家制綿方手写明治年間

6 T 2.1.5佃

製塩道具を絵で示し解説を附す。

特16.75鉱業

鉱 山

7540 越中磁山雑誌 16.75-1 

前回家編輯方手写明治年間

2冊おcm

①文化8年(1811)の長棟山，虎谷山，河原波

山，下回山，亀谷山，吉野山，松倉山の各由

来書上申帳，かね山(吉野・長棟かね山〉由

来欝上申帳〈文化8年)及び古文書写，長棟

24T 25佃

北村与平所蔵の写。 r金平村領金山遊泉寺村領

銅山共濫鱒弁遊泉寺銅山御次山ニ被仰付候委曲

睦沢村故源次~之御扶持高之写」等。

7544 (長棟山御鉛引渡し願〕

光昌院寺内わたふや孫兵衛箸

手写

1通 25cm

中川典克旧蔵。寛文5年(1665)光昌院寺内わ

たふや孫兵衛より算用場宛の願書。長棟山鉛買

請のため山師に前銀を渡したが，鉛を引渡さな

いため願い出る。

旧書名「長棟山鉱山について口上脅」。

16.75-5 
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不動山金山御縮方等仕法帳

沢村源次著

手写

10T 27cm 

天明 8年(1788)金山主附十村沢村源次の水原

五左衛門宛番上げ。不動山金山は能美郡金平金

山のこと。この年金平金山が藩の御手前山にな

ったことにより山法御縮方を書上げたもの。

松倉山肝煎弥右衛門より分部半丞宛願書。前号

と同内容。

旧番名「松倉山肝煎弥右衛門願書」。

16.75ー12

16.75ー14

宝遥かね山!日記井問掘顕一件

岡部七左衛門編

前田家編輯方手写

30T 2ぷm

岡部氏所蔵の写。天明 5年(1785)の宝逮山金

山の旧記番上げおよび古文書の写と，天明元年

宝達村喜兵衛金山跡問掘願等一件を収録。

16.75-13 

16.75-15 

D可原波かね山山師居屋敷拝領願〕

河原波山肝煎権右衛門著

手写

1通 24cm

元禄1Z年(1699)2月，河原波山肝煎権右衛門

より分部半丞宛の願書。前号と同文。但し，前

回対馬等の添曹は欠。旧醤名「河原波金山山師

居屋鋪一件J。

長榛山年中行事

35丁 '24佃

文政4~9年(1821~26) のものo 内容は長線

山出来鉛御召上l以路[1方，長柄!山師共飯米取捌，

〔河原波かね山山師居屋敷拝領願〕

河原波山肝煎権右衛門箸

手写

1通 24cm

元禄1Z年 (1699)2月，河原波山肝煎権右衛門

より分部半丞宛に，入ケ所かね山なみに山師居

屋敷の拝領を願出たものo 前回対馬の添書およ

び裁定書を付ける。旧書名「河原波金山エ付口

上書写」。

16.75-11 

明治年間

業

7554 

7552 

7553 

1550 

7551 

-406-

16.75ー 7，

16.75-ー10

〔松倉山肝煎給銀に付願〕

松倉山肝煎弥右衛門著

手写

1通斜cm

元禄12年(1699)2月，松倉山肝煎弥右衛門よ

り分部半丞宛に，肝煎給銀を吉野山・亀谷山肝

煎なみに2∞匁の支給を願出たもの。末尾に前

回対馬の意見を添える。旧書名「河原波金山ニ

付口上智写」に含まれていたものを分離。

〔小原村領西谷山色見請願〕

亀谷山三右衛門等箸

自筆

1通 23.5ω

元禄11年(1698)。越中上新川郡小原村領内西谷

で銀鐙発見に付亀谷山三右衛門の山色見請願，

小原村佐藤右衛門の口上番，横山左衛門の添替

の3通を継合せたものo

旧書名「小原村領西谷銀山等欝上J。

〔越中かね山普請願等一件〕

今井源五兵衛等著

手写

巻子1 24佃

元禄11--13年(I698~171∞〉における越中小原

村西谷・小川原，砺波郡万利村西ケ嶺の銀鉱，

新川郡平沢村牛ケ首の金鉱，砺波郡五ケ山の内

桂村・大勘場入水無村の銀鉱などの色見・自普

請願，勘定奉行荻原近江守(霊秀〉よりの銅山

所在の有無の問合せなどの写を継ぎ立てる。

旧書名「越中銀山覚書等」。

倉谷村等銀山田記

前田家編輯方手写

9T 24cm 

文政3年(1820)村井村六左衛門手写本の写。

内容は承応3年(1654)--文政元年(1818)の倉谷

銀山関係のもので，石川郡奥4カ村〈二俣，倉

谷，見定，日尾)の書上げ，由来書等。

16.75-6 

16.75ー9

16.75-8 

産

明治年間

〔松倉山肝煎給銀に付願〕

松倉山肝煎弥右衛門箸

手写

l}IU 24cm 

7549 

7548 

7546 

7547 

7545 

-
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銀;

山師共飯米渡方，御払米諸取切手等覚，長棟山

師喰塩取担l段7，御極請取切手等之覚，山師共喰

塩波方，長棟山出来御召上鉛務取方，東岩瀬御

蔵鉛納取昂防，鉛納切手等之覚，竿鉛運送賃等

之覚，猪谷口役銭，文政4年9月猪谷御番人へ

申渡ケ条之覚，猪谷出方御口銭，猪谷入方御口

銭，長棟山御門御棚御蔵牢屋御修覆方，長棟山

肝煎給銀等之覚。

7555 (宝遥村拝領居屋敷御印物につき願書〕

16.75-16 

天保13年(1842)

2通 16佃・ 24cm 包紙

包紙表題「宝達村御印願書付等」。羽咋郡宝違

村肝煎より御印物調理に際し以前取揚げの御印

物返却の願書，及び五十里村庄助〈十村〉等の

改作奉行宛添書。旧書名「宝逮村肝煎等願書」。

7556 (長棟村仕法方等に付諸審物〕 16.75-17 

6 冊・ 30.通・絵図 1 枚 2畑・ 16.5......~胸

24x35cm 包紙・袋

<帳冊〉

①長棟詰勤向御寄附写〈安政3年9月，御郡奉

行より長棟詰割場附足軽中宛)

②越中新川郡長棟村御仕法方見開審〈慶応3年

5月，越野左助より産物方御役所宛)

③長棟村取続方仕法に付意見書〈慶応、3年7月

天正寺村十次郎等より新川御郡所宛)

@長棟村へ附越米等に付一件書物留〈慶応3年

8月......4年3月〉

⑤長棟詰之人々へ詰中莱物貯用送り帳〈慶応4

年 8月〉

@長棟村にて心付の趣伺書(慶応4年9月，越

野左助より産物方御役所宛)

<一紙>

⑦長棟村御仕法方に付口上並に添書 (2通，慶

応 3年 8月，伊東文七郎より越野佐助宛)

③長棟村御仕法に付意見書並に添書 (3通，慶

応3年 8月，伊東文七郎より越野佐助宛〉

③御用吹所地元歩数等書上(慶応、3年12月，銅

方縮役横田村算用問津兵衛等3名より産物方

御役所宛〉

⑮長棟村御蔵より瀬戸村御蔵所ヘ持届ヶ候銅鉛

目形汗員数覚等

-40.7一

業

⑪長棟仕入米高書上 (2通，卯2......8月)

⑫長棟山詰番人に付願書〈卯8月，河村吉兵衛

外 1名より産物御会所宛〉

⑬長棟山改御番所渡御道具井諸品渡り物等しら

ベ書〈卯8月，向上〉

⑬長棟村御米塩等請波方井勘定役申附魯(卯8

月)

⑮諸荷物問屋役任命に付請書〈卯8月，長棟村

与合頭平兵衛より御産物方御役所宛)

⑮御扶持方残銀請取書(卯9月，河村吉兵衛よ

り産物方御役所宛〉

⑫長棟村取続方仕法飛州交易並びに洩物締り方

の達に付請書並に添書 (2通，卯10.月，入崎

源次等 8名より九星覚右衛門等宛，九里覚右

衛門より御算用場宛〉

⑬五ケ山御仕入紙方能州ロ郡出来播蒸場主附指

止願(卯10.月，石崎市右衛門等6名より御産

物方宛)

⑬新川郡瀬戸村等辺洩物改役免除願〈辰3月，

長線村長吉より天正寺村十次郎宛〉

@洩物改役代り人任命願〈辰5月，天正寺村十

次郎より新川御郡所宛〉

@洩物改役代り人願提出に付添書〈辰5月，真

田佐次兵衛より御算用場宛)

@長棟村拝借米返上の方に鍋鉛上納に付書上

〈辰5月，長棟村組合頭甚六外 1名より御産

物方御役所宛〉

@長棟村出来鉛蔵納方承知に付害状(辰8月，

山森十之助より早川庄助宛〉

⑫渡し銀払切に付渡し方願〈調理役吉兵衛より

産物方御役所宛〉

③鉛等代銀の内米銀子払底に付害状(調理役吉

兵衛より越野佐助宛〉

⑧長棟村取続方仕法作徒、米買入方に付書状〈吉

野普八郎より石黒堅三郎宛)

@六~十二月上納高番上

②長棟村詰割場附足軽勤向に付書上〈産物方よ

り長棟村詰割場附足軽宛〉

~長棟村出来鉛弾薬所ヘ渡し方依頼〈後欠)

@産物方御用長棟村出張に付書上〈後欠〉

@長棟鉱山略図o

附。長棟村仕法ユ付諸審物入袋〈慶応、3年8月

より〉

。長槻山詰人御達物包紙。



産

7557 (長榛村取続方{士法→牛) 16.75ー 18

加賀藩産物方編

手写

28T 24.5佃

慶応3年(1867)新川郡長棟村取続方仕法を産

物方に申し渡したことに関しての一件文書。道

路新開，喰塩芥燈油現銭買入方，飛州へ米温等

交易に付洩米，瀬戸村に中出蔵建設，作徳米貿

入方申付け，米塩と交易した飛州山出し銅の吹

分け場所を射水郡横田村に建設するのについて

の一件などを収録。

7558 (遊泉寺山々師御給銀等人別調理書) 16.均一19

4 T 36xl2cm 

原題「辰四月分遊泉寺山々師御給銀井夜番問時

等人別調理番上申帳」。慶応4年(1部8)4月

分の山師61人の給銀・夜番賃銀等を記す。

7559 (金平山山師御給銀等碁紙) 16.7ト，20

1枚 47x43ω

慶応4年 (1868)10月分について，横に56人の

山師と給銀，たてに日付をとり，碁盤自の中に

出勤日と作業内容を記した一覧表。表裏共に記

裁あり。

7560 金平山惣御入用銀等調理書上申帳 16.75-ー'21

2冊 M佃

明治元年(1868)10月分の入用銀等を番上げたも

ので. 1冊は調理役半右衛門・次作が入用銀・

飯米高等をかね山方役所へ届けたもの，他は入

用の油・炭等の納入切手16枚を綴ったものo

i

l

l

e

-

-

i

;

 

7561 (金平山山師給銀井余番問時等人別調理書〕

16.75-22 

3丁 12x35.5cm 袋入

表題は「辰十月分金平山々師御給銀弁余番問時

等人別調理番上申帳」。明治元年(1868)11月

の書上げで.56人の山師の給銀等を記す。

旧書名「金平山御給銀井余番問時等人別調理書

上申帳」。
i

・e

・-
1

1

4

鴇守-日
J
/

業

手写

5丁 24.5cm

森可参旧蔵。明治2年(1869)金山方調理役子

浦村嘉兵衛より金山方御役所に提出された仕法

番。領内の蔵入・給人米の蔵敷米の半分を取掲

げ，その代銭で宝遠山にて金採掘のための人足

を雇うというもの。

7563 金山方諸事留帳 16.75-24 

商法局編

自筆

剖丁 24佃

明治3年(1870)の藩内の鉱山関係の記録を収

録したもので，金平山出来灰吹金越野左助へ売

払，鳳至郡谷内村鉄製造所中居村へ引渡し等。

7564 長椋山鉛山図井御番所絵図 16.7ト お

絵図2枚 28x4Ocm.34x斜ω 袋入

金谷氏旧蔵。金山と鉛吹床場，御蔵，御番所等

を記し，他の 1枚は御番所の平面図。

7565 有峰銀山図 16.75-26 

絵図 1枚彩色 68X671ω

越中有降山箆の小見村分・亀谷分・小見村亀谷

入会分・小見村亀谷の外他村を4色に色分けし

た境絵図。

7566 [近江国海津の内にて銅採掘願→牛) 16.75-2:1 

手写

14丁 23.5cm

加賀藩領近江国海津のうち中村町の石灰山から

銅分を含む石を発見し，その採掘願とす~用場逮

を収録。甚右衛門は近江領の代官。旧密名「今

津甚右衛門番付等写」。

7567 能登園鉱磁調理記 16.75-ー，28

手写

3T 2-1ω 

「七尾県へ可引送控」とあり，明治5年(1872)

の番上げ。金，銀，鉄，硫酸鉄，鉛，石炭，酸

化満掩について産地名と休山を記す。

7562 能~IIII宝逮山より御金被為掘候ニ付人足賃銭等造用

方出道仕法帳 16.75ーお I.7568 越中国鉱磁調理記

金山方調理役子浦村嘉兵衛箸 3丁 24cm 
-
1
1
1
1
1
1
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-
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Fド

製

「新川県へ可引送控Jとあり，明治 5年(1872)

の番上げ。金・銀・銅・鉛山，硫黄，石炭山に

ついて産地名，掘出願の聞届状況，休山を記

す。

7569 三州内郡別鉱山記 16.75ー30

鉱山方締

手写

llT 24佃

明治4年(1870，金，銀，銅，鉛，鉄，石炭，

硫黄，マγヵγユース，硫酸鉄の各鉱山地名を

郡別に記す。

7570 能登園金石産出所調 16.75ー，31

手写

2丁 23.5cm

「石川県勧業課宮崎盛次ヨリ差越分」とあり，

鉱物名と産出村名を記す。

硫黄・石灰・呉須

7571 (富山硫黄御改御横目之書付請取等) 16.75-32 

宮川安右衛門・高田弥右衛門著

自筆

2通 17cm

中川典克旧蔵。 2通とも宮川・高田より中川八

郎右衛門宛。表題の請取状と富山硫黄改波辺弥

平魯付の返書添状。 12月付。

旧番名「富山硫黄御改之寄付J。

7572 立山硫黄之事井河原波山師屋敷之事 16.75ー33

手写
19T 24佃

「立山硫黄之事」は元禄12年〈己卯， 1699)豊

嶋藤兵衛が立山で硫黄試掘した時の入用覚と奥

村精兵衛の添書，および同13年 2月の御用番宛

の立山硫黄採掘の伺。「河原波山師屋敷之事」

は同13年河原波山肝煎権右衛門等の居屋敷拝領

願等と算用場奉行の御用番宛の伺。

7573 古記勝写本 16.75-34 

手写

21T 24cm 

文化14年(1817)の縫子願2点のほか，安政2

造 業

~元治元年 (1855--64)越中砺波郡庄下組にお

ける硝石製造方床下の土売買，硝石製造方望人

関係の記事を収録。

7574 (石灰焼立方等一件) 16.75ー35

前田家編輯方手写明治年間

1l3T 23.5cm 

真館民所蔵の写。内題は「羽咋郡宝達村等石灰

焼立方盤石灰石川郡等へ尿物ニ指遺侯→持」

とあり，嘉永4年 (1851)の石灰方留帳および

石灰方書類(12通〉からなる。

7575 (楽焼・硝石製造等→牛) 16.75-36 

114T 24.5cm 

天保5年(1834)羽咋郡火打谷村領に呉須土を

発見し小山村西性寺より楽焼願。硝石製造の件

は白山神社，能美郡湊村願隆寺等，年代は天一

保以降か。なお巻首部分に「御刑法者通行指止

件J(6丁〉があり，御刑法者の神社前通行指止

めに関する内容。

旧番名「別当職之謂等」。

特16.76 製 業造

7576 茜染一件書類

前田家編緯方編

明治年間

58T 25cm 

金沢古蹟志第14，国事雑抄，表御家老諸事控，

前田貞直手記，温故集録よりの抜書を集めたも

の。茜屋理右衛門のことなどを知りうるo 元禄

3--元文2年 (169ト 1737)の記事を集録。

16.76-1 

7577 加賀絹沿革記

手写

3T 24佃

加越能新聞第2247号の写。加賀絹は大聖寺藩領

江沼郡庄村を起源とするとして，元禄から明治

初期までの盛衰を記す。

16.76ー2

7578 (古酒来由覚書〕

手写

1通 16cm 包紙

16.76-3 

-4ω-



産

貞享元年~ (163・0に生産された古酒の古備前焼

の査に入ったものを元禄元年(1688)に'的来飛

廓屋故宗右衛門から曽祖父に送られ， 135年後

の今日，原因幽翁が所持していることを記す。

従ってこの番の成立は，文政2年(1819)か。

包紙には， r原因幽翁所持延享元年古酒来由」

とあるが，延享は誤りか。

7579 能登国酒造屋敷芥酒造米高帳 16.76-4 

柘植一平太著

手写

3丁 24.5佃

成瀬正居旧蔵。安永8年(1779)5月御名内拓

植一平太より御勘定所宛。

7580 小松茶商長谷部家の茶業沿革 16.76-5 

前田家編輯方手写明治年間

14T 25.5叩

明治21年(1888)9月20，21， 22日の北陸新報

の写。小松の茶商長谷部理右衛門が自家の開業

沿革を記したもの。元録初年の創業にして北陸

最古とある。

7581 小松町等茶問屋仕法幌 ー 16.76ー 6

前田家編輯方手写 明治年間

9T 25cm 

笑酉4月の仕法。主に茶売買にともなう口銭の

徴収の方法を記す。「板津組~府立方仕法書上

申事」もあり，嘉永期御郡所から駒の所有が申

渡されたのに対し，駒を飼うための銀子の借用

を願ったもの。尿物が高値になったので，駒を

飼うことが有利であるとしている。

7582 於能美郡茶熔炉相立候箇所等 16.76ー 7

前田家締i慢方手写 明治年間

4 T 25cm 
各製造所とその産量，産額を記す。材木町二丁

目砺波監嘉兵衛・同小杉屋和助による番上げ，

亥6月とある。

7583 綿種油絞方株商売願書付等写 16.76ー 8

前田家編輯方手写明治年間

28T 25cm 

北村与平所蔵の写。原本は安政6年(1859)成

業

立。文化13年(1816)石川Iss末正村六右衛門・

松任町車屋伊三郎の綿種抗11絞り株立願と，文政

元年(1818)算用場の許可の達書〈絞上製法，

種買入売捌方値段，綿種油商売人の審上げを含

む)。および安政4年(1857)六右衛門の孫の

株立外商売指留願と，同6年(1859)それに関

し株立休臼元の醤上げ。末尾に「改作所旧記」

「上回旧記Jより綿種記事の披番を収録する。

7584 呉座問屋仕法書上申帳 16.76'ー 9

前田家編輯方手写 明治年間

20T 25佃

嘉永元年(1848)3月能美郡呉座問屋仕法番上

申1¥，長，小松畳表内詮義一件，呉座問屋之儀ユ付

御入紙面井仕法帳写，弘化3年(1846)呉座問

屋之儀ニ付仕法方書上申帳を収む。

7585 松前行自形建一件 16.76-10 

前田家編輯方手写明治年間

69丁 23.5cm

真館氏所蔵の写。「松前行固形建濫鱒より之一

件写Jと「産物方御役所御指止ニ付松前行目形

建問屋立方等御詮議一件」よりなっている。天

保9年(1838)10月の仕法の始りから，嘉永5

年 (1852)7月までの仕法に関する記録。

7586 御国産菅笠一件 16.76ー 11

手写

12T 24cm 

真館氏所蔵の写。天保4，5年(1833，34)江

戸拾組問屋・江戸産物取扱人・加州笠屋棟取・

産物方主付の指紙等を収録。菅笠の外に城端約

の上納御替金も記す。

7587 他国出菅笠間屋仲間株割 16.76ー12

前田家編輯方手写明治年間

7T 23.5cm 

慶応3年(1867)の菅笠問屋仲間株割と笠問屋

仕法，慶応2年の国産菅笠糠取兼帯取締役申付

状を収む。旧番名「菅笠問屋仲間株富山。

願留差
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製造 r 業

商 5月付，鶴来村薬種商米屋次郎左衛門の紫雪

販売に対して，中屋彦右衛門・亀岡伊右衛門・

福久屋伝六が三家相伝であることを申立て，次

る。領主前田家の保護及び年行司の設置等，そ

の濫飽から博覧会での受賞までを記す。

郎左衛門の販売差留を願ったものo I 7593 越中城端小原家譜 16.76ー18

旧醤名「覚書」。

7589 加能越所産薬種考 16.76-14 

坂井泰順等著

47T 20ω 

成井泰順の他，堀部養収・山脇玄悦による加越

能三州に産する薬種審上げ及び流通について記

す。貞享2年 (1685)成立。

7590 長生殿落雁家伝製薬略系 16.76-15 

前田家編輯方手写 明治年間j

3 T 24cm 

内題は「禦告江湖諸君」。砺波郡井波町板倉広

方が製菓の濫脇と家伝製薬略系を記す。正保年

間長生殿製法を金沢菓子師に伝授。

7591 越中陶器調理番 16.76-16 

片岡長信著

前田家編輯方手写 明治年間

27T 23cm 

越中婦負郡丸山焼，砺波郡福光焼，城端焼，安

婦窯，射水郡小杉焼，常滑焼，下新川郡舟見

焼，経田焼，上新川郡瀬戸焼の調理書。筆者が

明治年間，現地を訪れたり焼物を手にしたり，

あるいは聞取りによって，沿革，陶土の品質，

採取地，粕薬の産出地などを整理したもの。

7592 輪島祭器開業沿革審 16.76-17 

手写

4丁 28x20cm

表紙に還福社とある。輪島漆器の閲業沿革史o

明治10年 087η 内国勧業博覧会に出品，受賞

したのを機会にまとめられものか。応、永年間輪

島の住人福蔵なる者が紀州根来より技術を伝習

してきたこと。寛文の頃，近傍の山て地ノ粉を

発見。元録・正徳、年間販路が広がり， r蒔絵，沈

金をはじめるo 大黒講が天明年聞に結成され漆

工の方法を定める。明和の頃，舘!眠助によって

沈金彫が始められ，後，舘雅水がこれを発展さ

せる。天保年聞に漆工が合同して還福講をつく

前田家編輯方編

明治年間

8T 25佃

城端の漆工小原家の沿革及び系図。 6代の徳在

衛門信好は承応3年(165心畑宜安より五彩の

色漆を使う技術を伝授されたといわれ，代々白

漆塗で知られていた。末尾に永代記抜奉を併録

し，明治18年(1885)現在の小原家の様子も記

す。

7594 中居鋳物師伝書 16.76-19 

前田家編輯方手写 明治年間

20丁24cm

仁安2年 (1167)正月の蔵人所牒以下鹿長2昨

(1615)までの文書写および鋳物師略由来書。

7595 河北郡吉原村へ御渡置候焼刃土取場→牛旧記

16.76-20 

真館弥左衛門編

前田家編輯方手写 明治年間

4T 24ω 

.英館弥左衛門の留記の写。万鍛冶5人が焼刃土

を取る際の土取見合札の覚，嘉永6年(1853)

4月。

7596 加賀藩所轄兵庫製鉄所始末 16.76-21 

前田家編輯方手写 明治年間

2冊 24cm

兵庫製鉄所は明治2年(1869)創設， 4年に工

部省に移った。

①製鉄所創立己来之本末取調書類，負債取調書

類，負債処分方番類，取立金銭処分曾類

②在品物取調書類，麗入外国教師処分種類，機

械場地所返上書類，伺書類，県地へ往復等書

類，横浜地所一件書類，浅草平右衛門町家屋

一件書類，浮田一族引送方書類(但し，浮田

一族引送方書類は未収録〉。

7597 [水車ニテ出来仕候品々〕

手写

16.76-22 

--411一



産

1通 15~5cm 包紙

七社村太助所持の水車で製造する煎粉，さなた

織，くくり，付木の生産量，金額，利潤を1日

あたりで見図り，計算したものo

特16.77 金融・商業

金 融

7598 為替所上納書 16.77-1 

為替所編

自筆

l通創ω

巳12月〈明治-2)商法局宛。四商会(益亀組，

起業組，鳴鶴組，此花組)，為替所借庫方の家

賃等の書上げ。

7599借用証文 16.77'ー2

七左衛門著

自筆

2通 35佃

安永6，9年(1777，80)の七左衛門の市良IS右

衛門宛の借用証文。年貢の方に金子を借用し，

米・大豆を以てその時の相場で返済することを

約している。

7600 野村伊兵衛御取立之額母子返り銀ニ付寄付

16.77-3 

御門前町目貫屋清二到潜

手写

1通斜個

中川典克旧蔵。 r延宝元年野村伊兵衛御取立之

拾貫目頼母子返り銀之儀ユ付て従伊兵衛様被上

候御寄付拝見住候て御尋ユ付申上候御事」とあ

り，延宝6年(1678)5月，町奉行宛の答書。

7601 大賀祢加志津気帳 16.77-4 

10丁 12.5X18ω 

明治5年(1872)，為替会社・長瀬・魁宮屋・

秋田屋・その他への金の貸付帳。 rおかねかし

つけ帳Jと読むか。

業

7602 (洞堂金協成舎井要用会社沿革路記J16.77-5 

手写

2冊 26.5ω

明治16年(1883)成立。 r洞堂金協成舎沿革略

記j・「洞堂銭取扱所証書審換草案等」と， r要
用会社沿革略記Jからなる。

物 価

7603 物価〔についての文献索引J 16.77ー6

前田家編輯方手写明治年間

4 T 25cm 

寛永~正徳の大工作料について享保3年(17

18)室鳩巣書翰をあげる外，延享以降の米側に

ついて記載する文献をあげる 3 特に天明~寛政

が詳細。旧書名「延字弘化問米価文献索引井弘

化二年ヨリ明治廿二年迄米側」。

7604 米高直之翻御算用場よりの紙面 16.77'ー 7

手写

83丁 23.5佃

前田貞醇旧蔵。内題「丙子年御領国中米高直之

瑚御算用場より所々へ申逃候紙面之写帳」。丙

子年は元禄9年 (1696)で， 2"""'8月の算用場

の触達を収録したもの。

7605 諸色高直払底之品有之等之義ニ付書取 16.77-8

手写

3丁 26cm

宇野富良旧蔵。正徳、6年(1716)11月，享保2

年(1717)2月の触を収録。

7606 諸物直段考 16.77ー 9

有沢武貞著

自筆享保5年(1720)

36T 23cm 

享保3年(1718)成立。本書は阿 5年に再審し

たもの。目録は，序，凡例，諸物上代米直段通

計，夫米夫銀考，普請役考，出銀考，大工日}琶

等一日之雇手間考，下々奉公人給米給銀考，若

党奉公人大概考，足軽切米之考女奉公人給銀之

考，諸細工人扶持切米考，馬牛等飼料考。

-412~ 
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金融 商業

7607 (油直段相調書上申帳之控J 16.77--10 

前田家編輯方手写明治年間

28T 24ω 

青木氏所蔵の写。表題「享保年中より宝暦六年

迄之油直段相しらへ書上申帳之控」。 恒川七兵

衛の内分の御尋に返答するために，寛政3年(1

791)に調査，書上げたものo 油値段決定の諸事

情及び菜種平均相場，おろし泊値段，小売値段

などが記されている。油臼本のある松任の肝煎

と金沢町油肝煎，算用場との関係の中で菜種相

場を基準としつつ，油値段が決定されている。

7608 (油直段相調書上申帳之控J 16.77--11 

前田家編輯方手写明治年間

36T 25佃

表題「享保年中より宝暦六年迄之油直段相しら

へ番上申恨之控」。奥書に「右ハ恒川七兵衛様

御内分御尋ユ付相しらへ六月廿七日に指上申

候Jとあり。表紙に「寛政三年亥六月相しらへ

申候」とあり。前号に同じ。

7609 魚野菜商売月定 16.77--12 

手写

1通 16cm

中川典克旧蔵。箆保3年(1743)の触。魚，野

菜等36品目につき売初めの月を定め，高値に売

らないように触れ出す。

7610 諸色直段番上等留 16.77--13 

前田家総l揖方手写明治年間

82丁 23.5cm

加藤又八郎所蔵の写。内題「諸色直段佐立方ユ

付被仰渡等抜書」。寛政元年(1789)"OJ安政2

年(1855)の主に越中砺波郡関係の米・酒・油

・菜種・蝋濁等の直段仕立方に関する留。「北

窓噴談」抜書も収録。

7611 (弘化ニ年以降明治ニ十二年迄米価に付抜書〕

前田家編僻方手写明治年間

4丁 23.5cm

16.77-14 

北陸自由新聞第68号・(明治24年9月17日刊)の

抜書。原本は石川郡出掛持平木の道上次郎右

衛門の手記による。旧書名「延享弘化問米価文

7612 

7613 

7614 

7615 

7616 

7617 

-413ー

献索引弁弘化二年ヨリ明治廿二年迄米価」。

〔高畠勘兵衛害状写J 16.77--15 

6 T 12x 18cm 

原題・旧書名「京都町人従高畠勘兵衛御当地真

野宗古方ユ来候紙面之写」。天保14年(1843)商

品価格や京都の様子を知らせたもの。

商 業

商売格汗他国出入品々留 16.77-16 

20丁 24cm

久保阿以所蔵の写。諸商売人上納銀高，諸商品

商い高についての他， r金沢用米之党Jと「非人

小屋入之者へ渡り方」を含む。

〔米代銀請取証文J .16.77-17 

国府孫左衛門著

自筆

1通 24cm

元禄9年 (1696)4月付国府孫左衛門より岩野

市左衛門宛の請取証文。石原茂左衛門知行坪野

村の去収納引免米代銀を請取ったことを記す。

旧書名「米代銀受領証」。

米仲買等へ被仰渡 16.77--18 

片岡孫作手写

71丁 23.5佃

享和元年(1801)"OJ天保9年 (1838)の米仲買

等への布達を収録。

所々米方仕法間合醤 16.77--19 

7T 24佃

文化8年(1811)4月の書上げ。帳合米商・大

坂米市場(堂島〉の変遷と大坂江戸掘現銀庖・

京都七条米市場・その他畿内・越前福井におけ

る米売買，および領内小松・松任・石動・高岡

における米延商等の状況について記す。

米中買心得方之条々 16.77-20 

前回家編輯方手写明治年間

7T 24cm 

久保三郎助所蔵の写。中買組合頭から天保15年

(1844) 6月に出されたもの。
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産

7618 現銭御払米値段〔等J 16.77--21 

7通 12-15.5cm

午9月〈明治3年〉に元治元 086-1)-明治2

年(1869)の現銭御払米値段を番上げたものo

石川・河北・口郡(羽咋・鹿島)・砺波・射水

・新川郡の6通と番代平七の添書1通。

旧書名「現銭御払米値段」。

7619 金沢町米商成立濫筋等取調御届書 16.77--22 

手写

92丁目.5x 11.5cm 

表題「金沢町米商成立濫鰯」。明治9年(1876)

12月旧米市締役巌六平・杉野長松・橘長次郎か

ら石川県権令桐山純孝に提出されたもの。延宝

9年(1681)より記載するが，明治以降の商法

会社千紋組の記録を多く収録。

7620 越中米商八ケ所 16.77ー，23

手写

1通 16佃

米商八ケ所として，滑川・魚津・岩瀬・氷見・

高岡・放生津・泊・横山の地名を書いたものo

7621 魚問屋定書井仕法方盤料理商売人定番等

16.77--24 

前田家編縛方手写明治年間

63T 24cm 

久保阿以所蔵の写。外題「魚問屋定書等J。振

売雑魚定等寛文3年(1663)以降の金沢魚問屋，

商売人に関する定の留。

旧書名「魚問屋定書等」。

7622 七尾町魚問屋定書等 16.77--25 

前田家編縛方手写明治年間

47T "25ω 

故新録(特16.27--25)六之抄で，寛文~寛政の

所口魚問屋定書等を収録。

7623 魚口銭ニ関スル書類 16.77--26 

前田家編輯方手写 明治年間

97T 25cm 

改作所旧記，上田源助旧記，兼山路決秘策，筒

井旧記，阿部旧記，郡方御触，能州郡方旧記，

筒井触留，上回触留，御用儀品々留帳，産物方

業

御用留からの抜書。内容は，万治~元治。

7624 魚口銭浦口銭旧記 16.77-27 

前田家編輯方手写 明治年間

"75T 23cm 

杉本弥五郎所蔵の写。内容は「魚御口銭方旧記」

(文化11年新川郡魚物御口銭御免写等書上申帳

文政2年魚御口銭御取立方御住法一巻，文政6

年諸魚御口銭方奉願上申帳)， r浦々津出入之品

々口銭取立申定帳写J(文政元年)， r浦口銭取

立定帳J(文政2年〉。

7625 能。Irl御公領黒嶋村ヘ罷越四十物商売仕候銀高御尋

ニ付書上ケ申侯覚 16.77--28 

宮腰松任屋勘七等箸

自筆

巻子1 24cm 

享保5年(1720)9月付，宮腰松任屋勘七・越

前屋五郎右衛門・赤土屋普右衛門より宮原町奉

行宛の書上げ3通を継立てたもの。享保3，4 

5年に黒島において買上げた四十物f糠額を番

上げる。旧書名「能州御公領泉嶋村ユテ四十物

商売之銀高番上帳」。

特16.78陸運

道路・里程

7626 加越能三脚l道程記 16.78--1 

前田家編輯方手写 明治年間

65T 23偲

内題は r(微妙院様御代〉正保四年加越能三州之

官道及裏道之道程井海岸湊々船入之都合海路里

程等取調被仰付節番上帳之控也」とあり，正保

4年(1647)幕府へ進達した三州興地図に添え

たもの。享保11年 (1726)の写本を明治期に森

田平次〈柿園〉が手写した。内容はカ同色越三国の

大道・脇道の各村聞の距離・道幅・道路状況，

河川・湊の状況を記す。

7627 御領内諸方選程記

手写

61丁 2-1cm

16.78--2 

-414--
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陸

正保4年(1647) 12月の書上げ。「加越能三州

道程記J(前号〉と同内容。

7628 三~~II道程大概 16.78ー3

前田家編緯方手写明治年間

46丁 23.5cm

正保4年 (1647)12月の書上げ。加能越の記載

の順は異なるが.r加越能三州道程記J(特16.

78-1)と同内容。

7629 加州三御郡稼往来道橋弁渡船道川除等ケ所関数詞

帳 16.78-4

前田家編縛方手写明治年間

16T 24cm 

天明7年 (1787)5月の番上げ。能美，石川，

河北の 3郡の道，橋，渡島、のうち，御郡打銀に

より普請している箇所，間数を番上げ，請負銀

高35貫匁で請負うことを願出ている。橋の種類

・間数を詳細に書上げる。

7630 北陸道往還道程等書上申帳 16.78ー5

6冊却価

天保8年 (183η 改作方郡奉行所宛の魯上げ。

近隣宿駅への道程，本馬・軽尻・人足賃銭につ

いて記す。

①能美郡莱生，寺井駅 ②石川郡水嶋，下柏

野，野々市宿③河北郡津幡，竹橋宿③砺波

郡埴生，立野宿⑤表題「御上使往還道弁所々

往来道筋之内射水郡宿駅等人馬賃銭等書上申

帳J(天保7年〉射水郡小杉宿⑤表題「五街道

之外往還宿駅人足継立候ケ所書上申帳J(天保

8年〉新川郡富山町，滑川町，魚津町，三日市

村，入謄村，泊町，浦山村，舟見村宿について

記す。

7631 加州能州越中枝街道宿々道程井関村番上申帳

16.78-6 

手写

31T 25佃

明治2年(1869)6月の審上げ。各校街道の宿

村等聞の距離とその沿道の村名を記す。

7632 三州道程仕出シ

手写

16.78ー 7

運

79T 23cm 

三州道程仕出シ，越中国新川郡北国街道間数

寄，越中国新川郡北国街道丁数調書，越中国新

川郡岩瀬街道丁数調書，越中国新川郡富山より

東岩瀬往還丁数調書，越中国新川郡入膳街道丁

数調書，越中国新川郡飛州街道丁数調理幌，越

中国新川郡従滑川上市往来丁数調書，越中国新

川郡従魚津生地往来丁数調書，越中国新川郡従

三日市生地往来丁数調書，越中国新川郡従入膳

横山往来丁数調書を合わせたもの。いずれも明

治3年(1870)3月の番上げ。

7633 加越能諸街道里数犠 16.78-8 

金沢藩編

145T 23佃

明治3年(1870)4月金沢藩による書上げ。内

題は「加賀国越中国能登圏諸街道里数取調帳」。

北陸道本街道・同脇街道・同技街道，同能登圏

諸街道における各村領聞の里数を記す。「加越

能諸街道絵図J(次号〉の各村領聞の星数と同

じo

7634 加越能鰭街道絵図 16.78ー9

金沢藩編

74丁 26cm

内題は「加賀園越中国能登圏諸街道息数井領附

村取調絵図Jo11噂能諸街道〈北陸道往還と脇街

道弁技街道に区分〉の宿村，往還人家，領附村

川等とその聞の距離を記す。成立は明治初期。

7635 金沢道橋幌 16.78-10 

道橋方編

42丁 24cm

嘉永5年(1852)作事所より道橋方ヘヲl送りの

道，橋等修理場所及びその幅，長さを記す。

7636 金沢道橋帳写 16.78-11 

道橋方編

25丁24cm

作事所の修理にかかる，川溝，締，悪水樋，坂

道等の場所及び各々の幡，長さ，及び安永年間

より文政年聞の修理記事。

-、、

-415-



7637 金沢両大橋架姶・架替之件

手写

5丁 25叩

産

16.78ー12

業

て記す。土清水村組長等より地租改正係宛。絵

図附。

温故集録からの抜書。天正から元禄頃の才川浅 I7644 能。I!I道筋巨細書幌 16.78-19 

野川大橋に関するもの。

7638 宮腰道筋村々道の里の御帳

正保3年(1646)

3 T 24.5cm 

16.78-13 

淵ノ上村源五，三ツ屋村平兵衛が金沢から宮腰

〈金石〉までの村々の道のりを記して奉行に提

出したもの。

旧書名「宮腰道筋村々道程帳」。

7639 加賀園江沼郡街道調

手写

3了 27cm

16.78-14 

明治初めの番上げ。江沼郡の諸街道について領

境，村落聞の距離，橋の長さ等を記す。

7640 鶴来ヨリ吉野マデ道ノ記

5T 8 x 18cm 

末尾に彩色略図を付す。

7641 石川県加賀国河北郡里程表

河北郡役所編

11丁 27，佃

16.78-15 

16.78-16 

河北郡役所よりの書上げ。河北郡各村より郡役

所・県庁・大聖寺・越中伏木港迄の距離表。

旧書名「加賀国河北郡呈程表」。

7642 河北郡ニ俣村より井波町・八ツ尾を経て石掛迄之

見取絵図弁道程聾 16.78-17 

2冊 2仰

表題「河北郡二俣村ヨリ砺波郡井波町夫ヨり金

屋岩尉す覗戸峠通入、y尾町へ入込土玉生村花房

村夫ヨり富山御領境字石掛マテ之道筋見取絵

図Jと同断道程書。見取絵図・道程書共に道路

状況を詳細に記す。

7643 (土清水製薬所圏外往来道ニ付願書) 16.78-18 

手 写 明 治7年(1874)

1通 24cm

元製薬所圏外部分と地内の往来湖面拡張につし、

21T 24伺

坂井氏旧蔵。金沢より外浦，内浦廻りで再び金

沢迄のもの。街道筋名所等の記事を付す。

7645 能登路程等記 16.78-20 

前田家編縛方手写明治年間

103丁 23cm

天明年間筆記能登路御定賃銭等留帳写(定賃

銭，行程，作食蔵等，元禄年間御収納米運搬に

関する諸文書を附す〉。多国六蔵所蔵能州道之

記井郷庄社寺領等之覚帳(道程，寺社，定賃銭，

郷村名その他定書等〉を収録。

7646 能~llll内外駅々道程附 16.78-21 

6T 12x18ω 

横山隆幹旧歳。今浜より外街道・内街道を通り

再び今浜へ至る道程。

7647 能登園小廻五呈外村々海陸道法附 16.78-22 

2T 24佃・

寅8月の曾上げ。羽咋郡安部屋浦船積所迄梅陸

道法附と鳳至郡大町浦船積所迄海陸道法附。前

者は羽咋郡の3カ村，後者は鹿島郡の14カ村い

ずれも幕府領からの道程を記す。

7648 (石動山々道々普請之時分絵図〕

寛延4年 (1751)

絵図4枚彩色 24x1おcm

16.78ー，23

石動山の道筋が洪水で溺れたので，鹿島郡二宮

村より能登御郡奉行に普請を願いでたときの絵

図。

①寛延4年 (1751)道普請之時分絵図

②，③，④は①の写図。

「道普請之時分絵図ユ付き居申小札之由也J

として，附札45枚がある。

7649 御普競橋弁百姓自普請書上申帳 16.78-24 

10T 24cm 

文化12年(1815)能登奥郡の橋名，橋の長さ，

所在地を御普請及び百姓自普請に分類し:番上げ

-416同
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たものo

7650 越中国道程書 16.78-25 

98T 271但

金沢および越中の主要箇所から越中各地への距

離を記す。越中の基準箇所は埴生，蓮沼，今石

動，小矢部，福町，立野，金屋本江，杉本新

町，津沢，福光，裁端，福野，戸出，中国，中

野，三日市〈砺波)，町新庄，和田，猪谷，高

岡，大門，小杉，大白石，氷見，伏木，仏生

寺，吉久，放生津，水戸田，嶋村，東岩瀬，滑

川，魚津，三日市〈新Jfl)，浦山，舟見，泊，岩

船寺，上市，芦険，愛本，入膳，横山，雑。

7651 越中国道程幌 16.78-26 

手写

2冊 32X23cm

正保4年(1647)12月の番上げで，幕府ヘ提出

したものの控と草稿。越中における大道・脇道

毎に主要部落聞の星程，道路・河川等の状況に

ついて記すが，草稿と思われるものは道路状況

等についての記載は詳細。「加越能三州道程記J
-(:特16.78-1)と関連。

7652 越中御普請所絵図 16.78-27 

高畠厚定手写天明8年 (1788)

絵図1枚 28x78佃

高畠定砕旧蔵。越中領内の主要な町，村聞の皐

程を記す。

7653 往還筋橋々相調書上申幌 16.78-28 

手写

18T 24ω 

文化1呼(1816)9月の番上げ。新川郡内の束

岩瀬往来，生地往来の各橋名と寸法・架橋費用

の出所等について記す。

7654 小松より上口越前境迄之記〔等J 16.78--29 

44丁 12x18cm 

小松より上口越前境迄之記，小松より広瀬橋通

金沢迄之記の2つを記す。附録として吉崎道之

記，小糧橋立道之記・吉竹村道之記を含む。

運

7655 (富山ヨリニ俣越外三筋道懸リ駅村等見取絵図〕

16.78-30 

万延元年(1860)

絵図 1枚彩色 28x56佃

二俣越外三筋道とは熊野往来，高岡より戸出往

来，大門新町より庄川々筋戸出道。

7656 亀谷ヨリ有俸マデ道程見取之図 16.78-31 

絵図1枚4Ox53佃

安井顕比旧蔵。表題は「従亀谷到有峰道程見取

之図」。安政2年(1855)9月の書上げ。「亀谷

ヨリ有峰村マテ和田川通新道ユ可相成ケ処伐分

間数大綱記之」と亀谷より牧谷までの関数を記

し，絵図には古道・伐分道・見分道・野宿小屋

・昼食所・休処を記入する。亀谷・有峰聞に新

道を伐聞く際の見分図。

7657 従加州羽州秋田迄道程等之覚 16.7.かーS2

9T 12x18ω 

宝暦3年(1753)10月の曾上げ。金沢より越後

新潟迄の道程と旅行案内を記す。新潟より秩回

迄の部分欠。

7658 越後寺泊ヨ υ江戸表へ清水峠新道之記 16.7:トー53
清三郎著

手写嘉永7年 (854)

5 1
0

• 12 X 35cnl 

中川典克旧歳。寅3月越後寺泊において支配清

三郎が田中屋弥兵衛・弥三郎に宛たものを嘉永

7年(1854)4月御算用場逮留から写したものo

公儀禁道が解けた清水峠新道における米荷通行

の可能性について報告し，本道三国峠越えの場

合とも比較する。

7659 下通細註 16.78-34 

有沢永貞著

正徳5年 (1715)

33丁目.5X21cm

越中・越後境より越後高田迄を記す。永貞の自

筆か。

7660 東海道駅路図 16.78ー55
巻子 124叩

江戸より金沢迄の駅名と宿駅聞の道程を記す。

-417ー

• 



7661 江戸道中覚書

手写

3 T 8.5x09.5cm 

産

16.78-36 

申の 9月16日に金沢出立， 26日に江戸に到着す

るまでの武士の簡略な道中日記。

7662 江戸至金沢図 16.78-37 

1帖 21但

東海道経由江戸・金沢聞の道中絵図。名所・旧

跡の解説を記す。

7663 金沢江戸間山川記

片岡孫作手写

67丁お.5cm

16.78-38 

木沢源、五到新蔵の写。金沢から江戸〈下街道〉

までの地名，距離，山川，名所，旧蹟等を和歌

などを交えた紀行文風の地誌。

7664 下街道行程記 16.78-39 

94T 24.5側

金沢より江戸までの道程をいくつかに分け，そ

れぞれの景観，村名，風俗，名所，旧蹟等を記

している，明和2年(1765)の記述がある。

7665 下通山川駅路之図

1帖彩色 18cm

宿駅間の距離も記す。

7666 下通山川駅路分間之図

沢田員短著

宝暦10年 (1760)

巻子1 彩色 27cm

16.78-40 

16. 78-.i1 

宿駅間の本馬駄質を付す。沢町制ま京都森謀

斎門人。

7667 江戸至金沢北陸道駅路記 16.78-42 

93丁 21cm

江戸本郷から金沢御城〈中仙道経由〉までの行

程， I日蹟等を記す。

旧書名「北陸道駅路記」。

7668 江戸より金沢迄の道しるべ 16.78-43 

90丁 14.5x19.5cm 

江戸より中。11道，新井を経て金沢迄の下道中の

業

道しるべと，道中之節諸事聞書〈旅行心得〉。

時中仙道木曽路通リ金沢迄行程記 16.78-44 

手写弘化5年 (1848)

28丁 12x18cm 

広瀬氏旧蔵。宿ごとの領主・代官・木陣などと

ともに村名・名所なども記す。

7670 従武州江戸至加州金沢中仙道山川駅路之図

16.78-45 

11陥彩色 19cm

縮尺は 1里1寸。

旧番名「中仙道山川駅路之図」。

7671 従武拘11江戸至加州金沢中仙道山川駅路之図

16.78-4 

巻子 1 彩色 24佃

有沢采女吉旧蔵。前号と同一内容。ただし，街

道沿いの見聞記事を付築にて記す。

旧書名「中仙道山川駅路之図J

7672 金沢板橋関駅々里程表

有沢永貞〈梧井庵)箸

手写

1通 31<伺

16.78-，17 

高畠定醇旧蔵。有沢永貞の作図を寛政11年(17

99)田辺政巳が校訂したもの。金沢・板橋聞の

宿駅聞の距離を記し，翌日の宿泊地までの行程

計算の使に備えたものo

関所・宿駅・人足

7673 境御関所御条目等写 16.78-48 

前田家編揖方手写明治年間

9丁 24ω

境関所は越中新川郡にあり，越後との領境に位

置する。内容年代は寛文11年(1671)，....，天明8

年 (1788)。天明4年(1784)越中境奉行動方帳

を含む。

7674 (境関所等之図〕 16.78-49 

絵図1枚 26x 108cm 

中川典克旧蔵。境(越中).市振〈越後).関川

(越後)，碓水〈上野)の各関所の絵図と心得を

-418一
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記す。旧書名「境関所之図」。

7675 木滑御定書 16.78→o 
手写

14T 24.5cm 

木滑は白山箆幕府領境との関所で，寛永 17年

(16.ω〉石川郡吉野村に建てられたが，のち木

滑に移ったo 亥6月付の横山左衛門等より富永

伝左衛門宛の覚(関所定書，貼紙に寛永12年と

あるが，寛文11年の誤か〉と木滑・河原山・別

宮口留付足軽の哲詞を収録。

767o 都テ宿村送等ニ付一件 1o.78→1 

乎写

37丁 2.{.cm

表紙には「御郡奉行在勤中高畠普左衛門所持」

と記されている。旅人煩人や境関所通行人等の

宿送りに関して，寛文年間より文久年間迄の定

めや事例を載せる。

7677 (飛騨守様御上使宿調口上書J 16.78→2 

大型寺屋喜右衛門箸

1通 25cm

宝永元年(170.:)飛騨守(大聖寺藩三f切U直)

の金沢御出の節，一行の泊所，人数，供等に付

口上番。小松御町会所宛。

7678 他国往還送者之儀御覚書を以被仰渡{展御請帳

16.78-53 

手写宝永6年(17'ω)

9丁斜cm

富田権六郎旧蔵。往遼煩人の扱方定め昨対する

読書。これは元禄8年 (1695)の定めを改めた

もの。

7679 ニ俣道往来一巻 16.78ー5.l

手写

16丁 12x18佃

富田権六郎旧歳。津幡・竹橋両宿より諸荷物脇

道附越し禁止の願いにつき，二俣道は先規の通

り往還同事とし，小原道は荷物附越し禁止の決

定を下した一件を記す。享保16年 (1731)9月

~同17:年(1732)4月の記事を収めるが，明暦

4年(1658)の先規等も収録する。

運

7680 (道中人馬先触之件達書)- 16.78ー055

手写

1通 18ω

宝暦8年(1758)11月付菅浪下野守の人馬先触

は五街道と水戸佐倉道往来に限るとの達と，文

政4年(1821) 9月道中奉行石川主水正の役人

に五街道について問合せた内容を記す。

7681 (訓'1今津駅荷問屋株立に付算用場達)16.78→6 

手写

1通 25cm

文政6年(1823)5月，近江今津領代官今津甚

右衛門宛の達。、今津駅の9軒の荷問屋を問屋株

に申付けるというものo 旧書名「今津甚右衛門

口上番」。

7682 脇往還筋行程取調之儀従公辺被仰渡之御書上留帳

抜書 16.78-57 

19丁 24cm

表題は「脇往還筋行程取調之儀従公辺被仰渡天

保四年御番上ユ相成候一件副書所留帳之内抜

書」とある。天保4年 (1833)幕府より脇往還

筋行程取調について領内より江戸表への通行の

道筋・塁数・継場小名等を害上げた一件を記

し，幕府に提出した「加賀守領分往還筋道程等

調理帳」の写を収録する。

7683 脇往還道筋調方一件留帳 16.78→8 

62T 24.5cm 

天保7年(1836)幕府から五街道以外の脇往還

の人馬継立の宿駅調査を命ぜられたのに対し，

各奉行にその旨を達し，各奉行から調査した結

果を報告した一件を綴るb

7684 北国脇往還人馬継立犠 16.78ー 59

今津村肝煎次郎兵衛等著

自筆

2冊 24.5cm

天保7年(1836)今津村肝煎次郎兵衛等と海津

中村町肝煎治郎兵衛等の寄上げの2冊。両村と

も近江高嶋郡にあり，加賀藩領。宿駅の状況，

近隣宿への道程，本馬・軽尻・人足賃銭，助郷

村について記す。
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業

自筆

3T 24但

天保7年 (1836)10月伝馬肝煎九六より町奉行

所へ番上げたもの。北国往還金沢町より野々

市，津幡への距離と本馬・軽尻・人足賃銭を番

上げる。

産

北陸道往還越前国ヨリ越中能登国へ之道筋等書上

申帳 16.78--60 

小松町肝煎平左衛門等著

自筆

8丁 25cm

小松町より上下諮宿等への人馬定貨割増の盤上

げ。小松町肝煎等6名より算用場宛。天保7年

(1836)の書上げ。

7685 

五街道之外往還宿駅人馬継立候ケ所書上申帳

16.78--65 

7690 

町年寄橘蔵等著

自筆

4丁号lcm

天保7年(1836)11月魚津当番町年寄橘蔵等よ

り魚津町奉行宛の番上げ。全国的宿駅調査に答

えたもので，魚津宿より滑川宿・三日市宿まで

の距離と本馬・軽尻・人足賃銭等について記

す。

栗生往来指支侯節等不時宿継場所

7T  27.5X21αm 

天保7年(1836)の脇往還筋人馬継立宿駅調査

の際の盤上げか。手取川舟渡が差支え，栗生往

来通行不能の際，柏野・小松聞は長屋〈蝶屋)，

本吉，湊，福島，浜開発，下江，高坂，大島，

上牧，梯出を迂回するが，その際の本馬・軽尻

.人足の賃銭と里程を記す。

7686 16.78ー-61

越中今石動宿上下モ継場賃銭等書上申帳

16.78'ーォ66

7691 

今石動町問屋静兵衛著

自筆

5丁 24X18佃

天保8年 (1837)10月今石動町問屋静兵衛より

今石動奉行宛に提出されたもので，同奉行明石

主計から御算用場へ進達された。内容は今石動

宿より埴生・竹橋・立野・高岡への本馬・軽尻

・人足の賃銭等について記す。

往還人馬継立宿駅寄上申帳

高岡町肝煎半左衛門等著

自筆

4丁24cm

天保9年 (1838) 3月町肝煎半左衛門等より高

岡町会所宛の番上げ。越中射水郡高岡町より今

石動・立野・小杉新町までの距離，本馬・軽尻

・人足賃銭等について記す。

16.78ー-677692 

人馬賃銭弁道程書上申帳 16.78→2 

湊村肝煎市郎右衛門・本吉町肝煎名兵衛等著

自筆

2冊斜叩

2冊とも天保7年(1836)崎田達之助宛の番上

げ。崎回より算用場に提出されたもの。

①能美郡湊村肝煎市郎右衛門の密上げo 湊より

長屋〈蝶屋)村，福嶋村までの道程及び本馬

.軽尻・人足の賃銭を記す

②石川郡本吉町肝煎名兵衛・久次郎の番上げ。

本吉より湊までの本馬・軽尻・人足の賃銭を

記す。

両者とも手取川出水で栗生村渡舟が利用できな

い時の脇道往来として利用された。

7687 

7688 松任ヨリ上宿下宿道程井賃銭番上申帳 16.78ー63

松任町肝煎孫次・転馬肝煎伊右衛門著

自筆
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脇往還筋書付

本保平太夫編

手写

29丁 27.5X20cm

表題「松平加賀守領分内脇往還筋書付J。天保9

年(1838)幕府へ提出したものの控か。北国往

16.78一切7693 

3T 24.5cm 

天保7年(1836)松任町肝煎孫次・同所転馬肝

煎伊右衛門の番上げ。松任より柏野，水嶋，野

々市の各宿までの道程，本馬・軽尻・人足賃銭

について記す。
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16.78ー647689 金沢町人馬賃鉛惜程寄上申帳
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陸 運

還のうち，加賀藩領分の泊，舟見，浦山，三日 千貫文の借用願。旧書名「御蔵米等馬下駄賃直

市，魚津，滑川，小杉，高岡，立野，今石動， 上ユ付願書」。

埴生，竹橋，津幡，金沢，野々市，松任，柏

野，水嶋，莱生，寺井，小松，入普，海津，今 7699 下道中産物井人馬賃銭記 16.78ー'74

津の各宿について，近隣宿駅への道程，本馬・ 19丁目x19.5cm 

軽民・人足賃銭，草高，宿人馬数等を記す。 渡辺庸旧蔵。下道中(信越経由〉江戸往来の各

宿駅間の人足・本馬・軽尻の賃銭と宿駅の特産

7694 脇往還筋書付 16.78-69 物について記す。

手写

29丁 24.5佃 π00 御蔵米川下馬下賃償之覚 16.78ー'75

表題「松平加賀守領分内脇往還筋書付J。天保 手写

8年 (1837)の書上げ。幕府ヘ提出するための 1通 17cm

草稿か。内容は前号と全く同t.o 城端などの蔵米を川や馬で運搬する時の賃償願

高の覚。

7695 脇往還筋書付雛形 16.78ー'70

3T 24佃 7701 魚津憲行宿渡恨 16.78ー'76

前号の雛形。 8 T 12x171ω 

成瀬正居旧蔵。佐分儀兵衛等大聖寺藩土，上・

7696 〔江戸三度棟取伊勢彦兵衛届〕 16.78-71 下品6人の宿割りを記す。

巻子1 15佃

付築「未三月廿四日信州大地震」。未(弘化4 π02 品川宿荷物貫目記録 16.78ー'77

年) 4月2日江戸三度棟取伊勢彦兵衛より御会 山崎加右衛門箸

所宛。御台所御用の飛脚より信州地震の見聞届 手写

種。 2丁 2おm

前回貞醇旧蔵。子4月，山崎加右衛門の番上

7697 金沢御城下より京都迄西街道筋御備人足御仕法書 げ。品川宿における本馬・軽尻・人足持の荷物

16.78ー，72 の貫目の制限重量について記す。

小沢一仙著

手写 π03 〔御馳走出役替〕 16.78-ー'78

6丁創回 1通 16cm 包紙

井上如奮旧蔵。慶応3年 (1857)7月付IJ'I1ミー 牧野遠江守領小諸町の御馳走役人数(下回付永

仙より加州御算用方役人宛の仕法曹。カケ所の 井次右衛門以下15，人)を列挙。

備人足175人の飯米・給銀等を書上げる。著者

は甲州八千切E上黒居鮒神産山武神主武藤少記別

家 ・ 旧 齢池沢より京都迄酉街蹴棚 人 足 I7704 旅行之節蹄鵬 16.78-79 

御仕法醤Jo 手写

39丁 15x21cm 

7698 〔御蔵米等馬下駄賃銭の方に適用銭拝借願〕 富田権六郎旧蔵。表題は「旅行覚紀」。旅行の

16.78-73 際の手続，心得，持参品等について記載し，早

戸出村平左衛門等著 使・早追道中・早飛脚についても記す。

自筆

1通 24佃 7705 鉄道会社条例新定並該社利益保証法発行之儀建白

明治元年 (1868)10，月付。城端御蔵米馬下方下 16.7&ー'80
才許戸出村平左衛門等から御扶持人衆中に銭五 安場保和等著

~42L:-



業

〔難舟一巻御定井今津米難舟之事〕

高畠厚定手写安永5年(1776)

12丁 11x 17cm 

高畠定跨旧蔵。原題「難舟一巻御定弁明和八年

今津米難舟之事」。寛文11年(1671)御定及び

明和8年 (1771)小松沖での難船記録。

16.79-5 711'0 

産

手写

7丁 24.5cm

明治14年 (1881)安場保和ら6人の建白書を中

心に，日本鉄道会社創立の経緯を略記。

-・r

安部屋浦エテ御城米積船致破損申ニ付出役始終二

人番〔留番) 16. 7~ト6

真館弥左衛門著

前田家編輯方手写

13T 24佃

寛政5年 (1793)4月，能州安部屋滞で幕府の

御滅米船が破損した時，鹿島郡の十村真館弥左

衛門・笠師村喜八郎が出役した一件を記す。岡

田加賀藩の大坂登せ米積船が難風のため，安部

屋浦へ流寄った一件も記す。旧番名「安部屋浦

ユテ御城米積晶ヲ致破損申ユ付出役始終二人番J。

7711 

運7]< 特16.79

明治年間

津

宮腰栗崎出入一巻

手写寛政元年 (1789)

13丁 26cm

高畠定酔旧蔵。享保3年(1718)商売荷物水揚

の権限をめぐる争論。

16.79-1 

入出

π'06 

7712 越後高田御役人中より到来紙面之写井口書

16.7'争ー7

大野粟ケ崎湊之義=付詮義害等写

手写

18丁 23.5cm

内容は寛政4年 (1792)入津荷物取捌方をめぐ

る宮腰と大野村・莱ケ崎村との訴答関係文書を

収録。

16. 7~少ー277'07 

手写

10T 24cm 

前田栄次郎旧歳。天保6年(1835)4月越後高

田榊原式部大舗内柴田金右衛門より，加賀藩士

12人が名立宿より海路能生宿へ向ったところ難

船し，今町浦へ荷物が流れ寄ってきたことを伝

えたときの一件を記す。

77'08御国産他国産小木湧積入等之晶有増

手写

2丁 12x32cm

中川典克旧歳。「海運方小木ノ分」とあり，積

入れられる国産品・他国産品を曾上げるo

16.79-3 

π'09難船取捌及船数録

前田家編輯方手写

86丁お.5佃

。難船取捌方格帳寛文11年(1671)--寛政5

年 (1793)多国六右衛門所蔵の写

。難船方多田氏所蔵の写

。諸船員数調理帳嘉永2年(1849)鹿島郡小

竹村九平所哉の写。能登口郡における村毎の

渡潮位・猟船・耕作灘合・潟猟船数と所有者

名を調査したもの。羽咋市加藤家所蔵本の写

か。

公義御城米蹴位取捌之記 16.7ト 8

高畠定時手写文久2年 (1862)

35T 17x 12.5佃

高畠定酔旧歳。内題「文久二年五月廿九日夜珠

洲郷郡森膜浦於沖合難船同所へ上陸及届候ユ付注

進之上出役取捌一件J。

7713 

16.7'チー4

締

明治年間

難

I
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漂流井無人島より掃着の次第

前田家編輯方手写明治年間

9丁 23.5cm

真館民所蔵の写。天明7年 (1787)鳳至郡鹿磯

村市之丞，石川郡大野村長兵衛が乗組んだ御斌

米雇船が犬吠崎沖で難船し，八丈島付近の無人

島に漂着した後，寛政9年(1797)6月自力で

脱出して八丈島まで帰着した一件。八丈島役人

16.7'チー97714 
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水

への口容の写とロ郡番代与四兵術が市之丞より

事情聴取した調書収録。

丘
ハ
に

長

人役

丞

嶋
之

丈

市

八
。
ル
』

写
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件
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16.79-10 

出した口容を収録。

7716 摂州兵庫高田屋嘉兵衛ヲロシヤ船之者ニ被召捕候

一件 16.7ト 11

手写明治初年

10丁目印

:lJl;館氏所蔵の写。文化9年(1812)の事件で，

高田屋嘉兵衛船鏡;lli:丸水主であった鳳至郡錦地

村仁術口上郡写(文化 9年12月，馬場村喜右衛

門宛〕。および同年12月付の伊藤氏(馬場村喜

右衛門か)の「附記J，I鉛手より写J&虚実如

何」を付ける。

7717 高田屋嘉兵衛等漂流一件

手写

10丁 24cm

原題「文化九年十二月娯州兵庫泊;回屋嘉兵衛等

五人異国船之者捕連行候次第写」。前号の仁兵

衛口上容写の部分と同一内容。

16.79-ー12

7718 l.呈之助漂流一件

前回家綱>>!止方手写 明治年!日1

34丁 23cm

羽咋郡冨木村之内地頭町村百姓理助弟型之助の

漂流-14記録。理之助は酉2月出船， 1.瓦10月房

州沖で難船し，中国船に助けられ，丑10月長崎

へ送還され，金沢へ引き取られた。ここには丑

II月28日付の理之助引取に関する奥村拠隠怨状

と，丑II月16日付の理之助の申上m.をのせる。

16.79-13 

7719 加賀高松村浜へ漂流之舟様予番弁絵図 16.7チー14

酒見村八三郎・森村議蔵著

手写

巻子 1 28cm 包紙

酉 2月，酒見村八三郎 ・森村藤誠より高山表五

郎 ・杉山新平宛の潔流船の見分出および絵図。

............. 

i軍

旧宮名「高松村浜へ酬は舟徹子智弁絵図」。

運 河 計 画

7720 鹿嶋郡一青組舟尾村等入海ヨリ邑知潟迄川筋等絵

図面 16.79-15 

巻子 1 37cm 

元治元年 (]864)6月作成。 I鹿嶋郡一背組舟

尾村等入海ヨリ邑知潟迄川筋船通行江川筋等分

間絵図々式百閉山尺三寸磁石目盛三百六十度」

とある。舟尾村川尻 ・川尻村川尻より二宮川お

よびその支流を遡行し，末i且，ー背村領の掘削

を経て長曽川に出，邑知潟まで至1Jる巡河の計画

絵図。期割，jilJ川改修箇所，距離，深さ等を記

入する。

7721 〔舟路切通し等詮議ニ付存寄容〕 16.79-16 

巻子 1 16cm 

辰II月(明治元年)所口御馬廻中山良蔵等が心

付の趣を謹上げたものに対L，改{乍奉行が音見

を記したもの。所口より邑知潟舟路切通し，河

北潟乗用解禁.河北潟水吐切通し，浅野川水仕

切通し，往還浜方へ付替，二俣越往来指解，能

登島流刑地廃止， 舟路まずI姻川について記す。

旧宮名「能登開発ニ付心附lliJ。

7722 神保半之丞心附害 16.79一17

巻子 1 17cm 袋入

交通の便宜のため河北郡津幡より石川郡水嶋迄

の陸路に替えて，水路を建てるべき旨の上申m

7723 能登国内海鹿島郡大津村湾堀劉口造り上ケ之図

16.79-18 

絵図 1枚彩色 184x 315cm 

明治 6年(1873)4月付，3，000分の lの図。

大津村から羽咋郡W松村，安部屋村まで運河開

削を計画した時のもの。

-.123一



ーち--
間学特16.8

山王行麻呂記

祝部行丸著

今枝直方手写享保7年(1722)

45丁 27cm

山門首拐厳院本の写。天正10年(1582)原本成

立。日本国大小神祇調の追加の部。日吉神社神

道秘密記等，元亀2年(1571)9月の対Lによ

り焼失した分の再調であるとしている。

16.80-6 7729 

16.80-1 

学

総

教・哲

記

。一小特16.80

7724 

中匡載記聞

田中知顕著

究保3年(1743)

22丁 12.5x17.5cm 

寛保3年(1743)田中知顕講義の講述筆記で玉

淵某が記したものo

16.8(}ー7π30 

中匡紋聴寄

手写

22'丁 22ω

「中匡赦トハ赦，各也此蹴ハ天児屋根命ノ岩戸

ノマヘユテ室玉フ御詞也」とあり o

16.80ー87731 

諸事雑録

手写

1∞丁 14.5x20叩

茶湯・教女子法・諸宗宝鏡の項あり，宗教・道

徳、等に関する日常的諸知識等を記す。

16.8(}ー2π25 

寛坐之大事伝受之記

奥村尚寛著

寛政4年(1792)

5T 22.5cm 

著者は藩土奥村宗家10代で，背山九郎兵衛知親

から伝授された事情について記したものo

16.80-9 π'32 

日本諸家人物志紗

手写

8丁 創 価

以下の学者についての簡略な事蹟・記録。松永

昌三・林羅山・平岩仙桂・木下順庵・新井白石

室鳩巣・南部景衡・兵仲道・服南郭・釈無隠東

洞・稲若水・大雅堂・新井白蛾。

16.8(}ー37726 

16.80-10 白山禅頂私記

僧勝鹿編

森田平次手写

44T 24cm 

永正5年 (]508)原本成立。別名「白山禅頂御

本地霊跡由来私伝」本地垂迩説に基づく白山信

仰論。刊本「白山比嘩神社文献集」参考。

嘉永4年(1851)

7733 

幽谷先生遺稿

藤田幽谷著男彪編

前田家編輯方手写

2冊お.5cm

乾坤の2冊。表・論・書・記・碑碕・祭文・告

文・題践・雑・伝・詩の部よりなる。

16.80-4 

明治年間

道

寺社帳

金地院箸

土師某手写

3冊 20.5個

別名「天下寺社帳Jo寛文8年(1668)成立。

上巻は神社，中・下巻は寺院よりなり，各地の

寺社の朱印高・開基等が記されている。

神

7727 

16.8(}-1l 〔越前国南条郡川濯大権現〕社記

菅原為弘編

手写

5丁 24佃

内題「越前園南条郡府中高瀬郷川溜大権現社

記」。

7734 

-42.1-

三教之道

有沢某手写

1通 171佃

三教の道は時代により変化するが，神武の法の

みは古今変わることがないと記されている。

16.8(}ー5

正徳2年(1712)

7728 

[1 
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7735 群害襟抄別巻神社考

手写

9丁 24四

林道春著「木朝神社考」の按掌で，主に北野天

満宮関係の資料。

16.80ー 12

7736 田中平亘書翰

田中式如(平亙)著

1通 16cm

8月19日付，永井伝七郎宛。御神酒すすの口に

さす紙の折形について問に答えたもの。

16.80-ー13

7737 神祇道服忌令 16.80-14 

4T 18x25.5cm 

父母の死の場合の服忌期間など神紙道として守

るべき事を記す。

7738 [服除護符〕

l枚 12 x 5 cm 包紙

袋密 rna除御守護」。

16.80ー 15

容，

va
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16.80-ー16

教 ・哲 学

元禄11年 (1698)に術大{首都実観が写したもの

の写。文安2年(1445)時房公記・文明 8年

(1476)発胤法親王記 ・文色2年 (502)藤原

元長記の御機法の部類記なり。

7742 興福寺伽藍焼失之数量 16.80-19 

巻子 1 17cm 

中川典克旧歳。興福寺焼失場所及面積等が記さ

れている。治承4年 (1180)の件か。

7743 逮心巡礼秘記

光宗若

今校直方手写 本保 5年 (720)

20丁 27cm

比叡山拐』桂院所蔵の写。正和元年 (312)原本

成立。比叡山延暦寺の各塔頭，日吉神社各社の

緑起。

16.80-20 

7744 叱棋尼尊天大秘法

之紹若

宝!音4年(1754)

1通 34.5叩

;o;言密教の呪法のひとつで，乙の法を修得すれ

ば通力を得るとし、う秘法部。

16.80-21 

は二の丸御殿襖絵，表御式台の彫物穏などに I 7745 真言経教書留

ついて

②横山宮司宛祇知盤状写。内容は佐都武大明事l'

と八幡宮の縁起について

@J荘m状写，細川侯 ・麗勝侯 ・水戸侯の屋形号

等について記す。

横山宮司は気多神社宮司・白山比匝帥1':t上宮司と

なった横山政和のことか。

仏 事立

7740 釈氏往来 16.80ー 17

今枝直方手写宝永7年 (1710)

27T 21.5佃

僧侶の消息往来集。難句等に註解を附す。

7741 御償法伝記 16.80ー 18

今枝直方手写享保 5年(1720)

36丁 26四

16.80-22 

巻子 1 17cm 

経の功徳を説き読経を勧めたもの。

7746 相陽鎌倉郡腰越万福寺略縁起

万福寺編

文政3年 (1820) 刊

2 T 24.5田

外題「瑠璃峯万福寺略縁起ム「明治二十八年腰

越村にて求」と密入あり。

旧宮名「鎌倉田代観世音，腰越万福寺田首縁起」。

16.80-23 

7747 国代堂観世音菩薩略縁起

相州鎌倉田代寺編

刊

4丁 25cm

「阪東第三番札所」の朱印あれ浄土宗安養

院。

旧態名「鎌倉田代観世音，腰越万福寺略縁起J。

16.80-24 

-.125一
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7748 和語四十八願 16.80-25 

道円箸

22'丁 24cm

第一「無三悪趣」の願以下阿弥陀備の四十人願

を記す。

7749 宝勝寺千岳和尚啓書写 16.80-26 

僧千岳箸

手写

巻子 1 28ω 

中川典克旧蔵。宝勝寺は金沢市寺町の臨済宗寺

院で，寛永8年(1631)に僧千岳が建立。千岳

が寛永12年(1635)に浄土宗如来寺務右に送っ

た啓番2逓の写し。

7.750 心源禅師諸積 16.8ト，27

玉室等箸

手写

79T 24cm 

内題「直指心源禅師偏碩Jor芳春書院所蔵」と

あり。心源の画賛文等を集めたもので，奥歯に

「此是直指心源禅師一生之閑葛藤就千古紙中輯

之…・・・」とあり o

7751 極秘ーケ条 16.80ー，28

奥田勝政箸

巻子 1 17cm 

「其根本ヲ知テ其理致ヲ窮メシ来由之事」とあ

り，法華四諦について記す。

7752 至徳元季法事記 16.8←ー.29

手写

llT 24cm 

延宝7年(1679)中院前大納言通茂手写の再手

写。崇光天皇の母である陽禄門院(正毅町公秀

の女〉の法事見聞記。

7753 年忌帳 16.8(ト，30

手写

35T 12x 18cm 

法事，献立番など，明治11年(1878)のものo

7754 

7755 

7756 

問

儒- 学

釈菜記 16.8ト '31

林春斉著

今枝直方手写元禄11年(1698)

30頁 20cm

寛文4年(IG6:l)成立。湯島聖堂における釈莱

の際の講義録。

釈菜問答 16.8ト '32

手写

12T 20ω 

寛文12年(1672)成立。春秋隠公元年春壬正月

章を論題とした講義及問答書。

鳩巣不亡紗 16.80ー'33

室直清〈鳩巣〉著

手写文政8年(1825)

4冊 24cm

①学問の事，学審の事，礼楽の事，師範の事，

朋友井故人の事

②孝義の事，一家の事，閤門の事，育子の事，

忠義の事，諌言の事，致仕弁隠遁の事

③主君の事，農工商の事，水土の事，税法の事

制禁の事， .質問井義土の事，諸官人の事，宣告

行井執権の人事

④武士平常の事，武士戦場の事，葬喪祭の事，

追腹の事。

7757 鳩巣小説 16.80ー'34

背地礼幹編

2冊 24佃

今枝氏旧蔵。鳩巣小説は，可観小説の最初2冊

にあたるといわれている。巻頭に「鳩巣室先生

所箸駿塁雑話大行千世余敬服共学識久実演獲顕

鳩巣小説者其番以国字録多係友用往返之言問雑

以識見無ー不奥起士気維持風教者定為先生手録

也必奨謹繕写蔵諸箆笥附以此言。

安永壬辰之冬，備前後学井上正倹識」とある。

特16.28-177と関連あり。

π58 [新井白蟻の害蹟〕

新井白蛾箸

安永6--7年 (1777""J78)

16.8かー，35

-426ー
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3 T 28.5X20偲

.安永6年(1777)r医則序J.安永7年(1778)

「狙来手番」からなる。

7759 奥村・新井問答書

奥村尚寛・新井白蛾著

手写寛政2--3年(179ト 91)

45'丁 27佃

16.80ー36

新井白蛾と奥村尚寛の師弟聞の儒学問答盤。

「奥村問書」・「古易館答書」よりなるo

7760 問答録別集 16.80-37 

16丁 23cm

巻頭に「比集辛亥十月ヨリ後回答等ノ事ヲ筆」

とあり。新井白蛾儒学問答集。

7761 通卦五隣伝精義 16.8かー，38

新井祐登〈白蛾〉著

38T 24佃

易番。白蛾は，朱子学者，寛政3年聴せられて

学校学頭となり侍読を兼ね，寛政4年.78才没。

π62 慎斎様著 16.80ー.39

附す。

7765 新井白蛾・羅列I1先生伝 16.80-42 

小林白蛾著

前田家編輯方手写 明治年間

6T 25但

天保9年(1838)成立。易体天限通・書古易館

易侮後より成る易番。旧曾名「易伝天限通」。

7766 老子僅解

上田耕箸

手写

2冊包叩

16.8()ー43

老子の解釈，注釈番，原本成立は安政3年(18

56)。

7767 大学末章講義蔵

河合高綴

自銭安政4年(1857)

3T 24佃

16.80-44 

「大学」末章の解釈。「長国家節」国家・君主

について記す。

奥村尚究著 I 7768 河図洛番 16.80-45 

自筆寛政4--9年(1792--97) 文久元年(1861)

10冊 23cm

①大学管窺草葉，孝経管窺草践②中庸管窺

③論語愚紗〈乾〉 ④論語愚紗〈坤〉 ⑤孟子略説

⑤易学類篇議録⑦読易秘説③古周易経断私

解⑨管窺筆録初編草灘⑩読書筆記。

刀63 射覆断 16.8(}ー40

5枚 18x 24cm ・ 18 x 28佃

菅野久兵衛旧蔵。易経の基となったといわれる

河図4枚，洛書1枚よりなる。河図洛番とは中

国の古代の神亀の背模様，穏馬の施毛をかたど

ったものといわれる。

旧書名「河図等」。

新井由華・新井致堂著 n69大学私考 16.80-46 

自筆文化12年(18]5)

20冊 11.5X18cm 

「射覆記Jr射覆断纂」などともいう。 1--14

は自筆.14--20は致堂。党政4年(1792)--文

化12年(1815)にかかる日々の易断書。

加藤義孝著

手写文久3年(1863)

70丁 24ω

「大学」につき，経籍来由・作者・名義等につ

いての私考。

η64 射覆断 16.80-41 1π70 亥軒文稿 16.80-47 

新井白華箸

自筆

8冊 11.5x18佃

「断書Jともいうo 易断書。各占い毎に評断を

-427ー

永山平太箸

前田家編輯方手写明治年間

2冊 24cm

永山平太の遺稿。漢文体の論文随筆等，亥軒は
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平太の号，儒を修め明倫堂で教え，幕末に鑓を

得たが，明治になって集議院に参じ・ついで金

沢藩少属となり，置県以後は教師となったが，

明治12年没65才。

①菅公画像記，竹月堂記，孔子諒少正卯弁等

②故賜致仕馬廻番頭江守君墓褐銘，卯辰山開拓

録序等。

7771 木下JI国庵書翰築

前田家編韓方手写

85T 24佃

諸審物に関する依頼・質問の返答書翰・書物考

等よりなる。

16.80-48 

明治年間

7772 中江氏書翰

手写

61T 22佃

藤樹書簡・中江先生教化状等と呼ばれるものと

同種で，中江藤樹より門下の者逮に送った倭文

番簡集。

16.80-49 

7π3 大学園字解

淡山鶴剛夫編

19丁 23ω

戸水信義旧蔵。「淳照己酉2月甲子新安朱蕪序

すJ。

「大学」解義，各章句毎に解畿を附す。

16.8(}-ー50

7774 易経大義考

陸義猶著

5冊 24cm

易経の解義。

①提要・数義・者義・卦義・盤法・上経

②下経

③上繋辞偲・下繋辞停

④文言・説卦俸・序卦停・雑卦博・卦象侮

⑤大惇よりなる。

16.8かー51

7775 普語梼文

3T 25佃

大野木克征旧蔵。大学・論語・左伝・荘子・中

腐などから抜粋した響語を集めたもの。

16.80-52 

-428ー
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7776 天地端祥志・天文芸課・六関記

22"T 28.5x20.5佃

標目の3記の他，後二条関白記，深心院基平公

記，猪限関由記等番目。

16.80-53 

7777 心理談

陸義猶著

自筆

94T 24cm 

性と神と心及び感通と知覚の別，知覚の諸作

用，霊魂説などo 心理学の誤謬とその本質につ

いて記す。

16.80-54 

π78 生理談

陸義猶著

自筆

36丁 24伺

西洋性理説の批判書。西洋生理説の誤謬，生出

の理に於る誤謬・生長の理に於る誤謬よりな

るo

16.80-55 

η79 性理談

陸義猶著

自筆

109丁 24cm

和漢進学者，西洋哲学者の論ずる性命の理につ

き諸説をあげ，その当否につき所見を述べる。

16.8(}→6 

7780 駁利学

陸義猶箸

61T 24cm 

「利学の大意、及共由来」他， 7編13章よりな

る。教育を興し，風俗を矯正するという目的を

もって道学の誤謬について記す。

16.8(}--57 

7781 駁老仏

陸義猶著

自筆

70T 24ω 

儒学の立場から老，仏二教は空無の説であると

して批判したもの。空無・寂滅・中道・妙・因

果等の項よりなる。

16.8トー58

A -
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7782 抱主談

盤義猶著

明治39年(1906)

3冊 24cm

16.80-59 

明治維新後流入した西洋思想に対する批判容。

¢誠 ・自然・普美 ・天地 ・鬼神 ・陰陽

②空無 ・寂滅 ・中道 ・差別生滅・因果等

③道徳の世界 ・善美の世界 ・快楽の世界等の項

目よりなる。

脇田尚保旧歳。田中知顕「高~t鳥」の奥秘棺伝

容。

7788 高津鳥之勘文 16.80-65 

有沢致貞若

手写寛政4年(1792)

l通 17cm 包紙

l週中知顕「向洋烏」の奥秘相伝想。

7789 客窓雑記

16.80-60 I 横山蔵人若7783 附評大疑録

16.80-66 

大野通明校陸毅猶評

明治42年(1909)

68T 27.5x 19.5cm 

貝原篤信が朱子学に対する疑問を体系的に述べ

た「大疑録」に陸義猶が評を附したもの。

7784 大島柴壇上容等

大島桃年(清方 ・柴垣〉等著

前田家編鵠方手写 明治年間

43T 23cm 

16.80-(;1 

大島多討比古所蔵の写。大島清太君上物J空5通

.井上熊蔵等担?簡22通。

7785 家相方位図 16.80-位

森川甚i乍手写天保8年(1837)

1枚 3日x37叩

国

7786 高津鳥之事

凶 4巳
竺?ー

田中知顕(朋如 ・通称平丞〕箸

寛延2年(1749)

巻子 1 17cm 

16.80-63 

有沢致貞宛。長Il顕は加賀吉正土，小瀬優}奄の 3男

で.加賀務土問中式如の養子となり家学の国学

に通じた。享保20年 300石を継ぎa 出銀孝行，

近習番を勤めたが，非行あって明和7年五ケ山

に配流，同年没64才。

7787 高津島之勘文 16.80-64 

有沢致貞著

脇田尚方手写文政 6年(1823)

巻子 20cm 袋入

慶応2年 (1866)

28T 25cm 

横山政和旧成。洋学批判，佐1肝J出と横山蔵人と

の問答形式にまとめてある。

7790 国学雑記 16.80-67 

19T 12x34.5cm 

日本書(ヤマトフミ).神日本等の語の解説答。

各解説毎に 4月3日-6月3日の日付が附され

ている。

倫 理・道 徳

7791 伊勢貞近家訓

伊勢貞近著

手写延宝4年(1676)

17T 24cm 

16.80-68 

内題「為愚息教訓一札」伊勢貞近の子息貞宗に

与えた教訓話。長禄年間(1457-6の 原 本成

立。

7792 和漢諸氏訓誠

大野木克明編

天和3年(1683)

3冊 26cm

16.80-69 

①漢馬主産「誠兄子容Jほか漢詩氏訓誠

②「十七条窓法」 ほか和諸氏訓誠

③j目波義重 「竹馬抄」ほか和諸氏訓誠。

7793 仮設楠正成下諸士教二十箇条

E宣直清(!鳥巣〉箸

手写

35T 22cm 

16.80ー 70
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閑

語11を記す。

A副ι
T 

元禄5年(1692)成立。時代と共に人心も変化

するに及び自他のいましめとして記す。楠正成

壁書附。教習11番。 16.8かー78道徳害

陸義猶著

自筆

13T 26.5cm 供入

儒学思想にもとずく道徳論，明治期の成立。物

の所以・欲・仁・愛等につき記す。

7801 

16.80ー，71藤樹先生遺習11

有沢武貞手写

14丁 21ω

末尾に「此一冊両編者藤樹先生駄滋山氏之作

畢」とあり o 孝養を説く。

元禄10年(1697)

7794 

7802 道徳談

陸義猶著

2冊 23.5cm

明治維新後，流入した西洋思想に対し，その弊

を述べ，世道の議員廃を正すとして記されたも

の。一連の教育・風俗・思想、第について記され

たものに「性理談」・「心理談」・「生理談」・「駁

利学」・「駁老胡リあれ

16.80ー79

あふむの鴫り

遠藤高環箸

手写

42'丁Zlcm

人生における因果応報・礼義作法等を記した教

訓番。文化4年(1807)大乗寺湛堂の序あれ

16.80ー727795 

学武特16.81
16.80ー'73鑑戒談議

藤克明箸

2冊 26ω

奉信仰神徳可恐天道事外お項よりなり，樵談治

要・大学等種々の例をあげ戒めを記す。

7796 

甲陽軍鑑附甲陽武田之系図

高坂昌信編有沢永貞校

手 写 宝 永8年(1711)

24冊 27佃

①総目 ②~③合後之巻⑨，⑮勝額之記⑪

~⑬集番⑬~⑫態牛之巻⑬，⑬石水寺物語

@，@公事之巻@軍法之巻②備定之巻@

甲陽武田之系図。流布本の18-39品を合戦之

巻， 50-59品を勝頼之記とするなど永貞の独自

の解釈で編纂している。永貞筆は首巻のみ，本

文は別人の手写，甲陽軍鑑清番〈特098.0→5)

を参照。

16.81-1 

書ぷι
づー軍

7803 16.80ー'74教家要語

藤克明著

1帖 21回

原題「教家要語，訓戒数類左右銘J。大野木克

征旧蔵。生活主の訓戒となる古語，座右銘を記

す。

7797 

16.80-ー757798 形影問答初録

40丁 24.5佃

土の心懸，軍・国家等についての問答録。

甲陽軍鑑註解

有沢永貞著

自筆正徳2年(1712)

38T 27cm 

表題「寧鑑註解」。 自序と九例。凡例は「甲陽

軍鑑」の書誌的解説。甲陽寧鑑時代，作者，古

事古語，事蹟精粗他家之伝，再伝之異本，世上

流布井転作，本旨発明古戦場国絵図古城当誠，

16.81-2 7804 

西明寺殿教習11

手写

76頁 22佃

西明寺殿〈鎌倉幕府五代執樹じ条時頼〉が子息

左馬頭時宗に与えた教訓番。

16.80ー767799 
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瑳歎支亡録

前田家編輯方手写

幻丁 23佃

奥村栄滋所蔵の写。武士としての生活規節，教

16.8(}ー77
明治年間

7800 

l安
吋当面
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武 A竺崎r 

合戦迫合大小変化について述べる。 I 7810 甲陽軍鑑軍法之巻暁困抄 16.81-8 

有沢永貞著

7凶5 甲陽軍鑑註解自序 16.81-3 手写

有沢永貞著 3冊お四

手写 内題には「甲陽寧鐙旅亭暁困抄」とあり。原本成

4丁 23佃 立は正徳元年(1711)。第三巻末尾に軍法之巻を

今枝氏旧蔵。正徳2年(1712)原本成立。前号の 学んだ次第を記し.18才の時から学び.25才で

自序と同じ趨旨を述べるが，表現はかなり異な 試註を作り免許を得たが，心にかなわず，改め

る。 て註を加えたとする。

1806 甲陽寧鑑略譜 16.81-4 7811 甲陽軍鑑軍法之巻抄 16.81-9 
有沢永貞著 有沢永貞著

自筆貞享3年(1686) 3冊 26ω
4冊 22cm

外題「寧漣之巻抄」。内題「旅亭暁困抄」。内容
①，②，③は合戦之巻略詩。①は大永元~天文 は前号に同1.:0 旧書名「甲陽寧鑑寧法之巻」。
16年(1521'-47)②は天文17'-永禄4年(1548

~ω ③は永禄5'-斑稗 (1砂胡③は I7812 甲陽軍鐙軍法之監錦繍慌糊 16.81ー1

勝頼之記略譜，天正元'-10年(1573'-82)。 有沢永貞編

甲陽軍鑑略鰭 16.81-5 
有沢貞腐手写寛政11年(179の
19丁23cm

有沢永貞編
正徳2年(1712)原本成立。表題は「三箇条備定

自筆貞享3&p(1686) 
輯説Jor甲陽寧鑑j寧法之巻中の「三ケ条合戦

4冊 24cm
備定之事」に関する「兵法雌鑑」・「兵法雄鑑J

表題は「略譜J。前号と同内容。旧書名「甲陽 (~t条氏長撰〉・「土鑑用法J ・「兵法神武雄備
軍鑑合戦之巻略譜」。

集J・「武教全書J(山鹿義呂編〉等の諸魯の注

釈を集めたものo
甲陽軍鑑略鰭 16.81ー6

有沢永貞編 7813 甲陽軍鑑軍法之巻三箇条合戦備定輯説 16.81-11
手写 有沢永貞編

2冊 27佃 16T 28x 19.5佃

今枝氏旧蔵。前号と同内容。表題は「略譜J。 外題「三箇条合戦備定輯説J。今枝氏旧蔵。前
①大永元~永禄4年(1521'-61)。②永禄5'- 号に同じ。

天lEI0年(1562'-82)。旧書名「甲陽軍鑑合戦

之巻略譜」。 I 7814 甲陽軍鑑軍法之巻三箇条合戦備定締説 16.81ー12

有沢永貞編
甲陽軍鑑略譜 16.81ー7 23T 23cm 
有沢貞庸著

今枝氏旧蔵。前号に同1.:0

自筆

3冊 27ω 7815 甲陽軍鑑抜要抄 16.81-13 
有沢永貞の「甲陽軍鑑略譜J(前号〉のうち， 有沢永貞著

合戦之巻略譜3冊を引用しながら解説を加えた 自筆貞享3年(1686)
もの。

44T 24cm 

表題「寧鑑抜要抄」。内題に「備定始末極意」

とあり，甲州備之伝授につき「甲陽寧鑑」末書
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甲陽寧鑑末書〔通解〕

有沢永貞箸

自筆元禄16年(170.3)

9冊 22，伺

表題は「下巻下J，内題は「末書」とあるが，甲陽

寧鐙末番下巻下の注解番。末書下巻下はー~九

品で構成され，本書の各冊をあてる。元禄16年

(1703)成立。永貞の自筆草稿。

旧書名「甲陽寧鑑末書」。

16.81-19 

関

7821 

A叫

寸・

の諸説を集めたもの。末尾に貞享4年〈路87)

佐々木四郎兵衛秀乗の有沢九八郎〈永貞〉宛の

奥書あり。永貞・梧井庵の印があるが，末尾に

「事和三笑亥歳孟夏下旬朱点成jとあり，ある

いは永貞以外の手写か。

16.81-14 7816甲陽寧鑑抜要抄

有沢永貞箸

44T 26佃

今枝易直旧蔵。備定始末極意。奥書に「此一巻

ニ備ノ説々ヲ集テ其利ヲ一貫九」とあり。 16.81-20. 甲陽軍鑑末書通解

有沢永貞箸

手写

9冊 26.5佃

表題は「末番通解」。原本は元禄16年(1703)成

立。前号を清書したもの。

7822 

16.81-15 甲陽寧鑑抜要拐、

有沢永貞著

46丁 24佃

前号に同じ。

7817 

:軍堕末書紗

有沢永貞箸

今枝直方手写

4冊 Z7cm

今枝氏旧蔵。「甲陽寧鑑末書」下巻下の注解。

内容は前号に同1.:0 下巻下九品の内，①に 1-

3，②に4・5，③に6・7，@に8・9の各

巻を収録する。

16.81-21 

宝永元年070.心

7823 甲陽軍鑑末番大絵図

有沢永貞著

自筆元禄3年(1690.)

絵図8枚彩色 53x48回袋入

吉崎尚佳旧歳。①七筒条之図②無馬出之図

③後堅固誠図④真丸馬出邪曲輪⑤真丸馬出

之図⑥横矢之図⑦平城本図③図は「此両

図旧伝七枚之図内有，末富を以相改為外之者也」

とあり。

16.81-16 7818 

16.81-22 甲陽寧鑓末書結要本

有沢永貞校

2冊 26cm

9巻2冊よりなり，甲陽寧鑑，同末富の奥旨を

記したものとされ， 1"" 6巻には古今名将生質

・功業等が， 7......9巻には寧法・術策・事業の

奥儀とされるものがまとめられている。奥曹に

「子時元禄辛未之仲夏下旬金沢凋川之住宅去歳

類焼之後仮営茅屋而書之畢」とあり，元禄4年

(1691)成立。

7824 

16.81-17 甲陽軍鑑末書下巻下

有沢永貞校

2冊 2供血

表題は「末書下巻下Jo9巻2冊よりなり 1

""5巻は城取・陣備等， 6....... 9巻は寡戦・衆戦

等を記し，甲陽寧鑑中の寧制に関する中心部と

なっている。元禄4年(1691)の有沢永貞によ

る校訂本。

7819 
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甲陽軍鑑結要本〔通解〕

有沢永貞著

自筆元禄16年(170.3)-宝永元年(170.心

11冊 22佃

表題は「結要本」。甲陽寧鑑結要本の注釈番。

第一巻は元禄16年(170.3)12月に起筆し，第十

一巻は宝永元年(170.4)12月に完成。①~⑦は

16.81ー'237825 

甲陽寧鑑末書下巻下

有沢永貞校

手写

2冊 24佃

今枝氏旧蔵。原本は元禄4年(1691)成立。表

題は「甲陽寧鑑末書下巻下九品Jr甲陽寧鐙末

魯下巻」とあるが，内容は前号と同じo

旧題名「甲陽寧鐙宋魯」。

16.81-18 7820 
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結要本の各巻に合わせ， ③⑨は第八巻，⑮⑪は

第九巻を収録。有沢永貞の自筆草稿。。の末尾

の永貞の奥容に「掘川悦困抄ト名付へシ」とあ

学

ち虎略品について註を加えたもの。 正徳 5年

(1715)成立。

り.r郷川暁困抄」と題するつもりであったよう I 7831 三品豹業抄 16.81-29 

である。 旧密名 「甲陽軍鑑結要本Jo 有沢永貞著

7826 甲陽寧鐙結要本通解 16.81-24 

有沢永貞若

手写

9冊幻四

表題 「結要本通解J。前号を清宮したもの。 但

し，有沢永貞m:ではない。原本成立宝永元年

(1704)。①~⑨は結要本の各巻に合わせる。

7827 三品甲陽軍鐙結要九之内

小総長窓箸有沢永貞校

3冊 26cm

16.81-25 

表題は 「三品」とのみあるが.r甲陽寧鑑結要九

之内三品」のこと。三品は①詑諮品 ②虎略品

③豹業品。本容は元禄7年(169心に有沢永貞が

校訂したもの。

7828 甲陽軍鑑三品解

有沢永貞著

有沢貞.m手写

4冊 27.5X19.5om 

16.81-26 

表題は①官E諮品前 ②箆絡品後③虎略品全

@豹柴品全。 この三品は甲陽軍鐙結要本に加え

たもので小幡景窓の作。それを永貞が註解した

もの。永貞の原本成立は元禄7年 (169心。

7829 三品施稲抄

有沢永貞著

91丁 250m

16.81-27 

今枝氏旧歳。「甲陽寧鑑結要九之内三品」のうち

~~絡品について註を加えたもの。正徳 5 年 (17

15)成立。 三品とは龍諮品 ・虎略品・豹業品を

さし，以下2冊は一連のもの。

7白日 三品虎略抄

有沢永貞著

50T 25佃

16.81-28 

今枝氏旧総。 r甲陽軍鐙結要九之内三品」の う

46T 25cm 

今枝氏|日i該。 「甲陽寧鑑結要九之内三品」の う

ち豹業品について設を加えたもの。正徳 5年

(1715)の成立。 末尾に小幡氏伝と有沢永貞の

「三御世巻抜」を収録。

7832 軍法出所

有沢永貞著

今枝直混手写

2冊 23cm

16.81-30 

元禄8年(1695)原本成立。甲陽軍法名儀制法中

興之品目として，軍法之巻，末rIi.結要本およ

び三品(飽穏品，虎略品，豹業品〕の品目を解説

する。

7833 甲陽軍法出所

有沢永貞著

手写

2冊 22cm

前号に同じ。

7834 甲陽軍法出所

有沢永貞著

67丁 26.5四

前号に同じ。

7835 甲陽軍鑑攻戦地理之図

有沢永貞著

絵図 I枚 62x105四

16.81-31 

16.81ー32

16.81-33 

甲陽1jI鑑に関係した関東 ・東海 ・信濃 ・美濃・

飛騎1地方の図。 町村・ ~li岳・ 城郭 ・ 社寺 ・ 峠 ・

古戦場名等を記す。永貞が延宝 ・天和聞に調査

し，貞享年中に完成したが，その後，それを縮

小したもの。

7836 甲陽四将之伝

有沢永貞者

lヨ ~it

12丁 18x24cm 

16.81-34 
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問

が，内容は少しずつ異なる。旧番名「甲陽軍鑑

諸軍配解J。

員 10
寸'

甲斐武田四家の武田信繁，高坂昌信，山本晴行

〈勘介)，馬場信房の4人の伝記をまとめたもの

で，甲陽軍鑑考証の一つ。

-・

諸軍配極都

有沢永貞箸

30丁 24ω

今枝氏旧蔵。宝永3年(1706)成立。甲州流相伝

の軍配の説を記す。題愈に要本とあるが，前号

とは内容は大幅に異なる。

16.81-41 7843 
16.81-35 甲陽軍鑑拾遺書翰

32丁幻佃

甲陽軍鑑所載の書翰抜牽。宝永7、年(1710)成

立。有沢永貞の編か。

7837 

16.81-42 甲山11流軍配極秘伝集

75T 23佃

脇田尚保旧蔵。甲陽軍鑑軍法之巻及び末書の軍

配の項目に関し，有沢永貞が武貞門弟に伝授し

た内容を記す。

7844 

16.81-36 

甲陽軍鑑全部軍配相伝之品目

有沢武貞箸

1帖 18ω

甲陽寧鑑全部軍配相伝之品目〈宝永2年)，甲陽

軍鑑本末二番井館虎毒位三品等に出る軍配之内

私之覚書〈宝永2年)，大星〈宝永2年)，十一段

太鼓〈元禄8年有沢永貞が記したものを享保20

年有沢武貞が清書)，采牌伝授(元禄8年成立，

享保20年武貞改める)，氏長軍配之伝〈宝永2

年永貞が記したものを享保20年武貞改める)，

山鹿義呂〈短カ〉先生奥秘之口伝〈享保20年)，

新品之内奥秘〈享保20年)，七種三重之相伝

〈享保却年)，九箇条裏之伝〈享保20年)，日本

書紀巻第三〈神武本紀〉。軍配に関する秘伝脅。

16.81-43 7845 

軍配之秘説

佐々木秀乗箸

手写

2通・絵図5枚18ω ・18X19cm 袋入

封書上書に「貞享丙寅孟夏初六佐々木氏秀乗印

可牒伝受之次而ユ軍配之秘説尋問伝之」とあり

貞享3年(1686)有沢永貞が伝授されたものか。

内容は「軍配之内私之覚書」の一部に関連する

もの。

7838 

7839 兵法諸軍配自註

有沢永貞箸

自筆

25丁 24佃

「甲陽軍盟全部軍配相伝之品目」について註解し

たもの。奥富で有沢貞庸が「右正本無相違所如

件Jと記し，永貞の自筆本であることを確認し

ているo

16.81-37 

16.81-38 

兵法諸軍配

有沢武貞箸

宝永2年(1705)

巻子1 18佃

甲陽軍鐙全笥軍配相伝之品目，甲陽軍鑑本末二

番井寵虎豹之三品等に出る軍配之内私之覚書..

大星〈大星二乗伝〉。軍配に関する秘伝目録。

旧書名「甲陽軍鑑兵法諸軍配J。

16.81-44 7846 

諸軍配自註

有沢永貞箸

手写

43T 24ω 

前号と向内容。旧書名「甲陽寧鑑諸軍配自註」。

7840 

軍配増註秘解

有沢永貞著

脇田富方手写

25丁 24ω

脇田尚保旧蔵。永貞の「兵法諸軍配自註Jの写

本。

16.81-39 7841 

H -圃.

16.81-45 軍配之内私之覚書

有沢武貞箸

巻子1 21cm 

「甲陽軍鐙全笥併三品等軍配之内私之覚書Jの

7847 

-434ー

16.81-40 諸軍配解

19T 24cm 

前号とはそれぞれ同じ品目について解説する

7842 
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武

品目のみ。五気・廿八宿縁綴 ・三九十字七字之

恨元 ・旺相門 ・入節 ・破軍 ・三宝三天所在之

方。旧m名「甲陽軍鑑軍配之内私之覚IDム

7848 軍配口解 16.81-.16 

有沢武貞~

lヨ首E

38T 23cm 

宝永 2年(1705)成立。 r甲陽寧鑑全部lfi配相伝

之品目」の各条を解説したもの。

7849 三品軍配秘註 16.81-47 

有沢致点者

手:手

1~丁 2.l cm

今枝氏旧蔵。有沢致貞が 「甲陽軍鑑結要九之内

三品」の抄をt'}いた時，別に奥秘として正徳5

年(1715)表わしたものを享保7年(1722)に

再おしたもの。官目指品 ・虎略品の軍配に関する

品目を註解。

7850 諸軍配記聞 16.81-48 

16丁 23回

「甲陽寧鑑全部軍配相伝之品目」の注解。奥包

に文化5年(1808)有沢貞府より津団長八郎宛に

「右正授之記間見届之所如何ー」とあり。

旧怨名「甲陽軍鑑諸軍配記階υ。

7851 甲陽軍配品目秘抄 16.81-49 

村上m貞著

脇田尚方手写天保4年(1833)

55T 23cm 

脇田尚保旧蔵。原本は文政13年(1830)成立。

学

1 ;函 20cm

宝永 2年(1705)原本成立。秘伝m目録。 l白書名

「甲陽箪鑑大星二祭之伝」。

7854 大星二桑之伝 16.81-52 

1 ;函 17cm

文化 9 年(1812)有沢民V~f .師貞より奥村左京 ・

今校内記宛の秘伝8目録。 IIIに文化 9 年貞r~r . 
師貞より前田修理宛の免状もあり ，下mきか。

旧活名「甲陽î\I~監大島二乗之伝」。

7855 二乗之伝口解 16.81-53 

有沢武貞~

白書E
21丁 23回

ヨZ永2年(1705)成立。大星は太陽のこと，事l'武

天皇以来，古今の武将がそれを利用して戦って

きたとしその筏秘を説く。前号の註解密。末

尾に覚政2年(1790)搭井施現主の「右正本之処

如件」の記載があり ，原本か。

7856 ニ柔之伝口解 16.81-54 

有沢武貞若

手写

16丁 27cm

今枝氏1日威。 iili号の写。

7857 大星ニ乗之伝解 16.81-55 

有沢武貞若

22丁 24cm

「二乗伝口解」と同内容。旧m名「甲陽軍鑑大

星二乗之伝解ム

「甲腕鑑全部軍醐伝之品日各条を解説 I7制大星秘伝抄 16.81-56 

する。 i泊号と内容が異なる。 脇田尚方手写天保4年(1833)

23了 23cm

7852 諸軍配問書 16.81-50 脇田尚保旧蔵。大星は甲州流i)L学の軍配に関す

27T 23cm るもので，有沢永貞が五カ条の大絹を立て，そ

今枝氏旧蔵。前号と同 じ品目について注解する の子武貞が宝永 2年(1705)にその伝を作成した

が， 内容は異なる。甲陽軍鑑の軍法之巻・末岱 とする。その口伝目録を註解するが ，武貞の

-結要本などにみえる軍配について解説する。 「二乗之伝口解Jとは内容が異なる。

7853 大星ニ乗之伝 16.81-51 7859 大星ニ乗伝解 16.81-57 

有沢武点ミ自 8丁 23cm

-435ー



ー守~ 

16.81一喝3甲陽軍鑑九ケ条粗註

有沢致貞箸

手写

24丁 24佃

享保6年(1721)原本成立。武貞が定めた「甲陽

軍鑑全部軍配相伝之品目」のうち城取九ケ条の

註解書。末尾に「右九ケ条は宝永元年六月中旬

武貞問書する所のー番なり，今其に因て少々前

後文字を置替増減して以て九ケ条の大意を述ぷ

……jとあるo

間

7865 

員4

7"" 

前号と同様逐条的に解釈を加えるが，内容は異

なる。旧書名「甲陽軍鐙大星二乗伝解」。

武貞末書纂註

有沢武貞著

手写

2冊 23佃

脇田尚保旧蔵。「甲陽軍鑑末番下巻下九品」の纂

註。ー・ニ巻を欠き，①三~七巻②入，九巻

を収録。有沢武貞ロ授の寄を文政8年(1825)松

架堂吉岡宏が記したものの写。表題「永貞末書

纂註」は「武貞末書築設」に訂正してあり。

16.81-58 7860 

16.81一喝4軍法巻講解

有沢致貞箸

手写

65丁おm

脇田尚保旧歳。寛保2年 (1742)原本成立。

「甲陽寧鑑」の軍法之巻を解説したもの。軍法之

巻欝解は有沢永貞が行なっているが，致貞はさ

らに理解しやすいように表わした。

1866 

16.81-59 軍法図解

有沢致貞著

24丁 23cm

宝永7年071の原本成立。甲陽寧鑑軍法之巻の

内容を図示したもの。

1861 

16.81-65 甲陽軍鑑軍法之巻正解

41丁鎚佃

脇田尚保旧蔵。表題は「寧法之巻正解」。軍法之

巻の逐条を解説する。本文には著者の記載はな

いがム「加能郷土辞嚢」によれば有沢致貞とす

る。

1861 

16.81-66 甲陽軍鑑軍法之巻集註

2冊 23但

本文には著者の記蛾がないが， r:加能郷土辞嚢j

によれば有沢致貞とする。

1868 

略譜小解

有沢致貞著

自筆

4冊 23佃

甲陽寧鑑合戦之巻と同勝頼之記の略譜の註解。

①~③合戦之巻@勝頼之記。享保6年(1721)

成立。①大永元~天文16年0521"'47)，②天文

17'"永禄4年(1548"'61)I ③永禄5'"天正元年

(1562"'73) I ④天正元~同10年(1573"'82)。

旧番名「甲陽軍鑑略錯小解」。

16.81ー-601862 

三品抄

有沢致貞著

手写

3冊 26.5cm

正徳5年(1715)原本成立。三品は①龍結晶②

虎略品 ③豹業品を指し，甲陽寧鑑結要本9冊

の内の要文を抜き魯きしたものと，書き洩れの

要文を補ったものの 2説がある。本魯はその注

釈書。享保6年(1721)今枝恒明手写本の写。

16.81-67 1869 

略鰭小解

有沢致貞著

手写

3冊 24ω

今枝氏旧蔵。前号の写本。①--@のうち②を欠

く。旧書名「甲陽寧鑑略譜小解」。

16.81ー-611863 

16.81ー-62略譜小解

有沢致貞編

手写

4冊 23佃

前田利嗣旧蔵。特16.81一切の写本。

7864 

16.81-68 甲陽軍鐙私考

有沢盛貞著

1870 
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武 学

14丁 24cm

内容はiIIj号に問じ。

手写

16T 23cm 

宝暦9年(1759)原本成立。「甲陽寧鑑J末窃結

要本等の構成と成立について従来の見解を否定 I7877 [甲陽軍鐙〕軍法之巻裏書

し私見を述ベる。

7871 甲陽軍鑑奥秘之口伝

有沢有貞著

自主t
l 通 19cm

寛政10年(1798)有沢有貞が木村惣左衛門に宛て

た絡伝書。甲陽軍鑑の城取九ヵ条を列記するが

¥6.81-69 

耐l欠のため絞初のーヵ条を欠く。

7872 五行方角之図

手写宝永3年(1706)

絵図 1枚 5'(x 52cm 

甲陽軍鑑末包下巻下回により作図。

16.81ー70
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7874 新品甲陽軍鑑抜書

手写

9冊f26cm 

表題は，①新品寒到来上 ②新品寒到来下③

新品前集@新品後集⑤新品武備軍要(後!I<

之内〕⑤新品彼巻⑦新品此巻③新品中興源

記前(巻ー，ニ)⑤新品中興浪記後(巻三，四)。

16.81ー 72

16.81-75 

d、幡王t恕't'

手写

¥OT 22四

表題は「軍法之巻袈雲」。末尾に尾畑(小幡〉勘兵

衛尉景窓の名で「右広瀬美濃守景房早川弥三左

衛門尉掌盛物語之通関害是也」と記す。

7878 甲陽軍鑑軍法之巻演義 16.81-76 

2 ffif 23cm 

脇田尚保旧成。表題は「軍法之巻iJQ毅J，r甲脇

町鑑」のうち第十五巻軍法之巻を逐条的に解説

したもの。末尾で永貞について言及しており，

有沢門下の著。

7879 甲陽軍鑑軍法之巻演義

手写

2冊 2llcm

lぷ淑1正居旧蔵。表題は「軍法之巻演義ム前号

16.81ー 77

と問内容。

7880 甲陽軍鐙軍法之巻問書 16.81ー 78

26T 24cm 

lfi法の巻の逐条を解説するが， 内容は特16.81

-64に類似する。

7881 甲陽軍鑑軍法之巻問書

手写

72了 23cm

今紋氏旧蔵。 表題は「軍法之巻聞醤J。軍法之

16.81-79 

巻の逐条を諒解する。

7875 甲陽軍鑑軍法之巻 16.81ー73

有沢師貞手写天保 2年(1831) I 7882 軍法之巻註

14丁 24cm

「甲陽軍鐙J軍法之巻のうち，信玄公御出陣前

三ケ条ならしの事から城取の事まで抜おしたも

16.81-80 

llT 23cm 

「甲陽軍鑑Jlfi法之巻を部分的に要点をま とめ

たもの。

の。永貞の印があるが，奥容によれば師貞の手

写。 I7883 甲陽軍鑑末容鱗略

7876 甲陽軍鑑軍法之巻

手写

16.8¥ー 74

16.8ト-81

9冊 27cm

表題には「末ID緋略」とあり，虚心斎の草稿。元

治元年(1864)-箆応元年(1865)成立。末m下巻

- .13下一
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の下九品の内容を逐条的に註解する。

7鈎4 甲陽軍鑑末書問書清書

木村莱著

76丁 22佃

甲陽寧鑑末書下巻下九品のうちー~三を逐条的

に解説。

16.81-82 

78邸 甲陽軍鑑末書師説集

手写

2冊 23cm

末魯下巻下九品を逐条的に解説したもの。①巻

ー~巻四②巻五~巻九。

16.81-83 

7886 甲陽軍鑑結要本等城之図

手写

絵図1冊(18枚) 38佃 xZ7cm

甲陽軍鑑結要本，同下巻，真の習，行の習の誠

郭図を収録。旧番名「甲陽軍鑑結要本裁之図J

16.81-84 

7887 甲陽軍鑑抜書戦功巻

河嶋義絶編

手写

25T 23佃

表題は「戦功巻J。鹿安3年(1650)河嶋義絶の奥

書あり。小幡景態の講釈を筆録したとする。

16.81ー85

7888 甲陽軍鑑編輯由来記等

清水錦郷箸

手写文政8年(182の

19丁 23佃

脇田尚保旧蔵。「甲陽寧鐙編輯由来記Jr甲陽軍

鑑伝来之事」の外， r鷹量之事J，r本朝礼剣之本

拠之事」を収録。

16.81-86 

7889 甲陽軍鐙諸家系図

85了 22佃

今枝氏旧蔵。表題は「寧鑑之諸家Jor甲陽軍鑑」

に名の出る源品・平氏より尼子・字喜多までの

主要なる34家系図。

16.81-87 

7ωo 図系家

写

丁

諸
手
∞
∞

軍 16.81-88 

お回

-438ー

で麹

問

甲陽軍鑑に出る諸家の姓名を抜き出し，それぞ

れについて系図を作ったものo 系図は著者自身

の考証に拠るものであり，甲陽軍鐙に出てくる

人名には朱線を施しているo前号と同内容。表

紙に「雑録J173とあり，有沢氏の旧蔵か。

7891 甲州家之系図

手写

20T 23但

武田家の系図と，武田家一族，有力家臣の系図

を収める。有沢氏の甲陽寧鑑考証作業のーつ。

表紙に「雑録J174とあり。

16.81-89 

7892 甲腸軍鑑合戦之年月

1通 12佃

甲陽寧鑑中の合戦の年月日を抜書したもの。大

永元年(1521)武田信玄誕生日の福島合戦から天

正10年(1582)勝額の死まで29の合戦を列記。

16.81-90 

7鈎3 〔甲陽軍鑑合戦之巻弁石水寺物語読仮名〕

16.81-91 

手写

2T 17x 12ω 

甲陽軍鑑合戦之巻三之上・下，石水寺物語上・

下より該書した語句に読み仮名をつけたものo

7894 武田備要抄

有沢永貞〈九八郎〉箸

手写

3冊 22cm

梧井庵の印あり，有沢家の旧蔵か。武田備要抄

は「此三巻は甲州信玄公御備定手組手分之大概

且軍役出立人品等追加之是軍鑑末書=出ノレ所猶

其伝受ヲ集考テ記之」としたもの。永貞が寛文

7年(166の初筆，同10年中案を作り，貞享2

年 (1685)校正・追加し，同3年清書したもの

で，同年佐々木四良勝乗より伝授されたことを

記した奥書を受けた。

①甲陽備定之図井其断之事

②旗本手組諸道具諸役者之事

③軍役・出立・人品。

16.81-92 

7895 武田備要抄

有沢永貞著

16.81-93 



手写

3冊 20佃

今枝氏旧蔵。前号と同内容。

①甲陽備定之図井其断之事

②旗本手組諸道具諸役者之事

③軍役・出立・人品。

武

1896 武田備要抄 16.81-94 

有沢永貞箸

脇田尚方手写天保9年(1838)

82'丁 23cm

脇田尚保旧蔵。貞享3年(1686)4月.佐々 木四郎

兵衛秀乗より有沢九八郎〈永貞〉に伝授されたも

のo 甲陽備定之図汗其断之事，旗本手組諸道具

諸役者之事，軍役・出立・人品を合冊する。

1891 武田備要抄

有沢致貞箸

有沢貞庸手写

3冊 27cm

16.81-95 

武田備要抄は貞享3年(1686)4月佐々木四郎秀

乗より有沢九八郎〈永貞〉に伝授されたものo 表

題に「武田備要抄Jとあるが，内容は「備要小

解Jと同一。

①甲陽備定之図並其断之事

②旗本手組諸道具諸役者之事

③軍役・出立・人品。

1898 備要小解 16.81→6 

有沢致貞箸

自筆享保6年(1721)

3冊 22.5佃

「武田備要抄」を註解したもの。享保3年(17

18)に一応完成したが，その後補訂し，同6年

に清書したとする。

7鈎9 備要小解 16.81→7 

有沢致貞箸

手写

~:; 3冊 24佃

今枝氏旧歳。前号と同内容のものであるが，享

保3年(1718)成立のものの写。

...，. 
T 

1900 備要抄小解 16.81-98 

有沢致貞著

手写

3冊お佃

享保6年(1721)原本成立。「武田備要抄」に註解

を加えたもの。特16.81-96の写。

①甲陽備定之図芥其断之事

②旗本手組諸道具諸役者之事，先手々組之大

概，備定大法諸道具諸役者之事

③寧役・出立・人品。

7901 兵法抜書疋夫抄 16.81-99 

有沢永貞著

寛文4年(1664)

5冊 24cm

兵法解説，①寧詞之巻②軍礼之巻@糠功之

巻④兵器之巻⑤武功之巻。次号の原本か。

⑤に寛文4年記とあり，①に寛文年中記とある

も，③に「有沢永貞箸自筆元禄二年閏正月」と

後世の朱番付箆あり。

7902 兵法抜寄疋夫之抄 16.81-:-100 

有沢永貞著

5冊 21.5ω

①寧詞之巻@津礼之巻@凝功之巻④兵器

之巻⑤武功之巻よりなる，前号を書写したも

のo

7903 兵法抜書定夫之抄 16.81-101 

有沢永貞箸

5冊 22cm

①軍詞之巻②軍容之巻@濃功之巻@兵器

之巻⑤武功之巻。寛文4年(1664)作成のもの

を，元禄2年(1689)に永貞自身が校正・清書し

たものo 前号とはかなり相違がある。

1904 兵法抜書匹夫紗 16.81-102 

有沢永貞箸

今枝直温手写元禄13年(17'∞〉

5冊鈍伺

今枝氏旧歳。仁一軍詞巻，義一寧容巻，礼一撰

功巻，智一兵器巻，信一武功巻よりなる0・本書

には「故直温自問自華之解註」が附されている。

直温は直方の早逝した子。
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4 

武功秘伝

有沢武貞著

手写

20丁 24cm

内題「武功之巻之内秘伝」。正徳4年(171心武貞

輯。今枝氏旧蔵。「忍ノ緒早キ結様，具足着用

而万抜様」など馬術・鎗・万の奥秘を記す。特

16.81ー105の一部。

16.81-110 

16.81-109 

兵法雄鑑

北条氏長著

手写

25冊 23.5cm

全52巻よりなるが， 7・8巻が欠。北条氏長は

甲州流兵学者小幡景憲の高弟て寸ヒ条流兵学をお

こす。原本は正保2年(1645)成立と言う。巻1

軍法本，巻2人用捨，巻3'"巻12;域築，巻13前

習，巻14武者分，巻15'重習，巻16'制法，巻17・

18手柄批判，巻19出寧，巻:20戦地，巻21・22営

法，巻2.1・24物見，巻:25，足軽，巻26三戦，巻:2:1

五戦，巻28座備，巻:29備変，巻30寡戦，巻31衆

戦，巻32客戦，巻33主戦，巻34滅攻，巻:35守城

巻36騎戦，巻37船戦，巻:38計策，巻3g:夜戦，巻

必夜戦，巻'40夜守，巻41勝関，巻42入字，巻43

用思，巻44.......巻田兵具，巻51覆伏，巻52武功の

項よりなる。

「疋夫之

16.81-111 

武功加文

有沢武貞著

手写

31丁 24cm

内題「武功之巻加文J。宝永5年(1708)永貞輯，

正徳4年(1714)武貞校正。今枝氏旧歳。武功を

あげるための心得，諸道具の取扱い等に付き，

古例をあげて記す。特16.81-105の一部。

16.81-112 兵法雄鑑

北条氏長著

手写

2冊 24佃

巻11.......20，巻21.......30の2冊よりなり前後欠。

⑦武功。語上⑤兵器中⑤兵器下

抄私解」の図解縮。

問

7912 

7913 

7914 

7911 

-4.10ー

兵法抜書匹夫之抄私解，

有沢武貞箸

22冊 23.5cm

有沢永貞の「兵法披書疋失之抄J(特16.81-10

1)についてその長子有沢武貞が解説したもの，

正徳4年(1714)成立。「軍詞之巻」上中下， r寧
容之巻」前後， r:撰功之巻」天地人， r兵器之巻J
1....... 6， r武功之巻」智仁勇，秘伝，加文， r斥
候之巻J視観察の22冊よりなる。

兵法抜害匹夫之抄私解

有沢武貞著

5冊 23.5cm

「軍詞之巻私解」の中下2巻と「武功之巻私解」上

中下の計5冊のみ。享保年聞に玉甫が校合した

由の朱書がある。

〔匹夫之抄桃水私解巻之四〕

有沢永貞著有沢武貞補

45T Zl.5cm 

「軍容之巻」の一部(特16.81ー105の「軍容之

巻」前〉。桃水は武貞の号。旧書名「兵法抜書

疋夫之抄」。

16.81-107 

〔兵法抜書定夫之抄〕図解

有沢武貞著

7冊 26佃

表題「図解.Jo宝永4.......5年(1707.......08)原本成

立。①軍詞前②軍詞後③軍容・撰功④兵

16.81-108 

16.81ー105

16.81-104 

16.81-106 

16.81-103 

③平

兵法抜書疋夫抄

有沢武貞著

今枝直温手写

50T 24cm 

今枝氏旧歳。内題「兵法抜書疋夫抄撰功之巻J

とあるが，突は「疋夫之抄私解」の写。

匹夫之抄五城之図

有沢永貞箸

自筆

絵図4枚 35x87cm 袋入

①左右両図之平城②平城 39側 x37cm

山城 43cmx36cm ④山城 42cmx36cmo 

旧書名「甲陽寧鑑匹夫之抄五城之図」。

学

7909 

7908 

7910 

7907 

7906 

7905 
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7915 兵法雄鑑

北条氏長著

手写

22丁 25佃

第41巻より第46巻を含む。

武

16.81-113 

7916 兵法雄鑑 16・81ー114
北条氏長著

今枝直方手写元禄5年(1692)

14'丁 24cm

今枝氏旧蔵。表題「雄鑑徴妙至謡巻Jor兵法雄

鑑Jの第53巻微妙の巻と54巻至議〈善〉の巻を収

録。

7917兵法雄鑑

北条氏長箸

手写

巻子2 17.5佃

16.81ー115

兵法雄鑑は全52巻よりなるが，①は巻53微妙の

項として「大将可存五十ケ条」が箇条番きされ，

②は巻54至善の項として，‘天理之事・方角之事

等 9項が記されている。

兵法雄鑑

北条氏長箸

2冊 30X37.5側

巻53微妙，巻54止善。

兵法雄鐙抄

手写

3冊 22.5佃

16.81-116 

16.81ー117

外題「雄鑑抄」。兵法雄鑑は北条氏長著。徳JII家

光上覧のため寛永18年(1641)に「師鑑抄J42巻と

して作したものに，正保2年(164めに補遺・校

正を加えたもの。本書は兵法雄鑑に解説を加え

たもの。

①兵法雄鑑集作之来由 1--20巻②121--30巻
③131--52巻よりなる。

士鑑用法 16・81ー118
北条氏長著

有沢永貞〈俊貞〉手写寛文13年(1673)
43頁 16.5x18佃

北条氏長の「士鑑用法Jを写したものo 途中一

A凶

守・

部を欠く。旧書名「匹夫之功・土鑑用法Jor身
働ヲナス者心カタヘキ作法Jである匹夫之功と，

土法〈寧法〉としての士鑑用法からなる。

7921 士鑑用法

北条氏長著

手写

48T 27cm 

16.81-119 

正保3年(1646)原本成立。末尾に承応2年(165

3)遠山信景の駿あり。

7922 用法抄 16.81ー 120

今枝直方手写元禄5年(1692)

5冊 24cm

今枝氏旧蔵。北条氏長の「土鑑用法Jの註解番。

山本重純から借用，筆写したものo 福嶋国隆・

山本重純の註の外に，自註も加える。 9冊本を

5冊にまとめたもの。

①三箇条，序，治内，知外，応変，城取序②

自陣営用法迄③従出軍五戦迄・寡戦・衆戦

@従騎戦用間行人迄⑤従応峨匹夫功迄。

7923 士鑑用法抄

山本重純箸

11冊 19佃

16.81-121 

北条氏長の「土鑑用法」に注釈を加えたもの。貞

享元年(1684)成立。

①三箇条，序，治内，知外，応変，城取

@源地形より雑制まで

③陣・行列・営法

③習・武者分・制法

⑤高名不覚・出陣・戦地

⑤物見・足軽・三戦・五戦

⑦寡戦・衆戦・主戦・客戦

③攻戦・守域

@崎戦・船戦・用問

⑪夜戦・夜守・覆戦・川戦・逆風逆雨・退追・

放火・凱声・匹夫功

⑪賞罰・用思・人用捨・勝関・験。

7924用法自紗

今枝直方著

自筆

16.81-122 
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16.81-127 

問

もの。

7929兵法神武雄備集奥義

山鹿高祐(素行)箸

手写

69T 21佃

前号と同内容。

員品

守ー

2冊 2.1cm

内題「土鑑用法鱗談開番J。北条氏長著の「土鑑

用法Jを基として諸戦法等を記した兵法書。延

宝年中に山本氏〈霊純か〉より聞き，元禄年中

に書いたとする。

16.81-128 兵法神武雄備集第九品軍本総結

手写

158丁 21cm

兵法神武雄備集〈特16.81-124)とは内容が異

なる。 1巻軍本総結・三要， 2巻兵法大例結要

第一， 3巻結要第二 4巻結要第三及び撰将・

用土の項よりなる。

孫子議註

有沢武貞著

手写

13冊 24~m

原本は享保3年(1718)草稿なり，翌年再審。①

始計②作戦③諜攻@軍形@漢勢⑥虚

実⑦軍争⑨九変⑨行軍⑮地形⑪九地

⑫火攻⑬用問。

16.81-129 

7930 

7931 

師監抄間番

片山了庵箸

手写寛文元年(1661)

20了 22cm

武士の戦場での心得を記す。若党小者中間出立

・陣中可持物ノ事・川越水練道具・血留之薬

〈その他薬の解説〉・修羅鞍汗馬，武者堅弁一騎

武者心得など。末尾に「私ユ云右一冊は越前片

山了庵ヨり二木治部右衛門伝之ヲ弟子ユ授タ所

ノ閲番也，然ヲ奥村氏正富ヨリ借之テ写置，粗

正富私考之加筆有」などとある。

16.81-1お7925 

16.81-130 孫子十三篇

有沢武貞校

手写

33T 26佃

今枝氏旧蔵。享保4.年(1719)原本成立。孫子の

十三篇(始計，作戦，謀攻，軍形，兵勢，虚実

寧争，九変，行寧，地形，九地，火攻，用問)

に改正点を加えたもの。

7932 

兵法神武雄備集

山鹿高祐〈素行)箸

手写

25冊 21.5cm

序文は「壬午春正月某日，杏陰散人正意序」。自

序に「慶安辛卯某月莱日渉筆曳尾堂Jとあり，序

文は寛永1咋 (1642)，自序は慶安4年 (1651 

年〉。①惣目録芥序②~⑤城制 ⑥~⑮武備

⑫~②戦律の25冊51巻からなる。

16.81-12-1 7926 

16.81-125 

16.81ー131

貞享3年(1686)

陣宝抄間番

大橋全可著

有沢永貞手写

5冊 2'li佃

内題「孫子陣宝抄問書」。

①始計上，始計下，作戦

②謀攻，寧形，兵勢

③虚実，軍争

@九変，行軍，地形

⑤九地上，九地下，火攻，用問。

7933 

兵法神武雄備築

山鹿高祐〈素行〉者

手写

5冊 21.5cm

外題「雄備集J。鹿安4年(1651)成立。

任減制 1-13 ②・③武備1-20，④・⑤戦律

1-17よりなり，前号の注釈部分を除いたも

の。

7927 

兵法神武雄備奥儀抄

山鹿高祐〈素行〉箸

手写

65丁 27佃

陰陽兵源，察機，創業篇，守成篇，秘伝目録，

地割の5篇よりなる。書名のごとく，兵法神武

雄備集の極意奥畿の曹として兵の本源を示した

-4.12ー

16.81-126 
7 
.l92a 

b
a
e
l
-
5
4
，Oi
-
-
目
・
a
t
e
A
-
i
t
-
-守
!
e
i
B
F
1
0

・111
1
4
'
a

，a岬

A
s
e
a
-
a
E

l

i

-

s

t

i

l

l

i

-

-

f

i

l

l

，
o
e
i
-
J
I
l
l
i
-
-
i
 

}
 

1
て

a
T
-
t
司'・
z
n
u
E
E百
叫
凶
u

・



武 A十時

7934 孫子記聞 16.81-132 7939 三略私考秘説 16.81-137 

室直清(鳩巣〉著 2冊 23cm

手写正徳6年(1716) 脇田尚保旧蔵。内題は「黄石公三略私考J。①上

20丁お佃 略②中略・下略を註解したものo

奥書に「奥村子復大兄先年鳩巣先生孫子講説之

記聞也」とあり，宝永5年(1708)室鳩巣が奥村 7940 梶密要論 16.81-138 

備運〈子復)・青地斉賢〈伯孜〉・石黒知幾〈慎徽〉 有沢永貞箸

-小寺遵路〈与義〉等に講じたものの閲番。奥村 手写

子復所蔵のものを巽之甫が手写したものo 朱書 4冊 24cm

が多いが，享保元年(1716)青地伯孜の記聞で補 ①首，軍学事理本末流義之弁。貞享3年(1686)

ったものo 原本成立

②干，甲~突の10編にわける。内容は序段，主

7935 三略講註 16.81-133 本・撰将・武者分・撰功・内習・寧礼.1tiIJ法
有沢武貞箸 -法令・天官・地形・山戦，河戦・斥候・用

手写 間・練陣・行軍・営法・城築。元禄5年069
5冊 25佃 2)成立

脇田尚保旧歳。享保8年(1723)原本成立。享保 ③支，子~亥の12:績にわける。内容は，主客，

2<Y-年(1735)今枝恒明が手写したものの写。①序 攻城・守城・衆寡・歩騎・侍用武功・舟戦・

践等②上略前 ③上略後@中略⑤下略。 伏戦・火戦・夜戦・夜守・雑戦・戦法・篇題

部立之弁。元禄5年(1692)成立。

7936 三略諺解 16.81-134 ④末，自修之抜。元禄5年(1692)成立

林道春箸 ②L③は武教全書に篇題をとり，永貞と門弟5

手写 人と議論して作成したもの。特16.81-152.15 

52T 26cm 3参照。
寛永3年(162の成立。元禄6年(1693)有沢永貞

が番皐で買求め，朱筆を加えている。三略は上 7941 枢密要論 16.81-139 

略・中略・下略の三巻で，賞石公が前漢の張良 有沢永貞著

に授けたといわれている兵法書。 手写

24冊 17佃

7937 三略諺解 16.81ー135 貞享3年(1686).元禄5年(1692)原本成立。①

林道春著 首巻②~⑪は甲~突⑫--@は子~亥⑫末
手写 巻。内容は前号と同じ。

43T 24佃

前号と同内容。 I 7942 枢密要論之抄 16.81ー140

有沢致貞箸

7938 黄石公三略 16.81-136 手写

橘忠敬手写事保14年(1729) 22冊 25.5cm

25T 26佃 有沢永貞の「枢密要論」を子致貞が注釈したも

今枝氏旧歳。賞石公は漢の高祖の匡張良に兵曾 の。原本は享保12年(1727)成立。
を授けたという人物。黄石公三略はその兵番を ①甲ー序段・主本・撰将②'Z-武者分・撰功

指すが偽作。末尾に山本基庸，有沢武貞の敏文 -内習・寧礼③丙一帯j法・法令④丁一天官

があり，有沢永貞がこれを校訂し，尊信してい ⑤戊一地形⑥己ー士〈侍〉用武功⑦庚ー斥候

たことを記す。 -用問 ③辛ー練陣⑨壬一行軍・営法@奨

一城築⑪子一戦法・主客⑫丑ー攻城⑬寅
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7943 

7944 

7945 

7946 

7947 

¥1¥ 

点叫

すー

一守成⑬卯一衆寡⑮辰一歩騎・足軽⑮巳

一山戦・河戦⑫午ー舟戦⑬未ー伏戦・火戦

⑮申一夜戦・夜守②酉ー雑戦@戊一戦法

②亥ー篤題部立之弁。本替では序践を欠く。

16.81-141 

耳目

巻は欠本で，本来は全36冊のもの〉。

享保20年(1735)に朱点を施す。甲州流軍学に従

って諸土~侍大将を十役としてその沿革，職務

内容，心得を記す。兵糧方以下は追加として記

述。

枢密要論之抄

有沢致貞箸 7948 十役之抄 16.81-146 

手写文化10年(1813)

23冊 23.5伺

前号の22冊に序肢を加える。序は有沢武貞，政

綿密要論自註之船は致貞本人。文化10年(181

3)梧井庵四世現主〈貞府か〉より吉田文八郎に書

写し，授与されたものo

枢密要論之抄

有沢致貞著

23冊 23.5cm

16.81-142 

享保10年(1725)--同12年(172のにかけて記され

た序1巻，幹10巻，枝12巻からなる兵書。内容

は前号に同じ。

枢密要論之抄

有沢致貞著

手写

23冊 23.5cm

16.81-143 

特16.81-140の22冊に序践を加えるo

枢密裏論纂註

脇田尚方〈漉如亭〉著

手写天保5年(1834)

2冊 23cm

16.81-144 

脇田尚保旧歳。原本文政3年(182の成立。①枢

密要論の甲~突の纂註②同，子~亥の築註。

十役之抄

有沢武貞著

自筆享保元~--7 年(1716--22)

34冊 22.5佃

16.81-145 

兵法書。①序・目録②諸土之巻③使番之巻

④武者奉行之巻⑤諸之旗奉行之巻⑥鑓長柄

奉行之巻⑦徒頭中間頭之巻③目付横目之巻

⑨組頭番頭之巻⑪足軽大将之巻⑪侍大将之

巻⑫~⑫兵糧方之巻@--@小役人之巻③

幼若之士之巻@主将之巻〈⑮・@陣場奉行之

7949 

7950 

7951 

一 似4一

有沢武貞箸

手写

19冊 25cm

今枝氏旧蔵。表題に「十役之抄」とあるが，内容

は「十役之抄自解」。原本は享保5--7年(1720

--22)成立。 ①諸土之巻②使番之巻③武者

奉行之巻④諸之旗奉行之巻⑤鑓長柄奉行之

巻⑤目附横目之巻⑦徒頭中間頭之巻③組

頭番頭之巻⑨足軽大将之巻⑮侍大将之巻上

⑪侍大将之巻下⑫兵糧方之巻上⑬兵糧方之

巻下⑬陣場奉行之巻⑮小役人之巻上⑮小

役人之巻下⑫幼若士之巻⑬主将之巻⑮序

践凡例。享保7年 (1722)今枝直方手写の写。

十役之抄

有沢武貞箸

前田家編輯方手写

6冊 23佃

16.81-147 

明治年間

表題は「十役之紗」とあるが，内容は前号と同

じく「自解」。

①諸土之巻・使番之巻ー武者奉行之巻・諸之旗

奉行之巻・鎗長柄奉行之巻②目付横目之巻・

徒頭中間頭之巻・組頭番頭之巻・足軽大将之巻

③侍大将之巻③兵糧方之巻⑤陣場奉行之巻

小役人之巻⑥前編幼若之土之巻・後編主将之

巻・序政之巻。

十役之抄諸士之巻自解

有沢武貞著

手写

75丁 23.5cm

16.81-148 

士とは何か，土の心得，土の勤め，武儀，俸

禄，武功，生活態度等について説明したもの。

旧魯名「十役之抄自;解J。

十役之抄足経大将之巻自解

有沢武貞著

16.81-149 

マ理



武

手写

37T 24.5伺

足軽大将のおこり，任務，戦略などを記したも

の。

7952 武教小学 16.81ー 150

山鹿高祐〈素行〉箸

有沢永貞手写寛文12年(1672)

32頁 16.5x18.5佃

門人等が素行の講義中より編録した武士の日常

規範番。明暦2 年(1656~門弟等による序あり o

門人藤忠之〈布施源兵衛〉校iE，藤可慶〈千田治

太夫〉句読となっている。

7953 武教小学 16.81ー 151

山鹿高祐〈索行〉著

手写

16丁 24叩

夙起夜寝・燕居・言語応持・行住座臥・衣食居

・財宝器物・飲食色欲・放鷹狩猟・奥受・子孫

教戒の項よりなる。明暦2年(1656)弟子遠の序

あり。前号と同内容。

7954全書篇題之論目

有沢永貞著

自筆元禄5年(1692)

5冊 19.5ω

16.81-152 

最初に「武教全書篇題エツイテ兵法本末論旨之

条目」とあり，山鹿索行の「武教全書Jの篇題に

ついて述べる。

①主本，撰将，武者分，制法，関戸，控旗，

火，撰功，内習，軍礼，法令，天官，地形

②斥候，侍用武功，用問，練陣，行軍

③営法，城築，戦法，主客，攻守

④衆寡，歩騎之戦略井足軽，足軽， 山戦，河

戦，舟戦，伏戦，火戦，夜戦，夜守，雑戦

⑤戦法，栂密要論兵法筋題之序，枢密要論自修

之抜。

7955 武教全容解

有沢永貞箸

手写

16.81-153 

点叫

す・

鹿素行の「武教全書Jに有沢永貞が註解を加え

たものo

①自序，序段，主本，撰将，用土，武者分，制

法，高名誉ノ批判，内習，寧礼.法令

②天宮，地形，斥候，侍用武功，用問

③練陣，行軍，営法

@域築

⑤客戦，主戦，攻滅，守城，寡戦，衆戦，歩

戦，騎戦，山戦

⑥河戦，舟戦，側l，火戦，夜戦，夜守，雑

戦，戦法，奇正，虚実。

7956 永貞先師案見

有沢永貞著

手写

40T 23佃

16.81~154 

(巻1)侍・足軽・長柄・侍大将自分手廻の侍歩

者諸道具等の事 〈巻2)弐百石四分役の事，下

々着用木綿羽織等の事，自分道具品々ノ百石四

分役の事 〈巻3)備人数軍役の積 〈巻4)備定

道具，普請道具等よりなる。元禄9年(1696)成

立。「軍旅の御考にも成へきかと数十年取扱申

候書籍のカにて愚意の趣粗寄付申候Jとあり。

7957 兵法修鑑抄

有沢永貞著

手写

54T 24cm 

16;81-155 

脇田尚保l日蔵。元禄13年(171∞〉成立。武備巻，

定戦巻，常備巻，重習巻，戦習巻，城取，陣

法，.寡戦などの心得を記す。

7958 軍学七徳

有沢永貞箸

手写

8 T 25cm 

16.81-156 

宝永2年(1705)原本成立。 r軍学達道之七徳J

として，軍法・斌取・古今・寧配・儒学・仏法

・神道をあげ，永貞がそれに細註を加えてい

る。 r軍学七徳」とあるが， JEしくは「軍学七

徳試註」。

. 
' 、 6冊お佃 I 7959 軍学七徳試註 16.81-157 

脇田尚保旧蔵。表題は「永貞師武教全書解」。山 | 有沢永貞箸
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ヴA時・ 問

手写 今枝氏旧歳。表題「暁因雑記軍学受用J，内題

12丁 24cm 「旅亭暁困雑記 寧学受用」。内容は前号に同

前号と同じ。 じ。旧書名「暁困雑記」。

7960 軍学七徳試註 16.81ー158 7966 宿直拾隙抄 16.81-164 

有沢永貞箸 有沢永貞著

手写 自筆宝永7年(1710)

12丁22cm 102丁 27cm

前号と同じ。 内題「直宿拾隙抄J。 宿直の暇々に兵法に関し

て記したもので， 10カ条， 9カ条， 5カ条の三

7961 堀河暁困雑集 16.81ー159I 部に分けて述べる。

有沢永貞著

今枝直方手写 7967 宿直拾隙抄 16.81-165 

54T 29.5x21ω 有沢永貞編

内題「堀川暁困雑集寧学大基」。宝永5年(170 手写

8)原本成立。歴史上の合戦等を題材に軍法を解 80丁 24佃

説。 表題「直宿拾隙抄J。前号に同じ。
“‘  L 

7962 堀川暁困雑集 16.81-160 7968 宿直所廼記 16.81-166 

有沢永貞箸 有沢永貞著

手写 前田家編緯方手写明治年間

43丁 25cm 89T 23佃

外題「堀川暁困軍学大基」。内題「堀111暁困雑集 末尾に「正徳元年ヨリ同三年ユ至テ宿直所ユ於

軍学大基J。今枝氏旧j議。前号に同じ。 テ耶l噂:ナタ独居ノ時懐中ノ:矢立ヲ以テ綴之ー脅

ヲ不考ー図ヲ不開唯心情ノ向ユ任セテ思所ヲ番

7963 軍学受用 16.81-161 梧井庵Jとあり。天文之事，地理之事，日本国

有沢永貞著 史記録，武備始成，備定，行列之事，陣取之

自筆宝永6年(1709) 事，城取，撰功，兵器，軍用精粗，三教実用の

38丁 2~佃 12項目について記す。

内題は「旅亭暁困雑記軍学受用」。寧学を学ぶ

崎摘す@永貞の臨する有沢貞腐の贈 I7捌兵治急糠用 16.81-167 

あり。 有沢武貞箸

自筆享保19年(1734)

7964 軍学受用 16.81-162 52頁 16X19佃

有沢永貞箸 軍法の内大事，秘の趣のあるものとされる内よ

手写 り急務，要用のものを記す。「諸勝負勝方向背

26T 23cm 奥秘」他18ケ条。

内題「旅亭暁困雑記軍学受用」。内容は前号に

同じ。 I 1910 兵法五問自答 16.81-168 

有沢武貞著

1965 軍学受用 16.81-163 自筆元文元年(1736)

有沢永貞著 56T 22.5cm 

手写 巻首「当時兵法修行之輩差当り心意に論じ定む

25丁 24cm 、、
ベきの品々五聞の事」。斌普請・見立の心得，
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出勢の用法・人見の度部の心得.ii!峨を心1￥I7976 思地出l容 1日81ー lτi

ない武士の扱い，当世治国の士風のあり方，大 | 恩1也正俊若

名在府中の騒動の際の心得を五問としてそれに

答える。

7971 兵涼五問自答 16.81ー 169

有沢武貞若

手写

26丁 23cm

前号に同じ。

7972 軍法伝来之次第 16.81-170 

有沢致点(惣ii)t.)者一

5T 23田

原本は「辛未初冬」に成立。表紙に「元禄四年初

冬」とあるのは誤り。宝暦元年(1751)致貞63才

の時のもの。 小幡示~ . 佐々木秀乗を通じて有

沢永貞に甲州流iII学が伝えられた次第を述べ

る。

7973 [兵法伝盤] 16.81-17l 

有沢致点者

l通 16.5cm

高津鳥之奥秘伝説のため記した下w。

7974 有沢貞勝筆記

有沢貞Jill者

前田家続勝方手写 明治年防1

32丁 23cm

16.81-172 

内題「貞1m先生鐙記」。文政4年(1821)8月成

立。築城の司L 行列のIj:I:.陣取の<ti，術立の

事，戦法の事の 5項目について記す。

旧都名 nn:gcJ。

7975 甲州流兵学雑語録

手写明治初年

18丁 23叩

16.81-173 

甲州流兵学に関し有沢永貞 ・武貞を中心に諸氏

の談話，諸密の蝉tillを収鈴Fる。表紙に 「有沢

永貞操元禄二年二月Jと朱留するが.これは技

奮のー郊であ り，本書の成立をしめすものでみ

ない。

3・l頁 15X18.8cm 

内題「軍用秘術聴容J。末尾に姐!武3年(1336)息

地左近丞正俊より和国民部丞に炎上したものと

ある。

7977 石原主膳正等家康公へ入御覧候軍法等写

16.81ー 175

手写

巻子1 40cm 

井伊万千代(直政〕に付けられた石原主勝正等三

人が天正16年(1588)に家康に1!}き上げた事法等

の写，および曲淵宗在斎等が座長元年一(1596)に

井伊兵部(直政〉に怒き上げた箇条の写。

7978 [慶長〕軍法〔容写J 16.81-176 

玄隆若

松原十左衛門・ 大村五郎左衛門手写 元禄8

年(1695)

巻子1 35cm 

~長19年(1614)の玄隆の「軍法」。 元禄 8 年(169

5)の奥書には小瀬甫庖から伝来し，坂井順元に

伝わったとする。原本提出者坂井助七郎の断り

ru， ID写 ・再校した松原十左衛門 ・大村五郎左

衛門の断り包が継ぎ立てられている。

7979 釧閲築 16.81-177 

岡本宣就(半助)編

有沢永貞手写元禄3年(1690)

18冊I15 x 22四

原本成立はJ!l.永B年(1631)。 手写，序文は有沢

氷点。

①目録序文

②第 1，天官(軍略，天全集〕

③第2，天官〔虎巻，I!e.巻勝負，獅子巻等〕

@第3上，天官書(寧略三時取，軍略図方取)

⑤第3下.天官書(破寧，大星，引切等)

⑤自I~ 4上，寧気の巻

⑦第4下， 寧気の図

③第 5 ， 寧気秘伝巻. îlI気灘頂!I~. 官民雑図'$

⑤第6，人司H1l(域取巻，破城巻等)

⑮第7，人事密(権化集.発向巻等)

O第8，人事密(舘轄巻.武略巻，武明論等)
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論をもって武備について述べる。

兵法五鯛弁義

手 写 天 保15年(1844)

42T 23.5佃

脇田尚保旧蔵。城制，行軍，営法，備立，戦略

の項よりなる甲州流寧学を基とした兵番。

16.81-183 7985 

A比

十

⑫第9，扇巻，謄巻，幕巻， 11民巻，六具巻等

⑬第10J:，団巻，団十二威，団入箇条，策巻-等

⑬第10下，続巻上中下，線七手懸，線七徳、巻

⑮第11，毛沓巻，白沓巻，沓切巻，中天巻等

⑮第12上，兵法秘法巻

⑫第12中，最極大秘法巻，日想観，寧事11祭

⑬第12下，四十二箇条秘法上下守兵法極秘術。

16.81-184 意答録

5冊 28X18.5cm 

戦斗用の防具，武具一般，灯火，食糧，首桶，

首帳，築城，馬，血祭，降伏の作法などについ

て解説。

①，②表題「意、釜録伝解」

③，④グ「意、釜録秘伝審」

⑤ グ「意室録種子行法」。

7986 16.81ー178村上流山田軍書

今枝直方手写

3冊 20ω

今枝氏旧蔵。備前藩の匡山田入道道悦の寧番。

①物見法，五代自見物之法

②物見秘伝，小物見法，小物見番

③廻船功者之巻，武功覚書，螺之次第。

元禄6年(1693)

7980 

16.81-185 意釜録名目

1帖 18.5佃

意筆録の目録のみ。

7987 

16.81-179 

押前制法巻

市五郎兵衛尉景難等編

手写

22丁 14x20.5佃

表題「要門切紙秘伝之内抑前i別法巻口;義」。押前

借Ij法巻と司卒両令巻があり，前者は行軍の制度

法令等，後者は足軽大将等の心得を述べる。上

杉謙信の臣加治景英・景治等から相伝するとし

て市五郎兵衛尉景難・市至楽斎景蛍等が奥書す

る。

16.81-186 7988 

兵教法鑑

東武散人重央著

手写享保丑年(1721・1733)

10T 28.5x20叩

内題は「兵教法鑑紗」。喜多城幽軒斎務楽所蔵の

写。健本・用事・知変・ j関節について略述する

ほかは目次のみ。

7981 

16.81-180 軍学事理本末流義之弁

上村正之著

手写

23T 23ω 

脇田尚保旧蔵。寛延3年(175の原本成立。 r枢
密要論」の首巻(特16.81-138参照〉を註解

し，有沢貞幹に献じたものo

7982 

16.81-187 

i.~ 

-'"ー・a

楠流抜書

3冊 15x18.5佃

今枝氏旧蔵。

①黄帝八陣一円之元儀，起倍終一輪之元儀，奇

正変化之元儀，奇正変談之論等

(②大道三権，兵用道之三権，寧励之三権，攻敬

篇，初伝計諌論

③陣法大意之篇，行寧大意之篇，営法大意之筋

城築大意之篇，天官取捨之論，地形知変之論，

物見真見之論，軽卒軍~之論。

7989 16.81-181 

寛政5年(1793)

九字秘伝抄

手写〔鑑臣子4諒〕

20T 23cm 

今枝氏旧蔵。総論，九字太公望伝，四縦五横

伝，九字仏家伝，九字兵家伝よりなる。

7983 

16.81-182 

-448ー

兵法妄言

宮田景純著

菊英手写

42T 23ω 

内題「武備妄言」。脇田尚保旧球。梧井庵のp~弟

であった富田景純が先師永貞の兵法人元品目要

天保14年(1843)
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7990楠三巻魯 16.81-188 

今枝直方手写

100頁 15x 18. 5cm 

今枝氏旧政。 r楠正成所伝，u正行之哲也」とす

る。三妙無尽法，事¥1道正授巻.i1I元立将之法の

三巻をJ¥i(録。

7991 軍旅本紀

手写

2冊 27.5X19.5cm 

旧事本紀tt~67 ・ 68の軍旅本紀。

16.81-189 

①軍旅本紀上，天文 ・地利・人芸 ・物用 ・一道

-理一・ 寧宗 ・五綱 ・行征 ・談音1

②軍旅本紀下， 符死 ・得男 ・1早人 ・得忍 ・強弱

-盛衰 ・陣方 ・戦法 ・乗気 ・元迎。

7992 玉杖

手写

3冊 28.5x20.5cm

16.81ー 190

兵学に関し門人が初心あるいは疑点を111き抜い

たものに，師のffi央が加筆したもの。

7993 軍談問答 16.81一191

14丁 24cm

師弟の問答体で耳L談をJfrFる。

7994 勝関対面実検見知 16.81-192 

1枚彩色 49x7lcm 

戦争でとった首をあらためる時の配置図。

7995 石野主殿助容翰 16.81-193 

石野主殿助宅一

Ë1 ~G 

3 iui 16叩

有沢才右衛門宛。年代不明。務主ι思われる人

物からの命をうけて石野主殿助が才右衛門に問

い合せたもの。 ω「耳11=1:1エ市践を嫌ひ候品々」

②武家35法度中の居妹陸塁 ・ 石~~1f.と~ ' Jíf '

門以下の1芸術の際の規定の迷いの窓味③「古代

名将良将之内ニ p~法を被学候方」について日lし、

合わせる。

7996 武律枝護 16.81ー 194

手写

学

24T 28x18.5cm 

侍大将智行，組Ji.I(継行，武者奉行初行，放宣告行

明行， 鎚奉行権行， 足軽大将当転，{1!武者隠見

徒頭~街，自 (t準吏など各寧事職制lの心得。

7997 兵学私議 16.81-195 

窪田左兵衛著

94T 23.5cm 

脇田尚保旧蔵。

。御先手物頭之部

当役ヲ勤Jレ者其身ノ短ヲ可知事，当職ノi趨怠

ヲ可知事，組足軽弓鉄砲業之度盆之事，武具

用意之事，役騎馬役筒役弓役長柄役旗普請人

足等ノ;本当役武術之大綱，当職采幣床机之

'J.i，組足軽数手分並臨時地入手配等之事，出

立之次第.組足軽並自分人数行列倒立並指知

方之司王，自分組之町日立，足軽自目立品 ，々 同組

備立人馬数，足軽大将自身ノi劫之本.与力子

弟従匡ニ下知ジテl励ヲ ナサシムノレ品々 之事a

陣中品々心得等之本，足軽大将陣中之勤品々

之，)j:，足軽大将可動的之品之事，出立品々之

事(本章20品 ・附i;t5品)。

7998 足軽之巻

北条氏長老

今枝直方手写元録6年(1693)

19丁 24叩

16.81ー 196

今枝氏旧蔵。原本正保4年(1647)成立。孫弟子

山本軍純より借り て写すとある。与力同心申渡

候条 a々 与力同心可f'".(;E廻心得之IJ]:，足軽武功

などからな り， 足軽の用い方 ・足軽を用いて陣

日1iの方法などを記す。

7999 彩邸花談 16.81-197 

28了 24叩

脇田尚保旧蔵。足軽ii.ll(役料知共1.150石)の指

抑訟について，人数割，出陣教戦法.心得に

分けて記す。末尾に「丙午八月」とあり。

8000 武芸小伝抄 16.81ー 198

ïìíj田家t~ñi'\;f方手写 明治年間

23了 21jcm

l也術 ・射術 ・弓術 ・刀!u術等の武芸者の小伝 ・

由絡を記す。

-，]49ー
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8001 武道雑談集 16.81-199 

/忍術担鴨志7偲 -15X22.5個略除5an

ノ5 ぞtddd語通福引!旧跡記事偽造雑談集38}~29J
f需 拡~款跡r:陵弛名由来等を記す。

r②長谷観音祭牝ー日巻留帳〈武道雑談集四十)(岡

十 lι~ .J.匂 JI-In民ノ守I .J 

えfer窃盲祭礼一巻留綬，寺中性郡武明神祭礼

繕ニ付~.:罷出候覚帳r因幡鳥取御使ー巻7・他国

/~.件-S'ょ i 制使持早材御使心得幌司吉田!茂平高山藤右衛

与を汚~ - 門喧峨追懸者役精勤申内喧椛乙沙誌ー而罷出‘

{民党番p畷被仰付者検使~W幽候留r損保会

• !~、壬成年時丹時島御老中11御控締を節御白洲奉

I! 行相勤候留帳を収録，元文.3---寛保2年(lr'

ん _ l ~ぉ叫2ト
主究明③御当家諸侯鰍我道雑談集斜.)-<-.肝

一 ・武家島昏集おり吟;抜撃正各大名家の出自を記

一歩 …一一一…
(1)鍍兵法要語抜翠〈武道雑談集69) 12丁

副題「奇正虚実之論」

ωJ・4α→寄扇時玖十年台湾朱一蹴覚書(武道雑談

セキミ ! 集入+対・・.8'乎ー有沢哉貞手写

事保6年。格分。月長崎に未港.bた帯京船等

長りの風説書。

なお，武道雑談集五十三〈御家日記1)'同入十五

〈御家由来審物〉については，特16.28-43，特

16.11-22を見よ。

8002 見聞雑記 16.81ー2∞
島田相保編

手写

82丁 24叩

島田孝郷旧蔵。島田相保は弓術御稽古御用をつ

とめ，抑}石，元治元年没。諸番の故番。武学

に関する記録が多いが，和歌集の抜聾，著名人

の言なども含む。

8003 采幣井太鼓十一段之伝 16.81-201 

手写

11丁 24佃

十ー段太鼓と采牌伝授を解説する。末尾に元禄

8年(1695)とあるが，これは有沢永貞が伝授さ

れた時であり，文中に有沢命点の説を引用して

いることから，成立は18世紀後半以降。十一段

太鼓は甲陽寧鑑結要本人之巻により，采牌伝授

川
悶
』:
 

μ
ロ
1

は叩州流の伝般による。

8004 十一段太鼓 16.81-202 

6T 24.5cm 

有沢家の伝書，甲州流の太鼓の打ち方について

記す。末尾に「右正徳四年甲州流太鼓ノ打様永

貞エ御開被遊改テ被仰波之趣如此」とあり。

8005 采牌・十一段太鼓伝授書 16.81-203 

巻子1 18佃

采牌伝授と十一段太鼓を継ぎ立て，道鬼流伝来

之裏とする。梧井庵の印あり。目録のみ。

旧書名「采牌伝授」。

8006 采牌・十一段太鼓伝授書 16.81-204 

4通 21叩

采牌伝授2通〈同文)，十一段太鼓2通(同文〉。

采牌伝授は目録のみ。十一段太鼓は太欽の打ち

方12カ条を記す。旧書名「采牌太鼓伝番」。

8001 太鼓采牌記聞 16.81-205 

11丁目.5x 13cm 

成立は己酉年。十一段太鼓，采牌伝授等，元禄

8年(1695)に有沢永貞に伝授された甲州流の

太鼓・采配について註解する。

8008 (袋幣御伝受→牛) 16.81-206 

享和3年 (1803)

仮綴1(6通〉 包紙

封書上番に「兵法御伝受ー巻享和己実亥歳入月

廿三日昼過，大君斉広公采牌太鼓御伝受御居間

にて御人払を以奉侍講之節指上候切紙弐通控祥

ロ解一冊jとあり。関屋中務より有沢数馬(貞

腐〉宛の呼出状など。旧曾名「兵法御伝受ー

巻」。

8009 采幣伝授之師説 16.81-207 

有沢武貞著

脇田尚方手写天保14.......15年(1843--44)

12T 23cm 

脇田尚保旧蔵。采幣伝授之師説は天保15年(184

4)河島愛敬所蔵の写。采幣伝授は有沢永貞・武

点に伝t愛されたものo }JIJに天保14年(1843)手写

の武羅伝授を収録。武羅伝授はは線七手掛弛之
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武

，fj:.武泊lli.武滋;之名称、等を含む。

8010 太鼓采牌口解 16.81-208 

手写嘉永3年(185の
19T 24cm 

奥醤「右両伝之ロ解小綿氏伝来之趣rtlir!JJとあ

り。十一太鼓，采牌伝1畳を註解する。

8011 兵法免状 16.81-20'l 

巻子 1 18cm 

甲陽寧銭末:宝結要本好結成豹之三品を伝授した

ことを認し，末尾に「右小脈矧J兵衛景窓免状也」

とある。

8012 有沢家械取免状

有沢武貞著

自筆享保16年(1731)

l通 26cm

16.81-210 

有沢武貞より渡部忠右衛門宛の主主取免状。甲陽

耳Z鑑之末魯結~本子1・龍虎豹之三品が授けられて

しる。文面は「兵法免状」の本文と同じ。

8013有沢家免状井罫紙 16.81-211 

有沢新右衛門(貞正〕箸

手写文久元年(186])

3通・ 1枚 40cm

甲陽寧鑑末ZS結要本労飽虎豹之三品を教授した

ことの免状案紙。悶文の3通と罫紙l枚。

8014 兵法免状自註

有沢永貞著

白雪E宝永3年(1706)

20丁 23.5cm

16.81-212 

小幅五tfEより関屋政春等を経て有沢永点に伝わ

る兵法免状(特16.81-209)に註を加えたもの。

「右正本無相違所如ドL文化改元之夏」と有沢貞

JiIfの奥惑あり。

8015 兵法免状自註

有沢永貞若

手写

21T 24cm 

前号と同内容。

16.81-213 

学

8016 兵法免状自註

有沢，k貞著

手写

20丁 25四

今枝氏旧獄。前号に同 じ。

8017免状大星相伝巻

有沢貞幹著

手写

llT 25cm 

16.81-214 

16.81-215 

今枝氏旧政。内題「兵法免状抄汗軍配極秘」。

明手口2年(1765)成立。

8018伝附解 16.81-216 

有沢永貞zi

32丁 23cm

奥容に宝永6年(1709)永貞が次男の致貞〈貯蔵)

に宛てたものであることを記す。伝附は印可に

準するもので，甲州流111学伝授の証拠として致

貞に与えた。

8019 伝附状解 16.81-217 

有沢永貞考

脇田尚方(金岱〉手写天保2年(1831)

22丁 23cm

脇田尚保旧歳。表題は「従来極秘伝附状解J.奥

付は「甲州兵法従来極秘伝附状解」とあり。宝

永7年 (1710)に有沢永貞が本多図訟に宛たも

の。甲州流軍学の相伝について記す。

旧$名「従来極秘伝附状解」。

戦 史 ・戦陣訓

8020 回戦場之図街

有沢永貞箸

26T 24cm 

16.81-218 

原本は元禄13年(17∞)成立。姉川.m瓶，長献

(長久手).関ケ原の各合戦の記と別図の説か

らなる。

8021 革命四戦図断

有沢永貞箸

36T 23cm 

16.81-219 

脇田尚保旧歳。 元禄1 3~(17∞)原本成立。内A1!i
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8022 

8023 

8024 

8025 

ω26 

A叫

す・

は「回戦場之図断」。四戦は姉川，柳瀬，長敵

〈長久手)，関ヶ原の各合戦。前号と同内容だ

が，諸将の年齢・領国を付記する。

回戦略賠

有沢永貞箸

手写・

4冊 23個

室永2--4年(1705--σ7)原本成立。

①姉川合戦前後略譜，柳瀬合戦

②長鍬合戦

③関原合戦諸記抜奉

@関原合戦諸記抜撃追加。

四戦前後間諜

有沢永貞箸

手写

19丁お側

16.81-220 

16.81-221 

脇田尚保旧蔵。表題「姉川合戦前後間議」。しか

し，表題の外に「柳瀬合戦前後間議J，r長歎合

戦前後間議J，r関原合戦前後間議Jを収録。宝

永2--4年(1705--07)原本成立。各合戦に関す

る戦法上の聞いのみを記す。

四戦前後書翰

有沢永貞編

自筆宝永4年(171σ7)

2冊 27佃

16.81-222 

姉'}I(，柳瀬，長敵〈長久手)，関ケ原合戦前後の

武将の喬翰集。①姉川，柳瀬，長歎 ②関ケ

原。

回戦書翰

有沢永貞編

自筆宝永4年(1707)

120丁勾佃

16.81-223 

内題「四戦前後諸方書翰雑集」。四l践は姉川，柳

瀬，長鰍，関ケ原の合i践を指すが，この巻は前

三合戦の諸武将の欝翰等を収録。木容は永貞の

草稿。

回戦前後書翰

有沢永貞編

前田家編鴨方手写

16.81-224 

明治年間

8027 

8028 

8029 

問

2冊 24cm

外題「回戦書翰」。 内題「回戦前後諸方書翰雑

集」。特16.81-222と下巻は同一であるが，上

巻に順序・内容の差異がある。

回戦記聞

木村高敦編

手写

4冊 23cm

樋口栄芳補

①姉川戦記②味方〈三方〉原戦記

④長久手戦記を収録。

姉川合戦前後略譜

有沢永貞著

自筆宝永2年(1705)

53T 26.5cm 

16.81-225 

③長線機記

16.81-226 

永禄8年(1565)5月の将軍義昭の還俗から天E

3年(1575)9月の信長の越前平定による各武将

の配置までの年譜。

回戦姉川答辞

有沢永貞著

自筆正徳2年(1712)

82丁 22ω

16.81-227 

「四i検問議Jのうち姉川合戦に関する聞いに対す

る答を記す。永貞の草稿。旧書名「回戦問議J。

8030 姉川合戦前後間識

有沢永貞著

16.81-228 

8031 

8032 

61T 23.5cm 

脇田尚保旧歳。原本は正徳、2年(1712)成立。表

題は「姉川問議Jor回戦問議Jの中「姉川合戦J
をとりあげたもの。前号と同内容。

柳瀬合戦略記

有沢永貞著

自筆宝永3年(1706)

48丁 22ω

16.81-229 

柳瀬の合戦の記事と前半に木能寺の変の記事を

収む。「柳瀬合戦前後略譜J(次号〉の草稿。

柳瀬合戦前後略諮

有沢永貞著

r:1筆宝永3年(170め

16.81ー幻O
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53す 27cm

柳瀬合戦は天正11年(1583)の賎ケ獄のl渋いを中

心とする柴田勝家と秀吉の対決のこと。木能寺

の変からl跨家の滅亡までを記す。

8033 梁瀬合戦略諸解

有沢永貞若

手写

36了 23叩

16.81-231 

原本成立は宝永3年(1706)。表題は異なるが，

「柳瀬合戦前後略諮」と同内容。「天保七年二月

中旬正木需再校正之脇田尚方」 とあり。

8034 長久手合戦略記

有沢永貞箸

o鐙宝永3年(1706)

58T 22.5cm 

16.81-232 

「長歌合戦前後略説J (次号〕の草稿。旧活名

「長久手合戦前後略FJム

8035 長滋合戦前後略諮

有沢永貞著

自1!i'宝永3年(1706)

65T 27cm 

16.81-233 

iミ献は長久手とも合く。天正 12~ 1 8(1 5M~90)

の事項を記す。

8036 関原合戦略記追加共

有沢永貞著

lヨ 2在宝永 3 ~4 年(1706~07)

41l1J 22cm 

16.81-234 

「関原合戦前後明告譜J(次号〕の自筆跡稿。

①表題「関原合戦略記」上

②同「関原合戦略記」下

③同「関原略記追加」東国

③同「関原略記追加IJ西|君。
旧設名「関原合戦略記追加東悶西国」

8037 関原合戦前後略譜追加共 16.81-235 

有沢永貞著

白*宝永 3~4 年(1706~07)

4冊 27cm

内題「関原合戦諸記抜高<J。

，、~.

寸

②同「関原合戦前後略譜」下，慶長5年(16∞)7

月~座長8年(1603)7月

③同「関原合戦略法追加」東悶，上杉征伐を中心

に東北の戦況を記 F

④同「関原合戦略譜追加IJ西国，九州の戦況を中

心に記す。

旧fE名「関原合戦諮記抜掌追加共」。

8038 関原合戦前後書翰

有沢永貞縞

92T 23cm 

16.81-236 

秀吉の遺言，誇将の害状，御匹li中J主など。

8039 難波問答

有沢永貞若

手 写 文 政4年(1821)

49T 23.5cm 

16.81-237 

脇田尚保旧歳。内題「大坂冬夏向役二十問」。

原本成立は貞享4年(1687)。大阪冬 ・夏の陣に

ついて各10伺に答えたもの。

8040 難波ニ拾問答 16.8t-238 

有沢永貞箸

吉田貝1軍手写文政13年(1830)

2冊 23cm

前号と|司内容。

①難波役冬十問②難波役夏十問。

8041 古戦一覧

風詠亭主人編

干IJ

l枚 33.5X44.5cm 袋入

16.81-239 

脇田尚保旧歳。天文元年(1532)~n永 1 4年(\63

7)の合戦69例を列挙した一枚の刷物。iJ.l，、化3年

(1846)脇田尚方が入手したもの。

8042 笛吹峠勝関之式図 16.81-240 

脇田尚方手写天保6年(1835)

l枚 56x 39cm 袋入

脇田尚保旧主主。 上杉m~信とその 17人の武将図の

写。

①表題「関原合戦前後略法」ヒ，使只 3~~Jミ 5 I 8043 武経考証 16.81-2'1.1 

年(1 598~1600) 8月 17T 28xJ9凹

-'153ー



8044 

8045 

8046 

8047 

企叫

す・

天文16年(1547)織田信秀の稲葉山城攻撃以下諸

戦につき「信長記」等を出典として考証。

往事盛衰記 16.81-242 

35丁 18.5x26佃

箆保の初め頃国主としての治世論，武士の規範

等について関われたままを答えたものを，森田

莱が冊子に仕立てたとする。

〔武士訓〕

手写

1適時佃

16.81-243 

「土たるものは節義を守り......Jに始まり，武士

たる者のいましめを説く。

諸士心得 16.81-244 

有沢致貞明l練斎〉著

手写

18丁 23ω

脇田尚保旧歳。士は農工商三民の上に立ってそ

れを治める役とし，その心得を説く。

政審古兵談

関屋政春著

手写

6冊お佃

16.81-245 

前田恒敬旧蔵。天正以降武功を顕した古老の説

話を延室元年 (1673)から7年〈路79)にかけ

て蒋録したもの。末尾に有沢武貞が関屋政嗣よ

り政春自筆覚書を借用して写したとあり，ま

た，所々に朱筆による武貞の注記がある。但，

陰之巻は有沢致貞より借用して写す。本書は享

保21年(1736)武貞手写本の写。

8048 政春古兵談陰之巻

関屋政春箸

16.81-246 

8049 

手写

82了 23.5cm

巻首「関屋新兵衛平政春覚書共之内抜孝也Jo享

保21年 (1736)有沢武貞手写本の写。

政春古兵談抜翠

有沢武貞編

手写

16.81-247 

8050 

8051 

8052 

8053 

8054 

8055 

-454一

問

2冊 24cm

「政春古兵談Jのうちq凋乱柔，仁，義，陰之部

②陽之部を抜粋したもの。所々に武貞の考察を

記す。編著の記載はないが， r加古榔土辞紫j

では武貞とする。旧書名「古兵談抜拳」。

古兵談抜撃抄

関屋政春著

仮綴1(5丁) 24cm 

16.81-248 

政春古兵談から尾張前田氏に関したものを書き

放いたもの。

古兵談残漢拾玉集

有沢武貞編

手写

2冊 23佃

16.81-249 

表題「永貞古兵談残褒拾玉集J。関屋政春箸「政

春古兵談jにならって，有沢永貞が天正以来の

諸合戦に武功をたてた古老の説話を書きとめて

おいたものを，享保21年(1736)その子武貞が編

集したもの。別名「永貞古兵談J。

古兵談残寝拾王集

有沢武貞編

前田家編韓方手写

2冊 23佃

16.81-250 

明治年間

原本は享保21年 (1犯の成立。前号と同じ。

古案記等三種

前田家編縛方手写

44丁 23佃

16.81-251 

明治年間

古老兵談〈大痕の陣，浅井純手合戦)，古案記

(雑記)，故実留番〈藩主に関する言碍など〉。

前二者は森田平次手写。

武功覚書 16.81-252 

35丁 10.5x15.5佃

大坂の陣・島原の乱などで武功をたてた人々を

例に戦闘技術等の開露。

盛庸覚書抜撃

手写

9 T 12.5X 18cm 

16.81-253 

有沢氏旧蔵。大援の役等の戦陣覚標。加賀務関
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係の記lJCが多し、。

8056覚書

手写

18T 16 x lI.5cm 

武

16.81-254 

前田貞醇旧歳。文禄 .ITt:長の役，大坂の陣等の

合戦話を中心に収録。加賀f&関係者の著作か。

8057 三河問書 16.81-255 

今枝直方手写

学

8063 大将合戦心持

手写

14丁 24cm

16.81-261 

法度容 ・組頭心持 ・弓鉄砲頭心持 ・弓頭心持・

鎚宣告行心持・銀奉行心持・武者奉行心持・使番

之者心持 ・普請奉行心持 ・馬廻心持 ・制11之心持

.敵域政心持・篭城心d守・押太鼓 ・鐙 ・貝 ・夜

軍之，心持を含む。

旧宮名「大将合戦之時心持」。

22頁 15.5x 18.5四 I 8064 一騎武者受用之巻 16.81-262 

今枝氏旧歳。 32条よりなる武田弾正左衛門義重| 有沢永貞者

・服部半蔵等よりの突i段上の教訓的問訟。 FJr把手写寛文12年(1672)

別58 越後謙信軍歌

手写

20丁 22.5田

16.81-256 

上杉敵信が歌に託して作ったといわれる将兵の

心得，築城上の心得など200首を収載。

8059 義貞軍記 16.81-257 

今枝直方手写

81頁 15.5X18cm 

今校氏旧歳。新田義)~が制定したといわれるîfl

規 ・戦陣における心得等を記したもの。

8060 安宅遺宮11

手写

10T 22.5cm 

16.81-258 

内題「安宅武功の密ム原本は究永13年(1636)成

立。巻末に 「右は安宅四郎左衛門嫡子三郎左衛

門へ自筆を以努渡秘密之写也Jとあり， 突I肢に

おける教戒を記す。

8061 正三詑 16.81-259 

26丁 24cm

末尾には「右大将ノ常ノ心持エ入事之乱1・古来

ヨリ申シナラハ・ンタル悶アラマシ1!l付候」とあ

14丁目x18四

外周「疋夫受用之巻」。今枝氏!日歳。一騎武者の

戦闘方法と心構えが万端に渡り記されている。

奥包「此訟は従阿部氏求写之者也其題号一騎武

者受用トアレトモ〔中略〕予号ヲ改テ疋夫受用之

巻ト旦」。成把.m千省屋とあり。

8065 一騎武者受用之巻 16.81-263 

19T 27.5x20cm 

表題「一騎受用之巻Jon故障における武士の心得

を記す。前号と同内容。

8066 徹底集覚書 16.81-264 

手写宝永2年(1705)

29丁目 5叩

内題「小身之土可心懸品々J。元禄6年(1693)成

立。山本新兵衛，福島伝兵衛口訣の袋記。戦陣

・戦場における諸土の心得を述べる。有沢永氏

のmか。

8067独歩 16.81-265 

21T 23回

横山政和旧獄。若1&者に対して軍装 ・合戦時の

心1与を中心に述べる。

りa 大将の心得を記す。 I蜘独歩 16.81-266 

加62 評宇IJ麓伝 16.81-260 

46頁 15.5X18.5cm 

今枝氏旧説。大将たるものの心得を記す。正三

記(前号)と同内容。

21丁 28x18.5叩

前号に同じ。

8069 月指築 16.81-267 

斎藤平IJ治(新五刈1)等編

455-



手写

2冊 26ω

~晶
子

第一巻末に「右之一冊は濃州之大守斎藤山城入

道々三夜話之折々対長子示之者也，道三半.白須

乾近臣記之」とあり，斎藤新五郎利治，斎藤織

部正高治，斎藤玖兵衛尉治直，斎藤弥三郎の名

を記す。実戦における技術・教訓を述べる。

①巻 1--5 ②巻6--100

8070 嘉明記 16.81-268 

手写

45頁 16x18cm 

今枝氏旧蔵。戦場における心得を記す。

8071 武事十十箇条 16.81ー，269

47丁目.5cm

「甲の忍緒可付様Jr同可着様Jなど武具取扱い

及び戦場における行動など百箇条について記

す。作者は有沢永貞か。 I白書名「武事二十箇条J

8072 翁麗 16.81-270 

2冊 28X18.5cm 

合戦に関する語句，心得，装備などについて記

す。

軍役 ・ 陣 備

8073 雲寺積秘策 16.81-271 

有沢采女右衛門〈永貞〉著

手写

24丁 23.5cm

脇田尚保旧蔵。原本成立は元禄9年(1696)。

寧役・備定の変還を戦国時代から当代まで通覧

し，変化の意味を詳述する。侍，足軽，長柄，

旗，小荷駄に分類して述べる。

8074 鈴籍秘策類編 16.81ー幻2

有沢武貞著

手写天保9年 (1838)

13T 23.5cm 

脇田尚保旧蔵。「保々Jr鐙貝太鼓之制法Jr内
心得事Jr先共用認可仕事Jよりなる。

問

8075 軍役考 16.Rl-273 

有沢武点箸

8丁幻m

渡辺永一旧蔵。「傑々Jr鐘貝太鼓之制法Jr内心

得之事」等よりなり，前号と同内容。享保10年

(1725)以後の成立。

8076 鈴箱秘蔵 16.81-274 

有沢致点箸脇田直方校

5冊 23.5佃

脇田尚保旧蔵。「脇田直方編校」とあり。

①主将井小役人之部②組頭之部③諸土心得

之部④足軽射手異風之部 ⑤兵税方之部。

8077 有沢武貞覚書 16.81-275 

有沢武貞若・

手写

19T 25佃

享保3年(1718)原本成立。知行当り四分役増減

相考候図り，役附之者有之時役料知ト合テ人高

井夫馬図り，組頭出立心得之事など，寧役・軍

装に関する覚書。旧書名「覚書」。

8078 貫知行軍役内考 16.81-276 

有沢武貞箸・

18丁 22.5ω

享保6年 (1721)原本成立。奥番によれば， r軍
役通解」の追加を作成するために記したとするo

武田家の甲州信州出陣の寧役貫知行を「甲陽軍

鑑Jなどに依りながら考察。

8079 人数積 16.81--277 

有沢致点箸・

手写

25丁 22cm

今枝氏旧蔵。享保8年(1723)成立の寧役人数積

密。五万石之主知行割之事.先手ー備人数小続、

旗本一備人数小積などよりなる。

8080 人数積 16.81-278 

29丁 28x18.5cm 

表題「従壱万石百万石迄人数積Jo r寧鑑駆要

集J三による。

-456ー
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8081 軍役応時給

沼田景純編

嘉永2年(1849)

41丁 23四

武

10.81ー幻9

脇田尚保旧歳。目録は発端，田地割ノ粗解，質

事Iノ:祖解，一万石丸軍役ノ考，事再ニ論テ六分役

三定ノレlJj:，改作ヲ土着ノ j趣エテ軍役ヲ勤Jレ論，

主客急緩ノ論，小荷駄子f'兵糧米之事，具足活用

ノI時節ノllJ.雑兵甲悶ノ論，客戦エ陣取持行列

ノ事，大筒ノ論。末尾に「来舶私考」を附す。

「来舶私考J~i:17I永 2 年([849)問 4 刀利，差出

南涯より甲門様宛。

8082 軍役応時論

宮田iRt純若

手写

5T 25叩

16.81-280 

I吉田長純は幕末の有沢門下の兵学者。木町は

「発端Jと「困地割之粗解」からなる。

8083 軍役の定

手写

32了 24.5cm

16.81-281 

総論a 耳Z役 ・四歩役停li成之関り ，役目4之品々 ，

出向出陣之作法具足若する次第.行1lI等の項

よりなる。

8084 [軍役内考等抄〕

牧忠蹴若

脇田尚方手写

14T 22cm 

16.81-282 

み全会

一

~4寸 23cm

/N;瀬古j務所蔵の写。元禄9年(1696)原木成立。

文中にrof'f'之姉要抄等」とあり，侍，足軽，長

柄，旗，大筒，小川駄馬などについて意見を述

ベる。

8086 当戦設稿 16.81-28.1 

有沢武貞箸

19丁 23cm

内題「武貞先生当li虫案稲」。横山政和旧政。当州

i{I律兵賦之大段，鐙貝太鼓之jr，IJ法，軍役人数と

ilI装備の説明などの項よりなる。

8087 六歩壱小荷駄積私考 16.81-285 

6T 17.5xI2.5cm 

i¥I勢の人数に応じての小荷駄の数民について解

説する。

8088 小身者出陣人馬桜

有沢永貞箸

永原孝和手写正徳、6年(1716)

18丁 23cm

16.81-28自

獄山政和旧蔵。延宝9年(1681)原本成立。 I:U陣

の際の諸土が召述れるべき小身者の数，武具，

i諸道具について記述する。

8089 安間人数務 16.81-287 

手 写 延 宝 5年(677)

19丁 28x2O.5cm 

二郎之領主人数秘術定など~Ii仰と人数を記す。

脇田尚保旧蔵。表題「牧忠締軍役内考等抄」。内 I8090 案問自作覚書

s!ir牧昌左衛門橋忠、輔先生軍役内考」。奥1!!=i右 | 有沢永貞箸

16.81-288 

際場出立之壱冊は牧氏忠締前田氏孝矩之為ニ考

之比1.羽子短正ヨ リ借用写」とあり。天保 6年cl

835)成瀬正教が手写し，更に天保14'年(843)脇

田尚方が手写。外に「夫誠等之習 J (:l'.!.政13年

麟斎干潟〕 ・「復怨状」 ・「牧忠明白先生三段三所之

手写

21丁 28x19.5cm 

元禄4年o円91)成立。 'ili日iiのti;問図について，

自らの研究歴を記す。

弁J(文化3年のま持席問おを弘化2年脇田尚方手 I8091 象図案間人数積 16.81-289 

写〉を併録。 1 有沢永貞~

8085 出陣廼穣 16'.81-283 

ヰT沢永貞箸

前田家組'Iifl方手写明治午問

-457ー

正徳元年(1711)

24T 26.5cm 

Iλ'J:mr象図案間人数諸道具有u。侍六十助に対す

る人数 ・諸道具数のfr上げ。「右諸附トFE荷役告



武

召連下々小役付之覚Jr象番御扉瓜人数絞」を

付す。

8092 象書御民風人数積

有沢永貞著

正徳、元年(1711)

14'丁 24佃

甲州流軍学による陣中人数配，備立等を解説。

16.81-290 

8093 (人数異同〕

有沢致貞著

手写天保10年(183の
32丁 23佃

表題「有沢致貞先生人数異同」。脇田尚保旧歳。

享保7年(1722)成立。人数積について，壱万貫

之領主軍役知行割，地方知行三万石之領主寧役

知行割，平均知行三万石軍役・知行割などの場

合を算出する。

16.81-291 

-8094 陣取人数割

吉岡宏箸

仮綴1(6丁) 28x44cm 

一ノ手〈正兵〉・二ノ手〈奇兵〉の人数割と陣屋・

行列・簡裁図。文化3年(1806)年成立。

16.81-292 

8095 象画行列之図 16.81-293 

l帖彩色 16x21.5cm 峡入

外題「象画行列，地言」。奥書に「右行列図百折

但ー折ユ付左右十四間宛，合千四百問，町二テ

廿三町廿閑也，右人数武千三百余之行列，一行

之町間大積如実irJとあり，先足軽四組の足軽大

将から始まり，跡備組頭までが描かれている。

各兵は版画。

8096 甲州流備 16.81ー294

絵図1枚 36X72ω

脇田尚保旧蔵。先筒・先弓・人持組を先頭に御

馬廻組・儲君備・御旗本之組衆等の配列を記す。

8097 武田家備定之図

有沢永貞著

自筆

絵図3枚 130x67.5ω 

①武田家備定之図

16.81-295 
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学

内題「叩陽武田信玄晴信惣寧備之図」

②武田信玄公惣軍備之図。(140x56cm) 

内題は①に向。正徳、6年(1716)有沢永貞著。

①と同図

③武田備立図。 (24x35cm)。高坂弾正昌信年譜

-附。

①，②は武田信玄が遠州・参州発向の際の軍備

図であるとし，甲陽軍鑑末書下巻の図を改正し，

同結要本人の旗本道具配の説を加えたものであ

るとしている。次の特16.81-296.297も内容

は同じ。

8098 甲陽武田信玄公軍備之図 16.81-296 

絵図l枚 58x130佃

「元亀年中遠州参表発向 甲陽武田信玄晴信公
軍鑑末書下巻下第五ノ図改正而作之

寧備之図同結要本八旗本道具之説加之

とある。表題「備要抄之図J。

8099 武田備要抄図 16.81-297 

有沢貞庸手写享和3年(1803)

絵図 1枚 56X140ω 

内題「武田信玄晴信公総司備之図Jor元亀年中

速州参州発向，甲陽武田信玄崎信公惣軍備之

図，寧鑑末書下巻下第五ノ図改正而作之，同結

要本人旗本道具配之説加之」とあり o 特16.81-

295の写。

8100 甲山'1備定之図 16.81-298 

有沢永貞箸

今枝直方手写寛文10年(167ω

155頁 16X15.5cm 

今枝氏旧蔵。信玄公御備定之図井其断之事，旗

本手組諸道具諸役者之事，先手手組之大概，備

定大法諸道具諸役者之事，軍役，出立，人品に

ついて，甲陽軍鑑末書に拠って記載。寛文7年

(1667)原本成立。

16.81-2鈎8101 武備実用治世私考之巻

有沢永貞著

貞享4年(1687)

26T 23佃

内題「備定下番」。備定の利などについて.r甲
陽ノ書ユ戟スル所ヲ基トシテ，古今ノ国風武術
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学

ノ総本Illl見スノレ所ヲ以テ;f1、ニ考」えたもの。永

点の草稿か。

8102 備之図

有沢武氏若

絵図 1枚 46 x 60cm 包紙

包紙の表題は「有沢森右エ門製~m之図」。玉E保頃

の有沢森右衛門(武貞〉作製の図。 三奉行(武者

・炊 .til移行〉が立てられていないことについ

ての解説がある。

16.81-300 

8103 陣取方向魚鱗同異之餅

有沢致点若

手写

20T 23.5cm 

脇田尚保旧歳。原本草保6年(1721)成立。叩州

首iの陣取の作法には， 方， 向(円). 魚長寿の三

様あると して軍法之巻，米諮結要本によって技

16.81-301 

ES，解説したもの。

8104 理尽妙四隊之陣取

関屋政春者ー

手写

絵図 l枚 42x49叩

「太平記第十三， 名越時兼加州大型寺主主ユ対シ

構Jレ所ノ四隊之陣J&Jとあり。陣立図。

16.81-302 

8105 備定陣取下容 16.81-303 

!日j

①[rm立之図(下図) ②z軽 ・長柄二行騎馬 ・鼠

一行之図 ③Wl立之図(~色) . 石黒政言手写。

8108 陣取分間図 16.81-306 

絵図2枚 5'何 30四1・41x46cm

一部欠。足軽，長柄，侍，近習等のEE位を記

す。

8109 備立之図 16.81-307 

脇田尚方手 写 弘 化2年(845)

絵図3枚 35X羽田袋入

脇田~~保旧蔵。①御旗本耐ii立略図 ②御潟廻一

組倒立③会!JIの図，安井顕比l日ii}i.，

8110 (術立之図〕

新敬近著

認永6年(1853)

l枚 1I5x32叩 包紙

包紙「新九郎三郎敬近~m立之図J。内忠「新九郎

三郎敬近考フル所ノvm立ノ図」。脇田尚保旧議。

敬近については 「梧井r~ ノ 門人ニテ最滅築 ノ 法

ニ委γ」と記あれ

16.81-308 

8111 象図術立之図 16.81-309 

絵図 I枚彩色 177x361cm

陣立の各部に兵の図を配1..-.制li立の様子を具体

的に示す。各兵は版画。

6紋 12x28cm-12x 156叩包紙 I 8112 象図備立地割 16.81-310

包紙の表題は「軍政類要之内仰定陣取下窃急用JI 絵図 l枚彩色 73.5 x 70. 5c" 

とある。 貞享3年~元禄3年(1686-1690)頃の

もの。備定陣取の人数 ・配置図。

8106 (備立諸図〕

手写

絵図7枚 19.5 x 28. 5cm-71. 5 x 48cm 

①御前{J建之図 ②倒立之図 ③畳備之図@立

姉之図⑤ 座制図河田貞E事旧絞 ⑥陣取之

図，貞享2年(685)知市とあり ⑦大陣取之

16.81-3ω 

図。

日107 備立之図

手写

絵図3枚 40x 28c皿

16.81-305 

陣立図。

8113 方円大陣取之図 16 .81-~1l 

絵図 1枚 96x 75cm 

Tl.永18年(l64J)原本成立。 r諸lVA八陣為六

旧法」。とあ り。

8114 方円旗本座備〔之図〕 16.81-312 

絵図 l枚 71 x 56cru 

内組「方円版本座備三千之図J，r前後二町余，

左右二町計Jに展開した匹Il立図。

8115 小陣取図 16.81-313 

絵図 l枚 彩 色 83.5X68回

qd 
zu 

s
“.
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点寸崎ー 問

本陣を中心とした地図。「故人数制惜 I8悶八臨書 16.81-321 

色付等委曲営法之国有之Jとある。 鈴木藤作者

自筆

8116 連陣取図 16.81-314 4丁 23.5ω

手写 諸葛明孔の八陣につき質問に答えたもの。「諸

絵図 1枚 120x 98cm 基亮魚腹江八陣Jの図付。鈴木藤作の「御備立

陣立図。「連陣取之格人数一万弐千計」と記す。 につき意見書Jは特16.53-43にあり。

8117 方円山陣域陣取之図 16.81ー，315 8124 八陣自註附八陣図説 16.81ー322

絵図2枚彩色 56X54cm・32x包4.5佃 有沢永貞箸

表題「山陣城図J。本図は色分けのみ， 付図に 脇田直方手写天保10年(1839)

役名を記す。 26T 23cm 

脇田尚保旧歳。表題には「永貞先生八陣自註Jと
8118 御備図 16.81-316 あるが， r永貞先生入陣n設」と「八陣図説Jを合

手写 わせたものo 八陣白設は有沢永貞著，正徳3年

絵図5枚 27.5x38cm--35x 94.5佃袋入 (1713)に原本成立， λ~図説は向陽林子著，究

横山政和旧蔵。御家嗣君御伽之図，御旗本・惣 文3年(l663)成立。前者には「甲陽寧鑑石水寺

寧御伽之図，御旗本術立略図，惣軍部ii之図，甲 物語下唐圏諸葛孔明八陣之図」とあり，魚鱗・

州流五拾騎術立の図。 鶴翼・長蛇・偲月・鋒矢・方向・衡碗・雁行の

八陣を解説するo

8119 五行座備正図 16.81-317 

北条政相箸 8125 〔八陣之図〕 16.81-3お

絵図 1枚 53x45佃 絵図 1枚 106x 104佃

「五行座備人数人百余，前後左右百問方余Jと記 端裏書・「寛永十八辛巳六月十人目作之，同廿ニ

し，土大将を中心に足軽大将・長柄挙行・組頭 日本図成，諸蕊亮八陣為六旧法Jとあり。

-使番・目付・旗奉行・惣馬の配置を記す。

8126 営法陣取図註解 16.81-324 

8120 五行座備変図 16.81ー，318 北条政相箸

北条政相箸 絵図 1枚彩色 124.5x111佃

-・絵図 1枚 53x45cm 表題「霊語営法附図註解J。図と註解。

土大将を中心に足軽大将・組頭・長柄奉行・旗

奉行眠関輔の記置と人 数〈合計蜘 I8四営法諸手醐図 16.81-325 

人〉を記す。前号と対になる。 北条政相著

絵図 1枚 42x36佃

8121 E行座備之図 16.81-319 I 陣備の略図。

絵図4枚 21x34cm

御後備，御旗本，御先手，御先手〈武者凡例を 8128 営法陣取之図 16.81-326 

付す〉の 4図。 北条政相箸

絵図 1枚 76x80cm

8122 五行座備方円五色絵図 営法陣取〈四方篠垣迄百五拾間余，小屋敷前後

絵図 1枚彩色 94x70cm 百四十八間，左右百四十六聞の図)。陣備の図。

軍の陣立図。

8129 野営本陣備立図 16.81-327 

絵図3枚 92x176佃
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。野悩本匹1;図(彩色〕

。同各陪1配位図.rJ]1牧 ・ 坪数~}上げ 51 x 35cm 

o同各陣配註図 50.5x37.5cm。

8130 大陣取図

手写

絵図 1枚彩色 77x31cm 

16.81-328 

有沢氏旧政。前後2101羽左右22'IIHlの大陣取小

屋数図。

8131 御旗本笥歪制

北~i~氏長~:

手写

6丁 22crn

16.81-329 

旗本の勤T住吉110表題に，ri;長(乍」とあり，北4住民

長の作案か。

8132 旗本先備〔之図〕

絵図 l枚 591x 5，lc"， 

職名と人数を記す。

8133 旗本陣図

絵図 l 枚 彩色 l G'~x 26:~cm 

16.81-:130 

16ι1-331 

側i立の附敵図。各陣営の様子，旗指物 ・兵糧の

位位なども記す。

8134 旗本陣取之図

絵図 1枚彩色 150xg4cm

備立八陣の図。諸役配置を示す。

8135 旗本術押之次第

30T 23cm 

16.81-332 

16.81-333 

:平

8138 旗京[備立Jli五十騎ー備之図 16.81-336 

絵図 l枚 彩色 42x 58cm 

，111(本或大備J，五十騎-jli;Jの2種を収録。

|日書名「旗本並五十騎ー附之図ム

8139 先粗相備人数積

有沢永貞若

白雪E正従， 5年(1715)

32T 23cm 

16.81-337 

内題には「自iii先手人数諸道具の司~Jとある。

8140 先手相備組合五百騎ー構相陣取之図 16.81-338 

絵図 1枚彩色 59x 86cm 

似顔本陣を中心に，一番~八番の相備などの配

匠図。

8141 ーニ之先倫営図

手写

16.81-339 

絵図4枚彩色:，2x 41. 5cm~79 x 56cm袋入

①「五百騎坐備図」②有沢命貞「五百防相陣取

之図」天和元年(1681)改作之③有沢命貞「二

先百五十騎坐VIIj図J<rrニノ先百五十騎陣取図J

天和元年改作之。有沢命貞の署名があるが，作

成年代とは合わず，彼の手写か。

8142 一二之先手人数積井行列 16.81-340 

今枝易直手写 文化10年(1813)

2:，丁 27.5x 20cm 

今枝氏旧説。一二之先手人数と配置を記し，一

之先手五百騎行列，二之先手百五十騎行列の配

I[J:図をつける。

表題「筑前守一般御分，旗本自1i抑之次第」。 行列 I8143 ーニ之備行列 16.81-341 
図。

8136 旗本備立図 16.81-:134 

絵図3枚 55x 38. 5cm~65 x 58cm 

旗本州立図三重llo，疋夫の抄H武田似i要抄」な

どに記載の術立図 ・理論を参考として作成。

8137旗本備之図 16.81-3:，5 

絵図4枚 48 x 35cm~78 x 118cm 袋入

袋容「御lß~本日iI之図Jo 1枚に加賀穂士名を入

れる。

手写

l帖 15.5cm

今校氏!日威。前号と同内容。

8144 遊軍三備 16.81-342 

l枚 57x ，12cm 

卸立配備図。旧世!名「遊訂i三v11l之区lム

8145 五百騎案見容 16.81-343 

有沢永貞著

脇田直方手写 文政13年(1830)
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A晶
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脇田尚保旧蔵。表題「永貞先師五百騎案見書Jo

8146 五百騎相陣取之図 16.81ー3，14

吉田員輝〈路水文庫〉手写文政10年(182の

絵図 1枚 81x57，佃

陣の配置図。図の下には天和元年(1681)10月付

陣屋割之事として間数・人数積を記す。有沢命

貞の署名があるが，命貞は寛政6年(1794)38才

で没しているので，原著者ではなく，命貞の筆

写を文政10年(182の写したものか。

8141 五百騎座備図 16.81-345 

絵図1枚 109x80cm

尚

備，軍器積を記し，最後に「加文Jを記す。

8152 九拾六騎備行営域分間略図

矢田尚賢著-

天保10年(1839)

絵図1冊(4枚〉 彩色 28x40cm

陣立・-行列・陣屋・箆域の図。

8153 六十五騎陣取之図

有沢唆政(小太郎〉著

絵図1枚 41x28回

16.81-350 

16.81-351 

著者が13才の時に記した小屋備・人獅己の陣取

図。

50備を一番~八番組と備頭200騎に分けた陣立 I8154 五十騎ー備一陣取之図 16.81-352 

図。

8148 四百騎案見之図 16.81-346 

脇田尚保手写天保10年(1839)

絵図4枚 26.5x 38. 5cm--82. 5 x 63cm 

脇田尚保旧蔵。①一之先三百拾騎坐備図②一

之先三百拾騎相陣取之図③二之先九拾騎座備

之図@ニ之先九拾騎陣図。

8149 三百騎之陣取図 16.81-347 

絵図1枚 彩 色 91x84cm

配陣図。 300騎の場合の各配置の人数を記し，

総人数4，374，人，馬数581疋とする。

8150 ニ先百五十騎陣取図井坐備図 16.81-348 

絵図2枚 25x34佃

侍大将を中心とした配陣図。 2枚とも問内容。

8155 五十騎一手座備之図

刊

絵図1枚 117x210佃

16.81-3日

人物は木版で印し，職名・人数を墨書する。

8156 五十騎ー備屈伸之図附馬出広狭秘説断

16.81-354 

手写

21丁 23但

五十騎ー備屈伸之図は陣配置の変化について図

解する。馬出広狭秘説断は天保13年(1842)新氏

敬〈艇丘)の著。城郭における馬出の間数・坪

絵図2枚 46X伽・似伽 | 数について論ずる。

「天和元年(1681)十月下旬改作之Jとあり。

①二先百五十騎陣取図。ニ先はこの先陣の意。 I8151 五十騎ー備屈伸之図 16.81-355 

②二先百五十騎坐備図。「自ー先三町或五町退| 手写

テ立之jとあり。

8151 百騎ニ備案見図断

有沢永貞著

手写天保12年(1841)

34了 24佃

16.81-349 

脇田尚保旧蔵。巻尾に「観念洞蔵書」とあり o 百

騎案間之内「備頭一隊」同「相備ー隊」の知行

高，軍役，人数積，小荷駄人夫割等を記し，又

備立，行列，陣取，斌取，城内人数，虎口三

6丁 23佃

前号の抄録。

8158 五十騎一手人数積

有沢武貞著

手写

22T 23佃

16.81-356 

今枝氏旧蔵。原本成立は享保9年(1724)。内題

は「五十騎ー備案間人数積」。甲州流軍学におい

て， 1万2千石を九軍役にあてた時の人数積。
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今枝氏旧政。元禄3年(169の原本成立。城取の

大意を地形・縄張・普請に求め，これを説いて

いる。

8171 域取私考

有沢永貞著

手写

9丁 23ω

前号に同じ。

16.81-369 

8172 城捕品節抄 16.81ー370

有沢永貞箸

手写寛政2年(1790)

19丁 23cm

元禄13年(171∞〉原本成立。内容項目は裁捕序

図，天下之居城，国主居城，郡主居誠，境目

城，取出，陣城，付誠・向裁，屋敷構。

8173 誠取晶節抄 16.81-371 

有沢永貞箸

手写

20丁 26ω

今枝氏旧蔵。内容は前号に同じ。

同 174城取奥秘九箇条
量一
-=-Jo 有沢永貞編

今枝直温手写宝永2年(1705)

19丁 21佃

宝永元年(170心原本成立。今枝直温が宝永2年

に有沢永貞，武貞より伝授を受けたもの。

。敵ノ:賞ルニ賞ユタタ取返丸ユ手間不取締

。大軍館テ不狭小勢寵テ不広縄

。山域馬出関数不同大角馬出大丸馬出

。近タユ高山有テ内見ユルニ蔀様

。本有之曲尺

。重々之曲尺

。十字目字之曲尺

。膝俊之曲尺

。人心之曲尺

以上を九箇条として註解を施し，巻首に rl1t7L
ケ条之停ハ山本晴宰入道道鬼公ヨリ往々ロ停ニ

仕来ルノ故不審著ノ由也，故ニ停受ノ前日ヨり

精進γテ受之元衣服ヲ改メ上下ヲ着シ是ヲ受Jレ

ノ法ナリト先師佐々木秀乗ヨリ申侮フル所也J

l
i
l
i
-
-
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16.81-372 

法

間

とあり。

8175 城取奥秘九箇条疎註 16.81-373 

有沢永貞箸

手写

19T 24佃

今枝氏旧蔵。表題「九箇条疎註J。宝永元年(1

70心原本成立。前号と同内容。

8176 城取奥秘口解

有沢永貞箸

手写

18丁 24cm

前号と同内容。

16.81-37~1 

8177 城取回対八城品目 16.81-375 

有沢武貞・有沢永貞著

手写

24'丁 23cm

今枝氏旧蔵。新営と改旧，早築と漸修，廃掃と

再興，急防と変形を四対・八城とする。宝永7

年(171の成立。武貞が番いたものに父永貞が

細註を加えたもの。

8178 四対八城 16.81-376 

有沢永貞・有沢武貞箸

手写

2冊 26cm

今枝氏旧蔵。原本宝永7年(1710)成立。上巻永

貞，下巻武貞の作。四対八城は新営と改旧，早

築と漸修，廃掃と再興，急防と変形を意味し，

築城について記す。武貞が定めた四対人減に永

貞が細註を施す。前号と同内容。

8179 四対八城論 16.81ー'377

有沢武貞・有沢永貞箸

手写

20丁 23佃

表題「永貞武貞問先生四対入城J。築城方法四

対にして入城〈新営と改旧，早築と漸修，廃掃

と再興，急防と変形〉を論じ，有沢武貞が定め

たもの。武貞の「四対八城Jと，同年の父永貞

の解説からなる。前号と悶内容。
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8180 城縄註解

有沢武点 ・有沢永氏著

今枝直温手写宝永B年(1711)

52T 25cm 

武

16.81-378 

今枝氏旧政。有沢永貞著「十二城J・「八滅J，

武貞著「四対八城」を収録。 「十二城」は宝永8

年(1711)原本成立。内容は，天下之居波，国主

居城， 問屋敷構，郡主守担~，同防戦，同屋!欽本

城，境目守成， 同防戦， 同侍大将居主主， 同番

手，取出主戦，向主主の12項目。「八城」・「四対

入滅Jは「滅取四対八主主品目J(特16.81-375)と

同内容。

8181 八城自註

有沢永点箸

自*宝永 7~P:(1710) 

31T 22叩

16.81-379 

八城とは新営，改旧，早築，漸修，廃抑，再

興，急、防，変形を意味し，永貞の子武貞が定め

たもの。特16.81-376の上巻と同内容。

8182 八城自註

有沢武貞者

自 * 宝永 7~lö (17 1O) 

10丁 22cm

16.81-380 

表題には「皮寅八城自註Jとあり，内題は「困

対八城Jと記す。特 16.81-376の下巻と向内

容。

8183 月次之域序抜草案

有沢武貞者

自 ~lt 元禄15年(1702)

15T 24cm 

16.81-381 

表題「元禄拾五壬午年月次之城序抜草案J。表紙

に「一日ニ作之者也初草ハ破却スノレ蒋稿也」と

あり。正月より 12月迄城について故都来歴を引

き，援の有効性を説く。武貞の草稿。

8184 城取練習仕様抄

有沢武貞若

手写

55T 25cm 

16.81-382 

今枝氏|日獄。享保20年(1735)原本成立。城l血の

業を修行しようとするものを対象にまとめたも

学

の。

8185 域取練習仕桧抄

有沢武貞著

津田信敦手写fJ.政元.1]三(17R9)

51T 23cm 

16.81-383 

原本成立は享保20年(1735)。前号と向内容。

8186 九ケ条組詮

有沢致点若

手写

12T 24cm 

16.81-384 

享保6年(1721)阪本成立。宝永元年(1704)有沢

武貞が問書したむに手を加えたもの。

8187 城取大意

有沢致貞編

脇田尚方手写文政 5年(1822)

2冊 23cm

16.81-385 

脇田尚保旧蔵。表題「改正威取大意」。原本はZL

保7年(1722)成立。脇田尚方が田辺正巳より借

用して筆写したもの。目次は，上巻は城取練習

大ZE，減地品々，城品々，下巻は縄張之部，普

勝之部.造作之部，城取流義之弁。

8188 城取大意

有沢致貞著

77T 27cm 

16.81-386 

城取練習大意 ・減i也品々 ・城品々 ・縄張之部 ・

普訂i之部 ・造作之部 ・主主取流義之弁よりなる。

iiIi号と向内容。

8189 誠取練習大意 16.81-387 

有沢致貞著

今枝易直手写享保11年(1726)

91丁 24cm

今枝氏旧蔵。表題「城取習器~大意」。享保 7 年

(1722)原本成立。特16.81-385と同内容。

8190 城取 16.81-388 

41T 23cm 

脇田尚保旧歳。城の舵類 ・!，Yj造について解説す

る。
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手・ 同

8191 城取関数之弁 16.81-389 

12丁・ 2枚 12x18佃・ 19.5x24ω・幻.5x

37cm 

城取関数之弁〈斌地・敷地・郭の大きさなどを

論じたもの〉と附図2枚〈土居・掘などの大き

さの早見表〉。

城 図

8192 九箇条裏之伝之内 16.81-390 

8197 誠取分間之図 16.81-395 

絵図2枚 108x99cm・54x74cm

①は本裁，二之郭，三之郭，北之郭を描き，土

居・石垣の高さ，掘の幅等を記入。②は城の図

のみで説明は一切ない。

2冊 24佃

今枝氏旧歳。

①五之規短として，地生度・度生量・量生数・

数生称・称生勝にq いて述べる

②表題「九箇条袈之伝之内極秘J。座備，行列，

昼備の変化図を記す。有沢武貞の箸か。

8198 城取古法 16.81-396 

絵図6枚 54X28cm--120x10.1cm 

表題「城取方法七枚之内」。本丸，ニノ丸，三ノ

丸等を描き，簡単な解説をつける。

8199 百城之図 16.81-397 

8193 九箇条秘伝精解 16.81-391 有沢永貞著

脇田尚方手写 自筆寛文8年(1668)

41丁 24佃 1帖彩色 22.5cm

脇田尚保旧蔵。城取9カ条に関するもの。 外題「永貞先生百城」。平城30・平山城28・山城

29・取出3・付城3・陣城4・屋敷構3の合計

8194 九ケ条問書 16.81-392 100の城の図案。見返しに「右百城寛文八戊申秋

安達公績編 冬於越中高岡作之，有沢俊貞Jとある。俊貞は

31下 24cm 永貞の初詩。

城取奥秘について記す。末尾に有沢致貞・武貞

-馬場政乗の縄張の斌郭図10枚あり 6 8200 百城之図 16.81-398 

有沢永貞著

8195 九ケ条記聞 16.81-393 河地某手写

36T 24佃 1帖彩色 22.5cm

表題は「貞幹師再講九箇条記聞j。貞幹師は有沢 前号に同じo

貞幹。九ケ条とは，城取奥秘4ヶ条と五之曲尺

(5ケ条〉を意味する。 8201 十五誠之図 16.81-399 

有沢永貞箸

8196 五短秘解等 16.81-394 絵図 1冊〈瞬IS-枚') 28x 40cm 

30T 23佃 15・}('，の城図をもって建物配置・構・地形等の関連

脇田尚保旧蔵。五短秘解，致貞先生朱書九ケ条 を示す。奥付に天和3年(1683)の記あれ

解，九ケ条集解，運気指南抄。五短は五つの曲

尺，城取により顕われるとする。五短秘解は文 8202 平城之図稿 16.81-4∞ 
政 4年(182])駒井守儀編。致貞先生朱書九ケ 有沢永貞著

条解は城取九ヶ条を記したもので，石田明信の 自筆貞享3年(1686)

記すものに宝永7年(1710)有沢致貞が朱筆を加 絵図 1枚 101x 90佃

えたもの。九ケ条集解は享和2年(1802)成立。 「丙寅九月四日ニ小図作之，同月十五日分間草

運気指南抄は文政12年(182の脇田尚方手写の 図作之，同十月朔日清書作之Jとあり，平域分

写。 間之図。次号の下書。

旧書名「平城之図Jo
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守・

平域分間之図

有沢永貞著

16.81-401 I 絢平城之図 16.81-406 

自筆貞 享3年(1686)

絵図 1枚彩色 103x89cm

各地形・施設を色分けで示す。

築城守防全図 16.81-402 

有沢永貞箸

手写

絵図 1枚彩色 69x95ω 袋入

袋表題「永貞先生築城守防全図J。脇田尚保旧

蔵。「貞享丙寅 (3年〉始冬中句作之，平永貞J

とあり。城郭とそれを守備する武者を色分けで

示す。

玉城之図 16.81-403 

有沢永貞著

手写

絵図6枚 40X55佃

毛利左次馬旧蔵。原本は元禄2年(1689)，同4

年(1691)成立。

。山城， r:寧詞之巻城取為証名目改作之，元禄

辛末季夏下旬」

。山城向上 40X56cm 上記と同内容。

。平山城向上 39x55cm 

。平城向上 39x55回

。平城向上 39x55ω

。「左右両図之平城は平易険国之鉢習之格作之

加之置者也Jr元禄己巳中冬於武腸江府此両

城之Jとあり。 39x108ω 

匹夫之抄主誠之図

有沢永貞箸

元禄2--4年(1689--91)

16.81-404 

絵図4枚彩色4Ox42伺 包 紙

「寧詞之巻城取為証名目改作之」とあり。平城図

2枚(4Ox42叩・ 40x83佃，)，平山城図 1枚 (40

X56回)，山城図 l枚(4OX42ω〉よりなる。前

号と同内容。

8207 平城並平山城図

有沢永貞著

16.81-405 

絵図4枚彩色 33cmx47.5佃--34cmx48ω

3匹夫之抄五誠之図のうち山城の図を欠く。

有沢永貞箸

自筆元禄2年(1689)

絵図2枚彩色 52x38ω・38x104佃

①平城図。各部名称を朱筆で附記

②平城図。「元禄己巴中冬於武陽江府此雨披作

之，永貞Jr左右両図之平城は平易険周之鉢

習之格作之加之置者也Jとあり。

8209平城之図 16.81-407 

有沢永貞著

手写

絵図 1枚彩色 39x83佃

有沢永貞「匹夫之抄五城之図jのうちの 1つ。

元禄2年(1689)原本成立。前号の②の写。

8210 平山城之図 16.81-408 

有沢永貞箸

絵図 1枚彩色 37.5x52佃

「軍詞之巻撲取為証名目改作之，元禄辛未〈元

禄4年〉季夏下旬」とあり。軍詞之巻は有沢永貞

著「兵法匹夫之抄」中にあり。

8211 山城之図 . 16.81-400 

有沢永点著

自筆元禄4年(1691)

絵図 1枚彩色 38x邸側

「軍詞之巻城取為証名目i攻作之Jとあり。

8212 山城之図写 16.81-410 

有沢永貞著

手写

絵図 1枚彩色 33.5x 47. 5cm 

前号に同じ。

8213 城図

有沢永貞箸

絵図 1枚 160x4O佃

16.81-411 

表題「有沢永貞城図」。山城，平山城，平城を立

体的に〈象図として〉描く。大図の略図として

元禄2年(1689)に番いたもの。
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8214 五域之図 16.81-412 

手写

絵図 1冊(5枚) 36x25佃

裁の略図と周囲の景観を沼，泥土，足入，池な i

どと記すのみ。

8215 先手組相備連城之図 16.81-413 ~ 

有沢永貞著

絵図 1枚彩色 70X201cm

「・・・其園郡ノ先方ノ諸将郡郷所々エ在住ノ備頭;

ニ随テ出陣ノ彼ヲ勤ム其大株ヲ図ス・・・Jとあ:

り，製作は元禄4年(1691)。

16.81-.U4 ; 8216 先手組相備連城之図

有沢永貞著

脇田尚方〈金岱〉手写文化9年(812)

絵図 1枚 207x71ω

元禄4年(1691)成立。題愈は「永貞先師連城図J

入つの城の配置を記す。前号と同内容。

8217 平山城之図 16.8]-415 ' 

有沢永貞著

元禄9年(696)

絵図 1枚 82X66cm

表題は「分間平山城之図」。前年作った図を分間

に改めて作製したと記す。一部欠。

8218 十鉢三+城之図 16.81-416 

有沢永貞箸

自筆宝永2年(1705)

1帖 zl佃

築城の際の地形・郭・門・塀などについて鉛例

をあげて説明。十駄は和歌の十駄に倣う。

8219 十綜之減図序附城図 16.81-417 

有沢永貞著

手写

7丁絵図15枚彩色 22佃・ 24x34.5cm 

脇田氏!日蔵。「十肱三十城図Jの序文と絵図。た

だし絵図は15城分。宝永2年070め原本成立。

8220 四対八城図

有沢永貞・有沢武貞著

手写

16.81-418 

問

絵図 1冊(21枚) 彩色 28x40ω

脇田尚保旧蔵。表題「両貞先生四対八銭図J。宝

永7年(1710)原本成立。有沢武貞の「四対八城J
と，永貞の「八城jを作図したもの。

8221 城築旧伝新製之図 16.81-419 

有沢永貞著

脇田尚方手写文政9年(1826)

絵図 1冊(54枚〉彩色 28x40.5cm

脇田尚保旧蔵。表題「有沢永貞旧伝新製城図」。

正徳2年(1712)原本成立。山本晴宰〈勘介)旧伝

の趣旨を56誠に新製したとする。早〈草)習・行

習・其習・末書〈甲陽寧鑑〉・結要本〈同〉などに

区分し，城郭図56例を収故。

8222 カ誠之図等 16.81-420 

有沢永貞等著

脇田尚方手写文政9年(1826)

1冊〈図11枚・文醤2通) 29x41佃

有沢永貞の「品目九誠之図J(正徳2年成立)，有

沢貞幹の「駿州清水域地奥秘之鉢J(明和5年成

立)，牧忠輔の「域形方円図断拝向背之理J領政

8年成立〉を手写したもの。

8223 平城之図 16.81-421 

絵図 1枚彩色 153X176佃

城郭の傭敵図。有沢永貞「五銭之図」のうち平山

城に似た構図をもっ。

8224 城取七枚之図 16.81-422 

有沢永貞著

自筆

絵図8枚 47.5x52cm

<Dr第一銭取七ケ条J，②「第二無馬出之図J47.5

x47 ③「第三後堅固之城図J47x47④「第四真

丸馬出邪曲輸J52.5x47⑤「第五真丸馬出之図J

52.5><47 ⑥「第七平城本図J52.5X47，⑦35x

46，③'36x 47. 50 

8225 四十七城之図 16.81-423 

有沢永貞箸

1帖 22佃

表題は「梧井庵先生四十七成l。城取の習いのた

め五十撲を作図し，添削を請うたもの。
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8226 九十綴之図 16.81-424 

有沢永氏若

脇田直一手写嘉永3年(18ω)

絵図 1冊(図35枚 ・文書2通) 28x40叩

脇田尚保旧蔵。表題 「永点先生九十城」。坤の

み。

8227 五十五城之図

有沢武貞箸

元禄14-15年(1701-02)

絵図 1冊(55枚) 29x41cm 

16.81-425 

草図。「甲陽軍鑑末容減取之伝大統如不漏作之

也Jとある。有沢永貞の「九十城Jtこならって

作図し，永貞の添高IJをうけたもの。

8228二十一城之図

ヰT沢武点者一

1 ~l f'" 享保14(1729)

l帖 彩色 34四

16.81-426 

大関之主居城 ・国主居城 ・国持段数椛・郡主居

城防戦 ・郡主居城守成 ・郡主居域守防相兼 ・境

目之滅守成 ・境目之域防成 ・境目之主主番手 ・境

目之城居住 ・侍大将宿城 ・侍大将根小屋 ・侍大

将山中小屋城 ・取出主 ・取出客 ・出丸 ・附滅 ・

向域 ・陣滅 ・心之域耳不劣陣城 ・野陣の図より

なる。巻頭「六筒年来役務繁多而不為城取之清

図今春初作之放図従仲春上四為草案時々狩怨而

到中五拾官IIll及税務Jとあり ，また嫁取につい

ての自叙あり。表題「己酉廿=た城之図J。

8229 境目之十弐域図

有沢武貞著

享保17年(1732)

16.81-427 

戸時
寸

8231 十五銭之図

有沢武貞著

白雪E 元文2年(1737)

16ι1-42 9 

絵図 l冊(17枚)彩色 28x39.5四

築城の地取り配置16例。国主居滅 ・郡主居城 ・

境目之滅 ・執(取〕 出主主 ・附城 ・陣城 ・屋敷椛

の 7 種に分類し，図中に朱:~1Iあり。 「武貞獄図」

ともあり。子貞幹 (i塩水建:)のために作図した

もの。

8232 十五城之図

有沢武貞箸

脇田尚政手写

16.81-430 

絵図 11ffi(18枚) 彩色 28.5x42.5cm

脇田尚保旧歳。表:mr有沢武点十五主主J。前号の

写。

8233 十械之図

有沢武貞著

自室E元文2年(1737)

巻子 1 27.5cm 

16.81-431 

築城の地取り郭配置10例。表題に「厚父伯魁十

銭Jとある。内題「丁巳十城」。

8234 域之図 16.81-432 

有沢主w著

絵図 1枚 目。5x93.5四

表題「有沢弥三郎霊澄城図」。銭郭配置見取図。

郭 ・門 ・塀 ・2苦のそれぞれについて長さ ・幅な

どを入れてある。 Tl.文13年 (1673)に作成。 「師

乞添剣令見之然減取形理分間師不叶心故不及活

害」とあり。霊澄(弥三郎)は致遠のことか。

巻子l お四 I 8235 分間城下之図 16.81-433 

内題は「壬子境目之十弐成J。享保17年佳子歳 | 有沢小三郎著

1732)に武貞が境目の城の縄張を試みたもの。 I 自筆元襟16年(1703)

絵図 1枚彩色 59x135叩

8230 力誠之図 16.81-428 域下地割を二分拾聞の縮尺で記したもの。

有沢武貞著

自主在 享保17年(1732)

巻子 1 30cm 

国主居城，郡主居減，境目之城，各々平山城，

平城，山城，都合九城之図。勝丸峨(宗辰か〉の

依頼によって作図したものの能。

8236 平域分間之図

有沢小三郎著

白 雪~! 元禄16年(1703)

絵図 1牧彩色 59x134c，" 

16.81-434 

前号の城郭部分を砿大したもの。小三郎は次号

-，1ω-



岡田E

有沢武正のことか。

品崎

寸ー 問

8243 十五城之図 16.81-441 

有沢貞幹箸

8237 平城分間之図

有沢武正著

16.81-435 I 自筆元文3年(1738)

自筆元禄16年(1703)

絵図 1枚彩色 98x97cm 

8238城之図 16.81ー必6

有沢致貞著

自筆

巻子1 27.5cm 

習駄，実域鉢として山城図2，平城図2，平山

城図 1を記破。享保6年(1721)作図。題愈「有

沢致貞習鉢山城等」。

8239 城取之図 16.81-437 

有沢致貞著

絵図 1枚 122.5x188.5佃

表題「致貞先生城取」。城地内〈平語むの城郭配置

備隊図であるが，城内・櫓・塀・濠・郭の位置

形状などが詳細に描かれている。

絵図 1冊06枚〉彩色 24.5x35cm

脇田尚保旧蔵。表題「貞幹先師城図J。築城の地

取り郭配置15城，平披8城，山城3城，平山城

4域。

8244 城之図 16.81-442 

有沢貞幹著

絵図 1冊(20枚') 28x38.5cm 

築城にかかる地取り郭配置図。表題「貞幹先醒

〈生〉城図」とあり。

8245 城図序 16.81-443 

有沢貞幹箸

2丁お.5佃

表題「藍君城図序J。藍君は藍水堂を称した有沢

貞幹のこと。城図序とあるが大半は叔父致貞の

業績について述べる。

8246 寸裁之図 16.81-444 

8240 三十三城之図

有沢致貞著

16.81-438 I 有沢貞幹箸

1帖 28cm

甲陽寧鑑下巻，軍法之巻，結要本などから作図

した32城。原本は享保20年(1735)成立。

8241 十勝城図

佐藤元知著

自筆天保9年(1838)

巻子 1 28佃

16.81-439 

外題「佐藤元知十体城図」。第一幽玄鉢，郡主居

城，地形自然ノ勢ヲ用Jレ駄から第十鬼挫鉢，境

目之城，初郡主居屋敷構転作之駄よりなる。佐

藤元知の前書あれ武貞百回忌に際して，有沢

致貞の十駄の域取にならって作図したもの。

8242 ー娘七致之図 16.81-440 

8 T 28x 19cm 

箆図・城下之図・城地近辺之図・分間略図・分

間本図・象寄席図・象書本図。一つの城を7通

の図に記したもの。「有沢致貞作之欽」とあり。

有沢師貞手写文化6-7年(1809-1め

絵図2冊 24.5x36.5佃

表題は「梧井庵三世貞幹君之十城J。各々築城の

域取り郭配置10例を記す。

8247 吉城之内二十図 16.81-445 

文政10年(1827)

絵図2冊 33x46cm

表題「文政丁亥百城之内廿図Jor:於江府幸麻自

作之」とある。各20枚の城図案，その大半に俳

句を記している。なお，有沢才右衛門宛などの

時候挨拶の害状の紙背を利用している。年代か

ら考えて有沢貞席か師貞。

8248城之図 16.81ー斜6

有沢師貞箸

絵図7枚彩色 24x35.5田 -28x100ω 

城郭配置模式図。

①大国主之居城〈平山総丁亥〈文政10年か〉寧麻

呂作図 ②天保10年(1839)平〈有沢〉師貞作図

③，④丁商〈天保8年か〉師貞作図。他3点は記
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武

絞なし。

8249 [城之図〕 16.81--447 

有沢師貞箸

自筆天 保8年(J837)

巻子 24cm

外題「平師貞域図J，28例からなる城郭立地帯Il想

図。

8250披之図 16.81--448 

有沢師貞著

自~ 天保1~(J843)

絵図 1枚 24叩 x107叩

域郭配置図。「右之図は慈父淡水君(貞I甘)之七

回忌神前ltYiテ仰之」とあり。

8251 械之図 16.81--449 

有沢貞延著

絵図2枚 24.5X35cm 

城郭配置様式絵図。郭配置のみのものと沼・池

・樹木なと'も記したものと 2図ある。元治元年

(J864)作図。

8252 域 図 16.81--450 

有沢貞正手写

絵図 1枚 27.5四 x38cm

平城(水城〕の郭配置模式絵図。

8253平城分間之図

有沢之貞著

絵図3枚彩色 28x 40cm 

端本。城郭図の部分3枚のみ。

16.81--451 

8254 〔北条氏長分間之城図等J 16.81--452 

北条氏長著

手写

絵図2枚 96x 106cm . 50 x 35cm 

倒 ヒ条氏長作分間之域図。平成の図

②北条氏長奉献木形図。

学

8255 城之図 16.81--4臼

手 写 寛 文13年(J673)

絵図 l枚 28cmx 40. 5cm 

平城における城郭配置図様式図。

8256 域形之絵図 16.81--454 

中多伝兵衛若

手写

IlT 23.5cm 

山主主.平山滅，平成の20例。3'l文年間原本成立

8257 [分間城草図〕 16.81--455 

延宝5年(J677)

絵図 1枚 80x 100国

特16.81--400に関連するか。

8258 分間之械図 16.81--456 

延宝8年(J680)

絵図2枚彩色 72x84回 ・57X54四

分間之城図(断簡)とニ之幽輸の図。

8259 平山城居城鯨 16.81--457 

貞享3年(1686)

絵図 1枚 32x'17cm 

城図の下絵。

8260 平城境自身事 16.81--458 

8261 

貞享3年(J686)

絵図 I枚 48cmx 33四

「山平ノ三城半図ニ欲作之，草案之縄張設之」と

あり。

城之図 16.81--459 

安達弼苑(周主主〉箸

自筆

絵図 1枚 33x135.5叩

党政8年(J796)有沢貞幹の7回忌に当って作製

したもの。題余「安逮周裁製城図」。

北条氏長は江戸初期の兵学者。 小幡景怒によ っ I8262城之図 16.81--460 

て武田家の兵法を学び，北条流兵学を始めた。

旧雷名「滅之図」。
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平山主主の分間図。本丸，二之丸，外郊の而5T，



品

学

守人数，旗本人数，小屋商積なども記載。題愈

「岡本周助製城図J

8263 国君御城図写 16.81-461 

手写

絵図2枚 46x34ω

「中将様jの作図の写し。 r乙丑六月jの作図，

文化2年(1805)か。

8264 ニ十七城之粗図 16.81-462 

新敬近著

自筆文政10年(1827)

絵図1冊(24枚〉彩色 28x40cm

別名「新敬近廿七城」。脇田尚保旧歳。国主五域

・郡主七域・境目十五城の域築縄張図。

8265 城図

新敬近著

天保7.......1咋(1836.......39)

絵図3枚彩色 51x63佃

。連城の図(51x63佃・ 62.5X84ω〉

16.81ー必3

「予去秋於東武本郷邸舎作地勢接続連城得梧

井庵先生訂正・・・・・・連城中郡主一城象画之更計

分間欲試守兵配当巴」とあり

。郡境両城図 (29.5x133)。

8266 域之図 16.81~-164 

鈴木菊英著

文政2年(1819)

絵図1枚 94.5x84佃

誠郭配置模式図。題愈「鈴木菊英城図」。

問

。牧忠輔先生弗蔀井弁解。これは梧井庵高弟牧

忠輔子城築法蔀第之弁，梧井庵高弟牧忠輔子

城形満字膝之弁よりなる。

旧書名「六城之図Jo

8269 郡主境目居城之図 16.81-467 

富田景純箸

脇田尚方手写弘化5年(1848)

絵図6枚 28x41佃 .......35x24cm

脇田尚保旧蔵。表題には「郡主居;誠之心持エて

境目也」とある。富田景純の弘化2年(1845)の

作図2枚，同 4年の作図3枚，および駿州江尻

城図 1枚。註記に「富田九内景純ハ梧井庵ノ門

人ユテ」とあるが，景純は幕末の人であり，梧

井庵門人は有沢永貞の門人を意味するわけでは

なく貞府門下であることを意味するか。

8270 誠之図 16.81-468 

清水錦郷著

嘉永2年(1849)

絵図1枚 31x 59.5佃

城郭配置図と賦一首。有沢貞府13回思の自に作

成したとある。

8271 城之図 16.81-469 

清水錦郷著

嘉永5年(1852)

絵図 1枚 31X114佃

城郭配置図の下図。 r淡水堂〈有沢貞席〉・若水

堂両先生当御年忌日図而備之」とある。

8272 (百城図〕 16.81-470 

8267 (:城図〕 16・81-465I 横山政和著

佐藤元知箸

自筆天保2年(1831)

巻子 1 彩色 29cm

外題「佐藤元知域図」。脇田尚保旧蔵。

8268 牧忠輔先生自筆六城 16.81-466 l' 
牧忠輔著

脇田尚方手写天保11:年 (1840)

巻子 1・絵図5枚 26.5cm・28x40.5cm袋入

脇田尚保旧蔵。自筆とあるが，同門神谷氏から

借用して写したもの。

嘉永6年(1853)

仮綴 1(99枚') 25X35cm 

嘉永5年11月から同 6年12月にかけて著者が考

えた城地配置図案，それに新先生，鈴木先生が

朱を加えて添削。

8273 七城之図 ‘ 16.81-471 

鈴木菊英箸

脇田尚保手写安政7年(1860)

絵図 1冊(8枚) 27x39伺

脇田尚保旧蔵。表題「鈴木菊英師七城図J。安政
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駅一

武 戸寸~・

5年(1858)原本成立。「甲陽軍鐙J等により七つ 8282 城図 16.81-480 

の城を作図したものo 富田景章手写

絵図8枚 28x40.5ω

8274 ー郡之主領分方境略図 16.81-472 I 富田捨松旧蔵。誠郭配置模式図。

野田成貞箸

絵図 1枚 47x68佃
8283 城之図 16.81ー必1

城と城下をめぐる川・山などの配置図。 池守文一著

絵図 1枚 55X78.5cm 袋入

8275 ー緊之図 16.81-473 脇田尚保旧蔵。平城のー型式を示す。本丸・広

絵図 1枚 35x48佃
式・隠居郭・嫡子郭・連子屋舗などを記載。袋

山城之図。裁制を初めて学ぶ者のため一城の形 の表に「池守文一先弟誠図Jとありo

をまとめたもの。

8284 城之図 16.81-482 

8276 旧伝城取七枚之図 16.81-474 高畠定位著

絵図9枚 57X出回・ 28X53cm 袋入 絵図 1枚 58.5x80cm

第一城取七ケ条，第二無馬出之図，第三後堅固 城郭配置図。題食「高島定位製域図J。

之域図，第四真丸馬出邪曲輸，第五真丸馬出之

図，第六横矢之図，第七平城本図の7枚。附図 8285 城之図 16.81ー必3

2枚は旧伝七枚の図内にあり，末書を以て改め 手写

たとする。 絵図 1枚 73x59cm

「入江左源太直良取之」とあり。

82π 象書之域分間之図 16.81-475 

絵図 1枚 92.5cm x 91cm 8286 誠之図 16.81-484 

平裁の配置・寸法図。 絵図8枚 62x66佃

①津田信成所持か

8278 城習作図 16.81-476 ②天守之図， 42.5x30cm 

絵図 1冊(21枚') 28佃 x78.5cm ③122X82側、

築裁にかかる地取り，郭配置など21例をあげて @72x80佃

いる。 ⑤57x40回

⑥惣扉数.925問，守人2，770.人とあり， 55x72佃

8279 城取本丸害 16.81-477 ⑦41x66佃

20丁 23.5佃 ③70x68倒。

本丸の基本7~型を図示。

8287 真丸馬出註解 16".81-485 

8280 城等零図 16.81-478 絵図 1枚 47x37cm

絵図22枚彩色 77x33cm 袋入 内題「真丸馬出分間之正図Jor:坪詰之伝書ヲ以

誠図・町図等のうち零図を前国家編輯方が一括 利物商之」とあり，大聖寺藩主第7代前回利物

したものo袋魯の旧表題は「実城地理草案零図 函か。

等」とあり。

8288 山城図 16.81-486 

8281 城図 手写

絵図 1枚 47cmX35.5cm 絵図 1枚4OX52.5伺

平城の郭配置模式図。 表題には「梅雪作山城図」とあり。
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武 術

〈弓術〉

8289 弓道秘伝番

松田長次著

巻子1 18ω 

「六具番大事」と題し，ほろ・簸・ゆかけ・付テ

幡・扇・鞭を解説する。奥容に承暦元年(107の

源額義等，文明元年(1469)小笠原頼長等，天文

2年(1533)小笠原長時等と相伝関係を記じ，末

尾に正保3年(1646)松田勘左衛門長次が田丸掃

部に宛てたことを記す。

16.81-487 

8290 射場社礼寄

小笠原持長等著.

手写

巻子1 18cm 

末尾に，応永2年(1395)の日付と小笠原持長，

岡持清等8名の署名あり。地祭之次第，縄張之

事，方角之事と射場の図を記す。秘伝番。

16.81-488 

8291 弓道群規矩之書

小笠原持長等箸

手写

巻子1 15佃

奥書に応永24年(141の小笠原持長等によってな

ったものを，寛永5年(1628)上原定室等が父高

通より相伝して写し置いたとある。弓之規短弓

之性事，弓柄巻様ノ事，群白弓・側白弓等を記

16.81-489 

す。

8292 群規矩之番

小笠原持長等著

16.81-4ω 

巻子1 彩色 171佃

弓之性事，弓柄巻様之事等の口伝書。応永斜年

(141η，寛lE5年(146心の記あり。

8293 弓法問書条々 16.81-491 

80丁 27cm

礼法，弓，矢，的， うつぼなどについて記す。

途中「多賀盛後守殿より相伝聞智之事J(文明18

年・ 1486)の一節を含む。

'
 

-

lili 
亙-唱

問

16.81-492 8294 射御拾遺抄

小笠原持長著

手写

33丁 24cm

大永5年(1525)8月16日付〈杉原〉伊賀守孝盛

より大津留左衛門尉に宛てたものの手写。流鏑

馬，笠懸，犬追物の方法を中心に述べる。

8295 弓道三国相伝 16.81-493 

巻子1 18cm 

弓は天地開闘よりのこととして，天竺・大庭・

日本での弓の歴史を述べる。多賀豊後守高忠，

小笠原備前守長持の活躍にも触れる。

16.81-494 8296 弓矢来歴

手写

巻子1 17.5cm 

弓矢の来歴につき，日本神話・仏教・陰陽説等

により，絵入りで説明した秘伝書。末尾に小笠

原氏畿の名を記す。

8291 弓矢来歴

巻子1 18cm 

前号と同内容。

16.81-495 

16.81-496 8298 弓之本地

松田長次著

自筆正保3年(1646)

巻子1 17.5cm 

小笠原流。田丸掃笥涜，弓の来歴・本源につい

て記す。

8299 奉射之次第井的絵図

小池貞成等著

巻子1 16.5cm 

奉射の際の所作・作法及び用例を示す秘伝容。

16.81-497 

8300 奉射之次第井的絵図

松田長次著

正保4年(1647)

巻子1 17.加n

田丸掃剖碗。前号に同t:o

16.81-498 
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8301 小笠原流弓始之次第 16.81-.199 

小笠原長時(大膨大夫〉等者

手写

巻子 1 19cm 

題食は「当家弓始之巻ム初春4日の弓始之儀礼

覚書。

8302 [小笠原流矢関之次第〕 16.81-500 

巻子 1 16cm 

学

戦闘の際の護身用の守札のことを記す。小笠原

大腿大夫長時秘等伝部。

8308 小笠原流的場之次第

小笠原長時〈大膨大夫〕等'i}

手写

巻子 1 18団

的Jj;l設置儀礼等の秘伝議ロ

16.81-506 

矢関之次第・餅之次官;~，(役人之司王， 餅之絵図等 I 8309 悶的之次第 16.81-507 

の各儀口伝よりなり，巻末に「矢口祭事」問答書

を附す。旧窓名「矢関之次第附矢口祭事」。

8303 [弓法在中之不得意箇条ニ付答書J 16.81-501 

1通 12四

弓法泌中の編成 ・用語等についての質問に答え

たもの。 小笠原流か。

8304 小笠原流弓膝之遣様之次第 16.81-502 

伴六郎四郎 ・竹内自休斎若

手写

巻子 1 16cm 

内題「当家弓勝之il!t様之次第J。各種の藤の弓

の遺椴の秘伝書。 Ti.文B年(1668)成立。

問 5 小笠原流弓藤，ょ護主，費-1之次第 16.81-503 

手写

巻子1 18.5cm 

各種の藤の弓の巡様の秘伝番，小笠原大路大夫

長時等の相伝書。前号と同内容。旧書名「弓藤

lJ!t様之次第」。

8306 小笠原流張弓之大事秘術 16.81-50'1 

小池貞成(甚之丞〕等若

手写

巻子1 17cm 

lIIl主主には「六孫王張弓之巻」とある。張弓は弓の

張り方。六孫王は源経基のことで，小笠原流祖

小笠原大膨大夫等はその子孫とする。小池甚之

丞貞成 ・竹内見良等の発した秘伝密。

邸07 矢途之1軒 16.81-505 

手写

巻子 l 19cm 

小池貞成 ・鈴木正成等若

巻子 1 17cm 

悶的(鍛的〉は射手を上矢と下矢の2組にわけ的

を射て勝負を争う射芸。1z文12年(1672)小池貞

成等から43武右衛門に宛てられた小笠原流弓術

の秘伝書。

8310 小笠原〔流〕的之容 16.81-508 

伴六郎四郎著

手写

巻子 l 18cm 

正保3年(1646)成立の秘伝容。貴人の前での弓

矢の射法を図入りで解説する。

8311 的之容 16.81-509 

伴六郎四郎 ・竹内lヨ休斎箸

巻子l 18.5cm 

的場作法を図解した秘伝書。小笠原氏義らの名

があり ，小笠原流のもの。前号と同内容。

I 8312 巻薬品折重之事 16.81-510 

田辺勘次郎著

巻子 1 18cm 

巻E程弓射の時の装束 ・作法についての秘伝省。

8313 犬追物射場之図 16.81-511 

手写文化5年(1808)

巻子 l 24cm 

犬追物の際の弓 ・馬 ・装束 ・縄張等について記

し，室町幕府9代足利義尚(常徳院〕の時の犬追

物の図を載せる。図中に小笠原民部少舗，同JflJ

部少~1ìの名がみえる。
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8314 

8315 

8316 

8317 

8318 

8319 

小笠原平兵衛殿御入門一件

手写

2冊 2釦m

.>JI. 
寸 4

16.81ー512

前田貞醇旧蔵。①は文政9年(1826)6月4日庄

田監物致孝の入門 ②は同年6月9目前田図書

が村井文兵衛を以て入門した際の目録番詞等の

写。小笠原氏は騎射を教えた。

旧宮名「小笠原平兵衛入門一件J。

小笠原平兵衛宛害状写

手写

1通 16.5cm

16.81-513 

前田貞醇旧歳。年代不詳。差出人は不明。平兵

衛宛暑中見舞状と，入門の世話人青山四郎左衛

門へのつけとどけ(菓子 1箱〉の添状の写。

日置流弓条々 16.81-514 

27丁目X20cm

「足踏定之事」より「弓馬上にて射様之事Jまで75

条よりなる日置流弓術口伝の解説書。

日置流弓之条々等

手写

巻子 1 24畑

16.81-515 

、「日置流弓之条々Jr同秘膏Jr日置流弓法度之

条々 Jよりなる。寛永12年(1635)吉田久馬助重

信より竹内見良宛。巻尾に「此判形之本巻元禄

七年五月ユ木村重右衛門方へ遺丸者也Jとあ

り。旧書名「日置流弓法度之条々等」。

弓道日置流許目録

河合重代著

巻子 1 23cm 

16.81ー516

寛文11年(1671)河合四良左衛門尉重代が有国金

右衛門に宛てた21カ条の秘伝目録。

日置流巻藁前書 16.81ー-517

巻子 1 17.5cm 

日置流弓術の巻藁弓射についての作法番。

邸20.'大蔵涜伝書

16T 25cm 

16.81-518 

弓術秘伝の解説書。大蔵流は日置流の分派，加

賀藩に仕えた吉田大蔵茂氏を祖とする。

8321 

8322 

8323 

8324 

8325 

8326 

8327 
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問

重之霊秘伝

手写

32T 15x20.5cm 

16.81ー519

吉田流弓術の由来〈日程流分派〉及び弓術秘伝の

解説。日i電流を継承し，前田利長に仕えた吉田

左近茂武・同大蔵茂氏が新たに工夫して吉田流

を称するようになったとする。

〔吉田流弓道相伝之次第記〕 16.81-520 

巻子 1 19cm 

日置流弓術来往の次第・濫筋を，当流の元祖と

する吉田上野入道道宝の業積を中心に記す。

旧書名「吉田流弓道由来」。

〔当家弓道私記〕 16.81-521 

81T 28x20.5ω 

外題「極秘伝吉田流三光之書」。弓道を志す者に

対する，弓の各部の名称，弦の名称等から始ま

る入門書。旧書名「吉田流三光之書」。

吉田流弓法目録

吉田源吾茂郷手写

巻子 1 19ω 

16.81ー522

安永5年(1776)

次号と同内容。ただし，目録条数45ケ条。

吉田流弓法目録 16.81ー523

吉田九兵衛暖茂等手写安永6年(1777)

巻子 117.5cm 

序・吉田流弓条々73ケ条と吉田流印可之条々10

ケ条。吉田暖茂・茂行・茂雅が発行した秘伝目

録。

吉田流弓法目録

吉田左門茂厚手写

巻子 1 18cm 

16.81-524 

文久元年(1861)

表題「弓書」。序・吉田流弓条々71ケ条よりなる

弓術伝授の条々目録。

弓目録註解 16.81ー'525

55丁 28x19.5cm 

表題「吉田印西派秘事聞書，弓目録註解」。内容

は「七ツのあしふミの事J以下50項目について註

解を記し，そのあと「吉田印西流番物之覚J，津

田左内の書状，日置流弓道が吉田氏に伝わった
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次第，小笠原疏の「三主主之怨之事J C延宝7年 I8334 [弓道初心者心得〕 16.81-532 

沌杢大夫北f)などを収録。印西派は吉田出雲ヰ'J' I 吉田茂貞若

霊綱の弟子吉田源八郎!fI氏に始まる。

8328 吉田流大意要法

吉田茂隆(左近右衛門)若

巻子2 17叩

①「射芸大意」 宝永7年(1710)

②「射芸要法」 宝永7年(1710)。

8329 吉田流目録諸i合留

前回利物編

自筆

2'1丁 目X20cm

16.81-526 

16.81-527 

内題「弓術秘ElIllJffiム吉田九兵衛 ・吉田郡司・

吉田丹右衛門等より伝わる弓術秘術80ケ条をま

とめたもの。前回利物は大聖寺藩主自~7 Í"~ . 天

明8年(1788)29才で没。

8330 吉田流手前之条初篇 16.81-528 

前田利物手写安永4年(1775)

11丁目x20.5cm

「次第之事」など25ケ糸を註解。巻末に「右ニ記

巻子 1 18cm 

射術の心得を述べる。末尾に「吉田郡司茂氏工

夫」とあり。

8335 吉田流件之巻間容 16.81-533 

巻子 1 17.5cm 袋入

「吉田流弓件之条々」として「澄濁之事」以下

の解説及び極窓を記す。

8336 吉田氏弓容叙〔等〕

巻子2・3枚 20.5cm・24x 36cm 

①弓術の心得惑

16.81-5:，4 

@列島田孝郷旧歳。吉田氏弓詑叙 CTi文8年，木

下順応)， n住受一人政(平岩仙楼).鳴51:.:ilt 
(同)の写

①八嶋八右衛門弓術密状写

④天明3年(1783).御皆中の醤(御矢数2本，

36間〕

⑤向上.御皆中の書(御矢数2本.50間5尺)。

旧宮名「吉田流弓書叙等ム

λ所手前之条之初筋ノ註也猶吏再筋之註ニ~(， I 8337 [矧寸法定等〕 16.81-535 

也j とあり。 I 手写

8331 吉田流弓手前之条々 16.81-529 

吉田源吾茂郷手写安永4年(1775)

巻子 1 19cm 

吉田流弓術伝授。糸々日銀25余。

8332吉田流弓手前之条廿 16.81-530 

手写

2通 23.5cm・17cm

嶋田孝郷旧歳。

①吉田流弓手前之条々の内「次第之事J註解。

②前号25ケ条の簡単な註解。

8333 吉田流印可之条々 16.81-531 

吉田源吾茂郷手写安永 6~.I三(1 777)

巻子 1 18cm 

事l'妙射術之事以下10項の目録。

ラ

5通 .1枚 17cm・3'L5X 25. 5cm 

吉田流の鵠l寸法定・射術工夫，五伝番目録など。

。惣長二尺七寸五歩甥l寸法定

。吉田郡司射術工夫之まき

。吉田流弓術の本意

o火矢射ノレ時敵キ、ンリタノレ時射様のlti

。古実的。大的之事等22ケ条の目録

。弓の事等13項の材質 ・技術の解説。

8338 吉田射法系譜

荒川早之丞若

手写

9T 8 x 18cm 

16.81一日6

島田孝郷旧蔵。宝暦3年(1753)原本成立。吉田

流元祖日111蝉正忠也秀以下の系譜。

8339 吉田家系図

手写

16.81-537 

巻子2・1枚 18cm・24叩・ 80x 56cm 袋入
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嶋田孝郷旧歳。

①吉田三家之系図。袋番「文政四巳年七月Jとあ

り

②日置弓之伝系図。文化4年(180η島田常保手

写

③日置弓之伝系図。 r右一巻柏木霊兵衛方より

書取也，元禄五年七月十日Jとあり。

8340 (吉田流歴代名判之書〕 16.81-538 

4 T 8 x 17cm 

表題「藻塩草J。吉田茂方以下25名の名判帳。

8341 吉田流弓法免状 16.81ー539

1通 41.5X56.5cm 包紙

安永6年(177η前回主水〈利物〉の弓法免状の自

筆控。利物は大聖寺藩主第7代。

8342 吉田流弓村之魯 16.81ー540

前田利物手写安永5年(1776)

8丁目X20佃

奥富「右一巻は弓之村為秘書先祖道法より代々

此道之器用を撰伝之旨吉田大蔵茂氏相伝之所也

其所村之道鍛錬深被相極侯故毛頭無秘事令伝受

所如件J。内題「吉田流弓村之傑々J。次号目録

の註解。

-
・
・
?
"
'
・

-
-

l

i

-

-

8343 吉田流弓村之目録 16.81-541 

吉田源吾茂郷手写安永5年(1776)

巻子 1 19cm 

「木竹を見立る次第之事J等28ケ条の目録秘伝

書。

8344 弓法相伝申免状之事

上杉清之〈普斎〉著

16.81-542 

巻子 1 18cm 

寛文4年(166心上杉普斎清之が竹内見良に宛て

た15カ条の相伝目録。武田太郎1併号末孫若狭守

武田三郎入道相伝の通りと断る。上杉普斎は武

田入道吸松斎の流れを組む。

8345 弓法免状

竹内正信箸

一問

問

内自休斎正信が竹内文一郎に宛てたもの。内容

は前号と同じ。自体斎は上彰普斎の弟子。竹内

自休斎は小笠原流とも〈特16.81一切9)，吉田流

とも〈特16.81-569)相伝関係があった。

8346 流鏑馬之次第

上杉普斎・竹内自休箸

手写

巻子 1 18..5ω 

内題「矢馳.茨第」とあり，流鏑馬に関する秘

伝強。寛文8年(1668)竹田文市郎宛に相伝した

ものo 武田小笠原両流とあり。

16.81一日4

8347 掠拝之容

竹内自休斎著

手写

3冊 22cm

寛文9年(1669)竹内自休斎より竹内又一郎に宛

たもの。弓術の極窓番。

16.81ー545

8348 軍陣弓矢要法注解

竹内自休斎著・

竹内玄関手写享保年間

41丁 26ω

竹内自休斎が「数年所見聞留番Jしたものを竹内

玄関が伝え，竹内右仲に伝授したもの。

16.81一号46

8349 軍陣弓矢要法目録

大井市正手写

巻子 1 22ω 

大井市正が竹内右仲に与えた秘伝書。内容は前

16.81-547 

号の目録100ケ条のみ。

8350 弓法問書 16・81-548

今枝直方編

元禄7年(1694)--宝永2年(1初5)

10冊 27cm

今枝氏旧蔵。内題は「伊勢家弓法聞書J。直方が

伊勢貞意・貞広から伝授された事柄を記す。

16.81ー543I 8351 弓法書 16.81-549 

今枝直方手写宝永2年(1拘5)
巻子1 171側

内題「弓法相伝申免状之事」。寛文10年(167'の竹

4冊 20cm

今枝氏旧蔵。伊勢家伝来之軍詞，公方家式，駿

-478-
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河守点順間笛，婚礼之記の 4巻よりなる。公方 I8357 弓道神道之大事 16.81-555 

家式は文明15年(1483)伊勢貞宗a 婚礼之記は克

正5年(1464)伊勢貞親の執筆。

|間的記

伊勢貞親編

今枝直方手写

19T 27cm 

16.81-550 

今枝氏旧歳。原本成立は5:!.iE6年(1<165)，I}Jm 

は「閥的鉢拝井逆羽之次第J。

13T 11.5xl7cm 

事¥1道之容 ・秘歌印西自秘歌 ・その他弓に関す

る党笹。

8358 殻射法委細 16.81-556 

10丁目x20cm 

i反射は弓を射るこ と。 弓術の道具・射法 ・心得

を記す。前回利物の手写か，印あり。

8359 射義指南秘歌 16.81-557 

8353 閣的問容 16.81-551 10丁目x20.5cm 

伊勢貞貌綴

今枝直方手写正徳元年(1711)

46T 27cm 

今俊民旧政。原本成立は克正 6年(1465)。内題

「閥的体持井逆羽之次第ム伊勢貞広の口訣を1~}

たこ とを註記する。

弓術の指南法を 112首の歌にまとめたもの。

8360 射形直方害

手写

37T 14x 19叩

16.81-558 

函目之部井てる商の1j}:， うつむくおもての事な

ど弓を射る形の説明。

8354 大和流弓容

手写

16.81-552 

8361 弦衣之事 16.81-559 

60丁 24cm

外題「大和流弓fE天地之巻」。正徳2・3年(171

2. 13)にかかる。大和流弓道一段天之巻 1-6

・二段天之巻 1-5・三段天之巻 1-6・四段

田辺助次郎手写

1通 18叩

弦衣の事，矢文の事よりなる相伝m。

天之巻 1-6 五段地之巻 1-8・六段地之巻| 幻62 摘要 16.81-560 

1-8 ・七段地之巻 1・2よりなる目録伝授 手写

。 5T 12x沼田

柱(版心〕には弓矢之弁とあり，弓矢の図解と郎

防 5 作箭之容 16.81-553 I 伝の極意を記す。

8356 

中西111組編

今枝直方手写享保5年(172の I 8363 箭代之容 16.81-561 

3冊 27.5x20cm

①中西霊峰編「小川流本式之次第矢捺之目録J.
宝永元年(1704)

@(j)に今枝直方が註を加えたもの

③今枝直方編「作矢之容」。

〔弓道〕諦ill

3丁 25国

16.81-554 

表題は「御読書」。 弓の種類をはじめ弓に関する

諸事項についての解説と伝授の状況を述べる。

11丁目x20cm 

矢代とは射芸の勝負などで射手を2組に分け上

矢と下矢に編成する こと。矢代の手順 ・方法等

を記す。

8364 弓初問書 16.81-562 

巻子 1 18cm 

弓初閲fl・弓初之日記(明暦4年).弓初役人の

項よ りなる相伝器。

8365 弓矢読取〔渡しの〕法

巻子 1 17.5叩

16.81-563 
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貴人，同輩等への弓矢の請け渡しの作法等を図 I8371 九足三半井鳴弦之番

示・解説したもの。 I 大井市正等著

享保18年(1733)

8366 忍要弓

安永5年(1776)

巻子 1 28.5佃

忍要弓は夜軍や馬上において用いる弓で，策5

尺3寸。定柴の弓よりは短く，足軽の稽古等に

適当な弓とする。その射法を記述し，弓の寸法

図を示す。

16.81-564 

〈鳴弦・墓目〉

8367 狐鳴弦之事

上杉清定箸

巻子 1 15佃

寛文6年(1666)上杉浦定が倉知加兵衛に与えた

鳴弦に関する秘伝書。病気平癒の呪法。

16.81-565 

8368 鳴弦之事

宮野正通著

自筆寛文7年(166の
巻子1・1通 17，叩・ 13.5佃

村木五兵衛宛の鳴弦の儀における呪文・作法の

秘伝書。

16.81-566 

8369 鳴弦隠之巻 16.81-567 

中川六郎左衛門短典手写安永7年(1778)

巻子3 18ω 

上中下3巻よりなり，原本は正徳2年(1712)成

立。鳴弦とは悪魔を払い，国家を鎮め，事心を

安んずるものとされ，上巻には四方詰鳴弦・東

方射膏，西方射膏，中巻には鎧着鳴弦・怨敵調

伏鳴弦等，下巻には生霊鳴弦・死霊鳴弦等を記

す。

8370 真鳴弦

竹内正房等著

自筆享保14年(1729)

巻子 1 17.5cm 

吉田茂氏・伴信網・竹内正信・竹内正房より竹

内右仲に宛てられた弓術秘伝書。

16.81-568 

A
b
i
 

l
-
-

:
1
s
l
 

1

・8

』

l

i

16.81-569 

巻子 1 18佃

題祭「鳴絃寄J。九足三半之大事と極秘鳴弦之大

事を記す。吉田大蔵・伴六郎四郎・竹内自休・

竹内玄関・大井市正より竹内右併宛の秘伝番。

8372 直鳴弦 16.81-570 

巻子 1 18.5cm 

弓による呪法を記し，道具立を図解する。

8373 魔性之絃喝之大事

手写

巻子1 18.5cm 

魔性之絃鳴之大事・狸々礼銀之大事・狐子大事

・八幡太郎義家絃鳴大事よりなる弓矢による悪

霊ばらいの儀式伝書。

16.81-571 

回74 鳴弦年竹之大事 16.81-572 

巻子3・ 1枚 18佃・ 36.5x42.5伺袋入

。年竹之伝。調伏儀法相伝書，中川六郎左衛門

等

。霊気ヲ幣ユ移ス事

。鳴弦檀飾図，屋越義目檀飾図

。祭檀図。

8375 鳴弦之問書 16.81ー573

巻子1 18佃

狐之鳴弦之事・産処之鳴弦之事等よりなる弓に

よる妖魔降伏の相伝番。

8376 鳴弦之次第 16.81ー574

巻子 1 16.5cm 

鳴弦之次第十二条の伝授番。小池甚丞貞成他4

名連署。

8377 鳴弦之次第

手写

巻子 1 16ω 

内容は前号に同じ。前号署名者のうち竹内見良

16.81-575 

はなし。
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8378 鳴弦矢之図 16.81ー576I 一種の呪術の仕方を記述。

竹内正信〈自休斎)等箸

自筆寛文8年(1668) 8386 誕生蕃目之作 16.81一切4
巻子 1 15.5cm 奥村内膳箸

竹内文一郎宛。矢之図と矢合作法の秘伝番。末 手写

尾に小笠原流の相伝関係を記す。 12丁 23佃

渡辺腐旧歳。文政3年(1820)奥村内膳が袈自作

8379 鳴絃号国相伝檀次第 法を尋ねたものの写し。内膳は奥村惇叙。

水野重次〈意、休斎〉等箸

手写 8387 誕生基目之次第 16.81-585 
31T 18.5x 11.5佃 竹内見良等箸

悪霊払い等の鳴絃の儀式相伝書。 手写

巻子 1 17cm 

8380 塞目 外題「小笠原誕生裏目巻」。

巻子 1 15cm 

基自〈ひきめ〉とは，朴，桐などで‘作った大形の 8388 当流基目鳴弦年竹目録 16.81-586 
鏑(矢〉。音を発するので妖魔降伏するとして弓 巻子 1 9佃包紙

弦を鳴し裏目を射る。袈目儀式の秘伝書。 包紙「当流極秘伝之巻」。四方詰鳴弦之事など19

項の秘伝目録。

8381 墓目之巻 16.81-579 

巻子1 18.5佃 8389 纂目図 16.81-587 
裏目之犬事。前号の前半と同内容。 竹内正信等箸

巻子 1 15cm 

8382 基目御作法に付伺 16.81-580 宿直・生誕用基目矢を図解。寛文8年(16鎚)成

鶴見与一箸 立

自筆

1通 16.5cm 8390 基目之図 16.81-588 
巳7月27日付。鶴見与ーが三上将曹に対し，基 竹内正信等箸

自の作法を伝えるために，その手続について伺 巻子 1 17cm 

ったもの。朱筆で裁可の内容が記されている。 基目寸法図のみ。覚文8年(1668)成立。

旧書名「基目御作法等」。

8391 塞目之図 16.81-589 
関83 神道塞目之総術 16.81-581 竹内見良等著

竹内見良等箸 巻子 1・仮績 1(3枚) 17.5佃・15.5X13.5cm 
巻子 1 18佃 纂自の図。前号に同じ。その他

小笠原家流の基目の射様の秘伝書。 。甲弓山鬼明王札2枚

。天照大神宮札のロ伝書。元禄の聞書とあり。
8384 神道事目之大事 16.81-582 

巻子 1 15佃 8392 塞自之図 16.81-590 
纂自作法について記獄。後欠。 巻子 1 18cm 

8385 神道墓目周行七歩之巻
産所纂目，宿直義目，笠掛基目等。鏑及び矢7

種の寸法・名称を記す。
巻子 1 18.5cm 

出生などの際に基自の矢を射ち悪魔調伏を行う
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8393 基目図

手写

巻子1 彩色 19cm 

前号に同1.:0

16.81ー591

8394 明顕逆射之事 16.81・-592

文化6年(1809)

仮綴 1(2丁) 24佃

奥書に「右逆射の鉢拝は寛政四年八月八日尚究

公御勤被遊侠也」とあり，尚寛は奥村尚究。最

初に「駄拝惣して産屋乃引自にかはる事なし，

只しさる足っかひ替るまでなり」とあり，基自

の作法番。

8395 三国無ニ極伝之弓法巻 16.81-593 

巻子1 18佃

元禄3年(1690)竹内自休斎正信が竹内自伯老に

宛てた秘伝書。本来之次第以下を解説。

8396 三国無ニ極伝弓法之巻 16.81-594 

巻子 1 19佃

弓による呪法の秘伝盤。前号と同内容。

!
:
7
1
 

8397 産所箆之巻 16.81ー595

遠藤幸宜〈七五三〉等箸

手写

巻子 1 18佃

箆は矢柄のこと。子供の出生の際，成-長を祈っ

て行う儀式の内容を記す。末尾に小笠原長時か

ら伝授された秘伝と記す。

〈刀・槍術〉

8398 剣術諸流評論 16.81ー596

八嶋重隆若

手写

10丁 24cm

小原応議所蔵の写。原本享保4年(1719)成立。

末尾に朱書で「子時明治十九年八月吉田兄制剛

喜多岡勝巳氏ヨリ伝来シテ写之，小原応義丈山

番⑨行年十歳五ヶ月Jとあり。

8399 ~J術諸流評論

八嶋重隆〈半蔵〉著

16.81ー597

-
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手写明治初年

7T 2.必m

八嶋重隆より熊谷忠右衛門宛。享保4年(1719)

6月付。天保7年(183の好静庵手写の写。前号

と同内容。

8400 剣術本職三問答 16.81ー598

木村久甫箸

手写

32丁 23佃

内題には「本識三問答叙術本識」とあり。末尾に，

宝暦2年(1752)，r運緯流隣突門人加州金城下

一小子源、久甫箸」とある。著者については付紙

があり， r横山隆平元家来木村嘉平次ノ著欽」と

している。慶応3年(186の源正公手写の写。

8401 剣術不識篇 16.81ー599

木村久甫箸

連孝手写

28丁 24cm

原本は明和元年(1764)成立。その後悶2年8年

など数回写されたもの。久甫の師期金太夫隣突

が剣術諸流の得失を論じた時，問書したもの。

8402 剣術不識篇

木村久甫著

14了 25佃・

島田孝郷旧蔵。前号に同じ。

16.81-600 

8403 平法覚書 16.81→01 

有沢貞渉著

自筆天明4年(1784)

7丁 12x17，ω 

隠剣・浮舟・命車・遊雲・蛸帰り・手之外・横

太万・夜之太万・西陰・十人一徳・指合などの

太万の技法を記す。有沢貞渉は貞庸の初語。

8404 笠間儀左衛門家剣術之由緒 16.81-602 

笠問先兵衛審

手写嘉永3年(1850)

7丁 17x12cm 

渡辺府旧蔵。新影流の剣術家で，相注の門弟で

あった加賀藩土笠間清兵衛の略伝。享和3年(I

803)清兵衛の子九兵衛が又兵衛宛に番上げたも
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のの写。嘉永3年(1850)笠間儀左衛門2男飯尾

吉太夫より借用写置とあり，儀左衛門は九兵衛

の子。

8405 心明剣印可

深町邦正〈十蔵〉等箸

自筆文久2年(1862)

巻子 1 17.5cm 

心明剣の真印伝授番。

16.81ー603

山~
寸・

8412 芸術二葉始

古萱軒緑水著

13丁 M佃

剣術の初心者の心得を説く。

8413 (剣道口伝之寄〕

1通 12，佃

16.81-610 

16.81-&11 

ムカハキノ口伝， トγホウカへりノ口伝，旅宿

の心得等を記す。

8406 心陰事理自問自答抄

8 T 14x20佃

16.81→04 I 8414 裏手下り 16.81-612 

心陰流の剣の心得について記すo

8407 心陰流手数目録 16.81-605 

1通 18cm

目録は丸橋之次第，表之次第，中段之次第，小

太万之次第，極意、目録之次第，高上極意に分か

れる。

8408 中条流之系図 16.81-606 

1枚 140X39cm

端裏書「山崎剣術流義ノ系図」。中条流兵法の開

祖奥山慈音から富田流・山崎流と称される剣術

流派の流れを示す系図o 略伝を付す。

8409 関剣術伝書四種 16.81-607 

前田家編輯方手写明治年間

67丁 23血

10丁 12.5x18cm 

帆樹船，越糊白，立検太万，舞太万など打太万

の技術について説明

8415 祈祷太刀受用法等 16.81-613 

仮綴 1(4丁〉・ 3枚 12x 35.5cm 

。呪詔・呪文・儀式書(4丁〉

。護身法呪文(21x忽佃〉

。其祈鵡太万受用法(16ω〉

。祈議太万斎事(15.5cm)。

8416 (脇剥扱い様心得〕 16.81-614 

1通 26佃

平生脇京'1帯之様心得，髪月代杯仕時分脇刺置ヤ

ウ心得事，柄袋掛ル心得之事，馬上ユテ脇刺抜

様事，大小寸尺之事からなる。

旧書名「平生脇刺帯之様心得等Jo

感意文章歌，武術論，水鏡，機流早拾免状中段 I8417 (槍術〕得道和歌 16.81-615 

等術書の 4種。 I 原田種成著

8410 (剣師関新三郎巻軸之讃〕 16.81一司608

河合方助箸

1通 24佃

関新三郎手番の巻軸を得た時の讃。関流は中条

流の流れを組む加賀藩士関普左衛門重竪を祖と

する剣法。

8411 事理心抄

手写

5T 14X20.5cm 

剣術の理を関われて答えたものo

16.81一→609

8418 
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巻子 1 18佃

寛政元年(1789)原田文右衛門種成が有沢数馬

〈貞府か〉に宛てたもの。 21首あり。

旧寄名「弓法得道和歌」。

〔槍術〕内田氏工夫之巻

巻子 1 19cm 

:'1i 
16.鵠:-616

題祭は「内田氏工夫之巻」。内田氏は内田清右衛

門のこと。寛政11年(1799)橋本助六国久が利考

公に宛てた秘伝書。利考は大聖寺務8代藩主。

旧番名は「弓道内田氏工夫之巻」。
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8419 正智流白鑓

深町邦正〈十歳〉等著

自筆文久元年(1861)

巻子1 17叩

正智流槍術の秘伝目録。

ρ崎

寸・

16.81-617 

8420 鎗術規短 16.81-618 

田中正信箸

44T 23.5ω 

前田貞醇旧蔵。大嶋流の槍術のあっかい方，規

則を解説。大嶋流槍術は大嶋雲平吉網より始ま

り.嶋沢家に伝わり，長高連・連起・連愛も承

けた。田中正信は嶋沢清兵衛政徳から伝授され

たとある。

〈馬術〉

8421 手綱目録 16.81→19 

守能直政著

手写

1通 18佃

大坪流馬術手綱扱い方伝授目録。承応4年(165

め宇野弥三兵衛宛。

8422 徒鞍御伝雑志 16.81→20 

小野越無等著

今枝直温手写

20T 23佃

今枝氏旧蔵。明暦元年，万治4年(1655，1661) 

に小野越無長真，成田平左衛門尉光網，岩根六

左衛門尉が書いたもの。七段駿馬三疋之曾，七

~唆馬四疋番.先心九ケ条.脇心九ケ条.跡心
九ケ条.悪馬寸}疋之書を収録。

8423 貴人高人之前ニテ馬乗様之次第問書 16.81→21 

有沢貞渉著

自筆天明 4年(1784)

3T 25ω 

内題「主人之前ニテ馬場乗」とあり。有沢貞渉

は貞庸の初詩。

8424 十九ケ条 16.81-622 

有沢貞渉〈貞郎〉著

I~U在天明 4年078の

問

19丁目x17.5伺

巻末に「右十九ケ条は天明四甲辰春之頃より田

中博早先生ニ関，同歓迄ニ関終者也」とあり。

馬術口伝の解説。

旧書名「兵法十九ケ条」。

8425 (馬術初段免許状J 16.81ー-623

田中博早〈源五左衛門〉箸

自筆寛政3年(1791)

巻子1 18cm 

外題には「十九ケ条」とあり， r当流初段第一」

として19カ条をあげる。有沢数馬宛〈貞府か〉

馬術伝授目録。前号の目録のみ。

斜26 十九ケ条目録 16.81→24 

巻子 1 18但

馬術の秘伝目録。前号と同内容。

8427 大坪庵主極秘百問答 16.81→25 

今枝直温手写

73T 28.5x20佃

今枝氏旧蔵。大坪流馬術の極秘を問答体で記し

たもの。今枝直方の奥書では直温が伊勢貞広か

ら借りて写したとある。

8428 大坪御害雑志 16.81→26 

今枝直温手写

47T 24回

今枝氏旧蔵。大坪流馬術について，大坪流手綱

歌巻，大坪流馬抄強弱之巻，馬番七十箇条を蹴

せる。

8429 大坪流馬之書 16.81→2:l 

20T 24.5cm 

今枝氏旧蔵。手綱の取り様について略述する。

8430 大坪流馬乗形 16.81→28 

17丁目.5X20佃

「大坪流馬乗形斎藤好玄家伝之容」とあり o 街之

伝，轡之伝，鞍之伝.銭之伝.鞭之伝.純之伝，

礼儀之次第を記す。

8431 大坪・斎藤両家荒木家へ之伝記

手写

16.81-629 
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1帖 16cm I 8438 馬医書 16. 81---u36 

渡辺永一旧歳。大坪流馬術(往古馬術十二流の i 桑嶋綱直編

一つ〉が斎藤家を経て，荒木家に相伝されたこ

とを述べる。

8432 曲馬乗形 16.81---{j30 

l枚 16x2.'l.5四

中川典克旧歳。乗馬方法の名を 9つ記す。

8433 馬之歌百首 16. 81---{j31 

巻子 1 15.5cm 

巻頭に「私詠馬の歌百首」とあり a 馬の稽古方法

を歌に詠んだもの。 61~89需までの29首欠包

手写

97了 26.5cm

今枝氏!日蔵。奥密に天文お年(l55'()6月桑嶋新

右衛門尉仲綱直が中野常陸介に宛てて「安爽の

秘薬を集如此あミ進候事」と記しており ，安叡

mを抜悲したものであることがわかる。末尾に

文禄 5年(1596)6月密写と記しているが，それ

をさらに手写したもの。手写は今枝直方か。

(火術〕

8439 [塩瀬甚太夫秘伝書〕 16.81-637 

8434 [乗馬心得等] 16.81-632 I 極瀬甚太夫箸

巻子2 16cm 

①節々の場合の乗馬心f与を記す。②自3~90番の

歌を記載。

8435 夢想要馬 16.81-633 

3冊 24cm

馬術君。①は表題を夢想。要馬とするがa 内題は

鞍固夢想要馬とし ②はL、ずれも夢想、要馬③

はL、ずれも要馬とする。②，③の項目立てはほ

ぼ同じであるが，記i依内容に違いがある。

旧密名「馬術flム

8436 馬容大坪流八条流吟味之抜書

斉藤安芸守等著

今枝直湿手写

38丁 28.5x20.5crn

16.81-63'( 

今枝氏旧旗。奥惑に斎藤安芸守a 栗生市郎左衛

門尉，栗生甚兵衛尉，灰屋次郎右衛門尉，上回

吉之丞a 結口弥次右衛門尉，竹田善兵衛尉の述

名で，大坪流7千八条流の内吟味故容を伝授する

旨の記載あり。

8437 馬番 16.81-635 

手写

2冊 27.5X20.5crn

今枝氏旧政。馬医容。 r第一馬の見ゃうのl~J

以下243項目にわたって記載。安開銀に基づく

ものか。手写は今枝直方か。

自筆万治 2年......tl文 2 年(l659~61)

101m 16x22.5cm 

竹内見良宛の鉄砲・火筒の秘伝害。①水月巻

(内題水月悟道之巻) ②水月悟道巻@，;ll行煙

火巻③本末巻⑤覧性巻⑤~③出生巻ー~

四⑮限!¥¥¥巻。①は覚文元年(1661) ②はtl文

2年③~⑩は万治2年(1659)成立。

旧書名「塩瀬甚太夫覚魯ム

8440 [安晃流砲術J 16.8i-6二S

前国家編鴨方手写 明治年間

仮綴 1(2丁) 24.5c皿

「諸芸雑誌十二之抄」の内。安見隠岐元勝，民小

兵衛長知の略伝，および寛文7年(1667)描林

小助が昆小兵衛から安見流砲術を免許されたこ

とを記す。

8441 [数火矢之巻]

竹内正信著

自筆延宝5年(1677)

巻子 1 17印

16.81-639 

延宝 5年(1677)竹内自休斎正信より竹内又一郎

宛に出された相伝在。数火矢之序・節務・百目

街箱寸方之事 ・火数之事・矢倉薬込之4]1:を記

す。末尾に継ぎ立てて享保14年(1729)竹内自体

斎・同玄関から竹内大仲宛となっている。

8442 鳥銃家秘録

手写

16.81 似O
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34'丁 24cm

附題「御鷹野御供心得之事記」。狩猟を家業・家

芸とする者への相伝書。明和2年(1765)の記あ

り。

8443 神器渉筆 16.81ー641

吉岡安致〈皆右衛門・西台〉箸

自筆文政3年(1820)

17丁 24佃

神器は明代の神器譜にならい，鉄砲のこと。目

録は神器起源.神蒋名儀.神器流伝，神器小説.

神器実制，大轍伝来。吉岡安致は加賀藩士。

8444 火術相伝之次第写 16.81ー642

小川群吾郎・小川権之助著

手写

1通 16cm

小川群吾郎，小JII権之助の出した火術相伝密の

写。頬附.抱討.車台の筒等を相伝したことを

記す。

8445 自得流砲術伝来系図 16.81-643 

早川正名編

手写明治初年

lT 24佃

早川正名の番上げ。和州(大和〉郡山大野字右衛

門武短，江州鉄砲鍛冶国友藤兵衛能当，玉井故

勘解曲家来早川理兵衛正身の名を記す。

8446 鉄抱小目当十五ケ条口訳 16.81ー644

11丁 目 佃

鉄砲の構え方・心得15カ条について記す。

8447 (矢井鉄抱之事J 16.81-645 

仮綴1(3丁) 16.5x43.5佃

矢井早矯之事，握草之事，早鯨之事，篠張之

事，猿頭之事，鉄抱敵合打初之事等よりなる白

旧書名「矢井早矯之事等」。

8448 吉田流極々秘伝肝要箭揃集 16.81-646 

7丁 25cm

十三段之火箭之図，箭文五段之図，殺生秘伝之

矢図。旧書名「吉田流所要筋揃集J。

問

8449 高島四郎大夫先生肖像 16.81-647 

1枚 26x-21.5佃

高島流砲術創始者，高島秋帆の写真を印刷した

もの。

8450 火矢打申覚 16.81-648 

1枚 34x101cm 

中川典克旧蔵。大橋彦兵衛の火矢16'放の試射結

果の記録。

〈水学〉

~J 
8451 一品流軍船水学集 16.総 ー649

村上武鹿箸

手写

32T 27cm 

内容は天力2年(1553)村上流水学〈軍船戦法，

船行列，湊入等〉について家伝水学集に村上武

鹿が私考を加え，上覧に備えるため，鵜飼新右

衛門，磯兼左近太輔に提出したもの。

8452 矢野海賊書 16.81-650 

今枝直方手写

29T 20佃

下巻舟乗前の巻。航海法について記し，末尾に

西国大名舟印芥知行商居誠之事も収録。

8453 御関紛之図 16.81-651 

絵図 4枚 27.5x41ω--66X92cm

寛永13年(1636).徳川家光が建造させた安宅丸

・天地丸・鳳風丸・八幡丸の軍艦図。飽数・惣

長等の記載あり。

旧書名「安宅丸御船之図」。

〈平法〉

8454 平法玉心流組打伝 16.81→52 

手写

4丁 24cm

表紙に「元祖平左衛門武者修行とは」とあり，上

泉伊勢守秀網・孝網・令供三代の武功記及び長

尾景治の祖平左衛門秘薬の記よりなるo
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武

8455 極秘伝忍宰 16.81-653 

手写安永 5年(1776)

10丁目x21cm 包紙

忍ひてへいを越事，灯J:J~持セ様之，p: ， 我屋!ntえ

大勢夜盗来Jレ時の事，忍ひ人内に入たるをやさ

かしする事など忍びの術に関する秘伝書。包紙

には「中将流平法手術之次第」とある。

武 具

(弓矢)

8456 三国弓寸法 16.81-654 

小笠原長持 ・小笠原貞鐙箸

手写

巻子1 20cm 

享保17年(1732)伊藤幸氏a 伊藤幸允，森万平が

発した秘伝密。天竺〔倶舎論秒、)，唐(五経正

義)，日本 (神代以降)の弓の寸法について記

す。

学

手写

:1J;子1 彩色 18叩

諸種の矢に関する図解。応永24(1417)小笠原持

長等の署名及び究正5年(]464)上原定宣等の署

名あり ，秘伝位。

8461 鍛模集 16.81-659 

水島ト也等著

巻子 1 28cm 

矢尻の形を 103図集めたもの図水島 ト也， 伊藤

甚右衛門a 同隼太，森万平，鶴見伝助が後学の

ため伝授する。

8462 小笠原流矢本弁羽形之書

日置窓得斎等箸

手写

2冊 15X20.5cm・25四

16.81-660 

小笠流矢本}千羽形之容と小笠原流羽形之m図解

の2冊。前者は日置入道意得斎等の秘伝色。後

者は著者不詳，矢羽の図柄を記す。

8457 ー張弓之図 16.81→55 I 8463 矢代口伝 16.81-661 

小笠原長時等若

手写

巻子 1 18cm 

小笠原一張弓の図。 小笠原長時，同点Nl，小池

貞成が発した弓， 弦，矢の秘伝図。

松田長次(勘左衛門〉等箸

自主E正保3年(1646)

巻子 1 17.5cm 

田丸掃部宛。「矢代口伝有之」とあ り，矢代図解

の秘伝怒。

8458 ー張弓舎

手写

16.81-656 I 8464 叙之巻 16.81-662 

巻子 1 18cm 

小笠原一張弓の図。内容は前号と同一である

が，註釈が加えてある。

8459 小笠原流八張弓之図

田辺勘次郎著

自筆安永6年(1777)

巻子1 18阻

16.81-657 

小笠原流八張弓之図式についての秘伝往。一番

の大平弓以下， 蛇形弓 ・四品ffi形弓 ・相位弓・四

足弓 ・陰陽弓 ・総裁弓・ 1止平弓の8径を図解。

8460 万箭之次第 16.81-658 

小笠原持長等，g

小笠原持長等若

手写

巻子 1 20四

末尾に応永24年(1417)小笠原持長，同持前，多

賀高長，同高忠.T!..正5年(1464)水嶋之成，伊

藤孝氏，同隼太の名を記す。紋之巻として，紋

の図と鍵箭刑l様之次第を記す。

8465 当家叙箭之次第

小笠原長時等若

巻子 1 19叩

16.81-663 

外題「叙矢次第」。的矢 ・中刺等の図解及び各周

途の秘伝官。
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問

本朝之五段之智之秘図

前田主水箸

手写安永6年(1π7)

巻子 1 18cm 

毎之図，笈筋毎之図，田村毎，貌箭毎，射玉替

の5種よりなる替の図解。前田主水は大聖寺藩

主7代前田利物のこと。

16.81-670 8472 

戸時
寸・

当家箭叙之次第

正保3年(1斜6)

巻子 1 17，叩

松田勘左衛門尉長次が田丸掃部宛に出した秘伝

書。内容は前号に同1:.0

旧書名「小笠原流靭箭之次第」。

16.81-664 8466 

~ 

16.81-671 一張弓之秘伝

吉田一水軒著

自筆

絵図 1枚 28x343cm

吉田一水軒より宮沢七郎兵衛宛。吉田流のー張

弓の秘伝図。

8473 

16.81-672 吉田一流村短名秘書

巻子 1 18cm 

享保13年(1728)4月15日付。吉田大蔵茂氏・伴

六郎四郎信網・竹内自休斎正信・竹内玄関斎が

出した弓ー張の短名の定の秘伝書。

8474 

飯之巻

小笠原持長等著

手写

巻子1 19.5cm 

簸，平胡綴，靭の図と使用法を記す。応永24年

(141η小笠原持長・持清・多賀高長・高忠，寛

正5年(146の上原定宜，i.刈鳥之成，延宝2年(1

674)伊藤幸民，幸充，享保17(1732)森義偏，早

川貞停の名を記す。享保17:年に発行された秘伝

書の写。

16.81-665 8467 

吉田流五行弓矢 16.81-673 

吉田源吾茂郷手写安永4年(1775)

巻子 1 彩色 19佃

水金土火木の 5種の弓と 5本の矢の図。

8475 

8468鰻之図

小笠原長持等著

手写

巻子 1 19cm 

餓は矢を入れて背負う具。当家簸之図，当家革

綴の図を記す。末尾に享保17:年(1732)森義偏，

早川貞停の名があり，秘伝書の写。

16.81-666 

16.81ー-674根之巻

6丁 25ω

弓の根部の図解，寸法等解説番。旧番名「吉田

流弓法根之巻J。

8476 16.81-667 〔矢取台之図〕

小笠原長時・小笠原貞鹿著

手写

巻子 1 18ω 

「当家矢取台之図Jとあり，矢取台の秘伝書。矢

取台の寸法等を記す。

8469 

娘漉巻手覚

3 T 25cm 
弓の根部図解。第百十一巻内とあり，前号と別

図。

旧書名「吉田流弓法根之巻手覚」。

16.81-675 8477 

16.81-676 吉田流極秘事諜品々小図

絵図4枚 24.5x33佃

。「吉田流摘草寸法J。弓粥草寸法型紙

。「吉田流極秘繰之巻箭摺当草小図J。付革・箭

摺当草型紙

。「弦打当草之小図・早政之小図J

or矢綿進タル図J。

8478 

掌鹿之次第

楠田重勝〈儀兵衛尉〉箸

巻子1 19佃

草鹿は歩射の的のことで鹿が草の中に伏した状

態に擬し.て作ったもの。寛文12年(1672)楠田重

勝が嶋武右衛門に宛てた小笠原流の秘伝書。

16.81-668 8470 

日置流羽本

巻子 1 19cm 

矢羽根の種類と模様を記す。鹿安4年(1651)成

立。

16.81ー吋6698471 

.~ 

・a・
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武

旧m名「吉田疏~~品々之図J。

8479 尻鏑矢繋之巻

前回主水著

手写

巻子 1 18cm 

安永6年(1777)原本成立。藤之花からみ.青海

からみ，あつしからみ，輪ちかし、からみ，叶か

らみについて記す。 主水は大聖寺務主7代前回

利物のこと。

16.81-677 

8480 大弓図

竹内玄閑箸

自祭事保1~ニ(1729)

巻子 1 1日佃

竹内玄関より竹内右仲に宛てられた秘伝密。大

弓の各部の名称，宿星，務仏を記す。

16.81-678 

じ

叩

同

問

問

に

号

1

前

写

子

は

図

手

巻

容

弓

内

大no 
M
加 16.81-679 

8482 廿壱張弓問主主

竹内右仲著

手写

12下 27，団

末尾に「竹内右仲間容」とあり .21張の弓の用

法，材質，寸法などにつき図解。表題「廿壱張

弓蔵怠」。

16.81-680 

8483 矢細工之事

竹内自休(ー庵〕若

自筆

巻子 1 17.5cm 

竹内文一郎宛。各種の矢羽に関する秘伝容。

16.81-681 

8484 射御愈耳IJ集

巻子2 19佃

両方とも同内容。靭，鏑矢.f!iCえぴら〉などに

16.81-682 

ついて記す。

倒的 弓馬初心集

21丁 22cm

1 6.81-68~ 

iaI...-

学

弓，矢，うつほ，的.~長 . i霊，馬等の図と各部

の名称を記す。

8486 五行弓矢之口訣 16.81-684 

4T 15x20.5cm 

五行説で弓矢を説明し，水鉢黒色北円形，金鉢

白色西半月.土拡賞色中四角，火鉢赤色南三角.

木鉢青色束図形について解説。前回利物の手写

か。

8487 (弓矢の寄〕 16.81-685 

巻子 1 18叩

弓と矢について仏教・除賜説で説明する。旧m
名「弓之由来J。

8488 弓矢惣名

巻子1 18四

弓と矢の各部名称図。

16.81-686 

8489 努之寸法之図

手写安永6年(1777)

l枚 41x 122叩袋入

袋上哲「当流秘伝奇寸法之図」。

16.81一寸687

8490 楊弓あらまし問書

手写

10丁 25団

楊弓の歴史，寸法，作法を記L. r楊弓名所付

道具之寸法之事」として.諸道具の名称.寸法

16.81-688 

を図解する。

8491 霊藤弓 16.81-689 

巻子1 彩色 19四

重藤弓の秘伝活。矢抱，末.鏑.本.吹寄.村.

追，中.硲の各重勝の寸法 ・体裁を図解する。

8492 (塗弓之事〕 16.81-690 

巻子l 彩色 17cm 

弓にほどこす彩色部分の説明と糸捺の説明。

8493 (弓之図〕

巻子 1 18cm 

8種類の弓の図。

16.81-691 
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学

8494 矢捺番註志 16.81-692 

今枝直方審

自筆享保5年(1720)

16丁 21佃

今枝氏旧蔵。「矢荷様之条々」を註解。

8495 羽揃之巻図解 16.81-693 

手写

43丁目x20.5cm

鷲など生鳥の羽模様による名称を記す。前田利

物の手写か。

為

8496 当家号本 16.81-694 

手写

15T 25ω 

的矢，誕生之纂目，犬射纂目等26例の矢図と解

説。

8497 餓矢略記 16.81ー695

手写文化13年(1816)

1枚 33X46佃

綴に入れる矢〈鉢矢，‘中刺，征矢，上刺等〉につ

いて解説する。

8498 当家紋箭之次第 16.81ー696

巻子1 18ω 

特16.81ー-663と同内容。旧書名「靭矢之次第」。

8499 叙矢英外矢本之次第 16.81→97 

手写

巻子1 18佃

蕊唱は「当家紋矢其外矢本之次第ム矢の種類を

図示。

4 8500 摂之図

手写

巻子1 18佃

鍛の説明と図。

16.81-698 

8501 的之次第 16.81-699 

巻子1 18ω 

射場立入の節の作法など57条よりなる弓術作法

書。

i
l
i
l
i
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問

8502 的之類〔抜書) 16.81-700 

手写

12丁 25cm

表題「的之ルイヌカ書J。各種の的の図に解説を

付す。「ヌカ番」は抜書の意味か。

8503 (的番) 16.81ー701

手写

仮綴1(4丁) 20.5佃

「丸物可射次第」など標的について丸物，草

鹿，四季挟物，立物別に記す。

旧書名「丸物可射次第」。

8504 奉射之的之図 16.81ー702

竹内見良等著

巻子1 18佃

丸物，草鹿.笠掛，八的.小串等の矢的十種図。

8505 丸物可射次第 16.81ー，703

橋田重勝箸

寛文12年(1672)

巻子 1 19cm 

丸物とは円形の標的のことで五種の丸物的とそ

の寸尺・射方について解説。

8506 (丸物井草鹿之図) 16.81ー，704

巻子1 18.5cm 

題愈「武田草鹿」。的の図六種・鞭の図四種。寸

尺と説明を附す。

8507 草鹿発射様之事 16.81ー705

手写

巻子1 19佃

草鹿発射様之事，笠掛的之事，日之八的之事，
J 

曲節之八的之事を記す秘伝番。

~58.08 四季挟物之事 16.81ー初6

巻子 1 19佃

弓稽古において矢の的に挟み，あるいは立てる

ものを描く。四季挟物として木の葉，花，立物

としてくつ，あしなか，小万，こうがい，扇，

あわびについて解説する。
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8509 胴締射持之次第

遠藤七五三等若

16.81ー 707

手写

巻子1 18cm 

腕締(矢の的)製作秘伝盤。

的10 射場之図

手写

絵図 I枚 38x95四

射坊の見取図。

16.81-708 

8511 綴之図

田辺助次郎著

絵図 1枚 99x36.5四

簸の立体寸法図。 I右簸図あらましかくのこと

し，矢からみやう井おひゃう口伝極秘事之由承

16.81ー 709

伝在之候者也」とある。

8512 1Jll寸法之図

絵図2枚 91.5X32cm 

右ノ:方とウシロの笑物大図。

16.81ー 710

8513 胡銭之図

手写

絵図 1枚 19x50凹

胡銭はゃなくt、(胡簸Jのこと。型と寸法を記

16.81ー 711
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16.81-712 

8515 叙附緒留之図

前田主水若

自筆

巻子 1 18阻

うつぼ(紋 ・空穂 ・羽登)は矢を入れて背腰に背

負う用具。紋之巻之内，一対之紋，十部飾之時

の三形式などの附絡の留方を図解する。

16.81ー 713

学

①叙弓台寸法之図 ②入泡 ・直むの図 ③道被

紋之王室(実寸図)0 I三印」とあり。

8517 壱張掛之叙台之寸法之図

手写

絵図l枚 38x 130cm 

16.81-715 

8518 藍尻箔寸尺之図 16.81ー 716

1通 31cm

尻ililは胡絞のことで，?ilI尻簡は認を使用したも

の。寸法図。安永5年(1776)の成立。

8519 ~尻鱒弓台寸法之図

手写

巻子 2 31cm 

包紙に「ーノ字印琵尻箔寸法弓台共二此方歪テ

古之形ナリ」とあり。~尻簡と弓台の寸法図。

16.81-717 

旧書名「憂尻館寸法之図」。

8520 割尻箆弓台寸法之図

巻子1 30.5coo 包紙

「四印」とあり。

16.81ー 718

8521 割尻徳弓台附寸法之図 16.81ー 719

巻子1 30.5cm 包紙

包紙「二ノ字印割尻節寸方弓台共ニ此尻徳当家

ニ専用也」とあり。内題には「四印」あり。

8522 却l尻縞寸法之図 16.81ー 720

絵図 l枚 31x 128coo 

尻部一対の図。 I二ノ字印」とあ り。
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16.81ー 721

8524 矢続建之巻 16.81-722 

巻子 1 19叩

類lIil;150@よりの記載。巻き方について述べる。

8516 叙弓台寸法之図

手写

8525尻筒形等 16.81ー 723

16.31ー 714I 絵図20枚 21.5X 6cm-24.5x34.5cm 包紙

尻館の図3枚，尻館形の図16枚，その他1枚。

絵図3枚 31x 116clI¥-40 x 23cm 

'. 
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刃銀御宿徳入之内御目録

1通 15.5佃

万剣に関する目録をかかげたもの。古万おし

形，小鍛冶長万おし形，霜刃漫録，一見刃銀

録，鈴木権八紙面，本阿弥喜三次紙面，児龍伝

書切紙・万之椿等，本阿弥光徳伝書など。

16.81-731 

尚

8533 

.山字

16.81ー724尻健司台寸法

巻子1 30回

「ニノ字印Jとあり。

8526 

箭筒弓台寸法之図 16.81ー725

絵図2枚 30x113佃・ 30x115cm 包紙

①箭筒寸法之図。弓台附②箭筒弓台寸法の

図。いずれも「六印」とあれ

8527 

16.81ー732御長刀図

手写

絵図 1枚 19x150佃

「但御柄寸尺縮図」。長万図と柄の装飾の解説。

8534 

石州貞行捺附之覚等

4通 17cm

石州貞行の万剣等の装飾こしらえに関する覚書

16.81ー-7338535 

8536 古刀驚字之覚 16.81ー-734

巻子1・2枚 16佃・ 12.5x20.5佃

13X26佃包紙

古万に刻まれた焚字を写したもの。包紙に「観

音院え尋可遺品，古万大闘a中党字寄Jとあ

り。

天鼠之濫飽井秘方

手写安永5年(1776)

2T 12x17cm 

表題「天鼠之濫鰻持天鼠秘方J。弦之巻の抜書。

天鼠之濫鰯之事，天鼠燦様之事，五色天鼠煉練

の事，金銀之天鼠ノ:事を記す。くすね〈薬練・

天鼠子〉は倒旨と泊をまぜ煮て練って作るo 粘

着力が強いので糸・弓弦などに塗り，補強する

のに使われる。

16.81ー7268528 

l
・
t

・-
1
0

・

16.81ー727舟弦〔雛形〕

こより 3本 12...... お佃包紙

嶋田孝郷旧蔵。舟弦の結び方をこよりで示す。

8529 
4

1

}

J

、.?

太刀之大事等一巻

鈴木権入著

手写

巻子 1 18佃

太万の目:利，銘の鑑定上の要点を実例をあげ解

説する。旧書名「太万之大事等J。

16.81一万5槍捺之図等

仮綴 1(6丁) 25cm 

中川典克旧歳。寸法図。源為朝の箭根の図を含

む。

8537 

16.81-728 

槍〉〈刀

8530 

宵〉〈甲31
司
‘

.

.

.
 6
・
1
a
:
・111・

16.81一花6真喜身度量之書

有沢武貞蕃

手写

33丁 23cm

元文3年 (1738)の成立。武具の歴史，材質の

変遷を記し，人体の各寸尺について述べ，武具

の作成について身度との関係を記す。

8538 

〔刀剣鑑定に付書上げ〕

鈴木権入箸

巻子1 18.5佃

末尾に「御鑑定甚御上達ユて奉恐入候」とあり，

貴人の万剣鑑定を批評したもの。旧書名「本阿

弥伝系図等J。

16.81ー-7298531 

4 . 
1 

16.81-737 塁塁身度量之書

有沢武貢-著

手写

33丁 24cm

脇田尚保旧蔵。前号に同じ。表題「身度量J。

8539 

16.81ー-730刀剣御葛縞入御書物〔目録〕

1通 16佃

「校正古万銘鑑」など万剣についてかかれた12種

の審物目録。

8532 
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8540 左近男問書

左近男霊安(市松ク若

181llJ 23cm 

別名「武具左近男間容J。

主主 学

16.81ー 738 1 8543 甲白鱗 16.81-741 

3冊 23cm

脇田尚保旧蔵。甲山の隆史や構造を記す。

①(奥ノ:岱として各種鋭 ・左近男家について記 I8544 甲宵良工諸家系図 16.81-742 

す) 手写嘉永3年(1850)

②(各省1鎧威について記す〕

③ 心持制。

@ 日本事l'武天皇始十五領

⑤左近男事l'武天皇姶五領

⑤倭荷村上天皇始九領

⑦(武具の出生 ・生地について自己す〕

③(働綾織威など各種鉛解説)

⑤(具足相生ノ!或之弁など武具 ・兵法に関する

24項)

⑮(問者忍ノ;弁など26項)

⑪(軍吉日ノ;事など吉日 ・年 ・方向について記

5丁 24cm

前田恒敬旧歳。甲悶良工の系図(明珍系図 ・常

州住早乙女系図 ・小田原明珍玄津系図・三輪系

図・小松住中屋 ・越前馬免 ・成労 ・松永 ・加州

明珍の各家を収録〉。

8545 具足活様之次第 16.81-743 

10丁 24cm

末尾に「搭井施政tl!Jとあり ，有沢家旧蔵か。具

足の着用方法を順を追って記す。

す) I 8546 御筒手 ・御踏込 ・御胸当図 16.81-744 

⑫(武将ノ弁など28項〕

⑬(腹巻戚紅下設など解説〉

⑬左近男家之容

⑮(極秘家之容)

⑮ 倭南村上天皇始九領

⑫〔具足諸口伝)

⑬極秘密。

1-18巻の連続性はなく .1冊完結形式になっ

ている。左近男家は 「神宮皇后ノ左座ヨリ出テ

腹巻ヲヶγズル故エ左エ近キ男トm.其νヨリ

以後左近男トハ云也」とあり。

8541 二十四伝

手写

16.81ー 739

l枚 27x40cm 

こて ・ふみこみ ・すねあての図解と材質等の説

明。

8547 鎧の胴弁論之図 16，81-745 

絵図2枚彩色 42x 29cm・42x 47cm 

中川典克旧成。材質 ・仕様図。

8548 由比勘兵衛所持之宵由来客井紙面

由比定清箸

手写

2通 16cm・81cm 包紙

16.81ー 746

由来l.'.lと承応3年(1654)の級文の写。

8丁 目x19.5回 (火 器)

内題「窓釜録甲宵名目之内 ・廿四伝」。甲間各部

の解説書。 I8549 鉄抱道具寸法之容

8542 甲宵三職誌

脇田尚方編

16.81-740 

2T 25四

酒井流。鉄砲袋と鉄抱笈の寸法図。

2冊 23佃 I 8550 鉄抱玉待井薬之秘方之容

脇田尚保旧蔵。胎指秘蔵之部乾 .bl'とあり ，鈴| 手写

32了 24cm

16，81-747 

16.81-748 

絡秘策特16，81-271の一部か。三11加とは今世で

は鍛ヒ ・ 戚シ ・ 金具師であるとして， 甲 ~1全般

各部に至る由米 ・構造等が示され.申悶以外の

諸武具・主主備えにまで論がおよぶ。

玉持之事とliIiの部からなる。 末尾に慶長15年(J

610) 5月吉田とあり。
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浦賀奉行見込申上候書付 ‘ 16.81ー760

浦賀奉行戸田伊豆守・浅野中務少舗若

手写

6丁 23cm

嘉永2年(1849)浦賀奉行よりの浦賀沖における

対異国船対策について述べたもの。

16.81-761 

16.81ー'759禦侮儲言附録

佐藤信淵箸

手写嘉永3年(185の
35T 23佃

弘化3年(1846)原本成立。線下〈ポγベγ〉説と

自走火船説について述べる。誠司下は弾丸の名，

それを打ち出す大砲を莫児蹄匁〈モルチール〉と

称すると記す。

熊手仕込幕串〔図〕

横山筑後著-

1枚 12x23ω 包紙

「熊手成本石突胴金共」とあり。格串は，幕を張

るためにたてる細い棒。図解寸法書。

16.81ー7日

〔竹小屋之図〕

北条政相箸

手写

絵図 1枚 37.5X93cm 

竹小屋掛の口伝書。柱・梁等の尺寸，細工法を

記す。

16.81ー757

16.81ー'756

嘉永3年(1850)

上古采幣之図

脇田伊世幾手写

1枚 24x69ω

「本朝軍器考図式」に記紙されている采幣(采配〉

と伊藤平太夫家に伝わる采幣を描く。

あるか。関屋一右衛門は政知・政恒・政良が，

有沢才右衛門は貞幹・貞庸・師貞が考えられる

が，年代不明のため確定できない。

旧書名「関屋政知連書」。

防

異国船渡来対策建白書

鶴降彦一郎著

海

間

8563 

8562 

8560 

8559 

8561 

8558 

-494--

〔甲列:11流竹把に付遺書〕

1通 15.5cm

関屋ー右衛門より有沢才右衛門宛魯状。甲州流

竹把仕形の絵図，竹の丸さ，抱の厚さ，寸尺等

について書上げるように依頼する。前号と関連

16.81ー，755

16.81ー754申拠11流竹束之事

有沢才右衛門箸

2通・ 1枚 15cm・28x51ω

有沢才右衛門より関屋一右衛門宛書状と解説の

下番および図。竹束は弓矢・鉄砲に対する楯と

して用いる。

16.81ー752

16.81ー'753

要器詳伝

14丁目x20cm

武羅，幕，旗，采幣，扇，団，策，太鼓，螺

貝，鐙等の図解および解説。

武具要説

高坂弾正箸

手写

24丁 24cm

表題は「議武具要説Jo末尾に天文5年(153の
「高坂弾正書置之」とあるが，これ以降の年代

の記述もあり。馬，鎧，万，脇指柄，万柄，脇

指，鍔，目釘，鎗，長万，弓，矢，鉄抱につい

て，信玄家匡の体験を記し，若者への教訓とし

たもの。

16.81-751 

16.81-750 

16.81ー'749火箭番

手写

2冊 18x24佃

火薬製法〈飛行煙火〉と火筒製法〈出生煙火)を記

す。

.ul. 
十

武具考

6丁 12.5x18.5佃

弓矢，鞭，鎗などについての考証。

武具短歌

5T 24cm 

武具の名称を歌にならべる。

他〉の〈そ

8557 

8556 

8555 

8554 

8553 

8552 

8551 
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手写

13丁 28x羽田

嘉永2年(1849)成立。著者は林家門人。異国紛

渡来の状況と，従来日本が異国に対してきた事

情などを取りあげ，敬神，寧備充実等の対策を

述べる。

8564 海防備論 16.81ー 762

藤森弘11E(大日程〕著

手写

47丁 2-1cm

嘉永6年(1853)原本成立。ベリ ー来航の危機

に， i!i1J夷の要を論じ，大改革の策を述べ，惣論

・処置之宜論・当務の急論等11項を記す。

刊本「日本海防史料波宮」第 I巻。

8565 国防献策番

利倉磁幹ミ5
~永 6 年(1853)

7了 24cm

拐l夷;命による海防の強化を訴える。

8566 異国船渡来に関する献策書

3 T 23.5cm 

16.81-763 

16.81ー 7斜

擁夷論者による呉国船を火船により穆返させる

旨の献策答。

8567 異国船来航之図

手写

絵図 1枚 48cmx 135cm 

16.81-765 

二隻の異国船とそれに備える海上の浦賀奉行 ・

松平大和守 ・松平下総守船，陸上の大久保加賀

守・酒井安芸守 ・米倉丹後守 ・保利能登守 ・松

平大和守の陣立，台場等を描く。

8568 斎藤篤信斎往復答 16.81ー 766

斎藤福松著

前田家編松方手写明治年間

64T 23叩

斎藤篤信斎弥九郎は，越中射水郡出身の幕末の

学

8569 j南可廼夢等四種

金谷孔彩等若

手写

47丁 23叩

16.81ー 767

楠河廼wc金谷孔彰著)，城取之論(鈴木議作箸〕

菊英子海防論(慶応元年，鈴木藤作著)，狂子

(村上与一筆記〕。城取之論以外の三種は日本

古来の兵学と西洋兵学の得失を品ヤFる。

8570 梢可の~ 16.81ー 768

陸々施主人(金谷孔彰)箸

手写

22丁 24cm

「吾'iM=テ海防ノ策ヲ論ジテ四筒ノ大綱ヲ立ツ」と

あり，第一綱，盤砦ヲ要地ニ築キ砲台ヲ海港二

設ク，第二綱，戦艦ヲ製V海岸壁砦ヲ救応ス，

第三綱，大小ノ煩砲ヲ鋳造シ大薬弾丸ヲ製ス，

第四綱，t~!紋ヲナγ兵制ヲ改革ス， につき私見

・考娯を記す。

洋式 軍 制

8571 船中打筒之図 16.81-769 

絵図2枚 28x 40. 5crn 

庖余は「銃術角打図J。進行中の'lI船から砲を打

つ場合の軍船の位置図を示す。船中乗組打方と

して下曽根金三郎等 9名の名があり ，幕府鉛の

訓練の際のものか。特16.53-88の@r西洋地術

援容」と関係するか。

8572 兵家須知戦闘術門 16.81ー 770

大村益太郎(益次郎)訳

刊

5n1f 19.5cm 

小木貞正旧歳。 6巻 511目。題余には「活字兵家

~知戦闘術I"JJ とあり。

①，②格能彼氏戦闘略解③格諾布氏戦闘略解

@，⑤格能布氏戦闘略解とあり，オ吾ンダ人F

ノープの戦術在?の訳。

兵学者。江川英飽の後t2i:等を受けて信~!兵館を始 I 8573 軍術懇談 16.81ー 771

め，諸侯に近代的兵学を進講した。木容には江

川担1奄・高島秋帆 ・武田耕雲斎・水戸斉H自らの

雲間も収められている。

-495-

15了 24cm

渡辺mr旧蔵。仏式兵術。陸軍の兵制・兵器を解

説する。



可務

問t':Y-. 
ヴh

史歴特16.8216.81-772 

12T 24cm 

「かぴたんえ御尋被為成候御魯取写」とあり。阿

蘭陀軍船による船戦・陸戦法の大略和解。

阿蘭陀船陸戦大略8574 

類禁固史

菅原道真編

手写

55附 27cm

類衆国史は寛平4年 (892)成立ー六国史の記事

を神抵・帝王等の項目に分類し，年代順に編さ

んしたもので， もと本史.200巻， 目録2 巻~.系

図3巻あるといわれるが，欠失木が多く，文化

12年仙石政和の校刊した61巻を最も善本とす

る。昭和8・9年刊の国史大系本では，仙石本

61巻を底本とし， これに抄本1巻を加えてい

16.82-1 

史通

史)本

可
FhE

品
玄
関

(日

総

8582 

騎兵操練害等

4冊. 24cm 

渡辺庸旧蔵。<!瀦兵操練番の馬上教練のうち乗

馬生兵教練2冊，(g瀦兵操練醤附属，新馬ノ;乗

込，吉木順音訳，③号令控，慶応3年(186の10

月仏人教師より伝授。

16.81-773 8575 

る。

本書は54冊と目録1冊から成る54巻本であり，

その内容は下記のとおりであるが，各冊におけ

る欠失状況から，仙石本に劣る。明応9年肢の

ある巻が6巻ある。

①目録 ②巻1

③巻2 ④巻3

⑤巻4r建長元年十月二日見了」の政あり

⑥巻5 ⑦巻8

③巻9 貞享2年の前回綱紀の「右第九巻者借

西三条家蔵之旧本挙写之加再校者也Jという

践あり ⑨巻10

⑮巻11 ⑪巻14(巻首欠〉

⑫巻16 ⑬巻19

⑬巻25 ⑮巻25(此巻重複)

⑮巻:28 ⑫巻31

⑬巻32 ⑮巻83(巻尾欠)

@巻34 @巻35

③巻a6 @巻40

⑫巻54r明応九年Jの践あり

@巻71r明応九年Jの餓あり

②巻72 ②巻73

⑧巻74r大治元年Jの践あり

@巻75r明応札年」の蹴あり

@巻77r明応札年」の践あり

@巻78r明応j{，年Jの践あり

16.81ー，774騎兵徒歩演習

45了 24cm

渡辺庸旧蔵官騎兵徒歩演習の第2巻第3教・第

4教。第3教は「剣ヲ帯テ武器ノ使用・武器ノ

検査，武器ヲ帯テ〈諸歩度〉行進J.第4教は

「剣ノ使用，槍ノ使用J。

8576 

16.81ー'7758577 騎兵徒歩演習

32了 24伺

渡辺庸旧蔵。小隊教練について述べる。

16.81ー'776乗馬生兵教練

46T 17.5x 12伺

渡辺腐旧蔵。洋式の馬術教練法を図解する。

8578 

16.81-777 乗馬生兵教練運動図

20丁 22cm

表題「生兵教練運動図J。洋式馬術の運動法を図

解する。

8579 

16.81-778 仏人フリー伝習〔馬術〕

11丁 22.5cm

渡辺勝旧蔵。乗馬姿制・甑の操作，馬術用語・

号令などを記す。

8580 
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木馬之書

林正十郎訳

手写

12丁 27.5x19.5cm 

渡辺府旧歳。林正十郎は開成所教授職並陸軍三

兵醗訳で本書は仏閣兵学校身体運動学の抄訳。

16.81ー'7798581 
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歴

③巻80r明応九年」の践あり

③巻83(巻首欠) @巻84(巻首欠)

③巻86(巻首欠) @巻87

⑨巻88・89(巻尾欠) @巻101

6事巻107 @巻147

⑪巻159 ⑫巻165

⑬巻171 ⑬巻173

⑤巻177 ⑬巻178

⑫巻179 ⑬巻180

⑩逢182 (O巻185

@巻186 @巻187

@巻190 @巻193

@巻194。

8583 類梁国史 16.82'ー2

菅原道真編

手写

12冊 28x19.5佃袋入

12冊を入れた袋の表紙には「類衆国史十一冊，

仙石本ニ漏レタル分五冊，異本ト見Jレ可キ分五

冊，重複ト思ハルム分一冊，明治二十九年三月

十日調」と上書しており， r突ハ十二冊アリ異

本ト見Jレヘキ分ヲ六冊ト改ムベキカJとの付箆

あり。内訳は次のとおり。

①巻45

②巻52

③巻86 仙石本の巻数と異る

④巻92

⑤巻137仙石本の巻数と異る

以上5冊は「仙石本エナジ」とされる分で狩谷

鷹友の「類楽園史補Jに拠るものo

⑥巻88

⑦巻89

③巻179

⑨巻189

⑮巻189r重複ト恩ハノレふ分」

⑪巻199

⑫巻8~ ・ 84の目次。

以上7冊は「類豪国史Jの異本の写であるo

8584 類葉国史

菅原道真縄

手写

8冊 28cm

16.82-3 

史

「類豪国史」の写本。もとになった本は不明だ

が，仙石本(61巻本〉に漏れている巻を数多くの

せている。内訳は次のとおり。

①巻 1・2・7・12・22・23

②巻24・27・29・37・38・39・41・43

③巻46・48・49・56・57・62

③巻65・67・ω・76・81・82

⑤巻96・97・98・103・108

⑥巻109・111・116・117

⑦巻118・119・124・125・126・127・128・129

・130・131・132・135・136・141・146

③巻164・167・170・188・192・195・1960

このように仙石本または前号54巻本(特16.82

-1)に欠失する巻を意図的に集めたものであ

り，その多くは巻首欠・巻尾欠・中欠の著しい

ものである。

8585 類緊国史補 16.82-4 

狩谷鷹友等編

手写

25冊 2~佃

安政4年3月21目前回斉泰の命により類衆国史

を補うのに撰んだもの。稿本は尾山神社に所

蔵。

①序・巻1・2 ②巻3・4・5

③巻6・7 @巻8・9・10・11

⑤巻12・13・14・15・16・17

⑥巻18・19・20 ⑦巻28

③巻33・34・35 ⑨巻不明。賜姓

⑮巻不明。賜姓6-8 ⑪人部

⑫人部第卒5-7 ⑬人部亮卒8-11

⑭巻79・83・84 ⑮巻86・88・'89

⑮職官部叙位一 ⑫職官部叙位二~四

⑬職官部叙位五・巻186⑫職官部補任

@職官部補任 6-.;9 @職官部補任10-12

@巻178・182・186・187・189・190・193・199

@付録今枝家本苑卒部@付録考異〈諸本目録

との校合〉 ②付録新目録。

なお本文中の校訂を加えた箇所には「補」とい

う朱印を掠印している。また巻数の指示のない

部分は，新たに六国史から撰集し復原したもの

であろう。

-497ー



でせ欄

③巻187・189・1ω・193
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・

②巻182・185・186

@巻194・1990

16.82-9 本朝尊卑過去帳

今枝直方手写

3冊 271伺

馬淵氏蔵本を写したもの。天皇，公家，武家，

僧，茶人など過去帳の抜書。

①上旬朔日~十日迄

②中旬十一日~廿日迄

③下旬廿一日--n毎日迄。

宝永元年(1704)

8590 

類豪国史補

狩谷鷹友等編

手写

23丁 26.5cm

類豪国史の欠失部を補い，異本との校訂・補訂

を行った類衆国史補の一部であるo 本書には巻

45・52・86・92・137をのせているが，このう

ち巻86を除く 4巻は仙石本に欠失するものであ

る。なお次号と関連するものである。

~ 
寸ー

16.82-5 8586 

16.82-10 〔足利氏歴代法号〕

手写

1枚 16x牛同

足利尊氏~義昭まで1併号の法名魯上。

8591 

16.82-11 続法号普志

今枝直方箸

元禄14年(1701)

45T 20cm 

法号普宏、に洩れた人の法号をいろは順に記載し

たもの。なお「法号普志Jの正編にあたるもの

を欠く。

8592 

類豪国史補

狩谷騰友等編

手写

10冊 26.5cm

類衆国史補の一部分の写本。本の装蝋・内容か

ら前号に関連するものであろう。収録内容は次

のとおりである。

①巻52

③巻110

⑤巻112

⑦巻114

⑨巻116

16.82-6 8587 

②巻92

④巻111

⑥巻113

③巻115

⑩巻1370

16.82-12 近世扶桑園郡領主法号

60丁 20ω

今枝氏旧蔵。織田，豊臣，前回，伊達，島津，

細川，池田家などの近世大名の法号を収録。

8593 

16.82ー7類粟国史抄出

手写

9丁 29x却cm

類楽園史巻171・194からの抄出書。

8588 

16.82-13 〔林大学頭前田綱紀公問答書写〕

手写

3丁 24cm

古書の真偽，歴史的諸事項に関する問答。

8594 

16.82-8 

16.82-14 補校上宮聖徳法王帝説証註

狩谷披斎(望之〉注平子尚補

大正2年(1914)刊

22T 28x 16.5佃秩入

聖徳太子の伝記「上宮聖徳法王帝説Jについて

の注釈番。

8595 

16.82-15 東鑑識弁

鈎深子著

8596 

類粟国史残依惣目録

手写

15T 24cm 

類衆国史の目録。内容は次のとおり。

①巻1・2、 ② 巻3・4

@巻5・8・9 (~巻10・ 11 ・ M・ 15・ 16

⑤巻19・25 ⑥巻28・31

⑦巻:-32・33 ③巻34・35・36

⑨巻40・54・66・67 ⑮巻71・72

⑪巻73・74 ⑫巻75・77・78

⑬巻79・80 ⑬83

⑮巻84 ⑮巻86・87・88・89

⑫巻99 ⑬巻101・107

⑮巻147・159 ③巻165

@巻171 ②巻173・177

@巻178・179 @巻180

8589 
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手写: 宝氷元~F (170.1) 

22了 22cm

歴

元禄1611'(1703)成立。表委鋭中，著者の理解

困難な語句について田中式昭等に質問した答を

集録したもの。

8597 大日本史資薮

安審lJtミ自

手写明治2年(1869)

5j冊 23cII1

16.82-16 

「大日本史」の本紀 ・列!云の末尾に記してある

主主辞を抄集したものである。延享3年 (m6)

の写本を写したもので. 5巻 5冊の うち 1巻目

が本記(ドjl武~後小松天皇〕の主主を収め. 2 ~主

史

8601 皇朝百代通略草稿

津田鳳卿等罰百

仮綴84 28x 20cm 

16.82ー20

iiii回斉広が，津回j臥91引等の制;臣tこ命じてi-fui与ん

せしめ，斉泰の代に至りほぼ完成したといわれ

る皇制i百代通略の草稿。

。本紀(JoIIID

o 71J伝 (37111D

。百'ei:JIIl略(J6111D

。l頭郡iffi略 (4/日D

o芸文通略(9/1If) 

。食貨通略(lI!ID

。古記録 ・日記抄等(71111)。

日以後が諸列伝の安を収める。 なお本~のほliJ( I 8602 伝聞雑録 16.82-21 

に長岡i陶醒卿のFj;がある。

8598 本朝通鑑外九記録

手写

60丁 28.5X20cm

16.82ー17

本部l通録抄，清原築資日記，小槻時元日記，扶

桑略記.!際免魚同，天地瑞祥fE目録，卒鳳天文

芸喜銭，岡度兼経記，御堂関白記，深心院基平記

の10種の古記録のごく一部を主主きだしてまとめ

たもの。I止に rw内斎田宗竪吠」とある。

8599 本朝通鐙編さん書類 16.82ー 18

江口直射手写安永7;1' (1778) 

9了 23.5cm

IliiJ田尚保旧蔵。林春斎が日本通鑑の鼠撲を命ぜ

自iJ国家編輯方手写明治年間

'19T 2~cm 

波辺氏所蔵の「伝問主/1銀J2巻の写本。内容は

仲哀天皇より天正までの略史。

8603 旧記 16.82-22 

今枝直方手写享保9::'1' (l72.O 

88T 26.5cm 

今枝氏|日j銭。内容は義和元年 (1181)-致;禎3

"1' (1237)の編年体によ る歴史書。申01廷，公家

をめぐる諸事件，源・平 2 氏の闘争と鎌倉-t;~fl行

をめぐる諸事件等が主。末尾応「享保甲辰春於

江府令僕写之」とL、う楽木(今校直方〉の紋文

あり。

られ古戦場事跡を調査したl侍，上杉家より蒜府 I8604 泰平年表 16.82-23 

へ提出した書類の写。信州川中嶋両度合戦，後

之川"t.的合戦ノ次第，前ノ川中島合戦之証文な

どを収録。

旧書名「従上杉家合戦之上告」。

8600 古史通 16.82ー 19

新井白石著

7冊 27c川

正徳6年(J716)成立。事1I代から事1I武天皇まで

の古代史考証の歴史書。読法凡例を記す初巻

(一冊1).本文4巻 (二~五冊).付録の或問3

巻〔六~七冊1)の全8巻。

忍屋隠士若

手写

120T 17.5X 12.5cm 

天文llir.叩(15.12)から天保8年 08:lη までの

徳川家を中心にした制年体のLft史記録で， 天it

1 2年(J8~1) 成立。

8605 貴賎花押目陸 16.82-2.1 

199-

87了 21cm

将軍家 ・諸大名・戦闘大名・織盛大名・万石以

下平組迄砿府諮役人 ・諸国陪臣 ・公家・ i首中 ・

社人 ・文人・加賀藩主 ・若年家臣等の判および印

の収集目録。 '/'IJ・印そのものは別に収められて



三代格・旧事紀等の古代史料から加越能三国関

連記事を抜牽集録したもの。上中下の3巻から

成り，上は加賀国，中は越中国，下は能登国の

記事を各々収録する。神砥管領学舎長の松岡如

茂が校閲し序文を番いた。末尾には上山真名の

践あれ

間学

おり，ここには収集された判・印の人名と数量

のみ記す。
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16.82-25 

加州名跡記

前田家編纂方手写

14丁 25cm

横山成之所蔵の写。内容は弘仁年聞から慶長年

聞にわたり，加賀国の国司，守護，及び一向宗

等について記した史番。特に富樫民と一向ー挟

との対抗，富樫氏滅亡後の一向一族等を詳しく

記す。

16.82-29 8610 

8606 往時諸侯羅馬文字ノ印ヲ用ヒシ事

三好保弘著

明治38年(1905)

4T 24佃

諸侯羅馬文字印の用例を示し，その使用理由と

して耳際教の信仰によることを説く。 明治年間

肯構泉逮録

野崎雅明著

前田家編輯方手写

7冊おω

古代より藩初までの越中の歴史叙述。全15巻。

官頭に文化12年正月付の富山藩岡田英之の序が

ある。刊本はあるが，本書と少異あり。

16.82-30 

明治年間

8611 

史料稿本

前田家編輯方手写

272T 24.5伺

天正2年(1574)正月より12月にかかる諸国，

諸将の動勢，事件などを諸記録類から抄出，編

年体としたもので，本来は天正2・3年にかか

る全30巻よりなるものであり，これは天正2年

分のみの抄録である。特16.28-86と関連。

16.82-31 

明治年間

8612 

内外国事記

手写

7冊 23.5cm

務国内外の諸事にわたる要点をまとめたものo

幕末に編さんされたものと思われるが，各巻の

内容は以下のとおり o

①巻ー京師・将軍家・三箇国井江州・改作・

斗代・大豆板銀・夫銀・俵升廻・役料・御

制法之者収納・作食・飯田忠左衛門郡奉行

・十村・御造塩・高俵詰免・人役町歩・町

老九十歳者御扶持のほか守随・諸大夫・諸

侯・日本領知高弁役附等々

②巻二孝子長寿・奇事・天竺徳兵衛・琉球人

参府登城・朝鮮信使来聴等・紅毛船長崎入

津・繕厄利晶、長時浦侵掠・魯西亜人長崎浦

着岸・海辺領分有之面々被触

③巻三松前侯所替・蝦夷地

@巻四来事

⑤巻五来事

⑥巻六吉宗公上意・年号改元・菅家来帝国事

略弁

⑦巻七菅家来筒国事略弁。

16.82-26 8607 

史談会速記録

高沢忠義等編

明治Z67A年 (1893.......1911)刊

合綴証 (226冊) 21cm 

史談会速記録第1輯から第226緯までが44分冊

に各々合綴されている。内容は史談会での会合

の速記録であり，維新の功労者からの問書が大

半を占める。

16.82-32 8613 16.82-27 内外国事記

手写

5冊 23.5cm

山崎範淑所蔵「内外国事記Jの写。全7冊のう

ち1・2を欠く。内容などは前号と同じ。

8608 

. 

16.82-33 史談会速記録

高沢忠義等編

8614 

8609 北三州略記

桜井政次編

手写明治14年(1881)

61T 24叩

成立は宝暦3年(1753)。内容は，六国史・類褒

16.82-28 
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明治26-37年(l893-;;- 1 90~) 干IJ
'0' 

合W27Ct40sll)・F97111f 21cm 

歴

第 l斡-140斡が27間に合綴され，他に3・4

純各131111. 5締1411U. 6糾13冊f.8瞬 4冊.9 

鴨 51111.10鴨 21111.! I・13-18・24-29・31-

:17輯各l冊.38-48舵各3冊.49儒 11冊.50-

5-[・ 57・5e偶各31111.59・60綿各2冊1.61紙l

，":.. "" IsL句、 63斡金書冊.64・66-69綿各1lsf.70 四一 ， 
~- 偶211U.7:l' 74・76・78・80-84・86-88輯各

11mよりJおる。

8615 近世史料編纂綱領

史談会編

明治:).1-37!1'.(1901-0.1) 

合綴1(81111) 2lcm 

16.82-:1.1 

史談会速記録の附録を合綴したもので，天保2

年(1831)-明治3年 (1870)の各審事蹟など

を制年休で記す。

旧~名「史談会速記録J。

劇16近世史料編纂事業録

高沢忠l強制

明治26-28fl'0893-95) flj 

合綴 I (3 IIH) 21cm 

16.82-35 

1 !j!f1. 2中dl上 ・下よりなり a 附として「史談会

設立顛末」等があり ，史談会の設立 ・構成など

が知れる。史談会は明治21年(1888)宮内省よ

り，品tl!.毛利，山内，徳川の四家に対して.

-g永6年(1853)から明治4年(1871)までの

史

成立は，明治2. ~~下(189 1)0 1'，i;!ミの政情につい

て。聞き手は野口之布a 惑記は，石崎嫌。

(外国史〕

8619 史記考異

大島維l直一出

前田家編輯方手写 明治年間

15119 24cm 

16.82-38 

制E直字はJ!~害喧柄、忠蔵， サは主主川. J'i.政4年

(1792)明倫裳助教，文政12年(1829)都講と

なり大小将組に列して 1.10石を受けた。本替は

「史記」の諸異本を校合したもの。

①首巻史記考奥田録 ・凡例 ・序次考

②主主l 史記目録 ・本紀等

③巻2 本紀 @巻3 本紀

⑤巻4 三代世表~漢輿以来諸侯年表

⑥巻5 高祖功臣年表~漢輿以来将相名臣年表

⑦谷6 礼密~平準型J
③巻7 世家 ⑤巻8 世家

⑮巻9 世家 ⑪巻10 列伝

⑫巻11 列伝 ⑬巻12 列伝

⑭巻13 列伝 ⑬巻1<1 列伝。

8620 郵皇后紀 16. 82-:1Y 

手写

11丁 24.5cm

後iiJitll盤十上(皇后紀第十上)の萱s皇后記の都

写。部皇后は後撲の和子n'(89-106)の皇后。

国政上の重要事を編録上呈するよう命ぜられ. I 8621 馬皇后紀

明治22年 (1889)にできた維新史料編纂会であ | 手写

16.82-40 

る。旧盤名「史談会速記録ム

8617 史談会紀事

史談会編

合Wl(5冊) 21cm 

16.82-36 

1-5輯よりなり ，史談会の運蛍 ・構成などに

ついて記されてある。

旧魯名「史談会速記録J。

8618 堀田郎談話問書

前回家絹綿方縄

明治年間

:11了 2-lcm

16.82-37 

7了 25cm

後波書皇后紀第十上の明徳馬身舌記の写。

8622 宋史日本伝

手写

3了 24cm

16.82-.11 

「朱史列伝外国之筋」の「日本伝」の写。

8623 皇明詔事1)・皇明詔令

手写

7T 24.5cm 

16.82-.12 

mの英宗帝，窓宗帝a 宣徳帝の詔!IiI}を収録した

もの。

- 50l ~ 
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16.82-49 

纂録

前田家編輯方手写

4冊 23.5cm. 

①今川了俊授息女教訓文，葛巻有禎松風亭仮名

記など43項目。前半は「雑観談叢」と閉じ

②白山長吏紙面，煎海鼠一件，森山安養寺事な

ど41項目

③大納言常空より小松中納言殿への番翰，利常

公御書の写など86項目

@公方様御実母等，太閤様芥権現様等御遺物御

諸邦諸品雑志

有沢~，貞編

今枝直方手写

34丁 20cm

。諸邦之沙汰

-上州坂本駅付小田原陣碓氷軍之話，ゑそ之詞少

々，ゑそのしこたんへ漂泊舟之話

。諸伝雑々

堀家略談，薄緑太万，烏丸吉光，小野藤四郎

o古書之写

頼朝長信連へ下文，大江広元自筆文，輝元自

筆文，親穏自画自賛付佐々木盛銅高銅覚明画賞。

16.82ー50自撰雑録

今枝直方縦

前田家編輯方手写

2冊 23.5cm

今枝氏所蔵の写。①古事類，会津雑誌，蜂須賀

家変，柴垣詞，蓮華寺略志，加州御蔵，大組足

軽略志，大坂田録略;ま②武功雑志，宗抵忌月

会始，和漢百韻，拍香，受衣之記，増上寺什物

写，三越路志，歌詞疲審，蕪衣呑方を収録。

16.8公一52

8632 種々雑志

今枝直方編

自筆享保7年(1722)

1ST 26.5佃

今枝氏旧蔵。蹴鞠略記之写，江府高札之写(享

保7年)，同所被仰出紙面之写ニ品〈同年)，台

湾朱一貴乱覚書〈享保6年〉を収録する雑志。

16.82-51 

明治年間

明治年間

史〉(雑

問

線

8630 

8633 

8631 

-502ー

16.82~必

16.82-44 

求言勅抜番

手写

3 T 24.5cm 

明の永楽帝，清の洪隈帝の詔勅各一筋を収録し

たもの。

16.82-45 

8629 合衆国年表

6丁 24cm

安永5年(1776). ワシγ トγの独立寧総司令官

就任より，嘉永6年 (1853)ベりー浦賀来航に

至るアメリカ合衆国の略年表。

16.82-48 

魯都英仏戦記

24了 24cm

魯笥瑛仏戦記第2編巻の 1。タリミヤ戦記の内

「三国同盟の軍勢魯国キリム島に進発の事J等

よりなる。

16.82-47 

大清康照六寸年台湾朱一貴司3t書

田中如玉父著

有沢武貞手写

7丁 12X18佃

有沢貞席旧蔵。表紙に「武道雑談集八十八Jと

貞腐の副題がある。

内容は，台湾での朱一貴の乱 (1721)について

の聞書である。享保6'""J7年(J721 '""J22)に長

崎表での風聞をもとに田中如玉父が番き置いた

ものを写したものである。

旧書名「武道雑談集」。

徹法考並同図

奥村栄実箸

前田家編輯方手写

44T 23但

文政11年(1828)原本成立。周室の団法・兵賦

の説を録したもの。奥村栄突くひでざね〉は，

加賀藩老臣奥村宗家の11代o

16.82-46 

学

靖台実録

今枝直方手写享保8年(1723)

18丁 26佃

台湾での朱ー貨の乱(1721)の関係容。

明治年間

8624 

8625 

8626 

8627 

8628 
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歴

拝領の事など60.項目。

8634 雑観談叢 16.82一日

大野木克寛編

手写

116了 23cm

前半は前号第一本の前部分と同じ。後半は事保

10年(1725)成立。元文5年(1740)手写の

「魚津御馬廻組小川忠左衛門覚書之写」をの

せ，天正9年(1581)利家能登園入部より大阪

両陣までの武功逸話を記す。小川氏筆記以外の

部分は「関屋政春記聞」により補足追加したも

の。

8閃5 精躍雑記 16.82-ー54

手写

99了 23cm

天草四郎，三州孝子，烈婦孝女，大塩平八郎の

乱，赤~忠こなどの雑録。

8閃6倦烏亭聾書抜書 16.82-55 

工藤精義編

前田家編輯方手写明治年間

2冊 23ω

石崎謙所蔵の写。 ①老の繰言，千島租界考，文

珠九助伝，高田屋嘉兵衛伝，農家困難②栗園

諭吉ニ与フル文及論答之文，東京大火，徳川|家

臣布告清短演記，御普請地形文句書上，松平越

中守番取， 姻草歴史， 祭彰義隊文， 松寿院碑

銘，石油試験。

邸37 擢華録 16.82ー56

山森鉄次郎編

手写

3冊 21cm

①閑友雑記・可観小説井上三太夫話②採花録

・小説書・三州志来因概覧③可観小説・厳秘

録・採花録中の正鹿日記，讃州志，君則，兵家

茶話，寛永小説， ~虫遺草，記聞，文会雑記，遺

老物語，蘭学階悌，白石叢書，北窓積談・五事

略などより披粋編さん。

a
 

.、.，，.

8638 小木貞正所蔵旧記 16.82-ー57

前田家編輯方手写明治年間

史

68T 23.5cm 

内容は，日本建命の錦の図，茶道御尋の事，元

禄4年不破甚佑等例首一件等一括，宝暦7年中

将様御入国等，寛政9年本多悠々斎老病云々，

文化2年本多安房守殿へ御使勤云々，早繰帳類

寄。

8639 順庵墓図等六種 16.82ー58

前回家編幌方手写明治年間

29T 27cm 

。木下順庵基図〈岸本勝敏所蔵の写〉

。附新井白石詩

。錦里先生自題肖像〈七言絶句の詩〉

。亭悶台樹等字考

。御大礼寿詞考徴(横山政和所蔵の写〉

。御即位宣命文私考〈横山政和所蔵の写〉。

8640 近藤兵作雑紗 16.82ー59

前田家編輯方手写明治年間

52T 23ω 

「応永二十六年七月明園江被遺候御番J他10項

目を収録。主に務政時代の法令，災害，騒動等

を記す。近藤兵作は藩政末期の落医。

8641 桂田行忠書状等 16.82-・-60

2通 18cm

l通は桂田行直(陸軍歩兵中尉)の石川県との

関係照合に対する実父行忠の返状， 9月1日付

早川千吉郎宛。 1通は前欠文書で遺族の母飛田

さくの署名あり，加越能倶楽部発起人各位宛。

加越能倶楽部の戦史調査資料。早川千吉郎は早

川随勝の甥か。

旧書名「桂田行忠等書翰等」。

8642 (江戸城御本丸焼失記.) 16.82→1 

手写

1通 14cm

南部砥知旧蔵。弘化元年(1844)5月10日本丸

御広式長局の一室から出火した時の記録。延焼

の順序，消火の手配などを記す。

旧書名「金沢城御本丸焼失記J。

-503ー



学

文書・記 録

(文 害〉

8643 東大寺関田地図 16.82-62 

前田家編輯方手写明治22f~ (J889) 

絵図 1枚 91x 153cm 

大島多計比古所般の写。原図は，天平宝字3年

(759)。

旧書名「越中射水郡~~i戸野古図写J。

8644 石清水八憾宮文書 16.82-6:1 

ii町田家編鴨方手写 明治年間

仮綴 1(94丁) 25cm 

大治4年(J129) 6月22日 「左弁-0'下文J以ド，

延宝4年(1676)までの古文型}102，ID写。
8645 石清水文書・碧山日銀 ・喜称軒日記 ・師茂記

16.82-6.1 

手写文化7年 (1810)

48丁 28x20cm 

普法寺文哲， 碧山日銀，事的、車f日記，自ijjj支記等

の古文t!".古記録を抄録。

間

1.1了 2.lcm

安貞2年 (1228)8月16日付文おほか13，ID，
8649 (越中国〕石黒庄弘海雑掌記 16.82-68 

手写

仮綴 1(23丁) 24cm 

弘長2年 (1262)3月 l日の，門宗寺領越中国

石黒庄弘瀬雑説等の争論に関する関東下知状の

写。松雲公採集i立編類纂(121)に収められてい

る 「阿宗寺北条裁判位」と同じ文倍。

8650 東福寺文書 16.82ー';;9
前回家編輯方手:軍 事1治年間

89丁 25cm

弘安3年(1280)9月 5日付文告など，東高1寺

所領関係文書写。

8651 南禅寺文書写

手写

26T 25cm 

16.82-70 

南禅寺塔頭怒!rJ院領所務関係文$写。貞治 5年

(1:l66) 4月27日「寄進状Jから永禄2年(15

59) 10月13日のものまで。

8652 後撰芸菜 16.82ー 71

8646 能登国四郡公国々数目録写

手写明治8年(J875)

巻子 32.5cm

16.82-唱5I 今枝直方制

承久3年(J221)9月6日の能登国大田文の写。

践によると，能登部下村能登比咋神社村a官21L氏

所蔵の写本で，教部省の調査の際に提出したも

のを写したものである。 m写は祖lf¥と称す。徴

， I，~民抄別本よりの写。

8647 回券牒

手写

9丁 28x 20cm 

16.82-66 

鹿島郡熊木炭宮前村久麻加夫都阿良加芯比古神

社蔵の貞応3年(J224)10月 l日の回券の写。刊

本 「加能古文!!lJ73号文怒。版文留の彩写と思

われる。

8648 天龍寺莫衆院文書

手写

16.82-67 

自主在 貞享2年(1685)

18n1f 19cm 

今枝氏旧球。鎌倉j明~江戸初期までの武家の密

状・朱印状 ・制札等 6;15点を援 し収録。①月，

凡例②目録③必寺社法度類⑤恩l!¥i⑥

褒fi"( ⑦羽柴家制l盟主等 ③諸家祐11法 ③包~l ・

哲既⑮~⑬軍事問答⑬説道m札I@答⑬~

⑫常道問答⑮呈上。

8653 古状袋

手写

30T 2，jcm 

16.82ー 72

源頼朝.梶原景時，秀吉朱印状，五大老連署

状，家mm状等戦国大名，近世大名，武家の笹

状写を集めたもの。其偽に疑問のある文書も含

む。

8654 大島氏蔵古文書 16.82-73 

-50.1ー



7" 

8655 

8656 

8657 

8658 

前田家編輯方手写

87丁 23.5cm

明治年間

歴

大島多計比古氏所蔵の中世文書の写本。荘園関

係文書のほか，同音入正理論三十頚，宝徳3年

(1451)よりの拝殿方諸日記を収む。

飯尾文書 16.82ー74

前田家編輯方編

明治年間

53丁 24cm

室町幕府奉行人飯尾家文書の写本。南北朝時代

から戦国時代までの文書を収める。

捲川文書

手写

16.82.ー 7[，

仮綴 1(25丁) 24cm 

足利将軍家の財政吏僚として著名な捲川家文書

の一部の写本。捲川氏の出自が越中大田庄捲川

村にあると伝えられているため，本番が成され

たのであろう。

鏑手国文書

前田家編輯方縦

明治年間

82T 24cm 

鰭手国家所蔵の写。

美滋園前田村古文書

立沢六左衛門手写

巻子 1 35ω 

16.82ー76

16.8'号一.77

明治]8年(1885)

美濃国安八郡前田村に旧蔵されていた中世文書

]5通(久安3年~明徳2年)の影写。

8659 前田半三郎文書目録等

前田家編輯方手写

27丁 23.5cm

明治年間

16.82ー，78

8660 

愛知県下尾張国葉栗郡東浅井村の前回半三郎氏

所蔵古文書および古文書目録の写。

宗福状・松若物語

手写

81頁 15X18.5cm 

16.82'ー79

今枝氏旧蔵。応仁の大乱後の室町幕府を中心と

する諸侯の動向に関する記録。宗福状は永正5

8661 

8662 

8663 

8664 

8665 

史

年(1508)下村五左衛門家福より太平山減守宛

の番状。

加抑!本家領謂付日記

前田家編輯方手写

34丁 24側

明治年間

16.8会一80

天文2--6年(1533--37)の加賀における荘園

所領の領有状況を記したものo

諸名将等感状集記

手写

29丁 22.5cm

16.8'去一81

脇田当保旧蔵。徳川氏・豊臣民・創じ条氏など

の感状を主にした軍令等の古文書写を集めたも

の。

古文書写

前田家編輯方手写

35T 23.5cm 

16.8号ー82

明治年間

戦国期~江戸初期，諸武将の奮状等写。手鑑を

原本とするものが多い。

清正感状之写

25T 24cm 

16.82-83 

有沢氏旧蔵。加藤清正宛の秀吉害状・朱印状を

集めたもの。

〔佐々成政知行宛行状写〕

手写

1通 24cm

16.8:εーs.t

小野宗右衛門宛佐々成政知行宛行状写，天正12

年9月3日付。 3∞俵扶持。

旧書名「佐々成政知行書写」。

8666 大神君様より台徳院様之御台様へ被進候御文之写

16.82-85 

8667 

手写

15丁 24佃

徳川家康より秀忠の妻〈正室)に宛てた2月25

日付の，凶尋などを記した魯状写。

陽徳院女房奉書写

前田家編輯方手写

81T 24.5cm 

16.8金一86

明治年間
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中川典克旧蔵，陽徳院宮〈永崇尼王〉は後陽成天

皇の娘.慶長14年(1609)生元禄3年(l690)没。

寛永元年大聖寺に入りて薙髪し，天和3年寺務

を辞して東御所に戻る。

8668 (松平直良知行所付目録) 16.82ー'87

永井伊賀守・小笠原山城守著

手写

1通 23cm

寛文4年の所調寛文印知に伴って発行された知

行所付目録。越前大野藩主松平但馬守直良宛。

幕府役人は永井伊賀守尚府・小笠原山城守長頼

の両名。

111書名「越前倒郡村図録」。

8669 頼言上卿下知案 16.82-88 

36T 23畑

中川典克旧蔵ー権中納言藤原頼言が上卿として

作成にかかわった宝暦7--12年(1757--62)の

宣旨・ロ室案等の草案の覚書。

8670 池田鹿徳害状写 16.82-89 

池田鹿徳箸

手写

2通 36cm

1通は4月4日付前田正三位〈斉泰〉・前回従四

位(慶栄)宛池田従二位.(慶徳)書状写。 1通

は8月5日付前田従四位(慶栄)宛池田従二位

慶徳害状写である。

:
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8671 佐竹義嚢・義修害状 16.82→o 
佐竹義尭・佐竹義術著

手写

2通44cm

1通は前回従四位(大型寺藩主利也カ)宛佐竹

義発奮状， 6月28日付。 1通は前回従四位宛佐

竹義備書状， 6月28日'付。ともに時候挨拶，御

気機伺を内容とする。

8672 東条琴台書瞭 16.82ー91

東条緋著

前田家編輯方手写 明治年間

84丁 23cm

逸見文久郎所蔵の写。内容は東条緋(琴台は号〉

問

の文久2年 (1862)--明治元年(1868)の書翰

をまとめたもの。

〈記録)

8673 座主記 16.82ー-92

今枝直方手等享保;厄年(1'116) 

2冊 27cm

原題「天台座主記j。比叡山根本伝教大師より

第88代前大僧正澄覚までの天台座主記録。

8674 園太暦 16.82'→3 

中国洞院公賢著

]J.~山居土手等

19丁 27cm

今校直道旧蔵。太政大臣洞院公賢の日記の 1

部。奥番に「此一冊忠山石屋居士在世ユ家臣ユ

写シサセヲカルふ者也...・H ・..寛延三中春末之九

日如此少冊ユ致置物也」とある。

8675 洞院系図 16.82-94 

忠山居土手写

36T 27cm 

今枝氏旧蔵。洞院公賢の南北朝時代の日記。-

「園太暦Jに付されるもので， i同院系図と閤太

暦目録より成る。寛延3年迄に手写か。

8676 康富記抄 16.82'→5 

中原康宮(師茂)著

手写

39丁 28x22cm

日向守権大外記，中務権少輔を歴任し，正五位

に叙せられた中原康富が記した応永8年(1・101)

から康正元年(1455)までの日記の抄出写本。

8677 蔭涼軒目録抄 16.82-96 

30丁 29x20cm

蔭涼軒目録より抄出したもの。蔭涼軒目録は相

国寺膨E院蔭涼軒主の公用日記。季現真義・亀

泉集証の筆録。現存65冊。

8678 慈照院殿御代目録抄 16.82-97 

前田家編輯方手写明治年間

79了 25cm

-506-



-.;.，. 
‘ 歴

慈照院は足利義政。 r慈照院殿目録」から抄出

編さんしたものo 長禄2年 (1458)正月から長

禄3年12月までの記事を収める。

8679 天文日記抄 16.82-ー98

本願寺証如著.

前田家編輯方手写明治年間

15冊 23cm

天文5年(1536)より天文お年(1554)までの

19年間にわたる本願寺第10世証如の筆録「天文

日記J(または「本願寺日記j，r証如上人日記j)

の一部。ただし 1巻目は「従諸家音信井返札等

之儀記之」と題する天文4年・ 5年・ 6年の審

札の覚書。刊本では外してある。

2 --15巻目は「天文日記」の前半部，天文5年

正月~天文8年間 6月までを記録。各巻春(正

--3月〉・夏(4--6月〉・秋(7-9月〉・冬(10

--12月〉ごとに分冊。

史

今枝直方手写

3冊 20cm

今枝氏旧蔵。最上義光を中心に，その死までを

記す。

8684 最上記追加

有沢永貞箸

手写

45丁 22.5cm

16.82-103 

表題は「最上記故務J，内題は「羽州最上記追

加」。近世初頭出羽国主最上氏の家記である「最

上記Jに漏れた事実を拾いあげて記す。

8685 蒲生家録 16.82ー104

今枝直方写宝永7年(1710)

3冊 19.5cm

今枝氏旧蔵。内容は浦生氏郷の軍記。

8680 上杉氏上洛日帳

上杉家編輯方編

手写

8686 氏郷覚書
16.82-99 I 

' 手写

16.82-105 

7丁 25ω

明治31年 (1898)4月16日上杉家編輯員伊佐早

謙寄贈本。内容は，天正14年(1586)上杉景勝

が前田利家などの仲介により秀吉に服属するた

め上洛したときの目録である。 5月20日春日山

出立から7月6日帰府までを簡潔に記す。

8681 山階家記録 16.82-100 

44丁 25畑

中川典克旧蔵。在京の医師山科了安の子補安の

享保15年 (1730)正月から12月までの日記。な

お本書の表紙に中川家よりの献本である山階家

記録八種の目録が付されている。

8682 長谷勘奏記

手写

22丁 24佃

16.82-101 

①長谷勘奏記(内題「長谷寺司等謹勘言上j，

別名「密巻記j)②大納言入道濯頂記を収む。

軍記・家記

21T 23.5cm 

務生氏郷の戦歴を記す。

8687 氏郷記

手写

56釘 15.5x 18.5cm 

今枝氏旧蔵。前号と同内容。

8688 伊達記

伊達成実著

今枝直方手写

237頁 16x18.5ω 

16.82-106 

16.82-107 

今枝氏旧蔵。「伊達日記Jr伊達成実記Jr政宗公

御軍記J等とも呼ばれる伊達政宗の軍記物語の

写本。

I 8689仙台家中伊達安芸・原因甲斐公事由来

16.82-108 

手写

40丁 23.5cm

伊達騒動の通俗的な記録。

8690 奥州会津四家合考 16.82-1ω 
118683 最上軍記 16.82ー102I 向井吉重著
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今枝直方手写寛文12年(1672)

102頁 15.5>e18. 5cm 

今枝氏旧蔵。永正3年(1506)長尾為景が上杉

為義(為能)を討ってから，天正6年(1578)

上杉謙信(輝虎)の死去までを記す。

学

今枝直方手写

6冊 26cm

戸田氏所蔵の写。明暦3年より寛文3年までの

6年間に脅かれたもので，奥州会津を順次治め

た葦名氏・伊達氏・蒲生氏・上杉民の 4家の歴

史を合述したもの。

享保5年 (1720)

16.82-116 富樫観知物語抜粋

竹松隼人編

手写

7 T 23.5側

外題「竹松隼人覚書ム富樫観知物語は，富樫

観知なるものの語ったことを家臣の竹松隼人が

まとめたもので，元禄期成立の「越賀記J(大谷大

学所蔵)に若干の号聞があるのみで，原本・写

本ともに伝えられていない。本魯は，その抜粋

であるが， r官知論」との関連が考えられる「富

樫観知物語」の唯一の遺存部分である。刊本「蓮

如・一向一挟J(日本思想大系めに収紘

8697 

16.82-110 奥羽軍記

手写寛文6年 (1666)

61頁 15.5x 18.5cm 

今枝氏旧蔵。 r後三年合戦絵巻Jの詞魯。貞和

2年 (1斜6)法印権大僧都玄帯、の序文がある。

末尾に手写者〈今枝直方カ〉の肢があり，平宰

相忠雄卿所蔵の絵巻物で絵師は飛騨守惟久，上

巻仲直，中巻保儲，下巻行忠の筆なることを記

す。

8691 

. 

16.82-117 畠山氏井長氏略記

手写

8丁 23.5佃

畠山氏の能登領有，上杉謙信の進攻から長連龍

が利家に臣従するまでを記す。

8698 

16.82'ー111奥羽軍談

23.頁115.5X18cm 

慶長5年 (1600)9月の上杉景勝と伊達政宗の

合戦記。

8692 
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畠山家旧記

中邑周次編

前田家編輯方手写

32丁 23.5ω

七尾戸長役場所蔵の写。天正2年(1574)r畠山

義則園出奔の事」から天正10年「石動山井荒山

合戦之事Jおよび「石動山造営井能登園静態之

事」までを記した能登畠山氏の略史。

16.82-118 争9

結城戦場記

手写

24T 7Jω 

永享の乱 (1439)から結成合戦 (1440--41)に

いたる験記と鎌倉府の古洞への移転について記

す@

16.82-112 8693 

明治年間

畠山軍記評註

杉本孔碩著

手写

40丁 23ω

別名「翁物語評註J。飽登七尾町山王社大森氏

所蔵本を森田良郷が事永7年 (1854)に手写し

たものの写。文政13年 (1830)原本成立。著書

は所ロ〈七尾〉の医師。

16.82-119 8700 

8694 湘山墨移集 16.82-113 

今枝直方手写寛文11年(1671)

29賞了15.5X18.5佃

今枝氏旧蔵。内題に「永享記ー禅秀記ー」とあ

るが，内容は「湘山星移集」。奥書に「寛文十一

辛亥稔雄雄中旬盛臣唐綴筆於金沢茅屋者也〈朱

印)Jとある。旧書名「永享記J。

16.82-114 軍論之巻

上泉孝網・直江兼継続

手写

7丁 24cm

関ヶ原合戦前後の東北の戦乱について記す。

8695 

" 

， 

i

l

i

i

l

l

i

t

-

-

l

i

l

-

-

j

l

o

-

-

}

句

B
6
2

i

i

l

l

i

 

t
-
-
1
・

町

o
l
-
-
I
l
i
-
-
l
o
l
e
e
-
-
j
t

l

i

-

-

?

l

・t
・
-
-

16.82-120 長谷部信連記8701 
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前田家絹綿方手写明治f防守

34T 23.5cm 

111: 

長谷部信連より寛文7年 (1667)浦野事件まで

の長家の記録。 111;;fζ 「長氏と品1.l I ~J (石川県

図魯館協会)所収。

8702 加越!郎事記

手写

8{l'tゴ15.5X18cm 

16.82-121 

史

8705 越州軍記 1 6.82-12.~ 

有沢武貞手写元文2年(1737)

3 sfi 22.5cm 

有沢氏旧政。朝倉氏の!f(~[!。 内容はほぼ前号 と

l司じ。

①越州軍記上

②i韮州事記1'1' 

①越川filI記下。

今枝氏旧蔵。本願寺門徒越前国ユ繁昌之事，加 I8706 義景記 16.82ー 125

州国主宮燈助滅亡之事，三ヶ国一挨越前へ乱入| 今枝直方手写

ノ4拝井越前一段蜂起事，於諸口合戦之*1千ー撚

放軍之"Jl:，越前一段牢人豊原寺へ打出ルllHf石

河;玄任帝釈堂口へ出ノレ事市釈堂怨霊千部経筑

前ノ lJ~，部1倉孫五郎宗一総以千小太郎教示於相撲

場喧~i!lノ事，敦賀郡司朝倉孫\11!l郎謀叛ノ 11H千点

1~::被寄馬路馬 ノ õlj:.孫五郎1It州ヨり出張ノ司.:)f

Jll(寧ノZ仏国主朝倉貞景逝去ノtJ't，下津間筑前

守賀州波佐谷若松房主詠謬之事，朝倉太郎左衛

2/111 15.5xI8.5凹

今枝氏旧成。内題は「越州軍記」。今枝直方は本一

窃を越前軍記 (=越州軍記)と同ーのものと考

えている。刊本「蓮如 ・一向一段J(白木思想

大系17)。

①務長記 1:

②2版記下

門尉教f去加1州入国ノ本，加州牢人トモ越市iへ裕 I8707 義景記 16.82ー 12日

来iJj:.山科寺ヲ六角方法華宗同事ニ退治有之| 手写

')1'.越前国主孝長逝去ノtJl=，唐船渡へ若片:ノ*

から成るilI記。

8703 加越和睦記 16.82-122 

48}"汀15.5x18.5叩

22頁 15.5X18.5団

今校氏旧蔵。「御成之記J， r蓮如 ・一向一校J

f日本思想体系J7)の「越州ilI記ーJと対応する

もの。

「加越間滞記」のうち「公方様越州御下向之.)j:I 8708 朝倉義景亭御成之記 16.82ー 127

jH車賀和睦之_)l'Jに相当するが，内容的には盛

官。永禄8年(1565)より同13年(1570)信長

の越前入悶と天筒城合戦まで収録。

8704 朝倉始末記 16.82ー 123

今枝某手写元禄7年(1694)

411fi 16.5XI8.5cm 

今枝氏旧蔵。 r朝倉由来之事」から「謀長景駒子

逝去町惜昭公移美濃判まで.ijyl倉氏を中心と

した戦記。期氏所蔵の写で，奥本系統について

は刊本「蓮如 ・一向一段J(日本思想大系J7)

に詳しい。

①朝含始末記1'1'.巻一

②朝怠始末記巻二

③朝倉始末記巻、三

@朝倉始末記巻四。

前田家編斡方手写明治年間

9 T 24cm 

永禄11年 (1568) 5月17日.将軍ー足利童話昭のー

深谷朝倉義景邸御成の記録。

8709 宗滴雑談 16.82-128 

籾倉教-W-:若

手写

32T U.5cm 

越前の武将朝倉教景(宗滴〕の訓話的雑談。「車JI

倉宗滴話記J.r宗滴夜話」とも称す。「宗滴御

雑談トモ端々萩原覚之lJj:J.r朝倉先祖之次第J.

「京都御合戦之後孝景御感状(大永元年)J.r天
文廿四従宗滴越後江被池状」を収録。

8710 宗滴夜話 16.82-129 

朝倉教)j(~
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白ル

li 

とf

手写

ω貰ず15.5X18.5cm 

今枝氏旧蔵。前号の内容のほかに.i朝倉英林

入道子孫へー昼有夜朝倉金吾物語イタクケルヲ

アヲアラ思出シJ.i当国御陣之次第J.i英林様

御兄弟Jなとを加える。

8711 鎌倉兵乱記 111.82ー 130

手写11:文8年(1668)

49J主:.r15.5X18.5叩

今枝氏旧政。 3巻のうち初めの部分を紋容。後

半は小田原記と向ーと して省略。鎌倉公方足利

持氏の永草の乱から北条早91の I:U現までを記

す。

8712 小田原記 16.82一131

今枝直方手写

2mf 15.5xI8.5cm 

今枝氏旧獄。後北条氏の盛設を記す。上下21m。

日iJ

三河時代から大成のjnJiまでの徳川家の戦記。元

和8年 4月11日の大久保彦左衛門の紋あれ大

久保家秘政の系統に属するものを今枝直方が入

手 L.写したもの。

8716 関ケ原記 16.82-135 

今枝直方手写

3 Isf 15.;x 18.5cm 

今枝氏旧成。内題「関ヶ原箪記」。皮長3-5

年(1598-1600)にわたる関ヶ原合戦記録。

8717 関ケ原軍記 16.82-1:10 

今枝直方手写兆文11年(1671)

107A.ゴ15.5X1Ecm 

今枝氏l日蔵。内題「関ヶ原記」。慶長5年(160

0)-元和3年(1617)にわたり， 関ケ原合戦記録

を中心に，その後の政治動向も記す。末尾には

「細川越中守忠興内定自害事等」を追加する。

上は巻 1.........4.伊勢平氏の由来から氏長の上総 I8718 関原大成私記 16.82-1:l7 

支配まで。下は巻5-9.永禄7年 (1564)臼

井成合戦から天正18年(1590)氏政・氏照の最

期までを記す。

8713 今川記

斉藤道賢箸

今枝直方手写元録7年(1694)

53了 20cm

16.82ー 132

今枝氏旧政。宮麓記ともい う，今川氏歴代の記

録。今枝直方が伊受監物貞沼、の駒子右京貞広よ

り借りて写したもの。

手写

136T 26cm 

高11題「慶長始末雑話ム秀吉の苑去よりII'宇堂氏

などの束JfL諸将の勲功を記す。

8719 関原御一戦覚舎 16.82ー 138

5丁 Z，lcm

関ヶ原合戦における 9月14日・ 15日の石田 ・小

西 ・字喜多らの到J勢など戦役の様子を1百l単に記

す。

8720 誓文日記 16.82ー139

8714 豊臣記 16.82ー133I 可児才蔵若

大村由己(法橋)著

今枝直方手写貞享2年(1685)

76丁 19cm

今枝氏!日歳。内容は天正13年(1585)までの坐

臣民の戦記。著者の自筆本を写した紫絹の筆写

本を直方が写したもの。

前田家編偶方手写 明治年間

72丁 23cm

かつて前田氏の家院であった可児才殺が. 1;1ら

参戦した末森合戦 ・関東征伐(天正19年). :vt知
名護屋出向i・関ヶ原合戦等について記した戦

記。元禄8"f. (1695)の敬義堂主人写本の写。

8715 参川記

今枝直方手写

16.82ー1341 8721 故語聞寄附浪速冬夏戦記

手写

15.82ー 140

3 !旧 15.5x18.5cm 67T 幻cm

今枝氏旧蔵。内題は「三河物語ム上中下3冊。 天正10年(1582)から同13年(1585)にわたる
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E査

北陸の動向を中心に記した戦記。そのうち主要

な項目は，能州石動山一撲之事，柴田勝家謀逆

柳ケ瀬陣之事，柴田佐久間亡死，末森補郷，佐

々成政隠謀，成政敗軍起西国事，大地震越中木

布祢城沈入之事。寛文4年(1664)薪斎の奥曾

があり， r委者荊j家卿夜話・末森記ヲ可看ト云

々Jと記す。「浪速冬夏戦記」は天王寺表惣攻同

落域之事，秀顔卿御生害之事，秀頼卿愛子井落

人燭捕之事，武家古法番大樹江被俊之事を記す。

8722 姉川軍記 16.82ー141

手写

7頃 '!15.5X18.5ω 

今枝氏旧蔵。元亀元年(1570)4月信長が越前

へ発向してより， 6月姉}fIの戦いに勝利し， 7 

月6日上洛するまでを記す。

8723 伊勢軍記 16.82ー142

神戸良政著

今枝直方手写宝永7年 (1710)

97T 26.5cm 

今枝氏旧蔵。〈巻上)勢州諸家・武家執権・乱

世形勢・国司権威・畿賢兵乱(巻中)信長出張

・勢南兵乱・信長治世(巻下)具教騒動・諸国

退治・光秀騒動・信孝兵乱・信雄兵乱・秀吉治

世・天下太平。

8724 伊勢軍記略録

僧把包箸

16.82-143 

写手

51J(了15.5x18.5佃

今枝氏旧蔵。表題は「伊勢軍記J。内題は「伊勢

軍記略録Jo伊勢国の北畠・工藤・関氏の家系

から書き始め，弘治・永禄の合戦から天正12年

(1584)信雄・秀吉司剤の事までを記す。

87.お長禄記 16.82ー 144

今枝氏手写

454電r15・5x18・5cm

今枝氏旧蔵e 長禄4年 (1460)から寛正5年(

1464)の畠山義就・政長の畿内における対立等

を記した寧記。

マ

史

17T 22.5ω 

内容年代は明応2年(1493)--永正16年(1519)に

わたり，応仁の乱後の畠山氏と細川氏の合戦等

を描いた軍記。

8727 高国記

手写

27T 22.5cm 

戦国期の武将細川高国の軍記。足利季世記の第

16.82-146 

3巻にあたるものである。

8728 細川記

手写

34貨!15.5x18.5佃

今枝氏旧蔵。「被対御当家故越中守忠興皇室御忠

功覚Jと「源氏細川家」略系図から成る。

16.82-147 

8729 細川頼之記 16.82ー 148

今枝直方手写元禄14年(1701)

2冊2O.5cm

今枝氏旧蔵。南北朝時代の有力守護大名で，室

町幕府の管領〈執事〉を勤めた細川頼之の家伝。

8730 三闘記 16.82-149 

今枝直方手写元禄15年(1702)

2冊 20.5cm

今枝氏旧蔵。応仁の乱後の細川氏・畠山氏を中

心にした軍記で，畠山記・舟岡記・高国記をま

とめたものo

@温山記(明応2--永正18年)・舟岡記

②高国記(永正7--享禄4年〉。

8731 舟周記

手写

19丁 22.5佃

有沢氏旧蔵。内容は政元生'喜之事，澄之最後之

事，澄元没落之事，議費御武勇之事，義晴御誕

生之事，藍屋合戦之事，佐々木定額之事，舟岡

山合戦之事，近江九里被諜事，池田高名之事。

舟岡記は足来!I季世記の第2巻のこと。

16.82-150 

記

持

山自
国

8732 船岡山軍記

16・82ー145I 手写
46Jt'r 15.5x 18.5佃

16.82-151 
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111T 22cm 

大坂冬の陣を中心に，慶長19年(1614)春~翌

20年2月までを記す。

今枝氏旧蔵。内容年代は永正8年(1511)--天

正8年(158の。舟岡山合戦之事，細川高国奔千

江州事，細川晴元与三好不和事，将軍銭晴苑逝

事，佐々木与三好勝軍合戦事，橋州三木落城事

を記す。

品~，.:. 

16.82-15!1 浪花記

手写

78実j"15.5X18.5cm 

今枝氏旧蔵。内題は「若江道明寺八尾合戦之

覚」。元和元年(1615)5月大坂夏の陣の戦記。

8736 

J
I
V

〉

ト

h
ー、メ
/

J

J

J

A

r

t

J

v

j

r

/

h

f

v

h

16.82-159 

宝永8年(1711)

吉備戦話践録

今枝直方手写

108T 26cm 

今枝氏旧蔵。明応2年(1493)--文禄2年(1593)

にわたる中国路の戦記。備前日置氏より借りて

写したものo

8740 

難波戦記

万年頼方・二階堂行憲箸

手写

2冊 15.5X18.5cm 

今枝氏旧蔵。

G万害額上落之事，大仏再興之事，大久保忠隣御

改易之事，馨星出事付大坂妖怪之事，大仏供

養評定之事，片桐大野駿州下向之事，片桐大

坂立退事，石河伊豆守大坂退事，大坂騒動之

事，板倉関東注進之事，茨木城加勢之事，中

嶋ー按之事，大坂軍評定之事，大坂定持口付

構於砦事

②両将軍家駿府御進発御用意之事，大坂城中不

和之事，前将軍家駿府御出馬之事，矢野和泉

被召出秀頼之幕下事，大野治長与渡辺札口論

之事，長曽我部恨秀頼下知事附大地震，家康

公諸大名被仰付於責口事，模鳴玄審有田忠之

沙汰事，松平左衛門督乗取於中嶋事，甫条中

務大輔被討事，真田左衛門佐方被遺真田隠岐

守事，乗取於織多崎之嬉事，城中謀書之使被

生捕事，野田福嶋合戦之事，正宗捕秀頼使者

和久事，今福合戦之事，嶋野合戦之事，前将

軍家陣場御巡見之事，小栗文市与山本新五左

衛門口論之事，斥候衆言上之事，大斥候之事

附兵糧増被下事，福嶋備後守献隠謀状事，抜

伯楽淵之努附平子討死事，乗取於福嶋事，乗

取於船場町事，城和泉守御改易之事。

刊本「通俗日本全史J11巻。

16.82ー1528733 

嘉吉乱記 16.82ー156

今枝直方手写寛文12年(1672)

45.前 15.5X18.5cm 

今枝氏旧蔵。嘉吉の乱を中心にした赤松氏の戦

記。末尾に今枝直方模の赤松氏略系図を追加収

録。

16.82-157 

8739 別処記

来野弥一右衛門箸

手写

2冊 15.5X18.5cm 

今枝氏旧蔵。播磨三木城主別所長治と信長・秀

吉との攻防から三木落城にいたる軍記。

]6.82-158 

8737 

8738 嘉吉乱記

手写

24T 24cm 

前号と同内容。

f
l
a
-
-
?
'
l
i
l
l
i
b
-
-
-
i
 

4

1

1

r

 

16.82'ー160備前文明乱記

目黒祐欣著

今枝直方手写

31丁2O.5cm

今枝氏旧蔵。原本成立永禄元年(1558)ー備前に

おける応仁の乱前後の戦乱を記す。

封く3年 (1706)

8741 難波記

今枝直温手写

32京J15.5X18.5cm 

内題「難波軍記J。大坂の陣の戦記。元和元年

(1615)正月 2日--5月6日までを目録風に記

す。旧番名「難波軍記」。

16.82-153 8734 

16.82-161 松田記

目黒祐欣著

8742 
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際

今枝直方手写宝永3年 (1706)

31T 2O.5cm 

今枝氏旧蔵。永禄9年 (1566)成立。備前文明

乱記を改編したものo

8743 宇喜多直家軍記 16.82-162 

今枝直方手写宝永年間 (1704--10)

49T 20.5cm 

直家は秀家の父。宇喜多家の家系にはじまり，

天正9年 (1581)直家の死までを記す。内容項

目は，直家立身，三村家親傷害，三村一門叛毛

利妙善本城落城，松山城没落，全門城落城，

竜ロ:域落城，岡山城没落，常山城没落，上月城

没落，忍山域没落。

8744 字喜多略伝 16.82-163 

今枝産方手写宝永3年 (1706)

5丁 20.5ω

今枝氏旧蔵。内題「字喜多伝」。備州日置忠昌

所蔵の写。農臣氏の五大老の一人宇喜多家の略

伝。

Ar・て

;
-
J
t
d

詰
面
司

4
F
d
f

8745 浦上宇喜多商家記 16.82-164 

今枝直方手写宝永年間

34T 26.5cm 

今枝氏旧蔵。はじめに宇喜多家の主家である浦

上家の略伝をのせるが，犬半は宇喜多家の家

記。今枝直方の生家である備前国池田家老臣日

置忠昌所蔵の写。

8746 備中兵乱記 16.82-165 

今枝直方手写封<4年 (1707)

59丁 19.5cm

今枝氏旧蔵。天正2・3年(1574・75)の備中

松山城主三村元親と毛利・小早川の合戦記。

8747 応永記 16.82-166 

手写

31T 20佃

大内義弘の応永の乱を題材にした戦記。

8748 毛利家記

手写

31了 23.5cm

16.82-167 

'fl 

史

毛利元就の戦記にはじまり，毛利輝元が秀吉に

属するまでの軍記。内容は， r毛利元就由来芥

所々合戦之事Jr吉JIIヵ事Jr小早川カ事Jr元就

与陶尾張守不快弁大内滅亡之事Jr御即位付隆元

補任之事Jr浦兵部文字ノ関合戦之事Jr元就撃

九州事Jr再発向雲州之事井秀吉公与輝元戦Jr同

和睦之事」から成る。

なお本書の表紙は， 4月19日付の「長左兵衛元

連書状(到来物礼状)Jを用いてある。今枝氏旧

蔵本か。

8749 毛利禿元記 ‘ 16.82-168 

三吉規為箸

手写

6冊 15.5X18.5cm 

今枝氏旧蔵。慶安4年 (1651)成立。毛利秀元

は，元就の5男徳田治部輔元清の息であるが，

叔父小早川隆景の先見により宗家輝元の跡を受

け，朝鮮の役総督として活躍。のち関ヶ原戦，

大坂の陣でも働いた。軍記のほか茶事に湛能で

あったことまで記す。

8750 源章記 16.82-169 

一忍居士編

手写

65T 26.5佃

今枝氏旧蔵。神代から南北朝時代までの伊予国

守護河野氏の歴史を記す。今枝直方の写か。

8751 八島寧伝 16.82-170 

手写

7貰ゴ15.5x18cm 

今枝氏旧蔵。内題「源平八島軍伝」。源平屋島の

合戦の軍記。

8752 九州紹連記 16.82-171 

藤原一蓑〈伊藤ーあ著

今枝直方手写

166頁ゴ15.5x18.5佃

今枝氏旧蔵。外題「九州兵乱記」。鹿安4年(16

51)成立。天正期の高橋紹運を中心にした九州

の寧記，全53項。高橋家の由緒よりはじまり，

秀吉の九州国割までを記す。高橋紹運は豊後大
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t者，

@上使井寄手之面々着陣寄口仕寄之次第， 2月

21日従城中夜討之次第，夜討之時味方討死手

負之覚，豆州左門申渡候覚，大矢野村小左衛

門書状井白書之写，矢文之写弐通，嶋原城中

鉄砲井外ヶ輪明地之覚，吉利支丹立帰候者共

同吉利支丹ニ而無之者共惣寄帳之写，上使弁

御目付之家来覚

⑤2月27日総攻次第井榊原左衛門ー番乗同28日

落城之次第，山田右衛門佐返忠弁務人斬罪次

第，同両日寄手討死手負之覚，山田右衛門佐

就御尋申上候覚書，落城以後御仕置之次第，

板倉主水佑同甚太郎出身之次第，野村治右衛

門感状之写。

問
A叫

てr-

友宗麟の重臣，島津に攻められて戦死。

16.82-172 大友興廃記

杉谷宗重著

今枝直方手写

16冊 15.5x19cm 

今枝氏旧蔵。豊前の大友義鎖家の戦記，神代か

ら関ヶ原合戦までを22巻(ほかに序一巻)にま

とめたもの。

8753 

16.82-173 

杉谷宗重著の軍記「大友興廃記」の6巻・ 12巻

の写し。

15cm 

大友興廃記抜番

手写

巻子 1

8754 

h
h
d
r
ι
耐
川
町
紅
一
日
「
昨
日
仕
…

16.82-175 寛永賊罰往来諸章

手写

102T 19cm 

島原の乱に際しての諸将と幕閣等との聾簡集。

寛永15年 (1638)正月朔日.....2月12日のものを

集録。

8756 

肥後兵部S遺書

有動某著

手写元禄3年(1690)

20丁 27cm

内題「肥後山鹿郡ノ内減村筒誠之次第覚書」。天

正15年(1587)佐々成政に抗して隈部鎮去等が

城村城中に鑓減した一件を中心に記す。

16.82ー1768757 

譜

歴代将軍略評

有沢永貞箸

宝永5年(1708)

76丁 22cm

脇田当保旧蔵。内題は「古来ノ大将当代共ニ批

判九ケ条」であるが，平清盛から足利尊氏まで

の六ヶ条を収める。本書は有沢永貞著「甲陽軍

鐙末書給要本」の補論をなすものである。

16.82-178 8759 将軍家歴代略評

有沢永貞著

自筆宝永5年(1708)

5冊 27佃

今枝氏旧蔵。別名「島原合戦記」。

①耶蘇宗門官j禁之由来，嶋原吉利支丹ー挨之

起，深江村合戦同一挟等嶋原誠下ユ而敗軍之

次第，隣国加勢注進以後一狭弥蜂起之次第，

三江村兵殺取入候時寧之次第，肥後国天草一

段蜂起与嶋原一段成合之事，嶋子本戸合戦之

次第，富岡城両度城攻之事，同時寺沢家中討

死弁手負之覚，大矢野小左衛門口書之写， 10 

月15日上総村寿庵廻状之写，嶋原ー撲初発之

時於村々松倉勢討死覚， ~烏原領域下より方々

道程之覚

②板倉内謄正父子井石谷十歳西国下向之次第，

松倉兄弟其外御寂西国下向一挨等原之城再興

之次第， -~突等原誠楯能勢賦之次第，上使御

目付弁西国原之城取詰候次第， 12月20日原城

東西賞寄候次第，同日寄手討死手負之覚，其

頃嶋原表落首之写，松倉長門守岡右近原之城

陣立覚書，同書翰井村々人数覚書，年内陣中

矢文之写，四郎時貞試筆之写

③寅正月元日誠寅板倉内膳正討死次第，同時寄

手討死手負之覚，松倉長門守家老共書出候

写，石谷十蔵板倉主水より板倉周防守へ害状

之写，其頃嶋原表江相立候落首之覚，其後追

々立Jレ落首之覚.寄手旅馬印指物之覚

16.82-174 崎原記

述山信春箸

今枝直方手写

8755 

16.82-177 

-家

家)

図

〈武

系

8758 
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武家島目集

馬淵高定縦

前田家編輯方手写

45冊 23.5cm

正徳2年(1712)成立。武士の事蹟，将軍の興

廃，古戦の武功，系譜家伝，神社仏関，山川名

勝等細大もらさず記したもの。正徳2・3年の

序がある。全160巻，別名「馬淵本藩録」。

①巻 1賀陽御年譜モ←巻3賀陽御年譜骨

②巻4賀陽御年譜偶~巻6賀陽御年譜的

③巻7 雑品~巻9 雑品

@巻10 称号土伝~巻11 将 土 伝

巻12 雑品~巻13雑品

⑤巻14 雑品 ~ 巻15雑品

巻16 近代家立~巻17 古将士伝

⑥巻18雑品，巻19亡家，巻，20諸家，巻21苗氏

⑦巻22雑品，巻23霊社，巻:24古戦場，巻25国分

称号，巻'26暦代，巻:27国郡一宮

③巻28......30路駅直覧

⑨巻31戸類，巻32古今家主，巻33諸城主，巻:14

当時披主

@巻35名題和歌，巻36:雑品，巻37.名所名寄，巻

38雑品，巻39:存命大名

⑪巻40......42雑品

⑫巻43異字称号，巻44:雑品，巻45花押略伝

@巻16番目，巻4羽仁誠雑記，巻錯雑品

⑬巻49軍歌，巻50弓馬等之歌，巻51雑品，巻52

武義等之歌

⑮巻53諸家少伝，巻54弓馬名目，巻55......56.雑品

⑮巻57......弱略名伝略，巻59雑品

⑫巻6α雑品，巻61東武時破，巻62......63雑品

⑬巻64名所歌，巻65名所称号，巻66鎌倉士名

⑮巻67座右一助，巻68当武雑集，巻69陪臣，巻

70百戦奇法

③巻71......72将束名乗，巻73......74合戦月日

@巻75雑品，巻76鍛治銘，巻77......78名乗詞

@巻79......80元祖顕名

@巻81神社園戸，巻82荘園村里

@巻83補任抜粋，巻84......85混翫抜粋

@巻86......87.雑品

⑧巻88......89:雑品

@巻ω......92:雑品

@巻93......95諸宗僧略

lI9巻96i渚伝雑録，巻97......98諸法用歌

16.82-185 

明治年間

史

8766 

歴

79T 27cm 

甲陽軍鑑にならって，源額義，畿家，平清盛，

頼朝以τ下，北条氏，新田義貞，鎌倉・室町議府

将軍の事蹟を評したもの。

ら，

16.82-179 京都将軍家譜略評

有沢永貞箸

自筆宝永2年(1705)

42丁 271佃

足利氏代々将軍の事蹟などを記し，論評する。

8760 

16.82-180 京都将軍家鰭略評

有沢永貞著

今校斑沼;手写・

33丁 29x21cm

今校直方旧蔵。宝永2年(1705)成立。前号・と同

じ。

8761 

京都将軍家譜略評

有沢永貞箸

手写

51丁 23.5cm

脇田尚保旧蔵。政文に「干時宝永乙酉(2年〉仲

夏中旬書也永貞」とある。

16.82-181 8762 

京都将軍家譜之内抜書

前田家編輯方手写

45T 25佃

足利将軍代々の事蹟を記した家譜と「陽岩様〈津

田玄蕃〉ヨリ沢田悟安〈津田家家老〉江御尋之御

請」という題のある津田家の家識を収める。

16.82-182 8763 

明治年間

. 
ー

16.82'ー 183侯伯諸家略伝

今枝直方著

白書室 元禄8年(1695)

106丁 20.5伺

古今の武家・大名家の略伝を集成したもの。

8764 

，マ. 

16.82-184 姓氏由来

手写

38丁 17.5x12cm 

諸大名・武家の由来等を姓別に簡単に記したも

のor侯伯列読Jよりの抜華。

8765 

-515ー

• 

u
r
z
t
z
H

戸==.



学 "「
J:

 
「

@巻99雑品， 巻1001血蔵利益，巻101-102狂言 I 8769 武入院命之稔月 16.82ー 188

締誇 | 今枝直方手写正徳、5王j'.(1715) 

@巻103列諮敏ft-.巻104勝名号伝，巻105一品

経和歌，巻106it祉教迂

@巻107佳言雑記，巻108-109雑品，巻110自讃

歌

③巻111雑品，巻112-113名将略伝

@巻114-115時鳥物語，巻116船路之記

~巻117-119守城宮i主， 巻120雑品

@巻121柳話式略，巻122記録和歌，巻123-124

高名記略

⑨巻125-J26雑品，巻127諸州在略

③巻129-130雑品， 巻131諸国方角

③巻132-133諮録抜粋，巻13'liiJ掠系譜略，巻

135西行行脚築

@巻136-140賀陽御年諾，巻141同追加l

@巻142交名抜粋略(源平両家). 143交名抜粋略

〈藤橘諸家).巻144雑品，巻145在名略言

⑫巻146法号録，巻147行問l抜粋a 巻148雑品

⑬巻149-150雑品，巻151一目玉鉾，巻152雑品

⑬巻153姓氏初祖，巻154杉本夢記，巻155雑品

巻156-157渡部談話

⑮巻158渡部談話a 巻159-16悌住品。

8767 御当家諸侯家立

手写

43丁 17.5X13cm 

有沢貞>>IJ旧歳。表紙に「武道雑談集四十四」と

有沢貞周?の副題あり。内容は武家混目集の抜粋

で，徳川諸大名の家祖の時系。武家混目集はa

馬淵高定編百六十巻で，正徳2年成立。

16.82-186 

|日位名「武道雑談集ム

8768 武士勝負交名 16.82ー 187

今枝直方手写正徒}5年(1715)

56T 26cm 

表題「昆目抜孝武士勝負交名Jor武家見目集」

165・6巻より「敵ヲ討取者ト彼討者ヲ集テ勝負

交名ト号シタ」もので，上段に被討者，下段に

討取者の名を列記。流布本の「武家混目集」は

160巻本であり.:$:号および次号文m分を含ま

ない。

62T 26.5叩

表題「昆目抜粋武人隙命之稔月J。 馬淵高定編

「武家昆目集」よ りの技粋で.r験場に命を闘す

人々又J、武畿の向ふ処に因て死せる武家の平日

年号月日」を記す。

8770 昆自築抜奉

今枝直方編

自筆

2冊 27叩

今校氏旧獄。馬出!協定締「武家品目集」を抗準

16.82-189 

したもの。直方の注記あり。

8771 諸城主記 16.82ー 190

有沢永貞若

手I沢俊貞手写延宝4年 (676)

230頁 15X17cm 

江戸時代前期までの滅と城 Eの移りかわりを記

載。内Illiar近代諸城主次第」。

8772 諸国諸城主記

長久保正之者有沢永貞布Ii

今枝直方手写元禄3~HI690) ・ 6~H1693)

5冊f21叩

今枝氏旧蔵。2巻-5巻の 4冊は滋内，東山，

北陸 ・山陽 ・山陰 ・南海，西海道の諸城主の略

伝。貞享4年(1687)成立。 1巻は今校直方が調

べた城館自j録，諸国所々御米之本等を収録し，

16.82-191 

成立は元緑3年(1690)。

8773 城主記附録

信沢永貞若

手写元禄5/<f-(1692)

6冊 20.5cru

今校氏旧歳。天正から慶長にかけての諸国の滅

主とその略譜を列記。 G澗当家御治世以前御鎖

国城主帳②皮長5年治部少輔乱節五畿内徒党

方 ③ 天 正18年北条家;rI(亡以来東海東山北陸国

々所々城主従秀吉被定分@慶長5年三成.m反

節御当家方五組員内之城 ⑤天正18年以前三河述

江等之間御当家御家人衆居住之諸城地帳 @fft

長5年波州乱洛居以来国所庄園賜之国 。々

16.82-!92 
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8774 

8775 

歴

寛永系図抄〔等) 16.82-193 

前田家編輯方手写明治年間

14T 25佃

寛永系図，小笠原系図よりの抄写。医師宗巴，

大沢基額，久保正之，桑山重晴，加藤貞泰，小

笠原貞隆の系図を集める。

旧書名「寛永系図医師抄等」。

侯伯凶家類梁 16.82-194 

今枝直方著

自筆宝永2年(170の
関丁 20cm 

慶長5年(16∞〉関ケ原の戦以降，改易・減封・

転封・切腹・斬首等により，廃絶・失国した大

名家・幕臣等の略伝を集成。

8776 越前国主記 16.82-195 

10丁 20cm

奈良時代より徳川綱吉時代までの越前国主およ

び関連する武官名等を記す。

8777 越前朝倉後城主覚書 16.82-ー196

大原武清著

手写

10T 22.5cm 

内題は「越前国朝倉義景ヨリ以来代々国守之覚」

とあり，義景以後，松平網昌就封までの越前国

主の交替を言B録した雑史。後には福井藩大身の

一覧が付されている。

8778 朝倉家系図 16.82ー197

石川県地理課地誌掛手写明治13年(188の
5T 24cm 

珠洲郡松波村朝倉作左衛門所蔵の写。朝倉義景

に系譜を求めた松波朝倉氏の系図。

8779 有馬〔家系) 16.82-198 

手写

11丁 19cm

今枝氏旧蔵。村上野兵赤松末流有馬兵部少舗法

印系図。最後に寛永19年5月19日の日付で太田

備中守宛，有馬玄蕃頭の置名あり。

史

8780 池田鰭 16.82ー 199

今枝直方手写寛文12年(1672)

66頁 15.5X18cm 

今枝氏旧蔵。備前園池田氏系図。

8781 浮田中納言家系 16.82-200 

1枚 39.5x83em

慶長11年(1606).八丈島に配流された字喜多秀

家(浮田中納言〉の子孫の系図。

8782 浮田中納言家来村田一家続審 16.82-201 

1枚必X56cm

慶長11年(1606).宇喜多秀家とともに八丈島に

配流された秀家の家来村田助六の子孫の系図。

8783 八丈鴫宇喜多一類人別番上持起本之事

16.82-202 

手写

合綴 1(2冊) 24ω 

関ヶ原合戦後慶長11年(1606)に八丈島に配流さ

れた字喜多秀家を祖とする字喜多一族の人別調

書の写。表題は元文4年の人別調書の表魯であ

るが，外に寛保3年の「人別明細帳jを合綴。

8784 (宇喜多家→牛) 16.82-203 

手写明治後期

仮綴1(34丁) 24.5ω 

八丈島配流の宇喜多秀家とその子孫に関する記

事を，老人雑話〈史籍集覧本).桑華字苑，多

賀信濃日記，十錦雑志等より抄録。また「明治

十九年五月十一日浮田久三郎編輯方へ出頭之節

関取番」も収められている。

旧書名「字喜多家系図等J。

8785 字喜多家旧記四種 16.82-204 

前回家編輯方手写明治年間

103T 23cm 

浮田久三郎所蔵の写。字喜多家旧記井系図目録。

。宗祖記

。字喜多家旧記

。故中納言秀家八丈島在世ノ口伝ノ:事蹟

。浮田氏系図付八丈島浮田氏系譜。
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8786 浮田家→牛

間

16.82--205 I 8794 菊池家系図弁!E後{士置始終之覚書 16.82--213 

57T 28x20叩

関ヶ原!i&後，八丈島へ流された宇喜多秀家とそ

の子孫について，可観小説 ・古跡文徴 ・参議公

年表 ・前田之御家雑録・随意技録 ・松虫公御親

1ftなどを引用して記録したもの。

図系の家時
押

巾
山保久大主落原回

四
小

p
h
u
 

m
必

歳

刻

u

ロμ

家

写

了

氏

保

手

mm

沢

久

有

大?
t
 

n
x
U
 

7
f
 

n
6
 

16.82--206 

家詩。

8788 大久保系図

手写

22丁 20四

大久保忠隣家の系図。

16.82--207 

8789 岡部系図

手写

7丁 20凹

今枝氏旧蔵。泉州岸和田経主岡部氏の系図。

16.82--208 

8790 奥平家系 16.82--209 

手写

21~ゴ 15 .5 X 18.5四

今校氏i日蔵。宇都宮城主奥平家系図。

8791 絵回信秀系図 16.82--210 

手写

巻子 1 24cm 

織田信長の弟信秀の子孫の系図。

8792 小脳氏家系 16.82--211 

3 T 27cm 

有沢氏旧政畑小幡氏は甲州出身，江戸時代は旗

本の家系。

8793 金森家諮

手写

13了羽田

織田信長の部将金森長近にはじまる金森家系

16.82--212 

図。

前田家編輯方手写 明治年間

35T 27cm 

菊池侃二(大阪市在住〉所蔵の写。内容は，肥後

菊池氏系図と略鰭および赤星氏系図，天正15年

肥後一段と佐々成政イ上位一件から成る。末尾に

は菊池侃二氏の編斡方宛のm簡が添付されてい

る。

8795 熊谷家系図 16.82--214 

今枝直方手写宝永2年(l705)

!o了 20四

今枝直方旧蔵。熊谷直突の系図及び事駁録。

問 私家譜

手写

16.82--215 

会 6T 22.5団 主

首脳三の略伝。 「言問l~之家系」。

8797 )，持之家系

jfr手写

121l115.5x 18.5cm 

今枝氏!日歳。zf藤道三の略伝。前号と同じ。

手ご
8798 佐野家系

手写

16.82--216 

16.82--217 

3丁 19cm

今枝氏旧蔵。下野国佐野城主佐野宗綱家の系

認。

8799 斯波交明家総

前回家編斡方手写 明治年間

仮級 1(10了) 25.5cm 

文明1o年7月成立の rJ析波家伝」の写。j析波高

経(建武〕から斯波義良(文明)までの目白諮を記

す。本容はj罰波氏の末筒である津田玄者家旧蔵

のものであり，これを文政3年正月富田景周が

16.82--218 

密写したものの写である。

旧容名rJ析波家伝」。

8800 斯波家系諮三程

iIIi田家編腕方手写明治年間

仮綴3 25.5佃

<10罰l1!i家氏以来系秘」

16.82--219 
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②「陸奥守義氏ヨリ正勝マデの斯波家譜J 8806 藤堂之家系 16.82-225 

文化13年7月3日富田与六郎所持 18]安ゴ15x18.5ω 

~清和天皇ヨリ斯波家氏マデの系図J。 今枝氏旧歳。藤堂高虎の事蹟を記した略譜。

8801 〔斯波譜脱漏考〕 16.82-220 8807 公義御代々 16.82-226 

前田家編輯方手写明治年間 片岡孫作手写

仮綴1(10了) 25ω 16T 24cm 

文化1昨(1818)2月17日，津田玄蕃に宛てた富 徳川家康より 11代将軍家斉までの11人の将軍の

回景周の斯波家譜の脱漏持所誤を考証した番 官位，代替年月日，将軍宣下年月日，苑御年，

類。旧書名「斯波家譜愚考」。 御生母，御台所，子息女等を列記したものo

8802 菅沼系図 16.82-221 8808 御系譜略 16.82-227 
菅沼定芳縦 〔文政末~天保期〕刊

手写 11陥 18cm
12T 20叩 家康から家康までの徳川家系図。

今枝氏旧蔵ョ菅沼織部正定芳の家系図，源頼光 旧書名「徳川家御系譜-略」。

系i 元祖三州額田郡菅沼里を領す。関ヶ原の戦

いの際，江戸御誠御留守番を勤め，のち勢州長 8809 武家撃要 16.82-228 

島を領す。 文政1拘三(1830)干1J

29丁 7x 15cm 
8803 武田家系図 16.82-222 広瀬知良!日蔵。東照宮から孝恭院までの忌日年

有沢永貞編 中出仕衣服・上使御定之家等を収録。

手写貞享3年(1686)

12T 26.5cm 8810 徳川家鏑庶鰭略 16.82-229 
武田晴信(信玄)の傍系，徳川家臣河窪武田氏 手写

(信俊・信雄〉の系図。 16T 25叩

徳川秀忠の子息kの略譜を記した系図。
8804 武田家系図 16.8εー，223

有沢永貞編 8811 畠山家歴代 ]6.82ーおO
手写寛文12年 (1672) 前田家編輯方手写明治年間

40Jtごr15.5x18.5cm 3T 24佃

今枝氏旧蔵。源額義から武田勝額に至る武田源 真館氏所蔵の写。能登守護畠山家の略譜写。

氏28代の系図の一部と武田家の一族・有力家臣

の略系図を併せて編は机甲陽韓等に依 I8812 久松家問 ]6.82-231 

拠したものと思われる。 手写

2 T 28x20cm 

鈎05 鶴田系図附上木系図 ]6.82-224 朱番仮題「元松山久松家系譜抄録Jとあり。伊予

前田家編輯方手写明治年間 松平〈久松〉家系の支族の系譜抄録。

33T 24cm 

佐竹民家臣前田氏(鶴田氏〉の系図と，鳳至郡藤 8813 細川家系 16.82ー'232
波村狩野恒方家所蔵の前田安勝系に属する上木 手写

氏系図の写本。 16東才15.5x 18. 5cm 

今枝氏旧蔵。細川義家から熊本務主綱利までの

家系を記す。特に藤孝〈幽斎〉の項においては略
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歴の外，信長，秀吉発給の感状をのせる。 山本道鬼由緒

手写

5T 20佃

今枝氏旧蔵。内題は「山本勘介晴宰入道々鬼J。
武田家々臣山本勘介の系図と略譜を記す。今枝

直方が写させたものo

16.82-238 8819 

16.8金一'233

〔横山家系図之写〕

横山知哲手写

仮綴105丁) 24cm 

武蔵園江都の旗本横山氏の系図。

旧番名「系図書写」。

16.82-239 8820 

前田信濃守長泰家系

手写

12丁 24cm

前団長泰家の系譜。前田長泰は宝永4年(1707)

に初めて徳川綱吉に仕官し，家宣・家継・吉宗

・家重に順次仕え，高家として朝廷との取次の

任にあたり，千石の禄を受けた。菅原道真を祖

とし家紋は剣梅鉢である。

8814 

16.82-240 

〈武家以外〉

明治年間

本朝尊卑分脈図

前田家編輯方手写

19T 25cm 

藤原南家分脈系図。

8821 

〔前田長年〕先祖害

手写

14丁 24cm

宝永4年 (1707)にはじめて幕府に召抱えられ

た前団長泰家の家諮。天保の6代目長年までを

記す。菅原姓前田家の調査の一環をなすもので

あろう。旧番名「先祖番」。

16.82-234 8815 

東家系

手写

9Jt才15X18cm 

今枝氏旧歳。東常縁家の系図並に事蹟覚書。東

家は古今伝授の家柄。

16.82-241 8822 

16.82-242 大鳥居家譜

大鳥居長量編

前田家編輯方手写

21T 23.5cm 

亀井戸神官大鳥居良信所蔵の写。大鳥居家は華

族高辻家のこと。刊本「亀戸天満宮史料集」に

収載。

明治年間

8823 

松平庶流諸家十三伝

有沢永貞編

手写

1sT 24cm 

今枝氏旧歳。正徳3年(1713)成立。新田義重

より徳川家康までの新田源氏系図と，その聞に

分出した松平庶流十三家〈大河内松平，竹谷松

平，形原松平，大草松平，御油松平，深溝松

平，長沢松平，能見松平，大給松平，岩津松

平，福鎌松平，桜井松平，藤井松平〉とその他

久松松平・戸田松平・津平松平の三家の系図を

まとめたもの。なお「時正徳三突己閏五月有沢

永貞番之」という践は今枝直方の鋒か。

16.82-ーお58816 
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京都加賀屋十右衛門続審

1通 7cm

京都出水千本東入ル加賀屋十右衛門家の家族を

列挙したもの。十右衛門は 111才，奏98才で，

嫡子夫婦，孫夫婦が揃い，曽孫3人と同居して

いる。そして，外に血縁あって同居しないもの

は80人余と記しているo

16.82-2-β 8824 

村上家系

今枝直方手写

4丁 19ω

今枝氏旧蔵。内題は「村上家系図ノ写.j，村上源

氏の系図。

16.82-236 8817 

16.82-244 菅家系図

手写

8825 

16.82-237 森家記

手写

9丁 20cm

織田信長の部将である森可成家の系図。可成・

可正から長継〈寛永期〉までをZB録する。

8818 
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度

巻子 1 28佃

野々村定教氏の系図。字庭に始り，菅原道真を

先祖にもつ。

8826 阪槙氏鰭略 16.82-245 

中都元恒著

天保12年(1841)

16'丁 25.5cm

儒家阪模久庵とその子藤堂藩医吉川長庵の略伝

と系図をのせる。

8827 阪槙氏鱈略ノ抄

3丁 24.5佃

前号より一部抄出したもの。

16.82-246 

8828 松任城丸家之系図 16.8ト 247

手写

3 T 12x35佃

渡辺庸旧蔵。旧松任城主鏑木頼信の系譜を引く

と伝える松任の裁丸家の由緒を記す。末尾に能

美郡土室村十村六郎兵衛枠与三右衛門の，丑4

月付父六郎兵衛事蹟番上げを収録する。

8829 中部家乗 16.82-248 

手写

21T 26cm 

松本の御典医中村家の家譜。天正~嘉永まで。

8830 (大津町〕西川孫左衛門系図 16.82-249 

手写

12T 24. 5cm 

藤原秀郷の子孫と伝える西川家の系図o 表紙に

「文久元年御次より為考御渡ユ付模置」とある。

8831 前田藤太先祖審 16.82'ー，250

前田家編輯方手写明治年間

12T 23cm 

静岡県下伊豆国那賀郡中ノ郷村字大沢23番地，

依田佐二平方在籍，静岡県士族前田孝繭長男前

田藤太の由緒寄の写。

8832 江州千田村居住横山惣三郎方系図井書類

16.82ーお1

手写

史

仮綴 1(22丁) 24cm 

元治元年正月横山蔵人が江州千田村通行の際，

同姓の千田村横山惣三郎に所蔵古文書・系図等

の番上・差出しを命じたのに対し，元治2年 2

月に差出された江州横山家の系図・古文書等の

写。

旧書名「江州千田村居住横山惣三郎方系図」。

8833 江州千田村居住横山与三右衛門方系図

16.82-252 

横山与惣右衛門兼明箸

手写

4丁 24cm

元治2年(1865)2月の番上げ。与三右衛門家

は加賀八家横山家初代長隆の父時隆を同じく祖

とする家柄。敏逮天皇より記載。

8834 至聖譜系図 16.82-253 

中沢倹編

21T 16.5x24佃

至聖譜系図，至聖文宣王，通鑑網目などを抄出

したもの。

{云 記

〈武 家〉

8835 列伝部草稿 16.82'ーお4

179T 28x 19.5佃

山名，土岐，世保，浅井，斉藤，京極，六角，

朝倉氏などの伝記草稿。

8836 校合雑記 16.82ー'255

小1開源五右衛門編

6冊 23cm

全8冊中， 1冊目と 6冊目:欠。信長・秀吉時代

から寛永の頃までの諸合戦をめぐる武家領主の

逸話等を集めたものo 全40巻。

8837 事跡抜書 16.82-256 

手写

2冊 23佃

早崎信太郎旧蔵。武家を中心にした古今の諸事

蹟を集めた雑録。巻ーは秀吉・利家・三成等の
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16.82-262 

問

慶長記抜華

今枝直方手写

42T 20cm 

今枝氏旧蔵ョ慶長年間の大名・武家の逸話見聞

を集めた「慶長記Jの記事を按翠編集。

宝永2年(1705)

8843 

戸崎
寸ー

事蹟，巻二は慶長以来の減封・改易大名等の略

説が記され〈以上1分冊目)，巻三・四は鎌倉以

来の諸武将，孔子・孟子・僧侶等の事蹟が雑然

と記される〈以上2分冊目〉。

16.82-263 諒忍記

今枝直方署

自筆正徳3年(1713)

3冊 26cm

今枝氏旧蔵。諸大名・武家の政治能力・人物・

才能等を評したもの。全十八巻の外kこ，序持国

法一巻と教法之喬一巻があり，武家の守るべき

道が説かれている。

①序井国法，教法之書，巻之第 1--第3

②巻之第4--第10

③巻之第11--第180

8844 

元様比迄聞香

前田家編縛方手写

73丁お.5cm

成瀬正居所蔵の写。戦国時代~江戸初期の武家

.合戦等に関する軍功・逸聞等の開審ないしは

覚書。

旧書名「聞書」。

16.82-257 

明治年間

8838 
'. 

16.82-264-武田信勝・仁科盛信之伝

8T . 21.5cm 

武田信玄の孫，勝頼の甥にあたる武田信勝と，

武田信玄の5男仁科盛信の略伝。表題は「武田

信勝・仁科信盛之伝」とあるが，盛信はーに信

盛と記す。

8845 

武臣雑話

手写

31丁幻.5cm

横山隆幹旧歳。表紙の貼紙に「明治廿八年二月

十四日加藤氏来候而，重複物之内検閲此数冊ハ

先ツ存し直候方可然と談し有之分也」とある。

徳川|秀忠・前田利長・伊達正宗・前田利常・伴

八矢・石田三成・徳111家康・豊臣秀吉・織田信

長・横山家陪臣・曲薩瀬養安院・井伊掃部等々

の武家逸話を集めた雑記。

16.82-258 8839 

高坂弾E昌信年譜

23丁 20.5cm

武田氏の臣高坂蝉正昌信〈虎網〉の大永 6年

(1526)--天正 6年(1578)の一代伝記と陣立を記

したものo

16.82-265 8846 

武辺噛開番

手写

3冊 27cm

今枝氏旧歳。戦国時代~江戸時代の合戦・名将

に関する逸話等を集めたもの。

①巻 1--3②巻4--6③巻7--9 0 

16.82-259 8840 

友町大臆武功

友町大膳幸定著

今枝某手写

16;{r"15・5x18・5cm
今枝氏旧蔵。寛永19年(1642)成立。上野園高崎

の住で，のち水戸侯に仕えた友町大膳幸定が小

姓衆に披露した武功番。

16.82-266 8847 続武家閑談抜撃

手写

56丁 23cm

木村高教著「続武家閑談J(20巻20冊， r:武家閑

談」の続編〉より抜撃してまとめたものo 戦国か

ら近世初頭の武家の逸話などを箇条書に収録す

る。

16.82-260 8841 

16.82-267 〔最上義光改易等問書〕

手写

仮綴1(13丁) 24伺

織盛期~近世初頭の出羽山形 (51万石)の大名

最上義光改易〈元和8年〉に関する古老談，な

8848 
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小幡最愈夜話

手写

60丁 23cm

戦国時代から江戸初期にかけての合戦にまつわ

る逸話などを集めたもの。

]6.82-261 8842 
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庇 史

らびに寛永17年の揺磨山崎藩池田輝澄の移封 8855 西山遣事 16.82-274 

〈減封)， IE保2年の播磨赤穂藩池田部輿改易 三木之幹等編

に関する浪人談，能州七尾町人尾鴨左次兵衛の 手写

逸話を魯き留めたものo 3冊 23佃

旧書名「山形出羽守義光之旧記」。 今枝氏旧蔵。水戸藩主光園〈西山公〉の伝記。宝

永7年(1710)の写本の写。

8849 景勝公御一代略記 16.82-268 

手写 8856 東照宮御年鰭 16.82-ー，275

29T 25伺 徳川義直著

寛永17:年(1640)に上杉藩で作製したものの写。 今枝直方手写寛文13年(1673)

明治31年(1898)伊佐早嫌により寄賊されたも 3冊 15X18.5cm 

のo伊佐早謙は上杉家編斡員。 今枝氏旧蔵。徳川家康の伝記。内題「御年譜J。

①御年諮序〈正保3)，巻ー(天文11""'J天iE2) 

8850 長尾家雑志 16.82ー'269 ②巻二〈天正3""'J天lE12).巻三欠除

手写 ③巻四(慶長5""'J慶長15).巻五(慶長16--元和

12T 19cm 3)。

今枝氏旧蔵。越後長尾家の家伝'.家臣略歴およ

ぴ謙信の事蹟等を記す。 8857 〔家康公略譜抄〕 16.8舎一276

手写

8851 全長記 16.82-270 1通 16cm

斉藤了其著 天文11年(1542)出生から永禄3年(15ω〉信長の

28丁 22佃
桶狭間合戦があった19才逮での伝記。

本庄越前守繁長〈全長〉の天文7年(1538)より慶

長18年(1613)までの一代記。 I8858 武埜燭談 16.82-277 
有沢武貞手写元文2年(1737)

8852 堀直寄覚書 16.82-271 8冊 22cm

手写明暦3年(1657) 家康より 6代家宣に至る歴代将軍・老中以下の

11頁 15.5x18.5cm 幕府重臣・御三家その他諸侯の言行録・逸話逸

今枝氏旧蔵。堀直寄の略伝，期直寄は越後本庄 事が中心だが，政治に関するものが多いので，

城主。秀吉，家康，秀忠に仕えた勇将。 近世前期の政事要略ともいうべきもの。全30巻。

多く伝存する写本の一つ。刊行本としては，

関53 堀家定書 16.82-272 「江戸史料叢番」・「国史叢書J• r-日:本随筆大成」
14T 24cm (3期12)などがあるo

堀家の軍役定・御出陣組中旋・陣立編成図など ①序・凡例・目録②巻1""'J巻5③巻6--巻9@.1
を記したもの。 巻10--巻13⑤巻14""'J巻1紛巻17--巻20⑦巻21--

巻25③巻26""'J巻300

8854 植村家伝 旧書名「武野燭談」。

植村正行編

手 写 貞 享2年(1685) 8859 三王外記 16.82-278 
15頁 15x18伺 野史訊洋・野史若無著

今枝氏旧蔵。植村大膳先祖覚盤。植村大膳正行 手写

が，先祖の武功・諸事蹟を内藤出羽守に天和4 92T 23.5伺

年正月27日付で差し出したもの。 徳川家光〈憲王).綱吉〈文王).吉宗〈徳王〉の事

蹟を漢文体で記したもの。
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今枝氏旧蔵。内容は天正・慶長・元和期におけ

る徳川譜代の武家衆の軍功・逸話を収集したも

の。

点."
ザー

16.82-279 

16.82-286 徳河御家衆聞書

前田家編輯方手写

54T 24cm 

別名「慶長雑話」・「御家衆物語」。今枝直規所蔵

の写。慶長前後の戦功談。前号の写。

8867 

秀康卿行状

大原武明編

寛文10年(1670)

6議了 15.5x18.5叩

今枝氏旧蔵。結城〈徳，)11)秀康の系譜およびその

事蹟・行状について記す。

8860 
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明治年間

16.82-280 

16.82'ー'287渡辺幸庵小伝

1通 17cm.

江戸時代初頭の幕臣渡辺幸庭の伝記。

8868 

明良洪範抄

前田家編輯方手写

50丁 24佃

「明良洪範」を抄出魯写したものo r明良洪範Jは

英国増誉著。慶長・元和期から徳川綱吉の初め

ごろまでの徳川家とその関係の武将・家臣の言

行・事蹟の見聞を記録したもの。

8861 

明治年間

8869 幸庵問答

杉本三之丞義隣箸

賀古清安手写寛政元年(1沼9)

24'丁 24佃

宝永年聞に御裁定番御歩杉本が，江戸在役中綱

紀の命により，渡辺幸庵という 108才の老人か

ら聞いた話を収録。松原貴忠再写の写。

16.82-288 

中興源記

小幡景窓著

前田家編輯方手写

2冊 23佃

徳川家の三河以来の伝記，兵法等を記したもの。

①乾は巻之ー・二②坤は巻之三・四。

16.82-281 

明治年間

8862 
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松越記

松平定信著

手写

8T 25ω 

小木貞正旧蔵。内題に「老中松平越中守殿申談

之写」とある。

16.82-289 8870 16.82-282 中興源記

小幡景憲著

手写

24丁 30x21佃

全4巻のうちの巻之ニ下・巻之三よりなる。

8863 

16.8:会ー290富田碩穴伝

手写

1通例佃

富田権六郎旧蔵。権六郎の 5世之祖という富田

弥六長繁の事蹟を書き留めたもの。弥六長繁の

事蹟は定かではない。

8871 
16.82-283 三列11武功

手写

11丁 22.5佃

三州は三河。徳川家家臣の武功伝。

8864 

" 

， 、、

畠山伝記

前田家編輯方手写

17丁 23叩

別名「能州国司畠山殿伝記Jo本書は加越能史

談会所蔵本を底本にした石川県図書館協会刊行

本 (r長氏と畠山氏」所収〉と異る写本。畠山

氏の出自，能登入国をはじめに軽くふれて，す

ぐに上杉謙信の能登侵攻，能登畠山氏の滅亡，

16.82-291 

明治年間

8872 

鹿長雑話

手写元禄7年(1694)

44T 22佃

末尾に，作者不明，慶長前後の戦功談を多く載

せ，天正以降近年までの事蹟も粗々敏せるとの

政文あり。関ヶ原，大坂の陣における徳川方の

人々の動きを中心に記す。

16.82-284 8865 

16.82-285 

元禄初年

徳河御家家問書

今枝直方手写

53丁 20.5cm.

8866 

-524ー



阪

石'ElJ山合戦をt曲いているが，史実に相当の粉飾

が施されている。

8873 能州畠山氏伝記二種 1日目2-292

前田家編~Jf方手写 明治年間

39T 23.5cm 

村松射干平所蔵「能登国司品1I1伝Jと阿部直浩司f

政「{12州品山氏略記」の写。

8874 福井君行状

手写

20T 24cm 

16.82-293 

史

②巻之中，宗夢問答之事 ・ 母北方~~相井浅井家

之事

③巻之下.r:'付1騒動~秀頼公生害。

8879 永田記 1G.82-29S 

永井直情若

手写

93T 20cm 

今枝氏旧成。探州高槻主主主永井日向守直情が父

直勝の武功等の故，Jj:を近傍の者に諮ったことを

mき留めた容の写。

越iìíj務主松平鹿永の<J~蹟 逸話などを記した雑 I8880 永日記 16.82-299 

録。 I 永井直清著

8875 安宅武功 16.82-29.1 

安宅四郎左衛門箸

手写

25]主ゴ16x 18cm 

今枝氏|日成。山中之城責，小田原之紙買をはじ

前田家編輯方手写明治年間

55す 23.5cm

今枝直規所蔵の写。奥i，¥ltこ「此三巻者永井日向

守直rr1ill目触占tj:>;談話傍士位留也，俄号永田物語

云々 」とあり。Jiir号に同じ。

め，関ケ原合戦 ・大原減資に至る15度の戦にお I8881 出石塔内記録 l白 82-3∞
ける武功をむきあげた，松倉盛後守宛の安宅四 | 多芳楼手写 天保7年(836)

郎左衛門沼状写等を収める。

8876 六角高額及一類記録

手写

10了 28.5x20叩

16.82-295 

六角高額 ・定額 ・毅賢の3代にわたる六角氏の

略伝。

8877 藤堂家由緒 16.82-296 

9丁 22.5回

'19T 23.5cm 

イ白州出石の主主主1111石家のお家騒動の記録。!JlrH
門平(空翠〕の写本の写。

8882 黒田如水記 16.82-301 

今校直方手写

1101t:i 15x 18.5四

今枝iID:方旧成。黒田孝高の伝記。天文 4"1'(153 

5)から天iE7 年( 1 579) までの前，，:~~を記す。

有沢氏旧歳。藤堂高虎一代の伝記。地臣氏徳 I8883 黒田如水伝 16.82-302 
川氏の高虎宛の古文怨を多 く係録。 !日怨名「藤

堂家」。

8878 秀頼司王記 16.82-297 

桑原求徳若

手写

31日f25cm 

有沢永貞旧歳。豊臣秀頼の伝記。数種伝存する

写本の一つ。刊本と しては，r改定史籍集覧」

13， r続群ilJ類従」初斡下 がある。

①巻之上.代々之大略~定、貸野合!I良之事

手写延宝4年(J日76)

32貢:r5.5x18.5叩

治束常在1程主4脈絡より和文の革本を借り ，淡文

に訳したもの。 内容はB霊長5年(J600)の関ケ原

l蹴の黒田来高・ 長政父子の事績を記録。

8884 如水RC 16.82-30:1 

J呂田水翁編

手写

12丁 15.5x18.5cm 

今枝氏旧政。慶長5年(16∞3関ケ原のl俄いにllJ'
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もの。

江藤・島等処刑書及辞世

手写

2-r 24佃

安井顕比旧蔵。佐賀の乱の主謀者である江藤新

平・島義勇・副島義高などに対する処刑の申渡

番と江藤等6人の辞位を収録。

16.82-311 8892 

応した黒田如水〈孝商)の活躍を記す。

16.82-304 黒田之家系

今枝直方手写

16)貫丁目.5X18.5cm 

黒田如水〈孝高)・長政父子の武功伝記。

8885 

16.82-312 小竹常五郎書置紙面

小竹常五郎正克箸

3通 16cm

①母上様宛小竹正克書状②倶行君宛小竹正克

審状③小竹正克番状。以上遺書3通。

8893 

16.82-305 黒田長政武功

手写鹿安元年(1648)

46頁ゴ15.5X18.5cm 

今技氏旧蔵。黒田長政の武功伝記。

8886 

16.82-306 大内記

手写

58丁 22.5cm

大内義隆の一代伝記。

8887 
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菅相公逸伝

狩谷鷹友著

手写

4T  24ω 

菅相公は菅原朝臣是善。是善の事蹟を三代実録

・扶桑略記等により考証 Lたもの。安政5年

(1858)に注を加える。

維新俊傑聖代名匡言行録

17T 12x 17.5cm 

明治維新に活躍した俊傑の逸話・言行録などを

集めたもの。

16.82-313 

16.82-314 

〈武家以外〉

8894 

8895 

16.82-307 柳議雑筆巻四抄

前回家編輯方手写

4丁 25cm

栗原信充(朝日庵〉著，嘉永元年刊の「柳惹雑筆四

巻」のうち，巻四の「浮田中納言秀家関ヶ原に

敗れ薩摩に遁れたりしJの条を抄出し写したも

の。柳庵雑筆は， r日本随筆全集J8および「日

本随筆大成J3期2に所収。

旧書名「浮田秀家系図等J。

明治年間

8888 

16.82-308 

16.82-315 増訂管神年譜略

手写

11丁 24佃

内容は，菅原道真の父是普と，道真の年譜。

8896 

吉晴武功

手写寛文11年(1671)

13舟 15.5x 18.5cm 

今枝氏旧蔵。内題は「堀尾帯万吉晴{劫之覚」。掘

尾吉晴の武功伝記。

8889 

16.82-316 源満雅・俊康・藤原兼定・基調伝

手写

19T 29x20cm 

源満雅など 4名の事蹟を抄録編さんした伝記。

8897 

16.82-309 長宗我部元国・元親伝記

手写

11丁 28x20ω

「土佐軍記」等に拠り編さんされた元国・元親の

略伝記。

88ω 

議

16.82-317 鎌倉宮御伝記紗

明治初年刊

5丁 20ω

官幣中社鎌倉宮の祭神護良親王の伝記と明治2

8898 
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立花宗茂略伝

立花惟与編

25;貫ゴ15.5x 18. 5cm 

豊臣秀吉の家臣立花宗茂〈筑前柳洞城主〉の略伝

と，秀吉の立花宗茂宛感状之写を併せて編した

16.82ー3108891 



歴

年鎌倉宮創設の由緒を記す。

8899 浪合記 16.82-318 

手写享保6年(1721)

22丁 26cm

今枝氏旧歳。南北朝時代~室町時代の宗良親王

の子伊良親王および伊良親王の子良王君の略

伝。原本成立は長享2年(1488)と推定されてい

る。本写本の伝来は，天文2年(1533)筆写され

てのち，宝永 6年(1~ω〉崇厳院羽林蔵本を天野

信景が写し，この天野氏写本を前大僧正実観が

享保5年(1720)に写し，事保6年に実観写本を

今枝直方が借り，配下が写したもの。

8900 並合之記 16.82-319 

手写享保6年(1721)

10丁 26佃

今枝氏旧蔵。内容は「浪合記Jに付される「浪

合記抄」・「浪合記略」と同じもの。「浪合記」よ

り主要人物を抽出し略伝を記す。凌雲院前大僧

正実観より今枝直方が借り受け，配下のものに

写させたもので，政文は今枝直方の自筆。

8901 宗良親王紀事 16.82ー320

森田平次〈良見〉編

前田家編輯方手写明治年間

34丁 23.5cm

越中の古蹟調査のため，著者が，南北朝時代に

越中に潜行した後醍醐天皇の皐子である宗良親

王に関する諸文献を考証したもの。大日本史・

甫朝記伝，開田耕筆，三州志， 明治4年取調

書，三州地理雑説，新築和歌集，李花集などか

らの引用により考証をすすめている。

8902 中山端夢伝 16.82-321 

子温手写文化13年(1816)

38丁 24佃

今枝氏旧蔵。東叡山寛永寺の造立等に関わる朝

廷と幕府の交渉記録。

8903 諸門跡伝 16.82ー.322

手写寛文元年(1661)

123丁 27cm

内題「諸門蹟系図目録」。貞享3年(1686)の校合

史

朱入。

8904 慈眼大師伝 16.82-323 

8905 

8906 

僧東源著

今枝直方手写享保3年(1718)

2冊 25cm

西義教寺所蔵の写。慈眼は東叡山寛永寺の開祖

であり，名は天海南光坊と称す。寛永初年10月

2日没。

①慈眼大師背年時代〈天文期〉より寛永9年まで

の伝記

②寛永10年より慶安3年 8月2日までの伝記。

久遠寿院准后公海伝

公緋法親王箸

今枝直方手写享保5年(1720)

13T 26.5cm 

16.8号ー324

今枝直方が前東叡山学頭大僧正凌雲院実観より

借り写したものo 公海は左少将藤原忠長朝臣の

子。母は東本願寺教如の長女。慶長1鉾生。

守違法親王伝 16.82-325 

僧実観編

今枝直方祐筆手写享保5年(1720)

14T 26.5cm 

前大僧正凌雲院突観より借りて写したもの。原

本は宝永7年(1710)成立。内容は，前寛永寺門

跡守澄法親王(寛永11--延宝8)の年譜。

8907 熊沢了介伝 16.82-326 

菱賓大観著

10丁 23側

熊沢蕃山の伝記。「古易館」の罫紙使用。

8908 先考土田得入居士墓誌 16.8去ー3?:1

手写

仮綴1(2丁) 24佃

土田次平所蔵の写。土田得入は金沢の人，諒は

敏信，享保元年(1716)2月生。幼より好学にし

て数術に秀で詩歌を詠む。天明5年(1785)71才

没。土田得入の死を追悼するため，天明8年に

編まれた墓誌。天明8年(1788)成立か。

旧書名「土田得入居士墓誌J。
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特16.83 官 職 ・典 故

朝廷 ・公家

8909 典薬頭補任次第

手写

12T 24cm 

延暦11年 (792)-貞治5年(1366)の典薬頭補任

一覧およびE科医。

16.83-1 

8910 施薬院使補任例

手写

2丁 24an

康平2年(1059)-元弘元年 (]33))の補任一

覧。

16.83-2 

8911 職事補任

今枝直方手写

4 ffil 28 x 20cm 

今枝氏旧蔵。嵯峨天皇から霊元天皇までの蔵人

所役人(蔵人頭・五位蔵人・五{立職事)の補任記

録。蔵人補任とも別称される。

Q)~差峨天皇弘仁元年~近衛天皇久安 6年

②後白河天皇久寿2年~光厳天皇正鹿元年

③光明天皇建武3年~後西天皇'fi..文2年

@後西天皇承応3年~霊元天皇廷宝9年。

本書は，頭右大弁藤原限定所蔵本を天和41fに

ii日右兵衛大尉藤原為貞が写したものを，今枝氏

が写したものである。

r~J本iìl干密類従J(補任一~四)に所収。

16.83-3 

8912 弘安礼節

一条内経等若

手写

37貰ゴ15.5X18.5cm 

今枝氏旧蔵。弘安8年(1285)成立の有職故事の

16.83-4 

位の写。内容は百官名.i!}札礼等。

8913 {寺中群要

桶広相若

手写

10Jllf 26.5cm 

16.8:1-5 

|問

今枝氏旧識。嘉元4年(J306)の水谷大蔵大朝Ii清

有の写本の写。有職故実の露。刊本Ii.売々 f，平努

類従」七。

8914 禁郡御紗 16. 8:~一日

順徳天皇著

今枝直方手写享{呆4年(1719)

95了 26.5cm

今枝氏旧政。「禁秘抄JI建JI1i御記」と，iii称される

有職故実容の異写本。建Jlii3年(1213)成立。 正

和3年(l31't)禁裂の原本鐙写以降の伝来に関す

る政文として，参議右大弁宣秀(文亀2年)，特

i佳jiii秀，也!宣子孫然(慶長8年)等の紋がある。

8915 般原抄

北畠親房~・

今枝直方手写

3 JIIf 20.5cm 

今枝氏旧議。's'f立の沿革 ・術任の次第等を記し

た有職故実のill。なお末尾にはlJ1.l長13年(1608)

の清原秀賢の践と，貞享年中の今枝直方の践が

ある。本容は，直方が中原職俊に織原抄のWM:義

を受けた際、に密写L.併せて加点も行ったもの

である。①上巻 00下巻。

16.83-7 

8916 殿原抄口決秘事

中原l際俊者

手写

16丁 27四

今枝氏旧成。峨D~抄の注釈 ・ 考証能。清原秀賢

から中原峨忠へ.験忠から中原職俊へと伝受さ

れた秘事を，貞享3年(1686)に職俊がおき儲

め， それを職俊に師事した今枝直方が入手し，

16.8:1-8 

書写せしめたもの。

8917 除原抄口決秘事 1G.83-9 

"J'~I倣俊幸l

桜井直輿手写1r.政2年(1790)

15T 27.5x20cm 

中原験俊の子孫である平田内匠から借りて写し

たもの。前号と同じ写本。

8918 職原家伝秘録

平田職俊?g

16.83ー10

内
白

内，
，白

一



故

江次第鈴

一条兼良箸

今枝某手写

3冊 27cm

今枝氏旧蔵。大江匡房編著「江次第jの要点を

解説・考証した有職故実の書。「江家次第紗」と

もいう。全七巻。

①江次第紗第一~第二

②江次第紗第三~第四

③江次第紗第五~第七9

16.83-13 

職 ・ 典

8921 

北山行幸記

今枝直方手写享保6年(1721)

39'丁 26但

伊勢貞広所蔵の写。応永15年(1408)北山殿〈足

利義満〉御幸の記録。

16.83-14 8922 

上卿筒要抄

手写

仮綴 1(12丁) 24佃

上卿を中心にした有職故実の番。大永元年(152

1) 8月23日松木宗藤書写本の写。松木書写本の

駿は「右抄者以広橋醐本中御門羽喝震借筆

写之自愛々々」とある。

16.83-15 上8923 

桜井直興手写寛政2年(1790)

12冊 27.5x20cm

今枝氏旧蔵。北畠親房の「職原紗」の注釈番。直

輿の践文あり。貞享3年(1686)成立。

①上の 1 序文，神祇官

②上の2 太政官

③上の3 中務省

@上の 4 式部省・治部省，民部省，兵部省，

刑部省

大蔵省，宮内省

弾正台，左京職，東市司，右京職，

西市司，東宮坊，斎宮寮，斎院司，

修理職，勘解由使，鋳銭司，修理宮

城使，造寺史，防鳴洞使，施薬院史

検非違使，藤氏長者，源氏長者，奨

学院別当，淳和院別当，学館院別当

内竪所別当，内教坊別当，内膳別当

御厨子別当，大歌所別当，記録所，

楽所別当，大学別当，蔵人所

諸国附太宰府

左右近衛府，左右兵衛府，左右衛門

府，兵庫寮，左右馬察，外武官〈鎮

守府，征夷使〉

@下の 5 親王，諸匡，諸王，奥魯

⑬追加井後附之1 位階以下

⑫追加井後附之2 院司以下。

官

-」・.，
F

・
-

⑤上の 5

⑥下の 1

⑦下の2

③下の3

@下の 4

16.83-16 官職浮説或間

萱井義知著

今枝直方手写享保7年(1722)

19T 27.5x 19cm 

今枝氏旧蔵。古代・中世の官職・法制に関する

問答形式による故実害。今枝直方の駿文あり。

8924 

8919職原家伝秘録

平田職俊著

手写

12冊 26.5佃

上巻5冊，下巻5冊，追加井後附2冊よりな

るo 前号に同じ。

16.83-11 

16.83-17 有職問答

大内義隆・三条西安隆著

今枝直方手写元禄7・8年(1694・95)

59T 27cm 

今枝氏旧蔵。多々良問答とも通称される。大内

義隆と三条西実隆との問答形式による有職故実

害。

8925 

16.83-12 

16.83-18 慶長以降改元書類

前田家編輯方編

明治年間

45T 25cm 

8926 

有職問書

今枝直方編

自筆元禄8年(1695)

2冊 27ω

今枝氏旧歳。前文に「前少外記正五位下平囲内

匠大允中原職俊，職原講談ノ時尋問申教品品等

如左不論序誌鷲」とあるように，平田職俊との

対談問答にもとずき職原抄の要点を百四十条に

まとめたもの。第2冊目は，同番の次巻として

後に追加されたものであるう。

8920 
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..." 
寸占

徳川十五代史，国事雑抄，庁事通載，公用雑纂

録，改作所旧記，加州郡方旧記，司農典等々の

諸脅から改元に関する記事を抜粋しまとめたも

のo

8927 寛永行幸記

以心崇伝箸

手写

4丁目伺

16.83ー19

今枝氏旧蔵。寛永3年(1626)成立。後水尾天皇

の行幸記録。

8928 大嘗会次第

一条冬経著

手写

13丁幻m

16.83ー，20

貞享4年(1687)11月17日の大符会の儀式次第を

記す。内題には「大嘗会卯目次第無行幸儀摂

政冬経公作進」とある。

8929 女御入内供奉行列害立

-手写

11丁 16X8 cm 

16.83-21 

元禄10年(1697)2月，女御入内の際の行列内

容。

8930 堂上方官位職家領 16.83-22 

平田忠次郎手写元禄11年(1698)

17丁 17x23ω

今枝氏旧蔵。元禄11年(1698)ごろの公家の氏名

とその年令，官位，前・現職，石高等を記録し

たもの。末尾に今枝直方による朱の追記があ

り，本書入手に至った経過等を記した元録11年

(1698)の直方の政文も付されている。

8931 当時禁廷諸事合志 16.83ー'23

今枝直方手写元禄15年(1702)

29T 20cm 

今枝氏旧蔵。宮中行事・節会・譲位等に関する

典礼記録。

8932 類褒苗字録 16.83-24 

馬淵某著

今枝直方手写元禄16年(1703)

問

5冊 27cm

今枝氏旧蔵。約27，∞0の苗字を，源，平，橘な

どその源流で分類しつつあげているo

①称号譜録巻之上付)--例

② グ 巻之下 eラトCえ)

③源氏，平氏，藤氏，橘氏. (諸氏別の諸姓)

④諸国諸姓史〈国別の諸姓〉

⑤不撰前後但前族党後同士同散在部略志〈諸武

家別の諸姓〉。

8933 諸晶受取渡披露等覚書

今枝直方編

宝永3年(171侃〉

20T 20cm 

16.83-25 

今枝直方の家臣阿岸氏が，伊勢窓広父子から口

伝された贈答作法の覚書。

8934 近代稔中行事 16.83-26 

柳原資廉編

今枝直方手写享保7年(1722)

85丁 28x19cm 

今枝氏旧蔵。朝廷の典礼・儀式等に関する有職

故実番。宝永6年(1709)河合重淳写，正徳3年

(1713)某義知写，との肢のある河嶋正郷氏所蔵

写本の写。

8935 御即位之次第

今枝直方編

今枝茶手写

12'丁 24ω

16.83ー'Zl

宝永7年(1710)11月11日に行われた中御門慶仁

天皇御即位式の式次第。この時加賀薄からの御

祝使者として京都へ遣わされたのが，今枝直方

で・あった。

8936 当時禁裡行事ニ品

平田職資・職俊著

今枝直方手写宝永7年(1710)

25T 21cm 

今枝氏旧蔵固有職故実の番。

16.83ー，28

8937 当時諸官人職掌 16.83-29 

中原職資編

今枝直方手写宝永7年(1710)
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官 職 ・ 典 . 故

52丁 26cm

今枝氏旧蔵。中原磯資の祖父職忠が編集した

「職掌録略Jの脱漏を補い考証を加え元録8年

(1695)成ったものであるo 今枝直方の有職故実

の師匠である中原職資をつうじて借覧し写す。

8938 御元服次第 16.83-30 

今枝直方編

今枝莱手写

10丁 24cm

今枝氏旧蔵か。表題は「御元服之記」。内容は，

宝永8年(1711)正月に行われた宝永7年即位の

中御門天皇の元服式の式次第。この時の加賀藩

からの御祝の使者は今枝直方であった。

8939 正徳帝御元服御即位改元定問書 16.83-31 

有沢永貞編、

今枝直方手写正徳3年(1713)

24T 26.5佃

今枝氏旧蔵。正徳帝は中御門天皇のことo 元

服，即位，改元はいずれも宝永8年〈正徳元

年)。

「

1

・44

・
F
F
1
1

8940 正徳改元記 16.83-3~ 

手写

7丁お.5cm

正徳の改元に関する記長九朝廷で改元を評議す

る公家名列，元号の案，条事定次第，改元定次

第を収める。

8941 桃花家記録 16.83-33 

今枝直方手写享保4年(1719)

79丁 27cm

「当家着用装束以下事J，r当家相伝十二合文書

事j，r当家相伝正記事j，r家門末子入室，門跡

等事j，r家門管領寺院事」など有職故実を記し

たもの。

8942 院御所御幸干九条前関白第之雑記 16.83-34 

手写

17丁 21.5ω

脇田氏旧蔵。享保7年(1722)3月の前関白九条

邸への院街断行幸に関する典礼等の記録。

8943 (譲図式等目録) 16.83--35 

手写

1通 17cm

享保m年(1735)の談国式・即位式，事保21年の

宣下次第等に関する文書目録。

8944 大嘗会由緒 16.83-36 

元文3年(1738)

15丁 23.5cm

元文の大嘗会に際し御撰行幸，大嘗会の由来，

由緒等を記録したもの。

8945 大嘗会由来

2.'i丁 27cm

前場の写。

16.8:-l-~i7 

8946 日次

2附 24.5cm

中川典克旧蔵。宮中の日記写

①元文4年(1739)正月--12月

②寛延2年(1745)正月--12月。

16.8a--38 

8947 亙相黄門参議紗 16.83-39 

有沢永貞箸

fJ筆
38T 26cm 

今枝氏旧蔵。大納言(亜相)，中納言〈黄門)，参

議等の官職の考証。

8948 穂井田忠友答書 16.83--40 

穂井田忠友著

手写

4丁 23cm

渡辺庸旧蔵。内題には「加賀渡辺氏御問条三件」

とあり，渡辺氏から質問された，斗帳・幌・翠

燦の三点について，各々穂井田忠友が解説を加

えて返答した有職故実の番。日付は8月5目。

8949 和宮様御参幸御行列附等 16.83-41 

前田家編輯方手写明治年間

28T 25佃

文久元年(1861)御行列附のほか，中仙道御下向

御休泊御本陣附，道筋御園，江戸泰平御園場所

附，従講武所御出役御名前附，和宮様御着之節
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8950 

8951 

8952 

8953 

8954 

8955 

御道筋御園御大名附などを収録。

御親征行幸中行在所日誌

御用御嘗物所慶応4年(1868)

7冊 22.5ω

且 4

T 

16.83-42 

刊

天皐行宰の際の随臣名，その序列，日程などに

ついて記した日誌，慶応4年3月21日から同年

間4月6日にわたって記されている。

平安紀年祭行列図 16.83-43 

明治2訴手(1895) 刊

絵図 1枚 39cmx54cm

平安遷都11∞年の記念祭(時代祭〉の行列図。

武

武家佳叙記

土師正庸編

鑑 . I:!:'I 
届 職

今枝直方手写延宝4年(1676)

31頁 15.5X18.5cm 

16.83-44 

今枝氏旧歳。原本成立は延宝3年(1675)。諸太

夫，四品・待従・少将・中将・宰相など武家の

任用について記す。

当将軍家諸列 16.83-45 

今枝直方手写宝永2年(170の
10丁 20佃

今枝氏旧払 5代将軍綱吉時代〈貞享・元禄〉の

諸官位，諸職を記じたもの。

武家補任

関正玄著

手写享保1Z年(1727)

31冊 20ω

16.83-46 

今枝氏旧蔵。元禄~享保期の五制式上の武家の

官職補任記録。平田氏〈平田大匠か〉所蔵本を今

枝直方が借用し写したもの。

①右大臣，内大匡，大納言，中納言，参議，中

将，少将，侍従，従四位下

②従五位下③従五位下。

御大名官位年齢席分

手写寛保2年(1742)

34丁目x19.5cm 

16.83-47 

8956 

8951 

8958 

8959 

8960 

8961 

-532-

問

成瀬正居旧蔵0諸大名の官位・家格・年令，江

戸城中における座席(部屋〉等を記践。

武家官位略記御昇進次第 16.83-48 

前田家編輯方手写明治年間

1枚4OX55佃

「原書ハ嘉永四年辛亥明倫堂助教今川目半j歳ノ所

蔵ヲ戸水信義ノ謄写保存セジ者ナリ」との駿あ

り。右大臣・内大臣・大納言以下，侍従・四品

・謡大夫に至るまでの官職・官位に相当する大

名・武家の一覧表。

諸侯伯家格等幕府制度当用集 16.83-49 

前田家編緒方手写明治年間

29T 25ω 

御三家以下の諸大名・諸武家等の家格・溜間・

職制などを簡単に摘記した武家の有職故実害。

暇勃長鑑

栄春綴

山口屋権兵衛

1帖 15佃

享保7年(1722)

16.83-ー-50

刊

中川典克旧蔵。国守大名・外様大名・譜代大名

の参勤年月・献上物等を一覧にしたもの。

〔松平之称号について〕 16.83-ー-51

有沢才右衛門・佐々木孫兵衛審

2通 17佃

大名の松平称号に関する質疑応答の奮状。旧書

名「松平之称号について佐々木孫兵衛と有沢才

右衛門応答審写」。

懐宝略武鑑

江戸須原屋茂兵衛

70丁 7x 16cm 

16.83-52 

弘化3年(1創6) 刊

「諸家御所号御屋形号御方様銘々記之」とあ

り，各大名の領国・官職・官位・紋所等のー

覧。

懐宝略武鑑

江戸須原屋茂兵衛

73丁 7x16佃

16.83-53 

元治元年(186心刊

渡辺庸旧蔵。元治元年当時の諸大名・武家の名

鑑。 コ



fd:. 

官 職・典故

8962 大成武鑑 16.83一日

;問

21丁目.5X11.5叩

大成武鑑全 5冊の内「西御丸御役人衆・巻之

四」。表紙に「慶応、三年(1867)Jの朱記ありo

裏表紙の書込に「小買物小池方肝煎宗吉持主」

とあり。

8963 大成武鑑 16.83-55 

刊

21丁目.5X11.5佃

前号と同じ。問版だが一部修正あり。

8964 大成武鑑 16.83'ー56

刊

15丁目.5X11.5cm 

成瀬・竹腰・安藤・水野・中山の 5大名の系図

付武鑑。幕末期の刊と思われる。全12冊の内の

1111t。

8965 (榊原〕御続書〔附御両敬') 16.83-57 

仮綴1(9丁) 28X 19.5cm 

榊原氏一族の名前と同格の大名・藩主名を番き

あげたもの，

8966 役人前録 16.83-58 

手写

66T Zlcm 

慶長~天明の大老・老中・御側御用人等幕府の

諸役人名を記す。

8967 公儀御役列 ]6.83ー59

手写

7丁 8x 16.5cm 

中川典克旧蔵。徳川幕府の各役人の扶持・役料

等を記したものo

8968 袖玉武鑑 16.83-60 

江戸須原屋茂兵衛天保15年(1844) 刊

40T 7 x16佃

天保期幕府役人の一覧。

8969 石野八兵衛殿与力頭組下回御番代諸事裁許人等

山辺勘右衛門著

自筆

1通 25佃

16.83ー-61

伊豆下回代官所に関する諸役人名簿番上。

8970 館住群伯 16.83・→2

48T 14x 19側

今枝氏旧蔵。 1万石以上の城主の系譜，石高，

江戸までの距離などを記す。初筆元禄4年(16

91)。

8971 諸大名家臣禄高番附 16.83-63 

1枚 35x24cm

森可参旧歳。全国大名の家臣を知行高の多寡に

よって番附したもの。加賀欝では本多家 5万石

ほか10家をのせてある。

8972 浅野長短之侍帳 16.83ーω
今枝直方手写元禄16年(1703)

25了 21cm

浅野長短は播州赤穂藩五万石藩主。赤穂浅野家

の侍帳。

8973 宇喜多秀家士帳 16.83→5 

今枝直方手写

74了 21佃

今枝氏旧蔵。字喜多家の慶長初年の侍帳。

8974 石河晴之丞・演中三右衛門訴審 16.83→6 

石河鴫之丞・浜中三右衛門箸

手写

25丁 24.5cm

徳川家旗本石河鴫之丞・浜中三右衛門が，甲府

勝手小普請組入を命ぜられたのに対し，その免

除を鳥井甲斐守に嘆願した文書2通を収める。

いずれも「卯十一月」の日付である。

8975 普家録 16.83ー67

手写

30T .19cm 

今枝氏旧蔵。寛永11年(1634)成立。検校の由

緒，職務規定・身分規定などを記したもの。
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間

亜米利加号発航，特命全権大使岩倉公等乗込姓

名録」。一行107名の名を記す。

旧書名「太平海邦船亜米利加号乗込姓名録J。

学

16.83ー-68江戸惣検校ヘ従御公義被仰付候云々

前田家編輯方手写明治年間

8976 

i
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
 

16.83-75 

ネし

厳有公御元服記

民部卿法印道春箸

今枝直方手写元禄16年(1703)

29T 20佃

正保2年 (1645)原本成立。厳有公とは将軍家

綱。

典家武

8983 

5T 24em 

真館氏旧蔵。「江戸惣検校へ従御公義被仰付候

諸法度相改候旨，京都従御十老衆被仰蝕候ユ付

致巻物ニ相記遊之覚」と題する元禄6年2月6

日付の二十四ケ条触書〈山沢・政木・君山差

出，金沢手代中宛〉と，元禄11年8月4日付の

追加三ケ条〈山沢・政木・君山・橋爪差出，金

沢手代中宛〉の写。この外鹿安5年9月15日付

の寺社奉行連署の寺社方触番写等も収める。

-1
‘
a
v
i
-
-
-
1
1・

殿中年頭式

今枝直方著

47貢.!15.5x 18.5cm 

今枝氏旧蔵。覚文12年(1672)正月朔日・ 2日・

3日から20日までの幕府殿中における年頭儀式

.典礼次第を記録した武家故実密。

16.83ー'768984 16.83ー-69

鹿応4年(1867) 澗

太政御職明鑑

京都御用御審物所

31丁 8x16佃

渡辺庸旧歳。議定官以下，太政官制下の各官名

別の役人名簿。

89π 

16.おー'77関東御儀式

29丁目佃

今枝氏旧蔵。貞享2年(1685)正月朔日より 2月

朔固までの江戸城中儀式を記す。

8985 

官員録

京都御用御審物所

31丁 12x18cm 

小木貞正旧蔵。明治新政府の議政官から各府県

知事までを記す。

16.83ーマ0

明治元年(1868) 刊

8978 

関東御規式

417 24cm 

今枝氏旧蔵。徳川幕府における江戸城中での年

中規式を記す。

16.83-78 8986 16.83ーマ1

明治2年(1869) 刊

〔太政官職員録〕

東京須原屋茂兵衛

108T 12 x 18cm 

神祇官から按察使までを記す。表紙欠。

8979 

16.83'ー'79元禄甲成御成記

今枝直方編

自筆元禄7年(1694)

26丁 20cm

元禄7年，将軍綱吉の大久保邸臨御等の記録。

8987 16.おー72

明治3年(1870) 刊

〔太政官職員録〕

東京須原屋茂兵衛

88丁 9x 18ω 

下巻のみ，兵部省以下が記されている。端本。

8980 
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御養君御昇進略記

今枝直方箸

自筆宝永2年(1705)

35T 20佃

宝永元年冬から宝永2年春にわたり，徳川家主

が 5代将軍綱吉の御養君に昇進するまでの経緯

を記録。

16.83-80 8988 

16.83-73 陸軍省官員録

明治8年(1875) 刊

23丁 8x 19cm 

小木貞正旧蔵。陸軍卿山県有朋以下，役職・氏

名・出身地等を記殺。

8981 

〔岩倉特使一行姓名録〕

手写

7丁 28cm

外題は「明治四辛未冬十一月十二日太平海邦船

16.83ー'748982 

-534ー



官職・典故

8989 家継公御元服御職之聞書 16.83-81 

有沢永貞-箸

今枝直方手写正徳3年(1713)

16T 27cm 

今枝氏旧蔵。正徳3年(1713)将軍家継元服儀式

の記録。

8990 家継公将軍宣下之次第 16.83-82 

手写

14丁 22cm

有沢氏旧蔵。正徳3年(1713)4月の将軍家継宣

下の儀式・ ~Lの記録。

8991 正徳御代易略志 16.83-83 

今枝直方著

EI筆正徳3年(1713)

78T 19.5佃

今枝氏旧蔵。正徳、2年 (1712)将軍家宣の死か

ら，翌3年の家継の将軍宣下までの記録。

8992 正徳御代易略志 16.83-84 

前田家編輯方手写明治年間

70T 23cm 

今枝直規所蔵の写。内題「文昭右下下御他界前後

略志J。内容前号に同じ。

8993 東照宮造替勅裁雑記〔等) 16.83ー'85

今枝直方手写事保7年(1722)

72丁 26cm

「東照宮造替勅裁雑記J，r大猷院殿一周御忌修

善雑誌J，r.奥仙台東照宮迂宮雑記」をまとめて

収録。

8994 年中行事 16.83-86 

112T 28.5叩

徳川幕府における年中諸行事の規式。

8995 公辺御婚礼御式帳 16.83'ー-87

小笠原平兵衛著

寛政元年(1789)

4冊 26cm

渡辺庸旧蔵。①三百八十御餅五種五荷絵図②

御婚礼御式法之次第 ③御盃事御給仕之御次第

@御婚礼御規式次第。寛政元年の徳)1111代将軍

家斉と島津重豪3女との婚礼について。

8996 公辺御婚礼御式帳 16.83-88 

4冊 27cm 袋入

渡辺腐旧蔵。@御婚礼相済三ツ目御五ツ目御祝

②御盃事御給仕之御次第③五百ロロロ種十荷

絵図@御結納十種十荷絵図。天保年間，右大

将婚礼時の記録。小笠原平兵衛の段。

8997 (慢千代殿と淑姫君様御婚礼次第) 16.83-89 

渡辺満手写

16丁 27cm

渡辺紺旧蔵。婚礼の式次第を記したものo 位千

代(やすちよ〉は尾張徳川家筋lC代斉朝，淑郎i

は第11代将軍家斉の女。寛政11年 (1799)11月

結婚。

旧番名「御貝桶議取波之事J。

8998 文姫君様御引移ニ付御式正御道具御行列帳

16.83ーやO

手写

20丁 12X34.5cm 

渡辺廊旧蔵。文姫は徳)1111代将軍家斉の女で，

高松城主松平頼胤と文政2年 (1819)婚礼の記

録。

旧審名「佐渡守様御婚礼一件留等」。

8999 文姫君様御引移之節御行列 16.83-91 

7丁 34.5X12cm 

渡辺庸旧蔵。内容は前号に同じ。

9000 高松家御祝建別紙之写 16.83-92 

矢田左門編

手写

u丁 24cm

渡辺府旧蔵。文政2年(1819)12月徳川家斉の女

文姫が，高松侯松平頼胤に嫁した時の留番。

9001 (峯姫様御婚礼御式) 16.83ー-93

渡辺佐大夫手写

3冊 26.5cm 袋入

渡辺庸旧蔵。外題は「御婚礼御座敷御祝建」。

文化11年(1814)峯姫〈徳川家斉の女〉の水戸

斉怖と婚礼の記録。なお成立は文化9年。
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9002 晴姫様御結納御次第覚 16.83-94 

手写

25T 28cm 

家斉の女晴姫，井伊家入輿に先立つ御結納儀式

の御結納目録，御結納御式，御結納次第，御結

納行列を記す。

9003 (将軍家御使番) 16.83-→5 

手写

巻子 1 27cm 

中川県克旧蔵。諸大名・武家が幕閣へ献上する

品物・目録・御番および奉書などの取次目録。

なお前欠文書。

9004 (御使者迎送取持之覚) 16.83→6 

1通 17佃

前田貞醇旧蔵。迎送取持に関する小笠原右近将

監等の役割付覚。

9005 (佐渡守様御使者霊域絵図書升服付) 16.83-97 

1通・絵図 1枚 24佃・ 24x34cm 袋入

横山政和旧蔵。寛政4年(1792)正月，佐渡守使

者織田主税の御太万目録献上における作法に関

する書類。

9006 亡備録 16.83'→8 

前田家編輯方手写明治年間

82T 23.5cm 

細川忠興家の家中式法・江戸詰格式・軍備・細

川越中守家来長岡帯万先祖旧記披書・知行方目

録・家中先祖大略・主要武土井知行高・年始作

法などを記した雑録。

9007 (松平池田よりー傑家へ縁組一件) 16.83ー-99

慶安2・3年(1649・50)

41ffi・4通 14.5x 40. 5cm・:iOX21.5cm・

16.5--33.5cm 

袋の表書「松平池田新太郎殿御息女一条様へ御

縁組一件，大猷院様御養女ユ被為成，慶安二年

御入輿也」。 池田新太郎は池田光政。

①姫君様御婚礼ユ付御上洛之諸事覚書

②御姫様御祝言御道具之帳

③姫君様御平道具帳

④御召御呉服御長持ユ入覚帳

a
 

，，‘，
.B-a-

問

⑤慶安3年7月8日付物成一条殿御内室江波方

覚

⑥4月28日付今枝民部日置徳右衛門書状

⑦一条姫君様へ御附人名書

③7月10日付日置徳右衛門より今枝民部涜書状

旧書名「浮国家a!)一条家へ縁組一件」。

9008 鷹司左大将殿へ阿州御息女津具姫御婚姻次第弁御

膳部 16.83-1∞ 
手写

15T 25cm 

渡辺席旧蔵。明和3年(1766)の阿波藩主息女

津具姫，鷹司家入輿の記録。婚姻の御膳に関す

る絵図も付く。

9009 鍋島殿御住居[御婚礼〕御当日御飾 16.83一101

手写

絵図 1枚 16X59cm 

波辺腐旧蔵。婚礼当日の各部屋の飾付図面。

9010 御給事方心覚 16.おー102

堀善隣箸

佐藤直房手写文化10年(1813)

101丁 23cm

原本成立寛政5年(1793)。大名・上使等の接待

につき，料理作法・給仕人心得・衣服など22項

目にわたり詳細に記す。

9011 (浅野長遺於三好御人数下習図) 16.83ー103

絵図 1枚 40X8Ocm

今枝氏旧歳。三吉の域下町図に朱で「御人数下

ならし行列立の図」と書き入れる。浅野長澄

(1671--18)は備後国三次の藩主。

羽12 介錯切腹壁胴附 16.83-1ω 

手写

16丁 23cm

渡辺庸旧蔵。介錯・切腹の作法と規式を記す。

文化11年(1814)沢一郎が江戸から送ってきた写

本の写。沢一郎は金沢の人。江戸に出て三宅肥

後守に仕えた。

9013 (諸侯道中作法について〕

手写

16.83-105 
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地

8丁 24.5cm

前田貞醇旧蔵。諸候が御三家・日光御門主など

と道中で行逢った場合の作法に関する書状と覚

魯を収める。旧書名「春寒之処」。

9014 肥田十蔵より来候寄付之写

手写

3汀 M佃

16.83-106 

「将軍御成仰出に付き御成御殿新築の事J.r御
成之節献上物目録J，r御成付用意道具書上」

などを記した留番。胞団十歳は幕府勘定奉行

か。

9015 自事在府志 16.83-107 

今枝直方術

前回家編輯方手写明治年間

36丁 23.5佃

誌

9018 加越能山川記 よ 16.84ー 2

土屋文三郎〈義体〉著

有沢武貞手写享保15年(1730)

45T 22cm 

「加越能三州大路水経J・「加越能三州山川記J.

「加越能大路水源記Jとも呼ばれ，加州8JII，越

中13J11.能州15川の水源，水脈，支流等を詳記

し，洞流に接続する山獄の路程をも記す。

9019 加越能山川記 16.84-3 

土屋文三郎〈義休〉箸

手写

37T 24cm 

「此番J、加越能三州水経ナりJと付袋あり o 上・

中・下巻に分かれ，各々加賀・越中・能登の河

川の水源・水路等が説明されている。

内題「享保八年自事在府志・献賜類」。内容は， I 9020 霊修加越能三州大路水経 16.84-4 

享保8年(1723)在府中に見た珍しい贈答品のこ| 土屋文三郎〈義休〉著大沢君山校

とを記録。 I 手写

9016 浄光院様遺物問書

手写

14丁加 盟

16.83-108 

「浄光院様御遺物」と「芳心院様御遺物Jより

成る。各々，遺品の諸大名以下女官への配分目

録。

特16.84 地

地 誌

〈領

般

内〉

号士
U/T 

34T 22cm 

正徳4年(1714)原本成立。加越能三州の主要な

河川について，その水源，流路，橋梁等を記し

ている。全体は上・中・下の3巻に分かれ.(D

加州8川 @越中14，川 ③能州16JII. となって

いる。著者土屋文三郎は，石川郡御供田村の十

村で，著書に「耕稼春秋」などがある。

9021 重修加越能大路水経 16.84-5 

土屋文三郎〈義休〉著大沢君山校

手写明和2年(1765)

39T 23cm 

石川県図書館協会刊「重修加越能大路水経」参

照。本番は別の手写本である。

9017 総国風土記抜掌 16.84-1 I 9022 増補大路水縫 16.84-6 

手写明治初年

llT 24ω 

森田所蔵の写。嘉鹿2年 (1388)原本成立。藤

原元隆著。第84:加賀国石川郡と第85同加賀郡の.

分。駿文に「以駿河国惣社神司志貴氏本比校，

文化十三年子六月，伴信友」とある。

旧書名「総国風土記」。
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石黒信由〈藤右衛門)箸

前田家編輯方手写明治年間

4冊 23.5cm

天保7年 (1836)原本成立。正徳の土屋義休著

「加越能三州大路水経」を増補したもので，洞川

だけでなく潟，温泉，国郡境等についても解説

している。

①三州大路



:--

学

②加賀園水経，能登国水経

③越中国水経

③三州大川・潟・温泉，諸国地面積広狭。

9023 越登賀三姉l志本記 16.84ー7

富田景周箸

手写

17制}幻cm

原本は寛政10年 (1798)成立。別名， n槌嚢余

考j。富樫氏がはじめて加賀に封じられてから

，松雲公が中将に任ぜられるまでの三州の際史

を考証を交え，概括的に記す。異本として，石

川県図書館協会本〈益智館本，同協会より刊

行L慈雲寺本，森田本，辻本がある。

①o富樫氏創めて加賀州に封食す

。近藤師高涌泉寺を般く，諸r1t務白山村l興を

発して京に入る

② o木曽義仲信濃に起つ，越賀諸雄募に応ず

。大将軍平維盛帥振旅して北に構う

。源軍演散す。平将羽書を皇都において報比

す

。義仲越後を進発して越中国府に来る，大夫

幼覚明をして霊神書願文をなさしむ

。発仲兵部を分け，火牛を用う，王削敗縦し

践摘す，値戸倶手g迦羅盤瞬、つ

。平陣防備を安宅に設けて追路を断つ

。源兵累菰たり，斎藤実盛篠原に殊死す

維:盛身を挺して還治す

③。富樫泰家左衛門尉に叙す

。前大納言時忠能登国に配流さる

。長谷部信連能登国鈴庄を問う

。源議経微服し安宅関を倖過す

。東呉越兵を破って入京す

。白山金剣両廟を撃姥せしむ

@。越中守護名越時有等自裁す

。名越時兼兵を起す，桃井直常之を伐つ

普門蔵人利清国司中院定清を撃つ

。新田義貞柚山城に兵を発す

。吉見氏額と越将たびたび能越に抗す

。宮樫氏春直常を撃つ

。直常駆けて越中を撃つ，半国を隷す

。足利義将直常を撃つ

。新田義宗安宅関を強過す

。桃井直常直和と氏頼義将接戦す

l
o
i
l
-
e
f
r
e
t
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問

。宮鹿成春泰高と守護職を争う

。赤松政則加賀半国を賜う

⑤ o加越能三州土窓蜂起す，富樫氏社稜を失う

。畠山義統越中を併呑せんとす。上杉顕定越

中を取る。

。朝倉元景越中より師を出し，朝倉貞景を撃

ち，かえって敗る

。長尾為景越中の三滅を抜き，上杉房義を殺

す

。加能釈賊南越を窪め克たず

。上杉顕定長尾為景を撃って三年の役に報

い，高梨摂津守顕定を撃つ

⑤ o下問筑前賀州に来り，再び土窓発す

。朝倉孝景賀州に師を出す

。河合州崎の徒私卒を率いて加州を襲うも勝

たず

。佐々木定額江州山科を焼き，富樫族国に帰

る

。畠山義続務医務佐続光を逐う

。長尾為景越中栴檀野に闘死す

。長尾景虎七年の役に酬いんとし，市・年軍を

越中に出すも克たず，軍を分ける

。遊佐続光十二年役に酬いんとし能登を侵す

克たずして退く

。飯田利忠誠生滅を走る

。上杉謙信越中魚津城を囲み，利無く囲みを

解いて去る

。朝倉宗滴加州の土賊を伐つ，宗滴陣中に病

死す，謙信たびたび能登奥郡を侵す

。足利大樹越賀を講和せしむ

。畠山義則混井紹春を倖殺す，温井の族七尾

を侵す

。謙信たびたび神保樵名諸雄と戦って置かず

⑦ o賀賊南越に畔き，越将明智光秀等賊を破る

。謙信江波族を越中に斬り，栴檀野の役に報

L 、る

。武田信玄の将飯富昌景越中に侵入す

。畠山義則出奔し義隆立つ

。謙信増山城を攻む

。飛郡牛丸重親越中に遁来す

。越賀二国和解し図鑑を焚く

。畠山義隆八代安芸を殺す

。富樫泰俊社稜を失う，神保氏春小出裁を国

む



Ji!l 

。自屋秋貞二城を抜く，二宮三宅村塚山に敗

れ，斎藤新五津毛主主を攻む

。謙信富山城を居る

。三木広瀬中地山を改め，江間~í/t.'主戦死す

011法信木舟城を陥す

。l吠匡務佐統光其君義隆を紋す

。織田信長公大師を帥い.;ltl¥!Xを伐つ

③。戸次右近窓l吠を!敷地山に拒む

ofl般信越中のJlsltl富山二械を陥1.-.nJ¥武を怒

って却って放縦し，又能登を襲う

。鎌信越将を能登の五盤に置く

。長綱述熊木鐙を照一る，自lは1義者病死す，

llfi佐長父子をJJJ:殺す

。越jjl割拠しa1制古来攻す.j首長公斎藤新五を

して懇たしむ

o孝恩寺越中に徴走す

。孝思寺越中二径を陥す

。 n~井三宅f泡設を当事f，f[す

。柴田勝家等狗l出を討ってa 佐久|剖I部政を御

山に置く

。長辿竜大事I!を変脇に得，父仇にt.>>い，殺が

周祖高徳公初めて能登州に従う

。上杉景勝河田般有ijをして小出城を攻めさし

め，賀J1JJ!又起る，柴田佐久間之を殿つ

。 λ羽Ul: llfj佐の族党をfi*~す，話1井三宅亡命す

。信長公園祖を能登州に封じ，翁主を我が|止

子に嫁す

@o信長公殺が図祖蛙び諸鋭将をしてf(J.f4t松倉

をも主かせ， 長連竜~DJ木を居る

。石励1-1.1兇/ft!上杉景勝とPr!t-って能殺州を佼奪

せんとす，国組之をJ'iiす

o (t.~( 成政土肥政繁とたびたひ'Ji~を交 う

o秀吉公国祖に11日州二部iーを1m封す

。神保佐々主主尾械を陥す

@。佐々成政政諜1.- . 旭山の~を攻む，国祖之
を112く

。iiIi悶艮継君害事11持山を攻む

。成政末森を凶み，奥村永初等悶守す，二公

急媛し奇徒を待

。成政鳥越を取る

。七尾の諸将再ひ'勝山を回1む

。土肥政繁t~械を攻む

。国組鳥越城下を焼く

。秀継君佐々某と倶利迦l!iHß~'('に会戦す
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⑪。悶祖蓮沼城辺を綴〈

。成政鷹巣旧盤辺を焼き，主主沼の敗に$flう

。二公再鳥越城を攻め型即日す，菊池武勝父子

我に降す

。悶凱阿尾城を得，越iJI怒れども及ばず

。奥村永福等伊香子某を殺す

。ft々 前野今石mlJ近郷を焚し，我ifI繋ちてこ

れ，をP.l!:る

。羽l'保父子氷見に出撃し，菊地等F、子治之村

井長額これを媛して功有り

o jH.~主北征1.-.成政j也を裂きて降を乞う

01虫5仁成政の挺封越中三郎を削り 』問111に加1

ttす，世子越中守山に転従す

。国祖少将を拝し.1止子侍従に{壬ず

⑫ o I!，'々成政勉中を去り ，丹羽長1f[松任に入る

。国祖中将に任ず，世子少将に任ず，且つ}J[

州の役封内宮古主主に留守を位〈

。周知多~~従三{立に任ず

。閏細菌観す.1止子尾山城塁を修す

。微妙公金沢主主に生まる，前田幸IJ秀下位す

。大夫士服端早朝符年後を立つ，国首H1Ji中納

言に昇進し，前回安勝;g-損館す

。国祖阿尾城を除く

。図祖大納言に任じ，ザmに准ず，世子参議

に任ず，消口秀)IJY・村上義明越後に移る，

山口宗永大型寺に入る，丹羽長iR小松に転

ず

。国祖養老し，二111 瑞加を公嗣に~\Lて中納言，

に転任す

。国組苑しi世!!，有り ，二IU国に就き.~'II政草1
七尾に入る

。横山長知浪華に到lり. ITft言を勧解す

@。母堂芳春君武州江戸に質す

o ~j(lp-大霊平rを抵たんとするのJlt 丹羽氏の

水兵に会1.-.丹羽氏の郷土. Ij家の伏兵を

~~!候して敵となす

。大型寺城を陥1.-.1.11 口父子誠に殉ず

。公南越に到り，俄然寧を大聖寺にわかっ

。長連竜浅井吸を苦撃し，松平康定鎗功有る

。丹羽氏降服し，交に質す，公 ・事l'君に大津

に~gす

。事J I君 ・ 公に ~l州二君を主主封す，文手IJjj&君能

登の封J也を除き，併せl協う

⑪。微妙公婦人命械に来嫁す



一

。江都筋違橋圏閣を修す，世子猟に従って猛

猪に刺さる，前田利孝君損館す

o大樹寅臨す，海内諸城を廃して，一国に一

城を置く

。公，国を世子に談る。利治君入封す

。微妙公小松城に養老す，利次君入封す，大

儒松永昌三を徴す

。陽広公即位後初めて聞に就く

。世子，竜口邸に生まる，東照神廟之を金城

に建つ，世子該提にして大樹に拝謁す

。陽広公廻す，世子松雲公立つ

。瑞龍寺千僧を供養す，利治君侍従に任ず

。智忠親王本郷邸に光臨す，鹿島に大亭を造

る，本郷邸延焼す

。大猷大君蒐御す，三州田告訴jを立つ，神田邸

大度落成す

。両支封より属匡を本藩に返す

。松雲公首服して左少将に任ず，秋，税法成

前田孝短出身す

。加越白山社地を論ず

。清泰濡人廻す，瑞龍寺落成す

。竜口邸延燥す，且つ邸地を徒す

。大樹天主台二基を我に嘱す，微妙公苑す，

松雲公左中将に任ず，且つ微妙公務老の遺

封及び小松城を賜う。

阿
叶
リ

n
uド

越登賀三件l志鍵嚢余考

富田景周箸

手写

15冊 Zlcm.

「金沢学校」の印あり，内容は，前号に同じ②

~⑤を②~④，⑥~⑨を⑤~⑦におさめる。

16.84-8 9024 

16.84-9 越登賀三列11志鍵嚢余考

富田景周著

寛政10年(1798)

17冊z7佃

「大賓」の印あり，特16.84ー7と内容は同Co

9025 

三~*I志鍵饗余考々証目録

森田平次〈良見〉編

14丁 23.5cm.

「越登賀三州志Jを読む人の使をはかつて，編

まれた目録，富田景周の著書目録を合わせて収‘

16.84-10 9026 

。瑞龍公始めて東観す，大田但馬を殺す，金

城を火く

。微妙公首服し侍従に任ず，始めて松平氏を

留し即位す，瑞龍公富山に養老す

。土方雄久の采邑を能州に転ず

。富山欝依たり，瑞龍公高岡誠に従う

。微妙公尾張に到る，篠原一孝金城の外壁を

疏撃す，加越に無頼の少年横行す，采邑の

民始めて夫銀を出す

。織田左門高岡に来る

。養老の封入及び従巨を減じて，金沢に返

す，亀谷の銀を献ず

。高山南坊等を阿婿港に放ちて，天主の党を

禁断す，君夫人亀鶴姫を産む，瑞龍公苑

す，微妙公駿武に到り，左少将に転ず

⑮ o浪華の役，我師金沢を発す，井攻城大略

⑮ o浪肇再役，金裁を発す，井功土挙名

。微妙公参議に転じ，金裁に栄旋す

。陽広公金裁に生まる

。東照神君の遺物を賜弘前田利孝君を七日

市に封ず，滝莱をして府内の官道・街巷を

改めしむ，寺院を褒めて藩士の下第をn易う
⑫ o君夫人利次君を産む

。大樹龍ロ邸に責臨す，江州二邑を返上す，

宮姫生まる

。大樹再び江州ニ邑を賜う

。大樹諸侯に令して大坂城を修す，冬，金裁

を火く

。金銭造営す

。君夫人・大夫人並びに姐ぬ，微妙公上洛す

諸公子短武に到る，天徳院を建つ

。微妙公上洛し，権中納言に転任す，神田邸

鹿を興造す

。大樹番を我に賜いて，今年の東観を優す

。世子首服し左少将を拝す

。両大君神田邸賞臨す

。浪華の役にかつて戦亡せしところの功臣を

以て，牌位を宗朝の傍に置く

。寿福薦人下世す，夏，金城延燥す，冬，我

二公遥かに武に到る，横山康玄解説す

。金裁に巽水を引通す，大猷大君の養翁主嫁

を許す

。利政君損館す，世子の夫人来嫁す

。二公入浴す，秋，三州全封書を賜う

学
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地 ftまbEbb 

載している。 国領の沿革，各地の前田居城などを記す。石川

県図書館協会本には，江戸における加賀藩諸邸

9027 越登賀三州志 等の記述を別に， r附録巻の 5Jとしているo

富田景周等専

手写 9032 越登賀三州志来因概覧附録 16.84-16 
4冊 27cm 富田景周著

鍵嚢余考(9・10・11)と故雄考 (102)で，端本 手写
であるが，前者は景換の敏文が寛政8年(1796) 4冊 zlω
なので，初稿本の写しと考えられる。旧蔵者は 内容は前号に岡山
何れも石川県勧業博物館で.~印がある。

9033 越登賀三~IIII志故櫨考 16.84-17 
9028 越登賀三~III志来因概覧 16.84-12 富田景周著

富田景周著
手写

寛政11年(1799) 5冊 2:lcm
6冊 27t伺

原本寛政13年(1801)成立。内容の一致する別写
「富田景周J，r大賓氏Jの印あり。

本が存在する〈次号〉。加越能三圏内の古城跡を
加越能三国について，その国・郡・郷の成立及 各郡毎に列挙し，考証を施す。
ぴ沿革と，国守，守護及び対侯の事歴を記す。

q灘中国郡郷来因
9034 越登賀三州志故撞考 16.84ー18

， ‘ ， ②越中国守享歴
宮田景周著， 

; ③能登園都郷来因
手写

④能登国守享歴
5冊 27cm

⑤加賀国郡郷来悶
，世、4 

⑥加賀国守享歴。
内容は前号に同じo

li 
9035 温故足徴 16.84-19 

9029 越登賀三州志来因概覧 16.84-13 
富田景周著

富田景周著
手写

手写
2冊 23.5cm

6冊 27cm
加越能三国の社寺・藩医家等に所蔵する古文書

内容は前号に岡山
を蒐集したもの。景周の古文書に対する注記，

考証も一部施されている。配列は不斉ーであ
ω30 越登賀三州志来因概覧 16.84-14 

り，古文書所蔵者はわからず，編年もなされて
富田景周著

いない。古文書の原写の別は， r御判Jr黒印」
手写

という表示と花押影・印影で区別できるo r三
6冊 27cm

州志」編さんの目的で作成されたもの。
「金沢学校Jの印あり。内容は，前号に同じ

9036 温故足徴抜掌 16.84ー20
9031 越登賀三州志来因概覧附録 16.84-15 富田景周原著森田平次選

富田景周著
前田家編輯方手写明治年間

手写 64丁 23.5cm
4冊 zl叩

前号の抜撃。
金沢城及び城下，小松・富山・大聖寺各城の歴

史 組 問，髄…腕欄の領 I 9即加貧困日蹴四種 16.84-21 

土，白山山上及び山麓の管轄，近江における前. 手写

-541ー



学

49T 23.5cm 

。仏御前事蹟記，安永8年(1779)成立

。笹塚歌井和歌，北村惇著

。河北郡津橋弘願寺へ冷泉家よりの御消息.J{:び

に御返答の詠歌及び由来の写，宝暦3年(175

3)成立

。広塚制記。

F
I
!
1
・l

9038 加越能三州山川!日蹟志 16.84ー.22

森田平次手写

5冊 23ω

①o宝暦14年(1764)能美郡山川旧跡等書上申帳

古跡，川，潟，往還道，城跡，神社仏

|廻，産物，渡舟，橋等について記す

o宝暦14年(1764)能美郡草木類書上申帳

郡内の草本・木本類を記す

。宝暦13年(1763)石川郡古跡等書上申帳

城跡，神社仏関，等の古跡について記す

。宝暦13年(1763)押立申草木)t-J11々 等番上申

帳〈石川郡〉

白山草木，森林，岩石，沢，産物，川，

用水，橋，渡舟，往還道等について記す

②。宝暦14年(1764)河北郡山JIII日跡等書上申帳

i!r跡，諸産物，大石，池，川，橋，往還

道等について記す

。宝暦14年(1764)羽咋鹿島郡名所旧跡等書上

申帳

古跡，期す，神社仏関，寺院の屋敷未進

高，古城跡，海岸名所，名石，諸産物等

について記す

③ o宝磨14年(1764)羽Il'p鹿島郡山川等書上申帳

入江，温泉，潟， 川，橋， 閑道， 高札

場， .収納蔵，作食蔵等について記す

。宝暦14年(1764)鳳至郡名所旧跡等書上申帳

名所，寺院，城跡，境村，収納蔵.橋，

川，間道，島，波舟

。宝暦14年(1764)鳳至郡草木類審上申帳

木，草，海草，名物等について記す

④ o宝暦14年(1764)珠洲郡名所旧跡等番上申帳

名所，寺院，城跡，境村，収納蔵，橋，

川，間道，高札場

。宝暦14年(1764)珠洲郡草木類書上申幌

木，草，海草等について記す

。宝暦1・4年(1764)備波郡古波跡山塚寺社古跡

•• 
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等書上申帳

旧跡，城跡，山，塚，神社仏閣等につい

て記す

。宝暦14年(1764)砺波郡草木土石産物道橋川

淵深沼所等番上申帳

木，土，産物，池， 川，滝，館渡，渡

舟橋等について記す

⑤ o宝暦14年(1764)射水郡古域跡井名所旧跡等

番上申帳

名所，城跡，塚，潟等について記す

o宝暦14年(176<0射水郡之内草木産物JII々沼

田所等書上申帳

産物，川，橋，往還道，沼田等について

記す

。宝暦14年(1764)新川郡古城跡名所旧跡等魯

上申帳

名所，城跡，鉱山，神社仏関等について

記す

。宝暦]4年(1764)新川郡之内草木産物川々沼

田所等審上申幌

JfI，橋，往還道，温泉，木，岩石，原

野，深沼等について記す。

旧番名「三州山川旧民志」。

9039 燕縦覧古 16.84ーお

立川惇仲篤車編

手写

29T 23cm 

安永3年(1774)成立。加越能三国の旧蹟，神廟

仏閣についての解説。

9040 金砂子秘鑑 16.84-24 

手写

10間 24cm

寛政2年(1790)成立。能登・越中の地理，村，

町，古城，神社仏悶を記し，解説を加えた総合

地誌。

①能登国羽咋郡今浜，飯山，ーノ宮

②能登国羽咋郡堀松，福浦，宮木

③越中国砺波郡今石動，佐賀野，戸出

@越中国砺波郡波端，井波，中田

⑤越中国射水郡永見，伏木，守山

⑤越中国射水郡高岡，放生津，水戸田

⑦越中国婦負郡富山，八尾，四方
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③越中国新川郡東岩瀬，町新庄，岩餅

⑨越中国新川郡上市，滑川，魚津

@越中国新川郡三日市，生地，泊町。

9041 寺院来歴等 16.84-25 

手写

26丁 28.5cm

版心に文化7年(1810)とあり。加賀・能登，越

中，越前の社寺来歴，減館，古蹟等を記す。

9042越中能登名跡志 16.84-26 

手写 文 化11年(1814)

56丁 21ω

越中，能登の寺社，町村来歴，古蹟等を記す。
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釦43 三列:11地理志稿 16.84-27 

富田景周箸

前田家編輯方手写明治年間

7冊 23cm

加越能三州につき，沿革，地理，剣勝，風俗，

租税，郷名，山川，土産，寺社，旧蹟等につい

て記す。

①加賀国:(1)

加賀国(の江沼郡

②加賀国(3)能美郡

加賀国似)石川郡

③加賀国(5)河北郡

越中国(1)

④越中国(幼砺波郡

越中国(3)射水郡

⑤越中国仏)婦負郡

越中国(的新川郡

⑤能登園(1)

能登園(2)羽咋郡

⑦能登国(3)鹿島郡

能登国臼)鳳至郡

能登国(的珠洲郡。

叩44郷荘考 16.8.t-28 

五十嵐篤好著

前田家綿綿方手写明治年間

40丁 23.5cm

天保6年(1835)原本成立。上・下2巻。

上ー郡郷里の規模について，古典を引用した考

号L
防し、

証

下一加賀，越中各都の施域とその名称。

9045 三~'I'I志 16.84-29

手写明治24年(1891)

175T 26.5佃

別名「加越能名跡志J。加越能三国の古城，神社

仏閣，勧と，その来歴を針。

9046加越能三州旧跡記事 16.84-30' 

手写

27T 23.5cm 

有沢貞府旧蔵。表紙に「武道雑談集:Jlt八」と貞府

筆の副題あり。加越能三ヶ国の旧跡を郡別村別

に略記したものo

旧書名「武道雑談集」。

9047加越能地誌 16.84ー031

前田家編輯方編

明治年間

仮綴2，，~28TI 25cm 

三州沿革，名所古蹟・館跡由来等，地理に関す

る諸富よりの抜奉集。

①ヨH沿革之伝，三州橋梁名及間数，名所補翼

集之抄，三州旧蹟，能美郡邑名来歴，小松城

南城北賦他

②能美郡緩帯篇，石川郡邑名来歴，寛文~元禄

鶴来村旧記写，犀川淵等之ヶ所，金沢古蹟，

河北郡邑名来歴，三州村数他

③石川・河北・能美郡緩帯第。誠館蹟，郡郷村

来歴，寺社等を記す。

9048地理分類拾補三砂i封彊等 16.84ー'32

前田家編絹方手写明治年間

68丁おcm

加越能三ヶ国のうちから選んだ村里・用水・山

川・名所旧跡等の地誌。土糧倉，塩倉，邦守，

新今井村，長坂村等々を収める。

9049三dtlrl道の草 16.84-33 

一桃庇星斉編

前田家編瞬方手写明治年間

115丁 23佃

三州の村況，沿革を記しているが，神社，仏
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閣，城郭，金沢町について詳述している。

9050 越遊行嚢紗 16.84-3.:1. 

江間氏親著

前田家編輯方手写明治年間

3冊 23.5ω

良商務省所蔵の写。越前，加賀，越中三ヶ国の

名所，史蹟，町村，寺社等を記す。

①越前②加賀③越中。

9051 郡郷国府考 16.84-35 

手写

25丁 28X18.5cm 

「郡郷国府考」他の項目について，六国史等より

引用した加賀園地誌。

9052 賀舛|志~ (三列11地理志J 16.84-36 

6冊 27cm

太梁院(11代治情〉の命により作成。 1巻より 7

巻まででうち第2巻を欠く。

①加賀国之ー建置沿革，週域

② 同 三神社，蕃客，仏利，氏族，文苑

③同 二江沼郡郷名，村里，山川，関

梁，土産，務封，神廟，陵墓，仏利，古蹟，

氏族，刃包

@同 三能美郡，内容は③と同じ

⑤同 四石川郡，内容は③と同じ

⑥同 五洞北郡，内容は③と同じ。

旧番名「賀州志J。

9053 金砂子加賀 16.84-37 

前田家編輯方手写明治年間

102丁 23.5cm

「金砂子」より加賀の部を写したものo 加越能に

おける古来の城主の由来，名所旧蹟，神社仏閣

等についての解説。

9054 国事拾遺抄 16.84ー38

57T 23.5cm 

江沼，能美，石川各都，及び金沢の主な事蹟を

記述。

9055 金沢古蹟志

森田平次〈良見〉著

16.8.1-39 

尚

自鋒明治M年(1891)

34冊 23ω

金沢城の沿草，並びに，金沢城下の各町毎にそ

の沿革，藩士の旧邸，務の各役所，神社仏閣等

について解説している。

①緒言，附録惣諭

②城郭総論

③城郭諸曲輸上

④問中

⑤同下

⑥城東小立野台上

⑦問中

③岡下

⑤城外堂形辺

@脚十大手辺

⑪域外新釦移辺

⑫城南本多町笠舞筋

@城南柿木畠百姓町筋

⑬滅南竪町筋

⑮城南河原町犀川河上筋

⑮城南片町伝馬町筋

⑫城南野町筋

⑬城南泉寺町筋

⑮城南野田寺町筋

@城南石坂台

@城西法船寺町筋

@城西長町筋

@城西堤町筋

@域西宗叔町筋

②城西三社台

③城西宮腰ロ

@城西木新保筋

@刷じ堀川筋

@劇ヒ浅野川口

@樹七回町筋

@按ゴヒ浅野町筋井大衆免

@劇帥辰台上

@同下

@捌ヒ大樋口。

9056 金沢古蹟誌抄 16.剖-40

前田家編棉方手写明治年間

808丁 25cm

金沢古民志の4""34巻中より人物伝を中心とし

b
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て，抄録したものである。抄録記載巻数は金沢 I9061 江沼紀間

文化協会版「金沢古蹟志」とは多少異なる。 I 塚谷五明著

9057亀適尾道記

柴野美啓箸

2冊 23.5cm

金沢の町名由来，神社仏閣の来歴，高禄務土の

系譜，家伝等， さらに近郊農村の旧蹟等の解

私①1.......5巻②6.......10巻。刊本「郷土図書

議刊J。

16.84-41 

9058 加府事跡実録

掘多宮編

19丁 24cm

金沢城・町の地名，寺社，旧跡等の来歴を述べ

16.84-42 

たもの。

9059 (金沢才川々下之景〕

手写明治39年(1906)

絵図 1枚彩色 43X79cm 

「此図ハ加賀国金沢市才川々下ノ;景也，社ハ宝

久寺ノ春日:社，今才川神社，花ノ様ナJレハ蝋ノ

木ノ紅葉ナリ後考ノ為エ記Jとあり。

16.8.1，-44 

稿士山沼江

写

国

手

賀4
H
M
 

nu 

n
M
M
 

16.剖，-45

手写

39T 23cm 

北村与平旧蔵。別名「茨恕記聞」。享和 3年

(1803)成立。江沼郡の古城名所旧跡の解説。

9062 笈憩記聞 16.84-46 

塚谷五明著

前田家編輯方手写明治年間

58T 23.5cm 

原本は享和3年(1803)成立。大型寺務領内諾村

の名所，神社，仏閣，古城，及びその由来につ

いて記す。

9063 山代志稿

源友海編

手写嘉永7年(1854)

50丁 23.5cm

。山代の沿革，古事，租府調，山，用水等につ

いて記す

。同地の土産，温泉，神社，仏閣等について記

す。

16.84-47 

16.84-44 
9064 白山史

金子有斐著

16.84-48 

9冊 23佃

① (1)建置沿革 (2)政事 (3)彊域 μ)肉付録

(5)同

② (6).租府調 (η郷海 (8)村里城東(的同城西

③ ω村里城南 ω村里減北 ω同付録城東

ω同城西 ω阿波西帥樹じ

④ ú$山帥同付録0-$川(1~同付録 ω池潜

ω関梁

⑤ 伺 土 産 倒製造

⑥ ω神社倒仏閣倒古蹟切古蹟之図倒

文苑 ω同付録

⑦加賀園江沼宏、稿拾遺 1，2 

租府調附録城東，城西

・③同3，4 

租府調附録域南，城北

⑨同 5，6 

坂場，稲田耕。

旧書名「江沼志満」。

42T 26.5佃

白山の五渓〈雌河内・円石・中・雄河内・仙女〉

と，それぞれに属する施等を絵図を付して解説

したもの。

9065 加賀園白山実測図 16.84-49 

石川県地理課編

松原一記手写

絵図 1枚彩色 55X97佃

明治17:年(1884)調整のJ12000地図。社地官有地

の部分を示す。

9066 能美郡山川旧跡等書上申帳

手写

29T 24佃

安井顕比旧蔵。宝暦14年(1764)，御扶持人十

村今江村源助等よりの番上。.

16.84-50 
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犀川淵名録

1帖彩色 13cm

三宝ケ獄付近大滝より末村辺迄を記す。別に内

川淵名，及び犀川大橋より上流各地への墨程大

概を付す。次号と岡ーの筆法。

16.8-1-ー-589074 

g 
寸'

能美郡小松近辺組図

絵図2枚 彩 色 112x80cm

2枚は同一内容。安宅より大型寺領境辺の海沿

部分を詳述。

16.84-51 9067 

16.84-59 内川淵名誌

巻子 1 13cm 

同2川支流内川の淵名，橋の名を記す絵図。

9075 

犀川大橋ヨリ大滝マテ里程之覚

巻子 1 13cm 

三宝ケ獄付近より犀川大橋迄の里程の大概を記

す。

16.84-60 9076 

9068 安宅浦宮ニツ堂ヨリ遠近之山見取図

安政5年(1858)

絵図2枚彩色 18.5x108.5cm・.. 15.5x 48ω 

安井顕比旧蔵。

①御台場築造に関するものo 二つ堂より白山等

の方位を記す

②二つ堂は近景観図。

16.84-52 

〔北安田村春日社古松之絵図〕

手写

絵図 1枚 17x39佃

安井顕比旧蔵。「石川郡中奥組山鳩郷北安田村

春日:社古松目廻ユ丈根本ヨリー丈一尺上ユテ三

本トナリヌ数本ユワカル，余木ユ勝タルユエ海

辺ユアラネトモ迷タ船人是ヲ見テ標的ト丸ト

云」と説明あり。

16.&1-61 9077 

浜村御腰掛所ヨリ遠近之山見取図

絵図 1枚 18X 94cm 

安井顕比旧蔵。安政5年(1858)作成。能美郡浜

村から遠近の山等の方角を函いた図。

16.84-53 9069 

串茶屋之記

手写

4T 24ω 

「加越能新聞」明治19年2月27日の記事より技

翠したものo 前田利常のゆかりの地として申茶

屋村の濫鱒を記してし、る。

16.84-54 9070 

16.84-62 為広塚の細記

24丁 23.5ω

別名「広塚の記」。洞北部津幡町にある塚。

9078 

16.84-55 手取川々上之図

絵図 1枚 24x36叩

安井顕比旧蔵。鶴来より三坂峠辺。

9071 

16.84-63 

明治年間

ω79 

石川郡雑記

手写文化元年(180・1)

28T 23ω 

脇田尚保旧蔵。中古一挨蜂起並静種略記，郷

庄，村名，古蹟，寺社，手取川水経略，J平川水

経略等を収録。

16.84--56 9072 

名

緩帯篇

手写

38T 26.5cm 

石川郡の旧事，郷庄，古今地名付古城跡，延喜

式内神社付村々神社故事，寺院古跡付釈門故事

雑事伝説，名所付山川，古今産物について記し

ているo

16.84-57 9073 

能登誌

太田道兼箸

前田家編輯方手写

2冊 27.ω

安永6年(1777)成立。

①高松， 今浜，一之宮，神代川尻，冨木，銀

地，道下，浦上，円山，縄文，輪島，惣領，

名舟，時国，真浦，片岩，大谷，高屋，折

戸，狼煙の20ケ町村

②寺家，本村，正院，飯田，鵜飼，松波，石動

寺i山中，字出津，波並，鵜川，前波，甲，

山中， 中居， 七海， 乙ケ崎， 曽，小牧，中

島，川崎，大津， 田鶴浜，所ロ，二宮，高

畠，飯山，子浦の28ケ町村。

なお巻頭に，能登4郡村名，御扶持百姓，

所，寺社等を記す。
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9080 能登名跡志 16.84-64 ①越之起原越中名義，郡之沿革，郷庄村数，

太田額資箸 商数芥税額等，戸数，人口，駅路，港湾，嶋

手写 興，暗礁，湖沼，潔布，温泉，橋梁，船渡，

3冊 23cm 徒波，鉱山，名邑，名池，四郡産物井佳品，

安永6年本。石川県図書館協会刊「能登名跡志J 越中土地，四郡気候，地質，風俗，界域，越

参照。 中国神祇鋲座，越中国仏関，越中国造・国司

①乾之巻上・中 -国守・郡司・大領・小領・領家・守護・地

②乾之巻下，坤之巻上 頭之享歴，皇国治乱沿革図越中国，加越能三

③坤之巻中・下。 州沿革図説之内越中部

② o大野路，渋谷等，万葉集の内名所45

ω81 能州御郡方由来有之所々害上申幌 16.84-65 。越，越ノ浦等，歌に詠まれた名所104

生駒伝助・今村源六郎著 。新川，婦負，射水，砺波四郡の山川原野

手写 ③ o富山古城等，新川郡故趨50跡

4丁 24cm 。呉服山陣跡等，婦負郡故趨22跡

本多政以所蔵の写。宝永元年(1704~ 郡奉行よ 。高岡古城等，射水郡故櫨14跡

り御算用場への能登4郡内の古蹟地等調理報告 。一乗寺古城等，砺波郡古盤33跡

番。 。越中勇将，土着ノ郷土戦士

。越中鍛冶

9082 三州名処記能登国之部 16.84-66 。儒仏神者等古今有名佳土

前田家編輯方手写明治年間 @越中圏西郡戦争略記

17丁 24cm 。木曽義仲，平維盛と倶利加羅に戦う

能登四郡について，寺社を中心に記述。 。源義経の徴行越中を過ぎ奥州に到る

。東兵越兵を破り京に入る

9083 能登乃海 16.84-67 。越中守護名越時有等自害す

九淵斎由己著 。名越時兼兵を起こし，桃井直常之を伐で，

前田家編輯方手写明治年間 井びに普門蔵人利清，国司中院定清を怒っ

78T 23.5cm 。大井田弾正少弼越中に到り，普門利清と戦

北村彦次所蔵の写。自鐙国風，能州故事談，能 ラ

州神名略記，鳳至郡の神社，名勝，産物等を記 。吉見氏頼越将と，しばしば能越を抗す

す。 。桃井直常越中半国を駆せて撃ち之を隷す

。足利義将，直常を撃つ

9084 能州所ロヨリ奥郡迄遠崇之略絵図 16.84-ー68 。桃井直常直和，氏額義将と接戦す

絵図 1枚彩色 41x82cm 。加州富樫氏，火宅僧のため社稜を失うにつ

穴水・甲付近迄を見通した景観図。 き，越中の将々加州征伐

。畠山義統，越中上杉顕定を汗呑し越中を取

9085 能登圏鳳至郡大屋庄之全景 16.84-69 らんと欲す

絵図 1枚彩 色 160x40佃 。長尾為景，越中三械を抜き，且つ上杉房義

鳳来山付近より珠洲岬を見通す景観図。御霊地 を殺す

山〈別名神山〉を詳細に描く。 。上杉顕定，長尾為景を撃って三役に報い，

高梨摂津守，顕定を討つ

切86 越中国詰 16.84-70 。長尾為景栴檀野に悶死す

杉木有一編 。長尾景虎，七年の役に酬いんとし越中に出

前田家編輯方手写明治年間 寧するも克てず，寧をかえす

5冊 23伺 。飯田利忠，城生裁に走る
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これを敗る

o神保父子，氷見に出撃し，菊池等兵子波乱

するに，村井これを援け功をたす

。盛公北征，成政降伏を乞う

。豊主成政食封越中三郡を削り，前回利家に

加封し，世子利長越中守山に転従す

。佐々内蔵助成政越中を去る

⑤諸籍の内に越中という名議の有る所を抜撃す

る等交々雑の部。

越中古跡記三種

前田家編輯方手写

65T 23佃

「越中古跡紗」享和3(1803)年。富山.城の藍鰯，

その他諸古城跡の解説。

「天文至天正婦負新川両郡守護井古城j享和3(1

803)年。宮山城その他諸裁の域主とその解説。

「富山邑伝記」越中国婦負郡新川郡の古城跡芥ぴ

に館跡等の由来。

。天文~慶長期の婦負新川両郡の高名古百姓，

その他天文以来の加越能の雑事

。慶長~寛永期の庄官村名姓名，慶長末~寛永

期の郷頭，寛永末~慶安期の十ケ村肝煎，鹿

安~明暦期の十村名前と郷庄名。

旧番名「越中古跡記」。

16.84ー'71

明治年間

9087 

16.84-72 越中古賀記

97丁 23ω

内容は，富山城の藍飽。寛文5年頃の富山町の

状況，その他，諸古域跡の解説。越中諸旧跡の

解説。

9088 

越中古跡粗記

95T 23cm 

越中の古城，名所旧跡に関する解説。安政5年

(1858)の地震の被害記録を含む。

16.84一739089 

16.84ー'74越中名所記

手写明治21年(1888)

22T 23.5cm 

高鳴庄助所蔵の写。海岸・島膜・野・山川，そ

の他の名所旧蹟を記している。

9090 
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。謙信越中魚津を囲み，利無く聞いを解いて

去る

。上杉謙信，しばしば神保椎名諸雄と戦って

やめず

。謙信，江波族を越中において斬って，栴檀

野之役に報いる

。武田信玄，越に侵入し，飯宮昌景を助ける

。畠山義則出奔し，義隆立つ

。謙信，増山裁を攻める

。飛騨牛丸重親越中に遁げ来る

。神保氏春小出城を囲む

。白屋秋貞二城を該き，持びに，二宮三宅村

山塚山に敗る

。斎藤新五津毛械を攻める

。謙信，富山城を屠る

o三木広瀬，中地山を攻め，江間郷盛戦死す

。謙信，木船城を陥す

。謙信越中蓮沼・富山二域を陥す

。越雄割拠景勝来攻し，且つ信長，斎藤新五

を撃たせ，孝恩寺越中に徴走す

。孝恩寺，越中二盤を陥す

。佐々成政，越中の領主と成る

。上杉景勝，洞回豊前に小出城を攻めさせ，

賀賊文起こり，佐久間これを撃つ

。姦賊遊佐族党を蘇署員し，温井・三宅亡命

し，石黒左近等詠死す

。信長，前田利家及び諸銃将に魚津松倉を抜

かせ，佐々成政，土肥政繁としばしば兵を

交える

。神保，佐々，披尾誠を陥す

。佐々成政，姦謀し，且つ，旭山察を攻め，

前田利家これを援ける

。前回孫右衛門良継等勝山を攻める

。成政，末森を攻め，奥村永福等図く守り，

二公が急援し，かっ

。成政，鳥越を取る

。土肥政繁境域を攻める

。前田幸!尿，鳥越城下を焼く

。前田秀継，佐々平左衛門と倶利迦羅龍ケ峰

で会戦す

。前田和j家，蓮沼城辺を焼く

。前回二公，再び鳥越城を攻め奮闘す

。国祖阿尾城を得，越寧怒るも及ばず

o佐々前野，今石動近郷を焼き，加寧撃って

点M与
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地

9091 越中旧事記 16.84ー'75

手写

98丁 23cm

新川郡，婦負郡，射水郡，砺波郡の神社仏閣名

所旧跡。

ω92 〔越中国〕皇子皇女御墳墓取調書〔附絵図等〕

16.84ー76

明治4年(1871)

55丁・絵図7枚 24.5cm・77xl08cm 袋入

¢糊中各村より金沢藩庁に提出された番上げ

以下絵図7枚の内容は

②射水郡氷見町西念寺境内絵図

③氷見西念寺信濃宮親王御墓之図(55x46佃〉

④砺波郡安川村，淳良親王御陵絵図彩色

(28x59佃)

⑤砺波郡五位組舞谷村領之内親王塚絵図彩色

(36x471佃〉

⑤砺波五位庄舞谷村領之内親王塚見取絵図彩

色(28x39佃〉

⑦安居村安居寺長鹿院様御陵絵図(35x24側〉

③安居村安居寺崇光院様御陵・長鹿院様御陵絵

図(35x24cm)。

9093 砺波郡古城跡山塚寺社古跡等書上申帳 16.84ー77

手写宝暦14年(1764)

29T 24佃

安井顕比旧蔵白「宝暦十四年砺波郡草木土石産

物川淵深沼等書上申帳」も含む。

9094 古跡道程 16.84'ー78

手写

l1T 24佃

宮田権六郎旧蔵。今石動，域端，氷見周辺の地

誌。

釦95 五箇山巡回記〔附越中国五箇山図) 16.84ー'79

森田外典吉著

明治初年(188η

34丁・絵図 1枚 23.5cm・54x77cm

著者が富山県収税属派遣吏として五ケ山を巡回

した時に記した地誌。父平次(良見)が序を記

している。

旧魯名「五筒山巡回記・絵図共」。

雪111上b 

9096 射水通覧 16.84-80 

川上三六編

明治14年(1881) 刊

43丁目.5cm

地形，荘郷類名，古蹟，寺社，交通路，産物，

町景況等を記す。

9097 ニ上山ヨリ四方選山見渡之図 16.8-1-81 

手 写 嘉 永5年(1852)

1帖彩色 19.5cm

越中二上山から富山湾より内陸部山々，能登石

動山付近までの遠望備敵図。

9098 越中国雄神川射水JII古覧ノ図 16.8Jトー82

五十嵐豊次著

森田平次手写

絵図 1枚 27x38.5cm

庄川，小矢部JII(射水11Dとま仕事ド川の古川魁の位

置を示したもの。森田氏の地誌考を朱で加筆し

ている。

9099 越中旧事記 16.84-83 

手写

20丁 23.5cm

婦負郡の神社・仏関・名所・旧跡を村ごとに記

す。巻末に，新川郡婦負郡の寺院数を付載。

9100 越中第三大区地誌 16.84-84 

手写

53T 23佃

岡本昭{必所蔵の写。明治11年(1878)原本成立。

第三大区，即ち婦負郡について，その範域，戸

数，人口，学校数，古城，仏関，山川等を記し

た地誌。「富山務支配道程取調書」をあわせて収

録している。

9101 神適川水脈図 16.84ー85

絵図 1枚彩色 28x19cm 

高畠定砕旧蔵。越中・飛廓境より海迄，沿岸村

名，用水口，橋等を記す。

9102 (越中〕愛本橋上流図 16.84-86 

絵図 1枚彩色 67.5x105佃

高畠定時旧歳。愛木橋とその上流河川，材木伐
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近代出羽疏誌

今枝直方手写寛文11年(1671)

18前 16x18.5cm 

列国雑誌より出羽の分を抜書したもの。「右列

国紙志波書也寛文十一年五月十入日直方草印J

という芭方の政文あり。

16.84--93 9109 

洋品
寸ー

16.84-87 

タト〉

出場所。山岳の図。

〈領

9103 

16.84-94 〔羽~I\tl鶴岡領駅路図〕

絵図 1枚 58x72.5cm 

駅名及び道程を記す。

9110 

16.84-95 羽後国山本郡八森銀山略図

絵図 1枚彩色 90x111cm 

9111 

9112南部野・五戸・七戸・仙台・会津・出羽地名

16.84-96 

16.84-88 日本国郡名

手写

14丁 24佃

各国について，郡名と園の総石高を記す。

9104 

手写

3丁 8x 18ω 

会津・出羽地方については各城下名と藩主名が

記されてし、る。

16.84-89 新刻日本輿地路程全図

安永4年(1775) 刊

絵図 1枚 彩 色 64x98佃

阿波国儒者讃岐柴邦彦の序を付す。

9105 

16.84-97 津軽道程

今枝直方手写

22了 20cm

今枝氏旧蔵。江戸から奥州津軽，弘前までの道

程，距離，駅の家数里塚等を記す。

元禄4年(1691)

9113 

16.84-90 日本国総図

絵図 1枚 65x175cm 

日本沿岸航路と航程，主要街道と道程，主要宿

駅等を記す。

9106 

16.84-98 平泉中尊寺案内記

2冊 24ω 干Ij

原題「奥州平泉関山中尊寺案内記J上下。

9114 

16.84ーω

刊

6T 26ω 

松島来歴，名所案内記。

松島案内記

寺田能円箸

文化8年(1811)

9115 

北条懐中道程記

北条氏長編

今枝直方手写

幻丁 20.5cm

今枝氏旧蔵。有沢永貞より借りて写したもの。

江戸~大阪，大阪~下関，桑名~南海道，二条

~中国(山陰〉・四国・九州，江戸~東国の各城

地道程，舟路などを記す。

元禄4年(1691)

16.84-91 9107 

16.84-100 9116専対秘鑑

伊藤伯陽著

36T 23佃

前田貞醇旧蔵。文化3年(1806)成立。幕府・徳

川氏・諸侯家来のこと。また江戸の町，地名産

物のこと，朝廷公卿のことなどについての見聞

を述べ，加賀の産物にも触れている。内容項目
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日本総国嵐土記

5冊 26側

①「日本総国風土記第七十七~入十四J，武蔵園

②「向上第五十三~五十入J，駿河国

@r尾張国風土記J
@r肥前国」

⑤「出雲国風土記J.r風土記盛後国J。

16.84-92 蝦実地一件

石黒堅三郎著

手写

27T 24ω 

時期は不明であるが，蝦夷地への労働力移動等

について記している。

9108 



地

は，御城御曲輸壁分野之事，東土風之事，御役

人等持出家之事，国産之論。

9117 (新潟より秋田まで道中案内J 16.8Jlー 101

手写

19丁 12x18an 

各宿聞の里程及び宿，道中筋案内。端本。

9118 江戸ヨリ会津迄駅路之記 16.84ー102

有沢致貞手写享保8年(1723)

6 -r 24cm 

有沢氏旧蔵。享保8年青地礼幹が使者として江

戸より会津に赴いた際の覚書を抜書したもの。

9119 (信州松本より和固までの駅路図J 16.84'ー 103

絵図 1枚 彩 色 48x104cm 

9120 (上州倉ケ野より江戸までの道之記J16.84-104 

有沢武貞箸

自筆享保13年(17:鉛〉

36丁 12x28佃

原題「上州倉ケ野ヨリ野州日光山に到り宇津宮

通千住へ出江戸迄之道之記井間道脇道附」。

9121 江府御屋敷ヨリ之方角〔図) 16.84ー105

手写

2枚 32.5x42.5cm・36.5x38.5叩

本郷屋敷を中心と・した町々等の方角図。 2枚は

同一内容。

q瀬山政和旧蔵②中川典右衛門旧蔵。

9122 駿州久能之図

絵図 1枚 彩 色 28x29佃

旧書名「駿州久能山絵図」。

16.84-106 

91"23 飛州略志 16.84-107 

今枝直方箸

自筆元禄6年(1693)

2冊 20佃

①高山廃城，飛廓国の知行高，郡数，村数，家

数，人数，地理的位置，古城，古跡，仏関等

を記す

@;fヒ陸より高山を経由して，江戸，尾張に至る

諸道の道程を記す。地図を付載。

誌

9124 (尾州〕下之一色誌 15.84-108 

手写

28丁 24.5cm

尾州一色村の地誌。大正2年8月15日の通行人

.車数調査も記敵。

9125 越前回諸郡切絵図 16.84ー109

絵図 5枚 彩 色 28x38cm

大野郡2枚・今立・吉田・南条郡の各図。

9126 淡海録抜翠 16.84-110 

今枝直方手写正徳5年(1715)

4冊 27cm

今枝氏旧蔵。原因蔵六著の「淡海録」を手写する

にあたり抜撃したもの。淡海t討庄江の意。

①淡海録中，第一海陸記，第二山川水石記，第

三旧都井武将附古今御裁記，第四古戦場記の

部分

②同，第五近江村高記，第六給所及湖船記，第

七海陸行程，同土産記の部分

③同，第八日吉，同仏閣，岡山記，第九長等同

興廃記，第十竹生石山記の部分

④同，第十一神社，同仏関附年中行事記，第十

二遣事雑録の部分。

旧魯名「淡海録」。

9127 江~IIJ湖之図 16.84-111 

手写延宝7年(1679)

絵図 1枚彩色 101x 141佃袋入

脇田尚保旧蔵。琵琶湖の図。湖岸の地名及び周

辺の山名を記す。

9128 琵琶湖東北西際之図 16.84-112 

湯浅進良手写文化14年(1817)

絵図 1枚 彩 色 39x70cm

表題「江州東西湖見取絵図Jo 加賀務領今津・弘

川両村を中心に描いた景観図。

旧書名「琵琶湖東北西際見取図J。

9129 平安城記 16.84-113 

貝原篤信〈損軒〉著

7 T 22.5佃

平安京の地理・変遷について記す。
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9130 都羽津根 16.8-:1ー114

元治元年(1864) 刊

56T 11x 15.5cm 

古川・西沢氏旧蔵。内題は「元治改正都羽津根

大全J。巻ーのみ。内容は，京都の諸絵図・沿

革・京都在住大名・所司代・町奉行・公家朝廷

付侍・諸職人・学芸者・名所・神社等々を記録

する年鑑。

9131 間見雑記寄書 16.84-115 

中井主水箸

手写延宝7年(1679)

16T 25cm 

京都，大坂等の城郭，寺社，橋梁の規模，及び

京都の町数。

問

9137 因幡民談抄 16.84ー121

前田家編緒方手写明治年間

15T 25~5ω 

小泉友賢箸の因幡国の地誌「因幡民談」を抄出し

たもの。

9138 石州雑記 16.84-122 

手写

23丁 23.5佃

元禄14年(1701)夏，石見国温泉津へ旅行したと

きのもの。 14年冬より翌年秋まで。

9139 讃岐之国の図

絵図 1枚彩色 71x47畑

地名，街道，川等を記す。

16.84-123 

九州上使巡見懐中行程 16.84-124 

今:技直方手写元禄4年(1691)

20T 20.5佃

今枝氏旧蔵。九州巡回の行程を記した巡見使懐

中番と，九州諸国各大名の知行高， さらに筑

前，肥前の郡別知行高を記したもの。

9132 維新前ノ京都御所之図 16.84-116 I 9140 
) 絵図 1枚.彩色 80x1ωω 

関取図。各部屋の名称，帖数等を記す。

旧番名「京都御所之図J。

9133 (鞍馬山図井天狗杉図) 16.84-117 

刊

2枚 35x25cm・28x 20cm 1: 9141 

鞍馬寺境内図。鞍馬山名木天狗杉由来井図。

9135 揺陽室津図記 16.84-119 

手写

4 T 19.5cm 1. 9142 

今枝氏旧蔵。江戸時代以前に港として栄えた

「室津」について記すd漢文。現・兵庫県揖保

郡御津町。

9134 大阪府管轄市街区分細見縮図 16.84-118 

山村保介著

赤定、忠七明治10年(1877) 刊

絵図 1枚 彩 色 73x54cm 

官庁・社神・学校・警察等，大阪府管轄郡村縮

図附。

9136 吉備前鑑 16.84ー120

今枝直方手写宝永3年(1706)

38丁 21ω

吉備地方の史蹟，名j勝，民族，案内記白

熊本僅談 16.84ー125

亀井道斉箸

手写文化3年(1806)

2冊 24佃

内容は熊本の人情・風俗を土地の僅談・部言に

託してのベた地誌。道斉は筑前の侍・儒者であ

り，日頃肥後国の善政徳化を慕っていたので，

筑前国の治政に益する良法・美談を肥後に遊学

し採集したものである。道斉は秋蔵，吐月先生

とも号した。江戸在住の加賀藩士，第偶子が手

写。

熊本但談 16.84ー126

亀井道斉著

松柏丸手写文化7年(1810)

55T 24ω 

前号下巻の写。文化3年(1806)襲偶子の写本を

再写したもの。

徒刑之事・筆刑之事・熊本刑法之事 t長岡主水

出銀ヲ触返事，郷校之事，賄賂追従道塞る事，

経界を正し農民安場之事，捨子捨馬罪法之事，

F

ゾ
ま
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地

長岡主水雑劇を能民に仕立る事等よりなる。

城跡 ・ 城 図

〈領内〉

9143 三脚l古城跡略記 16.84ー127

手写

16丁 24cm

元禄9年(1696)原本成立。加越能三国の古械に

，ついて，その城主等を記す。

9144 加越能城跡略記 16.84-128 

増田半助著

手写

llT 23cm 

前号と同じ。

9145 御領内古城略志 16.84-129 

今枝直方箸

自筆宝永2年(1705)

13T 21佃

加越能三国の古城の来歴を記す。

9146 加越能三抑l古城考 16.84-130 

田辺正己〈吉平〉著

手写

40丁 23佃

寛政13年(1801)原本成立。加越能三国，特に加

賀における古城跡の解説。

9147 加越能三列|古城考加賀列:11 16.84ー131

田辺政己〈吉平〉著

手写

42T 23cm 

外題「加賀州古城考，発以国事中啓」。加越能三

州古城考巻のー，加賀州の部を収める。奥書に

「寛政13年(1801)正月，田辺吉平謹考」とあり，

巻末に加越能三州，紀事監古城考引用番目を附

す。

9148 賀越能古城考 16.84-132 

賀古清際箸

津田道賢手写 〔嘉永2年(1849))

誌

17丁 24cm

安永7年(1778)原本成立。加越能三国の古裁を

各都に分けて記したもの。

9149 三州城跡集 16.84-133 

吉岡宏編

手写

45T 23ω 

加越能三国の城数，各城の来歴を記す。

9150 古城考五種 16.84-134 

79丁 23.5佃

加越能古城考，三州古城蹟，三筒国古城，松任

域魁図，三州廃城考。

9151吟鰐M
29丁 23.5佃

16.84-135 

脇田尚保旧蔵。上巻のみ。加能各郡の古裁につ

いて，その成立事情，城主，関連諸事件を記す。

9152 加賀国〔古城跡〕之図 16.84-136 

絵図 1枚彩色 51x75佃

9153 大聖寺古城図 16.84-137 

手写

絵図2枚 94x92佃・ 99x96cm 

各屋敷地・郭の間数・面積を記す。 2枚とも同

内容であるが 1枚には貼紙があり， r右大将

御出陣之跡之人数高」等を記す。

9154 大聖寺城絵図 16.84-138 

深町景仰手写寛政12年(18∞)

絵図1枚必x32cm

原氏所蔵の写。太平記，関ヶ原軍記を引用し来

歴を略記する。前号に同じ。

9155 (大聖寺古城跡山等歩数井絵図) 16.84--139 

1丁・絵図5枚 24佃・ 25X32佃

原題は「大聖寺古城跡山等五ケ所凡歩数並概略

之図」古城跡山，元県庁跡，第20区学校内空

地，向数，救他跡の歩数調査。

9156 (江沼郡〕月津辺古雄之図

絵図 1枚 32x55伺

16.84--140 
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絵図 1枚彩色 37x49cm

「文化元年(1ωの桃花園主人検之Jとある。城主

考を付す。

旧書名「加州石川郡鷹巣古城大略分間図」。

品 4与
す・

表題「江沼郡大正寺御鎖月洋之辺，鵜自民屋敷

跡ユ城地設ケタル肱J。
脇田尚保旧蔵。月津附近の鵜目左門屋敷跡と古

墳を利用して築城を仮想した想定図。

16.84-149 減祉書上申帳〔河北郡〕

5丁 24ω

河北郡の城跡を記す。

9165 鳥越記

6丁 24佃

「越登賀三升!志故撞考」のうち「鳥越」の項を抜悲

したもの。

16.84-141 9157 

加拘!河北郡五ケ庄朝日山之城跡〔附城由来〕

16.84-150 

大石秀直箸

手写

絵図1枚・ 1通 24X35cm・24.5cm 包紙

明治2年(1869)成立。佐々成政の攻入に村井長

頼が抗した域とする。

9166 

16.84-151 河北郡松根古城〔図〕

脇田真興著

絵図1枚 ?:lX35佃

脇田尚保旧蔵。僻敵図。「於山上真興図之Jとあ

り。

9167 

9158 能美郡今江古城之図 16.84-142 

絵図2枚 28x4Q.5佃・ 26.5X37.5佃

①天保15年(1844)脇田尚方手写

②①とほぼ同一内容。

旧書名「今江古城之図」。

孝
9159 今江村御手塚古城跡之図

絵図 1枚彩色 23.5X36.5側

安井顕比旧蔵。

16.84-143 

16.84-144 石川郡鞍ケ撮古撞之図

脇田尚方手写弘化2年(1845)

絵図 1枚 彩 色 35.7xω.5ω

脇田尚方旧蔵。

9160 

16.84-152 9168 加~1iI河北郡松根古城図

絵図 1枚 23x68cm

16.84-153 9169 加~IIII河北郡鳥越古城図

宮山六左衛門箸

手写

絵図 1枚彩色 28X38佃

脇田尚保旧蔵。寛文2年(1662)成立。城跡考を

付す。

16.84-145 〔石川郡倉ケ扱古壊之図〕

絵図 1枚彩色 39.5X55.5cm 

前号と同じ。

9161 

16.84-146 9162 加州石川郡松任鷹巣両城遺跡〔考〕

富田景周箸

手写天保15年(1844)

1通 24ω 袋入

枚任・鷹巣雨械の誠主その他について記すo 16.84-154 〔奥郡古城跡之図〕

絵図 1枚 23.5X34cm

脇田尚保旧歳。穴水，中居近く入海のそば，地

形のみ記した僻敵図。

9170 

16.84-147 

16.84-155 越中田郡古城跡

巻子 1 17cm 

新川郡，婦負郡，射水郡，氷見之庄，砺波郡の

45の古城について，その現状，由来を記す。

旧寄名「越中四郡古¥き」。

写荷L

9171 

加持l石川郡松任城跡図

牧忠輔著

手写

絵図1枚 35X24ω

寛政5年(1793)成立。

9163 

加州石川郡西市瀬村舎嫡巣古城大略分間図

16.84ー148

9164 
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地

9172 越中三郡城跡 16.84ー156

手写

24丁 24.5cm

金谷孔彰旧蔵。砺波・射水・新川三郡の古城跡

について，その規模，位置，由来を記す。

9113 越中砺波射水両郡古城等覚書 16.84-157 

寛保2年(1742)

8 T 11.5x35ω 

富田権六郎旧歳。砺波・射水両郡の古裁につい

ての解説。朱書でさらに詳述している。

9114 従増山城跡四方眺望之図 16.84-158 

巻子1 彩色 8cm 

安井顕比旧蔵。増山械は，砺波郡般若郷増山村

領にある旧城跡。中世において越中神保氏代々

この裁に拠ったという。別に亀山城とも呼ぶ。

東は婦負郡長沢に通じ西は和田川を隔て芹谷

野につづく。背後は黒川野の山続き。この城か

らの眺望を，医王山から二上山・立山連峰とつ

づけて描いたもの。

9175 (越中〕長沢之旧墨図 16.84-159 

安達直章著

絵図 1枚彩 色 28X40cm

南北朝頃の越中婦負郡の豪族長沢氏居館跡。

9116 (越中〕安田古城之図

安達直章箸

絵図 1枚彩 色 28X40ω

婦負郡井田川沿の古城。

16.84-160 

9111 (越中〕大裕之古城分間之図 16.84-161 

安達直章著

絵図 1枚彩色 31.5x43.5佃

大谷誠は別名「伊賀誠J.片山伊賀の居城とい

う。婦負郡井田川沿いの古城。

旧書名「越中大硲古城之図J。

9118 越中富山領大ガケ古城〔図〕

手写

絵図 1枚 28x39cm

脇田尚保旧歳。

16.84-162 

誌

9179 新川郡郷庄古城 16.84-163 

手写

12T 22cm 

。越州新川郡之郷庄付一一新JII都各郷の範囲を

記す

。新JII郡古城付一一新川郡諸古城の来歴と位置

及び規模を記す

。新川郡古城館由来之事一一新川郡の14の古誠-

・館の由来を記す。

旧書名「越州新川郡郷庄古城」。

9180 (越中〕捲川館跡之図 16.84-164 

安達直章著

絵図 1枚彩色 28X4Qcm

捲川館は室町後半に越中に在国した捲川一族の

居館，新川郡にあり最勝寺館跡ともいう。捲JII
民代々之墳墓俗名を付す。

9181 越中小塚之城跡ヨリ方境図 16.84-165 

絵図 1枚彩色 81X83cm

下新川郡泊町と境の聞にある小塚城跡より望遠

される越中，能登，佐渡の山々の方位を図示し

たもの。

〈領外〉

9182 諸城記 16.&t-166 

手写

87T 19.5X 13.5cm 

有沢氏旧蔵。「御当家御治世以前御領圏域主帳J

「天正十八年北条家滅亡以来東海東山北陸国々

所々城主従秀吉被定分Jr天正十八年会津誠賜蒲

生飛騨守氏卿以来令城地氏胸塚臣等置之Jr天正

十八年以前三河遠江等之間御当家人衆居住之諸

城地帳Jr慶長五年三成謀反節御当家方五畿内之

城地Jr鹿長五年関東筋所々要害御当家御持領J

「慶長五年治少乱時東山道御味方城Jr慶長五年

石田反逆節北国御味方衆Jr慶長五年御当家方南

海道諸城主Jr慶長五年御当家方山陰道城地Jr慶

長五御当家方西海道城地Jr.慶長五治少方徒党之

城五畿内，東海道筋，東山道，北陸道筋，南海

道，山陽道h 山陰道，西海道Jr慶長五関原乱後

以来国所庄園場之面々Jr慶長五年以来身上減少

之面々 J。
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9183 諸国城図附録集 16.84ー167

有沢永貞著

脇田尚方手写弘化2年(1845)

39T 23cm 

貞享4年(1687)，元禄5年(1692)原本成立。有

沢永貞の諸国居城之図集，右凡例，諸城主記

抜，五畿七道諸誠箇所を収録したものo

9184 盛岡城之絵図 16.84-168 

手写

絵図 1枚 105x82佃

域内，塁，掘，川，屋敷地を記す。石塁には高

さを注記し，北つみ川のJfI岸の土手等寛永14年

(1637)等の洪水で破損したこと等を記す。

9185 会津征伐陣図 16.84-169 

手写

絵図 1枚 27x4Qcm

慶長5年(1側)，上杉景勝征伐の陣取図。直江

山裁の陣及び周辺各陣聞の距離が記されてい

るo 門天村・中野等の地名がみられる。

9186 和州郡山城図等 16.84-170 

手写

絵図6枚 28.5x39cm 

①出雲松江組図

②羽州山形(26.5X41佃〉

③和州郡山減図(31.5x44.5佃〉

④伊予之園丸亀之裁図(44.5X55.5cm) 

⑤下総国国府台(29.5X44佃〉

⑥遠州高天神古城(28x38cm)。

9187 (江戸城之図) 16.84-171 

手写明和9年(1772)

絵図4枚 41x55cm

前回貞醇旧蔵。①西ノ:丸 (41X55cm)②内曲輪

(27.5 x 51.5cm)③外曲輸 (54X82cm)④紅葉

山 (27.5x41.5)。

9188 (江戸城之図) 16.84-172 

高畠厚定手写安永4年(1775)

絵図 1枚 28x40cm

高畠民旧蔵。江戸城下外町名近村等の図o

嗣

9189 江戸城西之丸図 16.84-173 

手写享保7年(1722)

絵図2枚 74X81.5cm・28x41佃

1枚は享保7年(1722)に源秀潤が鳥海俊忠所蔵

図を写したもの。

9190 武~I'I類従図覧之部 16.84-174 

手 写 天 保15年(1844)

絵図10枚彩色 36x41cm 袋入

脇田尚保旧蔵。

①江戸御披図

②二枚之内御本丸中御間取細見之割

(40 x 54.5cm) 

③向上 (28.5Xω叩)

@御城下外町名近村等之図 .(40.5x 55ω〉

⑤江戸名所旧跡神社仏関等之図〈版本〉

(30x81.5佃)

⑥御本丸・二之御丸・西御丸御誠御郭配之企図

(28x41ω) 

⑦二之御丸之図 (40X52cm) 

③西之御丸全図 (47X39cm) 

@紅葉山之全図 (27.5 x 40cm) 

⑮東叡山御宮等之略図 (27 x 29. 5cm) 

旧書名「江戸城図J。

9191 江戸小石川御殿之図 16.84-175 

手写

絵図 1枚彩色 30x43佃

小石川御殿は，延宝8年(1680)家綱のとき，綱

吉の邸とじて建てられ，正徳2年(1712)家宜の

とき廃誠となる。

9192公辺御城略図 16.84-176 

手写

図 1枚彩色 26X38ω 包紙

高畠定酔旧蔵。江戸城本丸殿舎内の諸大名の詰

めている付近のみの間取れ

旧書名「江戸城略図J。

9193 江戸丸之内大名屋敷図 16.84-177 

手写

絵図 1枚 25.5x46伺

島田孝郷旧歳。江戸裁下の大名屋敷配置図。
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誌

絵図 1枚 67x67cm

寛永18年(1641)2月5日付の写。

松之ロ升形石垣築直し，同立門等についてお府

の普請許可の際の絵図。

16.84-185 

144x99ω 

三州刈谷之城図

絵図 1枚彩色

一部分のみ。

9201 

芝御屋敷御茶屋粗絵図

手写

絵図 1枚彩 色 42X120cm 袋入

屋敷全体の間取り図と，その中の茶室の写生図

加賀藩邸には芝御屋敷はないが， 3代利常の女

熊姫， 10代重教の女穎姫はともに会津侯に嫁

し，いずれも芝御前と呼ばれたので，その邸宅

カー。

地

16.84-178 9194 

尾州名古屋城之図

手写

絵図 1枚 78xl∞佃
「慶長十五年尾張名護屋御普請寄付二月より十

二月廿三日迄」とあり，石垣，橋，郭櫓の関数

を記す。

16.84-186 9202 16.84-179 上野国沼田之城図

手写

絵図 1枚8Ox70佃

沼田械の本丸・曲輸，周辺の践の配置を記す。

ただし「止蛾図悉タ偽図也Jとあり。

9195 

16.84-187 勢州津之城図

絵図1枚 l00x82佃

輪郭のみを記す。

9203 

16.84-180 上州安中居館之図

絵図1枚 94.5x140cm 

元禄10年(1697)成立。上州安中期田氏居館を中

心にしたもの。

9196 

16.84-188 山城国淀城之図

手写

絵図 1枚 71.5x73ω

城域と木津川・淀川・京川の川筋等を記す。

9204 信州松誠之図

手写

絵図 1枚 55.5X49佃

信州松代裁の図。本丸を中心とする裁郭部と周

辺の村々・街道・山を記す。

16.84-181 9197 

16.84-189 丹後宮津城図

絵図 1枚 48x71.5佃

堀・城壁等の配置と周辺の状況を概略。

9205 

肥前名古屋城陣取図文禄之役

巻子1 彩色 120但

rne前名古屋城陣取図，当所大庄屋」とある。文

.禄の彼における肥前名護屋の配陣図。成立は不

明であるが，裏書に安政6年(1859)大庄屋代役

松尾直太郎，慶応4年(1868)松尾恵が補修した

とある。

16.84-190 9206 

飛騨園高山城図 16.84-182 

森田平次〈良見〉手写嘉永6年(1853)

絵図4枚 1∞X56cm

元禄年間 (1688--1711)成立。①は総図②は

本丸の図③は二之丸屋形の図④は二ノ丸の

内庭樹院殿屋敷の図。袋の表に嘉永6年(1853)

8月付森田平次の覚書があり，写図の由来と宰

相様〈斉泰〉の供覧に浴したことを記す。

9198 
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言己

海外漂流年代記後編

芥子屋重兵衛箸

江戸大和屋喜兵衛

巻子1 38佃

文永~嘉永迄の海外からの来国，海外への遊船

及び漂着船等を年代順に記す。

← 557.-:-
酬明"

16.84-191 

H
u
e
 

-ー

流漂

9207 

駿府械之図

手写

絵図1枚 67x68叩

城郭図。本丸・二の丸，三の丸を記し，三の丸

には成瀬隼人，安藤帯万，永井右近，石川主殿

頭，西尾丹波の屋数が記されている。

16.84-1邸

16.84-184 図絵之

写

城

手
垣大

91鈎

9200 



学 同

9208 清朝沙汰 16.&1-192 I 9213 上書集 16.85-5 

国回目右衛I"j等老

26T 20cm 

寛永20年(1643)越前三国首Ii新保村の者58人の船

が胤のため漂流， ~車狙国に潔着した後， 明.朝

鮮.対馬の経路で帰国した際の言上も。

特16.85 法政・経済

政 :.b. 
'ロ 論

9209 夢中禄 16.85ー1

杉野多助;'Iif

加1i!N屋玄在手写安永9年(1780)

5丁 24cm

小木貞正旧成。杉野多Il}jは加:I'i藩土，名は盟。

明和2年袈父の巡知 300石を継ぎ，御馬廻，改

作奉行を勤め，のち昇進して文政7年定番頭に

至り ，同年致仕，天保9年没90才。偶数による

治政論。

9210 識語秘策

上田耕若

手写

44T 23.5cm 

16.85-2 

上は王公から下は乞食にいたるまで相応の言行

あるべきを説いたもの。巻之上は，1J;i， (曲，医，

E是.商売，乞食，巻之下は言行a 利幸喜，正奇，

雑事に分かれる。

9211 境移小謎

永山平太若

前国家繍松方手写 明治年間

46丁 23cm

16.85-3 

弘化3年(1846)成立。国体 ・土・決 ・人君等に

っき所見を記す。

9212 加藤豊房窓見書等

前田家編輯方編

明治年間

38丁 23.5c"，

16.85-4 

加藤甚左衛門tt房は.知1行 100石定番組，天保

7年より明倫裳にて部ず。「却j律意見恕」などを

収む刑法論。

-558ー

成瀬正教手写

必冊I24cm 

成瀬正居旧談。全50lslのうち第45，4日を欠く。

天保~明治 9年(1876)にわたる海防，外交，政

情等についての上容・;意見容・覚書などを集め

たものである。内容は雑然と収録されている。

題名はa 巻によって付されていないもの，ある

いは主な収録史料名を以て代えたものなどがあ

り，挫迎されていないが，以下のごとくであ
‘， 
信》。

①浦賀表呉国船渡来見聞日記(嘉永2年)，~Z永

2年 5月於新部屋伊勢守殿耐ii前守殿御直渡御

盤取，同年同月火番頭九鬼式部少納組中江中

波包付，弘化3年 3月英国船之儀ニ付申上候

邸付，水戸斉l砲公御型}之写

②~Z永 2 年 5 月伊勢守殿御直三子併すへ御波， :}Z

永2年12月浦賀奉行上容，紡海策附抄(御目

付方より御逮怠極密密也)，外船写，秘本海

紡上魯等

③水戸老公御密ZS， 山JlE~詰水小原仁兵衛問答，

海防急務上容(山鹿紫水)，海岸防奴一策(天

外仙人)等

@内密答問録(:}Z永2年，約峯彦一郎)， WlJ車u説
01永 3 年，藤川懲)，官湊私記(~lllD ， 献芹

徹夜(大槻清崇)， ~Z永 6 年筒井政~M.の記， う

たたねの目覚Cjl永7年)

⑤秘本上密写(慕永 6年，山Iffi紫水〉

⑥亜美理潟曾翰 5通，秘密ー異国ru翰和解等

(修志堂成)，魯西箆密筒写(:iii永7年正月2日)

①;rJ;永五子議別段風説il}， l'&永7年7月和政j凪

説岱和解

③天保3年10月座浜村清兵衛異国江漂着之口

t'，?，翌盤利加ヨリ帰国間書，iJii永6年漂流入

地頭町村百姓理助弟理之助口容

⑨佐久間修理上魯(天保13年〉

⑪防海M!説(天保13年，八木千之〉

⑪海防要~論〔弘化 4 年. 柿園川猷)，海防三策

(大島桃年〕

⑫於長崎魯西亙船乗組札之節申口，伊勢守殿御

直諭番大定、写，f.!:.西亜船へ乗込候エ付申合怒

⑬安政3年 7月下回ニてill!人応援之始末，安政

3年 9月2日応援

⑬水府公献策(上，下〕



@同(元治元年6月......9月の風説，長州浪人京

都へ入込に付召捕等，竜野建言，水口建白な

ど〉

@同〈福井国政風説劃千評，日本貿易新聞第六

十号など〉

@同〈開国論，鎖国略弁，無識卑諭，行軍繰出

帳，蛙の問答，など〉

@同(慶応2年薩州侯建白之写，日本新聞外編

巻25，巻19抄日本新聞刊者呈す，など〉

@同(奉勅始末， 日本新聞外編巻3倒λ 中外新

開巻3抄，など〉

@同〈朝鮮国与外夷戦闘書契，東山道鎮撫総督

之農商江布告，於熊谷駅忍索繰人平塚与申者

より承合候風説書，布村周輔書状，日新通志

第 1・第3抄，など〉

⑮⑤欠ーータ応、之8--，9~ 
@同〈明治2年秋月右京亮敏文，防長務治職制

職員令，能州総持寺謹奉建言，耶蘇防禦之法

則，学校則，など〉。

@同〈知医論ー太政官日誌写，明治2年大学校

規則，大学規則，中小学規則，学課舎中条

規，生徒'U特，仮小学第四校規則，鎮祭詔

写，宣布大教詔写，宣教長官宣命写，宣教使

心得寄，など〉

@同〈西郷吉之助今度出京申立之由風間，官制

案，皇国総人員等，明治4年金沢中学西校改

正普通学規則，新県取計，じ特，県治職制，法

普戦争志略

@同〈新聞雑誌・日新真筆・郵便報知新聞の

抄，明治5年金沢石浦町橋健堂私塾教授之学

名弁生徒人員，相生橋共立学校規則，東京日

々新聞の抄，開成学校科目表，神仏混靖改

正，議，愛知師範学校入学検査科目等，文論，

など〉。

⑮浦賀日記〈安政3年8月〉

⑮異国船見開録，浦賀市中模様井近在共，諸家

様より御老中へ御届之写，江戸模様，泉沢弥

太郎紙面披書，続江戸模様

⑫浦賀表等異船渡来一件付

⑬間口

⑮嘉永7年正月ヨリ浦賀表具船渡来一件等骨

@異国船渡来一件等帥

@同伺

②同付

@同~

@間約

③秘書之分亜墨利加登誠一件等

②守衛或門〈上・下，安政3年，信州松本

水義洋著〉

@読導入撤文〈弘化元年)，兵一大活物論〈山鹿

索水)， 高島喜平秋帆上番， 水府老公御書翰

(嘉永6年海防愚存〉

@風説雑紙う

@同口
@上書集〈水戸斉昭卿朝廷へ存意書，外桜田の

変事覚など〉

@同〈外桜田の変関係，安政 5年 6月水戸老公

御書之写など〉

@同〈東禅寺襲撃関係，水戸源烈公墓枕石文，

水戸浪人扱い方，外国人への書翰など〉

@同〈文久2年坂下門前の変関係，水浪所持之

$f好趣意書，東都名産魚類尽し，京都風説書

長州毛利大膳大夫殿上番など〉

@同〈上書風説，京都風説書など〉

~同〈藤堂和泉守上表，土州内乱開番，亜魯英

仏四品盟約書，細川侯へ魚住等より指上候建

白写。松平阿波守上書など〉

@同〈佐野鼎書面，文久2年松平大膳大夫伺

番，論孟聞書，将軍家上洛御行列附，御沙汰

書など〉

③同〈文久2年海防基元，神奈川新聞・横浜新

聞の写，下関にて仏蘭西舟打払関取番，いろ

はたとへ，宮腰輪島屋弥兵衛下関にて承候風

評井見聞，松平大膳太夫・毛利右京苑暗，

夢中問答，杷憂諌など〉

③同(文久3年8月......4年2月大和五条の乱，

大和行幸，長州・薩州・土州より言上之趣，

河内日記，震翰写など〉

済政 ・ 経法

清

9214 炎々論

臥虎隠土著

手写

llT 24cm 

西丸炎上の際，上納，冥加金賦課は良策ではな

いと医名で意見を述ぷ。

16.85-6 

16.85ー 7番上競巻

写

郷

手

大9215 

-559ー



ム"--r 

9丁 25ω

大郷巻蔵の名は穆，間部詮勝の家臣。安政6年

(1859)詮勝への上番。

9216 函灰害 16.8ト 8

羽倉用九箸

思斎源、有邑手写安政6年(1859)

57丁 23cm

内題「画灰魯隠総論」。開港に伴なう外国との

交渉に対する意見を述べる。

9217 桑名侯上書 16.8ト 9

手写

4丁 23.5cm

アメりカとの開園反対を述べた意見番。

9218 水府斉昭公御書 16.8ト 10

手写

5丁 24cm

「北亜米利韓三十一州共和治政庁長官より之魯

翰江御返答相成可然儀見聞ニ随い，縞ニ書綴候

事J。旧書名「水府公御番」。

9219 水府公献策 16.筋一11

手写

20T 24ω 

水戸の徳川斉昭による，言路，宝貨，互市，邪

教，蘭学，船艦，北地，御書臓に関する見解。

9220 禦夷愚策 16.85-12 

忍お著

手写

2T 24佃

ペリーの閲国要求に対する意見書。

9221 杷憂露 16.85-13 

5T 24佃

外国船来航の情勢の中で，彼我の軍事力・戦力

について述べ，軍事対決の方向を憂うもの。

-4て
・l
 
i
 

l
 

--

位22 (薩州幕府へ届書写) 16.85-14 

手写

1通 16cm

坪内氏旧蔵。文久2年 (1862)の寺田屋騒動に

心持

t苛?

同

関する，松平修理大夫(島津茂久)家来，西筑

右衛門書状写。

9223 京都向等上書之写 16.85-15 

奥村栄通編

前田家編輯方手写明治年問

2冊 23.5cm

奥村栄滋所蔵の写O.奥村栄通の手留。外題の箇

所に「極秘」と記され，文久3年(1863)と元治

元年(1864)の諸侯・諸土等の上書・建白などを

記す。

9224 娃の問答 16.85-16 

11丁 24.5佃

背蛙と山蜂の問答体にした文章で幕末政情や海

防の問題を論ず。文久4年(1部4)成立。

9225 (列〕藩士より天朝・幕府へ建言写 16.85-17 

手写

9丁 24佃

列藩之土による元治元年(1鉛4)の建言写。

旧書名「天朝・幕府へ建言写J。

9226 越前侯建白等 16.85ー18

手写

5丁 24ω

安井顕比旧蔵。長州征伐についての越前侯〈松

平鹿永〉建白文および慶応元年風説書から抜粋

の長州征伐に関する搬丸

位27 (亀井隠厳守上書:) 16.邸-19

手写

3T 25cm 

表題「朝廷ユ上ルノ番J，禁門の変後における

長州藩の処置について寛大を願う上番。亀井隠

岐守主主監〈これかね〉は津和野藩主。

位28 (:近藤勇等建白書:) 16.85-20 

手写

仮綴1(4丁) 24cm 

鳥取藩主池田鹿徳建白書， .仙台侯建白書も綴

る。

旧書名「近藤莞建白書井仙台侯建白書ム

-560-



法 政 ・ 経 済

9229 真木保巨建言草按

真木保匡著

前国家編~耳方手写 明治年間

55T 23.5四

真木和泉の息子保庄の建白書や上位文などの

写。

16.85-21 

9230 異香田野遊女

12T 24cm 

午睡のー夢に託して佐幕IY~立場から惑かれた幕

末の政治評論。

16.85-22 

h
H
h
 

見音心
吋

A
Vす関

凹

に

お

帥

写

丁

期

番

手

3

末

言

蒜
上no 

mwdw 
16.85ー23

9232 上意振拝写他

手写

2丁 12x34cm 

斯波氏旧威。国政に関する意見を求める表題の

文!1lのほか， r老中波述之趣写J等を収む。

16.85ー剖

9233 [島津 ・板垣・木戸建白書写〕

手写

5了 24.5cm

安井顕比旧蔵。「左大臣従二位島津久光誠恐憧

謹言」 ・「参議木戸孝允建白Jr多議板垣退介」

16.85-25 

と題する 3通の建白書写。

9234 桐野利秋談話

桐野利秋著

石川九郎・中村俊次郎手写 明治7年(1874)

20T 24cm 

安井顕比旧蔵。本文の前に「鹿児島ニ於テ桐野

利秋氏ニ面談・ノ征鶴討湾之事由及ヒ今後内外ノ

変勢ニ処、ノ有志輩尽力丸ヘキノ;機j羽目的ヲ叩窮

16.85-26 

禄券の事，帰t長崎iH留の事などについて記す。巻

末に「右ハ高知喜幸福井藩米沢藩鳥取落徳島務五

務の参事同意論ニて米沢参事出張す。右ハ板垣

退助ト云当時参議之人議論之よし也」とあり。

9236 蝦夷地開拓意見苦

安井和介(顕比)若

前回家編鰐方手写明治年間

18T 25cm 

著者が軍防局御用掛，越後府判事であった時に

太政官総裁，弁"~瑚l伝達所に宛てた戊辰 3 月 a

同5月，同6月(2通)，同7月，同8月11日付

16.85-28 

の6通の意見笹を収む。

9237 井口嘉一郎対策論

井口嘉一郎著

jì~国家編輯方手写明治年間

59了 23凹

内容は明治元~2 年(1868~69) の仮建御所対

策，衣服章程対策，駅逓之準程対策，対策-ifi

(造貨幣)，定権全， その他郡県議などに闘す

16.85-29 

る意見。井口の貢土としての怠見。

|白色名「対策」。

9238 義熟兵舎関建願之事

手写

5 T 24cm 

明治5年(1872)，明治政府に対して軍備充実

のため，外国の例にならって義勇兵舎を開設す

ることを促したもの。

16.85-30 

9239 縞試〔下巻〕

佐田介石著

明治初J~J

65丁 24cm

珊l蘇 ・浮屠の項からなり，政府の宗教政策に関

する献諜草稿。

16.85-31 

七割ニ々ヲ筆跡」とあり，談話筆記の事情お

よu内容がわかる。 I9240 加藤恒意見書

9235 革政大意〔板垣退助談〕

手写

仮綴 1( 5丁) 24cm 

富国強兵による国家に対する四民平均の革制，

16.85-27 

16.85-32 

明治23年(1890)

12T 24cm 

華族のあり方についての意見答。加藤恒の字は

久也 ・松鳩。置県後学.I)5謀長，明治12年石川県

議会議長a 能美郡長，金沢区長を歴任，明治14

-561一



15T 22cm 

有沢氏旧歳。室町時代以来の制札の規式。

. 9246 武家厳制録 16.85-38 

10冊 28x18.5cm 

①巻ー〈禁裏院中弁公家中御条目)，巻二(武家

御条目之部〉

-:" 562ー

2冊 23cm

元禄13年(1700)--寛政3年(1791)の幕府におけ

る規式・刑罰等に関する法例，および法令に関

する質問とその返答(法解説)を収む。

①元禄13年~寛政3年②寛政3年。



法 政・経

9250 御法度審 16.8トロ

手写

2冊 27cm

寛政2年(1790)4月の幕府法令。寺社・町・

勘定三奉行宛に執政上の心得のため元文5年松

平左近将殿被仰出をふまえて評議の上定めたも I9256 

の。

9251 公事訴訟取捌 16.85-43 

乙幡源手写寛政7年(1795)

2冊 23佃

内容は，主として安永期以降の幕府法令 153項

を雑然と集録したもの。第1冊巻頭に目次あ

り。

9252 橋爪御門芥三之御丸留帳 16.85-.14 

横山某著

手写文化元年(1804)

20T 8 x 17.5cm 

横山隆太旧蔵。御定密，蝕述，関係役職名等の

留番。

9253 東北風俗厳令雑記 16.85-45 

1l2T 23.5cm 

天保12年(1841)・ 13年の江戸町蝕等を収録。一

部に徳川家奥御儒者成l鳴邦之丞の上審，詩歌等

を収む。

9254 他藩刑法・幕府刑法・刑事参考書 16.85-46 I 9257 
前田家編輯方編

明治年間

合綴1(2冊) 27.5x 19.5ω 

刑法類と処刑実施例等を収録。

①他藩刑法(水戸藩に関し「太陽J11号記事の

転紋〉。幕府刑法(己卯雑志・袖裏雑記から

の抜書〉

@沸j事参考書(宝暦~幕末の御仕置例等〉。

9255 太政官日誌 16.85-47 

太政官編

慶応4年(1868)--明治7年(1874) 刊

合綴 12 20-.，22.5cm 

①第 1-"18 慶応 4年 2月-.，5月

②第 19-.，43 慶応 4年 5月-.，7月

③第 44-.，67 慶応 4年 7月-.，8月

④第 68-.，89 慶応 4年 8月-..9月

⑤第 90-..110 明治元年 9月--10月

⑥第 112-.，133 明治元年 10月-.，11月

18冊

25冊

24冊

22冊・563-

20冊

22冊

済

⑦第 134--158

③第 159........178

⑨第 30........62

⑮第 21........40

⑪第 1-.，165

⑫第 42--110

明治元年 11月
明治元年 11月-.，12月

明治2年 3月........6月

明治 5年 3月--5月

明治 6年 1月-.，12月

明治7年 3月--8月

冊

冊

冊

冊

冊

冊

氾

ゆ

7
O
M
A
5

F
4
F
4
9
h
q
L
U
u
v
λ
τ
 

江城日誌前編 16.85-48 

太政官編.

京都御用御審物所慶応4年(1868) 刊

合綴1(16冊) 22cm 

慶応4年江戸城明波直後から上野彰毅隊事件の

頃の新政府の公文書記録集。

①江城日誌前編 4月21日~悶 4月24日

②江城日誌第一関 4月29日--5月3日

③ グ 第二 5月6日

④ 。第三 5月8日--13日

⑤ ρ 第四 5月14日--15日

⑥ 8 第五 5月15日--16日

⑦グ 第六 5月16日

③グ 第七 5月16日

⑨ グ 第八 5月16日

⑮グ 第九 5月17日--20日

⑪グ 第十 5月21日--24日

⑫ グ 第十一 5月25日

⑬ 第十二 5月25日--28日

⑬ 第十三 5月29日

⑮ 第十四 5月29日

⑮ 第十五 5月30日。

東京城日誌 16.85-49 

太政官締

京都御用御書物所明治元年--2年(1868

--69) 刊

19冊 22x15cm 

旧江戸城を皇居と定め，東京城と称したが，本

書は東京城における政務記録

①東京城日;法第一〈明治元年10月〉

② 。 第二( 11 10月〉

③ グ 第三〈明治元年11月〉

@ 。 第四〈 グ 11月〉

⑤ グ 第五( 11 11月〉

⑥ グ 第六〈グ 11月〉

⑦ グ 第七( 11 11月)

③ 8 第八〈明治元年12.月〉

⑤ グ 第九( 11 12月〉

可



@仁孝天皇廿五御祭日

@天皇賀茂祭拝下

②軍神祭執行

②天神地砥霊御祭

@内侍所御神楽

@元日朝拝 グ

⑧忌済ユ付着E踏出仕草誤
⑫神祇官行幸 正月12日

@神砥官行幸 正月

@四帝御崩日ヲ祭日ト定。

@軍神祭祝砲 1/ 11 

@節朔参賀不参舗出型発す太政官

@氷川祭御神事 午 6月 グ

@三帝御詮号拝領御神事午7月グ

@三帝御訟号拝領御神事 グ グ

~:三帝御誼号拝領御神事 グ

@男山祭御神事 午8月グ

@元服願書持昇殿参朝事 グ

③中秋祭男山祭ト改称 8 太政官

@神宮例幣御神之事 グ グ

@鹿島社香取社御遥拝 午9月グ

@天長節ユ付重服者参朝停止午9月グ

@天長節衆庶一同奉祝令 グ

@招魂社大祭ニ付境内鏡馬執行9月13日兵部省

@天長節衆庶一同奉祝令重而仰出ス 9月太政官

@氷川社行事 午10月 太 政官

@賢所臨時御神楽祭典 午10月グ

@氷川神社行幸小休所 10月金沢藩→弁官御中

@朝集割仰出 10月 太政官

@氷川神社行幸小休所

10月19日金沢藩→弁官御中

@氷川神社行幸作法 10月22日 グ

@氷川社行幸 10月 太政官

@氷川社行幸 グ グ

@諸祭参勤之輩衣帯之儀辛未正月太政官

@内待所御神楽 午11月

@孝明天皇御祭典 午12月

@神祇官行幸・神事執行午12月グ

@勅祭神社等年始拝賀之賀表提出規則

午12月太政官(1冊〉

@勅祭神社等年始拝賀之賀表提出規則 (1冊)

午12月太政官

午12月太政官

1/ 

11 

11 

官政
H
H

太

1/ 

1/ 

11 

正月23日グ

4月

正月

12月

問~ 
守・

第十〈 グ 12月〉

第十一( グ 12月〉

第十二〈 グ 12月〉

第十三( 11 12月〉

第一〈明治2年正月〉

第二〈 。 正月〉

第三

第四

〈明治2年 2月8日"""2月15日〉

第五

第七

(明治2年3月8日"""3月9日〉。

正月27日"""2月7日〉

1/ 

11 

1/ 

1/ 

1/ 

11 

11 

11 

1/ 

⑮

⑪

⑫

@

@

⑮

⑮

 

⑫ 

⑬ 

2月19日"""2月30日〉

1/ ⑫ 

11 16.85-50 〔太政官布告井諸官省御逮等〕

太政官等著

金沢藩手写明治年間
6"~ ..?:J 
続腐直・-21冊・ 7枚・仮綴2 16"""22cm 

太政官および民部，兵部.1阿部，大蔵，外務，

工部の各省，東京府などから発令された明治2

年"""4年の布告の写が主。金沢藩からの伺番，

願書などもある。

9258 

①正月式布告

②正月式布告

③軍神祭神事

@祈年祭告文

⑤村1砥官行幸延引

⑤神武天皇御祭典

⑦神官御神拝

③元日朝拝仰出取消

⑨入神殿御祭典

@神抵官行幸

⑪神祇官行宰 グ グ

⑫神砥官御親祭土民一同参拝 12月 太政官

@寧神御祭 正月太政官

⑬元日朝拝 12月 グ

⑮孝明天皇御陵御遜拝 12月 太政官

⑮浜殿行幸延ヲ 9月 グ

⑫孝明天皇御祭典 12月

⑬神殿御鋲座・鎮魂祭

⑮事11I寵官行幸選挙

1/ 

太政官

3月

12月

12月28日弁官

12月太政官

11 

11 

1/ 

11 

神祭・神務

12月

1/ 

正月

1/ 

1 

@元日朝拝

@孝明天皇御祭典

-56.1ー

1/ 

11 

11 3月



駅?

法 政 ・ 経 済

@元日四方拝式改定

@元日朝拝服装令

@孝明天皇御祭典

1/ 

グ

1/ 

11 

1/ 

1/ 

@2月4日祈年祭執行神事未正月太政官

~19日神祇官行幸 グ グ

~2 月 4 日祈年祭仰夜 11 1/ 

@神砥官行幸御延引 グ グ

@神砥官行幸 グ グ

@御祭典ユ付地方官勅任以上出仕

未正月太政官

@神祇官正月 3--4日祭典午12月太政官

@神祇官神祭後庶兵参拝 11 11 

@神務天皇御祭典 未3月 グ (1冊〉

@神務天皇御祭典 11 11 

⑫神務天皐御祭典ユ付行事 11 11 

@賀茂祭神事 未4月グ

⑮大嘗会御祭典神事 未5月 グ

⑫氷川社祭神事 未6月 グ

2 天皇・皇族

<宮内務>

@隠居嫡子天機伺

12月20日 金沢藩→大霊寺務等

@親王家用来菊紋改 3月 太政官

@諸御礼宮内省当番言上 11月 グ

@天機伺ロ遺書

@神砥官内諾陵寮設置 9月 太政官

@別紙十適宜旨相成達

10月9日 弁官→金沢藩知事

@仁和寺宮東伏見宮ト改ム 明治3年2月太政官

@梶井宮改称 午12月 グ

@新規取立親王二代目ヨり華族午12月 グ

@照高院宮北白川家改称午12月 グ

@万剣宮内省江差出事未正月

御剣鑑定本阿弥中川南門次→金沢藩御用人中

@宣旨書式別紙通達未3月 太政官

@参賀任叙御礼天機伺等未5月 弁官

Qi)(③の関連〉参賀之布告取消 5月14日 グ

@ ~の別添書 未5月 グ

@天機伺・参朝日伺未5月2日

前田鹿寧→弁官御中

<典礼・儀式〉

~'官服之節機着用 12月 太政官

@新政府公卿・官吏行列次第 (6枚〉

-565一

@平常内外供連之儀伺午11月

金沢藩→弁官御中

@正月式 午12月太政官.

@来春賀正順序取調 12月23日

@年始ユ奏任官へ祝酒下付事

12月24日 弁官・太政官

<皇居>

⑩外官・末社溢拝所焼失 12月 太政官

(101)外桜田門等通行門限 3月 グ

(102)江戸皐居御門通行之規則 兵部省

(103)皐居御門通行鑑札締 3月 太政官

(104)各藩皇居警衛兵員等調査 グ 兵部省→各務

(105)皇居出入鑑札改渡 P 太政官

(106)皇居通行鑑札拾得届 グ グ

(107)御門締切後通行者取締 11 1/ 

(108)外宮・末社・遥拝所焼失 12月 グ

(1ω〉御所近火 明治3年正月グ

(110)皇居御門警衛兵規律 3月 グ

(111)皇居御門響衛兵規律 午 5月 (1冊〉

(112)竹橋等五門通行許可 午6月太政官

(113)皇居諸御門夜間通行改明治4年未正月グ

(114)皇居諸御門通行印鑑締り 11 11 

(115)皇居御門警備 11 1/ 

(116)皇居御門通行取締 グ グ

(11の皇居御門御規律 1/ 1/ 

(118)皇居諸御門警衛兵規律 グ グ〈仮綴1) 

(119)皇居御門普請ユ付通行止未2月 8 

(120)馬場先門通行止 未4月 グ

(121)赤坂門通行止 グ グ

(22)皇居警衛赦免 未4月24日兵部省

(123)神田橋御門修理出来 未5月太政官

(124)半蔵御門通行止解除 11 1/ 

(125)神田橋御門修理ニ付片側通行未 5月末政官

(126)馬場先御門通行止解除 グ グ

02η筋違御門通行止解除 グ グ

(128)山下御門等通行止解除 1/ 11 

(129)赤坂御門通行止解除 グ グ

(13の市ヶ谷御門通行止解除 グ グ

(131)市ヶ谷御門取払通行止未6月 グ

(132)外桜田門通行止 11 1/ 

3 官職制

<末政官制>

(133)給旨ヲ宣旨ユ御改 4月末政官

4冒



，UI" 

寸・

(134)諸藩大参事一人参朝御用 2月25日 弁官

(135)官省江伺願書式 正月

(136)諸官員提灯印等定 4月

弁官→右大臣殿公務人中

(137)諸官省・府藩県判任仮宣旨書式 9月太政官

(138)公文書干支使用禁止 4月 グ

(139)判任官提万出司禁止 11月晦日

岡山藩公用人→金沢藩公用人

(140)提灯朱印定 3月

(141)宣旨書式等案紙 (1枚〉

(142)太政官出司之地方官提万之事 11月 太政官

(143)参朝之節地方官席次取調

(144)華族・親王官員拝借住宅 9月 太政官

(145)官用略紙定式定 巴12月 グ

(146)塗笠挑灯規則の添書明治3年正月 グ

(147)諸藩官員藩印，紋所下ニ付ケルコト 正月グ

(148)諸書類曾式弁官伝達所ト改ム 2月 グ

(149)書籍新刻許可ハ史局担当 グ 1/ 

(150)日帰出張・宿泊出張心得 3月 ル

(151)藩士，民部省権少佑ユ任ス 3月

民部省→金沢藩

(152)弾正大少巡察ユ権官設置午4月太政官

(153)地方官より刑部省差出罪案書式 グ グ

(154)留主官禁中へ引移 午 6月 留主官

(155)近火時親王諸官員供連規定 グ 太政官

(156)七月十四日休暇之事 午7月 グ

(157)民部省霞ヶ関へ移転 グ 民部省

(158)大蔵省中ュ営繕司設置事グ 太政官

(159)民部省・大蔵省分省 玖 。
(160)r，何藩公用人」を「何溝」に書式改メ・

午7月9日 民部省・大蔵省

(161)上納金・囚人護送中之宿駅不寝番人足賃之事

午8月太政官

(162)藩土中より民政熟練者一人差出事

午8月 太政官→前回金沢藩知事

(163)諸書類一切藩名ユテ差出事午9月 末政宮

(164)藩大属以下の官位相当制定 。 グ

(165)去13日布告書面の誤字訂正午10月25日

(166)諸願・伺・届之書式 午10月民部省

(167)弾正台纏・挑灯・陣笠印定事 グ 太政官

(168)太政官中ユ弁務使大少記新設グ グ

(169)民部省内ユ 1寮4司新設 11 1/ 

(170)民部・大蔵両省域内移転グ グ

(171)諸願・伺・届等官省弁官差出事 1/ 1/ 

-566-

問

(172)民部省庶務司ニ藩士採用出仕申付

午11月 民部省→金沢審知事

(173)旧官人・元諸太夫等位階廃止午11月

(174)太政官中ユ舎人局等新設 グ

(175)大舎人以下官位階定

(176)官位相当着服制度

N 

太政官

h 

11月15日 月番三務→弁官御中

(177)官員免職之節名代召出事午11月 太政官

(178)12月26日御用仕舞 午12月太政官

(179)寺院寮設置 グ グ

(180)在官之輩署判書式 グ グ

(181)吏官帯万取締 グ ¥グ

(182)宮内省，留主官ト合併 11 1/ 

(183)留主官御廃止ユ付役委任之事

午12月太政官→留主官

(18心在官・有位者，官位首字実名使用事午12月

太政官

(185)官・苗字，実名使用事午12月太政 官

(186)官・苗字，実名使用事 1/ 11 

(187)弾正台大少蹴権官設置明治4年正月 グ

(188)在京之奏任以上官員調査未正月 弁官

(189)藩土，官位階返上願 グ金沢藩→弁官

(190)在京出張官員取調 未正月太政官

(191)藩士，御用二付出頭令状

未2月27日-工部省→金沢藩

(192)寺院寮民部省内へ移転未4月 弁官

(193)判任官示談転任之儀未5月 弁官・太政官

〈仮綴1)

<集議院>

(194)集議員公用人呼立 4月

(195)集議院関院議員召集〔明治3年)3月太政官

(196) グ 議員選任 3月

(197)集議院江行幸 9月 太政官

(198)諸藩議員出院之事 午 5月集議院→淀藩

(199)集議院開院召集 午5月

太政官→集議院→淀務

(2∞〉集議院議員参朝事午5月 グ→グ→グ

4 地方制度

<府下治政>

(201)京都藩邸跡荒蕪取締 2月 太政官

(202)東京府下武家地東京府管轄 11月 グ

(203)柔速隊附属申付 巳12月東京府→金沢務

，.-・4
. 円引

‘ コミ二、"



(237)諸藩知事一門之位階定

(238)藩制綱領之事

(239)酒田県廃止，山形県設置

(240)触頭落，触下落書上之事

(241)伊那県分割，中野県新設

(242)審制改革ユ付参事宣下事 グ

(243)府県ニ庁掌設置 グ 太政官

(244)藩制改革ユ付大参事一人江戸出張

午10月太政官

(245)長岡器廃止〈ほか神祭・外務など)

午9・10月，，(1冊〉

(246)藩庁・落灯・御紋幕等使用規定午10月 グ

(247)土方氏旧領取締申付 グ 民部省→金沢藩

(248)土方氏旧領高・村名寄上 グ (1冊〉

(249)地域別藩名一覧〈西海道~北海道〉

正月......， 4月 (1冊〉

.(250)鎮魂祭・新掌祭執行 午11月太政官

(251)藩制改正之始末明細寄上 グ

(252)福本藩廃止 。
α53)狭山藩知事辞職之事 午12月

(254)金沢藩御預所〈旧土方領〉高山県ユ仰付

午12月太政官

(255)能登御預所〈旧土方領〉右高寄付 (1冊〉

(256)高須薄廃止 午12月 太 政 官

(257)守山藩ヲ松川藩ト改称午12月 太政官

(258)守山藩ヲ松川藩ト改称 グ グ

(259)府落県，宮華族取締明治4年正月グ

(260)柴山藩，松尾藩ト改称未正月

(261)越前回，本保県設置 グ

(262)県官定員ユ権大参事設置

(263)谷田部藩，茂木落ト改称

(264)多度津藩廃止

(265)大綱藩，龍崎務ト改称

(266)大綱藩転庁，水戸落蝕下二入ル

未2月23日

(267)丸亀藩廃止，丸亀県設置未4月

(268)徳山落廃止 未6月

(269)大溝藩廃止 未 6月

(27め竜岡藩廃止 グ

(271)前田鹿寧藩知事免官書類綴

未7月15日太政官等(1冊〉

(272)前田鹿寧直垂着用ユテ参朝申付

未10月7日 東京府→前田鹿寧

11 

11 

午9月

" 
" 
11 

済政・経

(2ω〉筑地藩邸接収代地之事

明治3年午 5月 グ→グ

(205)鑑札拾得者京都府届出午6月 留主官

(206)東京市中取締地区変更 グ東京府→金沢藩

(207)府下諸務邸ーヶ所ユ定午7月 太政官

(208)市中取締区域変更 グ東京府→金沢落-

(2ω〉火盗消防費家税之税則午9月 東 京 府

(21ω家税定之添状 グ 太政官

(211)家税定書 午 9月 東 京 府

(212)東京一円明細測量事 午10月太政官

(213)京都市中火元見役人陣笠提灯定

午10月 細田守宮・堀江文蔵(1冊〉

(214)東京府下取締区別等取調

〔明治4年〕未正月

(215)市中橋之上商売など禁止

未正月10日 東京府→金沢藩

(216)前号の添状 未正月12日 グ→グ(1冊〉

(217)東京府出仕申付状等二点未2月 グ(1冊〉

(218)東京府道路修繕費調達未 5月 太政官

太政官

法

太政官

藩

官3
8繍
8

11 

11 

11 

" 
" 

" 未2月

11 

<府落県制>

(219)大宮県，浦和県に改名

(220)藩士越後府判事補仰付

4月 行政官→前回宰相中将

(221)相撲津久井県，郡ニ改ム 2月 太政官

(222)八戸県，三戸県ト改ム 9月 グ

(223)諸務改革取調方猶予願 .12月13日 金沢藩

(224)府典事等官位相当 12月 太政官

(225)在東京隠居等審ヨリ可通

(226)水原県知事越後国按察使兼役

10月 末政官→越後国務

(227)在東京知事隠居嫡子調査

明治3年〔正月J(弁官〕

(228)大森県，浜田県ト改称 正月 太 政 官

(229)大和五条県新設 2月 グ

(230)府藩県庁ト改称

(231)水原県ヲ移ジ新潟県設置

明治3年3月

3月

-567一

太政官

(232)旧藩施設利用許可

(233)越後蝕下諸審へ別紙逮

午 4月 民部省→金沢務

(234)越後国按察使廃止 午 6月太政官

〈お5)各落監察掛調査 グ 弾正台

(236)碕岡藩廃止，盛岡県新設午7月 太政官

11 

太政官

9月

11 

:
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5 財 政

<財政・租税>

(273)諸藩勘定帳記録

(274)石高拝借之金札上納

12月10日 金沢藩公用人→富山務等

(275)軍資金上納 2月17日大蔵省

(276)川往来船筏定税取調 3月 民部省→府藩県

(277)府藩県租税調査 明治3年午5月太政官

(278)府藩県より米金受取調べのため印影差出

午 8月大蔵省

(279)諸務支配地潰地代米永之事午8月 大蔵省

(280)前々号と関連。印影差出之内大印除

午8月28日グ

(281)歳出入表等大蔵省ヘ波方午10月 太政官

(282)諸藩支配地獄地引高之事午11月 グ

〈お3)租税制度確立之布告明治4年正月 太政官

(284)諸上納金為替方預リ 未正月 大蔵省

(285)旧幕中御披詰米高取調 。 太政官

(286)租税掛出納勘定仕上規則 11 11(1冊〉

(287)山形県専断=テ雑税免除差留未2月 グ

(288)金沢藩大積明細帳差出 グ 大蔵省

(289)前号の添状カ グ 民部省

(290)府藩県潰地代米渡方等箇条未3月 グ

(291)商工物品取締収税法 未 4月太政官

(292)無地高井引高当来年免税未5月 グ

<禄制・秩禄>

(293)賞秩米渡方分割 午10月太政官

(29心宮華族・旧官人以下一般禄制改革

(295)上地居住之士卒家禄納所方未2月太政官

(296)府藩県帰属替之家禄波方未5月 グ

3月 民部・大蔵省

6 寧 事

<軍事一般>

(297)居暢野練兵天覧

(298)京都警衛務兵兵部省管鰐

4月

正月

太政官

太政官→

兵部省

(299)京笥浜部省廃止

(3∞〉京都兵部省廃止

(301)陸軍兵学寮開校入学

(302)軍事編成・兵卒の定

(303)運送御用ユ付落船差廻 10月太政官→金沢藩

(304)海軍操練所入学者差出令

9月

12月

11 

兵部省4月

兵部省→金沢藩等

-568一
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(305)北越官寧兵独立替高調査

(306)東京滞在兵員繰練

(307)兵学寮設置

(308)説地海軍所出司者調査

業 11月お日 兵部省→金沢落公用人

(3ω〉陸軍操練所玉放差留 2月8日兵部省→

各藩

(310)陸軍操練所設置 10月 兵部省

(311)市中取締出動 10月 兵部省→金沢簿三小隊

(312)1暢野練兵天覧延51 4月 太政官

(313)外国型船艦所有者調査 4月22日 兵部省

α14)軍事演習日割

(315)鹿児島藩へ軍艦開運丸御預

(316)京都響衛兵進退ユ付添状

明治3年正月兵部省

α17)除隊復籍者受取之事 午 5月 グ

(318)藩兵市中取締申付 8 兵部省→金沢藩

(319)東京市中取締申付午6月 グ→ 8

(320)東京市中取締兵員出張申付。

α21)東京市中取締場所入替 。

(322)戊辰戦争記録差出 ググ

(323)東京第一大区八区取締申付 グ 東京府

α24)藩邸内滞留の海軍操練所生徒差出事

午7月兵部省→金沢藩等

(325)市中取締兵増員申付グ グ→金沢藩

(326)兵学寮教官之官位定 午 8月太政官

(327)海軍御燦章芥国旗章制定午9月 グ

α28)管轄地方非常異変届出之事 グ

弾正台→諸務E霊祭掛

(329)越中島練兵天覧 午 9月太政官

(330)越中島練兵達書 午 9月7日 8

(331)越中島練兵違例ユ付三条右大臣代覧

午9月グ

(332)各藩一万石二付60人常備兵員設置之事グ

(333)陸・海軍費上納方定則 11 11 

(334)陸海軍大佐以下官位定 グ

(335)新潟県軍艦差遣に付出兵申付

午10月兵部省→金沢藩

(336)英図式(海軍〉・仏国式〈陸軍〉の常備兵制採用

午10月太政官

(337)海軍資金上納石代相場定番 8 大蔵省

α38)海軍操練所出仕申付

午10月 兵部省→金沢審林謙三郎

(339)馬懸出仕申付 午10月兵部省→金沢務

12月

10月

2月 藩各

省

↓
剖

H

H

H

H

丘ハ

巳10月 兵部省

11 ーー参 11 

11 11 

。

11 



<治安・警察>

(375)出火時馬上乗入禁止

(376)脱走人探索

(377)無提灯夜行の禁止

(378)宝貨偽造の刑罰

(379)大村益次郎事件探索 9月 太政官

(380)郭内外諸邸宅内発銃禁止明治3年 5月

(381)府藩県監察掛ニ弾正台ヨ P探索申付

午5月グ

(382)諸邸宅中エテ揚火花火禁止午6月

(383)諸邸宅中二テ揚火花火禁止午6月

(384)築地関門通行規則 午7月 グ

(385)貨幣贋造者厳罰之事 グ グ

(386)貨幣偽造人取締 ・午11月 太 政 官

(387)弾正台等の名を借りる俳個者取締 グ

(388)廿三日夜の士卒外出人取調 グ

(389)馬車等無灯火通行禁止 。
(390)養母殺し探索人相番 午12月

(391)養母殺し探索人相書 グ

(392)市中治安公序良俗等七種 グ

(393)諸官員・宮華族等召抱人之取締

(394)宮華族等家来取調 グ

(395)諸官員・宮華族等家人陪従取締

明治4年未正月 グ

(396) グ ・未正月太政官

(397) 9日暁広沢参議遭難探索未正月 。
(398) 9日暁広沢参議遭難探索 グ

(399)三府下取締 11 11 

(400)官員盗難遭遇未2月28日弾正台→金沢落

(401)亀田港内sテ馬鈴薯ヲ以酒等製造者結社帯万

不届取締 未2月 太 政 官

(402)広沢大臣傷害事件賊徒捕獲促進認書未2月

(4ω〉前号の添状 未2月三条実美

(404)弾正台朱印紙盗難エ付調査依額

未2月25日弾正台→金沢藩

(405)印紙照鑑ノタメ弾正台差出事未 5月

太政官

太政官

太政官

2月

11月

安治7 

済政・経

11 

11 

グ (1冊〉

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

(340)林謙三肉鴇軍操練所出仕申付 グ

(341)高杖治郎海軍兵学寮退寮午11月 グ→グ

(342)海軍兵学寮ト改名 午11月太政官

(343)藩士沢田兵学寮出仕免除

11月17日兵部省→金沢藩

(344)海軍兵学寮入寮規則 午11月兵部省

(345)兵制改革エヨリ第一遊軍隊解散

午12月兵部省→金沢藩

グ 海軍兵学寮→金沢藩

グ 太政官

(346)兵学寮退寮者処遇

(347)諸藩海軍資金上納

(348)大森六郷警備落兵交替

正月11日兵部省→金沢藩

(349)海軍兵学寮規則 未正月太政官

(350)海軍兵学寮入寮規則 グ 兵部省

(351)前号の添状 未正月29日兵部省→金沢藩

(352)海軍兵学寮入寮規則別紙通定未2月太政官

(353)海軍水卒検査ユ付漁民募集 11 11 

(354)落士海軍兵学寮出仕申付 グ兵部省→金沢藩

(355)藩兵横浜出張 未2月19日兵部省

(356)藩土病気ユ付兵学寮退家事

未2月12日 金沢落→海軍兵学寮

(357)海軍留学生英国派遣

未2月兵部省→土師・佐双

(358)会計権大佑辞令 グ グ→猪山成之

α59)船艦用良木材取調 未3月.太政官

(360)東海道府藩県徴兵延期未5月 グ

(361)藩士三名御用エテ出頭令状未6月 兵部省

(362)兵器差出 来6月8日グ→金沢藩

(363)藩士二名陸軍少尉任命未6月9日グ→グ

法

11-グ

11 

太政官

(406)死骸を以て万剣利低試禁止

<刑事・裁判>

(407)弾例取調方

(408)弾例〈奏弾・訴追規則)

(409)刑法新体立案エ付財産投籍法停止

4月

2月

く預置人>

(364)金沢藩預置人赦免 2月 兵部省

(365)各藩預置人・謹慎人調査 12月9日

(366)金沢藩預人之事 10月26日 刑部省

(367)御預人・謹侠人調査

12月10日 金沢藩〈公用人〉→高田藩等

(368)御預人請取人差出 12月26日知j部省→金沢落

(369)官軍江反抗者引渡 10月 兵部省

(370)官軍江反抗者引渡 グ グ→金沢藩

(371)当藩御預謹侠人赦免願 2月 金沢藩→弁官

(372)金沢藩御預上原十助赦免

‘午9月13日刑部省→金沢務

(373)飯野藩御預人脱走 未正月太政官

(374)飯野務御預人脱走 。 。
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11月17日 彦根藩等→弁官中

(450)英国人二名暗殺ニ付取調午11月 太政官

(45I)京都物産興隆のため外入居入 汐 留主官

(452)御雇外入，上方・東海道見物グ グ

(4日〉外国船属候節官員旅費等事 グ 太政官

(454)海外視察旅行吏員之事 午11月太政官

(455)帯万者外人居留地通行規制グ グ

(456)翻訳通弁課文書司出司辞令 12月17日外務省

(457)雇入外国人等取調 12月20日 グ→前橋藩等

(458)各藩留学生免状発行午12月 グ→淀藩

(459)外務省霞ヶ関移転午12月10日グ→前橋藩等

(460)英国人金沢藩へ相越

〔明治4年〕未正月 太政官→金沢藩

(46I)外国人居留地出入取締 8 太政官

(462)英国人金沢藩罷越 グ 外務省

(463)難船海外漂流者帰国之事未2月 太政官

(464)北海道上陸者，外人居留地通行検閲 1/ 11 

(465)英国人殺傷=付府藩県取締未3月

(466)笑国人殺害人探索 3月 太政官

(467)米国公使参朝 未4月 グ

(468)新潟県ユテ外人傷害ユ付探索未5月

(469)米国公使参朝 未6月

(470)諸官省外国人履入約定書 グ

9 

1/ 

1/ 

1/ 

11 

産業・交通・通信

戸品
子・

正月太政官

(410)弾例仰出之添状 明治3年 5月。

(411)准流法新設ニ付徒場之事定午11月

(412)五徒之外ユ准流法定 1/ 11 

(413)犯科人入牢者之経費負担之事年12月

(414)新作綱領訂正 グ

(415)北海道流所規則確立迄准流法定立未正月

(416)華族家士・藩士等公事出入取扱 2月太政官

(417) 1/ 12月グ

(418)府審県交渉准判規程 午11月 。(1冊〉

(419)買掛代金未払訴訟取扱未6月 。

8 

(420)外国ヨり借金銀等禁止

(42I)西洋船買入製造許可

(422)西洋船買入製造許可

(423)アメりカ公使参朝

(424)英国人殺害人探索

(425)外国人乱妨禁止

(426)アメリカ公使参朝

(427)伊・英提督来朝

(428)前蘭国公使参朝

(429)英人キγグ人相手配密

(430)スベイ γ国使節参朝 2月 太政官

(43I)筒蘭国公使参朝 1/ 11 

(432)横浜外入居留地襲撃 11月 民部省

(433)九ベイ γ園使節参朝明治3年 2月 太政官

(434)イタリア公使等参朝 3月 。

(435)府藩県対外負債調査 4月

(436)外務省中文書司新設 午 5月太政官

(437)別冊英国博覧会規則頒布午6月

(438)英国ツールーズ博覧会出品受付 8 太政官

(439)普仏戦争ユ付外国人圏内旅行許可午8月2日

(440)普仏戦争ユ付新潟箱館通行事

(44I)仏人・プロシア人横浜迄陸行許可番案紙

(442)丁抹国使節参朝事 午 8月太政官

〈必3)丁抹国使節坂下門通行事グ グ

(444)在留支那人による人身海外売買禁止

午8月太政官

午 9月グ

太政官

官

官

。

政

官

政

h
H

太

弁

太

太政官

1/ 

白

川

同

月

田

川

同

月

同

日

2
m
p
m
4
m
 

同
日

Rn

o

3

3

 

外国人・外交・貿易

民部省3月

1/ 

11 

1/ 

金沢藩→大聖寺務等
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<農業>

(47I)無水岡田開発 正月民部省

(472)諸国高取調 巳10月 8→各藩

(473)去年畑方貢米引方多分明治3年午正月

(474)提防・用水修築資石高割午5月 民部省

(475)信濃川分水路工事課役金

午 6月 民部省→新発田藩等

(476) ググ .1/ →

(477)信濃川分水路工事課役金水損場藩に申付

グ グ→高田藩等

(478) グ

(479)府藩県開墾願届規則午9月 末政官(1冊)

(480)隠閲調査経界札明 未正月 グ

(48I)羽前越後圏内荒蕪地規則未2月 民部省

(482)前号の添書 グ民部省→高田藩等

<鉱工業>

(483)輸出用蚕種紙生産取調

(484)民部省産物会所蚕糸

10月15日

(445)米国前執政参朝之事

(446)プロシャ公使参朝之事 グ

(447)白般国公使参朝事 午10月

(448)英国人刃傷ユ付家塾吟味午11月

(449)外国人居留地関門出入通行規則



済

(522)船出入港調査察紙

(523)藩蔵物運送駄賃金 9月

(524)横須賀港修船場 3月

(525)諸国廻米積船改方 巳9月

(526)諸国貢米積船改方 グ

(527)郵船・商船規則明治3年正月

(528)外国航海規則 グ

(529)不閲浴場，難船救助規則の添状 2月 グ

(530)江戸川通船番所引払 午4月民部省

〈日1)諸港民家数積荷量等取調午7月9自民部省

〈臼2)管内廻船出入港調査 午7月太政官

(日3)剣崎燈明台建設 午12月 グ

〈日4)剣時燈明台建設 グ グ

(臼5)灯明台狼リユ取建ベカラズ朱2月 グ

(日6)近江国湖上通船取締 グ グ→大津県

〈日7)剣j崎燈明台建設 ググー+金沢藩等

〈日8)燈明台新設 未5月太政官

(539)燈明台新設など 11 11(1冊〉

<駅逓郵便>

(540)駅法改正

(541)成田駅逓権正本官罷免

話一一

民部省

弁官

3月

2月

政・経法

官

省

官

吋
M

，

蹴

蛾
(542)駅逓規則仰出 明治3年3月 太 政 官

〈日3)伏見~守口間四駅規則改添状午6月 グ

〈日4)民部省転省ユ付駅逓司御用状進退等取扱

午10月 民 部 省

〈目的大蔵省へ駅逓出張所移転午10月 グ

(546)宿駅本陣之名目廃止 。 太政官

(547)駅逓運輸物資ニ付伺

午10月23日金沢藩→民部省

(548)駅法改正規則 午11月太政官

(549)駅逓司郵便所設置井ロシア人教師等之事

グ留主官(1冊〉

(550)東海道駅法改正 グ 太政官

(551)郵便飛脚之規則等明治4年正月 グ(1冊〉

(552)郵便方法発行 未2月民部省

(553)前号の添状 未2月8日弁官→金沢響

(554)民部省出張所駅逓司移転未3月 太政官

(555)駅逓司大坂出張所設置未 5月 グ

<北海道開拓>

(556)開拓使新設職員 4月 太政官

(557)開拓地支配仰付 8月 グ→金沢藩

(558)西蝦夷地船運上取立廃止 9月 グ

(559)北海道宗谷郡地所御用 8月 グ→金沢淳

〈邸0)宗谷郡内開拓使支配分仰付正月グ→金沢藩

1/ 

省

官

部

政

H
H

月

民

太

2
1/ 

(485)養蚕業興隆仕法明治3年3月 民部省

(486)輸出用蚕卵紙製作員数届出午 5月 グ

(.187)今年盛年ニ付酒造免許午9月 太政官

(488)養蚕業興隆の新技術発明届出之事

午10月大蔵省

(489)蚕種規則付録書 グ太政官(1冊〉

(490)工部省設置 グ グ

(491)各藩管内石炭等産出場所調 グ 民部省

(492)鉱山司廃止，鉱山掛設置午12月 太政官

(493)工部省御艦旗章等法令集午12月(1冊〉

(494)鉱山司，鉱山掛ニ改ム グ 太政官

(495)長崎製鉄所工部省管轄未4月 グ

ヂ:96 (胡曾〉横須賀芥長崎製鉄所改名グ 弁官

(497)工部省官員御用出張 。 太政官

(498)生糸製造売買者収税高取調未5月 グ

(499)管内鉱山掘出高取調

<金融・商業>

(500)銭相場規定厳守 9月

(501)新銅銭鋳造 10月

(502)新貨鋳造 3月

(503)金札小札製造 9月

(504)北海道等ヨリ入津産物商売取締

12月

(505)新貨鋳造 4月

(506)怒金引替 3月

(507)宮華族之名目ヲ以金銀貸付禁止

(508)米殺勝手津留禁止 9月

(5ω〉金札・正金引換分延納

明治3年午正月 民部省

(510)旧幕期の貸付金銀示談済方グ グ

(511)朱座・受領地廃止明治3年正月 太政官

(512)牛馬売買渡世人鑑札 3月 民部省

(513)銭安ユ付金1両銭10貫のレート時相場ユ改ム

午 6月 大坂出張所・民部省

(514) 11 午7月 太 政 官

(515)銀台弐分金引替期限之事午9月 大蔵省

(516)為替会社手形引替延期午12月 太政官

(517)為替会社手形引替延期 11 1/ 

(518)銀台贋金引換期限 〔明治4年〕未正月

(519)金銀貸付利足相対之事 1/ 1/ 

(52の御一新後製造紙幣使用禁止未6月

1/ 

1/ 

<交通>

(521)近江国湖上交通取締
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(弱1)北見国三都支配免除

明治3年午6月 。→金沢藩知事

(562)開拓使管下預所租税勘定帳取調未 5月

太政官

10教育・宗教

<教育>

(563)大学南校エ外国人教師御雇午7月 太政官

(564)東京府下中学校開校入学許可午9月 グ

(565)学校制度布令 午11月留主官(1冊〉

(566)諸技芸師家私塾開設許可午12月 太政官

(567)家私塾入塾者身元調査事 11 1/ 

(568)諸技芸師家私塾取締 11 1/ 

(569)石坂莱大学小助教赦免 。 大学

(57ω大学少得業生辞令 未2月 グ

<宗教>

(571)永平寺総持寺相論 12月 太政官→永平寺

(572)永平寺本山之事仰出巳12月太政官

(573)僧侶官位御礼献上事午6月 グ

(574)檀那寺離檀・宗旨替ユ付伺

午10月8日金沢藩→弁官御中

(575)管内廃寺・合併寺院等調査午11月 太政官

(576)管内社寺領現収納高取調 グ 11

(577)寺院宗規素乱取締 午12月 グ

(578)圏内大小神社調査猶予願

12月23日金沢藩→弁官御中

(579)輸苔地若松県示現寺名目事

未正月 弁官→惣持寺

(580)異宗徒巡察使派遣 2月28日

〈邸1)総持寺住職争論沙汰番未4月太政官(1冊〉

(582)寺社領収納高取調- 未 5月 グ

(583)僧尼z成度者之免許 未6月 グ

(584)気多社・射水社国幣中社仰付 グ グ

(585)前号の添書 1/ /I-t>金沢藩

(586)諸国神社取調 2月 太政官

(587)楠中将社造営寄付金受付明治3年6月 グ

(588)天社神道差止事 午10月 グ

<教宣・国家神道>

(589)宣教使博士と改名 4月 太政官

(59の宣教使設置二付人選 3月 グ

(591)神抵官ユ宣教使設置 10月 グ

(592)宣教使設置人材選考 3月 グ

(593)宣教講議聴開仰付

午6月25日 金沢藩等→水戸藩等
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(594)宣教使出京之事 午11月太政官

<修史>

〈切5)維新の有志事蹟調査 4月 太政官

(596)御記録編輯御用 1/ 11 

(597)御ー新以来朝官記録御用午12月 弁官

〈回8)御一新以来朝官記録御用 11 11 

く暦法>

(599)頒暦授時取締 4月 太政官

11 身分・民生

<華.族>

(600)華族隠居有位者参朝 2月 太政官

(601)有位華族参朝時提万許可 グ

(602)親王華族学校修業許可午5月 。

(603)前号の添状 11 1/ 

(604)親王華族学校遊学心得 グ グ

(605)華族家人職員定員定 午 9月 グ

(606)華族姓名御書出取調 午10月

(607)華族隠居エ付定 グ 末政官

(608)華族の士族借受事 午11月 グ

(6ω〉華族の士族借受事 グ グ

(610)華族，士卒相対抱禁止午12月 。

<士族・卒族・平民>

(611)無万ユテ乗馬者取締 11月 末政官

(612)卒族之呼称改ム 明治3年10月

(613)士族隠居願 午10月太 政官

(614)平民首氏許可令 午 9月 グ

(615)華・土・平民縁組規則午11月 グ

(616)百姓・町人服装取締 グ グ

(617)平民乗馬許可 未 4月 グ

<民生・民事>

(618)国事による死者の妻女調査 10月 末政官

(619)東京府中乞食非人旧墨へ帰九 9月 グ

(62の脱籍者復籍保護 明治3年正月 グ

(621)府簿県ユテ種痘実施之事 午4月 グ

(622)脱籍無産者復籍方御規則

午9月19日グ (1冊〉

(6幻〉前号写井軍事・外務規則等

午 9月10日 (1冊)

(624)復籍者賄方 午10月太 政官

(625)種痘之新苗渡来ニ付分首未5月 グ

(626)溺死人引揚埋葬之事 1/ 11 

(627)脱籍逃亡者復帰規定 グ グ

(628)遊女売婦商売新庖禁止未5月民部省

議



法 政・経 済

(629)前号の添状

(630)前号の添状

(631)棄児教育政下付

(632)廻状入手之事

未5月 民部省→秩回避

か 太政官『民部省

未6月太政官

9月14日

(633)刀剣差出目録

(634)鍛治職人二名曾付

佐竹従三位→前回従三位

正月 本阿弥徳郎ー

(635)別紙十二之添状 10月10日

(636)太政官御遊伺等指令書類一箱返納(126品入)

明治33年3月 太政官カ(1枚)。

9259 鎮台日誌

太政官綴

16.85-51 

京都御用御盤物所明治元年(1868) 刊

12冊 22.5佃

①明治元年6月1日~

② 11 6月7日~

③ 11 6月14日~

@ 11 6月24日 ~

⑤。 7月 1日 ~

⑥ 。 7月4日 ~

① 11 7月9日~

③グ 7月10日 ~

⑨ 。 7月11日 ~

⑮ 11 7月17日 ~

⑪。 7月21日~

⑫。 7月23日-27日。

いずれも，戊辰戦争関係の記録を収める。

9262 天長節被仰出書控

太政官監察局主主

明治3年(1870)

1通 16cm

16.85--54 

天長節の趣旨貫徹のため府落県あて通達密。

9263 外務省日誌 16.85-55 

外務省網

東京御用御宙物所明治4年(1871)刊

合綴 1(2冊) 22cm 

明治初期外務省の往復密輸を載せた官報第7号

(明治4年 4月 2日-15日〉と第B号(明治4

年4月15日-30日)。

9264 [明治六年家禄奉還布告抄〕

手写

仮綴 1(4通) 16cm 

太政官布告の抜容。

9265 民法文則

前国家縮僻方手写明治年間

20T 25cm 

16.85-56 

16.85-57 

明治初年政府が民法典制定の作業を進めた時に

作った法文の用字・用語・文法等，国語表記に

関する規式案。明治16年の怠き入れがあるの

で，民法草案成立(明治20年)前のものである。

政 情・民 情

9260 明治元年御遼覚書等 16.85-52 I 9266 談海略志 16.85-58 

前田家編瞬方手写明治年!日l

仮綴 1(43T) 25四

慶応4年(明治元年)の収l延側からの布告，通

達文などを写し綴じ込んだもの。

旧宮名「御定点寄」。

9261 [忠実地開拓教導ニ付達書〕

手写

1通 16.5cm

..s 
16.86-53 

箱館平定後~fl拓教導の方法を立てるべ く ， その

利害得失の意見を述べよと命じた(太政官)達

脅。

今枝直方編

自室E 貞享元年(1684)

95T 25叩

度長10年(1605)-究文13年(1673)にわたり江戸

で見聞した諸事件を記録する「談海」を.直方

が校訂修正しつつ編さんしたもの。

9267 公辺向廻状之写 16.85→9 

前回家編輯方手写 明治年間

SO~丁以叩

前回貞/i:i所蔵の写。内容は，元禄9年(1696)9 

月朔日から晦日までの，恥府の政務および諸大

名・武家の動向等を覚書したもの。
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8十時 同

9268 己卯雑志一 16.85-60 前田家編縄方手写明治年閥

今枝直方箸 68丁 23cm

自筆元禄12年(1699) 今枝直規所蔵の写。表紙に「元禄十五年(1702)

39T 20佃 冬Jと朱記。前号の写本。

今枝氏旧蔵。内題「第一公儀古今御沙汰之ー」。

主に元禄10年-12年の江戸城内での諸事を記 9274 江府沙汰集書 16.85-66 

す。 今枝直方著

自筆宝永2年(1705)

9269 己卯雑志 16.85-61 74丁目佃

今枝直方箸 今枝氏旧蔵。元禄15・16年07ω ・03)から宝永

前田家編輯方手写明治年間 2年までの江戸における見聞の閲富。全国的な

28T 24佃 政情および武家・大名の動向，災害等を記録す

今枝恵規所蔵の写。内題「元禄己卯雑誌ーJ。表 る。

紙に「元禄十二年(1699)Jと朱記。前号の写本。

9275 江府沙汰集書 16.85-67 

9270 続己卯雑志 16.85-62 今枝直方箸

今枝直方著 前田家編輯方手写明治年間

自筆元禄13年(1700) 71T 23.5cm 

86丁 20.5cm 今枝直規所蔵の写。内容は，元禄15年(1702)か

全99条，江戸域中諸式，諸侯幕臣の卒去，任免 ら宝永2年(1705)までの，幕府法令，諸大名の

御礼，官官l法，火事itlJ.水難，火難，地震等を記 隠居・死去・相続，諸国での火災・洪水等の災

す。巻末に「元禄十三年仲秋自志Jとして著者 害を記録。前号の写。

の印あり。

9276 江府京駿雑志 16.85一喝8

9271 続己卯雑志 16.85-63 今枝直方箸

今枝直方著 自筆

前田家編輯方手写明治年間 73丁 19.5cm

79丁 24ω 今枝氏旧蔵。元禄16年(1103)-宝永5年(1708)

今枝直規所蔵の写。表紙に「元禄十三年」と朱 の江戸，京都，駿河の大名諸侯を中心とした見

記。前号の写本。 聞記。

9272 元禄九種府談 16.85-64 9277 江府京駿雑志 16.85-69 

今枝直方著 今枝直方箸

元禄15年(1702) 前田家編輯方手写明治年間

87丁 20cm 64丁 23cm

今枝氏旧蔵。元禄13年(1700)-15年(1702)の江 今枝直規所蔵の写。表紙に「宝永五年(1708)

戸幕府の政務・典礼等を，御仕置類，格式禁制j 頃Jとの朱記あり o 前号の写。

法度類，新知加増死去跡目隠居養子御礼，官位

御礼，一位尼公御沙汰，御成，御成，世上風 9278 他邦辛卯絡志 16.85ー70

説，水火地難の 9種に分け，追加分を合わせ146 今枝直方著

品を記録。 自筆正徳元年(1711)

43丁 20.5cm

9273 元禄九種府談 今枝氏旧蔵。大友家系，宝永即位諸国使談略，

今枝芭方著 備前岡山大火，琉球来聴談略を収録。
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9279 他邦辛卯雑誌 16.85ー71

今枝直方著

前田家編輯方手写明治年間

43T 23.5cm 

内題「他邦辛卯雑誌，附掘直寄覚書J。大友家系

.備前岡山大火・宝永即位諸国使談略・琉球来

聴談略を収録。前号の写本

9280 壬寅妄志 16.85ー，72

今枝直方蕃

自筆享保7年(1722)

139了 19.5cm

今枝氏旧蔵。享保7年に江戸で見聞した諸大名

の動向，幕府法令，朝廷の動向等を記録したも

の。

9281 壬貸妾志 16.85ー，73

今枝直方箸

前田家編韓方手写明治年間

139T 23.5cm 

今枝氏旧蔵。前号の写。

9282 江府沙汰 16.85ー74

今枝直方著

自筆享保8年(1723)

57T 20.5佃

今枝氏旧蔵。江戸在府中の今枝直方が，享保8

年(1723)5月から翌年6月まで江戸で見聞した

江戸および諸国でおきた諸事件を記録した目

録。諸国て泡きた火事・洪水や幕府法令等を比

較的正確に記録。

9283 江府沙汰 16.邸ー，75

今枝直方箸

前田家編輯方手写明治年間

47丁 23.5cm

今枝直規所蔵の写。今枝直方の在江戸中〈享保

8年 5月--12月〉の目録・雑記録。前号の写。

9284 丁宋雑誌 16.85ー76

今枝直方著

自筆享保12年(1727)

31T 20佃

今枝氏旧蔵。別題「都郡之事」。内容は享保12年

江戸在府中に見聞した諸事件，および幕府典

礼，有職故実等を書き留めたものo

9285 T:宋雑志 16.85ー77

今枝直方著

前国家編緯方手写 明治年間

34丁 23.5佃

内題「丁未雑志 都部之事」。今枝直規所蔵の

写。表紙に「享保十二年(1727)Jと朱記。前号

の写。

9286 事保紀聞 16.85ー，78

前田家鏑鴨方手写明治年間

3冊お.5cm

筆者の見聞した諸事件，僧侶，武家等の逸話な

どを，雑然と記したもの。

9287 甲子夜話抄 16.8号一79

前回家絹綿方手写明治年間

仮綴1(69丁) 25.5cm 

平戸藩主松浦静山(清)の著名な随筆「甲子夜

話J(全百巻〉から加賀藩に関連する記事を抄出

し書写したもの。末尾には，今枝直方の随筆

「甲子聞醤」から抄出した記事を一項のせてい

る。

9288禁裏御所へ乱心綜之者入込候→牛寄附 16.85-80

手写

3 T 14x41cm 

内容は，文化15年(1818)正月11日夜中に禁裏御

所へ怪しき者が侵入した一件に関する書状等の

写であるo

9289 五月蝿能佐夜疑 16.85ー81

手写

26冊 25cm

幕末~明治初年の雑記録。「編輯所用jの印が喰

冊にある。また「三宅氏記」の印も散見する。

①寛政元年~弘化3年， r国姓爺大究35園ヲ領

ゼジ事J，r天保八年二月大坂騒動記」ほか

②安政4年， r亜墨利加使節食料用意書J，r安
政 4年12月亜墨利加使節申シ出V番」ほか

③安政5年， r米利竪交易税則和文弁午正月12

日於蕃種調所使節応接曾」ほか
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@安政6年， r未三月十六日栄木図より来書抜

撃Jほか

⑤万延元年，桜田の巻上， r三月三白井伊家よ

り御届書J

⑥万延元年，桜田の巻中， r三月四日掃部頭殿

家来願書Jほか

⑦万延元年，桜田の巻下， r水戸無銘密，奉歎

願候口上之覚jほか

③万延元年，桑田の巻， r桜田の事を昧る歌ど

も」ほか

⑤文久元年，津嶋の白浪の巻， r二月勅錠」ほか

@文久2年春，坂下門外の変等の記事

⑪文久2年夏， r毛利家より細川家江文通Jほか

⑫文久2年秋上， r文久二年七月改正御役人略

記」ほか

@文久2年秋下， r仏国新聞紙」ほか

⑬文久2年冬， r十月幕府江御遥ユ相成候勅番」

ほカー

⑮文久3年正月 2日， r因州侯建白」ほか

⑮文欠3年3月， r大樹公御参内御規式次第Jほ

か

⑫文久3年 4月， r四月朔日被仰渡Jほか

⑬文久3年 5月-7月， r五月朔日嬢夷拒絶御

触書」ほか

⑮文久3年8月9日， r筑後其木和泉守保巨建

白Jほか

@文久3年，援夷巻， r二月十九日英国ヨリ差

出候書面之大意jほか

@元治元年春， r幕府御達魯」ほか

②元治元年夏， r常州一挙浪士役割」ほか

@元治元年秋， r一橋家江幕令」ほか

@元治元年冬， r尾州前公江御沙汰魯」ほか

@元治元年，附録， r常南紀閲摘要」

@別録，迦羅綾合巻。

9290 幕府及諸藩ニ属スル書類抄録 16.8.'>-82 

前田家編輯方編

明治年間

2冊 23.5cm

幕末維新期の幕府および諸藩に所蔵する密類か

らの抜書集。

①上巻「安政見聞雑記ノ抄」ほか14種の脅類から

の抜書

②下巻， r大日本第十一号抄録Jほか10種の明治

1
0

・
;

・

!

同

j切の新聞・記録よりの抜番。

9291 大塩平八郎一件 16.おー83

手写

2通 16cm

大塩平八郎の乱に関する書状写。 1通は， 2月

24日付の大橋作之進・奥村友左衛門宛長文三郎

害状等の写。 1通は， 2月20日付の松久左衛門

等宛村田小右衛門・安田永次郎連署害状写等。

9292 評判草 16.85-84 

手写

24T 24cm 

天保頃の風説8種収録。ちょんがれ，兵庫一

授，長時二而近藤岩五郎切11史一条風説等。

旧書名「社寺御奉行所御尋等八種」。

9293 公辺政記 16.おー85

手写

119丁 17x12.5ω 

小木貞正旧蔵。天保12年(1841)-弘化4年(1斜

7)の幕府を中心とした政治上の覚書。加賀藩関

係の記事も一部あり。政務手帳。

9294 嘉永・慶応風説書目録 16.邸ー86

前田家編輯方編

明治年間

27丁 24ω

嘉永・慶応風説書，西東風説書巻之ー・二・六

の目録。

9295 殿中御沙汰書々抜等 16.部一87

奥村栄通箸

自筆

32冊 11x17cm 

幕府から諸侯への沙汰魯，諸侯から幕府への上

申書，外交文書などを収録。

G瀦永4年 (1851)，篠島鍛治郎甚不行状につ

いての一件

②「殿中御沙汰醤々抜一」 安政3年 (1部6)

正月-4年 (1邸7)正月

③「同二」 安政5年 (1858)正月-6年(18

59)正月

④「同三」 万延元年 (1860)正月~文久元年
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(1861)正月

⑤「同四」 文久2年 (1862)正月~同年12月

⑥「同五」 文久3年 (1863)正月~同年12月

⑦「同六」 文久4年 (1864)正月~同年12月

③「同七」 元治2年 (1865)正月~同年12月

⑤「同八J 慶応3年 (1867)正月~同年9月

@r悶附録ー」 安政3年 (1856)2月--4年

6月 (1857)

⑪附録2，安政5年(1邸8)

⑫附録3，安政6年(1859)

@附録4，安政7年(1860)正月-3月

@附録5，万延元年(186ω3月--8月

⑮附録6，万延元年(1860)8月--12月

⑮附録7，文久元年(1861)正月--6月

⑫附録8，文久元年(1861)6月--9月

⑬附録9，文久2年(1862)正月--5月

@附録1仏文久2年(1862)5月--7月

@附録11，文久2年(1862)7月~閤8月

@附録12，文久2年(1部2)閤8月--11月

⑫貯録13，文久2年(1862)11月-12月

@附録14，文久3年(1863)正月--4月

@附録15，文久3年(1863)4月--6月

@附録16，文久3年(1邸3)6月--7月

@附録17，文久3年(1863)8月--12月

@附録18，文久4年(1864)正月--4月

@附録19，元治元年(1864)4月--7月

@附録20，元治元年(1邸4)7月--8月

@r殿中御沙汰書書抜」 元治2年 (1865)--

慶応2年 (1866)12月

@r.追加殿中御沙汰寄附録下書」

(1867) 

@r追加殿中御沙汰寄附録下書」

(1867)。

〔安政元年宣旨写〕

，手写

1通 M伺

慶応 3年

慶応 3年

16.85-88 

安井顕比旧蔵。海防・大抱鋳造のため，安政元

年(1854)12月23日に発せられた寺院発鐙供出の

宣旨写。

堀田殿ヘ水戸老君よりの御書写

安政4年(1857)

5T 24.5佃

16.85-89 

9298 

水戸斉昭から老'1:1郷田正陸への11月15日付趨状

写。

水戸藩主騒動聞番 16.85--90 

手写安政6年(1859)

36T 24cm 

横山隆幹旧蔵書。嘉永7年(1854)から文久4年

(1864)までの水戸藩の動向を聞書によってまと

めた記録。

9299落し文写 16.85--91 

手写安政6年(1859)

4 T 24an 

開港後の経済を主とした民情を記す。

9300 安政・文久雑集 16.85--92 

9301 

3冊お.5cm

安政期から文久期にかけての幕閣・公家・大名

・志士等の書翰，上書，建白書，存意書，日記

・記録の抄出写，世事一般の留露。

水戸様→牛 16.85--93 

前田家編輯方手写明治年間

仮綴1(31丁).25ω 

横山政以所蔵の写。「但御附方内状も記すJとあ

りo 水戸藩主徳川斉昭処分〈安政の大獄〉の際

の水戸藩士出府に関し，加賀藩家老横山蔵人政

和と年寄衆との往復書簡。江戸における警備，

斉昭以下の処分等を記録。

9302 水戸浪士→牛記録 16.85--94 

9303 

手写安政6年(1お9)

3 T 25cm 
水戸藩士長田兵庫家来細川大入などが，老中間

部を上野寛永寺において暗殺せんとした事件に

関連する彦狼派の莱藩主に差出された詞諌状の

写。

水戸浪士自訴井撤文

手写

1∞丁 23.5伺

16.85-95 

安政7年(1860)--元治元年 (1864)にわたり，

桜田門外の変より天狗党事件にいたる各事件に

関する趣意書・横文・届寄・風説番などをあっ
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めたものo その大半は幕末の外交ならびに政治

情勢一般に関するものe なかには能美郡虫害の

願書，小川幸三書簡，武田耕雲斎より藩士永原

甚七郎宛書状等あり o

9304 〔筑波山戦記) 16.85-96 

手写

14丁 24偲

元治元年(186心水戸尊般派(天狗党)筑波山蜂

起事件につき，幕府側・天狗党側の陣容，戦闘

の様子を記す。

9305 筑波山水戸浪士陣営図 16.85-97 

手写

絵図 1枚 89x29cm

「筑波山浪士等援飽備配途見Jの図。「武田友

信ヨリ指出ノ分写也」とあり。

9306 常賊畠討士害状 16.85-98 

酒井直次郎著

手写元治元年(1筋心

6T 24佃

水戸天狗党との戦いについて記した元治元年10

月付の在江戸岡田為八宛書状。

9301 (水戸浪士追討→牛) 16.85-99 

手写

仮綴1(2丁) 24ω 

元治元年 (1864)11月の，中山道を逃走する武

田耕雲斎一党追捕に関する廻状・達寄等3通を

収める。表紙に「大井宿問屋廻状・両伝奏両侯

へ御達・戸田侯江御違井願聾Jとある。

9308 (水戸浪士追討ニ付調書) 16.85-100 

横山五郎著

7丁 22.5cm

横山勇太郎旧蔵。外題は「元治元年十二月二日

水府浪士脱走ユ付追討被仰付候大抵調書J。武

田耕雲斎の天狗党の乱と加賀藩出兵・鎖庄の記

録の写。旧書名「水府浪士脱走ニ付jG討被仰付

候条大抵調書」。

S

-

-

-

-

e

h

-

-

l

i

-

-

問

9309 公卿諸侯武田正生等を寛典に処せんことを請う

16.85-101 

手写

3 T 24.5ω 

加賀藩によって捕えられた天狗党水戸浪士の〕刊

の寛典を鳥取落主池田鹿徳他4名より朝廷に願

ったもの。

9310 松原墳墓由来記略 16.85ー102

明治4訴手(1909) 刊

5T 24ω 

原題「越前敦賀水戸浪土松原墳墓由来記略J。

武田耕雲斎以下の水戸浪士の行動とその最期，

ならびに明治以降に諸方より贈られたる香花料

等を記す。

9311 長防→牛並武田伊賀一件風説 16.85-103 

手写

仮綴1(62丁) 24ω 

安井顕比旧蔵。第一次長征頃の長州藩関係の書

状等写，および天狗党の乱関係の書類写を収集

したもの。幕末政情把握の資料か。

旧書名「風説」。

9312 京都井江戸表など変事風説書等 16.85-104 

183T 24.5cm 

早川随勝旧蔵。万延元年 (1860)""J元治元年

(1864)にわたる江戸・京における政局動向を

知らせる種類を集録。

9313 宮北集番 16.85ー105

前田家編瞬方縮

明治年間

9冊 28cm

宮北才一郎所蔵古文番を集めて編さんしたも

の。内容は・万延元年(1860)の桜田門外の変関係

史料の写からはじまり，長州征伐，鳥羽伏見の

戦，北越戦争等の政治情勢のほか，ちょぼくれ

節，風間番など社会情況の資料まで収む。

①諸繋写〈万延元年~元治元年〉

②諸繋写〈元治元年八月~慶応四年正月〉

③開集番〈文久二年中〉

@間集番〈 グ 〉

⑤御尋ユ付申上候〈元治元年~明治元年〉
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⑥丁卯耳袋〈慶応二年十二月~明治元年正月〉

⑦丁卯耳袋(明治元年正月~九月〉

③卯辰風説〈慶応ξ三年二月~明治元年六月〉

⑤御横目所〈明治元年正月~六月〉。

931-4 桜田門外之変井伊掃部守切害事件之顛末寄

16.85-106 

手写

3通 16.5佃

万延元年3月の桜田門外の変に関するもので，

l通は申3月付で事件の顕末を述べたもの， 1 

過は「御国替之沙剥と題する覚書，もう 1通は

3月3日付でより精しい事件の様子と波紋を述

べたものo

9315 水務士黒沢忠三郎口語 16.85-107 

手写

6T 24細

野口之布旧蔵。黒沢忠三郎は桜田門外の変に加

った者で，調松様(前田利同)家来ヘ御預にな

り，その勤番人に井伊大老暗殺の様相などを物

語ったものの聞書。なお「笑丑以来事蹟取調方J

の朱印がある。

9316 (万延二年雑記) 16.85-108 

手写

1∞丁 24.5佃

万延2年〈文久元年〉の政治情勢に関する書簡・

留番・風説書等を集めたもの。水戸浪士の動

向，宗対馬守の書状，オールコック宛の幕関奮

状等々を収める。旧書名「雑記J。

9317 内桜田安藤公→牛 16.85-109 

手写

17丁 24.5佃

安井顕比旧蔵。文久2年(1862)正月坂下門外の

変の一件記録。

9318 安藤殿変事→牛 16.85-110 

手写

14T 24佃

井上如苔旧歳。文久2年(1862)正月の坂下門外

の変に関する諸調替をまとめたもの。

9319 安藤対馬守狼務一件 16.85-111 

仮綴1(7通) 16ω 

文久2年 (1862)の坂下門外の変に関する裁判

記録・書簡・風説等の密書。

9320 (風説書) 16.85-112 

.手写 . 

仮綴1綿)16佃

文久年間(1861--1863)京都における政局・政情

等を記録。

9321 京都ヨリ出る所ノ害 16.85ー113

2冊 24.5cm

京都在留諸藩々士・町人等からの風説書・害

状，および靭延，幕府，異国関連の公文密を収

集編さんしたもの。

①文久2年(1862)1月--7月

②同年8月--12月。

9322 奥村栄通手記風説書 16.85-114 

奥村栄通箸

前田家編輯方手写 明治年間

13冊 23.5cm

①文久2年4月5日比京都向等風説等留写

②文久2年7月至9月京都向等風説等留写

③文久3年2月至7月京都向等風説等留写

@文久3年9月ヨリ 12月エ至ル京都向等風説等

留写

⑤(向上〉

⑥元治元年7月;I!J9月=至ル京都詰中風説書

等之内写

⑦元治元年10月ヨリ慶応元年4月ユ至ル風説等

略留

③慶応元年9月ヨリ 11月ユ至ル風説等略留

⑨臨む年正月ヨリ 9月ユ至ル風説書等写

@慶応2年8月ヨリ慶応3年 2月ユ至ル風説書

等写

⑪ 即 日 年8月比風説書等写

⑫明治元年4月比風説書等写

⑬明治元年6月比風説書等写。

旧書名「手記J。

-579ー
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凶するもの。 文，東京図書館略況を収録。

16.85--129 I 9342 御城内御門御締一件上容
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1日包名「御域内御締一件上程」。

9338 [長州藩士小島弥十郎京都脱出一件J16.85ー 130

手写〔明治26年以降J 1 9343 近開眼 目 録]

5丁 25cm

内題はJr元治元年京都ノ変旧長州落留守居役タ

りシ小島弥十郎(故格孝之〕ヲ九門外へ11見セグメ

/)1レ顛末及ヒ同人ヨリ預リシ短槍ノ由緒」とあ

り，元治元年の禁門の変において加賀務土徳田

昌裁が，護送中の長州法士小島の脱出を助け，

維新後その功が顕彰されるに至った事情を記し

ている。 |日書名「長務小島弼十郎」。

9339 [五卿筑前へ御渡海党〕

手写

6T  12X36叩

@応元年の三条突美ら 5卿の大宰府渡海下向の

手配について，長府の森田治兵衛より届けられ

た(同年〕正月 14日付寝付党容。荷物人足の党

・宿割 ・行列附船列附等を記す。

旧怨名 「長府より森田治兵衛を以御知させ候五

16.85ー 131

搾航前御渡海党」。

9340 京都詰中風説書

前田内蔵太編

前田家編輯方手写明治年間

89了 23四

Im't"t務家中役人より差出された慶応元年(1865)

ごろの風説m.公文型?の写等を収録。

16.85ー 132

9341 維新前後容類

前回家編輯方手写 明治年間

25丁 23cm

官õU~公明細書， 鹿応 4年 B 月御感状， 恭倣公へ

光格天皇御書棚下賜云々，鹿児島県下ノ景況ユ

付元八家へ告諭云々，職掌型工行政官被迷信，

新旧秩禄禄券公的調理，給禄波云々，会[，11公与

家老怒，行政官より其田信濃守へ迷t!}.崇勲碑

16.85--133 

16.85ー 135

llT 25cm 

近間雑記〈砕末における諸事例記録〕巻 1-主主22

の各巻内容目録。

9344 [異国船ニ付間合之容状J 16.85ー 136

6Zlア 8通も16.5叩

来的肝煎中島屋太郎治と氷屋庄三郎が，主&iiiiを

経て若狭小浜迄旅をし見聞したことを，酉 8月

9・10・12・15・26日付で報告したもの。得能

J't兵衛 ・石崎市右衛門宛。穏状提出の際の添密

もあり。

旧怨名「莱崎肝煎中島屋太郎治容状」。

9345 [京都風説書J 16.85--137 

手写

2 iw 15cm 

峠末政情などを記した魯状。

① 8月4日付， 毅門宛爽蔵ID状

②7月29日付， 童話門宛爽磁器状。

旧態名「此節之形勢荒i判」。

9346 上京留守中之定‘

手写

6 T 24cm 

内容鹿応4年(868)。臨時に上京する場合に仙

えて，留守の人々の名前，役割，動方心i与を記

す。加賀藩以外のものか。

16.85--138 

9347 京都一件

手写明治2年(869)

2冊 24cm

明治元年9月より 2年10月までの京都での政務

16.85ー 139

に関するfE類の問。
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9348 

~ 竺r-

①〈甲).箱館府之変事見開審，箱館府江御積下

御米井御艦等一件，箱館事情等見開香取

のほか，天皇・官位・貨幣・米払など。

②(乙).総持寺歎願一件，公家との交流，領国

出身の流民の死体処理，新政府役所との

政務・財政・貨幣などに関する書類を収

めるo

会津等降伏御所置 16.85-140 

手写

26T 24cm 

明治元年(1868)12月，松平容保等奥羽越知j藩同

盟の諸藩主への罪状書。この外，会津藩攻撃に

関連した諸記事を附す。

9349 神津十歳書簡写 16.85ー141

9350 

9351 

神津十蔵著

手写

仮綴 1(2丁) 24佃

安井顕比旧蔵。軍艦奉行勝安房守と大坂におい

て会談した神津十蔵が，兵車港の舟持「ささ倉

・永井J両氏に，有事に備えて出動体制をとる

ように指示した奮状。

外
..... 
A 

三国処置大早計考証書類 16.85-142 

前田家編韓方編

明治年間

23丁 25cm

豊臣秀吉の朝鮮の役関係編年史料稿本の写し。

公卿補任・系図纂要・上杉家文書等を用いた史

料稿本であり成立は新しい。

雑纂 ・ 16.85-143 

前田家編輯方手写 明治年間

48T 23.5cm 

朝鮮征伐云々二条，嘉永7年寅年来朝之唐人共

=!J差出候真之物和解，支倉六右衛門常長短馬

行ノ始末，東蝦夷地小笠原源吾害状等の対外交

渉に関する記録・書状を雑然と集め写したも

の。南部太郎吉所蔵写の長防豊絵図あり。

閑

9352 水俣公園韓客贈答書 16.85-144 

今枝直方手写

12T 21cm 

天和2年 (1682)に徳川光園と朝鮮通信使との

聞で交換された書簡の写。

旧番名「水戸公韓客贈答審ム

9353 朝鮮璃使志 16.85-145 

今枝直方馨

貞享2年(1685)

2冊 20em

①内題「天和壬戊(1682)仲穐二十一日朝鮮来

使初終略志」。諸本による縮さん容。

②朝鮮聴低官、追加。

9354 宝永琉球来朝記 16.85-146 

有沢永貞編

手写正徳3年 (1713)

120T 27佃

宝永7年5月の琉球からの来朝の詳細な記録。

使節の配置，行列の状態，装備の様子など図入

で記述ム旧書名「琉球来朝記」。

9355 践好録 16.85-147 

桂川元康編

今枝直方手写享保5年 (1720)

161T 28cm 

今枝氏旧蔵。正徳、2年成立の2巻2冊を筆写。

正徳元年(1711)の朝鮮来聴使に関する宗対州寄

朝鮮国洪参判書，告諭条目などを収録。

9356 (琉球人登城献上物等控J 16.85-148 

前田家編輯方手写明治年間

5T 25佃

享保3年(1718).琉球王国中山王よりの献上

物，また，使節一行名も記す。

9357 中山王献上之品々 16.85-149 

手写

巻子 1 16cm 

琉球王国中山王より幕府への献上物番上。

9358 (外舶来港等書類) 16.85-150 

3冊・ 16通・絵図 1枚・絵1枚

-582ー
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⑪文政4年和蘭陀船筆斉ヨり指出候風説書

@!JIJ紅毛弐番船風説書

@蘭物品番

@寅紅毛船弐鍍分本差出し

⑮ P壱番船脇荷物差出し

⑮巳夏紅毛持渡

⑫阿蘭陀船風説書

⑬阿関陀人献上物

⑮阿蘭陀船風説書

@御本丸江献上品書

@卯紅毛弐番船積荷控

@壱番鉛脇荷控。

政・経

外国船相見へ候儀ニ付松平肥後守殿等ヨリ之届書

写 16.85-152

9360 

手写

12丁 12x 36.5cm 包紙

内容は文政元年 (1818)の5月，松平肥後守領

相撲国三浦郡野此村海鹿嶋あたりに外国船(イ

ギリ兵船)来航した時の注進審および乗船検分

の報告書。

16.85-153 七島之内室嶋ヘ異国船漂着之一件

手写

10丁 27.5x19cm 

文政7年(1824)，イギり九船の薩摩宝島上陸事

件に関するもの。

9361 

16.85-154 異国船雑記

西喜津太夫等訳

天保13年 (1842)

37T 24cm 

表紙貼紙「別段風説密，自天保十一年子室岡十

三寅年」。内題「異国払嚇記，御内密申上候別

段風説番」。天保11年 (1840)--同年12月及び天

保12年(1841)--天保13年 (1842)の「唐固に

てエケレ九人阿片商売停止ユ付記録」。オラ γ

ダ商館長から提出された風説書の醗訳書。

12.5x35佃・ 24cm• 15 x 22cm 包紙

①文化6年 (1809)6月18日入津，長崎渡来和

蘭風説書 9丁

②捧江府ユ候魯西亜魯翰之文意阿蘭陀語ニ疎訳

仕候積文字和解等 12丁

③辰阿蘭陀船弐般脇荷物書附 67丁

@宗対馬守より松平加賀守宛書状〈包紙)

⑤公義奥御医師桂川甫周老初諸家医者和蘭陀人

江対談日割書御渡之分

⑥阿蘭陀人筆仮名附井委曲断書

d児島阿蘭陀船脇荷物云々

⑨⑫和蘭陀人献上物書並御暇之節雨御丸ヨリ被

下物書

⑪人相書〈オラ γダ人ピウースケγなど)絵図

(28x35ω〉

@川崎宿附近絵図 (25x40伺)

@水野筑後守長崎奉行兼帯等仰付書

⑬風説書に関する覚書

⑮松前藩への異国船乗入など加賀藩郡奉行宛十

村狩野恒方報告曾状

⑮嘉永3・4年 0850・51)海防掛への達書な

ど

⑫⑬アメリカ船浦賀来航に関するもの， (1⑮は

松平加賀守宛)

⑮ロシア，アメりカ，イギりスなどの条約締結

に関する達書

@開港に関する達番

@安政2年 (1855)伊勢彦兵衛等より御会所宛

書状。江戸地震の状況を報ずる。

法

9362 

16.85-155 異国船籍記・清国英吉利戦争等雑集

46T 24cm 

清国戦争風説・紀阿片煙之変等よりなる清国船

などからの阿片戦争風説集(天保11--14年)。天

保15年 (1844)西蛮払朗察国人琉球漂着中審，

9363 

紅毛船年々荷物書井風説書等品々 16.85-15i 

10冊・ 12通 11.5x 18cm--15.5 x 35.5佃

包紙袋入

αP紅毛弐般分積物控 6丁

②卯紅毛壱番船弐番船積荷物持脇荷段

③紅毛渡来本方荷物写 5丁

@辰紅毛弐般分差出し 8丁

⑤(文化10年阿蘭陀船等積荷陸)9丁

⑥(文化4年紅毛船弐鍍積荷控)13丁

⑦文係4年和蘭陀船荷物書 13丁

③蘭船荷物附〈文政4年)4了

⑨文化14年阿蘭陀船剰白風説書弁荷物目録

14T 

@阿蘭陀人風説寄荷物目録等

13'丁

9359 

eal--ド

LtrFUb--ド:・一
h

i

判一

明
d

p

t

s

o

P

2

5

-583ー

13丁

!僻1



ふ14
ザー

辰(天保15年) 6月15日入津阿蘭陀船積荷物も

収録。

9364 臼ヒ睡紀憂等〕 守 16.85-156 

得屈箆陳人手写嘉永3......4年 (1850""51)

68T 23cm 

ロシア船南下と北辺防備等を論じた「北陸杷

憂J(大塚唯助=東洋鰻受著〉のほか， アヘγ

戦争に関する「務片始末」・「弱片始末考異J

・ r鴻片考」なども収録。旧書名「北陸杷憂・

鴻片始末・同考異等J。

9365 外図書翰和解 16.部 ー157

手写

102T 23伺

天保14年(1斜3)......安政4年(1857)のオラγ〆，

アメリカ，ロシアとの番翰・条約等の和訳書。

9366 異国船一巻 16.85-158 

手写

49了 23.5cm

弘化3年 (1斜6)フヲ γ兵船・イギリス船琉球

来航，アメりカ船(ピッドル)浦賀来航の際の

報告書・達番等を収録。付図として「北TIfiIB伽
船遠見之図Jあり。

--et
-
-
-
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9361 上疏類篇 16.邸 ー159

手写

3冊 23cm

別名「上書類篇ム弘化3年 (1846)......嘉永2年

(1849)期の海防策等をまとめたもの。

①異国船等について筒井紀伊守の上番など

②「読専人撤文j，塩谷宕陰「縛海私議」・「海

防策j，羽倉外記「海防私策J等よりなる

③「佐藤〈邦貞〉防海策j，r佐久間修理上脅J，
「江川太郎左衛門上番Jよりなる。

9368 勅教奏建嘉永明治史鑑 16.85ー160

清田県編

明治26......27年 (1893-';94) 刊

7冊24cm

嘉永6年(1853)ベりー来航に関する外交資料

集。ペリー来航時の外交担当奉行等の公文書お

よび，大名から百姓・町人にいたるまでの建白

噌 l

司;
~;.' 

問

番を収む。

①浦賀悲行届番など12種の公文書

②側衆石原美濃守など7名の建白書

③回安鹿額など11名の建白書

④松平斉繭など11名の建白書

⑤松平猷など19名の建白書

⑤加納久徴など8名の建白書

⑦小普請組鶴蜂彦一郎など6名の建白書ほか。

9369 浦賀備場之図 16.85-161 

前田貞事手写嘉永3年 (1邸0)

絵図 1枚 38x56cm

前田貞醇旧歳。三浦・房総間半島の地名・台場

.陣屋等と距離を記す。

9370 異国船渡来について松平麓摩守届害 16.85ー162

松平麓摩守著

手写

4丁 24佃

内容は嘉永5年 (1852)閏2月，薩摩領八霊島

ヘ漂流してきた中国船に関する一件記録番上

(6月28日付書状)と，嘉永4年〈カ)11月の異

国漁船琉球漂来に関する記録番上 (6月28日付

害状〉の2通を写したものo

9311 合案国伯理璽天徳書翰和解 16.85-163 

手写

21T 28x21佃

嘉永6年(1853)ベりーが持参したアメりカ大

統領フィルモアの親書などの和訳勢。

9312 合衆国書翰和解 16.85ー164

手写

釘丁 28x21佃

前号と同じもの。ただし訳文は異る。

9373 直美理駕書翰和解 16.85-165 

17T 25cm 

前号・前々号と同じもの。そのほか，ベリー来

航時の落首，防備等の記録も付す。

9374 !I!墨利斡書翰井和解写 16.85ー166

17丁 24.5cm

榊原氏所蔵の写。特16.85-1~~， 164号と同じ
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93市

9316 

9311 

9318 

フィルモア親書和解等の写

外国書翰和解

手写

90T 26cm 

16.85-167 

嘉永6年合衆国富翰井彼理書翰和解，合衆国伯

理聖天徳〈プレジデγ ト)書翰和解，合衆国副

翰和解，合衆国水師提督(ベルり〉上番和解，

合衆国水師提督口上書和解2通，安政元年亜墨

利加条約，英吉利条約文，魯西亜条約等，安政

2年北亜墨利加合衆国測量船より差出候横文字

和解を収録。

E墨利加船より指尚候書翰和解相渡之容状井添書

16.85ー168

松平陸奥守著

2通 16佃包紙

松平陸奥守より松平筑前守宛 7月5日付審状

写，ならびに塩表隆三郎の添状写。内容は浦賀

表渡来のアメりカ船からの書翰について評定を

行うため，書翰の和文訳を関係諸大名等に送付

することについて。旧書名「亜墨利カ鵬首より指

出候書翰和解之添書ム

那加佐幾遠鏡

手写

58丁 23佃

16.85ー169

内容は，嘉永6年 (1853)のロシア使節プチャ

ーチγ長崎来航の記録。「長崎表江罷越候御目

付方相勤候者」より借用し，極秘に書写したも

の。

長崎奉行雪上書附 16.85-170 

大沢豊後守・水野筑後守著

手写

5T 24.5佃

ロシア船の長崎沖滞航より出航までの処置に関

する長崎奉行よりの嘉永6年(1853)9月付言

上書3通の写。

9319長崎奉行言上書附

手写

16.85-171 

5T 24佃

前号の写。

9380 

9381 

9382 

9383 

9384 

9385 
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済

異国船渡来ニ付上書等

手写

7冊 24佃

16.85-172 

異国船渡来に関する情勢および風間等を知らせ

る魯状の写。

q瀦永7年2月付書状写

②未8月付風聞申上書写

③ 9月付風間申上書写

③未10月付害状写

⑤10月18日付困難に付御奉公願之害状写

⑥10月付外国貿易開始己後諸色高値之事に付書

状写

⑦8月付通司堀達之助吟味一件風間申上書写。

亜鉛箱舘ヘ渡来魯船大坂ヘ渡来風説書16.85ー173

手写

40T 23.5佃

榊原氏旧蔵。嘉永7年 (1854)寅5月箱館江亜

鉛渡来一件，同年9月大坂江魯船渡来一件を収

む。

〔ペルリ来航之節応接覚書〕

手写

3T 25佃

16.85-174 

内容年代は安政元年(1854)。ベリー来航のとき

の幕府覚書，ベりー害状等を収む。

〔異国船→牛〕

手写

13T 25佃

16.85-175 

安政元年 (1お4)のベりー来航時の報告書等。

小永井藤左衛門枠より同人へ差越候極秘物

16.85-176 

手写

5丁 24回

安政元年 (1邸4)ペリー再来航の際，幕府に提

出した文書を，オラ γダ通調が和訳した心覚な

どの写。

小永井藤左衛門倖より同人ヘ差越候紙面

16.85ー177

4了 24佃

原題「大秘物小永井藤左衛門せかれより同人江
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寸・

差越候紙面J。ベリよ来航の節， 応接取.:1・方で
あった小永井藤左衛門せがれよりの状況報告

番。前号に関連。

9386 魯西亜条約 16.85ー178

手写

10T 24.5cm 

安政元年(1854)12月下回にて取交した日露和

親条約文写。

9387 鳴明暗船琉球国渡来記 16.85ー179

上回可貞手写

7 T 2.，.5cm 

安政2年 (1855)の琉球とフラ γ久の約定強及

び安政3年約定に関する薩摩簿主の遥魯を収

録。安政3年。

9388 (外実条約闘港ニ付覚書J 16.&，--180 
手写

6丁 24.5cm

慶応元年(1865)10月の条約勅許と兵庫開港延

期についての，内蔵太等2名から前回弾番宛の

報告書。

9389 内密閉番 16.85--181 

手写

6 T 23.5叩

ペリー・アダム丸らと日本との交渉記録の問

書。

9390 別段風説書 16.85ー182

手写

617 26伺

「安政二年 (1855)和蘭甲比丹ヨリ指出分」と

ある。オラ γダをはじめヨーロッパ，アジア，

アメりカの情勢を記すオラ γダ風説書。

9391 (琵米利加船浦賀表へ渡来絵図J 16.85--183 

神谷政武手写嘉永6年 (1853)

絵図2枚 28x37cm

内藤伴蔵所蔵の写。嘉永6年ベりー来航時の絵 r

図。

①6月3日日本側陣立と米船位置図

問

②米船浦賀より品川沖進入日程入り絵図。

9392 浦賀日記 16.85ー184

山脇正準箸.

手写

26T 23.5佃

山脇正準は郡上藩の家臣，安政3年 (1856)8 

月浦賀で君沢腕告の按練をうけたときの日記。

9393 浦賀日記其他 16.85ー185

手写

62丁 24cm

榊原氏旧歳。浦賀日記(前号と同じ)，安政5

年 6月江戸へ異邦船渡来中日記技翠，安政5年

8月仏朗西船渡来中之記などを収録。安政3-

6年 (1856-59)のもの。

9394 仙台様ヨリ御内願書 16.85--186 

藤田仁左衛門編

安政3年 (1856)

13丁 24佃

松平陵奥守の東蝦夷地盤闘に関する上密等の図

書。

9395 趨州より御届之写 16.85-187 

手写

2T 24ω 

琉球開国をめぐる朝鮮・フラユメス等の対立に関

する島津氏の魯上。日付は安政3年(1856)5 

月14日付。

9396 風説書 16.85ー188

安政4年 (1857)

11T 25佃

副題として「安政四年二月於長崎和蘭領事差出

九番面和解並同国甲比丹対話番但清英戦争事件

」とある。

9397 (日米安政条約勅許一件留J 16.85ー189

手写

48丁 24.5cm

表紙に「安政四巳年十二月より安政五年戊午」

「極秘密」とある。内容は，安政5年(1858)

日米修好通商条約締結にともなう幕府と朝廷の
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百年

1通 16.5cm

長大隅守より薄井丹助・早川徳三宛。神奈川・長

崎・箱館の開港に伴ない出稼移住勝手，商売に

蒸気帆お買入不苦事につき公儀被仰渡通知状。

旧書名「神奈川・長崎・箱舘へ出稼又は商売致

度ものユ付逮ム

政・経

交渉を示す文書の写，天皇の条約調印拒否の勅

答に対する幕府の対応を示す文書写，京都から

の奮状中にある京都政情の抜盤，安政 5年午2

月縞中日記(底従川路左衛門尉のもの〉の写な

どである。

旧書名「京都見聞日記」。

法

魯西亜使節ヘ武鑑渡方之儀申上候寄付

16.85-196 

9404 

堀利照等箸

仮綴1(2丁) 24佃

内容は幕府外国奉行堀織部正利照等 4名の書

状。ロシア使節ムラピヨフの武鑑購買要求に対

する対処の伺い。 日付は安政6年 (1859) 7 

月。この伺番の返書の写も付されている。

軍国一件

40丁 24cm

和親条約から通商条約へと進む，安政4年(18

57)のアメリカとの交渉記録。下回奉行宛公儀

盤状，アメリカ官吏との番翰等を収録。

16.85-)90 9398 

〔英人に売渡したる武具品番〕

手写

4 T 24an 

安政6年(1859)芝青松寺門前町古道具屋安五

郎の取引品白書上。

16.85-197 9405 

亜昼利加応接

54T 24.5佃

榊原氏所蔵の写。安政4年 (1857)12月の幕府

とアメリカの交渉記録。対話密，アメリカ提出

条約案等を収録。

16.85-191 9399 

16.85ー192

16.85-198 〔ヒユースケン事件覚〕

手写

3 T 24.5佃

万延元年(1860)ヒユースヶ γ殺害事件後のハ

リ久と老中安藤対馬守との交渉記録。

旧書名「生麦事件覚」。

9406 

〔亜昼利加条約二付害状〕

手写

1通 16cm

嘉永7年(1854)の神奈川条約締結にあたり勅

許を求めた奮状。

旧番名「亜墨利加条約之次第J。

9400 

異国船来航→牛について宗対嶋守より原書

16.85-199 

9407 

手写

6T 24佃

英人の対馬への渡来・上陸について報告，ロシ

ア船渡来についての報告等書状3通の写し。い

ずれも宗氏から幕府宛で，日付は各々， 4月14

日， 5月17日， 4月12日である。

魯商霊園等条約芥税則

前田家編輯方編

明治年間

146T 24ω 

安政5年 (1858)締結のロシア，イギりス，オ

ラγダ，フラ γス，アメりカとの安政5ヶ国条

約と税則を記す。

16.85-193 9401 

16.85-194 

16.85-200 青山家記録

前田家繍締方手写

9冊 23佃

内容年代は文久2年 (1862)-..，慶応 2年(18 

66)。主に幕府の外交・援夷政策に関する被仰

出，触書，害状，風間書などを書留めたものo

9408 

五箇国条約井税則

手写

14丁 29x21cm

安政5年 (1858)のアメリカ，オラ γダ，ロシ

ア，イギリ九，フラ γ九との通商条約および税

則。

9402 

明治年間

〔開港場所にて商売・蒸気帆船寅入許可の公儀被

仰渡適知状) 16.85-195 

手写

9403 
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加賀藩関係のものは含まれていない。 5月11日付大目付・御目付宛書状， 5月12日付

①文久2年10月~元治元年9月 御達書， 5月14日付御閲番方より御達書を収

②文久3年正月~同年11月 む。

③文久4年正月~慶応元年正月

@文久4年正月~同年6月 9414 〔亜刺加人渡来ニ付意見書写〕 16.85-206 

⑤文久4年6月~同年12月 1通 16cm

⑥元治元年2月~慶応2年12月 品川沖のアメりカ船(ベリー乗船か〉について

⑦元治元年6月~同年7月 和親のある旨を記す害状写。

③元治元年7月~同年8月

⑨慶応元年4月~同2年12月。 9415 〔外国和親交易ニ付心得害〕 16.85-207 

1通 16ω

9409 〔異国交易につき異国人へ答振留〕 朝廷側に立ち，開国と外国貿易を批判する覚

12丁 26cm 番。

表紙には「英国コ γシユルセネラール江此後対

話之節去月十五日外国奉行江打合候ケ条申出候 9416 鰍変鯨誌 16.8号ー208

節答振jとあり，異国人への応答方法を例示し 手写

たもの。旧宮名「呉国交易につき外国奉行と打 2冊 24.5cm

合一件留」。 明治7年 (1874)清国との台湾問題条款調印に

関する諸記録。

9410 〔英国よりの書翰大意留書〕 16.85-202 

5丁 25cm- 9411 朝鮮近況紀聞 16.85-忽淘

内題は「英国コ γシユルセネラールより差出候 陸軍参謀局編

書翰の大意」。英国領事の老中会見要請をうけ 手写明治9年 (1876)

て外国奉行がその必要を上申した書状留番。 20T 17.5x 12ω 

旧書名「外国奉行より差出候書翰之大意奉差上 渡辺腐旧蔵。朝鮮の自然，地理，官制，兵制等

候事」 についての調査書。

9411 〔御国方役人様腰掛台見取絵図〕
J・ 16.85-203 経 済

絵図 1枚 24.3x35.4佃

外国人接待のための日本側および外国人の腰掛 9418 秀吉公御検地帳 16.85-210 

設計図。 手写

5丁 22.5cm

9412 異人応接所ニ付内密書簡 16.8号ー'204 有沢氏旧蔵。秀吉の検地による各国別石高を記

手写 す。

1通 16cm

2月9日付(中)11)八郎右衛門・石之助宛岡三 9419 府藩県表高石高集記 16.85-211 

五左衛門書状写。内容は横浜応接所設置等に関 手写

するもの。 18T 24ω 

森可参旧蔵。全国諸落を大藩・中藩・小藩に分

9413 宇野直作より申来候紙面等之写 16.85ー205 け表高を記し，次に諸府県石高(旧幕領)を記

宇野直作著 したもの。明治2年(1869)版籍奉還直後の石

手写 高一覧であるが，数値の正確さは疑問。

4丁 24ω

生麦事件の賠賞問題等に関する害状の写Lo
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9420 (領知宛行状井目録写) 16.85--212 

巻子 1 23cm 

寛文4年(166心越前藩主松平光通宛。所調寛文

印知の写。足羽郡，今立郡の全部，および吉

田・丹生・南条・坂井・大野5郡の各々一部を

のせた所付目録も付す。

旧書名「越前領村々相改写」。

9421 甲州村高附

有沢致貞著

手写享保2年 (1717)

46丁 22.5cm

16.85--213 

甲州707ケ村の村高を各村ごとに記している。

9422 常陸国新治郡西郷大割帳 16.85--214 

安永3年 (1774)

47丁 24.5cm

御献上，蔵番給，飛脚代，組賄入用，年番諸懸

など地方入用の割当を記したもの。

9423 (田畑年貢等〕皆済手形 16.85--215 

庄三郎著

自筆

2通 33.5佃

寛政 5・6年 (1793・9，!)の庄三郎より七右衛

門宛の皆済状。田畑年貢(金納〉の外，永銭，

国役銭， 15年賦等がある。旧書名「借用金皆済

手形ム

9424 課役考 16.85-216 

五十嵐篤好著

手写

18丁 お.5叩

嘉永6年 (1853)成立。著者は越中砺波郡島村

の十村。外国船渡来につき村々から沿岸防備の

人夫を出したことを契機に古来よりの謀役を考

察。

9425 出銀夫銀起原 16.85ー，217

手写

1通 17佃

前田恒敬旧歳。夫銀徴収の由来を考証。

9426 地理細論集 16.85--218 

真鐙用秀著

宝暦9年 (1759)

4冊 27cm

宝暦9年 (1759)成立。別名「地方細論集J，

「地理根元記ム著者は幕府の代官を勤めた人。

流布本と構成に違いがある。

①検見三段弁色取検見之事など27項目

②園郡境川附飛地稼場等之事，取上ヶ地芥地方

答集弁之事，古今租税之事ほか

③検地根元井新田願吟味之次第事など16項目

@地方狼元記御取箇之次第など31項目。

9427 (備荒倉等抜書:) 16.8ト '219

前田家編輯方手写明治年間

仮綴1(18'丁) 25ω 

社倉，救荒の食糧等について， r損防凡例録J，

足代弘訓著・「おろかおひJからの抜書。

旧魯名「社倉披書」。

9428 衣食井預註文融通之図 16.8ト m

9429 

天保8年 (1837)

1枚 24x35.5ω

焼・工・商について，その金銭等の流れを図式

化したものo

国事経緯弁略 16.85~221 

海保鶴〈青陵〉箸

手写
、，

64丁 23佃

別名「経済話J。梅保皐鶴〈かいほこうかく〉

は背陵と号し，著名な経世家，宝暦5年(1755)

生。文化2年(1805)金沢に来て，同3年京に

出，同14年 (1817)63才で没。商業経済の学に

深く書画詩にも造詣あり。本書は加賀藩を素材

に経済政策を論じた経世書。刊本 日本思想大

系44r本多利明・海保育陵」。

9430 経済話 16.85--222 

海保鶴〈青陵)著

手写

88丁 23c悶

別名「国事経緯弁略」。前号に同じ。
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li| 9431 済急問答

上回耕著

前田家編輯方手写明治年間

2fl~ 23.5cm 

天保7年の凶作の様子と救済策，藩政の改善，

経済の調節などに関し問答形式で記したもの。

①烏有老人論急問答，救荒問答，済急問答を収

録

②済急問答除諦 3巻を収録。

16.85-2勾

9432 済急問答附余談

上田耕著

3冊お佃

内容は前号と同1:0

①L烏有老人論急問答救荒問答

②済急問答済急問答除諦 1巻.

③済急問答除諦2巻を収録。

16.85-224 

--
de--1パ
υ
1
1

9433 排害

佐藤亮直馨

2T 22.5cm 

「長国家而務財用者云々Jという一節について

字義・註釈を加えたもの。

16.85-225 

9434 八木音羽之風 16.85-226 

有沢武貞手写享保2伴(1735)

35T 22.5佃

巻頭に仙越の署名・印あり。能州飯田の後楽亭

所蔵の写。佐渡の住人莱が，所用で越前浅生津

(麻生津)に止宿した際，同宿の近江の商人と

東国の僧との会話を聞書きしたもの。米値段，

金銭，当時商人覚悟などについて記す。

9435 三州宝貨録 16.85-227 

森田平次箸

前田家編輯方手写明治年間

3冊 23.5ω

文久3年 (1863)成立。この殆んどが「大日本

貨幣史Jに収録された。のち森田自身が改訂を

加えて， r加藩貨幣録J(五巻〉を著した。上・

中・下の3巻に分れ，上・中巻は加賀藩の貨幣

制度をほぼ年代順に記し，下巻で，幕府貨幣，

加賀簿貨幣，銀札等を図入て解説している。

旧書名「加藩宝貨録」。

喝事

問

9436 公儀御貯用金之図

手 写 天 保14年(1843)

1枚 48x36cm 袋入

脇田尚保旧蔵。天保13年 (1&β，)12代将軍家康

の時，非常貯用として宝金25員 (34万両余〉を

製した宝金形様図。

16.85-228 

9437 銅貨之儀エ付再応申土俵寄付

天野喜三郎著

4T 25cm 

開港に伴う銅銭・銅器の圏外流失を防止する策

16.85-229 

をのべたもの。

9438 本丸炎上ニ付諸式直段覚書等 16.85ーおO

67 25cm 

安政6年(1859)10月の江戸城本丸炎上後の京

都における金銭，地金，糸，綿，蛾，呉E駄物

等の相場についての報告。その他，幕府から朝

廷への2万両の献金，兼回伊織・入江雅楽頭・

若松杢権頭の帰京，入江・若松・村岡の処分に

ついて報告する。

9439 河道考

本多利明〈魯鈍斎〉箸

手写

3'5'了お佃

寛政12年(1800)11月の成立。安政4年(1857)

三国の手写したものの写。常陸国鹿島郡天野原

の掘割閲盤計画を中心に論じた経世魯。

16.85ーお1

9440 地租新論 16.85ーお2

富街処士著

前田家編輯方手写明治25年 (1892)

84丁 23ω

明治の地租を論じたもの。第 1章地主と小作人，

第 2章地租の性質，第3章地租と農業，第4章

将来土地収利のま普減，第5章地租改正の概評，

第 6章地租主義の得失，より成る。

9441 清国貨幣種類井名目

手写

5T 24cm 

明治7年(1874)横浜東洋銀行管子代理ジョセ

フフロッセルより大蔵卿大隈重信宛。清国にお

16.85ーお3
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警F

教 育・社会

ける貿易通貨に関する書翰。

9442 金沢挽回策

手写

13T 24.5佃

16.邸ーお4

北陸線の鉄道敷設を控えて，米作と機業による

産業育成，富国策を論じたもの。

特16.86 教育・社会

教 育

9443 大学寮職員令 16.86-1 

40丁 Zlcm.

日本，中国における学制及ひ漕;校に関する資料

を収録。令義解職員令のうち大学寮規式，唐書

百官志・明史職官定、等よりの引用，熊本時習舘

など藩校の諸機構等を記す。

9444 足利学校絵図 16.86-2 

手写大正1咋(1921)

絵図 1枚彩色 130x 138. 5cm 袋入

田辺仙三郎旧蔵。寛文年中 (1661--72)幕府へ

大修理出願時の絵図の写しで，大正1伴史蹟指

定となった区域を示すものという。

例45 御幼君之学問勧方について意見書 16.86-3 

手写

巻子 1 16佃

富田権六郎旧蔵。林大学頭と会談記録覚。

9446 中野陪庵ヲ以御尋エ付申上之留

大島忠蔵馨

手写

3T  24佃

16.86-4 

内容年代は寛政4年(1792)。幕府学問所の啓事

役・講師・読師・司饗等の扶持方および役向内

容に関し，大島忠蔵カ1尋ねに応じ取りまとめた

ことを具申したもの。

9447 (聖堂御圏中井戸数等絵図) 16.86ー5

横山引馬手写寛政12年 (18∞〉

絵図 1枚 28x40佃

横山勇太郎旧蔵。不破半蔵所蔵の写。湯島聖堂

の図。

9448 聖堂新図

手写明治23年 (1890)

絵図 1枚 28x40cm

奥村栄滋所蔵の写。湯島聖堂の図。

9449 聖堂之図

高畠定酔手写

絵図 1枚 24x35cm

16.86-6 

16.86ー7

高畠定時旧蔵。「御下乗並御供残所」の部分図。

9450 〔聖堂釈糞ニ付披露所等絵図〕

文化13年(1816)

絵図 1枚 48x36佃

16.86-8 

横山勇太郎旧蔵。「聖堂釈糞ニ付御名代御太万

銀馬代御献備組頭相勤候ニ付按露所等絵図」。

9451 拠遊館学則

上田耕著

13丁 23.5叩

16.86-9 

拠遊館は上田耕の塾の名o 天保3年，学則とし

て学聞に対する彼の態度を記す。

9452 按嘩館学則

上回耕著

手写

9丁 24佃

原題「学則J。前号に同じ。

9453 捜謎館学則

上田耕著

手写

仮綴 1(14丁) 24佃

前号に同じ。

線
9454 拠遊錯雑集

上田耕箸

手写

25丁 24cm.

16.86-10 

16.86-11 

16.86-12 

内容年代文政1伴 (18Zl)--嘉永6年(1853)。日

の々雑感を記す。
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学

.9455 聖学僅寵 16.86-13 

上田耕箸

天保8年 (1837)

64丁 お 側

緒言，巻之一学原，巻之二受業規則よりなる。

学聞をする態度等について記す。

9456 諸藩学制 16.8ト 14

手写

45丁 27ω

錯落藩校の学規・機構等を収録。時習館学規

〈肥後:).甘裳館学規〈筑前).成章館学規〈肥

前・寛政3).芸州広嶋学館〈天明6).若松学

制，熊本学校堂館の機構，維新館功令〈天明

3 ).仙台養賢堂之図他，明善堂〈久留米〉の

機構などを記す。

9457 仙台学校図

大田雄五郎手写

絵図 1枚 56x35ω 包紙

16.86-15 

9458 (富山藩学等〕参考書 16.86-16 

前田家編輯方編

明治年間

83丁 25cm

富山藩学，本朝学制考，林家関係書類，儒者流

外入流沿革，北条家伝来鶴麻呂太万，那須奥市

鞍義経筒手，武田画像，種子鳩鉄砲伝来事蹟

を収む。「日本教育史資料J，r葛巻昌興日記」

等からの抜書。

9459 御筆被仰出之写 16.86ー17

手写

5丁 2釦m

島津家の藩校，造土館・演武館に関する法令の

写しで，成4月の日付あり。

9460 崎陽蘭人伝習日割 16.8←18 

手写

3T 24佃

嘉永・安政年間(1848--59)の，海軍伝習生の

日課表。

a

l

‘
 

i

，
l

J

 

-

l

i

-

-

問

9461 講武所銃障号令語等 16.86-19 

前田家編輯方手写明治年間

51T 23伺

講武所西洋銃陣号令語，安政4年9月下旬於東

部胤山下曽根殿門弟西洋流調練御老若方御見置

有之図弁巴9月4日7日於厳山調練隊列，中隊

図式(五行座備・箕手・雁行目安審抜および中

隊図式〉よりなる。

9462 加藤恒三郎心覚 16.86-20 

加藤恒三郎著

手写

42'丁 23.5cm

内題「古々路於保江J。慶応4年〈明治元年)，

四民教導のために設置された講解席関係の覚書

が中心で.rlll鴎被仰付候ー件Jr入学生会読講

解割合」および書札留等から成る。旧書名「心

覚」。

9463 (督学の辞〕 ‘ 16.86-21 

手写

1通 24cm

「五礼通考j等より，督学の項目等を抜脅した

もの。

9464 徳川家兵学校規則 16.86-22 

西周助著

手写

26T おcm，

小木貞正旧蔵。別名「徳川兵学校旋魯ム明治

元年 (1868)，沼津に設置された兵学校の84ケ

条よりなる規則書。及び「徳川家兵学校附属小

学校旋番J31か条よりなる。著者は兵学校頭

取。

.9465 海軍兵学寮規則御逮番共 16.86-23 

手写

50T 24.5cm 

明治3年(1870)，東京に設置された海軍兵学寮

規則 102条の写。幼年学生予科・本科・壮年学

生科目衰を付す。

9466 大阪兵学寮ニ関スル御手留抜書

前田家編輯方編

16.86-24 
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教育・社会

9468 黒札之大事 16.8←261 寛文8年 (166R)成立。

上杉清定手写寛文6年 (1666)

巻子 1 15佃 I 9476 歳竹之秘伝

倉知加兵衛宛秘伝書。子供誕生の際の産所檀， I 手写

盛物次第など諸儀式に関するもの。 1 巻子2 19回

2巻とも同内容。

明治年間

29丁 25佃

「御手留Jの中から，明治2年(1869)より同4

年に至る，大阪兵学寮の加賀藩関連記事を抜書。

9467 松鳩文稿

加藤恒著

手写

34'丁 23側

内題「明治七年(1874)十二月，六弊一件書

類J。文部省が教育をすすめるにあたり，六つ

の障害があることを指摘し，各県に諮問した

「輿学之六幣」に関する石川県の答申書等を収

16.86-25 

む。

生活・礼法

P
R
Kル
1
.
F
F
4

9469 難産之時祈晴之次第

手写

巻子1 19佃

内容は寛文8年 (1668)。難産之時祈祷之次第，

難産死駄之大事を収む。方角，護身法，祈祷の

説明。

16.86-27 

9470 四条流七五三図

手写 慶 応4年 (1868)

19T 22.5佃

小島為善旧蔵。祝言の際の料顧E膳，飾りつけ

16.86-28 

について。彩色絵図を載せる。

9473 祝言之容

水島伝左衛門卜也著

塙亘手写享保14年(1729)

12'了 25.6佃

原本成立は延宝3年(1675)。作法書。

16.86-ー31

9474 年竹之大事

貸子稽助之進著

手写

巻子 1 17cm 

明暦3年 (1657)成立。秘伝書。年竹は印を結

16.86-32 

ぷと年令の数を告げるという竹。

9475 歳竹之大事

竹内正信著

手写ー

巻~-t 17，佃

16.86-33 

16.86-ー34

9477 昔の十二ヶ月 16.86-35 

35T 14x20.5cm 

南部祇知旧蔵。加賀藩士のみた金沢の年中行事

を記し，参勤交代時の諸行事も記す。

9478 蓬莱三宝之飾自詠解

遠藤高環箸

手写

9丁 24ω

天保15年(1844)成立。正月に飾る蓬来三宝を

天保7年 (1836)に改めたことについて解説。

16.86-36 

9471 七五三献立 16.86-29 I 9479 九月節句小袖品番 16.86-37 

33丁 24佃

渡辺庸旧蔵。作法書。諸道具も図示する。

1通 16.5ω

節句着用小袖の明細。

9472 当流七五三井五五三配膳次第

6丁 26cm

渡辺腐旧蔵。作法書。

16.86'ー30I 9480 百八十之御餅ニ種ー荷積方図 16.86-38 

渡辺佐大夫手写安政5年 (1お8)

3T 26佃

渡辺府旧蔵。作法図。
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吉凶事に関する贈答・饗応の作法を記す。

A叫

てf"'

引渡草引渡之次第

手写弘化3年 (1846)

6 T 26.5cm 

渡辺庸旧蔵。作法書。原本「真式三献引渡草引

渡之次第Jのうち，真式三献を省いたものo

16.86-45 9487 

百八十御餅御披露之分一対之内畠絵図 16.86-39

手写

絵図 1枚 24佃

9481 

16.86-40 女ネL集

水島元成等編

手写

9482 

16.86-46 真式三献之次第

弘化3年(1846)手写

12丁 26cm

渡辺庸旧蔵。作法書。

9488 

10冊 24cm

①女中しつけ方品々

②万通の次第

16.86-47 棚飾

手写

llT 18x 13.5佃

屋敷の棚飾についての礼法。

9489 

③酌の次第

@五節供の次第

⑤女中文法品々

⑥縫物の事

⑦女中装束の事

③産所の次第

⑨女中方祝の次第

16.問-48不言録後編

明治初年

73丁おω

村松修平旧蔵串後編は上・下より成る。蚊を黒

る法，胎内の子男女を知る法，塩漬の物早出の

法などを記す生活便利帳。諸書，口伝等をまと

めたものo

9490 
16.鉛ー-41

@女中撲。

燕饗

小笠原長時等著

手写

2冊 27.5佃

q溺法式②酒礼法式。

9483 

16.86-49 江府山王祭渡物

今枝直方手写享保11年(1726)

16T 14x 19.5cm 

今枝氏旧蔵。江戸の二大祭礼のひとつ山王祭の

御渡行列の順序及び人数などを記す。

9491 

16.86-42 食饗

小笠原長時等箸

2冊 28佃

作法書。①通法式②食礼法式。

9484 

16.86ー50深谷の駅嫁入を見るの図

絵図 1枚 25x34cm

9492 

16.鉛 1-51

守

2
-
j
1
7
1

『

一

一

唱

私立窮民撫育所規則

窮民撫育仮本所編

明治11年(1878)刊

9丁 18佃

撫育所創立のための寄附金要請のため作られた

書類。撫育仮本所は，第2大区5小区芝公園地

53にある。発起人は福岡県士族吉田道外，山本

信己。

9493 

礼法御入門之記

渡辺弼箸

手写

46丁 23cm

天保15年 (1844)成立。藩校師範方を命ぜられ

た渡辺次左衛門(弼〉が，寛政5年 (1793)よ

り天保元年 (1830)まて:n:戸詰の時，小笠原平

兵衛より礼法を伝授された際の記録。稽古方入

用，諸事入用等に関する公文番を主に収録。

16.86-43 9485 

16.86-44 吉凶贈答及賓客饗応改良按

加藤恒著

手写 明 治23年(1890)

9486 

6丁

-59.1ー

24cm 

』

-

}

?

4
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，
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9494 

9495 

教 育・社

奇談・仇討・犯罪

加越能之内珍敷事とも御尋に付書上ル写

16.86-52 

手写

4 T 22.5c瓜

横山政和旧蔵。宝永3年(1706)算用場へ番上げ

の写。

三榊l奇談後編

堀樗庵〈麦水〉編

岡田退翁手写

3冊 23.5cm

寛政元年(1789)

①巻之ー~巻之六

②巻之七~巻之十二

③巻之十三~巻之十五

16.86-53 

刊本「三州奇談」石JII県図書館協会参考。

聖域妖怪奇談 16.86-5.:1 

48T 23個

別名「聖域怪談録Jo 大聖寺城下に於ける怪談奇

談99条を集録したもの。奥醤に「乙巳晩夏上涜

僻f書堂主人書Jとある。刊本「聖域怪談録J(石

川県図番館協会刊「大聖寺藩史談J)参考。

金沢才川仇討話

前田家編輯方手写

26T 23.5cm 

16.86-55 

明治17年(1884)

別名「加賀羽二重」。著者は長天者一水とある

が不詳。内容は，鹿長元年 (1596)石川郡曽谷

村の百姓三平とその子三五平が，藩士山田権左

衛門に殺され，のち孫の仁太が返り討となり，

仁太の弟三太が元和元年7月19日に仇を討った

という架空の物語。

復讐黒装束

橘児竜箸

手写

36T 23.5cm 

16.86-56 

金沢での明和5年(1768)の赤尾権平の仇討事

件について物語とその附録である実録とを収

む。物語の成立は文化9年 (1812). 実録の成

立は文化12年 (1815)。

9499 

9500 

9501 

9502 

9503 

9504 
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磐船仇討実録 16.86-57 

79丁 24cm

大久保加賀守足軽，浅田鉄蔵・門次郎兄弟の仇

討一件記録，文政7年 (1824)常陸国鹿島郡に

て仇討。

〔大久保殿家来敵討之件写〕

手写

1通 15cm 包紙

16.86-58 

浅田兵助の養子鉄蔵(21才〉と実子門次郎が父の

仇，成瀬万助をうつため，文政3年(1820)に許

可をうけた際の文書等3点の写。

旧醤名「相州小田原大久保加賀苛家来復讐之件

写J~

復讐藤英伝

前田家編輯方手写

2冊 23.5cm

16.86-59 

明治年間

天保9年 (1838)5月，高岡町で近藤忠之丞が

父雲田忠太郎の仇山本孫三郎を討つまでの顛末

を記す。天保9年雲山亭の序あり。

敵討加賀風呂敷

手写

12丁 23.5cm

16.86-60 

天保 9年(18~R) 5月13日朝，金沢高岡町におけ

る敵討の始末記。足軽近藤忠之丞が父の敵，御

馬廻組山本次太夫の弟学校読師孫三郎を討った

記録。

復讐論 16.86-61 

大田信寛著

手写

3T 23cm 

南部抵知旧蔵。天保9年成立。同年高岡での敵

討に関し評論したもの。

於信州善光寺駅変事一件

早川某箸

弘化2年(1845)

ょ14!I丁 24.5佃

16.8←-62 

早川随勝氏旧蔵。弘化2年正月 4日;普光寺駅に

おいて信波務士馬渡場役南部永吉が者光寺町本

陣の藤井平五郎親昌平，宿年寄久八を殺害した
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事件に関する文番写などを集めた記録。

9505松平外記刃傷一件覚 16.86→3 

18T 24cm 

早川随勝旧蔵。事件当時の西丸詰当番等への役

務不行届につき申渡富。

9506 鍋島肥前守より御達書~ 16.86ー64

羽室平左衛門箸

天保7年(1836)

2丁 11.5x18ω 

前田貞醇旧蔵。鍋島肥前守帰国の途中，川崎宿

の本陣において建置いた関札を，川崎大師参詣

中の民部卿が無暴に撤去した事件について，肥

前守家臣羽室平左衛門より，幕府御用番水野越

前守忠邦〈老中〉に宛てた天保7年3月7日付訴

状の写。

9501 江嶋一党処罪之晶 16.86→5 

今枝直方著

22丁目.5cm

正徳4年(1714)の江戸城奥女中絵島事件に関す

る文書類を収集編纂。今枝氏旧蔵か。

• 
-
a
4

・4

9508 (建仁寺殺害事件之覚] 16.86→6 

手写

巻子1 25畑

中川典克旧蔵。京都建仁寺内での輪番僧による

権力争し、から起った殺人事件に関する覚書。

9509 ('女芸者追剥一件上書] 16.86→7 

河野忠蔵等著

9T 24佃

小普請組諸土の不行跡について，御徒目付の報

告書。

目

-
i

l

-

-

J

・?
l

9510 江府回禄記 16.86寸 8

三宅可三著

今枝直方手写

28T 20cm 

今枝氏旧蔵。寛文8年2月江戸大火の見聞記。

9511 相模屋武兵衛一件上書

3T 23cm 

16.86-69 
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可警

問

房相近海の漁民と江戸魚問屋との争論記録。

9512石屋之一条一応取調申上寄付 16.86ー'70

2丁 25ω

相州天野海蔵の御台場建造につき，小田原石屋

普左衛門との建築請負い代金をめぐる争論の覚

書。

特16.87 和算・天文・気象

算法・測量

9513 唐算式 16.87-1 

手写

19T 12X 18.5佃

宝暦11年(1761)成立。学習の覚番。

9514 関流算盤 16.87-2 

絵図 1枚 78x101cm 

脇田尚保旧蔵。関流伝来の算盤で文政5年(182

2)中野圧兵衛続従ヨリ脇田吉太良腕授与された

もの。

9515 算法地方之巻 16.87-3 

会田安明編

洞合莱手写嘉永7年(1854)

36T 24cm 

関東郡代伊奈半左衛門家の秘密を編纂したもの

地方支配の参考書。

9516算方覚

3 T 12x 17.5cm 

加賀藩地方支配のための覚。

16.87-4 

9511 町見便蒙紗 16.87-5 

有沢武貞著

手写

33T 23cm 

永貞が遠近道印藤井半知から伝授された測量法

に工夫を加えて，その子武貞に伝え武貞が又工

夫して完成したものo 宝永8年 (1711)原本成

立。
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和算 ・天文 ・気象

16.87-6 I 9524 替毛之馬乗馬等ニ成分或ハ吉凶ヲ尋シ留

16.87ー 12

9518 領絵図製法ニ種

手写

56丁 23.5cm

。領絵図仕様之事(五十嵐孫作〕

。御倹地領絵図仕立様(石黒信由〕。

暦

9519 甲子循環六十之図

fjJ 

1 枚 ~8X32cm 

干支による年号早見表。

16.87ー7

9520 暦の註

有沢致貞編

手写

16.87-8 

手写

2丁 24cm

9525 [つゆに入る日御答〕

[j血 15cIII

16.87-13 

気象・地震

9526 晴雨寒暖[抜書〕

前回家編制方縦

明治年間1

42T 25cm 

内容年代は安永・天明 ・党政JUJのもの。異常気

象に関する政締記よりの法務記録。

16.87ー J.1

28T 23cm 

高畠B宇旧歳。享保11年(1726)成立。天文道，努 I 9527 [信州路大地震之記〕

道，陰陽道の三家合ーの立場より論じたもの。

9521 右三左参皆中之図

天明 3年(1783)

l枚 45x 45cm 包紙

包紙には「天明三笑卯六月廿七日右三左三御皆

中之御図一枚，同七月八日江戸御屋J飲於御居間

加1'J.'i:守様御手白従中将様拝領被仰付・..・・ 0以御意

拝蛾」とあり，有沢才右衛門(貞幹〕が拝領した

ものか。「天明三笑卯歳六月廿七日 朝六九分，

右三左参(ウサササン〉 出御皆中甚奇妙，伍状

也」とある。

16.87-9 

9522 改暦排

h宮沢諭古老

明治 6年(1873) 刊

llT 22cm 

小木貞正旧歳。慶応義塾蔵版。

16.R7-1Q 

9523 明治三十三年暦

東京帝国大学編

神宮司庁明治32年(J899) 刊

46T 25.5cm 

東京天文台測rr.の暦。各地の経緯度，平均気温

官幣社例祭日等を付す。旧書名「踏」。

16.87-11 

16.87-15 

前回貞事箸

自 筆 弘化 4年(1847)

38T 11.5X 17.5cm 

前回貞百事旧歳。弘化4年 3月24日の地震につい

て，同年4月より 8月迄の記録。「信濃越後大

地箆に付追々申越候趣等見聞にまかせ略記i，~U

とある。

9528 御江戸大地震大破井出火類焼場等書上之写

16.87-16 

要石~刊

9了 23cm

小木貞正旧歳。安政2年(1855)10月2日大地獲

の被害記録等を記したもの。白鳳 5年以来の地

震洋次のー覧も付されている。

9529 [駿州大地震御届害等〕

手写

3 T 24cm 

11月4日下回沖地震について駿河国元よりの届

番。

16.87ー 17

9530 [色津蜜気楼之図〕附喜見城之図断 16.87ー18

絵図 l枚(変化図 6枚付)'6T24cm

52x 7acm 

1'1.政9年(1797)4月，務主治佑一行が江戸より

ゥ，Q
U
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の帰路，魚津で屡気楼を見た際の記録。事見裁

とは魚津屡気楼を綱紀が命名したもの。 r喜見

城の図断J(明治口年手写)には，諸本よりの屡

気楼に関する諸説を付す。

9531 関東筋出水一件 16.87-19 

9丁 12x36cm

江戸町廻り役，徳田喜兵衛等の報告を収録。
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特16.88 本草・医薬

本 草
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9532 庶物類纂 16.88-1 

稲生若水等繍

手写、

213冊 25.5ω 箱入

動・植・鉱物等3500種を，草・花・鱗等26属に

分け，それぞれに，小学書，本草書を始め多様

な漢籍文献から関連記事を抄出し，収集したも

の。

編者稲生若水は加賀藩に仕え，元禄1伴 (1697)

藩主綱紀よりこの編纂を命ぜられた。はじめ26

属1∞0巻を完成する予定であったが，正徳5年

(1715)若水がh病没した時は" 9属 362巻が成立

していた。その後，編集は加賀藩内で続行の動

きもみえたが，享保9年(1724)綱紀の死で一旦

停止された。同17年(1732)将軍吉宗の命令で編

集が再開され，加賀藩より召された若水の子稲

生新助と藩医内山覚仲，及び幕府の医官丹羽正

伯がこれを担当した。元文3年(1738)続修17.属

638巻を完成し， ここに当初の目標だった26属

1側巻が達成された。その後，延享2年(1745)

丹羽正伯カt26属のうち8属について54巻を追加

し，合せて 26.属， 1054巻の庶物類纂が成立し

た。本図番館の213冊本は，幕府が編集完成後

写本を前田氏に贈ったものといわれている。庶

物類纂は本図書館の他内閣文庫所蔵465冊本，

国立国会図書館所蔵.415冊本等があるo

巻首上庶物類纂惣目録

グ 自叙

グ叙

グ序

e
i
J
!
l
j
j
a
1
 

'
1
 

1
1
0
1
i
!
 

" 

問

正補庶物類纂凡例

巻首下増補庶物類纂序

グ 草属総目

グ 木属総目

グ 花属総目

グ 果属総目

グ 羽属総目

グ 毛属総目

グ 鱗属総目

グ 介属総目

①~⑤火属 ⑥--@水属

⑮~⑫土属 ⑬--@石属

~金属 @--⑬綾属

@--@寂属 @，..;，~造服属

~--@孤属 @ 海莱属

@・@水菜属 @-~菌属

~~.玉属 @--@蛇属

@--~竹属 @ 競属総目

~(116)説属 (117)--(13の虫属

(131)-"(148)花属 (149)--(170)草属

(171)-..(179)木属 (180)-"(187)果属

(188)-"(190)羽属 (191)-"(195)毛属

(196)-"(198)鱗属 (199)・(200)介属

(201) 味属 (202)・(203)増補草属

(204) 増補木属 (205) 増補花属

(206)・(207)増補果属(208)-"(210)増補羽属

(211) 増補鱗属。

なお，各巻の細目は， 647頁以降に蛾せた。

9533 庶物類纂抜華 16.8ト 2

2冊 28X17.5cm 

①巻ー・同二上・下，木部果部

②巻三~同七花部，草部・竹部。

9534 庶物類纂図翼序・目録 16.88-3 

文化14年(1817)

81T 27cm 

安永7年(1778)幕府小普請組戸田要人が著した

庶物類纂図翼，草本別録の序と目録を記したも

のo 前者は25巻，後者は上・中・下3巻。庶物

類纂図翼は薬草図で，戸田要人献上後，便宜の

ため庶物類纂に添え置かれることとなり，この

題名を得た。
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本 草・医 薬

9535 (庶物類纂編集に関する書翰集録J 16.88-4 

手写天保10年(1839)

93丁 27cm

内題「稲若水庶物類纂扇集ニ付諸言上並同番御

9541 〔鶴飼ニ付書翰控〕 16.88-10 

1通 15畑

中川典克旧蔵。中川某より脇田又八郎宛。

献上ユ付戸田山斌守殿等御贈答墜御目:六御下 I9542 (腐毛数等書上〕 16.88-11 

審」幕府御審物役高木多仲が，考証のため番留 | 手写

等数十通を集録したものo

9536 庶物類纂一件

手写

89丁2.'i.5佃

16.88ー 5

「庶物類築御献上之儀ユ付留」と「庶物類纂御拝

借之蜜面留」。前者は享保4年 (1719)9月に稲

若水の編した362遂を幕府へ献上した経緯。後

2通 17畑

中川典克旧蔵。旧書名「臆毛数等覚」。

9543 奇魚之図 16.88-12 

1枚彩色 28x40佃

党政m年(1798)伊勢長嶋出現の奇魚の図及び覚

書。

者は若水の没後，内山覚仲，丹羽正伯らがその I9544 晋E良好珠記 16.88ー13

補修をする迄の関係文書。 I 今枝直方著

旧番名「庶物類纂御献上之儀ニ付儲Jo 自筆享保3年(1718)

9531 物産の儀稲若水御穿盤雪上書

看性若水箸

16.88ー6

9538 

前田家編輯方手写明治年間

8T 25cm 

温故集録三十八の抄。末尾に森田平次(良見・

柿園〉の解を付す。

旧番名「物産之儀穿盤言上番」。

〔莱飯之事〕 16.88-7 

5T 23ω 

原題「本草網目・汝南闘史・物理小識・本朝食

鑑・本草哲蒙・紫斑之条合集J。

9539 梅乃花形の部

8T 23cm 

16.88-8 

梅の花の種類を列挙したもの。

9540 白鷹記

宇野富索箸

手写明治19年(1886)

8 T 28X20cm 

16.88-9 

宇野宮業旧蔵。安政6年(1895)原本成立。白隠

記附言，白鷹履歴大略，白隠生図博物館江献納

之事を加える。

9545 

38丁 26cm

菅波野珊lは瑚の類の奇玉。宮腰商人が所蔵した

もので，その献上をめぐる経緯，玉の鑑定等に

ついて記す。

〔石之名詮議留番〕

手写

1通 16佃

16.88-14 

享保5・6年(1720・21)石詮議について中村典

膳覚書。

9546 諸金属古屋審記

舎密方編

16.88-15 

手写

10丁 24cm

安政3年(1856)原本成立。能義有無御尋ユ付書

上。

医 . 
9541 医行格合知何御尋ニ付調書

手写

20T 26cm 

薬

16.88-16 

横山隆幹旧蔵。藩医，町医等の格式，規範等を

記す。宝永年間より延享年間の規範等を引用す

る。
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9548 医者御尋覚書 16.88-17 

前田家編輯方手写明治年間

18丁 25cm

前号と同一内容。

9549 黒川良安先生小伝

中新川郡教育会編

手写大正9年(1920)

11了 28x20cm

16.88-18 

良安の識は廊。号は静淵，医をシーボルトに学

び，弘化3年(1846)13代斉泰の侍医で80石。佐

々間象山と親交あり安政元年(1854)壮猶館教授

慶応元年(1865)種痘所棟取，同3年(1867)卯炭

山養生所主附 180石，金沢医学館教朗i.明治23

年(18卯)9月28日74才没。

9550 医員勤功魯 16.88-19 

214丁 25cm

幕府御用医師の勤務状況の報告を集録したもの

天保1鉾 (1841)より安政6年(1859)の分。

9551 病院仕法書 l(i.88-20 

三浦八郎左衛門箸

手写

4 T 24cm 

藩蛍の病院建設に関する慶応3年(1867)の計図

書，敷地，看病人，諸費用等を記す。

間

今枝.氏}首歳。馬の楽に関するもの。

9555 安獄 ・ 16.88-24 

今枝直方手写元禄13年(171∞)

32T 26ω 

馬の病理措置に関するものo 直方祖父の蔵書の

写しで，直方はこの原本成立を文禄頃とみてい

る。

9556 麻疹ニ付御食禁方相調候帳面

丸山了悦著

文政7年(1824)

10丁 12cm

16.88ーお

丸山了悦は加賀藩御医師。「御平生惣被召上物

之内Jとあり，経過による食禁の品々を番上げ

る。

9557 錦腸沙療法等品々 16.88-26 

14T 12X 18佃

安政5年(1853)夏，江戸等コレラ流行に関する

諸記事を収録。

9558 養生富11 16.88-27 

2丁 24cm

南音f~民知旧蔵。「和語陰隣録」・「夜船閑話」等の

宗教書・教訓醤を引用し，養生について記す。

9559 蓮湖魚審説 16.88-28 

9552 高病回春序

手写

16・88-21I 黒川良安著

6丁 24cm

万暦15--16年 (1573--157.0(明朝暦〉の撲があ

る。

手写

5丁 28x20cm

嘉永5年(1852)成立。河北潟の魚が死んだ原因

を考察，湖水が腐ったためと説いてある。

9553 (御薬種目録〕 16・88-22I 9560 (アジヤコレラを避る薬方等〕 16.88-29 

延宝8年(1680)

巻子 1 36cm 

唐，朝.詳渡来の薬種，日本にて育成種，貿易品

薬種等書き上げたもの。香具師，商人等よりの

魯上げ19通を一括したもの。

9554 御医書 16.Sf.-23 

今枝直方手写元禄13年(171∞)

9丁 20cm. 

-600ー

榊原守典著

手写安政5年(1858)

19了 24cm

榊原氏旧蔵官原題「アジアコレラを避る薬方並

病発之後療養薬方等」。病状，処置方法の他，

「安政五年八月十三日亜細亜コレラ流行一件」・

同年八月小石川御門外水野施板「コレラ病治法

並予防J(木版刷)，金沢材木町薬庖石見屋の処

置方木版刷紙面等をー括する。
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F 

16.8争-3

築

9568御居間廻御取畢ニ付云々絵図

文政7年(1824)

絵図 1枚 127x 107cm 

二の丸御殿の部分図。

建

パイ疫済急法

手写

3丁 24側

博施堂が文久2年(1862)に発行したコレラの救

急法。旧書名「社寺御奉行所御尋等入種J。

16.88-30 9561 

9569御居間向廊下付之詮議之図

文政7年(1824)

絵図 1枚 106X 134cm 

二の丸御殿御居間廻り図。前号とほぼ同一図面

16.8争-4

〔公儀より相渡侯朝鮮人事等之儀ニ付覚書〕

16. 88-:U 

9562 

御居間廻リ等絵図 16.89ー 5

前回貞事(図書)手写文政11年(IR28)

絵図 1枚 7dX80側、帯封

前回貞醇旧蔵。二の丸御殿部分図。

9510 

前田家編緯方手写明治年間

仮綴 1(39T) 25cm 

公務御触に対する江戸留守居の誘印に関するも

の。後半は，諸入用払米，貸米，借知等の覚。

旧書名「朝鮮人参に関する覚書」。

16.89-6 甲府御館屋作分間之図

手写

絵図 1枚 31x68cm

部分図〈西半分〉。

9571 

16.88-32 容体書記録

仮綴 1(13通) 18側

病気の容体を記した治療者への書状o

9563 

16.8与一7御楽屋多門ニ間出シの図

絵図 1枚 52x122cm 

10分の l図。屋根部分構造図。

9512 

16.88-33 
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写

丁

薬

手

日

馬病9564 

16.89ー8御楽屋多門之図

絵図 1枚 80x150.5佃

10分の l図。鐙・屋根図。

9573 

16.88-34 薬価Bp納簿

停済医院佐々木薬局編

明治31.......33年(1898.......1900)

69丁 23cm

金沢市伝済医院佐々木薬局における，明治31年

12月より，同33年 1月迄の薬代支払者名とその

金額を記したものo

9565 

16.89-9 御楽屋多門屋称違図

絵図 1枚 77xf!lcm

9514 

16.89-10 鷹部屋図

手写弘化2年(1845)

絵図 1枚 27x119cm 

前回貞酔旧歳。大工中村屋理助所蔵の写。建築

見取図。
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9575 

16.89-1 鎌倉流家之指図

絵図 1枚5OX68cm

屋敷の配置，間取り図の見本。

旧書名「鎌倉流屋形之図」。

9566 

16.89-11 〔河北・石川与力番所図〕

絵図 1枚 76X106cm 

原題「洞北石川与力番所十分ー之割」番所建物の

構造図。

9576 
御園絵図

文化2年(1805)

絵図 1枚 76x50佃袋入

前田貞醇旧蔵。袋表に「文化二乙丑二月堀越ヨ

り指越可秘図也Jとあり。

16.8仔ー29567 

-601ー



学 問

9577 (尾坂御堀捨水前田弾番屋敷内取入一件並絵図) I 9581 (御殿絵図〕部分 ・16.89ー16

16.89-12 I 絵図3枚 彩 色 80x 80cm'"""'48 x 35cm 包紙

慶応3年(1867)

8通・絵図2枚 23.5cm• 50 x 43cm 

①慶応3年7月 普紛費用ユ付山崎縫殿達醤

②同年6月 前田弾番より堀立図添紙面

③，@同年9月 普諮代銀諮-取

⑤~⑦同年7月 普請代銀見積書

③普諸費用ユ付(断簡)

⑨前田弾番屋敷水取込図

@前田弾番屋敷捨水ユ付博労町付近埋樋等図。

旧書名「尾坂御掘拾・水を用心水として屋敷内]収

入一件芥絵図J。

9578 (江戸邸土蔵〕煉化石塀御積リ帳 16.H9-13 

明治17'"""'18(1884'"""'85)

2丁・ 10通 24.5cm・24cm

①煉瓦石塀見積帳(岡野利助 |当鋒〉 ②土蔵

瓦葺見積(瓦師吉野太三郎 自筆〉 ③石工見

積〈手写) @材木見積(手写〉 ⑤石工見積

〈土蔵)(田辺三五郎自筆) ⑥，⑦，③人足見

積ぐ⑤⑦は塀，③土蔵)(鳶頭松島彦入自筆)

@，⑮，⑪石工見積〈⑨は土蔵， @，⑪は塀)

〈田辺三五郎自筆〉。

9579 (江戸邸〕土蔵労・煉化等図帳

田辺三五郎著

明治17年(1884)

7枚 Zlx55cm 袋入

江戸前回邸の塀と土蔵の基礎を緋瓦積みにする

ための計画書。田辺三五郎は，本郷竹丁の石工

ω7x 55cm 

~上口，中口煉化積図 (28 x 40cm)

④屋恨棟迄惣高サ九尺 (32x24cm) 

⑤裳之控石垣下迄煉化桜之凶 (:i2x 2.tcm) 

@煉化石塀地絵図外側 (32x24ω)

①煉化塀土台石垣。

16.89--ー14

9580 天守御居間絵図 16.89-15 

脇田金岱手写天保11年(1840)

絵図 l枚 52x50cm

「御天守二重二関ー尺， 石垣，上ノ方二間二三

間，下の方四間=五間，右惣高台ヨリ上総マテ

五間壱尺」とあり。

~L ! 

9582 高山御亭図

絵図 1枚 29X41.5cm 

富田権六郎旧蔵。間取り図。

16.89-17 

9583 平河邸御広式図

手写

絵図 l枚 23.5X35cm 

島田孝郷旧蔵。「平河邸広式図欽」の貼紙があ

16.89-18 

るが，不詳である。
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特16.90 総 記

9584燕台風雅

富田景周箸

手写

11冊 27.5X19.5cm 

加賀・能登に関する文学一般を集大成したも

のo 全20.巻と目録1冊。富田景周は加賀藩士，

禄高 2，50.0.石。経学詩賦を学び，国史に精通し

て博覧強記。この書は寛政3年(1791)原撰，

のち追記を加えて文政8年(1825)藩侯に献じ

たo r文政丁酉秩七月男景換拝書」と践あり。

景換〈かげあき〉は景周の子。

①目録

②首巻〈詩来歴)， 2巻〈三州古代詩，菅丞相，

腸広公，松雲公曙学叙事〉

③3・4巻〈諸大夫土小伝〉

@5・6巻〈学士伝〉

⑤7・8巻〈僧医陪臣壁布衣意帯市井草努之

徒，或女流書画伝，富聖両支封学士小伝〉

⑥9巻〈五七言古詩:)， 10.・ 11巻〈五言律，五

言排律〉

⑦12・13巻〈七言律〉

⑧14巻伍言絶，七言絶)， 15巻〈七言結。

⑨16巻〈賦序)， 17:巻〈論記〉

⑪18巻〈賛銘説〉

⑪19巻〈賀文，祭文，碑文、碑獄、附言、疑

問、引訳文)， 20.巻〈魯闘〉。

16.9かー1

9585燕台風雅

富田景周著

手写

11冊 23.5cm

岡田様旧蔵。全20巻と目録 1冊。「文政丁酉秋

七月男景換拝書」とあるが前号の手写と思われ

16.90ー2

る。

①目録，大正元年 (]912)手写

②1・2巻 ③3・4巻

@5・6巻

⑥9・10.・ 11巻

③14・15巻

⑮18・19巻

⑤7・8巻

⑦12・13巻

⑨16・17巻

⑪20.巻。

9586筆叢

子徳編

185T 12.5 x 18.5cm 

大野木克征旧蔵。内容は「書籍考」上，下。な

お紙背文書ありo

16.9かー3

9587校正御用留

手写

21T 27cm 

内題「校正御用言上留」。大島維直の二十一史

及汲古関十七史の校合・校正に関する文化13年

(1816)から安政3年(1856)の御用留。

16.90-4 

9588見聞録文事

奥村白羽編

手写

39丁お.5ω

奥村栄滋所蔵の写。作詩・作歌のために和歌・

漢詩・物語・随筆などからメモしたものe 白羽

は奥村氏宗家10.代尚寛〈ながのぶ〉宝暦 7年

生，享和3年没4羽re

16.90-5 

9589読書筆記

安政4年 (]85η

31丁目.5x18cm 

読書に際して作成したメモ帳。

16.90-6 

9590備忘記抄

前田家編輯方編

明治年間

140T 23.5cm 

奥村栄滋所蔵本の抄。内容は，射論〈吉田茂

雅弘江府戯書〈奥村)，御養生宣訓〈白井玄

升)，射水郡角関村地震，貫知行， 日;本ニ紋ヲ

用井Jレ事，能州海辺ノ奇石，能海錦鯉皆一目，

越中ノ奇魚，朝鮮番目，匹夫急務，自蛾先生春

興詩歌等，朔且冬至，米銀論，珍石数十品， ~瑠

鐙，福善禍悪問答〈室鳩巣)，奥村氏鑑銘井序

〈室鳩巣)，鳩巣和歌，板津検校和歌，経書講

義式，歴史訳義・対閉式，対閉式，文章紀事・

復文式，投壷今解。

]6.9かー7

一ω3ー



文

9591 (占 節) 16.9かー8

7枚 12X9 cm 

札は「し、~とJまであり，各々政用，武学，易

学，留帳等，皇国学，経伝等，修身とあり。

9592 野村円平番筒井詩稿 16.9(}ー9

野村円平箸

自筆

11通 1-1.5--17cm

野村円平は金沢の商人で屋号は八回屋，酒造

業，日傭頭を営む。空翠・栖震と号して学を好

み詩をよくし諸技に通じていた。年40にして家

を弟にゆずる。文客の訪れるもの多く，勤皐の

宏、あれ慶応元年没， 82才。

9593 葛巻筆記抜書 16.90--10 

前田家編輯方編

'. 明治年間

ω丁 23側

葛巻昌興の日記の抄本で，延宝8年 (1680)か

ら元禄6年 (1693)の和歌類をはじめ，遊芸学

芸関係が主である。

9594 葛巻昌興筆記按書 16.90-11 

手写

53T 27cm 

前号と同じものであるが収載項目は少ない。

9595 葛巻昌興日記抄 16.90-12 

前田家編輯方手写明治年間

24丁 25cm

音律，絵図，万剣などの関係記事の按書。

9596 〔文藻類〕 16.9かー13

手写

仮綴1(261丁〉 25ω 

前田貞陣所蔵の写。

9597 〔鰭氏詩文等写〕 16.9かー14

手写

仮綴1(189丁〉 25cm 

漢詩，魯状，記文，墨蹟，覚書など雑多なもの

を一括す。旧書名「諸氏詩文集J。

世
話

9598 校合雑記 . 16.9ト 15

前田家編輯方手写明治年間

24T 24cm 

細川幽斉，榊原古八兵衛，黒田如水の項などを

按翠したもの。

9599 改正五経一件〔上書) 16.9ト 16

手写

4T  25cm 

差出，宛所不明，安政6(未)年 (185めの番上

げか。嘉永3年 (185の寄合西尾主水家来西尾

寿閑の「改正五経」を江戸吉川町佐助等が販売

しようとしたところ，大坂南葺屋町炭屋五郎兵

衛から異義の申し出があり、寺社奉行裁決の結

果数か所を削除して許可されたが，五郎兵衛の

工作により販売が延引されていることを記す。

9600 魯商亙λ異上書目寄よ帳 16.9ト 17

岡田屋嘉七・和泉屋吉兵衛箸

自筆

7T 24佃

安政6年 (1859)江戸の審物問屋岡田屋嘉七，

和泉屋吉兵衛がロシア人に売った書籍とf栓の

魯上げ。江戸絵図は一切売らなかったと記して

いる。

9601 (春琴論画詩) 16.90-18 

手写

77T 27cm 

原題「春琴論画詩・;fL石都圏訣・竹田山中鏡

舌J天保13年(1842)--15年(1844)に成立。

9602 止斎雑箸 16.9ト 19

奥村栄実著

33T 23佃

「花夜」文政4年(1821)の紀行文。「寿賀考

略J文政10年(18幻〉栄実慶寿のことにつき!日

典により考証。「衣延弁Jrにえ」の語原につき

考証，からなる。止斎は栄突の号。

9603 世世七条雑記

今枝直方編

自筆貞享元年(1684)

42丁おcm

16.90-ー-20
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16.90-21 

6605 両京新記

ヲ 手写
12T 24cm 

両京新記のうち，丙部，中華之番一巻金沢文庫

蔵書の写。

16.9Q.ー'22

特16.91 詩 歌

歌論・詩歌集

9606 賦物侮授 16.91ーl

松雲庭瑞順箸

今枝直方手写元禄11年(1698)

お丁 20.5cm 

瑞順は小松城下菅神社宮司，貞享2年成立。連

歌初学抄の賦物篇も収む。

9607 奈良の護越のしおり

富田景周著

文化9年(1812)

3冊 27.5側

奥村慎猷旧蔵。上・下・附録の 3冊。越中の万

葉歌にゆかりの地名を考証。

16.91ー 2

9608 元良斎様御詠歌井御歌合評之写

之行手写文政10年 082の
10T 240n 

歌合，元良斎の歌および和歌稽古録を細字で写

16.91-3 

している。

9609 当流口伝富道歌之番

深町十蔵編

自筆文久元年(1861)

巻子1 17cm 

16.91-4 

梅遊手写慶応2年(1866)

14丁 12.5x 18佃

横山和〈政和〉の漢詩に送りがなを附して読下

し文にしてある。旧脅名「横山和持写」。

9611 有磯遺草附源康正和歌

横山政和縦

明治3年(1870)

24'丁 23.5cm

千秋藤範の遺草を編集したもの。詩87首，和歌

26首を収録。なお，源康正の和歌を附録。藤範

は憧字，髄爾とも称し，号は有磯または顧堂。

16.91ー6

9612 多賀直清歌集

前田家編韓方縞

明治年間

87丁 23.5cm

内容は，多賀芭清歌集，勅選作者私考，直清随

鑑，能順独吟連歌，多賀賢三郎漢詩〈明治3年

作〉。直清は多賀与一右衛門，加賀藩士，歌人

文政4年 (1821)没.62才。旧書名「歌集」。

16.91ー 7

9613 世子東京遊学寮送

手写 季
2冊 23cm

第14代藩主慶寧の長子，利飼が明治4年(18 

71) 11月14才で渡米英。その際，明倫堂教師と

学友多数が壮行の詩歌を読み，それを集めたも

16.91ー8

の。

9614 世子の東京遊学を祝う詩歌

手写

17丁お側

16.91-9 

9615 経緯機用

前田家編輯方編

明治年間

104丁 23.5cm

岡本昭地所蔵の写。漢字の読みがなを解したも

ので，用例として前田利保の和歌を引用した歌

番。

16.91ー10
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9616 渡辺幸庵和歌考 16.91-11 

狩谷金吾〈鷹友〉箸

手写

3T 2:1cm 

和歌一首が宰庵の詠か否かについての問合せに

対する狩谷金吾の回答状，青木良左衛門宛。渡

辺幸庵は宝暦頃に 128才まで江戸に生きたとい

う人。

9617 越中万葉遣事 16.91ー 12

森田平次〈良見・柿圏〉箸

前田家編輯方手写明治年間

3冊 23.5cm

上・中・下，万葉集中の越中の官吏の事蹟・作

歌中の地理考証，大伴家持の年譜・作歌の考証

よりなる。「越中万葉遣事J3冊は附録4冊と

共に明治1鮮に成る。干1)木「蔦禁事't!(除↑'~1 越

中高葉遣事jに所収。

9618 郷土に関する和歌俳句等 16.91-13 

前田家編輯方手写明治年間

仮綴 1(32'丁) 24.5cm 

.9619 菊園遺芳 16.91-14 

田中身号之著

横山政和手写明治15年(1882)

30丁 23.5叩

安政6年 (1859)狩谷臆友写本の写。新古今集

ノ和名抄，中務集，伊勢物語等の中の用語につ

いて各々考証したもの。

詩

9620 [一知孝順偶井和歌) 16.91-15 

一如孝順著

自 筆享保17:年(1お2)

1枚 29X39cm 包紙

原題「護国老柄順一如偶弁和歌」。一如は宝円

寺15代の住職。

9621 盛徳煩 16.91-16 

有沢武貞〈桃水軒〉手写享保2咋(1735)

8 T . 22.5cm 

徳川家康碩詩集。

!'."J i 
11， ， 

可報

叫
一
品

9622 寝敷玉藻 16.91-17 

賀清廉伯操縮

手写

13丁 23.5cm

明和辛卯 (8年)(1771)の序文あり，政文は富

田景周。

9623 桜橋遺稿 16.91ー18

横山政孝〈致堂主人〉編

文化5年(1808)

15丁目.5XI7.5cm

「文化戊辰 (5年〉冬十月二十四日，致堂主人

賞孝撰Jとありo 石足場は8才にして致堂主人の

側に仕え，詩を能くしたが16才にして死去，よ

って遺稿を編すと，草稿のまま。

9624 春遊十絶 16.91-19 

横山政孝著

文化5年(1808)

6丁目.5X 16.5cm 

政孝は，字致堂，海裳園主。易を好み学を能く

す。加賀藩士，世禄1万石，前田斉泰の偲た

りo 天保7年(1836)没， 49才。

9625 芝草儒圏聯吟 16.91-20 

横山政和編

3T ~蜘

政和の父，横山政孝〈致堂主人〉とその後妻蘭

腕〈らんえん〉女史の詩を収む。

和 歌 ・ 連 歌

9626 河西遊記 16.91-21 

態、道人箸

手写

15丁 24cm

岡田様旧蔵。天保13年(1842)頃の成立か。河

西とは越中神通川以西の意，漢文の紀行文と漢

詩。

m
 

的
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詩
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円

円
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nH叫 16.91-22 
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詩 歌

原本は，嘉永5年(1852)の成立。 I 9635 呈蕪調 16.91-30 

石埼謙箸

9628 天往詩草 16.91-23 自筆明治16年(1883)

北渓居士〈津島信〉箸 1枚 28X28cm

自筆安政2年(1855) 笑未9月2日従四位前回公自香山選京恭賦此以

12T 17x 11.5cm 曇。七言絶句。

岡田様旧蔵。

9636 金城風藻 16.91-31 

9629 高岡詩話附補遺 16.91-24 榊原守典編

北渓居士著 2冊 23.5cm

自筆 庚申，辛酉，壬ElGなどの年に作詩されている。

2冊 17X12佃

岡田様旧蔵。第 1冊は 1巻.......3巻，第2冊は4 9637 苔等小稿 16.91-32 

5巻および補遺，越中の高岡に関係のある漢詩 安富均〈国民〉著

‘人について記す。 2冊お.5佃

安富均は小松辺の人，壬申晩春の横山政和の朱

9630 先孝逸詩 16.91ーお 筆が入っている。

横山政和縮

慶応4年(1868) 16.91-33 
20丁 12X18cm 東方履著

手写

9631 陽広公選制附録 16.91-26 10丁 23.5cm
横山政和編 東方は大聖寺の人。未定稿。

明治6年 (1873)

4T 24叩 9639 〔陸原大次郎〕詩稿 16.91-34 
林羅山詩集から詩ニ筋を収め，これを陽広公遺 陸原大次郎著
割lの附録に加えんとしたものo 手写

23T 23.5cm 
9632 登録詩草 16.91-27 大次郎は越中の人， 之淳〈ゆきあっ)，初号蒼

横山政和箸 崖，後号藤陰といい，金沢の書庖に勤め，のち
4 T 24cm 京，江戸で苦学して天保2年(1831)明倫堂助教

白山比嘩神社宮司横山政和が明治17年 (1884) となり，のち教授，藩候の侍読を兼ね，禄 140
白山に登った際の詠詩。 石，職俸70石を受く。旧書名「詩稿」。

9633 混遊唱和録 16.91-28 9640 一之和尚呈法皇詩下 16.91-35 
横山政和〈蘭洲〉編

釈文守著
22丁 22.5cm

3T 20cm 
政和とその詩友の作品を収む。

禅僧ー毒素和尚 α守〉の漢詩10篇と太上皇に塁

する漢文の献辞。
9634 再遊漫録 16.91-29 

横山政和編 I 9641 江忠国文章 16.91-36 
13T 24.5佃

江忠園編

手写

5T 25cm 

-607ー
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文

検山政和所蔵の写。忠圏は字は子園， 号は南

浜。

9642雑集詩遍・州稿 16.91-37 

2冊24cm

華府君時代もの，白華府君時代のものと朱智あ

り。旧書名「雑集詩篇」。

9643 百華吟

5丁目.5X17.5ω 

16.91-38 

9644 詩稿等

3丁 19.5x 13.5cm 

16.91ー'39

9645 御詩稿写

手写

2冊 12X18佃

16.91-40 

9646 (林門諸氏詩文集〕

手写

仮綴1(131丁) 24.5ω 

16.91-41 

9647 菅家御詠集 16.91-42 

天測手写元禄6年(1693)

55T 22.5cm 

北野実成S言明順自筆本を長享3年(1489)正月

4日に写したものの写本。

9648天神御詠歌抜書 16.91-43 

手写

14'丁 24cm

天神は菅原道真。延宝6年 (16苅)摺写本の手

写。

9649 三拾六歌仙

手写文久2年(1862)

18丁 12X8cm 

16.91ー必

側

仙

お

歌人

写

了

六

手

7

三nu 
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I
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Ro 
n
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16.91-45 

去を
:c¥ 

明治年間

63丁 23cm

越中各地〈砺波山，卯花山，二上山，立山等〉

で詠まれた和歌，万葉集のうち大伴家持を中心

とした和歌などを採録。

9652 武家百人一首 16.91-47 

手写

14丁 22.5cm

平安，室町期の著名な武士の詠んだ和歌。

9653 古今名婦百人一首

手写

12T 22.5cm 

古今の名婦を題材にした和歌。

16.91:-48 

9654 奉納千句連歌序文之抜・万旬連歌人名之抜

16.91-49 

手写

13T 23.5佃

夢想ありて白山神前に千句の連歌を勧進したと

いうねす三郎右衛門入道宗甫の慶長1昨(1605)

9月27日の序文，および同11年， 12年の万句連

歌帖からの人名書抜。

9655 夢想之連歌

寛文4年(166心

4 T 17.5x必ω

詠者は能順など。

16.91-50 

9656 板津検校百韻連歌 16.91ー51
板津検校 G翼ー〉著

手写

4丁 24.5cm

寛文8年(1668)板津検校が利常の武運を祈る

ため白山権現の前に独吟百句を詠んだ際の前文

と末尾を収む。板津正的〈しょうてき)，通称

巽ー，盲人にして検校となる。国学，連歌に通

じ，前田利常に近侍， 10人扶持，延室7年(16

79)没。

9651 曽理乃綱手

前田家編輯方縞

9657 (連歌〕花何

16.91ー46I 手写

7T 24佃

16.91-52 
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詩 歌

元禄16年 (1703)9月18日横山外記へ贈ったも I 9665 幕靭年中行事歌合

の。 1 北村季文縮

かせきの屋あるし手写明治16年(1883)
9658 大嘗会歌

際原'ti時・騰原光栄編

元文3年(1738)

12T 23.5cm 

桜町天皇即位の際の大嘗祭の和歌集。

16.91-53 

9659 独吟之連歌

奥村伊強守(有部〕著

享保10年(17お)

8T 20叩

16.91-54 

9660 自讃歌

有沢武貞縮

享保20年(1735)

19T 22.5叩

天皐，親王，I~政，大僧正などの和歌を集む。

16.91-60 

8丁 22cm

文政年間に季文が幕府年中宇L式をj沼として詠ん

だもの。

9666 源氏

1s:禁(けいずい〕者

天保9年(1838)

10丁 12.5XI8.5cm

源氏物語のl;t名を題とした和歌および12カ月を

題とした和歌。

16.91一喝l

16.91-55 1 9667 詠草

9661 [香樹院様等御詠歌〕

明和3年(1766)

巻子1 15叩 包 紙

横浜字八!日蔵。原題「守t出様御笠也香樹院様守

拙様御詠歌井国泰寺先住青地裁人詠歌」。

16.91-56 

9662 [越中御泊御鷹野御旅宿ニテ御詠歌J16.91-57 

手写

1 j盈 17.5cm

安永9年 (1780)10月中旬，越中にl隠狩の時旅

宿にての御詠歌なりと，詠人不詳。

9663 中越布鈴湖八勝

間郁編

'iil'団長周手写文化6年(1809)

16T 26.5cm 

奥村依猷旧獄。間郁は越中射水郡勝興寺住。和

歌のほか.布錨湖八勝考その他を収む。

16.91-58 

9664 詠草

tJHE・集国術

文化 7~8 年(J8 1ト11)

2冊 19cm

16.91一号9

16.91-62 

天保10年 (1839)

3 T 12X 17.5cm 

と
a
E
J
 

着来府江口い阿八月十官

r
d
 一一

一
四
十

ロ

保

×
天

宮
川

B
r

a

-

歌

意

は

詠

籾

写

了

氏

。

人

山

手

4

山

り

球

中

中

あ

琉no 
n
h
v
 

E
 

nwJV 
16.91-63 

9669 菊花譜

手写

30丁 11xI7.5cm

内容年代は嘉永 5 年( 1852)~元治元年(1864)。

16.91-64 

9670 〔道中詠草〕

嘉永7年 (1854)

7T 12x 18叩

江戸へ行く道中の詠歌。

16.91-65 

9671 遭城風藻

榊原守兵編

手写

50T 23.5田 1

安政7年(J860)原本成立。守典は字子常，号

如l処，三痴， 聞所，革~松，逸翁， 線下m屋。突

は上回l井の郊で，加賀務士今枝氏の臣榊原に王室

となる。好学，作詩， 南宗画，留に巧みであっ

16.91ーォ66

た。明治8年(1875)没， 85才。
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9672 明治七年御製等 16.91→7 

手写

25丁 12X18佃

御製のほか，明治18年(1885)までの歌会初の

次第と詠歌，月次歌会御題を留む。

9613 春霞集 16.91→8 

横山政和続

安政6年(1859)・万延2年 (]861)

3冊 12X18an 

乾，坤および「春霞集中黙の洩たる分」の 3冊

①は万延2年2月清書②は安政6年12月純と

あり。なお田中身号之の朱点あり。

9614 〔横山政和〕詠草 16.91→9 

横山政和縞

元治元年(1864)・明治7年(1874)

3冊・ 5通 11.5x17.5cm・24.5--32cm

元治元年「歌品々J， 明治7年「詠草」また寄

道祝，春旅，花始閲，夏岡，庭菊の各題を付し

た5通，なお春旅のー紙には明治制年本郷での

歌合メ γパーの留曾あり。

9615 〔横山電子〕詠草 16.91ー'70

横山竜子箸

6冊 12.5x17，佃・ 14x37an・22.5佃

①明治7年より詠草

@渇激草

@籍取の留

⑤秋タ傷心

@激草。

9616 〔横山家歌会披講〕

横山政和編

明治17:年(1884)

5丁 24.5cm

1 .91ー71

9611 詠草七拾首 16.91ー72

横山政和箸

手写

6T -23.5an 

白山比嘩神社宮司横山政和，明治23年(1890)

の作。

土台
:p¥ 

9618 (横山電子哀悼歌〕

手写

9T 23.5cm 

16.91-73 

9619 寄蛍懐!日歌 16.91ー74

手写

10丁お.5cm

明治21年(1888)横山竜子(たつこ) 1周年祭

寄鐙懐旧歌および岡23年， 3周年祭悼歌。

9680 主管女史詠草抄録 16.91ー75

横山政和編

明治21年(1888)

2冊24cm

玉轡女史は吉野雪子，横山政和の妥，その 5回

忌に際し，次男隆起の輯しておいた遺詠を編し

たもの。

9681 道のこと草 16.91ー'76

松平忠敏著

前田家編輯方手写明治年間

11丁 24cm

松平忠敏は三河.園長沢城主和歌集。戸水信義

が「乙丑」すなわち鹿応元年(1865)に手写し

た本の写し。

9682 妙音集評 16.91-77 

狩谷竹納箸

横山政和手写明治8年(1875)

28丁1l.5x18cm 

和歌集「明治妙音集」の批評。巻末に横山政和

の批評も記す。妙音集は御製や親王，公郷，女

官の歌を収む。

9683 莫弓園集 16.91ー78

奥村栄通編

前田家編輯方手写明治年間

69丁 26an

狩谷鷹友の和歌集，編者はその弟子，明治7年

(1874) 10月に繍す。初篇 1の巻より 6の巻ま

でを収む。鷹友は田中身号之門下で明倫堂皇学訓

導を勤む。前田斎泰の命で類楽園史補を舷修

す。明治11年没， 57才。
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9684 〔奥村家和歌雑集〕 16.91ー79 9691 小倉山荘色紙和歌 16.91-86 

明治8年(1875) 手写

9丁おm 22T 22cm 

9685 白山比峰神社歌会披講 16.91ー80 ~f 句

手写

3丁 26cm 〔由比勝生発句集〕 16.91-87 

明治17:年(1884)6月1日銭講。 前田家編輯方手写明治年間

12丁 24.5cm

9686 千代のかさし 16.91-81 勝生は長次郎，寛文元年(1661)前囲網紀に仕

杉本藤平明治28年(1895)刊 え， 禄400石， のち5∞石， 奮を好み，筆禄を

50丁 22.5佃 「たもと草」と称した。享保4年(1719)没，

和歌集，なお朱筆の書込みあり。 84才。

9687 国風十一種 16.91-82 9693 丙辰千旬 16.91-88 

前田家絹綿方縮 有沢武点〈相体軒〉箸

明治年間 自筆元文元年(1736)

86丁お.5cm 59丁 22.5側

目録一三世類集〈横山政和鏑).春霞集〈横山

編)，福居の詠〈奥村栄通著)，詠大乗寺山眺望 9694 千代尼発句集序践 16.91-89 

八景倶村栄実箸).栄掲n三国思追悼歌〈横 手写

山政和等十人著)，詠史百首〈横山政和).詠史 6T 24cm 

三十六首〈狩谷竹柄著).米積和歌集(高畠米 蓮二坊〈支考〉の千代女宛脅状， 伝千代女書

積著)，藤園会類故審(高畠米積手輯より抜 〈享保1伴本五舎人宇中誌之).麦林〈乙由〉

審)，詠花百首〈奥村栄実著)，詠史歌仙〈同人 の千代女宛害状，対加陽千代女〈句作〉加州金

著〉。 陵半化坊〈蘭更〉後序〈宝暦13年〉南越藤松悶

の句集政〈宝暦14年〉を収む。なお宇中は小松

9688 〔蘭草賦〕 16.91-83 I の人で千代女の先輩。

1枚 34X50.5cm

富田権六郎旧蔵。色紙。 I 9695 郷土俳人伝抄 16.91-90 

能順等箸

9689 歳旦〔詠歌〕 16.91-84 前田家締斡方手写明治年間

東梅等著 12'丁 25ω

1枚 32X斜佃 堀麦水，千代女. ~t放の俳人伝について，漸得

詠者は他にかつ女，三輪女，玉女，政女，みさ 雑記，続漸得雑記，政簿記，耳目甑録よりの抄

ほとあり。 写。

9690 増補和歌題林抄 16.91-85 9696 郷土俳人句集抄 16.91-91 

手写 前田家編輯方手写明治年間

12丁 12X18cm 14'丁 24.5cm

巻十一雑部下を写したもの。 立花北枝，高桑蘭更，成田蒼此，僧凡兆，井波

!日書名「和歌題林抄・雑部J。 浪花，野々口立回，千代女。
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τ雪環

官
官文

歌のなかに「天保の八つのとしJ云々 とあり。16.91-92 発句稿

2通 15cm

桜室，海荘，枝室の作句など。

9691 

16.91-101 狂歌一首

1通

9106 

16.91ー102

16佃

加藩御座舟歌集

前田家編輯方編

明治年間

2冊お側

加賀藩領域を歌った風俗歌。

9101 

16.91-93 

様

24cm 

俳句評点集抄

手写

6丁

A-
，
 

9698 

16.91-103 邪々無邪集

初代堀越左源次箸

17丁 23佃

表紙に「阿北斎独吟邪々無邪集加陽金府住無

手勝骸皮」とあり，文中に「五足斎円明Jr質
沢山左源寺」とあり。

9108 

16.91-94 源氏今ゃう

横山政和著

4T 23cm 

源氏物語の巻名を題としたもの。

96鈎

16.91-95 四季今ゃう

手写明治5年(1872)

5丁 11.5x 18佃

正月より 12月までに分つ。

-&100 
タ1

1
l
l
-
-
h
i
t
-
-

文章小説特16.92

16.91-96 今ゃう

15丁

9101 

9109雛太平記

今川了俊著

手写 〔江戸初期〕

26丁目.5X18cm 

応永9年原本成立。

説
12X 18cm 

16.92-1 

太平記都伝理尽紗

有沢永貞手写

14冊 23佃

原本は，奥書に文明2年(1470)8月今河駿河

守入道心性が家伝の番を写して名和肥後刑部左

衛門に謹呈したと記す。

16.92-2 9110 

16.91-97・

-風俗歌

堀越左源次狂歌集

前田家編緯手写

57丁お.5cm

政郡記のうち，文化4年12月，同7年6月， 12 

月の記事の抄と朱注あり，左源次は加賀藩御用

の壁塗職，父子2代とも狂歌を普くす。初代は

文化7年8月16日没， 64才。 2代は万延元年，

83才て没。旧書名「狂歌集J。

明治年間

歌狂

9102 

16.9去一3太平記来白書之写

前田家編輯方手写

7T 25佃

帝国大学編年史編纂掛所蔵本の写。

9111 

16.91-98 山
山歌十歌狂人

写

通

門

手

1

田上9103 

明治年間15.5cm 

16.91-99 狂歌等写

奥村栄実手写

2冊おm

9104 

16.9含-4

元禄6年(1693)

陸奥話記

今枝直方手写

30丁 20cm

別名「限奥物語」。

天保8年 083η

9112 

16.91-1∞ 狂歌

3通

9105 

-612-
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説・文 章

9713 あま夜物語 16.92-5 

手写正徳6年(1716)

59丁 24.5ω

「あま夜物語Jr太閤記之内瀬川妻艶書写Jr増
田甚之介物語J(甚之介は黒田筑前守家中で衆

道の事で喧略〉の 3本を収む。

9714 (三国水潜合伝) 16.9ト 6

金聖嘆批点毛宋尚評

清国老会賢堂刊

24冊 18x11.5cm 

別名， r繍像漢宋奇書J(英雄譜)， r四大奇番第

一種J(聖嘆外寄〉。内容は「三国定、演義J120 

回20巻と「忠義水稀伝J114回17'巻とを合刻し

たもの。

旧書名「繍像漢宋奇書英封儲」。

9715 遠州小夜中山由来書三種 16.92-ー7

刊

6 T 24.5cm 

「遠州小夜中山夜暗之石苧婦男子音八蹄す之由

来全Jr遠州小夜中山無関之鐙川中宗仲鶴見因

幡之由来全Jr遠州小夜中山化鳥刃之雄子上杉

三位卿退治之由来全」。

9716 忠臣ニ月雷 16.92-8 

手写

14丁 24.5cm

武州金沢の城主米倉某の家臣永村伴右衛門が窓

事をたくらみ，源蔵なる者を殺害して処罰され

る筋の物語。

文 章

9717 閑窓記践 16.92ー 9

手写

6丁目.5X18佃

大野木克征旧蔵。なお， r閑窓記」は大野木克

明の著。

9718 蟻光斎ノ記 16.92-10 

室直清〈鳩巣〉著

脇田尚方手写弘化3年(1846)

巻子1 30.5cm 袋入

脇田尚保旧蔵。元禄14年(1701)室鳩巣の箸し

た加藤子厚〈謙光斎〉についての記文。

9719 (大伴家持駒碑文等) 16.9公一11

手写

6T 24cm 

内容は，文化13年(1816)直孟温撰「中納言大

伴家持卿碑.j，正四位下伊予守加茂県主直兄

「射水郡放生津町八幡社境内ユ建設有之家持卿

碑文J，宝永5年 (1708)島氏藤原永能鋳「長

朔寺〈在放生津〉党鐘銘J，元禄3年(1690)

平時成護勤「長朔寺墓地中=建アル奥村殿碑石

ノ哀」野口忠五郎旧蔵。

9720 作詩作文-草稿

明{命堂編

16.9公一12

享和元年(1801)

12T 24.5cm 

明倫堂学生の作品集か。.

9721 柴垣文章 16.9公一13

9722 

大島柴垣〈清太・相降〉編

前田編輯方手写明治年間

3冊 23.5佃

①柴垣文稿@灘堂先生捌正都文三首，拙文五

章(安積艮斎批閲)，精塁伺庵両先生匙正詩文

稿，伺庵古賀先生捌正詩文稿，拙文五章，詩文

稿，戊子詩稿③山園田渉，濯鰻会文詩，三古

堂図題等四種，附，林務披尺賊・対島島府中八

幡宮架鐙銘井駿・大島多計比古所蔵の写。

柴垣文芸続

大島柴垣編

前田家編輯方手写明治年間

55丁お側

16.92-14 

9723 閑回文筆平 16.92-15 

伴麓候著伴直樹等編

手 写 天 保13年 (1842)

3冊 23.5ω

原本は享和3年(1803)3月成立。資規の序文

あり。①巻 1--2②巻3--4③巻5。
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1

1

1

;

!

 

a . 

‘』

文

9124 狩谷之文

狩谷竹靭〈鷹友〉箸

5T 12x18佃

仮名文字の文章と和歌。

16.92-16 

9125 天馬賦大意

津田亮之助〈鳳郷)訳

4 T 25.5伺

16.92-17 

9126 致堂詩集序

横山政孝(致堂〉・柴竹箸

天保4年 (1833)刊

4T 22佃

柴垣の序と横山政孝〈致堂〉の自序。

外題「致堂ニ麓序J。

16.92-18 

9727 〔公憧践文〕

手写

3T 24佃

文政8年(1825)の作。横山政孝自筆の批評文

の書き込みあり。旧書名「致堂意見書J。

16.92-19 

9728 〔石野右近〕送序一章

下村貫孝著

手写天保7年(1836)

3丁 28.5佃

岡田様旧蔵。石野右近の越中の氷見，城端への

巡視行を送るはなむけの文。

16.9去一-20

9729 帯嬬聞記

金谷武英箸

手写天保11年(1840)

1通 15cm

天保11年，大聖寺藩主利保の世子の館「閤閤諸

室園Jの東の厨房に井戸を掘ったところ螺貝が

多く出た奇事から名づけたことを記した478字

の記文案。金谷武英は大型寺藩士。替は市JII三

亥。

16.92-21 

9730 蛍雷小記

村井長道〈浩翁〉著

手写，

16T 24佃

小木貞正旧球。文政13年(1830)成立，天保2

16.92-22 

-614-
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年 (1831)刊の写。漢籍，学問について。

9731 〔亀田綾瀬害蹟〕

亀田綾瀬著

自筆嘉永6年 (1邸3)

巻子1 44佃

16.92-ー-23

9132 〔横山蘭淵書蹟〕

横山政和箸

自筆

巻子1 26cm 

蘭洲は横山政和の号。

16.92-ー-24

9733 〔築庵金先生と〕筆語

横山政和編

手写

2冊お.5cm

同文のもの2冊。明治4年 (1871)横山政和が

名古屋に住む清国人全装庵と会った際の筆談を

記す。巻末に漢詩あり。

旧書名「筆語」。

16.9去一2，1)

9734 丙子筆語

横山政和編

2冊 24佃

清書と原稿。開成学校支那学教授業松石との筆

談，番筒，詠詩などを記す。明治9年丙子(18

76)の成立か。

16.92-26 

9735 文章綴物

前田家編輯方手写明治年間

仮綴 1(31丁) 25ω 

湯浅木堂，海保儀平〈育陵)，横山政和，鈴木

平総，文山道人，藻寄東方履，湯川正路，高沢

達，安井顕比，山県有朋の漢文の文章集。

16.92-ー27

9136 前大僧正祐清書簡

成瀬当昆(主計〉編

前回家編輯方手写

49丁 23ω

成瀬吉勝所蔵の写。

明治年間

16.92-28 

9131 石台遺文

伊藤椴編

16.92-29 



siR 筆・風 京j

手写

4T 24cm 

岡田様旧蔵。石台〈奥村尚寛か〉の叙文，敏文，

墓記などを収録。

9738 白石先生紳書

新井君美〈白石〉著

手写

11冊 25.5cm

16.92ー，30

第1巻より第11巻迄。文章集。第3，9， 11巻

をのぞいて各巻頭に目次あれ

白石先生紳書

新井君美〈白石)著

手写

5冊 24.5cm

16.92-31 

今枝氏旧蔵。各冊に2巻分づっ。巻10迄。

黄葉木廃之書簡〔等〕

手写

仮綴1(23丁) 24.5佃

16.92-32 

木庵その他の人の番簡，漢詩，和歌など。

〔蔵頭蔵尾集偏〕

手写

1枚 21.5x82cm 包紙

「詩文集第九十一番Jと朱書あり。、

黒田漢風之追悼文

1通 16cm

特16.93 随筆・風刺

随筆・日記・紀行

官公須磨記

富田景周校

手写文化1併存 (1813)

11T 27.5cm 

16.92-33 

16.92-34 

16.93-1 

「松雲公採集遺縮類纂J175にもあり。

9744 幽斎道之記 16.93ー2

細川幽斎著

今枝直方手写正徳6年(I716)

26丁 26叩

秀吉の大友征伐に従って九州ヘ行ったときの紀

行文。天正15年 (1587)成立。

越後在
9745 府日記ひ~い草 16~93ー3

中原秀種著

前田家編輯方手写明治年間

3冊 23.5ω

原本成立慶長9年(1604)。著者が関ケ原戦後，

越後へ流されていた折の日記。内容は雑多であ

るが，越後の民俗をはじめ故事の解説枕草子，

古今集等の文学審の解説。

9746 老の慰

手写

18T 24.5佃

16.93-4 

慶長9年(1604)小瀬甫庵の随筆で・人の性格や

生活態度につき問答体に記す。 1本は真斎〈前

図式部短正〉の写本，文1本は真島莱の安政2

年(1855)晩秋の写本を底本とした写。

9747 紀行五種

前田家編輯方編

明治年閲

75丁 23佃

16.93-5 

。「己酉道中覚」中川重良著，写本，寛文9年

(166の著者が相州扇谷海蔵事こ遊んだ時記

した紀行文 てま
。「東海道紀行」浅井権*郎著，寺西直英手写

菊池大学の名が見え，内容は天和以前のもの

。「花のしおり」南部清定著，原本，著者は仏

学に精し， fi儲を好んだ

。「北行集」児島景諮著，享保元年(1716)原

本成立，天保4年(1833)存斎陸原淳手写。

前集は江戸から金沢，後集は金沢から江戸

(いづれも信越経由〉の道中の紀行，漢文

。「岐蘇紀行」金谷武英箸，写本，嘉永4年の

記述がある。

9748 列国雑雑のさた

今枝直方箸

元禄2年(1689)

33T 21ω 

16.93ー 6
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文

9749 壬申紀行 16.93ー7

今枝直方著

前回家編輯方手写明治年間

79'丁 23.5cm

今枝直規旧蔵。元禄5年 (1692)原本成立，著

者が藩主の命により，使者として江戸に赴いた

際に，途上の様子，江戸の状況等を記した紀

行。

9750 有沢紀行集 16.93ー8

有沢永貞・有沢武貞著

9冊 17.5X12佃

金沢から江戸の往復及び江戸在住記録。

①甲良紀行〈元禄7年〉

②元禄9年丙子年紀行

③丁丑紀行〈元禄1伴〉

@下向紀行〈元禄1咋〉

⑤元禄14年7月15日ヨリ御指図自う浅香

⑥享保1伴従江戸金沢迄紀行

⑦延宝4年

③延宝5年

@寛文13年8月ヨリ。

9751 甲成旅行日記 16.93-9 

今枝直方箸

前田家編輯方手写明治年間

2冊 23..5cm

今枝直規所蔵の写。元禄8年(1695)原本成立

著者が，年頭礼の使節として江戸へ出向した際

の道中日記。

9752 三日月の日記 16.93ー10

浅香久敬〈通郷〉若

森田平次手写明治31年(1898)

123丁 23.5ω

昔ま7
";JX 

う途上，能登各地の風景，放鷹の様子，それら

を題材として詠んだ詩歌を書き記した紀行文。

旧書名「能州日記Jo

9754 能州紀行ニ種

森田盛昌箸

手写

58T 23cm 

16.93ー12

宝永元年(1704)の能登巡見〈能登一覧記)，

享保2年 (1717)出船御用として能州内浦ヘ赴

く〈能州紀行〉を収録。

9755 東北道記

前田知額箸

前回家絹綿方手写明治年間

42丁おω

16.93-13 

今枝直規所蔵の写。宝永元年(170心著者が中

宮温泉に遊んだ時の発句，日記と観明軒能順の

読後の感想文を収録。別巻として今枝直方の連

歌と観明野の添削あり。

9756 老ての京のぽり 16.93ー14

今枝直方著

前田家編輯方手写明治年間

104丁 23.5cm

今枝直規所蔵の写。中御門天皇の即位〈宝永7

年11月)，祝儀の使者として，京へ上った時の

記録。

9757 唐崎松之記〔等) 16.93--15 

今枝直方手写享保7年(1722)

10丁 26.5叩

「唐崎松下影向之記Jと「中堂立柱宣旨写Jを

含む。

原本は元禄9年(1696)成立。久敬は加賀藩の I 9758 青地紀行 16.93ー16

国文学者。 I 背地礼幹著

9753 能北日記 16.93-11 

今枝直方箸

前田家編瞬方手写明治年間

61丁 23.5cm

今枝直規所蔵の写。元禄16年(1703)原本成

立。今枝恒明が義父民部直方と和倉湯治に向か

-616ー

手写

44T 21cm 

享保8年 (1723)著者が使者として会津へ出張

したときの公私にわたる覚書，会津へ至る行程

を詳述している。著者菅地礼幹 (1674......1744)

は役料200石を受け，小将組頭を勤めた，著書

に「可視小.~J， r俊祈賂夜j 等がある。



随 筆・風 刺

9汚9 哨随筆 16.93ー 17

森田盛昌著

前田家編輯方手写明治年間 ._ L 

M‘えま)~. /.::.~ 
90丁 23.5側、f'::，二

原本は上巻は享保11年(1726)，下巻は同12年 r

の成立。問書を収録。

9760 木曽路記 16.93-18 

竹田昌忠著

森田平次手写

94'丁 23.5cm

「木曽路紀行Jr路中名所和歌Jr附録道程記J

「道中見聞来館eJを収録。著者が寛延4年 07
51) 8代藩主重県の参勤突代の供人として江戸

ヘ行った時の紀行文など。

9761 宝暦十二年御記 16.93-19 

手写宝暦1持 (1762)

11丁 24畑

中川典克旧蔵。宝暦12年 (1762)10， 11， 12月

の公家の日誌。

9762 道乃記 16.93-20 

通査著

手写

21丁 23佃

成瀬正居所蔵の写。同年11代務主前田治傍が官

位を受けた際の京への進物の使者として 7月22

日出立. 8月17日帰沢の紀行文。明和8年(17

71)原本成立。

9763 能登路記 16.93-21 

太田道兼箸

前田家縮偶方手写明治年間

2冊 23cm

安永6年(1777)成立。特 16.84-63と同時期

に記された紀行文。

①高松よ狼煙②寺家よ子滞。

9764 東海道運行記 16.93-22 

森田平次手写

2冊 23.5ω

享和2年(1802)原本成立。写本を写したもの

で，再写に当り誤字を訂正し，上下2冊本とし

た。 11代藩主治倫致仕後，東海道を経て帰藩し

たときの供人の記録，行程とともに古蹟，詩歌

を収録。

①江戸より遠江国掛川までの記録

②袋井より帰城までの記録。

9765 能登滋記 16.93-23 

金子有斐著

手写

38'丁 23ω

岡田様旧蔵。文化13年(1816)3月能登を旅行

した漢文記録。

9766 お庭牒 16.93-24 

瀬玉奔箸

自筆文政7年 (1824)--明治4年(1871)

3冊 12X18cm 

庭の木や花の状態を書き記し，その他趣味も書

きのせている。

9767 お庭牒 16.93ーお

横山蘭腕箸

文政7--1伴 (1824--27)

2冊 12X18cm 

庭の木や花の状態を書き記す。その他趣味につ

いても記す。

9768 白山遊覧図記 16.93-26 

金子有斐著

文政12年(1829)

126T 26.5ω 

白山とその周辺についての紀行。形勢，小説を

記し，登路，渓谷の絵図を付している。

9769 白山史図解譜 16.93-27 

金子有斐箸

横山政和手写明治17年(1884)

29T 26仰

前田孝央旧蔵。穂来から白山までの案内容。途

中の諸村の状況，地形等を絵図を付して解説し

ているo

9770 登立山記

源士業著

16.93-28 
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胃液日行

文 堂z書zrt 

天保11年(1840) の利嗣に合流すベく，東京より旅行した際の随

6丁 24ω 行記録。野口之布の評を付す。

岡田様旧蔵。漢文。

9776 紀行七種 16.93-34 

9771 木曽路乃記 16.93-29 前田家綿綿方縞

広瀬某著 明治年間

27丁目x16cm 38丁 23cm

広瀬知良旧蔵。金沢より中仙道経由江戸までの 「小松近郷巡覧記Jr小松往来道中記Jr小松よ

道中記，弘化4年の記述がある。 り越前国境迄の記Jr小松より広瀬橋を経て金

沢ニ帰の記Jr吉崎道の記Jr小塩橋立道の記」

9772 続哨随筆 16.93ー，30 「吉竹村道の記」以上7筋を収故。それぞれ，

森田良郷編 道中の村々の名所，旧蹟等を記した紀行文。

前田家編鴨方手写明治年間

101T 23.5cm 97π 滋記等七種 16.93-35 

原本は嘉永3年(1850)の成立。内容は，文化 手写

10年京都四条雑劇騒動，幽霊之妻櫛，止直に果 62T 23. 5cm 

報あり，妹蜘の糸に釣あけらるる話，窮鼠却而 江沼郡奥山激覧之記，山中湯1:11来，山中瓶泉緑

犬を食，猿丸と銘せし脇刺，孝子異人より得一 起，湯治喪主巻，山中十景詩，越乃海さと，能

巻富貴となる。廻国修行者懸塊物語，壮士の水 登島適記の七筋。

入等々を収む。児女子の目覚し草にありし附，

輔齢醐の奇談を耕して 綿に肘と I'dTl8 肪古蹴 16.93-36 

記す。 津田鳳郷著

田中正義手写明治14年(1881)

9773 道中名所記 16.93-31 42T 23.5cm 

嘉永7年(1854)刊 石川訪古跡記，大野郷訪古?腕a，遊梅田11司記，

46T 8.5 x 17cm 椋部考古激記，笠間郷倣記.m谷郷?時記を収

“ 内題「金沢より京都まて道中名所記J，ri5中月 録。

次参詣記J，r大和めぐり」を付す。末尾に「金

9779 大野郷訪古帰表記府等願精舎蔵」とある。 16.93-37 

津田鳳卿箸

9774 木曽路紀行〔等〕 16.93-32 21丁 27.5cm

横山政和著 金沢近郊の大野郷，梅田，椋部，笠間等の旧政

5冊 12X18cm を記す。遊梅田洞記，ぉij{部考古遊記，笠間郷訪;f

①安政5年(1858)r木曽路紀行」 記を収録。

②「慶応二年九月二十八Hよりの紀行」

③「慶応三年十月二日よりの紀行」 9780 山中行記 16.93-38 

@慶応2年 (1866)r江沼郡奥山遊覧之記」 60丁彩色 24ω

⑤「慶応四年二月上京紀行J。 金谷孔彰旧蔵。金沢から山中温泉までの道程を

; ~ 村々，川，橋，温泉の宿名，名所などを含めて

9775 両毛紀行 16.93-33 記す。

加藤恒箸

18丁 2.1佃

明治17:年(1884)成立。前田利嗣(慶寧の子〉

の妹街子等が，日光を経て，伊香保混泉逗留中

9781 吉野部領十景記行

矢田四如軒著

手写

16.93-39 
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日

18丁彩色 2.f.cm

寛政4年(1792)著者が石川郡吉野谷村を探勝

するために金沢を発し，白山麓の山岸十郎右衛

門(大庄屋〉宅にいたる間の道中記。前書，あ

とがきの文書のほかはすべて彩色函である。別

名「吉野十景巡見記」。

9782 登獄紀事 16.93-40 

前田家編純方手写 明治年間

21T 25cm 

明治17:年 (1884)白山比噂神社宮司正八位横山

.政和の白山登山の紀行記録。末尾に明治21年の

藤田維正潜批の践ありo

9783 能登周環壮観記 16. 93-;U 

4丁 13X18cm 

本 を丘
ロロ

9787 黒羽織之節之章諮等

手写

6T 24.5cm 

16.93-45 

黒羽織党についての風刺歌，および調刺歌「六

歌仙風流物」。

9788 チョポクリ武士 16.93-46 

1通 14.5佃

浦賀へ黒船来航に際し武士の騒ぎを風刺したも

のo

9789 (ないない尽しとものはづけ〕 16.93-47 

2通 15.5cm

貧困，生活物資不足，疾病などを題材にした風

刺文。

輪島から時国村，箕浦村辺の記事。能登半島紀 I9790 (八嶋巷歌識文秘解〕 16.93-48 

行の一部か。 I 手写

9784 蟹谷郷滋言手術

津田鳳郷若・

41T 27.5 x 19.5cm 

16.93--12 

岡田様旧蔵。越中砺波郡蟹谷郷の位置，沿革を

記したもの，漢文で記されている。他にI r梧
尚文稿J，r賀能登淡斎橋本受六十帖序J等収

獄。著者は享和年聞から天保年聞に活躍した人

で，漢学を修め，明倫堂助教，審物奉行加人等

を勤めた。

風刺・滑稽

仮綴1(16丁) 24ω 

菅原広喜手写の写。

旧書名「八嶋巷歌文泌解」白

9791 i:海道寵剥歌

手写

18T 23.5ω 

特16.94 日 本

16.93-49 

語

9792 諸字訓窓 16.9l1-1 

9785 事保革命略志

今枝直方編

16.93-43 I 今枝直方手写宝永7年(1710)

享保2年(1717)

25丁 26cm

内題r享保革命前後略志，付其頃之江戸沙汰落

書集」巻末に享保2年，仲秋反古より撰出して

記した旨の源、怒遷詩子の政文，署名，印あり，

延宝~享保期の江戸の落盤を集めたもの。

9786 困窮百人弐首 16.93-44 

17了 22.5cm

「享保七壬寅年 (1722)江戸之落書」とあり，

37T 20.5cm 

「性理大全」の抜写，漢字の字窓を述ぷ。

9793 貴号・貴字・御別号

河合高著

16.94-2 

天保9・15年 0838・44)嘉永5年(1お2)

3通 36cm 包紙

貴人の名，称号のあり方を考察。

9794 なでしこ 16.94-3 

富田景周著

手写弘化3年(1846)
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9795 

9796 

9191 

9798 

9799 

81丁 23cm

言葉の解説。

〔書簡文言考証等〕

前田家編輯方手写

'47了 24.5佃

文

16.94-4 

明治年間

岡島忠四郎等の書状および番状文言の考証等。

旧書名「岡島忠四郎番簡等」。

延喜式字註問書

48了 23.5ω

16.94-5 

今枝氏旧蔵。延喜式にみえる文字の解義。

和漢千字文集 16.94-6 

長崎健〈浩斎〉編

合綴 1(2冊) 24.5cm 

「越中高岡癒医浩斎長崎健翻対面輯J5編分の

総目をあげ，叙古千文，続千文，広千字文を記

した1冊と. r祭祝寿千字文jを記した1冊を

合綴。

漢磁字源

3冊

字鏡集

25ω 

菅原為長編

手写

47T 25cm 

字鏡集20冊の内第十巻。字典。

16.94-7 

16.94ー8

9800 書札礼法

手写

16.94-9 

9801 

9802 

91丁 19.5佃

白井憲成旧蔵。

当用書札

手写

2冊 23cm

益知館旧蔵。上・下種状かき方字典。

文章草案

前回貞事縮

自筆

11冊 20叩

16.94-10 

16.94-11 

9803 

9804 

9805 

9806 

9807 

-620ー
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前田貞醇旧蔵。笹状文例集。

政頼流鷹方文字之事

手写

4 T 8 x18佃

16.94-12 

鷹という文字の使用方法について記す。

殿文字御調方格式〔等〕

手写

3通 17.5--20.5佃袋入

16.94-13 

殿の文字の相手によって寵く位置の説明。

短築之義考案書 16.94-14 

津田亮之助鳳卿箸

2丁 2.45ω 包紙

短繋の名称について述ぷ。短繋は背の低い燭

台，鳳卿は御馬廻 250石，文化元年以降明倫堂

助教，文政5年寄物奉行となり尊経閤文庫を管

理す。和漢の奮を渉猟して土庶典故に明らかで

あった。弘化4年 (1847)没.69才。

旧書名「短繁之義J。

特16.95 彫刻 工芸

木工・家具什器

御式正御枕之図 16.95-1 

手 写 安 政5年 (1858)

5枚 27.5X33佃袋入

渡辺府旧蔵。枕について， 台，表生地などの

図。

①御祝之枕・天之図

② グ ・平之図 27.5x40ω

③ グ ・貌図 28x21伽

④ グ ・南天図 28x21伽

⑤長御枕之図 28x2伽 10

表納戸道具由来

前田家編輯方手写

122'丁 23.5cm

明治年間

16.95ー2

嘉永2年(1849)前田図番貞事が加須屋十左衛

門所持の留帳を，津田兵三郎を通じて借用して

写したものの写。
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際ケ

彫 刻・工
-
L

宮山

16.95ー 3 I 9816 松平越前守殿御飾附写

手写文政9年(1826)

8丁 25ω

渡辺府旧蔵。

9808 調度掛寸法図式

手写

5枚おx30.5ω 包紙

調度掛の部分寸法図

①前

②後 83x30.5ω

③脇 63x30.5ω

@面之図 30.5x34.5ω

⑤請板之図 30.5x32.5倒。

16.95-11 

9817 黒棚三棚飾り様の大略

5T 24ω 

渡辺庸旧蔵。

16.95-12 

9809 衝立之図絵

3枚彩色 54x38.5佃

衝立の表裏の装飾図柄。

9818 (三宝図〕

16.95-4 I 平井源丞著

絵図1枚 17.5X18cm 

9810 (姫君様御住居御式台懸さほ寸法絵図〕

16.95-13 

石 エ

手写

絵図 1枚 28x39cm 包紙

渡辺府旧蔵。

16.95ー 5 I 9819 (梅花硯図〕

天保9年 (1838)刊

3丁 27.5x 20cm 

図と御賜梅花硯記。前田恒家旧蔵。

9811 積物 16.95ー6

巻子1 18.5ω 

上巻のみ。木具台に各種の衣類，魚， 鳥，武

具，馬具等の載せ方を図で示し解説したもの。

御置物台前通り御絵形唐木等惣彫物仕立

16.95ー 7

巻子1 53cm 

置物台の設計図。

膳等食物居台見取絵図

手写

絵図 1枚 24x35cm 

杉材の台の見取図。

16.95-8 

〔傭細工絵本) 16.95ー 9

播磨屋五郎兵衛・和泉屋字作刊

3丁彩色 21cm

大坂四天王寺西門横で催された箆細工の遅架像

などの見世物案内書。

別名「対疲於天王寺鰭細工為見物之図」。

〔雪隠井剣掛〕見取絵図

絵図1枚 24X36cm

16.95-10 

16.95-14 

9820 (盆石について返書) 16.95-15 

手写

1通 15cm

理兵衛宛。盆石説明曾状。

鍛 冶

9821 加越能鍛冶系図

手写

3冊 24ω

加越能万剣鍛冶系図で貞享4年 (168の成立。

16.95-16 

9822 加越能刀鍛冶略伝 16.95-17 

前田家編輯方手写明治年間

33丁 23.5佃

藤島友重及び宇多国光の家譜，御領国万鍛冶由

緒帳〈享保5年〉を収む。

9823 栗田口国光刀之由来

駒井守情著

自筆明和6年(1769)

15m 38cm 包紙

駒井家伝栗田口国光万 1腰所持由来。

16.95-18 
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9824 御家刃御物志

今枝直方馨

自筆

21T 19.5ω 

文

16.95-19 

前回家代々の参勤，御成，婚礼の時に拝領，進

上のもののうち名剣，高価のものを記す。

9825 御太刀井千貫以上之御刀脇剥

手写

7丁 23.5cm

16.95-20 

江戸土蔵に所蔵のものと，そうでないものと区

別して記す。

9826 (大伝太御太刀・小鍛冶御薙刀由来書写〕

16.95-21 

本阿弥光甫著

手写

3 T 23.5cm 

万剣由来〈鑑定，極付)，今枝民部宛。

9821 (刀剣之名書由来等覚〕

駒井五左衛門等箸

手写

6通 16.5......271ω

16.95-22 

万剣の名書由来，万剣目録，研屋弥太郎の鑑定

による万剣値段定。

9828 (万銘鑑定覚書] 16.95-23 

鈴木権八著

手写

巻子1 17佃

万剣の銘鑑定番と万剣所持者由来番。

9829 (栗田口国光之刀=付害状] 16.95-24 

駒井五左衛門著

手写

1通 17佃

粟田口国光万所持由来と本阿弥家の鑑定年など

を示す。宮永五郎左衛門宛。

9830 堕定書 16.95-25 

島田某手写文政7年(1824)

17丁 7x 18cm 

島田孝郷旧蔵。鑑定基準になる万剣部分等の造

...... 
Z芯

りや，名万を書上げてある。

9831 (刀剣ニ付書上書〕

鈴木権八著

手写

巻子1 17cm 

万の鑑定書。

9832 刀剣焼刃ノ図

11丁 23cm

図を載す。中川典克旧蔵。

9833 石州貞行之刀祷之覚

手写

1通 16cm 包紙

9834 (千手院短刀覚書之控〕

手写

1通 17cm 包紙

16.95-26 

16.95-27 

16.95-28 

16.95-29 

包紙に「石州貞行治部金重兼定平城城之覚書之

控Jと表記あり。千手院短万捺の説明書。

9835 万剣御葛鏑入御書物目録

手写.

1通 17cm

16.95-30 

古万鍛冶固形大焼。三州鍛冶集など番物名の目

録。

9836 相州康国御脇指之札

1枚 30X5佃包紙

相州康国脇指金壱枚なりの札。

9837 (刀剣図等小紙〕

手写

12枚 6x 15ω 

陶

9838 加賀国陶器史料

‘・仏
'ロ

前田家編輯方手写明治年間

合綴 1(5冊) 24.5cm 

16.95ー31

16.95ー32

16.95ー33

「加藤恒撰・明治21年写・加賀国陶器史料(九

谷焼について)J r五品共進会追賞授与証の

写J，r九谷陶窯沿革〈農商務省報告)J r.九谷
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番

陶窯沿革物産沿革中の抜雷)J r能美郡陶窯沿

革」。

9839 春日山陶器場之図

手写

絵図 1枚 68x40cm 袋入

16.95-34 

9840 武田秀平指出俣書類之内集録 16.95-35 

前田家編輯方手写明治年間

12T 24.5ω 

武田秀平は信興，号有月，民山焼の担という。

姫路城主酒井雅楽頭家臣花井四郎兵衛の11男，

文化1・1年金沢に来り，春日山持地にて陶器を焼

く。銘に民山と記した。

旧書名「武田有月ヨリ指出候害額之内集録」。

函

9845 (御硯箱井五十嵐系鰭〕

手写

2丁 24叩

硯箱と製作者について記す。

9846 御構箱図

手写

1枚 24x17.5佃包紙

渡辺府旧蔵。梅輸内御紋廿五摺箔。

9847 (御髪置御箱見本絵図〕

天保6年 (1835)

絵図 1枚 38X27，ω 包紙

16.95-40 

16.95-41 

16.95-42 

渡辺府旧蔵。土肥権大郎献上之下絵とあり。

「白髪入御箱上絵J(紺着置上金泥筋書〉。

9841 楽焼系図

手写

16. 95-3~ I 9848 浅黄御椀之図 16.95-43 

1枚 24x18佃

文新斎目録三の抄。元祖長次郎より 2代吉左衛

門に至る。

9842星野宗以害状

星野宗以著

自筆

1通 32cm

16.95-37 

萱の値段についての脅状，藤岡宗碕宛。

9843 笠袋図

手写

染.

1枚 18.5x48伺

笠袋作成解説図。

織

漆エ・箔エ

16.9忌ー，38

手 写 弘 化4年(1847)

1枚 28X38.5佃包紙

渡辺庸旧蔵。清水九郎右衛門より差出候写。

9849箔の紋様見本 16.95ー44

絵図 1枚・箔2枚 27.5x39佃・ 8.5x7cm 

• 7.5x4.5佃包紙

渡辺府旧蔵。幸菱形，亀甲形模様2枚の箔片を

含む。

旧書名「盛菓子図」。

9850 (小刀蒔絵下図〕

手写

2枚 27x40cm

特16.96 書

書 画

16.95-45 

画

論

9844 五十嵐道甫為代云々等 16.9ト，39 I 9851 手鐙目六 16.96-1 
前田家編輯方手写明治年間 | 手写

4丁 24叩

蒔絵師御用勤め関係の記録，町奉行所宛の文醤

などー

『ー623-

71丁目.5cm

勅筆など書道家の人名目録，寛永11年 (1634)

の奮の写。

『司司



'9852 

‘
 

• • • • • • 
4

・

文

書体例書

山本基庸手写享保2年(1717)

12丁 31.5x 21.5cm 

16.96-2 

9853 [書道相伝之響紙前審〕

富田織人著

手写

1通斜ω

富田権六郎旧蔵。安永4年(1775)，山本流書

道相伝につき伝受内容の誓約。

16.96-3 

9854 書函論

榊原守典手写

84丁 27cm

内容は「淳化秘閣法帖考正Jr傾文費害虫諮紗」。

16.96-4 

弘化2年(1845)

9855 書画論合集

榊原守典手写

124T 27cm 

16.96-5 

9856 書体雑録

67T 25伺

漢字の書体を集めたもの，印も含む。

16.96ー6

9857 16.96-7 書法

河内貞侯編

3冊 24cm

手習をする心得之事。筆持様之事以下70条ばか

りの書法を記す。

9858 渠燭談.

山崎雲山著

前田家編輯方手写

13T 24佃

北村愛三郎所蔵の写。

16.96ー 8

明治年間

9859 古書画文房器物〔所蔵目録〕

横山致堂著

文政11年 (1828)-嘉永年間

3冊 12X18cm 

書，絵画，文房具，遊芸具などの目録。

16.96-9 

9860 酔古堂剣掃

榊原守典手写 安政6年(1859)

16.96-10 

-62.!ー

合
一
尚

2冊 27cm

11巻よりなり，史記・漢書・唐害を原典とした

画賛用例集。

9861 図絵宗奨抄録

榊原守典手写

89丁 27佃

張彦遠「叙画源流J，郭若虚 F論製作措模J郭

煎「函訪IIJ等絵画に関する諸論抄録。

16.96ー11

天保14年(1843)

9862 猿田彦銅女命両神霊感得賦

聴雪窓寂樵著

自筆明治11年 (1878)

巻子1 25cm 

猿田彦・銅女命の尊像を得るの記，猿田彦神再

考，両尊像作者について記す。

16.96-ー12

書 道

9863 〔高田流系譜覚〕

手写

1通 16伺

書道高田流を始祖賀茂甲斐から高田翰司良まで

の系議。

16.鉛 ー13

9864 坊城入道・金森宗和・小堀遺跡!書状写 16.96ー14

手写

仮綴 1(2丁〉・ 2通 24cm 16.5・24cm

9865 嫌徳公画像賛

僧石蘭著

関渓堂主人高窓英手写

巻子1 33cm 

富田権六郎旧蔵。謙徳院は8代藩主重県，宝暦

5年宝円寺石蘭の賛の写。

16.96ー15

宝暦7年(1757)

9866 晩香堂蘇愉

榊原守典手写

3冊 27佃

天保13年 (1842)

16.96-16 

9867 緯帖

榊原守典手写

3冊 27cm

16.96-17 

天保13年(1842)



害 商

9868 諸法帖合集 16.96-18 9878 顔魯公拍 16.96-28 

榊原守典手写天保13年 (1842) 榊原守典手写弘化2年(1845)

54'丁 271佃 2冊 271ω

碑銘の写。 顔其卿の書を写す。

9869秘閤拍 16.96-19 9879 黒縁亭聾定宋四大家姑 16.96-29 

榊原守典手写天保14年(1843) 榊原守典手写弘化2年(1845)

3冊 27cm 45T 27佃

9870 戯鴻堂帖 16.96-20 9880 諸法枯雑集 16.96-30 

榊原守典手写天保14年(1843) 榊原守典手写弘化2年(1斜5)

5冊 27cm 73T 27ω 

天子廟堂碑，奥州松島記，多宝寺道因法師碑。

9871 淳化帖 16.96-21 

榊原守典手写天保14年(1843) 9881 顔柳ニ公合集 16.96-31 

10冊 27ω 榊原守典手写弘化3年(1846)

中国の皇帝，書家の曾を集む，第10巻に「右寧 83丁 27cm

寄，淳化帖逸本」とあり。

9882 皇国碑文合集 16.96-32 
9872 星鳳楼帖 16.96--22 榊原守典手写弘化3年(1846)

榊原守典手写天保14年(1843) 38丁 27cm
3冊 27cm

9883 集古拙 16.96-33 
9873 趨抽合集 16.96-23 榊原守典手写弘化3年 (1846)

榊原守典手写天保14年(1843) 2冊 27伺

59T 27ω 

9884 集古続枯 16.96-34 
9874 停曇館帖 16.96-24 榊原守典手写弘化3年(1846)

榊原守典手写天保14年(1843) 43丁 27cm
4冊 27cm

9885 快雷堂法帖 16.96-35 
9875 清華滞趨姑 16.96-25 榊原守典手写 弘化3年(1846)・嘉永元年

榊原守典手写天保15年 (1844) (1848) 
3冊 27佃 3冊 27cm

9876 滋慧堂墨宝 16.96-26 9886 白雲居米姑 16.96ーs6
榊原守典手写天保15年(1844) 榊原守典手写嘉永3年(1850)
2冊 27伺 47丁 27叩

9877 李北海肱 16.96ー'27 9887 法帖 16.96-37 
榊原守典手写天保15年(1844)・弘化3年 刊
(1斜6) 10帖 31.5ω 箱入
53T 27佃 ①歴代帝王法密(g)-④歴代名巨法帖⑤諸家

漢文の書写。「逸翁Jr三痴」は守典の号。 古法帖⑥~⑦諸家法帖。
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文 背
広

9888 ニ王真蹟拍

92T 27ω 

16.96ー.38 19897 古印秘説

新厚景縞

手写文化13年(1816)

9900 幸若舞曲考

森田平次著

16.96-43 I 手写

18丁 23cm

9889 永平寺太白禅師書写 16.96-39 

手写

1枚 32X74cm 

9890 京都金石文集抄 16.96-40 

前田家編輯方手写明治年間

14丁 24.5ω

絵画・銘・築刻

9891 日光御廟十六善巨木像之写 16.96-41 

脇田尚方手写天保6年(1835)

1枚 78x56cm

脇田尚保旧蔵。東照大権現〈家康〉を上位にし

て，重臣の鎧姿の人物を配置。「天保六年三月

下旬写之」として脇田尚方の印あれ

9892 御本丸御普鵡御表奥向共御張付御杉戸之御給様筆

16.96-42 者取調

手写

18丁 11.5x18.5cm 

前田栄次郎旧蔵。内容は天保15年 (1844).城

中部屋，廊下仕切など杉戸絵様と筆者名を番上

げているo

9893 (永貞先師画像〕

1枚 40x33.5ω

脇田尚保旧蔵。下書きである。

16.96-47 

12T 24佃

岡田隷旧蔵。印章製作由来と印字，印形，印彫

等に関する説明。

特16.97 歌 舞 ・ 音 曲

音曲・舞踊

9898要豪紗

胆恵著

手写

16T 24畑

原本は文永8年(1271)成立。潟鼓，一鼓，鉦

16.97-1 

鼓の拍子取についての説明。

9899 残夜抄

藤原家基〈浄妙寺〉著

手写

32丁 24cm

貞享2年(1685)左僕射写の写。別名「迷路

抄」舞楽の諸事を記したもの。刊本「群書類

従」巻第3470

16.97-2 

16.97-3 

9894 巻物包図

1枚 40x94ω

巻物包の表図o

9901 越天楽井今ゃう

16.96-44 I 手写

14丁.11.5x 17.5佃

飽笛〈横笛の一種〉の譜，主義集〈ひちりき〉の

穏を記す。旧書名「横笛譜越天楽芥今ゃうJ。

9895 鷹巣子園

手写

2枚 87x48cm

騰に巣子の掛図のデッサγ。

16.96-45 

9896 東叡山石盤傭銘

手写

29丁 23.5cm

16.96-46 

16.97-4 

9902 琴鰭

手写明治4年(1871)

16T 11.5 x 17.5cm 

歌詞を記す。

16.97-5 

9903 絃上露琶ノアタリ

手写

16.97-6 
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歌 舞・音 曲

4丁 22cm を々記す。

9904 (御下屋敷ヘ紀伊守様外御招之節御合奏之品目) I 9910 (大象の図〕 16.97-13 

16.91ー 7 I 野村芳国画

手写 | 刊

1通 14cm 1枚彩色 36x 51cru 

合奏品目と演奏者名を記す。 見世物の広告。太夫元田中政直。

9905 川上芝居書類九種 16.97-8 能

前田家編輯方手写明治年間

22T 25cm 9911 花伝書 16.97-14 

長瀬成対日所蔵の写。内容は文政2年(1819)

の町人による芝居の演者，見物，勝手方等の記

，録。

柳川孝永手写寛政5年(1793)

63T 23.5cm 

明治11年8月七尾にて柳川金作塁上のもの。

9906 金沢俳優伝記 16.97'ー 9 I 9912 花伝書 16.97-15 

綿津屋政右衛門著

前田家編輯方手写明治年間

107T 23.5佃

別名「綿津屋政右衛門自記J。文政3年(1820)

卯辰茶屋町に遊廓が閲かれた事情，経営状態と

天保2年(183])禁止後にe織を招いて芝居興

行を計画したが失敗した経緯を記したもの。

刊本「芝居と茶屋町」。

川上芝居一件抜書

前田家編輯方編

明治年間

41T 23伺

16.97-10 

額彦四郎所蔵の写。川上芝居は金沢町犀川上新

町にあった歌舞伎劇場の芝居で，文政元年(18

18)から天保9年(1838)まで開場されていた。

その関係文書の抜華。

遊所歌舞伎等御尋之御請 16.97-11 

前田家編輯方手写明治年間

7丁おω

別名「正文繕E按番」。町方にはやる遊所，遊

びについてのお尋ねについて。

〔人形浄瑠務〕番組

手写

巻子1 18.5cm 

16.97-12 

中川典克旧蔵。人形，操師，語り，三味線の各

手写

30丁 29X21cm

9913 能楽記

前田家編輯方手写明治年間

2丁 25cm

能の起源，推移について記す。

9914 能優之事

前田家編輯方手写明治年間

3T 27cm 

16.97-16 

16.97-17 

葛巻昌興筆記按粋。能楽成立期の諸派について

のベ，また演者の動作，道具の説明。

9915 翁仕舞附

手写

1枚 24x35cm

踊り方注意書。

9916 能楽翁仕形附

1帖 21cm

9917 能仕舞作法考

手写

5丁 8X 18cm 

16.97-18 

16.97-19 

16.97-20 

演能の際の衣装・道具等についての注意書。
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文

9918 番附次第書類 16.97-21 

手写

7通 16ω 包紙

①寛永1持 (1635)正月28日於二ノ丸将軍家光

公へ仙台政宗御膳献上之節御能番組集

②文化6年 (18ω〉於金谷御慰ニ被仰付

③文政4年 (1821)佃島締火之番附

e児島能番組ノ類

⑥松平越中守殿額ユテ書物表題調侯大名々書

⑦今年ヨリ 5ヶ年云々 献立。

9919 公方様御抱宿御祝儀御振廻御能被仰付覚

16.97-22 

明暦2年 (1656)

53丁 23佃

能拝見の大名らの名書と献立，役者への下賜物

などを記す。

9920 ニ之御丸=テ御能被仰付覚書 16.97-23 

寺関与兵衛編

手写

7丁 12x18cm 

内容は貞享元年(1684)，能拝見を仰せつけら

れた大名衆の名魯き。

9921 幕府営中エテ松雲公等御能御動記録 16.97-24 

手写

3通 17叩包紙

内容は貞享3年 (1686)。千代田誠にて上意に

よる能仕舞勤方記録と徳川綱吉の能仕舞の拝見

記録。

9922 宝生大夫勧進能一件 16.97-25 

前田家編輯方手写明治年間

61丁 23.5cm

前田貞醇所蔵の写。内容は貞享4年(1687)。

勧進能御桟舗詰人之事i料理，諸色等作法。

9923 (能楽番附〕

5冊 11.5x18佃

有沢氏旧蔵。

①御能御難子〈元禄9年〉

②御能御蟻子〈元禄13年〉

③江戸御能番付〈元禄14年)

16.97-26 

;
!
1
1
6
4
0
1
4
1
4
A
 

守マ君"

せヨr
~ 

@金沢御能番付〈元禄15年〉

⑤御能御蝶子御番附帳。

9924 (能楽雑記) 16.91ー'27

前田家編輯方編

明治年間

49丁 23.5佃

前田貞醇所蔵の写。

。元禄4年9月26日江戸於御中屋敷新御舞台出

来初而被仰付御能井役附等

。元禄14年11月6日備後守様御招請被遊候靭御二

客付芥御鰐付覚書

o 5月21日御客

。2月27日宝円寺初御寺方御招請御能之刻御作

法

。元文2年，21日;神田御前様被為入御難子。

9925 記録 16.97-28 

手写

11丁 10.5x15cm 

能役者，番組，膳部，拝見人等を記す。表紙に

は元禄年間の記録とあり。

9926 (御入国御祝能相勤侯役者等J 16.97-29 

手写

13丁 7x 17.5側

表題「享保十乙巴年御入国以後之御祝御能被仰

付侯時分相勤侯江戸京御当地御役者且亦御細工

方人々覚J。江戸， 京都の能役者， 狂言師，地

謡方人々の扶持方記載。

9927 御能一巻控帳 16.97'ー'30

6T 24畑

中川典克旧蔵。享保13年(1728)2月19日・ 5

月15日。

9928 御能一巻 16.97-31 

前田家編輯方手写明治年間

51T 23ω 

内容は享保19年 (1734)のもの。

9929 (御能番付帳) 16.97-32 

手写

12丁 12X35.5cm 

-628ー



歌 舞・音 曲

内容は宝暦5年(1755)の能番組と演者名。

9930 御能番附

天明4年(1784)

1通 17.5cm 包紙

前回貞醇旧蔵。

9931 御能番附

天明5年(1785)

1通 19.5cm 包紙

前田貞醇旧蔵。

9932 [金谷御殿御能番附〕

天明6年(1786)

1通 16.5cm 包紙

前田貞醇旧蔵。

16.97-33 

16.97-34 

16.97-35 

9933 御能等御番附帳 16.97-36 

金谷御殿右築部屋縞

自筆文化6年(1809)

62T 12x37cm 

文化3年(1806)から6年(1809)藩主の能舞

台記録。

〔御城御造営御成就ニ付御祝御能番組〕

16.97-37 

手写

7丁 12X17cm 

成瀬正居旧蔵。内容は文化8年(1811)のもの

御規式御能御作法附〔等) 16.91ー，38

手写

44丁 17x12ω 

成瀬正居旧蔵。文化8年(1811)の規式作法附

役附番上げ，寺方振廻之節作法降f役附番上げ。

御規式能→牛

前田家編輯方手写明治年間

37T 23ω 

内容は文化8年(1811)。

16.97-39 

47丁 11.5x18.5c1I1 

内容は文化8年(1811)，城造営， 家督，入国

祝いのため演能の作法番。

9938 [御能拝見覚帳) 16.97-.1-1-

前回恒国綴

前田家編輯方手写明治年間

14'丁 24ω

内容は文化9年(1812)。

原題「御能拝見覚帳弁九月廿二日勝千代様御宮

参之節御酒等被下候義留置十二月廿二固めん類

等頂戴之義も記置J。

9939 宝生八左衛門罷出稽古之心覚

手写

2T 14x41cm 

内容年代は文化13年(1816)。

16.97-42 

9940 勝千f機初テ被遊候御能組 16.97-43 

手写

1通 17cm 包紙

勝千代は斎泰。内容は文化14年(1817)の能番

組と演者名を記す。

9941 御表御能方諸事留抜書 16.97-4-1 

手写

24丁 12x17cm 

中山直方旧蔵。内容は文化14年~弘化2年(18

17--45)の勝千代様〈斎泰〉初めて御能演者に

つき御祝下さるものにつき，御手附役者演能に

つきなど。

9942 御詔拝聴方留帳

手 写 文 政5年(1822)

3丁目.5x18cm 

揺拝聴者と能番組を記す。

16.97~45 

9943 御能御番附 16.97-.16 

手写

32T llx 18cm 

横山政和旧蔵。内容は文政8年~安政6年(18

御規式御作法書

有沢才右衛門箸

手写

16.97-40 I 25--59)。
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1

 

文

9944 翁立御能覚 16.97-47 

手写

1通お佃

南部祇知旧蔵。天保11年(1840)の演能次第を

記す。

ω45 御本復御祝御能組

弘化2年 (1845)

12丁 21X57cm 包紙

で包r
";z:3¥ 

9950 御能御番組初見被仰付候分留魯 16.97'→3 

手写

llT 12.5x34佃

早川随勝旧蔵。嘉永4年 (1851)の演目と演者

を記す。

16.97-48 I 9951 天満宮九百五十歳御神忌ニ付御能組 16.97-5・1

嘉永5年 (1852)

llT 21 x 57，佃包紙

天満宮は菅原道真。

鈎46 御能為拝見罷出候人々名書帳 16.97-49 

弘化2年 (1845)

2冊 12x35an

①2月11日13日御能為拝見罷出候人々名曾幌②

2月18日24日26日29日御能為拝見罷出侯人々名

寄帳。

l
i
-
-
j
I
 

P

E

-

-

1

・

9947 (御能拝見人等名寄) 16.91→o 
弘化2年(1845)

10冊 12x35.5側

①5月11日人持・本多刑部ほか

②5月14白人持・横山中務ほか

③ 5月16日人持・富田治部左衛門ほか

@5月19日人持・永井志津磨ほか

⑤ 5月21田沢田義門ほか

⑥5月24日寺社・御歩・御算用者・家柄町人ほ

か

⑦5月26日頭分・御附御大小将ほか

③5月28日御馬廻・御医者・与力ほか

⑨6月朔日本多刑部弟他美矢ほか

⑮6月2日御側小将ほか。

9948 勧進能番組 16.97→1 

手写嘉永3年 (1850)

6丁 12x33cm

嘉永元年於筋違門外晴天15日之間勧進能興行

〈宝生太夫〉。

9949 御表御能被下方抜書 16.97'→2 

手写

26丁 12x18ω

南部祇知旧蔵。内容は嘉永3年~安政5年 (18

50--58)の町役者，細工方など芸人への扶助金

額の番上げ。

I

l

i

-

-

i

 

i

、.

1

;

'

i

 

l
l
・h!
・la
i

9952 御能拝晃被仰付候神主共名書 16.97'→5 

1通 21ω 包紙

嘉永5年(1852)，r天満宮〈菅原道真)御神忌

ユ付竹沢御鎮守御用相勤候神主共へ同年四月廿

九日能拝見被仰付候名寄」。

9953 増上寺出張人御能拝見御能組 16.97'→6 

手写安政元年 (1854)

巻子1 24佃包紙

米鑑渡来につき防備のため芝増上寺へ出張した

人々の観賞した能番組。

9954 増上寺出張人御能拝見等之名書

手写安政元年 (1邸4)

2Jrr 28x22cm 
1.5-

9955 (江戸増上寺へ出張之人々御料理御能拝見名寄

等J W.91→8 

竹中某編

安政元年(1854)

14丁創価

小木貞正旧蔵。原題「安政元年十二月江戸増上

寺江出張之人々江御料理御能拝見被仰付候節名

害等諸事留」。江戸増上寺出張人の料理頂戴御

能拝見の際の記録。

16.91一号7

9956 [御能番付帳) W.91→9 

手写

37丁 12x35.5叩

小木貞正旧蔵。内容は安政2年~文久2年(18

55--62)。
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歌

9957 御能拝見方一件 16.91→o 
前田家編輯方手写明治年間

36丁 23.5cm

多国民所蔵の写。内容は安政3年(1856)。

9958 御能御番附 16.91ー-61

手写

30丁 10.5x17cm 

横山政和旧蔵。内容は万延元年~文久2年 (18

60-62)。

ー司

舞・音 曲

9966 宝円寺初御寺方御招請御能之刻御作法 16.91→9

手写

巻子1 15.5cm 

宝円寺，天徳院，瑞竜寺の僧を招請した能舞台

の作法。

9967 御能方勤功願

天保3年(1832)

33丁 12X18ω 

富田権六郎旧蔵。

16.97'ー70

四
分

間

μ

のロH

組

写

通

U

番

手

1
月

館

5

御n
u
d
 

R
1
M
 

内

U
4

n
u
d
 

16.97-→2 I '9968 (江戸御能役者御扶持高等) 16.97'ー71

手写

1通 17cm

江戸左府中御抱之の役者の扶持・高番上げ。

9960 御能御番組

手写

1通 14.5cm

16.91ー-63I 9969 御規式能井役者姓名 16.97'ー72

前田家編縛方手写明治年間

47丁 23cm

小木貞正所蔵の写。

9961 (能楽番組) W.97→4 

手写

仮綴2 12x36cm・16X75Cn1 

9962 (御能番附〕

手写

2通 16.5cm

16.97-65 

9963 御講釈御仕舞御能組

手写

2丁 12x36ω

論語講釈と能演目，役者。

9ク
9964 御能拝見之絵図 16.~炉-67

絵図 1枚 40x 56cm 

前田貞醇旧蔵官能舞台，拝見席の図。朱書・付

札あり。

16.97'一-66

9970 (京都江戸能役者名寄) 16.97'ー 73

手写

1 ~m 12cm 

名と扶持高を記す。

9971 手役者召抱→牛 16.91ー74

前田家繍緯方手写明治年間

2冊お.5cm

前田貞醇所蔵の写。

御国居住御手役者井町役者名前留記時16.91ー75

手写大正元年(1912)

18丁 12.5X18cm 

波吉宮門所蔵本の写。内容は安政5年(1邸8)

宝生流能役者の名書き。

9972 

9965 御能方

前田家編輯方手写明治年間

6冊 23佃

前田貞醇所蔵の写。

9973 出国家面之系図 16.97-76 

16.91→8 I 前田家編輯方手写明治年間

3T 24cm 

大島多計比古所蔵の写。出自家面の系図，出自

家系図，文書の写を収録，出自家は能面師。

-631ー



16.97-84 

せまF
A 

謡本舟立合

4丁 23cm

弓矢立合も含む。

9981 

文

言狂. 曲5密

16.97-85 〔謡独吟集〕

55丁 23cm

熊野，柏崎，花箆などTlo

9982 

16.97'ー77

16.97-86 謡番文章

巻子1 15cm 

謡曲の題目をおりこんだ一種の歌謡文。

9983 

謡雷租志

佐久閲覧台箸

文化6・9年(1809・12)

.... 2冊 27cm i侠・箱入

宝生流稲曲 210番の註釈で，世に行われる謡抄

の誤を正し，更に故事故突を勘考して審かに解

説したもの。

9974 

16.97-87 〔謡要律等〕

21m・4通 2-kr.t箱入

安江喜作旧蔵。①諮要律(菅野恭忠・ ~Jtf ・

153T) ②富田好ネL-，田中朋如の略伝 (2丁)

③菅野延栄手紙など〈安江喜作宛・ 4通)。

9984 

16.97'ー78謡雷租志拾遺

3冊 27cm 秩入

目揚言粗;ぷを補ったものo

9975 

16.97'ー79

16.97-88 〔謡初之覚〕

手写

巻子 1 24cm 

早川随勝旧蔵。内容は宝永4年~寛延4年(17

07--51)の稲初役人等の記録。なお裏文醤あ

り，文化6年の富永右近右衛門組支配人馬数番

上げの断簡。

9985 

謡雪組志訂補

渋谷重武等補

自筆

4冊 27cm

佐久閲覧台の謡言粗志における解釈上の難点を

訂補。

9976 

ォ

l
I
l
i
t
i

-1
1

1

1

1

1

1

f

1

4

 16.97-80 揺雪組志漏脱

3冊 23cm

9977 

16.97-89 御謡初之御作法

手写

巻子1 17cm 

横山大膳所蔵本の写。内容は宝麿7年(1757)

のもの。

9986 

盆正月

前田家編綿方手写

7T 24ω 

弘化2年(1創5)7月藩主斎泰の脚気平癒を祝

った「盆正月」の探諮曲の台本。

16.97-81 

明治年間

9978 

16.97-90 

明治年間

御謡初御給仕之次第

前田家編輯方手写

4 T 24cm 

内容は嘉永2年(1849)。

9987 

16.97-82 謡曲口伝紗

前田利保箸

手写

28丁2.'i.5cm

宝生流謡曲口伝紗(ー名，七宝秘蔵紗〉および

稲曲替手等口伝箇条について記す。

9979 

御謡初一巻留

前田家編輯方手写

59T 23cm 

波吉宮門所蔵の写。内容年代は嘉永 3年(18 

50)。

16.97-91 

明治年間

9988 
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16.97一 回好文木

手写

6丁岳lcm

揺本。旧密名「謡本好文木」。

9980 



遊 芸・行 楽

9989 御謡初之節御規式絵図

手写

絵図 1枚 32X43cm 

16.97-92 

小島為替旧蔵。大広闘における諮初めの規式指

図。

9990 長久築再記井諸事留写

手写

32T 24Cm 

16.97-93 

後東八郎兵衛所蔵の写。内容は享保10午(17 

25)，宝生流地諮問心中間寄合謡合について。

9991 卒都婆小町形稽古抜書 16.97-94 

5丁目x19.5cm 

「文化十二年十一月十三日卒都婆小町形初テ稽

古弥三ヨリ申聞之事共覚書」とあり。

特16.98 遊芸・行楽

茶道・香道

9992 台子ノ手前之覚

小堀遠州著

手写

4丁 2釦m

16.98-1 

内容は寛永16年(1639)の茶道礼法の覚記。

9993 小堀遠州i醤:状写

手写

巻子1 24cm 

16.98-2 

茶道〈道具~，作法など〉について筑前様宛曾状。

9994 御茶湯記録

手写

16.98-3 

12T 23.5cm 

内容は享保10年(1725)の茶道具類〈茶碗，香

炉，一行番など)の記載。

9997 御道具寄帳十三冊目録

弘化2年(1斜5)

17T 12x 18cm 

前田栄次郎旧蔵。

9998 増補六国弁書

諜光斎宜盤編

i鹿野畠章手写

19T 18X-13.5cm 

16.98ー 6

16.98ー 7

呑および産出国についての記述，原本は享保3

年Cl718)成立。

9999香之番

伊藤甚右衛門・遠藤七五三著

手写

12丁 25.5cm

原本は寛延元年(1748)成立。

10000系図香之額

88丁 24cm

16.98-8 

16.98-9 

内容は系図香之複，古今香之観，煙寛香之穣，

忍香之被，住吉香之穣，新月番之殻，三友香之

複，星合香之叡，三タ番之複，一二三番聞，草

木香之観，郭公香之観， 烏合香之閲，鴛香之

譲，三鉢香之複，字治香之憩，寄合香之開，四

節香之閲，山路香之複，五色香記，雨月番譲，

ち;，i蛭呑複，雪月花香之憩，四季香之観，雲月番之

聞，三景香之聞，寝覚呑之殻，時雨香聞，春秋

香閲，千鳥香之設。

10了 19.5cm I 10001志野家香道十三ケ条 16.98-10 

天保4年(1833)大広間で他された茶の湯の記| 手写

録。

9995 茶道雑録

前田家編緒方手写明治年間

10T 24.5ω 

9996 前田家名物御道具記

森田平次〈良見〉手写

5T 24cm 

刊本「日本庶民文化史料集成J10巻に収戒。

16.98-4 

10002 (聞香類緊〕 16.98-11 

10冊 24cm

香道の組香の種類，名，題を記す。

16..98-5 
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10003香道寄 16.98-12 

手写・

2冊 18x13.5cm・13.5x 19cm 

書

別

間切

写

丁

一
手

6

道香auτ nu 
nu 
n
U
 

10005外盤物十種

19"丁2-!cm

香道関係。

10006香会式

点字

8丁 24-cm

10007銘番目録

手写

30丁2..tcm

名種番名の番上げ。

10008香炉炭走之様

手写

5T 23.5cm 

10009米川常自娃合之伝番井諜光斎附録

藤野昌章手写

4 丁 23.~cm

住合は香合せのこと。朱筆あり。

料理・将棋

せまr
:z;:;; 

小島為善旧蔵。魚，鳥，貝についての材料の扱

いと調理法を記す。 (1)魚， (2)魚，鳥，貝。

10012真砂子集問書 16.98-21 

16.98-13 I 慶応3年(1867)

会~s8T 12X 16.5cm 

小島為善旧蔵2 料理献立の解説書。

16. 98-1.l I 10013関口風流御能御料理帳 16.9ト '22

3 T 12X 18cm 

成瀬正居旧蔵。料理献立を記す。

16.98--15 I 10014庖丁礼 16.98ーお

宮田八省衛門有之著

自筆天明 5年(1785)

65T 23cm 

16.98ー 16I 小島為替旧蔵。内容は，山川新平への相伝番白

庖丁使用順序の秘伝書。

10015庖丁絵形 16.98-24 

長谷川弥太郎勝之著

16.98ー 17I 自筆慶応3年 (1867)

17T 22.5cm 

小島為普旧蔵。鶴，鴨，鷹，鯛など庖丁使用絵

形で長谷川勝之より小島.為替に伝授されたも

16.98ー 18I のo

10010真砂子集 16.98-19 

2冊 23cm

小島為普旧蔵。料理本。

①摺身之部，玉子之部，滋之部，，.J怠辛之部，漬

物之部，柚之部，梅之部， ~味噌之部，香之物
部 一忠義珍プ，

②月別の献立例を記す。

10011御料理調進方

小島為普著

自筆

2事問7cm

I
l
i
 

l
-
i
 

16.98-20 

10016式三献 16.98ーお

手写

4丁 23cm

渡辺庸旧蔵。配膳，謄上の品々の配置に関する

記。

10017乙守十菜配膳次第

手写

7丁 26.5cm

渡辺府旧蔵。

16.98-26 

10018棋僧快禅小伝 16.98-27 

小川英著

前回家編緒方手写 明治年間

3丁 24cm

快禅は小松の人，金沢に出て棋名あり，のち東

都に住して名顕わる。
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蹴鞠・相撲・狩

10019 (蹴鞠之由来〕

手写

2丁 24cm

遊 一一去・干丁

16.98-28 

楽

①捕鴨表明治6・12・12-12・5・9 3冊

②グ 12・9・28-18・5・5 3冊

③ 11 18・9・15-20・5・21 3冊

④放鷹獲柄表 7・5・2-12・6・30 2冊

⑤グ 17・6・19-20・7・15 2冊。

蹴鞠の遊技の由来を記す。 10026平尾御別荘合奏之記 16.98-35 

10020打越御勝負書 16.98-29 

手写

2通 17・24叩 包 紙

前田貞醇旧蔵。内容は天明 4年(1784)。篠原

織部宛。

10021七海村にて大相撲奥行方 16.98ー，30

前田家編輯方手写明治年間

10T 24cm 

北村愛三郎所蔵の写。天保15年 (1844)の角力

興行の願書類。また力士阿武払糠之助の伝記で

ある。なお七海〈ひっみ〉村は鳳至郡能都町七

見。

10022相州新戸村猪御狩の次第 16.98-31 

手写

4丁 24佃

内容は寛文7年(1667)，猪狩の場所の図と供

人名前，役掛りを記す。

10023小金御鹿狩絵図

享保1伴(1725)

絵図 1枚 36X5蜘

鹿狩り場所の図。

16.98-32 

10024柳営御鹿狩図 16.98-33 

手写

5枚 30x 42cm-42 x 90cm 袋入

島田孝郷旧蔵。将軍家鹿狩りの勢子，供の大名

などの配置図。

10025捕喝表井放鷹獲柄表 16.98ーs4

13冊 37.5x28cm

不破順命旧蔵。東京四谷，四谷邸，深川邸，溜

池黒田氏別邸，大塚伊達氏別邸などでの鴨取り

実態報告書。
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石黒千尋著

藤原正教手写嘉永3年(1850)

8丁 24.5cm

「ひらをのおんなりどころみあそびのきJとふ

りがながあり。著者は田中拐之らに学び，明倫

堂で国学を教える。明治5年(1872)没69才。

『司
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補 遺

10027拾遺温故遺文

森田平次〈良見〉編

手写

198丁 27cm

温故遺文の続編として，それに載らなかった奈

良時代以降の古文書を採録，編集したものとの

奥穫がある。

16.03-3 

②長禄元年(1457)"""寛正6年(1465)

⑫寛正6年(1465)""":文明18年(1486)

②文明16{r~(l484) .....，明応10年C!501)

⑧文色元年(1501)"""永正17年(152の

@大永5年(1525)"""大永7年(1527)

⑫享録2年(1529)"""享録4年(1531)

③天文元年(1532)--天文23年(1554)

@天文14年(1545)"""天文15年(1546)

@天文17年(1日8)"""天文24年(1555)

@弘治元年(1555)--弘治3年α557)

@永録元年(1558)"""永録5年(1562)

@永録6年(1563).....，永録13年(1570)

@元亀 2年(1571)"""天正8年(1580)

@天正5年(1577)"""天正10年(1582)

@天正8年(1580)"""天正17年(1589)

③天正10年(1582)

@天正11年(1583)

@天正12年(158心

@天正12年〈グ)--天正13年(1585)

@天正13年(1585)--天正16年(1588)

@天正17年(1589)--天正20年(1592)

@文禄2年(1593)--文禄5年(1596)

⑮慶長2年(1597)--慶長4年(1599)

⑮慶長4年(1599)--，慶長5年(1600)

@慶長5年(16∞，)--元和4年(1618)

⑬慶長8年(16凶)--慶長11年(1606)

⑮慶長11年(1606).......慶長16年(1611)

@慶長16年(1611)(なお按文には元和~寛文の

資料もijI¥，、ている)

@鹿長17年(1612)--慶長20年(1615)

特何.0 総 記

特16.03議書・全集

10028加能越古文叢

森田平次(良見)編

自筆明治n年(1889)

51冊 23.5ω

前田家編鵠方の要請を受けた森田平次が，カu賀

・能登・越中三ヶ国に関連する古文書，記録，

金石文等を奈良時代~慶長期にわたり編年によ

り収集・編さん。各々に考証もある。

①文武天皇4年σ00--延暦12年(793)

②天平宝字3年(7印)--建武元年(1334)

③承和6年(839)--承平7年(937)

④天暦6年(952)--延久4年(1072)

⑤応徳2年(1085)--久安6年(1150)

⑥平治元年(1l59)~文治 2年(1186)

⑦養和元年(1181)--元暦元年(11制〉

③元暦 2年(1185)~建久 8年(1197)

⑨元久 2年(1205)~文暦 2 年(1235)

@嘉禎3年(1237)--天文元年(1日2)

⑪弘長元年(1261)--嘉元3年(1305)

⑫徳治3年(1308).......元享4年(1324)

⑬正中元年(132-1)--，建武5年(1338)

⑬興国 2年(1341)--暦応5年(1342)

⑮康永元年(1342)--貞和5年C!349)

⑮正平4年(1349)"""文和3年(1354)

⑫延文元年(1356)--貞治6年(1367)

⑬応安元年(1368)--永和4年(1378)

⑮康暦元年(1379)--康応元年(1389)

@明徳元年(139の~応永21年(1414)

⑫応永24年(1417)"""正長元年(1428)

②永事元年(1429)"""康正3年(1457)

16.03-4 

特16.05雑 記

10029雑談集番

今枝直方紛

前田家編輯方手写明治年間

44丁 23.5cm

今枝直規所蔵の写。享保11年(1726)編記の写。

享保十年公方御狩之略志，同年長福公始御鷹野

略志，同年紀伊国屋等諸国売買之願，同年於営

中水野乱心傷毛利氏前後略談，同11年越前勝山

領山崩之変異，唐船阿蘭陀舟雑略談，西国筋関

16.05-30 
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巻子1 26.5cm 包紙 I 10036加陽諸士本末系譜略記

藩主前田重教が，越中古国府勝興寺往職として| 有沢永貞編

出家していた実弟治傭〈悶真)を環俗させて嗣| 自筆 正徳3年(1713)

藩

所有之所之談，豊後国日向村八歳強力童之談収

録。

10030翫 遭

〔今枝直方編〕

前田家編韓方手写明治年間

82丁 24cm

開審詩文等。

16.05-31 

特16.1 藩主

特16.10系議

家督

10031勝興寺御帰俗之儀ニ付寄附

明和5年 (1768)

16.10-86 

子にしようと突渉させていた際の文書。環俗の

内諾を得たのち，老臣たちが書き留めたもの。

包紙に「明和五年子九月廿九日，長九郎左衛門

宅ユ於テ，執政本多安房守，前田駿河守，横山

山城守，長九郎左衛門，村井文兵衛，用番奥村

主水，列座野呂源左衛門，原田八郎兵衛へ内々

申聞被上被相渡候，番立壱通」とある。

特16.11
4

年 省主
"日

累

10032菅君栄名記追加

21丁 23.5cm

城地，軍制に関する編年体史書。

イ党

16.11-147 

10033菅君栄名記追加ニ

手写

28丁 23cm

「御分圏中百姓御知行被下者共」を追加した他

16.11-148 

内容は前号と同Co

10034毎日帳之内書抜

手写

58了 24cm

16.11-149 

主

寛政2年(1790)8月--3年2月迄の分。項目に

分けず，日付願になっている。 1併号重教の子，

教千代様〈斉敬・勝丸・犬千代・文左衛門・利

博)の記事を披粋している。

10035 (毎日帳之内書抜〕

手写

lUJJ丁 24側

外題は「太梁公御代亀万千君記・寛政八年九月

廿五日~問九年三月三日迄毎日帳之内書抜」。

太梁院は11代治備。亀万千はI 12代藩主斉広の

幼名で，亀万千関係の記事を披奮したもの。寛

政8年10月出府。 11月4日叔父治備の養子とな

りI 12月3日勝丸と改名，同日犬千代と改名，

翌日又左衛門利厚と称したo 翌9年2月正四位

下筑前守に叙任。

16.11-150 

16.11ー 151

12丁 26cm

別名「加陽諸士系略記」。序・凡例・前田家御

年表よりなり，本文欠。特16.11-15と同じ。

位 記

10037但馬守様御持鑓ニ筋御願被仰出一巻 16.11-152 

大観内蔵允〈朝元)編

延享元年(1744)

11T 24佃

延享元年(1744)。前田吉徳からI 2男〈のち8

代重無)が去年従五位但馬守に叙爵したので，

持檎二筋の幕府への願いが許可された際の一件

書類。

印 譜

10038歴代華押譜

1帖 26.5cm 包紙・箱入

初代利家から15代利嗣に到る。

16.11-1邸

特16.12事 蹟

初・ 2代利家・利長
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補

10039貞郷記録 16.12-140 

前田家編稗方手写

2冊 23.5cm

明治年間

前回家に関する合戦記録を収録。特16.12-41

の写で8冊本を2冊にまとめる。

①前田家系図，歳月考，信孝秀吉就不和利家上

?各事等 5条，佐々成政東美濃打越事等15条，

蓮間表焼{動事等12条

②豊州岩酌城落去事等2条，石田西国下向事等

14条，大原陣事。

特16.13交 際

献 上 ・ 進 物

10040御留守中日記 16.13-150 

133T 16 x 23cm 

外題は「日記ーJ。内容は元禄13，14年(1700.

1101)。藩主，一門の贈答関係の留番。

10041松平往来串間候趣等

坂田(松平)往来箸

16.13ー151

8丁 24cm

中川典克旧蔵。天保4年(1833)4月犬千代(14

代慶寧〉が初めて登営将軍家斉に謁した。その

際必要な献上品の注文の仕方について， 13代斉

泰の時の先例を述べたもの。松平往来康敬は献

上品の用意、方主付。成立天保3年。

応 接・送 迎

10042表目類集 16.13-152 

10043 

6丁 12X36cm

元禄~宝暦期の内容。藩主の寺社参詣，他藩よ

りの使者迎接等の規式の事例についての覚書。

，~考古 j

〔ニ条強者到着につき見廻り等之留〕

手写

4 T 17x.ll.5cm 

外題・旧書名「二条様御使者隠岐幡摩守罷越候

付旅宿江為見廻罷越候節等之留」。前田恒敬旧

蔵。文化15年(18l8)4月2日--17日の日記で，

御使者到着につき，年寄，家老各 1人が「見廻

遺

Jとして旅宿へ赴いた件の記録。

10044備後守様御使者御用部屋まで申述候覚書

16.13-154 

手写

巻子l'16佃包紙

備後守は大事.寺普主。 r御高増」の内願の件。

ちなみに， 10万石格を得たのは文政4年12月で

ある。

行 列・御

10046御供方雑記附録

前田家編輯方手写

邸丁 23.5佃

供

，-

11 

明治年間

内容は元禄~寛政期の旧記や心得。

10047御供方手控

前田家編輯方手写

88'丁 23伺

明治年間

16.1号ー136

16.1号一137

近藤篤之所蔵の写。内容は天明2年(1782)"""文

化2年(1805)。

10048御供方旧記

前田家編輯方手写

4冊 23佃

近藤篤之所蔵の写。

明治年間

①寛政9年6月~享和2年10月

②享和2年10月24日~文化4年12月

③文化5年正月~同1併存12月

④文化11年正月~同14年10月

16.15-138 
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落

10049御供人於御横目所披見物写

手写

1通 15cm

真龍院〈斉広の正室)登輿の行列，御供立につ

いて。真竜院は天保9年に江戸より金沢入りし

16.15-139 

ている。

10050大浦氏留記 16.15-140 

前田家編輯方手写明治年間

4冊 23.5cm

大浦信行所蔵の写。

①御供押留帳〈文政5年5月)

②御供押御在京中井御遊中御用留〈元治元年)

③京都井御道中記録集

@御上京御行列附

御備押御作法井御行列附

火事御行列附帳

火事御行列候

火事之節手控

安政2年10月2日夜大地震翌3日御老中へ御

勤=付御行列附。

10051御泊附 16.15-141 

12T 12X 17cm 

横山政和旧蔵。慶応3年(1867)11・12月金沢~

京都間〈慶寧).同4年(1868)6月京都~金沢岡

〈斉泰弘明治2年(1869)7月東京~金沢間〈慶

寧〉の通行の際の宿泊地o 小休・中休地を記す。

子女出行

10052 (礼姫様・多鹿若様末村領山へ御出之絵図〕

16.15-142 

手写

絵図2枚 28X39叩

末村は金沢近郊〈石川郡)にあり。遊行の際の

締り方，休所，幕張りなどの間数指図。

特16.16吉凶

婚

10053御献上物代銀取立廻状帳

手写

礼

16.16-459 

-
出
削

26丁 24cm

前田貞醇所蔵の写。内容は元文5年(1740)--寛

保元年(1741)の繁姫 (6代吉徳の養女・元文5

年南部信貞に嫁す，広尾御前)結納祝儀，御任

官祝儀，喜代姫 (6代吉徳、の女，寛保元年4月

浅野宗恒に嫁す，桜田御前)婚礼祝儀などの書

類。

10054御用所伺紙面之書抜

手写

157T 25ω 

元文~宝暦期の藩主子女の婚礼，毎入また進物

16.16-460 

等に関する記事を集めたもの。

病 気

10055相公様御所労定御覚書 16.16-461 

手写

5丁 12.5X35佃

富田権六郎旧蔵。 r相公Jは6月12日死去した

との記事があるので. 6代藩主吉徳であり，年

代は延享2年(1745)と知れる。 6月17日-23日

の早打使者の出入，幕閣からの見舞などについ

ての記録。

特16.17御番

10056申楽免廃論 16.17-61 

前回斉泰著

前田家編輯方手写明治年間

1ST 25cm 

奥書「故正二位公〈斉泰)御自ニシテ尤御自筆

ノモノナリ苑去後秋芳様御見出ユテ御内々拝見

被命候御本邸御手許江御差上ユ相成ルユ付内々

拝写ス。臣山固有近謹書」とある。能の功能を

礼義，健康の面から記す。特16.17-52に同じ。

特16.2藩制

特16.20領知

郷 村 名

1附 石 川 県 下 市 邑 讐 覧 続 市 耐 空 1ふ2ト 112

らーー

-639ー で〈 支え



補

金沢田中静兵衛明治5""""6年(1872'--73)刊

2帖 15.5cm

渡辺蕃旧蔵。

①石川郡，河北部，江沼郡，能美郡市邑名数。

②鹿島郡，羽喰部，鳳至郡，珠洲郡市邑名数。

特16.2←'20①②に同1.:0

郷村高

10058砺波射水両郡知行高目録 16.2ト 113

手写

4丁 24.5cm

酉5月22日付津田宇右衛門よりの目録。砺波部

4創村202，111.84石，射水郡21併す130.256.41石

領 界

10059白山争論記 16.20-114 

森田平次手写

80'丁 23.5cm

内題「明暦元年加賀国白山山域争論記事概略J

別名「加州白山争論一件抜粋」。

明暦元年(1655)に始まる白山争論に関する加賀

藩の往復文書。刊本「白山所属争議」に含まれ

る「白山争論一件」と「白山収公一件」の 2冊

を要約したもの。

10060白山一巻 16.21かー115

手写寛文6年 (1666)

42T 28x2伐m

明暦元年(1655)に始まる白山争論の関係文魯7

通を写したもの。

07月11日付，今枝民部曾状〈明暦元年)

09月12日付，今枝民部宛，奥村因幡等年寄衆

5人の穂状〈明暦元年)

08月15日付，奥村因幡等年寄衆5人宛，今枝

民部番状〈明暦元年)

08月12日付，前回対馬等年寄衆3人宛，今枝

民部番状〈明暦元年)

0尾添村百姓訴状の写

0明暦2年(1656)6月3日付，前回対馬等年寄

衆3人宛，尾添村百姓等 3人審状

0同年6月12日付，尾添村百姓等書状。

以上，刊本「白山史料集J上巻に所収。 7月11

遺

日付， 8月15日付， 8月12日付は刊本「白山所

属執議」にも所収。

10061白山復古記 16.20-116 

森田平次〈良見)箸

手写明治9年(1876)

2冊 23叩

明治5年(1872)白山箆18ケ村の足羽県から石川

県への移管に関する記録と神仏分離に伴う明治

6年(1873)""""同7年(1874)の白山山頂からの仏

体下山の記録。刊本「白山所属争議」所収。

国絵図〔文書〕

10062 (今枝民部書翰写J 16.20-117 

手写

1通 29.5cm

津田玄蕃宛。正保3年(1646)11月23日付，国絵

図作成の件。

国絵図〔絵図〕

10063三州測量図籍 16.2ト 118

高木村藤右衛門著

自筆天保4年(1833)

12冊 27cm

射水郡高木村藤右門が藩命によって作成し.御

領国図籍調方の遠藤数馬高環・有沢才右衛門貞

席より指上げたもの。大聖寺藩・富山藩領も含

む三州全域についての町間測量図で，藤右衛門

は文政2年(1819)より 4年の測量に基づき，

同7年，諸郡御絵図，道程帳，村名帳を提出し

た。本書は天保3年(1832)に，測量時の野帳

の清書を更に命ぜられて作成したものo

①江沼郡②能美郡③石川郡④河北郡⑤

羽咋郡・鹿島郡⑥鳳至郡・珠洲郡⑦，③砺

波郡⑤射水郡@婦負郡⑬@新川郡。

特16.21勤役

巡見上使

10064 (幕府御目付巡見接・待等に付書上げ] 16.21ー81

山本弥次右衛門・渡辺弥平著

巻子1 25佃
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藩

中川典克旧蔵。山本・渡辺より中川八郎右衛門

・前回七郎兵衛宛。年代不詳，園田佐七・山本

清三郎の名があり，寛文頃〈寛文7年)か。御

目付衆の江戸帰滅後，越中撹迄の道橋の掃除，

接待の状況，加州・越中の作毛状況，利〈砺〉波

部中田村での一歩刈りの必要等について記す。

旧書名「江戸ヨリ御帰御道中越中国作毛調書J。

10065 (巡見上使宿木銭請取寄〕

手写

4通 24.5佃

16.21-82 

享保2年(1717)4年幕府の巡見上使一行が能

美郡原村に宿泊した際の木銭・米・味噌代の請

取害。原村惣左衛門，左次兵衛，文八より鳥居

権之助内大原兵衛，天野伝兵衛内金子普右衛

門，麓料兵蔵，小菅猪右衛門内中黒丈右衛門

宛。旧書名「宿屋木銭諦取脅」。

1附〔議留鰭〕

手写

13T 24佃

中川典克旧蔵。宝暦11年(1761)巡見上使の金沢

着，発足についての令達，報告留。

16.21-83 

10067北国筋御見分ニ付江戸表伺之写 16.21-84 

手写

巻子1 27.5cm 

幕府巡見使の応援に関する武田喜左衛門の伺

書。旧書名「道中二付江戸表伺之写」。

10068 (遠回勘右衛門書制

遠回勘右衛門箸

自筆

1通 16佃包紙

午12月16日付渡瀬三郎治，丹羽第次郎宛，外国

奉行木銭米代の件につき。

げ知ノ

10069外国暴行一巻

手写

6冊 23.5佃

幕府外国奉行による領国海岸巡見一件留で，慶

応3年(1867)7月より同4年(1868)7月までの

記事。①慶応3年外国奉行菊地伊予守〈隆吉)

御領国海岸巡見中之節十村等ヨりリ休泊等之義

16.21-85 

16.21-86 

唱『司

制

ユ付伺汗達之件等②向上③|司上，慶応3年外国

奉行巡見中之節宿村人数等取調書，外国奉行休

泊等弁石高交人口戸数産物等書上之義十村等ヨ

リ伺汗達書等@外国奉行休泊等之義十村ヨり伺

之件，三州湊々高数等取調理ケ条書，三州湊々小

物成銀取調理書⑤越後今町陣屋ヨリ外国奉行へ

指出タル同所石高井小物成銀取調書，越後今町

廻船取調理香，外国奉行休泊汗行列附等，御郡

方湊々他国出入之船数等品々取調理番及草案

等，所口町家業体取調書帳，同町地子取立方等

調理審，鹿島鳳至両部七拾四ケ村田畑取調理書

所ロヨリ三室村迄田畑町反取調書⑤所ロヨリ津

田村マテ田畑町反取調理番，所ロヨリ続湾中海

岸附等村名高人別取調理番，島之地村名高人別

取調理番，加越能湊々米高井諸産物調理草絞，

外国奉行休泊中諸雑用調理容。

特16.22参勤

道中

10070御廻道那谷寺等御道筋の図 16.22-169 

手写

2丁 12x25但

安井顕.吃旧蔵。 13代斉泰が安政5年(1邸8)5月

領内を廻道通行した時のもの。那谷~金沢悶旦

程表〈宿泊，休息宿も記す〉と大聖寺~松任問の

発者刻限表。旧書名「御廻道図帳J。

10071御廻道筋手絵図 16.22-170 

12丁 12X19叩

安政5年(1858)5月13代斉泰が東海道廻りで帰

国した際，領内を廻道通行した時のもの。石

川郡の道程〈本吉~金沢有松町)，沿道の村況

〈高・免・家数)，川，橋，寺社，領境，高札等

を認す。

10072御廻道筋見取絵図〈能美郡) 16.22-171 

絵図 1枚 35X6加

安井顕比旧蔵。安政5年(1858) 5月斉泰が東

海道廻りで帰国した時，領内を廻道通行した

が，この絵図は能美郡内の那谷から湊までの巡

路をしめす。旧書名「小松城下御廻道筋見取絵

図」。
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遺補

高畠厚定箸

寛政8年 (1796)

9丁目.5x 17.5cm 

高畠定酔旧蔵。出品b喝事行，小石川御前様御用人

亀千代殿御抱守人等の石高，履歴書出等留。

16.22-172 

16.27-235 10079年寄中見届之替詞御前書

10丁 25.5cm

御用人役・御近習頭・御代官小払役・御台所所

奉行・御作事奉行・御横目役・御武具方・御医

師の各天罰起請文。

10073御廻道筋書上申帳

手写

2冊 24佃

安井顕比旧蔵。安政5年(1858)3月の書上げ。

同年5月13代藩主前回斉泰が東海道廻りで帰国

し，領内を廻道通行した際の寄上。能美郡と石

川郡の 2冊あり，能美郡は那谷から手取川ま

で，石川郡は本吉から松任までを記し，その聞

の泊所貝小休所，沿道村名，名所旧跡等を記殺

する。

16.27-236 

方

10080奥村丹後守栄実組ノ人持中へ演述書

手写

5丁 24佃

奥村・村井両太夫組衆教戒番。

組

10074宿割帳

16T 12X 16.5佃

成瀬正居旧蔵。万延元年(186の4月13代藩主前

回斉泰帰国の際の宿場での 2，272人の宿割を記

したもの。

16.22-173 

史特16.28藩

10075宿札員数

19丁 18x12ω

参勤交代の際の宿割に関するもので，前回佐渡

津田玄蕃，奥村兵部等藩士の上下人数と乗馬数-

を記す。旧番名「宿札欠数」。

16.22-174 

10082魚津御馬廻組小川忠左衛門覚書之写 16.28ーお2

鏑木左兵衛手写享保1伴(17，お〉

70丁 24.5叩

天正の利家入国の頃より明暦期にいたる時期の

前田氏とその家中の事蹟についての覚書。CB

筆 16.28-233I 
前田家編瞬方手写明治年間 ..._.-1 

-~，，?一三ρ句作、i、快明記ぞふと!コ釘豆、"三:
v a M  fd!31Jむ列ミホ伐材与玄)

料

10081沢田直混在勤中取調書

沢田直混編

自筆明治年間

仮綴3 25佃

沢田直温が太政官出仕を罷めて以後〈明治21...... 

29年)前田家編輯方のために史料を点査し，修

史した時の下書。内容は①筑前守様御用諸事留

抜粋〈安政5年. 6年)②文久2--3年の京都

御守衛③甲子元治紀表〈若林要輔編)等〈明治

3年迄)をもとにして，注記考証を加えたもの

16.28ーお1

書・史史

制

10076家司職制

手写 〔明治初年〕

6 T 24cm 
前田家における家令以下の家司達の職務を規定

特16.26ー11と同じo

16.26-186 

般

特16.26職

••••• 

，
 

Mmv 

，a

・・
職

特16.27勤方制規
見聞記・雑記

般

10077若狭守様附面々覚

享保3年(1718)

4丁 7x18ω 

中川典克旧蔵。 6代藩主前田吉徳の就封前の吉

徳待匡名簿。

16.27-233 

方勤

10083随

16.27-234 10078内廻状物等留

ー

i• 
l
i
 



藩

6冊 23叩 食品

慶長期から元文期までの加賀藩政の諸事，特に

江戸在府中の出来事や典礼，儀式等々を年次を

追って遂次記録。中には古文書等の引用もあり。

①巻 1(慶長元年~延宝二年)

巻2(延宝二年八月~同八年)

巻3(延宝九年~天和元年)

②巻4(天和二年~天和三年)

巻 5(天和四年~元禄三年〉

巻 6(元禄四年~元禄七年)

③巻7 (元禄八年~グ十一年〉

巻8(グ十二年~グ十三年)

巻9 (グ十四年~。十五年)

巻10(グ十六年~宝永二年)

@巻11(宝永三年).

巻12(宝永四年)

巻13(宝永五年)

⑤巻14(宝永六年~正徳六年)

巻15(享保二年~グ 四年)

巻16(グ五年~グ九年)

⑥巻17(グ十三年~グ十三年)

巻18(グ十四年~グ十九年)

巻19(元文二年~元文芸年〉。

10084宝永年間雑覚書 16.28-234 

前田家編輯方手写明治年間

93T 23cm 

前回貞醇所蔵明和9年の写本の写。内容年代は

宝永元年(1704)--正徳元年(1711)。内容は藩侯

家の吉凶交際，家中大身の者の任免などを中心

にした簡単な叙述の編年体。旧書名「雑覚書」。

10085正徳丙午集魯 16.28ーお5

今枝直方著

前田家編瞬方手写明治年間

77丁 24cm

今枝直規所蔵の写。巻首付箆「丙午ハ丙申ノ誤

リ丙申ハ正徳~年 (1716) 享保元年ナリ」とあ

り。「公方家継公御縁組之大略芥御由緒之事，

付江戸沙汰」等24条からなる。特16.28-156の

写。

士

手写

551' 24cm 

題築「可観小説，第四，零本」とあり，表題と

して「戸田清太夫ハ伊賀流ト云々」と文中の第

一項に関する表記がなされている。金沢文化協

本の7・8巻にあたる部分収録。

特16.28ー177関述。

10087可観小説 16.28-237 

青地礼幹編

手写

43丁 23.5cm

金沢文化協会本の17・18巻にあたる部分を収録

端本。特16.28-177関連。

10088可観小説 16.28-238 

青地礼幹編

手写

28丁 23.5cm

表紙付築「此巻元十一十二ノ巻ニ合巻二成居候

」とあり，題築には「拾」という号数が朱記さ

れてある。金沢文化協会本。第19巻にあたる。

端本。

特16.3 藩 士

特16.31家格・系訴

10089御家諸士系

有沢貞庸編

系譜・由緒

45丁 22但

16.31-266 

内題「武道雑談集第七十八」。イロハ順に49名

の藩士の系図を収録。内容は「諸土系譜J(特

16.31-46)の後半部分にあたる。

特16.32相続・縁組

家替相続

10090 (中川清六郎改名届下書〕 16.3会-60
10086可観小説 16.28-236 I 中川清六郎著

青地礼幹編 手写
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補

1通 23.5畑

中川典克旧蔵。清六郎は顕忠 (1774-1815年〉

か。先祖代々の八郎右衛門に改名届。津田玄蓄

等宛

特16.33規式・勤仕

規式・心得一般

10091元文服忌令

手写文政2年(1819)

56丁 23伺

横山政和旧蕨。内題「元文御改服忌令」。内題

添書に「是書ハ元文服思令ヲ本文トシテ御家ノ

服忌ヲ種ユ害入タルモノナり 頗Jレ異木也」と

ある。旧密名「服忌令」。

16.33-136 

10092服忌令 16.33-137 

21丁-9.5 x 17.5cm 

横山隆太旧蔵。元文元年 (1736)の服忌令を記

し，それ以前の令則と，その後文化12年(1815)

迄の増補等を記す。また天保3年(1832)迄の旧

例等覚を附す。

10093服忌令附録 16.33-138 

111丁 23cm

本多政以旧蔵。天保期頃迄の加賀藩の事例を記

す。

10094類緊服忌令

小崎和平箸

手写

51丁 24叩

嘉永4年(1邸1)成立。山崎常山編の「服思令新

製」にその後のす似j等を増補したもの。元禄・

元文の服忌令を元とする。

16.33-139 

i宜

10096服忌令集覧

玉造l盗品注

2冊 26cm

玉造宗吉旧蔵。長山庄右衛門「服思令撰註」に

加賀藩の事例より傍註を加えたもの。

①元禄6年(1693)服忌令

②元禄以降追加，削除等。「御家之御定J(天保

15年迄)を附す。

16.33-141 

10097服忌考・御間合服忌集 16.33-142 

横山元侍手写文化10年(1813)

43丁 12X17cm 

山崎籍侃所蔵の写。横山隆太旧蔵。天和3年

(1683)--享和元年(1801)の留害等を収録。

10098下学老談

富田景周箸

手写

2冊 27cm

加賀藩主の先祖代々の徳義武功等に始まり，藩

史の概略から，藩士の日常の心得などに及ぶ10

項67条からなり，蕃土として心得ておくべき事

-柄につき説明したもの。上巻には文化10年 (18

13)本多政養の序及ひさ著者の自序が，下巻に

は，文化6年(18ω〉奥村尚之の践と文化7年

(181ω 前田孝始の複践がある。

16.33ー143

10099下学老談

富田景周著

40T 23佃

序文 r......富田貞行・石野英氏二兄の需につき

日用常行まつ拠使こころえん品々を集め口授せ

むとす…」とあり。「御先祖様御代々御徳義御武

功等の項」等第十迄箇条に記す。文化6年(18

09)奥村尚之の政あれ前号に同じ

16.33-144 

10095類緊服忌令

手写

10100異本下学老談

16.33ー140 I 富田景周著

手写

59T 24伺

嘉永4年(1851)成立。山崎常山翁編「新制服忌

令」をもととしてその後の新例等を増補したも

のo

16.33-ー145

80T 27cm 

表紙付築「文化六年(1809)十一月比番奥本とあ

れとも撰者自筆本に同じきもの也」とあり，前

号に同じ。
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特16.34家伝'・旧記・列伝

家伝・旧記

10101金沢文書 16.34-194 

前田家編締方手写明治年間

6冊お側

①前回晋所蔵文書

②グ

③奥村栄滋書類

奥村庄左衛門家書類

馬場雅乗所蔵書類-

馬場外男所蔵書類

横山政和所蔵御書写

@国府賎六郎所蔵文書

小瀬直吉書類

小瀬貞庵記

本多政好書類

斉藤喜久松所蔵〔文書〕

慶応4年 9月高島文蔵戦状御届番等

同年遠藤茂孝越後路出張中諸控

明和6年光現院様五十回御忌留候

⑤不破順命所蔵不破源六へ被下候御書等写

⑥笹島卯三郎所蔵文書

青山徳次所蔵文書

亀田伊右衛門〔所蔵文書〕

亀田乙鉄郎〔所蔵文書〕

中田庄三郎〔所蔵文書〕

紙屋庄右衛門〔所蔵文書〕。

10102金沢市中台文書 16.34-195 

前田家編輯方手写明治年間

4冊 23.5cm

内容

①多賀獄文書，越前屋〈片岡〉喜右衛門文書

②神保三文書，横山政和文書，横山隆幹文書，

織田艶文書，倉知新吾文書，森田小，=rus文書

③成瀬正居文書，品川浜文書，長克連文書，近

藤新文書，片岡孫作文書，中屋彦十郎文書，

松岡忠平文書

@小幡造次文書，宇野親孝文樟，神保三文書，

藤懸重男文書，前回権佐文番，茨木家等文欝，

小堀牛右衛門文書。

士

列 伝

10103北越凱陣賞典録 16.34-196 

87T 24ω 

己巴〈明治2年)正月16日於御前被仰波の今枝

民部以下北越凱陣の者共賞功録。特16.34-121

に同じ。

10104今枝霊直大夫墓碑記 16.34-197 

木下貞幹縞

巻子1 37cm 

前欠，寛文六年(1666)孝孫近義立とあり o 今

枝垂直の元亀元年(1570)姉川の合戦参陣より

寛永4年(1627)没までの事践を記す。特16.0

3-1松雲公採集遺編類纂(1田)に完全なもの

あり。旧書名「大坂夏陣之覚書J。

特16.38私記録

10105日 記 16.38→2 

大野木克明著

手写

46T 14.5x21佃

大野木克征旧歳。内容を大別して，加賀算事，

従公義御尋番籍事，江戸殿中御沙汰事。最後の

項目には享保6年(1721)9月26日の日付ありo

旧書名「大野木克明日記」。

10106諸色御用之留

手写

97冊 26佃

16.38ー-63

横山隆起旧蔵。内容は，横山多宮政礼，蔵人政

寛の代の横山家の御用留。横山氏の家臣・与力

小者の人事一般をはじめ，藩庁への諸届，横山

家としての勤仕などの記録。

なお，政礼は養父正従が宝暦9年12月11日死去

後，家督をつぎ，天明3年正月 3日死去43才。

あとを政寛がつぎ，享和元年正月25日死去32

才。従って第19冊迄は政礼の代。 2州E以降は政

寛の代。

①宝暦1伴 (1760)

③"  12年

⑤グ 14年

⑦明和3年

②宝暦11年

④グ 13年

⑥明和2年

③グ 4年

-645ー



⑤ 1/ 5年

⑪グ 7年

⑬グ 8年

⑮安永2年

⑫ 1/ 4年

⑮グ 6年

@グ 8年

②グ 10年

②天明3年

@グ 5年

~ 1/ 7年

@ 11 9年

@寛政3年

③グ 5年

@か 8年

③ グ 10年

@ 11 12年

@享和2年

@ 1/ 4年

@文化3年

@ 11 6年

@グ 8年

@グ 1伴

@グ 12年

@> 11 14年

@文政2年

6.l> 11 4年

6) 11 6年

~ 1/ 8年

@ 1/ 1昨

~ 1/ 12年

⑪天保2年

⑫ 1/ 4年

@グ 6年

⑫グ 8年

⑫グ 1伴

@グ 1~年

@安政2年

@グ 4年

@ 11 6年

@文久2年

@ 11 4年

@慶応2年

⑮ 11 6年

⑫ 11 8年

⑬安永元年

⑮グ 3年

⑬グ 5年

② 1/ 7年

②グ 9年

@天明2年

⑧ 1/ 4年

⑧グ 6年

@グ 8年

@寛政2年

@グ 4年

@グ 7年

③ 11 9年

@ 11 11年

@グ 13年

@享和3年

⑮文化2年

⑬グ 5年

@グ 7年

@ 11 9年

~ 1/ 11年

~ 1/ 13年

~ 1/ 15年

@文政3年

@ 1/ 5年

@グ 7年

~ 1/ 9年

6& 11 11年

@ 1/ 13年

⑫天保3年

. @ 11 5年

@グ 7年
7月より

⑫ 11 9年

~ 11 11年

@ 1/ 13年

@安政3年

~ 11 5年

@グ 7年

@文久3年

@元治2年

@慶応、3年

補 遺

~ 11 4年 @明治2年

@明治3'"V7年。 旧書名「諸事留帳J。

10107長五郎様御分入日記 16.38'→4 

-646ー

手写、

6T 24畑

中川典克旧蔵。長持，つづら，上下箱などに入

れた衣類，万などの品物の覚。長五郎は系図の

上で詳かではないが，中川家の人と推定できる

ので，ここにおく。

吋ー



補

10108 伊須流岐枢要 16.61-424 

前田家編輯方手写明治年間

76丁 23.5cm

-枢要一巻

・要書写一巻

・一山要書写私記

・宝暦五年二月石動山書上

・天明六年正月石動山境内堂本土寺院鑑

.寛政九年丁巴十一月石動山由来

10109 寺社由来 す 16.61-425

手写

179丁 23.5cm

務から社領等を与えられた寺社の由緒書を貞

享 4年(1687)に寺社奉行が年寄に提出したも

のの写。

1011P 社寺書類 16.61-426 

前田家編輯方手写 明治年間

140丁 23cm

社寺の由緒等を加賀園、越中園、能登園、他国

の別に編纂したもの。

一-646-1ー
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庶物類纂細目



本草 -医薬

席、物類纂

箱生活フド等綿

手字

本草

之/J舟2.o'-. S. c m箱入

重0・椅・鉱物等J，fOO経を.草・花-鱗等26

犠 lミ分け、それぞ札に、小学書、本草舎を

始め多様な漢籍文献から関連記亭を抄出し、

収集したもの.

綿者稲生若水はカロフ貿藩ドイ士え、元禄/0年C/

69ク)藩主綱紀ょうこの編纂をイト《られたー

はじめ 26各/000老与を完成する予えてあっ乏

が、立稔 J年(1クノグ)若ァドが病没した埼は、

-647ー



鴨川一川

ア侯 36之巻が成立していた。

はカロ賀落内て続仔の動きもみえたが、

そ の後、 編集

考こイ未

ア与(/ク之り綱紀の苑で一旦停止 5 れだ。

17年 (1クJ之j将軍吉宗の命令で綿臭が再開 3

カロ賀藩ょう召さ才した若ァドの手箱生新助

と落i亙内山党件、えび幕府の i亙営丹羽正伯

がこオしを担当した。元文 3年(/738)続修ノク

ゑ 63 a-巻を完成し、ここに当初の目標だっ

その後、

l司

れ

、

?

た26ノゑ ;000券が達成された。

之年 (17 1./-~) 丹羽正伯が μノゑのうち 8 亀れつ

三毛享

いて N 巻を追加し、令吃て 26像、 10作巻の

メ費、物類纂が成立 L た。本図書館の之/3舟木

幕府が編集完成後字本を前田氏れ贈っ

ス煮物委員纂は本図書

l;1 

た 4 の と いれれている

館のイ也内閣文庫所蔵 μ6S舟木、

書館所蔵〆/ぷ舟木等がある。

国主 I~会図

}

l

l

i

i
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; 巻首上，庶、物類纂惣目録

白叙

ゑ又

序

正祐、庶物類纂凡タIJ

巻首下， 増補、Z煮物実負纂序

第/舟，火ゑ

系注目(ク21:金)

。

~ 

~ 

~ 

" 

~ 

。

草J主総目

木易総、目

Ât~終白

系易総白

羽得総、目

毛得総司

鱗~総目

介~総、目

- 649ー



• 

巻 I，火総、

巻 2，火総

巻 3，1塗火附地火・水中;Jく・先送火.)手

巻L/-，桑来火・様柴火 -j手柴火・温材火・

弟柴メく・樺柴火・支穂メく・稲穂火・

松柴火

巻 s.ノ失.~手炭・々ケ炭・獣皮

第z舟，火各

巻 6，薪・;栓・叉火・神銭火・火会主

巻 7，燈

巻 8 ， 燈.*登花

巻 fj ， 燈池・菜油・胡麻油・鳥柏池

巻/0，柴蘇7由・豆油・玖魂油-素売57也・

椅油・料油・大桃子沖・杓紀手池・

大麻油-魚獣油

第3-/貯，火偽

-650一



野7

巻/I ， 場

巻/2.，燭 J佳・発渇・犬~ ・ m参火・.夜、株

巻13.，灰・ネ反・呑妙灰 -GFえ竃灰・気風

十台灰

巻/'1-，石草霜・釜崎塁、・梁上を・〉猛閣

巻ノ'$，芸

界 μ 舟，大~

巻/6，墨

巻ノク， 墨経・，墨言己

巻 /8，朱火・火サ・火六・湯-1t

巻ノア，右脳油附地騎・地茨

巻20， 火山ー火沈布附石総?鎖鎖、情・大

合

第s舟，火各

巻2/"聖j各・~火・兵火

巻22，)燐火・墓火・~~火・諸物火光・火

-651-
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災・防火・火北

巻23， I雷火附7星波木

第 4舟， 71<-1毛

総目(/1/-5稚)

巻/， ァド総、

巻 2 ， フド総、

巻 J ，雨

巻L/-， )f委雨

与や 7舟， 水手島

巻タ，梅雨・ー液雨水・:保安而雨・神ァド

キ夫?可水・米ァド

巻 6， tl月オく、・飾気7K・昼漏水・Jf頭水

系雨・ホ雨

巻ク~菊諸物

雨魚、・雨獣・雨肉・雨壁 3ミ・雨

黄丹・雨水銀・雨石炭・雨薬

- 652 r-



'f 

雨粉・雨中小児・雨議L霊雨鋒

羅・ 1菊杵臼・ 1菊終湯-雨月号-雨

刀剣・長l筋

巻 8， 雨多者物

雨骨-雨続・ 1翁花・雨灰・{号付夕、

るー雨令系¥}.雨綿す-雨多安t幣-

i荊金鉄・雨立五

第8冊，水各

巻 9 J ¥翁諸物

雨豆、・雨血・ f菊毛・雨草-雨水

系案、子・雨諸紋・雨氷・雨久・t 

雨産土

-家k
 

-雪紙
-喫司

4

4

得

長
ヨ
雪

f

箱
。
偽ホ

0

/

2

 

f

J

/

/

ノ
/

必

本

共

々

巻

冊
Q
f
 

第
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市一一
!1

巻ノ3，を

巻/手，霧・木露・五色霧・醤放水・甘露

家

巻 /J，甘露

巻/6， 甘露

老子ノ7， タド

巻/~， .;1<-.永柱・夏氷・水容・フド介

弟10舟，水僑

本ノ9，海・死j各

巻20， 潮汐

巻21，潮汐

巻22.，潮汐

巻-23 ，潮汐

第1/舟，水各

巻 μ ，潮汐

巻 2S， 潮汐

-654ー



F 

巻 26 1 淵ァド/エ水・浮 1~

巻 27，流水・-+-皇 7~ ・東流水・急流水・

逆流ァト-せ?関.7f-

ゑ28，池水・;葦水・弱水・ 3L、水・白水

~/2冊，水伝

えさ29，京水・>1fミ水・緑水・ニ色水・ .L色

泉・石底溺・政ァド・若フド・甘水・

春水

巻30，井水

巻 J/， .~二水

巻32，升水・オミ飲・新汲水-井孝 7ド

巻 33，~升水・進井・酒井"?ドヰ・粉サ-

3訟井・天井・安井・風升・管手:ト・

3キ叶・九サ-洛サ
第Id舟，水各

巻3ft，;.暴布・ 3案澗水・山治水・薬水・毒

- 655ー
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水

巻JS，.:bセ業水・生熱水・塚井水・緯繋オフ

水・銅を漁漏水・港刀フド・繰泳場・

塩騰水・車鍬中フド・浸主主7ド・洗手

足水・洗児湯

巻36， 泉ヌト

巻37， 糸ヌト

巻38，積雪泉・ 5寄港泉・分派泉・ゑロ府泉

第/μ舟，水偽

巻39，1塗i場泉・峰雄泉'釣災泉・滞 5ネ泉・

え熱糸・若泉.)叉泉

巻1/.0~鷹湖泉~潮池 -j鍋渓l)弘泉. ~象

掌泉・緒泉

巻 l/-/， 1し!穴水・林砂糸・雲母泉 -Jええ手糸

巻μ2，温泉

巻μ ，混泉

- 656一



--a司

第ノS舟 ， 土偏

総白(6?稚)

巻/，土総・地愛・地鋭-地気

巻之，壁 土 ・ 太 陽土・大子籍回三栓梨下

土・送中安lt土・十歩 d手土・鬼J采・

土整・市門上・?~艮下土・柱下土

巻 J ，台霊・色脆・赤土・青土・黄土・

票、土・.A.色土・包会土

第/6舟，土偽

巻 μ，甘土・希子上・観音紛・貴妃粉・泥

総・六一泥・虫色弱!シ色

巻 S ， 匂オフj尼-J警溜下泥・井底ジZ-為す

泥・色鮮泥・螺獅池・大~泥・権

不;疋・ 4ま坑泥・糞坑志，土

巻 6，竃・竃失.~犬楚~t ・土龍R艮・白然

ノ又・石鹸・ 3ミ蔚土・土欽-弾丸土

- 657ー



凶
欧
埼

坑

内

土

土

鍋

る

一

掌

上

砂

薬

・

車

場

・

経

土

・

戸

川

例

上

域

土

淡

、

苛

試

垢

土

総

上

土

器

後

・

精

イ

l

気

域

土

緒

成

-

色

嫁

・

経

土

土

紙

上

・

育

次

氏

千

集

・

彦

一

盛

土

向

背

碍

根

燕

丸

、

弘

臼

上

M

什

・

・

総

総

砂

砂

桑
7

偽

胡

綜

下

門

塚

向

宏

人

属

U

Z

石

井

丹

土

'

'

p

'

右
下
一

8

7

ル

s

h

/

2

3

H

千

舟

巻

巻

巻

本

舟

υ
巻

巻

巻

巻

川

町

H

第

佑

伊

川

砂

川
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巻~ ，水銀

第/Cj舟，ス;1毛

巻 6 ，水銀-水銀粉

巻 7，粉霜・天るえ-銀朱・朱そ~、銀

巻 8 t 霊砂・雄黄

巻テ，峰黄・石青・玉)く石

巻/0， 姐石・長石・す解石-滑石・不灰

石・不灰木・不悠オミ

第20舟，右各

巻ノ/，右炭・フド様・燃スヨ

巻/之 p 赤右脂・白石崩・黄右賭・者石崎・

票、右府・ 1L色石陥・桃花石

巻/.3，逃せ右・井泉石・無名呉・蜜栗子

巻ノヂ， 石鍾多し

巻ノ$， ~し公誉・絞宣言-土鉄管・石花・石

外・右骨・石 r髄

-659-

ahv魁



第2/舟，石伝

巻/6，石灰・嘱灰 j毎石即浮右・温石

陰陽右

巻/グ， j替英石・石脳・石狩・右芝

巻/8， 淀米石・スラ米・右麦?スヨ柔'石豆

石麻・右餅・石桃

巻ノヲ p 滋石・玄石・鳥石・紫石

巻 201 台石・白玉石・代精石・玄黄石・

五色石

第22舟 F 右犠

巻 2/，1-右・空青・曽青・扇青・台育

巻 22J 試金石・協金右・緑青・石鳩

巻2.3，石柿・石碑・る比石-1:-黄

巻 2LJ-，朱右・特生券石ーオ昼雪辱石・鶴石

巻 2.S，高官会穆・太一総結・右中黄子・鈴

鎗 右

- 660ー
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第乙3舟，石属

巻 26，金星石・銀星石-摩裟石・磁石・

花菜、右?台羊右・黒半右

巻 2ク，金牙石・金剛スラ・令玉石・昆吾石・

及右

巻2.8，石楚-褐石・質右・青摩右・麦飯

石

巻 29，札石

巻30， 杭石

第2'1-舟， 石イ柔

巻 J/，魂石

巻 J之， ~Æ 譜・ 3尤イ土.;Æ見譜・蘇易筒・杭譜

-業縄

巻 33，る兎詩・ 3戎号:イ台・る見説・替継善・魂

説・普継善

巻 3タp 落石・石欽

j
i
l
l
!
!

ー

も
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巻 JS.，でき右・響石・占雨石・穂、右 I令石

第25舟， スヨ亀

巻36，息石・緒石・動石・無根石・香石・

摩脊万・馬月T石
巻3グ，塩

巻39，塩

巻 JCj， 法

巻 '1-0， 食塩

第 μ舟，石~

券1/-/，食塩

巻ヂ之 p 戎温・光9月埠・サ温

券 IJ.J，池埠・陸塩・塩石・傘子埠・樹上

境・歯戯

券伴，飴塩・ゑ工塩・紫塩・黒毛色・緑境・

塩柔・おた水石

巻 μ ，太下会友特石・檎砂 -i茎秒、.湯紙内

- 662-



官「ー

鹸

第2.7舟，右局

巻 μ ，朴消附宅るお・盆硝・馬牙硝.)孔イヒ

梢-懸石

巻~7 J 亥兄月紛・消右京?焔消

巻I/-~ ，硫黄・ 7J<-硫黄-石筑青・右流ホ

巻 1/-9，勢石・券精券苧

巻 $0，妹委主・黄券・待券・金保券・本委主-

陽起スヨ

第2.8舟，石各

巻5/，文石・紫斑石、安母

義$2，錦右 .4右・貌右・青白菜スヲ-金

精石・金石・叩石・重石・牽石

巻幻，石義・石昇・石帆・石杓・石格・

上水石

巻付，石花・石燕・石蟹

- 663ー



巻ぉ，石魚、・石蛇-右属-石篭-石亀j

j事2'1舟，石各

巻06，石蚕・燕寄石・石像・石人・石樹-

連理石

巻d"7，石持・石康・髪石・石版・石柱・

竹石・右衛

巻ω，林業石・木葉石・石棋ミ子・石秤-

石来・鉄網石

巻ょア，燕石・鏡石.)1]石

巻60，石銭・走水石・鳥精石 ・A奇葉盤・

釜石・娘石・冷消石・釘官石

第30舟 p 右各

元年6/，蛇黄・ゑ鮫石・青色精右ー龍駒右・

霧震確附 t香斧-雷鎚・宮銭・営環

・官珠・常鐙

巻μ ，雷、皇-宥魔石・化石・癖右・淋右・

. - 664 -



石汁・右f1，i

巻ω，落星右・龍家右・金数右・阻声石・

平泉右

巻 olJ，メ〈右・室巌石・ 2ネム右・右後・松

化万 .1-ートトi石
券 65，林J左右・鎮7エ石・愛川スヲ・英石・

昆ム右・武康スヨ

巻 μ ，点JS右・太湖右・ J玄笠右・充サキi右
第Jノ舟，石各

巻 4グ，階ヲ己・無為石・霊符右・三守山スヨ・

通透スヨ・桐柏右・水石・南陽石

巻ω，飯石・湖山スJ ・都右・桂)1¥石・道

刈コ6- 融 1\~1 石・政安スラ・将楽石

巻げ，南平石・松林石・祈尋右・イ良山石・

沙

巻 70， 愛名手沙・金沙・銀沙・銀シケ-台沙・

. - 665ー
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村上沙・玉女沙・珠券投右

巻ク/'異右

巻ク2.，異石

第32舟，金各

総目(106種)

巻/，金総

巻2.，金総

巻 J ，金総

巻 μ，金総

巻$，磯右・荻金・沙金・令符・金泥・

仏、手金・頼塊金・金箔・稚金

券33舟司金属

券 6，色合・赤金・捺金・辱金・保全・

禁多様

ゑ 7' ，銀総、

巻~ ，銀総

-666-



ヂア

巻タ，銀婚・黄銀・赤銀・鳥銀・銀薄・

銀肩・多艮奇・銭銀-イ良多艮

巻/0， 銅

第3ヂ舟， 金各

巻 I/ ， 多美総

巻/之， 多美総

巻/3，銭総

巻/l/-， 多気総

巻IS， 多美総

2早川舟 p 会各

巻/6，銭l総

巻ノク，泉;ち・銭詩

巻/~ ， 多気う去

巻/テ，金銭・銀銭・鉄銭・鉛銭・紙銭

巻20， 交子・多少

弟36舟， 金イ毛

-667ー
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『意思

鏡総、

銃48

陽滋・フド I~ 鏡・呉銑

考FM，金銭・鉄貌・ 7ド銀銭・火替銃・ 5皮

巻2./ ， 

巻 221 

巻 23.， 

5高鏡

巻2.5，逢光多党・凹ム銑・三才鏡・新車ゑ銑

多支を・錫銅鏡鼻・鋭鋪

l

i

l

i

-

-

金手島

銅局員・銅粉・銅有・白銅・多i司イキ-

銅努芥・銅鈷録・銅符錐・多i司匙桶

鐘・念l司欽・鉄馬・諸銅裳

第3ク冊，

老子26， 

巻 Zク，

自然銅・鎗右・会?陀僧

巻 2ヲ，鈴・袋詰舟・鉛霜

巻 2a I 

巻30 ， 粉錫・ 4会鉛・錫.~一錫

-668一

多夫総、

第38舟，金侯

巻J/，
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券 32，鉄落・鉄手粉・多失繍-鉄業・鉄事名

鋼鉄・聖鉄

券 J3 .鎖鉄-錠鉄・実欽-古鋳・多失銃・

思-後

券3タp 釜・鎗・鋳錆-銚・錐-欽荻

巻J~ ，刀剣

券3ヲ舟， 金属

巻36 J 刀剣

孝行 p 刀剣録-名安l]記

巻Je，フド安1] ・乙蛍・矛-犬1 ・鉄銭・斧

えき31，欽・鉄甲 鉄鉾-鉄鎖・牟轄・馬

街-馬鐙・大刀Ji-労刀股

第ヂo舟，教信

終日(ク 7緩)

巻/，教米総

本之 p 教米総、

-669-



Fヨ官T!- I 

可…い川

巻 d ，朱 総

巻 μ，梁永・フ1く永・大永-楊糸・怒永・

会朱・魚、糸、弐木

第タ/ー冊，教偽

巻~，嘉毅附Jb来・ 5車交・喜ご少に

券 6 ，私総、

巻 7)箱統、

巻 8，給総、

第〆2舟， 毅イ馬

券ア， ι城稲.1窪箱・呑子稲

本 /0， 統

券//，縛・、ち原棉 -jぞ喫米-紫ネ・桃尻

米 L米・大人タド

巻ノ之，稜

第μ3舟，毅偽

巻/3，黍

- 670ー



巻ノタ， 番手

巻 /5，経-経・舟泰-野泰

三基ノ6，寄泰・玉易若手・梁総、

巻ノク，脊梁・台後・ホ梁・黄変・科

第μ 舟，教昼

巻ノ~，粟

券 /9，柔

巻 20，ヂ冬子・稀-稗-券

巻 2/，支

巻 22，表

第ω舟， 教告ら

巻23，小麦・大支

巻zμ，台交・積女-努ま-穂麦・雁向支

管支-五葉支・繍麦

巻之$，努支・金支・稗表・程支・熱交・

雀づ麦

- 671ー
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一『司明

巻26，蕎麦・苦蕎多こ

巻 27， ~巷長イニ・菩根子・老偽珠-祢

第μ 舟，教長

巻 29，嬰子柔・阿夫ゑ-東港・ Aiu草

巻 2テ，前芋-遣を草子・教奴・愛奴・走資に・

大麻

巻3D， 胡麻

券 3f， 胡麻

第タ7舟，毅僑

巻32，台池麻・赤池麻・亜麻・麻枯餅・

西国米

巻 33，砕教

巻3μ ， 言者田

巻 3S， 也政

第ω舟，教各

巻36，臨政

-672ー
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同

大黒

巻

黄

政

政
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政

総

総

一

豆

一

ム

豆

品

問

、

協

他

候

)

萩

萩

大

属

大

級

持

病

…

'

'

'

萩
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げ

リ

J

/

之

J

H

テ

巻

巻

巻

舟

し

巻

巻

巻

舟

巻

仰

白

川

山

第

総

葬

-1':'7 

互先豆・渇---a..柴羅豆・稔豆・騎草

百.'&トぢ
」ι『 宇空}~ 

巻ょ，ホ}1、豆・腐稗

巻 6，稀豆・台貌豆・黒稀豆・山義豆・

豆爽

券ク，

}

，

j
 

F

寸

一

-

、

4

- 673ー



務よ/冊，萩長

巻~ ，方支・令豆・九月豆・格豆

巻ヲ， EL豆・落花生・続日月豆・雲南豆

巻ノ0，脊5朱豆ー僧ネ豆・匂臼豆・虎豆・

馬豆・台為豆・察豆・山きま豆

巻// ，零鳥玄・山黒豆・米豆・山茶豆・

白骨鳥豆・大室豆・、休豆-霊光豆・

野数斑・豆芥

2ネゴ2冊，達面ゑA毛

総、目(ア 2後)

巻ノ，造綴総・飯・育精乾右飽飯・愛飲

巻之，粥

巻 J ， l'食・ 2惨-数・餐-精-鎖・委)ト・媛、・

斜

巻~ ，ラ俊-寒具・鋭鋒・巧来-円子-冷

九・油堆-鋭鈍

j

i
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l
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l

o

l
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1

1

1

1

1
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食恭上う千・蚤

巻ノタ， せ蒸-苓葉、・捻霜

巻/s， *-糠・宴、精・格蘇・ 4ま潰格花...;奇

セ包i来皮・戯抗手

5事ぉ舟，造機僑

巻ノム酒

巻/ク，酒

巻ノト酒

巻ノタ， 酒

巻 20， 娩酒・台?函・画整・tW萄酒・神・酷

第Ji舟，畝11義

総、自(J 2 ~，童)

巻/，蔵総、

巻 2，を虚

巻 J ，長産・ 7最虚・弧蓄

巻 μ ， 突き弧-苦執-す包・ A為蒲

-676-
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第tク舟， 脇信j

券，5-， 冬~\・ 1者ノ~\j・ 3魯南九

巻 6 7 越;J:~ ・菜丸・黄Au-糸仏、

巻 7，生 JJ~ ・倭)iu-北丸・石仏¥j・番氏・

枕氏・龍肝瓜・平青~\ .雪九

巻8-，オ星苛糸奇 ~\J ・ ~会棲・土足、・ 7X 東

ふ・地黄乱・金鳩蚤・馬紋児・兵

第 S3舟，海菜~

総自(3 8稽)

巻 I 1 藻総・海藻

巻之，大葉莱・馬尾藻-牛藻-抑葉;~・

藍菜・牛毛菜・龍委員菜・線菜・鴛

場系・ 7K松・神袋

老子J ，ネ忍帯菜・海帯・海ゑ・石尊・海経・

F歩楚・渓系・紙系

- 677-
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巻 μ ，昆布・若菜・紫菜・苓ゐ菜・石花

菜・仏竿

巻$， Z主街柔・虎粕菜・羊柏菜・鶏鴇柔・

嬬菜・右鮭・綾瀬草-実格基

えき 6， )言↑苔菜・点主主総算・海粉・燕禽菜

第げ舟，水菜属

終日(3 6稚)

巻 I， 蒲笥-遺骨・ 7尼蓄蒲・渓蒸-水葱-

ゐ専手首-水鳥歯

巻 2，菰|・淳湾・斜草

巻 J 7 鶏-支

第 1:， 0 舟 I 7]<-菜属

巻'1-，持菜-尊・水鏡草

巻 s，~良子柔・毅・萱・水豆児・芽逢草

貴金菜・糸花菜 ・A請菜

巻 6， 易月雪・建、姑

-678ー



巻ク，羨-牛尾道-浮善・真珠菜・差菜・

犬鵜児・ 4多菜・巷菜・毅菜・事河

菜.*毒菜

第6/舟，菌属

総、自(付稽)

巻ノ，芝

巻之 p 芝

巷:3，芝

巻タ，オミ芝・草芝・肉芝・五色乏・妖草

第 62時， 菌イ毛

巻 S ， 菌総、

巻 6 ，石耳.:}也耳-オミ耳・桑耳・塊ヰ・

柳耳-お耳・楊櫨耳-松輩・羊月白

菜・検肉

巻 7 7 雷輩・麦輩・夫花葦・差菌・杉菌

牟角葦・危筆・鬼蓋・地本・危夫・

- 679ー
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出後・フ|ミ肉・馬勅-守尿菰i

第6J冊，菌各

巻 8，室菰l・驚膏葦・笑4L令・泥竿 7ド

輩・網戸子葦・ 4工最長l・台葦-紫草

黄草・玉葦-粟扶葦・四季葬・令

葦・舵菜・季且葦

巻 9，竹馨・々ケ肉・縫}従 ?4F華-葛克菜

巻ノ0， 彦会 jれ華・土菌・毒菌

与名付舟 L1毛

総司(タ 之稜 )

巻ノ，玉総

巻之，玉総

巻 J ，玉総、附洗玉

巻 μ~業附経王こ・玉泉.. 1:月旨・玉ノ高・欽

玉-1:重

第μ 舟 F 玉ふえ

- 680ー
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一

守

夫・ J妥-減.1氏-民玉

巻IS，玖璃・被爆・玖5留母

玉僑

雲母石・菩薩右・換石

珊瑚・予良升

建渇・/免玉・鬼エカ石・ゑ工糸右

手馬議

竹葉潟~.土鶏援1. 緬会令・株掲・

石橋子・蕎 d千姶

葬68}時.玉肩

巻2/，珠3右・撃

巻 22，ァドオ守・右英-台右英・味スヨ英

巻 2J)端子・幾殺・遠鏡・五委託石・料糸-

;a半角・ 4エ猪牙・珠子笈

巻 2μ，金月券・珠樹・玉器

巻仏令利附A子安

第67舟，

巻 /1"

巻/7，

巻18，

ヲ巻/9，

巻20，

- 682ー



第4ア舟 p 蛇属

総、白(印後)

券/，龍総

巻之 p 鷲総、

巻 J ，殻総

巻iタ，龍総、

巻 5 ，私鋭、

第70舟， 蛇イ義

巻 6 J 音色総・龍叩

巻ク，瀧 rす・能古島-龍角・龍皮・龍季4

3巻8'，青色毛・龍誕・火龍・主主青色・話龍

巻 97 鮫鮭・蓋・弔・糾・嫡

巻10，蚤附山市-霧市

蛇信

支え・妖笥

十二時女・姶女介-師蛇・沙機・雷

一『
哩F. 

- 683ー
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公馬・龍盤魚、

巻 /J1 守宮

巻ノヂ， 城坊

巻 /S， 蛇ゑ之、

第7之冊， 蛇ゑ

巻ノ6I 蛇総、

巻ノク， 蛇終

巻/8'，虫'e角・蛇鋭・蛇骨-サヰ・天姥・

神蛇.....;;青霊蛇・ 7ド蛇・蛇婆

巻ノタ，蛸蛇

巻 20， 巴蛇・蝶・長蛇・有印

第 73 舟、蛇~

巻之j， 妓・十歳妓・;欄芋夫・両頭蛇

巻22，j也・玖尾虫色・青竹虫色・青捻蛇・緑

蛇-者蛇・碧蛇

巻23，オ、波・白蛇・台花蛇

- 684ー
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巻 2ヂ，黄花蛇・黄会員蛇・紋蛇・赤地歩!色・

烏蛇・叉蛇・金総附録、蛇・錦蛇・

土錦蛇・翠蛇九

第7ヂ舟ー 蛇各

巻2.S，月巴遺・七寸蛇.*暴身妨 ・l発蛇・育

芝、・鱗蛇・娩蛇・箭鋒姥ー

巻 26， A委蛇・山鳥姦・青竹ァ降、?土主・灰

虫色・捜虫色 ・J~積虫色・樹容蛇

巻 27，金帯蛇・猫蛇・藍蛇・花地通・友

虎・冷蛇・人面蛇・報党蛇・産枠

虫色・緩冠蛇

巻 2a，ィキ蛇・泥虫色・師蛇・簸箕?・弾頭

蛇・危行・ゑ工簸箕r.量人・藤蛇・

蛇轟

第7s舟， )"ケイ毛

ゑ注目(/ 32積)

- 685ー
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巻 I 1 ~す終

巻 2 ，竹総、

巻 3 ，竹総

巻 μF 桁終

巻ょ ，Jr.ケ譜・続竹譜・竹総、

~ 76冊， 竹ぷ毛

巻 6 ，往々 ケ

巻 7)毎

巻 B ， 第・聖~

巻タ， 今多言普

巻ノo， 考多譜

第71-}時，付属

巻//，んケ返・竹会名・ 2事・竹葉・竹根・竹

4氏・烏金紙

巻ノ2，竹安竹Jt.竹黄・宮丸

巻 /3，淡々ケ・苦竹・ 1F竹・秋竹

-686ー
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巻原，箭竹・射竹・銘々々-利竹・隻竹

弓んケ

巻/S ， 斑んケ・黄んケ・黄イ柔材・ 7貢蝋竹・紫

竹

第 78舟，村~

巻/6，台村・益竹・ 6工竹・丹竹・丹育局・

緑竹・青竹・、票、材・鳥歩材

巻/ク，象牙什・牙物・台耀柑・薪特・筆

んケ半々ケ -j蓄材・台ノ富竹

巻/~，安材・桃牧村・都んケ・石竹・綴l条

竹 -3Z待・積榔々ケ

巻ノア，龍公竹 -j実竹・青竹・経ノミ村・奏

券什・辛竿竹

えま20，者主竹-笠村・海桃竹・ 5象竹・由特

んケ・ 5末節竹・火竹・雲母竹・江南

んケ

，s
i
t
-
-
?
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4
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晶
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2
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第7テ， 竹ノ長

巻 21，瑞竹 F 人面杓・偽膝特-葬杓・虫

持-鉾地竹・野物

巻22.，猫枯・猫晃竹・金泌物・狗物・毛

竹・龍頭杓・龍芽竹・青色孝義竹

老E23 ，寸ニ鴻竹・月々々・江D~竹. ~\.物・

護、竹

巻2LJ-，オ竹・三牧村・ 7Z箸竹・終終竹，

令材-通々ケ

第 ~O 舟，竹属

巻μ ，巨特大節 特 大 夫 竹 ・ 湯 村等

竹-鈴村-錆竹

巻26，笠竹・蘇麻竹-学摩竹・右麻竹・

忠摩んケ-老竹・大頭材'牛角竹

券2.7，薬物・苦油竹・茨材・線竹・欽錐

竹 -A冬竹・タダ竹

-688一
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務r 一~

巻28，;青江井、竹・蒸竹・ 1奇什・釣端々 ケ・

策什・粉特・笈、勢片-筒竹・晋竹

券 29，閃材・秋物-管村-護居特・荷村-

定光牧村・霧雨村

与や8/舟， 村各

巻 30，投淡々 ケ・ ~4ケ・仲村・五泉村・雷

竹-宮廷竹・方自迷竹・屋竹・第-

笑待

券 3/，笠竹・相手〉んケ・笠材・花節々ケ・花

物/豊竹・万竹・平南竹・馬蹄竹

巻32，1-皮竹・剛竹・禿竹・曲竹イガ↑尼

竹・結竹・新続々ケ・痩竹

巻 JJ~台狩・丁香村・糸竹・金糸竹・調

糸竹・蒲竹?横杖村

巻 3〆，経月至竹・千歳竹・千里材・石遂竹・

公孫竹・観奇材・水村
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第82邦t，付属

巻 JS1 鳳毛竹・空返l竹・角竹・七絃竹-

格繰竹-亀紋竹・長者竹・童子寺

竹

巻361 文武竹・緩衝竹・.衛竹・姿羅竹・

定患王竹

第83舟，議44Z
総、目 (i J 7穆 )

第M冊，議~A毛

巻 I I 説終

巻 2 ~銃総

挙 J ，Jえ終附番多養強熱、

オ与が， 主

第8.5舟， 議局

巻.$，韮

巻 6，山主附孝文並・フド主・柴主・野並・

- 690ー



ー・圃『

背主

忍従、

巻 8 1 建、然、

券ア，ネ怠・渓葱・ 1)介葱・符態・胡麓

考L慈・龍九慈・水晶楚、・義

巻ク，

巻/0，

哲す

f 

第μ 舟，議各

巻//，建~ .動

詩、総

巻13， 大蒜

巻/2， 

小蒜・山蒜・独狩蒜附五苧柔

菱茎

議14五

巻/6 ，殺即台系

巻/7， ネ去・紫核

夏核菜・鳥萩菜・由月茎・箭稗菜

今月土荻・水菜

巻ノム

巻/5， 

第81舟，

一691-
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主
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・
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・
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巻2ヲ，釆絵

巻30， 菜殺・フド還をむ・紅建をむ

第アo舟，議』各

巻3/7 楊花』義督・沙星放・夏羅奇・野義

替・山建替・ 4良子柔・弟遥・円ヰ艮

巻J之，胡義脅・野胡義貸・妻子翁柔

巻JJ， 生蓋

巻 J〆，生蓋・乾茎・天竺虫色茎

巻dS 水芥・紫蓋

葬タ/舟，議各

巻J6， 7査キ・荻ヂf-馬背・款冬・索吾

巻Jク，苗脊・野苗杏・持、義・羅動・，杏器

巻J8， 薬荷・廉董-;t土若

巻 3タF5え殺・石;茨荻

巻 9-0， 筒毒自・野荷惹-放

第タ2舟. 議イ晃

- 693-



山
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a
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f
t
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・
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1

l

川
』

巻11-/ ，蕨-蕨紛

ゑμ ，ァド凝-紫碁・蒲公共

参列，象:脊象

巻 μ ，有象-赤象・紫参・台象 -az羊-

水参

巻 μ ， 藍菜・木夫参-落葵・油火令約

第アJ舟，議唇

巻μ，弟蓄・竹葉柔即甲:も阪~.淡竹業

竹柔-麦藍柔 ・A高九月会

巻Ij.7 J 説草・若草

巻 μ ， 紫差・台差・フド誤差・山払差・多艮

イl念菜・勢フ~n丈

巻 1J.'1， 苦ゑ

巻 $0， 苦責・山苦賛-東風条

第タヂ舟， 議A雲

巻よJ1 若遂-五筆
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巻.s2. I 芋終

巻SJ， 芋総

巻$~，芋~怠

券付，紫芋-青芋・台手・ 7ド芋・生柔芋-

得、来芋-轡芋

第ア$}崎， 議イ義

巻μ ，野芋・天芋-雀芋・博土芋・~芋-

土手

巻 u7，芽掻

巻$8，芽損

巻 S?， 野山柔-大芽-蓋芽・イキ掌芽・柱

芽・竹ネ艮芽・脊教

券6 0 ， 蜜芽・馬多令芽・芽根~・黄独・零像、

子

第タ4冊， 疏ノ五

巻4ノ，香菜

- 695ー



巻 μ ，巻薯

巻 63 ，紺碧・石令・山 Jヰ

惑も総巻 61f，
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泌総、・ l紫弟・青弟巻 μ ，

第タク冊， 議J~毛

巻μ ，銀茄・フド茄・海茄・呑弟・~~カ海茄・

委員茄・緬弟

去を-黍萩禁

反差 -j尼胡菜-歪頭系

蘇

巻るク 7

巻1>8 ， 

白田蘇・野紫蘇・水蘇・魚等・ 14:. 

巻け，

巻クo1 

議長

薙菜・ 7手官

巻7之，女主娘柔・号毅J・犬¥惑も児

巻7J，大前・ Jト剥-若菜・白英

冬葵

第何時，

巻タ/1 

-696-
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r"!". .. 

巻パ，冬葵

第9?舟， 議僑

巻ク6， 17葵・銭葵・幸柳根

巻77，菊

巻 18，奇ら-丈・野文革

巻クヲ， i手葛・年;葛・欽得議・'1f頭急

券 80， 菌疎・青落・ 3交義

第 /00舟，議J~五

券8/，顔蕎・遂・絡32

ゑ82，鼠数竿・鼠i菊・欝臭苗・妻立系

巻~3 ，見総

巻dl'l-，蒐総・ホ見・色蒐・ l京葉l ・A 色蒐

巻ぉ，馬歯蒐 ・J天蒐・人見'猪見即野見

1$/0/舟，議長

老トii6， 石見:青箱見・経冠柔・笠江南・

立そふた胡

-697ー



巻~7 ， 首梧・酢楽草・石千米替

巻 ~8 ， 差萱系・黄1I¥~長・狩ゴ守系・ゑエ藍菜

巻8'9 ， 萱草・老月鳥蒜

巻タo，豆芽菜・底豆・蚕豆苗・黄豆苗・

刀豆苗

第/0之冊， 議I~柔

巻タ/ 7 緑豆芽・野菜豆業・信児豆苗 ~L

豆苗・紫 ~l 豆萄・絶美

巻ア2，薄系・春淑・胡称附弟管・殊火

巻アJ1 馬蘭頭・六月菊・難児月号・驚児腸-

妥在脇 3手

巻7'-1-，繁義-鶏版草?薮』菜

巻テS， 基耳・診耳菜・希接・地検

第/03舟，議J)~

y巻ア6， 古月萎

え手タ7'夫新葵・野園*.子持・話交様

-698一.
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h
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-・・・・

巻?e -，替

巻 9~ ，祈安・麹私

巻 /00，芋石毛安・地恥児苗・綿愛児・イキ持

? 
第/0タ冊 p 議~

巻/0/，地管・茅芽根・荻学-壱・猪F央狭・

猫〉EJ長

巻ノ021 黄精

券 /oJ，萎経・玉不管行・。ロ藍柔・フド茎

巻/0〆，葛・蓬摩

巷ン05，野首即イ可首鳥・犬門冬一-石部・金

剛刺・野水氏却水通

第/05舟，歳僑

巻/06，系久苗・地角児苗・土苔苗・菖子

根・ァド胡種苗・狗梓尾苗

巻/07，1安苔・金氏児・藤花・鳥兜鈴・葛
J-.. 
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-
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章。子

巻/op，蛇葡萄・ょト嬬菜・野岳乱苗-オミ堂

子-令ブド藤・鼠藤

巻/0テ，甘藤・紺藤附天馬組主ト-金銀花・

生氏菜・朱は系-孝頭菜

巻//0 1 倦人草・イキ土菜・ A義・底蕨菜・

西友桶事・ 7阪管

第/o6-}時，裁僑

巻/I / ，酪林子・芭薫、・実在腿>t・考会後菜

巻ノ/l • 黄者・沙参・畑英沙参・山蔓著-

地参・オ之校

巻//3 I 替危笛・~て・防風附 i労葵・独ー冶

巻//手，台主・前胡ーさう薬・山菜・)¥，1!i芽

藁水

巻//5 ，地黄苗・表門冬 -i乏;ち・菖蒲

第;07舟，議A毛
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オ字川 /連:荷 羽芥 龍日告-紫苑・蛇床子

巻U ク，翁衣 ・え夜Jも白鮮漏昼威』室

仏・野生霊・夏枯草

巻//?，夫名精 季、安-ゑ工豆急JL-山森

木蘭芽・台後

巻//9 ，敗哲・玉箸J乙・

;孝f黍・連麹j

苧麻荻系羨稜

巻/20，火焔柔-三台草 -欽持等 ・よ也生矢児

山宣 菜 肴走殺 -J雀含草

第/o?舟，疏石毛

巻/2/，金雀-1G 金豆JE-青ヰ己・驚脚:rtJ • 

狗脚恥 ・刻現ゑ脚郎 ・牛堵系lj

巻/22 糸さも義 -線逢 -金三三采 ・謁蒜

巻/2J 古月麻苗・蒐葵・紘4ニ〉t苗・究JJ巴苗

著書ぞ・手箱

巻/2'f，里7寄葵若草 答経頭・水練ヨミ-

- 701 -
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索犬・芸呑・紫雲柔

巻ノ之$，芽丸券・山根菜・石才ドー地流蒸・

螺震兆・老鶴筋

第/0ア舟，裁ノゑ

巻ノ26，持衣食義・絞欣藍・犬系鳥見」・鳩観J草-

草革主月-私I~ゑj 兆・島倉余棒

巻ノ之7，金針菜・権耳菜・柳葉柔・柳柔系・

山弁桑・山後桑

本/之8J 狗筋菱・地A-t系・約見柔-虎五草・

星名薬'水蓑元之・小虫 ~líト皐

巻/之タ F 兎兆尾苗・地錦苗・~茶桑・逢骨

草・毛r--t，τ兆桑・山小柔-縛斗桑・

巻130，和尚柔-タこ豆柔・鼠i柔・鵜慈・匙

頭采-千足)ゑ

第//0冊，款属

ゑノ3/ ，綿糸柔・タド義・会頭柔・紫脊諮・
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賞マ菜・ 4ー径菜・仏愛月年

巻/32 I 婆婆祐甲菜・山甜菜・風l花菜・粉

イ徐児菜・諌殊菜・毛連柔・青歩(氾
4ヂ・

河ミ

巻/.3J1 ノ¥角菜・耐驚系・地栄菜・雨熟児

系・白屈菜・社根菜・草零険春

巻ノJμ ，水落蓑 .I意葛菜・粘魚、委員・飾飾柔・

接続華附問羽・婆婆納・東歌子j乙菜

室?粉圏児

巻/.3s，痢蚊菜・通藍系・免児傘-萩義根・

委食児頭苗・地税足、

:t// /舟，議lJii

巻/36I 遊子柔・米布袋、.若鳥豆-草三奈・

藤長苗-牛皮消・大教

巻ノ:.37，今耳系菜・鷲児柔・猪尾オ巴苗・胡

牧子・毛女柔・機児花

-703ー



巻ノJ~ 争春柔・優玖・美柔・蓋柔・護条・

系柔

巻/Jタ，羅漢菜・金~乙柔・オミ桃児樹・芸荻・

ノト台柔-袴系

巻/'1-0 I 看燈系・道花白菜-孤児菜・台花

菜・ ~l) 随、莱・金糸菜・弟、

第ノ/2.舟，議~

巻ノタ/，孟女良菜・醍醐柔-雑;後菜・瀦菜・

春踏菜・三十辱柔

巻/1，L2 1 断続藤・野菜簸・鳥美・羊耳あ-

黄花児-ゑ朱替

巻/fl.J 7 雀児綿翠・燈蛾児・若麻茎・狗耳

'草-黄連頭・鳳イ山花jネ史

巻ノ'1-'1-，ゑ麦苗・符家頭・来羽素・禽螺号本

イfl]差替-江替

巻ノ4-5，鳥藍粗 根義義・胡蒼耳・金三委)巴

-704ー
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、

花・山実L采・水練銭J苗・沙遂

第//3冊，議各

巻ノμ I~ヶ零菜・独行菜・山参・葛公系・

御魚鱗-失刀児苗

巻/仰，珍珠系・社蛍 J}帝・風、輪菜・オd白繰

苗-胡ネ奴系・苔・樹衣

巻/仰，社神-茶樹・黄櫨・椋子樹・杏樹

変樹・桃樹

巻ノタ77 沙果子樹・丹桂花J ・芙器犯・錦帯

花-松花蕊・ブドョ憧花

巻/St} I 竹葉淑・ノ笠松・秦椋え・星る淑

第ノノヂ舟， 議』各

本/よ/，報馬樹・根樹・臭萩・堅英樹・臭

竹樹即臭持桐・馬魚児イl糸

券ノ52，老婆布蕗・稼樹葉・育楊樹・龍柏

芽・受3櫨樹-青岡樹・檀樹芽・山

-705ー
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茶科附山茶

巻/.53 ~株樹・花柄火樹・来1J 秋樹・台半樹・

木繁樹-鳥殺樹

巻ノタタp 省法泊・自由酷-南燭柔・すて兆茶

巻ノ.55，三Lカロ・桑-柘樹

第//よ舟， 接点

巻/.561 粕オ封・様・牟英樹

巻J~ク，杓妃

巻ノJ-lt)施葉・オ余

巻ノJアF 台楊・木羊角科-青権樹・緒・橘

歯花

巻/60，馬株・栄梨樹・文冠花・スヨ楢・フド

葛

第//ι舟，議』属

巻/6/，椅に・樗・月数梅花

巻/μp絶子花-頑桐芽・令孝久.~支見拳頭・
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黄糸藤

巻/63J 山格刺樹・統樹・黄連茶・鵠不踏・

雲葉

巻/6'1-， 食系其・ネ青

巻/6$，黄棟樹・得芽樹・械樹芽・月芽樹

老葉児樹

巻166，突柔・乳草 -J手花頭・笠葉菜・黄

;京茶 .j悼・爆人系

第//7冊， 虫ノ義

総目(266稚)

巻/，虫総

巻之，挙総、

巻 J p fぎ歩手

券ダ， 歩手袋

巻ょ，半来JJ蜜・ゑエ変・夫52議・察機

第ノ/~冊，虫る
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巻 6，露蜂ィ7・土歩手・大黄学-台蜂・穿

木鉾-ホタ手

巻 7，竹歩手 独脚蜂・赤麹蜂・七里蜂

婚女学・菌主義・虫実女令

巻~ ， 婦女詩

巻ヲ，虫色減

巻/01 味剣・五倍子 -J盆斐イ井姑燐

第ノ/Cf舟，虫属

巻1/，婚娘・桑婚、蛸

巻/之，表総

巻 /J，委総

巻/〆，会総

巻/$，原、安・原蚕沙・表すC.看f*・彊着手

第ノ20舟，虫属

巻/6，矯・繭・妥?呑 -Jド呑・火会

巻ノク，海会・地委・土蚕ー右番手・雲筒雨

- 708ー
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虎・九春蚕・樟虫・械を糸 i少柳

虫・え}!'呑

巻 /a， 減灯蛾・ラミ蛾

巻ノタ--青妖・成降-樗妥在・ぞか採子

巻207 玖珠

第/2/舟 p 虫各

巻之/I 鳳子・弘蚊媒・靖鈴附赤卒・鳥大

頭

巻22，紺媒・歩手跡・天牛-役生虫・麦ゑ

巻23J 斑蚕即斑猫・完』青・地月産・葛よ亭

長

券2ヂ， j議官妹総、

巻2$，赤鉄ロ妹・黒捗P妹・台妙妹・山教ロ妹・

Jfガb妹 -J長蚊

第/22舟， 虫ノゑ

巻26 J 渡婚・蝿虎・登銭・水屯・水逸郎-

-709 -
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鼓虫

巻 27， 蘇・火歩欽

巻2.8 ，姪・右姪・草姪 J蓄娘

巻29，媛l

巻 ) 0， 域

第/23舟 F 虫暴

挙3/，域j漆・赤紙・白主義・馬滅・後虎・

ヌミタ良

巻3之，づ号腰虫・汲水虫・姐・水姐・海姐・

欽姐・水虫・右尤

巻 J.3，蝿

巻J，/-，青蝿・狗蝿・フ!すと・ 3色虻・えあ前

巻3$，ぷ

葬12タ舟，虫ゑ

巻3_6，千議・竹議・ァド姦・号);，~主・沙虫・

壁三室

- 710一・



罰想空V
担Y/1I.y，.:..-

巻37，蚤・対・娘手・令毒・ :f:J 

巻 38， 女え

巻J9 ，豹脚・ 3き肇子-号、核・没子・微塵・

縫鼠i・減嫁

巻タoI 持増・~虫・軟骨虫・総女虫

第ノ2s-舟，虫ぷ柔

巻'1-/J フド毒虫・桑霊長虫・柳室虫・桃重量虫・

柘案虫・桑室虫・素描

巻μ ，茶蛙虫・オ:議案虫・桂案虫・牟茶室

虫・ Jrケ金虫・ 2草案虫・蒼耳室虫-

青蓄量虫・昼嚢虫

巻幻，寄与牛-薩呑虫・守れ・蓑虫・セ虫・

訴く虫・露花虫・ • 3剥姑

巻仰，奴竣・風虫・鋳花嫁子・イ各競・燭

巻 μ ，洋総
JI26舟，虫Aえ

- 711 -
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巻μ ，姥総、

巻~7 ，非坪・鴻淵肉涛花・婚母・ 9尽蝋・

丸亀姑

巻付 p 虫桑・茅女周・娘明・琵琶坪・ 4笈育・

女草枕

巻 μヲ，鋭部・蒼鴻・音色武

巻30 F3長女房、・行衣・頒撤・結卑虫

巻υ ，女妻姑

巻υ ， 叩頭虫'食用参虫'多し虫

巻υ，後火

巻.slj-， 管火・放光

券よ5， 本魚、

第/27舟，虫侯

巻μp 鼠J特・丹執・翁虫

巻よ7，夜、虫・金亀子・さ丁忠・版界負虫

巻ta， 護主虫

- 712ー



巻 59'義虫

巻 6 0 • 金蚕・石中時婚・猶鬼

巻 61， 終歩宇-粂共今・女f主主
巻μ ，竃馬附イ色負虫・草虫・多数・音色服

経・金多量児

巻 6J ，縫女余・磯首ネ 土模核?

巻6'1-， 坪え暴

巻 ω，叛暮・台妖墓

第/2a冊，虫Aゑ

jきμ ，竜

巻 67，轟-料斗

巻/;，8 ，旬父・心蛤附渓狗・樹玲・雨姶・

娃女合

巻げ， 女美女父

券ク0， 減反

巻 ク /，対誕・斗}雪合虫・、馬拡

-713 -



巻ク乏， 女愛媛・歩高千

券 73， ~こ生絹・縁桑品・始虫食

券付， 虫主婦|

巻7$'，鉱労1・山労1・夜夜j

第/之?舟，虫各

巻ク{， ，反古・京1)蚤 I条毒・弘斧

巻 77 ，射エ-送、

巻78，騒竜-風擁月土内虫・之肉・蛇公・

沙篭虫・謝豹

巻クタ，月長千虫・両頭虫・壌放虫・誠子中虫

拳 a0 ， 人身中虫

巻8'/ ，人身ず虫

巻~2 ，蛎虫-砕キ虫・猿・婚媒・ノ天薬

巻 8.3，.. 1啄隊イ7-孝久丸虫 -JL穀虫・強祥

巻~~ ，象会終

巻a-.k，義金総

- 714-



第130舟，虫僑

求〕 μ ， 畠安玄ゑE虫Eえ4がれ公も、

巻 8J ，長会総、

巻 ea 長妥kd近、

巻η ， 三長粂die、

巻70~ 条委主総、

巻 タ /1 委長会総

ー『

虫里山
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媛
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巻ヂ，牡丹

第/3之舟， 花.\~ゑ

巻 S ， 牡丹

巻 6 牡丹

拳 7I 祉行

巻 8 1 山茶花・漢茶・賓珠茶・白賓珠茶・

臼升茶

第/33舟，花ゑ

巻ア F 台山茶・千葉白山茶・千葉紅心茶・

ヌ馬予各茶-一雪F4エ・楊オ己茶・紛ロ茶・

4費榔茶・石構茶・銭茶・白銭茶・

域帯茶・茶梅花〉・台茶格・千葉茶

梅花・ J6 ~ 

巻 /0， 社青島花・台社総花・ 2京社五島花・臼

玲社騰花・ )11n鳥花・石巌花・山郷

濁・紫議?濁-半鵡濁・ 4エ羊際燭

ー・ 716ー
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券// ，繍亀花-麻葉繍毛主・碧繍名・雪越・

;奈繍総・山丹・八仙~

第ノJtf-冊，花伝

巻/之，迎奉花・様栄花・金盆J喜7ド・紫荊

花-錦帯;t.笑ノ蓄花・胡杖花白

花胡杖・絢葉胡杖花

巻/3，Jあ脊総、・紫瑞希子・台瑞呑・結脊-

月武柊

巻/μ ，花子花・水槌i・四季花子花徽州、i

花子花・王こヰ委春

第IJs舟，花属

巻/$，玉蘭花・台木蘭-紫フドj菊・辛夷・

台辛夷・~本

巻/6，紫放・大紅放・ 3炎ゑエ荻・令騒・株

花

巻/ク，迫麹J ・1卜勉・え花・令糸桃・蔓荊・

-717 -



鷹九・額ネ!司・野梧キ)司・台桐・紫利

第 IJ6冊，~侯

巻18， 扶桑総・金米議・オミ様総・大ゑエ千

葉桂・千葉白根tEJ・券失'金を木

穫花・台花紫必殺・紛ゑエ桂花・紫

程

巻ノタ p 木美援総、・大ゑエ芙ゑ・ニ色美栄-

えゑ工笑業・台美栄・草争時~来

巻20， 山薬会・杓骨-赤樫

巻之/，桂花総・金桂・銀桂・件桂・検』子

業ゑ

第/J7丹時，花雇3

巻之ユ，善後総・朱千蓄核・荷Jも蕃獄・ゑエ

善級・白蕃放-紫蕃級・金沙

巻之J， 十姉妹・野蕎荻・粉紅野善級附蕃

教露

-718ー



巻~2 '1-1 金桜京¥1・茶榛・雲安

巻2J-， 月季花・長春・粉紅長本・牙春・

月継

巻之6，金糸海栄 -f多葉金糸海栄

第ノ39舟，花ペゑ

巻之7I ネ募桃'郁李・千葉ゑヱ都李・千葉台

郁李・山裾

巻2~ 1 海栄・杜海栄

巻2タ，ゑ工業粂・台栄栄・貼梗海栄・上元

ゑエ

巻30， 木氏・林檎

券3/，江格附古本各・平格/月梅

券J之，営域格・緑苓柊・黄呑格'室葉格

玉虫菜柊・照フド格

巻33，紅梅・朱格・ゑエ呑格・品字格・鴛

奪格・紫 y悔・草神経エイ各・茎格・六

-719ー
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神格

第/J'J舟，花義

巻Jtf，本花・千葉苓・李AE

券 35，桃花

巻36，美人桃・千葉碧桃-草持碧桃・日

月桃-ニ色桃

巻37，、経桃-緋桃・鴛驚仇・ 4子桃・ 3奇呑

桃

巻38)梁花・紅梨花

巻3ア，石橋花

巻 μ0，千葉右橘花・黄橘・台槽'紛紅楢・

旬今稲

巻タ /，考柔

第/'1-0舟，花属

巻μ1 ~う柔

巻1;.3， さう柔

-720ー



巻~y- ，菊

巻 μ 1f:J

巻μ ，3ゐ

第ノヂ/珊，花偽

巻 f/.? 菊

巻ω ，菊

巻。9J 菊

え全tO， 菊

巻υ，菊

第ノヂ2舟，)tノ忌

老子υ ，1菊

巻ね，蘭

本$'1-， 頑

巻551 蘭

ゑμ . 頑

券付 ，}頭

- 721ー



第ノヂ3崎，花属

挙よ8，独頭蘭・風j菊・吉祥蘭・杜蘭・磐

蘭-麦門冬・珍珠蘭

巻Jタ~号葵総、・千葉台葵・千葉紅葵-十

業浅ゑエ葵・ 4一葉緋葵・ィー柔紫葵・

墨葵・鋸ロ葵・草争時葵・錦葵・白

銭葵・ゑ工銭葵・秋葵・失葵

巻 60 ，錦被A"t.尻春花

券 6/ ，石竹・洛陽花~ .驚も石竹・義春羅・

白菊本羅・議夏羅・議4火羅・台議

秋羅・鶏紙花

第/仰舟，花伝

巻 υ ，鳳iイ山花・金持鳳仙花・千時花・金

i花-千日系工.・葛菊

ぇξω ，秋海栄・玉箸花-紫玉警 .I ¥、紫・

問i草花

- 722ー
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巻 ω ， ァド仙-千葉7Kイ山・紅水仏

巻 μ ，美人支-参金・曇花

第ノ付冊，花伝

巻 μ ，石令.}j実令-泰香/次丹・鶴頂紅・

黄山舟・巻井

道K47，萱Jt.蜜差・金差

え色付，秋牡丹・藍菊 -1失梓惹・柳葉菜・

荷包牡丹-綿棄児・ 3高滴金・旋夜

花・海根-も援

孝行，介麻・柴胡・紫枯枝・台特牧・来

沙参-台?少参-絢葉沙参・地l参・

龍騰・威霊A山・紫苑

第/μ冊，花4Z

巻 701 金澄花・銀燈花考人草-一秋箭・

山慈綴i

ゑク/，総冠花総、・イ骨骨?鶏冠・縛絡鶏冠・

-723 -
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ニ色鶏冠・三色鶏冠・ヱL色鶏冠・

病面鶏冠・三年星鶏冠-青箱花附老

少年-十様錦 -X鳥来黄

巻?2'，杜若・受?常務

巻7J ，水紅花-受陀羅花・迎陽花

第ノμ?舟 ，l~偽

巻クヂ，後草・紫花地丁・活字米替・百脈・

者そ天・金繰草・山賞、豆・歪頭柔・

薫草・ 1頭手・台tt主演・碧埠，1t.約
合草-鴛喬草

巻クグ，鉄線道・鉄子花・牽午花・金銀花

巻ク6，)交雪花・紫藤~・台藤~

巻77，紫矧珠・台淵妹・玉城妹・玖珠花・

馬蹟花A

9事ノタ9冊， 花Aゑ

巻 7lt， 燕子Jt.紫花議-白花議

- 724ー
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島

巻クタ/寺普.~をよ蓬・金運・銀道・斧逸平

突き姑花

巻~O ， 夫美花総、，紅 i革・台 i董・青道・+-

葉i董・錦辺道・笈金道・主主頭進

第/fI.~冊，草属

総白 (J/~稚)

巻ノ，甘草-黄者・替足

巻之，参耗・黄精-偏精

巻 J ， ボ総・台ボ-美子ボ

巻〆，台it-美本・木春

第/ω舟，草各

巻.s-1 彦容義・大葉苓鷺・営帰

巻 6， 1色活・前胡・防風・ i労葵

えま 7t 三菱羊・三枚九葉草・ I1、草-黄逸

総 -3奇葉黄達・タ色乏i葉黄達

巻?，考参・台頭翁・三七・玄参

-725 -



第/よ/冊 F 羊各

巻 'j ， 4.土橋・絢キ・及乙・鹿蹄手

巻/01 赤箭・地黄-キ膝

巻 ノ/，書帯芋-繍激芋-辛前・会ロ母・台

被

巻/之，稀姦

第/$乙舟，草僑

巻 /3， 菜耳・ヲミ名将 -j子及柴

巻 /μ，白茅・管茅・蕊・石芭・青茅

巻/.5"，虎前・大、前・ 2卜ゑ1-雑z翼手
巻ノ6，飛廉-苦笑

巻/ク，著羊・ 6¥歓草

第ノゴ3冊，草石毛

巻ノ8't 文・萎義・牛尾J3L-脊頭嵩・ 1差怠

巻ノタ，青議・黄花 35

ゑ之01 菌疎篭・白番34・台古島
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券 21， l'J寄奴草-徐長仰・鬼督郵・山1[.

手為誓

首活-笠江南・差5E次男月巻22

第/以舟 F 草属

券23，皮弁羊・苦裁・六月村

券2LJ ， 芭蕉、・覇王

券25，千年蓋・冬美

巻26，此草・霊草

巻27， ゑエ藍花

第1$5舟，草偽

巻28t 藍総、・家整・菟藍

苧

巻30， 苧・野苧

券J/~ 大森-箇麻

第IS/'舟，芋A毛

巻3乙，棉

券之ア，

-727-
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巻J3，棉

巻J〆，棉

恭JS，司会桶・も募・馬券・蚕繭草

巻36，荏・フド蘇・赤字使者・禽~木・替季

第/げ冊ー草Jゑ

えまJクp 荊芥-薄荷・毛子著

券J~ ，葵

巻39，龍葵・龍珠・続断・定名蓄・桃朱1~守

螺底究J

券タo， 菟蔚・葱柔・馬鞍草・危多叉年

第/$8舟， -f-~毛

巻〆I，蛇Jl木・馬薪-龍牙草・ 3炎竹葉・今

席

巻~2 ，須田草

巻LJ.J， 芸草援脊-蒔羅・羅草カ

巻μ ，紫金牛 -4一年嬢・フ|く賦・接続草-

-728 -



園 田 町

麻 黄

参事 /~CJ 舟，草偽

巻ω. 蛇含・蛇去を・五条麹竿・連銭草.~責

雪草・雀合3手-鶏刀股・募耳

巻 μ ，半3!L道・夜光草・紫t1Li也寸・匙頭

菜・砕米替・紫花見・百余格革-ホ

孫花

えまタク，金糸荷葉草・山茶・兎A傘・経服

草・苦麻茎・馬唐・緑台草・季三陵

巻1/.8， 総得草 -J雀麦・燕麦・液晶草・狗

毛草・偽定見草・地楊ネ会・水蔓普

第/60舟，草属

巻μラp 翠雲草・イキ甲草・否季し草・陰地i蕨・

漆姑草-裁草

巻ょ0， 羨委5-黒 j実委主・回麻

巻J/， F少草・山芳、・続不蓄草-苧差

一729-
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大黄-羊蹄・面会棋・愛吾巻よ之，

第/6ノー町， 草局

虎掌・天南星・家i秋

子夏・由政

巻υ ，大戟・続i追手・五鳳i草

巻μ ，識経・牙子・員麻・博落廼・毅平

巻よク，た建草・黄董

第/62冊， ~手伝

巻.s3' ，厳附萩粉・毛蕨・級

貫衆・オ3各注草-ゑ工茂草・仏人掌革

巻60 ，鳳瓦草-スラ長生.~急柏-千三千柏・

英年松・右松・地j粕

券4/，?華j菊・益娩芋

第ノt3舟，草属

台前・萩32・戴星草・長波紋痛手

河台草-鳥オ巴・金F変革・石龍丙

- 730ー
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巻S~ ，

巻s'7， 

券 1:，2 ， 

巻63，
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巻作 F 三台芋・守田

巻μ ，濫荻総、・産・荻・莱

第ノM冊，羊ノゑ

巻 μJ 石菖菊

巻 67，右蓄蒲

巻ρ ，石蓄蒲

券 4タ，

巻 70， 

Jl、菖蒲・水著蒲

支革

巻 J/，呑希・水燭・蒐

~/6$ 舟，草偽

巻 72，えて三i妥・草三段・靖子苗

巻73 ，龍貿草 • j金tロ草 -1常芋-蓑・ 7ド葱、

芋

巻 7ヂ，淳潟・斜草・音色合草・蜂草

巻 7~ ， 訴羊-青須・ ;7ド馬歯・水竹葉・若

草

- 731ー



港 7/:， ，奪

第/66伺 ，芋毛色

巻 J7， 巷・水素， }ド銃羊 '奮古 ・浮 善・

茅五量3字

巻 7，?， 水井 -紫兼 ・田舎三草

巻7タ2 若 ・柏?葉益， i渉楚.7ド綿

巻 rfO， 骨石字補・石宰 杏支石孝・氏三下-

金星草 -金総脚 ・七星草

巻fi/， ~苔総 ' ;6ぷ ・地ええ ・返私・昼遂

主、馬駿桑銭 -又納 京本

第/67舟，草ゑ

巻 μ ，オ蓬・台育も者

巻83，黄糸芋

巻gtj.， 天門々 に

巻~S ， 夫氏附?と花粉 ・王氏附王久紛 -菟』

JI¥¥ 

- 732ー



巻 96
7 葛附葛粉

第/168舟 F 享偽 ， 

77M草雀瓢j オ 音

: 子青木呑問委令

O 鳥家 苓洋平料ヌ問屋

I 1 雪下dz- 雪裏玉野瑚...ム~
第/6テ舟a:字各 月々全沙・牛乏j

??科大薮学藤
小 7..:J， 鷺驚藤

子炊釣藤防己通草

-733-
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巻~'i 1 南藤・藤天参・櫨藤・相思藤

巻/oo，冶葛・藤繍毛主

第/クノ舟 F 木局

総目(/ /デ維)

巻/松総

巻之， 松附2夫会主・松ィι右

えtJp 柴松・*'、松・大目松・11-者松・台

私、・海松・落葉松・羅漢松・ァド松・

4土松・美安松・鳳尾松

巻ダ，柏ゑだ、

巻 S，千秋柏・側柏・烏粕・羅漢柏・竹

柏

第/72舟，木属

巻 6，槍総、

巻ク，利柏・花柏・ニ色槍・接槍

巻8-，杉総

¥ 

-734一



量

巻 9 ，赤杉・台杉

巻/0，栓

巻ノ/キ羅樹

巻/之，神総

巻/J ，告神・営者F

巻ノヂ， 楊

第/73舟，木る

巻ノ5，台場

巻ノb， 桑総、

巻ノク， 桑総、

巻ノJl，白桑-維桑-子桑

巻ノヲ， 堵-構-漆

第ノアタ舟， フドメゑ

巻20， *負

巻之/，冬青・水不青・寸真・杓骨

巻22，鳥臼・字義待

- 735ー



券之J，桐だ、・味料・台柄

巻21/-， コト千秋総・梓・秋・事q秋・移桐・ 臭

特例

第/7s舟， フド属

巻 2S，梧桐

巻μ ，桂総・歯桂・フド蘭

巻27， 根ネ問・?誌、葵

券 2e 1 }高~尾葉、

巻2タ，魂総・塊・橡・程

巻30， 粉オ余-榔検

第ノク4冊，木々 急

券J/， コトキ検・繋迷

巻 3之，棒附樟脳・釣樟

巻33，柴木・椅オミ・牟英樹

巻 J]l， 菩捉樹・;;iく根・オく祭

巻35 糠総・務機・枠機・大葉橡

- 736ー・



第/クワ舟，木属

巻36，機総、・紺梯・苦織・析

巻37，私・株・苦株

巻32p 祐三

巻37，丹青樹・黄楊・水黄楊・枠木・社

イ十

巻μo， Jト奨・鬼箭・桃葉忠J箭・杓橘

巻〆/穂フド・接骨木・蚊子樹・強フ|く・木

桃児

券 μ ， 山菜更・五歩ロ

第/何冊，木J亀

巻ωJ 粉紀・杓妹

巻~Ij..， 南燭天

巻μ ， 者庭木・良夫山愛工・ム茶科・ヌド蝋樹

巻 μ ，兵条文・食系其

巻り F 黍叙・易松・材素材丈・注釈

l

i

l

i

-

-

a

 

• 
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第ノクア冊， ホノ桑

巻付~宗

巻 ιヲ， ~会

巻$"0， 桑母子生・キ父母子生・刈:芽生・海苔樹

第/fo舟，身ZAゑ

終日(/67殺)

巻 /格総

巻 2 ，縁琴ネ毎・手格・ ~L格・消格・麗杖

格
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宮城格・鶴7真梅・ 4金格・冬格

脊終

巻 S ， 金杏:・シタヰテ-:/ドオテ

杉k総、

巻ク，会桃・銀桃・手伝桃.ij条胎桃・碧挑

克嶺桃・考星桃・尖背桃-寺L桃・

衆桃-も桃

巻.3• ， 

巻1/-，

巻 1> ， 

巻 e， 

- 738ー
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-周回司司
j-

~ノ~/冊，来イゑ

巻?，李総、

巻ノ0 ，麦李-膝脂李・青建、李・青皮李-

台苓

巻1/， 笑総、

巻/21 呑水委委・紫花祭・孔笑・青粂・鵠

粂・垢霜金色・夏粂・鹿集

巻/J， 安石橋議定、

巻/〆，玉槽・甜橘・富陽橘・柴橘・黄橘

ネネ檎・黒林檎・柊

巻/6，;各業総・海ゑ工・南海栄・山海栄・

巻ノム

実業

第/82冊，来属

巻ノク，木瓜1・核桔・櫨特・山櫨子

ネ要，;f~七-都卒

巻 19T 橘復、

巻ノtf1 

r

e

↑

'
'
1
2
4
F
4
4
2
l
a
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巻之oI 縁橘・黄橘・朱橘・蜜橘-包橘

巻乙1，白然橘・ 5室橘・凍格・査橘・板橋

巻22，金橘・金豆・牛嫡金紺

巻23，村総、

第/cY3冊，采属

巻2!/-，真相・銀頭村/同友村・紺柑・朱

ネ甘

巻2.t， イキ画材甘・生校柑・色村・先村

巻26，海紅柑 -5室、羅柑

巻2ク，柚・由青稜

巻2lJ， 毛子機・イキ手柑

巻2タ，神総、・神餅附

巻30，才帯科・八校柿-枠村・朱柿・君

還子・綴材

巻J1 ，火珠・凍材・大枠・鳥梓-漆神・

ォ答材-著蓋材

一740ー



~ /8'1-冊，来ゑ

巻3之， 柔委託、

巻3J，大麦・金支・南愛・面会最

巻dSL " 柔ゑ定、

巻3S I 版柔・山柔・ 3手柔・茅栗・旋柔

券 J{， I オ桑・椎

巻37，裟羅'後・糊

巻32， p儲総'紺端・右端・号機

第 /~t冊一，来属

券 39， ~tlじ杷 -j言、子・楊格・台場枠

巻戸o，極・ 4皮子・銀杏・核桃・山核桃・

胡桃

巻タ/，青色販-金系・海松子

巻タ之，梧桐・無花果・叔棋・梓検

巻タJ，桑・杓ヰ乙・ f色未来・胡鎮子・Jf標桃

巻'1-'1-， 音寺喜多総

- 741ー



第/36冊，来属

巻μ ， 紫奇号令・ァド晶寄るt).馬脅し奇守勢・野

奇令勢

巻μ . 踊子・木俊頭・漁族桃 -a主義子

巻'17， 遂養・小麦芽・善紙業遂蓑-桑三千

懸、鈎子・割田義、・持田義・議3喜子

巻 μ ，否E1t¥i 

巻 μタ，紺~\ .通 JI¥・蒜肉食j

第ノ87荊 t~各

巻よo 多ネ易枚・洛神3朱

ゑS/ 1 椅総、

巻.s2， るエ進・ ，1、ゑエ局・白逢-錦辺道

巻υ，羨総、

巻.sL/-， オ介月要援・ 71くゑ工茨・育羨・大羨・嬬

矯茨・雁来紅・来1)羨

巻J-.s， 突し

-742 -



F 

第I~~舟，羽信

総白(ア 2穆)

巻/，鶴・ノ叉鶴・陽鳥

巻 2 ， 護鳥・考b舎者問

巻 3 白鶴・鴻・属・色雁・鴇

巻I/.~、長・光、免・冠、鳥・鶏驚

巻.5，青潟・漫晶・台驚-台鶴子-系ヱ鶴

巻 6，鵜羽鳥・島鵜・白鮫・白鳩・水飴・

偽 -自主鳩

巻ク， 7K鶏閥・ 3菱困難-屋虎・竹経・ 3鳥

告天子

第/Jl'7-t時，羽長

巻 8，幾雑・台維・偽終-鷺雄周・白鵬

巻ア， 緑鳩・青一九鳥-偽鳴-偽鳴・鋳

巻/0，鵜-建'山鳥・山胡・台頭公・楳

桃鳥・婚lq街.~介水鳥-山野f木

一743-



券/I 社総-黄鳥

巻/之""盃・台雀・黄従・突厳雀踊・ 3名雀-

差}メ百

券ノd，繍服見・巧婦・金処・台鶏鳥・十

ニ紅附十二黄-桃を

本/μ ，鴎偽・鳩・菊翠-翠繍・ 0愛鳥

第/アo冊，羽属

巻/$"，紫蒸・台蒸・胡糸

巻/る，鷲・ f.鳥

巻17， 鶏附丹鶏・易経・失委鶏・鳥 r青鶏

巻/8'，慈、鳥-白鳥・鳥鵜.，議

巻ノタ， s偽・猫頭/驚-偽偽・偽偽

巻 20，鷹-白危/蔦.~鳥-偽・局室

第/タノ舟・毛ゑ

総、自(SO纏)

巻ノ，馬

-744一



巻 2 ，馬

巻 J 牛

巻 μ. 午

第/テ之舟， 毛亀

巻J-，羊

巻 6 1 羊

巻 7， 系

巻8-，犬

券ア，猫

み

爪

・

金

答企
K
1

8
m
M
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・
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巻 /μ ，裳羊

巻ノ5，危・白兎

第ノタμ冊， も/急

券 /6， 禰ぷ侯・雄

巻ノ 7， 新入I・白狐

巻/e，叙・縫・綿-ま肴

巻ノタ， 減-積瀬

巻20， 月孟月内・海豹

巻 2/，鼠-銀鼠・呑鼠・縫鼠・錦織・水

鼠

第/タ2舟，毛属

巻之2，潟鼠，・松鼠i

巻之J，黄鼠・織鼠・総鼠

巻2.~， 銀色鼠 黍

巻 2$"，鵡娼・終

第/ア4舟F 鱗属l

i

f

-

-

!

i

(

 

-746 -

i 



--・v

総目(6 J殺)

巻/プホ鯉魚・絢魚、

巻之，、雑魚・緩魚・過紙魚、

巻 3 脊魚・鱗魚、・台造、・綿糸・石、紛治、・

石斑魚、・重ノ斉

第ノタク舟，鱗ゑ

巻〆， a舎残魚・銀負、

ゑょ，鰻緩魚、・金糸綬緩-箭綬・鎧魚・

総魚、・海綬

巻 6，検魚-鋭、脅、

巻?金魚

巻~ I 求未蚤魚、・赤奏会・黄稽魚・方頭魚、・

鳥失負魚

巻 cj ，紋紗魚・板、魚、・後魚、・、絹魚・為絞

魚-帯魚、

巻10，級魚・竹jkj持、・火魚・竹麦 ・J険魚、・

- 747ー
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" 

綴魚、・?手塗治、・え緩急・、組魚、

第ノタ2舟，鱗属

完全// ，水母・右鏡・沙嘆附海参 I各牛-

魚皮』・海鳥-海手持ミ ' 

巻/之 p 鳥賊魚、・鎖管・絞染・右組・海ヰロ

尚-幸孝・塗婚

巻 /3，

券 /1/.，

;各家鳥海、・鰭魚、 t各犯負、・胡紗

河月ゑ魚、

挙ノt， 海給附龍汲脊

第/?')舟，介ノゑ

ゑ注目(6 7雑)

券 I ， 右決男月・牡場-黄燐

券之，江挑・ rlfi礼会・嫁・右嫁・竹嫁

巻 3，文京合附海玲・紫姶・姶鮒・郷坑

台歩合

巻十 貝子・紫貝・苅-皐渠-真珠

-748-



一mvr-rl

巻 .s) 仏人掌・海月号・洛獅.~居虫

巻 4 ， 3み鏡・郎君子-スラ蛇

巻 7，馬方・持・黄坑 e 田螺/妥螺・米

京家、

第200舟 ， イトノ罷

券 8 ，海女主・鳥捻・魁段

巻タ，花婦、・象螺・紅螺・来lJ螺・北宇螺・

馬蹄螺・吹螺

巻 /0， 龍虫良・大脚蝦・蚕声良・泥主主良・格安段

萄女良・女良姑

巻/"/虫歯呼-域 I少蟹・招潮・擁剣・索

巻/2，稲蟹・石蟹・彰女帝・膨虫其・蓬九

券/J，フド亀・泰乏・緑丸亀J 嬬矯

巻ノヂ， 篭・亀

巻ノ.5 手口尚ゑ・ Jk港

第20/舟，外為

-749-
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終日( 3 {童)

巻/茶

巻之 p 剖業・ 3炎芭菰l

第2.02舟，増補羊ノ五

巻/人参

巻乙，人本 副，

巻 J 挙参-黄苓・延胡宗

巻 μ ，肉旋支長・鎖陽・ヲ1j蛍・貝母

券$，泰也・台附子・草豆建・肉豆急

巻る，台豆ゑ -4エ豆娃・縮砂-益智

第203舟，増神草各

巻 7，差黄-萩ポ-巷呑

巻8- 1 山遂、姑附野茨菰~ .白鮮皮・補骨脂・

犬養「

巻ヲ，百会F・白弁・山豆枚・独洛・火枚

鴛議号草

-750-



巻 /0 土荻苓・台欲・仏人絡即羅漢係・

使君子

巻ノ/附子附鳥頚

巻/2 甘送-条屋

巻ノa 海芋・委長休・狼毒・弘臼

第20タ舟，増ネ端末石毛

巻/ 楓附がく楓-稚楓

巻 2，猪苓・安息毛子・鳥柔

巻 J ， サ上荷

巻1/.，茶菓・祥-山栓・密蒙花』

巻.5-，詞祭場・石楠・虎刺・鉄樹・成松

第2ω舟.増浦花伝

巻/，様・鴻哩芥即天桂ト祖児・満タミ産・

イキ桑

巻之，素馨

巻 J ，未利・胸脂

州

」

aLEi-
絵
経

- 751ー



巻タ，鶴 l菊・米蔵 樹議 案蘭"~井議

実竹桃

若is，転校進 オ旨守花 -鶴子草 ・建造 ・

長奇羅 1エ

第206舟，増浦来像

巻!，易え

巻 2 ~支

巻 J ゑ各支

巻 μ ，弟え

巻 .s， 易文

第207冊 p 増稀果属

巻 b 頑丈境附:鳥4覧-方税・株税脊

巻 7，都子

巻(1 f安榔附味積梓f"山積榔 ・土堵1if

巻タ ， 枕根~子";t:只実 ・ 胡叔・山胡ネ~~・ 2手

ご登志も
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第20f冊，増禰羽&

巻/，偽委主-鶴維-鶴准・管雑・驚維

巻 2 I 吐 後難.~えも縫・青縫・金銭終・

秩維-気/少維・総経

巻 J 鴻鵠即死鳥.~え自・吐蚊鳥即蚊キ鳥

巻 IJ I 鶏鳴-百合

巻ょ， 伯努・念イキ烏・鳥~~ . ~ミ厳 J長

第209舟，増補羽信3

巻 6 ， 偽偽・花実在・山鶴薦制

巻ク， だ鳥花鳥附オ島柔鳥

巻 8 ，偽鳴・裁勝附九i穎:鳥

巻タ，報本鳥・桐花鳳即例若ト烏・ス7燕・

も飯烏即洛鴎

巻 /0，鴛奪

巻11， 要鳥務

第2/O，舟，増補羽易

- 753 -
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巻/之 白熱鵡-ホ換えも-黄熱鵡・五一色幾

鵡

拳IJ 黍吉予・舵鳥即大経・ 3し益・角鷹

増補毛J属

巻/，象

巻之，象-山馬

第2//舟 p 増補、鱗偽

巻/7 魚苗附浮魚、・ 1印魚・大口通、・松魚

巻之，鱗弱、・針魚・ 4た鯵魚、・マ魚、・鳥魚

子-鯵頭魚・斑魚、

巻 a，才色右魚、・白刀魚、・赤魚・短認、・鐸

即善魚、

巻1/-，鰐魚・油魚・錦、刀・議(・土附魚、・

、健魚・泥魚・魚夜九ゑ・株葉魚、

巻$麦ゑ-十魚・等放?地有魚・、特魚

度;沙-海和尚

-754一



吐会失・議

増補イトイ毛

剰姑・右手・縫・矯附海豆芽

千人智却千人法，石塊-

蟹-埠議i

4 

巻/

巻 2 ，
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書名索引



書名索引凡例

名〉からも引けるようにした。

1. 標目として採った書名のほか原題・内題・別名・叢書・合綴書の細目や旧書名〈稿本目録での書

. ... . ・.'....・e ・.
<.国旬、-. . 

..， . 

2. 表音式による50音順排列を原則としたが，冊次・巻次等を有するものはそれに従った。

3. rぢJrづ」は「じJrず」の順位に，助詞の「はJrへJrをJは rわJrえJrお」の順位に排

列した。

4. 濁音・半潟音は清音とみなした。

5. 促音・劫音を表わす小字は直音を表わすものとみなした。

6.曹長音符号は直前〈の音節〉の母音をくり返すものとした。

7. 同一排列順位は一連番号に従った。

8. 目録本文中の題名に付した( ]の記号は索引では省いた。

9. 一連番号の後の「標」は標目，fI日」は旧書名， (算用数字〉は「松雲公採集遺編類纂」の冊次を

表わす記号である。

目

あ...・ H ・..…… 1 し...・ H ・H ・H ・..81

す...・ H ・....・ H ・94

せ...・ H ・...・ H ・.96

そ・…… H ・H ・..99

た・..........・・・・100

ち・・..........・・・106

し、......・H ・..… 4

う……...・ H ・..9

え・・・・・・・・・・・・・・・11

お・..........・・・・17

か..........・・・・・32

き…・...・ H ・....46

く...・ H ・H ・H ・..51

け・........…・・・54

つ.........・・・・・・109

A
U

の

ゐ

庁

'
n
M
U

噌

i

噌

i

噌

i

唱

i

噌

ム

噌

i

噌

i

唱

ム

て

と

な

にη

，
 

R
d
 

H
」

民
un' 

支』

次

ぬ.........・・・・・・121

ね・..........・・・・121

の・..........・・・・122

は・..........・・・・126

ひ・・..........・・・128

ふ・・..........・・・132

ヘ・・・・・・・・・・・・・・・136

ほ・・・・・・・・・・・・・・・137

ま・ H ・H ・..……140

み・..........・・・・145

む・..........・・・・147

め.........・・・・・・149

も…...・ H ・..…149

や・..........・・・・150

ゆ・・・・・・・…・・・・・152

よ…...・ H ・..…152

ら・..........・・・・155

り...・ H ・H ・H ・..155

る...・ H ・H ・H ・..156

れ・..........・・・・156

ろ・..........・・・・157

わ・..........・・・・157



あ

相改候御作事所仕法帳・・ .......・H ・...・ ・……2416標

挨拶方仕出… 一 .. ・0 ・H ・H ・............・H ・...・・3227僚

会津征伐陣図…・・….................一.....ー…9185標

会津等降伏御所位…....・H ・............・ H ・ ・9348棋

会津風土記…ー .....…...・ a・...・・・ …"30(55)(56) 

相対詩地ニ付金浦町口容井絵図 ー ・・ ....・H ・66幻標

相対卸地調理ニ付届8・・・ ・ ・・……・ ・・・・ 6630療

治姫機密姫様等御髭置一件等…ー・ ・ ー… 804t'll
白馬節会次第・H ・H ・...................・H ・H ・........30(6) 

栗生往来指支候節等不時宿継場所 ・ ・・H ・H ・7686板、

背木新兵衛密状・…..........…........… "'3676標

青地系図帳・……ー ー......・・.. …・・…… "'2944探

青地氏祖先肖像図記・・H ・H ・-… ・ー ・山ー...30(153) 

菅地太郎兵衛家替相続之申渡・ 一 ー・ H ・H ・.....3170原

菅地牛之助物語・ ー....・H ・...・H ・...............5406標

青地紀行 ー・H ・H ・...・H ・-…............ ・・・・- ・・ 9758様

青山織部等書状 ー・ ・・・・・ …・・ー ・・H ・H ・"'3677標

青山家諮 …・……H ・H ・...・H ・...・M ・H ・…・・… 2947標

青山家々 諮・・ …......…・…一....・H ・...…2948標

青山家記録…....・M ・-・・…ー… ..・・3367.9408標

脊山四郎左衛門曾状・ー … ー・ー ....・H ・"3678標

菅山徳次所蔵文8・・ H ・H ・.....…........・ a・.........10101 

尋す事議手録・ 3953標

赤井直喜手控......一-…・一 ・・....・H ・H ・..3829標

赤井直喜葉原記 一..... ー一ー-…… ・… 5519

赤座甚七郎家系等略記…....・ H ・.....・H ・...・ a・....2949標

明石数右衛門系図帳・・ -ー ......................2950標

赤地金欄織物質入・売買締り触井に諮密…・・・4564標

県召除目覚夜次第・・・...・H ・........・H ・.......・・..30(6) 

県召除目次第一.............・......・・・…・・・ 30(6)

茜染一件書類・・H ・H ・.......・H ・... ・ー・・ー ・H ・H ・...7576標

赤浜八幡縁起・・・・ ・・ ・・・ー…・・・ ・ ・・30(12)

上り知之分ニ付達書....・H ・....・H ・.....・H ・........2866標

上ル御帳・・ ….................…… ...........4597標

阿岸本誓寺事務方自往古御提控・・・・・ ・・・ 6157

阿岸本誓寺井触下寺号帳・....................・・・・・・・・・6178

安芸守様御父子等御出之節御作法附.........… 555際

秋元喜三右衛門書状….....................… ・・ 3679探

秩元但馬守宛密状…・・ ・・・・ ・…・・.....ー …3680標

秩元但馬守宛松平某ID翰・H ・H ・........・ H ・..・・・・3680旧

亙国一件............・..............……ー一… 9398標

1-

あいあーあしか

浅井源右衛門覚書...・ a・........…，..・ a・-・.....30(187) 

浅井戦図蝿・ふニー・ ・・日・…・-……....30(1耐

浅井主税密状 Jち ー ー...・H ・......・一・…… ...3伺 1標

浅井縄手合戦覚書ー...・ a・・・・・ ....・H ・......30(166) 

浅井畷合戦記纂..................・・......... …5387標

浅井畷合戦に関する図等目H ・...... 一....・.....5389標

浅井畷合戦之記・ー .........…....・ H ・.............5386探

浅井綴合戦之容子包付……一..…一……5379標

浅井縄手合戦文魯… ...... ・・・・・・ ……・ 30(148)

浅井純手合戦略記・ ・ ........・H ・..… .......5381標

浅井畷聞8 ・ ....・ o ・...・ a・...................ー…5377探

浅井畷古戦場之図・・・ .............・.......・H ・"5388標

浅井縄手小林秀備等墓所之図・・・・…・…一・・・5392概

浅井畷古境之古図ー・・ .........… ......... 30(166) 

浅井綴古墳碑文之写 一......・・....・H ・...・H ・30(166)

浅井縄手迫合時芯…….....・H ・.....・M ・... ・ ・ ・5384

浅井純手之図・…H ・H ・......・H ・....…..... ・・・ 5390t'll

浅井縄手辺図・・ ー・… ・・.........・…・・・・ ・・53911i¥'i'

浅草を御憐之図・ ..........… . .. •.•.•. . . • .… '9848探

夙君様御行列附・・H ・H ・-…..........・H ・.............895標

朝倉系図・・ ...............….....・・ー............30(156) 

朝倉家系図・ ...............・......... … ........8778標

朝倉始末記・.......... ー・… .. … ー・・ー … 8704標

朝倉毅録亭御成之記…・・・・・・・…ー リー ・・ 8708線

浅野家豊島土魯翰写…..・ e・...・H ・.....・ a・.........30(186) 

浅野佐平手留・・・・ …-一.. ….......... ・6653標

浅野内匠頭喧嘩記……H ・H ・....…・・....・H ・.30(186) 

浅野長澄於三好御人数下習図 ................9011際

浅野長知之侍帳・H ・H ・・ ー .............・........8972標

夙姫様御結納之儀覚................................893標

アジアコレラを遊る薬方並病発之後療養薬方

等・… ....... 一…一 ・・ ・・ ・・ ・・・・… .....95ω 

足利学校絵図 一 …................・H ・・・H ・H ・...9444際

足利家局方文書・ ー.......…..... ・・・・ 30(136) 

足利氏歴代法号・ ー .......・・・・...................8591標

足軽組地面当分才許覚ー ・ ・ ・・・ ・ ・ ・3548標

足軽組屋敷(浅野)11々 除通)図・・・・ー ....3567様

足軽組屋敷(浅野町)図……H ・H ・...3568標.3569標

足軽組屋敷(安藤町)図・・H ・H ・.........・H ・-… '3570標

足軽組屋数(石浦新町〕図・ .........・.........3571標

足軽組屋敷(石坂本間町〕図…......……… .3572標

足軽組屋政(石坂町)図 ・ ・ ・・・ ・ ・・ 3573標

足軽組屋数(石坂町.助九郎町J図…・…・・3574標

一



あしかーあとめ

足軽組屋敷(石引町〉図...・H ・-…・・・3575標， 3お57苅6標

足臨麟 t諭伽泊伽歩町町)図"…………….“……….“……………..……………..………….日………..…….“….“……………..……….“……….“…….“…..……………..……………..…………….“………….“……….“…….“….日……….“……..….日叩.
足軽組屋敷(木新保)図..……..….“..日……..…....…….“….“..“…….“….日....・H ・-…3578標

足軽組屋敷(玉呆寺辺)図H ・H ・......・H ・...・ H ・.35ω標

足軽組屋敷〈玉泉寺後)図・H ・H ・....・H ・....・H ・.3579標

足軽組屋敷(小立野，石引町〉図・H ・H ・-…・…3582標

足軽組屋敷(小立野)図….........・H ・...・H ・-…3581標

足軽組屋敷(犀川川上，富山町〉図…....・H ・.3583標

足軽組屋敷(犀川主馬町)図・H ・H ・.'3584標， 3585標

足軽組屋敷〈桜畠五番丁〉図・・・・H ・H ・...・H ・-…3586標

足軽組屋敷(三社町〉図“..........・H ・...・H ・....3587標

足軽組屋敷(十三間町〉閣………35飽標， 3589標

足軽組屋敷(主馬町)図“...... ....・H ・...・H ・-…3590標

足軽組屋敷(新竪町後〉図……….......・H ・.3592標

足軽組屋敷(新竪町)図....・H ・...・M ・....・H ・...・H ・35911-，

足軽組屋敷(杉浦町)図・・・....・...……....・H ・.3593標

足軽組屋敷(千田町)図“......…...・M ・.....・H ・3594標

足経組屋敷〈竪町・池田屋小路)図...・H ・-・…3596標

足軽組屋敷〈竪町〉図…........・H ・....・H ・....・・3595標

足軽組屋敷(寺町玄光院前〉図....・H ・....・H ・..3ω3標

足軽組屋敷(寺町，犀川川除町)図………・3598標
足軽組屋敷(寺町〉図....・H ・...・ H ・.....・H ・-…..3597標

足軽組屋敷(寺町杉木林続〉図・・ H ・H ・....・H ・..36∞標

足軽組屋敷〈寺町等〉図……・“.........・H ・-…3599標

足軽組匡敷(寺町八番丁)図・・H ・H ・-…・H ・H ・..3601標

足軽組屋敷〈寺町融山院後〉図……H ・H ・...…3ω2標

足軽組匡敷〈早道町)図・・H ・H ・...・H ・....・H ・....3ω4標ー

足軽小者へ申渡候趣・................ ........... ...・・2334旧

足軽小者井蝋燭料紙等滅方帳・・・・…・・・・・・・・・1…513g標

足軽射手異風之部・............... ... ............・・・・・・・・8076

足軽中定書・............................ ...... ......・・・・2331標

足軽通考……………・............... ....・・・・・・・・・2937標

足軽同心へ可申渡案文・・・…・・・・・・・・…・・・・・・…・・・・2330標

足軽中村覚平太打郷の件・....................・・・・・・3507，標

足軽之巻・..........・・・…・....................・・…・・・・7998標

芦勝寺絵図・..........・・・・・・…................. ...・・・・斜36標

アジヤコ νラを避る薬方等…...・H ・..…...・H ・"95ω標

亜相公遺誠・・........…...・H ・....・H ・.......・H ・..30(169) 

亜相公御夜話…...・H ・-…....・H ・..…・・ 324，329， 333 

亜相黄門参議紗・・・・・…・・……・・…・・・・…..…"8947標

亜相公夜話諸……...・H ・..…・330標， 331， 332， 334 

飛鳥川記・・….............................................2809

東鑑識弁・・…・・・・・・・・・・・・・い............... .....・・・・・・8596標

- 2ー

東家系・・・・・・・・・…..........・・・・…......... ... ...…・・・8822標

東路記...・H ・....・H ・...・H ・H ・H ・・ H ・-…...・H ・..343標

東問村手速比嘩神社神職酒井良万百・..........・・・・6322

亜船箱館へ渡米魯船大坂へ渡来風説書・・・・・・・・・9381標

亜船風説聞書・.........................................5821標

安宅遺訓・................ ........ ... ...... .... ...・・・・・・・80ω標

安宅浦出船御用勤方覚帳・.... ...... ...... ....・・・・・・6856様

安宅浦宮ニツ堂ヨり遠近之山貝取図........・H ・9068標

安宅武功・........................ ................・・・・・・・8875標

安宅舟に乗合敦賀へ罷越一件篭舎申付状・・・・・・467，螺

安宅村，安宅新村と江沼郡日未村領堺図・・H ・H ・'6086

安宅丸御告之図・................ ..............・・・・・・・・8453旧

安宅村船頭新四郎等覚・....................・・・・・・・・・4678旧

愛宕神社井旧神職愛多地多喜雄邸地等旧藩寄

附地絵図・・・・・・・・…・・・・・…・・・……・・・・・・…・・・・・・…・・・6489

愛宕神社文書(加賀園)・・…H ・H ・.....・H ・....30(111) 

安達周蔵製城図・..........・・・・・・・・・…..........・・・・・・・・8261

安達隼太書状・..........・・・…・・....................・・・お82標

安達寛栗略歴…........... ...................・・・・・・・・3467標

熱田加藤氏系図・............... ...............・・・・・・・・2973標

熱田神宮御師松岡斎宮太夫由緒・..........・・・・・・・6310標

厚姫様江戸御着府より御婚礼一巻...・H ・-…… 921標

厚姫様御縁組被仰合候一件....・ H ・....・ H ・...・H ・.919標

厚姫様御婚礼一件書技....・H ・-…....・ H ・...・H ・...923標

厚姫様御婚礼一件留・H ・H ・....・ H ・.....….....・H ・.922標

厚姫様御婚礼御道具井御勝手御道具御衣類帳

・・・ 929標

厚姫様御婚礼御用御間合......・-…・・・H ・H ・…・… 9お標

厚姫様御婚礼御祝儀物御取遺井都而被下方帳

・・ 926標

厚姫様御婚礼御用御間合御結納一件等・・H ・H ・.9:お旧

厚姫様御婚礼御用留・・ H ・H ・-…....・ H ・.......・H ・..924標

厚姫様御婚礼ニ付御結納被進候節御作法帳・・・ 920標

厚姫様御入輿之翻肥後守様より被進候絵図面

写…...・H ・....・H ・.......・H ・.....…...・H ・.......・H ・.931標

厚姫様皆子餅御双方御取遺之節御作法井御行

列附H ・H ・H ・H ・.....・H ・..…....・H ・...・H ・...・H ・-…・・ 927標

跡式譲高改名願等留・........................ ......・・6814標

阿閉普左衛門等覚書・............. .................・・6716標

跡目相続等留書....・H ・....・ H ・...・H ・...・H ・...…・引回標

跡目相続申渡之覚・・H ・H ・....・M ・...・H ・-……・…3167，標

跡目等年月之調........・H ・...・H ・.....・H ・....…...3150.標

跡目養子之儀定・・・・・・・・…・・・…...・H ・....・H ・-…'3144標
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跡戻り記…....・H ・.....・H ・-…....・H ・...・ H ・...・H ・"5540標

穴水大町村辺津比嘩神社神職関越後政尚・・・・・・・・・63お

穴水川崎村美麻奈比古神社神職四柳三河秀定・・・6326

穴水白山社文書(能登国)・H ・H ・-…...・ H ・...30(113) 

穴水辺津比嘩神社位記・.......... ..... .....・・・・・・・・・6206標

穴水町弘警寺由緒…・・・・・・・・…..........・・・・・・・・…・・・・6219

姉川合戦前後間議....・H ・...・H ・.....・H ・"'8023，8030標

姉川合戦前後略譜……H ・H ・-…....・H ・"'8022.8028標

姉川軍記・..........・・・・・・・・・…・・…・・・・・・・・・…・・・・・・8722標

姉川戦記・...................... ........・・・・…・..........“8027

姉川関議・.......... ..... .............. ..... ......・・・・・・・・・・8030

穴太寺観音縁起(丹後国)・・ H ・H ・-…....・H ・-…30(1心

安部屋浦ユテ御城米翻合致破損申ユ付出役始

終二人番・・・・・・...... ........... ........ ...............・・77111目

安部屋授をテ御域米翻合致時申ニ付出役始

終二人番留番・・・・....... ........ ...............・・・・・・・・7711標

油銭根帳・............. ... ......... ...............・・・・・・・5194標

油直段相調書上申帳之控・・.....・H ・-…7607，標， 71ω8標

油小路家書目録……H ・H ・......・H ・....・H ・...・M ・"30ω1)

阿部判官能登珠洲郡堺定番・......... ...........・・・30(54)

天草一戦記....・H ・.....・H ・.....・H ・...…...・H ・...30(168) 

天野海賊番・............. ...... ......... ............・・・・8452標

天野道之輔同役願一件・・・・・・…・・・・・・・…・・・・・・・・・…'6337

天野文書....・H ・-…...・H ・...・H ・....・ H ・....・H ・...30(135) 

天野屋伝兵衛由緒帳・............... ...............・・6673標

あま夜物語・-…・・・・・・・・・・…...・H ・..・・・・・H ・H ・..…9713標

網方旧記・・…・・・・・・・・…・・・…・-…・・・・…・・…・・・…6851標
網場出入一件・.........................................7508標

亜墨利加応援・...... ... ... .... ....・・・・・…..........・・9399標

亜墨利加条約ュ付奮状・....................・・・・・・・・・94∞標

亜墨利加条約之次第・................ ........ ......・・9400旧

亜昼利幹書翰井和解写…・・・・・……・・・・..........・伺74標

亜美理駕書翰和解・................ .... ..... ....・・・・・・9373標

亜米利加人渡米ユ付意見番写・..........・・・・・・・・・・9414標

亜米利カ鵬首浦賀表へ渡来絵図・..........・・・・・・・・・・9391標

亜墨利加胎より指出候書翰和解相渡之害状持

添書・・・・............. .................・…・・・・・・・・・・・・・・・・9376標

亜墨利加船より指出候書翰和解之添書....・H ・'9376旧

新井白蛾講聾之図・........................ ......・・・・・5914標

新井白蛾の番蹟・・…・・・・・・…・・・・・・…・・・・・・H ・M ・・・・・7758標

新井白蛾・薙州先生伝..... ...・H ・....・H ・....・H ・"7765標

新井白石・室鳩巣等書簡・・ H ・H ・......・H ・...・H ・"3675標

荒木六兵衛害状・............ ...... .... ........・・・・・・・・3683標
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あともーあわか

荒子御伝来御普代・・........….....・・・・…・・・・・・…2918標

荒子抜祉取調書・ H ・H ・...・ H ・....・H ・....・H ・...・H ・..311標

荒子村誌一端・...・H ・-…H ・H ・....・H ・-“H ・H ・H ・H ・...312 

荒子府中衆家柄大阪ユ役等戦死姓名・......…・・3456標

有賀家文書....・H ・...・H ・.....・H ・....・ H ・.3342t票， 33必標

蛾ケ原村より盗伐などに付断書・H ・H ・......・H ・'7496旧

有賀文書・ H ・H ・.....・H ・....・ H ・....・ H ・......・H ・...30(137) 

有沢紀行集・..........・・・…・・・・・・…・・・・・・……・・・J・9750標

有沢九八郎書状・-…・・・・・・...........…・・・・・・…・・3684標

有沢家覚書・........................................・・・・2951標

有沢家裁取免状・.................... .... ......・・・・・・・・8012標

有沢家免状井罫紙・・・・・・・・・…・・・・…..........・・・・・・8013標

有沢家文書・・・....・-・・・・・…・・・............ ........・・・・・33必標

有沢才右衛門口上書H ・H ・-・・・て1"'・H ・....・H ・...・H ・3963旧

有沢才右衛門御親翰請書調達につき口上書・ .3鰯標

有沢貞庸筆記・....................................・・・・・7974標

有沢私考・........................................・・・・・・・5628標

有沢森右エ門製備之図・................................8102

有沢惣蔵留書・.........................................3お5標
有沢武貞覚書・......:..................................8077，標

有沢武貞十五銭・............ ........・・・・・・・・…・・・・・・・・・・8232

有沢武貞年諮・..........................................3833標

有沢武貞，山本基席両先生往復書記....・H ・-…3685標!

有沢永貞旧伝新製城図・・・・・・…・....................・・・8221

有沢永貞城図・.......... ...... ........ ........... .....・・・・8213

有沢永貞日記...・ H ・.....・ H ・....・ H ・...・H ・H ・H ・-…3831標

有沢永貞年譜・.........................................3468標

有沢永貞年譜附湯涌雑筆・....................・・・・・・3469標

有沢永貞筆記・.........................................2662標

有沢致貞習鉢山城等・....................・・・・・・・…・・・・・8238

有沢致貞先生人数異同・....... ..... ........・・・・…・・・・・8093

有沢文書....・H ・-…・・H ・H ・...・ H ・.....・H ・....・ H ・.30(137) 

有沢僑貞日記....・H ・-…......・ H ・......・ H ・.....・H ・.3839標

有栖川宮博物館へ御臨席之次第等・..........・・・・74必標

有磯遺草附源康正和歌・....................・・・・・・・・・9611標

在高改極り高目録....・ H ・............・H ・.....・H ・...7118旧

有国義一物語・..........・・・…..........…...・H ・・・3474標

有馬家系・................ ... ........ .............・・・・・・・8779標

有峰銀山図・.......... ...... ....・…・・…・・…・・・・・・・・・・7565標

有山七郎右衛門先祖井親類附帳・..........・・・・・・・2952，標

荒所起返等諦寄帳・..................... .... .....・・・・・7378標

莱ケ崎御臆野御供附…....・ H ・...・ H ・H ・H ・....・ H ・.741標

莱ケ崎御旅屋之絵図・..............................・・1395標
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莱ケ崎御旅屋之図・...................................1396標

粟ケ崎御亭絵図・・・・・・・・…・・・・・・・・…・・・・・・…・・…・・1394標

莱時肝煎中島屋太郎治書状・.......... ..... .....・・・9344旧

莱倉文番・............... ........ ........ ...... ...・・・・・・・6898標

淡路守御使者取扱方之件…................・H ・....561標

淡路守様富山御領知替堺目百姓中判形有之絵

図添書・・・・・・・....... ......... ............ ......... ...・・・・2694旧

淡路守殿領分ユ被建候孝子之碑写・..........・・・・7282標

莱田口国光刀之由来....・ H ・.....・ H ・...・ H ・....・ H ・'98お標

莱田口国光之万ニ付書状....・ H ・...・ H ・....・ H ・-…9829標

安永九年ヨり文化八年マデ御在府御留守共御

用所日記書抜…・・....・-…・・…・・・…・・・・…・...・H ・-・・・4134

安永五年年頭御礼次第・....................・・・・…'3250標

安永天明間御用留・..............................・・・・・4496穣

安永飛州高山御代官所え百姓共乱妨一件・・・・・・5503標

安永4年乙未7月御辱ニ付町年寄次郎兵衛へ

差出候番…・....... ...・・・…...............................5076

安永四年ヨリ天保十四年迄金沢両銀座井遠所

六ケ所封賃銀請払之事・......... ............... ......・・5087

案問自作覚書....・ H ・....・ H ・....・ H ・...… H ・H ・..…8090標

安閑人数積・............ ...... ...... ........... .....・・・・8089標

安麟・............................................... ...・・・9555標

鞍工伊勢系図…… H ・H ・.....・ H ・....・ H ・....・ H ・..30(159) 

鞍工伊勢家次第...・ H ・-・・ H ・H ・....・ H ・....・ H ・....30(159) 

安国寺文書〈美濃国)・・… H ・H ・...・ H ・....・ H ・.30(125) 

安居寺観音堂記(越中)...・ H ・....，.・ H ・.....・ H ・'30(17)

安居寺文書(越中国安居〉…・…..............30(131) 

安居寺古文番多f:旧記写・..........・・・・・・・・・…・・・・・・6289標

安政火災絵図等・・…・................ ..............・・・7304旧

安政元年十二月江戸増上寺江出張之人々江御

料理御飽拝見被仰付鯨有名寄等諸事留・...........9955

安政元年宣旨写・・…・・・・・・・・…..........・・・・・・・・・・・9296標

安政洪水変損地一件・....................・・・・・・…・'7316標

安政五年二月廿五日夜大地震ュテ山々動崩も L

常願寺川水源淀水間三月十日四月廿六日両度

押出シ入川泥置等変地之場所見取絵図・・・・・…・・・7113

安政地震山崩一件・..............................・・・・・7314標

安政大火類焼しらベ絵図等…....・H ・...・ H ・-…・7304標

安政大地震ュテ常願寺川流域欠壊之図…・…・7317，標

安政度江府大地震記・..............................・・7318標

安政ユ乙卯年三月十六日御城方江被呼立横山

遠江守殿御渡候書取・..............................・・・・・5661

安政二年九月十九日筑前守様東光院江御立.符-

l
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御用絵図・・・・・・・・・…..............................・・・・・・・・・64お

安政・文久雑集・・・・...・ H ・-…....・ H ・...・ H ・....・ H ・'93∞標

安政四年御改作所書上御扶持人十村等略由

緒..…・・・・...... .... ............ ... ........ ... ....・・・・・・・・・・印90

安政四年十一月番上帳之表 口郡類役由緒等

写…・・・・..................................................・・・6892

安政四年二月於長崎和蘭領事差出久書面和解

並同国甲比丹対話害但清英戦争事件・..........・・・・9:396

安藤猪左衛門番状…..............................・・'368繰

安藤対馬守狼籍一件・.......，.........，.".........・・9319標

安藤殿変事一件・.....，........................・・・・・・・・9318際

安藤文書・........................................・・・・・・・3345t~

安楽行院事・・…・・・・・・..............................・・・・:30(15)

-ぃ

飯尾文書・…....・H ・-…...・M ・....・H ・..30(136)， 8655標

飯田文書・ H ・H ・..……...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..… 30(137)

飯田村春日社葛原従五位…....・ H ・....・ H ・.....・ H ・"6327

医員勤功番・........................................・・・・9550.探

家柄町人由緒略番持家列・....................・・・・・・6649傑

家継公御元服御職之周書・..........，.........・・・・・・8989摂

家継公将軍宣下之次第・..........…........・・・・・・・・89鈎探

家綱公御旗本之備図・..............................・・81621日

家康州略譜抄・.........................................8857標

硫黄清改申覚・.........................................5729，標

医王精舎観世音菩穣霊像記・....................・・・6239標

異香田野遊女・.........................................9お0標

伊賀国風土記・.........................................30(47)

五十嵐家系・............................... ......…・・・6654標

五十嵐五考井補遺・・ H ・H ・-…....・ H ・-…7449標， 7450原

五十嵐主謄書状・..............................・・・・・・・・3689標

五十嵐道市為代云々 等・・・…....・ H ・.....・ H ・H ・H ・.98叫際

医行格合如何御尋ニ付調書・....................・・・9547，椋

育徳園記...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・-… H ・H ・...・ H ・...30(189) 

背徳掴之書類・.........................................1447，際

イjs姫様御卒去ニ付諸事留等・....................・・・1060際

池田系図・ H ・H ・..…・・ H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・..… 30(156)

池田譜・..........・・・・・・・・・…....................・・・・・・・・8780.標

池田鹿徳害状写・..............................・・・・・・・・8670標

池守文一先弟城図・..............................・・・・・・・・8283

意見書・........................................・・・・・・・・・・2529旧

意見魯築・........................................・・・・・・・羽07.標

呉国交易につき異国人へ答振留・..........・・・・・・・9幼9標



呉国交易につき外国奉行と打合一件留・・・…・・94091日

異国船一巻・............ ..................... .......・・・・9366標

異国船一件......".・H ・-…....・H ・....・H ・.5820標， 9383標

異国船御手当御雇御用諸事留…..........・・・・・・・・5847標

異国船御手当方御用申談之写...・H ・.....・H ・-…・58必標

異国船御手当御用人馬受取覚・....................5839.標

異国船御手当ニ付達....・ H ・-…...・H ・.......・H ・..580.1標

異国船見聞録・.........................................5818標

異国船雑記…...・H ・.....・H ・.............58お標， 93位標

異国wd喋産記，御内密申上候別段風説書...・H ・.....9362

異国船雑記・-清国英吉利戦争等雑集・・・・・H ・H ・-鉛63標

異国船手当一件・......................................5800.擦

異国船渡来一件・-…・・・・・・......... .........…・・・・・・5819標

異国船渡来海防方仰出之儀=付伺寄・...........5810.標

異国船渡来対策建白書・..... ...............・・・・・…・お回標

異国船渡来に関する献策審・.“...........・H ・-…・お66標

異国船渡来について御手当方願書…-……・…58必標

異国船渡来について松平麓摩守届害....・H ・-…9370.標

異国船渡来ユ付上書等…....・..・・・・……・・….9380.標

異国船ユ付間合之宮状・..........・・・…・・・・・・・・・・・・・93必標

異国船渡来之儀ニ付御出府写草稿等・...........1路877標

異国船等鱗己任トト.“……H ・.....................・・・・……・・・・…5817標

異国船井海防等書類・..........・・・・・・・・…・…y・・・・・・5843標

異国船ニ付御親翰写...・H ・.'580.4標， 580.5標， 5809標

異国船来航一件について宗対嶋守より願笹…9407標

異国船来航・京都風説等H ・H ・...・H ・..…...・ H ・'5822標

異国船来航之図・.............. .... ...... ......・・・・・・・・8567，標

生駒勘右衛門覚書・....... ......... ..............・・・・・4023標

生駒伝吉書状等・"........... .... ..............・・・・・・・・3690標

石浦郷社来歴考・....................... ...... .....ι"6234標

石浦神社文書(加賀国〉・H ・H ・........・H ・-… 30.(111)

石浦長谷観音縁起・...... ............ ............・・・・・30.(1の
石浦長谷観音訴状写・.................. ............・・30.(17)

石浦町近辺之図・・・・・・…..........・・・・・・........・・・・・60.28標

石川河北御門足軽番所図・......... ...........・・・・・・20.84標

石川河北能美郡由来帳・…...・H ・...・H ・5992標， 5993標

石川河北両郡御鷹場色分図・.......... ..........・・・4789標

石川・河北両郡用水方材木代銭井運賃等一件

・…・・7472懐

石川郡絵図・・・・・・・・…....................….......・・6067.標

石川郡金川庄善福寺縁起井文書・..........・・・・・・・・・・6222

石川君搬ヶ獄古撞之図・....... ......... ...…・9160標

石川郡倉ヶ獄古盤之図・・・・・・・・…............・H ・-・・9161標
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石川郡鞍月組田井村之内福久屋次郎左衛門へ

相対卸地打立候等・・........ ...... .... ............・・・・6622旧

石川郡五郎鳩村小浜神社絵図・.......................6494

石川郡五郎嶋村小浜神社地芥七十六番地所元

神職斎藤政明居宅地略絵図・....................・・・・・・6494

石川郡卦E嶋村小浜神社地井七十六番地所元

神職斎藤政明邸地地子免除地絵図・・・・・…・・・・・・・・・6494

石川郡卦F嶋村小浜神社々地井元神職斉藤政

明宅地等分間略絵図・.......... ........ ....... .....・・・・・6494

石川郡五郎嶋村七十六番地所小浜神社境内絵

図.............................・・・・・・…・・・・・…・・…・・・…6494

石川郡雑記…....... ...... ... ....・・・・・・・・・…・・・・・….90.72標

石川郡三宮村志・・・・・…・・・・..........・・・・・…・・・・・・・….6250.

石川郡三宮村白山姫神社地区分略絵図・...........6494

石川郡寺中大野湊神社芥河崎沙問常男居宅地

共略絵図・・・・・・.......... ............ ...... ....... .....・・・・・6494

石川郡諸村之内枝村垣内・・・・・・・・・・…・・・・・・・…・・・・・・・6058

石川郡白山村元神職居宅地略絵図・・・・・・・・・・・6494

石川郡田井村相対卸地一件・....................・・・6622標

石川郡徳用村八幡宮縁起等・....... .............・・・6264標

石川郡中墨草高五百石計云々........・H ・....・H ・-…6998

石川郡成村行普寺由緒番・..........................6203標

石川郡之内おもだち申川橋帳…...・H ・.........・M ・.60.58

石川郡広岡山王縁起・................ ........ ......・・6263旧

石川郡古田村名唱替等書上申帳・............…-ω必標

石川郡大豆田村等用水附替大野庄用水之内分

水一件附絵図・・ H ・H ・...・ M ・・…......・ H ・....・H ・.....7219標

石川郡村御印対当時御物成等相調理盤上申帳

-…・70.23標

石川郡村々 之内鳥類等打捕申村名寄上申候・・・7526旧

石川郡本吉絵図・...........…... ...... ...... .....・・・60.43標

石川郡本吉図・.........................................60.42標

石川郡山入村々之内作物=障候鳥類等打捕申

村名寄上申帳・・・・.......... ..... ...............・・・・・・・・7526標

石川郡涌波村井大桑村領之内土清水製薬所御

用地分間打立縄入之図・・・・・・・・…....................・・5753

石川県加賀国河北郡里程表・....................・・・7641標

石川県下市邑名薮便覧続市村名蔽...・H ・..1∞57，標

石川県勧業博物館創立十年略記・.................7必9標
石川県教育沿革史料中異同の件取調書・........5884標

石川・新川県下市村名薮....・ H ・...・ H ・.....・H ・'..15お標

石川・河北領知方村寿村付写・・・・・H ・H ・....・ H ・"2768標

石川県下市村名薮 間続…....・M ・...・H ・....・H ・.1525旧



いしかーいちに

石川県勧業博物館図書室規則・・H ・H ・....・H ・...・H ・.1標

石川県区制・..........・・・・・・…....................・・・・・1526旧

石川県大小区々分・....................・・・・・・・・…・・・・1526標

石川県ヨリ文部省へ出Jレ和漢書籍ノ内国番目

・・・・・・・・・2~察

石河鴫之丞・演中三右衛門訴事・H ・H ・...・H ・....8974標

石川・富山採集文書所蔵社寺人名録・...・H ・-…・・・お標

石川訪古瀞記・........................................・・・・9778

石崎氏旧記繰出目録…・…H ・H ・-…H ・H ・.....・H ・'6827標

石堤村氏神出入書類・................................6209，標

石田三郎兵衛害状・H ・H ・.....・H ・...・H ・'3691標， 3692標

石立浜之図・.... ... ...... ....... .....…..・・・・・・…・・・・・・・6088

石立村絵図・-…・・・・・・...............................…..ω89

医師寺文書...・H ・....・H ・-……H ・H ・...・H ・...・H ・30(138)

石野右近送序一章・......... .....................・・・・・9728擦

石野雅楽等連署状写・..............................・・3327楳

石野主殿助密翰・..............................・・・・・・・・7995標

石之名詮議留書・........................ ......・・・・・・・・9545標

石野八兵衛殿与力頭組下回御番代諸事裁許人

等......................................……・・...........8969標

石原主膳正等家康公へ入御覧{持法等写… 7慨

医者御尋覚書・..............................・・・・・・・・・・・95必標

石屋之一条一応、取調申上寄付・..........・・・・・・・・・・9512標

亥十月岩勝寺衆徒中より高明称念寺宝物弘通
4ヨ・‘ユ付読書・・・・・…・・・・・...........・:-;:~................…・・・臼73

衣食住之儀ユ付覚書・..............................・・1947標

衣食井預謹文融通之図・....................・・・・・・・・・94:お標

遺讃調方ニ付年寄中被仰閲趣・..........・・・・・・・・・・3951標

遺書留・............. ...... .....................・・・・・・・・・・3151標

維新以来御逮等・..............................・・・・・・・・3967標

異人応援所ユ付内密書簡・............ .... ....・・・・・・9412標

異人館土蔵・商社建上ケ其外略帳….....・H ・...4720線

維新後戦争日記....・H ・....・H ・-.3ま....・H ・...・H ・"5459標

維新俊傑聖代名医言行録・....................・・・・・・8894標

為人紗抜書・…....・H ・-……-…H ・H ・.....・H ・-… 30(172)

維新前後書類・.........................................9341標

維新前ノ京都御所之図・・H ・H ・....・H ・...・H ・...・H ・9132標

出石塘内記録・.........................................8881標

伊豆国神階帳....・H ・H ・H ・.....・H ・...・H ・.....・H ・...30(9) 

居すへ御印御成替願・..............................・・7170標

和泉国風土記・.........................................30(47)

泉野神社文書(加賀国)・…...・H ・-…....・ H ・.30(111) 

泉野菅原神澗来~...・H・-・…...・H ・..…...・H・-・…30(13): _ 
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泉野寺町妙立寺頗書等・....................・・・・・・・・・64161日

泉野寺町妙立寺門附替一件綴・..........・・・・・・…・6416標

泉野村・回井村肝煎願書....・H ・-…....・H ・...・H ・6630旧

泉野村等姶九ケ村御用地歩高等覚書・...........6&17標

出雲国風土記・........................................・30(4.0

伊須流岐比古神社文書(能登国)・H ・H ・-…・ 30(114)

伊須流岐比古神社由緒等三種・..........・・・・・・・・・・6273標

伊勢御師等指上申御印物写等・....................6312標

伊勢軍記・H ・H ・.......・H ・...・H ・...・H ・...・H ・8723標， 8724 

伊勢軍記略録・.........................................8724標

伊勢家弓法聞書・...............….......................8350

伊勢外宮御師福井土佐由緒書・・H ・H ・-…....・H ・.1お傑

伊勢御神領被付候由来書・....................・・・・・・・・・臼12

伊勢貞近家訓・..........・・・・・・・・・・…..........・・・・・・・・7791標

伊勢神領ユ付審上書・..............................・・65231E1

伊勢神領文書(能登国・越中国)・・ H ・H ・-… 30(114)

伊勢内宮御師最花銀一件・……・…・……-・…・・・6539標

伊勢内宮御師堤刑都大夫之最花銀ニ付書翰・・・邸391A

伊勢内宮御師堤大夫由緒・....................・・・・・・6311探

伊勢国安濃郡・.........................................30(49)

伊勢国員燐郡・.........................................30(49)

伊勢国風土記・......................................…30(47)

異船渡来之節行列之大概・....................・・・・・・5845標

意釜録・....... ...... ...... .................. ...・・・・・・・・・・7986標

意釜録甲胃名目之内，廿四伝...・H ・H ・H ・....・H ・'''8541

意釜録名目…....・H ・....・H ・....・H ・.....・H ・...・H ・，，7987，標

医則序・.....................................................7758

磁野平左衛門書状・....................・・・…・・・・・・・・・3693傑

石部神社文書(加賀園〉…....・H ・....・H ・-… 30(110)

板倉佐渡守等害状写……H ・H ・....・H ・...・H ・..…・ 579標

板倉伝右衛門廻状・..........…....…....・・・・・・・・・・3947標

板津検校百韻連歌・..............................・・・・・9656標

板橋口御門御成之節御門綴方・…….....・H ・..…2455標

板橋下匡敷之図・............，...…..........・・・・・・・・14回傑

板橋筋御成之節御中屋敷御門方留帳.....・H ・...478標

板橋邸絵図・・・・・・・・…..............................・・・・146:{探

ー郡之主領分方境略図・....................・・・・・・・・・8274標

一三四之手御備建場之図・....................・・・・・・4968標

一束之図…........................................・・・・・8幻5標

ー滅七致之図・・・・3・・・....................・・・・・・8242標

一勝殿御内室へ云が・.五..・・....................・・・・…9007

一保姫君様へ御附人名寄・....................・・・・・・・・・卯07

壱弐参火事〈御)行列附・...................・・・・・・・・・伯62標



p
g
g
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一二三之手御人数台紋井板相図之事・...........4966楳

一二三之手御人数合紋弁板相図之事・...........4967.標

一二之先備営図・......................................8141標

一二之先手人数積井行列…....................・・・・814:淑

一二之備行列・..............................・・・・・…・・・8143標

一如孝順偏井和歌・・・・・・・…・・・・・・・…..............9620標

市ノ坂村八幡宮神職細川和泉宗久…....・H ・-…"63お

一宮御社領高之内御蔵入等書上申帳・...........6504標

一宮御社領高之内百姓持高之分寛政八年ヨリ

御蔵入ュ被仰付代御所附指引合等書上申帳・・・・・・6504

一宮気多神社神職亀山長一郎・....................・・・6322

一宮気多神社神職亀山久熔・・・・・…..........・・・・・・・・・臼22

一宮気多神社職調理帳γ・....................・・・・・・・・・臼22

一宮神事鵜田充行状写・....................・・・・・・・・・6503旧

一宮神事之為鵜田充行状写…....................喝503標

ーノ宮質網等旧記・・ H ・H ・...・ H ・H ・H ・...・ H ・...・ H ・'7504標

傑原北代比古神社文書(能登国)・・H ・H ・....30(113) 

壱歩銀・正金・金札利足会計書上納之分…・・5195擦

を歩銀・正金・金札利足会計番上納之分留書

"'51951日
一丸諸事記・............ ......................... ...・・・・・・・6655

一丸諸事帳・............ ....... ........... ...... ....・・・・6655標

従壱万石百万石迄人数積・................. ...・・・・・・・・・8080

一門井執政参政履歴書・...... ... ........ ...・・・・・・・・・2895標

g波新七種・・・・・ H ・H ・.....・ H ・...・ H ・...・ H ・…...・ H ・'1479旧

一類付之覚・・・・・・・・・・・…..........・・…・・...... ....・・・2921標

一巻帳大統・..........・・・・・・・…..........・・・・・・…・・・必32標

一騎受用之巻・............................................8065

一騎武者受用之巻・・・… H ・H ・.....・ H ・"'80斜標， ω65標

一見備忘編・........................................・・・・4417標

一向宗寺号帳・....... ...... ....... ....... ...・・・・・・・・…617;蝶

一作上納恨帳・.........................................5235標

一之和尚墨法皐詩下・...・ H ・...・ H ・.....・ H ・..…9640標

一世記事・.................. ... ............. ......・・・・・・・6665旧

一村建ニ付舟場島と名唱願...・ H ・.....・ H ・...・ H ・-ω∞様

一村建村々 之儀ユ付達書等・…...・H ・'6012旧， 6013旧

一統へ可申渡趣覚書・..................... .... .....・・5∞2旧

一統へ可申渡趣等・..............................・・・・・5∞諜

一統御定番築解・ H ・H ・....・ H ・.....・ H ・"'1891標， 1892康

一統定書通解・..........・・・・・・…・・・……・・..........・・・1891

乙卯集録併辛酉奨亥集録...・ H ・.....・ H ・...・ H ・....301標

一品流軍船水学集・...................…............8451標
出雲松江粗図・....... ........ .................. ....・・・・・・・9186
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乙夜之書物・・・・・..............................・・・・・・・・・・2569桜

乙酋集録・・・…........................................・・2967標

伊東家系譜・........................................・・・・2953標

伊藤甚右衛門書状・-…・・・・・・・....................・・・・4お3標

伊藤主殿書翰外・..............................・・・・・・・・3962旧

伊藤内膳書状・.........................................3694標

伊藤文書.........・ H ・-…...・ H ・...・ H ・...・ H ・'"・ H ・30(138)

威奈大村墓誌・・ H ・H ・......・ H ・....・ H ・-…....・ H ・.30(152) 

因幡様御出御対顔御})被送候節御作法....・H ・.560標

因幡鳥取御使一巻・......................................4640

因幡守様御養子等一巻・...・ H ・...・ H ・..…....・ H ・..999採

因幡民談抄....・ H ・....・ H ・...・ H ・....・ H ・-…....・ H ・..…9137γ

井波瑞泉寺よ城端善徳寺井配下寺号帳・…...・H ・'6178

井波瑞泉寺城端善徳寺無住中月番名列旧記…・・'6143

井波瑞泉寺太子講一件・....................・・・・・・・・・6391楳

井波崎瑞泉寺配下与力寺格汗同寺於旅屋死亡

人取置方一件・・・・.........................................6191

犬追物射場之図・.................. ....... .....・・・・・・・・8313楳

戊五月十三間町妙源寺僧大玄之儀御尋ユ付・・・・・・臼73

犬千代様御宮参御祝方…...・ H ・...・ H ・....・ H ・..… 792際

犬千代様御元服御祝之次第，将寧様相国様両

度御成之次第….....・ H ・...・ H ・-…...・ H ・.......・ H ・....815 

犬千代様御元服御祝之次第等・…....・H ・...・H ・..815右翼

犬千代様御元服並将軍様御成之節進物等・…・・ 817傑

犬千代様御元服井将軍様相国様御成之時之覚

審…...・ H ・.....・ H ・.......・ H ・...・ H ・.....・ H ・...........816傑

犬千代様御元服之節御成之記・...・H ・...・H ・..…・ 814標

犬千代様御誕生より之御祝方等書抜控・H ・H ・..775楳

犬千代様御用語蜜写・ζ・でど・勺…:・・・..........・・・・・・・・・4325

犬千代様御用路写・・・・・L・・・・・.....…...... ....・・・・・・・4325標

犬千代様・万菊様御袴着御祝儀之帳・・H ・H ・....805標

犬千代丸君御年表・・ H ・H ・-… H ・H ・-…・ H ・...772標

犬千代丸様御有封ュ付御持領之御品等留・・・・・・1008採

犬千代丸様御髪置番立….....・H・-…....・H・...… 799~

犬千代丸様御髪置記録・…・・............・H ・...・ H ・.79~史

犬千代丸様御附等交代之節被下方・..........・・・・2211桜

犬千代丸様御宮参御行列附・…...・ H ・...・H ・-…・・ 794採

犬千代丸様御誕生御祝儀ユ付番付…....・H ・...773標

犬千代丸様街誕生=付金沢誠下町中奉祝一統

賑之覚書・・ H ・H ・-…...・ H ・..….......... .....・ H ・-…・ 774標

犬千代丸様御着袴御作法絵図…....・H ・-……-関6標

犬千代丸様御用諸事留・................ ....・・・・・・…4326標

犬千代丸様初テ御礼被仰上候御作法番目H ・M ・.588標
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今枝民部書状H ・H ・....・H ・.....・H ・...・ H ・3695標， 3696標

!今枝問殿より頼之弓出来之覚書…....・H ・-仰6標

令枝民部等害状・・・・.............. ..... ........・…....3697楳

今江村等新川川除エ付取極番・..........・・・…・・・7225標

今江村御幸塚古城跡之図・...... ........ ......・・・・・・9159標

今川記・・・・・・・・…..…..........・・・・・…・..........・・・・8713標

新熊野神社文書〈山城国)……...・H ・...… 300ω〉

今津甚右衛門書付等写・.......... ...... ....・・・・・・・・・75661日

今津甚右衛門口上書・…...・H ・.....・H ・....・M ・-…・7681旧自

今津甚右衛門由緒書・....................….....・・・6906標噌

今津甚四郎口上番....・ H ・...・ H ・.....・H ・.....・H ・...7062標

今津甚四郎害状外・-…・・・・・・・....................・・・・65241日

今ゃう....・H ・...・ H ・.....・ H ・....・ H ・-…....・H ・...・H ・9701標

射水郡一町五厘分限絵図・........."...…...........・・6077

射水郡絵図之儀御答書・・・・・…・・・…・・..........・・・・60目標

射水郡海岸図・.........................................6116楳

射水郡海辺村々家数人数等書上帳・H ・H ・...・H ・'5970標

射水郡草高番上帳・...…......... ...... ......・・・・・・・7146標

射水郡草高等番上・............... ........ .......・・・・・7144標

射水郡草高等芥租税審上帳・....... ... ...... ....・・・7145標

射水郡五十人村草高等番上帳・-…・・・・・・".........・・・7146

射水郡小杉村法福寺観音鎮守八幡宮一件・・・・・・・・・6190

射水郡西条組太田村・西田村領茅場役銀地打

立候並絵図・・・・・........... ...... ...・・・・・・・・…・・・・・・・・7163標

射水郡七組草高等覚・.......... ....... ............"・・71441日

射水郡勝興寺明細帳・"..."...."・・・…・...........…6297擦

射水郡新開一村立高免年号等相調書出申帳・・・印O湘 t
射水郡高岡町総絵図・…..........…-・・…・・・・・・・・・6似9標

射水郡二ロ村御収納蔵相建候ニ付引高願......7188標

射水郡二ロ村領引免願・..........・・・・・・…・・・・・・・・・7188旧

射水郡分間絵図・............. ..... ...""" ......・・・・・・・・6077，擦

射水神社文書(越中国)....・ H ・...・ H ・....・ H ・.30(11の.
射水郡氷見町西念寺境内絵図・....................・・・卯92

射水通覧・"...... ..."....""" ...""" ... ...・・・・・…・・・・・…ω96標

射水・砺波・新11巴御郡しらベ........・H ・..…・5952標

忌波神社旧神職吉田稲人邸旧藩寄附絵図・・・・・・・・・6489

忌波神社境内旧藩寄附地絵図・・…・..........・・・・・…6489

居屋敷についての上申書・・・・・・・・…H ・H ・..・・・・・・・・3555標

居屋敷引高願添書・-…......."""........ ...…・・・・・・7117標

伊与田六右衛門等害状・....................・・・・・・・・・3698標

伊予守叙爵御礼鮒下法附・・・・・…・・・..........・・・・・・2卯9標

伊予守新屋敷へ御立寄之節御作法等之覚…・・ 647標

-8ー

いねしーいよの

稲若水庶物類纂扇集ニ付諸言上並同番御献上

ニ付戸田山城守殿等御贈答盤御目六御下番......9535

井上井之助達書・............ ....... ...... ...~.・・・・・・・・3557標

井上組川尻村新聞願場所申分詮義一件・・・・・・・・・7076標

井口嘉一郎対策論・..........・・・・・・・・・…・..........・・9お7標

射場社礼番・.................... .... ............ ....・・・・8290標

射場之図・・・・・・…・・・・…・...............................8510標

茨木家等文書….....・H ・...................・ H ・H ・H ・.10102 

異風之御鉄砲万ためし覚....・ H ・...・H ・....・H ・-…5728標

異風之御鉄砲ためし覚…....・ H ・.....・H ・....・H ・"5728旧

異風之序・....................・・・…・・..........・・・・・・・・・5727標

衣服御改革ユ付定・-…......................・・・・・・・・・3220標

衣服ユ付定・・・・…・.............. .... ...…......・・・・・32201日

異変頭留・..........・・・・…・・・・・....................・・・・・4635標

伊福吉部徳足比売墓誌・ H ・H ・.....・ H ・-…H ・H ・.30(152) 

異本下学老談・・H ・H ・.......・H ・.....・H ・.......・H ・10100標

異本官地論…...・H ・-…・H ・H ・-…....・ H ・........30(162) 

異本三守御譜….....・H ・...・H ・.....・H ・....…H ・H ・1鎚標

異本日本総国風土記上….....・ H ・...・ H ・.....・ H ・"30(49)

異本日:本総国風土記下・ H ・H ・-….............・H ・"30(50)

異本武家昆目集・H ・H ・.....・H ・....・H ・-…........155標

今石動御役屋敷平図・・・・・・・............. .......・・・・・・2074標

今石動関係記・.........................................6708標

今石腕附格式改覚・....................... .... ...・・6680標

今石動御地子米井諸役銀等之義番上申帳・・・・・・7161標
今石動御用勤方帳・..............................・・・・・6681標

今石動留番・................ ........ .... ............・・・・6705標

今石動等支配留帳…・・・・・・・・…・・・・…・・………'6706標

今石動氷見抜端支配留帳・....... ... ... ... ....・・・・・・6706旧

今石動由来・・・・・・・・・…............ ..................・・6711標

今江組巨細掌記・......... ........・・・・・…・・・・・・・・…・'59必擦-

今江古城之図・....................・・・・・…..........・・9158旧

今江・柴山潟絵図.………….“………..…….“…………..……….日…….日………….日………….日………….“………….“………..…….“….“………….“…….“…….日…..………….日………….日………….日………….“………….“………….“……….“…….“….“………….“………….日……….日…….日………….日………..…….日….日叶.喝側6

今今よ枝系図.“…….“….“....・ H ・-…....・H ・........・ H ・.....・H ・.30(158) 

今枝重直大夫肖像賛伝…....・H ・...・H ・-…・・・・ 30(153)

今枝重直大夫墓碑記...・H ・....・H ・.........・H ・..30(153) 

今枝重直大夫萄砕記...・H ・...・H ・......・M ・-…・ 10104標

今枝重直墓碑銘・................ ....... .......・・・・・・・・3475標

今枝氏古文書等写・............ .... .......... ....・・・・・3351標

今枝氏文番・..................... .... ...... ... ......・・・・3350擦

今枝近義ユ申聞覚書…....・H ・....・H ・H ・H ・-……40指標

今枝万之佐家督相続之申渡・....................・・・3169標

今枝民部書翰写・H ・H ・.....・H ・...・H ・........・H ・.10062標
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伊予国湯岡碑文・・ H ・H ・-…...・H ・.......・ H ・..… 30(152)

以来作損見立格相極一件井団地割一件・...........6998

以来見立格取極申渡帳・..............................・・7039

煎海鼠方ユ付江戸御役人井長崎会所役人覚書

・・・・・・75071日

煎海鼠方ユ付江戸御役人井長崎会所役人被罷

趣ユ付主附御用勤向覚番・....................・・・・・・・・・7507

煎海鼠方に付主附御用勤向覚書・..........・・・・・・・7507，標

煎海鼠仕候村々覚書等・・・・・・・・・・…..........・・・・・・・河辺楳

入払帳・........................................・・・・・・・・・・5186旧

衣類等定魯・........................................・・・・1924標

磐衝別命御墓所一件・.......... ...... ..............・・6430旧

磐衝別命御墓所確定顕一件・..........・・・・・・…・・・・創30.標

岩船寺等身分支配方に付御内造物控…・・・・・・・・61471日
岩倉特使一行姓名録・..............................・・8982標

石倉比古神社文書(能霊園)....・H ・...・H ・...30(112) 

石清水神領文書(能登国〉・・H ・H ・-…...・ H ・..30(114) 

石清水八幡宮旧記抄・......... .... .... ...・・・・・・30(65)(66)

石清水八幡宮護国寺略記・....................・・・・・・30(11)

石清水八幡宮古文書目録・…-・・…・…・・…・・…30(10)

石清水八幡宮文書・..............................・・・・・8似4標

石清水八幡宮文書(山城国J・H ・M ・..30(98)--(101) 

石清水八幡法童坊由来書・..... .......... .....・・・・・・6525旧

石清水名白書...・ H ・...・H ・.....・H ・...・ H ・...・H ・..…30(11)

石清水文書・碧山目録・喜称軒日記・師茂記

・......8645榛

岩瀬野開之絵図添紙面・・・・・・・…・..........・・・・・・・・・7093標

岩田嘉久平書翰・......................................3558旧

岩田嘉久平達書・............... .... ........ ...・・・・・・・・3558標

岩囲内蔵助達書・......... .... ...... ........ ...・・・・・・・・4399旧

岩田伝左衛門盛照筆記・............. .......・・・・・・・・・羽田標

岩原信六心附害・........…・?・・・・・・・・..........・・…4041標

磐船仇討実録・・・・・・・・…....................・・・・・・・・・・9499.捺

印鑑見合に及ばず城中御門往来通抜の家来名

書出状・・・・・・・・・・・…・・・…・・・…....................・・・・45お標

隠居被仰付侯以後要用談粋・.......................2281標

隠居家督留書・..................... ........ ..........・・3159標

隠居交名帳・..............・・・・・・…...........2878標

隠居料等覚・.............. ........ ............ ......・・・・2877，標

因州公御養子之件........・H ・-…....・ H ・-…....・ H ・...999 

因州公養子一件… H ・H ・・ H ・...・H ・.....・H ・...997，標

院御所御率千九条前関白第之雑記・..........・・・・8942標
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従上杉家合戦之上書・..............................・・8599旧

上杉氏上洛日幌…...."・H ・....・ H ・-… H ・H ・...・H ・'.8680標

上回源助旧記・.........................................6821標

上回門人狂歌十六歌仙・..........・・・・・・・・・…・・・・・・・9703標

上野御供所図・""""""""""""""...."".."，，.... ..."..""" ...・・・・斜43

上野御霊屋絵図・...・ H ・..…...・ H ・'6441，制44標， 6455 

上野御宮裏通ノ絵図・ H ・H ・.....・ H ・....・H ・....・H ・.6442標

上野御宮之裏通弁御霊屋絵図・・・・・・・・…・・・・・・・・・斜41標
上野寛永寺境内之図・...................................6452

上野近所火事之刻罷越人図・...........…・・・・・・・・・4971楳

上野御廟絵図・.........................................6443標

上野御本坊黒門前下谷広小路出火御近隣火消

言上紙面等一巻・・・・・・…・・・・・…"....""....... ....."・・・7308

上野常照院御知行由来に付申上書・"......"""・・・・・・・6321

上野常照院由来・""..."""..・・・・・・・・・て・.."... ..."・・・・・・6320旧
'.;:r.乙f

上野常照院由来・金沢東照宮起之元由・・H ・H ・'6320標

上野新村旧弾薬所労令まま旧試検場絵図・・・・・・・・・5765標
r~ÃÍ.'.' 

上野新村領弾薬所増/用地打立候持絵図・・・・・・5764標

上野新村領出町家地子商売方調帳・..........・・・・6619標

上野新村領等弾薬所tfri工筋潰地打立帳等・・・・・・571臼標

上野新村領等之内弾薬所綿入之図・..........・・・・5761標

上野図・...""........ ..... ..... ..... ... ...... ...・・・・・・…・・・・6443

上野井御近隣火消等・".."..." ....... .... .... ...."..・叫972標

上野之図…・...... ....・・・・・・・・・H ・....... ..."・・・・・・・・・6454

上野火消裁許与力二組之尚一組行列・...........4970標

上野法事之節香典等披露之絵図・・・…...........1172標

上野法事之節之絵図・......... .... ........... ......・・1172旧

上野文書...・ H ・.....・ H ・......・ H ・....・H ・.....・ H ・..30(138) 

飢人御教ニ付境町中吟味帳・............. ... ..."・・・7324標

飢人御救之儀ニ付郡方ヘ被遮候与力共番付-・・7322標

櫛村家伝・..............................・・・・…・・・…・・・・8854標

魚御口銭方旧記...・ H ・....・"....・ H ・..…...・H ・...・H ・"762.1

魚口銭浦口銭旧記・・ H ・H ・…....・H ・・M ・...・H ・'.7624線

魚口;銭ュ関スル書類…・・・・・H・H ・...・ H ・ H ・ H ・...・H ・76231~

穐組用留H ・H ・...・H ・...・ H ・......・H ・..…・6722標，67Zl拐を戸ノ0主よぷ八

虫L御馬廻組小川忠左衛門覚書之写...・H ・..1∞82標

魚津郡代御巡見方井所口津田修理殿等御巡見

方霊他役所より十村直宛之紙面に付御郡所御

引合方等一巻…・・・ H ・H ・....・ H ・....・H ・.....・H ・...・ H ・'6701

魚津古今記・・・・…・・...........…...…・・・・・・・・・…・・6596標

魚津御用言上留地・・・・・…・........... ....." ...・・・・…6720標

イぞi
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魚津御用雑記・・・・.................. ...........・・・・・・・・・6719標

魚津御用品々 ・-…・・・・…H ・H ・..…・…・…・-…・…6721標

魚津御用諸事留帳・..............................・・・・・6718標

魚津御用勤方心得番・..............................・・6723標

f9. .._ ~円」金津御用勤方心得番等・・H ・ H ・....・ H ・....・ H ・ ......6724標

??  川魚津在住御用方日記.....・ H ・....・H ・-…H ・H ・...…6729標

魚津在住御用勤方幌・........... ..... ........ ......・・2457.標

魚津在住言上抄・.............. .... ... .... .....・・・・・・・・7315標

魚津在住日記披書井勤方・...................…-・・6725旧

魚津在住前図式部より指上候旧記抜書井勤方

・…67お標

魚津下才許斎藤貞蔵居屋敷拝領台地引高一件

等....... ...... .... ........... ........ ........ .....・・・・・・・・6645標

魚津諸事留帳・.........................................6717.標

魚津騒気楼之図附喜見城之図断・..........・・・・・・・9530標

魚津奉行宿渡帳・..............................・・・・・・・・7701標

魚津町御台場等御尋ニ付書上申帳・..........・・・・弱77標

魚津町惣絵図・-…・・・....................... .....・・・・・6051標

魚津役屋敷絵図・......・..・・・…・・・…..........・…2075標

魚問屋定番等・・…....... ....……・・・…….......・・762116

魚問屋定書井仕法方盤料理商売人定番等・・・・・・7621標
鵜飼妙厳寺書上書控・................................6519旧

鵜飼妙厳寺弁蝕下寺号帳・.......... ...... ....・・・・・・・・・6178

伺書御指令留・-……................... .... .....…・・'4062擦

窺物井被仰出且又言上等留之内・..........・・・・・・・4311標

字賀祭之考・..................... ...................・・・・6390標

鵜川天神文書〈能登園)..・H ・.....・H ・....・H ・.30(113) 

鵜川村天満宮神職梅田豊後遺鰭・..........・・・・・・・・・・6325

~多家一件…・・… ・ ・・・・ 叫，明

!字喜多家旧記四種........・H ・-…...・ H ・......・H ・"'8785標

j字喜多家系図等・・・.....・H ・....・ H ・.......・ H ・...・H ・'8784旧

j浮国家ヨリ一条家へ縁組一件….....・H ・....・H ・'90071日

j浮田中納言家系…・…・…...・H ・..…….日….“..“…….日….“..“…….……?一...……..….“..日….日'878創1稼標. 

;浮田中納言家来村回一家続番.日…….“….日..“…….“….“..“…….“….“..…….日….日..日……..…….“….日'8幻78飽2標

i 字喜静多直敵家軍報記話沿.日…………….日…………….日…………….日…………….日……………..……….“…….日….“.

;浮田秀家系図等...・H ・....・H ・...・ H ・H ・H ・......・H ・'8888旧

!字喜多秀家士幌-…....・ H ・...・H ・-…....・ H ・....…8973標

j字喜多献.............................................87峨

;請状之事…・・.............一..........................4561標

j請高新開所之内当年内検地可被仰付ケ所奉伺

{上帳......・H ・.....・H・-…H ・H・..…...・H・-…・・…H ・H ・ '7081~ま

; 請地証蛾・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・側1標
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越前国主記・...................... ........・・・・・・・…・・・・8776標

越前路出張之人々兵糧等之義も少々記之・H ・H ・"5531

越前高瀬宝円寺由緒番・…・・・・・・・・..........・・・・・・・・6210擦

越前敦賀水戸浪士松原墳墓由来記略・..........・・・・9310

越前国朝倉義景ヨリ以来代々 国守之覚・…...・H ・'8777

越前園廻米欠請負升廻仕用帳・....................印74標

越前国郡村目録…...・ H ・...・ H ・...・H ・....・ H ・-……8668旧

越前国欠請負升廻仕用帳・..........................5074旧

越前圏諸郡切絵図・・・・・・…..........一.......・・・・・引25標

越前園南条郡池田村前田又左衛門由緒・...........6309

越前国南条郡川濯大権現社記・・・・……・・・・…・・・77泊標

越前園南条郡府中高瀬郷川濯大権現社記・・・・・・・・・7734

越前圏内神明帳...・H ・...・ H ・-…H ・H ・...・ H ・H ・H ・..30(9) 

越前領村々相改写・..............................・・・・・9420旧

越前浪士一件・.........................................5527標

鋤日能Jff除波除関数・......... ... .......... .... ....・・7210標

越州軍記・.....・H ・.....・ H ・...・H ・-…H ・H ・"'8705標， 8706 

越州産物帳・........ ......... .......... .......... ...・・・・7405標

越州新川郡郷庄古城・..........・・・…・..........・・・・9179旧

越中愛本橋上流図・・・・・H ・.................・・・・・・・…・9102標

越中明日村肝煎等書状….........・H ・...・M ・....・H ・"6482.

越中明日山法福寺畑新聞願状……H ・H ・..…H ・H ・-臼82

越中井波大工伝書・…・・H ・H ・......・H ・....・H ・...30(141) 

越中今石動宿上下モ継場賃銭等書上申帳・・・・・・7691標

越中今石動埴生駅立記・..............................・・6058

越中射水郡鳴戸野古図写・....................・・・・・・8643旧

越中射水郡二上山御登山御道筋之図等・H ・H ・..6日標

越中岩瀬猟場誇論記・..........・・・・・…..........・・・・7521標

越中越後国境争論記・.........................・r・-・・1559標

越中越後国境目:御改ユ付境村迄罷越候疫干す井

害状証文言上之控留帳・・・…・・・.....................1558旧

越中越後国境目御改留帳...・ H ・.....・ H ・-… H ・H ・'1558標

越中大岩山田石寺願状・・H ・H ・....・ H ・....・H ・-……"6482

越中大窪大工伝書・...・ H ・....・H ・.........・H ・....30(141) 

越中大略古城之図・-…・・・・・・................. ...・・・・・91771日

越中大俗之古城分間之図・....................・・・・・・9177.標

越中街蔵絵図添紙面…....・ H ・..........・・・・・H ・・・・・7192標

越中御蔵園地之覚H ・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・".719省農JB

越中御泊御鷹野御旅宿エテ御詠歌・・......・H ・'.'9662標

9υ 

h 毛主雪

えちせーえっち

越中小矢部御蔵御園地面絵図・・H ・M ・.7193標， 7194標

越中各郡定散小物成銭書上申援・・…..........・・・71ω標

越中かね山普請願等一件・....................・・・・・・7547.標

越中記等三種・.........................................5013標

越中記按害等・.........................................5013旧

越中銀山覚番等・..............................・・・・・・・・7547旧

越中旧事記・・ H ・H ・...・ H ・H ・H ・.....・ H ・".9ω1標， 9099様

越中園高帳……・ ・・ ……・・…7凶標ーし
越中破山雑誌・.........................................7540擦

越中破山由来記・......... .............. .......・・・・・・・・7541標

越中国誌・..................... .... ............ ...・・・・・・仰86楳・

越中畿圏寺由来書・................... ... ........・・・・・6299旧

越中古事記・............... ......... .... ...... ......…2705標

越中古賀記・........................................・・・・90邸桜

越中小塚之城跡ヨり方境図・…....・H ・.....・ H ・".9181標

越中古跡記・...... ...... ................... ... ......・・・・90871日

越中古跡記三種・....... ...・・・・・・・…・..........・・・・・・・9087.標

越中古跡紗・..............................・・・・・・……・・・・9087

越中古跡粗記・..................... .... ............ ....ω189標

越中御普務所絵図…..............................・・・7白2標

越中米商八ケ所・....................・・・・・…・・・・・・・・・・7620標

越中古文書・......... ...... .....…・…・・・・・・・・・・…・・・・2565標

越中西国国泰寺弁加州伝燈寺・..........・・・・・・・・・・6207旧

越中三郡烏猟御免願方等留・..........…・・・・・・・・・7531標

越中三郡鳥猟御免願方等之儀ェ付被仰出等之

留..…-…...・H ・.....................…......... ..・…・・・・7531

越中三郡絵図橋付札云々 ・…...・H ・...・M ・...・H ・"60筋標

越中三郡城跡・..........・・・・・・….....................9172標

越中三郡高免・.........................................7139.標

越中三郡延払米取立根帳・・…・・・・・・・..........・・・・・5229標

越中四郡組分村名相調理番上申帳・..........・・・・1519標

越中下飯野村字新浜在番達物等留帳

…'5854標， 5855様

越中下飯野村字新浜在番留・..........・…・・・・・・・・・5856標

越中下新川境村文書........・ H ・....・ H ・....・ H ・..30(142) 

越中常願寺川筋変地之場所見取絵図・...........7113様

越中誠端御蔵御園地面絵図・....................・・・7197標

越中城端小原家譜・.......... ... ... ........ ......・・・・・7593標

越中神号線・..................................... ...・・・・・・・6182

越中真言寺院号郡所附帳(波着寺〉…....・H ・"'6177

越中筋御巡見所々役人附・-…..........・・・・・・・…・1白7標

越中筋就御巡見所々 役人等罷出候名寄帳・・・・・・ 636標

越中筋持場臨時出張=付諸事窺書・..........・…5850標



えっちーえとい

越中等三大区地誌・・..............................・・・・9100繰

越中大門新町新御蔵屋敷等略絵図・..........・・・・7202桜

越中高岡片原町日蓮宗八品派本光寺由来....・H ・'6219

越中高岡古城図・H ・H ・...・H ・'1380標.1383標*1385楳

越中高岡関野社伝来・..............................・・・・・6058

越中戸出御蔵御園地分間絵図・..........・・・・・・・・・・72∞標

越中戸出御蔵御園地面絵図・....................・・・7193楳

越中陶器調理番・..............................・・・・・・・・7591標

越中砺波射水郷分図・..............................・・6075標

越中砺波射水両郡古城等覚書・..........・・・・…・・・9173掠

越中利波郡木舟大地しんの事....・H ・.....・H ・.......5356

越中砺波郡五ケ山々 中絵図...・H ・-…H ・H ・-…・・引06傑

越中砺波郡入総田村本叡寺願状・..........・・・・・・・・・・6.182

越中富山魚津域貴文書…...・H ・....・H ・...・H ・..30(143) 

越中富山ヨリ越後高田発向之行列....・H ・..…・5476標

越中富山領大ガケ古城図・....................・・・・・・9178標

越中長沢之旧塁図・..............................・・・・・9175標

越中中田御蔵見取絵図・............. .......・・・・・・・・・7201際

越中長棟村肝煎故山崎甚右衛門奇特篤志之儀

ニ付請-顕…....・H ・........・H ・....・H ・....・H ・...・H ・..7279擦

越中新川郡佐伯来歴・...・H ・.....................・・・・6903標

越中新川1I蹴町・宮崎村・泊町・生地村家数

人数調・........................................・・・・・・・・・・5976際

越中新川郡図籍・.;....................................1605旧

越中新川郡新浜泊両地在番中留・..........…..・・5857楳

越中捲川館跡之図・..............................・・・・・9180探

越中婦負郡野積谷地絵図・....................・・・・・・6107.原

越中能州葉たばこ口銭銀取立御算用帳・・H ・H ・.7455標

越中国石黒庄弘瀬雑掌記・・・・・…・..........・・・・・・・・8649探

越中国越後国境目御改ュ付稲葉丹後守殿御家

来堺村迄罷越候ニ付此方ヨリ罷出候役人付デf:
害状証文旦亦言上之控留帳・....................・・・・・・1558

越中国皇子皇女御墳墓取調書附絵図等・・・・・・・・・9092標

越中国雄神川射水川古覧ノ図...・H ・-…....・H ・"9098標

越中国御蔵番御門番等名書・....................・・・2194繰

越中国高岡山瑞諮問記・....................・・・・・・・・・6293様

越中国鉱磁調理記・..............................・・・・・7568様

越中国古文書・........................................・・・・お65

越中国境町宮々 由来につき書上....・H ・....・M ・"6299標

越中国雑書記・H ・H ・..…...・H ・.....・H ・・・H ・H ・30(183)

越中国四郡坊主文書........・H ・...・H ・....・H ・...30(132) 

越中国図・・・・・・・・・・…..............................・・・・・161511]

越中国高岡町図之弁・.........・H ・...・H ・6593標， 659.煤
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越中国知行所付・・・..............................・・・・・・2690ty{

越中国道程番・...…..............................・・・・7650繰

越中国道程帳・.........................................7651標

越中国所々御制札場等其外産物等種々間合方

道中留・・・・・・・...............................................6058

越中国砺波・射水・新川郡之内鰍摘帳…・・7141襟

越中国砺波郡高瀬神社明細等・..........・・・・・・・・・・6291繰

越中国泊町長寿一覧・..............................・・7289様

越中国富山古城之図...・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・"1.181標 i 
越中国新川郡常願寺川見取絵図・…...・H ・.......7お9標 ' 

越中国新川郡高物成帳・....................・・・・・・・・・7∞9旧

越中国別小物成銭調理帳・..... ........... ....・・・・・刊32椋

越中国変l也英外相改之候目録・-…・-…...・H ・・…6063旧

越中国宮崎浦図・..............................・・・・・・・・6109採

越中能登加賀海岸宿村家数人数等取調理審・・・5959標

越中能登名跡志・..................... .........・・・・・・・・9042楳

越中飛騨境之図・..............................・・・・…'1562標

越中氷見上回寺由緒留番之写・..........・・・・・・・・・・6296標

越中福野鋳物師伝笹...・H ・....・H ・-…H ・H ・..… 30(141)

越中福野御蔵御困地面絵図・....................・・・7196標

越中福野御蔵見取絵図・....................・・・・・・・・・7199標

越中福光御蔵御園地面絵図・....................・・・7195標

越中二口村領新御蔵屋敷籍鯵織図…....・H ・-…7202旧

越中万葉遣事・.........................................9617.標

越中村々寺庵等書上・..............................・・6189楳

越中名所記・........................................・・・・9090標

越中守山城位置図・..............................・・・・・1389標

越中森山城位置図・..................................偽41日

越中安田古城之図・..............................・・・・・9176標

越中屋伝兵衛・丹波匡伊平受地願...・H ・-・……6621標

越中四郡古銭跡・.......................... ....・・・・・・・引71標

越中四郡古城跡略記・..........…・・・・..........・・・・・91711日

越登賀三州志・.........................................90幻標

越登賀三州法; 擁護余考...・H ・...・H ・-ω2-1標， 9025楳

越登賀三州志故趨考・・H ・H ・.....・H ・'9033擦， 903-1標

越登賀三州志本記・…...・H ・...・H ・-…H ・H ・-…'9023標

越登賀三州志来因概覧…9028標， 9029標， 9030擦

越登賀三州志来因概覧附録・・ H ・H ・.9031標， 9032標

越年使役日記・…....・H ・-…H ・H ・....・H ・...・H ・..…2611標

越遊行自民紗・........................................・・・・9050標

越天楽井今ゃう H ・H ・...・H ・...・H ・...................9901標

江戸急御用道中人馬指支一件・..........・・・…・・・・4765標

江戸急発足大概・......................................4182標
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江戸一巻触留篭.;:.................................・・・・4534標

江藤・島等処版辞世H ・H ・-…...・H ・-…H ・H ・"'889探

江戸ヘ罷越御小性火事之翻頼置候人付之帳・・・48∞標

江戸御居間廻絵図懸紙云々 絵図....・ H ・....・H ・..602標

江戸御厩之惣図・..............................・・・・・・・・1445標

江戸御作事御門御定書・....................・・・・・・・・・2454標

江戸御定書・・・・・…..............................・・・・・・1919標

江戸御式台仲間勤方申送帳・....................・・・4739標

江戸御使一巻覚書之写・....................・・・・・・・・・4381標

江戸御使番控・..............................・..........4394旧

江戸御使御用覚書....・H ・....・H ・...・H ・-・1380標， 4384標

江戸御着之刻御作法・..............................・・3302擦

江戸御供中御法度触・..............................・・18.l4標

江戸御供之頭役より誓詞見届之御前審....・H ・'1850標

江戸御能役者御扶持高等・・・・・・・・・……・・・・・・・・…9968標

江戸御発駕之節御作法・....................・・・・・・・・・2732.標

江戸御広式御用足軽取捌壱巻・..........・・・・・・・・・・2451標

江戸御広式御用組足軽取捌壱巻・..........・・・・・・・4555標

江戸表へ御供之日記等・・H ・H ・-…....・H ・....・H ・"1836標

江戸表御定番井申談之覚之留・....................1931標

江戸表御手当方御内習御備等抜粋・..............5841標

江戸表閲合審類・..............................・・・・・・・・1870標

江戸表御省略方に付心付之趣申達・..........・・・・5066標

江戸表御借金利下ケ一件・......... ... ........・・・・・・5034標

江戸表定書等二種・……..…・・・・・・・…・・…・......1931旧

江戸表等人高御蝕抜書・.............. ......・・・・・・・・・2181標

江戸表井御国許御広式年中御祝方…....・H ・-… 601標

江戸表拝金沢共諸向雑巾等渡り方調理....・H ・'5149標

於江戸表御省略方等之義云々 ・...・H ・....・H ・-…・5066旧

江戸表ユ而鳶小頭申付候節愈義振覚番・・・・・・・・・4946旧

江戸表発足之儀ユ付御内談之趣一件・...........1786標

江戸御屋敷御居間書院御書院ユテ御礼人等有

之節絵図・・・・・・..........---i!........................・・・3243標

江戸御屋敷火事之節御行列寄場之絵図・・・・・・・・・4956標

江戸御屋舗御番披写・..............................・・2056擦

江戸御宿守居伺等留帳・....................・・・・・・・・・4740原

江戸御留守中御定井御発潟之節御作法附・・・・・・2265標

江戸御留守詰日記...・H ・...・H ・....・H ・.....・H ・..…4139標

江戸側、屋故障取捌等帳・..........…・・・・・・・・・・・・・・・・3921

江戸御使進物等一巻・..............................・・4385標

江戸御中屋敷御殿御絵図・....................・・・・・・1454標

江戸御中屋敷図・・・・…...............................1455標

江戸御中屋敷等絵図・..............................・・1452標

zd 

えといーえとし

江戸於御中屋舗家作御柱建御上棟御観式方等

留........... ........・・・・・・・…....................・・・・・・・1460標

江戸御留守中之儀伺等之一巻・..........・・・・・・・・・・40741R

江戸火事御行列等・..............................・・・・・4894傑

江戸火事御定番・..............................・・・・・・・・4875標

江戸火事覚書・.........................................7306標

江戸火事ノ覚欝・H ・H ・....・ H ・.....・ H ・...・ H ・...・ H ・ .7307f~

江戸方御用留・........................................・・・・7421

江戸至金沢図・.........................................7662標

江戸至金沢北陸道駅路記・....................・・・・・・7667傑

江戸上御台所座席之儀御印御絵図之写・・・・・・・・・2456標

江戸上屋敷御貸長屋図・....................・・・・・・・・・1407標

江戸上屋敷近傍図・..............................・・・・・1402傑

江戸上屋政御居宅絵図・....................・・・・・・・・・1417.標

江戸上屋敷小屋絵図・..............................・・1406標

江戸上屋敷式台前図・..............................・・1421傑

江戸上屋敷中之口御玄関前御供揃之図・・H ・H ・.6お標

江戸上屋敷ニテ一二三四之手御行列建場之図

・・ …'4969標

江戸上屋敷東御居宅絵図・..........・・・・・・ n ・・・・・・・・1418標

江戸近海御手当方・..............................・・・・・5842標

江戸小石川御殿之図・..............................・引91標

江戸御家老方留・..............................・・・・・・・・4144標

江戸御参勤井方々被造物其外被下物品々留帳

・・…...・H ・'16971日

江戸御出府一件・......................….......・・・・・5560標

江戸御守殿御内評ユ付松原牛兵衛出候議会図…1415標

江戸御殿容之図・...............1111.... .•.••. ...・・・・・・・・1409探

江戸御入用入払本勘指ヲl覚・....................…5099標

江戸御入用大概番・..............................・・…50971日

江戸御入用中勘図帳...・H ・-ふ弘之じ"'5109探， 5117.標

江戸御普請ニ付私組下より出申御役人付根…7157.標

江戸御本宅御広式御住居御取締等之絵図・・・・・・1424探

江戸御本宅御広式御閥絵図・..........・・・・…・・・・・・1426探

江戸御本宅広式囲取広絵図・....................・・・1425標

江戸三度線取伊勢彦兵衛尉・.............. ......・・・7696標

江戸山王持増上寺等絵図….....・H ・.....・H ・-…・・6452際.

江戸下屋敷絵図・..... ..... ............... .....・・・・・・・・14斜標

江戸出府御使人之手先ヘ申渡覚・..........・・・・・・・4388標

江戸城大手御門下馬之図・....................・・・・・・1626標

江戸城大手之絵図・..................... ...... ...・・・・・・・・6452

江戸城桔梗御門下馬之図・..........・・・・・…-…・・1627標

江戸城下馬之図等・..11...111111................. ....・・・・・1628標



えとしーえのめ

あ品:
江戸城御本丸焼失記…ー .......................・8制探

江戸主主図・ ・・ ー・・…・…....................9190旧

江戸主主殿中進退之絵図・・・..........…....・ a・....1632標

江戸状留 …ー ー ......…... ・・e ・ ・17.18際

江戸状留曾放・・..........…・…・・… ...............4749標

江戸主主西之御丸下衆図ー...................…・ '1629標

!I戸城西之丸下馬之図......... ・ ・.........1630際

11一戸城西之丸図ー 一一 ー ー・・ー…・・・・ 9189際

江戸城西丸惣締下馬之図・・・ e ・e ・ ー…ぃ 1630旧

江戸城之図 ー ・・・・ ・・ー1634鼠 9187標・9185原

ir.戸減番所絵図 ー・一 ............................1638旧

江戸城本丸 ・西丸下乗下馬之図・ '1637s¥i.1638原

江戸主主略図 ・ ・・・・ー・・ ・ ...9192旧

iT.戸諸事旧記之内放ID...… 一 一・・ー・… 4321傑

江戸詰諸役人心得方覚書ー ー…・ー ............2.150傑

江戸詰中党候 ・ ・・・ ・ ・ ・・・一一… ......4174

江戸訪中御用諸事留...・M ・.... ・............ ・4219

江戸詰中諸事略図 ..." .・ …・…....・H ・4175桜

江戸詰日記 …." .・ H ・.............. ー 吋1139

n:戸惣検校へ従御公務被仰付候云々・・ ・ ・・ 8976t~

江戸地上寺へ出張之人々御料理御能拝見名寄

等 ・・・ “・・… … ・H ・.......・M ・"'9955原

iJ:戸大地震一件 ・・..............… -・・.......7319煤

江戸辻番一巻'"・H・...・H・...・H・… ー・・- ・・ 4729標

江戸詰人御扶持方渡 り月帳ー・・・ ・ - ー1931

江戸詰人御上屋数，御中屋敷井御下屋敷在住

21801日

江戸邸御近隣絵図….."..……...・・・........1403標

江戸邸御門却J方ー…..............一一…・・… 2'153標

江戸邸土蔵一月煉化等図帳……・・一 …-…9579際

江戸邸土蔵際化石堺御積り帳・ ・・ ー・・一 日 9578模

於江戸邸鶴披館之図 ・ ー ー・ー…・・...・a・-…・ 521際

於江戸邸雲雀主主露之図ー ーー・・ ・・・ 0・............522標

江戸天守台修築日記….........ー ・ー ー・ー ー1644標

江戸道中党8・・.............................・........7661探

江戸当番御小姓に付口上番・・ー ・・・・…円 。1806際

江戸中屋敷方ti図・ー……・・・…ー…... ー ー1.148際

在江戸中御奥小将横目在勤之内御触等諸事自

分留................................…・……・一 .....1861旧

在江戸之面々御扶持方之義ニ付本多図密紙面

等写・...........................一…......・H ・-…2834原

於江戸御馬廻iiJl動方 ー…...・M ・...............2306標

j冷江戸奥向御殿詰渋束覚......ー ー・・ー ......2452，f~{ 
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げJノ
於江戸歳末より年始御殿へ御出之節服等控・ 3279標

於江戸毎日候等審抜早繰留内密伎 一 一 い ・・4751

江戸日記・ ・ ・ 3832標.4137旧.4330標.4536標

江戸にて御横目哲紙跡muu----neu----H・M・2443原
於江戸動方 ・ ・・ ・ -・・ ・・・・ーー-… 2449傑

江戸入用中勘図版・・ ・・・・ ・・・・5108t~~

江戸御居間廊下御湯殿等図り・… … ー… 14.ilt'千

江戸乗物誓詞一巻 ー......... ー ー・ー 一 '.2448奴

江戸本郷土匡敷御殿之図・ ー… ・・ー・ .....1411探 i 
江戸本郷上屋敷之図・ ・ ..................1404標

江戸本郷邸年寄中之小屋図・ 0・・ ー ー・・ー・'1442.政

江戸毎日番立書抜・..... 一・…一・47，16傑.4747探

江戸毎日帳早繰ーー ..... ・・ー一 ・ ー ー.475J銀

江戸丸之内大名屋敷図 ー・ 一一・・・・ ・ ・9193t'.'!

江戸屋敷御居間容院絵図...・H ・- ー・一 ・ー・ー 1310旧

江戸屋敷大書院之図・…- ー ー・ー一 … ・ー1427甥;

江戸屋敷大広間ニテ跡目之節之図・・ -ー・'3160探

江戸屋敷御小書院之図 ・・ー・ .................1429徳

江戸屋敷北之御居宅図 ・・ ・・・・・・・...・M ・"'1439目J

1上戸屋敷在住密 ー ・….... . ........... ...…・ ....2180t~!

江戸屋敷誌等名容… e・e・..… 一 一 … 一一 一2182標

江戸屋敷総図ー ー ー...................14001日. 1401謀

江戸八筋七手御小屋図…ー ー一 ..............1444綴

江戸八筋七手ニノ御小屋図・・ e・e・…・・・・ 0・・ H ・H ・'1443標

江戸ヨリ会津迄駅路之記 ーーー ー ・ …・…9JJSs'i!

江戸ヨリ御帰御道中越中国作毛調密・ ・ . 100641日

江戸より金沢迄の道しるべ…………………ー7668捺

江戸万留ー...・M ・ー・…ー ー ーー・ ・ー ..........383-b涼
江沼紀1淘“ 一 一 ー ー ....・ ・・・ ・・・・ ・ ・ 9061t~!

江沼郡奥山遊覧之記・・・・・・・・・・山・・・ 0・・・・・・ー・・・・・ 0・・・・・・977.'

江沼郡奥山添覧之記 ・・ ー ーー ー ー・ー ・・ .9777 

江沼郡，御公領堺図....・a・…・ー ー・・ー一 ー…6086

江沼郡敷地天神縁記 ー ー・・ ・・ぃ・“・ "'6240標

江沼郡図 ・・ 0 ・ー ー .................. ー 2726原

江 沼 郡 大 田 御 領 月 編 鵜 自 民 屋 敷 跡 ニ 誠

l也設ケタノレ鉢............ ー ......"......... ….9156 

江沼郡月津辺古鑑之図…....・ a・… ...・M ・....9156録、

江沼郡井能美郡之内村々組合絵図，大聖寺御

領ー・ ・ ・ ・・ーー… …・…...・H ・...…・・ ..2719旧

江沼郡之内十八箇村松山凡歩数芥概略之函図

・...7480探

江沼志稿・ ・ ...・H ・..…田・山・..............… ω60旧

綴目村網場争論包類・・............. ・・ー …・・ 7506際



簸寸法之図・・・・・..............................・・・・・・・・・・8512標

餓之図....・ H ・...・H ・....・ H ・....・ H ・....・H ・8468標， 8511標

簸之巻・............ ........ .... .......... ......・・・・・・・・・・8467標

簸矢略記・............... .... .......... .........・・・・・・・・・8497.標

江守九左衛門番付・..............................・・・・・2220標

炎々論・........................ ... ..... ........・・・・・・・・・・9214標

沿草書輯・........................................・・・・・・・5934標

燕閥総目等御扉風写・-…・..........…・・・・・…-…・-…11標

延喜式字注問書・…...........................・・・・・・・9796標

燕饗・..........・・・・・・・…・..............................・・9必3標

延享至寛政問日記....・ H ・....・ H ・..…...・ H ・...・ H ・.667.1標

延享元年・二年状留之内....・ H ・....・H ・.....・ H ・..4067.標

延亭元年・宝暦十一年御結納皆子餅之留・…..863標

延享弘化問米価文献索引井弘化二年ヨリ明治

廿二年迄米価…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..7603旧， 76111日

延享等記録抜醤・..............................・・・・・・・・4552標

延享四年組分帳・..............................・・・・・・・・2109標

縁組ぽ跡自主新番頭等奉達書覚・...・H ・.....・H ・.3154標

縁組口上番・........................................・・・・3177標

縁組ユ付御用番仰渡番等・....................・・・・・・3182標

縁組願・・・・・…・・・・..............................・・・・・・・・・3147標

縁組願等・........................................・・・・・・・3148標

縁組養子等技種・............... ...............・・・・・・・・3192標

縁組養子等申渡之写・..............................・・39241日

遠州小夜中山由来魯三種・......... ....... ....・・・・・・9715標

門家寺北傑裁判書....・ H ・....・H ・-…....・H ・.....30(121) 

遠州高天神古域・.........................................9186

塩嫡御蔵御絵図・・・・…・・・・・........ ... .... .....・・・・・・・5752標

円乗寺へ御出御用絵図...・ H ・....・H ・.......・H ・....697標

円乗寺へ御出之図・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・H ・..697旧

縁城寺縁起(丹後国〉…....・H ・....・ H ・...・H ・...30(15)

途所居住人等根帳.................. ............・・・・・2193標

遠所蔵米等之義覚・............. .......... .......・・・・・6993標

遠所ニテ不計入用品覚書・…....・ H ・...・ H ・...・ H ・.2221標

燕股覧古・........................................・・・・・・・9039標

燕石十種抄・........................................・・・・・・・31標

燕台上疏類編・.........................................4011標

燕台風雅・H ・H ・...・ H ・...・H ・...・ H ・...・H ・.9584標， 9585標

圏太暦・.......... ..............................・・・・・・・・・・8674標

遠藤数馬系図帳・..............................・・・・・・・・2954標

遠藤次左衛門害状・..............................・・・・・37∞標

延宝至文即日州郡方旧記・・・....................・・・・・・侃1

延宝元年三月三ヶ国替儀共御穿撃ユ付御算用

えびらーおいえ

場ユ而取集覚書・・・..............................・・・・・・・・・6058

延宝弐年社寺由来醤・...............................…・6211

延宝年中加越能社寺来歴....・H ・....・ H ・........・ H ・..6211

延宝六年七月利波郡本領村百姓太兵衛と申者

来り御先祖;隼人様=御奉公申上候次第物語有

増寄付之覚・・・・・........................................・・・5431

お

御預所川島村六右衛門凶年之節窮民為救御預

地役所へ銀子指出候節願書之写・..........・・・・・・・・・・7325

御預所宗門改覚帳・..............................・・・・・7367標

御預地方江被仰波候御番立留帳・..........・・・・・・・2760標

御預地方御用御手帳之内相分り候分抜書…...2756旧

御預地方由来書帳，能登国・…....・H ・-… H ・H ・-….6058

御預地御用方手帳・..............................・・・・・2花6標

.御預地番類目録・…H ・H ・...・H ・....・ H ・...・ H ・...・ H ・7388標

御預所御取扱方一件・..............................・・2758標

御預所御改革ニ付心覚手帳・....................・・・2755標

御預所御算用者勤方帳・....................・・…・・・・2751標

御預所御用勤方帳....・H ・-…....・H ・-…2750標， 2752標

御預所御用之儀窺紙面・....................・・・・・・・・・2748標

御預所千路村等御村替記録・....................・・・2744標

御預所勤方明細帳・....... ..............…・・・・・・・・・・・27臼標

御預所之内天明五年村替旧記・..........・・・・・・・・・・2743標

御預所之儀街恥領へ打込御取扱被仰渡候一件

・・・・・27581日

御預所能登国村々百姓等行状之儀被仰渡之趣

申渡喝宣竺・漏・.............................・・・・・・2763旧

御預所変地吟味覚盤・..............................・・7377標

御預所村々 五拾ヶ年賦返上銀帳・..........・・・・…2757標

御預所村々百姓行状寄付・....................・・・・・・2763標

一御預所村々不時見廻役人被遊侠義=付被仰波
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候一件・・・・・・・........................................・・・・2754標

御預所村々前々より質団地之裁云々等・H ・H ・..7385標

御預弥助一件調欝・..............................・・・・・4668標

御m人小倉多門一巻街・....................・・・・・・・・・3334標

御 F人有之節留・...........................・・・・・・・・3333標

御預入古屋八郎兵衛一件留・............... .....・・・3335標

おあん附...・H ・..…...・H ・......・H ・...・ H ・...…… 30(165)

御家一巻...・H ・......・ H ・-…H ・H ・-…...・ H ・....・ H ・.434標

御家旧記...・ H ・.....・H ・-…....・ H ・....・H ・.....・ H ・...303標

御家御年譜之内抜翠・・H ・H ・H ・H ・..............・ H ・.162標

御家雑等・........................................・・・・・・・2651標



おいえーおうま

御家雑録・・・・・・・・・…・・....................・・・・・・…・・・・2650標

御家衆物語・........ ..... .............. ......... ....・・・・・・・8867

御家諸士系........・H ・....・H ・....・H ・...・H ・...・H ・10089標

御家持御一門方御親族大概…・・・H ・H ・.....・H ・...107標

御家芥御一門様方親族大概・・H ・H ・-…...・H ・..… 108標

御家日記…H ・H ・...・H ・..…...・H ・...・H ・....・H ・-…2502標

御家刃御物志・・…・..............................・・・・・・9824標

御家由来書物…....・H ・.....・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・.170標

蘭草賦・........................................・・・・・・・・・・9688標

御医書・.......................................ー…・・・・・・9554標

老ての京のぼり・....・H ・...・H ・......・ H ・-…...・H ・"9756標

御暇乞之為御参内御手続控...・H ・-…...・H ・..…・ 452標

老の慰・........................................・・・・・・・・・・9746標

老濃道草・........... ................ ...... .... ...・・・・・・・3854標

老の道種再々 篇...・H ・....・H ・....・H ・'3855標.3856標

御居間先奥御納戸御土蔵後之方破有之三十人

頭達之一件・・・・・................. .............・・・・・・・・・・4553標

於御居間書院諸大夫被仰付悌嗣公所之絵図

・…・3296

御居間書院ユ御料理被進倣有之絵図…H ・H ・...598標

御居間審院ユテ御印物頂戴之留・H ・H ・....・H ・"'2777標

御居間審院にて諸大夫伺公所之絵図・...........3296標

御居間書院之絵図・..........・・・・・・・・・…..........・・1309標

御居間廻御取畳二付云々 絵図・・・・・・・…・・・・…1…9568標

御居間廻り等絵図…....・H ・....・H ・...・H ・....・H ・'9570標

御居間向廊下付之詮議之図・....................・・・9569標

御色直御箸初御祝式….....・H ・.....・H ・.....・H ・...780擦

御祝日御献立御器物番立候...・H ・-….....・ H ・-… 6∞標

追分口御門勤方振…・……...・H ・...・H ・.....・H ・"2428標'

奥羽越出陣之人々賞罰之しらベ一件

…5489標.5490標

奥羽軍記・........... .... ......... ... .... ... ......・・・・・・・8691標

奥羽軍談・.................. ....... ............ ...・・・・・・・8692標

応永記・.................. ... ...... .... ......... ........・・8747標

往還人馬継立宿駅書上申帳・............... .....・・・7692標

往還筋橋々 相調書上申帳・…・・…・・・H ・H ・...・H ・"7653標

御請跡留・・・…・・…・・・・・…・・・・・・…..........・・・・・・・・6818旧

御請御届紙面等留………・・-…・・・…・・・・・・・・…'4426標

御請紙面等留・.........................................4918標

御請之面印判之儀奉伺・....................・・・・・・・・・4309標

応斎屑函内留・・…・・・・・・・・・…....................・・・・4292標

往時諸候羅馬文ノ印ヲ用ヒシ事....・H ・...・H ・"'8ω6標

往事盛衰記・....乏.............・・・・・・・・…..........・・8044標

、

奥州会津四家合考・・..................... ...... ...・・・・8690標

奥州馬之様子留・..............................・・…・・・7464標

奥州後三年記….....・H ・-…....・H ・...・H ・...・H ・.30(160) 

奥州平泉関山中尊寺案内記・.......... ...... ....・・・・・・9114

御謡拝聴方留様・..............................・・・・・・・・9942擦

御謡初一巻留・..........・・γ・・・.......... .... ......…9988標

紙一箆初鰍合仕之次第・..............................・・・・・9987標

- 18ー

御謡初之御作法.........・H ・-…...・H ・...・H ・...・H ・'9986標 ー

御謡初之節御規式絵図・・...・H ・-….....・H ・...・H ・'9989標 11

邑知潟廻り之義ユ付江戸御役人御越一件留帳

...........6770標

黄襲木庵之書簡等・................ ............・・・・・・・9740標

御馬方並御鷹方御用・............ ........・・・・・…・・・・4776旧

御馬御鷹御拝領之節取捌等・H ・H ・....・H ・524標.525標

御馬・御鷹帳…・・…....・H ・....・H ・............・H ・..752標

御馬名書・……H ・H ・...・H ・-…....・H ・..........・M ・..750標

御馬之名....・H ・.............…...・H ・...・H ・.....・H ・.751標

御馬乗初井御謡初之節御省略方詮議之一件・・・5056旧

御馬廻頭相組預Jレ御用留・............ ... .....・・・・・匂03標

御馬廻頭相勤候節内廻状留・.............. ......・・・4499旧

御馬廻頭相勤之節内密御用留・..........・・・…・・・4501旧

御馬廻頭内廻状留・....... ..... .... ..... .... .....・・・・・4499標

御馬廻頭馬印等・..........・…・・…・・・・…・……"5343標

御馬廼頭へ被下候御条目等之写....・H ・....…"2310標

御馬廻頭就被仰付組用等当座諸事自分留・・H ・H ・'4508

御馬廻頭御小将頭町奉行江御直ユ御渡之御魯

立等覚書留・・・・・..........・・・・・・・・…..................23ω標

御馬廻頭旧記・・・…・・・・・・.......... ...... ....・・・…・・・4510標

御馬廻頭旧記・手留….....・H ・-…...・H ・...・H ・".4490標

御馬廻頭中へ被仰出候覚書・..........・・・・・・・…"2308.標

御馬廻頭中へ被成下侯御審立控...・H ・....・M ・ ~..2307標

御馬廻頭勤方帳・..............................・・・・・・・・お05旧

御馬廻頭留記・.........................................4492標

御馬廻頭早繰・.............. ...... ..........・・・・・・…・・2098標

御馬廻頭密事御用留・・H ・H ・.....・H ・....4502標.4528標l宮

御馬廻方年中行事・...................................2304標

御馬廻組頭御用番記録抜撃共三冊J.弁当職人

記録中可為故事者摘出附之・・・…・・・..........・・….'4488

御馬廻頭内密御用留・........ ..... .... .............・・4501標

御馬廻組頭内密留・...・H ・...・H ・H ・H ・...4498標.4502標Itl
御馬廻組記録披翠・....................... .......….4488標

御馬廻組軍装図解・・.............. ....... .......・・・・・・5319標

御馬廻組寧装之図解・............... ...... .........・・5320標

J.. 



御馬廻組知行持人数覚・...... .... ...... ....・・・・・・・・・2103標

御馬廻組タト件・........................... ...・・・・・・・・2111標

御馬廻御軍装井人馬割御定之内放粋・............5326標

御馬廻古例抜書・..............................・…・・・4489標

御馬廻十二組碁割・…H ・M ・..2099擦， 21∞標， 2101標

御蔵方旧記・・・・・・・・…..............................…4773標

御馬廻役名魯・..........・・・・・・・・…...・...日......“…………..………2102擦

御厩方勤功願・.........................................22ω標

御蔵方歳附帳・.........................................2189標

御蔵方人々知行御扶持方御切米御給銀井役儀

歳附帳・・・・・・・..........…・・・・・・…....................…2189

近江国浅井郡・..........................................30(50)

近江国海津の内にて銅採掘顕一件・..........・・・・7566標

近江園高島郡之内郷村高辻帳・....................15291日

近江園高嶋郡之内郷村高辻帳・....................1540標

近江園高官絵巻物・...................................30(12)

往来奉札等覚…....・H ・.....・ H ・...…H ・H ・...・H ・...582，標

御餌柄拝領之覚書…H ・H ・...・ H ・...・H ・.3319標， 3320標

御餌指一件留・.........................................4795標

御餌指方旧記・・・・・・・…・・・・・・・…・・・・・・・・…・・・・・・・・・・4794標

御絵図方一件留帳之内要用抜書・....... ...・・・・・・・1592標

御絵図方留記・・・…....................…..........・・・・・・6058

御絵図能州之分不審之所々 ・・ H ・H ・...・ H ・...・ H ・..1600標

御絵図之儀=付害状・・・・・・・・…・・・・…・・・・・・……1591標

御絵図不審之所々加州石川郡之分・..........・・・・・・・6058

御絵断、役所々 ，加州江沼郡之分…...・H ・..・・-'058

御絵図不審之所々，加州河北郡之分…・…H ・H ・..6058

御絵図不審之所々，加11i能美郡之分・・・・H ・H ・..…6058

御江戸大地震大破井出火類焼場等書上之写・・・9528標

大井帯万書状・................... .........…・・・・・・・・・1588標

大岩山不動堂御作事入用銀請払算用帳・...........6435

大岩山不動堂材木蟻・..........・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・6434標

大岩山不動堂入用帳・.....….......... ...... .....・・・64お楳

大内記・・・・・…・・…・・…・・・・・・..........・・・・・・・…....8887，標

大浦氏留記...・H ・.....・ H ・....・H ・....・H ・-…・・4・・・ 10050標

大垣誠之絵図・.........................................9200標

大家系図…....・H ・....・H ・-…....・H ・.......・H ・...30(159) 

大形文書…...・H ・.....・H ・・・ H ・H ・....・H ・...・H ・..30(138) 

邑知潟諸方より新開願潟水掘按或ハ新川を掘

為引可申旨色々願書上候ユ付水矯見分等被仰

渡一件留書・・・・・・・・…・・............ ............ ... ...・・・・・6998

大久保家譜・....... ..... ... .... .......・・・・・・・・…・・・・・・8787，標

大久保系図・............................................8788標

おうまーおおさ

大久保殿家来臨す之件写・....................・・・・・・9500標

大組御持筒足軽鉄砲指南役・.......... ... ... ....・・・5侃6標

大組等足軽江戸増詰井石川河北御門勤番相省

申義ユ付伺之越井右頭紙面等控・..........・・・・・・・・・・2427

大組等足軽江戸増詰井石川河北御門勤番井右

聯面等控・・・・.........................................2427借え
大桑村相対請地顕一件・....................・・・・・・・・・66お標

大桑村請地=付口上番添密・・・H ・H ・...・H ・...・H ・.6626標

大桑村務地願添書・........................ ......・・・・・66幻標

大桑村領御用地打立帳・..........・・・・・・・・・…・・・・・・・飴40標

大小将組軍役等之定・........ ..... ...... ...........・・5287，標

大小将組前録・.........................................2096標

大小将同白書前録・........... .........…...…・・・・・・2ω4標

大小将略譜・・・・・…・・..........・・・…・・..........・・・…初95標

大小将六組総幌等・................…・........・・・・・・・2093標

往古十村相勤候節之御印物等書上申帳・...........6902

大坂為御登米寺井御蔵御米川下造用等書上申

帳.......・・・・・・・…..............................・・・・・・・・・・5073旧

大坂御払米一件・......................... ............ー5067標

大坂御払米一件定醤帳等・.............................5067

大坂覚書持浅井畷合戦雑記・長家由緒書写…5416標

大坂表御陣之覚・............ ... ...... .........・・・・…5413標

大坂表先納等之義=付岡田文兵衛等紙面之写

・・ H ・H ・.5お2標

大坂表夏陣之覚・・H ・H ・....・ H ・..5412，5414標， 5415標

大阪表にて調達銀井廻米覚・....................・・・4006旧

大坂表働之様子面々 寄付抄・....................・・・5427標

大坂御屋敷動方存寄言上密・....................・・・4853標

大坂御借財根幌・..............................・・・・・・・・5お7標

大坂廻米等留番・..............................・・・・・・・・4811標

大坂御陣覚醤…....・ H ・...・H ・...・ H ・-…・5407標， 5412標

大阪御陣御役附・..............................・・・・・・・・5397標

大坂御陣御役附雑記・..............................・・5398標

大坂御陣首帳井討死交名記・....................…5429標

大坂御陣後御薄ょ付申上候写・青地牛之助物

語…...........尋・・・・・・・.................................5406

大坂御陣御軍法問書・................................5395標

大坂御陣の寄附大聖寺御陣・....................・・・5405標

大坂御陣之節御家中諸土討捕首帳井討死人交

名記・・・・・・・・........................................・・・・・・・・・5429

大坂御陣之時御定集番・....................・・・・・・・・・5400標

大坂御陣働帳・.........................................54お標

従大塚御陣以前之街勝代之人々子孫之有無等



お加さーおおの

之品相考股分 .......................................2919際

大家御調迷方仕法に付申談方紙面之写.. . . . ....52;;~~

大坂御調達方仕法之義ニ付村井文兵衛等紙面

之写・........................，.................... ー52日旧

大反再度減資文e..・・ 0・・・・・ ・・ ・ 30(149) 

大坂初度城貴文i¥l.. ー .•. •••• •. ・30(1，19)

大坂詰人江上清左衛門より来状労奥継返密控

。525財架

大j阪於天王寺館細工為見物之図・ ・ ・ e ・9814

大反夏御陣之図・…….......・e・........... 一 5.¥02探

大反夏御陣御備 ー一ー ー ................5401標

大坂夏之陣前夜平野きわ柱状 ...............3766標

大坂夏之官民密 ・ 0・・ 101似 l日

大坂田帳ー...・…........… ....・・ ・・ 。 ・別08

大原御陣御寧1tiJ集住ーリー ー・ー ........5393探

大坂陣一巻横山如*'11:密・ ......... ・ e ・;;107

大疲陣討死党容 .........・e・e・...............・ ・引28際

大原陣討死子孫考 ・・ ・・ 5430際

大原陣問e........ ー ー ー……...............5H9原

大原匝1;軍法IlfJi¥l... ー・...........… e・e・.."・ e・....5394原

大坂陣功名党候・..・ e・・ 0 ・ ・ 一・・ー ー ー;;124旧

大原陣戦死之様子jj<伝j}tffi ・・・・ ・5428

大渡陣之.w............ … ・0 ・e・e・.. • . • . • • • • . • .・5418探

大原隊之節御家中功名覚帳 ・ー ・ ・ 5424~(

大反浜役動方~Hi:留帳・ ー・・ ー ー 507 1jj'，~

大阪払米について口上容・ .......・....・ 0 ・1853旧

大反lli磨屋宇兵衛御廻米-Z主党 ー ー ー5069探

大阪府管糾市街区分細見縮図 ー ー ・ '''9134際

大阪冬夏陣加賀藩戦死者法号・ e ・............5421際

大原冬夏両役二十間...........・ 0 ・・・・ e ー "8039 

大阪冬御戸li図 ー ・ e・e・・ 5403標

大反冬陣加州長如I信一手陣取之図 … ..........5404探

大坂冬r，q[力I暢日記…・・ 0 ・ 5408際.5410， 5.111際

大阪冬の陣出陣日記ー ー ........................5400

大阪兵学祭ニ関久Jレ御手flI抜m.......・e・"'9.166際

大坂褒美帳 ............・ e・..…・ 0 ・ e 缶122段、

大l友両御問l討死之土子孫布無 ....................54:{0 

大皮肉御陣主主州之土手I死之衆様子承伝候通:it
m・....・・......・・ 0 ・0 ・ ・ ・ ・ ...............引2.¥

大原岡御陣加州之士討死之衆様子窓伝之jjfi党

{Ir.........・・ ・.....…....................... ・ 5428 

大l反両御陣賀陽侯御阿1日次之覚 ー ...........;;12叶1F

大l亙両度御出。寓雑録 . . ...・・・ 0 ・ ............5~99際

- 20ー

大皮肉度御陣御官Z粧労高名等之人々交名…・ 5125t~~

大阪渡銀調理帳ー・ー ・ ー ー 5191徳

大沢村静浦神社神職宮崎従五位千行 ・ ・ "6326 

大沢文11 ・ 30(J37)(138) 

大極平八郎一件ー ...........・H ・...・ e・e・- ・ '9291際

大島希軒上お等..............・・・・ … -!02zt1f: 

大島柴屋上告等…............ ・・・・ ・ .....778.1際

大島氏蔵古文i¥l.........................・..・・・865-1際

於大m~喜三之御間御盃頂載之図 ー .......3321際 J 
大陣取図 ー .............・.......・ 0 ・8130探 匂

被仰出之趣m立ー ............・ e・e・-・ 0・19.!0際.19.11標

被仰出之品三様合記・… ................ ••. •• •. •• ' 2037r.~‘ 

被仰出之品等密主主ー・ ー......................・1932f，';l

被仰出之品等主主容 ー・・ ・...............19301京

大象の図・ー .....・..........................・ 991 ol:明

大地縫左衛門密状写........... ー・・・ ー 3781旧

大塚長系図・ .............・ •.• ... ••••. ・30(J57)

大槻-:&~喜若之写 … ・・・・....・... ー 2679.fW~ 

大級一件 ・.....・ 0 ・ ・・.......・ ............2680際

大槻内蔵允一件... ・ ー・・ ・ …2681際

大槻内蔵允7&@!W.付小紙写 .........… ー2682原

大級朝元事実談・大級朝元年表 ・・ Z683棋

大槻智渓書簡… ー ・ ・ ー ー … e・e・・ 92.11際

大坪庵主極秘百問答.................. ・ 8.¥27標

大坪御癖雑志・...・ H ・-・ 0 ・ ー .................…8.128探

大坪 ・斎藤両家荒木家へ之伝記ー ー…・.......8431際

大坪流馬之;!}...........••. 口........... ー 8<129燥

大坪流~乗形. . . . . . . . . ・...........................843例24

大坪流馬乗形斎藤好玄家伝之怨・ ー・・一 ー '8.130 

大津町西川孫左衛門系図 ......……・ー '8820際

大津両屋敷絵図 一ー・ H ・M ・-・0・ ・・・ ・.........139減!

大友興廃記・ 0 ・0・・・ ・・・ ・・ ・ …8753奴

大友興廃記披露 ー .............・.................875411:(

大伴氏系図........................….............30(15.1) 

大伴家持卿碑文等….... ー・ ・ ・・・・ ー ・ 9719際

大鳥居家諮… ー ..................・… 8823際

大野菜ケ崎淡之義ニ付詮義ID等写・ ・ .....7707r，: 

大野織人等連署状写 ー ー…・ ・0 ・ '332&燥

大野木克明日記・ー 一..................101051日

大野木克寛日記ー ー..............・.....… '3987jj'，1 

大野木日記依悲・・ ーー ーー ・…・ ー '.1336際

大野木他人再縁版刷局包 ・・ リ ・3180際

大野木隼人再縁願許可之迷状ー・ ・.....・ 一，3179際



大野木隼人再縁願之件逮・.............・・・・・・・・・…3179旧

大野木良之助勝手向之儀ニ内々 紙面....・H ・-…3643標
y7Jp 

大野郷訪古糠B…・・・....・ H ・......・ H ・-…俳句， 9779標

大野浜ニテ捕申大魚ニ付言上書....・H ・....・H ・"7503標

大野湊神社文書(加賀国)....・ H ・..…...・H ・.30(110) 

大野村五社宮神職水上高蔵・...... .......... ....・・・・・・63お

大橋歴代記....・H ・H ・H ・......・H ・...…......・ H ・..30(161) 

大姫君様井広嶋御前様御婚礼之節御定番之写

-… 823標

大姫様御入興次第・・ H ・H ・.............・H ・.....・ H ・..824標

大広間御小書院披露方絵図・............. .......・・・1311標

於大広間頭分以上御利減等之絵図・・・・・…・・・・・・・3お81日

於大広間元日人持持組頭等御礼之図…・...・H ・'3241標

大麻止乃小野氏川勾神秘系図・..........・・・・・・・・・・2970旧

大的皆中之寄付・..........・・・・・・・…・..........・・・・・・・5669標

近江園高島郡之内旧領地租税録・...........…・・・7150標

あふむの噌り...・H ・..……...・H ・-・…...・ H ・..……7i95標

大弓図H ・H ・H ・H ・....・ H ・...・H ・-…...・H ・'8480.標， 8481擦

寄之寸法之図・・・・・・p・・・・...............................8489標

大横白書状等写・・・・・…・・・…・.............. ......・・"4822標

御貝桶請取渡之事・............ ... .....・・・H ・H ・......8997旧

御替村地境田畑等吟味記録・・・・・・・・・…・...........7372標

御抱鳶御仕法書・................. .............・・・・・・・・4948標

御書立等写・...... ............... ...... ...... .......・・・・2433標

御書立之写・...・ H ・....・H ・-ー...・H ・...・H ・-…...・H ・'1936標

御書付等留・・・・....・ H ・....・H ・....・ H ・・・H ・H ・-…・・・・1958標

御楽屋多肉二聞出シの図・....................・・・・・・9572標

御楽屋多門之図・.................. .... ........・・・・・・・・9573標

御楽屋多門屋称違図....・H ・....・H ・....・ H ・...・H ・'9574標

御図絵図・....... ..... ....... ........ー............・・・・・・・9567，標

岡崎記…...・ H ・..…...・ H ・..…...・H ・..…...・ H ・.30.(167) 

御傘指太兵衛一件・...... ....・・・・・・…..........・・・・・・350.5標

小笠原信濃守書状・......... ........... ..........・・・・・370.1標

小笠原誕生蕃目巻・....・H ・-…・…・-…・・・・……・・…お87

小笠原殿手合騎戦調練覚書・....................・・・5ω2標

小笠原平兵衛宛害状写・............... .....・・・・・・・・・8315標

小笠原平兵衛殿御入門一件・....................・・・8314標

小笠原平兵衛入門一件・...... ... ...... .....・・・・・・・・・83141日

小笠原流靭箭之次第・・・・・・・…....................・・・84661日

小笠原流張弓之大事秘術・............ ........・・・・・・83侃標

小笠原流的之番・..........・・・・…・・・…・・・・・…・・・・・・8310.標

小笠原流的場之次第・・・・…・・..........・・・・・・・…・・・・830.8標
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小笠原流入張弓之図・・…....................・・・・・・・8459標

小笠原流矢関之次第・・...............................830.2標

小笠原流矢本・1千羽形之書・..........................8462標
小笠原流弓始之次第・..................... .... .....・・8301標

小笠原流弓藤之進様之次第....・H ・-…83o.4t票， 830.5標

御貸銀之覚・............... ........... ..............・・・・50.821日

御貸米等審上帳・…・...・H ・"'5243標， 5勾4標， 5245標
御貸附銭証文・.........................................7，必5標
岡島忠四郎書簡等....・ H ・...・H ・...・ H ・"3964旧， 9795旧

御貸屋敷井請地判帳・..............................・・6615標

陸蒸気器械類註文約定書写弁目録・・・・・…・・・・・・5156標

岡田氏征長日記之写・-…・・...........…・H ・H ・..…5537，標

岡田助右衛門心得書写・..........・・・…・..........・・5811旧

岡田助右衛門心附書写・・・・・・・・…..........・・・・・・・・・5811標

岡田文書…...・ H ・.....・ H ・..…...・H ・..…...・H ・..30.(138) 

岡田雄次郎書状・............... ....... ..... ...・・・・・・・・370.2標

御歩方旧記・........................................・・・・4545標

御歩方組用早繰・................ ..............・・・・・・・・2324標

御歩並以上御在府詰人名寄・.............. ......・・・2184標

御歩並以上長寿一覧・................................34船標

御歩並以上身柄之先例等留・...................…'4647，標

御歩並留・....... ..... .... ....... .... ....... ......・・・・・・・2119標

御歩行横目足軽被下銀之覚等…....・H ・...・ H ・"3958旧

御歩横目之覚…...・ H ・....・H ・...・H ・...・H ・...・H ・"'2121標

御歩行横目役懸之覚・・ H ・H ・…・6・・H ・H ・......・ H ・"2120.標

御勝手御払方大綱図・........................... ...・・510.0.標

御勝手方ヘヲ!送り芥取替金帳……H ・H ・....・ H ・'5192標

御勝手方御蔵許共懸合一件等・..........・・・・・・…・4983標

御勝手方御図り番……H ・H ・-… H ・H ・.......・H ・'''510.2標

御勝手方覚書........・ H ・....・ H ・....・ H ・"50.37標， 50.38標

御勝手方心覚・.........................................50.39.標

御勝手方御内用控・・・・4・・・・・・....................・・・・・50.26標

御勝手方御周年寄中等前録・................ ....・・・50.24標

御勝手方諸事覚書…・・.…………….日………….日……….. …….日…….“…………….“…………….日…………….“…………….“…………….“…………….“………….“……….日…….“…..イ.

御勝肝手方澗調理服帳.…….“…................................ ....ミi扇町
御勝手方留書・.........................................50.31標

御勝手方年寄中等前録・............ .... ....・・・・・・・・・50.241日

御勝手方等ヘ御達申候品々 留帳….....・H ・-…"4992標

御勝手方之儀ニ付被仰出書・....................・・・50.54標

御勝手方申渡控・・・・・・・…....................・・・・・・・・40.73旧

御勝手方より引送り請取金保H ・H ・H ・H ・...・H ・'520.2標

御勝手向大要雑録...・ H ・...・H ・.....・H ・'4982標， 50.40.標

御かね入払凡図・........................... ...・・・・・・・・510.5標



おかねーおくに

大賀祢加志津気候・..............................・・・・・760.1標

岡野七右衛門先也井親類附帳・..........・・・・・・・・・・2955標

岡部旧記・...............................................6766標

岡部旧記十種・.........................................6765標

阿部系図・...............................................8789.標

阿部御用留・........................................・・・.・6775標

岡部氏御用留・.........................................6764楳

岡部氏小紙留・・・・・…・.................................6776際

阿部直造由緒醤・・…..............................・・・6895原

岡本周助製城図・.........................................8262

御借上金之義ニ付陳情・....................・・・・・・・・・5271標

御借入銀調達ニ付口上番控・・・・・…-・・・…..…・…5247探

御借入銀ュ付口上書・…-…-・・H ・H ・...・・・・・・・・…'5247旧

小川幸三・大野木克敏番翰等....・H ・....・ H ・-…・3480.1日

小川幸三曾状等写・..............................・・・・・3479標

小川七太夫覚審・..............................・・・・・・・・5720.標

小川尽忠録・........................................・・・・3478擦

小川靖斉上疏・.........................................40.33標

小川清太見聞録・・…・..............................・・・2646標

小川清太実歴話・..............................・・・・・・・.・3482原

小川清太実歴話稿・...............................・・・・・5461探

小川仙之助隊戦場之図・....................・・・・・・・・・5465標

小川隊北越出兵軍人交名表井戦闘図・...........5464標

小川隊北越出兵録附録附属砲隊交名寵・・・・・・・・・5481探

小川隊北越出兵録・..............................・・・・・5478標

小川忠篤・大野木克敏書翰等・・H ・H ・...・H ・-…・・3480.標

小木貞正所蔵旧記・..............................・・・・・8638標

御規式御作法書・..............................・・・・・・・・9937標

御規式御能御作法附等・....................・・・・・・・・・9935標

御規式仮家・........................................・・・・・・・1335

御規式能一件・.........................................9936標

御規式能井役者姓名・................................9969標

沖辰右衛門一件控・..............................・・・・・4658標

翁仕舞.附・...........................................~…9915標

翁立御能覚・........................................・・・・9944.tm
翁・災・..................................................・・・80.72標

沖波村神目伊豆岐比古神社神職四柳杢之介……6325
翁物語評注・...............................................8700.

御騎馬之面々錠・......................................1849標

御客方....・H ・....・H ・-…...・H ・....・H ・-…...・H ・-….436線

御客之節飾付…....・H ・....・H ・....・H ・...・H ・...・H ・.60.6標

荻谷村志乎神社神職渡辺正直・....................・・・6322

御給事方心覚・.........................................90.1
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御給仕方勤法・・・・..............................・・・・・・・・24.12標

御給事役雑記・..........................................1540.標

御給銭留...・H ・-・…H ・H ・.....・H ・...・H ・.....・H ・-…7263標.

御給人切手買入・現銀払米願等覚...・ H ・...・ H ・'72ω旧

御給人切手買入・現銀払米願等閑届書綴…・・・7209椋

荻生村領内操練所御用地図面・....................・・・5705

御行列附...・H ・.....・H ・..…...・H ・..……10.・10楳， 1780.際

御行列附等・............................................1023~

御行列帳…...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..620.傑 1 
御行列道具調・.........................................1761際

御切米請取方等・・・..............................・・・・・・28-12標

御切米指出帳・.........................................28-10傑

御切米取立候・.........................................28.11際

御切米波方控帳・..............................・・・・・・・・2836奴

奥御取次当分加人起請文前書写・..........・・・・・・・2212原

奥御横目方覚…....・H ・...・H ・...・H ・..…4859標， 4860際

奥部御貸米五拾ヶ年賦日印帳…・・・H ・H・....・ H ・ '5224 .f'~~

奥郡御郡万雑番上申帳・....................・・・・・・・・・7167限

奥部御塩方万雑書上申帳・....................・・・・・・7537際

奥郡海辺村々家数人数等番上帳…・..........・・・・5966際

奥郡古城跡之図・..............................・・・・・・・・9170.椋

奥郡御用留帳・.........................................6963椋

奥郡新聞方万雑書上申帳・....................・・・・・・7168傑

奥郡村々 歩刈手帳....・H ・...・H ・.....・H ・.....・H ・"'70.59標

奥郡元御預所高免蔵入所番上帳・..........・・・・・・・7376際

御髪置御箱見本絵図・..............................・・9847原

御櫛箱図・........................................・・・・・・・9846際

於奥書院年寄中等へ御判物被下候節之絵図・・・40.69際

奥御納戸方手帳・...............................・・・・・・・・4768際

奥平家系・........................................・・・・・・・87ω椋

御下シ米運賃井筒餅諸懸リ物等払方審上帳・・・5175際

御国絵図以後為御用延宝五年絵図就被仰付諸

事調様井番付等記申帳・..............................・・1582

御園絵図以後為御用延宝五年絵図就被仰付諸

:・持調様-汗番付等記申帳・.............................…6058

御国絵図御用ニ付国境村道筋町問之党...・H ・"15創標

御国絵図彩色仕立等覚書・....................・・・・・・1587標

御国絵図十六ケ村之儀ユ付抑達候趣・...........1557旧

御園絵図白山公領ニ付魯状・ぷ.............・・・・・・・15891日

御国絵図ニ付有馬左衛門殿役人ヨリノ返書…1598際

御国絵図ユ付榊原式部大輪殿御役人柴田金右

符jJ'9ョリノ返脅篠原糊l等宛・・・H ・H ・.....・H ・..，]5931日



言

御国絵図ユ付大聖寺役人ヨリ之来状....・H ・-…1595桜

御園絵図ニ付富山御役人ヨ P之来状....・H ・-…1596標

御園絵図ニ付幕府役人ヨリ淳書.....・H ・...・H ・"1593標

御国絵図=付飛州御役人ヨリ富山御役人への

書面・・・・・・・・........................................・・・・・・1597掠

御園絵図ユ付松平越前守殿御役人ヨり之返書

..........・・・・1599様

御国絵図之儀二付番付・....................・・・・・・・・・1586旧

御園絵図之義ニ付口上番…・........…..…H ・H ・'1586旧

御園絵図船路之覚番・・・・・・….......・・…・・・・・・…・・・5955探

御園絵図目録…....・H ・...・H ・...・H ・....・H ・....・H ・.1583-1! 
御園江戸表勤方帳・..............................・・・・・，1408旧

御園鉛山之考・.........................................754U~

御国御目付衆え御答帳…H ・H ・-…...・H ・....・H ・"5935標

御園方御役人様腰掛台見取絵図・..........・・・・・・・9411傑

御園貴賎諸事雑志・..............................・・・・・・・・2595

御園居住御手役者井町役者名前留記γ ・・・・・・9972標

御園御軍役之儀御定云々…H ・H ・...・H ・...・H ・-…5298探

御国古談-…...・H ・....・H ・....・H ・-…...・H ・'437標， 438標

御国産菅笠一件・..............................・・・・・・・・7586標

御国産他国産小木湊積入等之品有増・...........7708探

御園寺社附・................ ....・・・・・…..........・・・・・・6175探

御邦諸談...・H ・....・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・'2620探， 2621際

御国動方控・........................................・・・・22S0擦

御園冊中長・H ・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・..619様

於御園御馬廻頭勤方・..............................・・幻05標

於御園御馬廻頭勤方覚・.............................…ぉ05

於御園勤方・............................................2239標

於御園勤方之帳・..............................・・・・・・・・2235標

於御園勤方之帳控・..............................・・・・・2236標

御国ユ而火事御行列・7千御定書覚寄・..........・・・・4903標

御国目附衆小松表へ御越に付諸事御用留帳…4461標

奥野家系譜・..........・…・....................・・・・・・・・・2957標

奥之開示談物等覚書・..............................・・4099楳

奥之間示談物等品々覚書……H ・H ・"'4099旧， 4100標

奥向祝日井平生共膳部向之覚控・...・ H ・.....・ H ・.593標

奥向女中等扶鰍合覚・................................2844旧
奥向の者扶持の覚・..............................・・・・・2844標

奥村・新井問答書…・・…....・H ・...・H ・.............7759標

射す壱岐覚書・.........................................4133標

奥村萱岐庸礼墓碑記....・H ・-…....・H ・....・H ・..30(153) 

奥村因幡守書状・..............................・・・・・・・・3706標

奥村因幡易英墓碑記….....・H ・...・H ・.....・H ・..30(153) 

おくにーおくむ

奥村伊予宅へ初l而被為懸御腹儀覚書下~l長・…・・ 6.l5椋

奥村伊予守番状・..............................・・・・・・・・3705標

奥村伊予守新屋敷へ御成被仰出等覚書....・H ・.646探

奥村家祖予州永福墓碑記...・H ・..…H ・H ・...… 30(153)

奥村家譜...・H ・....・H ・...・H ・"2959標， 29ω標， 2962標

29631日.2964標， 2965標

奥村家老日記・・・H ・H ・-・・H ・H ・-・・H ・H ・・・H ・H ・-……4159標

附す河内守宅絵画...日………….日……….日……H ・H ・H ・H …...……・・・・'''3620襟

奥村系図...・H ・-…....・H ・-…...・H ・.....・H ・..….30(158) 

奥村家記録...・H ・-…...・H ・...・H ・H ・H ・"3352擦， 3353標

奥村家系図・........................................・・・・2965旧

奥村家和歌雑集・..............................・・・・・・・・9684秘

奥村源左衛門由緒写・..............................・・2966楳

奥村氏記録・........................................・・・・2958楳

奥村氏雑覚書・....................・・・・・・…・・・・・・・・・・・3946標

奥村氏神道碑文・…....・H ・-…・・H ・H ・....・H ・-… 30(153)

奥村氏末森役鉄抱記…・...・H ・-…H ・H ・....・H ・.30(153) 

奥村氏席珍研銘・・H ・H ・-…...・H ・..…H ・H ・-…..30(153) 

奥村庄左衛門家聾類・…H ・H ・...・H ・....・H ・...・H ・.10101 

奥村助右衛門番状・..............................・・・・・3703椋

奥村助右衛門等欝状・..............................・・3704標

奥村丹後守殿家中へ申渡ノ写…....・H ・....・H ・...t1U標

.奥村丹後守栄突組ノ人持中ヘ演述書....・H ・.10080傑

奥村村丹波守j怠蹄萄砕記....・H ・...・H ・...・H ・..30(15:.0 
奥村栄滋書類…....・H ・-・…...・H ・......・H ・....・M ・.10101 

奥村栄通集記・................ー...…..........・・・・・・・・4104~梨

奥村栄通手記風説書・................................9322紋

奥村栄通存意番・....................・・・・・…・・・・・・・・・5555傑

奥村栄通手留・........................................・・・・4040

- 23ー

奥村栄通手留・京都一件帳之内抜書....・H ・-……5578

奥村内謄癌状・...・H・....・H ・-…………3707椋， 3708標

奥村内腿殿持組中御先手共備立之図他・・・・・・・・・5~4.tr~
奥村Pi膳返書案・..............................・・・・・・・・3709傑

奥村永福大夫肖像於....・H ・....・H ・-…H ・H ・-… 30(l 5:i) 

奥村温良害状・.........................................3710際

奥村栄実意見書・..............................・・・・・・・・4015傑

奥村栄実言上書....・H ・-…H ・H ・...・H ・"4012標， 4014探

奥村栄突言上状・..............................・・・・・・・・4013標

射す栄実寵翰・.........................................4013旧

奥村兵部明敬墓碑記...・H ・...・H ・-・….....・H ・..30(153) 

奥村福松家譜・.........................................2963標

奥村・村井両大夫組衆毅戒番写.......・H ・...・ H ・2318tN
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表;融制E意集 … ..........岬

E55p;軒目録抄ー ー.........・ 0 ・ ー一一 "8677標

御脇付御祝務方々より上ノレ*~...... . ..... . . . . . . . . . 811t'Ji 

御脇付御祝儀被ili帳ー …........・ e ・. . ~1O傑. 8111日

地、

外夷条約開港ニ付覚書… ............... 日 9388際

海外漂流年代記後続・ ・・・・・ e ・・・ 9207標

海岸為御意見分御公儀御役人犯織部正殿等御

通行一件ー .•. •. •• . •. •. ・・..・・…・・ 0・0 ・1670棟

海魚、之毒気ニ付迷.......・M ・........ …ー 一 7514旧

外勤晋'/.....・0 ・・ e・e・.-..........・......... ・ "'2234原

- 32ー

皆銀役仕法候..・ e・ .................・・・・...........5009品14

海軍兵学寮規則 御遥{{t共ー・ー ー・...........9465標

会計局持南京米代指引帳 .........................5203原

紙m!夜話 υ …・ .....・.........・ 2633日11

亥軒文者~ . . . . ・ ・ . •.•. •.•.•... •.•. ー・ ・ ・・ 7770探

戒光院様御葬式御作法g ・ ・ .....… 1059標

開港場所にて商売・蒸気帆船J:~入許可の公儀

被仰渡通知状・ー ….. . .. ... . . . ... .. . . . .... . . . .9403t'，~ 

!沼口風流御飽御料理銀 ・ ・ ...・M ・.....1∞131祭 11

外園御奉行御宿普前方J[御朱印人馬余荷銀等 ' 

諸雑用銀番上申娠ー .....・...... ・ .......1673機

外国御奉行所御通行ニ制御台場等書上申帳"'5978標

同国雑記(抄出)・ー .........… e・e・...・ 30 (J76) 

廻国上使-{'I'..................… …・ー .•. •. ・・1654傑

外聞m@和解..... ・...・ a・・ ・・ 9365擦> 9375t]~ 

外国船相見へ候儀ニ付松平肥後守殴等ヨリ之

届包写......・ e ・0・・ ー.........・・..........…9360際

外国奉行一巻 ・・ ・… . 1668標. 10069tY1 

外国奉行通行之節右一巻ニ付テ之紙面及書出

等入 ..•••. ・・... ー ...............・M ・......・..一1669際

外国奉行よりまE出候密輸之大;志望事差上候.<UJ:.. • 9410 1日

外国和親交易ニ付心得ID............ ー ー ー剖15標

皆済状…....................................・M ・........5206旧

改作御吉例申渡等… e・e・e ・ー ....................6983t¥'( 

改作方伺番… ー ・ ・ ー・・・・・山・ . •.. . ・・ 6992t':i

改作方党宮ー .....・....・ e・.. ー ......・ ・・ 6951保

改作方絡帳 ・ u ・..........6909標.6910標.6911~ 

改作方l日記等三種・........ ー ...............・ o・"6929標

改作方旧記附録 ー・・…..........・・・・ 6931原

改作方旧例・ 0・…ー ー・・・・ー… .........6958傑

改作方勤仕帳ー ー・・・…・・ーー ・ 6912標.6913掠

改1乍方公用封5・ ・・・ H ・H ・a・...... ・ 6960t'，~ 

改作方五考・ .........…・・・ ー ー.................7.1.19

改作方御仕方留…ー・ 0 ・・ 6957煤.6971紘 697U~1
改作方御条目之部一 ・・............. ー .....6934.e¥'1 

改作方雑記.......... ー.. . ..一・ ー ... . .... …・ 69~4傑

改作方雑宜/.....… .........・ーー…・ ......... ・・ 6954夜

改作方話法度 ー.......・ a・..一 一・ ー・・ ・ ・・ 6908原

改(乍方諸文旺?党・ ー.............................6956標

改作方舘類綴 一 ーー・ ー… ....・ 699Jli'~ 

改作方英外諸事覚帳 ー ー…・・・ー・・ー ...・ E・6922標

改作方其外諸都留 ー ・・ H ・M ・0・ ー・・一 …・ 69.J6ei1f

改{乍方根元之儀取捌方伺状 一 一 ...... . .692~~

J 
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改正誠取大意・・・・.........................................8187

改正年頭御作法ロ決 同附録附図共・・H ・H ・-…3267標

快雪堂法帖・.................................. ......... ...・・・・9885標

開禅寺文書〈加賀園金沢)・H ・H ・.....・H ・-….30(129) 

鹿磯・黒島海境出入一巻...・H ・-…H ・H ・.....・H ・'1573標

鹿磯深見両村山境海境絵図・.............................・・・1575標

鹿磯村等黒船端境争論一件・....................1574標

改回粂之d奪義子顕・..............................・・3197標

懐中必用排・........................................・・・・3923標

開帳旧記・宝物弘通旧記...・H ・....・H ・......・H ・"6376標

甲斐園巨麻郡・.........................................30(50)

甲斐園都留郡・.........................................30(50)

甲斐国八代郡・.........................................30(50)

改派旧記・...........................................・・・・・・・6369旧

改派旧記・院林村常願寺改派一件....・H ・-……6369標

外舶来港等書類・..............................・・・・・・・・9358標

懐秘要略・・H ・H ・....・H ・...・H ・....・H ・..…3943標， 3991標

俄風蕊(抄出)...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..30(177) 

海防方一件・............................................5お2標

海防方御席ヨリ為御詮儀御尋ニ付絵図御達申

候写・・・・・・・・..................... ... ...... ...........・・・・・・5791標

海防方御手当就被仰付候諸事留・..........・・・・・・・5846標

海防方愚考・................ ........ ............ ....・・・・5812標

海防方留帳密抜・..............................・・・・・・・・5853標

海防基元・............. ...... ................ ........・・・・…5815標

海防ニ付御意書等・..........….......・・・…・・・・・・・・5806標

海防備論・............................. ............・・・・・・・8564標

懐宝略武鑑....・H ・...・H ・.....・H ・H ・H ・"'8960標， 8961標

外務省日誌…...・H ・...・H ・...・H ・-…H ・H ・...・H ・-…9263標

海門寺々 領給付状写・...... ............ .......... ...・・6513標

海門寺々領付写・................・・・・..........・・・・・・・・6513旧

海門寺文書〈能登園太田)・........・H ・...・H ・.30(130) 

改暦緋・........................................・・・・・・・・・・9522，標

戒和尚昔今録・.........................................30(87)

戒和尚之記・........................................・・・・30(76)

嘉永・慶応風説番目録....・H ・....・H ・...・H ・-・…・・9294標

嘉永三庚戊歳異国船雑記・.............................5817

嘉永三年十月鹿島郡熊木組白浜村宇左衛門三

男巳之助ト申者稀成小児ユ付御広式へ御召出

手遊物等品々 頂戴被仰付候一件...・ H ・..…....・ H ・'7290

嘉永四・五年吉崎村清四郎新開願所同村助ヨE

兵衛先達而願御関届見込場所之旨同人申開双

方詮義口書等一件絵図弐枚添・・H ・H ・....・H ・.....7082

改作方之儀ニ付笠間九兵衛一存・.................ω18標

改作方之儀ユ付笠間九兵衛一存之趣調出候内

密之覚書・・・・・・........................................・・・・・6918

改作方之儀根元之処L、か様に取捌云々....・H ・'6924旧

改作方類家雑記...・H ・...・H ・...・H ・-…・・6955標， 6959標

改作記録四種・.........................................6942標

改作雑集録・........................................・・・・6928標

改作仕方書・........................................・・・・6699標

改作始末問書・.........................................6962標

閲作仕様・...............................................7452標

改作所方審類綴・..............................・・・・・・・・7379標

改作所旧記・........................................・・・・6945標

改作所御仕法等一件・..............................・・6698標

改作所諸届灘形・..........・・・・?・・・・・..........・・・・・・・・6923標

改作所達留…...............................・・・・・・・・・・6984標

改作初年号等・.........................................5937標

改作招要記録・................................…・・・・・6947標

閲作内考・........................................・・・・・・・・・・6998

改作根元旧記類集・......................….....・・・・・6930標

改作奉行詮義富等・..............................・・・・・6988旧

改作奉行達書・.........................................6628旧

改作奉行動方等留・..............................・・・・・6916標

改作奉行等達書…・…H ・H ・...・H ・H ・H ・'5835標，筋45旧

改作奉行年中行事・........ ...... ....... .........・・・・・6919標

改作奉行役儀之事・........................ ......・・・・・6914標

改作要録・...................... ............... ...・・・・・・・6987標

介錯切腹壁胴附・..............................・・・・・・・・9012標

海住山系図……H ・H ・.....・H ・....・H ・.....・H ・-… 30(156)

華夷十緋・........................................・・・・・・・4026標

廻状等留・............... .... ..... ...... ... .......・・・・・・・4414標

会所銀御貸渡高井他国御使金高等・..........・・・・5214標

会所御用留・.......... ......... ............ .........・・・・4724標

会所支配御扶持方御給金相渡帳・..........・・・・・・・5219標

会所向等御入用誠精余儀之義重!市申渡候ニ付

向々 ヨリ指出侯紙面留....・H ・.......・H ・...・H ・H ・H ・.5035

海津駅より運送之諸品請取覚…H ・H ・...・H ・-…47お標

海津御 艶随野地考・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1392標

貝塚義右婿門先祖井親類附帳・..........・・・・・・・・・・2972標

海津藩第之記等・.............. ................・・・・・・・・1542標

海津港第之記等附絵図・....................・・・・・・・・・1542旧

改正・御遠忌調理...・H ・H ・H ・...・H ・...・H ・....・H ・.3118標

改正五経一件上書・............................."・・・・・9599標

改正私記営法陣取図註解・....................・・・・・・・・・8126
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嘉永七年七月土川村忍性寺法話内講仕ユ付答

魯............................................................6373

嘉永七年寅五月・当年大坂為御登米寺井御蔵

御米川下造用等書上申帳…....................・・・・・・・5073

嘉永四年亥三月御供人帳…・…...・H ・.....・H ・-…・3921

嘉永六丑年御軍役之義重而相伺候留井懸合一

件・・・・・・・............. ........ .......... .... ....... ........・・・5308

嘉永六笑丑三月日毎日於竹沢蓮池御大小将備押

之次第・・・・・・・.............. .... ........ ... ..... ......・・・・・・・5687

嘉永六年七月御軍役之儀相伺候書取井控等入，

留帳相添・・・・・・・・・・・・…・・…・....................・・・・・・・・・・5306

謀役考・.......... ........ ... ....... ..... .... ...・・・・・・・・・・9424標

替毛之馬乗馬等ユ成分或ハ吉凶ヲ尋シ留・…・. .9524標

替地渡方しらベ帳....・H ・....・H ・....・H ・...・H ・-….3535標

加越新開高覚・.........................................7070標

加越都名・......... ...... .............. ..... ... ...・・・・・・・6014標

加越関誇記・.................... ....................・・・・8702標

加越関誇記写・......... ...... .........................・・・・6290

加越能え御領内扶持米給銭等調理高・...........7262標

加越能絵図調様品々 帳・...・H ・.....・H ・.1581標.1582標

加越能絵図ニ添上り申帳面之外御好之覚…・・・1579旧

加越能絵図ユ添申帳・・H ・H ・...・H ・....・H ・...・H ・...1579標

加越能御絵図被仰付侯覚書・............ .... ....・・・・・・1578

加越能御絵図覚書・..................... .........・・・・・1578標

加越能御絵図ニ書記申川幅井深サ之覚等・…..1577旧

加越能御国絵図エ関スル書類...・ H ・....・H ・...…1586標

加越能御郡方御定・......... ...........・・・・・…・・・・・・6735標

加越能海岸港取調書写・..........・・…・・・・・・・・・…・・5958標

加越能改作方旧例・................ .... ..........・・・・・・・・6958

加越能各町戸数寺社等調・....................・・・・・・7お5標

加越能鍛冶系図....・...・H ・.......・H ・.30(159). 9821標

加越能万鍛冶略伝・・・・・…・・・・・・・・・…..........・・・・・9822標

加越能軍記・............. ..... ... ....... ........ ....・・・・5354標

加越能郡県録・.........................................1516標

加越能故事問答・......... .....................・・・・・・・・2527標

賀越能古城考....・H ・....・H ・....・H ・....・H ・.9148標.9150 

加越能古銭跡略記….....・H ・-…....・H ・....・H ・.30(183) 

加越能小物成帳…..................・…・・・・・・・・・…・7154標

加越能古文書写・........・・・・…・・・・..........・・・・・・・・・ぉω標

加越能三箇園絵図・・H ・H ・-…...・H ・..…1602標.1603標

加越能三ヶ国社領寺領被下置候御印等之写・.....6474

加越飽三ヶ国宿駅御定之馬数・....................・・・6058

加能越三筒園高付限・..........・・…..........・・・・・・・1528標

- 34-

加能越三筒園高物成帳・..........・・・・・・・・…・…-・・7021標

加越能三ヶ園地理走科・・・…・・・・・..... ...・・・…・.....6221

加越能三ヶ国変地其外相改候目録・・H ・H ・...・H ・ω63標

加趨能三国郷村高六ヶ年平均・..........・・・・・・・・・・7126標

加越能三州漆掻取事・.......... ...... ... ...........・・7474標

加越能三州絵図・...・H ・...・H ・...・H ・..…1611標. 1612標

加越能三州御蔵橋社寺修覆等御入用一ヶ年分

調理帳・・・・・・・..............................・・・…・・・・・・・・4718標

加越能三州御蔵橋等御入用調理帳....・H ・...・M ・4717標 l 
加越能三州御蔵橋弁社寺方等御修覆御入用壱 . 

ヶ年分調理帳・.................. ............ ..........…4718 

加越能三州旧跡記事….....・H ・-…...・H ・.sg叫" 9似6標

加越能三州銀座入払留・............. .......・・・…・・5078旧

加越能三州郡分略絵図・....................・・・・・・・・・1608標

加越能三州御修理地神社仏閣井御寄附之社寺

領高…............ ...... ...... ..... .... ....... .....・・・・・・・・6058

加越能三州古城考・...................... ........・・・・・9146擦

加越能三州古城考 加賀州・・H ・H ・....・H ・....・H ・9147標

加越能三州米銀納等芥引免方之事・・・・・・・・…・・・・・・6鈎8

加越能三州小物成調理・..........・…・・・...........6602探

加越能三州細密絵図・...................・・・・・・・・・….1613標

加越能三州山川記・・・・・・・・・….......... ..........・・・・・・9018

加越能三州山川旧蹟志・・・・・・…・・・・…・・・・…・・・・・・9038標

加越能三州寺社家惣高井御園寺社領等・........6473旧

加繊E三州寺社対己・......... .... ... ..... .........・・6468標

加越能三州寺社家惣高井御国寺社領壁御祈祷

料.....…・・・・・…・・..............................・・・・・・・6473標

加越能三州諸郡町立井宿駅家数等・・・・・・・・・・…・....ω58

加越能三州諸宗寺号イロハ早繰牒....・H ・...・ H ・61鉛標

加越能三州神号帳・...................... ........・・・・・6182標

加越能三州道程記・........................... ...・・・・・7626標

加越能三州之図・・…・・・........ .... ... .....・・・・・・・….1604標

賀越能三州部分略絵図・.............................1ω9擦

加越能山川記...・H ・....・H ・...…印58.9018標.9019標

加越能社寺来歴・・・・・…・・・・…・・・・・….......・・・・・・・・6211標

加越能定小物成散小物成用米井酒造米高帳・.....ω98

加越能斌跡略記・................ ...... ........・・・・・・・・9144標

加越能浄土宗寺号帳〈如来寺)....・H ・...・H ・-….6177

加越能諸街道絵図・.............. ......・・・・・・・・・…・・7634標

加越能諸街道里数帳・....................・・・・・…・・・7633標

加越能諸郡切絵図・.......... .... .... ..... .......・・・・・1614標

加越能諸郡組分絵図・........... ...... ...・・・・・・…・・・1ω7楳

加越能諸郡組分絵図附越中四郡組分村名相調



理書上[þ~長…・H ・H ・.....・ H ・..…...・H ・ "1519旧. 16071日

加越能務部図絡・..............................・・・・・・・・1605標

加越能諸事考・........................................・・・・5013

加越能諸寺々領等につき願番・…H ・H ・....・H ・"'6.182探

加越能諸品出産恨~録・.........~..........・・・・・・・・・7409探

加越能書搭一覧・..L，~............................・・・・・・・・・ 10標

加越飽諸湊家・料人数等調・....................・・・・・・5957原

加越能神社考草稿・...................................621~1椋

加越能神社帳江戸表江御遊侠一件・..........・・・・・・・6530

加越能租税庭料・......................................6996際

加越能村数覚・.........................................1523標

加越飽村名記....・H ・-…....・H ・....・H ・"5985楳.5986標'

加越能大全・........................................・・・・2516探

加越能大企附総目録・..............................・・25161日

加越能大路水源記・..............................・・・・・・・・9018

加越能地誌・........................................・・・・90.17楳

加越能地理i/:.~料・社寺剖1・・ H ・ H ・ H ・ H ・....・H・-…・6221探

加越能同名村々帳・..............................・・・・・5987際

加越能等扶助人由来記・....................・・・・・・・・・687.1様

加越能之内替義共郡々致1吟味寵上申帳....・H ・-…6058

加越能之内数ケ村入会新開地所書上申帳・・・・・・6061採

加越能之内珍放事・とも御尋に付雪上ル写・…・・9・，194楳

加越能之内珍農茅共fJ:用場江御尋ニ付書上Jレ
一写・・・・・・・・.......-:::il ~...................".".，，"""""""・・・・・・・・・・6058

加越能本草調・.........................................7400様

加越能水野善政録・..............................・・・・・・・・3896

加越能湊々 高数等取調密…...・I・H ・...・H ・...・H ・-・5956.e1!
加越能名跡ぷ・............................................90.15

加・越国高物成帳・・・・・・H ・H ・...・H ・-…H ・H ・.......7009探

加越和睦記・............................................8703標

華押印譜....・H ・.....・H ・-…....・H ・.....・H ・....・H ・..290探

加賀石川郡宿町記・・・・・・....................・・・・・・・・・・5947標

画灰醤・.............…........................・・・・・・・・・・9216探
-¥':::: 

函灰種隔縛諭・・不正..........................・・・・・・・・・・・・9216

加賀ー州式I'H上佼正愚i論・....................・・・・・・6236傑

加賀越中境諸城恩程図・....................・・・・・・・・・5360際

加賀越中境取出里程図・....................・・・・・・・・・5360旧

加賀越中能登湊々 高数等誕百調理ケ偏見遊....・H ・-…5956

加賀越中両国図・..............................・・・・・・・・1615原

加賀春日山少彦名命RbH砕…H ・H ・.....・H ・....・H ・'6379様

加賀金沢前田利家家譜…...・H ・.....・H ・"197掠I 198標

加賀記・・........................................・・・・・・・・・2519探

加賀絹沿革記・.........................................7577傑

かえっーかかの

家絡之党・・・・・・........................................・・2882，桜

下学老談…H ・H ・-…H ・H ・....・H ・...…10098標I 1∞99探

加賀古文欝・........................................・・・・2561標

加賀様御代附労・富山様之御代々 附之御事・........6194

加賀司農庁年代摘要・..............................・・6950擦

加賀高松村浜へ漂流之舟様子番好絵図・・・・・・・・・7719標

加賀守様御参勤之節心覚・....................・・・・・・1860標

加賀守様御参勤之節於御旅館御専等之趣心党

・・・・1鉛01日

加賀守様御祝言付云々 …....・H ・...・H ・.....・H ・...8311日

加賀守様御祝言付方々ヨリ中納言様へ被進ル

進物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 831傑

加賀守様御転任之節前回兵庫・松平大弐奉郵

...… 278t']{ 

加賀守様御飯菅沢村・須能村・麻生村・黒崎

村・多根村・平村・吉岡村・脇村・石動山ト

土方河内守様御領条境塚数之帳・....................1571

加賀守様御領土方河内守様御領条境塚数之帳

....................・・・・・・・・1571絞

加賀守様溶姫君様御婚礼一件....・H ・....・H ・.....900tl'! 

加賀守領分往還筋道程等調理帳・..........・・・・・・・・・・7682

加賀国石川郡・.........................................30(50)

加賀園石川郡字土清水旧製薬所内三山平造閲

墾地|司人払下願之絵図・-・・・・・・・・・......................577.:l

加賀園石川郡宇寺津用水々路先堰等見取略絵

図.................................................・・・・・・・・7217楳

加賀国石川郡河北郡，能登国羽咋郡鹿嶋郡鳳

至郡珠洲郡，越中国砺波郡射水郡婦負郡新川

郡，近江国高嶋郡，之内寺料等郷村高其外取

調帳・・・・・・・・.................................................6479

加賀国石川郡三宮古記・..............................・・6253

加賀国石川郡土清水村旧製薬所絵図・..........・・・・5756

加賀国永代御扶持高被下候人々・H ・H ・...・H ・....7264旧

加賀国越中圏諸郡田地米ノ図…・H ・H ・.....・H ・"7064標

加賀国越中国能登圏諸街道里数取調帳・...........7633

加賀国越中国能登圏諸街道里数労領附村取調

絵図・・・・・・・・................................. .......・・・・・・・・・7634

加賀園江沼郡街道調・..............................・・7639標

加賀園江沼郡高物成帳・....................・・・・・・・・・7009旧

加賀国江沼郡能美郡之内郷村高辻帳

・・ H ・H ・"2715標. 271~! 

加質問江沼芯稿・..............................・・・・・・・・9060探

加賀国海岸宿村家数人数等取調理書・...........5960標
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加賀藩史ー班・・・・・・・・ゐ・・日・る..ー..ー...:...・・4・・s・・・・・・・・2537燦

加賀藩史稿・................….......................・・・2538擦

加賀藩史稿批評・..............................・・・・・・・・2558標

加賀藩所.兵庫製鉄所始末・....................・・・7596標

加賀藩史料柔肇H ・H ・H ・H ・-…お.11標，お4・1標， 25.17標

お48標， 25.19標， 2550標

2551標

加賀藩史料索引・・・..............................・・・・・・2546標

加賀欝史料編年目録・・H ・M ・....................・H ・'2539擦

加賀藩史料編年目録(初稿)....・H ・-…...・H ・-・お40標

加賀藩史料目録・…...・H ・....・H ・....・H ・.....・H ・"'25013標

加賀藩税法考..........................................699.1標

加賀藩忠魂録・.........................................3452標

加賀藩北越軍事緯録・H ・H ・......・H ・-…5443標， 54.14標

加賀藩北越軍事揖録附属戦地図写真・...........511持標

加賀藩北征軍戦地図・・・・・・・・・…......…..........・・・5443

加賀藩領内寺料等郷村高之内山林迄取調帳・・・64剖標

加賀藩領湊之絵図ニ付御達…・…-・・・…・……'5836擦

加賀山代温泉記・・・・・・・・…・・..........................30(60)

加賀渡辺氏御問条三件・..............................・・89.18

可観小説......2636標， 1∞86標， 10087標.10088標

番付喰民主江戸・..........・・・・・・・・?・・・・・・....・・・・・・・・・4812擦

番付之跡醤・................................…..・・・・・・・4797標

嘉吉乱記....・H ・...・H ・....・H ・-…...・H ・'8737標.8738標

番設・..........・............................... .... ....・・・2斜7標

柿本寺勧進帳・..........・・・・・・・….....................30(18)

番物留・.................................... ....・・・・・・・・・・5799旧

各願寺記〈越中長沢〉・H ・H ・......・H ・-…....・H ・'30(17)

就学政修補稽古定等・..............................・・5900標

革政大意板垣退助談・........................ ......・・9235標

客窓雑記・.............................. .... ......・・・・・・・7789標

学則・..................................................・・・・・・9452

角谷与一郎等口上書・....................・・・・・・・・…'5979旧

格帳・..................................................・・・2289標

於角場怪我人人高井痛所附・....................・・・5797標

神代村神代神社神職水野春建・.............. ......・・・6322

革命回戦図断・・・・・…・..............................・・・8021標

鶴鳴先生記録・・・・・…・.................... ..........・・・3495標

鶴林寺聖霊院縁起〈描州)....・H ・...・H ・....・H ・'30(1.1)

景勝公御一代略記・..............................・・・・・8849擦

花月百首・H ・H ・....・H ・...・H ・.....・H ・-…....・H ・..30(178) 

梯神社旧事11職梅林郁太郎邸地旧藩寄附地絵図・・・6489

梯神社境内旧藩寄附地絵図・....................・・・・・・6489

o{t.dメヂ青f-72玄{記肴令-iEfLすで守合名号室fO

! 加賀国加賀m...・H ・........・H ・..…...・H ・.....，.・H ・30(50)

! 加賀国加賀郡小浜神社記・・…H ・H ・....・H ・...・H ・'62回綴

加賀国金沢区地誌・石川郡村誌・H ・H ・....・H ・".5938探

; 加賀国金沢之絵図・H ・H ・....・H ・...・H ・"6019探， 6020糠

; 加賀国河北部里程表....・H ・・・H ・H ・...・H ・....・H ・"76411日

t 加賀国旧蹟記四種…...・H ・.....・H ・H ・H ・...・H ・....9037擦

! 加賀園都村仮名附帳・H ・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・"1517旧

加賀国郷村高社l院・...................................1538旧

加賀国郷村帳・.........................................1530標

加賀国古城跡之図・...................................9152標

加賀園小松絵図・・・・・・・・・・…....................・・・・・・6034擦

加賀園小松之絵図・......................................1346

加賀国古文番・.........................................2561旧

加賀国産物志・.........................................7397標

1is日賀国所々天神社由来調書・....................・・・6237探

加賀国神社録・・・・・・・…..........・・・…・..........・・・・・61創標

加賀国図・....................・・・・・…..........・・・・・・・・・1615旧

加賀圏第三区石川郡上野新村旧弾薬所労:牛坂

村旧試検場絵図・・・.......................................5765

加賀圏第三区石川郡野田村火薬庫地所絵図・・・・・・5778

加賀圏第十五区河北郡下回上村塩硝蔵地所分

間絵図・・・・・・・...............................................5777

加賀圏第十五区河北郡鈴見村旧鋳造所i11J:地絵

図.........・..................................................5785

加賀国大聖寺絵図・............ ...... ......... ...・・・・・7360標

加賀国大正持絵図・..............................・・・・・γ7360

加賀国大聖寺古図・..............................・・・・・7360旧

加賀園天神社由来・..............................・・・・・6237旧

加賀園陶器史料・..............................・・・・・・・・9838標

加賀国能美郡赤瀬村用水ニケ所持江筋見取絵

図・・・・…........................................….....・・7213標

加賀国能美邸内長田村御検地限・..........・・・・・・・・・・6998

加賀国白山突測図・............... ...............・・・・・9065探

加賀因物底吉、・-…・..............................・・・・・・7398標

加賀園変地其外相改之候目録H ・H ・-…H ・H ・-…・蹴3旧

加賀州古城考，発以国露中書H ・H ・...・H ・.....・H ・"9147

加賀能登之温泉・........，苧・....................・・・・・7412標

加賀羽二重・........................................・・・・・・・9497

加賀落御定番・.........................................1890探

加賀藩勤王殉難土伝・..............................・・3461標

加賀務部村仮名附帳・..........…・・・・・..........・・・・1517標

加賀藩刑事記録索引…・・……・・・・・・・・・…・・・・・・…4628t1'!

加賀藩郷村高辻帳番式・....................・・・・・・・・・1545標
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梯天神社文書〈加賀国)・…...・H ・.....・H ・....30(110) 

梯天神上梁文・.........................................30(11)

梯天神霊験記・.........................................6212旧

梯天神連歌(小松)...・H ・..…...・H ・-…H ・H ・.30(181) 

勘解白内蔵助相達シ江府支配方諸役人名帳・・・21791日

飽細工絵本・........................................・・・・981，'擦

火災地震記録四種・...................…............7303標

河西遊記・........................................・・・・・・・9626標

笠師村喜八郎口上書等・H ・H ・..…・・H ・H ・....・H ・..4656旧

重之番秘伝・........................................・・・・8321標

笠袋図・・…・........................................・・・・・9843標

笠舞村相対卸地ニ付答書・....................・・・・・・6621楳

笠舞村・上野新村御用地引高願….....・H ・..…・5766擦

笠舞村組合頭口上書・......…......................6&13標

笠舞村組合頭五兵衛等願書・....................・・・57661日

笠舞村組合頭三郎右衛門願書・..........・・・・・・・・・・6624旧

笠舞村地内飛地町元小人弁小者方持地井屋鋪

地歩数打立分間絵図・....…・・・・.....................3608擦

笠間儀左衛門家剣術之由緒....・H ・-…3357探I 8404標

笠間郷瀞記・........................................・・・・・・・9778

笠松文書....・H ・-…H ・H ・...・H ・...・H ・...・H ・-…・ 30(138)

笠間村絵図・・・・・........................................・・・傍99&O~tJ

火事一件書類・.........................................4975旧

家事一件帳・........................................・・・・4606標

火事御行列御中屋舗ユ而建所絵図・..........・・・・.1899標

火事御行列附....・H ・...・H ・.'.4898擦， 4904標I 4911原

火事御行列附之内・..............................・・・・・4901標

火事御行列建方・..............................・・・・・・・・4959標

火事御定・........................................・・・・・・・4869標

火事御定書・・・・・・・・・・............................ ...・・・・48i6傑

火事御出役御定書抜書控・....................・・・・・・4878標

火事方…....・H ・-…...・H ・....・H ・...・H ・.4879擦I 4880様

火事方覚書等・.........................................4873擦

火事方覚書好御参勤御道中御供之面々勤方等

...........4890標

火事方旧記・........................................・・・・4883際

火事方留帳・........................................・・・・4889擦

火事方武州本郷屋敷御禦場図・..........・・・・・・・・・・4868採

還適貫珍・..................................................34探

貸金返納ユ付番付・..............................・・・・・3646際

火事御番之覚・.........................................4837旧

火事御番之割・........................................・4837探

家司職iIi!}..…H ・H ・...・H ・て…....・H ・..2053探， 10076傑
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火事手建場中之口御門前図・....................・・・-J915採

火事ユ付小西吉左衛門番等・....................・・・4799旧

火事ユ付堀与左衛門書等・....................・・・・・・4807旧

火事人夫立場之図・..............................・・・・・4973旧

火事家御貸米定・..............................・・・・・・・・7296探

火事之節ーノ手へ罷出候御家老故障之節云々

・・・・49001日

火事之節御定・.........................................49.10採

火事之節御定番之写・..............................・・4877採

火事之節御人数被指出候儀従公儀被仰波等之

趣等・・・・・・・・..........・・・・・….....................…..・・・・・4881

火事之節御留守中御定・....................・・・・・・・・・4947探

火事之節御中屋敷御人数建方図・..........・・・・・・・-190.9採

火事之節警備之回状写・....................・・・・・・・・・49071日

火事之節心覚・.........................................4950.標

火事之節御前様御立退御行列・..........・・・・・・・・・・4960標

火事之節指出人数被仰波趣等・..........・・・・・・・・・・4881標

火事之節定…....・ H ・..............・ H ・-…4887.標I 4954標

火事之節四ノ手へ罷出候人々 申談之留...・H ・-…・4902

火事之節四之手御行列建方絵図・..........・・・・・・・4908標

火事之節定人数配・..............................・・・・・6570標

火事之節新請取所絵図回状写・..........・・・・・・・・・・4907標

火事之節盗賊改役勤方帳・....................・・・・・・お73標

火事之節人数立場之図・..........................・・・4973標

火事之節罷出申覚・..............................・・・・・4951標

火事之節可罷出手向に付被仰出覚・..........・・・・490.0標

火事之節申談之留・..............................・・・・・4902標

一昭~~.τ=----=

中屋敷近辺火事之刻御定番一巻...・H ・H ・H ・-….4874標P川左・?ヘ

火事之刻非番出向之逮・-…・・・・・・・・……..・・…・・・・4836標

火事之刻非番之達・・..............................・・・・4836旧

鹿嶋郡蟻ケ原村御放米願一巻・..........・・・・・・・・・・6967標

鹿島郡向田村援目村四社旧記番上申帳...・H ・..6281標

鹿島郡酒井永光寺屋敷囲墓地未進地御取上山

境筋持未進地境羽咋郡本江村地崎分間番杭帳

....6印9

鹿島郡酒井村領字奥ケ平御取上山境口同村永

光寺未進地境通りおよび円通院屋敷境等羽咋

郡本江村地崎分間番杭帳・.............................6509

鹿島郡酒井永光寺境内|徐地文化元年の追加・・・・・・6509

鹿島郡酒井永光寺屋敷囲墓地未進地御取上山

境筋分間番杭帳・.........................................6509

鹿島郡寺社先組由緒井一類付・帳……6323旧，回2.11日

鹿島郡須曽村絵図・..............................・・・・・6100.標
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加l州小松城画図 ….......... ー.....・..・ e・ ー13.151臼
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l 1Ji州少将筆包紙... ・ M ・.............. . . . ...........・ '1266t~~
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片岡孫作筆録・..........・…..........................5936標
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勝丸線御宮多之記 ー ー .•.•. •.•.•• •.•.•...•. •.•.• 782探

勝丸様 ・t!J.次郎殿 ・御姫様方 ・響Hfti椋 ・勢之

佐蕗綱目録格ーー ー.....・・・・・・ 447
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鋭河宮書物 ー ......... 山 e・e・..... …瓜286
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金沢表御布告大概 ・ .........・・ ・・ …1961標
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金沢京師へ之御用状~.. .. .... ・ 日……1975傑
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金沢後藤象|浪師系図 e・e・..・・・・・..................30(159) 

金沢才川仇討話 ・・ ・・・ ・・.....ー・ 9.197級

金沢才}II々 下之景・ ...........・ a・...............・9059際

金沢雑記............. ・.....................2284標

金沢侍帳・…・・・…・・・・ー…...........2795旧.2796旧

金沢寺院由来・ ー ー・ー ・・e ・ ・・・・ ・6216際

金沢市中|日記ー ー ・・・ ・・ ー・ー .........6575標

金沢市中古文書......・ ー・ ...，...，.，.，..・・・101Q2標

金沢市中町名寄 ....…...・ e・-・ 0・・…・・ー 5981際

金沢減石垣ェ関、ン幕府へ上申1i:{!}'" ・ ・ー 1292旧

金沢減石垣につき幕府へ上申党8・ e ・ー ー129u':{

金沢誠治図 ー .••• ••.•.•. •• '.・ ・ 129 1~裏

金沢城絵図覚書......... ・・・・H ・a・.........…ー 1293旧

金沢城絵図仕立につき覚~}・ ・・ …・ ・ ・1293際

金沢城御f'1'，lf所絵図 h … …..，・・・.............2079際



金沢城覚・・・…........ ..... .... .......................・・1279旧

金沢城金谷御版図・.......... ..... ........... ....・・・・・2081標

金沢誠下堀川口之図・ H ・H ・-…・ H ・H ・..…H ・H ・"'6027標

金沢城下町之図・...... .... ....................・・・・・・・・6022標

金沢城下町割之大図・....... ........ .... ........ ...・・6024標

金沢城下ヨリ越中国境川迄名所道程........・H ・"'6058

金沢城玉泉院様御丸絵図・..........….............1321旧

金沢城源録・................ .... ..... ... ... .... .....・・・・1271標

金沢域御本丸焼失記・.......... ...….... ......・・・・・8642旧

金沢城作事所絵図・..........…...…・・・..........・・2078標

金沢銃三之御丸絵図・・….......... ...... ....・・・・・・・・13141日

金沢焼失図・.............. ... ........ ..........・・・・・・・・・7298標

金沢城下台所労・会所割場等絵図・..….....・・・・・・2071標

金沢城焼失記・.........................................1276標

金沢誠図・..... ..." ...... .....・・…・・・…・・・・............12951日

金沢城薪丸絵図…....・H ・-…...・ H ・-…1319標， 1320標

金沢城建物起絵図 甲号....・H ・....・ H ・....・ H ・"'1285標

金沢城建物起絵図乙号・...・H ・....・ H ・....・H ・"'1286標

金沢城建物起絵図 丙号・・H ・H ・-…....・M ・-…"'1287標

金沢裁建物起絵図丁号....・ H ・H ・H ・-…....・ H ・'1288標

金沢城中地面高低附・................................1294標

金沢城中地割絵図 甲号...・H ・...・H ・.....・M ・-…ロ82標

金沢域中地割絵図 乙号・・・.....・H ・...・H ・...・H ・'1283標

金沢城中地割絵図丙号…........・ H ・....・H ・-…1284標

金沢誠土橋御門持御番所絵図・..........・・・・・・・・・・2侃8標

金沢誠等覚・.......・H ・................. ...・・・・・・…・・・・1279標

金沢誠二之丸御式台絵図・....................・・・・・・1304標

金沢披二之丸御守殿御供建方絵図.........…… 728標

金沢誠二ノ;丸御殿御次内巨細絵図・...・H ・-…"'2ω6標

金沢誠二之丸御殿図・.......... ........... ...... ...・・1301標

金沢誠二ノ丸御殿文化焼失以前之図…....・H ・'1299旧

金沢誠二ノ丸座舗之図…...・M ・.....・H ・...・H ・'.'1298標

金沢誠二之丸転席方絵図・..............…...・・・・・2067標

金沢誠二之丸二重揖鉄砲挟間之図・..............13161日

金沢誠二ノ丸之図....・H ・-…H ・H ・..…...・H ・...…1302標

金沢誠之図 H ・H ・...・ H ・.......・H ・....・ H ・'1280標， 1290標

金沢誠橋爪御門・鶴之角凝鉄砲挟間之図…・・・1316標

金沢誠東之御丸・御本丸絵図…..............・H ・1296標

金沢城本丸・東之丸の図....・...・H ・.....・ H ・......1295標

金沢抜本丸・東丸之図・…...・H ・.....・H ・.....・ H ・'1297標

金沢誠類焼後御普請等被仰付候絵図・...........1289標

金沢図・…・...・H ・..…・........... ............ .......・・6023標

金沢専光寺芥隠居所等寺号帳・..................ム"6178

-41ー

かなさーかなさ

金沢普福寺・瑞泉寺井配下寺号帳....・H ・....・H ・.'6178

金沢大工伝書....・H ・...・H ・...・H ・......・ H ・...・ H ・30(141)

金沢舘紺屋文書・・H ・H ・.......・ H ・.....・H ・...・ H ・.30(1~12) 

金沢田町通附近図・..............................・・・・・6032標

金沢長寿録・..................... ............... ....・・・・7284標

金沢町人家蔵文書・..............................・・・・・6651標

金沢堂後屋文書・・H ・H ・-…H ・H ・.........・ H ・..… 30(142)

金#槙斜卸寺絵図・..............................・・・・:・・・斜錫楳

於金沢御発駕前奥御納戸兼帯被仰波候者心附

可申品々…....・H ・-…...・H ・...・ H ・...・ H ・...・H ・...・H ・'4768

於金沢御供方....・H ・・・H ・H ・-…....・H ・....・H ・-…・・ 624標

金沢西末寺井触下寺号帳・....................・........6178

金沢俳優伝記・..........・・・・・・・・・…・・・・4・・・・・・・・・・・・・・鈎C6標

金沢務御届番繋…....................・・・・・・・…・・・・・1977標

金沢挽回策・........................................・・・・9442標

金沢藩学校絵図・..........・・・・・・・…・..........・・・・・・・5919標

金沢務管轄中式内神社調帳・..........・・・・・・・・・…引83標

金沢藩御扶持人帳・..............................・・・・・7267標

金沢藩職制・・・・・…・..............................・・・・・・2052標

金沢務知事賀正状控・..............................・・3975標

金沢藩知事前田慶寧御伺並達書・..........・・・・・・・1978標

金沢務知事前田鹿寧履歴等・・ H ・H ・.......・H ・-…・ 262.標

金沢務内外御扶持下賜人及扶持高記録・・・・・・・・・72671日

金沢藩之内社料等郷村高其外取調帳・...........6-187標

金沢藩銘士，ia--............................................2811

金沢東末寺・3千配下寺号帳・....................・・・・・・・・・6178

金沢人持五組長・............... ........ .......・・・・・・・・2089標

金沢方角之図・.........................................598-1標

金沢町御扶持人・...... ............ ...... ......・・・・・・・・7268標

金沢町会所御用留・............ .... ..............・・・・・4723旧

金沢町方御用留・............ ... ...............・・・・・・・・6580標

金沢町方諸法度・..............................・・・・・・・・6562標

金沢町肝煎裁許分ケ之図 H ・H ・.............・ H ・-…6側標

金沢町米商成立濫鰯・..............................・・・・・7619

金沢町米商成立濫筋等取調御届審・..........・・・・7619標

金沢町中御法度之帳・...・H ・-…6560標， 6561標， 6563 

金沢町中法度審等・............. ........ ...... ...・・・・・6563標

金沢町人馬賃銭井道程番上申帳・・…・..........・・7689標

金沢町数人口調・・H ・H ・....・H ・....・ H ・....・H ・...・H ・7お6標

金沢町惣家数等・..............................・・・・・・・・7257標

金沢町名寄・........................................・・・・5981旧

金沢町奉行・................…...........…............6540

金沢町奉行旧記・.....，.....".................・・・・・・・・6540探

L 



かなさーかへい

金沢町宣告行遥魯・・・・ ・ ・・ ・ ・ ・・........3550際

金沢廻御用地村々銭納奉阪申帳・ 0・・0 ・・ ....66'12際

金沢道橋帳......................................・ e・"'7臼5楳

金沢道橋帳写・...・H・...........・・ー ...... ・ い 7636標

金沢文i¥}......一口 ・H・H・....................10101標

金沢安江神社由緒調査怒・…........・ e・..…......6235際

金沢山之上町三丁目二十七番春日社地対元事l'
職高井真寧居宅地絵図 …ー 一 ー........ 一 創9.1

金沢山之上町三丁目二十七番屋敷春日社j也列

元事I' ~i最高井真幸居宅地共略絵図 " ・…6.19.j

金沢山之上町三丁目二十七番屋敷布l'田干上元事l'

職高井英幸境内区分略絵図 … ー -ー ・…・・ 0 ・・649.1

金沢より京都まて道中名所記ー・ ー 一 ー .......9773 

金沢より京都迄西街道筋御仙人足御{上法務 ー76971日

金沢より到来密留 ・・ ・ ・・ ・ ・・ e ・e …5585tii

金沢両大橋架始 ・架替之件・…...・ o・..…ー ー7日7際

金沢六家戦 ・・ーー ・・ ....................綴 h
金平村遊j民寺村鍋谷村金山濫脇・ ・…....・ a・75'13際

金平山御給銀争[:余番問時等人別調理主}上申帳

75611日

金平山惣御入用銀等調理怨上申帳・・ ・ 7560際

金平山山師御給銀等港紙........… 。.......・ a・-・ 0・7559際

金平山山師給銀対余番問時等人別調理Im......7561楳

金広日記留 一.................・M・-……・....・M・-・7331標

鹿波村入鱗社神職森川伊勢政冨 ー 日 日…・ 6326

金森家諮....・H・・ ー ...........8793標

金森系図一 ...... 一一 ...........・M ・-・・・.30(157) 

金森氏略年譜........・・一 ー・・e ・・ ・ ・ 30(J57) 

金谷御広式絵図.................................…1326際

金谷御文周1辺組図…・・・ ・ ....133z，w，日.1333際

金谷御屋鋪御亭平起絵図...・ a・.... ・ ・・・… 1331t\~

金谷御屋鋪諸事覚醤・ ー・・ー ・・・ ・ ・・ ・ ・4316際

金谷御殿絵図........ ・・ ・・・ ・ ・1327際.1330f，裏

金谷御殿御能寄附・・H・H・..υ ・・ ・・ 9932保

金谷御殿近辺火事之節定惑…・…ー ー・ー '''4906際

金谷御wi1御門番勤方 ・ ・ ・0 ・…・一一 2434探

金谷御殿出席日記ー ー ・ ・・ーー ー・・・・・・43181;11

金谷御殿子[御広式惣御絵図…・・・ ー ・ 1328際

金谷御殿に於て頂地生等図・ 三夜 ・・・…・'3316際

金谷御番所対七疋建御厩等絵図・・.......ー ......2070標

金谷御門御番所喧!帳写・・・H・H・・・ ・ ・ ・ ・，15151i1i

金谷文nll巡見之留ー 日…・…・ー・… ・4361.si":

金山方諮t何百~.民 ・ ー …・・ ---Hun---OHM--7563n: 

- 12ー

従金谷被成下御親~ll等之r~~ ・ ー.......・…・ ー1254抑!(

鎧貝太政11司法 e ・ 0 ・M・o・-“ 5623際

金川宮記念・ ー -・・ ・..............・・0 …6286

金子氏覚啓・ー...... ・e・e・.......・ .............2582標

期1能越郷村高辻帳附近江園高時郡之内 15・151日

iJnl!唱:l1'li'.i文殻 ..... ・ .................... loo28t"¥'i 

iJn能越三但i国郷帳 e ・ e ・.......・ ・'1529旧

加能勉三ヶ国高辻帳原稿・ー・・ 0・0・..............7007原

訓加l棚三悩阻国川江

加能越三ヶ国)f:近江関向的1部之内郷村高辻帳

l応52鈎9[;際FE = 

"'15:311乳 1532t"¥'l.1533際.153'lt"¥'l 

15351架. 1537t;'j. 1539際. 15Ht;'j 

カ日能越三筒国村御印之W1................・e・......・7019時l 勺チ

IJ1!IJg越三州海辺脚I建等分間絵図 e・e・-…一 ....6Iiot;.4.}') 

加能越産物方自記ー 一一 一 ー ............7413標

カn能越所産薬事E考ー e ・......... ー・ 一7589.r，"':1

加能越旦正由緒記....・ ・・・・・............... ・6870lli1

加能七郡高免・ ・ ・ ・ぃ ー・・.. ー..........7120際

加能蜘l集覧 ・・H・H・.......... ・ ・・ ・・.. .. . ..… 915 I t~.:

加能十村等由緒ー ーー ー ..............・ ・6873t"¥'l

1J11納村稲通寺居展政打vJt一件 .... ・ 6521 t~~ 

加自信両国絵図・一 ......・ ・ ・ ・・ー ー161Ot"¥'l
加能両国郷村高辻帳ー…・・…… ・ー・・・・ー 1538t¥'i

加{泡両国高物成帳ーー ー ー ..... 一ー ー・7008原

加能両国当寺配下寺院改帳..・e・・…・・・ ・・ 6177

昆野村天満沼森井長I '~.. ...... ・...・e・......…・… 6327

古il御府宇l'明社文書 Cia!江国) ー ー............30(J05) 

加務月踏詩 ー ....・・・ 0 ・・ ー・ ・. . ....... . .. 創65~~

IJIli1~国初法文. ....・ M ・ o ・.. ・ ・ ー ......2533日11

加務国老叙E4考ー …・ ...........2898縛.2899際

加M御h'l'.舟歌集 ............... ー............9707標

加務雑記 ー ..................・ー ー… 0・・・… 2671l¥'ij

加者EE首都雑記................ ・ ・2535標

加判対江戸御留守詰 i生。l刷恢fIより諸，l~間合

党怨・ ー…ー・一 .............…ーー ー "419 1 .fi，!~

加務宝貨録・ ..・ e・.... 一 .. ー・・ー ・・0 ・0・… 9435旧

家鰐 ・ ・0 ・ ........... ・o・e・....・ 29901日.3079 

加府大成陣日記ー .••.•.. .•. ー ......5409肌 5410t;1

1)日荷lj';跡実録・・ ーー・ 0・… ・ー 一 ...........9058際

家鰐抄録ー …・ ー . •.•.. ・ ...........・ ..3056旧

甲村加l夫万i七7!T事1 '峨大橋従五位久~'ii .... .. ......... 6325

mi'f大概ー - …e・e・........................・ ・50771:::

-圃圃圃- '



河北・石川I・橋爪御門繰出方之事....・H ・....・・引311日

河北石川与力番所十分一之割・................. ...・・・9576

河北・石川与力番所図....・ H ・....・ H ・.....・ H ・..…9576擦

河北潟御鷹野御休所・…...・H ・..…...・H ・-……・・ 748標

河北潟水戸川形之義ユ付取極書・・・・・…・・・・・・・・・・7222標

河北郡請高新開銀帳・....................・・・・・・・・…・7074標

河北郡絵図・....................・・・・・・・…・..........・・・6069標

河北郡太田・中条村之図・・H ・H ・...・H ・............6097標

河北郡御貸米五拾ヶ年賦日印帳H ・H ・-…H ・H ・..5おl擦

河北郡御貸米日印帳…・・…....・H ・-…....・H ・..…5232標

河北郡海辺村々家数人数等書上帳・..........・・・・59臼標

河北郡潟端新村全図・..............................・・6098標

河北郡苅安村百姓持宮一件・....................・・・・・・6190

河北郡川尻村新開田刈込一件・..........・・・・・・・・・・7078旧

河北郡川尻村新関願・.................. .... ... .....・・7077，標

河北郡川尻村新開場所稲刈込一件白書...・H ・..7078擦

河北郡河原市用水図・.......... ........ ...... ......・・7223標

河北郡七組之内御絵図面相洩申村々弁相違之

ケ所等番上申帳・・・.................. ............・・・・・・6059標

河北郡新開高免帳・・・・…....................・・・・・・・・・7075標

河北郡図・..............................・・・・・・…・・・・・・・6郎81日

河北郡第十五区村々 変地絵図…・..........・・・・・・・7108標

河北郡津幡弘願寺へ冷泉家よりの御消息芥ぴ

に御返答の詠歌及び由来の写・....................・・・9037

河北郡内潟猟業相用候網等之外猟業不致義被

仰渡御請帳・・・・・..........・・1・・・・・・.....................7516標

河北郡二俣村より井波町・八ツ尾を経て石掛

迄之貝取絵図井道程醤・....................・・・・・・・・・7642標

河北郡二俣村ヨリ砺波郡井波町夫ヨリ金屋岩

黒村覗戸時通八ツ尾町へ入込土玉生村花房村

夫ヨリ富山御領境字石掛マテ之道筋見取絵図…7642

河北郡松根古城図…・・・・・・….......................9167標

河北郡御門村広勝寺江同人妹引誘方一件・・・・・….6530

河北郡村高帳・・…・.......... ....・H ・・・・・・・・…-…・・・.7075旧

河北郡村々 之内鳥類等打捕申村名寄上申帳・・・7527旧

河北郡薬師村本興寺絵図・..........................6428標

河北郡山入村々之内作物ユ障候鳥類等打捕申

村名寄上申帳・・…・・・・・・…........... ... ......・・・・・・・・7527標

河北郡吉原村へ御渡置候焼刃土取場一件旧記

・・・7595標

河北御門下城之節駕筒居所之図・..........・・・・・・・4524旧

鎌倉田代観世音，腰越万稿寺略縁起

-……77461日， 77471日

-43-

園出直直"""高畠

かほくーかよう

鎌倉宮御伝記紗・・・..............................・・・・・・邸98傑

鎌倉兵乱記・..............................・・・・・・・…・・・・8711擦

鎌倉頼朝奏状案 H ・H ・....・H ・-…....・H ・....・ H ・.....30(8)
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犯文中役割等 ・ 一 一 ー一一 2045探

究文京行記・..................... ー ... 30(180) 

寛文弐壬寅年，寛文七丁未年，寛文十一辛亥

年三/Jt御成石垣崩口之儀公儀へ被仰上候覚“ "'1292

克文年中御前留妓容.............. ー "6817探

究文四年より貞享元年迄村名付申新聞所之11:・ 5988

寛平御逃誠ー.............. 。… ・・...30(1) 

神戸家系譜..・ e・...・e・・・・・ー ・い け・ .......2~83探

神戸文書写 ー ..............・・・・・...............2984探

究保二壬成年十月十九日御老中方御招箭之節

御白洲奉行犯動候笹/j民ー ......... ・0 ・e・e・・ 0・…4640

克保宝}I!!i間覚控・ … .....・・・・ ...・ ・ ・ 4147è~I 

1m柳ュ公合終 ー …・…・・ー・ ・・ー .... .988 1~'% 

f見総字源 … ..... ・・ e ・................・9798標

額魯公帖 .....・.. ・・・................. ・ "9878標

甘VS寺家文1.1-1................................目....30(J33) 

き

紙悶執行日記ー ー ー・・…....・.............30(J6]) 

間合之品諸ZlH?l帳・ ・・・.......・ e・-1190限.，1216際
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附1<¥: ・ ー ・・ ・ ・ーー・ ・ 0・…2579~.'( . 88381日

奇魚之図ー .............・・・0・ ・ .............95.13f，;!{ 

餓位記二電n..................................... ・ 7320探

菊園巡芳 ー .....…・・.........・e・..................8619綴

菊花諮ー .....・ ............ーーい 9669標

菊池家系図}I'肥後仕位始終之覚書ー ・ 879.1際

菊池文書労系図 ーー・ ・ ・ 2985官!

寄蛍懐旧歌ー ー ...............・ ・・・ 0 ・.9679tl1 

貸号 ・ 量i:~j:: 御別号・ .. ..... .... . ....... ・・・ 0・…9793標 l 
紀行五草fI............................ ・・ '9747棋

紀行七草[(..........・・ ー・ ー・・ー ー・一ー ....9776標

戯鴻B;'~~i ・ ・・ ...・ ・・...............・ 9870際

限康踏.......... ・... ・ … ................2891線

照EJi暦肝I照康小鑑.....・e・..........・・・・・ー e ・28911日

害者己主k荒録 ー ............・・・・ e・e・...・e・7327原

英己申午越年伎役日記 ー.. ・ u …・ 0・2612際

笑巳雑7LTぃ ......................2609標. 2610標

騎射中日記 。........・ e・....… ・ー ・ ・ 5671標

騎射願書 ・・................. ・....5898傑

紀州様御使者一巻................ ・・・ ・ ・5531!.'l

毅袈l兵舎閲迎願之司王 ・ ・・・・............ ・9238際

起31f文前程。 ・・ e ・・..・ e・.......・ 2271tl1

食人高人之JIIjニテ馬衆1'，1<之次第間密..・ e・.......8423棋

3在日主'1El'P目1控 ・ ..・ e ・・・ .......8605原

資賎当聞雑志 e ・ e ・・・ ……・2595線.2596-摂

棋(目快栂小伝 …............................・.10018標

岐磁紀行 0・ ....................・・・u ・・ ・ 0 ・9747

木曽路記 ー …....................・o・...... ・9760楳

木曽路紀行等・ 0 ・e ・ ・ ・・....".. ・ 9774探

木山仰附図御も中御行列帳............ 山8~~~

木VJ路7]記・ .... .~..... ・ ........... ..... … "'9771政

木曽願書写・… ・ー・ リル … ー ー … 6250

木曽義仲白山願書写 ...........................・・ 30(11)

木凶童話仲願書写・ .............・・ー ・・......30(JJ) 

北川亥之作君弔文・・ 0 ・ ・ー ー…・・一 "34891票

北川系滞日 ・ ・ e ・..・ ・・e ・ ー・・… "'2ge6.慨

北m州略記・・ e ・ e・.......................・8609楳

菩季志村I~H考 ー. ... ・ M ・.. .. .. .. . .... ... .......・ 6389際

木多師事1'0持考..... ー…・・ー・ ........ ・0・6389

祇陀寺文穆(加賀国)............ ・・・ ・・ 30(129)

紙陀寺由来等調怒ぃ ・一 一・……・・ー 62お際

来回新左衛門fJJ翰・・ 0・・H ・・ ー・ー…・・"37151日

来閃新在術門書tJ:~t立 ............ …ー ・・・ … 3715際
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北野大茶湯之記...・H ・...・.，..~・ H ・ .....6. ・ H ・ S ・H ・. 30(183) 

北御居宅御住居替絵図・............ ........・・・・・・・・・1438際

北之御居宅諸事留故帳・.....................・・・・・・・・・4317探
老

北御居宅惣絵図・・........!ia...... ..~. ...........・・・・・1437標

北野神社文書(武蔵国)・・… H ・H ・-… H ・H ・..30(104) 

北野神社文書(山城国)...・ H ・....・ H ・...・ H ・..30(105) 

北野天満宮御宝剣御箱等御図り番…...・H ・..…6316擦

北村母米寿祝之札・..............................・・・・・7291擦

北村与右衛門等願書・..............................・・71初旧

北安田村絵図・ H ・H ・....・H ・....・ H ・...・ H ・...6094，6095旧

北安田村春日社古松之絵図........・ H ・....・H ・-…9077傑

北山行幸記・........................................・・・・8922探

吉凶贈答及賓客饗応改良按・.......... ... .......・・・9486擦

喫茶養生記・ H ・H ・...・ H ・...・ H ・-…...・ H ・.....・ H ・.30(172) 

狐鳴弦之事・............... ... ...... ....... .........・・・・8367探

祈徳太万受用法等・..............................・・・・・8415擦

木滑御定審・........................................・・・・76布標

絹御仕入銀事j足之内御用捨等之畿二付御密立

を以後為仰渡之御諦帳・................. ...・・・・・・・・・7417採

木下順庵書翰集・.................. .... ........・・・・・・・・7771擦

紀広純女吉継墓誌… H ・H ・...・ H ・....・ H ・....・ H ・.30(152) 

騎馬御供之節御行列附・....................・・・・・・・・・1040旧

木場潟周辺大聖寺藩堺図・....................・・・・・・・・・6086

吉備戦話俄録・.........................................8740採

吉備前鑑・.............. ....... .... ...... .........・・・・・・・9136探

貴布調神社文書(山誠国)...・ H ・...・ H ・H ・H ・.30(105) 

騎兵操練魯等・.........................................8575標

騎兵徒歩演習....・ H ・H ・H ・....・ H ・....・ M ・857，針葉， 8577擦

己卯雑志・........................................・・・・・・・9269標

己卯紘官、ー・........................................・・・・9268標

奇妙諦・.................. ..... ....... ..........・・・・・・・・・・36.12原

客間飾付・....................... .... ... ...... ....・・・・・・・3630標

旧加賀務勤王殉難士事蹟添書・....................1268擦

旧加賀落土前回晋等勤王事蹟及添醤・...........3462様

急場線之伝剖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・引9媒

九ケ条問書・・・・・…・................... ..... ......・・・・・8194漂

九ヶ条記聞・......... ... ....... ...... ...... .........・・・・8195標

九ヶ条集解・........................................・・・・・・・8196

九箇条疎註・........................................・・・・・・・8175

九ケ条粗註・.......................................・N ・・8186探

九筒条秘伝精解・................ ..............・・・・・・・・8193標

旧金沢務事蹟文番類纂・....................・・・・・・・・・2559際

旧金沢藩土曲譜故書・..............................・・2933擦
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旧金沢藩証印物写・..............................・・・・・&J86傑

旧金沢藩諸師範人姓氏録・....................・・・・・・5896標

旧金沢藩兵審衛出張持場等調書・..........・・・・・・・5597，擦

旧金沢藩元鋳造所外六ケ所地取調….....・H ・...5781擦，

旧記…....・H ・-…・・幻28標， 26.14擦， 4707旧J 65-1OJO 

65-17探， 67801日， 8603標

旧記・御作事方留帳...・ H ・..… H ・H ・....・ H ・...・ H ・4707標

旧記御定写…....・H ・-…....・H ・-……・・20014楳， 2259探

旧記帳・........................................・・・・・・・・・・6685標

旧記等抜書・........................................・・・・2761擦

旧記井書籍調帳・.........................................13標

l日記抜書… H ・H ・....・ H ・-… H ・H ・...・ H ・..2578探， 26.J2探

求旧紀談・…...・ H ・.....・ H ・...・ H ・....・ H ・-…30(164)，351 

旧気多社宮司桜井家文醤・....................・・・・・・6270標

九州紹運記・........................................・・・・8752標

九州上使巡見懐中行程・....................・・・・・・・・・9140標

九州兵乱記・........................................・・・・・・・8752

九拾六騎備行営域分間略図・....................・・・8152様

弓術御覧所絵図・..............................・・・・・・・・5790擦

弓術秘密閉番・.........................................8329擦

旧条記・........................................・・・・・・・・・・4609様

久昌寺記(金沢掘JID・H ・H ・...・ H ・....・ H ・...・ H ・.30(17)

ブL城之図・........................................・・・・・・・8230標

旧神職由緒帳・........................................・・・・6322

鳩巣小説・........................................・・・・・・・7757擦

鳩巣不亡紗・........................................・・・・7756擦

杷憂諒・........................................・・・・・・・・・・9221擦

旧伝誠取七枚之図・..............................・・・・・8276標

弓道読書・........................................・・・・・・・お56標

弓道内田氏工夫之巻・..............................・・8418旧

弓道群規矩之番・..............................・・・・・・・・8291探

弓道三国相伝・.........................................8295採

弓道初心者心得・..............................・・・・・・・・8334標

弓道神道之大事・..............................・・・・・・・・8357標

己酉道中覚・........................................・・・・・・・9747

弓道秘伝書・........................................・・・・8289標

弓道日置流許目録....・ H ・.....・ H ・...・ H ・......・ H ・..8318襟

旧富山及大聖寺領漁業一件書類・..........・・・・・・・7524擦

旧富山侯家乗・............................... .........・・・・1471

旧富山侯家譜等三種・..............................・・1473標

旧富山藩学制・.........................................5933標

旧富山務土佐脇氏議略・....................・・・・・・・・・3895標

旧富山藩水損凶荒留記・.............................
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旧七日市藩情一斑...・ H ・....・ H ・1.li・H ・'2735傑I 2736傑

己酉廿弐誠之図・....................・・…..........・・・・・・8228

弓馬初心集・........................... ...... .......・・・・8485標

旧藩遺文・........................................・・・・・・・2534標

.，日藩士本多政以等万石以上十二家祖先以来事

跡・・・・・・..........・・・・?・・・・・...............................3338擦
弓法相伝申免状之事・・・....................・・・・・・・・・・83.14擦

旧邦記・........................................・・・・・・・・・・2661標

弓法問書・........................................・・・・・・・8350擦

弓法聞書条々 …...・ H ・..…...・ H ・...・ H ・-・いH ・H ・"'8293擦

弓抱三隊操練図式・....... ......... ........ ......・・・・・5686標

弓法曹・........................................・・・・・・・・・・8351標

弓法書中之不得意箇条ユ付答書・..........・・・・・・・お03擦

弓法相伝申免状之事・..............................・・・・・8345

弓法得道和歌・.........................................8417旧

弓法免状・........................................・・・・・・・8345擦

旧本題享保録・................ .......…................・・2632

旧本和名類豪抄(駅家部自畿内至西海道)・・・30(52)

旧本和名類緊抄(郷里部自畿内至西海道)…30(日〉

給養中勘銭請取帳・..............................・・・・・36田原

旧領地租税録・.........................................7129標

旧例故番・・…........................................・・3204標

禦夷愚策・...............................................9220標

御意帳....・ H ・....・H・-…....・H ・...・ H ・H ・H ・....・H ・..552標

御意之趣書抜・・・・・・..............................・・・・・・2025標

教育沿革史・........................................・・・・5883標

教育史料・........................................・・・・・・・・・・5883

経王寺境内絵図・..............................・・・・・・・・6417標

狂歌…................ ... .....................・・・・・・・・・・9705標

狂歌ー首・.............. .... ........ .......... ....・・・・・・・9706標

狂歌集・..................................................9702旧

狂歌等写・...............................................9704標

教歌百首・…...・H ・...・H ・...・ H ・....・ H ・.......・ H ・.30(171) 

教家要語・.............，...........................・・・・・・・7797標

教家要語・訓戒数類左右銘・ H ・H ・H ・H ・...・H ・.......7797

享元塵除宏、….......................…・・..........・・・・7395標

校合雑記....・ H ・....・ H ・-…'"・ H ・....・ H ・'8836標I 9598標

暁困雑記・.............................・..........・・・・・・・7965旧

腕因雑記軍学按受用・H ・H ・....・H ・.......・ H ・...・H ・7965

凶作ュ付納米吟味方之達醤・....................・・・7169標

行状井倹約御番出鐙拝借番上云々・ H ・H ・...・ H ・'5042探
京都一件・...............................................93

京都江戸能役者名寄・..................・・....・・・・・・・・鈎70傑

京都御借財根帳・..............................・・・・・・・・5260標

京都御立寄之一巻・..............................・・・・・1745標

京都御所司代御式台留之技番・..........・・・・・・・・・・9326擦

京都加賀屋十右衛門続審・....................・・・・・・8824標

京都金石文集抄・..............................・・・・・・・・9890標

京都建仁寺図・.........................................5582.標

京都見聞日記・ H ・H ・...・ H ・...・ H ・-…H ・H ・...・H ・-…9397旧 . 

京都御警衛出張等之荒増...・ H ・H ・H ・....・ H ・....・・・5551標 11 

京都御ぬ輝之内醤放・…・...・ H ・...・H ・....・ H ・...451標

京都御守衛御備向御内定御絵図・..........・・・・・・・5572.採

京都御守衛覚書・.............................・・・・・・・・・5562探

京都御守衛御条目…H ・H ・...・ H ・-…...・ H ・....・ H ・'5581標

京都御守衛御人数配絵図・....................・・・・・・5574標

京都御守衛諸事覚書・.........，....................・・5561擦

京都御守衛エ罷登候ユ付諸事誕密....・H ・'5561， 5562 

京都御守衛之達嘗・..............................・・・・・5579擦

京都御守衛要用番放・..............................・・5583標

京都御所之図・.........................................9132旧

京都御用相勤申節之日記・・….....・ H ・...・ H ・...…4752擦

京都御用状等内写・..............................・・・・・4756探

京都守衛雑記・.........................................5550標

京都守備一件の密状・..............................・・5526擦

京都将軍家譜之内故番・....................・・・・・・・・・8763標

京都将軍家譜略評…H ・H ・"'8760擦I 8761標I 8762標

京都詰中御用留・..............................・・・・・・・・4548標

京都詰中手留・.........................................4758標

京都詰中内状等留・..............................・・・・・4753標

京都詰中日記....・H ・...・ H ・-…...・ H ・....・ H ・...・ H ・'4758旧

京綴吉中風説書・..............................・・・・・・・・9340標

京都大変長州一条風評番・....................・・・・・・5552楳

京都知恩院宮御使僧御園通行一件・..........・・・・・・・6149

京都町人従高畠勘兵衛御当地真野宗古方エ来

候紙面之写・・・・・..............................・・・・・・・・・・7612旧

京都井江戸表など変事風説書等…...・H ・...・H ・'9312標

於京都御認上ニ成候御国情之写・..........・・・・・・・3965標

郷土に関する和歌俳句等・....................・・・・・・9618標

於京都御届等品々.............・ H ・...・ H ・..… H ・H ・'5577標

郷土俳人句集抄・..............................・・・・・・・・9696探

郷土俳人伝抄・.........................................9695標

京都号|取ニ付筑前守様へ被波候寄付写・・・・・・・・・5559標

京都風説・........................................・・・・・・・9325標

京都風説番・..............................・・・・・・・…・・・・9345標



京都法華宗妙顕寺等通行旧記・ H ・H ・.......・H ・.1.・・・61・19. 

京都向等上番之写・..............................・・・・・9223原

京都ヨリ出る所ノ:書・・H ・H ・....… H ・H ・-…...・ H ・'9321擦

京都ヨリ廊書写...・H ・-…...・H ・...・ H ・.....・ H ・'9330標

凶年之節窮民為救出候願書写・..........・・・・・・・・・・73お標

経念村古麻志比古神社青木助之充・..........・・・・・・・6327

恭敏公御詩・..... ...... ...... ..... ..... ...... .......・・・・1265擦

恭敏公賀正書控・.......... ...... ... ...... .....・・・・・・・・3975旧

恭敏公帰国覚書・・・・・….f......................・・・・・・1831探

恭敏公勤王一件聞書…...・ H ・....・ H ・H ・H ・....・ M ・.423原

恭敏公御家乗草稿・............... .....・・・・・・・・・260雰p61傑

恭敏公御帰国日記・...・H ・....・H ・-…....・ H ・....・ H ・1829探

恭敏公御参府書類・................ ..............・・・・・1816擦

恭敏公御事蹟しらベ・…....・ H ・....・ H ・....・ H ・.....421様

恭敏公御上京一件・..............................・・・・・5587様

恭敏公御昇進一件...・ H ・..…....・ H ・-…...・H ・-…28-1探

恭敏公御退去一件書類・....................・・・・・・・・・5553採

恭敏公御東行可否一件・....................・・・・・・・・・5546採

恭敏公参府覚書・.................. ....... .....・・・・・・・・1819擦

繍公参粗陛-ー...・H ・.....................・・・・18お擦
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慶長覚書…・...・ H ・...・H ・................・ H ・...・ H ・30(164)

鹿長寛永間定番・.........................................1882

慶長寛文問書類四種・..............................・・6759標

慶長記故翠・......... ............ ................ ...・・・・88・13標

慶長金銀吹替ヨり元文元年文字金銀吹替迄ノ

大概相場ノ覚番.................・H ・................・H ・'5077

慶長軍法審写・............... ............ ............・・7978標

鹿長軍役遣事・.........................................5279標

慶長元和顕州大坂御陣黄門公御進発之記・........5396

慶長定番・..................................................1882

慶長雑話…...・H ・....・ H ・.....・H ・.....・ H ・"8865標， 8867 

慶長十九甲寅季摂州大阪江利光公御出勢之閲

番弁藤原氏武備問書・..............................・・・・・5394

慶長十九年以後御軍制集書・......・・・・..........・・・・・・5393

慶長十九年大坂海域以後元和元年閲元五月大

坂表夏陣之覚・・・・.........................................5407

慶長十年利長様富山江被召連候人々 …...・H ・-…3889

慶長十年富山侍帳・................…..........・・・・・3889標

慶長十八年諸寺院江十五ケ条被仰出之写・・・・・・・・・6194

慶長年中御法度波書一葉・..........・・・・・・…・・・・・・・1914標

慶長之侍帳....・ H ・....・ H ・.........・H ・-…2790標， 2791標

景徳院様御葬式御用之品々 等御用留・・・・・H ・H ・'1063標

景徳~様御葬式より御百ケ日迄諸払結算簿…1064標

経徳書院著書目・ H ・H ・...・H ・-…....・H ・.....・ H ・.....・'20擦

敬之御箪笥御入方目録・…........・ H ・-・・・ H ・H ・-…5730標

系譜…..................................................・・・84旧

系譜異聞・............ ... .........................・・・・・・・2961擦

系譜及伝記…...・H ・.....・H ・...・H ・H ・H ・-…...・H ・.2711日

系譜及伝記雑....・ H ・...…・・・H ・H ・.....・ H ・'58標， 2921旧

経武館射場定御出之節御先立之図・..........・・・・59291日

経武館射場へ御出之節御先立落所井伺公所図

......・H ・"'5929標
経武館射場え御先立井伺公所図・..........・・・・・・・5929旧

経武館・壮猶館トノ関係...・ H ・...・H ・...・H ・..…・5877標

於経武館諸師範人隔月稽占割…・…・・…-…・・・・・・・5896
-'，ール・

唆i敬玉縄・........・・・・・・・…....沼....... ........・・・・・・9622擦

Ijいすーけんし

名ムノム'
刑法沿革誌稿・・・・ 組制擦

刑法心得留九種・..............................・・・・・・・・2392標

刑法志稿・........................................・・・・・・・4615標

刑法について調書控……………………………4618旧

華厳院様百回御茶湯留・...….....................・・1123標
ー .

華厳院隠す回御茶湯留;1'::.......................1122標

華厳院殿御卒去一件留帳・..........................1029標

華厳院殿三回忌御茶湯御法事留・..........・・・・・・・1117標

華厳践殿三拾三回忌留・....................・・・・・・・・・1121標

華厳院殿十三回御茶湯御法事留・..........・・・・・・・1118標

華厳院殿拾七回思御茶湯留・....................・・・1119標

華厳院殿二十五回詩御茶湯留・....................1120標

下城之節河北門穏健居所之図….....・H ・...・H ・"4524標.

気多神社古文書・......................................6271標

気多神社文書(越中国)・…...・ H ・-… H ・H ・...30(115) 

気多神社文書上(能登園)…...・H ・....・H ・..30(106) 

気多神社文書下〈能登国)・H ・H ・-….....・ H ・.30(107) 

気多宮歌合….....・H ・-…....・ H ・....・H ・.....・H ・.30(177) 

気多本宮記(能登)...・ H ・....・ H ・H ・H ・......・H ・"-30(13)

気多本宮文書(能登園)....・H ・H ・H ・....・ H ・..30(107) 

月光公子御法事留・ H ・H ・...・ H ・...・ M ・.....・ H ・..…'1163標

月指集・...・H ・....・H ・-…・・H ・H ・.......・H ・.....・H ・"'8069標

結要本・..................................................・・・7825

結要本通解・........................................・・・・・・・78::'6

気比神社文お(越前回)…...・M ・...・H ・...・H ・30(l似〉

蹴鞠之由来…....・H ・....・H ・...・ H ・....・H ・H ・H ・..10019桜

気屋大王社文書(能登国)…...・H ・.....・H ・..30(113) 

喧嘩追掛者役覚書・・・・・・・・・・…....................・・4fOO標

喧嘩口論之刻之旋・..............................・・・・・4607標

喧嘩等有之節之定・..............................・・・・・2393標

喧嘩にて死人吟味に付呼出状・..........・・・・・・・・・・4845楳

玄関之定等・・・・・・・・…・..............................・・・2352標

建迎院文書(京都)…....・ H ・-…...・ H ・...・ H ・.30(125) 

謙光斎ノ記….....・ H ・....・ H ・-…・・ H ・H ・..…...・H ・'9718標

建国御進言写・・ H ・H ・....・ H ・........・ H ・....・ H ・..…・ 425標

識語秘策・・........................................・・・・・・9210標

献言類・........................................・・・・・・・・・・4003標

幻斉遺訓・........................................・・・・・・・3857標

現在高辻帳目録..........・ H ・...・ H ・-…・...・ H ・..…・1527標

源氏・..................................................・・・9666標

源氏今ゃう...・H ・...・ H ・...・H ・....・ H ・-…............9699標

検使格帳・・・・・・・・..............................・・・・・・…'2390探

検使方・.....，.......................，..........・・・・・・・・・・4645標

£
d
 



けんしーけんふ

検{史方一巻・........… ・・ …・ ー・・ ・・・・ ・2389e':!

検使方一件一ー .....一一ー・ーー ・・ . . . . ....4637ß~~ 

検使方箇条宮・ ・・ ・・・.....・・....・ .........'1572羽:

検使方旧記.....・H ・-… ...........….....・M ・-川崎14標

検使方定板・・・・・・・・ … 一 '2386標，2388探

検使方先例e・e・.............γ.............. ・ 4646~!{ 

検使方留記・・ーい .....・・ ー…・ーーー 6774探

元治元年十一月十二日 ・為長州追討京都建仁

寺より御人数出張之節途中等ニ而之岡田ゆ宇右

術門手当之日記等之写。. . .・ H ・.....・ H ・-…・ :':~'......5537

元治元年十二月二日水府浪土脱走ニ付追討彼

仰付候大抵調書一 .....................................9308

検使心得 ……...・H ・.....・ o・....…・… e・e・........2391練

検使断有之節夫々申波方井御用番ニ而取捌方

格帳 一・…...・H ・...............・H ・....................2387標

剣師関新三郎巻曲h之讃 ー・ ・ ....・・・ ・ ・8410探

検使取捌先例後鐙ー ー -…ー・・ーー・・…・・・・4642標

元治二乙丑年日記…....・H ・....・・・.................…5912

幻住民様廿五回御忌ニ付赦可被仰向哉之者ー 1566標

l;i白州岡田君行状............ ・ e ・・ 3476探， 3477標

剣術諸流評論“ ・・ ・・ ・ ・・・8398標，8399傑

責IJ術鎗術形等御覧目録ぃ….......・H ・a・ ・.....5701探

貴IJ術不識箭 ・・・・ー ・・・・ &101摂，斜02原

剣術本職三問答・ ・ ・・ ・・・ e ・ ・ ・ ・ ・・創00探

献上金交名帳 ーー ー・・H ・H ・-…......・ e・"'5268傑

絃上琵琶ノアタリ・… ..........・ e・e・e・-… -…・9903傑

i/il;上物につき内定、伺........・・・ ・・ '439$1'! 

賢心御物語・ ・ ・ ・・・・ e ・e ・.... ー…・υ6290

賢心作意m.................................，.. ・・ 6290 

現銭御払米値段等・ ・・・・ ー・ …....・H ・....7618標

| 池格式帳…...・M ・..…..........…ー ー・・ 7031旧

! 地方絡式党帳 一一 ......7032探， 7035標

検地方n法 一 ....... ・・・ ・M ・・H ・a・.........7043探

検地図帳等三種…..・ 0・......一ー ・ ・・・ 6761傑

検地縄張仕様図・ ・ ・・・・ ー・ー…・ぃ…・70H線

検地縄張之図・・・・........・ o・.... 一 ....... ー7045探

検地ニ付包上・ ・・ e ・・・・.....・0 ・7030探

検地願帳等六種............…一・ー・ ・・ ー 一7∞l標

俗鳥亭鍛密接惑ー ー ・・ ..................・ e・e・'8636探

検地¥ll1J図......…・・・・ー…・・ ............・ 0・・ 0・7061旧

剣道口伝之魯ーペー'"・ ....・e・e・.••.• .....8413標

齢絡硲l1.~ . . ... ・ ・・....・H ・............2291摂，2292襟

除給路前密政 …- ・ ・・・ .....… ..........2293品、

」克典、徐J)>¥;;.-;n身 ?U9I'e! 
- 56-

1呼絡i;t¥ifi.....................，..........................8073政

治総硲筑類縦ー.....・ e・・...・・・・・・ 0・・・…・・… ーー"8074探

勝絡係正i!i.....・ .....・・・ー ーー .........8076際

機徳院御朗参詣図..・ e・..一・・υ・e …… . 670線

機管続線御親翰 ーー ー.....・...・0・・・・・一 .'3836t'i! 

日量徳院様御親翰来由之党..........・ -・・ 3687僚

機徳院様御入国之節故苔…・… e・e・....・M ・........1759探

鰍徳院様十三回御忌御法ljJ四月十二日m宝円

寺御執行留帳....................... ・......... …1134 

m~fID続十三凪忌法ZF留帳 ー・ ー・・……・1134際

謙徳院量生追善和歌写 ............・ 0 ・・・ ・・ 1133標

椛徳公御代内留.......................................4285探

椛徳公御代日記..・ e・...・........・ e・.... 日… e・e・"3941療

機徳公御夜話ー・・・・ 402標， 404侃 405標

ITI~徳公御夜話奥本 ..........................・ e ・.. '106標

~徳公画像賞 ー ・・ e ・・・ ・・・ 9865課

税徳公御君、覚...・ e・..............… 402，403t'li， 404旧

敵徳公御意之党 ー ・・・・ 0・0・ 0 ・… n ・........405 

m~徳公御容写・ ............ ー ーー・・ー・・・… ー132探

m~徳公 ・ 天珠公 ・ 泰雲公年表・ ・・............24.1標

見得番目…・….......…・…ー ーー ・・・・…・18標

元和元年五月大坂御~î之刻倍臣11lIW美之覚 '''5422 

元和弐年御軍役伺定，万治三年御武道具御怒

付，延宝弐年御軍用御親翰:H御品、写....・H ・..…・5282

元和之始金沢侍帳….........................・…2795標

元和之物金沢侍帳 γ ・ ......................2796原
t ム:，_，

元和之始頃侍帳.. ..:~}{ ・ e ・・ '2793標， 279'1標

元和八年連歌巻写ー ー ー.............. ・ ・30(J81)

迎仁寺御旅館御門動方 .......・ 一 ・・・・…2459標

建仁寺殺害事件之J'i:.................................9508標

建白高官1・・..............・一 ・ ー・… ー・ー・ー ......4024旧

辺自認E;!!...........・・ …....・ a・....・ a・..… e ・0 ・・4024f，!

厳島録・ ..........・ ・ー ・・........・ ・ ・ 4611~耳

元文御改服忌令e・e・...・・・・ 0・・・・ー…ー..・ e・...10091 

元文JlU忌令.......................・ ・・ . 10091標

見聞録文ljJ... ・・......・........ ー..............9588標

源平巨思表記(抄出) ー・・6 ・・ e ・・・ ・ ・30(176) 

251平八島寧伝 …-…・ー ・ーー 一 ー ・…・ 8751

原本公<J1'標語1 ・ e ・・....•..••• •. •. .. ••••• • •. ••• 30(8) 

元明天皇御陵liW文 ..... ・・・.• . • • • . • . • . • . ・30(J52)

見聞記・ ・・ ・・・・ー ・・ ........30(88) 

見聞雑記ーー ・・ ・.......ルー.....…80021票

見聞l雑志..・ e ・・.......・ H ・.. ..・ e ・.......・ 0 ・2599t~j ， 2ωo際



見聞集・・・・・・・........................................・・・・2670標

見聞袋群斗記草稿…....・H ・-…....・H ・-…....・H ・.200擦

見聞録抄・.......…..........・・・・…............... .....・・.:17標

倹約被仰出覚等・......... ... ..................・・・・・・・・5046標

倹約御定書之御諦・.............. ........ ........・・・・・5044標

倹約御触書写・.........................................5062標

倹約方御遼・....................・・・・・・・・…・..........・・5063旧

倹約方達書・........ ..... .......・・・・・・・・…・..........・・5063標

倹約方御達添書写・...................................5058標

倹約に付緒方定・................ ........... ...・・M ・・・'5045標

倹約之義被仰出之写・................ ... ...... .....・・5055標

倹約之儀に付達書・................ ..... .........・・・・・5065標

倹約之儀ユ付横目中心得....・H ・...・H ・...・H ・..…2447標

倹約申渡写・..........・・・・・・・…......... ...........・・・・5053標

厳有公御元服記・..............................・・・・・・・・8983標

賢良公子御夜話….....・H ・......・H ・...・H ・H ・H ・-… 411標

賢良公子御法事留・.......... ........ ...…・・・・・・・…・11“標

元良斎様御詠歌井御歌合評之写・..........・・・・・・・9608標

元禄以来御請跡留・.......... ..........・・・…・・・・・・・・6818標

元禄寛政問手記・・・・・・…・・....................・・・・・・・3936標

元禄寛政享和高方申渡・..............................・・6957

元禄元年侍帳・.........................................2804標

元禄季間国民困窮之留・..............................・・7321

元禄己卯雑志一・.........................................9269

元禄丸怠府談・...・H ・....・H ・-…...・H ・"'9272標.9273標

元禄九年飢人御救奉行被指立候一件・..........・ず'323標

元禄九年八月より年寄中席江御横目相詰候節

御横目方伺等之書披・…....・H ・-…....・ H ・............4857

元禄享保間留記・..............................・・・・・・・・6807標

元禄至享保覚書・.... ......... .................・・・・・・・・2625標

元禄甲戊御成記・..............................・・・・・・・・8987.標

元禄比迄聞書・.........................................8838標

元禄雑記・・・・・….............. ... .............・・・・・・・・・4529標

元禄三庚午年六月ヨり同四辛未年三月マテ内

帳之内抜書・・・・・........................................・・・5290

元禄三年御礼次第諸役人付・......... ...........・・・3245標

議帯三年加賀宰相様飛州削減御預ユ付減

勤番方御定書之写井高山侍中交名其外聞番等

記・H ・........... .................. ........ ....・・・・・・・・・1678

元禄♀年拾人組高写・....... ........ ...... .... .....・・・・・6592

元禄拾五壬午年月次之城序抜草案・...・H ・....・H ・"8183

元禄十三年より安7l<i¥年迄年々御詰米高H ・H ・"'6998

元禄十二年ヨリ享保十年マテ御在府中迄御用

Ijんふーこいん

所日記醤故・・H ・H ・....・H ・....・H ・....・H ・-…H ・H ・.......1134

元禄十四辛巴暦御成一巻...・H ・.....・H ・...・H ・H ・H ・.471 

元禄十六年年頭御礼次第・..........................3246標

.弓ヨ壁中数値留 .........................................732詑21螺探
元禄年間記録・・・・・・・…-…...・H ・-….... .....・H ・"'2626標

元禄年中安房守依願菩提所大乗寺替地被仰付

候趣汗文政八年磐松願ユ依而同寺是迄百姓相

対論山之分拝領地ユ被仰付候一件...・ H ・....・H ・6490

元禄八年乙亥従二月至七s御親翰加筆物も有
E 之留・・・・・・・..........・・・・・・・・・・4・................. ...・・・・・・・・1691

元禄四年被渡下候御定魯之写・............ ........・・・2301

元禄六年士帳・.........................................2805標

元禄六年より同九年迄被仰出之趣留帳・・ H ・H ・..1310標

-.... 
古案記等三種・・・・..............................・・・・・・・・8053標

古案一微妙公一....・H ・...・H ・-….....・H ・....・H ・...490標

語井庵三世貞幹君之十誠・......... .... .......・・・・・・・・・8246

梧井庵先生四十七城・...................................8225

御遺骸通行留記・........... ..... .... ........ ....…'.'1498標

御遺書御下物・.................~.......................3636標

小伊勢広田社文書(能登国)..・H ・...・H ・..… 30(113)

御一門様御名書等....・H ・........・H ・...・H ・123標.124標

御一門様御戒名・…・・・・・・・・…・・...... ... .... .......・・1187標

御一門様等鉱勤事御差略詮議一件…....・H ・-… 61i探

御一行留・.... .......... ...... ....... .... ......…・・・・・・・2:i70原

御一行之留・........................................・・・・2771標

御印写・..........・・・・p・・・..............................・・7018様

御隠居御書留下・・H ・H ・-…....・H ・....・H ・....・H ・1∞45

御隠居後御書留・..........….........................1261標

御隠居・御家督御願御発起要文略控....・H ・-… 139標

御隠居・御家督御拝任御入国之留・...・H ・...・H ・143標

御隠居御家督日記....・H ・.....・H ・....・H ・....・H ・...129標

御隠居・御家督ニ付御親翰留...・H ・-…....・H ・.144探
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御印之物写・........................................・・・・2773探
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江州今津村拝借銀等覚・..........・・・・・・…・・・・・・…・5246標
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江州海津迄御内御使として御出の節御内用帳
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幸田孫右衛門書状・..............................・・・・・3716標
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江府回禄記・・・ ・ ー…..・ e・- ー ・・ー ー "'9510原

公武合体之霊長につき党 ・・・ 0・・，............... ・4027ei1

公武合併之裁について覚ー …....一- ・・・'1027旧

江府京駿雑志 ・ ー …・・…・・ u ・ ・ ・9276傑

興福寺伽藍焼失之数iTI:..." 一.........・ '7742t;'¥ 

興福寺寺中脅籍目録・・ 一・・ ー・・ ・・・ー・......30(91)

JR!福寺東金主金銅百年文写・・・ 0・ 0 ・ ・ ・ 30(85) 

興福寺東金堂金銅碑文(附来金堂修正之記)

30(52) 

江府京駿雑iri... 一 一.....・ ・ ・ ・・ ・ '9277ti1 
江府御貌翰帳fE抜・ ー...............200司標.2015際

江府沙汰 一・・・….....ルー・・ 9282燦.9283探

江府沙汰集密ぃ ・ ・ ー・ ー・ ・・'9274標，9275傑

江府山王祭波物 .........… ー・・ ・ e ・ 9.19 1t~\

江府支配方諸役人名帳・ 0 ・・ 0・....................2179r，i

総武所銃陣号令語等 一 ...• .•.•... •.•. •. ・9.16111，1

江府中金銀銭入払帳........一....................5213-&11

江府詰中諸1lf党帳...・ o・.. • . • . • • • . • . ー… ......4174標

江府天守台修築日記 ー ・ ・・・・ ・・・・・・…・16'13ti1
於江府金府取防旧記ー ー..........・ H ・-・・ 2280際

交 Jf].t伯魁十嫁 ・・ 0・・…ー ・・・ e ・0 ・823:1

- 60ー

公日:日要略ー . •.•. ・ 182標.183標. 184標. 185際

公譜要略抄川口 . •. •.•..•.• . •. •. •. •. ・・........ 186ji，1 

好文木 .......・ e・・............ ・・・ .9980標

公辺御婚礼御式帳 . •. •. …… …・・一 ー....8996t'il

公辺へ御礼御登城之節心得等 ・ ー.............1624収

公辺御間合之品・ -一 ー...・ a・..・・・・・ ー '92.19際

公辺御滅i1'6図 。H ・H ・...................... ・…9192諜

公辺御使之儀に付遥l'?等リ ......・ o・........ ・白1396傑

公辺向廻状之写 ・ ー一ー …… 0 ・・・ー ......9267桜

公辺御婚礼御式帳・ ー.................… ......8995際

公辺政記ー い・…......…… .....・・・・ ・・・・9293探

公辺触等後来可見合百仲良・・ ・ ・.......... ・6917探

光明皇后倒l真2巨大般若経!JHU…・・ … ・ 30(182) 



光明寺文書(相撲国鎌倉)…....・H ・...・H ・...30(125) 

公務旧格録・..........・・・…・..........・・・・・・0 ・・・・・・・・・6732探

公務当用記・...... ......... ...............・・・・・・・・…・・・6788擦

皇明詔制・皐明認令・ H ・H ・H ・H ・....・H ・-…H ・H ・"8623標

紅毛船年々荷物書持風説書等品々・……....・H ・9359標

項目史料........・ H ・................・H ・-…お53標，お54標

高野山御廟一件・................. .............・・・・・・・・1210標

高野山詞堂金御借用可有之ュ付余儀之趣井御

勝手方之人々 余儀之趣等留帳・................ ....・・・5248

高野山岡堂金御借用之儀に付詮議留帳・・・・・・・・・5248標
高野山天徳院縁起・...................................6318旧

高野山天徳院口達書....・H ・...・H ・.....・H ・....・H ・'6437.標

高野山天徳院由来等線記・........ ... .........・・・・・・6319標

高野山天徳院由来之覚・.............. ......・・・・・・・・・6318標

高野山文書(紀伊国)…...・H ・....・ H ・...・H ・.30(1お〉

高野蓮養坊文書(山城園)…....・H ・....・H ・.30(1お〉

甲陽軍鐙奥秘之口伝…・...・H ・.........・H ・...・H ・"7871標

公用雑纂録・................. .... ..........…....・・・・・・3926標

公用要鑑・........................................・・・・・・・2230標

甲陽軍鑑合戦之年月・・H ・H ・....・ H ・....・ H ・....・ H ・'7892標

甲陽軍鑑合戦之巻井石水寺物語読仮名・・・・・・・・・7893標

甲陽軍鑑合戦之巻略譜・…….....・H ・"78071日， 7808旧

甲陽軍鑑九ケ条組註・・・・・・....................・・・・・・・7865標

甲腸軍鑑軍配之内私之覚書・................. ...・・・78471日

甲陽軍鑑軍法之巻・…...・H・'.-78111日~ 7875標~ 7876標

甲陽軍鑑軍法之巻裏書・....................・・・・・・・・・7877標

甲陽軍鑑軍法之巻演義....・H・.....・ H ・ '7878標~ 7879標

甲陽軍鑑軍法之巻問書・…....・H ・-…・・7880標.7881標

甲陽軍鑑軍法之巻暁困抄・....... ....... ......・・・・・・7810探

甲陽軍鑑軍法之巻三箇条合験備定輯説

…7812標.7813標.7814標
甲陽寧鑑軍法之巻抄・..............................・・7811標

甲陽軍鑑軍法之巻正解・.....…..........……・・・7867標

甲陽軍鑑軍法之巻集註・....................・・・・・・・・・7868標

甲陽軍鑑結要本・....................・・・・・・…・・…・・78お旧

甲陽軍鑑結要本城之図・....................・・・・・・・・・7886旧

甲腸軍鑑結要本通解・.................... ..... .....・・7825標

甲陽軍鑑結要本通解・............. ...... ........ ...・・7826標

甲陽軍鑑結要本等裁之図・............. .......・・・・・・7886標

甲陽軍鑑攻戦地理之図・....................・・・・・・・・・7835標

甲陽軍鑑三品解・............ ......... .... .....・・・・・・・・78~標

甲陽軍鑑私考・..........・・6・・・・......，.............・・・・7870標

-61ー

こうみーこうり

甲陽軍鑑拾述書翰・・..............................・・・・7837襟

甲陽軍鑑諸軍配解・....................・・・・・…・・・・・・・7~t2旧

甲陽箪鑑諸軍配記聞・................. .............・・7850旧

甲陽軍鑑諸家系図・.......... ...... ........ ... ...・・・・・7889標

甲陽軍鑑諸軍配自註…H ・H ・...…・・・・H ・H ・.....…78401日

甲陽軍鑑全部軍配相伝之品目・ H ・H ・.........・ H ・'7845標

甲腸軍鑑全部井三品等軍配之内私之覚書・・・・・・・・・7847

甲陽軍鑑大星二乗之伝...・H ・.....・H ・ "7853旧~ 7854旧

甲陽軍鑑大星二乗伝解・....................・・…・・・・7859旧

甲陽軍鑑大星二乗之伝解・....................・・・・・・7857旧

甲陽軍鑑註解・.........................................7804標

甲陽軍鑑註解自序・......... ...... ...... .........・・・・・7805標

甲陽軍鑑附甲陽武田之系図・....................・・・7803標

甲陽軍鑑伝来之事・............. .......…・..........・・・・7888

甲陽軍鑑按番戦功巻・.............. ..... ... ........・・7887.標

甲腸軍鑑綾要抄・・H ・H・...・ H ・7815標~ 7816標~ 7817標

甲陽軍鑑匹夫之抄五誠之図・............ ........・・・79句旧

甲陽軍鑑兵法諸軍配・..................... .... .....・・7846旧

甲腸軍鑑編輯由来記等・....................・・…・・・7888標

甲陽軍鑑末書H ・H ・......・H ・.......・ H ・"'7820旧6 7821旧

甲陽軍鑑末番大絵図・........ ........... ...........・・7818標

甲陽軍鑑末書開審清書・...... ..............・・・・・・・・・7884標

甲陽軍鑑末書下巻・................... ..... ......・・・・・・・・7820
"?&，? 

甲陽軍鑑末書下巻下・・・・...............・悌8標~ 7820標

甲陽軍鑑末書下巻下九品・....................・・・・・・・・・7820

甲陽軍鑑末書結要本・..........…...........・・・・・・・7824標

甲腸軍鑑末書師説集・................ .....…・・・・・・・・7885標

甲腸軍鑑未害通解……H・H ・......・ H ・ "7821標~ 7822標

甲陽軍鑑末書緋略・............... ... ............・・・・・7883標

甲陽軍鑑略譜......7806標~ 7807標.7808標~ 7加9標

甲陽軍鑑略譜小解・H・H・...・ H ・....・ H ・ "7862旧~ 7863旧

甲陽軍鑑旅亭暁困抄・....... ... ...... ..............・・・・・7810

甲陽軍配品目秘抄・H ・H ・-…...・M ・.................7851標

甲陽軍法出所…....・H ・...・M ・...・M ・....7833標， 7お4標

甲陽四将之伝・.........................................7836標

公用集・.................. ...... ..... ..... ......・・・・・・・・・・6795標

甲陽武田信玄公軍備之図・....... ......... ....・・・・・・8098標

甲陽武田信玄靖信惣軍備之図・....................・・・8097

康楽寺来歴〈信州塩崎〉…・・ H ・H ・-… H ・H ・-…'30(16)

事務制志手掛越神路芳男教思・・・・・・ど'U~・・・2出三渇322.

郡方旧記・................... ...... ..... .... ......・・・・・・・6780擦

呑隆院様御法事留・....................・・…・・・・・・・・・・1151標

広隆寺来由記・.........................................30(15)

L 



こうりーこかや

香林寺天苗一件…..............................・・・・・・6344限

後例幌・........................................…........・・6571

香炉炭走之様…....・H ・....・H ・-…・・・H ・H ・...・H ・10008標

章若舞曲考・・・・・…・・・…・....................・・・・・・・・・・9鈎0標.

古易館答書・......... ... ......................... ...・・・・・・・7759

郡方御蝕留帳・.........................................6748標

郡方御蝕目録・・H ・H ・...・H ・..…...・H ・....・H ・...・H ・6747標

郡方旧記・....................・・・・・…..........・・・・・・・・・回08標

郡方古例集・............................ ...... ......・・・・6742標

郡方御用留・............................................6752標

郡方産物帳・........................................・・・・7396標

郡方役人沿革概略・・・・・…....................・・・・・・・6869標

氷献上其の他の献上物...・H ・.....・H ・-…....・H ・..515標

郡廻秘記・....... ..... ... .... .......... ........ ...・・・・・・・4402旧

郡万雑組万雑村万雑の内組万雑指止ユ付達…7164標

御遠忌大赦附札之覚・..............................・・1871標

御改革ユ付御親翰写盤官江御届之品々等留記

.....・H ・.2656標
御改革ュ付御親翰写等・....................・・・・・・・・・2656旧

御改作御奉行より小百姓頭振等癖付悪敷罷成

候段被仰渡之留・・・...... ....... .... ........ .....・・・・・・6961旧

御改作御奉行所より小百姓頭援等癖付悪敷罷

成候段御寄立を以時々被仰渡之留・..........・・・・・・・6961

御改作御修補被仰付候一巻覚・H ・H ・..6696標.6697標

御改作草創之節三州十村物語之覚書

....・H ・6939標.6940標

御会所御用留・.........................................4723標

御会所向指出紙面留・..............................・・5035標

御廻道図帳....・H ・...・H ・.....・H ・...・H ・H ・H ・..… 10070旧

五街道之外往還宿駅人馬継立候ケ所番上申帳

・・・・・・7690標

御改法後被仰出候品々 留帳...・H ・....・H ・...・H ・..2371標

御改法御条目 H ・H ・H ・H ・.....・H ・....・H ・....・H ・..…1937標

御改法ニ付金谷於御殿石野主殿助ヲ以相窺候

品々言上等之趣写置H ・H ・H ・H ・...・H ・......・H ・....4468標

御改法ユ付泰雲院様被仰出候品々 ・…...・H ・-…1935楳

氷3持御雇舟船頭請合証文井運賃極写帳H ・H ・5068標

御廻米出船等留帳・・..............................・・・・5072標

御戒名帳…H ・H ・.........・H ・..1183標.1186標.1190標

五箇園条約井税則・............. ..... .... ........・・・・・9402標

御家政向者f改苧却吟哩持す・・.....................3971標

御家政向諸事留・.............. ....... .... .....・・・・・・・・4110標

御家中御普請役相勤候役定等之帳・..........・・・・・・・4701

1守11

古格使覧・・・・・・.........................................・・3215標

小頭御横目平岡心勤方之覚….....・H ・....・H ・-…おお標

小頭勤方等之内抜書・............ .... .... ....... ...・・2320標

御家臣千石以上禄高番附・.......... .... ......・・・・・・2822標

御加増御引足知等・..... ................. ........・・…28日標

御家中御裁許外諸事御用・....................・・・・・・2145標

御家中御判物格・.................. ...... ......・・・・・・・・2776標

御家中御判物格帳・.....................…・・・・・・・・・・・2787標

御家中古分限帳・..........・・・・・・・・…・・・・・・・…・......2815標

御家中御普譜役之事・?・:5..~.....................・・…..5013

御家中侍町対語議議等・・…・・・..........・・・6糊

御家中姓氏大略・..............................・・・・・…2930標

御家中女房衣類直段之定・....................・・・・・・3203標

御家中之人々 上下着用之廉々 ...・ H ・..…...・H ・..3219標

御家中武具ユ付玉井勘解由殿御申渡御口上覚

書写・・・・・・・・..... .... .... .......・…・・・....................5710標

御家中武具之儀ユ付元禄十三年庚辰十二月廿

八日玉井勘解由殿御申渡御口上之御覚書之写

... .... ...・・・5710

御家中分限帳・.........................................3674標

御家中奉行人定・............ ...... ..... ... ....・・・・・・・・2832標

緒御家中由著書之儀井奉行人之儀ユ付御触・…・・2879標

御家中より指上銀調等...・H ・.....・H ・...・M ・..…..5269標

御勝手方銀子調達存意書・......................~...4006標

御勝手方御用・.........................................5025標

御家督御祝御作法御手控....・H ・....・H ・....・H ・...148標

御家督御郡総代御礼留・....................・・・・・・・・・1474標

御家督為御祝儀御老中方御招請ユ付前窺等留

帳…H ・H ・......・H ・.....・H ・.....・H ・.....・ H ・.....・H ・..133標

御家督御入国御能御番組御作法番・..........・・・・1758標

小金御鹿狩絵図....・H ・-・…...・H ・....・H ・...・H ・.1∞23標

御家譜番次之控・・H ・H ・H ・H ・...・H ・......・H ・...・H ・.253標

御家譜方目録調理方帳・・H ・H ・....・H ・....・・H ・H ・..3111標

五ケ山焔締出来之次第番上申帳・....................60回

五箇山御納所定書・......................... .....・・・・・71741日

五ケ山御納所等覚書・............ ...... ...... ......・・7175標

五箇山古文書写・・・・・…・....................・・・・・・・・・・2566標

五ヶ山下梨村市助願書等・....................・・・・・・6905標

五箇山巡回記・絵図共…...・H ・....・H ・...・H ・-….9095旧

五箇山巡回記附越中国五箇山図・..........・・・・・・・9ω5標

五ケ山廻覚帳・.......................... ..............・船31標

五ヶ山村廻り帳....・H ・....・ H ・....・H ・..…...・H ・-・・使30標

五筒山両組御調新方等定脅・...........t..，.....・・・7174標

F
O
 



御家老覚書・・・・・...ー...・・......ー・・ゐ・・・・・・4・....ー-ー・・・・・・.1083傑

御家老方本被仰出御軍役之儀ユ付各心得方一
r、

件・…・....................・・・"・・・・・・.....................5305銑

~~家老方覚書・-H ・H ・....・ H ・.......・H ・....・ H ・...・ H ・ "'4197標

餌J~;S:J:1J己採・........................................・・・・$鈎争

御家老方御留守諸事之内抜書・..........・・・・・・・・・・4206標

御家老方隠密之留・..............................・・・・・.1082標

御家老方旧記五種・..............................・・・・・4122擦

御家老方旧記抜書・................ ..............・・・・・4120標

御家老方九品御番出等諸事留帳之内該番・・・・・・40.17標

御家老方御密用覚・..................... .........・・・・・4178標

御家老方御用諸事留帳・......... .................. ...・・.1219

御家老方御用等控帳・..............................・・・・・4141

御家老方執筆へ申渡控・....................・・・・・・・・・4056擦

御家老方執筆へ申渡候品・....................・・・・・・4057旧

御家老方諸事H ・H ・...・H ・...・H ・....・H ・，，4215標， 4226標

御家老方諸事写・......................................4208標

御家老方諸事覚書・..............................・・・・・4181探

御家老方諸事留・.................... ..........・・・・・・・・4217標

御家老方諸事之分迄番抜・・・・・…....... ...・・・・・・・・4185標

御家老方勤向等品々 政寛党番...・ H ・.........・ H ・-…4168

御家老方留帳・.........................................4263標

御家老方取捌等諸事覚之帳・..........…・・・・・・・・・・4046標

御家老方等諸事留・.... .... .... ......... ...... ...・・・・・4219擦

御家老方等・....... ........ ..... ..... ............ ...・・・・・・・.1219

御家老方等手留・.........................................4219

御家老方井若年寄方御用諸事留・..........・・・・・・叫192探

御家老方取捌等諸事覚書・....................・・・・・・5724標

御家老方・若年寄方御省略ニ付簡易ユ可相成

品々 等大綱しらベ・H ・H ・...・H ・-…....・H ・.....・H ・'5057標

御家老方若年寄方日記之内抜番...・H ・...・H ・-…4176標

御家老執筆へ此趣申渡控・............. .......・・・・・・4056旧

御家老前録書抜・.................. ............・・・・・・・・4似9標

御家老手留・......... ......... ... ... ....... .........・・・・.1256標

御家老若年寄支配方借銀等弁除知米之控・・・・・・5210標

御家老若年寄前録・..............................・・・・・2127探

御家老若年寄履歴・......... ............ .........・・・・・2914標

普家録・....... ..... .... ......... ... ....... .....・・・・・・・・・・8975標

御家禄方調番之内抜奉・.............. ......・・・・・・・・・臼87標

御帰還御道中覚・.......... ..... .....・・・・・・…・・・・・・・・・1854擦

御帰国御供諸事留・....... ... ......... ...........・・・・・1784標

御帰国御供好交代ニテ罷帰候節被下方党議…5215旧

御帰国御供人帳…1779標， 1794標， 1802i際， 1818標

po 

こかろーこくし

御帰国御延引御在府一巻・....................・・・・・・1744擦

御帰国御道中御行列附・....................・・・・・・・・・1810標

御帰国御道中御泊附等・....................・・・・・・・・・1783標

御帰国御道中御供之面々勤方帳・..........・・・・・・・1801標

御帰国御道中覚・..............................・・・・・・・・1788標

御帰国御道中諸事留・..............................・・1793標

御帰国御道中手鐙・....... ..... ............ ......・・・・・1807標

御帰国御道中日記...・H ・....・H ・....・H ・'1772標， 1796標

御帰国御入用しらベ帳…....・H ・.....・H ・.....・H ・'5107標

御帰国前御用・.........................................1707標

御規式一巻・............................................3211標

御規式留・........................................・・・・・・・1702標

御規式之節御場所へ罷出御仮屋ニ於テ御祝頂

蛾之人々 ・・H ・H ・....・H ・...・H ・.....・H ・-…....・H ・.......3921

御祈祷御礼等旧記外・..............................・・6374標

古記騰写本・........................................・・・・7573標

御饗応次第四種・H ・H ・.....・H ・.....・H ・....・H ・-…・・日9標

五行座備正図・.........................................8119標

五行座備之図・.........................................8121楳

五行座備変図・.........................................8120標

五行座備方円五色絵図・....................・・・・・・・・引22擦

五卿筑前へ御渡海覚・..............................・・9339擦

五行方角之図・.........................................7872，標

五行弓矢之口訣...・H ・...…….“….日.…….日…….日…..…….日…..…….“….日…….“….“…….日….日…….“….日...…….日….日...・H ・-・・8486標

御居宅溝新出来ユ付テ之絵図・....................1446標

御近火之節御立退御建込御行列附・..........・・・・4931標

御近火之節役所等へ罷出候人数帳・…...・H ・-…4953楳.

古金銀新金銀引替に関する蝕番・.................5079旧

古金銀引替令等請書・…....・H ・...・H ・-…....・H ・"5079標

古銀座留帳披番・..............................・・・・・・・・5080標

御近習御土蔵入葛飽之内入之覚・..........・・・・・・・必07標

御近習頭見届之番詞御前書・....................・・・2348標

御近習方日記........・H ・....・H ・...・H ・...・H ・...・H ・.130標

御近習取次ノ者へ被遊御渡候御口密写等……4276採

御近習役掛持勝千代様御附等・..........・・・・・・・・・・2149標

御近所火消井御使役勤方留・..........・・・・・・・・γ・・お56標

古銀為引替銀座相回候一巻・-…・・・.・・ H ・H ・...…・…'5077

御近群火消仕法帳・・・・・?ぺ揖.......................・・4924標

黒縁亭壁定宋四大家帖λ符........................9879標

国学雑記・........................................・・・・・・・7790標

国君御域図写・....................・・…・..........・・・・・8263標

国産抄....・H ・...・H ・....・H ・....・H ・.....・H ・-…H ・M ・'7391標-

国事異蹟綱領・.........................................2469標



乙くしー乙とう

国事経緯弁略H ・H ・......................・ H ・'9.J29傑， 9.130 

国事雑誌・...........................L.............・・・・・・2666原

因事雑抄・........................................・・・・・・・2臼6標

国事拾遺抄・.......... ......... ........ .... '" ......・・・・9054探

国事昌披問答...・ H ・...・ H ・-…...・ H ・-…・2664標， 2665擦

国司二十一侯之建白......・ H ・.....・ H ・..… H ・H ・"'1968標

国政雄略...・ H ・...・ H ・......・ H ・..…...・ H ・-… H ・H ・..346標

国政雄略附タリ三郡戦記-汗先祖由来家門之品

覚書…....・ H ・....・ H ・.........・ H ・-…....・ H ・....・ H ・.....346

国祖遺言・・・ H ・H ・-…...・ H ・.........・ H ・....・ H ・...・ H ・345擦

国泰寺伝燈寺争論一件・....................・・・・・・・・・6207標

国泰寺文書(越中圏西田)…....・H ・....・H ・.30(130) 

極内間合之趣番上申帳・....................・・・・・・…5827標

極秘ーケ条・........................................・・・・7751標

五短秘解等・........................................・・・・8196擦

極秘愚存心付之越筆・記・..............................・・5555

極秘伝忍書・........................................・・・・8455標

極秘伝吉田流三光之醤・..............................・・83お

国風十一種・...….....................・・・・…・・・・・・・・9687標

国府家系図簿・.........................................2988標

国譜縫径附国公家譜暦略・・ H ・H ・-… H ・H ・....・ H ・.101様

国府賎六郎所蔵文容....・ H ・....・ H ・....・ H ・H ・H ・...10101 

国譜附御遺誠等...・ H ・.....・ H ・....・ H ・-…....・ H ・...173擦

国府孫右衛門書状・..............................・・・・・3717標

国辺防備ユ付上意仰波之覚・....................・・・日13標

国防献策書・........................................・・・・8565標

古組帳抜奉・............................................2801標

国名風土記・.................................. ......・・・・30(57)

極楽寺縁起(越中守山)…...・ H ・.....・ H ・...・ H ・'30(17)

園令分類・..........・…..............................・・・1898標

国令漫録・........................................・・・・・・・1897標

御軍制御改正之義ユ付愚存書・・・・・……・…-・…5617標

御軍装芝一件留・~..........................・・・・・・・・・臼32標

御軍装方諸事留・1...........................・・・・・・・・日37標

街庫装方目録・…-…・・・・・…・…・・・・…・・・・・H ・H ・-…日40標

御軍装集魔・...............................................5327

御軍装調理書・.........................................5336標

御軍役御定等写・..............................・・・…・5282擦

御軍役定・........................................・・・・・・・5312標

御軍役次第等・.........................................5281様

御軍役之儀相伺候香取持控等・..........・・・・・・・・・・5306標

御軍役之儀被仰出之留・....................・・・・・・・・・5314tR
御軍役之儀重而相伺候留井懸合一件・...........5308標

御軍役之俄二付各心得方一件・...........ー........5305傑
御警衛等技番・.........................................5590標

御系図・..................................................・・・75擦

御系譜・..................................................1486標

御系譜番継ユ付調書・................................2881標
御系譜原稿・・ H ・H ・....・ H ・.......・ H ・....・ H ・.....・ H ・.102標

御系譜等書継御用ユ付御用席へ時々相違候紙

面等持相渡倒見面等・・ H ・H ・H ・H ・.....・ H ・...・ H ・-….102 

御糸柳各・・・........................................・・・・・8808標

御刑法御尋に付番上控・....................・・・・・・・・・4618擦

ナ御刑法者多之節為検使御用罷遺候一巻...・H ・..…4639

-御刑法者被仰出に付調べ番...・ H ・....・ H ・・ H ・'4592標

御刑法帳・・・・ H ・H ・..…...・ H ・..…...・ H ・"46161日， 4623旧

御刑法労:公事場吟味之義伺番・.....................4関O標

御刑法抜番・........................................・・・・4617標

御刑法者言上等留・.............................・・・・・・4574標

御結婚式ユ付間合覚書…...・H ・..…...・H ・..…… 9鈎標

御家人旧条記・.........................................3226標

- 64ー

御献方・… H ・H ・.....・ H ・-…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・...505標

御献賜之御万等其外之儀ユ付御次間合記来候

品々等… H ・H ・...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・....・ H ・4114

御献上方留・........................................・・・・3330標

御献上御進物等壱ヶ年凡図り書…....・H ・-…・・5197標

御献上物代銀取立廻状帳....・H ・-…....・M ・-… 100日標

御献上物之品御伺被成候御書立御附札物之写

...・H ・.477標

御献上物高控帳・..............................・・・・・・・・お29標

御兼任御祝儀等・...・ H ・....・ H ・.........・ H ・...・ H ・...482標

御元服御進物帳...・ H ・.....・ H ・.............… H ・H ・...812標

御元服次第・.........................................・・・・8983擦

御元服之記…......・H ・...……・・…...・H ・-…"8938場
御倹約一巻御蝕之写・..............................・・切51標

御倹約方御年寄衆へ指出紙面之控・..............5049標

御闘が奉行動方心得・....................・・・・・・・・・印64標

御倹約ニ付江戸詰之人々徒者減少之儀被仰出

覚書写・・・・・・・........................................・・・・羽田標

御高札等写・........................................・・・・1954標

御高札労者詞御前書写・....................・・・・・・・・・19日標

御講釈御仕舞御能組・..............................・・卯63標

御講釈御能御仕舞等其外公儀へ懸り候御勤方

寄帳・・・.............................…..........・・・・・・・・・1617旧

御口上之覚....・ H ・....・ H ・-…....・ H ・....・ H ・....・ H ・-斜1標

御行歩御行列附… H ・H ・....・ H ・.....・ H ・........・ H ・.621標



御公領堺，尾小屋，西俣村御口留所図…...・H ・"6086

御公領堺，川原山関所周辺図…....・H ・...・H ・...…6086

故語問書附浪速冬夏戦記・....................・・・・・・8721標

護国院様御葬式御行列・....................・・・・・・・・・1016標

護国院様御葬式御忌鷹一巻・....................・・・1019擦

畿圏院様御葬芦儀行列附・....................・・・・・・1018標

設国院様就十七回御忌宝円寺ニテ御法事中，

集福寺へ御出張ュ付篠嶋典謄様御家来申談之

紙面等之写弁諸事御入用割符物盤御1(別之調

物等諸事留I~長・ .............................:.:':...........1110

護国院葬儀之節宝円寺ヨリ野回迄之御行列附

・・・・・1017様

護国院殿吉徳公之記…....・H ・....・H ・...・H ・...・H ・..398 

護国公御記…....・H ・......・H ・H ・H ・.......・H ・.......398標

護国公御入国禿節flJ.................................l口7別探

護国公御年表.. 一7λ二

護国公御年譜一.….“.. ….日.. ….“ .. ….日.. ….日.. 日…...….日.. …...….日.. “….“ .. ….日.. ….日.. ….“. 236旧

畿圏公参勤覚書・.................. .... ........・・・・・・・・1757標

護国公時停役慾帳・..............................・・・・・2132標

設国公十 回忌法事館帳・..........・・・・・・・・・‘・・・・・・1110標

護国公葬儀御行列・....................................10181日

遊園公色叙番類....・H ・...・H ・...・H ・...・H ・...・H ・...276擦

遊園公年表異本・...・H ・...…...・H ・....・H ・...・...237標

護国公年譜...・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・"23.島 235標

畿圏公略御年情2譜給普皆.……….日……….. ……….日……….日……….日……….日……….日……….日……….. ……….“……….日……….日……….日……….“……….“……….日……….日……….“……….“……….“……….“……….日……….日……….日……….日……….日……….日……….. ……….日……….日……….日……….日……….日…….日….日♂.

謎国老納順一如偶.芥対汗.和歌......................・・・・・・・・・9620

心得方数件・........................................・・・・4638標

心覚….....・H ・.....・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・'3869旧， 9462旧

古々路於保江・........................................・・・・9462

心覚留帳・..................................................6169

心覚留帳故番・.........................................3870標

心覚故書・........................................・・・・・・・3870旧

古今一巻帳目録・・・・・・…・…・…・・・・・・....・H ・・・・・・・・・4118標

古今御定書・.........................................・・・・188-1様

古今御城煙焼記・..............................・・・・・・・・1275擦

古今記(抄出〉…...・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・..…30(89)

古今雑纂・........................................・・・・・・・2584標

御婚式御献立........・H ・....・H ・.....・H ・-…H ・H ・...996標

古今名婦百人一首・..............................・・・・・9653採

御婚礼相済三ツ目御五ツ目御祝....・ H ・...・H ・"'8996街i

勧婚礼御客御間飾附・…・・…...・H ・....・H ・-…H ・M ・..974標

御婚礼御座敷御祝建・..............................・・・・・9001

御婚礼御作法留....・H ・...・H ・....・H ・-……8倒傑.866旧

cu 

¥、

ここうーこさい

御婚礼御式御献立....・H ・-・…H ・H ・...・H ・'972原， 973標

御婚礼御式番・...・H ・-…....・H ・...・H ・...995旧， 3153標

御婚礼御規式次第・-・・・・・・・・・....................・・・・・・・・8995

御婚礼御式法之次第・..............................・・・・・8995

御婚礼御道具建...・H ・...・H ・...…H ・H ・-…928僚， 930旧

御婚礼方買上物覚…....・H ・....・H ・...・H ・....・H ・..995標

御婚礼関係雑文書....・H ・-…H ・H ・...・H ・H ・H ・..… 985標

御婚礼記...・H ・H ・H ・...・H ・...・H ・...・H ・..…881擦， 887旧

御婚礼御規式帳....・H ・...・H ・...・H ・....・H ・....・H ・.987擦

御婚礼御用塗物御道具番上帳....・H ・-…・・H ・H ・.982様

御婚礼済御老中上使好女使・姫君様御膝直御

登城之節御作法…....・H ・-…....・H ・..…H ・H ・-…・ 917傑

御婚礼当日之次第...・H ・......・H ・...・H ・..…H ・H ・.832標

御婚礼之節御間飾之御道具調理番・…"896探， 897標

御婚礼之節御厨子・御黒棚附御道具等....・H ・.975楳

御婚礼之節御厨子棚附御道具....・ H ・....・ H ・-…・ 975旧

御在京中御守衛御備御人配絵図・..........・・・・・・・5573標

御在国覚書・........................................・・・・4121楳

御在国御用留・.........................................4290標

御在国中御寺御参詣芥御代香之記・…...・H ・-… 664標

御在国中御横目方雑記...・H ・...・H ・.........・H ・"'4863標

御在国中火事之節御定…・・・.1882標， 4892.擦， 4922採

御在国中火事之節御定等・....................・・・・・・4940旧

御在国中御参詣帳…....・H ・-…H ・H ・-…H ・H ・..… 666標

御在国中御用留・..............................・・・・・・・・4279標

御在国中日記....・H ・...・H ・...…H ・H ・"'4203標.4218標

御在国中日記写....・H ・......・H ・....・H ・....・H ・-…'4209標

御在国留帳・........................................・・・・4183探

御在国日記....・H ・....・H ・...・H ・...・H ・'''4172標， 4298旧

御祭典方自.録....・H ・-…...・H ・...・H ・.....・H ・...…1侃8標

御在府・御留守壱ヶ年分江戸御入用大概番…5097楳

御在府中覚・........................................・・・・4198標

御在府中御入用中勘月割…....・H ・....・H ・...・H ・'5121標

御在府中御入用勘図者r・....................・・・・・・51181日

御在府中御入用中勘図妥捗...........・・・・・・・・・5118標

御在府中諸色御入用高帳・....................・・・・・・5145標

御在府中諸事留・..............................・・・・・・・・4255標

御在府中詰被仰付候一件・....................・・・・・・4305標

御在府中臨時不時御入用書抜・..........・・・・・・・・・・5106擦

御在府中被波下御直封之品写・..........・・・・・・・・・・3847標

御在府中割場附足軽詰人名寄帳・..........・・・・・・・2183標

御在府日記・...・H ・...・H ・....・H ・...・H ・'''4261標， 4475標

御在府毎日帳二種・..............…・・…・・・・・・・…・'4145標
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御算用場改作奉行御郡奉行御定番之写・・・・・・・・・2・101傑
御算用場番付上申帳・..............................・・2404擦

御算用場絡帳H ・H ・.....・H ・-“お95擦， 2396標，お97標

お98標， 2399擦， 2402標

御算用場格帳之内書入候覚・....................・・・2405標
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御算用場御印之物・...........................…-・・・・5208標

御算用場米高図り醤写...・H ・H ・H ・....・H ・...・H ・"51お擦

御算用場御用番宅ニ而取捌故翠・..........・・・・・・・4997標

御算用場御用番中自分留……・・…'"…・・・・・・・…4989標

御算用場諸事御用留帳・....................・・・・・・・・・.1993標

御算用場諸事留帳・..............................・・・・叫999擦

御算用場達書H ・H ・2866旧， 52081日， 6896旧， 7090旧

御算用場達書等・..............................・・・・・・・・57お標
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御算用者小頭弁御算用者知行高人数覚帳・・・・・・2161標

御算用者住所記・.........................................・・・・・・・・2164標

御算用者名列帳・..............................・・・・・・・・2159標
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五師職方日記抄・H ・H ・-….....・H ・....・H ・....・H ・"'30(70)

可及御示談筒条・..............................・・・・・・・・4116旧
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御参勤御供就被仰付候自分月切駕篭一巻……1769標

御参勤御供留...・H ・...・H ・...・H ・...・H ・"1762標， 1800際

御参勤御供人帳…...・H ・..…17・目標， 1821標， 1837擦
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御参勤御供之節乗物御免一件…-…・・・・・・・・・・・匂04様

御参勤木曽路通御道中日記…....・H ・..…H ・H ・'1760標
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御参勤御帰国御供被仰波候留・....................1805様
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御参勤道中心得・......... .......... ...........・・・・・・・・1847標

御参勤年御台所御入用御図り銀高帳・・H ・H ・-…5140旧

御参勤年御台所御入用図り銀高帳...・H ・....・H ・5140様

御参勤前取志らベ方帳・…...・H ・.....・H ・.....・H ・'1715標
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御算用場御定番等・..............................・・・・・4977傑
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五十騎ー備案間人数積・................... ... ........・・8158
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五十騎一手人数積・..............................・・・・・8158標
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五十騎ー備屈伸之図・................................8157.標
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御祝儀御能井御家中振舞御入用覚・....... ...・・・・5131標

五十五誠之図・.........................................8227標
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御民納正米等覚書・...................................5018旧
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御出京一件・..........・・・・・・・・・…・.....................1843標

御出馬之節御行列之大概・..........................5656標

御出府御供人帳・..............................・・・・・・・・1840標

御守殿一巻・................ ...... ........ ...........…4742標

御守殿御間絵図・・・....................................1416標

御守殿方御用・....................・・・・・・・・…・・・・・・・・・・2269標

御守殿致材木博通院江被遺候義戸田山裁守殿

江被仰達候義井御役人衆江間番等より承合候

紙面之写・・・・・・............... ........ .......・・・・・・・・・…・・4742

御守殿雑志...・H ・....・H ・H ・H ・-…H ・H ・..…H ・H ・...850標

御守殿廻惣御絵図・..............................・・・・・1413標

御入輿御当日御客・・H ・H ・-…H ・H ・...…H ・H ・...・H ・..876 

御入興御当日御作法....・H ・・・H ・H ・...・H ・'898標， 905標

御入奥井御先女中行列帳....・H ・....・H ・.....・H ・..940標

古酒来由覚醤・.........................................7578標
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御巡見御道筋書上申帳....・H ・....・H ・-…...・H ・...631標

御巡見御道筋古跡閲伝覚書・・・・・…・..........・・・・・1671標

御巡見御道筋手絵図・....................・・・・・・・・…・1672標

御巡見方等紙面留・....................・・…・・・.......6701標

御番井上筑後殿へ被遺候留・....................・・・1965標

小書院ニテ御茶整候次第等...・H ・...・H ・H ・H ・-… 507旧

御城下町割付・...................... ..........…. ....・・・6037

御上京一巻留帳・..........・・・・・・…・・...........…"17.必標

御上京一件等記録写・................................5545標

御上京御供人帳・..............................・・・・・・・・5569標

御上京御参内之御首尾等・.... ...... ..........・・・・・・5弘4標

御上京御守衛井長州征伐一件・..........・・・6・・・・・・5547標

御上京御出府等記録・......... ...... ........ .......・・5549標

御上京中御書留....・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・...・H ・.10045標

御上京中自分日記....・H ・...・H ・....・H ・....・H ・..…3828標

御上京中日記・…....・H ・...・H ・.....・H ・-…....・H ・"5566標

御上京帳・................................. .......・・・・・・・5586標

古城考五種・..........・・・・・・・・・…・・・・・・…・・・・・・・・…・91日標

古状集・............................ ........ ....・・・・・・・・・・86日標

御上水並土清水村領等新江筋見取之図・・・・・・・・・7215標
御条数等写・........................................・・・・6783標

御招請記H ・H ・H ・H ・.....・H ・...・H ・.....・H ・.....・H ・..551標

御城代方覚書…....・H ・...・H ・...・H ・-…4437標，必38標

御域代方寛文御定等・................................2335標

五傑大納言欄使者旧記・..~....................・・・・61必

御城中五ケ所四番御番割概…...........・・・…・・・2063標

御城中御見分之筋道筋芥罷出候人々名審等… 638標

御城中勤方覚・・…...............................・・・・・・2262標

御城中焼金具等拾様・.................... ... .... ...・・4975標

御上棟御規式・....................・・・・・….............5915標

御上棟御規式御用之品々 ・...・H ・....・H ・....・H ・"'5916標

御域内御締一件上番・............ ........・・・・・・・・・…9342旧、

御域内御門御締一件上寄・....................・・・・・・9342標

御城内調書覚・..........................................1278標

五誠之図・...・H ・....・H ・-……...・H ・-…・・8205標， 8214標

御乗馬口・御庭口等之指図...・H ・...・H ・....・H ・"1423標

小性廻・................... .... ..... ...... ......・・・・・・・・・・2317標

御条目等審上帳…・・・・…・・H ・H ・-…・...・H ・....・H ・'6550標

御条目等帳・・・・H ・H ・-・・・・…...・M ・-…-……・…..…'6160

御定目拝見相済候人々 覚帳....・ H ・..........・ H ・"3938標

御成門縮に付達・.......ー......................・・・・・・・・4521標

御定紋之考....・H ・-…...・H ・....・H ・....・H ・'293標I 294標

御上洛御行列附・・…・・・・..............................5日3標
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御親紛諮岳写 一..・ 0・・… ー・・ 0 ・ ・ 20川探
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御親翰御訂t控等・ ...・a・ ・........... ・ 1996標

御貌紛御定m写 ー e ・............・ e・-・'2439担lF
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御門格弁妄 ー .•. •••.•.•...• .・H ・...............2'126標

御門方絞:出方有無之，J~ ・ ・ ・山・ ー・・一 ー…24:31
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.2t.L..そ、
御門方綬 ............................・ ・・・ ...... .. .~邸1:\1

御門方留帳 ・・・ ー・一 ..・・ー… ....... ・152011:(

古文位写........・u ・・・ ・・・ e ・33.l]惚.8663際

古文位系図等・ ー ............0.................2568探

御門前西町より袋町までの絵図ーーー … "6030際

御紋依御仕舞道具・......・ a・-・ 0 ・・0・ ・0・e ・994際

御門番近例紗 ・・ ー ー ー・・ー ー・・ -・ー ー151別主

御門より式台の図・.....・M ・...…・・ー....・o ・.... 日 133.1線

御結納御次第党 ー・・一 ..........・M ・....988惚

御結納行列・・0・ ・ ・…・ー ・ー ー・ー . 833r，i 

御結納御答礼之節駿河守様二而之御作法一 878標

御結納十種十荷絵図・ - ー ...............8996 

御結納敏為済為御処務従隊司様等御使者務次

夫龍越井就御婚礼御客有之御間飾附ー・ー 日 97.1

御結納皆子餅御行列 ・・・ 0・..... ・ e ・ 873~:! 

御結納皆子餅之fl1...ー ー・ 一 ー・・ …..........872際

御用内留……..・ e・-…................. ーー 一1.196

御用内留帳・ ・ -・・ー ・・・.......... ・ H …1731際

御用鑑・・一 一 ・・υ ・・ー ….......・H ・....・e・......6813t'¥'i

御用方覚書帳.........・a・-・ 0・…・・ ー・・ー・…… '6769僚

御用方手留 ................. ・・・ ・........・'3996傑

御用方手留第四十二巻 ー・ー ..................3997.段

御用方手留附録・ ー ...................3999楳..loooW，i 

御用方手留附録目次 υ .....・・0・e・e・...・H ・.. ・3998~~\

御用方手留目録………・ 0・.........................3995傑

御用方留帳 ー 一ー ー ーーー・ーー ー '67731日

御用儀品々大綱抜"F，1f留帳............. ・ "67.11 

御用銀上納蟻…...・H ・....・ e・...・ e・.....…“…・ '5267標

御盤君御昇進略記・ ....................... ー....8988際

御幼君之学問鋤方にっし、て意見書...・o・....・ 9445探

一御用所伺紙面之慾抜:認 ぃ ー一 一 ー 一 l∞別機

御用小紙類写ー・ー一一ー .....・ー ー ・ ・4059t':{

御用所日記抄・……・… ....・e・.....・o・-…・ぃ一!13. I.r>~'{ 

御用嘗物目録… ー ー・・ー ・・一一・ー 日 ー …・ 1 9~i\

御用大綱放曾...・ H ・......・・H ・H ・.....・e・・・ 0・… 67.11標

御用地仰付一件 ......................................6ι141票

御用地労相対卸歩数等調理智五種・ ..........6614諜

御用'iII..'・...・H ・"'1269標.4327標.45.17標.4895際

67711日.68231日.6976l!H 
御用留帳..'・H ・..….1164-!乳，1]79t'1t42671l:!. .1280t~ 

4281t'li. 42831日.57.11探

御用留芥私用留 .....・ ・ ・ ・ .......，1l89際

御用儲波容一 .• . • . . • . • . • . • . • . .・H ・....................67.16際

一



御用日記...・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・...U35旧

御用人等出仕方心得覚書・....................・・・・・・お60標

御用番覚書・........................................・・・・4170標

御用番方出紙面写・..............................・・・・・4102擦

御用番方留帳・.........................................4129標

御用番方井御減方御勝手向御用之覚抄・・・・・・・・・4201標

御用番方井御城方御用之覚・....................・・・4195傑

御用番方毎日番立書抜・H ・H ・....・H ・...4創3標.4244標

御用番記・・........... ............................. ..........・・・・・・4042擦

御用番可心得覚書・.................... ..............・・・・・お37.標

御用番定等・.............. ............................ .........・・・・お39.標

御用番手記抜翠・-・・・・・・・・・....................・・・・・…4070旧

御用番可承知書H ・…・・・・....................・・・・・・…お3蝶

御用番諸事留・.........................................4268様

御用番中御蛾へ罷出指引等之覚・・・・H ・H ・・・…・・・4166標

御用番中心覚留...・H ・....・H ・.......・H ・.4222標，関01標

御用番中心覚留帳・..............................・・・・・4207標

御用番中雑記私録・...... ........... ......... .........・・・・・6130標

御用番中留…......・H ・.....・H ・H ・H ・..….4189旧.6124標

御用番長甲斐守へ申波書・....................・・・・・・3166標

御用番月之外覚書…....・H ・-…・...・H ・....・H ・-…..1228標

御用番等へ為見候書取写・..........................5019標

御用番等覚書・.......................................................・お37旧

御用番等より被相渡候併し物等之留波書・・…・6728標

御用番弁御勝手方より御渡之覚書等....・H ・-…4995標

御用番目記...・H ・..4146旧.4158旧.4160旧.4163旧

4165旧.42381日.4302旧ι・4304旧
4400旧.4409旧 ;?Jcn IF.:--i 

御用番目記抄....・H ・-…...・H ・....・H ・.....・H ・...…4251標

御用番目記帳........・H ・...・H ・........・H ・...・H ・-…4136標

御用番目省記...・H ・H ・H ・.....・H ・..……42041日.42481日

御用番毎日袖裏記・H ・H ・......・H ・....・H ・-…H ・H ・.4258旧

御用番前田内匠雑記・..............................・・4227旧

御用番前田内匠留番…....・H ・.....・H ・.42131日.42411日

御用番前田内匠日記...・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・..4240旧

御用番ヨリ御渡之品々持御達申品々諸事留帳

・・・・・・・4996傑

御用部屋へ遺ベき覚・..............................・・4112旧

御用部屋へ可遺分・..............................・…4112標

御用部屋御次御買上物調帳・........... .... .....・・・5148標

御用部屋見聞留・..........…...............・・・・・・・・・・4865標

御用部屋為御用御買上物帳・....................・・・5146標

御用部屋等へ御買上物番綾・................. ...・・・5147標
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御用部屋日記....・ H ・....・ H ・..4302標.4303傑.4304傑

御用部屋日記抄….....・H ・-…H ・H ・.....・H ・...・H ・.43291日

御用向書翰綴・.........................................6554標

御用申送帳・................….........................3970様

御予参一巻・…H ・H ・...・H ・....・H ・.....・H ・....・H ・...569標

御予参之節絵図H ・H ・....・H ・...・H ・-…...・H ・.......568襟

暦・..................................................・・・・・・95231日

踏の註・........................................・・・・・・・・・・9520標

古来ノ大将当代共ュ批判九ケ条...・H ・H ・H ・...・H ・.8758

古来ヨり銀座勤方弁銀座旧記....・H ・-…....・H ・-…5076

御両家様御調達金北方様御引請御調達証文留

..........・・・・印07様

御領国海辺略図・..............................・・・・・・・・1616楳

御領国産物方御用就被仰付候諸事留・.............

御領国寺社方江被附置候寺社領御先代様御判

物持御印物等級・.........................................6470

御領国諸事御番上帳・..............................・・2525標

御領国神社来歴・..............................・・・・・・・・6212標

御領国水損風損之覚・..............................・・7101標

御領国中寺社御普請所持御収納蔵御貸家覚書

・・・4719標

御領国中村名附帳…...・H ・.....・H ・..…1518標.1521標

御領国中村名帳覚書等・.............................1520標

御領国中出来屋高・................ ....... .......・・・・・7534標

御領国通用銀ュ付御遥・..........…・・・・・...........5084旧

御領国之内小物成諸運上之義ニ付紙面之写・・・7152標

御領国村附帳・..........・・・…・・....................・・・1514標

御領国山伏調帳・..............................・・・・・・・・6176標

御領社家寺院来歴按翠，但貞享=年就街質事審

出候分・…・-…・…・・・・…・・・・H ・H ・-…・・・・-………・・…・62"21

古量図説・....................・・・・・・・…..........・・・・・・4980標

御領知目録御改草案之覚・・・・・・・・・…・・・・・・…・-….1511標

御領内古城略志・..............................・・・・・・・・9145擦

御領内諸方道程記・..............................・・・・・7627標

御領内防備之為上書・..............................・・5611標

御領分次第・........................................・・・・1507標

御両方様御続柄帳・......._............................31341日

御旅行方自記・・H ・H ・....・H ・.....・H ・...・H ・H ・H ・-…1787標

御累諮...・H ・-・・H ・H ・...・H ・....・H ・......・H ・....・H ・..255標

古例集書…H ・H ・..…H ・H ・...・H ・....・H ・.1921標.1922鰐;

御霊堂御再建諸記・..............................・・・・・・・・6411

御霊堂御再建諸→牛…..............................1203標

古例共・..................................................1930旧



これいーさいし

古例控・・・・・・・........................................・・・・1930楳

御歴代御実名等写・・…H ・H ・....・H ・...・H ・.....・H ・.286標

御歴代御書写・.........................................1217.標

御歴代御墓標草案之写....・H ・..…...・H ・...・H ・...428標

撹腸沙療法等品々 ・…...・H ・-…...・H ・...・H ・...・H ・9557.楳

御老中方御招請...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..… 550旧

御老中方御招請御作法審込….....・H ・....・H ・-… 550標

御老中御演達之品写・..............................・・9331標

御老中御焔諦一巻…....・H ・...・H ・...・H ・"546標， 547襟

御老中御招請役付等・・H ・H ・...・ H ・ H ・ H ・..…H ・ H・-…製容れ~~

御老中上使之節御作法-…H ・H ・.....・H ・.....・H ・-・臼2採

御老中水野出羽守殿より悶番御乎立御渡之御

番付之写….....・H ・....・H ・...・H ・-…....・H ・....・H ・.580様

古老伝説集録・・…H ・H ・....・H ・...・H ・-…...・H ・..30(187) 

胡銭之図・...............................................8513標

困窮百人=足首・.........................................9786標

権現様・利常様・光高様御軍役之覚....・H ・-…5280標

混見摘写・........................................・・・・・・・2523標

混見摘写抄・.................. ......................・・・・3441標

金剛寺文書(河内国〉・...・H ・...・H ・-…...・H ・.30(123) 

言上番….........................................・・・・・・・40141日

言上書概記・........................................・・・・3957標

雪上留・........................................・・・・・・・・・・7急目標

言上留其六・........................................・・・・・・・6726

近藤新文書........・H ・....・H ・H ・H ・...・H ・H ・H ・..…・ 10102

過藤嘉建白番持仙台侯建白書・....................9228旧

近藤莞等建白書・...............................・・・・・・・9228標

近藤家譜・........................................・・・・・・・2990標

近藤三郎左衛門書状・.........................，....・・3719襟

近藤集番・........................................・・・・・・・2653標

近藤小左衛門曾翰・..............................・・・・・4825旧

近藤小左衛門等書状・..............................・・4825標

近藤兵作大桑村請地ユ付達書・..........・・・・・・・・・・6626旧

近藤兵作雑紗・.................... ... .......・・・・・・・・・・8&lO標

近藤兵作手記風説番目録・・・…・ H ・H ・..…・・・......2652標

近藤兵作上書稿….....・H ・-…....・H ・"'4029標， 4030棟

近藤兵作願番等・..............................・・・・・・・・6625旧

近藤松日R稽古料申渡番・....................・・・・・・2225標

近藤用政系図・.........................................2991標

近藤錬作・東馬知行給付状写・…....・H ・....・H ・'2784標

今度御改之御鷹場一件留等・....................・・・4788標

今日御礼人帳....・H ・...・H ・H ・H ・....・H ・...・H ・..…・3248際

今般足軽小者ヘ申渡候趣・....................・・・・・・お3-1標
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今般被仰波候御規制之内御改有之度御ケ条・・・5872標

今般御勝手方御省略等之義ユ付云々 …....・H ・-…6563

今般従御上被仰渡之趣覚・....................・・・・・・4944標

今般於公事場纏持共へ改テ御縮方申渡有之以

後召仕方等之定・・・..............................・・・・・・4921旧

今般御隠居御家督一件H ・H ・....・H ・....・H ・-…H ・H ・.J.l7 

今般御軍役相伺候ニ付I司席共知行附交名阪・・・・・・5307

今般初而街絵図面御番載之村々村建場所盤上

申帳・・・・・・・・........................................・・・・・・159.(襟

今般復元御潤色之趣ユ付街畷デf:組々年中行事

街脇申上御附札を以被仰渡之一件・..........・・・・・・・6762

品目集抜悲・............................................8770桜

品目故翠武土勝負交名・.............................…8768

品目法草武人隙命之稔月...・H ・.....・H ・...・H ・H ・H ・'8769

婚礼御規式飾付等....・H ・・…...・H ・...・H ・.....・H ・.991楳

さ

政鳩遺稿・・・・・........................................・・・9623楳

柴垣文章続....・H ・....・H ・....・H ・....・H ・.....・H ・'9722.標

柴垣文草・...............................................9721標

犀川浅野川々除御普諮之様子好私共勤方之帳

..........・・・・7211際

犀川淵名録・........................................・・・・9074標

犀川大橋ヨリ大滝マテ里程之覚H ・H ・....・H ・-…9076楳

才川御用之鮎ニ付奥村伊予守番翰・..........・・・・7523旧

才川御用之鮎築場取締に付達・..........・・・・・・・・・・7523標

犀川桜畠下立札立替願・....................・・・・・・・・・7105標

才川寺町火事届番・.............................，・・・・・7305楳

才川中川除町家作川除往来道へ押出一件・.....66-16標

才川中川除町若松屋嬬等儀川除往来道関一件

..................................................・・・・・・6&[61日

済急問答・...............................................9..31標

済急問答附余談・..............................・・・・・・・・9432標

西京御かね出入勘定帳・....................・・・・・・・・・5193標

西京御調達金証書写・...........・・・・・・・・・..........・・臼62標

西行撰集抄〈抄出)...・H ・.....・H ・H ・H ・..…・・・ 30(176)

西京・東京等御扶持方之覚….....・H ・-…...・H ・'5221標

裁許米ユ付口上書・・…・・・…・・・・・・・・・・・……・・・…・・6952旧

西光寺文審〈能登園南志見)...・H ・...・H ・....30(131) 

再後削除後見後住旧記等・…・・・・..........・・侃30標

歳々略暦・.::ム..................................・・・・・・2639標

最勝寺文番〈越中国石黒〉・…....・H ・....・M ・.30(130) 

宰相書翰写・........................................・・・・1258標

『ーで対烹'?
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財政難渋に付意見書写・....................・・・・・・・・・400・L擦

彩掠花談・........................................・・・・・・・7999標

西大寺文書〈大和国南都)....・H ・..…...・H ・.30(120) 

西台渉筆・・・・….........................................5382擦

歳E詠歌・........................................・・・・・・・9689標

斉藤篤信斎往復書・...................................8568標

斉藤家譜・・・・…・・・・・....................・・・・・・8796標

斉藤喜久松所蔵文書・…...・H ・....・H ・...・H ・.....・.10101 

斎藤実盛胃銘……....・H ・.....・H ・.....・H ・..… 30(1日〉

斉藤貞蔵居屋敷ニ付願書・....................・・・・・・3552標

斉藤之家系・........................................・・・・8797楳

斎藤文書…....・H ・...・H ・H ・H ・・H ・-…H ・H ・..30(137) 

再度就御上洛御法令・街i下知状写・・H ・H ・H ・H ・'1880標

歳入租税等調理・..............................・・・・・・・・5128旧

西念寺文書〈越中国四屋河原〉….....・H ・...30(132) 

采幣御伝受一件・................ ..............・・・・・・・・8008標

采牌・十一段太鼓伝侵害・H ・H ・....・H ・8005標#8∞6標
采牌太鼓伝書・.........................................8∞6旧

采牌伝授・....... ....................... ..........・・・・・・・8∞5旧

采幣伝授之師説・..............................・・・・・・・・8∞9標

采幣芥太鼓十一段之伝・....................・・・・・・・・・8∞3標

催馬楽...・H ・....・H ・.....・H ・..…...・H ・....・H ・-… 30(174)

西明寺殿教訓・・・・・~・・・・・....................・・・・・・・・7799標

西明寺文書 GlI江国〉…...・H ・..…...・H ・..… 30(125)

才村家譜・...... .......... .......... ..............・・・・・・・2992標

材木代銭並運賃等願書ー綴・....................・・・7472旧

斉勇館規則・.... ........ ......... ...............…-・…5882標

再遊漫録・・…・・・・・・・..... ......... ................・・・・・・9臼4標

在与力知持明鯛す分帳・....................・・・・・・・・・28印標

祭礼旧記等・...................... ............・・・・・・・・・・6378標

祭礼・法事・響固等留帳・・H ・H ・...・H・...・H ・..…4臼9標

境御関所御条目等写・・・・...・H ・...・H ・-…...・H ・-…7673標

坂井三郎兵衛害状・..............................・・・・・3720標

坂井甚大廊自分留…...…・.......・H ・.....…・・…・・4410標

境関所等之図・.........................................7674標

!坂井日記井坂井留記抄....・H ・-…....・H ・...・H ・"'2669標

!酒井村御林山論所柑伐取之件...・H ・.....・H ・"7501楳

!境村肝煎九郎右衛門等願書….....・H ・....・H ・-…5703旧

境村御用地代り地引高願…....・ H ・-…...・ H ・-…5703標

境目之十弐域図・・…・・...・H ・....・H ・...…・…・…・・・8229標

酒井永光寺文書…....・H ・....・H ・...・H ・-…6274標#6幻吟
榊原御続書附御両敬・......................... .....・・8965標

3 魚野菜商売月定・H ・H ・.....・H ・-…....・H ・...・H ・-…7ω9標

さいせーさため

坂府兵学校御規則ニ模擬シ相定候大綱・・・…・・…'5882
阪槙氏譜略・........................................・・・・8826標

阪槙氏譜略ノ抄….....・H ・....・H ・-…H ・H ・...・H ・"8827様

相模国足柄郡・.........................................30(50)

相撲屋武兵衛一件上番・....................・・・・・・・・・9511標

佐川良助筆記・.........................................2657標

先組相備人数積・..............................・・・・・・・・8139楳

先手相備組合五百騎ー構相陣取之図・...........8140標

先手組相備連城之図...・H ・H ・H ・....・H ・8215標， 8216標

前大僧正祐清書簡・....................... .......・・・・・9736標

作方覚書帳・........................................・・・・7453標

作事木小屋等之図・..............................・・・・・2080様

作詩作文草稿・..........・・・・…................…-・・・9720標

作州殿御配知御願之一件留・....................・・・3069襟

作箭之書・...............................................8355標

昨辰年等御入費部分調理・............. ... ....・・・・・・5127標

朔旦冬至次第.........・H ・...・H ・-…...・H ・-…H ・H ・.30(6) 

作難ニ付取治方諸事留・....................・・・・・・・・・7326標

佳芦見立一巻・.........................................7006標

桜田門外之変井伊掃部守切害事件之顕末書・・・9314標
左近男問書・............................................8540標

佐々 木錦之助家替相続之申渡・・…・…・…・・H ・H ・3162旧

佐々 木定国より借写覚書…....・H ・-…H ・H ・...…2641標

佐々木氏大坂物語・....................・・・・・・・・…....5417.標

佐々 木四郎左衛門系図好由緒帳・・…・・・・.........6“66“6標
!げ扇鮎駒島創F卯吋p

笹島卯三郎所蔵文聾.“…….日….日..…….“…...“…….“….日.日…….日…….日…….日…….日…….日…….“…….“…….日…….日…….“…….日…….“…….“…….日…….“…….“….“…….“…….“….“.10101 

i 棚左京紙面等写写...・H ・.....・H ・.....・H ・...・H ・-…4463標

lー篠嶋遺書覚書・.........................................2993標

i笹波村藤掛社神職平田勝伊....・H ・..…H ・H ・...・H ・'6322

1指急候御用ニ付江戸表へ発足ノ御云々 ・...・H ・'4765旧

!指物合印等之定....・H ・-…….....・H ・..…...・H ・"'5347標

!座主記・…....・H ・...・H ・-…...・H ・.....・H ・-…...・H ・'8673標

;鎖窓談・心付之趣申達候控…....・ H ・.....・H ・-…4019標

j鎖窓談等・・H ・H ・......・H ・....・H ・....・H ・-…...・H ・"'4019旧

;座備三番組四十騎ー備之図………...・H ・...・H ・'8161標

i左大臣従二位島津久光誠恐憧謹言・…....・H ・-…・9233

1佐竹義発・義修書状・...・H ・...・H ・...・H ・.....・H ・"8671標

貞郷記録…....・H ・...・H ・....・H ・...…....・H ・-…・ 10009標

:貞庸先生筆記....・H ・-…・...・H ・....・H ・H ・H ・....・H ・"'7974

;定書....・H ・....・H ・-…・・H ・H ・-…....・H ・"1889標， 2423標

ー定書条目等…....・H ・.....・H ・....・H ・....・H ・....・H ・'1943標

L-jえtt¥竹ニ乙由一一-'76序回 -77 二社?手取#ヤ歌一 --?~fì



さたもーさわは

貞幹師再議九箇条記聞・..............................・'8195

貞幹先師城図・............................................8243

貞幹先醒〈生〉域図・..............................・・・・・・・・8創4

盛歎支亡録・................................ .... ....・・・・7800標

血中秘書…....・H ・...・H ・.....・H ・.....・H ・...・H ・..30(182) 

雑覚書・…・・H ・H ・....・H ・-…...・H ・..… 3946旧， 100841日

雑観談議・........................................・・・・・・・8634様

雑観談鍛抜書・.........................................3514様

雑記…...・H ・.......2655標， 3862標I 4223標， 4227標

‘ 45291日， 4530標， 5000旧， 5103械

93161日

佐々征伐文書(越中富山〉・・H ・H ・-…...・H ・..30(145) 

佐々 主殿之助屋敷につき届密・・・・・・…・-…・…・・・3556棋

佐々成政知行宛行状写・....................・・・・・・・・・8665傑

佐々成政知行書写・..............................・・・・・8665旧

佐佐成政典秀吉公矛盾文書(越中)....・H ・.30(144) 

雑纂・........................ ................ ..........・・・9351様

様纂録・........................................・・・・・・・・・・8633標

雑詩繋年文海....・H ・...・H ・....・H ・-…...・H ・..… 30(180)

雑集詩篇・........................................・・・・・・・9~121日

雑集詩遍・帥稿・H ・H ・...・H ・..…γ・…...・H ・...…9642様

隆州幕府へ届書写・..............................・・・・・9222標

雌州より御届之写・・H ・H ・..…H ・H ・....・H ・....・H ・'9395探

雑抄六種・...............................................2667標

雑談集書....・H ・-…....・H ・....・H ・...・H ・.41標， 1∞，29標

雑著十種・.....................................................55

維箸六種・........................................・・・・・・・・・・55標

雑留・..........…・・・・・・・・................................2630旧

雑目録....・H ・....・H ・-…...・H ・...・H ・.......・H ・-…・・必85擦

雑文書・........................................'30(150) (151) 

雑用記・....ー.........................・・・・・・・7・・・・・・・・・・・・4425標

雑録・............... ...................................・・・・・・61標

雑録備考抄附録…H ・H ・......・H ・...・H ・'2668襟， 3930様

1i笠塑ま・・・・・日・・・・・・..............................・・・・・・・・2622椋

佐藤儀左衛門上書・・..............................・・・・4031標

茶道雑録・........................................・・・・・・・9995楳

佐藤帯万害状・.........................................3644標

佐藤元知十体城図・..............................・・・・・・・・8241

佐藤元知誠図・........................................・・・・8267

佐藤文書….....・H ・-…H ・H ・....・H ・.....・H ・-…・・ 30(137)

佐渡越湖之記・.........................................30(60)

佐渡守様御使者登城絵図書芥服付・..........・・・・9005際

佐渡守様御婚礼一件留等・…・・ 8601日I 8631日， 865旧

-78ー

8671日， 8691日， 8711日

8851日， 89981日

佐渡守様御婚礼御規式之次第等・・ H ・H ・'860標， 861擦

佐渡守様御参府ニ付所々へ詰人名魯・・H ・H ・-…1756擦

佐渡守様御出府之節御道筋縮方達書等・・・・・・・・・4986標

佐渡守様就御逝去前後取暢之覚・..........・・・・・・・1046標

佐渡守様御年譜…....・H ・..…....・H ・....・H ・.....・H ・-お8

佐渡守様初御杭所絵図....・H ・・・・H ・H ・....・H ・..… 586標

佐渡国郷村帳・.........~...............................30(58)

佐渡百首…...・H ・..…...・H ・..…...・H ・.....・H ・..30(178) 

墨村住吉宮神職中川里見直則・............ ........・・・6326

佐那武絵縁起野風記・................. .............・・30(10

佐那武社縁起・.........................................6267標

佐郡武神社古文類来・..............................・・6265楳

佐那武明神文書写・..............................・・・・・62e6採

讃岐之国の図・.........................................9139傑

佐野家系・...............................................8798標

佐野鼎害状・........................................・・・・3721標

五月蝿能佐夜疑・..........・…・...・H ・-・・…・・-…・・・・9289標

侍五十騎ー備ノ積・・・…・….....・H ・-…・・H ・H ・-…56-11標

侍帳…'''2797標， 2798旧， 2799旧， 280-1旧， 2809旧

2819標

土帳・…"28021日， 2803旧， 2805旧， 2806旧， 2814傑

2817標， 2818標

左武良以帳・・・・・..............................・・・・・・・・・・2816楳

侍名寄・........................................・・・・・・・・・・Zi97旧

佐山様より来簡集....・H ・.....・H ・.....・H ・...・H ・...960探

去卯年江差表御米代等残金上納方仕訳帳・-・・・・5165標

去卯年箱館衰残金上納方番上帳・..........・・・・・・・5166標

申楽免廃論.....・H ・...・H ・......・H ・....1262標， 100日標

去辰年御下シ米運賃井筒餅等諸懸り物払方書

上帳・・・・・・・・.................................................517.1

去辰年次郎右衛門松前下リ好福山城下等往返

諸雑用番上帳・・・・.................. ................. .....引74

去辰年神力丸幾太郎等福山阿部屋伝次郎御米代

荷物積登目:欠弁金取立寄上帳........・H ・....・H ・-…5179

去辰年八右衛門松前下リ雑用審上帳・…....・H ・"'5174

去辰年松前表御下シ米三千石売捌方書上帳・・・・・・5174

猿田彦銅女命両神霊感得賦・....................・・・9862標

去ル子以来諸国警衛出兵持場人数記・...........・・・5499

佐脇譜略・...............................................3895旧

沢田直温在勤中取調書...・H ・H ・H ・.....・H ・-…・ 10081標

沢橋兵大夫入選常珍伝....・H ・...・H ・.....・H ・...30(188) 



術姫様御縁組被何礎状....・H ・....・H ・-…....・H ・..986標

三箇国古城・.................. ....... ...............・・・・・・・9150

三ヶ国御領分之次第・..............................・・・・・1507

三箇国寺社方寺領等芥御代々御建立被仰付寺

号所之改帳・・・・・........................................・・・6.176

三箇国寺社領井建立修理所控・..........・・・・・・・・・・6476旧

三ヶ国斗代等覚書・................…............・・・・・7002標

三ヶ国斗代等之覚・.....…........... ...........・・・・・7∞3標

三箇条合戦備定鵠説・..............................・・・・・7813

三箇条備定輯説・.........................................7812

参議板垣退介・..........・・・・・・…・....................・・・・9お3

参議木戸孝允建白・..............................・・…・・・9233

参議公年表・・・ 219標， 220標， 221標， 222標， 223標

22-1標

参議公年表〈青地本〉・・H ・H ・....・H ・.....・H ・...・H ・.227 

参議公年表異本....・H ・-…・・H ・H ・.....・H ・...・H ・225標

参議公年表附録・..............................・・・・・・・・3145楳

参議御昇進御位階御昇進持御代替将軍宣下之

問御献上之覚....・H ・H ・H ・..…...・H ・.....・H ・.......275標

プ教之道・..........・・・・・・…・・・....................・・・・・7728標

参勤御供覚・.................... ....... .......... ...・・・・1808標

参勤ニ付被遺物・被下物品々留帳….....・H ・"'1697探

三君諸事御条目類豪...・H ・....・H ・...・H ・.......・H ・'''1933

三公御上京日記・...・M ・...・H ・...........・H ・...・H ・"5584標

三公年譜...・H ・.....・H ・....・H ・...・H ・...・H ・...・H ・...167標

三国処置期間証書類・............... .....・・・・・・・・・9350塚
三国水葬合伝L…:・................ ....・…・・・・・・・・・・・・9714拐、

三国村名・・・...{.'f.l................................・・・・・・1513標

三国無ニ極伝弓法之巻・....... ...........".・・・・・・・・・8396標

三国無=極伝之弓法巻・..."......... .......・・・・・・・・・8395探

三国名物宏、・........................................・・・・7410標

三国弓寸法・............ ...... ....... ...............・・・・8456標

三御門繰出方之事・..................... ... ......・・・・・2431標

三御門勤方録・.........................................2430標

三才図会按悲・............... ........... ....... .......・・・・29標

暫時預り金入払留等…...・H ・.....・H ・....・ H ・..…・5181標

三州沿革拾弐図井伝・..............................・・1601標

三州御園場所人数配・.................. ............・・5631標

三州海岸測量之図・.............…-・・・・・・・…・・・・・・・・6110標

三州海辺図断草稿・..............................・・・・・5829標

三州刈谷之城図・..............................・・・・・・・・9201標

三州奇談後編....・H ・-…....・H ・....・H ・...・H ・-…9495標

三州紀略・........................................・・・・・・・2517標

-79ー
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三州銀座入払留・・・-…........................・・・・・・・・5078標

三州銀座諸入用書・...................................5086標

三州検地出高手上高等書出・.....................・・7046標

三州国政に関する対策審・....................・・・・・・4034標

三州古城跡・........................................・・・・・・・印58

三州古城蹟・........................................・・・・・・・9150

三州古城跡略記・..............................・・・・・・・・9143標

識州坂出ユ市賀入下り物江指ユ而売捌脅上帳

・・H ・H ・..……5178

讃州坂出ユ而買入下り物江指エ而売捌筒餅買

入方番上帳・・・・・...........................................5178

三十三城之図・.........................................8240標

三州山川旧民志・・・・…・・…..・・…・・H ・H ・...・H ・..…9038旧

三州産物改分調理・........................ ......・・・・・7408旧

三州産物改分持蝦夷地産物調理・..........・・・・・・・7408標

三州志・........................................・・・・・・・・・・9045標

三州寺庵志・........................................・・・・6179楳

三州地方問書・.........................................7041標

三州志健嚢余考々証目録・・・…-…・・・・・・・…・・・・・・9026標
三州寺号帳・........................................・・・・6171標

三州事実文編目録・…....・H ・...・H ・-…H ・H ・.....・H ・'24標

三州寺社牒・-…..............................・・・・・・・・・6173標

三汁十莱配謄次第・...・H ・-…・H ・H ・...・H ・...・H ・10017標

三州城跡集・................... ............... ......・・・・9149標

三州図譜村籍・.........................................1512標

三州制法等書上段・..............................・・・・・1656標

三州測量図籍・…...・H ・-…...・H ・....・H ・...・H ・..10ω3標

三州村名・........................................・・・・・・・1515標

三州治段録・........................................・・・・6704標

三州地名由来記…...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・-…・6058

三州地理雑誌・.........................................6058標

三州地忠志稿・.........................................9043標

三州道程大概・.........................................7628標

三州道程仕出シ・..............................・・・・・・・・7632標

三州斗代之党・.........................................71∞4標

三十人頭一件・.........................................4554標

三十人頭指物之儀覚書・....................・・・・・・・・・5315標

三十人組居屋敷図・.......... ................. ...・・・・・36111日

三十人組居屋敷図(犀JII~ 除町〉・H・ H・-…・…3611標

三十人組小頭等三十人組之者弁御手木頭同足

軽人数御家賃声援ごわ....................・・・・・・・・・・2116

三十人組小頭等人数御切米等歳附帳・...........2117，標

三十人組弁手木組人数充行高帳・..........・・・・・・・2116標



さんしーさんり

三十人組屋鋪所附帳… ・ ・・....・ ・........3610襟

三州内部別鉱山記・・ ・・・ ・・ー 7569標

三州廃城考・e・e・-…...・ e・・.................... ・9150

三州復飾神職分事l'祇官御許状写 ー......... ・633.(

三州武功 ー… ー e ・ ・・ 8864標

三州宝貨録 .................... ・H ・ぃ・・…・9.135傑

三州道の草ー・ 一 ー....................9049標

三州名処記能登国之部 ・ ー・・・ー ・・・・ ...・9082探

三州良民言行録 リー .....…...・ e・・・ー ー 7274ト探

三十六人歌仙・ ・・ ー・.......・・・ '9650探

三拾六歌イ111...............・・ ・ ー… .....9649際

三守御諮… ・0 ・・・・ .........… 187探

三条家蔵書古本名記国史等之儀l付往復親問写

'30(93) 

三条様へ御幼力金ニ付廻状留....・ e・.....・… '5017掠

三条様へ之御助力金党 ・ -・ .......5017旧

三条西家文容…・ 0・0・ ・....・・・ e ・・ 30(133) 

産所箆之巻 ......... 一 ・・………・・・ ー '8397傑

讃統千字文詩 ....................・ o・ー・ 30(177) 
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七面堂縁起(金沢卯辰) ・ ・・ー ー・ ......30(17)

寺中大野渓神社境内絵図ー ー ーー・ー ・ .....6434 

寺中大野湊{ljl社地等絵図 ・ー一ーー……6494

侍中群要ー ・・・ー ..・・....・ ・ー・ぃ ・8913標

寺中祭礼之節御悶罷ill候一巻帳 ・4639

寺中佐那武明事1'
祭礼能ニ付罷出候党帳・ "46.10 

四対八城............................. ・ 8178標.8182 

四対八城図ーー ー・・・ …・・ー ー一・ー・ ー・一…8220探

四対入城論…....... ー.......・.................8179標

質疑 ー........................................ ・4293探

知脚側物州 民 ・御制御祝儀吋桂 三

149螺

実性院様御池物被逃帳守2 ・・ ........" .・・ 1.:921日

質素倹約之儀に付被仰出候達m・M ・....…...・・5047襟

十株三十誠之図 0・e・e・・0 ・0 ・一ー ー ー…・8218標

十鉢城図…・ 0 ・ ・ 日 ・・・ ・・・・ ・ ・ 8241標

十鉢之城図序附城図・H ・H ・-…...・・...............8219擦

質地証文 ・・ ・・・ e ・e ・・ ・ ー 7243襟

執筆回状留・・ 一・一….........・ e・....…・4103擦

執筆心得方の覚……・・......... 一 .............4057標

執筆中等逃物等挫帳 ー....................・2349標

ゆ 七宝秘蔵紗............................................・・9979

*1 ~ 七海村にて大相撲興行方・…・…......•.•. •. 10021標

f~ 洞堂金協成舎oJ.f'要用会社沿革略記・ ・・76日2il官

桐堂銀古来ノ一件 ................・..............6526標

柄堂銀等元高帳......・ e・・ 0 ・・ .....................6527標

至徳元季法事記 ・ ー ー ......・ ・ー・ー ー 一7752漂

白得流砲術伝来系図・ ・ ・・ ー ー・・・….......8-1目標

品川左門勤f上向記録・ 0・・ 0・....・ 4・・・ ・・ '2995探

品川宿荷物l~t 自記録ー・ ・ ・ ・ e ・7702原

品川町辺弐姶香組地絵図・一..・ e・-・ 0 …・・0 ・・6031標

品川浜文m...・ ー ー ー .........・ e ・・・・e ・ 10102 

信濃国風土記ー ..................・e ・・ ・30(48)

死人吟味方連8・ ー・・ ー ー ー・ー … ー・ "'4845旧

司設庁宝li~!} " " ....・ 0 ・0・・・・..... 一 ..........6935標

司良庁年代的要ー ー... ・ ・・ ・.............6949標

司法~~.... . .. . . . . . .... ー.........・H ・....・ e・"'6763探

志野家香道十三ケ条・H ・a・...・・ .............. 10001標

しちたーしみよ

篠原系図帳・ ・・・・ .....・ ..........2996楳

篠村八幡宮文容(丹波園) ・ ............... 30(102) 

支配頭分労御儒医記・ ー 一..... ・・・ 2112探

支配方行事大~.... ー 一 ・・ー 一- ー 一 "，229.1

支配方行事帳ー ・................・e い 2294標

支配方御条町長ー...・ s・u ・..・・・・ 0 ・…..............2231標

支配方御用EI帳 ......・・ 一一 …… υ6709標

支配方諸御礼廻1D!J等之覚・ ー ー・・.............2249標

支配方動方之党..........................................6120

支配之人々役懸帳・・….......-...............…2138標

芝御屋敷御茶屋粗絵図 0・ .........・............9194標

斯波家伝.....・ ・ い・ーー・ ーー …・ 8799旧

斯波家識愚考 ・ ・ ・ ・・・ ・ ・ ・・・・・ ・88011日

斯波家系譜三種… ・・・ ・・ ー…・・ 0 ・H ・H ・.....8800標

斯波器系図 ....................・ u ・ 2997標

j罰法蕃担先以来事蹟~ ・ ー ー・・ー…ー … 2998標

柴田追討文訟(越前).・，............一一・0 ・30(143)

死馬の説ーー ・ -・....・・ .....7468探

斯波総脱漏考ー 一・ー -一一..................8801探

斯波文明家諮ー ー…・ 一・・・・・一 ......8799標

柴屋宗与密状................・ 0 ・... 一 ・ ー・"3722標

乏 柴山弥一郎容状 ・・・・ ー…・・… ・・・ー3723標

四百騎案見之図ー ー ー........... ー・ ......8148線

事品要略一 ー・ ・・・ …・一 ..... ・ "4511標

紫時纂 :勾r ・ ・・ ・・ ・0・・ 0 ・・・ 0 岬

自分人馬数之帳 0 ・6・・・・.....・.............・ "366.1原

自分留帳ー .•.•.•••.•.•. •.•.•.•... •.•••. ・4282探

仕法調達銀取捌方内存m........・.......・・・0・4998標

嶋尻村那I部手帳紋m儲......... ・ ・・・ "'6839標

的尻村刑部手帳之内紋w.....・0・H ・a・..・…・…6839

船新村と改名一村雄之駅 ー ー ・・ ・・ 6016標

島津 ・板垣 ・木戸建白盤写 ・・・ぃ・ー ー "'9233標

的田勝!事御礼記..... ・ ..... ・・.....・H ・"3491標

J3l田家系図............・・・ ........... ・ ・2999鹿

島原合戦記 ・ ・・・ ・・e ・・H ・H ・...........8755

総原記。..・ e・...…・・・・ ー・・ー ー… ..............87S5標

的原軍談ー … ・0・・ M ・o・.....・ 0・u ・・・ ・・ 30(168) 

締り項目覚 ・ e ・ 0 ・.................3956標

積水伊太夫刃傷始終序恩師民 一・山・ -1657原

e 

門間門書状 i...::..............................-:3矧7加創

『寺
持明院家書怠3目録 .......................口........3ωO(ω91ο〉

持明院家楽諮伝怒- ー .....・M ・.........30(174)

持明院家文~. .. . .. . . ... .. . . . . ・・ ・ ・・・ ・ 30(J33) 

- 83一一 方がれ的事翰:;---J?.}f. 1百



しみよーしゅう

持明院殿審物之内轡目....・H ・...・H ・......・H ・..… 30(7)

持明院殿蔵書目録・…...・H ・...・H ・.....・H ・...・H ・-…・ 8標

地面絵図目録....・H ・....・H ・-…...・H ・...・H ・H ・H ・..筋32標

下街道行程記・.........................................7664標

下白山ニ付口上番・・・・・・・・・…・・…・・・…..…・・・・…'6201標

下回上村塩硝蔵地所分間絵図・....................5777標

干腎国鉄塔婆之文....・H ・....・H ・.....・H ・...・H ・.30(152) 

下道中駅路御宿之党・..............................・・2731擦

下道中御泊附・.........................................1859標

下道中産物井人馬賃銭記・....................・・・・・・7699標

下通細註・........................................・・・・・・・7659標

下通山川駅路分間之図・....................・・・・・・・・・7666楳

下通山川駅路之図・..............................・・・・・7665標

下新川郡十二寅野新開所総絵図・..........・・・・・・刊95標

下白山本社近辺略図・..............................・・6425標

下総国揖取郡・.........................................30(切〉

下総国国府台・................... ... ..................・・・・9186

赦過宥罪・..........・・・・・・・・・…..........・・・・・・1…・・・・4631標

射義指南秘歌・.................................~.......8359標

射御拾遺抄・............................................8294標

射御謡測集・............................ ... ... ......・・・・8484標

借銀高等ユ付覚書……・・・・・・・・・....・H ・-…H ・H ・"49841日

借銀等覚・........................................・・・・・・・5~1旧

借銀願等諸覚書・..............................・・・・・・・・弱甜旧

釈莱記・-…・・・・・・・・..............................・・・・・・・・7754標

釈菜問答・.........…................................・・7755標

釈氏往来・........ .... ....... ...... ............ ...・・・・・・・7740標

借知之事等覚書・..........・・・・・・・・・…・..........・・・・・5010標

借用銀請取番等・..............................・・・・・・・・5205旧

借用金皆済手形・..............................・・・・・・・・94お旧

借用証文・........................................・・・・・・・7599標

射形直方審・..........・・・・・・・・・…...ー.........…・・・8360標

社家継固ならびに社号等願書控…....・H ・-…・・日33標

社号御調理ニ付被為仰渡御条目・...・ H ・....・H ・"6188標

社寺へ旧藩寄附地調帳・....................・・・・・・・・・6501右京

社寺御奉行所御尋等覚書・....................・・・・・・6363標

社寺御奉行所御尋等八種...・H ・H ・H ・"6164旧， 6363旧

卿 2旧，轡払/
社寺境内上地御排下願絵図面比例表・..........・・・・6494

邪々無邪燥・・・・……・・…・・・・・・・…...…・…・・..…"9708標

社寺領・御扶持高等ユ付伺番・…...・H ・...・H ・"'6144標

借金返済延期願・・・…・・・・…・-…・・・…・・・…・・・・・・・・3647標

射覆記・・・・・・・........................................・・・・・・・7763

射覆断…...・H ・......・H ・...・H ・...・H ・-…7763標， 77&1標

射覆断纂・........................................・・・・・・・・・・77邸

社領地耕作井御蔵米等願出之件・..........・・・・・・・6485傑

入院法語等・..........・・・・・・・…........................6392標

.拾遺温故遺文…...・H ・.....・H ・-…...・H ・....・H ・.10027標

十一段太鼓・............................................8004原

酬恩庵縁起・........................................・・・・631・1旧

制恩庵関係文醤一巻・................................6313標

酬恩庵宗柱魯状・......................................63131日

酬恩庵歎願書附化縁簿・....................・・・・・・・・・創40標

酬恩庵持江州曹沢寺由来一巻・....................・・・臼13

酬恩庵由来・........................................・・・・日1.1標

集外拾遺集・H ・H ・.....・H ・...・H ・-…....・H ・.......30(178) 

十九ケ条…・.............................・H ・"84創標， 8425 

十九ケ条目録・..........…・・…・・・・・…・・・・・…・・・・・・・8426擦

袖玉武鑑・........................................・・・・・・・8968標

秋月記....・H ・....・H ・...・H ・.....・H ・....・H ・・・・・・・ 30(175) 

祝言之番・........................................・・・・・・・9473標

舟弦雛形・...............................................8529標

集古雑話・...............................................2日3標
集古雑話抄・・........................................・・・3438標

十五城之図....・H ・'8201標， 8231標， 8232標， 82.13標

集古続帖・........................................・・・・・・・9884標

集古帖・........................................・・・・・・・・・・9883標

!議鱗録・・・ ・・ ・・・ ・ 2673標

拾纂名言記….....・H ・-…...・H ・....・H ・...・H ・'368標， 370 

拾纂名言記抜種目H ・H ・...・M ・-…...・H ・....・H ・..… 369標

宗旨寺替之儀ユ付被仰出留・....................・・・6370標

集珠・..................................................・・・1700標

重修加越能三州大路水経・....................・・・・・・9020標

重修加越能大路水経・..............................・・9021標

重輯雑談....・H ・....・H ・.....・H ・.....・H ・"2弱3標， 2関4標

重縛当邦諸侍系図H ・H ・......・H ・-…....・H ・..…29お標

十誠之図...・H ・-・…...・H ・.....・H ・..……8233標， 8到6標

繍像漢宋奇書・............................................9714

繍像漢宋奇轡英雄譜・..............................・・9714旧

:重蔵神社記録・.........................................6287標

重蔵神社年中行事略記・..............................・・6287

襲知仰付書・........................................・・・・2857標

衆徒牒状録・........................................・・・・・・・6250

拾弐貫野新聞濫鱒・..............................・・・・・7094標

鰍変鯨誌・........................................・・・・・・



宗門之儀ニ付御定一… ・…ー・ … ーー ー ....61臼標

十役之抄 ..・ .............79.17原.79.18探.7949楳

十役之抄足軽大将之巻自解 ーー 一 ー ーー7951際

十役之抄自解・ ・ ー 一 ー7950旧

十役之抄諸土之巻自解….............・H ・......…7950標

従来僅秘伝附状解 ー . •••. •••.• .. . •. •.•. . . … .80191日

担iJ袈~JJ'!紗等三種 ぃ・ー ・・・ー ー・・ー 一 ..22~0原

則l袈思考 .................……...・M ・-・・・… 2498際

ttiJm見聞知l録 .............・・・ 0・ ー ー・ 0 ・....2497原

官iJm見I崩録。............................，...............2496標

hll袋雑記・ ..........・ M ・・・・ 0・2479標.2480til. 2.181t'i! 

首iJis雑記外袋附銀 ー .....•.•• ...."・H ・ぃ 2494桜

前iJ寂雑記後集 ー・ h ・…............2482標.Z，183標

tflJ~見雑記後集(抄) .......・ a・- ・・ ・ ... ... 2，1ι1 ~1'~ 

111岐雑記之抄...・............ ・-一・...... ・2485原

布iJ荻雑記附録 ・ .... . . . .... .. . . . . . . . ..... . . . . . 2~86標

布I1袈雑記別集.....・ e・-ぃ.................・e ・ ・2495標

布iJm雑記使索目録 ・・.....・・ e 山 ・ ー2477銀

事II~見事佐制服 ・ ー ....・.........・・・・.....……・.2487標

制I~見雑記目録 e・・ 0 ・・・・・ e・e・...・e・..............2478保

有111J~雑記零除後録・ ぃ ー・ー ー.........z'19lt¥'!. 2492-6担

布11m雑記~除前録・ ー ・・ .............2490桜

袖m雑記零街:別録・・・ ー・・一 一ー ......・・・…..2493様

相1m雑記零除録ー ...・H ・....・H ・-…・剖88標.2489標

柑IY1日記… ー ー ー-・・・ ・・・ - ー…...・H ・3880飯

村l袈使索録 ー .....・山 e・e・......…・..............2477

十六日;節会次第…・ー .....•. •.. .• .•.•.. . •. • •..• •. . . 30(6) 

手術…..............・ ・・・ ー・一ー…...・H ・..3885旧

手記ー ーー・ ーー一 ・……・…..3936旧.93221日

宿村鳥毛社文笹(能登国) ー ・・ ・ 30(11・1)

寿光院様御葬式等一件手直l甚;・H ・H ・-ー… .......1045旧

寿光院様御葬式等一件手留密政・ e ・・......1045標

寿光院段御修Fl.下之節調方ー・ー……・ー・ .•. 768，s'，! 

苅光涜線御結納御婚礼之御IRf節之仰!出t¥1liHt
8741日

従三位様御年表 ........・・・...........258鋲

従四位主張御手廻小頭代弁御手廻之者人数御切

米日放附帳..........・ ーυ ・…...........2839ii1'l

朱子j~ID修m之儀:tï . . . . . ー -・- ー・・一 ・ぃ … 4~

:fifi々口先k.... ・0 ・・ ー・ ー・・・ 口 2645採

種々雑芯 ー……・ 0・e ・・・.....・ ー….........8632採

銃術角打図....................................・a・.........8571

主将~r小役人之部ー・ ー・・・ー・・・・ .............8076 

ノ
しゅうーしよう

酒食論・…・… … ・ー・・… ・・・ ・……・ … 30(175) 

守ial様御鐙也香樹院様<;'fIal様御詠歌労国泰寺

イ主 先往菅地裁人詠歌 ー .........… ....・H ・.....・H ・..9661

守澄法親王伝 ー -・・.....・.....・・ .........8906僚

出銀御定 ー・・H ・H ・......……・…・…..............4978標

- 85ー

出銀夫銀起原…ぃ - 一・・.................…創25標

十間町近江町火事等 ・…・ー -…・...・H ・...7302標

十!出町等非常用水一件.........・H ・....・a・-… .....7294傑

出陣人馬兵殺等覚愈式ー .......................5640標

出陣之節御糸目等ー … .• •• ・・・・・.............5548傑

出陣廼積 一 ......・・・・ .....・..............・8085僚

出張帰国党 … ...・H ・................……・・・ 6865標

出馬之節行列之大概E ・e・.........一.............・5655標

出兵守術一件抄一 ........・ ・・・ ・ ・・・…5591標

出兵守衛一件労追加・ - …・・ …...・ H ・.....・5460傑

出役日記 一.... ……..........…・ーー・ ・ .5004標

朱封銀引替記 ...... ・・........・ ・........… ..5081標

順庖諮図等六種 ー・・・・・…・.............. ・ ・8639標

巡廻上使袋応}ttl}.・・ ・…・・ .................1647標

春霞集..................・・・ ・・・ー ……  ……9673標

淳化帖・・ -ー ・・・… ......・H ・-… ....・H ・..........9871標

春寒之処 υ.....・H ・-….........…・・ ・ ・90131日

春琴論函詩・0・0 ・…ーー ー ー ・ ・・・・ ー・・ 9601標

春雰論函詩 ・孔石1印画訣 ・竹田山中銚舌 ・・ 9601

巡見上使一件・ー一 ー ー ー… 16~6標. 1662襟

巡見上佼御触写 ...........・ a・-・・ 0 ・…ー .....1663原

巡見上使御用一巻…ー e ・・ ・・・・・・・ ・ .1658標

巡見上使衆金沢御着之節JtID・・- ・・・….....1661標

巡見上鰍御通行一件留… e・e・一一 - ー .}9笠!!!i/，戸
巡見上使昼所ーイ4・ ....................・.....1665標

巡見上使列御定書写帳...・H ・..…・ ・ ー ..1660原

巡見上回地税少指蹴ニ付公務ヨ り相

i庄候御定書写帳・.1'i':....・e・ 0・・ ..... ・・ ・ ・・.1660

巡見上使之節玉泉寺前へ出向等之留n ・・.....1664標

巡見上使宿木銭請取醤・ーー ー… ....・H ・..1∞65標

伴信院様二十三回御忌法tJ-i御予参之絵図・ 1174標

波新斉手記・・・・ ー ...........................・ M ・.3830標

波新斉手記抄… e・e・........ ・・・ー ・・・............3440標

糊 T秘策ー ー - ー -一.................… .2日曜

日ι正公年表杭・ ...................・H ・..・・ 270標

悲遊十絶・ - ー …・・ー.......・ a・..・・a・ ・ .9624原

純六郎殿御妥位記録日 …....・H ・................802歓

迎安寺文書(越中国高岡) ー・・ ・・・・ ・ 30(132) 
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酔古2諒IJ掃 ................. ・・… ・・ ・… e・e・"9860原

水車ェテ出来仕候品々 ・ ・・・ e ・ 7597t~

1;品泉寺勧進帳(越中井波J・……・…..・ e・"'30(18)

瑞泉寺記録 ーー ・ー 一 ー...・・ ・・ 6290際

瑞泉寺代々の系図・ …................. ・6290

瑞~R寺配下寺号帳 ー 一 .......・ H ・...・e・.......6178

F品)j~寺文書(越中闘)1 波) ・ ・・・・ ・ :10(132) 

l市泉寺由来記ー・ .... ・ ・ ・・・・ ・ ・ ・6290

端)l~寺略縁~e .~"".. ー ... ・・・e・e・e・-・0・ ....6290 

霊統別史......… ..... ・0・・・・・・・....一 一・・ . 3161EI 

垂統別史異l可考・ ・ υ ・..............・ ・ ・318l!事

霊統別史妙・一…...・H ・..…・…・・・・ー ー.......319係

垂統別史同考拠 ..... ー ・・ ー…υ316標

水藩士黒沢忠三郎口話 ・ ・ ・・ ー ・・・・・"9315f雲
凶y~・...............・ H・-…・……・.... .. ... . ... 10083標

附録耳Z袋之事 ・ ・・ ・・ ・・・ ・・・ e・e・'53391罪l

U也jr~íJI決之密・ ............. ・........…… 5339旧



水府公献策・・・・・........................................9219標

水府公御書・...................""...........".......・・・・9218旧

水府斉昭公御書・..............................・・・・・…9218標

水府浪士脱走ュ付追討被仰付候条大抵調書…9308旧

瑞陽院殿御法名・..............................・・…・・・1196標

・瑞龍院・高徳~様等ヨリ堤源介へ被下候御判

物等写井堤JflJ部・福井土佐紙面・……H ・H ・-…・6312旧

瑞飽者院様《百四御忌御法事絵図・..............1091標

瑞施院様百五拾回御忌宿割帳・....................1090標

瑞竜公御年表・H ・H ・...・H ・H ・H ・....・H ・...・H ・...・H ・214標

瑞竜公世家....・H ・....・H ・....・H ・....・H ・・・H ・H ・..… 216標

瑞竜公年表....・H ・-…...・H ・.....・H ・....・H ・....・H ・.215標

瑞飽公百回忌御法会儀式・....................・・・・・・1089標

瑞飽寺へ御参詣之節御先詰之絵図....・H ・...・H ・689標

瑞龍寺関係文書按番・..............................・・6294標

瑞穂寺御参詣御道筋之図....・H ・....・M ・.....・H ・..687旧

瑞飽寺御参詣之絵図...・H ・-…・ 687標， 688標， 6891日

瑞龍寺参詣御名代御作法之図....・H ・-…H ・H ・...692標

瑞龍寺之図・・…・・・・・・・・..........・・・…・・・・・・・・・…・・・・倒33標

瑞龍寺文書(越中国高岡)・H ・H ・...・H ・H ・H ・.30(130) 

招密要論…....・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・..…7940標， 7941標

枢密要論纂註・"........".....".. ......""..."・・・・…・・・・7946標

枢密要論之抄......7942標"7943標， 7944標， 7945標

図絵宗葵抄録・・・…・・・・・・….........." ... ... ...・・・・・・・9861標

末森後詰始末技書・............."....... .........・・・・・5357標

末森後詰之図・・…・......." ........ ...... ... ...."…・.5363標

末森御後巻始末・..............................・・・・・・・・臼路標

末森合戦絵図・-…・・・・.‘..................・・・・・・・…・・・日64標

末森記・・H ・H ・-…...・H ・..… 30(164)，5350標， 5351標

5352標，回日標， 5354 

末守記・........................................・・・・・・・・・・日49標

末森後援文書(能登園)…...・ H ・.....・ H ・-… 30(144)

末森古城之図・.................."".......... ... .... ...・日62標

末森古図・........................................・・・・・・・日65標

末森図・・….............................................5366標

末森役甲宵記・H ・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・..30(1日〉

末森評・..................................................・・・臼67

紀末森赴援事・.........................................5359標

末森問答・.......... ... ............................・・・・・・・回67標

末吉村山玉社神職吉井美作・....................・・・・・・6322

周防守叙爵一件・.........................................2911

図解・..................................................・・・・・・7910

菅生石部神社御願神事抄・....................・・・・・・6383標一
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菅沼系図・・・・・・........................................・・8802標

菅原神社旧神職愛野関邸地等旧藩寄附地絵図・・・6489

菅原神社旧藩寄附地境内縁図・....................・・・6489
下~"

菅原村天満宮神職菅野直人・..~~~・・・..........・・・・・・・6322

巣鴨御中屋敷方境図・..............................・・1449標

菅原家古文書目録….....・H ・...・H ・....・H ・...・H ・..271標

菅原氏系図・…....・H ・-…...・H ・...・H ・...30(155)， 69標

菅原氏御系図・........................................・・・・68標

菅原氏御系譜・........................................・・・・67標

菅原天神社文書(能登閤〉・...・H ・...・H ・-…・・ 30(114)

菅原直養覚書・.........................................3871標

杉木氏小留帳抄・..............................・・・・・・・・鎚36標

杉木氏御用方雑録・..............................・・・・・鎚33標

杉木氏小者帳・ .(~r，...................... ー............・・6834標

杉木手帳・7…・...~...................................・・6838標

杉本成章日誌....・H ・....・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・...…4550標

杉山五左衛門書翰・..............................・・・・・3229標

菅笠問屋仲間株割・..............................・・・・・7587旧

菅作之法・...ー....................................・・・・・・・7448標

苑麻呂殿城端善徳寺ヘ御引移御行列等....・H ・.1003標

亮麻呂殿城端普徳寺へ御引移御行列芥御道具

欝候節御行列等… ・ ・ 1002標

菅生石部神社文番(加賀国〉….....・H ・...… 30(110)

鈴木官兵衛伝・.........................................3492.標

鈴木菊英師七銭図・...................................・・・8273

鈴木菊英誠図・...................... ... ......…・・・・・・・・・・8266

鈴木系図・H ・H ・.......・H ・...・H ・...・H ・.....・H ・-… 30(157)

珠洲郡橿原村妙厳寺記録抜書・………H ・H ・...・H ・.6219、

珠洲郡寺社先祖由緒労一類附帳・..........・・・・・・・6327旧

珠州郡下町野組郷村高物成調理帳・..........・・・・7138標

珠洲郡神職先祖由緒井一類附帳・..........・・・・・・・6327標

珠洲郡高屋村高谷万祢所蔵古文書写・..........・・・・6820

珠洲郡築山法住寺願状・.......... ..........・・・・・・・・…・6482

珠州郡長橋村亀山神職先祖由緒井一類附帳・・・6328標

珠洲郡三崎高勝寺書状・................ ..............・・6482

須須神社口上番・..............................・・・・・・・・6520探

須須神社古文勢・..............................・・・・・・・・6288探

須須神社文書〈能登国)・・H ・H ・..…...・H ・-… 30(112)

寿々 姫様御輿波絵図...・H ・....・H ・...・H ・・H ・.957標

寿々 姫様御附人替詞前曾写・・H ・H ・...・H ・.....・H ・954標

寿々姫様御引移之節御作法附等....・ H ・....・ H ・'.955標

寿々 姫様御気滞袈目一件等…・・・H ・H ・....・H ・・・・・1010標

寿々 姫様御婚礼一件….....・H ・...・H ・...・H ・.......941標
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寿々 M~傑御婚礼一件留 . . . . . 一 ..........・ 943探

寿々姫様御婚礼御作法等…..・・ ・ … ー .. 9.18.探

寿々姫様御婚礼御式・ ・ ........................ 9関係

寿々姫様御婚礼御式正御献立 …0・・ e・e・・.......951原

寿々 M~様御婚礼御給事役割 下物・ ー.....・ 9.17標

寿々姫様御婚礼御出興御行flJ ・ 958標

寿々姫様御婚礼留 .... ・ー・・ 0・0 ・e・e・9471日

寿々脱線御婚礼之際御規式等絵図 ー . 949標

寿々姫様御結納御祝儀御作法附 ー ー・ー・・… 946標

寿々~.様初而御登城於御奥御饗応、等御作法ー 953 i:f， 

寿々ME嫌本多掃応守へ御守殿御引移御作法e
一巻 .........・ e・..・ 0・0 ・............・・......・ 0・・ 956標

銘見製薬所前総1/j¥ニ付口上m ・ ''''''577611:1 

鈴見鋳造場用水江筋切替ュ付猷地歩数打立帳

労絵図面・・..... ・ ..... ・ e ・ ー "578U:i

鈴見村旧鋳師団地絵図 ーー・ ......・ 5785鍔

鈴見村製薬所合盛米ニ付口上容… e・e・.....・ e・..5784旧

鈴見付鋳造所合従米ニ十l口上15 ・ ー 578.1際

捻子一件等街f1}....•..••••••••••••• ••.• •.•• •. •••••••• '6 1 36t~1 

砂川健次郎 ・平塚潤蔚儀土屋采立正殿家*大

久保要二男杢之助ニ引合之朕申上候曾付 ー1762掠

都テ宿村送等ニN一向・ ー ....................7676標

須磨記 ・・ h ー............・ e・...........… 30(175)

住吉神社文密 (fl'\Þ~閤) ......，，"...・ ・ ・ 30(105) 

相撲免許状 ー ー ..............… ・・ 0 ・............6592

駿河清見浦記・ e・e・.....................・- ・ ・ 30(176) 

駿河国安倍郡… ー . •. •.. .... . .. •. • .・・ ・ e ・'30(49)

駿河国伊籾原郡 ・ ・・ e ・.......・ 0・M ・o・"30(49)

駿河国有渡郡 ・ ・ ・・..........… ・・ 30(，ω) 

駿河国止駄郡 - ー......... ー・ 0・........'30(50) 

駿河国駿河郡 .一....・H ・.......・.....•. •• ....30(50) 

駿河国富士郡...・e・.....・a・ ・・e ・ ・ """"30(・19)

駿河国益頭郡… ..... ・ ・・・ー ー・ー.....・ e・30(50)

駿州大地震御届諮等・ . . • . • . • . • . • . . • . .・ e・-一… 9529僻l

~州久f也山絵図 ... . ... . . . ... . . .. . ..... . . ... . .........91221日

駿州久能之図ー ・........... 一・ . ..••••• ••• .・ e・9122探

駿州消水域地奥~之J体 …一..... ・ ・ ・・ 8222

駿府城之図・ …・ ............ 一.......・ o・"9199ti'l

せ

Oj'rm*援抜箆・........… ................・ a・"95261票

聖学但諦 …ぃ ・ .............・・・・ 9455際

的1医務純~'i ' "......."" ...... ".....・ ・・ ・9875仰
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芹川村明運寺一件 - … .............…・・・ 61901'';'左下9

誓願寺鐙銘(京都)・… … ・ーい日い ..... …30(18) 

清業賢記(該粋) ーー ・......... ・... ・ 30(69) 

清見寺記.................. 一一一・ ・……・.30(176) 

成業問答日日ー .........・ ・・ 一 ................4017原

税欽括要 ..... ・ ・・・ ・・・・ 0 ・・ ・・・..............6920線

清斉尽忠録 ..... ・ ・ ・・ … ー・ー ""3.181傑

llJJ札式......... ー…・ー ー・一 一 ー........ ・ 1952t~{

1IJJ札之式・ ・・ ・・・ ・ー ・ー ー・ー ー.... ・ .92.15原

西山i立事ー ............ 一…・・・・・ ー… e・e・-・8855際

世子東京遊学奉送・・ -・・ ・・ー ー・・ーー ..9613原

哲紙之案紙・ ーー・ー ー......... ・ ・2273探

世子の東京遊学を祝う詩歌・H ・H ・H ・H ・.......... '961.lt'.'¥ 

姓氏分脈 ・・ー ・・・ーー・ー ー ・ 71旧

姓氏分脈抜密 ー 一一ー・一 一・ ー…・・ー … 711;'¥1 

誓詞前密 ー・ ー ........ 一 ......... ・・ 2幻滅!

勢州洋之城図・0・・ 0 ・・...........・ H ・.............・ H ・'9203ti'l

姓氏由来 ........... 一..・ 8765t1{ 

型城怪談録 ......... ・...........................・ '9.196

翌械妖怪奇談.....................・ o・......・H ・・・・・9.196tJ{

誠心院殿御入院の靭御本山より寺院役人間行

等へ被例l渡の事.....…...・ H ・.. …ー 一・・・ ・・・・'6290

精腿雑記・ ー .........・.......... 一 .........8635原

正説起本........ .. .. .. . ….. ... ・ H ・. " ・ H ・ .... . . .... .. .251 3t~{

渚l;i!院殿詠草・ .•.•. •.• . .•.•. •... •.•.• .・一 - ー1257際

法泰院様御輿入之次第ー.......ー・・ 一 …... 826t~{ 

清泰院様御入輿方々より出候盤面之写・...・H ・.827際

音泰院傑御入輿記・ー ーー 一 一… 825際

清泰院様御逝去之節御葬式之豪語公辺御間合等

ー 1012占1日

清泰院様御葬礼御法事労調経御施物御香主主御

廃人之覚 ーーー…。....・ e・...・ e・....・M ・..・ e・...."...1013 

~{若手院様御葬礼等覚ー・ー ー一ー ー 一 一1013原

清泰院様御法事之節献上之品被仰出方・ー"'1099官:

泊三泰院様二百回御忌御世，.r;於伝通院御修行之

節党・・ u ・…….....・o ・0・…...........・・ s …・ 1098標

消~院殿御拝領地絵図・ …....・ H ・.. .・ H ・...........ι159際

清泰公諸器帳 ・・・・・・ -…・..…・...... … 828潔

靖台突録 ー 一…・……山…..……・・・・・…・ '8625際

征長日記之写・ ー一 ............一・ ・一 ー.....5日71日

正智流白鎚 ・ ……............・H ・..............8419標

政典制t:;t:..・ a・..… ー… ..... 一・ー …… "6787際

聖堂御酢l'井戸券智絵図・・ー 一・・ー … 9.1 . 1 7ß~{ 

教



聖堂釈奨ニ付披露所等絵図...・H ・.....・H ・...・H ・.9450標

聖堂新図・........................................・・・・・・・9必8標

聖堂弁学校請取所控・..............................・・4974標

聖堂之図・........................................・・・・・・・9449標

聖堂火消方被仰出等一巻・....................・・・・・・1693標

盛徳頚・........................................・・・・・・・・・・9621標

聖藩家譜要略・.........................................2733標

聖藩年譜草稿・.........................................1484標

識姫様御婚礼一件・…....・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・-… 835標

聖廟通夜物語・.........................................1475標

政府への窺書並指令写・....................・・・・・・・・・1979標

生兵教練運動図・.........................................8579

星鳳楼帖・........................................・・・・・・・98.72標

政務留・・・….............................................4220標

政務に関する諸届，諸達・H ・H ・.....・H ・....・H ・...4495旧

誓文日記…...・H ・-…....・H ・.....・H ・.30(164)， 8720標

西洋火術之義ュ付心得之趣御内達書・...........5622標

西洋火術之義ニ付心附之趣御内達書・・・・・・…・・・5621標

西洋軍備j採用の風潮に付達書・..........・・・・・・・・・・5620標

西洋之軍備j採用に反対意見書・..........・・・・・・・・・・5619標

西洋之軍制ュ付意見書・....................・・・・・・・・・5619旧

生理談・........................................・・・・・・・・・・7778標

性理談・・…・・・............. ....... ......... ...... .....・・7779標

政隣記・..........・・・…・・・・・・........... .........・・・・・・・・2470標

青瑛牙珠記・............. ........ .... ......... ......・・・・9544標

清和院御門御国御人数配大略・・H ・H ・.5563標， 5564標

瀬川五郎兵衛等害状・.................. ............・・3727標

瀬川安右衛門，吉江平兵衛家来小者ェ庇付候

ニ付検使等一巻・・・..........・・・…・・・・..........・….46例標

関原合戦諸記故華・・・・・・…・....................・・・・・・…8022

関原合戦諸記抜奉追加・....................・・・・・…・・.8022

関原合戦諸記故翠追加共・....................・・・・・・8037旧

関原合戦前後書翰・........... ........... ........・・・・・8038標

関原合戦前後問議・・・・・・…....................・・・・・・・・・・8023

関原合戦前後略譜追加共・…....・H ・....・H ・-…8037標

関原合戦文書…H ・H ・-…....・H ・...・H ・-…H ・M ・.30(148) 

関原合戦略記追加東国西国・..........・・・守・・・・・・・・・8036旧

関原合戦略記追加共...・H ・....・H ・...・H ・...・H ・.8006標

関原記…・・H ・H ・...・H ・.....・H ・....・H ・-…...・H ・.30(165) 

関ケ原記…...・H ・H ・H ・......・H ・......・H ・...8716標， 8717 

関ケ原軍記・・H ・H ・-…....・H ・-…....・H ・-…8716，8717標

関原御一戦覚書・・・・・・9・・....................・・・・・・・・・・8719標

関原大成私記・.........................................8718標

~~3.将、、アω・)L ，.8 
せいとーせきと

関剣j術伝寄四種....・H ・....・H ・...・H ・...・H ・-…・・8409標

関佐次馬由緒・.........................................6348標

関沢明清君碑銘・..............................・・・・・・・・3494標

関沢明清事蹟・.........................................3.193線

械事集録・........................................・・・・・・・・・・2505

昔日北華…・…H ・H ・...…・・・・...・H ・・・・・・・・…・・・・2507標

昔日北華録...・H ・....・H ・-…H ・H ・....・H ・....・H ・-…2506標

石州一件・........................................・・・・・・・5日8標

.石州貞行指附之覚等…...・H ・.....・H ・..…...・H ・..8535探

4 石州貞行之万掠之覚....・H ・H ・H ・...・H ・....・H ・-…98.'33標

石州雑記・・・・・・........................................・・9138標

赤心報国録・........................................・・・・5575探

石台遺文・........................................・・・・・・・9737標

石動山縁起・........................................・・・・30(13)

石動山関係書類綴・........................... ...・・・・・7481標

石動山関係書類披見覚・....................・・・・・・・・・7494標

i石動山関係提出番目覚…H ・H ・...・M ・...・H ・-…・・刊94旧

石動山古縁起・新縁起・#-宝崎由来・寛政由来…6219

j石動山々境ニ付口上書H ・H・...・H ・.....・H ・...・H ・.74821日
.ーーーーー尋

石動山々 道々 普請之時分絵図・・・・H ・H ・...・H ・-…7倒8標

石動山山林下刈ニ付達書・....................・・・・・・7500旧

石動山寺号帳・........................................・・・・6177

，石動山衆徒中後住帳…...・H ・...・H ・....・H ・..…・・・6347標

- 97ー

石動山争議一件・...... ........... .............・・・・・・・・7490標

石動山知識廻之儀ニ付云々 …...・H ・-…H ・H ・..6387標

石動山知識廻之儀=付御算用場より相渡り候

紙面等之覚・・・・・................. ............. ..... .....・・・6387

石動山伝記略書・・・・…・...............................30(13)

石動山盗木一件ユ付書翰・....................・・・・・・7492標

石動山盗木ュ付書翰・・・…....................・・・・…74921日

石動山と多根村山境ュ付口上審....・H ・.....・H ・.7484標

石動山と艶村々 と山境誇一巻・・H ・H ・...・H ・-…・・7487旧

石動山菜種畑村ュ付歎願之達書・..........・・・・・・・74951日

石動山等初穂米集方一件・....................・・・・・・・・・6337

石動山・二宮村論所林下苅ユ付属曹...・H ・..…7500標

石動山伐木ニ付書翰・..............................・・7499標

石動山伐木願之絵図・..............................・・7473標

石動山箆村々七木伐取論争一巻・..........・・・・・・・7485標

石動山麓村々争論一件・....................・・・・・・・・・7498標

石動山麓村々 山境論所一巻・.......... .....・H ・....7487標

石動山々境相論ニ付達書・H ・H ・-・・H ・H ・....・H ・...7486標

石動山々 境ュ付口上番・…....・ H ・-…....・ H ・-…・・7必3標

石動山山境論所ユ付書翰・....................・・・・・・7-189標



せきとーせんて

石動山より業種苅取に異論申すにつき遥密…7495標

石動山領山林伐荒しに付衆徒訴状・・H ・H ・H ・H ・.7482標

石動山論所一巻・..............................・・・・・・・・7485旧

石動山論所一件・..............................・・・・・・・小ω7標

石動山論所関係書類覚・....................・・・・・・・・・7494旧

石動山論所死人請取方願・....................・・・・・・7493標

石動山論所ニ付口上番・H ・H ・.............… H ・H ・.7488標

関戸覚書・........................................・・・・・・・6586療

関屋市右衛門番付・・・・・・・・・…....................・・・・3728標

関屋氏諸系・........................................・・・・3∞2標

関屋政知覚書類衆・............. ........... ......・・・・・3985標

関屋政知達番・・・・・・…・..............................・・8557旧

関屋政知録・.......... ..... ... ......... .......... ...・・・・2627謀

関屋録・........................................・・・・・・・・・・2628標

関流算盤・........................................・・・・・・・9514標

世間雑日記集...・H ・.....・ H ・H ・H ・-…....・ M ・...・H ・.30(89)

世子御座所一件・.......... ...... ..............・・・・・・・・4715旧

世子御座所普請方御用主附一件・..........・・・・・・・4715標

石灰焼立方等一件・....…....................・・・・・υ7574標

絶家減禄雑記・.........................................2869標

絶家判印物写・.........................................2868標

絶家録・........................................・・・・・・・・・・2872標

縞試下巻・................ ...... ...... ............・・・・・・・9239標

蟻州大坂冬陣加州ノ先手長如庵一手陣取之図…5404

摂州兵庫高田屋嘉兵衛ヲロシヤ船之者ニ被召

捕侯一件・・・・・・.......... ............. .............. ...・・7716標

摂州道行之記・・ H ・H ・...・ H ・-…....・ H ・....・ H ・....30(179) 

殺生方一件…....・H ・....・ H ・...・H ・H ・H ・.4786標， 7511標

雪隠井剣掛見取絵図・-…・・・...................….9815標

摂津氏伝書…....・ H ・....・H ・...・ H ・-…....・H ・...30(134) 

摂津固有馬郡・..........・….............. ......・・・・・・・30(49)

瀬戸町村瀬戸比古社神職瀬戸祐教・..........・・・・・・・6322

瀕波村領内，谷図….....・H ・....・H ・...・ H ・.......・ H ・.6086

銭屋五兵衛一件・..............................・・・・・・・・2689標

銭屋五兵衛詮議留・..............................・・・・・2688標

?(ど 施薬院使補任例・・ H ・H ・....・H ・....・ H ・-…....・ H ・...8910標
ー一一〉

ztJI: 詮儀方早繰....・ H ・..…...・ H ・...・ H ・.....・ H ・...・H ・..4727標

千菊抄・・・・・・…・・・・・…............. .......... .......・・・2573標

詮議小紙留・.... ......... .......・・・・・・・・…...... ....・・6778標
仙渓院様衆等種類…....・H ・-…...・H ・-…....・ H ・..829標

前慶寿丸与三右衛門指引尻上納仕訳番上帳等

..........・・・・5178標
先孝逸詩・........................................・・・・・・・9630標

宣光院様御三回忌御茶湯留帳・..........…・・・・・・1144標

宜光院殿御葬式一巻・.......... ..........・・・・・・・・・…1030標

宣光院殿三拾三回御茶湯留・....................・・・1148標

宣光院殿七回御居、御茶湯留・................ ....・・・1145標

宣光院殿拾七回忌御茶湯留・..........・・・・・…・・・・1146標

宣光院殿二十五回御忌御茶湯留・..........・・・・・・・1147標

先公御代々 御定御陣御家中諸武具縫雰....・H ・-臼25標

善光寺紀行(抄出)・・H ・H ・-…...・H・~~'...・H ・. 30(176) 

千光寺鐘銘(飛州〉…・...・ H ・...・ H ・....・ H ・...・H ・30(18)

千光寺記(越中国小川山)....・ H ・...・ H ・....・H ・.30(16)

千光寺記〈飛州袈裟山)...・H ・.....・H ・....・M ・...30(16)

千光寺文書(越中園小川山)...・H ・....・H ・...30(131) 

千光寺文書(越中国芹谷〉・ H ・H ・....・H ・-….30(131) 

先考土田得入居士墓誌・................ ....・・・・・・・・….8908境
戦功巻・・・・・・・・…....................... .......・・・・・・・・…7887

践好録・・・・・・・・・・・・・・・1…................ ....・・・・・…・…9355標
仙石氏系図附成書二.....................・・・…・・・・・3004標

仙石庄左衛門並列等之事・.............. ......・・・・・・・・・4393

千載集(事出)jpH・H ・...・ H ・....…....・ H ・-…・ 30(176)
穿盤人名附・........................ ........ .......・・・・・4683標

宜旨位記写・・・ H ・H ・....・ H ・...・ H ・....・ H ・-…....・H ・.272標
戦土招魂祭祝詞・....................・・・・…・・・・・・・・・・・5473標

戦士弁手負性名録・…・・・・................ ....... ... ....・弘83

千手院短万覚書之控・....................・・・・…・・・・.9834標

一禅宗済砂寺号所附帳(伝燈寺〉・H ・H ・.....・H ・.....6177
3 善性寺文書(加賀園四十万)….....・H ・-…・・ 30(132)

全昌武貞問答・.........................................5295標

全審筋題之論目....・ H ・-…....・ H ・...・ H ・.....・H ・...7954標

戦争等巨細録・・・・・・・・…・....................・・・・・・・…5462標
戦争風説等・.............…................. ....・・・・・・5437標

先祖番・........................................・・・・・・・・・・8815旧

先祖功績事蹟拾遺・・・・・・・…............ ........・・・・・・3415旧

先祖由緒審上申帳・................. .... ..... ....・・・・・6900旧
先祖由緒労一類附帳・...................... ... .....・・2943擦

仙台家中伊達安芸・原因甲斐公事由来・H ・H ・..8689標

仙台学校図・.......... ..............................・・・・9457標

仙台雑記・H ・M ・.....・H ・..…...・ H ・..… H ・H ・...… 30(185)

仙台様ヨリ御内願書・・ H ・H ・...・H ・....・ H ・.....・ H ・.9394標

先代侍帳・・H ・..... ... .... ........・・・・・・・・・…・・・・・・2800標

専対秘鑑・............................... ... ......・・・・・・引16標

船中打筒之図・.........................................8571標

全長記・........................................・・・・・・・・・・8851標

先手弓筒二十一組合紋帳・同組々配当審…...5344標
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漸得雑記・・・・…・・…・・…・・・・…・・・・・・・・・….....…・…"，37，探

漸得雑記綾草・............................................38標

漸得雑記附録・........................................・・・・39標

普徳寺文書(越中圏域端)…....・H ・...・H ・...30(132) 

膳等食物居台見取絵図・....................・・・・・・・・・9813標

千日町越中屋伝兵衛百姓j也受地町会所引請願

一巻・・・・・・・・........................................・・・・・・・・・6621

専念寺文醤(越中国放生津)……H ・H ・..…・ 30(132)

従先年於江戸御定醤品々 ・・H ・H ・..…...・H ・.......1929探

先年ヨリ十村役等相勤候者共外百姓等之内持

博候御印物写等志らベ........・H ・...・H ・-…....・H ・"6901

千羽甫左衛門義ニ付本多周防守也翰写・・・・・・・・・3775旧

専福寺文醤(越中国高岡)・・・・・・H ・H ・....・H ・.30(132) 

選仏院様御築物写・..............................・・・・・3635擦

選仏院様御代・・・…・・・……・...........・・・・・・・……3411擦

善法寺僧正等御招請ュ付御客附献立御作法等

控.....・…・・・・・・…・・・・・・H ・H ・-・・・・・…・・・・H ・H ・..…・・3653原

遷流記・........................................・・・・・・・・・・30(88)

善良院様就御三十三回忌宅路等覚般・...........1115標

善良院様御姶七回忌御茶湯御執行一巻・・・・・・・・・1114標

善良院殿御詠和歌集写・....................・・・・・・・・・1252標

前録貞一党番・.........................................2126標

そ

J{泊亜相公述誠・H ・H ・...・H ・...…H ・H ・-… 30(169).1233 

鍵岳詩草・........................................・・・・・・・9638標

桑華字苑・........................................・・・・・・・・・・26標

桑華字苑抄・........................................・・・・・・・27標

僧官条目........・M ・....・H ・...・H ・....・H ・....・H ・-…'6359傑

僧轡.周?を二宮・・・・H ・H ・...・H ・...・H ・....・H ・...30(182) 

せんとーそうし

惣持寺五院現住之次m.......................・・・・・・・回日銀

総持寺五院紫衣之事・..........・・・・・・・…..........・・6350標

総持寺古文書・.........................................6282標

総持寺三衣一件・..............................・・・・・・・・6お3標

総持寺三衣一件抄録・..............................・・6284標

総持寺山内寺院所附帳・....................・・・・・・・・・617磯

お持寺βニ付党建:二奇・・・..............・・・・・・・・・・・・・・・邸機

惣持寺住番ュ付調轡・..............................・・6351傑

惣持寺鋲守図・.........................................6431探

総持寺文書上(能登園櫛比)・・H ・H ・...・H ・...30(127) 

総持寺文書下(能登国櫛比〉…H ・H ・....・H ・.30(128) 

総持寺門前諸職人支配方一件・..........・・・・・・・・・・6535標

惣持寺門前之儀ュ付奉願候事・..........・・・・・・・・・・6日4標

惣持寺輪番等口上番・・・…・・・…・-……・・・・H ・H ・"6352標

早字節用集・........................................・・・・・・・28擦

宋史日本伝........................................ ....喝86ω22撤標

奏者方覚番.........................................・・・・4363標

相州御鷹場御拝領以後段々相極申帳・H ・H ・...・H ・.4774

41相州繍場延宝元年十一月十六日木曽八幡山

弁丸山はら山御狩，同廿一日相武鶴間両所之

笹山道生山はら山丸山坊山御狩諸奉行諸役人

且文なら山忍田山芦山山崎山野津田山霧町田

山小川鴻ケ・坂より坊山ヘ猪鹿移候様ニ追之候

役人等留椴・・H ・H ・....・H ・.....・H ・...・H ・-…...・H ・.....738 

相州於御鷹場御狩留帳...・H ・...・H ・H ・H ・....・H ・..738様

相fli小田原大久保加賀守家来復轡之件写・・・・・・9500旧

相州御臆場開趨・..............................・・・・・・・・4774標

相腸鎌倉郡腰越万福寺略縁起・....................7746標

義翌坦!受理解等捜索脅….......・H ・.....・H ・...・H ・30(96)

I 相州新戸村猪御狩の次第....・H ・...・H ・...・H ・..10022擦

葬儀御行列附・H ・H ・...・H ・...・H ・...・H ・.....・H ・-…・1069標 | 相州鷹場開番・・H ・H ・.....・H ・.....・H ・-…...・H ・..30(183) 

宗祇独吟連歌…・・……H ・H ・......・H ・.....・H ・...30(181) 相州康国御脇指之札H ・H ・...・H ・...・H ・....・H ・.....9お6標

創業雑記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 333標 | 槍術内田氏工夫之巻・・・…...・H ・H ・H ・...・H ・...・H ・8418標

総寧井御旗本御備之図…H ・H ・-…H ・H ・...・H ・...・H ・5660 鎗術規短…・・...........................................84，初標

総国風土記….....・H ・....・H ・-…...・H ・-…...・H ・'''9017旧 | 槍術得道和歌・・H ・H ・...・H ・..…....・H ・.....・ H ・.....8417，標

総国風土記敏苓・・H ・H ・-…...・H ・-…H ・H ・.....・H ・.9017標 | 相承安心正義御役所へ指上候控….....・H ・..…'6367，標

惣御軍粧御条目...・H ・H ・H ・...・H ・H ・H ・..…...・H ・'5342擦 | 増上寺絵図・…H ・H ・...・H ・...・H ・..…...・H ・...・H ・..699標

惣小者鰍持御給銀等鰍...・H ・..…H ・H ・-…・・加3探 | 増上寺御下乗等之図..............................，.....6452

荘繊厳講繍所廻献状・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・側 | 一野寺御廟所等乏絵図…....・H ・.....・H ・...・H ・...ω51標
} 甲 I : 増上寺御仏殿惣御門拝殿之御門絵図・・ H ・H ・-…6449擦

増作食被下挫...・H ・H ・H ・.........・H ・-…H ・H ・-…・・6953探 | 
| 増上寺出張人御能拝見御能組....・H ・H ・H ・-……9953標

総持寺縁記(能登〉・…...・H ・.....・H ・-…...・H ・"30(16)
| 増上寺出張人御能拝見等之名番・H ・H ・-…H ・H ・'9954標

総持寺怪文・H ・H ・............・H ・.....・H ・......……30(18) 増上寺等諸社寺之図……....・H ・...・H ・H ・H ・-…6450房
総持寺!日言己~...・H ・ H ・ H ・....・H ・...・ H ・....・H ・ "'6517擦 | 惣女中御扶持方御給金銀万渡り物代御仕着弁
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御合力銀被下候帳・・..............................・・・・2833旧

惣女中御扶持方等・....................・・・・・モ・・・・・・・・・2833際

曹沢寺縁起・.....................・・・・・・・・・..........・・・・6301旧

曹沢寺雪問書状等・..............................・・・・・6302旧

習沢寺由来之覚・..............................・・・・・・・・6301探

曹沢寺由来之覚等・..............................・・・・・6302探

増訂菅神年譜略・..............................・・・・・・・・8896探

宗滴雑談・-…・・・…・・H ・H ・・・H ・H ・-・…・・・…・・・・・….8709探

宗滴夜話・........................................・・・・・・・8710原

考-曽滴ニ妥院へ教諭触達番之写・・H ・H ・-…...・H ・..6158探

曹洞ー宗祖規濫行ェ相成候儀ニ付寛政二年九

月十八日従公儀関三利江被仰達同年十二月日

本中ー宗寺院ュ教諭触迷番之写・..........・・・・・・・・・・6158

曹洞宗寺院来歴・..............................・・・・・・・・6217掠

蔵頭蔵尾集偽・.........................................9741標

箪譜....・H ・...・H ・....・H ・...…H ・H ・-…....・H ・-… 30(174)

宗福状・松若物語….....・H ・-…...・H ・-…...・H ・..8660標

増補見聞大観録・..............................・・・・・・・・2678捺

増補関屋氏系譜・............... ........... ....・・・・・・・・3∞3探

増補大路水経・.........................................9022探

増補六国弁書・.........................................9998標

増補和歌題林抄・..............................・・・・・・・・9ωo標
草木薬方雑記・・H ・H ・......・H ・....・H ・......・H ・...30(182) 

総物成高-対公瞬入費落債高等調理帳・...........5126傑

壮猶館へ稽古ュ罷出候人々 届方等・…・・…・・…・回04探

壮猶館大筒員数留井蝉数・....................・・・・・・5910標

壮猶館規則留抜華・..............................・・・・・5907標

壮猶館御用隠密達留・..............................・・5878標

壮猶館御用雑記・..............................・・・・・・・・5908標

壮猶館御用達留・..............................・・・・・・・・5879標

壮猶館御用日記・・H ・H ・...・H ・.......・H ・....・H ・-…・5880標

壮猶館雑記・........................................・・・・5909探

壮猶館大砲弾丁・..............................・・・・・・・・5911擦

壮猶館井御鉄砲所御用日記・H ・H ・.............…5912標

壮猶館砲術稽古書・..............................・・・・・5905標

惣与力人数知行高井明知役付・歳付等之限・・・・・・28回標

操練所御地面図・..............................・・・・・・・・5705旧

操練所御用地図面・..............................・・・・・5705標

曽我文書...・H ・....・H ・...・H ・...・H ・....・H ・...・H ・.30(136) 

ifiI:書名祖規再興願書等写・....................・・・・・・6371旧

続己卯雑志....・H ・....・H ・....・H ・....・H ・.9270標， 9271標

即成院縁起・........................................・・・・30(14)

族解訂正願・........................................・・・・2942探
ーて色〆

考
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統漸得雑記・・・・・・・・・・・6・・a・・7・.....・・h・a・-ー..ー.........・・・40傑

統附随筆・........................................・・・・・・・9772際

続武家閑談抜撃・..............................・・・・・・・・8841擦

続法号普志….........................................8592標

測量方為御用縄張人等敦賀等へ罷越候料銀等

;t~1耳元帳・........................................・・・・・・・・・・弱04標

租税略解稿本・.........................................6997標

祖宗華押譜…H ・H ・...・H ・....・H ・...・H ・-…H ・H ・-… 289標

卒替地願朔還者名寄・….........................3614標

卒家作地ケ所附交名・..............................・・3615標

卒家作地調理名醤・............... .... ........ ...・・・・・3613標

卒戸籍等増減帳等・.............. .................….2941標

卒松本久男等替地面相願候者共名番・...........36141日

袖日記…...・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・..30(40

外作事勤方帳・.........................................4712標

卒都婆小町形稽古故番・....................・・・・・・・・・9991標

外盤物十種....・H ・...・H ・..…....・H ・-…....・H ・..1∞05標

備先手人数諸道具の事・・・・・…・・・.....................8139

備定毛話・平・・・・・.........................................8101

備定陣取下番…・・・・・・・…....................・・・・…8105標

備定人数諸道具之積・....... ......... ...... ..... ...・・5291標

備立諸図・........................................・・・・・・・8106標

備立之図・・H ・H ・...…H ・H ・'..8107標， 8109標， 8110標

備之図・................... .......... ....... ....・・・・・・…・8102標

訴人取捌方の覚脅・..........…・・・・・..........・・・・・・・4652標

国家文書...・H ・H ・H ・...・H ・.................・H ・-… 30(133)

祖来手番・.........................~・・・ .....................7758

曽理乃綱手・........................................・・・・9651探

存意審・・・・・・…...・H ・-・・・・・・・・…・……・・・…・…-…5555旧

尊経閣図書保管法・H ・H ・-…H ・H ・....・H ・.........・H ・.3標

孫子記閲・........................................・・・・・・・7934標

孫子識註・........................................・・・・・・・7931標

孫子十三筋・........................................・・・・7932擦

孫子陣宝抄問書・.........................................7933

存寄之趣御内奉申上帳・....................・・・・・・・・・6779標

村名替願・........................................・・・・・・・5999標

村名付新関所之覚・..............................・・・・・5989旧

村名付申新関所之党....・H ・....・H ・.....5988標， 5989擦

村名由来・.......................................・・・・・・・・5991擦

た

大安寺縁起・・........................................・・・30(14)

第一公儀古今御沙汰之ー....................・・・・・・・・・9268

前
世



泰雲院様御葬式絵図・..............................・・i032f.~!

泰雲院様御葬式御行列付…1034標.1035標， 1039旧

泰雲院様御葬式金谷御殿ヨリ宝円寺迄御行列

附留・….........................................・・・・・・・・・1039際

泰雲院様御葬式金谷御殿ヨリ宝円寺迄御行列

帳..…・...................................................1037楳

泰雲院様御葬式惣絵図・....................・・・・・・・・・1031傑

泰雲院様御葬式宝円寺迄之御行列附・...........10341日

泰雲院様御時代的場出来之節下絵図・...........5789傑

泰雲院様御隠居一件....・H ・...・H ・H ・H ・....・H ・-… 135傑

泰雲院様御親翰等御用番中抜草・..........・・・・・・・4070擦

泰雲院様御葬送御忌臆一巻等・・・・・・・…・・・…・・…1042旧

泰雲院様御葬送御思鷹一巻持御放l隊等之覚…10.12標

泰雲院様御葬送金谷御殿ヨリ宝門寺迄御行列

附・…・・・・…・…・・・・・・・…..........・・・…....・H ・-…・…1036楳

泰雲院様御葬送御葬馬等一巻・....................1041標

泰雲院様御葬送井御中陰等御法事御用留帳之

内御作法等要文・・・..............................・・・・・・1ω3綴

泰雲院様御中陰御法事御香奨帳・..........・・・・・・・1136標

泰雲院様御法事之覚・..............................・・1135様

泰雲院様三十三回御法事留・....................・・・1139傑

泰雲公御請書・.........................................1631様

泰雲公御取捌御条目・・H ・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・.1938標

泰雲公騎射番附等・・・…・・・・…・…・・・・…・・・・・…・・・・5673標

泰雲公御事蹟按番・H ・H ・-…....・H ・...・H ・....・H ・..407標

泰雲公御進物帳抜….....・H ・-…...・H ・....・H ・-…・ 506標

泰雲公御誕生ヨ.リ後隠居後マデ之覚抜書…… 248旧

泰雲公御年表・・H ・H ・....・H ・....・H ・...・H ・H ・H ・-…・ 247傑

泰雲公御年譜・H ・H ・H ・H ・..………...・H ・.....・H ・..246際

大永之神書....・H ・-…...・H ・-…....・H ・"30(12)，621 ω標

大円寺文書・................................ ........・・・・・・・6222

大応院御逝去前後覚書・・H ・H ・-…...・H ・-…H ・H ・.401標

大応院様御夜話....・H ・...・H ・...・H ・...・H ・'399標.400様

大応院様御逝去之節御忌懸之面々 …....・H ・-…1022標

大応院殿御葬式並諸般留~~長・....................・・・・・・ 1021

大応院殿三回御忌御法事儲帳…・…'"・…・・・・・・・1125標

初三監墜啓子二「控訴昔、御牌前百首・和歌山・H ・H ・"'11幻|日

大応院殿二十五回御忌御追福奉備御牌前百首

和歌・・・・・・・・........................................・・・・・・・・・1126

大応院殿二十五回御忌御追福追善和歌百首・・・1126標

大応院殿二十五1!!J1A1J，i号、和歌・....................・・・1127際

大応院殿百四御忌留・..............................・・1128際

たいうーたいし

苑

大応公御磁式留帳・..............................・・・・・1021標

之大応公御績式弁務般官~~l長・・H ・H ・....・ H ・....・H ・ '''1021旧
..ø~ _ 
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大応公・謙徳公略譜….....・H ・...・H ・-…・241標， 242標

大応公御年譜…....・H ・....・H ・....・H ・...・H ・...・H ・.238標

大応公御法事留・..............................・・・・・・・・1124標

大応公任官献上等記・...・H ・....・H ・...・H ・H ・H ・-… 504標

大応公年表・・・・・H ・H ・...・H ・...・H ・-…H ・H ・.....・H ・.240襟

大学管窺草策・........................................・・・・7762

諦獄公追慕録・.........................................1489標

大学園字解・........................................・・・・7773標

大学私考・..............................・・・・・・・4・・・・・・・・・7769標

大学説問書・論語講説・孟子講説….....・H ・"'5901擦

大学末章講義政・..............................・・・・・・・・7767標

大学寮職員令・.........................................90143標

大機院様・正智院様御略歴・・H ・H ・-…....・H ・-…1.193標

大疑録・..................................................・・・7783

大工作料之極持小物成・....................・・・・・・・・・7153探

大工山上系図・H ・H ・....・H ・...・H ・.........・H ・-… 30(159)

泰君へ上脅之写・...........…・・・..........・・・・・・・・・・4005様

太閤素性記・H ・H ・.....・H ・....・H ・-…H ・H ・...・H ・.30(157) 

太閤持将軍御成記・・H ・H ・・…・・H ・H ・...・H ・...・H ・..458楳

大郷巻蔵上書・・・…・・・・・・・…-…H ・H ・...・H ・-・・…・.9215標

太鼓采牌記聞・.........................................8007標

太鼓采牌口解…・・・・H ・H ・…・・・・・…・・H ・H ・・……"'8010擦

醍醐雑抄(抄出〉…・・・H ・H ・....・H ・......・H ・...30(177) 

醍醐寺縁起・........................................・・・・30(14)

醍醐寺文書(京都)........・H ・...............… 30(121)

対策・・・・・・…・・・・・…・ー.........・・…-…・・…・・…・・・・・・92371日

大参事等被見候節御飾付御道具記控・・H ・H ・....566標

題紙留・・........................................・・・・・・・・・2780標

第十七大区村々古高拝領高共明治五年分草高

拾石当定納口:米壁諸入用米引去手取作徳米審

上帳・…...・H ・....・H ・....・H ・.....・H ・-…H ・H ・...・H ・-…7146

大樹寺文番(三河国)...・H ・H ・H ・...・H ・H ・H ・.30(125) 

大嘗会歌・........................................・・・・・・・9658標

大嘗会次第・........................................・・・・8928標

大嘗会由緒・........................................・・・・8944標

大嘗会由来・.......................... ..............・・・・8945標

大将合戦心持・.........................................8063標

大将合戦之時心持・..............................・・・・・8063旧

大正寺・浅井表聞欝・H ・H ・....・H ・.....・H ・...・H ・"5376標

大乗寺永平寺懸合一件・....................・・・・・・・・・6197標

大型寺乏御加勢一件抜書・…....・H ・'''5531擦， 5回2標
J、



たいしーたいふ

大型寺三区御加勢一件抜書・越前路出張之人々

兵犠等之義も少々記之・・・…・・・…・・・・…・・…・・…・・・5532

大乗寺絵図・....."..................................・・・・・・・6423

大型寺絵図・・…・…..…..........…・・…・・…・・・・・・7361擦

大聖寺御使一巻・..............................・・・・・・・'.1387擦

大乗寺替地願証文井由緒議控・....................・・・6222

大型寺家臣役付等・..............................・・・・・3902標

大乗寺旧記・.......... ........ .................. ....・・・・6227標

大正持軍記・・・・・・・…..............................・・・・5375探

大窪寺郡民倣訴一件・..............................・・7366標

大衆寺境内等旧法寄附地絵図・....................・・・6-189

大型寺侯家譜等・..............................・・・・・・・・1487擦

大聖寺侯系図・..........................................1・190際

大聖寺御城下全図・..............................・・・・・7362擦

大聖寺古城図・........................................引53際

大聖寺古城跡山等五ケ所凡歩数並概略之図・・・・・・9155

大聖寺古城跡山等歩数井絵図・..........・・・・・・・・・引55標

大正持御陣覚書….......・...・ H ・........・ H ・....・ H ・'5373標

大型寺御領巨細絵図・..............................・・2721擦

大聖寺御領組合絵図・..............................・・2719擦

大聖寺御領境分間絵図・....................・・・・・・・・・2720探

大聖寺御領村名帳・..............................・・・・・釘25標

大聖寺実性院由緒・..............................・・・・・6お8標

大聖寺城絵図・........................................引5-1標

大聖寺城寅文書H ・H ・-…...・ H ・....・ H ・-… H ・H ・.30(148) 

大聖寺図・...... ... ...............................・・・・・・・2722標

大乗寺井東光院絵図・..............................・・6423標

大聖寺陣覚書・・…・・H ・H ・-・・…・・・・・…・..……・…5374標

大聖寺藩御用留・..............................・・・・…'1495標

大聖寺藩士禄高帳…・........ ......................・・3897標

大聖寺藩中侍分・..............................・・・・・・・・3901標

大聖寺藩中分限帳・…・・・・・・・・・・・…..........・・…・・・3898擦

大聖寺藩略譜・..........................................2734擦

大聖寺分限II!長・・ H ・H ・-…....・ H ・....・ H ・"3899標， 3900標

大乗寺宝円寺御代拝略作法・…....・ H ・....・ H ・-… 682標

大聖寺町実性院境内区分略絵図・..........・・・・・・・6491標

大聖寺村井家記・......... .....................・・・・・・・・3906標

大乗寺文書(加賀国)・…....・ H ・.......・ H ・-… 30(129)

大乗寺由緒略記…・… H ・H ・.........・ H ・'6229探， 6230標

大聖寺領江沼郡奥山詳図・....................・・・・・・2724標

大聖寺領高社帳・..............................・・・・・・・・2718標

大聖寺領村界相極ル絵図・....................・・・・・・2723阪

大事要覧・........................................・・・・・・・2466標

泰真院様施去一巻日記…...・ H ・...・........・ H ・H ・'1026際

泰真院様苑去一件・..............................・・・・・1027探

泰真院様苑去一件等…・苫・...・H ・.......・H ・.......833旧

棋院様御雨漏列ぶ......................10鰍

大神君様より台徳院様之御台様へ被進候御文

之写・・・・・・・・.................... .... ............ ....・・・・・・8666際

大清康際六十年台湾朱ー食乱覚書….-.:8ωι8626探

苔等小稿・....................・・…・・・..........・・・・・・・・・9臼7標

大臣拝賀着陣次第…....・ H ・....・ H ・-… H ・H ・...・ H ・30(7)

台子ノ手前之覚...・ H ・...........・ H ・.....・ H ・...・ H ・.9992標

大政維新口述書等H ・H ・...・ H ・...・ H ・.....・ H ・...・ H ・1972旧

P げ大政ーがfユ付口:遥脅等… H ・H ・...・ H ・..…...・ H ・..1972擦

て2 大成殿風脚銘・・・ H ・H ・......・ H ・.....・ H ・......・ H ・.30(1日〉

大星二乗伝解・・・・..............................・・・・・・・・7859探

大星二乗之伝….....・ H ・...・ H ・......・ H ・.7853標， 7854標

大星二鶏之伝解・..............................・・・・・・・・7857標

大星秘伝抄・........................................・・・・7858額
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大成武鑑・・ H ・H ・...・ H ・....・ H ・.8962探， 8963標， 8964標

大山寺文醤(伯者国〉・ H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・..30(125) 

大蔵流伝番・・…・・・・・・・・・…・・・・・・…・・…・・・・H ・H ・-・・8320標

泰澄鋭之巻写・で・・・・・・・・・....................・・・・・・・・・6259標

犬伝太御太万・小鍛治御薙万由来書写....・H ・'9826標

退転之寺好高持僧名改一件・.......................6181標

帯万御免許御押等一件・.............................6885探

大臨寺記(飛州)…....・ H ・...・ H ・...・ H ・....・ H ・"30(16)

大肉類衆方・…...・ H ・.....・ H ・...・ H ・...・… H ・H ・..30(172) 

大徳寺四派系図...・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・.30(159) 

大徳寺塔頭興臨院文書(京都)・H ・H ・........30(120) 

大徳寺文書(京都〉….....・ H ・....・ H ・....・ H ・..30(120) 

台所年中料理之品等ユ付窺碁引之図・・・・・H ・H ・-回1標

台所奉行へ御親翰写井請書控・・・…..........・・・・・.1770標

台所町図・........................................・・・・・・・3609標

大納言入道灘頂記・・H・H ・-…...・H・.....・ H ・...・H・-…血~26g2

大田川流域，阿手関所周辺図・ H ・H ・...・ H ・....・ H ・..ω86

大日本史賛薮・ H ・H ・.....・ H ・...・ H ・H ・H ・.............8597採

大念寺新村秋葉社神職若狭勝信・..........・・・・・・・・・・6322

鉢拝之曹・....... ....... .......... .......... ......・・・・・・・8347標

タイハイ場等之図・ H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....1423旧

ーァ'?fーイ去よ函a・H ・H ・-・・H ・ H ・...・H ・.........・M・.~説お』偉

大秘物小永井藤左衛門せがれより同人江差越

候紙面......・ M ・-・…...・ H ・..・・・……....・ H ・-・・ H ・H ・…9385

大福寺村六百rr宮神職福山茂麿・....................・・・回22

大福寺六所明者11文書(能登国〉・・ H ・H ・...・ H ・30(114)
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太平海邦船亜米利加号乗込姓名録・..........・・・・89821日

太平記秘伝理尽紗・・・…・....................・・・・・・・・・9710擦

太平記来由醤之写・..............................・・・・・9711標

泰平年表・................. .......................・・・・・・・860:1標

回井村肝煎孫右衛門願書…...・H ・..…57931日.66291日

田井村次郎吉留帳・..............................・・・・・6938標

田井村領に家建願一件・....................・・・・・・・・・6628標

回井村領之内町地等ユ御引渡之事につき答書

.......6629標

大文字屋伝曾・ H ・H ・..…...・ H ・...............・ H ・.30(139) 

代役申渡寄付・...・ H ・-・・・…-・・・・・・・・…・…・.....・H ・.2218擦

平師貞城図.......... .... ........ ......... ...... ....・・・・・・・8219

帝龍寺山号ユ付申達醤・・…・・-…・…・・・…・・・・・…65221日

帝館寺の義御尋に付答書・....................・・・・・・6522標

太梁院様御葬式絵図・..............................・・1052探

太梁院様御尋に付公事場奉行答番・・・・・…・・・・・・・4619標

太梁院様御尋ニ付公事場奉行答申醤控...・H ・..46191日

太梁院様御三回御忌取越御法事帳・..........・・・・1149標

太梁院様御墓誌弁銘附考案…・・ H ・H ・...・ H ・-…・・ 429標

太梁院様三十三回御忌御法事候・..........・・・・・・・1150探

太梁院殿御贈位勅使下向件等記事....・H ・...・H ・281標

太梁公御入之節尾州邸飾付並献立・ H ・H ・...・ H ・.567.標

太梁公御番立井御請之控….....・H ・.......・H ・-… 141標

太梁公側、亀万千君記・寛政八年九月廿五日

~同九年三月三日迄毎日帳之内書故・H ・H ・..… 10035

太梁公帰国覚密・......................... .....・・・・・・・・1777.標

たいへーたかし

高岡御崩御見隠林繁久寺新開願ニ付大野村等

よりも新開願出詮義仕候白書等....・ H ・-…....・ H ・'7089

高岡市街全図附城下概説・....................・・・・・・6048標

高岡衆分限帳...・ H ・..… H ・H ・.....・ H ・"'2823標， 2826標

多可遠寄城図・.........................................1384標

高岡称念寺願書・..............................・・・・・・・・6393標

高岡城之図・............................................1381標

高岡詩話附補遺・..............................・・・・・・・・9629標

高岡瑞龍寺へ御参詣之節御光詰一件....・H ・-… ωo標
高岡瑞龍寺御参詣御道筋...・M ・......・H ・....・H ・....687 

高岡瑞龍寺出張火消方覚…....................・・・・・・・4912

高岡線学秀正院様御参詣御縮絵図・ H ・H ・..ω1標
高岡瑞龍寺文書之取調・..........・・・・・・…・・・・・・・・・・6295標

高岡附分限帳・.........................................2825標

高岡繁久寺諸願瑞龍寺之手を離し申付願方……6143

高岡町年寄役等由来・..............................・・6601標

高岡町見取図・.........................................6050.標

高方御仕法審・............. .......・・・・・・・・…・・・・・・・・・・6978標

鷹方覚書類...・ H ・.....・ H ・....・ H ・-…...・ H ・...・ H ・...736標

高方仕法略記井立毛見立心得書・..........・・・・・・・・・・6998

高方等御達審・.........................................6915標

高方弁質方盤諸指引御仕法被仰付候御触等一

巻........…............ .... ...... ..... ........ .....・・・・・・6975標

高方之儀御尋芥言上覚書帳….....................1544旧

高方之儀御尋-汗言上控且文覚蜜帳・..........・…1544t~~

貴君様御婚礼街成御献立...・ H ・....・ H ・-… H ・H ・..971標

高国記・............................ ... .........・・・・・・・・・・8727標

太梁公帰国記 H ・H ・H ・H ・....・ H ・...・ H ・....・ H ・...・ H ・1778標 | 高座宮・金分宮遷宮修覆御入用物帳...・ H ・-…・6432標

太梁公継統事件…....・ H ・......・ H ・....・ H ・...・ H ・...136標 | 高座宮労:金分宮下遷宮奉願上候二付御嬰等御

太梁公御家督一件...・ H ・-…....・ H ・...・ H ・...・ H ・...140標 | 入用之品々 番上申帳・・ H ・H ・....・ H ・-……?Z!r.....・ H ・"6432

太梁公御親翰留御請控等....・ H ・.....・ H ・...・ H ・"，2202標 | 高座宮御本地堂御修麗物御入用物帳....・ H ・-…・・・6432

太梁公参勤御供記・・・・….....・ M ・....・ H ・....・ H ・-…1774標 | 多賀系図三種…・…… H ・H ・.....・ H ・...・ H ・...・ H ・'''3005標

太梁公東海道御通行記ー享和二戊十月東海道 | 多賀家古文書・… H ・H ・...・ H ・-… H ・H ・........・ H ・'''3364標

御通行御園ヘ被為入御泊附井名所!日腕記ー・1778 市毛数等書上…・… ・ ・ ・・・・ 9臼2標
帯縮問記...・ M ・...・ H ・....・ H ・...… H ・H ・....・ H ・-…・・9729標 多賀左近書状・・....・ H ・.....・ H ・......・ H ・.....・ H ・-…3729標

高岡稲荷社文書(越中国)… H ・H ・...・ H ・-… 30(11の 高指引寛文格・貞享格仕立申目録・・…....・ H ・-刊12標

高岡御墓ニ付御親翰写等....・ H ・-……....・ H ・-…賢明擦 高沢税賦考・…...・ H ・.....・ H ・...・ H ・...・ H ・-…....・ H ・"6947
i~l) Y. 司 l

高岡木町先宮一件……...・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・"6I90 高沢録...・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・..…6945，6948標

高岡旧城図…・・ H ・H ・.....・ H ・...... ...・ H ・...・ H ・-…・1382標 多賀民三家持奥村氏世系・…....・ H ・...・ M ・........3006標

高岡蔵宿市販屋文右衛門願書....・...・ H ・...・ H ・"7207標 | 多賀氏留記...・ H ・-・…… H ・H ・....・ H ・....・ H ・...・ M ・-田60標

高岡古銭跡見取絵図...・ H ・-… H ・H ・...・ H ・...・ H ・"1387標 | 高島四郎大夫先生尚像.........・ H ・.....・ H ・H ・H ・"8449標

高岡古城之図…...・ H ・...・ H ・H ・H ・...・ H ・...・ H ・-・・・尋鵠6標 | 高嶋流砲術稽古業密等・・ H ・H ・.......・ H ・....・ H ・"'569.1標
〆sf;6

高岡御廟御見隠林新聞願詮義白書等...・ H ・.....7089榛 I '多賀蛾文書........・・ H ・H ・.....・ H ・..，・ H ・H ・H ・...・ H ・10102
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たかしーたけた

多賀城碑文…...・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・..…… 30(152)

多賀神社文謹上〈近江国)…H ・H ・....・H ・-… 30(03)

多賀神社文書下(近江国)・H ・H ・...・H ・-…… 3000心

鷹巣子図・....................・・・・・・・・・…..…...・・・・・・・9895標

高田・植松切復之記...・H ・.......・H ・......・H ・-…・3500標

高田省吾手記・........................................・・・・4547

高田善右衛門書状・..............................・・・・・3730標

高田善蔵一件・.........................................3497標

高田善蔵・植松内蔵太切復一巻....・H ・...・H ・"'3501標

高田善蔵伝・........................................・・・・・・・3496

高田・中村珍事住抹・H ・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・"3499標

高田・中都之件…....・H ・...・H ・...・H ・-…H ・H ・-…3498標

高田屋嘉兵衛等漂流一件・....................・・・・・・7717標

高田流系譜覚・....................・・・・・…..........・・9863標

鷹司左大将殿へ阿州御息女津具姫御婚姻次第

持御膳部・・・・・・........................................・・9008標

聡司様へ返書之控・..............................・・・・・3"709旧

鷹司准后様江戸表へ御下向一巻技書...・H ・..… 534標

高辻様御通行一件等十一種・.......................6149標

高辻帳原稿....・H ・....・H ・-…....・H ・..…2691標.7007旧

高辻帳井絵図御用ニ付江戸ヨリ来頭書写…・・・1553標

高辻帳ニ付津田宇右衛門上申候紙面之内放番

....................・・・・・・・・7011標

高辻帳之儀ユ付紙面等写・....................・・・・・・7017探

?? 高埜脹之義ニ付重村五郎兵衛等紙面写…H ・H ・1546標

高辻帳之儀ニ付前田美作守紙面等写・...........7017旧

高辻と郷帳違之品々 附紙之仕立帳...・H ・..……1548標

高辻殿御妹子一巻…....・H ・...・H ・.....・H ・...・H ・..845標

高津鳥之勘文…・.....・H ・.....・H ・..7787標.7788標

高津鳥之事・........................................・・・・7786標

多賀直清歌集・..................................…....9612標

高井小物成手鑑・..............................・・・・・・・・7353標

鷹野行列附日記抜書................・H ・...・ H ・..…・ 740標

高畠厚定職事日記・.......…-…・・・・・・・・…・・・・・…'3990標

高畠家系・........................................・・・・・・・3007標

高畠勘兵衛書状写・..............................・・・・・7612標

高畠旧記 ・ ・・・・・・ 336換366標

高畠家系図...・H ・H ・H ・-…...・H ・...・M ・"3008標， 3009標

高畠家系図之抄・..............................・・・・・・・・3010標

高畠五郎兵衛口上醤・…・・・・・…・…・・・・・…・・・…・・・5272旧

高畠五郎兵衛届番・..............................・・・・・5272標

高畠定位製城図・.........................................8284

高畠左門留帳・.........................................4459際
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鈴姫様御縁組一件...・H ・...・H ・...・H ・.....・H ・-…..936W! 

腹部屋図・........................................・・・・・・・9575標

高松家御祝建別紙之写・....................・・・・・・・・・9000標

高松村浜へ政流之舟様子番芥絵図・..........・・・・7719旧

田上火薬御土蔵道造之件・....................・・・・・・5775標

田上火薬土蔵道造直芥前橋懸ニ付口上書……5776標

高物成等調理・........................................・・・・7142

高柳与左衛門・荻原十之進拝領地について願

書......................................................"'35461日

高屋枚人墓誌・H ・H ・H ・H ・-…H ・H ・...・H ・....・M ・.30(152) 

高山右近大輔軍功・...................................3502標

高山御代官所へ百姓共乱妨一件・..........・・・・・・・55031日

高山御手:図・........................................・・・・9582標

高山在番記・........................................・・・・1688標

高山在番御親翰御加筆等留・....................・・・16801日

高山在番等覚啓二種・................................1687標

高山在番之儀ニ付御親翰御加筆等留・・…・・・・・・・1680標
高山真人審状・.........................................3731標

高谷文書・...............................................6820標

鷹量之事・........................................・・・・・・・・・・7888

田川上書・........................................・・・・・・・4020標

滝口系図H ・H ・...・H ・....・H ・...・H ・...・H ・....・H ・..30(156) 

他亀次郎殿御髭陸記録・・H ・H ・-…....・H ・...，.・H ・.797標

滝谷妙成寺隠居日俊手前不届之条々・・H ・H ・....6340標

滝谷妙成寺配正寺庵へ為巡説代僧相廻候一件

...........ヱ...............................・・・・・・・・6149

叱釈尼尊天大秘法・..............................・・・・・7744標

滝之御間講釈御聴聞等之節之絵図・..............5917標

於滝之御閉経書講釈御聴聞等之節絵図・...........5917

滝村起網等一件・"...."""..."..""..".....".....・・・・・・・・7509標

滝村起網願御閃届為御仕入産物銀御貸波返上

方井起網;~転被仰渡御貸米願返上方等一件・・・・・・7509

沢存・…・・H ・H ・-…H ・H ・...・H ・...・H ・.....・H ・....・H ・.302標

竹小屋之図・・・・・・..............................・・・・・・・・・8559標

武貞先生当戦案稿・..............................・・・・・・・・8086

武貞末脅纂註・.........................................7860標

武貞・基席両先生応復記・…....・ H ・-…....・H ・"'3685旧

竹沢御殿ニテF勝首一件等・H ・H ・・H ・........410標

於竹沢慈池御大小将備押之次第・・・・・..........・・・5687標

武田草鹿・........................................・・・・・・・・・・85C6

武田家系図....・H ・...・H ・....・H ・....・H ・"8803標.8804標

武田家備定之図・..............................・・・・・・・・8097標

竹岡山中餓舌・........................................・・・・9ω1



武田秀平指出侠書類之内集録・..........・・・・・・・・・・9840傑

武田信玄崎信公総軍備之図・....................・・・・・・80ω

武田友信審類写・・・・・…・....................・・・・・・・・・・5498原

武田友信葉原出張筆記・..............................・・5518

武田信勝・仁科盛信之伝H ・H ・...............・M ・..8845標、

武田備要抄....・H ・.7894標.7895標.7896標.7897標

武田備要抄図・.........................................8099標

武田文番H ・H ・...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..… 30(137)

武田有月ヨリ指出侯書類之内集録…...・H ・-…9840旧

竹千代様街誕生ニ付献上御道具・...・H ・....・H ・..489標

竹之間御礼所絵図・-…・・・・・・....................・・・・3235標

建部石見控帳之内・..............................・・・・・・・・6250

武部家系諮帳・.........................................3011標

武部民家系・........................................・・・・3012標

竹松隼人覚番・...........................................箆勢

武山太次兵衛，久木綱之丞殺害一件留...・H ・"4666標

多慶若様御鷹野泉野調練場へ御出之図....・H ・.747標

多鹿若様卯辰観音院へ御出之節絵図…....・H ・.'693標

多慶若様火事之節御行列附・....................・・・4949探

多慶若様御書留...・H ・.....・H ・...・H ・..…....・H ・...426標

他国往還送者之儀御覚書を以被仰波候御請帳

・・・・・・・7678標

他国御使芥早打御使心得幌・....................・・・・・・4640

他国御使井早打心得之覚・....................・・・・・・2358標

他国御使之事等・-…....................…..・・・・・・・・4393標

他国出菅笠問屋仲間株割・・・・・・・・・モ・..........・・・・・・7587標

他邦辛卯雑志....・H ・.........・H ・・H ・'9278標.9279標

他邦辛卯雑誌，附堀直寄覚欝...・H ・.....・H ・....・H ・9279

他国来状一件・.........................................6150標

他国割符鑑・........................................・・・・2196標

因子島村等寄肝煎清七等付写・:寄与・・・・…・........6001旧
~.- ... -

因子島村・与九郎嶋村御高打込壱村願...・H ・.'6001標

但馬守様御前髪御祝儀一巻・…...・ H ・-…...・H ・.813標

但馬守様御持鑓二筋街願被仰出一巻・H ・H ・..1∞137標

但馬国風土記・.........................................30(48)

太政御職明鑑・.........................................8977標

太政官職員録H ・H ・..…H ・H ・...・H ・...…8979標.8980標

太政官日誌・・…H ・H ・-…H ・H ・.....・H ・....・H ・...・H ・9255標

太政官布告井諸官省御達等・・・・..........・・・・・・・・・・9258標

太政官ヨリ軍功撰之儀御番取御波ニ付霊而調

方被仰波醤上ケ候分，手合之者戦功番…...・H ・"5454

田代堂観世音菩薩略縁起・....................・・・・・・7747探

手網目録・・・・・…....…..............・・・・・・・・・…-…8421標
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たけたーたまい

多国院文書(桜津国)…....・H ・....・H ・...・H ・.3002.1) 

直郷之内西方寺年貢算用状之写芥添状・・・・・・・・・7173標

多太神社古曽部神主願欝・........................ー'6492標

多太神社相殿五社之代々 記録・..........・・・・・・・・・・6244標

多太神社文書(加賀閤)….....・H ・-…...・H ・.30(110) 

畳屋覇市由緒番・........................ー.............6667.標

多国六蔵旧記・.........................................6810標

太万之大事等・.........................................8530旧

太万之大事等一巻・..............................・・・・・8日0標

橘氏見聞紗・.........................…..........・・・・・・3367標

橘寺勧進帳(和州)…....・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・"30(18)

立花宗茂略伝・.........................................8891標

辰悶四月中入払帳....・H ・.....・H ・-…...・H ・...・H ・'5126標

辰君様御返事写・......................................1256標

達書之覚・........................................・・・・・・・4813旧

辰巳役志....・H ・.....・H ・...・H ・...・H ・-…'3848標.3849標

立替籾返納方につき願鶴・..........................6989標

伊達記・........................................・・・・・・・・・・8688標

立山硫黄之事井河原波山師屋敷之事・...........7572標

立山岩勝寺芦勝寺衆徒身分等霊而寺社奉行支

配被仰付候一件・・・................. .......... ...・・・・・・・・・6148

立山岩餅寺芦餅寺争論一件於公事場落着申波

候一巻・・・・・・・........................................・・・・・・・6208

立山衆徒支配一件・..............................・・・・・614gt~

立山衆徒支配一件立山絵図・....................・・・・・引48

立山争論落着一件・....................................6208標

田中ー閥系譜・-・・・・・・・・・...............................3503旧

田中一関伝・............................................3503標

田中左源太由緒番・...................................35041日

棚飾・...............................・・・・・・・・・..........・・・9489標

田中主殿頭曾状・......................................3732標

田中式如由緒番・......................................3504標

田中平遜番翰・.........................................7736標

田辺惣右衛門書状・..............................・・・・・3733標

種懸生産方仕法一件留・....................・・・・・・・・刊65標

多根村田畑荒地起帰リ方御仕紘一件...・H ・-…・6ge6標

多根村等回畠荒所番上帳・....................・・・・・・6965旧

多根村等田畠書上帳・..............................・・6965標

他簿刑法・幕府刑法・刑事参考書……H・ H ・ .~~~4標
玉井市正奮状・.........................................3735標

玉井勘解由口上番目H ・H ・..…H ・H ・...・H ・....・H ・"3734標

玉井勘解由書翰・......................................“57，標

玉井勘解由連番・..............................・・・・・・・・3960旧

t J>九う〆_.~ 



たまいーちくせ

玉井勘解由・成瀬内蔵助等乗物御願一巻……3308際

玉井家文書・........................................・・・・3368探

玉轡女史詠草抄録・..............................・・・・・9680標

玉ノ浦日記.........・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..…3490標

頑姫様御出之節等惣御入用高控・..........・・・・・・・5150旧

蹟姫様芥因幡守様等御出之節惣入用高・・・・・・・・・5150標

手向神社文審(加賀国)・H ・H ・H ・H ・.....・H ・..30(110) 

為広塚の細記・.........................................907~標

挟草・..................................................・・・3989擦

たもと草・同追加…...・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・..2585標

たもと草抄・・H ・H ・....・H ・...・H ・-…...・H ・-…H ・H ・.2586標

多聞院日記抄・H ・H ・..…日・H ・H ・...・H ・..…30(77)--(84)

田屋八郎兵衛等新歩横目五人之親類附帳…・・・2932旧

垂安榔・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30(138) 

短ェγピールド等購入之覚等…...・H ・...・H ・-…5747標

談海略志・........................................・・・・・・・9266標

淡海録・........................................・・・・・・・・・引26旧

淡海録故務・........................................・・・・9126標

短繁之義・........................................・・・・・・・9805旧

短築之義考案審・..............................・・・・・・・・9805標

丹後但馬辺書籍等捜索寄・....................・・・・・・30(96)

丹後国風土記・.........................................30(45)

丹後国本庄浦嶋縁起・..............................・・30(12)

丹後宮津城図・.........................................9205標

断書・..................................................・・・・・・7764

誕生裏目之作・・・・・・…・・…・・・・・…・・・・・H ・H ・...・・・・・・8386標

誕生装目之次第・...・H ・H ・H ・....・H ・...・H ・....・H ・..8387標

男女奉公人縮方之儀今般於公事場相極候触状

等覚・・・・・・・・........................................・・・・・・4595標

丹南・京都・芸州・越前敦賀出張一件....・H ・'5495標

弾薬所御囲内御上水取入新江筋分間絵図・・・・・・5762標

ち

小子部栖経墓碑文・H ・H ・-…H ・H ・...・H ・...・H ・..30(152) 

親姫様御婚礼一件....・H ・-……H ・H ・..…・961標， 962探

知行歳時候・........................................・・・・28071日

知行相続審上・.........................................2856標

知行相続申渡之写・..............................・・・・・3167旧

知行高現石人員調帳・..............................・・2820標

知行高歳附帳・.........................................2789標

知行所附役料所附之写・....................・・・・・・・・・2782探

知行歳付根・........................................・・・・2807標

竹園雑記・........................................・・・・・・・2576探
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築滅守防全図・・・・..............................・・・・・・・・8204標

筑前守様江戸表に;t，品、て臨時御~1Iì図等品々…5651傑

筑前守様御歩水練御覧之節御仮屋等絵図・・・・・・5682標

筑前守様御附御用牽務中大野木良之助日記抜

悲............................................................4336

筑前守様御国へ被為入候ニ付諸事触留・・・・・・・・・1804標

筑前守様御園へ御暇之為上使御老中方御出之

節御作法・・・・........................................・・・・1716標

筑前守様御城御巡見ニ付相違候御作法番…・・・ 639標

筑前守様御泊附・..............................・・・・・・・・1835標

筑前守様御供御用方等諸事覚書・..........・・・・・・・1820標

筑前守様御供にて江戸へ相越候記・..........・・・・1811標

筑前守様騎射御覧ユ付諸事留・..........・・・・・・・・・・5695標

筑前守様御縁組街願之通被仰出ユ付御使相勤

候一件……H ・H ・.....・H ・...・H ・...・H ・...・H ・....・H ・.965標

筑前守様御縁組御願之通被仰出エ付尾張大納

言様御招請一巻…....・H ・....・H ・...・H ・-…....・H ・.889標

筑前守様御帰国御供人帳等・....................・・・1834標

筑前守様御帰国御道中方御用品々叡…1831， 1832標

筑前守様御帰国御道中日記等・H ・H ・-…....・H ・"1830標

筑前守様御軍装一巻魯抜・....................・・・・・・・・・5334

筑前守様御軍装方書抜・...................…-・・・・・・・5334標

筑前守様御婚礼御用留…....・H ・....・H ・...・H ・...・H ・963

筑前守様御婚礼之節御輿御貝桶訪-取渡之図… 964標

筑前守様御再婚一件・・H ・H ・...・H ・...・H ・.....・H ・..966標

筑前守様御再婚之節御作法書等品々 覚帳......969標

筑前守様御再度御婚礼一件…....・H ・.....・H ・-… 967標

筑前守様御再度御婚礼御表御作法・・H ・H ・-…… 968標

筑前守様御参府御泊附等・....................・・・・・・1826標

筑前守様御参府御道中御供人帳・..........・・・・・・・1加9標

筑前守様御参府御道中日記・H ・H ・...・H ・.....・H ・'1823標

筑前守様御出府御遊中川渡御役人へ相波候帳

...............................1842標

筑前守様御道中御行列帳・....................・・・・・・1839標

筑前守様御登城等御行列附・..........…・・・・…・・・1625標

筑前守様御年表・・H ・H ・-…...・H ・....・H ・..…H ・H ・.2印標

筑前守様御拝領御腿御馬一巻・・H ・H ・-・…...・H ・-回9標

筑前守様御拝領之御馬受取之制御作法・・H ・H ・.530標

筑前守様御発駕之節作法・....................・・・・・・1723標

筑前守様御分・旗本備押之次第・…....・ H ・....・H ・'8135

筑前守様御結納御祝儀目録・H ・H ・...・H ・...・H ・...970探

筑前守様御用方被仰付候以来私記・・・・・・・・・・・・・・・4335椋



筑前守様御用諸事留…・・H ・H ・-…...・H ・...・H ・-…-1338撚

筑前守様御用邸・..............................・・・・・・・・4319標

筑前守様御用留写・..............................・・・・・4328探

筑前守様御用留抜書・.............................................・・4320標

筑前守様鈴見村より字穴場へ御出之図....・H ・.652標

筑前守様初テ拝領之鷹之雁御披之作法・H ・H ・..528標

筑前守様吹上御庭御拝見一件....・ H ・.......・ H ・..531探

竹生嶋花王院宛~J物につき調理一件....・H・-…6524標

竹生嶋花王院縁起・..............................・・・・・臼04標

竹生嶋花王院害状外・................................6303旧

竹生嶋花王院由来番外・....................・・・・・・・・・邸03標

蓄米始末・.........................................・・・・・・・6969探

知識結審碑文...・H ・...・H ・....・H ・...・H ・....・H ・..30(152) 

知事様御供奉御道中日記・…...・H ・...・H ・...・H ・..5596探

知事様御上京一件・..............................................・・・・・・・・5587

知事様御上京御道中日記・・H ・H ・....・H ・...・H ・-…5594標

知事様従三位御昇進一件...・H ・H ・H ・-…....・H ・..285探

知事様東京御再幸供奉後駆御道中略記・・・・・・・・・5595標

縮嶋仕法覚番・....................................................... .. 

千路村杢兵衛願状・・..............................・・・・7184標

地租新論・........................................・・・・・・・9440標

致堂意見書・........................................・・・・97?:l旧

致堂詩集序・.........................................................・・・・9726標

致堂ュ襲序・........................................・・・・・・・9726

池徳院曾状・........................................・・・・1173標

千年山題八撹記・..............................・・・・・・・・30(60)

地盤方等勧農局へ附候御触等先鑑・..........・・・・6986標

着到方心覚・........................................・・・・2351標

嫡流庶流之訳御詮儀之覚等・....................・・・2880標

茶室記….....・H ・....・H ・....・H ・.....・H ・....・H ・...30(183) 

中越布勢湖八勝・..............................・・・・・・・・9663標

中興源記...・H ・...・H ・-….，..・H ・.....・H ・.8862標.8863標

中山王献上之品々 …....・H ・...・.......・H ・H ・H ・-…9357標

中将様御代御書立之覚・....................・・・・・・・・側2標

中将様御筆之御端書御諮之下密・..........・・・・・・・3758標

中将様御的御中附等・..............................・・3317標

中将様御続….....・H ・-…H ・H ・.........・H ・......・H ・...115 

中将様御手自被渡下候御沓立・・・ H ・H ・....…・・…4497標

中将様御隠居以後火事御行列附・..........・・・・・・・4905標

中将様御親翰:汗御請控・....................・・・・・・・・・5638標

中将様御入閣御道中御行列井御旅館付・・・・・・・・・1750標

中将様等へ御使者一巻・....................・・・・・・・・・4382標

中将様より勝千代様へ御縁組之儀被仰進候御
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使相勤候節之党....・H ・...・H ・......・H ・.....・H ・...・H ・.959

中将様より拝領之大的皆中之番付……...・H ・-・3318旧

中条t1L之系図・.........................................8408標

忠臣二月雪…・…・・-…・・・・H ・H ・…・・・・…・・・…・・…9716標

中隊頭蓑輪知大夫品川県大森村等ヘ出張中日

記抜番・・・・・・・........................................・・・・日93標

中堂寺文-醤(越中国安田)・H ・H ・...ー....・H ・.30(130) 

中堂立柱宣旨写・.........................................9757

中納言御任官御祝御能組・…....・H ・.....・H ・...… 283標

中納言様御統...・H ・..…....・H ・.......・H ・-…H ・H ・....121 

中納言様御統書・H ・H ・H ・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・..… 118

中納言様御隠居・中将様御家督御古事一件… 146標

中納言様御在悶中方々へ御音信御上屋敷より

調被遺分・H ・H ・...・H ・H ・H ・.....・H ・-…....・H ・.......491標

中納言様御在国中御進物被下物帳....・H ・-…… 494標

中納言様御在国中御進物帳...・H ・H ・H ・....・H ・...492標

中納言様御参内之節御献進物御使者相勤候ー

件自分留・・H ・H ・......・H ・...・H ・....・H ・...・H ・H ・H ・..512標

中納言様御分御留守中方々御進物帳・・H ・H ・-… 493標

中納言様多慶若様御供人之事…...・ H ・...・H ・....7491日

中納言従三位兼肥前守利長公御年譜・H ・H ・H ・H ・..347

中納言従三位御昇進御旧例…....・H ・.............274探

中庸管窺・........................................・・・・・・・・・・7762

長大隅守宛書状・..............................・・・・・・・・3741標

長大隅守組備立内考略図・....................・・・・・・5645標

長家記・........................................・・・・・・・・・・3371標

長克連文書・・H ・H ・-…...・H ・.....・H ・...・H ・....・H ・..10102 

長家諮....・H ・-…H ・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・.3015標 3016標

町規秘録・........................................・・・・・・・6578標

長久寺文書(加賀園金沢)・H ・H ・....・H ・..….30(129) 

長久寺文書(加賀関卯辰)……H ・M ・...・H ・..30(131) 

長久集再記弁務事関写・................ ....・・・・・・・・・9990標

長九郎左衛門遺書・1千言上一巻留帳・..........・・・・3013探

長九郎左衛門叙爵一件・....................・・・・・・・・・2905標

長九郎左衛門識状....・H ・-…....・H ・-…3737標， 3738標

長慶寺文書(駿河関)・H ・H ・....・H ・-…H ・H ・..30(125) 

長家聞書・........................................・・・・・・・3372標

長家系譜・写本覚書....・H ・....・H ・....・H ・...・H ・'.3014標

長家古文書・........................................・・・・3369標

長家事蹟・........................................・・・・・・・3373標

長家事権竺.i?~.............................~. ・・・・・・・・33均標

朝憲纂要……・H ・-…H ・H ・...・H ・.::3208標， 3209標

朝滋纂要稿・................................，.......・・・・3210標



ちょうーちんた

長元寺絵図….....・H ・.....・H ・-…...・H ・.().165傑.6.166t謀

長源寺文書(陸奥国)・H ・H ・...・H ・...・H ・..…・ 30(125)

町見便蒙紗・........................................・・・・9517様

長浩院殿一周忌ニ付往復害状控・..........・・・・・・・3656標

長五郎様御分入日記・H ・H ・...・H ・....・H ・...・H ・.10107探

長民家諮大要・.........................................3018標

年ー 臓勝通裁・・・・・H ・H ・....・H ・...・H ・......・H ・...・H ・-…・6835標

長寿一覧・・・・・・........................................・・3466旧

長州一件覚書・.........................................5554標

鳥銃家秘録・........................................・・・・8442標

長州雑記・…H ・H ・...・H ・...・H ・......・H ・......・H ・.30(185) 

長州征伐討手懸りロ図....・H ・....・H ・...・H ・H ・H ・'5536標

長州征伐御進発之達・..............................・・5533標

長州征伐配備図・..............................・・・・・・・・5535標

鳥獣殺生方達書・..............................・・・・・・・・4115標

鳥獣殺生方法度書・..............................・・・・・41151日

長州藩士小島弥十郎京都脱出一件・..........・・・・9338標

長州藩暴動見聞録・..............................・・・・・9334標

長州浪士山崎出張之番附・....................・・・・・・9336標

長松寺様〈村井長貞)御続審・…...・H ・.....・ H ・'3120標

長床坊縁起・・・・・…・....................................6315標

長生殿落雁家伝製薬略系・....................・・・・・・7590標

朝鮮近況紀閲・.........................................9417.標

朝鮮信使入朝之記…...・H ・....・H ・....・H ・...… 30(183)

朝鮮人参に関する覚書・H ・H ・・・・…...・H ・-・・・…・・・9562旧

朝鮮聴低君、…........................................・・9353標

長宗我部元国・元親伝記…..，..・H ・..…H ・H ・-…8890標

調達銀について仰渡され候紙面之写・.......・H ・4998旧

調達金利足ニ付願書・..............................・・5270旧

調達金利足引下げ願・..…・・…・・・・・…・・・・・・・・H ・H ・5270標
越帖合集・........................................…・・・9873標

長連愛害状・........................................・・・・3736標

長大限守叙爵一巻・.............. ..... ...........・・・・・2904標

朝廷ュ上ルノ:書・…...・H ・....・H ・...・H ・...・H ・...・H ・'，9227

調度掛寸法図式・..............................・・・・・・・・9808標

長成連系図・........................................・・・・3017標

町人由緒帳・...・H ・...・H ・-…...・H ・...・H ・6647標.6648探

長藩小島禰十郎・..............................・・・・・・・・9338旧

帳秘蕃臣録・........................................・・・・2813探

宛姫様御道具御用井被為入候時分之留等…・・・ 848探

宛姫様御婚礼御行列附党帳....・H ・...・H ・...・H ・..849標

長福寺記(越中牧野)・H ・H ・...・H ・...・H ・....・H ・'30(17)

長福寺文書(能登悶七尾)…...・H ・....・M ・...30(132) 
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長府より森田治兵衡を以御知させ候五卿筑前

御渡海覚・・・・・・........................................・・9339旧

朝聴使志....・H ・....・H ・........・H ・...・H ・'3851探.3852標

長防一件並武田伊賀一件風説・..........・・・・・・・・・・管領標

長将之佐殿叙爵被仰付候御使動方覚・..........・会9IO.標

長文三郎書状・.........................................3739標

長楽寺文轡(近江国守山)・H ・H ・..…...・H ・..30(125) 

調理銀帳・........................................・・・・・・・5184標

調理違有之村々仕立候・・・…・・・……・...・H ・..・・・・・5995標

長隆院横山長隆最後之略記・....................・・・3527標

長齢寺文書(能登国七尾)……H ・H ・...・M ・..30(129) 

長齢寺由来書等・.........................................6592

調練御備建ノ図H ・H ・......・H ・...・H ・...・H ・....・H ・'5冗6標

調練御覧等記録・..............................・・・・・・・・5684標

調練四十くらが里・H ・H ・...・H ・..…H ・H ・....・H ・"'5689標

調練拡容・.................... .............. ......・・・・・・・5鎚3標

調練場新建絵図・....................・・・・・・・・…・・・・・・・5704標

長禄記・........................................・・・・・・・・・・8725標

勅教奏建嘉永明治史鑑・....................・・・・・・・・・93邸標

勅使一件...・H ・..…...・H ・....・H ・.....・ H ・"'4日標， 454標

劾使御一件等・…....・H ・....・H ・...・H ・-…H ・H ・-…・ 455標

勅使御通行方留帳........・・H ・H ・...・H ・....・H ・-…・ 457標

勅使御通行之節伺帳・H ・H ・.....・H ・...・H ・.....・H ・.4E6標

直指心源禅師偏領・..............................・・・・・・・・7750

直宿拾隙抄・・・・H ・H ・.........................…・7966.7967 

勅番弁徳川家茂御諦脅写・..........・・・・・・・・・…・・・・9332標

勅本点図等写・.........................................30(93)

千代尼発句集序抜・....................・・・・・・・・・…"'9694標

千代のかさし・H ・H ・...・H ・...・H ・...・H ・..…H ・H ・"，9686標

チョポクリ武士…...・H ・.......・...・H ・....・H ・......9788標

ちょぼ女癒翰H ・H ・...・H ・....・H ・H ・H ・...・H ・..……1270標

散小物成覚・........................................・・・・7155標

地理根元記・........................................・・・・・・・9426

地理細論集・........................................・・・・9426標

散算用聞役所留帳・..............................・・・・・6599標

地理分類拾補三州封彊等・....................・・・・・・9048標

綴飽雑著・........................................・・・・・・・・・・51標

椿樹院様御葬式御法事留・....................・・・・・・1061標

椿樹院様御葬式之節御作法・....................・・・1062標

椿樹院様御中陰御法事御作法・....................1165標

隙善録・H ・H ・-…....・M ・..324， 331， 332旧， 333. 334 

鋲台日誌...・H ・.，.."・H ・.".，・H ・.，..，・H ・.t.・H ・H ・"'9259探



'フ

追繋集・・・・・・・........................................・・・・・・・60標

衝立之図絵・................................ .... ....・・・・9809標

通卦五隣伝精義・..............................・・・・・・・・7761標

通用銀請取覚・.........................................5204標

使番方留記・........................................・・・・47661日

津方一件・........................................・・・・・・・6857標

津軽道程・....................・・・・・・・・…・..........・・・・引13標

月切駕寵御免之覚・..............................・・・・・3309標

月切留…・・…・・・・・・・・・・…・...・H ・-…・…・…-…・・・・・4427標

月次御登城御供控所絵図・H ・H ・-….....・ H ・...・ H ・1640標

月次之城序抜草案・・ H ・H ・....・ H ・-…...・ H ・.........8183標

月番廻状等写・・…・・・・・・・ H ・H ・...… H ・H ・...・H ・..…4117標

積物....・H ・-…・・・H ・H ・....・H ・・ H ・H ・....・・…-…・・…9811標

筑波山戦記・............................................9304標

筑波山水戸浪士陣営図・....................・・・・・・・・・9305標

筑波山神社支番(常陸国)・ H ・H ・....・ H ・...…30(105) 

津田・織田由緒の弁・津田譜愚考…・H ・H ・..…3025標

津田家系図・........................................・・・・3019標

津田家系譜・....................・・・・・・…...............3026標

津田家文書写・................................・・・・・・・・・3374標

津田源右衛門書状・.............. ................・・・・・3742標

津田源右衛門等智状・..............................・・3743標

津田玄蕃へ被下方御料理・....................・・・・・・3328標

ー津田玄蕃下屋敷絵図・..............................・・3621標

津田作次郎・津田六郎兵衛先祖由緒一類帳…3020標

津田氏覚書・........................................・・・・2394標

津田重次由緒・.........................................3023標

津田重久由緒・-…・・…・…・・・・…・・…・…...........3022，標

津田重以由緒・…・・・H ・H ・..・・・・・・……・・・・…・・・・・3024標

津田次郎左衛門覚書・..............................・・2575標

津田遠江先祖井自分由緒高名…..........・・・・・・・・3021標

津田文書H ・H ・......・ H ・...・ H ・......・ H ・-・7・・H ・H ・.30(138) 

a 津田弥市右衛門口上書….....・H ・-…....・H ・-…・・3744標

i土清水旧製薬所圏内歩数記・ H ・H ・-… H ・H ・...・H ・5759標

!土清水製薬所絵図面写…・....・H ・......・ H ・.，.・H ・'5755標

!土清水製薬所御囲内御用地起返入費質審上番

ついけ一つるか

之絵図・・・・・・・........................................・・・・5773傑

土清水製薬所内閲懇地払下願絵図.....・H ・-…・・…5774常、
土清水製薬所等敷地図面・........ ............・・・・・・5757標

土清水製薬所用地歩数調等・……....・H ・........57ω標

土清水等御蔵筒薬在高調・....................・・・・・・5754標

土清水村旧製薬所絵図・............... .....・・・・・・・・・5756標

土田組村御印写・..............................・・・・・・・・7026標

土田得入居士墓誌・................ ..... .........・・・・・8908旧

土御門家より越中陰陽家詮議一件...・H ・....・H ・"'6190

土屋氏系図芥由緒・..............................・・・・・6886標

筒井旧記・........................................・・・・・・・6819標

筒井氏跡番・........................................・・・・6816標

筒井氏旧記・........................................・・・・6815標

堤弁橋数調理帳・................. ......... ....・・・・・・・・7230標

津留一巻控・・・・・・…..... ............... ..........・・・・・・6859標

勤方覚記・..........・・・…・....................・・・・・…・・4315標

動方纂・..................................................2232標

動方詮議一巻・.........................................1621標

勤方日記…....・H ・....・H ・-… H ・H ・...・ H ・....・ H ・"'4284標

勤方役掛控・...... ....... ................. ..........・・・・2134標

勤向脅上申帳・.........................................2241標

勤向縮方ニ付奉行方江申達留・..........・・・・・・・・・・2278標

網利卿御祝儀ニ付覚書........・H ・.......・H ・.......830標

網利公へ献御茶道具付労:献立・ H ・H ・-…...・ H ・..590標

綱利公御代雑記按番・ H ・H ・.....・ H ・....・ H ・...・H ・..228標

綱紀公御参勤御帰国上使等之覚・..........・・・・・・・1747標

綱紀公御入国己来御暇御参勤之上使覚書・・・・・・1726標

鰍己公御入国己来上使覚書・................. ...・・・1726旧

晴紀公ヨリ初テ御暇以来当御代迄御参勤御帰

関上使等之覚・・・・..............................・・・・・・・・1747t匝

i 津幡弘願寺寺号帳...................・ H ・....・H ・....・ H ・6178

;津勝由来番…....・H ・....・H ・....................・ H ・..5948標

坪坂文書…....・H ・...・ H ・......・H ・...・H ・・・H ・H ・..30(138) 

詰人高知らベ帳・H ・H ・H ・H ・...・H ・H ・H ・......・ H ・"'52121日

つゆに入る日御答…...・H ・....・H ・....・H ・-…......9525標

鶴御披御作法附・H ・H ・.....・H ・....・H ・...............526標

鶴御披之御絵図之儀覚書等...・H ・-・・..............523探

鶴飼ニ付番翰控・・・・・…...............................9541標

-・ H ・H ・"5758標 | 鶴岡八幡宮文書〈相模国〉…...・H ・......・H ・.30(102) 

i土清水製薬所囲外往来道ニ付顕書・H ・H ・....・ H ・7倒3標 | 敦賀表出張中諸事御用留・...・ H ・-…H ・H ・....・H ・.5523標

!土清水製薬所御用地分間打立縄入之図...・ H ・"5753標 | 敦賀表出役惣入用金請払帳…....・H ・....・H ・-…5600標

1 土清水製薬所先違テ御検査之節御絵図面写......5755 数賀等ヨリ運送漬物等越坂ユ而競払帳....・H ・-…5598

i 土清水製薬所内閲懇地払下ニ付三山平造折m 敦賀~'f:海洋より運送之兵殺米諦払帳・...・H ・ ....5598探
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つるかーてんと

敦賀極道方御用御r~:用帳・....................・・・・・・5599際

弦衣之事・........................................・・・・・・・8361標

鶴来村旧記写・.........................................6756標

鶴来ヨリ吉野マデ道ノ記...・H ・......・H ・.....・H ・.7，斜0標

鶴田系図附上木系図・..............................・・8805標

鶴見小十郎由緒帳之抄・....................・・・・・・・・・3027標

鶴見長十郎切懸之件調書・....................・・・・・・4677標

鶴見文書・・H ・H ・...・H ・...・H ・-…H ・H ・-…H ・H ・...30(138) 

つれづれ・........................................・・・・・・・2回8標

て

填移小議・・・........................................・・・・・9211擦

停雲館帖・........................................・・・・・・・9874探

丁亥集録・........................................・・・?・・・1188探

貞卿記録・H ・H ・.........・H ・....・H ・...・H ・....・H ・-…・ 335標

定式物・....................................................・・・6臼2

丁巳十減・.......................................................・・・・・・・・・・8お3

挺秀様御墓誌拓本........・H ・...・H ・...・H ・.....・H ・.433標

丁宋雑志・........................................・・…・・9285標

丁未雑志都部之事H ・H ・...・H ・H ・H ・-…・・H ・H ・-…・9285

貞婦を訪ふ記....・H ・....・...・H ・....・H ・..7280標， 7281標

丁卯十月ヨリ戊辰十月中故従三位前田鹿寧ノ

履歴等先達テ進達及ヒ候処誤且脱漏御座.候ニ

付噌補等・H ・H ・...・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・.....・H ・...・H ・.266

丁朱雑誌・・・........................................・・・・・9284標

貞里輯録・H ・H ・H ・H ・....・H ・....・H ・-…....・H ・-… 30(163)

貞琳院様御一周忌御法事一件・....................1140標

貞琳院様御忌御法事御用主附相勤候節手留・・・1141旧

貞琳院様御病中よりの一件覚帳・H ・H ・H ・H ・..…1009標

貞琳院様二十五回御思御法事御用主附相勤候

節手留・・・・・・・........................................・・・・1141標

手鑑目六・H ・H ・-….............・H ・....・H ・....・H ・-…9851標

摘要・..................................................・・・8362標

鉄五郎様御出之節御作法........・ H ・-…....・H ・...5回標

鉄道会社条例新定弁該社利益保証法発行之・..

儀建白・・・・・........................................・・・・・・7705標

徹法考並悶図・.........................................8627標

鉄焔小目当十五ケ条口訳・H ・H ・...・H ・....・H ・-…・8446標

鉄焔玉椿井薬之秘方之容・....................・・・・・・8550標

鉄飽道具寸法之脅・..............................・・・・・8549標

鉄砲之義ユ付諸郡縮方詮義等留・..........・・・・・・・6925標

鉄砲奉行等名脅・..............................・・・・・・・・2185標

手取川々 上之図…...・H ・.....・H ・.....・H ・-…H ・H ・.9071標

手取川筋村々 中勘指引帳・・・・H ・H ・.....・H ・..……7214傑

出張等之人々被下方邑.~........・H・-…....・H ・ ..5497標
~・

出番引番醤付名寄・.......ふ・・....................・・・2062擦

手控技撃・........................................・・・・・・・6811標

出自家面之系図...・H ・H ・H ・.....・H ・...・H ・.....・H ・.9973標

手役者召抱一件・................ ..............・・・・・・・・9971標

寺井御蔵米川下造用等審上帳・....................5073標

寺嶋随筆・........................................・・・・・・・3863標

寺嶋静斉随筆・.........................................3864標

寺津用水分間図等・H ・H ・H ・H ・..・6・H ・H ・7215旧， 7216旧

寺津用水分間之図・..............................・・・・・7216標

寺西宗覚書翰・.........................................3028標

寺西秀澄盤状・.........................................3745標

、 野虎軍記..............…H ・H ・...・H ・-…....・H ・..….8ω6標

天下寺社帳・・・・・・・・…・..........・…・・・・・・・・・……・…・・符a今と〆

回券牒・........................................・・・・・・・・・・8647標

天守御居間絵図・・・..............................・・・・・・9580標

天珠公御内御用自分留・H ・H ・..…H ・H ・.....・H ・..・日22標

殿上淵酔記(寛正五年〉・・H ・H ・-…....・H ・.......30(8) 

天正録・........................................・・・・・・・・・・2511標

天神御詠歌抜寄・..............................・・・・・・・・9648標

天神追善発句…H ・H ・...…H ・H ・......・H ・..…… 30(181)

典制奨纂・........................................・・・・・・・1916標

典制l奨築抜書・…...・H ・-…...・H ・...・H ・-掠誌師事 1917標

天台座主記・........................................・・・・・・・8673

天台宗西養寺配下寺号帳・…....・H ・....・H ・-・・H ・H ・.6177

天台宗寺院神護寺式台往来旧記等・..........・・・・6143標

天台律宗寺号帳(西方寺)・H ・H ・-…....・H ・...・H ・.6177

団地売波証文・.........................................7244標

天地瑞祥志・天文要録・六関記・H ・H ・....・H ・...7776標

殿中御沙汰番々抜等・-…・…・・・…・・・・・・・・…・・…・・9295標

天柱詩草・........................................・・・・・・・9628楳

殿中年頭式・........................................…8984標

天長節被仰出鶴控・..............................・・・・・9262標

天朝・幕府へ建言写・H ・H ・-…H ・H ・...・H ・H ・H ・...92251日

「儲院問削悶鰍牌附取次

:方心得秘録H ・H ・H ・H ・...・H ・...・H ・...・H ・......・H ・..4945標

一寸

:伝通院御廟所細................................ふ.6泌尿 6'!)(7/~

;伝附状解....・H ・-…...・H ・-…H ・H ・...・H ・...・H ・..…8019標

j伝灯寺御印物，寺領所附…....・H ・....・H ・...・H ・....6222

1 伝燈寺と配下寺庵座席願….....・H ・...・H ・H ・H ・-…・6143

i 伝燈寺文書(加賀国)...・H ・...・H ・.....・H ・....30(129) 

伝燈除光・.............................，..........・・・・・・・6277標

一総?械札参~f;-'-f~~ャ~f1手ネ姦えあ
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伝燈除録・・・・・・・・・・・ゐ・・ー-・ゐ・・‘・・・・・・・・‘・・・・・・・・‘・・・・・・・・・・・・6271

天徳院へ御参詣之節絵図・・H ・H ・....・H ・.....・H ・..673旧

天徳院絵図・................................6413標，守貯標

天徳院御縮絵図・・H ・H ・...・H ・...…・・H ・H ・.....・H ・.675旧

天徳院関山裳普請方に付調理番・..........・・・・・・・6412標

天徳院境内絵図・..............................・・・・・・・・6414標

天徳院御参詣御先立等之絵図・H ・H ・H ・H ・...・H ・.673標

天徳院御造営一件・..............................・・・・・6~n1線

天徳院御造営御普請毎日諸i隣人人足払帳・・H ・H ・.6222

天徳院御廟等図・..................................…・1201線

天徳院御霊居御廟噺参詣絵図・H ・H ・-…...・H ・...674旧

天徳院御霊堂図・..............................・…・・・1202標

天徳院殿御入興於越前国上野御輿御貝桶請取

候面々 822探

天徳院等四ヶ寺御法号附・....................・・・・・・11911日

於天徳院観樹院様御葬式絵図・....................1050楳

於天徳院御法事之節火消方勤留般…...........4884傑

天徳院・宝円寺・如来寺務取之人々心得之趣

御横目中へ相達候紙面・H ・H ・H ・H ・.....・H ・...・H ・.4885際

天徳院方丈志願洞堂銀証文相改借諦帳・...........6222

天徳院御霊屋御噸所御参詣絵図・...・H ・....・H ・..674襟

天徳院門前用水替地一件・....................・・・・・・6638楳

天徳院雄道和尚被及大病御医者被下弁遷化取

捌一件・・・・・........................................・・・・・・6341採

点取御詠歌・........................................・・・・1269標

天荊巴年留按番七木之事・.....................・・・・・・68必様

田畑年貢等皆済手形・..............................・・9423楳

天罰起請文前書・..............................・・・・・・・・22初標

天秤座四ヶ所惣賃指上申御帳面目録....・ H ・...・H ・5076

伝附解・........................................・・・・・・・・・・8018糠

天保餓飽略留・......................….......・・・・・・・・・・7329標

天保九年以来一村建之村調理一件・..........・・・・6012標

天保九年以来一村建村々 調理帳・・・…・・-…・….6∞9標

天保九年以来射水郡一村建之村調理一件・・・・・・6013標

天保九年以来諸郡一村建村々調理帳

-…・6010標， ω11標

天保憲令・........................................・・・・・・・1876標

天保五年以来一村建高免年号等相調理書出申

調書隣阜撲協認おお五u.:.u.!...U.:.:~~~;_':";:::~ow:-m-.~.τ京nn'l僻

天保五年以来新聞一村立高免年号等相しらベ

書出申帳・H ・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・..…6006.6以)7

てんとーてんり

天保五年以来古田村名唱替等書上申帳・...........6004

天保五年以来古田唱替井新聞一村立等書上申

帳....・H ・......・H ・-…...・H ・...・H ・...・H ・...・H ・.6∞3.6008 

天保五年より同十四年七月迄一村建村々封:村

名唱替調理・・・・・...........................................6∞2
天保七年正月廿五日より之諸事留・・H ・H ・....・H ・..3658

天保七年丙申七月四日於竹之御間二間御用番

播摩守殿被仰波・・・..............................・・・・・・・・・3171

天保中御郡方品々 留...・H ・H ・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・7352線

天保十三年今般被仰波之御蝕留・....................6563

天保十二辛丑三月相改候会所銀御貸波高井他

国御使金高等・・・・.........................................5214

天保中根役所留・.........................................6970

天保二年加賀務政事蹟概略H ・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・.2649符
天保年間渡屋敷帳・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・勺・9切符、
天保八年改作方御仕法留・・H ・M ・....・H ・'.6972，6973椋

天保六年町方風俗方等之儀被仰渡二付猶又町

中心得方之儀申渡候覚書・.......................…6563ぽ

天保七・八不熟飢餓略留・H ・H ・....・H ・....・H ・...・H ・7329

天馬賦大意・........................................・・・・9725標

天満宮九百五十歳御神忌ユ付御能組・...........9951標

天満宮宝剣絵図等・..............................・・・・・6317旧

天満宮宝剣箱醤文字・折紙題議等写t._A. ・H ・...6317.標

‘天明安政問日記抜歯・・H ・H ・...・H ・...・.........・H ・.66841日
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天明五年五ケ山同組紙屋名前しらへ帳…....・H ・.6058

天明五年五ケ山同組去年出来皮緒-番上限・........6058

天明五年本堂仏具廻等御修覆被仰付候控書・・・・・・6289

天明三年侍帳・.....................….............・・・・2809標

天明三年女犯破戒寺院再建願一件・..........・・・・・・・6223

天明年間等御定書・・・..............................・・・4991標

天明八年二月教千が代様御弓初井御具足御召

初御作法書一巻・・・.......................................5672

天明文政問諸事留・..............................・・・・・・・・6841

天明六年鹿嶋郡之内武部村弥兵衛組村鑑帳・・・・・・5951

殿文字御調方格式等・.......... ....................・・9804標

伝聞雑録・........................................・・・・・・・8602標

天文日記抄……H ・H ・-…....・H ・....・H ・...…H ・H ・.8679標

天文要録・・・…・・・・・・・…・・・・・・・・・........・・・・・……・・・…7776

天文至天正婦負新川両郡守護井古城・..........・・・・9087

転役等品替之分・・・・・・・.…・....................・・・・・・・・2205採

転役等留・......................... ..... ... .......・・・・・・・2204標

典薬頭補任次第・..........................'....・…・・・・89ω標

天龍寺住持議翰・..............................・・・・・・・・6396標
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天龍寺真衆院文書・・..............................・・・・8648際

と

築庵金先生と筆語・・ H ・H ・...・H ・H ・H ・...・ H ・H ・H ・..97:お傑

洞院系図・........................................・・・・・・・8675探

桃雲寺絵図・........................................・・・・6418標

桃雲寺山絵図・.........................................6419標

桃雲寺山旧落寄附絵図等・....................・・・・・・6489旧

桃雲寺山旧藩寄附地図畑絵図・....................・・・6489

桃雲寺文書写・.........................................6231擦

桃雲寺文書(加賀国野田)・...・H ・.....・H ・-… 30(129)

洞雲寺文書(能登園山田)・H ・M ・....・H ・-…・・ 30(130)

東叡山石燈飽銘・..............................・・・・・・・・9896探

東叡山御成ユ付御進物覚書....・H ・................469旧

東叡山御宮裏口之図・..............................・・・・・6455

東叡山常照院由来等・..............................・・6321榛

東叡山十日二十日御霊屋裏口図…....・H ・.....・H ・'6455

東叡山之図・............................................6454様

東叡山御霊屋之図・.......... ....................・・・・・6455標

当御代御制法持駄賃定之高札写・.................lE69標

当御代々 諸法度…....・H ・....................・H ・-…1865標

東海道駅路図・.........................................7660標

東海道御泊附・.........................................1828標

東海道紀行・........................................・・・・・・・9747

東海道御道中雑記・..............................・・・・・1781標

東海道御道中触留・..............................・・・・・1822標

東海道通行記・.........................................9764標

堂形於御馬場乗馬六具捧附・....................・・・5708標

堂形蔵入写・............. ............ ...............・・・・4976標

銅貨之儀エ付再応申上候書付・..........・・・・・・・・・・9437標

東京御守衛一件調理附録・....................・・・・・・・・・5589

東京御守衛出張之諸隊長並兵隊交名等抜脅附

録・・・・・・・・・................................... .....・・・・・・・・5589擦

東京城日誌...・ H ・..…....・ H ・....・ H ・....・ H ・...・ H ・"9257標

当家紋矢其外矢本之次等・....................・・・・・・・・・8499

当家鞍箭之次第....・ H ・...・H ・8465標.8466標.8498標

当家御座備図・.........................................5636標

当家御旗本之備図・..............................・・・・・8162探

当家弓道私記・.........................................83お様

当家褒章録・........................................・・・・3346標

当家野戦筒可指加ュ付備先見斗家老心得次第

・・・・・・5648標
当家矢本・........................................・・・・・・・8496標
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当家弓始之巻・・・・・・・・・・・4・?・.....ー....・・4・・・・・A・・4・・4・・・・'8301
当家弓藤之進様之次第・..............................・・8304

万剣御葛篭入御書物目録・..........・・・・・…・・・・・…9835標

万剣御道具類小紙....・ H ・-…・・ H ・M ・....・ H ・...・ H ・'611潔

万銀御葛篭入御脅物目録・H ・H ・.....・ H ・...・ H ・-…8532標

万剣鑑定に付書上げ・..........・・・7…..........・・・J・8531標
万剣図等小紙・.........................................9837標

万剣ュ付審上番・..............................・・・・・・・・9831傑

万剣之名密由来等覚・..............................・・9827標

万剣焼刃ノ図...・ H ・....・ H ・...…H ・H ・...・H ・...・ H ・'9832擦
来光院絵図・........................................・・・・6423旧

東行記...・ H ・......・ H ・....・ H ・...・ H ・...・ H ・....・ H ・.30(180) 

束宰供奉日記…....・ H ・.....・H ・-… H ・H ・-… H ・H ・'1696採

郵皇后紀・........................................・・・・・・・8620擦

道興寺文書(能登国舘閲〉… H ・H ・-… H ・H ・..30(130) 
当国古今雑談...・H ・....・H ・......・ H ・H ・"26お標.2624傑

当園雑芯・........................................・・・・・・・・・・2595

当国陪臣分限帳・......................................3661標

藤五物語….....・ H ・-…...・ H ・....・H ・.....・ H ・..… 30(175)

東金堂記・........................................・・・・・・・30(85)

東金堂私自記・ H ・H ・....・H ・.........・ H ・...・ H ・.......30(87)

東金堂修正壇供料所記・....................・・・・・・・・・30(85)

東金堂修正之記・・・・…..........・…・.......・H ・"30(152)

東金堂諸事日記…・...........…・・・・・・・……・・・・…30(86)

東金堂諸日記・・・・・・H ・H ・..…・・・・・・…・・・・・…・・・・…30(88)
東金堂諸篇検旧記抜注・....................・・・・・・・・・30(86)

東金堂日記・…・・・・・・・…・…・……-・・・・・・・…H ・H ・30(76)

東金堂万日記...・ H ・...・ H ・.................・ H ・.......30(87)

東西手引..…...・H ・...........…・・…・・・・…・・・・H ・H ・"'6907

東西本願寺使僧被指向候一件・....................・・・6149

堂山機校記・........................................・・・・30(87)

唐算式・........................................・・・・・・・・・・9513楳

東寺旧記抄(廿一口方引付)・H ・H ・..…30(71).......(75)

当時禁廷諸事合志・..............................・・・・・8931標

当時禁裡行事二品・..............................・・・・・8936標

当時御家中分限帳・..............................・・・・・2810標

東寺古記録・........................................・・・・30(19)

当時御近所火消方御行列附・....................・・・4935傑

当時御在世御一門方等大概H ・H ・.......・ H ・...・ M ・110標

東寺古文書・..............................・・・・・30(20).......(39)

当時諸官人職掌・..............................・・・・・・・・8937標

当時珍説秘要録・.........................................50標

東寺伝来鉛物師文書….....・ H ・....・ H ・....・ H ・..30(14J) 

胴締射様之次第・・・…...・ H ・...........… H ・H ・-・…・・"8509千家
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堂上方官位職家領・..............................・・・・・8930標

堂上方法度番・.........................................9244標

東条琴台番願・.........................................8672擦

東照宮御年譜・........................................・・・・8856椋

東照宮造替勅裁雄記等・....................・・・・・・・・・8993標

東営宮二百回忌御法会ュ付神護寺門前等往来

指留違・・・・・・・........................ ...... ... .......・・・・6380標

当将軍家諸列・.........................................89日標

湯治養生巻・........................................・・・・・・・9777

頭番目記…....・H ・.....・H ・-…....・H ・...・H ・...・H ・"4162標

同心壱巻覚番........... ........ ........ ..... .......・・・2125擦

問心高島普安衛雇陸候女居宅井戸入相果夫々

取場方留中長・ぜ...............................・・・・・・・・・・.1661探

桃水軒雑記・............ ..................・?…・・・・・・・・・・・・日標

同席向留帳・........................................・・・・3146旧

当節御取調書・.........................................1956標

当戦按稿・........................................・・・・・・・8086盗殺
盗賊改方御奉行所より被仰波候者....・ H ・...・ H ・4601襟

盗賊改方日記・H ・M ・.....・H ・...・H ・....・H ・....・H ・.'.4603標

東大寺戒恩院再建勧進帳・..........・・…・…・・・・・・・30(18)

東大寺閲団地図・...................・・・・・・・・・…・・・・・・・8643標

東大寺三綱所薬師院蔵文番・…H ・H ・...・H ・-… 30(119)

東大寺新造屋文書上....・H ・...・H ・.....・H ・...30(117) 

考li*警新造屋文書中・.........・ H ・.......・ H ・..30(118) 

東大寺新進屋文書下・H ・H ・...・H ・.....・H ・H ・.30(119) 

東大寺大仏殿尺寸弁私自記・…H ・H ・...・H ・...・H ・30(86)

東大寺等審籍目録…・・…・・・・…・・・・…・・・・…・・…・30(91)

東大寺二月堂縁起…....・H ・...・H ・...・H ・....・H ・"'30(16). 

東大寺泊蔵文書H ・H ・-・・H ・H ・......・H ・.....・H ・..30(116) 

斗代等之覚・........................................・・・・7∞3凶

登立山記・........................................・・・・・・・9770擦

道中詠草・........................................・・・・・・・9670標

道中御書留・.............. ............... ...........・・・・1739標

道中御供之定・.........................................1861旧

道中御供之定等・..............................・・・・・・・・1738標

道中人馬先触之件達書・....................・・・・・・・・・7680擦

道中ュ付江戸表伺之写…....・H ・.......・H ・..… 100671日

道中備忘・.............. ............... ...........・・・・・・・3838標

道中日雇増銀之事・・・…・-…-…・・・…・…・…・・・・・・2200標

道中奉行心得-苫・..............................・・・・・・・・4767標

道中名所記・........................................・・・・9773標
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道中宿札党郵・・........................................1857様

東邸沿革図譜・.........................................1398標

藤堂家・........................................・・・・・・・・・・8877旧

藤堂家由箭・.~....................................・・8877標

藤堂之家系・・・.....・H ・...・H ・.....・H ・-…H ・H ・"8806標

当道之系図・・H ・H ・......・H ・....................….30(182) 

東都円歳録・.............. ............. ........ ......…2707，標

東都円歳録同用来記・..............................・・・・・2707

東都御邸之次第・..............................・・・・・・・・1397標

道徳番・・・・・・・?・・・..............................・・・・・・・・・・7801採

道徳談・・・・・・・・・…・…・・…・.........・・…・・・・・…・・・…7802標

東都ニテ上使一件留・・H ・H ・..…...・H ・-…....・H ・.543標

当廿五日追分於角場怪我人人高芥痛所付....・H ・'5797

当年潟之内鮒等多死流出候付注進害等留・・・・・・7513標

当春以来御細工所御用品々代銀しらベ帳......5148標

当番御小姓について口上番目・................・H ・-4d旧
当落実制・...............................................5327標

当藩分兵護国秘典….....・H ・..'5629標， 5630標， 5631 

東武御邸之次第・..............................・・・・・・・・1399擦

東福寺塔頭栗赫庵文書(京都)・・H ・H ・H ・H ・.30(122) 

東福寺文笹・........................................・・・・8650擦

東福寺文番(京都，)....・ H ・-…・…....・H ・-…・・ 30(122)

東武使役志・........................................・・・・3850標

当分御用留帳・.........................................4283標

当邦諸侍系図・.........................................2922榛
東北風俗厳令雑記・...................... ........・・・・・92日標

東北道記・................................... .....・・・・・・・9755擦

当摩氏所蔵種類・..............................・・・・・・・・3375標

き東摩氏文脅・....................・・4・・・・・・・..........・・・・3376標

当来年中凡御図方之覚・.............. ................・・5112

万銘鑑定覚醤・.........................................9828標

当門様江御成ュ付御進物覚醤........・H ・....・H ・.469標

当用書札・........................................・・・・・・・9801標

当用排…...・H ・.....・H ・...・H ・.....・H ・....2246標.2247，標

当用申送帳・.............. ................ ..........・・・・46路標

当用申贈牒・......... ...............................・・・・4687標

当用申贈帳・........................................・・・・4688標

当流口伝直道敬之番…...・H ・-…・・・・…・・・・・・…・・・9609標

当流七五三好五五三配膳次第一...........・・・・・・・・9.. 172標

円当務調島弦年竹目録・H ・H ・H ・H ・.......・H ・....・H ・'8388標
一一口当流秘伝得寸法之図…....・H ・..........・H ・...........8489

燈鑓銘・H ・H ・-…....・H ・....・H ・.....・H ・......・H ・..30(1日〉

遠回勘右衛門醤翰....・H ・...・H ・....・H ・H ・H ・-… 100681日
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遠回日記・・H ・H ・....・H ・....・H ・.....・H ・....・H ・...…'4278標

遠江国葉原郡・.........................................30(49)

遠江国浜名郡・.........................................30(49)

遠江国敷智郡・.........................................30(49)

登獄紀事・................................................9782標

登獄詩草・......................................................・・・・・・・9632探

富樫観知物語抜務・・・・・・・~・....................・・・・8697.標

富樫系図…....・H ・.....・H ・.....・H ・-…....・H ・-… 30(156)

谷人帳・........................................・・・・・・・・・・4696探

科人に付口上番....・H ・-…H ・H ・...・H ・"4591旧.4676旧

栂尾古文書目録…・.........・H ・・・H ・H ・・・・・・・・・H ・H ・30(40)

時国村石倉比古神社神職瀬野従五位忠貞・・・・・・・・・6325

富来八幡宮文書(能登国)........・H ・....・H ・.30(114) 

読易秘説・........................................・・・・・・・・・・7762

得江文書...・H ・-…...・H ・....・....・H ・-…H ・H ・-… 30(135)

徳翁寺文書(能登園小嶋)….....・ H ・...・ H ・..30(130) 

督学の辞・....................・・・・・モ・・・・..........・・・・・・・9-163探

徳川家千代君御誕生御祝儀御作法持京都御普

論御手伝大名交名書等・・H ・H ・-…H ・H ・....・H ・-… 498標

徳川家康書状写・..............................・・・・・・・・1642探

徳河御家衆閲醤....・H ・...・H ・.......・H ・'8866標.8867傑

徳川家御系譜略・..............................・・・・・・・・8808旧

徳川家書籍波索駿府政事録(故粋)・H ・H ・-…・30(94)

徳川家戦争年代記・H ・H ・-1・H ・H ・H ・...・H ・.30(167) 

徳川家嫡庶譜略・..............................・・・・・・・・8810擦

徳別家天下鎮定番札類…・・・H ・H ・-…....・H ・...30(148) 

徳川家兵学校規則・..............................・・・・・94倒様

徳川幕府遵奉書札類・…….....・H ・...・H ・...・H ・30(1l19) 

徳川兵学校旋番・.........................................9464

独吟之連歌・........................................・・・・9659様

読師役向雑記等・..............................・・・・・・・・5892標

特殊事業誌原稿・..............................・・・・・・・・7459標

読醤筆記…....・ H ・.....・ H ・.:.................7762.9589標

読霊統別史....・H ・....・H ・-…....・H ・....・H ・....・H ・.317擦

得田系図…...・H ・....・H ・......・H ・....・H ・...・H ・..30(156) 

得田文書…...・H ・..……...・H ・.....・H ・H ・H ・..… 30(135)

得能家伝記写・......................................…6904探

兎幾網・........................................・・・・・・・・・・6907標

所ロ御詰米井町方等記録…・・・・…・・・・・……・…・6552旧

所ロ支配向留記....・H ・....・H ・...・H ・..…H ・H ・..…6572標

所口・汗奥部関係書類・・・…・・・・・・・・・…....・H ・・…・・・6553標

所口砲台為御用出役之件・・・・・…・・・・…・・...・H ・".5848標
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所口町室長行覚書・H ・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....055G際

所口町奉行元和元年以降姓名等…H ・H ・-…H ・H ・"6592

所口町奉行御用密類・..............................・・6555標

所口町奉行斉藤中務支配所絵図・..........・・・・…6046探

所口町奉行上申醤綴・・・・・・・・…-…..........・・・…・'6552探

所口町牽行留記・・・・H ・H ・....・H ・.....・M ・-…H ・H ・''"6出標
6S~γ 

所々 米方仕法問合轡...・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・-ヴ616探

所口小代官拝領居屋敷打波一件留・H ・M ・........3541標

土佐足摺縁起・.........................................30(15)

土佐日記(抄略)・H ・H ・....・H ・....・H ・...・H ・..-30(176) 

土佐守へ剣梅輸内之談ニ付被仰出題・...........29C6探

土佐守仰出之覚・..............................・・・・・・・切，27探

利家記・…….....・H ・....・H ・....・H ・..............・H ・.329標

利家卿遺書・........................................・・・・1221標

利家卿の朝廷に対する事蹟拠典....・H ・.....・H ・.337標

利家公御代之覚密…・・・H ・H ・-……・H ・H ・...・H ・324線

利家公御夜話・…....・H ・....・H ・...，........・H ・-…・・ 334標

利家公御遺密写等・...................................1223探

利家公御遺書之写・...................................1222標

利家公御書写・.........................................1213様

利家公より利常公迄御働之事....・H ・-…....・H ・.299標

利家利長記・........................................・・・・・・・5351

利家・利長・光高公御伝略等之内抜書下番… 157旧

利家・利長・光高公御伝略抜書下物・…H ・H ・..157標

利家夜話…・……H ・H ・....・H ・-…H ・H ・-…H ・H ・.......324 

利興公以来歴世被仰出番・....................・・・・・・2709原

利興公等被仰出番・..............................・・・・・・・・2709

利也君御所蔵沿革審純・..............................・・5934

年竹之大事・........................................・・・・9474擦

歳竹之大事・.......................................・・・・・9475標

歳竹之秘伝・........................................・・・・9476採

利常卿御夜議・…・・・2ど・・H ・H ・-…...・H ・..…361， 366標

利常公御定御寧器一三・......................・・・・・・・・・5283標

利常公御夜話….....・H ・....・H ・....・H ・...・H ・...・H ・364標

利常公御夜話秘録抄....・H ・-…・・H ・H ・....・H ・-…・ 363標

利常公紀事…....・H ・-…...・H ・-…H ・H ・-…...・H ・..367標

利常公御伝略下物・…・…....・H ・-…....・H ・...・H ・.218標

利常公盛徳…・・・H ・H ・.......・H ・...・H ・....・H ・...・H ・374採

利常公夜話....・H ・...・H ・...・H ・...・H ・...・H ・....・H ・.365原

利長公越中富山へ御隠居之節被召連人数之帳

・・・・・2824標

利長公御時t代党調・・H ・H ・-…....・H ・-…...・H ・..… 347標

利長公御代之おぼへ書...・H ・....・H ・-…"348標.349楳



利長公御代之おぽへ書抄・....…...........・・・・・・・・3433際

利長公御遺書之写....・H ・...........・H ・'1232標， 1233標

利長様高岡ユテ御逝去之節御番陸之写...・H ・"1234標

利保公選著五種・..............................・・・・・・・・1478探

利保公遺著十七種・..............................・・・・・1479標

登城方達書・H ・H ・.....・H ・...・H ・H ・H ・-…3297標， 3298旧

登城方達書ならびに請書...・H ・.....・H ・...・H ・-…3298擦

登城等之節万事心得方品々覚書・..........・・・・・・・3295標

登城之節之御作法等・..............................・・1623標

年寄方留番目H ・H ・-…....・H ・'4213探， 4240標， 4241標

年寄席白記・H ・H ・-…....・H ・"4158標， 4163標， 4お8標

年寄席日記下番....・H ・...・H ・.....・H ・...・H ・H ・H ・"4146標

年寄中可相捌御用大概覚書・....................・・・2338標

年寄中席旧記抜番・..............................・・・・・4044標

年寄中取捌候御用聞書・....................・・・・・・・・・4225標

年寄中等へ可及御示談筒条・.........…・・・・・・・・・・4116標

年寄中等持御家中一統へ被仰出候御茜立等之

控.................................................・・・・・・・・2000標

年寄中等判印鑑・..............................・・・・・・・・4045標

年寄中等病気等之節従筑前守様御尋方等一件

................2342標

年寄中井執筆共廻状之控...・H ・-…....・H ・...・H ・.435標

年寄中初諸役人夫々支配之帳・・・・…・・・・・…・・・・・・2046標

年寄中見届之哲詞御前書…...・H ・..............10079標

年寄共等へ相逮候書取写・....................・・・・・・・・・4015

年寄役日記H ・H ・...・H ・...・H ・...・H ・.............…"4160標

灯台笹村等寄肝煎三郎兵衛書付写・..........・・・・5999旧

富田次部左衛門与力之内自分仕度旨奉願一巻

寄帳H ・H ・......・H ・-・7・・H ・H ・...・H ・H ・H ・..…...・H ・"21幻様'

富田勢源流系図・....... ...・・・・・γ・・・..........・・・・・・・・3029標

富田浦六伝・........................................・・・・8871様

独歩H ・H ・......・H ・.........・H ・...・H ・...…8067標， 8068擦

届番等綴・........................................・・・・・・・3962標

届書類・........................................・・・・・・・・・・4均6標

砺波・射水貸附恨帳....・H ・....・H ・.....・H ・...・H ・'5238様

砺波・射水・新川貸附根帳........・H ・....・H ・-…5226標

砺波射水両郡知行高目録…・・H ・H ・-…...・H ・..10058擦

利波郡浅地村神明回調書・....................・・・・・・7491探

砺波郡石堤村氏神一件・......... .....................・・6190

砺波郡井口組福野御蔵見取絵図・…・…..・・・・・・・・…7199

砺波郡御絵図之面御付札を以御尋之趣謹上申

帳・・・・・・・・・...................................................6058

砺波郡御貸米五拾ヶ年賦日印帳……H ・H ・-…・・5岱 i傑
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砺波郡御蔵代官之者注進i!J.....................・・・7182，原

砺波郡御蔵米注進醤・..............................・・71821日

砺波郡関作馬一件・..............................・・・・・7462標

砺波郡閲作馬壱件御勝手方示談物・..........・・・・・・・7462

砺波郡木沢源五郎番類目録但シ御触大略…・・…'6829

砺波郡五位組舞谷村領之内親王塚絵図・...........9ω2

砺波郡五位庄舞谷村領之内親王塚見取絵図・・・・・・9ω2

砺波郡古城跡山塚寺社古跡等書上申帳・・・・・・・・・ω93標

敵撤回村等高番上 ・・・・・・…・朔日

砺波郡権正寺村等高増減番上・..........・・・・・・・・・・7143標

砺波郡七社村長岡八幡宮別当職一件・..........・・・・6190

砺波郡新聞一村立高免年号等相調書出申帳…6006標

砺波部沢川村田畑兵衛願書・....................・・・7271採

砺波郡高官村法船寺持宮一件・....................・・・6190

砺波郡高物成等調理帳・....................・・・・・・・・・7142椋

砺波郡十村等持停候御印物等しらベ・H ・H ・-…・6901標

砺波郡之内往来筋村間道程附帳・..........・・・・・・・6053標

利波郡福光村宗左衛門口上書....・H ・....・H ・.....7241旧

利波郡二日町村百姓わけ番上...・H ・.....・H ・..…7242探

利波郡本領村太兵衛先祖物語有増番付之覚・・・臼31標

利波郡松原上野村百姓持高番上・..........…・・・・7241標

砺波郡見取絵図・..............................・・・・・・・・6076探

砺波郡安川村・淳良親王御陵絵図…...・H ・...・H ・'9092

宿直拾隙抄...・H ・-…...・H ・......・H ・..…7966襟， 7967標

宿直所廼記・........................................・・・・7968標

登白撒賦・........................................・・・・・・・・・・6250

土肥家記・...............................................3377，標

土肥家記異本・...・H ・....・H ・....・H ・-…....・H ・'''3378標

土肥家有沢氏略伝・....................・・・・・・・・…・・・3379標

鳶小頭詮搬覚書・・・ ・ ..... ..... ...，..・・・49461:t
都都之事・........................................・・・・・・・・・甥ELM

飛櫓明神文書(加賀国)・H ・H ・..……H ・H ・...30(111) 

泊在番御用達留・・・..............................・・・・・・5859標

泊在番御用日記....・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・....・H ・"'5858標

泊番定番・........................................・・・・・・・2065標

泊町沿革史料・.........................................5954標

泊町太兵衛口上番・・・・・・・・…・・・・・・・・・…・・…...・H ・5022標

俗次郎様御宮参一件…・...・H ・...・H ・.......・H ・-… 790標

富田覚書・........................................・・・・・・・3214標

富田織人宛来状綴・..............................・・・・必91標

富国外記宛寵状・...................... ........・・・・・・・・3747標

富田外記内状草案等・..............................・・4289標

富田心得・.................................. ......・・・・・・・4605旧



とみたーとやま

富田心党・・・・・・........................................・・4605際

富田貞武御加増一巻留帳・・・・・…・・・…・・・…・・・・・・・2創9楳

富田貞直遺書・・..............................・・・・・・・・・・3634標

富田次大夫香状・..............................・・・・・・・・3746標

富田瀬六御使番控・..............................・・・・・4.106標

富永翁秘録・.............................. ..........・・・・4612探

十村相勤候節之御印物等書上申帳・..........・・・・6902擦

十村御目見例番・・…・-…H ・H ・-・・・・・…・…・…・・・・・6868標
十村旧記留・........................................・・・・6740標

十村旧記等之抄・......................................6744標

十村禁牢一件覚書・..............................・・・・・2687標

十村先祖由緒井一類附帳・....................・・・・・・6875擦

十村勤方類衆・.........................................6745標

十村手鑑二種・.........................................6760標

十村留記・........................................・・・・・・・6825標

十村留帳按書・.........................................6805標

十村中橋村久左衛門党醤・....................・・・・・・6757標

十村等御扶持一件・..............................・・・・・5015標

十村等御扶持人名寄・..............................・・6877旧

十村等名書...・H ・-…...・H ・...・H ・...・H ・'6876標， 6877.標

十村苗字帯万之儀願書・............ ........・・・・・・・・・6884標

十村物語・..................... ...................・・・・・・・6939旧

十村役儀指除きに付逮番・....................・・・・・・6896標

十村役雑留・........................................・・・・6863標
‘>1 ・ー十村由緒・..............................................・6872擦

十村来由等六種・..............................・・・・・・・・6878標

留謹....・H ・'"・H ・......・H ・....・H ・...・H ・"4334擦， 4810旧

留記・・・・・…・・・・・.........................................3992旧

留帳…...418，標， 4242標， 4459旧， 4735標， 4928標

留帳紗録…....・H ・....・H ・...・H ・.....・H ・39倒標， 4124標

留帳等按翠・........................................・・・・4323標

留~~長抜書....・H ・....・ H ・...・ H ・...・ H ・...…3869標， 4.119標

留l肢之内抜書・..........................................1124旧

友町大膳武功・.........................................8847.標

富山硫黄御改御横目之番付請取等・H ・H ・...・H ・'7571標

富山硫黄御改之番付・..............................・・7571旧

富山一ノ手御人数等…....・H ・....・H ・......・H ・-…5506標

富山一件書抜・.......................~.................2710擦

富山へ御領知分御絵図之次第・..........・・・・・・・・・・2693標

富山御家旧記略・..............................・・・・・・・・2703楳

富山御部方定番穴'~.....................・・・・・・・・・7350擦

富山表へ御名代之御伎一件・ H ・H ・..…4371旧， 4372旧

富山表へ御名代之御使被仰付候一件
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-…4371採， 43η探
富山表風説書・・・・...............................2713掠

富山御役人之演説覚・..............................・・1570擦

富山御役人吉川勘兵衛・網野党兵衛束岩瀬御

屋敷迄罷越演説之覚・..............................・・1570旧

富山火災留・........................................・・・・7356探

富山記録十三種・..............................・・・・・・・・2706標

富山御一巻帳之内密抜等・....................・・・・・・2711標

富山御一巻帳之内密抜升詰中御用仮之内書抜…2711
富山公家乗・........................................・・・・1471探

富山侯家譜・........................................・・・・1472探

富山侯家譜等・........................................・・・・1473

富山御家中之様子・..................... .........・・・・・3894標

富山御条層等写・.....:;2:.........................・・・・2699擦
..~"' 

富山御条目等六種・・H ・H ・...・H ・.....・H ・...・H ・-…・2700標

富山御麟吉所等図・....................・・?・…・・・・・・・・1483探

富山御藩中分限帳・...................................3891擦

富山御用諸事留・..............................・・・・・・・・4105楳

富山御領絵図面御附札答書・....................・・・2698標

富山御領界絵図・....... .......................・・・・・・・・1564原

富山御領諸寺庵帳・.............…............・・・・・・・6193標

富山境新開地之図・..............................・・・・・7091標

富山侍帳・........................................・・・・・・・3889旧

富山侍従利保朝臣逃箸十七種・....................・・・1479

富山市の火災・............................…・・・・・・・・・・7359探

富山支藩ユ関AJレ記事抄録…H ・H ・-…H ・H ・-…'2712標

富山誠下図・........................................・・・・2695探

富山城図・........................... ...... .... ...・・・・・・・1482標

富山水火史・.................................. ......・・・・7358擦

富山水損凶荒留記・..............................・・・・・7355標

富山水風皐留・..............................・…・・・・・・・7357，標

富山藩御郡方留・..............................・・・・・・・・7351旧

富山藩学制沿革・..............................・・・・・・・・5932，楳

富山藩学等参考書・..............................・・・・・9458探

富山藩支配道程取調書・..............................・引00

富山藩年中御定例・...............ー..............・・・・幻01標

富山藩武鑑・......................... ....... ........・・・・3890標

富山藩分限帳・......... ................... ......…・・・3892標

富山分限帳・-…......................... .....・・・・・・・・・・3893探

富山前回家譜・.........................................1473旧

富山町方旧記・.........................................7345楳

宮山町方旧事調理・..............................・・・・・7346標

富山邑伝記・........................................・・・・・・
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...........6325 

中江氏書翰・........................................・・・・7772標

長尾家雑志・........................................・・・・88印標

中川顕忠日記....・H ・...・H ・.....・H ・-…..4193標， 41斜標

中川式部宛害状・..........・・4…・...........・・・・・・・・・.37.必標

中川式部宛達状・......................................3960.標

中川氏旧蔵文書・..............................・・・・6…3384標

中川清六郎改名届下書....・H ・...・H ・......・H ・..1∞90標

中川長定覚書・.........................................3986標

中川長種書状・.........................................3753標

中川日記・H ・H ・..…...・H ・.....・H ・......・H ・H ・H ・..…羽田標

中川修明書状・..............~..........................3749原

中川典克旧蔵文書写・..............................・・3381標

中川典克所蔵古文書・..............................・・3383標

中川典克書類之写・................... ............ .... .....・・・・・3382標

中川八郎右衛門宛害状・・・H ・H ・...・H ・..3752標， 4855標

中川八郎右衛門覚書・..............................・・4262標

中川八郎右衛門口上書・・H ・H ・....・H ・....・H ・-….4847標

中川八郎右衛門書翰・..............................・・4842旧

中川八郎右衛門書状・..............................・・4844擦

中川八郎右衛門害状等・....................・・・・・・・・・480.8標

中川八郎右衛門・津田源右衛門連署状...・H ・..48381日

中川八郎右衛門留書・..........................................・・4810.標

中川八郎右衛門長種書翰・.................................・・・・・・4840.旧

中川八郎右衛門等害状・....................・・・・・・・・・4838標

中川八郎右衛門等達書・....................・・・・・・・・・3559標

中川八郎右衛門願書・......................................・・3175標

中川八郎右衛門申渡状・…...・H ・...・H ・必40標，必42標

中川文書・................................. ...... .........・・・・・・・3380.標

中川弥左衛門書状....・H ・-…...・ H ・-…3花0標， 3751標

中川和平御免之儀ニ付長文三郎示談之紙面写

・・・・・・3740.標

長獄合戦・......................................... .........・・・・・・・・・・80.22

長敵合戦前後間議・..............................・・・・・・・・80.23

長久手合戦前後略譜・..............................・・80.34旧

長敵合戦前後略譜・..............................・・・・・80.35標

長久手合戦略記・・・・…・...............................8旬4標
長久手戦記・・・・・・・・…・・..............................・・・・・8027

那加佐幾遠鏡・..............................・・・・・・.・・…9377.標

長崎に於て陸蒸気機械類註文ニ付云々・・ H ・H ・.51561日

長崎奉行言上書附・H ・H ・...・H ・...・H ・...937，誠実， 9379標

永貞遺訓紗….....・H ・....・H ・-…・H ・H ・..3631標， 3632標

中居村事11杉伊豆牟比陣争11社事l'職事11杉尾張茂穂

-117-

富山ヨリ二俣越外三筋道懸リ駅村等見取絵図

・・・・・・・・・7655標

富山領境見取絵図並道程番・....................・・・1569標

富山領村々 高免帳…...・H ・..…...・H ・..…...・H ・..2692標

盛国大明神文醤(山城国)・H ・H ・H ・H ・..…… 30(10.5)

豊島毅建白草誕・..............................・・・・・・・・40.28標

豊臣記・........................................・・・・・・・・・・8714標

盛臣家系図...・H ・...・H ・...・H ・................・H ・.30(15の
鳥居文書・H ・H ・-…....・H ・.....・H ・.....・H ・...・H ・.30.(137) 

烏構場之松小枝下し願覚…・・・・・・H ・H ・・・・・・…・・・・花29標

烏構場伐木について逮番・…・・・・・…・…・・・・・…・・・7528標

鳥越記・........................................・・・・・・・・・引57.採

取捌方相改候以後追々愈義を以向後之事相極

候趣此帳ユ記置可申候事・....................・・・・・・45821日

酉正月御用番中心覚留帳…H ・H ・...・H ・.....・H ・..50.0.11日

取次方・........................................・・・・・・・・・・お53探

内外国事記・・H ・H ・....・H ・....・H ・...・H ・..8607探， 860.8標

内外新聞・........................................・・・・・・・・・・32.探

内検地一巻等御扶持・人勤向大概抄・..........・・・・70.34標

内侍所御神楽略次第…H ・H ・.....・H ・...・H ・...・H ・.30.(6) 

内藤源兵衛先組弁親類附帳・....................・・・30.30.擦

ないない尽しとものはづけ...・H ・.....・H ・...・H ・.9789標

内仏参銭請取・.........................................6533標

内密御図書等之写・..............................・・・・・5256標

内密閉番・・・・・…・・・..............................・・・・・・・9389標

内密愈議・........................................・・・・・・・6693旧

内密詮議留・........................................・・・・6826標

内密問答書・........................................・・・・5616標

内用番状留・........................................・・・・3782標

直腸紙面之写・.........................................3886標

直姫様へ従中将様御結納之御祝儀被進之為御

使者北小路丹波守就被罷越取持御用被仰付候

時分相勤申品々 覚・・H ・H ・...・H ・.....・H ・......・H ・..… 839

直姫機御結納御祝儀被進候時分御使者宿御用

之留・..7:.C子・H ・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・........・H ・.839標

直姫様誠姫様御婚礼ー件・・H ・H ・.......・H ・...・H ・.835旧

直姫様宮腰浜へ御出之図....・H ・-…H ・H ・....・H ・.733標

中居鋳物師伝書・..............................・・・・・・・・7594標

中井日吉社文曾(能登閏)・・H ・H ・....・H ・..… 30.(113)

永井杢陣覚書・.........................................40.43標

中居南村奥津比嘩神社神職四柳遠江額次・・・・・・・・・6326
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永貞古兵談・・・・・........................................・・・8051

永貞古兵談残資拾玉集・..............................・・8051

永貞師武教全書解・..............................・・・・・・・・7955

永貞先師案見・.........................................7956標

永貞先師画像・.........................................9893標

永点先師五百騎裳見・1lIJ:...............................・・81.15

永良先師連城図・..........・・・・・…....................・・・8216

永点先生九十城・.........................................8226

永点先生築城守防企図・..............................・・8204

永氏先生八陣自註........・H ・.....・H ・...・H ・-…H ・H ・'8124

永貞先生百城・........................................・・・・8199

永点武貞雨先生四対入城・....................・・・・・・・・・8179

長篠戦記・........................................・・・・・・・・・・8027

中仙道木曽路御通行行列附等・....................1806標

中仙道木曽路通リ金沢迄行程記・・H ・H ・....・H ・..7669標

中仙道山川駅路之図…...・ H ・.....・ H ・"7670旧.76711日

中田庄三郎所蔵文書....・H ・...・H ・...・H ・-…H ・H ・.10101 

長田町越中屋文八方へ御立寄御座所之図......654標

長知軍談....・H ・H ・H ・H ・H ・-…....・H ・...・H ・-…...・H ・.351 

長門守様備後守様御屋敷之儀等控・..........・・・・3183線

中医放聴番・........................................・・・・7731探

中臣験記聞・........................................・・・・7730標

長棟村仕法方等に付務審物・....................・・・7556擦

.長線村取続方仕法一件・....................・・・・・・・・・7557標

長棟山御鉛引渡し願・H ・H ・...・H ・-…....・H ・.......7臼4様

長棟山鉱山について口上書・H ・H ・.....・H ・..……75441日

長棟山鉛山図汗御番所絵図・....................・・・7564探

長線山年中行事・..............................・・・・・・・・7554探

中波村舗網卸し日限に付伺書....・H ・......・ H ・"'7519標

中院内府通茂公書籍鑑定目録・..........・・・・・・・・・・30(92)

中之口ヨリ御上下之節御供建落シ絵図・・H ・H ・'1641標

中野随施ヲ以御尋ュ付申上之留…H ・H ・....・H ・'9446探

尚寛雑著・........................................・・・・・・・・・・48探

長橋神明宮文書(能登国)・…...・H ・...・P ・...30(113) 

永原孝治書翰・.........................................4849旧

永原左京書翰・.........................................6361標

永原土佐守番状・..............................・・・・・・・・4849標

中村逸角家蔵文書・..............................・・・・・3385探

中部家鶏・........................................・・・・・・・8829標

中村吉五郎拝領地願・..............................・・3553様

中村次右衛門拝借金一件・....................・・・・・・3645探

中村七丞書翰・.........................................48671日

中村七丞等書状・..............................・・・・・・・・4867標

-118ー

中村小右術門親顔附l阪・..........ー...ー.....・・・・・・・・・3031標

中村典腿覚書・.........................................4274様、

中村典謄覚書之抜書・..............................・・2587標

中村文安所蔵文書・..............................・・・・・3386標

中村文番・・H ・H ・.......・H ・....・H ・....・H ・...・H ・...30(138) 

中村与次右衛門鴻打の結果に付報告・...........5702標

中村与次右衛門鴻打之事・....................・・・・・・5702旧

中屋敷絵図....・H ・...・H ・...・H ・...・H ・...・H ・...・H ・"1451標 r

中屋敷図・H ・H ・・....・H ・.....・H ・...・H ・.....・H ・..14長吾ナ:に 1

中屋敷惣絵図・・・..............................・・・・・・・・・14印標

長屋十太夫害状・・・..............................・・・・・・4821楳

中屋彦十郎文書・H ・H ・....・H ・-…....・H ・......・H ・..10102 

永山亥車1:上書・.........................................4025標

永山亥l肝(平太)先生行状…・...・H ・.....・H ・-…3508擦

中山主計家譜・.........................................6671様

中山家文醤...・H ・.....・H ・..…H ・H ・...…H ・H ・...30(133) 

中山瑞夢伝・...................................…・・・・・・8902標

永山平太由緒帳等之抄・・・・・・・・・…・・…・・・・…・・…35ω標

長柄街l小人ニ関シ前回対馬之議・・・…・・・・・・・・・…4814旧

梨谷小山村年貢皆済状写・....................・・・・・・7172標

那須国造碑文…....・H ・-…・・H ・H ・...・H ・...・H ・.30(152) 

那谷寺縁起・........................................・・・・30(4)

那谷寺錨銘・…・・・…・・H ・H ・-…...…・・H ・H ・・・・…・・・30(18)

那谷寺通夜物語・..............................・・・・・・・・7365擦

なでしこ・・H ・H ・...・H ・-…...・H ・.....・H ・....・H ・..…9794標

七尾東地子町河うめ出し出来屋敷歩数帳H ・H ・'''6592

七尾町魚問屋定番等・..............................・・7622標

七尾町旧記….....・H ・...・H ・-…...・H ・・H ・H ・H ・"6592標

七尾山之寺文書写・..............................・・・・・6515標

難波記・…・…..…................…・・……..・・・・….8734標

浪花記・........................................・・・・・・・・・・8736標

難波寧記・........................................・・・・・・・8734旧

浪波軍記・.... ... ........................ .........・・・・・・・8735標

難波戦記H ・H ・H ・H ・.....・H ・....・H ・-…....・H ・-……8733標

浪速冬夏戦記・H ・H ・.....・H ・-…H ・H ・・H ・...・H ・-…観念2宮721
難波二拾問答・.........................................8040標

浪速冬夏戦記落城之巻...・H ・-…H ・H ・....・H ・..3006η 

難波問答・........................................・・・・・・・8039標

七日市家譜書抜・…・....・H ・...・H ・...・H ・・・・・…-・・・・1504標

七日市侯旧記...・H ・H ・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・-・…1503旧

七日市侯旧記三種・H ・H ・...・H ・...……H ・H ・...・H ・1503標

七日市役系譜...・H ・.....・H ・...・H ・...・H ・-…H ・H ・"1499標

七日市藩情一斑・H ・H ・.....・H ・-…H ・H ・.....・H ・..…2735旧



鍋島殿御住居御婚礼御当日御飾...・H ・...・H ・-…9009探

鍋島肥前守より御達書写・…H ・H ・...・H ・H ・H ・-…9506標

生麦事件覚・.................................. ................・・・・9406旧

浪合記・........................................・・・・・・・・・・8899標

並合之記・........................................・・・・・・・89∞標

滑川宿浦家数等調・.............. ......... .........・・・・・5975標

奈良の葉献のしおり・H ・H ・...・H ・.....・H ・.....・H ・'9607.標

成田家記.........・H ・-…....・H ・....・H ・-……-…・ 30(166)

成田家記・........................................・・・・・・・3387標

成田三政家伝・..........・・・・・・・・・リ・..........・・・・・・・・・3388標

成田三政肖像賛・…...・H ・...・H ・.....・H ・....・H ・.30(153) 

斉泰公御続書・・H ・H ・....・H ・-….120標， 121標， 122標

斉泰公御名乗覚・・H ・H ・..…H ・H ・....・H ・...，...・H ・.287標

斉泰公家乗…...・H ・......・H ・.....・H ・-…H ・H ・...・H ・.257，標

斉泰侯御上洛之覚書....・H ・-…...・H ・-…...・H ・..・5565標

成瀬市正留記之抄・...............................・・・・・4275標

成瀬市正生直御近習御執次役，元禄十年被命月

者六月頃欽，奥奏者宝永二年五月廿五日被命

正徳五年三月去，勤務中留記之内…-
aユタ・r

成瀬覚書・・・H ・M ・...・H ・..…・・・…・-……....・・…・・・33ω標

成瀬掃部留記・…・・・・..............................・・・3992標

成瀬監物害状・.........................................3961旧

成瀬監物申達状・........ ............... .........・・・・・・・・3961標

成瀬氏所蔵旧記・.............. ..... ..... ......・・・・・・・・3389標

成瀬内匠書状・......... .... ..... ......・・・・・・・・…・・・・・・・・・・3937標

成瀬種徳日記....・...・H ・-…H ・H ・...・H ・..…...・H ・.4180標

成瀬正敦雑記・....................・・・・・…・・..........50∞標

成瀬正敦日記...・H ・....・H ・...・H ・...・H ・.4257，標， 4298標

成瀬正居文書・・H ・H ・...・H ・...・H ・...・H ・....・H ・..… 10102

成瀬文六様一類附・................ ..... .... ...........・・・・・3032標

南越陣記・・H ・H ・-…....・H ・....・H ・...・H ・'5521標， 5522標

楠可の夢・・・…............... ... .......... ................・・8570標

楠可廼夢等四種・...... ....・・・・・1・・・・..................8569標

南宮秘録....・H ・-…....・H ・...........….'1496標.1497標

楠公肖像賛伝...・H ・....・H ・.....・H ・...・H ・...・H ・.30(153) 

楠公父子像質...・H ・H ・H ・...…H ・H ・....・H ・...… 30(153)

難産之時折議之次第・..............................・・9469標

難舟一巻御定井今津米難舟之事・..........・・・・・・・7710標

南禅寺文書(京都)…・…H ・H ・...・H ・.....・H ・.30(120) 

南禅寺文書写・.............・・・・・・・・・…..........・・・・・・8651標

難船取捌及船数録・............... ...... .........・・・・・7709標

難太平記・..........・…・・・・・・・...... ..............・・・・・・9709標

南朝記伝(抄出)…...・H ・-…....・H ・...・H ・-… 3007の

-119ー

なベしー!こL、か

南部勧化金之義ニ付奥村伊予守等紙面写・・・・・・6538楳

南部信濃守利済番翰・..............................・・1724線

南部野・五戸・七戸・仙台・会津・出羽地名

....................................・・・・・9112標

南部抵知書取・.........................................1339標

南部祇知欝翰等・..............................・・・・・・・・7739標

南木明神之記・.........................................30(13)

南面論・........................................・・・・・・・・・・4016旧

南商論草稿・........................................・・・・4016探

新潟より秋固まで道中案内・H ・H ・.....・H ・....・H ・9117標

事静雌草郡絵図御付枕z:飴所詮儀た趣脇番佐世

古橋・・・・・・・・..............................................1500旧
新川御郡絵図御付札之箇所詮儀之趣脇欝仕上

ケ申帳・H ・H ・.....・H ・H ・H ・..…...・H ・.....・H ・H ・H ・..…15901日

新川御郡奉行旧記日記之内抜寄・…...・H ・.......6712標

新川御郡奉行手帳・・..............................・・・・6713標

新川郡岩跡寺等身分支配方之義ュ付心附之趣

御内達物控・・・・・........................................6147標

新川郡魚津神明諏訪問社社家一件・・・・・・・・….......6190

新川郡へ下置かれ候種馬之子其外駒撰番分帳

…7460標・

新川郡絵図・..............................・…・・・・・6080叡

新川郡絵図詮儀之趣番上申帳・....................1590t~

新川郡御絵図面御付札之趣御答書上申帳・・・・・・6057探

知fI郡大岩山不動堂傭立被鯨諸事入感…64..'i5

新川郡大布施組宮野閲領芥用水筋絵図・・・・・・・・・7240標

新川郡奥山御境目絵図・H ・H ・....・H ・-….....・H ・.'1566標

新川郡御縮高一件・............... ...............・・・・・6977，標

新川郡御扶持人十村嶋尻村刑部明暦年中手帳借

用抜書留・・・・・・....................・・・…..........・・・・・・・・・6839

新川郡海辺村々家数人数等番上帳・..........・・・・5972標

新川郡かね山一村建ニ付定番井領絵図・・・・・・・・・5998標

新川郡組分図・..............................・・・・・・・…'6078標

新川郡黒崎村へ百姓施願一件・....................7337旧

新川郡郷庄古城・........................... ...・・・・・・・・9179標

新川郡郷庄附村名寄上申帳・............. ... ....・・・5997標

新川郡古田新開高物成羽:失銭定散小物成等調

理帳・・・・・・・・........................................・・・・・・7147標

新川郡寺家村専長寺害状・.............................6482

新川郡嶋組郷村高帳・..............................・・7148探

新川郡清水堂村領縁リ白岩川大曲之場所就直



にいかーにつき

切之分間絵図・・・・..............................・・・・・・・・7235旧

新川郡社家歩数等番上帳写・..................・・・・・・・・6474

新川郡十二貫野井宮野両御仕立関分間絵図…7097標

新川郡十二寅野井宮野両関分間絵図・...........70971日

新川郡十二寅野宮野分間図等・..........・・・・・・・・・・7098標

新川郡十二貫野宮野両開分割絵図…街・・・・・・・仰6標

新川郡常願寺川筋御普請所分間絵図工L・・・・・・・7お8標

新川郡常願寺川筋水損所等御巡見ュ付道筋等

大略見取絵図・・・・..............................・・・・・・・・7お6標

新川郡常願寺川筋水損所等、盤見ュ付道筋等大
L~初

略見取絵図・......................・............・・・・・・・・・7237標

新川郡白岩川水淀之図・....................・・・・・・・・・7114標

新川郡図・........................................・・・・・・・6079標

新川郡高寺村内検地分間之図式・..........・・・・・・・7061標

新川郡高原野等御引揚之地元常願寺川筋自鑓

~ 地所引越村々 等識分之場所分間絵図・・ H ・H ・....…7115

色、ヲJII漏扇面吾被分全図...・H ・-…H ・H ・.....・H ・.7115標

新川郡知行所付-…..............................・・・・・・・6998

新川郡友道村肝煎源右衛門願欝・..........・・・・・・・71161日

新川郡友道村之内屋敷地打波方延期願・・・・・・・・・7116標

新川郡日中村日置神社祭礼一件・・H ・H ・.....・H ・-…6190

新川郡沼保村彦四郎元組舟見村，明日村，

栗虫村，下若林村，桑畑新村領絵図・…....・H ・"'6108

新川郡沼保村彦四郎元組舟見村等領絵図・・・・・・6108標

新川郡婦負郡境目之儀ニ付番付等之留....・H ・'1563標

新川郡婦負郡境目之儀ュ付留…...・H ・.....・H ・"1563旧

新川郡之内大三位組五ケ庄組村々家数人数調

・…・7261標
新川郡之図・..........・・・・・・・・・…....................・・6081標

新川郡百姓強願一件・..............................・・7337標

新川郡布施山開時底・..............................・・7099標

新川郡古田唱替井新開一村立等番上申帳・・・・・・6008標

新川郡暴動一件・..............................・・・・・・・・7339標

新川県下市村名薮・..............................・・・・・1525旧

新川郡奉行心覚秘書・..............................・・6714標

二王真蹟帖・........................................・・・・9888標

仁行村本江村入合神杉伊豆牟比噂神社神職山

崎従五位時宗・・・・.........................................6325

西尾隼人宛欝状・..............................・・・・・・・・3755標

西御門格帳・........................................・・・・2429標

西坂猪之助番翰・H ・H ・-…...・H ・.....・H ・48661日;7030旧

西坂猪之助哲紙・..............................・・・・・・・・4866標

西之御殿絵図・.........................................1433探

-120一

西丸大手御鎚等落シケ所弘化四年五月十五日

建番等承合取定メ絵図出来置之図・H ・H ・....・H ・"'6452

西丸御普請御手伝御用相勤之人々へ拝領物之

覚・・・・・・・・・........................................・・・・・・・・5680旧

西丸下芥桔梗口下馬等之絵図・・H ・H ・....・H ・...・H ・'6452

西丸普請手伝御用相勤候人々へ拝領物之覚…1645標

二十一城之図・.........................................8228標

廿壱張弓問書・.........................................8482標

廿壱張弓蔵書・........................................・・・・8482

二汁五菜御湯漬之次第等・H ・H ・.....・H ・....・H ・...592旧

弐拾参ケ寺後住帳・..............................・・・・・6329標

二十七城之粗図・..............................・・・・・・・・8264標

二十四伝・…・・........................................・・8541標

二十二箇条濫鰯記・..............................・・・・・6362標

二十四人連歌合・H ・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..30(181) 

弐拾ヶ年御取扱米等書上・..;.・・・・・・・..........・・・・・7106標

二条様へ御使御口上書・H ・H ・....・H ・...............84.2標

二条様へ御使御返答口上控........・H ・...・H ・-…'4376標

二条様へ為御合力被進候金子之一件・...........5016標

二条様御作事惣御入用ー紙帳・....................4710標

二条様御使者到着につき見廻り等之留…・・・ 10043標

二傑様御使者隠岐幡摩守罷越候付旅宿江為見

廻罷越候節等之留・・H ・H ・...・H ・....・H ・....・H ・..10043旧

二条様御婚礼之節御書留等....・H ・-…H ・H ・...… 843標

二条様御殿地御地形平均井土堀仮小屋垣等御

入用帳・・・・・・・........................................・・・・4708標

二条様御普請一件留・........................ ......・・4709標

二条内大臣使者北小路丹波守接待図・・…H ・H ・.840標

二条内府様江府へ御参向之刻被進物控等....・.499標

二乗之伝口解・・H ・H ・H ・H ・...・H ・...・H ・..7855標， 7856標

二先百五十騎陣取図井坐備図・..........・・・・・・・・・・8150標

日米安政条約勅許一件留・・H ・H ・...・H ・.....・H ・...9397標

日麿・…・・…・・…・・・・・・・・H ・H ・-…・…・H ・H ・...…・…6750標

日蓮宗寺院来歴・.........................................6218

日蓮宗僧侶上京留・..............................・・・・・6141標

日課…・...・ H ・...……・・・・…・・…・…....・ H ・・…・…・・2279旧

日記......497標， 3839旧， 3884標， 3984旧， 3987旧

4002旧， 4090標， 4128標， 41731日， 41801日

4193旧， 4194旧， 4221旧， 4231標， 42331日

42461日， 42571日，説糊旧， 43331日， 43401日

4737標， 4738標，幻g標，叩105標

日記一..................................................ぺ10∞04ω0 

日記紀行.….“..….日.. ….“..….“..….“..….“..…...….日…..….日….リ….“…..….“…..….日….“….川….日….“….，….. ….日….日….“….“….. ….日…….日….日….日….日.3犯83幻11旧日



日記・残編五種....・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・.....・H ・"3927綴

日記断片…....・H ・....・H ・.....・H ・...・H ・...・H ・-…・・3888標

日記頭書……...・H ・.........・H ・...・H ・...・H ・...・H ・.243探

日記等抜書...・H ・.....・H ・....・H ・...・H ・..…H ・H ・'''4165標

日記井学校方示談之品覚醤・・・・・・H ・H ・.....・H ・"'4232旧

日光御使一巻・・…・・・・H ・H ・…・・・・・・・・・…-・・・……"4386標

日光御参詣御書控等・・H ・H ・....・H ・....・H ・...・H ・..656標

日光御廟十六善巨木像之写...・H ・...・H ・...・H ・"'9891標

日光参宮一件…・・・H ・H ・......・H ・ ・H ・.....・H ・.657標

日光山之記・・H ・H ・......・H ・.....・H ・...・H ・.....・H ・"30(60)

日光・増上寺・上野・聖堂御宝蔵絵図H ・H ・"'64日標

日省記・・H ・H ・...・H ・...・H ・..…4204標， 4248標， 4265標

日石寺文書(越中国大岩山〉・H ・H ・.....・H ・..30(131) 

日積録….....・H ・.........・H ・"3837標， 3845標， 3846標

日積録拾五畢・H ・H ・.....・H ・....・H ・-…...・H ・-…4295標

日本諸家人物志紗...・H ・-…H ・H ・...・H ・...・H ・..…7726擦

日本書籍目録…....・H ・.....・...・H ・...・H ・-・・H ・H ・"30(ω〉

日本総国風土記上H ・H ・.....・H ・...・H ・.....・H ・"30(47)

日本総国風土記下・・H ・H ・.....・H ・...…H ・H ・-…30(48)

捲川文書・........................................・・・・・・・8656標

二之御丸講書録・..............................・・・・・・・・5897標

ニ之御丸持御算用場等役人交名帳・..........・・・・2163標

二之御丸ユテ御能被仰付覚脅・…....・H ・....・H ・，9920標

二之丸へ材木入申候番付・.................・・・・・・・・・4434旧

二の丸へ材木入申に付手形・..........ー.........・・・4434標

二之丸御居間書院絵図・....................・・・・・・…1310標

二ノ丸角場絵図....・H ・....・H ・...…H ・H ・...・H ・-…1315標

三ノ丸腰掛図...・H ・.....・H ・....・H ・....・H ・...・H ・'..1313標

二之丸御地面図・..............................・・・・・・・・1303標

二の丸御殿絵図・..............................・・・・・・・・1300標

二丸御殿街絵・3千間数之党・....................・・・・・・・・・1338

ニ丸御殿帳・..................…................. ...・・1338標

二の丸御殿廻リ杉戸留帳・・H ・H ・....・H ・.....・H ・"1337.標

二ノ丸二重界鉄砲狭之図・・H ・H ・・・・H ・H ・.....・H ・-…1316

二宮文書........・・H ・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..30(135) 

二百石寧役内考・.........................................5294

日本国郡名…J・H ・H ・...................・H ・....・H ・'''9104標

日本国総図・・H ・H ・.....・H ・-・・H ・H ・...・H ・....・H ・..・引06標

日本総国風土記・H ・H ・....・H ・....・H ・.....・H ・-……9103標

女御入内供奉行列番立・......... ...........・・・・・・・・・8929標

女人登白山記井祭歌・...................... ........・・・・・6250

如来寺絵図….....・H ・-…H ・H ・...・H ・-…6408標， 6409標

如来寺境内絵図・..............................・・・・・・・・6410標
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如来寺御参詣絵図・・H ・H ・H ・H ・....・H ・..…...・H ・..686標

如来寺御参詣ニ付伺番・H ・H ・.....・H ・....・H ・...・H ・684標

如来寺御参詣之節絵図…....・H ・....・H ・....・H ・...685標

如来寺御霊堂図・..............................・・・・・・・・12侃標

如来寺上下御供方絵図...・H ・.........・H ・...・H ・...683標

女礼集・....................・・・…・....................・・・9482標

丹羽家系・........................................・・・・・・・3033標

丹羽家譜伝・大聖寺浅井畷之戦H ・H ・.....・H ・"'5385標

丹羽五郎左衛門長秀一件持三ヶ国御領分之次

第…・・・・…...・H ・・・…・…・・・…・・H ・H ・-…・…・・・・.......2662

丹羽左京大夫殿御通路一件……H ・H ・...・H ・..… 445標

丹羽佐左衛門先祖書・..............................・・3034標

人形浄瑠璃番組・..............................・・・・・・・・9909標

人数家数併馬数調理法~'ii&'…・ ................η54標

人数異同・.......... ........ .... ...・H ・.............・・・・・8093標

人数積....・H ・....・H ・...・H ・...・H ・....・H ・'8079標， ω80.標

人足役に付返答書ヲ以申上候云々・…H ・H ・...:....6592

任大巨大饗御遊-…H ・H ・...・H ・-…H ・H ・.....・H ・...30(7) 

仁和寺勧進帳(山城図)....・H ・...…・・・・H ・H ・'''30(18)

仁和寺諸堂記・.........................................30(16)

ぬ

額氏系図・・・・・...........................................6670.標

抜書・-…・・・・・・............................ ... .........・・2788標

布判賃御蝕笥・H・-・・・・…・-…-…・・・H ・H ・....・ H ・ '7414í~~

塗弓之事・........................................・・・・・・・8492標

ね

婦負郡・射水郡村境目取極分間絵図H ・H ・..…1568標

婦負郡絵図・..............................・・・・・・・・…・・・錦鵠標

婦負郡井新川郡之内御絵図面懸紙を以相改侯26fJ6

目録・............................................. .... ....ω60標
婦負郡新川郡枝村記帳・....................・・…・・・・…6058

婦負郡練合村射水郡三十三ケ村境目取極分間

絵図・・・・・・・・..... ...................................・・・・・・1568旧

婦負郡練合村与射水郡三十三ケ村境目取極分

間絵図・・・・・・・........................................・・・・・・・1568

婦負郡古沢用水地図・..................... .... ......・・7231標

願書写御取上無之由・・H ・H ・...・H ・...・H ・...・H ・-…4706

根来系図・........................................・・・・…・・・3141

根之図・........................................・・・・・・・・・・8切0標

根之巻・........................................・・・・・・・・・・8476標

根濃巻手覚・................................，.. .....・・・・8477.探
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能楽翁仕形附・・・・..............................・・・・・・・・9916標

飽楽記・........................................・・・・・・・・・・9913標

能楽雑記・........................................・・・・・・・9924標

能楽番組・........................................・・・・・・・9961標

飽楽番附・........................................・・・・・・・9923標

換問雑誌絵図共・..............................・・・・・・・・7247標

農業大綱・-…・・…・・…・・…・・..........・・・・・・…・・・…・7447標

農隙所作村々寄帳・・・・・・…・・・・・・・・・…・・・……-・・・・・7389標
能仕舞作法考・.........................................9917標

能州後詰之図但末守・............................・・・・・・・日63

能州一之宮論地一件・..............................・・7502標

能州鵜飼妙厳寺寺領一件控・.......................6519標

能州字出津鯨猟図絵・..............................・・7510標

能州浦鰯網場図・..........…・・・H ・H ・-…........・M ・7518標

能州越中之内野毛地不毛之地箇所附・...........7055標

能州越中之内野毛地不毛之地見開之場所覚脅

・・・・・・・・・70551日

能州御預地方一巻・..............................・・・・・2747標

能州御預地寺院号郡所附帳(波着寺〉・H ・H ・-…6177

能州御預地巡見御用日記・・H ・H ・...・H ・....・H ・-…2749標

能州御預所村名帳・..............................・・・・・2742.標

能州奥口郡出来極升廻等見分控・..........・・・・・・・7日8標

能州奥口無組井御扶持人等名寄・..........・・・・・・・・・・6887

能州奥郡海岸図・..............................・…・・・・6113標

能州奥郡鰭網場之図・..................... .........・・7505旧

能州奥郡之図・.........................................6074標

能州御郡方由来有之所々 番上申帳・..........…9081標

能州御郡奉行勤節見要撮記・..........・・・・…・.....6703標

能州押水之内所々 村付写・・・ H ・H ・-……・-…・・・…27臼標

能州海岸御巡見御道筋巨細密・…...・H ・....・H ・..633標

能州海岸御巡見路径詳細……H ・H ・...・H ・...・H ・.635標

能州海岸図・........................................・・・・6112標

能州開発方上番・..............................・・・・・・・・7425標

能州鹿島郡嶋之内図・..........・・1・…・..........・・・・6072.標

能州鹿島郡之図・..............................・・・・・・・・6071標

能州方当用雑記・..........…・・・・.....................4649標

能州紀行二種・.........................................9754標

能州ロ:郡蔵宿覚書…....・H ・....・H ・...・H ・....・H ・'7208標

能州ロ郡一村建高免年号等相調理番曙:る・側5標

飽州ロ郡邑知潟絵図・H ・H ・H ・H ・.....・H ・..…・ん・初80採
能州ロ郡百海村!1l~暢之図H ・H ・.......・ H ・...・H ・7505穣

の

ねりあーのうし

練合村曳網役銀等留・..............................・・7517探

練合村領境争論一件・..............................・・1567標

年忌帳・..................................................7753標

拍香語・..................................................1081標

年号等可悲し絶家雑々録・....................・・・・・・・・・2873標

年中行事....・H ・.....・H ・....・H ・....・H ・...30(2). 2258標

年中御献上物封被遺方・被下方・・H ・H ・....・H ・..508標

年中雑記・................................................1405標

年中諸日記・…・…・…・・…・..........・・・…・・・……30(88)

年中勤方大法書紗・..............................・・・・・1619標

年中農事覚書・.......................................…7444標

年代記井由緒・・・・・・・・…・..............................・・・6250

年中行事・........................................・・・・・・・8994標

年頭御作法・H ・H ・"3263標.3264標.3269標.3275標

3286標

年頭御作法書.………….日……….“…….“….“..3也側3

年頭御作法書写...............................・・・・・・・・3268標

年頭御作法書品々井勝千代様御表へ御引移御

作法・・・…・・・…・・・…・…・・・・・・・・・…・・・・・・・・…・・・・・・……3282稼

年頭御作法ロ決・....…・・・・・H ・H ・..…・...・H ・-・・…'3266標

年頭御作法附…・・・3280標.3284標.3288標.3290標

3291標.3292標
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年頭御作法抜書・・・..............................・・・・・・3289標

年頭御作法別記・..............................・・・・・・・・3285標

年頭を初都て献上物之覚・....................・・・・・・3261標

年頭御礼御作法書之写・....................・・・・・・・・・3259標

年頭御礼献上物等格覚・....................・・・・・・・・・3270標

年頭御礼出仕御門覚書・・・・・・…・・・H ・H ・..………32721日

年頭御礼出仕ニ付被仰出…・....................・・・3272標

年頭御礼等覚書・.......... ....................・・・・・・・・3281標

年頭御礼披露方之図・.................. ... .........・・3294標

年頭御機嫌奉仕伺之文写・............. .......・・・・・・3271標

年頭御規式・........................................・・・・3276標

年頭御規式御作法書….....・H ・....・H ・'3265標.3278標

年頭御規式之様子書立・....................・・・・・・・・・3260標

年頭其外御礼御定帳持自分覚書留帳...・H ・-…・ 584標

年頭等御礼所之街絵図井覚書・..........・・・・・・・・・・3273標

年頭井諸事御礼献上物等御定・・H ・H ・...・H ・...… 585標

為年頭御祝儀自七尾云々 ...・H ・.....・H ・...・H ・...・H ・6592

年頭服附等・・H ・H ・-…H ・H ・...…・-…・・・…・...・H ・"3293標

年々御道中方留・................... ...... .....・・・・・・・・1765標

年々 地子銀算用一巻・........... ....... ............・・6611標

年表・…H ・H ・-…H ・H ・.........・H ・....・H ・...・H ・...… 169標



/ιγ 
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能州気多神社記録集・..............................・・6269探

能州公領地等之留・..............................・・・・・27関原

能州郡方旧記・.........................................6781標

能州郡方番状二種・..............................・・・・・6758標

能州国司畠山殿伝記…...・H ・.....・H ・..… 336標， 8872 

能州御公領黒嶋村へ罷越四十物商売仕候銀高

御尋ユ付審上ケ申候覚....・H ・-…....・H ・....・H ・..7625標

能州御公領黒嶋村ニテ四十物商売之銀高密上

帳.................................................・・・・・・・・7625旧

能州御公領知村々 御預地就被仰付候一巻控・・・2746標

能州御順見御泊附...・H ・...・H ・...・H ・-…...・H ・-…回4標

能州御巡見之節御道筋合罷出候九拾歳以上之

人名・・・・・・・・........................................・・・・・・7287.標

能州御料所之由来等・..............................・・2745標
〉

能州在番之儀に付意見書・....................・・・・・・4035標

能州産物帳・・........................................・・・7句標

能州寺庵拝領高等調書・....................・・・・・・・・・6500標

能州寺院鎮守持宮書上帳・....................・・・・・・6204標

能州四郡貸附根帳・..............................・・・・・5237標

能州四郡御判印物写・..............................・・7269標

能州四郡貯用林御縮方等之儀主附山廻へ申渡

仕法帳写・・・・・・........................................・・6848標

能州四郡延払米取立根帳....・H ・-……5227.探.5228標

能州島之地海中測量図・....................・・・・・・・・・5834標

能州諸所絵図・........................................・・・・6100

能州諸所絵図能州鹿島郡嶋之内図…....・H ・-…6072

能州所々御蔵所絵図・..............................・・7191標

能州神号帳・........................................・・・・・・・6182

能州真言寺院号郡所附帳〈波着寺)・H ・H ・...・H ・.6177

能州真言帳外之寺院号郡所附帳(波着寺)..・H ・6177

能州末森御城の事・..............................・・・・・臼56標

能州末森記・............................................5355標

能州末森城跡之図・..............................・・・・・5361標

能州末森井大坂御陣覚書・....................・・・・・・5368標

能州筋海岸村々丁間海立浅深調理・..........・・・・6114標

能州筋海岸村々丁閲海立浅深調理醤・...........61141日

能州惣持寺後見芳春院於江戸表関三ケ寺と坐

列旧記・・・・・・・........................................・・・・・・引43

能州絵鴻寺内芳春院由緒醤・....................・・側51日

能州代官十村勤方・..............................・・・・・6860標

濃州通念寺由緒帳・..............................・・・・・・・・6309

能州所ロ後例候・..............................・・・・・・・・6571標

能州所ロヨリ奥部迄遠景之略絵図....・H ・H ・ H ・....~帥t ._ 

?{)3'f.襟
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のうしーのたこ

能州十村御扶持人等御代官役其外御用勤方帳

・・ H ・H ・...6861

能州十村等勤方帳・..............................・・・・・6861標

能州十村年中行事・..............................・・・・・6862標

能州内外駅々道程附・..............................・・7646標

能州中波村網場一件・..............................・・75191日

能州日記....・H ・......・H ・-…...・H ・-…...・H ・...・H ・.9753旧

能州畠山氏伝記二種・..............................・・8873標

能州土方河内守知行所高物成之帳・..........・・・・2:i37標

能州土方御領村名帳・..............................・・2739標

能州土方領村名・.........................................6058

能州百姓之内御扶持被下年号・問先免当免物

成付帳・...........:......................................6888標

能州鳳至郡御公領黒嶋村ト御領鹿磯村海堺ー

巻之帳・・・・・・・........................................・・・・・・・1572

能州府中霊泉寺由緒・................................62苅標

能州分諸代官本役持品々 御用勤方帳….....・H ・...6e60

能州宝蔵寺縁起井系図・................................6219

能州宝遠山より御金被為掘候ニ付人足賃銭等

造用方出道仕法帳・・..............................・・・・756討票

能州本江村三郎右衛門扶持状等能登国文書写

..............................・・・・・・鎚99標

能州真脇村枝郷娘村弥右衛門等江戸表〈御召ー

ユ付諸事関・・・・・..............................・・・・・・・・・・46臼標

能州三崎村1領粟津村用水戸樋修覆に付算用場

達書等・・・・・・・........................................・・・・7227標

能州三崎神領知ユ付御算用場達者き等・...........72271日

能州道筋巨細書帳・..............................・・・・・7644探

能州無組芥御扶持人等名寄・....................・・・6887標

農政・..................................................・・・6995標

農政記聞・........................................・・・・・・・・・・6962

能北日記・・H ・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・....・H ・-・…9753標

直海白山社文書(能登国)…....・H ・....・H ・..30(114) 

直海村瀬戸比古神社神職索都益貞・..........・・・・・・・6322

農民共願書等仮留・..............................・・・・・7338標

能優之事・........................................・・・・・・・9914探

能化職覚醤・........................................・・・・6360標

野口之布講述筆記....・H ・....・H ・-…....・H ・....・H ・323標

野崎右平次書状控・..............................・・・・・3756標

野崎次兵衛達書・.......................... ....・・・・・・・・2226標

野崎弥兵衛遺書・..............................・・・・・・・・7169旧

野田ヘ為御持被遊候御道具宝円寺へ指造分・・・10~~標

野田御朗参之絵図....・H ・...・H ・.....・H ・...671標.672探



のたごーのとの

野田御腕之図…....・H ・....・H ・-…...・H ・"'667tV{， 668際

野田御墓所絵図...・H ・-…..............・H ・......・H ・.669~紫

野田村火薬l車敷地図・..............................・・5779楳

野田村火薬路地所絵図・....................・・・・・・・・・5778標

野田山及天徳院御墓所図・..........................1200標

野田山御廟絵図・..................，...........・・・・・・・・1198標

野田山御廟所図・..............................・・・・・・・・1199標

野田山御廟図・.........................................1197標

野田山等御廟所へ御備御切徳之覚・..............1079標

能登一宮御質場猟図・..............................・・6印6標

能登字出津棚木城責文書...・H ・....・H ・...・H ・..30(1必)

能登大沢村内記伝書・…・・H ・H ・-…H ・H ・...・H ・.30(136) 

能登大沢村内記文書・…・・H ・H ・.....・H ・....・H ・.30(142) 

能登奥両郡収納候・..............................・・・・・7171標

能登開発ニ付心附番・..............................・・7721旧

能登神代神社順考祭英式抜・....................・・・・・・6389

能登紀行・・H ・H ・...・H ・.....・H ・.........・H ・...・H ・.30(180) 

能登国鹿嶋郡武部村二宮村用水出入替附等控

・・・722，針葉

能登圏第1区七尾町見取絵図....・H ・...・H ・-…・・6047標

能登古文書・.........................................・・・・2562標

能登古文書写・.........................................6899旧

P心主千 能州在番所等之儀ユ付覚書…...・H ・...・H ・...・H ・4035旧

ち /5'..... 能登産馬誌....・H ・....・H ・....・H ・...・・H ・H ・...・H ・"'7469探

能登産馬史・・・・・..............................・・・・・・・・・・7470標

能登産物諸仕法・..............................・・・・・・・・7422標

能登誌・....................・・・・・6・・・・..........・・・・・・・・・・9079標

能登路記・........................................・・・・・・・9763標

能登四郡御成箇郷帳・................................73等標
能登四町村文書....・H ・-…...・H ・....・H ・....・H ・.30(142) 

能登路瞥記選・..............................・・・・・ヴ645標

能登島遁記・................... .................. ...・・・・・・・9777

J 能登沼地名鼻歌...・H ・..…....・H ・...・H ・...・H ・..30(175) 

、羽一極周環壮観記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・'9783標

能登諸家文書・・・・..............................・・・・・・・・2564標

能登石動山荒山合戦文書…....・ H ・...・ H ・-…..30(143) 

能登長伝書...・H ・...・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・.30(136) 

能登十村略由緒・......................................6890標

能登中井鋳物師伝書…....・H ・...・H ・....・H ・...30(141) 

能登中居村三右衛門伝書・…...・H ・-…....・H ・.30(142) 

能登七尾町伝書...・H ・・H ・-…....・H ・....・H ・.30(142) 

能登乃海・........................................・・・・・・・9083標

能登国伊須流岐比古神社由緒・....................・・・6273

能登|詞1}~tf{H魁島ms大ìIt村湾抑制口巡り上ケ之

図・・・・・・・・・......................................・・・・・・・・・・7723機

能登国御飯所御廻米小廻貨掛り依村々米商帳

控・・・・・・・・・........................................・・・・・・・・5274探

能登閤御預所御廻米村五里之外小廻賃掛り候

村々 米高帳…...・H ・.....・H ・...・H ・...・H ・.....・H ・"'5274旧

能登悶御n4所御物成皆済目録…・・・・……・・…・・7381探

能登悶御預所御物成永定免皆金納置番苦正文写

帳・・・・・・・........................................・・・・・・・・・・7380標

能登国御蔵入，正問年以来変地吟味覚審…お77

能登図御取箇郷帳・・?.......................・・7368旧

能登国鹿嶋郡小栗村領地絵図・..........・・・・・・・・・・6103旧

能登国鹿嶋郡小栗村領地巨細仕絵図・・・・・・・・~・6103探

能登国鹿島郡七尾浴絵図・....................・・・・・・6111標

能登国鹿島郡之内郷村高帳・....................・・・7136標

能登国金石産出所調・................................7570標

能登園口郡奥部組々 村名様・……・・・・…....・H ・"6015標

能登図口郡寺社領石高等・…....・H ・...・H ・....・H ・6498標

能登国鉱磁調理記・..............................・・・・・7567標

能登国郷村高辻帳・...................................15381日

能登悶郷村高辻帳写・..............................・・1551標

能登国郡定免御取筒目録・.................…・・・・・・7i33標

能登国御修領知御預ニ付御代官日野小左衛門

殿ヨリ来Jレ証文品々井江戸御家老衆紙面且文

術1閲番御口上番等写置留....・H ・...・H ・...・H ・......・H ・'2747

能登国御巡見ユ付御道筋言上写井御行列附… 632標

能登園小廻五里外村々 海陸道法附・・・・・・…・・…'7647.標

能登国産物之内別ニ書出候帳面・..........・・・・・・・7393標

能登国四郡公回回数目録…...・H ・.....・H ・..……30(54)

能登国四郡公国々 数目録写….....・H ・....・H ・-…8646標

能登之国四郡図籍・...................................IE06標

能登国寺社地子免除、地絵図・.........…...........6502.標

能登国酒造屋敷芥酒造米高帳・..........・・・・・・・・・・7fi79標

能登国数ヶ村紛之新田地所害被之候目録…'''6062.標

能登国外滞海岸宿村家数人数等取調理容・・・・・・5964標

tt 諸登圏外浦海岸宿村家人数等調理番...・H・-…・5~6-1旧

能登国地理誌・・・・..............................・・・・・・・・6055標

能登園田券牒・.........................................30(54)

能登国十村等由緒・..............................・・・・・6889標

能登国七尾港絵図・....................................61111日
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能登悶之内御預所去寅御物成皆済目録...・H ・-…'7381

能登国羽l投郡鹿嶋郡定免御取筒目録・...........7133旧

能登悶羽咋郡鹿島郡之内郷村高~l~・・..........・・・7369標



-a 

能登国羽咋郡l抱的郡之図・....................・・・・・・6070探

能登園羽咋郡之内郷村高帳・....................・・・7134標

能登国土方兼三郎知行所村高帳・..........・・・・・・・2738標

能登国鳳.至郡大屋庄之全景・....................・・・鉛85標

能登国鳳至郡・珠州都之図・・H ・H ・....・H ・...・H ・'6073標

能登園鳳.至郡六合大社旧記・....................・・・6285擦

能登因物産審上帳・..............................・・・・・7407，探

能登国変地其外相改之候-目録・..........・・・・・・・・・・6063旧

能登国村々免状帳・..............................・・・・・7375標

能登国文書・........................................・・・岳部3標

能登園四郡中御預所村名寄，石高付・H ・M ・....・H ・6058

能登灰射水郡へ積廻仕法一件等・..........・・・・・・・74221日

能登幕府領御預所村々 高訳等巨細書・・・……-・…6058
能登物産番上帳・.........................................7407

能登部上宮文審(能登園)・・H ・H ・-…....・H ・.30(114) 

能登向諸方番上御欝写井由緒番・..........・・・・・・・6891標

能登名跡志・........................................・・・・9080標

能登諸橋村文書….....・H ・....・H ・...・H ・...・H ・..30(142) 

能登滋記・........................................・・・・・・・9765標

野々市駒市ニ付郡奉行逮番・....................・・・7467標

喬松丸様因幡守様御甥養子御馬行列・...........1001標

喬松丸様御鍵入御道具行列附・....................1000標

喬松丸様養子一巻写・…H ・H ・...・H ・.........・H ・...998標

喬松丸殿成長ユ付御会釈方等・・H ・H ・....・H ・…..589標

能美絵図・........................................・・・・・・・6066標

能美江沼古城志・.........................................6058

能美江沼退治閲番・..............................・・・・・5380標

能美郡今江木場雨湖辺村落図・..........・・・・・・・・・・6083標

能美郡今江古城之図・..............................・引58標

能美郡今江村源介組西原村内検地分間領絵図

.............70941日

能美郡今江村源介組日用村内検地領絵図・・・…7051旧

能美郡絵図・........................... .... .........・・・・6086標

能美郡・越中筋御鷹野日記井御道書....・H ・-…4779標

能美郡御貸米日印帳・…....・H ・....・H ・....・H ・-…・5230標

能美郡御鷹野振ユテ御巡見御行列帳…...・H ・..742標

能美郡古田唱替井新開一村立等書上帳・・・・・・・・・6003標

能美郡小松近辺粗図・...............….............9067標

能美郡小物成・.........................................71回標

能美郡山川旧跡等書上申帳・....................・・・卯66標

能美郡白山田村鵜川村成立仕法居屋敷替等見

込書・・・・・・・・…・・・・・・・・..............................・・・・・6990標

能美郡草木之類番上申帳・..............，.....・・・・・・7401標
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能美甜胸窯沿革・.........................................9838

能美郡内寺領高相調理番上申帳・.................6493旧

於能美郡茶姑-炉相立候箇所等・..........・・・・・・・・・・7582標

能美郡西原村内検地打立井抜物帳・..........・・・・7似8標

能美郡西原村内検地分間領絵図・..........・・・・・・・7049標

能美郡之内越前領分十六ケ村御絵図載申村々

之覚・・・・・・・・........................................・・・・・・15221日

能美郡之内御絵図載申村々 覚・・…-…・・・・・…・・・1522標

能美郡日用村内検地領絵図・・H ・H ・...・H ・....・H ・'7051標

能美郡日用村惣打立歩の覚・・…・・・…・…・・・・・・…7052標

能美郡日用村内検地打立井按物帳...・H ・...・H ・'7050標

台国語佐古田喝巷鉾訴関苧村土守吉主摂........0.6∞説日「

能美郡湊川中島桑畑百歩割打立野帳・...........7056旧

能美郡湊久保畑々 割三番四拾歩割打立野帳・・・7056旧

能美郡湊牛努畑打立野帳・....................・・・・・・7056旧

能美郡湊清水屋五兵衛下タ畑打立幌…H ・H ・'''7056旧

能美郡湊小兵衛先年分持場所野帳・..............7056旧

能美郡湊人家居屋敷打立野帳・..........・・・・・・・・・・7056旧

能美郡湊出村人家居屋敷野帳・..........・・・・・・・・・・7056旧

能美郡湊所々野毛打立野帳・....................・・・7056旧

能美郡湊所々薮地打立野帳・....................・・・7056旧

能美郡湊所々 割残リ田形打立野帳…....・H ・-…7056旧

能美郡湊浜納屋々敷打立野帳・..........・・・・・・・・・・7056旧

能美郡湊浜畠無年貢場所打立野帳・............・・7056旧

能美郡湊向嶋田割打立野帳・....................・・・7056旧

能美郡湊向嶋畑割打立野帳・....................・・・7056旧

能美郡湊村御団地割田形周引番喜子底割番附留

帳…..................................繰悲...・・・・・・・7抑標

能美郡湊村御団地割仕惣歩合盛書上申帳・・・・・・7252探

能美郡湊村御団地割畑形悶引番繰毎割番附郁

帳........…...........................................・・・7249標

能美郡湊村田形閲割過不足指引仕立帳・・H ・H ・'7250標

能美郡湊村所々 打立野帳・....................・・・・・'7056標

能美郡湊村畑形悶割過不足指引仕立帳・・・・・・・・・7251標

能美郡湊村百姓中持高閲組書記申帳・...........7253標

能美郡湊村前砂畑打立野帳・....................・・・7056旧

能美郡村御印弁当時御物成等相調理番上申帳

・・・・・・・7022探

能美郡村松村々御印写・…・…-・・…・・・・・・・・・…・・・7020旧

能美郡村々之内垣内分り居申村々字等書記申

。長・・・・・・・........................................・・・・・・・・・・5996標

能美郡村々之内村渡り道程附長…・・H ・H ・....・H ・"6058

能美郡本江村内検地壱番大角之中抜物持品折
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帳.................................................・・・・・・・・70.53際

能美郡本江村内検地打立芥抜物帳・..........・・・・70.54標

能美郡山上組三反田村領目留水除自普請願之

場所見取絵図・・・・..............................・・・・・・・・7212標

能美郡若原村領新関内検地手絵図・..........・・・・70.73標

能美郡若原村領井享保八年新聞内検地手絵図・・・70.73

野村伊太郎系図・..............................・・・・・・・・30.35標

野村伊兵衛御取立之頼母子返リ銀ユ付寄付…7600.標
野村円平詩稿・........................................・9627標

野村円平書簡弁詩稿・................................9592標

野村家文書・.....................................…・..'3391標

野村五郎兵衛等へ御使御口上番・..........・・・・・・・3757標

野村五郎兵衛等書翰・..............................・・4651旧

野村五郎兵衛等書状・..............................・・4651標

野村重猶墓碑記...・H ・....・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・.30.(1日〉

野村新堤御普請奉阪上限・....................・・・・・・7221標

野村文番目H ・H ・-…....・H ・...・H ・-…H ・H ・...・H ・.30.(137) 

野村与三兵衛系図・..............................・・・・・3036標

乗物御赦免願・..............................・・・・・・・…・3310標

乗物御免之宿帳・..............................・・・・・・・・3311標

は

パイ疫済急法…・・H ・H ・................・H ・.....・H ・..9561標

梅園院様百四御忌御茶湯fll.....................・・・1132標

梅園院殿一件留簿労御三回忌留帳・..........・・・・1130標

梅園院殿三拾三回御忌留簿・..............…-・・・・・1131標

配下寺号帳(瑞龍寺)・・H ・H ・-……H ・H ・-…H ・H ・"6177

梅花硯図・........................................・・・・・・・9819.標

梅花無尽蔵…....・H ・.....・H ・...・H ・...・H ・-…H ・H ・.175標

肺肝紗・..................................................・・・59.標

梅葵継・........................................・・・・・・・・・・3777標

俳句評点集抄・.........................................9698標

拝借皆済案内状写・..............................・・・・・520.6標

拝借銀覚写・..........・・・・・…....................・・・・・・5218旧

拝借金皆済状等・..............................・・・・・・・・5242標

拝借銀証文写・.........................................5218標

拝借除知米代銀等返納状・....................・・・・・・520.7標

馬医書・........................................・・・・・・・・・・8438標

梅城録・・H ・H ・.....・H ・...・H ・....・H ・...・H ・...・H ・..30.(177) 

梅雪作山城図・........................................・・・・8288

配膳方等目録....・H ・-…・.…….日….日..“…….日…….日…'"…….日….“..…….日….日..日…….日….日H ・H ・...2440.標

梅窓院様百回忌御法事御代番被仰附候始終之

留写…・・……...・H ・..，...t・・・・・・・…・…・・・・-…・・・・・・・1109標

廃藩置県勅;ifl)f:前藩知事告諭・....................1962際

事F領!龍之儀ユ付寄付・..............................・・3325傑

拝領地絵図面・.........................................3566標

拝領之大的皆中之番付・....................・・・・・・・・・3318標

拝領之臆御国へ被遺ニ付覚….....・H ・....・H ・-… 519標

拝領物労・役義御免・..............................・・・・・2197旧

羽鹿両郡産物帳・.........................................740.3

1 羽喰・鹿島両郡産物番上帳…....・ H ・.....・ H ・-…7403標

羽咋鹿島問郡定散小物成銀取立方書上申帳・.....6998

羽咋鹿島両郡新関所高物成増減帳・..........・・・・・・・7132

羽咋郡一宮寺家村社領内検地領絵図・...........6505標

一羽咋i童話t姫社勧進録・H ・H ・...・H ・...・H ・.....・H ・"'6388標

羽咋郡・鹿島郡村高帳・H ・H ・.....・H ・-…...・H ・...7131標

羽咋郡顕正寺之件・..............................・・・・・6205標
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羽咋郡寺社先祖由緒弥一類付帳・..........・・・・・・・63221日

羽咋郡神職先祖由緒井一類付帳・..........・・・・・・・6322標

羽喰郡末森古城之図・..............................・・・・・5362

羽咋郡館関村道興寺願状・....................・・・・・・・・・斜82

羽咋郡富来組新入九ケ村ヘ現銀御払米願等・・・7384旧

羽咋郡十村組々 イロハ寄村名帳...・H ・....・H ・"'5994標

羽咋郡梨谷小山村古絵図之写・..........・・・・・・・・・・60.99標

羽咋郡宝逮村等石灰焼立方盤石灰石川郡等え

尿物ュ指遺候一件等・..............................・・・・・7574

羽咋郡村御印留・.............................・・・・・・・・・7025標

羽咋郡村々御印写帳・・・…・・・…・・…・・・・・・…・・・・…70.24標

羽咋郡吉崎村清四郎新開願所詮義等白書一件

・・・70.82標

羽咋本念寺芥配下寺号帳・..........・・・・・・・・・…・・・・・・・6178

羽咋本念寺文書写・...................................6272標

羽咋村羽咋神社神職宮谷国平・..........・・・・・・…・・・・6322

白雲居米帖・..................ー.....................・・・9886楳

博加雑談・H ・H ・......・H ・...・H ・...・H ・...…....・H ・"'2663標

白山奥宮社地ノ図............・H ・.......・H ・....・H ・'6427標

白山記考証・............................................62日標

白山記録十七種・..............................・・・・・・・・62tl9標

白山史・........................................・・・・・・・・・・906.1標

白山史図解譜・........................................・甥静標

白山禅頂御本地霊跡由来私伝・・・.................f引33

白山禅頂私記・.........................................7733標

白山遊覧図記・.........................................9768標

伯爵家旧事記・.........................................1476標

白石鳩巣等書翰写・..............................・・・・・:':675旧

白石先生お11番・H ・H ・.....・H ・H ・H ・...…・・9738標.9739標
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博炎宿いたし候祭牢に付伺・・・・・・.........・H ・......1679，傑

幕朝年中行事歌合・..............................・・・・・9665際

箔の紋様見本・.........................................9849標

幕府営中関係達番...・H ・"'(ヨ戸ナ・H ・H ・.....・H ・.516擦

幕府営中ニテ松雲公等御能動記録…H ・M ・-…・・9921様

幕府御目付巡見接待等に付番上げ・H ・H ・..… 10064標

幕府及諸藩ェ属スル番類抄録・・・・…・…・……...9290標

幕府・諸候に関する言上覚・・H ・H ・...・H ・...・H ・"3929擦

幕府番籍控索達書・..............................・・・・・30(94)

幕末御守衛出陣調書・..............................・・5496標

白鷹記・........................................・・・・・・・・・・9540標

駁利学・........................................・・・・・・・・・・7780標

駁老仏・........................................・・・・・・・・・・7781標

馬皇后紀・..............................・・・・・・・…・・・・・・・8621擦

宮崎八幡宮文書(筑前国)・H ・H ・...・H ・...・H ・e9(102)

箱館表鰍代金釘l帳・..........................J.2171標

箱館表残金上納方番上帳・....................・・・・・・5166旧

於箱館表船代金荷物代金等預覚帳・..........・・・・5172楳

箱館通宝通用に付触・................................50ω標

箱館通宝之定・.........................................50ω旧

箱館ュ而啓明丸御船等へ御取替金番上限・・・・・・5164擦

笛根社文書(伊豆園〉・・H ・H ・-…...・H ・...・H ・.30(105) 

麻疹ュ付御食禁方相調候仮面・..........・・・・・・・・・・9556標

橋爪御馬廻御番所図・・・・・・・・・・・…・…・・・…・・・・…・・2C69標

橋爪御門手帳・.........................................2435標

橋爪御門等御絵図・..............................・・・・・1317標

橋爪御門井三之御丸留帳・....................・・・・・・9252標

橋爪御門渡御櫓之図・..............................・・1318擦

馬術師範等拝領物之覚・....................・・・・・・・・・5680標

馬術師範人等乗馬御覧之次第・..........・・・・・・・・・・5890標

馬術審・........................................・・・・・・・・・・8435旧

馬術初段免許状・..............................・・・・・・・・8425標

馬番・..................................................・・・8437標

馬魯大坪流入条流吟味之抜醤・・H ・H ・...・H ・"'8436標

蓮沼焼館k文書(越中国)・H ・H ・...・H ・...・H ・-・・ 30(144)

長谷川系図・・・・・・・・..............................・・・・・・・3037旧

長谷川系図井旧記・・・…・・・・…・・…・・…..........・・3037，標

長谷川等伯系譜・.........................................6592

長谷勘奏記・........................................・・・・8682標

長谷観音祭宇佐司巻留帳・9"・.，.!・す..~~4!1:' ・信号民自記述。ru...

長谷観音祭礼一巻開帳等・....................・・・・・・4640旧

長谷観音祭礼御周等q{....・H ・....・H ・"46ω標， 4641標

長谷観音祭礼之筋御園罷出候一巻等・...........4639旧
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櫨前槌付方・・・・・..............................・・・・・・・・・・7477線

長谷部系図...・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・..… 30(157)

長谷部神社文書(能登国)・........・ H ・...・ H ・.30(113) 

長谷部信連記・.........................................8701標

畠諦謹向上番附揃・..............................・・・・・6617標

畠請願綴・...............................................6617旧

畠山記・・・・・・…・・・・H ・H ・・…・・・……………...…….8726擦

畠山軍記評註・.........................................8700標

畠山家旧記・........................................・・・・8699標

畠山家歴代・........................................・・・・8811標

畠山氏井長氏略記・..............................・・・・・8698擦

畠山伝記・........................................・・・・・・・8872擦

波多野薬師堂文書(相撲国)・H ・H ・...・H ・-… 30(125)

旗本組出立一統之定・..............................・・5335標

旗本先備之図・・…・・…・...・H ・・・…・…・・…・・・・……8132標

旗本陣図・........................................・・・・・・・8133擦

旗本陣取之図・...............・・・・・.....................8134標

旗本備押之次第・..............................・・・・・・・・8135標

旗本側立井五十騎ー備之図・....................・・・8138楳

旗本備立図・........................................・・・・8136標

旗本備之図・........................................・・・・8137標

旗本並五十騎ー備之図・....................・・・・・・・・・8138旧

八月後浪士諸所張文等・..............................・・9327

八拾八歳以上之者御扶持米・....................・・・7286標

入城自註…....・H ・..…...・H ・....・H ・..…8181標， 8182標

八丈嶋字喜多一類人別番上持起本之事・・・・・・・・・8783擦

八丈島贈物記....・H ・-…................・H ・....・H ・..501標

八丈嶋i鴎物記・・H ・H ・....・H ・......・H ・...・H ・...・H ・..502擦

八丈嶋送物目録・・H ・H ・....・H ・...・H ・...・H ・...… 30(188)

八丈嶋助力米等書札類H ・H ・...・H ・...・H ・...・H ・30(188)

入条姫君様被召仕御小人増鰍線付之帳・・・・・・2195標

八陣覚書…・H ・H ・....・H ・......・H ・...・H ・'5649旧， 8123標

八陣自註附八陣図説・..............................・・8124標

八陣図説・........................................・・・・・・・・・・8124

八陣之図・........................................・・・・・・・81お標

八幡法童坊御謹文写・..............................・・65お標

八筒寺置文(洞谷山)・H ・H ・....・H ・...・H ・..……30(18)

八家代々 記録・.........................................2892標

葉憩記聞・........................................・・・・・・・9062擦

抱務録・........................................・・・・・・・・・・8637標

八丁内火消御人数押出ケ所之図....・H ・....・H ・"4933標

初寄合申渡ケ条・..............................・・・・・・・・6738標

花前系図・H ・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・..…… 30(159)
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伴源右衛l司口上番….......・H・............・4・・・・・・・・3762原

審公御屋鋪大審院等之図・..….....................1428旧

海侯御書写….....・H ・-…H ・H ・-…H ・H ・'1242標I 1260標

晩香堂蘇帖・........................................・・・・9866擦

藩公本記…...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..254旧

簿公本紀下番...・H ・...・H ・H ・H ・.....・H ・-…H ・H ・...お4標

藩公歴伝...・H ・................・H ・.....・H ・"'2001日I 315標

藩国官職通考・.........................................2043標

藩士へ御貸銀について達書等…....・ H ・.....・ H ・'50141日

務士兵卒等人口戸数帳・....................・・…・・・・2940採

播州殿御額御婚礼留・...・H ・...・H ・.........・H ・-… 942探

万松山鐙銘・........................................・・・・・・・6222

藩史料所持御間合に付届番・…H ・H ・..…H ・H ・...…5標

藩士列伝妙・........................................・・・・3429標

番神堂縁起(越中浅井郷)・H ・H ・...・H ・.....・H ・'30(17)

番附次第番類・..............................・・・・…・・・・9918楳

落政日記・・・・・…・・・・・・・・・…・・・…・・・…・・・・・・・・・…・・・4128旧
藩政類豪・........................................・・・・・・・2528擦

藩祖高徳、公述誠紗・..............................・・・・・・・・1228

藩祖盛烈記........・H ・....・H ・.....・H ・...............…・ 316

半田正興趨状・.........................................3763擦

藩知事勅答文写・..............................・・・・・・・・1976様

藩中諸作法留抄・......................................3671標

藩内諸事留・........................................・・・・4日3旧

藩の学校日記・・H ・H ・H ・H ・.....・H ・-…...・H ・...・H ・'5894標

伴八矢雷状・........................................・・・・3760標

葉原一件覚番・.........................................5520標

葉原一件井略悶・........................，.....・・・・・・・・5528標

葉原記・..................................................5519標

葉原事件抄録・.........................................5517，標

葉原出張之節之覚書・江州出張-兵糧方留・…・・5524標

葉原出張筆記・.........................................5518擦

伴入矢手前之義ニ付被仰波御読党・..........・・・・3761標

藩用大石運送願・..............................・・・・・・・・4初6標

播陽室津図記・.........................................9135標

ひ

卑意書記候ー|冊・.........................................4015

1合垣御間絵図・.........................................1306傑

槍垣之御間絵図他・…....・H ・...・H ・..568旧I 1307探

検垣之問御絵図・..............................・・・・・・・・1305標

秘閑・..................................................・・・3993標

秘閣帖・........................................・・・・・・・・・・9869標

はなしーひかく

地随筆・・・・・・・...…..................................・・・・9759探

花のしおり…H ・H ・....・H ・-・…...・H ・.............…・・9747

埴生氏覚書・・........................................・・・6布3標

埴生八幡縁記(越中国)・・H ・H ・.........・H ・...…30(11)

埴生八幡宮文醤(越中国)...・H ・...・H ・...・H ・30(115)

例尻鑓寸法之図・..............................・・・・・・・・8522標

羽揃之巻図解・.....・H ・-…・・・……・・・・…・・…・・…・・8495標
羽野知顕事歴・.........................................3510標

馬場崎町近辺図・..............................・・・・・・・・6029標

馬場外男所蔵種類・H ・H ・...・H ・・H ・.....・H ・-… 10101

宏一蔦級業所蔵書類-ー-・・・・・・亡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10101 

馬表・吹上・歩旗等図解11.・H ・...・H ・...・H ・-…・5324旧

浜方先納ロ井御家督之口共無利足年賦返済根

帳・・…・・・・・・1・t・・.........................................5265探
I¥..; • 

浜調練方定、得書・..............................・・・・・・・・5691標

浜村御腰掛所ヨリ遠近之山見取図…....・H ・-…9069標

早打御使覚書・.........................................4413探

早打御使之節捺之覚・....................・・・・・・・・・…4411標

早川随勝集記・・・・・…・・・・....................・・・・・・・・・・26号8擦

林小次郎文書写・..............................・・・・・・・・a511標

林氏系図....・H ・-………...・H ・...・H ・....・H ・-… 30(156)

林大学頭前回綱紀公問答書写・・・・・・・・..........・・・8594楳

林伯立甥養子願等・..............................・・・・・321∞擦

林文書・...・H ・...・H ・-…...・H ・...・H ・.....・H ・-…・・ 30(138)

払銀図り等綴・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・必76標-

原田幽翁書状・.........................................3759探

張出帳・........................................・・・・・・・・・・2233標

傑被仰付者検使ニ罷出候留・-…..........・・・・・・・…・・4640
傑申渡方覚・........................................・・・・4674標

播磨守殿御結納行列…...・H ・-…...・H ・.....・H ・...944標

播磨守殿より御結納御帯三種ー荷積方図…… 945標
播磨国風土記・.........................................30(43)

播磨国風土記・.........................................30(48)

治備公御続審……H ・H ・...・H ・...・H ・-…...・H ・-…・ 112標

治倫公奉函信像之記・…….....・H ・....・H ・....・H ・.280標

晴姫様御結納御次第覚・....................・・・・・・・・・9002標

張出留・.........................................よ.....・6687，標

藩翰譜抄・…・・H ・H ・....・H ・................・H ・......・H ・.198 

T亨吉録...................................................30(88)

i 判形之品・印形之品等…....・H ・...・H ・......・H ・"2274旧

1 判形之品・印形之品・無判之品...・ H ・.....・ H ・"2274標

判形物之品・印形物之品・無判物之品・H ・H ・"2275探

;藩君初三代御年譜・H ・H ・.....・H ・....・H ・....・H ・-… 152標
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火消役勤方之覚書・・..............................・・・・4888標

彦右衛門受取書・..............................・・・・・・・・7057旧

備荒倉壕書・.・.....................................・・・9427標

肥後守様御抱屋敷之図....・H ・H ・H ・-…H ・H ・-…・・ 570標

肥後守様御錦入之節年寄中等迄御贈物番立物

…933標
肥後兵乱覚書・...................~.....................8757.標

肥後山鹿郡ノ内減村館城之次第覚醤・・H ・H ・-……8757

久田篤敬書状・.........................................3765標

久田清左衛門書状・...................................3764擦

寿姫様御婚姻一件....・H ・......・H ・....・H ・....・H ・..836標

寿姫様御婚礼-~・..................・・ H ・H ・....・ H ・. 837標

久松家譜抄録・.........................................8812標

土方氏旧領考・.........................................2741標

土方領境塚之絵図・..............................・・・・・2740擦

土藷鋪酬鳳至郡黒;島総御僚会捧民塚乏絵図

..........・・・辞鵠悶

土方領能州鳳至郡黒島村御領分境目境塚之絵

図...・H ・..…...・H ・..…...・H ・.....・H ・................・H ・27401ti
，'0 

尾州荒子奥村家F記等・....................・・・・・・・・・お臼標

尾州荒子村観音寺由緒審・..........................6308擦

飛州一巻出府之上言上紙面控・..........・・・・・・・・・・5508標

飛州一件奏達書・-・・・・・・・・・............................55∞標

飛州一巻ニ付諸事覚帳・.............................5511楳

飛州御境杭一件・..............................・・・・・・・・1561標

飛州御城御用留・..............................・・・・・・・・1686標

飛川表之儀ユ付魚津表ユ於テ御用番様等滋御

文通留帳・・・・.......................................合~.5502擦

飛州御園地ユ付奏遠雷・....................・・・・・・・・・5500旧

飛州在番備考・.........................................1681旧

飛州在番備考拝金森侯由来書・..........・・・・・・・・・・1681擦

飛州境一件番面・..............................・・・・・・・・1585標

尾州下之一色誌・..............................・・・・・・・・9124標

飛州騒動加勢御馬廻一組御内しらベ脅物之写

等・・・・・・・・・........................................・・・・・・・・5510標

飛州騒動ユ付御加勢御馬廻一組御内しらベ書

物之写井慶長二十年大坂御陣御軍役御定書之

写............................................................5510

飛州騒動エ付言上紙面井小紙等写・..........・・・・5507.探

飛州騒動ニ付野村源兵衛一組用意之留帳抜書

・・・・・・・5505標

飛州高山在番御普前方御入用m民・・・...............1689.探

飛州高山在番雑記・..............................・・・・・1回3標

-129ー

*岩蔵寺等文書…...・H ・.....・H ・..…...・H ・..… 30(12-0

東村石瀬比古神社神職大滝伊波登貞清・...........6325

束岩瀬西岩瀬猟湯争論之義ユ付詮議番・-…・・・・…6058

東御前様口上書並返答書・-…・・・・…..........・・・・・1267探

東本願寺殿御使者登城之節御作法附・...........169・L探

東本願寺拝領材木仙共飯米等旧記・..........・・・・・・引49

東末寺御七昼夜繰上願一件・・ぽ・・・・・・・...........6337旧

東末寺為修理之本山ヨリ勧化顕一件....・H ・...・H ・6149

東村八幡宮文書(能登国)・・H ・H ・.....・H ・-… 30(113)

東門跡御園通行一件・..............................・・・・・6149

引懸者留・........................................・・・・・・・4667探

引高引免有之刻足被.下寺社領之党・..............6480際

基目....................................................匂38ω0標

葱目御作法等-…...・H ・...・H ・...・H ・....・H ・...・H ・"83821回

避目御作法に付伺・...….....................・・・・・・・・8382標

袈目御用方党...・H ・..…...・H ・.....・H ・..…...・H ・..763旧

遊目御用方党抜宮H ・H ・...・H ・....・H ・.....・H ・...… 763楳

恐目御用にて奥村内腿於御居間審院御万被下

候絵図….....・H ・-…H ・H ・....・H ・..…...・H ・....・H ・.765際

基目御用之節於御居間書院諸大夫伺公所之絵

図...・H ・.....・H ・....・H ・...・H ・-…...・H ・...765旧， 3296旧

議目図....・H ・-…H ・H ・...・H ・..…H ・H ・'''8389標， 8393標

翻之図…H ・H ・-…H ・H ・..…お90標， 8391擦， 8392擦

護目之巻・・・・ニ…..…・…・・・・…・・ H ・H ・-…・・…・・・・・・・8381擦

引渡草引愛読:第…・・....................・・・・・・・…・9487標

火消御道具所仕法帳・..............................・・~1925採

火消方一件・........................................・・・・6573採

火消方被仰出留・..............................・・・・・・・・4870標

火消方御道具等直段附帳・....................・・・・・・・・・4924

火消方御触等制長故番・....................・・・・・・・・・4942探

火消方覚書・........................................・・・・4910採

火消方行列附・.........................................4963楳

火消方記録・........................................・・・・4955標

火消方心得抜番・..........・・4・・・・・・・..........・・・・・・・・4937探

火消方達書写・.........................................4927旧

火消方届紙面等調形・..............................・・・・・4912

火消方届紙面等調形........・H ・...・H ・"4916擦， 4917.擦

火消方役一件・.........................................4919標

火消御同役中より御案内所附等覚書… H ・H ・"'4891探

火消御用自分覚書....・H ・.......・H ・.....・H ・...・H ・'4957探

火消勤方諸事:樹帳・..............................・・・・・4912探

火消番動方覚書・....................一.........・・・・・・・特~標

火消番勤方覚l除手・・…H ・H ・...……H ・H ・...・...怨み
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ひしゅーひほう

飛州高山品々覚書・・・・・・・・…..........・・…・・・…....1685様

飛州高山城勤番方御定番写等・....................1678際

飛州高山城在番始終之党・....................・・・・・・1684標

飛州高山域中勤方御定・....................・・・・・・・・・1679探

飛州高山之裁御預ユ付城勤番方御定審井高山

侍中交名等写・・・・.......................:~.......・・・・・・ 1678旧

飛州高山廃城日記・…・・・・・・・…・…・…・-…・-…・…1690擦

尾州名古屋城之図・..............................・・・・・9202標

飛州百姓騒動一件につき天正寺村弥三右衛門

注進書・・・・・・・........................................・・・・5504標

飛州略志・........................................・・・・・・・91お標

JJ巴前名古屋域陣取図文禄之役目H ・H ・...・H ・"'9206擦

肥前国風土記・.........................................30(45)

備前文明乱記・.........................................8741原

飛駒越中両国御境村付方角道程品々 帳・・・H ・"，15ω擦

飛騎在番記・........................................・・・・1682標

胞団十蔵より来候番付之写…....・ H ・.....・ H ・-…9014;標

常陸国新治郡西郷大割帳・・・7・・・・・・・..........・・・・・・9.122標

常陸国風土記・.........................................30(43)

飛邸守様系譜・.........................................1485標

飛部守様御上使宿調口上番・H ・H ・...・H ・...・H ・..・7677擦

飛弾守様分新田高覚・・・・・・v・・・....................・・・7364.標

飛腕国一宮略縁起・..............................・・・・・30(13)

飛騨国郷村帳・.........................................30(58)

飛騨国高山城図・・・・・・・・....................・・・・・・・・・9198標

飛騨園高山廃城一巻・..............................・・1691標

飛騎園地志略・.........................................30(58)

飛邸山より伐出候材木之儀ニ付紙面之写…・・・7471擦

筆記....・H ・....・H ・...・H ・..…...・H ・...・H ・25141日.7974旧

筆記別名丹羽五郎左エ門長秀一件・H ・H ・"2662旧

日次・…...・H ・......・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・-…...・H ・"8946擦

筆語・..................................................・・・9733旧

引越御貸米五拾ヶ年!成田印眼目H ・H ・-…....・H ・，5223擦

筆幾・..................................................・・・9586標

逼塞・蛍居・遠慮・流刑等之者...・H ・-…H ・H ・'4684標

備中国風土記・.........................................30(48)

備中兵乱記・........................................・・・・8746標

疋夫受用之巻・........................................・・・・8064

匹夫之功・士鑑用法…・・H ・H ・....・H ・......・H ・-…79201日

匹夫之抄玉城之図...・H ・H ・H ・-…H ・H ・'7905様.8206擦

匹夫之抄銚水私解巻之四・....................・・・・・・7909標

4γ円，f 七海村白山宮神職宮沢越後時宗…H ・H ・...・H ・..…6325

- II ' 七海村白山宮神職宮沢筑後時点・・H ・H ・....・H ・..…6325
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必用弁・・・・・・・......................ょ................・・・・・2248原

秀忠公御家へ御成之記等............・H ・....・H ・...461探

秀姫君様御婚礼一件・...・H ・...・H ・....・H ・....・H ・..8必標

秀康卿行状・........................................・・・・8860標

秀吉公御検地帳・..............................・・・・・・・・9418標

秀頼事記・.........ー...................................8878標

一組軍役内考覚書・..............................・・・・・5304原

一備軍役・...............................................5289標

一柳監物一件等・..............................・・・・・・・・1677標

一柳監物御預記二種・....................・・・…・....1675標

一柳監物禁鋼一件書類・H ・H ・.....・H ・H ・H ・..… 30(187)

一柳監物始末記・..............................・・・・・・・・]676探

一柳監物伝略・…H ・H ・.....・H ・-…...・H ・...・H ・.30(187) 

壱張掛之紋台之寸法之図・..........................8517，擦

ー張弓番・........................................・・・・・・・8458標

ー張弓之図・........................................・・・・8457標

ー張弓之秘伝・.........................................8473擦

人見昌之進家督相続之申渡・.......................3168原

人持頭分堂形於御馬場乗場被仰付候一件始終

留・・・・・・・・・........................................・・・・・・・・5678傑

人持組々分名番・..............................・・・・・・・・2091探

人持組調練私考・..............................・・・・・・・・5685傑

人持組武芸御覧ニ付交名等帳・....................・・・5688

人持組分より仰付候留....・H ・....・H ・...・H ・...・H ・2090標

一本種…・...・H ・-…....・H ・...・H ・...・H ・....・H ・...30(170) 

日;並記・・H ・H ・...・H ・...・H ・.............・H ・...・H ・-…"3883擦

火縄打筒三細工御指留ニヨル前銀等年賦返上

根帳・・・・・・・・........................................・・・・・・57118旧

火縄打筒鉄鈎御指留につき代銀上納銀年賦返

上根帳・・・・・・・........................................・・・・5748擦

非人頭並非人小屋抜書・....................・・・・・・・・・7340標

非人小屋御救方御用方留・....................・・・・・・7343標

非人小屋裁許勤方帳・..............................・・7341標

非人小屋主付仰付達書・....................・・・・・・・・・7342標

非人小屋前ヨリ格ニ相立候品々 帳等...・H ・..…2425標

火見番所相図之覚・..............................・・・・・7293標

火之用心達番請書…H ・H ・.....・H ・..…'4486標， 7292標

火之要心ユ関丸ル触書・・…・…・・・…・・・・・・…・・・・・・…7292

備藩典刑録・........................................・・・・9247標

日々御用留........・H ・-…H ・H ・-…H ・H ・....・H ・..…4187標

神文及記類銘讃等並載之…...・H ・..…...・H ・..300日〉

針。忘・
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備忘小識・・・・・・........ー.....ー........ー.....ー..........・・4177擦

備忘篇・..................................................3222標

備忘録・…H ・H ・..…...・H ・...・H ・....・H ・"3968旧， 4535標

秘本年中行事・・H ・H ・.....・H ・.....・H ・-…H ・H ・...30(2) 

秘本年中行事裏書…H ・H ・.....・H ・.....・H ・-…・ 30(3)

氷見・石動・城端覚書・H ・H ・.....・H ・......・H ・....6710標

氷見浦等大船寄り方書付井絵図...・H ・...・H ・-…6115標

氷見浦等大船寄リ方書付持図・・H ・H ・....・H ・..…61151日

氷見西念寺信濃宮親王御基之図・..........・・・・・・・・・・9092

氷見町御地子米井諸役銀等之儀番上申帳・・・・・・7162J擦

氷見町鍛冶屋忠右衛門井同人抱合之者ロ番控

・・・4663標

氷見町御巡見御上使覚書…...・H ・.........“………….日……….日………'1674標

氷見屋代々 へ御墨附御印物之写...・ H ・.....・ H ・"6668標

姫君様へ御口上書・..............................・・・・・4094標

姫君様江戸表へ御引返ュ付諸事御用留・・H ・H ・.730標

姫君様御行列一巻・...・H ・...・H ・.....・H ・...・H ・-…・ 714標

姫君様御産御用来状等……H ・H ・...・H ・....・H ・...778標

姫君様御産用留附公儀御産御祝式品々 ・・H ・H ・'771標

姫君様御泊附・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 726標

姫君様御供一件....・H ・...・H ・....・H ・...・H ・719標， 723標

姫君様御供一件自分覚書…....・H ・...・H ・...・H ・..720標

姫君様御供人従者減方一件...・H ・...・H・...・H ・...721標

姫君様御平道具帳・..............................・・・・・・・・9007

姫君様御婚礼ニ付御上洛之諸事覚書・..........・・・・9∞7

姫君様御住居御式台懸さほ寸法絵図・・…・・・・・・9810擦

姫君様御域外へ御出之節御行列候....・...・H ・...729標

姫君様御葬送御法事御用主付・..........・・・…・・・1020標

姫君様御着奥之節御供落シ絵図....・M ・...・H ・-・・ 727，標

姫君様御登城御行列附...・H ・....・H ・.........・H ・..715標

姫君様御登誠之節御住居立按図・・H ・H ・...・H ・...713標

姫君様御登城之節留・…・...・H ・......・H ・......・H ・.722標

姫君様御入国四品帳弁御道中触等H ・H ・...・H ・..724標

姫君様御本丸御広式へ御登城之節御域内御供

建落絵図….....・H ・....・H ・...・H ・...・H ・.....・H ・..… 716標

姫君様近々御発輿ユ付為御銭別不押立御招請

一件・…...・H ・H ・H ・...・H ・.........・H ・...・H ・....・H ・..731標

姫君様西丸御広式へ御登城之節減内御供建落

画図....・H ・...・H ・.....・H ・....・H ・...・H ・.....・H ・......717標

姫君様西丸御登城之節御供人数立披等之絵図

・・ 718標
火矢打申覚・…...・H ・....・H ・...・H ・H ・H ・'5690標， 8450標

火矢方小川家由来書等一件・....................・・・2956標

ひほうーひらや

火矢方役所壮猶館へ打込被仰付候一件・・・・・・・・・5881探

百城図・........................................・・・・・・・・・・8272標

百城之内二十図・..............................・・・・・・・・8247標

百誠之図..........・H ・...・H ・....・H ・...・H ・8199標， 8200標

百八十御餅御按露之分一対之内島絵図・・・・・・・・・9481標

百八十之御餅二種ー荷積方図・..........・・・・・・・・・・9480標

百華吟・........................................・・・・・・・・・・9643標

百騎ニ備案見図断・....................・・・・・…・・・・・・・8151標

日向国風土記...・H ・.....・H ・.....・H ・...........・H ・"30(48)

ヒユースケγ事件覚...・H ・.....・H ・..…...・H ・..…9406標

病院仕法書・........................................・・・・9551標

苗秀秘録…・H ・H ・...・H ・-…H ・H ・....・H ・...…H ・H ・-… 402

備要小解…・…...・H ・.....・H ・....・H ・-…・7898標， 7899標

備要抄小解・........................................・・・・7釦0標

備要抄之図・........................................・・・・・・・8098

秘用留・..................................................・・・3777

秘要按翠・........................... .............・・…"4613標

病馬薬方・.............................. ....... ...・・・・・・・95臼標

評判草…........................................・・・・・・・・9292標

評判秘伝・........................... .... .........・・・・・・・8062標

兵部式諸国駅名考上(自畿内至北陸道)......30(53)

兵部式諸国駅名考下(荷山陰道至西海道〉…30(54)
e 表目類集...・H ・...・H ・H ・H ・.....・H ・....・H ・...・H ・.1∞42，標

漂流持無人島より帰着の次第…...・ H ・...・ H ・"'7714標

兵綾方之部・...............................................8076

日吉神社境内旧藩寄附地絵図....・H ・...・H ・...・H ・"6489

18百語科雷神職橋田政常邸地旧藩寄附地絵図......6489

-191ー

平泉中尊寺案内記・・................. .... ...... ...・・・・9114標

平岡野神社文書(加賀国〉・H ・H ・..…...・H ・..…30(111)

平尾御別荘合奏之記H ・H ・-…...............・H ・.1∞126標

平尾邸拝領一件・..............................・・・・・・・・1466標

平加図・...................................... ............・・・6091

平河邸御広式図..........................................95悶8お3~持
干拝持写烹、

平侍役懸懸、組之人高数之内外覚...........・・・・・・・・・・2115標

平城境目:駄・・H ・H ・.....・H ・-…H ・H ・....・H ・...・H ・"'8260標

平城並平山城図・..............................・・・・・・・・8207標

平城之図…....・H ・'82021日， 8208標， 8209標， 8223標

平裁之図稿・..............................・・・・・…・・・・・8202標

平城分間之図......8203標， 8お6標， 8237，標， 8253標

平野神社文書(山城国〉・H ・H ・....・H ・-…H ・H ・"30(105)

平野村八幡宮・平野社神職大森伊賀時賢....・H ・'6325

平野屋半助由緒帳・............ ..................・・・・・6669，標

平山城居城駄・..............................・・…・・・・・8259標



ひらやーふけし

平山城之図....・H ・.....・H ・...・H ・....・H ・'8210標， 8217際

披露方等御絵図・..............................・・・・・・・・3313標

披露状控・........................................・・・・・・・3312探

庚岡山王社略縁記・......................................6263

底岡山主社略記・......................................62.邸標

広園村加志波良比古神社橘五位・..........・・・・・・・・・・6327

広瀬文書...・H ・..…...・H ・-…斗::-.…...・H ・-…・・ 30(138)

広田神社文書(摂津国〉…...・H ・-….............30(105)

底塚細記・........................................・・・・・・・・・・9037

広塚の記・........................................・・・・・・・・・・9078

寛姫様御婚礼一件・H ・H ・-…....・H ・...・H ・'93.1標， 935標

寛姫様御婚礼御用留….....・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・.935旧

琵琶尻飽寸法図・..............................・・・・・・・・8523標

琵琶湖東北西際之図・..............................・引28標

琵琶湖東北西際見取図・.....................・・・・・・・・91281日

賓客応接記事...・H ・....・H ・...・H ・......・H ・....・H ・..532楳

瑛告江湖諸君・........................................・・・・7590

備後守御願ュ付御内意覚魯・....................・・・2727.標

備後守様御使者一件…....・H ・.....・H ・-…...・H ・..557標

的後守様御使者御用部屋まで申述候覚書… 10044標

備後守様御登域一件・・H ・H ・-…...・H ・-・ 556標， 2728標

備後守様平生御心得方之趣被仰進御ケ条書・・・1244標

術後守利縞隠居一件・..............................・・1494標

本、

風説...・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・"93111日， 9327旧

風説番....・H ・-…...............…...・H ・"9320標， 9396擦

風俗之儀等御定ユ付申上番・....................・・・4039旧

風俗之儀等に付申上番・....................・・・・・・・・・4039標

癒顛雑録・........................................・・・・・・・・・・4767

笛吹峠勝関之式図・..............................・・・・・8042標

深川御蔵所図・.........................................1469擦

深川御蔵米調べ帳・..............................・・・・・5132標

深川御蔵屋数絵図・..............................・・・・・1468標

於武学校馬術御覧之次第・....................・・・・・・・・・5890

府下長寿録・........................................・・・・7283標

武学校之図・........................................・・・・5923擦

深谷の駅嫁入を見るの図....・H ・-…H ・H ・...・H ・"9492標

歩苅算法捷径・.........................................7038擦

歩苅定免古算解・..............................・・・・・・・・7029標

武経考証・........................................・・・・・・・8043標

武教小学....・H ・....・H ・...・H ・-…....・H ・'7952標， 79日探

武教全書解・........................................・・・・7955標

奉行動方・・・・・・..........................................2237楳

奉行勤方帳・........................................・・・・2276標

夫銀抄・........................................・・・・・・・・・・7151標

夫銀上納番・........................................・・・・7180旧

福井君行状・........................................・・・・8874標

福円寺文書(越中国大浦〉・…....・H ・.....・H ・"'30(130)

福岡義比等小伝・..............................・・・・・・・・3464標

復元御潤色之趣持組々年中行事窺好付札留…6762標

復元御潤色之越子細々年中行事裁申上御附札

を以被仰波之一件・・..................................67621日

武具考・..................................................8554探

福嶋武左衛門書翰・..............................・・・・・3306標

復讐黒装束・........................................・・・・9，，198標

復響状・....................・・・・・・・・…・.....................8084

復響藤英伝・........................................・・・・9501擦

復轡論・........................................・・・・・・・・・・9503標

復飾山状社職復帰願之儀事l'祇官lL添翰留・・・・・・6335標

服除護符・・・・・・・・・・4…・................ぷ...・・・・・・・・・・7738標

服制御変革之留・......................................3213標

福泉寺文番(伊勢闘)...・H ・..…...・H ・.....・H ・"30(125)

福田新左衛門明保書状・....................・・・・・・・・・3767標

福田惣社文書(越中国〉・H ・H ・-…...・H ・…30(115)

武具短歌・....................・・・・・4・・・・..........・・・・・・・8555標

福留村六郎右衛門覚書之写・....................・・・初∞標

武具馬具道具帳・..............................・・・・・・・・5721標

福畠村字古池堤御普請奉願上帳・..........・・・・・・・7220標

福光村宗左衛門口上番…・…・…・・・・・・・・……・・・・7242旧
武具要説・......................... ...............・・・・・・・8552擦

婦倉比売神社文書(越中国)...・H ・-…H ・H ・-…30(115)

福浦村高持家数人数等御尋之品々番上申帳…5967標

武具波方品目帳...・H ・...・H ・...・H ・....・H ・....・H ・"5737.標

武芸御覧ニ付交名等帳・....................・・・・・・・・・日88標

武芸出情人御覧一巻・..............................・・5679標

武芸小伝抄・............................................80∞標

吉武家電位略記御昇進次第…H ・H ・....・H ・.....・H ・'8956標
一武家厳制録H ・H ・-…H ・H ・......・H ・..・・ 1 ・・・・H ・H ・"'9246擦

-132ー

武家昆目集・........................................・・・・8766標

鳳至郡宇出津町村高等相調理書上申帳・...…"5968標

鳳至郡内浦村網場出入訴状・....................・・・7512採

鳳至郡鹿磯深見村海境論争一件・.................1574旧

鳳至郡金川宮記録・..............................・・・・・6286標

鳳至郡1/f.高並引免高覚書…・……..........…・・・・71111日

鳳至郡寺社先祖由緒好一類附帳……6325旧， 6326旧



ふけしーふっか

武士勝負交名・.........................................87，鎚擦

藤瀬熊野神社文書(能笠国)…....・H ・....・H ・"30(11心

藤瀬村藤津比古神社神職尾沢清長・...........・・・・・・・臼22

藤田家譜・........................................・・・・・・・3038標

藤田内蔵允書状控・..............................・・・・・1467，標

藤田左衛門手留・..............................・・・・・・・・4331標

藤田左衛門日記…...・H ・...・H ・H ・H ・....・H ・...・H ・'4333標

藤田平兵衡を以申上霞控・....................・・・・・・4087標

藤田平兵衛奮状・..............................・・・・・・・・2217標

藤田求馬手留・.........................................4339標

藤田求馬日記…....・H ・-…....・H ・...・H ・....・H ・"'4340擦

藤利房イミ記抄・..............................・・・・・・・・30(69)

武事二十箇条・.........................................8071旧

藤姫様御道具御行列帳....・H ・-…....・H ・.....・H ・.886標

藤姫様御婚礼一件留・…・H ・H ・.....・H ・...・H ・...… 885標

伏見寺縁起(加賀国)・…...・H ・-・…H ・H ・...・H ・'30(16)

伏見宮様御使者登城ュ付御作法附・..........・・・・1695標

富士社参御下乗持御共残所図・・H ・H ・....・H ・-…・ 659標

従武州江戸至加州金沢中仙道ダ川駅路之図

・~・H ・ '7670標， 7671標

武州相州御鷹場之由来持村名附・..........・・・・・・・4775標

武州文蔵村橿籍捜索番・....................・・・・・・・・・30(96)

武州類従図覧之部・..............................・・・・・91釦標

不受不施宗旨之義ェ付書類・.............................・・・6白5標

武臣雑話・........................................・・・・・・・8839，標

婦人養草序・...・H ・..…H ・H ・...・H ・.........・H ・...30(175) 

鳳珠旧跡物産盤上帳・・・・・・・・・....................・・・・7402旧

鳳珠旧跡物産帳・........................................引02

布施山御関濫鰯一件・..............................・・・・・初94

豊前殿御辱之趣弁返答申候覚書之写・...........1554標

夫銭等上納醤・.........................................7180標

扶桑拾業補関・...・H ・..・・H ・H ・....・H ・.....・H ・-… 30(175)

二上山ヨリ四方遠山見波之図・・H ・H ・-…...・H ・"9097.標

二口村領字樋爪ユテ大門新町新御蔵屋敷等略

絵図・・・・・・・・........................................・・・・・…'7202

二俣道往来一巻・..............................・・・・・・・・7679標

補陀落山記・........................................・・・・30(ω〉

府中(所口)光徳寺弁配下寺号帳....・ H ・...・H ・"'6178

府中(所ロ〉長福寺井触下寺号帳....・H ・....・H ・"6178

府中日吉社文書(能登園〉・・H ・H ・...・H ・....・H ・'30(114)

呈燕調・........................................・・・・・・・・・・9635標

物価方之事等覚宮・..............................・・・・・5010旧

物価についての文献索引......・H ・...・H ・.....・H ・'71ω3標

鳳至郡事"職先祖由緒子千一類附帳・・…・6325標， 6326擦
鳳至郡珠洲郡御用留・・H ・H ・-…・H ・H ・....・H ・..…69創標 . 

鳳至郡村々 高免記….....・H ・....・H ・-…・・H ・H ・-…7137標

鳳至郡村々 引高覚書…・…H ・H ・...…H ・H ・...・H ・'7111標

鳳a郡輪島・字出津・中居三ケ所町夫代銀上

納日印帳・・・・・H ・H ・...・H ・-…H ・H ・.J..・H ・.....・H ・"'7179標

鳳至珠洲旧跡物産番上帳六種・..........・・・・・・・・・・7402標
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兵法抜書匹夫紗・..............................・・・・・・・・7904標

兵法抜書疋夫抄…...・H ・...・H ・...・H ・...7901標.7906標

兵法抜書疋央之抄・・H ・H ・-…7902標.7903標.7909旧

-136-

クらヲ母
兵法故笹匹夫之抄私解・...................…J応外・7908際

兵法抜書疋夫之抄図解・....................・・・・・・・・・7910楳

兵法免状・........................................・・・・・・・8011標

兵法免状自註・…....・H ・-…・・8014標， 8015標.8016標

兵法免状抄井軍配極秘・..............................・・8017

兵法妄言・.........................................・・・・・・7984標

兵法雄鑑....・H ・......・H ・-…・・7913標.7914標.7915標

7916標.7917標， 7918標
兵法雄鑑抄・........................................・・・・7919標

兵法要語抜華・............................................8001

閉門等御免之者ニ付御達・....................・・・・・・3336標

批売稼等願取捌方申波書・....................・・・・・・671∞標

日置徳右衛門ヨリ今枝民部宛番状....・H ・....・H ・..9007

日置流羽本・........................................・・・・8471標

日置流巻襲前書・.............................'.........8319標

日置流弓条々 ・・H ・H ・.......・H ・...・H ・....・H ・...・H ・.8316標

日置流弓之条々 等・H ・H ・...・H ・.....・H ・-…....・H ・.8317，標

日置流弓法度之条々 等・…......・H ・...・ H ・-…-…8317旧

別口御縮高槻御算用場へ傾り御証滞留嶺

帳・..................................................・・・・・・5263標

別小物成口銭取立候名目番上帳等・…...・H ・-…7431標

別処記・........................................・・・・・・・・・・8739標

別所谷入幡社文書(能登国〉…....・ H ・....・H ・..30(113)

別所谷村神明社神職引持龍男・....................・・・6325

別所谷村神明社引持弓之盛一矢・..........・・・・・・・・・・6326

別所谷村八幡社神孟帯壁伊勢清忠・..........・・・・・・・6325

別段風説書・........携し.....................・・・・・・・・9390標

別当職之謂等・・…................ ...... ..... ...・・・・・・7575旧

紅花作り様覚書帳…....・H ・....・H ・...・H ・...・H ・..7445標

ベルリ来航之節応接覚書…...・H ・-・・H ・H ・...・H ・9382標

変事ども抜書...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・....・H ・7310標

変死人一件覚書・..............................・・・・・・・・46ω標

編輯方事務報告….....・H ・-…....・H ・....・H ・....・H ・..2標

編輯方書籍目録附録等・・・・・・…・・・・…・…...・H ・-…・・16標
排番・・..................................................・・9433標

返上銀務取状等・..............................・・・・・・・・5205標

変事録・........................................・・・・・・・・・・7354標

変地御償米一件・・・・・…・・・....................・・・・・・・7112標

変地方一件・・・・・・1・・・..............................・・・・・7109標

変地吟味覚書・.........................................7377旧

変地帳仕立・........................................・・・・6064標

変地願書・........................................・・・・・・・6616標

編年史料・..................................，.....・・・・・・・2552標



編年茂久録察...・H ・H ・H ・......・H ・...・H ・...・H ・-….209際

{ま

穂井田忠友答番・・・..............................・・・・・・8948標

宝永・安永留審・…...・H ・...・H ・...・H ・....・H ・...…4512旧

宝永元年能登一覧記・...................................ω58

宝永七年火事御定番御出之後御先代被仰出候

火事方之一巻抜書指上候控・....................・・・・・・4878

宝永七年六月十九日:被仰渡，廻国上使ニ付，

宅司全吹法理候一巻之控，附金沢へ御着御立之
....-L~--.-/ 儀等富加...・H ・....・H ・...・H ・....・H ・...・H ・....・H ・..….1654

宝永中伺魯御指令留・..............................・・・・・4062

宝永年間雑覚書...・H ・....・H ・-…....・H ・....・H ・.10084標

宝永年中己来御触留之内抜悲・....................1932標

宝永年中廻状等之写・..............................・・4741標

宝永四年十月より同五年五月迄之内二傑様御

殿地御地形平均井土堀仮小屋仮垣等仕芥岩場時

間所ユ而御木作始其外大坂より積登申御材木

三条御屋敷御小屋之内へ積入廻り仮間仕同御

屋鋪之内御貸小屋仮仕切等仕申御入Jt帳・・・・・・・・・4708
宝永流球来朝記・......................................9354標

法会神事記・........................................・・・・30(88)

方円山陣城陣取之図・..............................・・8117標

宝円寺請取火消方留帳・....................・・・・・・・・・4941標

宝円寺へ御参詣御用絵図…....・H ・...・H ・....・H ・.677標

/とノJよ 宝円寺絵図・・H ・H ・.....・H ・...・H ・.....・H ・...・H ・-…・6407標

宝円寺御縮絵図....・H ・...・H ・.....・H ・....・H ・...・H ・679標

宝円寺勝手仕送一件等・....................・・・・・・・・・6530標

宝円寺後席大牛和尚法系ユ付調理報告書・・・・・・6342旧

宝円寺御参詣絵図....・H ・H ・H ・.....・H ・-…・...・H ・.678標

宝円寺御霊堂絵図・...........................ー..・・・・・1205標

宝円寺大牛和尚法系調理番・....................・・・6342標

宝円寺建方絵図・..............................・・・・・・・・1044標

宝円寺・天徳院御位牌之覚...・H ・...・H ・...・H ・...1193標

宝円寺天徳院御参詣之図...・H ・H ・H ・..…676旧， 6801日

1077旧， 1143旧

宝円寺天徳院常御参詣之図・H ・H ・...・H ・.676標， 680標

宝円寺・天徳院・瑞飽寺・玉泉寺関山堂一件…6412)E

於宝円寺天徳院就御法事御両家様ヨリ御使者

芳之節之図・・・・・..............................・・・・・・・・・・1077.標

宝円寺天徳院如来寺法事之節絵図・..........・・・・1051旧

宝円寺・天徳院・如来寺法事之節等絵図・…・・1078標

宝円寺井御朋之図・..............................・・・・・1204標

へんねーほうち

於宝円寺香隆院様三十三回御忌御法事絵図・・・1152標

宝円寺初御寺方御招請御能之刻'側宇法・・・・・・・・・gg66標

宝円寺道筋改之図・…....・H ・....・H ・-…....・H ・-… 681標

宝円寺文書(越前園高瀬)..・H ・...・H ・...・H ・-…30(129)

宝円寺由緒口演番・...................................6406標

方円大陣取之図・..............................・・・・・・・・8113標

方円旗本座備三千之図・..............................・・8114

方円旗本座備之図・..............................・・・・・8114標

抱玉談・........................................・・・・・・・・・・7782標

亡家録附減知・.........................................2871標

奉公人の旋・........................................・・・叫562標

訪古瀞記・........................................・・・・・・・9778標

奉賛高徳院殿・H ・H ・...・H ・.............・H ・....・H ・...310.標

奉射之次第芥的絵図....・ H ・-…....・ H ・.82鈎標， 8300.標

奉射之的之図・.........................................8504標

法住寺縁起(能登吠木山)…....・H ・...."・H ・...30(17)

法住寺文書(能登国吠木山)....・H ・H ・H ・...・H ・30(131)

砲術稽古ニ付伺書・..............................・・・・・5913標

砲術之義ニ付達・"...............""".."".."" ..."....ー..5624標

芳春院審状写・.........................................1お0標
芳春院振古録・..............................・・・・…・…鉛07標

芳費院等書翰写・......""..... .................・・・・・・・・1220標

三芳賀院百四御息京都紫野於芳普院御法事就被

仰付寺中御修覆之絵図・........品"..""...."""・・・・・・・・・1088

表 芳駒鵠・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・伯峨

北条氏長分間之城図等・....................・・・・・・・・・8254標

北条懐中道程記・..............................・・・・・・・・9107.標

宝勝寺千岳和尚啓番写・....................・・・・・・・・・7749標

宝生大夫勧進能一件・..............................・・9922標

坊城入道・金森宗和・小郷遠州奮状写・・ H ・H ・.9864標

宝生入左衛門罷出稽古之心党・..........・・・・・・・・・・9939標

宝生流稀曲口伝紗・…...・H ・-…・・...............・H ・...9979

宝仙院殿御系譜…..............................・・・・・・・・・86標

宝蔵坊文書(摂津国)..・H ・...............・H ・..…30(125)

七盛本閤関東北{康征伐文書...・H ・H ・H ・...・H ・-… 30(146)

豊太閤朝鮮征伐文書…....・H ・..……H ・H ・..… 30(147)

豊太閤筑紫嶋津征伐文書…....・H ・......・H ・...30(146) 

砲隊物頭就被仰付候諸事留・....................・・・4549標

宝達かね山旧記井開銀顕一件・..........・・・・・・・・・・7552.標

宝達村肝煎等願番・..............................・・・・・7555旧

宝達村御印願寄付等・...................................7555

庖厨和名本草自序・…................・H ・....・H ・.30(173) 

車陥・..................................................・・・9867標
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ほうちーほそか

訂殺罰〈バ三」二三::'tli-"， ~} μ イ
包胎・...........................................ム.......9887，標

宝崩す拝領居屋敷御印物につき願書・...........7555標

庖丁絵形....・H ・....・H ・....・H ・-…....・H ・...・H ・..10015標

庖丁礼...........・H ・...・H ・....................・H ・..10014標

宝塔寺由来・........................................・・・・6279標

法童坊縁起・............................................6305標

奉納千句連歌序文之抜・万句連歌人名之抜…%日標

亡備録・........................................・・・・・・・・・・9006標

法福寺文書(越中国明日山〉・H ・H ・....，.・H ・..…30(131)

蓬莱三宝之飾自詠解…....................・・・・・・・・・・9478標

法梁院様御葬式御入用しらベ書H ・H ・-…H ・H ・-…1053

法梁院様御逝去二付御葬式等一件之留・・・・・・・・・1053標

法輪寺へ下賜金之義=付歎願書・..........・・・・・・・64671日

法輪寺下賜金額・..............................・・・・・・・・6467標

法令案文意見書・..............................・・・・・・・・3955標

宝麿加州火事之記・..............................・・・・・7301標

~. 宝暦元年御項所御勘定目録...・H ・...・H ・.....・H ・'5273標

宝暦御婚礼留...・H ・H ・H ・....・H ・....・H ・.....・H ・...・H ・866

宝暦五年御園目附松平額母殿大河内善兵衛殿

御越之節諸事御尋御答書之写・....................・・・6058

宝暦五年留帳・.........................................5083標

宝唐十一年勝姫様御婚礼御結納皆子餅留帳番

按一.......................................................869標

宝暦十一年御婚礼御作法留….....・H ・"'865標， 866標

宝暦十一年辛巴正月諸事留之内四月巡見上使

衆御通行一件留・・・..............................・・・・・…1659

宝暦十二年御記・..............................・・・・・・・・9761標

宝暦十年御武具馬具御道具帳・....................・・・5721

宝暦中上使留・.........................................1655標

宝暦度御結納皆子餅御行10..…....・H ・......・H ・.871標

宝暦至文化御郡方旧記・..............................・・6808

宝暦六年御使番より御郡廻被仰付候節之秘記…4402

宝暦六年銀礼治乱抜奉・..............................・・5077

宝暦六年郡廻秘記・..............................・・・・'4402標

l¥け拠鴨表井放鷹獲柄表…....・H ・...・H ・.....・H ・...10025標

保金覚・・・・・・・........................................・・・・3648標

北越凱障賞典録....・H ・-…...・H ・..… 3458標， 101ω標

北越各隊戦状手控御届控・....................・・・・・・5454標

北越菅家系譜・........................................・・・・84標

北越出陣戦功録・..............................・・・・・・・・3457，標

北越出陣中御用方心控等・....................・・・・・・5452標

北越出陣中戦争概況・..............................・・5451標

北越出兵諸調理井記録・....................・・・・・・・・・5472標

北越出兵総人員高・・..............................・・・・5483標

北越出兵に関する達書・....................・・・・・・・・・臼34標

北越出兵附属実効書・..............................・・5471標

北越出師種類拐禄・..............................・・・・・5450標

北越戦記....・H ・...・H ・H ・H ・"'5443旧I 5445標， 5448標

北越戦記・加賀藩北越軍事輯録附録...............5445

北越戦死者墳墓箇所絵図・....................・・・・・・5493標

北越戦争各隊出戦表・..............................・・5477，標

北越戦争各隊戦状・.............. ......・・・・・1・・・・・・・・・5453標

北越戦争関係番目….....・H ・.....・H ・...・H ・...・H ・'5441標

北越戦争軍事御届書・..............................・・5433標

北越戦争御酒料之件達書…....................・・・5436標

抗生曾戦鍛等放書・..............................・・・・・34峨

北越戦争戦状御届書・..............................・・5455標

北越戦争長岡城乗取・................ ........... ...・・5457，標

北越戦争等巨細録・............................…-・・・・5463標

北越之役戦死者墳墓明細表・..........・・・・・・…・・・'5491標

北州紀行・・H ・H ・...・H ・.....・H ・-…H ・H ・...・H ・-… 30(180)

北陸杷憂・m片始末・同考異等…...・H ・...・H ・'9364旧

北陸杷憂等・........................................・・・・9364標

北藩広譜....・H ・....・H ・...・H ・...・H ・-…H ・H ・...・H ・'211標

北藩諸線a.........................................・・・・2672標

北落秘鑑........・H ・....・H ・....・H ・...・H ・-…1908標I 1卯9

北陸紀行・・H ・H ・....・H ・....・H ・.................…・ 30(180)

北陸三国志・・H ・H ・....・H ・…...・H ・-…....・H ・...・H ・338標

北陸道駅路記・....................・・・・・・・・…・・・・・・・・・・7667旧

午北陸型暢之内富山藩支配里程図面帳・H ・M ・"2697標

北陸道往還越前国ヨリ越中能登国へ之道筋等

-138ー

書上申帳・・・・・・........... ...... ...... ........ .... .....・・7685標

北陸道往還道程等書上申帳・.........…・・・・・・・・・・7630標

補校上宮聖徳法王帝説証註・…・ 鑓鈎標

保郷庄調魯・......................................------mL標
星尾寺文書(紀伊国)・H ・H ・....・H ・....・H ・-… 30(125)

星野宗以書状・.........................................9842標

星野伝書〈能登国門前)・・H ・H ・...・H ・....・H ・.30(128) 

捕縄諸型・.......…..............................・・・・・・4627，標

戊戊談話集・......... ............ ..... ........ ... ...・・・・2616標

戊辰十一月ヨリ笑酉五月四日ユ至ル故従三位

鹿寧御達願伺御届書写等....・H ・.....・H ・.....・H ・-… 264

戊辰北越之役戦死人等墳墓明細表・..........・・・・5492標

細川家系・....................... ....... ...... ....・…・・・8813標

細川記・........................................・・・・・・・・・・8728標

細川忠興記...・H ・.....・H ・-…H ・H ・-…............30(16心



細川頼之記・・・・・..............................・・・・・・・・・・8729標

穂足内御詰合宇津木頼母様御出ニ付御賄諸雑

用書上帳・・・・・・........................................・・・・・5174

補短集・........................................・・・・・・・・・・6921標

発機丸航海記・.........................................5541標

発機丸航海大略井諸港見聞・....................・・・・・・5541

発機丸航海日記・・・・・…・…・・・・・・・・・・ H ・H ・....・H ・...5539標

発句稿…・・..........・・・・・・・…....................・・・・・9697，標

法華宗寺院由来等・..............................・・・・・6223標

法華宗本行寺等寺地拝領書上帳・..........・・・・・・・6511標

北行集・..................................................・・・9747

北国紀行(抄出)..・H ・...・ H ・.....・ H ・.....・H ・..30(176) 

北園地震記・................. .............. ...... ...・・・・7311標

北国筋御見分ニ付江戸表伺之写....・H ・...・H ・10067，標

北国太平記聞書・...................... ........・・・・・・・・2508標

北国鎮定書札類・..........................30(1必)--(145)

北国脇往還人馬継立帳・..........・・・…・・・・・・・・・・・・・7684標

法生会議式・時意会井法櫨・法事会地願等一

件..…・・・・..........・・・・・・…・....................・・・・・・6381標

堀田伊右衛門・武藤平左衛門書翰・…....・H ・...4829旧

堀田家系図・........................................・・・・3043旧

堀田家系譜・...... .... .... ..... ... ............. .....・・・・3043標

堀田殿へ水戸老君よりの御番写....・ H ・.....・ H ・.9297標

仏御前事蹟記...・ H ・..… H ・H ・....・H ・.....・ H ・-… 30(182)

仏御前事蹟記・........................................・・・・9037

歩兵一大隊人員・.........................................5654

歩砲大隊人員・.........................................5654標
歩砲大隊λ数・................，........................・・・・5654

補忘録・........................................・・・・・・・・・・3875標

堀内系図…...・ H ・.....・H ・.....・ H ・-・…...・ H ・..… 30(157)

堀尾帯万吉晴{動之覚・..............................・・・・・8889

堀織部正通行一件・......... .....................・・・・・1670旧

堀学之丞口上書・…・・……...…・…・・……・・・…3771標

堀学之丞奮状等・..............................・・・・・・・・3770標

堀川角場一件書類・..............................・・・・・5795標

堀川角場絵図・.........................................5796標

堀川角場等見取之図・..............................・・5794標

堀川暁国軍学大基・..............................・・・・・・・・7962

堀河暁困雑集・.........................................7961標

堀川暁困雑集・.........................................7962標

堀川暁因雑集軍学大基....・H ・-…・・ H ・H ・-…7961.7962 

堀家定番・........................................・・・・・・・8853標

堀越左苦手、次狂歌集・..............................・・・・・9702標
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ほそか一ほんた

期四郎右衛門書翰・・..............................・・・・3307標

堀四郎談話聞書・......................................8618標

掘出物取扱方等・....................…........・・・・・・・6794標

堀直寄覚書・ H ・H ・-…H ・H ・.....・ H ・...・ H ・...8852標， 9279 

堀松相談所留帳・..............................・・・・・・・・6767標

期文書...・H ・-…..................・H ・.........・H ・..30(138) 

掘調右衛門書状・..............................・・…・・・4834標

堀弥右衛門書状....・ H ・...・H ・..……・…3769標， 4851標

堀与左衛門届書・....................・・・・・・…・・・・・・・・・必07，標

本阿弥伝系図等・..............................・・・・・・・・8531旧

本覚寺文書(越中国袋村)....・H ・...・H ・...… 30(130)

本願寺作法之次第・............ .......... ..... ...・・・・・30(42)

本願寺相承略譜(大谷龍谷山)・…........・H ・..30(41)

本願寺代代議状等写・................................30(41)

本願寺文章弘旧記・.......... ..........・・…・・・・・・…・・・6149

本願寺別院文書(加賀国金沢)・H ・H ・....・H ・30(132)

本願寺末利伝書写(金沢)・...・H ・....・ H ・...・ H ・'30(41)

本願寺文書(京都)・H ・H ・...・H ・.....・ H ・...・H ・30(125)

本願寺蓮如上人消息写・................ ....・・・・・・・・・30(41)

本行寺長寿寺等寺地拝領番上帳・-…・・…・......6511旧

本化別頭仏祖統紀抄・............. .............. ...・・6338標

本郷御住居御飾附等留...・H ・-…・....・...・H ・..… ω7標

本郷上屋舗大番院等之図・・・…....................1428標

本興寺文書(加賀国薬師谷〉・・ H ・H ・-・ぷH ・H ・.30(131) 

本光寺文書(能登園競繰〉・…...・ H ・...・H ・...30(130) 
"~~:-"昆

本国寺文書(京都) ..・H ・::~!.......・H ・....・H ・. 30(121) 

本佐録…...・ H ・...・ H ・....・ H ・.....・ H ・...・・ H ・H ・...30(169) 

本識三問答叙術本識・...................................8400
盆正月・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9貯8標

本哲寺文書(加賀国松任〉・ H ・H ・...・ H ・.......30(132) 

盆石について返轡・・・・H ・H ・・・……・・・H ・H ・・・・・・….9820標

本草網目・汝南闘史・物理小識・本朝食鑑・

本草啓蒙・衆煎之傑合集…....・ H ・....・ H ・....・H ・"9538

本多安房守居宅絵図・..............................・・3624標

本多阿房守書翰写・..............................・・・・・70141日

本多安房守宮状・...................... ..... ...・・・・・・・・3772，標

本多安房守と横山蔵人往返紙面写....・H ・.......3773標

本多安房守等書翰・...................................1543標
本多安房守菩提所大乗寺替地一件・..........・・・・64卯標

本多安房守政重事勝抜抄子・三・.....................3513標

本多安房守政長願蚕等・..ι.L..........・・・・・・・・・・2862標

本多安房守より横山蔵人往返紙面二通・H ・H ・'.3773旧

本多・奥村其外御用地絵図....・ H ・-・7・・ H ・H ・.....3622標



ほんたーまいつ

本多家中給人高所付帳・-…-…・..…・・…・・・・・・…'36631日

本多家譜....・H ・-…....・H ・....・H ・...・H ・'30.48標.30.55標

本多家譜抄録・.........................................30.56標

本多家譜紗録・.........................................30.57，標
本多系図・........................................・・・・・・・30.49標

本多系譜…....・H ・.....・H ・...…H ・H ・-…30.47標.30.50.標

本多家上屋敷屋形絵図・....................・・・・・・・・・3623標

本多家寛永物成帳・..............................・・・・・2769標

本多家古文嘩等・..............................・・・・・・・・3395標

本多家代々 記録・......................................30.44標

本多家物成帳・.........................................2769旧

本多家由緒帳七種・..............................・・・・・30.46標

本多家来由緒帳・.......................................30.58標

本多民旧記・........................................・・・・3394標

本多民記録・..................................... ...・・・・30.45標

本多氏心覚・.............................. ..........・・・・3649標

本多民蔵親翰写・......................................3396標

本多民刻欝研銘...・H ・...・H ・...・H ・-…H ・H ・-….30.(153) 

本多従五位殺害一件・..............................・・4673標

本多周防守伺書・......... .......... ...... .....・・・・・・・・4429標

本多周防守叙爵被仰付候始終之留・.................2903

本多周防守番状案・..............................・・・・・3775標

本多周防守之魯附・..............................・・・・・44291日

本多等諸大夫一件・..............................・・・・・2900.標

春田八幡宮文醤(河内国)・H ・H ・..…...・H ・..30.(10.2) 

本多播磨守跡組交名帳・....................・・・・・・・・・20.92標

本多播磨守御在国覚寄・....................・・・・・・・・・42101日

本多播磨守御用番覚書・....................・・・・・・・・・4210.標

本多播磨守書翰・................，.............・・・・・・・・56131日

本多揺磨守番状・..............................・・・・・・・・3774標

本多播磨守添状・..............................・・・・・・・・5613標

本多政和覚書....・H ・...・H ・.........・H ・"4211標.4212標

本多政和系図・.........................................30.51標
~多政和公まで系図・・H・H ・...・ H ・.....・ H ・....・ H ・ '30.51旧

本多政以系図...・H ・.....・H ・......・H ・..…30.52標.!筒針葉

本多政以之元祖以来事蹟番・......ー.............・・・30.日標

本多政以・前田直行・横山隆平・斯波蕃祖先

以来事蹟番目 H ・H ・.29981日.30.54旧.30.771日.3130.旧

本多政質叙爵一件・..............................・・・・・2903標

本多政礼覚書・.........................................5036旧

本多政礼御勝手方覚書・.............................5036標

本多政長書状・.........................................4430.標

本多政房養子一件・..............，...............・・・・・3191標
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本多政j函叙爵一件・H ・H ・H ・H ・..…....・H ・.....・H ・'2911標

本多政行道中日記・...・H ・....・H ・...・・H ・H ・...・H ・"4155標

本多政行・政成叙町一件・・H ・H ・....・H ・....・H ・"，2902，標

本多政好魯類...・H ・-….....・H ・.......・H ・....・H ・...10.10.1 

本多衛政養所蔵書類・..............................・・3397標

盆中広徳寺御参詣御廟参之節御跡供之絵図…698標

本朝番籍目録・・H ・H ・...・H ・...・H ・-…...・H ・....・H ・'30.(90.)

本朝書籍目録...・H ・...・H ・.....・H ・....・H ・.....・H ・-…・6標

本朝書籍目録・同外録...・H ・-いH ・H ・.....・H ・'"・H ・.7標

本朝番目....・H ・…H ・H ・.....・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・"30(90.)

本朝尊卑過去帳・..............................・・・・・・・・8590標

本朝尊卑分脈図・..............................・・・・・・・・8821標

本朝通鑑編さん番類・…...・・・・…・・…・・H ・H ・-・…・8599標

本朝通鑑外九記録・..............................・・・・・8598標

本朝年代歴H ・H ・-…...・H ・...・H ・.....・H ・-…...・H ・.30.(7) 

本朝之五段之考之秘図・....................・・・・・・・・・8472標

本朝文粋等(抄出)・...・H ・.....・H ・....・H ・...… 30.(176)

本朝礼剣之本拠之事・..............................・・・・・7888

本阿弥系図・…...・H ・.....・H ・.....・H ・-…H ・H ・...30.(159) 

本能寺本興寺等末寺之儀ユ付寺社奉行ヨり由

来覚書・・・・・・・-・・・・・・・・・..................................6195旧

本能寺・本興寺末寺之由来調ベ覚書...・H ・..…6195標

本務御家系・...............................................94標

本藩御年譜・............................................2503標

本藩雑記・........................................・・・・・・・5697標

本務諸士宮行録・..............................・・・・・・・・3448標

本藩譜略....・H ・H ・H ・...・H ・...・H ・-…H ・H ・'85標， 25041日

本藩徴妙公御軍側等条々 H ・H ・.....・H ・-…H ・H ・"560.9標

本藩歴諮…・..…H ・H ・-…...・H ・..…...・H ・'192標.2131日

本藩歴譜脅継・.........................................1502標

本藩歴繕草稿・・H ・H ・....・H ・....・H ・...・H ・.....・H ・..20.5標

本藩歴譜・同公族譜目録....・H ・…...・H ・....・H ・.149標

本封叙次考・.J....................................・・・・・・1506標

本町地子町地子銀並御役服僻!縮方・..........・・・・4037標

本町地子町地子銀町役定…660.3標.6604標.660.5，標

本丸炎上=付諸式直段覚書等・....................9438標

本丸御門往来許可証・..............................・・4522旧

品目九城之図....・H ・...・H ・-…H ・H ・.....・H ・-…H ・H ・'8222

本隆寺鐙銘(山城国)..・H ・...・H ・H ・H ・....・H ・'''30.(18)

本蓮寺文書(加賀園小松)..・H ・-…H ・H ・-…・ 30(132)

ま

毎月御寺御参詣等之党....・H ・-…...・H ・.....・H ・.665標



毎月死刑拷問)F禁牢吟味挫方党牒・・・・・・・・・…・・・4573探

毎月二日読追加・…....・H ・...…H ・H ・-…H ・H ・"6566標

毎日書立書抜・.........................................42431日

毎日記・........................................・・・・・・・・・・42ω標

毎日雑書留…・・・・…・・・…・・…..・…・・・…-・・…・…・3881標

毎日袖裏記・…..…・・・…・・・H ・H ・-…・・・….....・H ・"4258標

毎日帳…・............................…・・・・・…・・・・…・3鎚2標

毎日帳番綾....・H ・'3980標.3981標.3982標.3983標

毎日帳魯綾早繰等内密抜-…...・H ・-…H ・H ・....・H ・'3979

毎日l脹之内番技・・H ・H ・…...・H ・-…・・1∞'34標.1∞'35標
毎日帳早繰番披・..........・…・・・・・・…・・…..・・・・・…3979標

毎年弐百十日後御B御扶持人組々廻村御注進

番上留・・・・・・・............................................6982標

前回出雲覚書....・H ・....・H ・..…・H ・H ・..…341標.342標

前回一学鐸養子一件・................................3189，標

前田右近大夫利意書翰・....................・・・・・・・・・15011目

前回采女家系・.........................................1505旧

前田采女孝典家系・..............................・・・・・1505標

前回右馬系図H ・H ・-…..................・H ・....・H ・..104標

前田御家覚書…・H ・H ・..…...・H ・H ・H ・..…...・H ・..210標

前田御家記…...・H ・....・H ・....・H ・....・H ・.....・H ・.153標

前田御家雑録・…-..・H ・...・H ・...・H ・-…・ 313標.3447，標

前回大炊家譜之抄・..............................・・・・・3065標

前田近江守達書・..............................・・・・・・・・4457標

前田御系図・........................................・・・・・・・90旧

前田家系武略伝記…....・ H ・-…...............・ H ・..3似標

前田家譜........・H ・....・H ・…'3059標.3060標.3061標

前田家譜略図・........................................・・・・74標

前囲内蔵太家系下帳・..............................・・3072標

前田内蔵助系図附下帳・....................・・・・・・・・・3062標

前田慶次殿伝…....・H ・....・H ・.....・H ・......・H ・.30(183) 

前田系図...・H ・...・・・H ・H ・.....・H ・...・H ・'3903標.3卯5標

前田系図附由緒・..............................・・・・・・・・3904標

前田系譜・........................................・・・・・・・3083標

前田家表御式台二十分ー絵図・....................1304旧

前田家俵字系図伝H ・H ・....・H ・H ・H ・...・H ・-…・・ 30(155)

前田家神主録・.........................................1194旧

前回外記宛書翰・..............................・・・・・・・・4066旧

前田外記宛来状・・・ん・・・・・・・....................・・・・・・必66標

前田外記出府之節月切駕飽乗用御願控・・・・・・・・・3305標

前田家系図...・H ・.....・H ・....・H ・...70標， 82標.100標

前田家系図四種・.........................................78標

前田家系詩・..........t..................，..........・・・・・・・93標
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まいつーまえた

前回家御婚礼行列次第...・H ・H ・H ・.....・H ・..…・・・ 993擦

前田家御代々 法号・H ・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・..…1184標

前田家雑録・..........・・・…・・..........・・・・・・・・・…・・・・2674標

前田家書籍捜索書上・..............................・・30(9.心

前田家書籍捜索書下・..............................・・30(95)

前田家世譜...・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・..… 30(155)

前田家草創・.................. ......................・・・・・・・91標

前田家代々 之御子様方御年表・・H ・H ・....・H ・-…・ 203標

前田家大略系図.....・H ・...・H ・...・H ・....・H ・..92標.96標

前田家年表・........................................・・・・2461標

前田家之記・・H ・H ・.....・H ・.30(163). 2509標.2510標

前田家判印鑑…....・H ・-…....・H ・-…...・H ・...・H ・.288標

前回家姫君婚礼についての手簡綴H ・H ・902旧.923旧

前田家姫君伝・・H ・H ・.......・H ・......・H ・....・H ・..… 204標

前田家封国証書集録・.......................…..・・・・1508標

前田家名物御道具記・..............................・・9996標

前回源左衛門系図帳・…...........................・・3091標

前田監物系図l限・..............................・・・・・・・-・3100標

前田孝事日記…...・H ・..…..，・H ・.....・H ・....・H ・"'4246標

前回興盛伝記・H ・H ・-…............…...・H ・....・H ・.300標

前田公歴世一覧表・..............................・・・・・・・・97標

前田御系譜~.. . .・H ・...................・H ・..… 95標.193標

前田椴佐文書・H ・H ・....・H ・...・H ・...・H ・.....・H ・-… 10102

前回才記留記・.........................................6726標

前田左京勝手之様子届書・................. ...・・・・・・3651標

前田左京被召出候節之覚書等・..........・・・・・・・・・・3399標

前田貞醇所蔵旧記・..............................・・・・・3404標

前田貞一手記・.........................................4161標

前回貞事留帳・.........................................4928旧

前田貞親覚書・.........................................4132，標

前田貞親手記・.........................…....・・・・・・・・41お標

前田貞親手留書抜・................ ... ...........・・・・引25標

前回貞直手記・.........................................4141標

前田貞直筆記・.........................................4142標

前回貞幹手記・.........................................4150標

前田佐波書状・........................................・似35標

前田三郎四郎家譜・........... .............. .....・・・・・3084標

前田三九郎系図帳・......................... ......ー"'3088標

前田山通念寺旧記写・..............................・・・・・6309

前田氏家系図・H ・H ・H ・H ・..…...・H ・.....・H ・"72旧.81標

前田氏家乗・........................................・・・・・・・1471

前図式部系図帳・..............................・・・・・・・・3099標

前田氏系図...・H ・H ・H ・-…H ・H ・'"・"'72標.88探， 89標



まえたーまえた

前田氏系譜・H ・H ・...........・H ・.....・H ・.....・ H ・..… 191標

前田重靖御親翰写・......... .... ............. ....・…・3861旧

前田重教親翰写・.......... .... ........ ........・・・・・・・・1お3標

前田氏御系図・............ ........... .... ......... ....・・・・80標

前回七郎兵衛書状・H ・H ・....・H ・...・H ・"4803標.4854標

前回七郎兵衛直玄書翰・....................・・・・・・・・・4854旧

前田信濃守長泰家系・..............................・・8814標

前回主膳殿寄付ユ付而拙子共愚案・・・・…・・・・・・・・3786標

前田主膳殿より寄付御出候ユ付而為御相談拙

子共愚案・・・・・・............. ... ... ...........・・・・・…・・・3786旧

前田修理覚魯二種・..........・・・・・・・…..........・・・・・4184標

前田修理家譜・.........................................3087.標

前田修理御用日記・・H ・H ・....・H ・......・H ・...・H ・"，4135標

前田修理由緒・.........................................3086標

前回将監家系・................................~........30鎚標

前田将監養方甥左太夫義御部屋忍出候一巻・・・3655標

前回諸氏集譜・.........................................2888標

前回季明系図・............................…・・…・・・・・3082標

前回図書印鑑指出書…・…・・・..........・・・・・・・・…・・4523旧

前田図書系図帳・....................・・・・~.............3093標

前回図書家来御城中御門御適者交洛害....・H ・.3665標

前田図書書状・H ・H ・.....・H ・"3778標.3779標.4395標

前田晋所蔵文魯…...・H ・.........・H ・...・H ・...・H ・..10101 

前田晋旧記・............... ... ......... ...... ... ....・・・・3405標

前田駿河守指紙・・・・・・・・・・…・・・・・・・…..........・・・・・・40鎚標

前田駿河守魯状・....... ..... ....... ........ ...・・・・・・・・3780標

前田駿河守達寄・......................... .....・・・・…'4068旧

前田姓壱人在番被仰付覚書・....................・・・2203標

前田姓給禄・........................................・・・・2889標

前田清九郎家系・..............................・・・・・・・・3095標

前回仙太郎系図帳・..............................・・・・・3096標

前田創業記…H ・H ・.....・H ・-…....・H ・..…295標.296標

前回大学害状・.........................................3787.標

前回大学鍵養子仰出之番・..........................3196標

前回孝和覚書・..............................・・・・・・・・…3398標

前田孝和(勘解由)系図帳…....・H ・...・H ・...…3070標

前田孝貞害状・.........................................3784標

前田孝知家譜・.........................................3071標

前田孝友害状・..........・・・・・・・・・…-…・・・・・・・・…・・・・3785標

前田孝短書状・.........................................3650標

前田孝行叙爵一件・・・・・・・・…..........・・…・・・・・・・・・2901標

前回路番後見之件・............... ...............・・・・・3201標

前回通念寺由緒等・..........，...............，...・・・・・6309標
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前回対馬番状・・・・..............................・・・・・・・・3666標

前回対馬申達状・......... .......... ...... ..... ....…4814標

前田対馬守家譜・....................・・・・・・…・・・・・・・・・3侃3標

前回対馬守達書写・....................・・・・・・・・…・・・・3784旧

前田鰍己御曾・..............................…・・・…1241標

前田県膳系図帳・.............. ........…..........・・3094標

前田藤太先祖書・....................・・・・・・・・…・・・…8831標

前回土佐守家政記録・....................... .......・・3400標

前田土佐守家譜之抄・..............................・・3078標

前田土佐守家録・.............................・・・・・・・・・3400旧

前田土佐守番状・..............................・・・・・・・・3776標

前田土佐守直信家譜・..............................・・3079標

前回利同魯翰・........................，................1480標

前回利家印物・.........................................2766標

前田利家知行書写・..............................・・・・・2766旧

前田利家等御書之写・..............................・・12141目

前田利包書翰・.........................................1491標

前田和朗履歴等・.........................................99旧

前田利常害状・.........................................1236標

前田利幹害状・.........................................1477標

前田利意書翰・・・・・・・・・…..............................1501標

前田利長書翰写・..............................・・・・・・・・1231標

前回利為家伝…...・H ・...・H ・...・H ・......・H ・....・H ・308標

前田利政略伝・H ・H ・H ・H ・...・H ・H ・H ・-…....・H ・-… 213標

前田直時害状・.........................................37，路標

前田直信系図・.........................................3080標

前回直射覚書写・..............................・・・・・・・・4156標

前田直射書抜之内写・....................・・・・・・・・…'4127旧

前田直射・孝行書披之内写H ・H ・H ・H ・...・H ・..…4127.標

前田直邸内密手記・..............................・・・・・2677，標

前回直行方旧記・......................................3401標

前田直行家譜稿・........ ..............・・・・・・・・........3076標

前田直行系図・.........................................3074標

前田直行家覚書・・・・・・・・…........ ...... ......・…・・・・3075標

前田直行家等伝・................. ..... ........・・・・・・・・3339旧

前田直行書類・..........・・・・…・・…・・…・・・・・・・・・・・・・3402.標

前田直行祖先以来之事蹟・..........................3077，標

前田直良家譜・.........................................3195標

前田中務宛来状・・・・・・・・・…・...........・・・・・・・・・・・・・・・3781標

前田中務屋敷図・......................................36お標

前回長時家諮・.........................................3066標

前回長年先祖書・..............................・・・・・・・・



「

前田斉広御官物之務取目録…....・ H ・-…H ・H ・...450糠
前回斉泰江戸着府御番拝戴之次第・."'........・・・・1620標

前田斉泰公隠居内意富……H ・H ・..… H ・H ・...・H ・145標

前田斉泰事蹟....・H ・...・H ・-……...・H ・....・ H ・-….419標

前回斉泰将軍宣下祝賀参列之覚...・H ・...・H ・-…必3標

前田斉泰書翰・.........................................1259標

前回斉泰書翰写・......................................20221日

前回斉泰・慶寧・幸1腕司履歴・ H ・H ・....・H ・....・ H ・....99標

前田斉泰履歴等....・ H ・-…...・ H ・...・ H ・....・H ・..…お6擦

前回年譜…，...・H ・.，..・H ・....・ H ・....・ H ・...・H ・..…・ 166標

前回之系図・............................."'.. ........・・・・・・・79擦

前田之譜...・ H ・.........…H ・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・...306標

前田半三郎旧記・..............................・・・・…・"'6309

前田半三郎文書目録等….....・ H ・...・H ・....・H ・"'8659標

前回備前子女調・..............................・・・・・・・・3090標

前回備前娘縁組仰出歯・....................・・・・・・・・・3178探

前回飛弾守初出写・H ・H ・…・… ・…・・5530旧

まえたーまちし

牧昌左衛門橋忠輔先生箪役内考・..........・・・・・・・・・・8084

牧忠輔軍役内考等抄・..............................・・・・・8084

牧忠輔先生三段三所之弁・....................・・・・・・・・・8084

牧忠舗先生自筆六城…...・H ・-…...・ H ・.....・ H ・"'82ω標

巻ノ拾壱御長持入之御品之内仮目録・…...・H ・-… 9標

牧野備前守番状・..............................・・・・・・・・1973襟

巻物包図・........................................・・・・・・・9894標

真木保臣建言草按・.，............................・・・・・9229標

巻藁射様之事・.........................................8312標

栄君様御附人弁御供女中御扶持方街給金品々

役付留帳H ・H ・......・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・..846旧

栄君様御婚礼ュ関スル書類...・H ・.....・ H ・...・H ・.846標

真砂子集...・ H ・....・H ・....・H ・.........・ H ・....・H ・.10010標

真砂子集聞書-… H ・H ・.....・ H ・...・H ・......・H ・...10012標

政春古兵談・............................................8047，標

政春古兵談陰之巻・..............................・・・・・8048擦

政春古兵談抜翠・........一.....................・・・・・・・8049標

前田英丸等家督相続之申渡控........・ H ・....・ H ・'3164探 | 政寛覚書…...............・ H ・.............41ω擦， 4169標

前回兵五郎家系・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・側7標 | 政頼流臆方文字之事…....・H ・...・ H ・-…....・H ・-・側3標

前田兵部系図帳…・・・H ・H ・...........…'3064標， 3073擦 | 魔性之絃鳴之大事…....・H ・.........・H ・....・H ・-…8373標

前回兵部孝友系図帳…・...・H ・.....・M ・-…...・ H ・"3073旧 | 桝廻横目寄付請取ュ付審状・・ H ・H ・...・H ・....・H ・'6952標

前田備後守幸l蹄隠居一件H ・H ・...・ H ・...・ H ・.......14941日 | 従増山城跡四方眺望之図・・… H ・H ・H ・H ・....・ H ・"9174標

前田平左衛門正次家譜・・H ・H ・...・H ・....・H ・...・H ・3085標 首館御蝕留抜書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・側標

前田孫四郎書翰写....・ H ・...・ H ・-…....・ H ・...・H ・..1229標 | 真館覚書九種H ・H ・.......・ H ・..…...・ H ・.......・H ・"67鉛標

前田政忠復姓願・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・側2標 | 真館旧記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・仰1標

前田又勝・村井藤十郎乗物行に付伺…...・ H ・"4846標 | 真館諸書物留........・H ・-…....・H ・...・ H ・-・・ H ・H ・"6797標

前田又五郎系譜・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・側2標 | 真館諸事留・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・側2標

前田弥五作系図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・叩蝶 | 真館留帳錨.........................................悌 3標

前田i保呆 (安.康〉 太失筆記.……….“…….“….日..……….日…….日….日.. ……….“……….日……….“……….“……….“…….日….日.“……….日……….“……….“……….日……….“…….日….日.渇お0ω9 真館筆記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・悌∞標

前田吉徳書翰・ H ・H ・.................・H ・....・ H ・-…・・1250標 | 真館諸書物留等ノ抄・H ・H ・...・ H ・-….....・ H ・-…・・6796標

前田鹿寧御達願伺御届書写等・・ H ・H ・........…・糊 | 町会所御作事会所七尾宮腰御縦書写H ・H ・'''6557標

前田鹿寧勤王事蹟大要・…・…........・H ・....・H ・..422探 | 町会所・御作事会所・七尾・宮腰等御定番之

前田鹿寧公履歴の増補H ・H ・...........…H ・H ・...・ お5標 | 写・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



まちつーまつま

等申波書・・・・・・....................................，...・・6567原

町統商売方等相調申帳・....................・・・・・・・・・6618擦

町続ユ罷在候者商売方等相調申帳…....・H ・-…6618旧

町年寄歴名弁勤方眼・..............................・・6598標

町奉行心得醤・.........................................6541標

町奉行達魯・........................................・・・・3550旧

町奉行動方般・.........................................6544擦

町事行手帳・........................................・・・・6542標

町廻御定書写・.........................................4509標

町役所諸事留故魯・...................................η47標

松浦豊太郎盤状控・..............................・・・・・3788標

松岡忠平文醤H ・H ・....・H ・....・H ・...・H ・-…...・H ・.10102 

松尾大明神縁起・..............................・・・・・・・・30(13)

松倉山肝煎{給銀ニ付願・...・H・....・ H ・ "75~18標. 7549標

松倉山肝煎弥右衛門願書・....................・・・・・・7549旧

松沢庄太夫等醤状・..............................・・・・・3789標

松島案内記・........................................・・・・9115標

末番通解・........................................・・・・・・・・・・7822

末醤排略・.............~..........................・・・・・・・・・・7883

松平淡路守書状外...・H ・...・H ・H ・H ・-…14771日.37011日

松平阿波守殿等御出之節諸向御入用留・H ・H ・"5151擦-
松平伊賀守番状・..............................・・・・・・・・1974標

松平池田より一保家へ縁組一件・・H ・H ・....・H ・"9007標

松平犬千代丸病.気に付小嶋安順差遣之儀につ

き番付・・・・・・・........................................・・・・1011標

松平越前守殿御飾附写・....................・・・・・・・・・9816標

松平往来申聞侠趣等....・H ・...・H ・...・H ・...・H ・.10041擦

松平加賀守深川抱屋敷・..............................・・1468

松平加賀守領分内脇往還筋書付...・H ・..…7693.7694 

松平亀五郎縁談ュ付御親翰穿H ・・H ・H ・....・H ・..862標
Ir，: 一円・

松平休侠入道害状・..............T..…・..........・・3790標

松平外記刃傷一件覚・..............................・・9505標

松平庶流諸家十三伝・..............................・・8816擦

山~般飼櫓安曇ヰ・....................・・・・・・・・・弼~

松平大弐殿御在住之内出雲守様御通之留・・・・・・6715標

松平大弐留幌等・..............................・・・・・・・・4布4標

松平大弐・前田兵庫連署状…....・H ・....・H ・-…・ 279標

松平直良知行所付目録…...........................Rnn轍

松平長門守面会之節可有周施様被仰含覚書・・.故金

松平之称号について・H ・H ・-…....・H ・.....・H ・..…8959楳

松平之称号について佐々木孫兵衛と有沢才右

術門応答寵写・・・・..............................・・・・・・・・8959旧

松平飛騨守領分高辻帳・....................・・・・・・・・・2717標
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松平康蕃系図・・..........，・・・・・・・:.;..........・・・・・・・・・・3101標

松田記・........................................・・・・・・・・・・8742標

松田左兵衛・斎藤市丞支配新川郡之内へ被下

置候種馬之子持其外駒共去年書上候内此度相

撰可申分燦申ュ不及分E又愈議次第相撲可申

分番分之帳・・・.................................... ....・・・・・7460

松任絵図・........................................・・・・・・・・・・6092

松任城祉図・........................................・・・・・・引50

松任城測量図...........................................1388標

松任城丸家之系図・..............................・・・・・8828標

松任日Ir旧記・........................................・・・・6588標

松任町間数打立之内引物書抜帳・…・・…・・・…・・・5940標

松任町人口戸数等明細書…H ・H ・...・H ・....・H ・"'5941標

松任由来書・........................................・・・・6589擦

松任ヨリ上宿下宿道程芥賃銭番上申帳....・H ・.7688標

松波系図H ・H ・...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..… 30(157)

松波松岡寺井配下寺号帳・....................・・・・・・・・・6178

松波村神主等持宮懸合→ド…・....................・・・61卯

松波村神明社松本大肥隆明・....................・・・・・・邸27

松木枝葉取て淳書….......................・・・・・・・・・叩9標

松木盗伐に付蛾ヶ原村肝煎断書・..............・・・7496標

松木盗伐見届書・..............................・・・・・・・・4835標

松之御殿図・........................................・・・・1329標

松原一信書状・.........................................3791標

松原系図・H ・H ・....・H ・...・H ・...・H ・...・H ・...・H ・..30(157) 

松原神社祝詞・...…...............................・・・・6394楳

松原墳墓由来記略・..............................・・・・・9310標

松原杢右衛門勤功之番上等・............ ........・・・5667標

松原安兵衛書状・..............................・・・・・・・・4830標

松姫君様御入興一件・H ・H ・....・H ・-…H ・H ・...・H ・.851標

松姫君様御入興一件留等...・H ・-…H ・H ・...…・・・お4標

松姫君様御入興之瑚御規式御饗応御飾芥御次

へ出五々 三等欠数之帳・・H ・H ・…H ・H ・-…H ・H ・-・・・お2擦

松姫君様御入興之翻御規式御饗応御飾井御次

出欠数之帳・H ・H ・....・H ・...・H ・....・H ・...・H ・...・H ・.852旧

松姫様御入輿之節御揃道具・…...・ H ・....・ H ・-…・ 853標

松前行目形延一件・・H ・H ・...・H ・H ・H ・-…...・H ・-…7585擦

松前表御下シ米苑捌井筒緋等買入方総勘定帳

・…5174採
松前表御下シ米三千石売捌方番上帳・..........引76探

松前表総勘定書上帳・..............................・・5173標

松前表総勘定限・.............................・・・・・・・・引67標

松前表筒緋等寅入方番上~!長・..........・・・・・・・・…・引77標
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松本左源太一件覚書・..............................・・-1662際

松本左源太一件，寛政十二氏申歳三月十一日

覚書・・・・・・・・・.......................................・・・・・・・・・4662

松山助右衛門覚書・..............................・・・・・・・・5412

纏持共以後召仕方等之写・....................・・・・・・4921標

鍾持召仕方等相改候帳・....................・・・・・・・・・4920標

的脅・..................................................・・・8503標

的之次第・........................................・・・・・・・8501標

的之審・........................................・・・・・・・・・・8311標

的之ルイヌカ番---・H ・....・H ・...・H ・-…...・H ・...・H ・"8502

的之類技書・.....................・・・・・・・・・..........・・・・8502標

二z澗私一件歎紙面…......・H ・....・H ・...・H ・....・H ・-…・・6536哲(
字玄扇面!民本藩譜略・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・匂雌

馬淵本務録・・・・・........................................・・・8766

馬淵友進先祖由緒子F一類附・..........・・・・・・・・・…・3102楳

大豆田村等用水附替分水願写・..........・・・・・・・・・・7218探

真弓国集・........................................・・・・・・・9683擦

丸物可射怒第…・亡~.........・H ・....・H ・ '85031日， 8505楳
一四百ーー ，、、 . 

丸物井草鹿之図・・・...............................…'8506標

稀成小児ェ付品々 頂戴一件・…-・…・・…-……7290標

真脇村高倉神社高原従五位・....................・・・・・・6327

廻箱中緊要留・.........................................4095標

廻箱披見覚帳・.........................................4093標

万延二年雑記・.........................................9316擦

P 満行寺文書(上野国)・H ・H ・H ・H ・...・H ・...・H ・30(125)

万行文書……H ・H ・-…....・H ・...・H ・...・H ・...・H ・30(136)

万治以前御定書・..............................・・・・・・・・1882擦

万治三年越中検地方書類・....................・・・・・・70ω擦

万治三年検地書類・..............................・・・・・海民旧
7060 

万治三年七月十八日，淡路守様富山御領知替

堺目百姓中判形有之絵図…・・・H ・H ・-….....・H ・-…'2694.

万治三年富山領知替堺目絵図添書・・・・H ・H ・-・…2694標

万治四年宗入自記・・H ・H ・H ・H ・...・H ・-…H ・H ・..30(182) 

万雑方窺帳・...... ..................................・・・・7165標

政所様苑去一巻留帳・..............................・・1025標

高病回春序・........................................・・・・9552標

漫遊唱和銀・........................................・・・・9633標

万葉集(抄出)・H ・H ・...・H ・...・H ・....・H ・...・H ・30(176)

万葉集長歌(抄出)・…...・H ・...・H ・.......・H ・'.30(177)

万飽寺様御代本線百通・....................・・・・・・・・・3412標
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三井大崎社文書(能登国)・…....・ H ・....・ H ・.30(113) 

まつもーみちの

操姫様御離別一件…....・H ・...・H ・-…...・H ・-…・・ 857採

味方(三方)原戦記....・H ・....・H ・...・H ・-…H ・H ・'''8027

三日月の日記....・H ・...・H ・....・H ・....・H ・...・H ・-…9752標

三神多宮旧記・.........................................6256旧

参川記・........................................・・・・・・・・・・8715標

三河聞醤・........................................・・・・・・・8057採

点竺多国人名郡・.........................................30(49)

4 三河物語・・H ・H ・...・H ・....・H ・...・H ・-・・H ・H ・H ・...・H ・8715

御木神社来由等詳細記・・・・....................・・・・・・・・・6058

造酒盛様御詠等・..............................・・・・・・・・1129標

水侯公園韓客贈答番・..............................・・9352標

三崎村須々 神社猿女鈴雄…....・H ・...・H ・H ・H ・...…6327

三崎村須々 神社高山勝見...・H ・...・H ・...・H ・....・H ・-臼27

微塵集覚書・........................................・・・・8066探

水上儀ー覚書・.........................................4546標

水越八郎左衛門口上容・..........・・…・・・・・・・…・・・5501旧

水越八郎左衛門返書・................................5501様

水島右近寄状・.........................................3792採

水野温故録・............................................3223標

水野義政録・........................................・・・・3896標

水原清幽口上番・・・・・・……・・・・・・・…・・H ・H ・-…・…'3545探

水屋文書...・H ・....・H ・-…...・H ・.....・H ・...・H ・...30(137) 

溝江八左衛門等書状・..............................・・3174標

溝江平七郎奮状・..............................・・・・・・・・3793擦

溝口源、右衛門書状・...............・H ・・・・・…・・・・…'379l1標

御田神社文書〈越中国)…H ・H ・...・H ・H ・H ・..30(115) 

三田村監物不慮之儀ェ付御答書・..........・・・・・・・3515探

三田村神明宮神職中川伊勢真澄・...... ....・・・・・・・・・・6325

道御案内人等請答方覚帳・......... .... .......・・・・・・1666標

道下町石瀬彦神社神薬四柳従五位吉嘩・モ主主・・・・・・6325

教千代様御色直之御点留帳等…--H.I.-二五'.779標

教千代様御色直之御用留帳井安永八年己亥正

月より之覚・...・H ・-…....・H ・....・H ・...・H ・..…...・H ・.779

教千代様御参初御居御膳部・・H ・H ・.....・H ・...・H ・789擦

教千代様御参初御膳部・…...・H ・....・H ・-…H ・H ・.789旧

教千代様御宮参御用覚書帳等….....・H ・...・H ・..785標

教千代様御宮参之記録…・・・H ・H ・....・H ・....・H ・..788標

教千代様御宮参之節云々 ・…....・H ・....・H ・...・H ・787標

教千代様御宮参之節御作法書...・H ・...・H ・...・H ・786標

教千代様御弓初等作法審・....................・・・・・・5672標

教千代出生届の儀につき伺等...・H ・H ・H ・...・H ・.766標

道乃記・................ ............... .........・・・・・・・・・・9762標

道のこと草・H ・H ・....・H ・-…H ・H ・.....・H ・......・H ・'9回1標
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みちひーみやの

礼姫君御婚礼御用・...・H ・....・H ・........・H ・.a....… 984糠

礼姫様御道具調帳・・H ・H ・...…H ・H ・-…H ・H ・H ・H ・.981標

m盟縁組一件.....................ー................978標

礼姫様御縁組被仰合候一巻H ・H ・...…H ・H ・...… 977，標

礼姫様御婚礼御道具帳・・H ・H ・....・H ・...・H ・...・H ・979標

礼姫様御婚礼御用之品調理・・H ・H ・....・H ・...・H ・.980標

礼姫様御入輿之節使者手控等...・H ・H ・H ・...・H ・'983標

礼姫様御入輿之節害状等控・..........・・・4面河組目ノ

礼姫様・多鹿若様末村領山へ御出之絵図… 10052標

三日市村等堰之図・・H ・H ・-…...・H ・.....・H ・...・H ・'7229標

三日町村住吉大明神神職長生佐登臣...・H ・....・ H ・6322

光高公街隊歌・.........................................1239標

豊之丞殿御髪置記録・H ・H ・-…....・H ・...・H ・H ・H ・.803標

三登記・….......... .... .......... ................. ...・・・・・2471

三室聞書・・H ・H ・...・H ・....・H ・.2471標， 2472標， 2473旧

三重記故書・・・・・…・・・・・・…....................・・・・・・・・・・2473

水戸公韓客贈答書・..............................・・・・・9352旧

水戸様一件・......... ............ ............ .......・・・・9301標

水戸様間合御飾付...・H ・...・H ・.....・H ・...・H ・..・… 918標

水戸様ヨリ御進物之記H ・H ・H ・H ・....・H ・....・H ・..509標

未年御勘定目録....・H ・・…・-…-…・...・H ・...…・・・5273旧

水戸藩主騒動問書・..............................・・・・・9298標

水戸浪士一件記録・................... ..... ... ...・・・・・9302標

水戸浪士自訴拝激文・..............................・・9303標

水戸浪士追討一件・..............................・・…9307標

水戸浪士追討ユ付調書・........... .........・・・・・・・・・9308標

皆子餅御;献上行列番・..............................・・鎚路標

皆子餅御紙上行列等・・・....・H ・-…...・H ・....・H ・---d鯨
皆月村日吉社神職番場備前政継…....・H ・....・H ・'6325

湊ケ所家数人数等御調理ュ付審上申帳・・・・・・・・・5974標

湊川楠公碑陰記・…H ・H ・....................・H ・.30(153) 

湊村高家数等書上被仰渡候ユ付御調理番上申

帳・・…・...................................................5973旧

湊村高家数等書上可申旨被仰渡候ュ付取調理

書上申帳・・・・・・・・…・・・・・...............................5973標

南方村柳田社桜井従五位・....................・・・・・・・・・6327

源道済家集〈抄出)・・H ・H ・...・H ・.........・H ・..30(176) 

源満雅・俊廉・藤原兼定・基綱伝・H ・H ・....・H ・8897標

峯姫様御婚礼御式・..............................・・・・・9001擦

箕浦聞書…....・H ・...・H ・-…...・H ・-…....・H ・..…・ 307標

箕浦五郎左衛門聞脅...・H ・....・H ・....・H ・'30(163)，307 

美濃国神名記・・H ・H ・.....・H ・....・H ・...・H ・.....・H ・.30(9) 

美濃国風土記・.........................................30(48)
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美濃園前田村古文密・..............................・・8658採
集輸隊北越出兵録・..............................・・・・・5479標

三引村肝煎誤り脅等・H ・H ・-…....・H ・........・H ・"4656標

三引文笹・H ・H ・...・H ・H ・H ・-…H ・H ・....・H ・...・H ・30(138)

微妙院様御直之御意覚書....・H ・...・M ・-…・375擦， 376 

微妙院様御代正保四年加越能三州之官道及裂

道之道程弁海岸湊々船入之都合海路里程等取

調被仰付節番上帳之控也・..........・・・・…...........7626

微妙院様御夜話・H ・H ・-…....・H ・...・H ・-…357標， 358標

微妙院様御夜話抄・..............................・・…3435擦

微妙院様御遺物覚等・........................ ......・・1178標

徴妙院様御遺物之覚・H ・H ・-…....・H ・"1179標， 1180標

微妙院様御印物之写上申帳・..........・・・・・・・…・・・6824標

微妙院様御真翰之写等・....................・・・・・・・・・6941標

徴妙院様御逝去後三ヶ国改作方之儀御穿盛更

ニ改作方被仰出一件・..............................・・・・・印58

徴妙院様・陽広院様御遺物帳・H ・H ・.....・H ・..…1181標

徴妙院様落胤一件口上書・...・H ・...・H ・....・H ・-… 372標

微妙院殿御夜話....・H ・-…....・H ・....・H ・.....・H ・..3印標

徴妙院殿御印物写・..............................・・・・・6824旧

徴妙公遣事・・H ・H ・....・H ・-…H ・H ・.....・H ・-…・...・H ・.361 

徴妙公御遣事…・・・H ・H ・-…...・H ・-… 357，358， 359標

微妙公御直言・・H ・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・-… 375

徴妙公御直言覚・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 376標

微妙公御夜話・…H ・H ・-…・お2標， 353標， 361鵠雌
微妙公御夜話異本・H ・H ・....・H ・....・H ・...・H ・...356標

微妙公御夜話抄・..............................・・・・・・・・3434標

微妙公御書写・.........................................1235標

微妙公御上洛考H ・H ・...・H ・...・H ・...・H ・"'377，標.378標

微妙公御年表......・H ・...・H ・....・H ・...・H ・.....・H ・.217標

微妙公御発語…...・H ・.....・H ・...・H ・.....・H ・'355標， 361 

微妙公等御書写・..............................・・・・・・・・3361標

微妙公夜話録・・H ・H ・....・H ・...・H ・-…H ・H ・......357，359 

宮北集番・・........................................・・・・・・9313標

宮腰町奉行動方帳・..............................・・・・・6549標

都羽津根・........................................・・・・・・・9130標

宮崎権太郎所蔵文書・..............................・・3516標

宮崎神社文番(越中国)・H ・H ・...・H ・...・H ・...30(115) 

宮崎弥左衛門書状・..............................・・・・・4852標

宮腰栗崎出入一巻・..............................・・・・・7706標

宮原御舟小屋絵図....・H ・....・H ・....・H ・......・H ・"6045標.

宮腰草高井家数人別および他国より入枠の品

等々相調理番上申帳・・・・・・・・…・..........…・・・・・…5962標



宮腰高免附之帳・・…・....................・・・・・・・…・・6612標

宮原町奉行手帳・・・・・・・・…..........・・・・・・・.....…・・65必標

宮原道筋村々 道程帳・・・…・・・・......・・・・・・・・・…・・・7638旧

宮原道筋村々 道の旦の御帳…・・・・…・・…・・・・・・・7638標

宮保村内等にて烏猟に付百姓共口上之覚書・・・7530旧

宮保村等にて烏猟に付百姓共口上之覚書…・・・7530標

宮保図・・・・・…・..... .................... ...... .........・・・・・6093

宮参献立等記録....・...…・……...・H ・H ・H ・-…・・ 7811日

妙音集評・........................ .... ..... .......・・・・・・・9682標

妙光寺文書〈若狭国〉・H ・H ・..…...・H ・...・H ・.30(124) 

徴・陽公奉悼詩歌集………....・H ・-…....・H ・'1095標

妙厳寺文書(能登国鵜飼)....・......... ...…・ 30(132)

妙成寺所蔵寺庵方御蝕・......... .... ...... ... ........・引57

妙成寺蝕下寺庵寺号所附帳・..........................6177

妙成寺文書(能登圏諸谷〉・・H ・H ・....・H ・-…・ 30(131)

首字寄・.................. ......... .............・・・・・・・・・・2928標

明千寺村五社宮神職杉山勇丸・....................・・・6325

明千寺村明泉寺由来・..........…・…・..........・・・・・・・6219

明珍家伝系図....・..…...・H ・.............・H ・.....30(159) 

明珍家伝早乙女家系図H ・H ・.....・H ・....・H ・-… 30(159)

明珍家伝訂正系図・H ・H ・.........・H ・-…...・H ・..30(159) 

明通寺勧進帳〈若州〉・・H ・H ・.，....・H ・...・H ・-…・・・30(18)

徴陽両公遣事....・H ・.......・H ・.....・H ・........・H ・..381標

徴陽雨公選事抄・...・H ・.............・H ・...'..・H ・-….382旧

徴陽商公夜話抄…....・H ・-……...・H ・.........… 382標

御代廼春銭....・H ・-…....・H ・....・H ・......・H ・-…・・・ 614標

弥勤山安居寺旧記写・......................... .....・・・・・6289

三輪家伝書・............ ................ ..... .... ...・・・・3407標

三輪民日記頭書・・…・・…….....…・・……・・…4532標

三輪文書….....・H ・....・H ・....・H ・...・H ・....・H ・..30(137) 

三輪伝書H ・H ・-…...・H ・.....・H ・.......…H ・H ・...30(139) 

明帰化人舜水尺股........・H ・....・・・・H ・H ・...・H ・30(189)

明故徴君文恭先生碑陰記….....・H ・....・H ・-… 30(153)

民政寮宛伺原書綴・・・・・…・・・........... .........・・・・・6337，標

民部省図候・..............................・・・・…・・・・・・・30(51)

民法文則・.........・・・・・・・…........ ...... ......・・・・・・・・9265標

む

昔の十二ヶ月 H ・H ・.....・H ・...・H ・....・H ・H ・H ・......9477標

六組御歩人高帳・........................ ......・・・・・・・・2118標

無外題(書出今様出歌事〉・・H ・H ・...・H ・..・… 30(174)

無外題〈書出神楽譜序〉・H ・H ・....・H ・...・H ・..30(174) 

無外題(禁裏御連歌等)........・H ・....・H ・-… 30(181)

みやのーむらい

無外題〈元亀二年記〉・H ・H ・.......・H ・....・H ・-…30(69)

武蔵鐙系図....・H ・...・H ・....・H ・-…........・H ・...30(159) 

武蔵国足立郡・..........・…....................・・・…30(50)

武蔵国荏原郡・..............................・・・・・・・…30(50)

武蔵国荏原郡(異本)...・H ・.....・H ・.....・H ・-…30(50)

武蔵国越生報恩寺祭礼写・....... ... ...... ....・・・・・・5ω7標

武蔵国多摩郡・..，...................・・…..........・・・・・30(50)

武蔵国豊嶋郡・.........................................30(50)

無人島へ漂着之者於八丈嶋口書写・..............7715標

夢想之連歌・.........，..........，.....，...................・・・・9655標

夢想要馬・............................ ... ...... ...・・…"8435標

夢中禄・・・・・・・・…....................・・・・・…..........・・9209，標

陸奥園高道墓碑...・H ・.....・H ・-……...・H ・-…・ 30(152)

陸奥国燕沢碑文….....・H ・-…....・H ・.....・H ・...30(152) 

陸奥国名取郡・....................・・・・・・・・・…・・・・・・・・30(50)

陸奥国宮城郡・.........................................30(50)

陸奥物語・......................... .....・・・・・・・・…・・・・・・・・・9712

陸奥話記....・H ・....・H ・-…H ・H ・.....・H ・.....・H ・.30(1ω〉

陸奥話記・..........・・・…・・............. .......・・・・・…9712標

武藤甚助・角尾三右衛門口上番H ・H ・-…...・H ・'4672標

武藤甚助等口上之覚・・H ・H ・...・H ・...・H ・.....・H ・"4672旧

武藤平左衛門等書状・.......... ............. .......・・4829，標

宗良親王紀事・・・・・・・・…・・・…・・・・..........・・・・・・…8ω1標

致貞先生朱書九ケ条解・..............................・・8196

致貞先生滅取・........................................・・・・8お9

宗辰公御出生より御官位迄之留...・H ・....・H ・...お9標

宗良親王詠歌賛辞....・H ・...・H ・.....・H ・....・H ・.30(153) 

無名録故寄................................................225 

村井出雲御城代動付帳・....................・・…・・・・2201標
-~:-・イ河 一

村井出雲害状・...・H ・...:::J・......・ H ・-…3795標.3796旧

村井出雲守番翰写・…....................・・・・・・・31871日

村井出雲養子一件留・........ .... ... ... .... ... .....・・31鉛標

村井家系....・H ・....・H ・....・H ・...・H ・-…・3113標， 3114標

村井家譜....・H ・-…3106標， 3107標， 3108標， 3115標

村井家譜魯継調理・・・・・・・・・…・...…................3109，標

村井勘十郎筆記・・H ・H ・....・H ・.....・H ・...・H ・....・H ・..348 

村井勘十郎物語....・H ・…...・H ・.......・H ・....・H ・..332標

村井勘十郎由緒一類付帳・............. ... ....・・・・・・3907，標

一村井喜乏郎知行宛行状写...・H ・...・H ・......・H ・"'2778標
トー'.

一 村井喜四郎領知、写tut--γ・・H ・H ・...・H ・....2778旧

-14'1ー

村井家宛御寄・・;…ぷ正一己ぷ工.............…・…3408標

村井家縁組・家替相続之覚...・H ・.....・H ・...・H ・'3173標

村井家縁組等之覚・..........・・・…・・・・・・・・・…・・・…31731日



-むらいーむらた

村井家家中知行宛行状・....................・・・・・・・・・3667標

村井家々譜・........................................・・・・3103標

村井家記….....・H ・.....・H ・...・H ・.........・H ・-… 30(158)

村井家軍器定・.........................................5329.標

村井家系図・........................................・・・・3104標

村井家系図井一類付・....................・・・…・・・・・・3105標

村井家雑録・........................................・・・必05標

村井家先祖之感状褒美等之事・..........・・・・・・・・・・3413標

村井家法名帳....・H ・-……H ・H ・...・H ・"3117標， 3119標

村家文書写・........................................・・・・3410標

長村井家文書写九種…H ・H ・-…H ・H ・.....・H ・...・H ・'34101日

村井家由緒害等目録・・…・・・・・…・…・・…・…・・・・・・・3112標

村井家養子等之留害・..............................・・3193標

村井家略譜・........................................・・・引10標

村井氏家譜・........................................・・・・3116標

村井氏家礼知行書写・......................... .....・・36671日

村井重頼覚書….....・H ・....・H ・...・H ・...・H ・........3お標

CSF井氏畷記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 136 

村井氏鐸養子ト相続ニ付申波書....・H ・...・H ・"'3194旧

村井主謄害状H ・H ・....・H ・...・H ・3802標， 38ω標， 3804後
村井親長伺害・.........................................3187標

村井親長書状・.........................................3796標

村井嫡子願一件・..............................・・・・・・・・3172標

村井長入郎書状・・・・~~~・H・・....................・・・…3808標

村井藤十郎勘忍長蒜..............................2876標

村井藤十郎付置申度人数帳・....................・・・3670標

村井藤十郎ュ付置申度人数之帳・..........・・・・・・・3669.標

村井長在相続一件・..............................・・・・・3194標

村井長竪覚書・…....・ H ・.........・ H ・..…4418標， 4419標

村井長貞遺書控・..............................・・・・・・・・3638標

村井長貞覚書...・H ・-…H ・H ・.....・H ・-…4092標.4224標

村井長貞・長在覚書・…....・H ・...・H ・..…....・H ・'4234標

村井長貞・長在年譜....・H ・....・H ・-…....・H ・-…4234旧

村井長貞日記....・H ・....・H ・'"・H・H ・H ・'4221標， 4233標

村井長貞日記弁学校方示談之品覚書....・H ・-…4232標

村井長時筆記・.........................................2514標

村井長時筆記抄・..............................・・・・・・・・2515標

村井長祥請書写・..............................・・・・・・・・3797，標

村井長世書状下書・..............................・・・・・3798標

村井長世日記・・・…-…・・・・…・・・H ・H ・H ・H ・-・…・・・・・4173標

村井長頼伝記並覚書・..............................・句18標

村井飛患者守家来知行取侍帳・....................・・・3668標

村井豊後守実名之覚・..............................・・3519標

村井豊後守番状・・・..............................・・・・・・3801標

村井豊後守殿御渡之御覚書等・.................・・・4086標

村井豊後守働覚書・…....・H ・-…....・H ・...・H ・...・H ・.210 

村井平兵衛宛害状・..............................・・・・・3807標

村井文兵衛宛御書写・..............................・・3805標

村井文兵衛宛御親翰写・....................・・・・・・・・・2222標

村井文兵衛請書・..............................・・・・・・・・2223標

長村文兵衛覚書…H ・H ・.....・H ・....・H ・...・H ・H ・H ・"'3157標

村井文兵衛開審…・・・H ・H ・.....・H ・....・H ・-…...・H ・..324 

村井又兵衛記録?・........・..................・・・・・・・・・・3517標

村井文兵衛組備立図・..............................・・5646標

村井文兵衛口上番控….........…・・・・…・・・・…・・5614標

村井文兵衛番状....・ H ・...・ H ・2224標， 3806標， 4431標

村井又兵衛害状之写…....・H ・...・H ・.....・H ・-…・・ 328標

村井文兵衛知行宛行状写・....................・・・・・・2765標

村井又兵衛月番停止之達書H ・H ・-…...・H ・...・H ・お鎚標

村井文兵衛長道害状・..............................説嘉標

村井又兵衛井笠間儀兵衛ヨリ番上候記録写

・・ H ・ H・.~鍔肱 327標

村井又兵衛ニ付書翰・..............................・・3804旧

村井又兵衛之覚書・..............................・・・・・3908標

村井又兵衛養子一件・..............................・・3198標

村井又六様御目見一巻・同御縁組一巻...・H ・"31811日

村井又六様御目見御縁組一巻...・H ・..…H ・H ・'''3181標

村井文書・...............................................3409標

村井帯負遺書・・・・・・ ζ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3637標
---'" ・・ー・・・ ー --盈vも1

「将井靭負害状写・-ーしよ….....................・・・・・・ぉ∞標

1 村井靭負鐸養子一件….....・H ・.....・H ・.....・H ・"'3188原

村鑑帳・................ ........................・・・・・・・・・・5951標

村方諸上納切手留帳・..............................・・7178旧

.村上家系H ・H ・-…・H ・.....・H ・.....・H ・-…...・H ・'8817標

村上家系図ノ写…・・...・H ・....・H ・-…....・H ・.....・H ・'8817

村上流山田軍書・.....…・・・・・・・・・…・・・・…・・・…・…・7980標

:村肝煎給米-汗勤方...…H ・H ・...・H ・....・H ・....・H ・'6864標

村御印写・........................................・・・・・・・7027標

村膝斉輔等宅地，畑・~1I林境図・・H ・ H ・...・ H ・ "'3627標
紫調緒之記….....・H ・...・H ・...・H ・....・H ・...・H ・.30(182) 

紫野芳春院縁起・..............................・・・・・・・・6306標

紫野芳春院御修覆絵図・....................・・・・・・・・・1088標

e紫野芳春院様御脇笠御再建諸職人図り書留二・6439標

紫野芳春院寺中之図・..............................・・創38標

村高帳・...................ー....................・・・・・・・・・・7131旧

村高等相調理番上申帳・..............................・・5968

--rぷ激安芸埼写--一 j~UCllj
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村田平兵衛口上番等・............... ...... ... ......・・3561標

濯姫様御婚礼一件……1・H ・H ・...・H ・...・H ・...・H ・976標

村松標左衛門上申書・..............................・・4009.標

村々五拾ヶ年賦返上根帳・....................・・…・5275標

村領地引高願・.........................................7107標

村領地引免願・......... .......................... ....・・7107旧

無量光寺文書(相模国当摩)…H ・H ・...・H ・..30(125) 

卦鳥巣行状之事・......................... .....て・・・・・・・3520標

室鳩巣番簡集・.................................. ......・お09標

室新助番状・........................................・・・・3810標

室直清建白番...・H ・.....・H ・....・H ・....・H ・...・H ・30(189)

室直清書簡....・H ・...・・H ・H ・................・H ・...30(189) 

め

名家由緒伝・・・・..............................・・・・・・・….2929.標

明君家訓・・H ・H ・.....・H ・...・H ・-…....・H ・....・H ・.30(171) 

鳴弦隠之巻・........................................・・・・8369標

明顕逆射之事・.........................................8:94標

q餓年竹之大事・・・・・・・・…・・・....................・・・・・8374標

鳴弦之聞番・....................・・……・..........・・・・・8375標

鳴弦之事・......... ........ .......................・・・・・・・8お8標

鳴弦之次第…H ・H ・-…....・H ・.....・H ・...8376標.8377標

鳴絃番・.......................................... ... .....・・・8371

鳴弦引目相伝檀次第....・H ・.....・...・H ・.....・H ・...8379標

鳴弦矢之図・..........・・・・……・..........・・・・・……・・8378標

銘番目録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1側 7標

名産之品々 帳・...... ....・・・・・・・・・・…・...... ....・・・・・・・7411標

明治改元之仰出番・................... ...........・・・・・1955標

明治元年御逮覚書等・....................... .... ...・・9260標

明治元年御礼之次第・..................... ... ......・・3お1標

明治三十三年暦・..............................・・・・…・9523標

明治七年御製等・......... ................ .....・・・・・・・・9672標

明治七年十二月・六弊一件番類・・H ・H ・-…....・H ・.9467

従明治二年四月至同四年十二月為東京御守衛

出張之諸隊長其出張順兵隊交名等綾脅附録・・・・・・5589

明治二年御用留・......... ...... ...............・・・・・・・・6823標

明治二智子歳入租税等調理・.......................5128標

明治二年ヨリ同四年マテ御警衛等故書H ・M ・-…・・5590

明治四辛未冬十一月十二日太平海邦船亜米利

加号発航，特命全権大使岩倉公等乗込姓名録・・・8982
明治四年雑録・.........................................3977.標

明治六年家禄奉還布告抄・....................…..92斜標

名物系目録....・H ・...・H ・...・H ・....・H ・.....・H ・...30(183) 

琴
-149ー

むらたーもとお

明忘録・・・・・............. ....・H ・・・・・・・・……........・H ・3876標

明良洪範抄・・・・・・・・…....... .......... ...・・・・・・・・・….8861標

明倫堂御規制・..…...・・…・..........・・・・・….........5874標

明倫堂訓導等・.........................................5893標

明倫堂経武館記録・..............................・・…590.討票

明倫堂役料之覚・..........・・・…・..........・・・・・・・…5891標

明倫堂類表・....................・・・・・・・…..........…5869標

明暦改作方旧記・............. ...... ...........・…・・・・6937，標

明暦元年加賀国白山山域争論記事概略H ・H ・...10059 

明暦の白山争議・…....・H ・...・H ・...・H ・...・H ・....・H ・.1555寸キ
迷路抄・.....................................................9899

明和到jG子年六月二日八幡新善法寺僧正様法

眼様金沢御出府，同月廿八日御屋敷へ街瓶詰

ニ付御客附御献立御作法付等控・..........・・・…・・・3653

明和七年下博労町々格定書H ・H ・......・H ・......・H ・.6563

明和六年光現院様五十回御思留帳....・H ・H ・H ・.10101 

目:坐末之州・-…・...・H ・-・…・…H ・H ・..…・…・・・…7349標

被召出候者留魯・...................... ........・・・・・・・・2851標

目見以上七拾歳以上U、々並町在扶持遊置候

九拾歳以上之人々 名寄・......，...... ... ....・・・・・・・・・7鰯標

免状大星相伝巻・......... ............... ......・・・・・・・・8017.標

も

申送状・・・・・・.............. ........ ......... ..... ....・・・・・4113標

盲杖録・...... .... ...... ....・・・・・・・・…..........・・・・・・・・1848標

孟子略説・・・・・…・・・..........・・・・……........・・・・・・・・・7762

申渡之覚・....... ...... ..... .... ... ........ .........….6597標

毛利家記・............ ........・・......... ...... .......…8748標

毛利敬親父子一件覚等・.............................9337.標

毛利秀元記・・…・・・・・・.............. .......... ......・…8749標

毛利六郎左衛門乱心一巻留帳・....................3521標

最上記追加・.................. .... ......... .... .....・・・・8684標

最上記抜牽・........................................・・・….8鎚4

最上軍記・........................................・・・・・・・8683標

最上義光改易等開審・・・・・・・・…....................・・8848標

木馬之魯・................... ......... ............・・・・・・・お81標

謀塩草・・…・・・・・・・..........・・・・・・・…・・..........・・・…・・・・8340

茂枝雑紗・............. .......・・…・・..........・・…・・....62標

持宮決済之分・......... ...........・・・・・……・・・・・・・・・・6192標

持宮等争論一巻・..............................・・・・・・・・6190標

持弓持筒之儀控・..............................・・・・・・・・5318標

元御預所高免候・..............................・・・・・・・・7374標

元御預所村々現銀御払米返納延引願等・H ・H ・-・沼84標



もとおーやすい

元御預所村々 非常貯用籾ユ付願書等写・・・・・・・・・7379旧

元御預所村々 明細帳一件...・H ・....・H ・....・H ・-…2762標

元学校附組地絵図・...............................・・・・・6032旧

基五郎様御家督御礼被仰上御当日御客御作法

井御同所様御出改而御対顔之節御作法・...........1488

基五郎様御家督御礼被仰上候御当日御客御作

法等・・・・・・・・........................................・・・・・・1488標

基五郎様御発駕之節御作法….....・H ・....・H ・-… 734標

基五郎殿御髪置記録....・H ・...・H ・....・H ・....・H ・..801標

本吉絵図・........................................・・・・・・・6044標

物成請取之覚書等・..............................・・・・・2774旧

物成井秋夫銀請取之覚・....................・・・・・・・・・2774標

籾納返上根帳・・…・・・・..............................・・・6979標

紅葉山御供絵図・.......................................................・・・・・・・・6445標

紅葉山之図・........................................・・・・斜46標

木綿屋彦兵衛一件・..............................・・・・・4680標

百浦村百沼比古神社神主宮谷信一...........・・・・・・・6322

桃井系図...・H ・-…H ・H ・...・H ・.....・H ・-…H ・H ・..30(156) 

挑之助殿御出府御行列附・・H ・H ・...・H ・2729標， 2730標

桃花家記録・........................................・・・・8941標

盛岡誠之絵図・.........................................91斜標

盛菓子図・.................................................... .......・・・・・・・9849旧

森家記・...........................................................・・・・・・・・・・8818標

森田小三郎文書・'"・H ・...・H ・....・H ・....・H ・...・H ・.10102 

森田平次意見書・..............................・・・・・・・・2529標

盛府覚書抜悲・.........................................8055標

守部系図…....・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・....・H ・...… 30(159)

森山熊野新社差出書類綴・....................・・・・・・6508標

森山熊野坂F社々領ユ付達書・....................・・・6507標

森山熊野社文書〈能登園〉・・H ・H ・....・H ・...・H ・'30(113)

森山泰寛ヨリ差出書類・…H ・H ・..…H ・H ・...・H ・"6508旧

〆」ち諸問彦神社文書〈能登国〉・……...・H ・.....・H ・'30(112)

諸橋稲荷社文書〈能登園〉…H ・H ・...・H ・H ・H ・"30(113)

諸橋文書・........................................・・・・・・侃97.標

悶遺方往番・........................................・・・・3974標

間遊方来書・........，...............................・・・・3973標

聞香類褒・・H ・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・.......10002標

門前村櫛比諸岡神社神主四抑栄男五…・・・・・・・・・・臼25
紋槍縦形・...................................・~..・・・・・・・日33標

問答録別集・........................................・・・・7760標

開名寺文番(越中国八尾〉・H ・H ・H ・H ・....・H ・"'30(130)

や

野営本陣備立図・・..............................・・・・・・・8129標

八木音羽之風・.........;...............................9434標

役員交名帳二種・..............................・・・・・・・・2158標

役替加増新知家督役掛等記録・..........・・・・・・・・・・2199標

役懸帳….....・H ・-…....・H ・...2132旧， 2135標， 2144標

役掛帳・........................................・・・・・・・・・・2136標

薬価即納樽~・........................................9565標

役方密談・........................................・・・・・・・5717.標

役儀等御免拝領物・..............................・・・・・2197.標

薬師寺塔露盤銘文….....・H ・-…....・H ・....・H ・.'30(152) 

役所張出し旧記之写・H ・H ・H ・H ・...・H ・-…H ・H ・"'6936標

役附帳・...................，....................・・・・・・・・・・2133旧

役高陣列略記・.........................................5309標

役人附番割等の覚・..............................・・・・・3958標

役人前録・........................................・・・・・・・89侃標

役向日記・…....・H ・....・H ・-……H ・H ・..…...・H ・"'4750標

役向要用心覚・.................一........................2279標

役料御加増新知等覚・..............................・・2198標

役料所附之写等・..............................・・・・・・・・27821日

矢捧寄註志・........................................・・・・84似標

矢細工之事・.............................. ..........・・・・8483標

屋敷打渡絵図・.........................................35回標

屋敷打渡容控・ヌ・・・・・・・・・....................・・・・・・・3矧標

屋敷方・..........~.5................................ ・・・・3531標

屋敷方新御絵図御入用一件・....................・・・3562標

屋敷内外にて喧略有之節之錠・..........・・・・・・・・・・4ω81日

屋敷拝領方願書・..............................・・・・・・・・3547標

屋敷拝領地願・.........................................3546標

家地子商売方調帳・..............................・・・・・6619旧

八島軍伝・........................................・・・・・・・8751標

八嶋家伝来御一行物紛失届・....................・・・2875標

八嶋巷歌識文秘解・..............................・・・・・9790標

八嶋巷歌口文秘解・..............................・・・・・ 9.6旧

矢嶋権左衛門由緒等・..............................・・~á7引日

銀模集・............ ......... .... .....・…・・・・・・・.........8461標

矢代口伝・................................................84日標

社倉抜書…........................................・・・・・9427旧

J 矢代的鎚古之節前後自分覚書….....・H ・....・H ・'5677標
ーι.

7菅屋代文書・H ・H ・......・H ・.....・H ・...・H ・H ・H ・-…・ 30(138)

-150ー

安井顕比所蔵書簡写・..............................・・3523標

安井顕比略系井履歴書・....................・・・・・・・・・3522標



安井系譜・・・・・・........................................・・3121標

三安井村安居寺崇光院様陵・長慶院様御陵絵図…ω92

ぢ安弁村安居寺長鹿院様街陵絵図................…・・9092

-，慰君様御呈入之節御献立番...・M ・.............・H ・5缶標

靖国神社五十年祭一件・....................・・・・・・・・・6398標

保田文書H ・H ・...・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・..30(138) 

値千代殿と淑姫君様御婚礼次第・・・・・・・・・…-….8997標

箭筒弓台寸法之図・..............................・・・・・8527標

康富記抄・........................................・・・・・・・8676標

安見流砲術・........................................・・・・8440標

箭代之番・........................................・・・・・・・8363標

矢田勘兵衛等論番写・..............................・・3811標

矢駄村加茂下上社神職田中政秀・..........・・・・・・・・・・6322

矢田村製鉄所一件・..............................・・・・・5788標

矢田村製鉄所合盛米ニ付願・....................・・・5787標

矢田村製鉄所之逮番等・....................・・・・・・・・・5786標

矢田村領等ュ而製鉄所御用地被仰付候一件・.....5788

矢違之衛....・H ・...・H ・....・M ・...・H ・...・H ・....・H ・...830J標 fi;'..J

野帳・領絵図受取目録・…....・H ・....・H ・.....・H ・.7057標ち:-:，f

宿札員数....・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・.....・H ・...・H ・.10075標

宿札欠数...・H ・.....・H ・-・……H ・H ・...・H ・..…… 100751日

宿屋木銭請取番…....・H ・..…H ・H ・-…H ・H ・...100邸旧

矢取台之図・........................................・・・・斜69標

宿割帳・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10074標

柳瀬合戦・........................................・・・・・・・・・・8022

柳瀬合戦前後間議・..............................・・・・・・・・80お

柳瀬合戦前後略穏・..............................・・・・・8032標

柳瀬合戦略記・.........................................8031標

梁瀬合戦略譜解・..............................….....8033標

柳島妙見ヘ御参詣之節森川五郎右衛門別荘数

寄屋井座敷飾附....・H ・...・H ・.....・H ・........・H ・...651標

柳田八幡宮文番(能登園)...・H ・............・ H ・.30(113)

柳之御間之図・.........................................1308標

矢芥早矯之事等・......................................8447旧
矢・井鉄焔之事・...................... ...... ...... ... ...・斜47標

矧寸法定等・............................................8337擦

八幡村八幡宮小室村諮問比古神社相神村相見

神社神職曽原昌貫・・....................・・・・・・・….......6322

矢関之次第附矢口祭事・.............................8302旧

タ流鏑馬之次第...・H ・..…H ・H ・...・H ・-…...・H ・...…8346標

J主流鏑馬井調練等記・・・・・…H ・H ・..…・・・…・-…・・…・5693標

矢馳馬之次第・.............…............................8346
山御年寄衆御貸小屋絵図・....................・・・・・・3619標

-151ー

やすいーやまな

山形出羽守義光之旧記・....................・・・・・・・・・飽48旧

山岸七郎兵衛番状・..............................・・…3812標

山口記...・H ・...・H ・-…5369標， 5370標， 5371標， 5372 

山口源五郎願書写....・H ・....・H ・-…....・H ・...・H ・'2207標

山蔵縫殿助書状・..............................・・・・・・・・4818標

山崎家系・........................................・・・・・・・3122標

山崎家諮・........................................・・・・・・・31お標

山崎軍功記・........................................・・・・3524標

山崎左太郎先祖功績事蹟拾遺・..........・・・・・・・・・・3415標

山崎氏切銃万記...・H ・.....・H ・.....・H ・......・H ・.30(153) 

山崎氏撰菅家累鰭不審答書...・H ・.....・H ・...・H ・.181標

山崎長門守家来侍帳・・・..............................3672標

山崎村宋神社河原村神明社神職高崎知掌-・~..・・6322
山階家記録・.......................................広三8681標

山代官、稿・........................................・・・・・・・9063標

山代社旧神職武田繁明田地等旧藩寄附地絵図・・・6489

山代社境内絵図・.................................…..・・・6489

山城図・............. ... ........................・・・・・・・・・・8288標

山城園愛宕郡東紫竹大門村芳春院明細帳・・・・・・・・・6219

山城国兎道郡・.........................................30(49)

山城国久世郡・.........................................30(49)

山城園風土記・.........................................30(4の
山城国淀誠之図・....................・・・・・・・…・・・・・・・・9204標

山城之図・...............................…・・・・.........8211標

山城之図写・.......................... .... ..........…8212標

山城名勝志、ヲ幡故粋記・....................・・・・・…・30(51)

山代薬王寺由緒醤・......................................6058

山田系図...・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・..…...・H ・..30(157) 

山田新田由緒根帳・…・・・・・・・・・・…....・H ・-…………・7088

山田伝丞・倉知久兵衛書状...・H ・..…...・d・...…4823標

山田野新田由来...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..…7088標

山田正勝系図・.........................................3124標

山田村八幡宮神職掘内和泉定業・....................6325

山田文番・・・・H ・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・..… 30(138)

大和守利孝君家系・..............................・・・・・1500標

大和国宇陀郡・..............................・・・・・・・…30(49)

大和国風土記・...............................…・・・・・.30(47)

大和国平群郡・..............................・・・・・・・・…30(49)

大和めぐり…...・H ・H ・H ・...・H ・...・H ・...・H ・...・H ・...9773

大和流弓番・........................................…8354標

大和流弓魯天地之巻・..............................・・・・・8354

山中温泉縁起・............................ ....... .....・・・・9777

山中行記・........................................・・….9780標



やまなーょうこ

山中十景詩・・・…・..............................・・・・・・・…'9777

山中湯治日記..........................................38お5sl螺票
山中湯由来.....................・・・・・…................…9777

山伏頭医王寺持宮上野村八幡社一件・..........・・・・6190

山本勘介晴宰入道々鬼・..............................・・8819

山本久太郎書状・................... ...........・・・・・・・・3813標

山本源右衛門覚書・...・H ・-…....・H ・....・H ・..…357，358 

山本随筆....・H ・...・H ・.........・H ・....・H ・....・H ・-…… 357

山本索百蔵書翰・.......... .... ........ ........・・・・・・・・3814標

山本道鬼由緒・・…・・・・・・・・・・・・…....................・・8819標

山本基庸建言書・H ・H ・.....・H ・-…...・H ・....・H ・.30(189) 

山本基庸害状...・H ・...・H ・...・H ・....・H ・'3815標， 3816標

山本文書....・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・H ・H ・.....・H ・..30(138) 

山本弥ニ右衛門書状H ・H ・....・H ・...・H ・4831標， 4832標

山脇節夫碑陰記・H ・H ・.....・H ・....・H ・....・H ・-… 30(153)

槍捧之図等・…・・・・..............................・・・・・・8日7標

夜話....・H ・....・・H ・H ・....・H ・.....・H ・.....・H ・...・H ・.383標

夜話抜書...・H ・-…...・H ・..…...・H ・....・H ・....・H ・..326標

ゆ

湯浅翁手簡・・・・・..............................・・・・・・・・・・3885標

湯浅三輪両家伝魯・..............................・・・・・3416標

由比勝生発句集・.............. ................・・・・・・・・9692標

維摩会記録撰要抄・........ .......... .... ... ......・・・・30ω9)

維摩会講師次第・・・・・・…....................・・・・・・・・・・30(89)

維摩会読師記・.........................................30(87)

維摩大会撰要記・..............................・・・・・・・・30(86)

雄鑑抄・.......... ............... ...............・・・・・・・・・…7919

雄鐙微妙至醤巻・............…............. ...... ...・・・・7916

有磯造郡鯨康正和歌、;)~!~-時事官同市町防磁9日蝶

結城戦場記・・・・・・・・・….....….......... ....... ...・・・8693標

激記等七種・........................................・・・・9777標

遊軍三備・....................・・・・・…・・・..........・・・・・・8144標

遊軍三備之図・・..............................・・・・・・・・・・8144旧

幽谷先生遺稿・.........................................772:1標

幽斎道之記・........................................・・・・9744標

融山院由来帳・..............................・・・・・…・・・・・6222

有章院様御法事一件寄抜・....................・・・・・・1175標

遊所歌舞伎等街博之御請・....................・・・・・・9908標

有初有終録・........................................・・・・3349標

祐仙院様御居宅御絵図・....................・・・・・・・・・1419標

遊泉寺山々 師鰍合銀等人別調理書・・・…・・・・・・…7558標

有職問書・...…・・・・・..............................・・・・・・8920標

有職問答・・・・・・..........・・・γ・・・・・・..........・・・・・・・・・・89お擦

雄飛館大砲方渡絵図・-…・・・・・・.....................5918標

雄備集・..................................................・・・7927

夕日;神社縁起・...・H ・H ・H ・......・M ・....・H ・.....・H ・'30(13)

勇姫様御婚礼一件....・H ・...・H ・-…...・H ・.....・H ・.937標

勇姫様御婚礼御用留帳....・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・..938標

湯川南墨墓碑銘・..............................・・・・・・・・3525標

雪竹の富楽...・H ・.....・H ・...・H ・...・H ・-…...・H ・.30(175) 

行山新右衛門口上書....・H ・-…...・H ・....・H ・-…"5711標

行山新右衛門書状・..............................・・・・・4805標

湯原氏青山五左衛門ヘ間合之内故書・...........3862旧

四ー・4 由比勘兵衛所持之宵由来書井紙面…・・…・・・…・8548標

弓書・・・・・・・・........................................・・・・・…・お26

-152ー

弓之図・・................................... .....・・・・・・・・・8493楳

弓之本地・............. ......... ........・…・..........・・8298標

弓之由来・........................................・・・・・・・8487旧

弓初聞書・........................................・・・・・・・8364標

弓初井乗初之節之絵図・.............................5675標

弓藤遺様之次第・....................・・…・・・・・・・・・・・・お05旧

弓目録註解....・H ・-…....・H ・-…...・H ・-…・H ・H ・"'8327，標

弓矢請取渡しの法…...・H ・...・H ・......・H ・...・H ・"8365標

由美弥二郎曾状・..............................・・・・・・・・3817標

弓矢惣名・........................................・・・・・・・斜88標

弓矢の番・........................................・・・・・・・創87.標

弓矢来歴・…....・H ・...・H ・...・H ・...・H ・"'8296標， 8297，標

由良播磨守より指越候由緒番…...・ H ・.....・ H ・..…6309

よ

薬役始末・・・・・・........................................・・・・・5517

葉役集魯・..............................・・・・…・・・・・・・・・・・・・5517

葉役目録・H ・H ・........5514標， 5515標， 5516標， 5517 

揚貴民基誌・・H ・H ・....・H ・....・H ・...・H ・.....・H ・..30(152) 

要器詳伝・........................................・・・・・・・8553標

楊弓あらまし問書...・H ・....・H ・.....・H ・-…...・H ・'84卯標

謡曲口伝紗・H ・M ・....・H ・-……....・H ・......・H ・-…9979標

謡言私曹、・........................................・・・・・・・9974標

謡言乱宮、拾遺・.........................................99布標

語言粗志訂補・.....…........................・・・・・・・9976標

語言乱官、漏脱・・・・・・…・・・."..................・・・・・・・・・・9977.標

陽広院様御歌・.........................................1240標

腸広院様御詠歌百首・............. ........ ....."...・・・・・1お8

陽広院殿霊堂遷座一巻・....................・・・・・・・・・1096標

陽広公偉訓….....・H ・....・H ・.30(171)， 386標， 389，標
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溶姫様御婚礼ニ付献上物伺・H ・H ・...・H ・H ・H ・-… 913標

溶姫様御祝儀献上物留・H ・H ・....・H ・....・H ・...・H ・913旧

揚姫様御結納之儀ユ付小笠原縫殿之助殿御越

之節御作法....・H ・-…H ・H ・-…....・H ・.....・H ・..…・ 856標

溶姫様入国一件…・・・H ・H ・...・H ・-…...・H ・....・H ・.725標

庸夫僅談・........................................・・・・・・・6280標

用法自紗・・…・・…・・...・H ・..…...・H ・..…・・・…・…7924標

用法抄・H ・H ・...・H ・-…...・H ・...・H ・...・H ・..….......7922標

!謡本好文木・…...・H ・..…....・H ・.....・H ・...・H ・.....9980旧

;要門切紙秘伝之内押前制法巻口義…...・H ・...・H ・.7988

要用按審・・・・・・................ ....... .......・・・…......ヴ7必3標

預舷玄院随雷穂樫麿竺竺.溺宙一一….“….日...…………….“………….“……….“…….日…………….日…………….日…………….日…………….“…………….“…………….“…………….“…………….“…………….日…………….“…………….“…………….日…………….日…………….日…………….“…………….日…………….“…………….日……….“…….“….“.

除知米千機之番附・・・・・...............................5207旧

除米ユ付算用場事行ヘ達書・・・・・・・・…・・...........6980標

横地秀之進北越出兵一件綴・....... .............・・・5482標

横目足軽従神奈川之届写…...・H ・.......・H ・....・H ・.5821

横目方旧記・H ・H ・-…....・H ・...・H ・..……....・H ・...4802標

横自動仕方御定覚・・H ・H ・....・H ・...・H ・.....・H ・....24必標

高目勤方・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4813標

横山和詩写・............ .... ... ...........・・・・・・・…・・・・96101日

横山家譜・...・H ・-…3126旧.3127標.3128標.3129標

横山家譜井補註・........................... ...・・・・・・・・3126楳

横山家譜之抄・.........................................3128旧

横山義六郎居屋敷拝領顔等写・....... ...・・・・・・・・・・3日4標

横山義六郎覚書・…….....・M ・-・・H ・H ・.... .... ...・…3657楳

横山畿六郎家来磯田半右衛門委変死一件・・・・・・4671標

横山義六郎家来磁田半右衛門委変死届等・・・・・・4671旧

横山義六郎害状...・H ・-…H ・H ・...・H ・...3821標.3822標

横山蔵人病死之件諸事留・.......... ..........・・・・・・3658標

横山蔵人養子一件・................ ......... .....・・・・.3199標

横山系図・............. ... ... ...........・…・・・・・・・・・・・・・3125標

横山家歌会披講・..............................・・・・・・・・96761{

横山外記由緒覚書写・..............................・・3137.標

横山家系図等十三種・..............................・引33標

横山家系図之写・..............................・・・・・・・・8820楳

横山左衛門書翰・.......…..........・・・…・・・・・・・・・…38231日

横山氏覚書・..........…・・・・・.......... ... .... ...・・・・・・3418標

横山氏記録・............ ....... ........ .... .........・・・・3419標

横山氏記録ヨリ富山支藩ニ関スル記事抄録…27121日

横山氏系図.......・H ・....・H ・....・H ・..…・3131標.3136標

横山氏所蔵旧記・・・・・・・・・…...........…..........・・3420標

横山氏所蔵書状・............................. ....・・・・・・・・3819標

横山氏日記・…....・H ・....・H ・...・H ・.....・H ・....・H ・.4171標
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腸広公偉訓附教歌・...・H ・...・H ・H ・H ・......3斜標.385標

陽広公遺訓附録・..............................・・・・・・・・9631標

陽広公遣事・...・H ・-…....・H ・...・H ・-…...・H ・...・H ・390標

腸広公御夜話……H ・H ・-….............…H ・H ・-… 388標

陽広公御夜話一諒訓一....・H ・-…...・H ・H ・H ・..… 387標

陽広公御法事留・....................・・・・・・・・・…・・・・・・1097標

陽広公道歌百首・.........................................1238

陽広公百詠・...................................... .......・・・・・・・1お8

陽広公百首御歌・..............................・・・・・・・・1238標

永光寺置文(洞谷山)....・H ・....・H ・....・H ・-…・・30(18)

永光寺関係記録...・H ・......・H ・...・H ・...61871日， 6509旧

永光寺古文書写・..............................・・・・・・・・62'76擦

永光寺境分間番杭帳・..............................・・6509標

永光寺文書(能登国酒井〉….....・H ・....・H ・-…30(ロ:6)

養蚕方御触抜書・..............................・・・・・・・・7456標

養蚕規範・........................................・・・・・・・7454標

養子縁組願等・.........................................3185標

養子ュ付口上書...・H ・...・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・-…・3184標

要褒紗・...............................................................・・・・・・・・・・9898標

陽春院様一件・…...・H ・-…....・H ・....・H ・....・H ・...380標

養生訓・........................................・・・・・・….9558標

横笛譜越天楽井今ゃう...・H ・H ・H ・...・H ・...・H ・...9901標

用水方材木代銀等取極書・....................・・・・・・7224標

用水川除等留七種・..............................・・・・・7228標

容体書記録・........................................・・・・9563標

幼童手引前田御系図・..............................・・・・・90標

陽徳院女房奉書写・...............................・・・・8667.標

溶姫君御引移一件・…...・H ・.....・H ・-…...・H ・-… 911標

溶姫君様御行列控....・H ・-…...・H ・...・H ・....・H ・..906標

溶姫君様御引移一件...・H ・.........・H ・....・H ・.....ω9標
溶姫君様御引移御婚礼御用日記.............・H ・.910標

溶姫君様御引移御用…...・H ・...・H ・............・H ・912標

溶姫君様街駄・.........................................12回標

溶姫君様御婚礼御用留...・H ・...・H ・.....・H ・.......ω2標
溶姫君様御婚礼之節響固建方絵図….....・H ・...ω8標
溶姫君様御住居定式ーヶ年分御入用御省略取

調帳・・・・・・・・................. ................ .......・・・・・・5152標

溶姫君様御入興一件寄按…....・H ・-…・・鈎1標，卯3標

溶姫君様御入興之上御献上井御進物御用之御

万等御用意一件....・H ・...・H ・.....・H ・......・H ・..… 914標

溶姫君様ヨリ因幡守様へ御手向御詠・・H ・H ・H ・H ・.1263

溶姫様江戸へ御引返之節御道中御行列附…..732標

溶姫様御婚礼一件・・H ・H ・-…H ・H ・....・H ・.....・H ・.904標



よこやーよしの

横山如雲口上之覚…....・H ・-… H ・H ・....f.・H ・-… 350標

横山新左衛門曾状・..............................・・・・必19標

横山・多賀手覚....・...・ H ・...・H ・....・ H ・.....・H ・...4131標

横山隆平家蔵旧記・・…...............................3421標

横山隆平家蔵古文魯等・ H ・H ・...・ H ・-… 3511日， 3422標

横山隆平旧記・.........................................3526標

横山隆平祖先以来事蹟書・....................・・・・・・3130標
「一一ー“一 〉

横山隆幹文書…....・H ・.......・H ・-…...・H ・...・ H ・..10102 

横山隆盛叙爵一巻・..........・・・…・..........・・・・・・・・2卯8標

横山忠次魯状・..............................・・・・・・・…3823標

横山竜子哀悼歌・..............................・・・・・・・・9678標

横山竜子詠草・..........・・・・・・・・・…..........・・・・・・・・9675標

横山遠江守組備立ノ図................・H ・....・ H ・"5647.標

横山長隆公碑銘井長知公伝・.............. ......・・・3528標

横山長知伝・.............................. ....... ...・・・・3529，標

横山縫殿屋敷拝領願井図・....……-…....・H ・".3551標

横山半喜墓碑銘....・ H ・...・ H ・....・H ・....・ H ・..… 30(153)

横山秘冊・・・・・・・…・........... ............. ......・・・・・・・3417標

横山政和詠草・・・・・・戸・・・・....................・・・・・…'9674標

横山政和覚魯・.........................................4:お4標
横山政和所蔵御岳写...・H ・.....・H ・...・H ・...・H ・...10101 

横山政和・前田晋・横山隆淑手留按翠・H ・H ・..4109標

横山政和文書...・ H ・H ・H ・.....・H ・....・...….....・H ・10102

横山政次郎等家督相続之申渡…....... ...・・・…3171標

横山政孝御続柄帳…...・H ・...・H ・..…・3134標， 3135標

横山政寛宛害状写・................ .... ..........・・・・・3818標

横山元傍先祖死後年号等覚・..........・・・・・・・…・引38標

横山文書....・H ・H ・H ・.........・H ・........ ...・H ・...30(138) 

横山山城守揚地図・・・H ・H ・...・H ・-・・…・・・…・・・…3629標

横山山蛾守覚魯....・H ・...・H ・....・H ・....・H ・...・H ・.351標

横山山城守叙爵之留写・.......... ...... ....・・・・・・・・・2907，標

横山山城守番状・..............................・・・・・・・・3820標

横山大和守口上密・........... ........... ........・・・・・4826旧

横山大和守等書状・....... ..... ..................・・・・・4826標

横山蘭州番蹟・…-……………・・・・・・・・・…・・・H ・H ・'9732標

横山略系図・............ .............. ....... .......・・・・3132標

一一横山隆平日記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・必02標

義詮将軍宣下行列附・ H ・H ・-…....・ H ・...・H ・.......30(8) 

義景記・ H ・H ・.......・H ・....・H ・.......・H ・"8706標， 8707標

吉崎鹿嶋絵図・.........................................7363標

吉崎道の記・…・..........・・…・・..........・・・・…・・・・・・・・・9776

吉崎村新道切明け箇所申分詮議一件・...........6988標

義貞軍記・......................... ..... ..........・・・…8059標

吉田一流村短名秘書・・・・・:…・・・.....................8474標

!一春田家系・・…・・・・・・・・・・…-…・・・..........・・・・・・・…3139，標

吉田家系図・・・・・.......... ..... .....・・・・・・・…・・・・・・・・・・お39，標

吉竹村道の記・.......... ........ .... ........ ..........・・・・9776

吉田氏系図帳外二種目H ・H ・...・M ・-…....・H ・"3140標

守射法系譜・..........…….........................8338標
吉田神社文書(常陸国)...・H ・....・H ・....・ H ・.30(105) 

吉田惣兵衛書翰・............. ........ .........・・・・・・・・4824旧

吉田惣兵衛等害状・.......................・M ・・・・・・・・・・・4827標

吉田訴状一件・.........................................3932旧

吉田大蔵書状之写・.......・・・・・・…・..........・・・・・・・3824標

吉田文右衛門訴状一件・・・・・・・・・…・..........・・・・・・・3932標

一吉田印西派秘事問醤，弓目録註解.....・ H ・....・ H ・'8327

吉田茂平高山藤右衛門喧暇車懸者役相勤申内

喧嘩之沙汰ε而罷出候覚書且又牧彦右衛門相

勤候内同事…....... ...・・・・…..........・・……・…・・・・・・4640

一一吉田氏弓魯叙等....・H ・.......・H ・....・H ・...…-…"8336標

吉田流印可之条々 ・H ・H ・..…...・H ・........・H ・-…'8333標

吉田流弓道相伝之次第記・..........・・・・・・・・・h ・・・・・8322標

吉田流弓道由来・-…・・・・・・・・・…・・・・・・..........・・・・・・8322旧

吉田流弓法根之巻・…....・・・…・........・………...8476旧
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吉田流弓法根之巻手覚・....... ..... ........・・・・・・・・・8477旧

吉田流弓法免状・・・・・…・・・・…….......・H ・-…・・…8341標

吉田流弓法目録……...・H ・-・おM標， 8325標， 8326標

吉田流件之巻問書・...................................8335標

吉田流五行弓矢・H ・M ・..・・ H ・H ・-…...・H ・...・H ・....8475標

吉田流極々 秘伝肝要節揃集・-…・・…・...........84必標

吉田流極秘事張品々 小図・-…..........・・・・・・・・…8478標

吉田流三光之醤…・・…・・・・.........・・・…・・・・・・・・…8323旧

吉田流所要箭揃集・............ ........・・…・・.......8448旧

吉田流大意要法・.......... ...... ...... ... .....・・・・・・・・8328標

吉田流手前之条初篇・................................8330標

吉田流目録諸合留…...・ H ・-…...・H ・......・ H ・-…8329標

吉田流諜品々 之図.....・H ・.......・H ・........・H ・.....8478旧

吉田流弓寄叙等・..........・・・…・・・・..........・・・・・・・・8336旧

吉田流弓手前之条々 ・ H ・H ・........・H ・-・邸31標， 8332標

吉田流弓村之番・.......... ...... ..... .... .....・・・・・・・・8342標

吉田流弓村之燦々.....・H ・......・H ・..............・M ・"8342

吉田流弓村之目録H ・H ・...…H ・H ・..........・H ・-…お43標

吉田流歴代名判之寄・................................8340標

吉田六左衛門秘密・.................. .............…8164標

吉野拾遺・・H ・H ・....・H ・........・H ・......・H ・...・H ・30(179)

吉野十景巡見記・.........................................9781



吉野百首........・M ・...・H ・.....・ H ・-…....・T・-…・・ 30(178)

吉野都領十景記行・............... ... ....... .....・・・・・9781標

吉晴武功…・..........・・・・・・…・....................・・・888!螺

吉見伝書…....・H ・............・ H ・...・H ・...・M ・...30(136) 

吉村金左衛門手負一件・..........・・・・・・・…・・・・・・・・46日標

鹿寧公家乗・ H ・H ・-…… H ・H ・...・H ・ぉ7標，お8九69標

鹿寧公小伝逸事井御詠・H ・H ・...・ H ・....・H ・...・ H ・.424標

慶寧公の上番・.........................................15:斜標

設章記・.......…・..... .... ...........…...............8750標

与荷米畑山年貢出入訴状写・....... .......... ...・・・71路標

米川常自注合之伝書井諜光斎防録・2・，H・H ・..1∞09標
世世七条雑記…...................:.Jに..・・・・・・・9603標

寄親附与力御加増の件達・....................・・・・・・28斜標

与力明知代官勤方帳・・・・・…・....................・・・・・・・6127

与力明知村附帳・..............................・・・・・・・・2861標

与カ御定留・............................................2325標

与力御定等・・…・…・・・・・・・…............ ........・・・・おお標

与力御定等三種・.................. ............・・・・・・・・2327，標

与カ御屋敷拝領判帳…・…・・・・.....................3537，標

与力方御親翰等之控・..............................・・2122標

与力方之留帳・.........................................45回標

与力家中侍縮方達書・........................... ...・・1934標

与力指物目印紋之定........・ H ・...・H ・....・H ・......20必標

与力知行村附・.........................................2783標

与力知三之一井三之二・十歩一之事・H ・H ・-…・28弱標

与力知之願書顧・t:~..................................2863標
ヨ買

与力寺一統法義縮万について覚...・ H ・H ・H ・-…・邸“標

与力同心知留帳・-…・・…・・・・・・・・…..........・・・・・・・2865標

与力同心留記・-…・・・・・・・・・…..…..........・・・・…'2329標

与力等取捌一件・................ ..............・・・・・・・・2124標

与力本末略考…................. .......... ...・・・・・・・・2935標

与力屋敷請取之書・・・・・…・・・..........・・・・・・・…・・・・3560標

額言上卿下知案・........................ ......・…・・・8669標

頼朝卿・前回利光等御輸防写.....・ H ・.....・H ・"'6495標

寄諜草........・H ・....・H ・....-::".~・・・............・ H ・. 30(181) 

鎧の胴弁袖之図・..............................・・・・・・・・8547，標

万跡書帳・・…・“・..............................・・・・・・・・4058標

万覚・................... ........ ...・・・・…・・・・・..........・4525標

万覚書・............. .............. .......... ......... ....・・・35標

万皮入払帳・........・・・・・…・・・・・…・・・..........・・・・・・4721標

万聞書・.......・….....….............. .... ..........・・2518標

万留帳・・・・・・・・…...................... ........・・・・・・・・・4525旧

万留帳抜書…..................... .... ... ..........・・・4526標
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よしのーりゅう

万節之次第・・・・・…............ .....…..........・・・・・・8460標

四ヶ寺御法号附・..........・・…...... ..... ... ... ...・・1191標

b 

来月二日学校井武学校御閲ユ付御作法之次第

.............5865 

来春御馬乗初井御謡初之節御差略方詮議之ー

件........ ... ............ .... ....... ....... ........・・・・・・・・5056標

来舶私考・..................................................8081

架蔵之事・....・・・・・v・・・....... ...・・…・・・・…・・.........9538標

洛中月次参詣記・…....・ H ・....・H ・...・H ・....・H ・..….9773

楽焼系図・.............. ....................... ...・・・・・・・9841標

楽焼・硝石製造等一件....・H ・....・ H ・.....・H ・.....7575標

楽焼陶家系図.......・ H ・......・H ・.....・ H ・..…….30(159) 

洛陽因幡堂薬師縁起・............. .... ..... ... .....・・30(17)

洛陽般舟三味院記・....................・・…・・・・・・・・・・30(15)

藍君誠図序・......
ゑ':!~ク

蘭洲筆記・........................................・・・・・・・3887標

り

李花集新葉集(抄出)..・H ・...・H ・.....・H ・..… 30(17の
陸軍省官員録・.........................................8981標

僅諺譜.......................................33鈎92操標， 45お旧

理財局通三口分控・..........・・・・・・・・・….............5200僚

理松院様三百年御思大法会御披露概意・・・・・・・・・1094標
理塵集抜撃・・・・・・・・…..............................・・・6943標

理尽抄四隊之陣取・................…・..........・・・・8104標

立坊学土持浴殿儒・ H ・H ・....・ H ・........・H ・....・H ・.30(8) 

理之助漂流一件・...... .......... ..... .........・・・・・・・・7718標

李北海帖・........................................・・・・・・・9877標

略譜....・H ・...・ H ・.....・H ・........・H ・...・ H ・..…7807，7808 

略譜小解・・・・H ・H ・..…...・H ・..7862標， 78侃標， 7864標

柳奄雑筆巻四抄・・ H ・H ・...・ H ・........・H ・...・H ・..8888標

柳営御鹿狩図A・H ・...・H ・..............・ H ・...・H ・.1∞M標

琉球人詠歌・........................................・・・・96鎚標

琉球人登城献上物等控・....................・・・・・・・・・9356標

琉球来朝記・…..................................・・・・・・犯54旧

立華院様御法事留・...・H ・….........................1162標

竜郊君上書・........................... .... .........・・・・4018標

飽光公以降記録・..........・・・・…..........・・・・・・・・・・2702標

龍光公御定書・.........................................2708標

流行之病気ニ付御触之趣写・................. ...・・・7332標

龍作夜話・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 370標



りゅうーれんこ

龍笛血肱系図...・H ・....・H ・-…H ・H ・-…....・H ・..30(159) 

竜笛血肱芥大家系図(系譜部井載之)…..30(174) 

髄門寺居屋敷寄進状写・.............................6514標

龍門寺文書〈能登国七尾)・…..............… 30(130)

両亜相公治命書…・・H ・H ・....・H ・.....・H ・'1227標.1お3

諒問中葺菖蒲事・・H ・H ・-…...・H ・.....・H ・-…H ・H ・.30(7) 

領絵図製法二種・-・・・・・・・・・....................・・・・・・・・9518標
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あ と が き

本目録は，加越能文庫の価値が次第に広く認識され，利用が増加してくることに応えて，稿本

『加越能文庫目録上・中・下・補遺~ (昭和39--41年刊〉を改めて， さらに詳しく分類し，解説も付

して便宜に供するために企画されたもので、あった。

本目録の作成作業は，昭和42年から始まり，昭拘50年3月に上巻を刊行したが，その後，下巻収

載の分についてさらに念査を加え，今ょうやく刊行を完うすることになった。その聞の10年に余る

期間をふり返る時，調査員の大部分が交代し， また各自の本務の聞を縫って進めた作業は，大量で

内容の広い資料群を前にして時に息切れを覚え， 他方で， より入念であろうと意欲をかき立てるこ

との混り合った経緯で‘あった。それにしても， この遅々とした歩みのために利用者に御迷惑をかけ

た点はおわびしなければならない。また，昭和54年に図書館が設備の整った玉川町の新館ヘ移転

し，加越能文庫の収蔵，利用も格段に改善されたことを書き添えたい。そして，本目録の完成を機

に， 10107点に及ぶ資料の一連番号および請求番号はすべて書き変えられることとなった。

本目録は，各資料を主要な内容に即していずれか1つの項目に分類しており，他の項目に再掲す

ることはない。司なかには多様な内容を収載した記録類があり， また文書・記録の伝来形態を尊重し

て，一括されたものをなるべく分割しないようにしたため 1つの資料の内容が2つ以上の分類項

目にわたる場合が当然生じたが，それは， より総合的な項目へ配属するか，主要な内容に従って配

属してある。たとえば，大横目関係は政務ー横目方にあるが，藩士一私文書の中川氏関係にも中川

八郎右衛門長種の役務書類が入り混っている。また形態分類による立項をしなかったので，絵図は

城絵図，国絵図，郡村絵図， 参詣指図などの内容によって配分した等々で・ある。利用者は，各自の

課題関心にもとづいて本目録の記載内容を手がかりとして縦横に駆使して活用していただきたい。

なお，下巻の構成は，上巻の緒言で、予定した項目区分をいささか変更したことをお断りしておき

たい。

最後に， 下巻の調査に際して，大谷大学文学部助教授大桑斉氏と当時金沢大学大学院生で、あった

深沢源一・大野充彦・見瀬和雄氏に一部御協力いただいことを記し，感謝の意を表したい。
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